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 交流し、

考えることの意義
村上和夫（立教大学）
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観光パラダイムシフト
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中島 泰/後藤伸一
目代 凪/門脇茉海
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特集 3

連載
“観光を学ぶ”ということ第20回

長野大学環境ツーリズム学部

熊谷ゼミ
熊谷圭介
（長野大学）

観光研究最前線
地域の

ブレンド力を磨く
中谷健太郎
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　コ
ロ
ナ
禍
で
の
足
踏
み
は
あ
り
ま
し
た
が
エ
ン
デ

ミ
ッ
ク
社
会
の
中
で
観
光
は
再
び
、
世
界
中
で
力
強
く

動
き
出
し
て
い
ま
す
。観
光
需
要
の
回
復
と
と
も
に
オ
ー

バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
な
ど
の
問
題
も
再
燃
し
て
き
て
お
り
、

そ
れ
ら
の
課
題
を
解
決
す
る
た
め
の
取
り
組
み
が
世
界

中
の
観
光
地
で
検
討
、
実
施
さ
れ
て
き
て
い
ま
す
。

　昨
年（
2
0
2
3
年
8
〜
10
月
）に
当
財
団
の
全
研
究

員
を
対
象
に
ハ
ワ
イ
、ス
イ
ス
・
オ
ー
ス
ト
リ
ア
、ニ
ュ
ー

ジ
ー
ラ
ン
ド
の
3
方
面
に
向
け
て
海
外
視
察
を
実
施
し

ま
し
た
。
各
研
究
員
が
現
地
で
実
際
に
見
て
、
聴
い
て
、

感
じ
た
事
項
を
共
有
し
つ
つ
、
こ
れ
か
ら
の
観
光
が
ダ

イ
ナ
ミ
ズ
ム
を
持
っ
て
展
開
し
て
い
く
方
向
に
つ
い
て

考
察
し
ま
し
た
。



　コ
ロ
ナ
禍
が
一
段
落
し
、
観
光
の
動
き
も
盛
ん
に
な
っ
て
き
た
。

国
内
観
光
も
復
調
し
て
い
る
が
、
中
で
も
急
速
に
回
復
・
増
大
を
見

せ
て
い
る
の
が
訪
日
外
国
人
数
（
訪
日
客
数
）
で
あ
る
。日
本
人
出
国

者
数
と
比
較
し
た
訪
日
客
数
は
2
・
5
倍
強
に
至
っ
て
い
る
。

　原
因
が
〝
円
安
〞
と
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
が
、
現
在
と
為
替
レ
ー

ト
が
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
っ
た
1
9
8
0
年
代
後
半
を
振
り
返
る
と
、
当

時
〝
日
本
観
光
は
高
い
〞
と
敬
遠
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
思
い
起
こ
し

て
し
ま
う
。
し
か
し
〝
費
用
が
安
い
〜
〞
は
、
今
は
あ
ま
り
無
さ
そ

う
で
あ
る
。
コ
ロ
ナ
禍
前
か
ら
日
本
は
既
に
〝
行
っ
て
み
た
い
国
〞

で
あ
り
、
規
制
が
取
れ
吸
引
力
が
現
実
化
し
た
と
言
う
の
が
、
妥
当

な
理
解
だ
ろ
う
。
で
は
〝
行
っ
て
み
た
い
国
〞
と
は
な
ん
だ
ろ
う
。

　今
で
も
、日
本
は
、
国
際
的
な
観
光
情
報
サ
イ
ト
に
み
る
観
光
地

の
分
類
に
当
て
嵌
ま
る
が
、
実
際
に
世
界
の
観
光
地
を
訪
れ
て
み
る

と
、日
本
の
グ
ロ
ー
バ
ル
な
観
光
イ
メ
ー
ジ
は
、
そ
れ
ら
と
か
な
り

異
な
っ
て
い
る
こ
と
に
気
づ
く
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
に
訪
日
客
増
加
の

要
因
理
解
と
観
光
振
興
の
ポ
イ
ン
ト
が
あ
り
そ
う
で
あ
る
。

　現
在
の
訪
日
期
待
は
、
半
世
紀
強
に
及
ん
で
輸
出
さ
れ
て
き
た
日

本
製
品
が
世
界
に
創
り
上
げ
て
き
た
〝
生
活
の
質
の
高
さ
〞
と
い
う

イ
メ
ー
ジ
（
製
品
価
値
に
基
づ
く
生
活
イ
メ
ー
ジ
）
と
、
近
年
の
日

本
観
光
を
経
験
し
た
旅
行
者
た
ち
に
身
体
化
し
た
日
本
イ
メ
ー
ジ

（
滞
在
生
活
の
質
を
創
り
出
す
サ
ー
ビ
ス
の
価
値
）
の
相
乗
作
用
か

ら
生
ま
れ
た
も
の
で
は
無
い
だ
ろ
う
か
。
と
く
に
、
後
者
（
そ
の
様

に
語
ら
れ
る
投
稿
も
含
め
て
）
が
S
N
S
で
表
す
日
本
の
印
象
が
、

物
語
性
を
持
っ
て
い
る
こ
と
に
注
意
す
る
必
要
が
あ
る
。
多
く
が
高

品
位
な
日
本
の
社
会
ア
メ
ニ
テ
ィ
に
つ
い
て
語
り
、
そ
の
理
由
を
観

光
ビ
ジ
ネ
ス
に
お
け
る
シ
ス
テ
ム
化
さ
れ
た
施
設
や
人
的
接
客
サ
ー

ビ
ス
ば
か
り
か
、
市
民
の
丁
寧
で
親
切
な
対
応
、
街
の
清
潔
さ
や
安

全
を
守
ろ
う
と
す
る
行
動
に
お
い
て
い
る
。
こ
れ
は
、
か
つ
て
の
近

巻頭言

代
観
光
が
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
化
し
て
き
た
パ
ー
テ
ィ
の
よ
う
に
騒
々

し
く
和
気
藹
々
と
し
た
雰
囲
気
と
大
き
く
異
な
る
点
で
あ
る
。

　さ
ら
に
訪
日
客
が
、
そ
こ
か
ら
自
国
で
営
む
生
活
の
一
歩
先
を
、

訪
日
経
験
か
ら
思
い
描
く
よ
う
に
見
え
る
投
稿
も
多
く
あ
る
。
そ
し

て
そ
の
イ
メ
ー
ジ
の
舞
台
に
は
、
世
界
で
活
躍
す
る
ミ
レ
ニ
ア
ム
や

Z
世
代
の
文
化
を
支
え
る
〝
個
人
化
し
た
社
会
〞
の
存
在
も
あ
っ

て
、
そ
れ
を
踏
ま
え
つ
つ
訪
日
経
験
を
メ
タ
に
評
価
し
利
用
し
て
い

る
こ
と
が
窺
え
る
の
で
あ
る
。
個
人
化
し
て
い
る
と
は
言
え
、
コ
ン

プ
ラ
イ
ア
ン
ス
の
効
い
た
社
会
ア
メ
ニ
テ
ィ
の
上
に
想
起
さ
れ
る
新

し
い
が
深
い
社
会
関
係
の
連
想
（
表
現
）
が
そ
れ
を
示
唆
す
る
。

　S
N
S
情
報
の
一
部
が
事
実
と
は
異
な
る
フ
ェ
イ
ク
情
報
で
あ
る

と
し
て
も
、
要
は
文
脈
で
あ
り
、
そ
れ
ら
は
日
本
政
府
観
光
局
や
観

光
産
業
が
発
信
し
て
い
る
観
光
資
源
や
ビ
ジ
ネ
ス
中
心
の
情
報
と
は

異
な
っ
て
い
る
。
既
存
の
観
光
タ
イ
プ
と
整
合
す
る
に
は
情
報
提
供

の
方
法
に
間
違
い
は
無
く
、
こ
の
日
本
経
験
の
レ
ト
リ
ッ
ク
が
創
り

出
す
評
価
の
二
層
性
が
、日
本
ら
し
い
〝
メ
タ
ツ
ー
リ
ズ
ム
〞
の
特

性
な
の
で
あ
る
。
そ
う
理
解
す
る
こ
と
に
寄
っ
て
、
ア
ニ
メ
視
聴
や

漫
画
講
読
が
日
本
訪
問
の
初
期
動
機
を
形
成
し
た
と
語
る
彼
ら
世
代

の
「
聖
地
巡
礼
」
型
の
訪
日
行
動
も
理
解
で
き
て
く
る
。

　現
在
の
訪
日
客
の
動
向
は
、
単
に
計
測
統
計
的
な
エ
ビ
デ
ン
ス
志

向
か
ら
み
る
だ
け
で
は
十
分
で
は
な
い
。
デ
ジ
タ
ル
世
界
に
お
け
る

観
光
の
性
格
や
シ
ス
テ
ム
と
の
関
係
で
、
レ
ト
リ
ッ
ク
重
視
の
個
人

化
し
た
視
点
か
ら
も
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
世

界
の
観
光
地
を
訪
問
し
、そ
こ
に
滞
在
す
る
観
光
者
の
嗜
好
と
発
信
、

観
光
地
の
運
営
主
体
に
よ
る
パ
ー
ソ
ナ
ル
情
報
の
活
用
と
D
X
な
ど

を
調
査
す
る
必
要
が
あ
る
。
先
の
訪
日
客
理
解
の
仮
説
は
、
現
地
で

の
交
流
を
通
じ
検
討
課
題
を
明
ら
か
に
す
る
ベ
ー
ス
で
あ
り
、日
本

の
役
割
を
検
討
す
る
手
が
か
り
で
は
無
い
だ
ろ
う
か
。

村上和夫
立教大学名誉教授

（むらかみ・かずお）立教大学観光学部教授、学校法人立教学院理事、
立教新座中学校・高等学校校長を経て、立教大学名誉教授。日本観
光研究学会及び日本観光ホスピタリティ教育学会評議員、「海外教育
旅行プログラムの付加価値向上支援事業」選定委員（観光庁）
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村上和夫
（立教大学名誉教授）

長野大学環境ツーリズム学部
熊谷ゼミ
学生が自らの成長を楽しむ
最も重要な場

  海外の観光地に赴き、交流し、
考えることの意義

【巻頭言】

特
集

観
光
振
興
の
ダイ
ナ
ミ
ズムへ

「
第
33
回 

旅
行
動
向
シン
ポ
ジ
ウム
」を
開
催

中
島 

泰
（
J
T
B
F
）

「
琉
球
弧SU

M
M
IT Zero“0” 

in
沖
縄
県
・
南
城
市
」
を
開
催

中
島 

泰
（
J
T
B
F
）

「
日
韓
国
際
観
光
カンファレンス
2
0
2
3
」
を
開
催

後
藤
伸
一
（
J
T
B
F
）

山
田
雄
一（
公
益
財
団
法
人
日
本
交
通
公
社
理
事
・
観
光
研
究
部
長
・
旅
の
図
書
館
長
）

地
域
の
ブレン
ド
力
を
磨
く

中
谷
健
太
郎
（
株
式
会
社
亀
の
井
別
荘
相
談
役
）

ゼミを通して見る大学の今

―
こ
の
土
地
に
運
ば
れ
た
も
の
を
暮
ら
し
に
編
み
込
む

由
布
院
温
泉

五
木
田
玲
子
（
公
益
財
団
法
人
日
本
交
通
公
社
観
光
研
究
部
上
席
主
任
研
究
員
）

ハワ
イ
視
察
の
全
体
像
と
利
用
者
管
理

❶
岩
野
温
子
（
公
益
財
団
法
人
日
本
交
通
公
社
観
光
研
究
部
研
究
員
）

日
本
人
が
愛
し
て
や
ま
ないハワ
イ
―
現
在
の
日
本
人
旅
行
者
の
動
向

❷
相
澤
美
穂
子
（
公
益
財
団
法
人
日
本
交
通
公
社
観
光
研
究
部
上
席
主
任
研
究
員
）

工
藤
亜
稀
（
公
益
財
団
法
人
日
本
交
通
公
社
観
光
研
究
部
研
究
員
）

M
ālam
a H
awai’i

成
立
の
背
景
と
そ
の
効
果
に
関
す
る
考
察

❸
後
藤
健
太
郎
（
公
益
財
団
法
人
日
本
交
通
公
社
観
光
研
究
部
主
任
研
究
員
）

ホ
テルモ
ラ
ト
リ
アム
―
公
共
政
策
に
よ
る
環
境
変
化
へ
の
介
入

❹
那
須 
將
（
公
益
財
団
法
人
日
本
交
通
公
社
観
光
研
究
部
副
主
任
研
究
員
）

ス
イ
ス
に
お
け
る
自
然
地
域
の
保
護
制
度

❶
小
川
直
樹
（
公
益
財
団
法
人
日
本
交
通
公
社
観
光
研
究
部
主
任
研
究
員
）

ス
イ
ス
に
お
け
る
非
動
力
系
交
通
を
活
用
し
た

観
光
ネッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備
と
利
用
の
現
状

❷
江
﨑
貴
昭
（
公
益
財
団
法
人
日
本
交
通
公
社
観
光
研
究
部
副
主
任
研
究
員
）

D
M
O
を
中
心
と
し
た
観
光
推
進
・
サ
ービス
調
整
の
取
り
組
み
と
、

そ
れ
を
駆
動
さ
せ
る
システム
と
し
て
の
財
源
制
度
の
現
状

❸
菅
野
正
洋
（
公
益
財
団
法
人
日
本
交
通
公
社
観
光
研
究
部
上
席
主
任
研
究
員
）

ス
イ
ス・
オ
ース
ト
リ
ア
方
面
へ
の
視
察
を
終
え
て

❹
中
島 

泰
（
公
益
財
団
法
人
日
本
交
通
公
社
観
光
研
究
部
上
席
主
任
研
究
員
）

ニュー
ジ
ー
ラ
ン
ド
視
察
の
全
体
像
と
政
策
動
向

❶
後
藤
伸
一
（
公
益
財
団
法
人
日
本
交
通
公
社
観
光
研
究
部
主
任
研
究
員
）

サ
ス
テ
ナ
ブルツ
ー
リ
ズム
に
関
す
る
事
業
者
の
取
り
組
み

❷❸
門
脇
茉
海
（
公
益
財
団
法
人
日
本
交
通
公
社
観
光
研
究
部
副
主
任
研
究
員
）

ニュー
ジ
ー
ラ
ン
ド
と
文
化
観
光

❹
目
代 

凪
（
公
益
財
団
法
人
日
本
交
通
公
社
観
光
研
究
部
研
究
員
）
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財
団
法
人
日
本
交
通
公
社
理
事
・
観
光
研
究
部
長
・
旅
の
図
書
館
長
）

地
域
の
ブレン
ド
力
を
磨
く

中
谷
健
太
郎
（
株
式
会
社
亀
の
井
別
荘
相
談
役
）

ゼミを通して見る大学の今

―
こ
の
土
地
に
運
ば
れ
た
も
の
を
暮
ら
し
に
編
み
込
む

由
布
院
温
泉

五
木
田
玲
子
（
公
益
財
団
法
人
日
本
交
通
公
社
観
光
研
究
部
上
席
主
任
研
究
員
）

ハワ
イ
視
察
の
全
体
像
と
利
用
者
管
理

❶
岩
野
温
子
（
公
益
財
団
法
人
日
本
交
通
公
社
観
光
研
究
部
研
究
員
）

日
本
人
が
愛
し
て
や
ま
ないハワ
イ
―
現
在
の
日
本
人
旅
行
者
の
動
向

❷
相
澤
美
穂
子
（
公
益
財
団
法
人
日
本
交
通
公
社
観
光
研
究
部
上
席
主
任
研
究
員
）

工
藤
亜
稀
（
公
益
財
団
法
人
日
本
交
通
公
社
観
光
研
究
部
研
究
員
）

M
ālam
a H
awai’i

成
立
の
背
景
と
そ
の
効
果
に
関
す
る
考
察

❸
後
藤
健
太
郎
（
公
益
財
団
法
人
日
本
交
通
公
社
観
光
研
究
部
主
任
研
究
員
）

ホ
テルモ
ラ
ト
リ
アム
―
公
共
政
策
に
よ
る
環
境
変
化
へ
の
介
入

❹
那
須 

將
（
公
益
財
団
法
人
日
本
交
通
公
社
観
光
研
究
部
副
主
任
研
究
員
）

ス
イ
ス
に
お
け
る
自
然
地
域
の
保
護
制
度

❶
小
川
直
樹
（
公
益
財
団
法
人
日
本
交
通
公
社
観
光
研
究
部
主
任
研
究
員
）

ス
イ
ス
に
お
け
る
非
動
力
系
交
通
を
活
用
し
た

観
光
ネッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備
と
利
用
の
現
状

❷
江
﨑
貴
昭
（
公
益
財
団
法
人
日
本
交
通
公
社
観
光
研
究
部
副
主
任
研
究
員
）

D
M
O
を
中
心
と
し
た
観
光
推
進
・
サ
ービス
調
整
の
取
り
組
み
と
、

そ
れ
を
駆
動
さ
せ
る
システム
と
し
て
の
財
源
制
度
の
現
状

❸
菅
野
正
洋
（
公
益
財
団
法
人
日
本
交
通
公
社
観
光
研
究
部
上
席
主
任
研
究
員
）

ス
イ
ス・
オ
ース
ト
リ
ア
方
面
へ
の
視
察
を
終
え
て

❹
中
島 

泰
（
公
益
財
団
法
人
日
本
交
通
公
社
観
光
研
究
部
上
席
主
任
研
究
員
）

ニュー
ジ
ー
ラ
ン
ド
視
察
の
全
体
像
と
政
策
動
向

❶
後
藤
伸
一
（
公
益
財
団
法
人
日
本
交
通
公
社
観
光
研
究
部
主
任
研
究
員
）

サ
ス
テ
ナ
ブルツ
ー
リ
ズム
に
関
す
る
事
業
者
の
取
り
組
み

❷❸
門
脇
茉
海
（
公
益
財
団
法
人
日
本
交
通
公
社
観
光
研
究
部
副
主
任
研
究
員
）

ニュー
ジ
ー
ラ
ン
ド
と
文
化
観
光

❹
目
代 

凪
（
公
益
財
団
法
人
日
本
交
通
公
社
観
光
研
究
部
研
究
員
）
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ハワ
イ
視
察
の

全
体
像
と
利
用
者
管
理

表 1 オアフ島DMAPにおけるアクション
※今回紹介する事例の関連アクションは太字

1
0
0
万
人
の
観
光
客
が
訪
れ
る
。

1
9
8
7
年
に
は
年
間
来
訪
者
3
6
0
万
人

と
ピ
ー
ク
を
迎
え
、
観
光
客
の
増
加
に
伴
い
、

餌
付
け
等
に
よ
る
自
然
破
壊
が
問
題
視
さ
れ

て
い
た
。
1
9
9
0
年
、
ホ
ノ
ル
ル
市
が
「
ハ

ナ
ウ
マ
湾
総
合
計
画
」
を
策
定
し
、
駐
車
台

数
制
限
や
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
実
施
等
を
開

始
、
そ
の
後
も
ハ
ナ
ウ
マ
湾
の
自
然
保
護
を

目
的
と
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
ル
ー
ル
を
制
定
。

2
0
0
2
年
に
は
「
海
洋
教
育
セ
ン
タ
ー
」
を

設
置
し
、
入
場
時
に
ハ
ナ
ウ
マ
湾
の
歴
史
や

環
境
保
護
、
禁
止
事
項
等
に
関
す
る
9
分
間

の
教
育
ビ
デ
オ
の
視
聴
を
義
務
づ
け
て
い
る
。

　
オ
ア
フ
島
D
M
A
P
で
は
、
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド

ヘ
ッ
ド
に
つ
い
て「
環
境（en

vironm
en
tal

）」

を
課
題
と
し
て
挙
げ
て
お
り
、
管
理
主
体
で
あ

る
ホ
ノ
ル
ル
市
公
園
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
局
は
、

コ
ロ
ナ
禍
以
降
、
上
に
記
し
た
利
用
者
管
理
施

策
を
行
っ
て
き
た
。

　
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
ヘ
ッ
ド
の
予
約
開
始
が
訪

問
日
の
30
日
前
に
対
し
、
ハ
ナ
ウ
マ
湾
は
2

日
前
の
朝
7
時
か
ら
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
た

め
、
ハ
ナ
ウ
マ
湾
に
行
き
た
い
と
い
う
思
い
か

ら
ハ
ワ
イ
旅
行
を
計
画
し
た
と
し
て
も
、
行

く
こ
と
が
で
き
る
か
ど
う
か
は
2
日
前
ま
で

わ
か
ら
な
い
。
非
常
に
予
約
が
取
り
に
く
い

と
い
う
事
前
情
報
を
得
て
い
た
た
め
、
今
回

の
視
察
で
は
、
メ
ン
バ
ー
全
員
朝
6
時
台
に
ロ

ビ
ー
に
集
合
し
て
予
約
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
行
っ

た
。
が
し
か
し
、
7
時
の
予
約
開
始
と
同
時

に
ア
ク
セ
ス
が
集
中
し
、
予
約
サ
イ
ト
に
ア

ク
セ
ス
で
き
た
の
は
1
名
の
み
と
い
う
厳
し

い
争
奪
戦
で
あ
っ
た
。
2
0
2
3
年
6
月
に

ホ
ノ
ル
ル
市
監
査
役
室
が
公
表
し
た
予
約
シ

ス
テ
ム
の
監
査
報
告
書
に
よ
る
と
、「
1
日
あ

た
り
の
入
園
者
数
を
制
限
す
る
一
方
で
、
入

園
料
収
入
は
以
前
の
水
準
よ
り
も
増
加
し
た
」

と
効
果
を
述
べ
る
一
方
、「
予
約
プ
ロ
セ
ス
に

は
手
続
き
上
の
問
題
が
あ
り
、
特
定
の
人
々
、

特
に
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
に
不
慣
れ
な
人
々
に
不

利
と
な
る
可
能
性
が
あ
る
」な
ど
の
課
題
を

指
摘
し
て
い
る
。
今
後
の
改
善
に
期
待
し
た

い
。
厳
し
い
管
理
を
し
て
い
る
と
い
う
こ
と

も
あ
り
、
実
際
に
訪
れ
て
混
雑
を
感
じ
る
こ

と
は
な
か
っ
た
。

　
今
回
策
定
さ
れ
た
D
M
A
P
で
は
、「
住

民
の
生
活
の
質
向
上
へ
の
積
極
的
な
貢
献
」

を
最
上
位
の
目
標
に
掲
げ
て
い
る
。
情
報
収

集
を
す
る
過
程
で
は
「
観
光
地
に
地
域
住
民

を
呼
び
戻
す
」
と
い
っ
た
表
現
も
目
に
し
て

お
り
、
州
民
無
料
化
、
州
民
の
予
約
不
要
と

い
っ
た
具
体
的
な
施
策
に
落
と
し
込
ま
れ
て

い
る
。
ハ
ワ
イ
で
は
、
住
民
を
含
む
幅
広
い

利
用
者
層
に
対
応
し
た
利
用
者
管
理
の
実
装

が
進
め
ら
れ

て
い
る
。

し
て
議
論
を
重
ね
た
。
ど
う
あ
り
た
い
の
か
、

そ
の
た
め
に
守
る
べ
き
も
の
は
何
か
、
緩
和

す
べ
き
も
の
は
何
か
、
成
長
さ
せ
る
べ
き
も

の
は
何
か
、
必
要
な
行
動
は
何
か
。
こ
う
し

て
策
定
さ
れ
た
計
画
は
、
ビ
ジ
ョ
ン
、
目
標
、

ア
ク
シ
ョ
ン
の
ほ
か
、「
ホ
ッ
ト
ス
ポ
ッ
ト
リ

ス
ト
」
を
含
む
も
の
と
な
っ
た
。
ホ
ッ
ト
ス

ポ
ッ
ト
と
は
、
そ
の
人
気
か
ら
訪
問
者
の
過

密
、
渋
滞
、
資
源
の
劣
化
、
安
全
上
の
危
険
、

住
民
と
訪
問
者
の
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
体
験
に
つ

な
が
る
可
能
性
が
あ
る
場
所
を
指
す
。
オ
ア

フ
島
D
M
A
P
で
は
、
特
に
注
視
す
べ
き
17

か
所
の
ホ
ッ
ト
ス
ポ
ッ
ト
を
特
定
し
、
継
続

的
な
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
や
利
用
者
管
理
な
ど
具

体
的
な
ア
ク
シ
ョ
ン
（
表
1
）
と
し
て
行
う
こ

と
と
し
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
そ
れ
ら
の
中

か
ら
、
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
ヘ
ッ
ド
州
立
記
念
碑

と
ハ
ナ
ウ
マ
湾
自
然
保
護
区
の
2
つ
の
自
然

観
光
地
を
取
り
上
げ
、
管
理
や
利
用
の
現
状

に
つ
い
て
紹
介
す
る
。

　
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
ヘ
ッ
ド
は
、
オ
ア
フ
島
の

シ
ン
ボ
ル
的
存
在
で
も
あ
り
、
観
光
客
に
人

気
の
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
で
あ
る
。
約
30

万
年
前
に
火
山
の
噴
火
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ

た
標
高
2
3
2
ｍ
の
山
で
あ
り
、
火
山
口
の

頂
上
に
あ
る
展
望
台
か
ら
は
絶
景
が
望
め

る
。所
要
時
間
は
往
復
で
1
〜
2
時
間
程
度
。

1
9
0
0
年
代
初
頭
に
は
ア
メ
リ
カ
海
軍
の

監
視
基
地
と
し
て
利
用
さ
れ
、
1
9
6
8
年

に
国
定
自
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
た
。
観
光

シ
ー
ズ
ン
に
は
大
勢
の
観
光
客
が
訪
れ
る
た

め
、
コ
ー
ス
の
混
雑
と
待
ち
時
間
の
解
消
が

大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
た
。

　
オ
ア
フ
島
D
M
A
P
で
は
、
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド

ヘ
ッ
ド
に
つ
い
て「
収
容
力（capacity

）」お
よ

び「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
へ
の
影
響（com

m
unity 

im
pact

）」を
課
題
と
し
て
挙
げ
て
い
る
。
こ

う
い
っ
た
状
況
を
ふ
ま
え
、
管
理
主
体
で
あ

る
ハ
ワ
イ
州
土
地
自
然
資
源
局
は
、
コ
ロ
ナ

禍
以
降
、
段
階
的
な
利
用
者
管
理
施
策
を

行
っ
た
。

　
入
場
料
お
よ
び
駐
車
場
料
金
の
値
上
げ
、

州
民
の
無
料
化
、
事
前
予
約
制
と
い
っ
た
施

策
は
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
ヘ
ッ
ド
単
独
で
行
わ
れ

た
も
の
で
は
な
く
、
ハ
ワ
イ
州
土
地
自
然
資

源
局
が
管
理
す
る
ハ
エ
ナ
州
立
公
園
（
カ
ウ

ア
イ
島
）、
ワ
イ
ア
ナ
パ
ナ
パ
州
立
公
園
（
マ

ウ
イ
島
）、
イ
ア
オ
渓
谷
州
立
記
念
碑
（
マ

ウ
イ
島
）
に
お
い
て
も
段
階
的
に
導
入
さ
れ

た
。
そ
の
た
め
、
事
前
予
約
シ
ス
テ
ム
（
図

1
）
は
、
こ
れ
ら
の
公
園
で
共
通
し
た
仕
様

と
な
っ
て
い
る
。
今
回
の
視
察
時
期
は
繁
忙

期
で
あ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
予
約
可
能
と
な

る
訪
問
日
の
30
日
前
に
予
約
サ
イ
ト
に
ア
ク

セ
ス
し
た
と
こ
ろ
、
人
気
の
早
朝
時
間
帯 

6
〜
8
時
を
抑
え
る
こ
と
が
で
き
た
。な
お
、

訪
問
日
の
約
1
週
間
前
に
確
認
し
た
と
こ

ろ
、
6
〜
8
時
、
8
〜
10
時
の
予
約
枠
は
埋

ま
っ
て
い
た
。
頂
上
の
展
望
地
で
は
、
多
く

の
人
が
景
色
を
堪
能
し
た
り
写
真
を
撮
っ
た

り
な
ど
滞
留
す
る
こ
と
か
ら
、
少
し
混
み
合

う
場
面
も
あ
っ
た
が
、
ト
レ
イ
ル
内
で
は
階

段
や
す
れ
違
い
箇
所
な
ど
特
定
の
場
所
を
除

い
て
は
足
が
止
ま
る
こ
と
は
な
く
、
総
じ
て

快
適
に
楽
し
む
こ
と
が
で
き
た
。

　
ハ
ナ
ウ
マ
湾
は
、
1
9
6
7
年
に
海
洋
生

物
保
護
区
お
よ
び
水
中
公
園
と
し
て
指
定
さ

れ
た
オ
ア
フ
島
を
代
表
す
る
観
光
地
で
あ

る
。
美
し
い
サ
ン
ゴ
礁
が
広
が
り
、
シ
ュ
ノ
ー

ケ
リ
ン
グ
が
楽
し
め
る
こ
と
か
ら
、
年
間
約

　
ハ
ワ
イ
は
世
界
を
代
表
す
る
デ
ス
テ
ィ

ネ
ー
シ
ョ
ン
で
あ
り
、
そ
の
動
向
や
取
り
組

み
に
つ
い
て
、
当
財
団
は
常
に
注
視
し
、
参

考
に
し
て
き
た
。
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
は
、
観

光
地
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
と
し
て
の
危
機
管
理
を

テ
ー
マ
に
開
催
し
た
2
0
2
0
年
度
観
光
地

経
営
講
座
に
て
ハ
ワ
イ
州
観
光
局 

理
事
の
木

村
恭
子
氏
に「B

eyond R
ecovery

：
ハ
ワ

イ
再
開
に
む
け
て 

ハ
ワ
イ
の
経
済
再
開
と
再

生
戦
略
」に
つ
い
て
講
義
を
い
た
だ
き
、

2
0
2
2
年
度
の
旅
行
動
向
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

で
ハ
ワ
イ
州
観
光
局 

日
本
支
局
長
の
ミ
ツ
エ
・

ヴ
ァ
ー
レ
イ
氏
に「M

ālam
a H

aw
ai’i

：
マ

ラ
マ
ハ
ワ
イ
〜
ハ
ワ
イ
が
問
い
か
け
る
レ
ス

ポ
ン
シ
ブ
ル
の
視
点
〜
」と
題
し
て
講
演
を
い

た
だ
き
、
2
0
2
3
年
5
月
に
発
刊
し
た『
観

光
文
化
』2
5
7
号
で
は
ハ
ワ
イ
州
立
大
学
が

ん
研
究
セ
ン
タ
ー
疫
学
専
門
家
の
岡
田
悠
偉

人
氏
に「
ハ
ワ
イ
州
に
お
け
る
再
生
型
観
光

『M
ālam

a H
aw
ai’i

』」に
つ
い
て
寄
稿
い
た

だ
い
た
。
日
本
よ
り
も
早
い
段
階
で
観
光
を

再
開
し
た
ハ
ワ
イ
に
つ
い
て
は
、
前
述
の
講

義
や
講
演
、
寄
稿
も
含
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
媒

体
か
ら
情
報
が
入
っ
て
は
い
た
が
、
だ
か
ら

こ
そ
、
そ
の
現
状
を
各
研
究
員
が
自
ら
体
感

す
る
こ
と
は
必
然
で
あ
っ
た
。
今
回
の
ハ
ワ

イ
視
察
で
は
、
コ
ロ
ナ
禍
を
経
て
ハ
ワ
イ
観

光
に
ど
の
よ
う
な
変
化
が
起
こ
っ
た
の
か
と

い
っ
た
観
点
を
中
心
に
据
え
、
利
用
者
管
理
、

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
戦
略
、
公
共
政
策
の
状
況

や
旅
行
者
動
向
を
各
研
究
員
の
視
点
か
ら
捉

え
て
い
る
。
こ
の
コ
ロ
ナ
前
後
で
の
変
化
、
常

に
観
光
と
と
も
に
あ
っ
た
地
域
が
観
光
客
の

い
な
い
状
況
を
体
験
し
た
こ
と
で
、
観
光
に

対
す
る
パ
ラ
ダ
イ
ム
シ
フ
ト（
社
会
の
規
範

や
価
値
観
が
変
わ
る
こ
と
）が
起
き
た
の
で
は

な
い
か
と
考
え
て
い
る
。

　
観
光
資
源
を
持
続
可
能
に
利
用
し
て
い
く

た
め
に
は
、
資
源
の
保
全
や
利
用
者
の
適
切

な
管
理
が
欠
か
せ
な
い
。
そ
の
た
め
に
は
、

利
用
を
調
整
・
制
御
す
る
法
令
や
、
そ
れ
ら

の
規
定
に
基
づ
い
た
利
用
制
限
の
導
入
、
自

然
環
境
や
利
用
者
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
等
が
不

可
欠
で
あ
る
。
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
、
ハ
ワ

イ
で
は
、
事
前
予
約
制
の
導
入
、
1
日
あ
た

り
の
人
数
制
限
、
州
民
の
無
料
化
等
の
各
種

利
用
者
管
理
施
策
が
、
複
数
の
自
然
観
光
地

に
お
い
て
段
階
的
に
行
わ
れ
た
。

　
こ
れ
ら
の
管
理
が
行
わ
れ
る
起
点
と
な
っ

た
の
は
、「
ハ
ワ
イ
観
光
戦
略
プ
ラ
ン

2
0
2
0
‐
2
0
2
5
」
に
基
づ
い
て
島
ご

と
に
策
定
さ
れ
た
、観
光
経
済
と
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
、
自
然
資
源
と
文
化
資
源
、
住
民
の

生
活
の
質
の
バ
ラ
ン
ス
を
保
つ
た
め
の
3
年

間
（
2
0
2
1
〜
2
0
2
3
年
）
の
行
動
計
画

「D
estin

ation
 M

an
agem

en
t A

ctio
n
 

P
lan

（
以
下
、
D
M
A
P
）」
で
あ
る
。
こ
の

計
画
で
は
、
大
切
な
資
源
を
5
世
代
先
の
世

代
に
残
し
て
い
く
こ
と
を
強
く
意
識
し
た

〝
リ
ジ
ェ
ネ
ラ
テ
ィ
ブ
ツ
ー
リ
ズ
ム
（
再
生

型
観
光
）
〞を
掲
げ
て
お
り
、
そ
の
策
定
に
あ

た
っ
て
は
、
地
元
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
も
参
画

訪問者の宿泊施設の数を管理し、土地利用、ゾーニ
ング、空港政策の変更を検討することで、オアフ島へ
の訪問者の総数を管理可能なレベルまで減らす。

敬意と協力的な行動を奨励するため、到着前と到着
後の観光コミュニケーションプログラムを実施する。

オアフ島の主要なホットスポットサイトを特定し、管
理計画を実施する。

現場とトレイルの取り締まりを強化し、積極的な管理
を強化する。

自然資源および文化資源の利用者を監視・管理する
ための予約システムを開発する。

ハワイの資源再生、自然資源を保護、十分な資金が確
保されていない保護課題に取り組むプログラムを直
接支援する「再生型観光料」を徴収する。

positive-impact travelers（環境、文化、地域社会
への貢献を優先する旅行者）を惹きつけるマーケティ
ングプログラムを開発し、実施する。

資金を地域社会に留め、二酸化炭素排出量を最小限
に抑えるため、地元の製品やサービスの購入を促進
する“Buy Local”プログラムの開発と実施を継続する。

オアフ島での移動手段としての観光客の自動車利用
を管理する。

コミュニティパートナーと協力し、住民と訪問者双方
を豊かにする、より協力的で精選された体験を開発、
販売、奨励、支援する。

出典：HTA（2021）「O’ahu Destination Management Action Plan」より作成
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光
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／
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／
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等
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／
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自
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等
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翌
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2023年
視察行程

宿
泊
地

ハ
ワ
イ
視
察
の
全
体
像
と
利
用
者
管
理

1

日
本
人
が
愛
し
て
や
ま
な
い
ハ
ワ
イ

―

現
在
の
日
本
人
旅
行
者
の
動
向

2M
ālam

a H
aw
ai’i

成
立
の
背
景
と
そ
の
効
果
に
関
す
る
考
察

3

ホ
テ
ル
モ
ラ
ト
リ
ア
ム

―

公
共
政
策
に
よ
る
環
境
変
化
へ
の
介
入

4

ハワイにおける観光パラダイムシフト1

4



ハワ
イ
視
察
の

全
体
像
と
利
用
者
管
理

表 1 オアフ島DMAPにおけるアクション
※今回紹介する事例の関連アクションは太字

1
0
0
万
人
の
観
光
客
が
訪
れ
る
。

1
9
8
7
年
に
は
年
間
来
訪
者
3
6
0
万
人

と
ピ
ー
ク
を
迎
え
、
観
光
客
の
増
加
に
伴
い
、

餌
付
け
等
に
よ
る
自
然
破
壊
が
問
題
視
さ
れ

て
い
た
。
1
9
9
0
年
、
ホ
ノ
ル
ル
市
が
「
ハ

ナ
ウ
マ
湾
総
合
計
画
」
を
策
定
し
、
駐
車
台

数
制
限
や
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
実
施
等
を
開

始
、
そ
の
後
も
ハ
ナ
ウ
マ
湾
の
自
然
保
護
を

目
的
と
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
ル
ー
ル
を
制
定
。

2
0
0
2
年
に
は
「
海
洋
教
育
セ
ン
タ
ー
」
を

設
置
し
、
入
場
時
に
ハ
ナ
ウ
マ
湾
の
歴
史
や

環
境
保
護
、
禁
止
事
項
等
に
関
す
る
9
分
間

の
教
育
ビ
デ
オ
の
視
聴
を
義
務
づ
け
て
い
る
。

　
オ
ア
フ
島
D
M
A
P
で
は
、
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド

ヘ
ッ
ド
に
つ
い
て「
環
境（en

vironm
en
tal

）」

を
課
題
と
し
て
挙
げ
て
お
り
、
管
理
主
体
で
あ

る
ホ
ノ
ル
ル
市
公
園
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
局
は
、

コ
ロ
ナ
禍
以
降
、
上
に
記
し
た
利
用
者
管
理
施

策
を
行
っ
て
き
た
。

　
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
ヘ
ッ
ド
の
予
約
開
始
が
訪

問
日
の
30
日
前
に
対
し
、
ハ
ナ
ウ
マ
湾
は
2

日
前
の
朝
7
時
か
ら
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
た

め
、
ハ
ナ
ウ
マ
湾
に
行
き
た
い
と
い
う
思
い
か

ら
ハ
ワ
イ
旅
行
を
計
画
し
た
と
し
て
も
、
行

く
こ
と
が
で
き
る
か
ど
う
か
は
2
日
前
ま
で

わ
か
ら
な
い
。
非
常
に
予
約
が
取
り
に
く
い

と
い
う
事
前
情
報
を
得
て
い
た
た
め
、
今
回

の
視
察
で
は
、
メ
ン
バ
ー
全
員
朝
6
時
台
に
ロ

ビ
ー
に
集
合
し
て
予
約
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
行
っ

た
。
が
し
か
し
、
7
時
の
予
約
開
始
と
同
時

に
ア
ク
セ
ス
が
集
中
し
、
予
約
サ
イ
ト
に
ア

ク
セ
ス
で
き
た
の
は
1
名
の
み
と
い
う
厳
し

い
争
奪
戦
で
あ
っ
た
。
2
0
2
3
年
6
月
に

ホ
ノ
ル
ル
市
監
査
役
室
が
公
表
し
た
予
約
シ

ス
テ
ム
の
監
査
報
告
書
に
よ
る
と
、「
1
日
あ

た
り
の
入
園
者
数
を
制
限
す
る
一
方
で
、
入

園
料
収
入
は
以
前
の
水
準
よ
り
も
増
加
し
た
」

と
効
果
を
述
べ
る
一
方
、「
予
約
プ
ロ
セ
ス
に

は
手
続
き
上
の
問
題
が
あ
り
、
特
定
の
人
々
、

特
に
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
に
不
慣
れ
な
人
々
に
不

利
と
な
る
可
能
性
が
あ
る
」な
ど
の
課
題
を

指
摘
し
て
い
る
。
今
後
の
改
善
に
期
待
し
た

い
。
厳
し
い
管
理
を
し
て
い
る
と
い
う
こ
と

も
あ
り
、
実
際
に
訪
れ
て
混
雑
を
感
じ
る
こ

と
は
な
か
っ
た
。

　
今
回
策
定
さ
れ
た
D
M
A
P
で
は
、「
住

民
の
生
活
の
質
向
上
へ
の
積
極
的
な
貢
献
」

を
最
上
位
の
目
標
に
掲
げ
て
い
る
。
情
報
収

集
を
す
る
過
程
で
は
「
観
光
地
に
地
域
住
民

を
呼
び
戻
す
」
と
い
っ
た
表
現
も
目
に
し
て

お
り
、
州
民
無
料
化
、
州
民
の
予
約
不
要
と

い
っ
た
具
体
的
な
施
策
に
落
と
し
込
ま
れ
て

い
る
。
ハ
ワ
イ
で
は
、
住
民
を
含
む
幅
広
い

利
用
者
層
に
対
応
し
た
利
用
者
管
理
の
実
装

が
進
め
ら
れ

て
い
る
。

し
て
議
論
を
重
ね
た
。
ど
う
あ
り
た
い
の
か
、

そ
の
た
め
に
守
る
べ
き
も
の
は
何
か
、
緩
和

す
べ
き
も
の
は
何
か
、
成
長
さ
せ
る
べ
き
も

の
は
何
か
、
必
要
な
行
動
は
何
か
。
こ
う
し

て
策
定
さ
れ
た
計
画
は
、
ビ
ジ
ョ
ン
、
目
標
、

ア
ク
シ
ョ
ン
の
ほ
か
、「
ホ
ッ
ト
ス
ポ
ッ
ト
リ

ス
ト
」
を
含
む
も
の
と
な
っ
た
。
ホ
ッ
ト
ス

ポ
ッ
ト
と
は
、
そ
の
人
気
か
ら
訪
問
者
の
過

密
、
渋
滞
、
資
源
の
劣
化
、
安
全
上
の
危
険
、

住
民
と
訪
問
者
の
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
体
験
に
つ

な
が
る
可
能
性
が
あ
る
場
所
を
指
す
。
オ
ア

フ
島
D
M
A
P
で
は
、
特
に
注
視
す
べ
き
17

か
所
の
ホ
ッ
ト
ス
ポ
ッ
ト
を
特
定
し
、
継
続

的
な
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
や
利
用
者
管
理
な
ど
具

体
的
な
ア
ク
シ
ョ
ン
（
表
1
）
と
し
て
行
う
こ

と
と
し
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
そ
れ
ら
の
中

か
ら
、
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
ヘ
ッ
ド
州
立
記
念
碑

と
ハ
ナ
ウ
マ
湾
自
然
保
護
区
の
2
つ
の
自
然

観
光
地
を
取
り
上
げ
、
管
理
や
利
用
の
現
状

に
つ
い
て
紹
介
す
る
。

　
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
ヘ
ッ
ド
は
、
オ
ア
フ
島
の

シ
ン
ボ
ル
的
存
在
で
も
あ
り
、
観
光
客
に
人

気
の
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
で
あ
る
。
約
30

万
年
前
に
火
山
の
噴
火
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ

た
標
高
2
3
2
ｍ
の
山
で
あ
り
、
火
山
口
の

頂
上
に
あ
る
展
望
台
か
ら
は
絶
景
が
望
め

る
。所
要
時
間
は
往
復
で
1
〜
2
時
間
程
度
。

1
9
0
0
年
代
初
頭
に
は
ア
メ
リ
カ
海
軍
の

監
視
基
地
と
し
て
利
用
さ
れ
、
1
9
6
8
年

に
国
定
自
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
た
。
観
光

シ
ー
ズ
ン
に
は
大
勢
の
観
光
客
が
訪
れ
る
た

め
、
コ
ー
ス
の
混
雑
と
待
ち
時
間
の
解
消
が

大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
た
。

　
オ
ア
フ
島
D
M
A
P
で
は
、
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド

ヘ
ッ
ド
に
つ
い
て「
収
容
力（capacity

）」お
よ

び「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
へ
の
影
響（com

m
unity 

im
pact

）」を
課
題
と
し
て
挙
げ
て
い
る
。
こ

う
い
っ
た
状
況
を
ふ
ま
え
、
管
理
主
体
で
あ

る
ハ
ワ
イ
州
土
地
自
然
資
源
局
は
、
コ
ロ
ナ

禍
以
降
、
段
階
的
な
利
用
者
管
理
施
策
を

行
っ
た
。

　
入
場
料
お
よ
び
駐
車
場
料
金
の
値
上
げ
、

州
民
の
無
料
化
、
事
前
予
約
制
と
い
っ
た
施

策
は
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
ヘ
ッ
ド
単
独
で
行
わ
れ

た
も
の
で
は
な
く
、
ハ
ワ
イ
州
土
地
自
然
資

源
局
が
管
理
す
る
ハ
エ
ナ
州
立
公
園
（
カ
ウ

ア
イ
島
）、
ワ
イ
ア
ナ
パ
ナ
パ
州
立
公
園
（
マ

ウ
イ
島
）、
イ
ア
オ
渓
谷
州
立
記
念
碑
（
マ

ウ
イ
島
）
に
お
い
て
も
段
階
的
に
導
入
さ
れ

た
。
そ
の
た
め
、
事
前
予
約
シ
ス
テ
ム
（
図

1
）
は
、
こ
れ
ら
の
公
園
で
共
通
し
た
仕
様

と
な
っ
て
い
る
。
今
回
の
視
察
時
期
は
繁
忙

期
で
あ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
予
約
可
能
と
な

る
訪
問
日
の
30
日
前
に
予
約
サ
イ
ト
に
ア
ク

セ
ス
し
た
と
こ
ろ
、
人
気
の
早
朝
時
間
帯 

6
〜
8
時
を
抑
え
る
こ
と
が
で
き
た
。な
お
、

訪
問
日
の
約
1
週
間
前
に
確
認
し
た
と
こ

ろ
、
6
〜
8
時
、
8
〜
10
時
の
予
約
枠
は
埋

ま
っ
て
い
た
。
頂
上
の
展
望
地
で
は
、
多
く

の
人
が
景
色
を
堪
能
し
た
り
写
真
を
撮
っ
た

り
な
ど
滞
留
す
る
こ
と
か
ら
、
少
し
混
み
合

う
場
面
も
あ
っ
た
が
、
ト
レ
イ
ル
内
で
は
階

段
や
す
れ
違
い
箇
所
な
ど
特
定
の
場
所
を
除

い
て
は
足
が
止
ま
る
こ
と
は
な
く
、
総
じ
て

快
適
に
楽
し
む
こ
と
が
で
き
た
。

　
ハ
ナ
ウ
マ
湾
は
、
1
9
6
7
年
に
海
洋
生

物
保
護
区
お
よ
び
水
中
公
園
と
し
て
指
定
さ

れ
た
オ
ア
フ
島
を
代
表
す
る
観
光
地
で
あ

る
。
美
し
い
サ
ン
ゴ
礁
が
広
が
り
、
シ
ュ
ノ
ー

ケ
リ
ン
グ
が
楽
し
め
る
こ
と
か
ら
、
年
間
約

　
ハ
ワ
イ
は
世
界
を
代
表
す
る
デ
ス
テ
ィ

ネ
ー
シ
ョ
ン
で
あ
り
、
そ
の
動
向
や
取
り
組

み
に
つ
い
て
、
当
財
団
は
常
に
注
視
し
、
参

考
に
し
て
き
た
。
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
は
、
観

光
地
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
と
し
て
の
危
機
管
理
を

テ
ー
マ
に
開
催
し
た
2
0
2
0
年
度
観
光
地

経
営
講
座
に
て
ハ
ワ
イ
州
観
光
局 

理
事
の
木

村
恭
子
氏
に「B

eyond R
ecovery

：
ハ
ワ

イ
再
開
に
む
け
て 

ハ
ワ
イ
の
経
済
再
開
と
再

生
戦
略
」に
つ
い
て
講
義
を
い
た
だ
き
、

2
0
2
2
年
度
の
旅
行
動
向
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

で
ハ
ワ
イ
州
観
光
局 

日
本
支
局
長
の
ミ
ツ
エ
・

ヴ
ァ
ー
レ
イ
氏
に「M
ālam

a H
aw

ai’i

：
マ

ラ
マ
ハ
ワ
イ
〜
ハ
ワ
イ
が
問
い
か
け
る
レ
ス

ポ
ン
シ
ブ
ル
の
視
点
〜
」と
題
し
て
講
演
を
い

た
だ
き
、
2
0
2
3
年
5
月
に
発
刊
し
た『
観

光
文
化
』2
5
7
号
で
は
ハ
ワ
イ
州
立
大
学
が

ん
研
究
セ
ン
タ
ー
疫
学
専
門
家
の
岡
田
悠
偉

人
氏
に「
ハ
ワ
イ
州
に
お
け
る
再
生
型
観
光

『M
ālam

a H
aw
ai’i

』」に
つ
い
て
寄
稿
い
た

だ
い
た
。
日
本
よ
り
も
早
い
段
階
で
観
光
を

再
開
し
た
ハ
ワ
イ
に
つ
い
て
は
、
前
述
の
講

義
や
講
演
、
寄
稿
も
含
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
媒

体
か
ら
情
報
が
入
っ
て
は
い
た
が
、
だ
か
ら

こ
そ
、
そ
の
現
状
を
各
研
究
員
が
自
ら
体
感

す
る
こ
と
は
必
然
で
あ
っ
た
。
今
回
の
ハ
ワ

イ
視
察
で
は
、
コ
ロ
ナ
禍
を
経
て
ハ
ワ
イ
観

光
に
ど
の
よ
う
な
変
化
が
起
こ
っ
た
の
か
と

い
っ
た
観
点
を
中
心
に
据
え
、
利
用
者
管
理
、

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
戦
略
、
公
共
政
策
の
状
況

や
旅
行
者
動
向
を
各
研
究
員
の
視
点
か
ら
捉

え
て
い
る
。
こ
の
コ
ロ
ナ
前
後
で
の
変
化
、
常

に
観
光
と
と
も
に
あ
っ
た
地
域
が
観
光
客
の

い
な
い
状
況
を
体
験
し
た
こ
と
で
、
観
光
に

対
す
る
パ
ラ
ダ
イ
ム
シ
フ
ト（
社
会
の
規
範

や
価
値
観
が
変
わ
る
こ
と
）が
起
き
た
の
で
は

な
い
か
と
考
え
て
い
る
。

　
観
光
資
源
を
持
続
可
能
に
利
用
し
て
い
く

た
め
に
は
、
資
源
の
保
全
や
利
用
者
の
適
切

な
管
理
が
欠
か
せ
な
い
。
そ
の
た
め
に
は
、

利
用
を
調
整
・
制
御
す
る
法
令
や
、
そ
れ
ら

の
規
定
に
基
づ
い
た
利
用
制
限
の
導
入
、
自

然
環
境
や
利
用
者
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
等
が
不

可
欠
で
あ
る
。
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
、
ハ
ワ

イ
で
は
、
事
前
予
約
制
の
導
入
、
1
日
あ
た

り
の
人
数
制
限
、
州
民
の
無
料
化
等
の
各
種

利
用
者
管
理
施
策
が
、
複
数
の
自
然
観
光
地

に
お
い
て
段
階
的
に
行
わ
れ
た
。

　
こ
れ
ら
の
管
理
が
行
わ
れ
る
起
点
と
な
っ

た
の
は
、「
ハ
ワ
イ
観
光
戦
略
プ
ラ
ン

2
0
2
0
‐
2
0
2
5
」
に
基
づ
い
て
島
ご

と
に
策
定
さ
れ
た
、観
光
経
済
と
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
、
自
然
資
源
と
文
化
資
源
、
住
民
の

生
活
の
質
の
バ
ラ
ン
ス
を
保
つ
た
め
の
3
年

間
（
2
0
2
1
〜
2
0
2
3
年
）
の
行
動
計
画

「D
estin

ation
 M

an
agem

en
t A

ctio
n
 

P
lan

（
以
下
、
D
M
A
P
）」
で
あ
る
。
こ
の

計
画
で
は
、
大
切
な
資
源
を
5
世
代
先
の
世

代
に
残
し
て
い
く
こ
と
を
強
く
意
識
し
た

〝
リ
ジ
ェ
ネ
ラ
テ
ィ
ブ
ツ
ー
リ
ズ
ム
（
再
生

型
観
光
）
〞を
掲
げ
て
お
り
、
そ
の
策
定
に
あ

た
っ
て
は
、
地
元
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
も
参
画

訪問者の宿泊施設の数を管理し、土地利用、ゾーニ
ング、空港政策の変更を検討することで、オアフ島へ
の訪問者の総数を管理可能なレベルまで減らす。

敬意と協力的な行動を奨励するため、到着前と到着
後の観光コミュニケーションプログラムを実施する。

オアフ島の主要なホットスポットサイトを特定し、管
理計画を実施する。

現場とトレイルの取り締まりを強化し、積極的な管理
を強化する。

自然資源および文化資源の利用者を監視・管理する
ための予約システムを開発する。

ハワイの資源再生、自然資源を保護、十分な資金が確
保されていない保護課題に取り組むプログラムを直
接支援する「再生型観光料」を徴収する。

positive-impact travelers（環境、文化、地域社会
への貢献を優先する旅行者）を惹きつけるマーケティ
ングプログラムを開発し、実施する。

資金を地域社会に留め、二酸化炭素排出量を最小限
に抑えるため、地元の製品やサービスの購入を促進
する“Buy Local”プログラムの開発と実施を継続する。

オアフ島での移動手段としての観光客の自動車利用
を管理する。

コミュニティパートナーと協力し、住民と訪問者双方
を豊かにする、より協力的で精選された体験を開発、
販売、奨励、支援する。

出典：HTA（2021）「O’ahu Destination Management Action Plan」より作成
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光
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光

パ
ラ
ダ
イ
ム

シ
フ
ト

8
月

入
国・
視
察
パ
ー
ル
ハ
ー
バ
ー
／
コ
オ
リ
ナ
／
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／
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等
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／
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等
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翌
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1

日
本
人
が
愛
し
て
や
ま
な
い
ハ
ワ
イ

―

現
在
の
日
本
人
旅
行
者
の
動
向

2M
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立
の
背
景
と
そ
の
効
果
に
関
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考
察
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ホ
テ
ル
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ラ
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ム

―
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共
政
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に
よ
る
環
境
変
化
へ
の
介
入

4
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図 1 ダイヤモンドヘッド事前予約画面

図 2 ハナウマ湾自然保護区事前予約画面

1
0
0
万
人
の
観
光
客
が
訪
れ
る
。

1
9
8
7
年
に
は
年
間
来
訪
者
3
6
0
万
人

と
ピ
ー
ク
を
迎
え
、
観
光
客
の
増
加
に
伴
い
、

餌
付
け
等
に
よ
る
自
然
破
壊
が
問
題
視
さ
れ

て
い
た
。
1
9
9
0
年
、
ホ
ノ
ル
ル
市
が
「
ハ

ナ
ウ
マ
湾
総
合
計
画
」
を
策
定
し
、
駐
車
台

数
制
限
や
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
実
施
等
を
開

始
、
そ
の
後
も
ハ
ナ
ウ
マ
湾
の
自
然
保
護
を

目
的
と
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
ル
ー
ル
を
制
定
。

2
0
0
2
年
に
は
「
海
洋
教
育
セ
ン
タ
ー
」
を

設
置
し
、
入
場
時
に
ハ
ナ
ウ
マ
湾
の
歴
史
や

環
境
保
護
、
禁
止
事
項
等
に
関
す
る
9
分
間

の
教
育
ビ
デ
オ
の
視
聴
を
義
務
づ
け
て
い
る
。

　
オ
ア
フ
島
D
M
A
P
で
は
、
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド

ヘ
ッ
ド
に
つ
い
て「
環
境（en

vironm
en
tal

）」

を
課
題
と
し
て
挙
げ
て
お
り
、
管
理
主
体
で
あ

る
ホ
ノ
ル
ル
市
公
園
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
局
は
、

コ
ロ
ナ
禍
以
降
、
上
に
記
し
た
利
用
者
管
理
施

策
を
行
っ
て
き
た
。

　
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
ヘ
ッ
ド
の
予
約
開
始
が
訪

問
日
の
30
日
前
に
対
し
、
ハ
ナ
ウ
マ
湾
は
2

日
前
の
朝
7
時
か
ら
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
た

め
、
ハ
ナ
ウ
マ
湾
に
行
き
た
い
と
い
う
思
い
か

ら
ハ
ワ
イ
旅
行
を
計
画
し
た
と
し
て
も
、
行

く
こ
と
が
で
き
る
か
ど
う
か
は
2
日
前
ま
で

わ
か
ら
な
い
。
非
常
に
予
約
が
取
り
に
く
い

と
い
う
事
前
情
報
を
得
て
い
た
た
め
、
今
回

の
視
察
で
は
、
メ
ン
バ
ー
全
員
朝
6
時
台
に
ロ

ビ
ー
に
集
合
し
て
予
約
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
行
っ

た
。
が
し
か
し
、
7
時
の
予
約
開
始
と
同
時

に
ア
ク
セ
ス
が
集
中
し
、
予
約
サ
イ
ト
に
ア

ク
セ
ス
で
き
た
の
は
1
名
の
み
と
い
う
厳
し

い
争
奪
戦
で
あ
っ
た
。
2
0
2
3
年
6
月
に

ホ
ノ
ル
ル
市
監
査
役
室
が
公
表
し
た
予
約
シ

ス
テ
ム
の
監
査
報
告
書
に
よ
る
と
、「
1
日
あ

た
り
の
入
園
者
数
を
制
限
す
る
一
方
で
、
入

園
料
収
入
は
以
前
の
水
準
よ
り
も
増
加
し
た
」

と
効
果
を
述
べ
る
一
方
、「
予
約
プ
ロ
セ
ス
に

は
手
続
き
上
の
問
題
が
あ
り
、
特
定
の
人
々
、

特
に
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
に
不
慣
れ
な
人
々
に
不

利
と
な
る
可
能
性
が
あ
る
」な
ど
の
課
題
を

指
摘
し
て
い
る
。
今
後
の
改
善
に
期
待
し
た

い
。
厳
し
い
管
理
を
し
て
い
る
と
い
う
こ
と

も
あ
り
、
実
際
に
訪
れ
て
混
雑
を
感
じ
る
こ

と
は
な
か
っ
た
。

　
今
回
策
定
さ
れ
た
D
M
A
P
で
は
、「
住

民
の
生
活
の
質
向
上
へ
の
積
極
的
な
貢
献
」

を
最
上
位
の
目
標
に
掲
げ
て
い
る
。
情
報
収

集
を
す
る
過
程
で
は
「
観
光
地
に
地
域
住
民

を
呼
び
戻
す
」
と
い
っ
た
表
現
も
目
に
し
て

お
り
、
州
民
無
料
化
、
州
民
の
予
約
不
要
と

い
っ
た
具
体
的
な
施
策
に
落
と
し
込
ま
れ
て

い
る
。
ハ
ワ
イ
で
は
、
住
民
を
含
む
幅
広
い

利
用
者
層
に
対
応
し
た
利
用
者
管
理
の
実
装

が
進
め
ら
れ

て
い
る
。

し
て
議
論
を
重
ね
た
。
ど
う
あ
り
た
い
の
か
、

そ
の
た
め
に
守
る
べ
き
も
の
は
何
か
、
緩
和

す
べ
き
も
の
は
何
か
、
成
長
さ
せ
る
べ
き
も

の
は
何
か
、
必
要
な
行
動
は
何
か
。
こ
う
し

て
策
定
さ
れ
た
計
画
は
、
ビ
ジ
ョ
ン
、
目
標
、

ア
ク
シ
ョ
ン
の
ほ
か
、「
ホ
ッ
ト
ス
ポ
ッ
ト
リ

ス
ト
」
を
含
む
も
の
と
な
っ
た
。
ホ
ッ
ト
ス

ポ
ッ
ト
と
は
、
そ
の
人
気
か
ら
訪
問
者
の
過

密
、
渋
滞
、
資
源
の
劣
化
、
安
全
上
の
危
険
、

住
民
と
訪
問
者
の
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
体
験
に
つ

な
が
る
可
能
性
が
あ
る
場
所
を
指
す
。
オ
ア

フ
島
D
M
A
P
で
は
、
特
に
注
視
す
べ
き
17

か
所
の
ホ
ッ
ト
ス
ポ
ッ
ト
を
特
定
し
、
継
続

的
な
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
や
利
用
者
管
理
な
ど
具

体
的
な
ア
ク
シ
ョ
ン
（
表
1
）
と
し
て
行
う
こ

と
と
し
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
そ
れ
ら
の
中

か
ら
、
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
ヘ
ッ
ド
州
立
記
念
碑

と
ハ
ナ
ウ
マ
湾
自
然
保
護
区
の
2
つ
の
自
然

観
光
地
を
取
り
上
げ
、
管
理
や
利
用
の
現
状

に
つ
い
て
紹
介
す
る
。

　
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
ヘ
ッ
ド
は
、
オ
ア
フ
島
の

シ
ン
ボ
ル
的
存
在
で
も
あ
り
、
観
光
客
に
人

気
の
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
で
あ
る
。
約
30

万
年
前
に
火
山
の
噴
火
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ

た
標
高
2
3
2
ｍ
の
山
で
あ
り
、
火
山
口
の

頂
上
に
あ
る
展
望
台
か
ら
は
絶
景
が
望
め

る
。所
要
時
間
は
往
復
で
1
〜
2
時
間
程
度
。

1
9
0
0
年
代
初
頭
に
は
ア
メ
リ
カ
海
軍
の

監
視
基
地
と
し
て
利
用
さ
れ
、
1
9
6
8
年

に
国
定
自
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
た
。
観
光

シ
ー
ズ
ン
に
は
大
勢
の
観
光
客
が
訪
れ
る
た

め
、
コ
ー
ス
の
混
雑
と
待
ち
時
間
の
解
消
が

大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
た
。

　
オ
ア
フ
島
D
M
A
P
で
は
、
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド

ヘ
ッ
ド
に
つ
い
て「
収
容
力（capacity

）」お
よ

び「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
へ
の
影
響（com

m
unity 

im
pact

）」を
課
題
と
し
て
挙
げ
て
い
る
。
こ

う
い
っ
た
状
況
を
ふ
ま
え
、
管
理
主
体
で
あ

る
ハ
ワ
イ
州
土
地
自
然
資
源
局
は
、
コ
ロ
ナ

禍
以
降
、
段
階
的
な
利
用
者
管
理
施
策
を

行
っ
た
。

　
入
場
料
お
よ
び
駐
車
場
料
金
の
値
上
げ
、

州
民
の
無
料
化
、
事
前
予
約
制
と
い
っ
た
施

策
は
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
ヘ
ッ
ド
単
独
で
行
わ
れ

た
も
の
で
は
な
く
、
ハ
ワ
イ
州
土
地
自
然
資

源
局
が
管
理
す
る
ハ
エ
ナ
州
立
公
園
（
カ
ウ

ア
イ
島
）、
ワ
イ
ア
ナ
パ
ナ
パ
州
立
公
園
（
マ

ウ
イ
島
）、
イ
ア
オ
渓
谷
州
立
記
念
碑
（
マ

ウ
イ
島
）
に
お
い
て
も
段
階
的
に
導
入
さ
れ

た
。
そ
の
た
め
、
事
前
予
約
シ
ス
テ
ム
（
図

1
）
は
、
こ
れ
ら
の
公
園
で
共
通
し
た
仕
様

と
な
っ
て
い
る
。
今
回
の
視
察
時
期
は
繁
忙

期
で
あ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
予
約
可
能
と
な

る
訪
問
日
の
30
日
前
に
予
約
サ
イ
ト
に
ア
ク

セ
ス
し
た
と
こ
ろ
、
人
気
の
早
朝
時
間
帯 

6
〜
8
時
を
抑
え
る
こ
と
が
で
き
た
。な
お
、

訪
問
日
の
約
1
週
間
前
に
確
認
し
た
と
こ

ろ
、
6
〜
8
時
、
8
〜
10
時
の
予
約
枠
は
埋

ま
っ
て
い
た
。
頂
上
の
展
望
地
で
は
、
多
く

の
人
が
景
色
を
堪
能
し
た
り
写
真
を
撮
っ
た

り
な
ど
滞
留
す
る
こ
と
か
ら
、
少
し
混
み
合

う
場
面
も
あ
っ
た
が
、
ト
レ
イ
ル
内
で
は
階

段
や
す
れ
違
い
箇
所
な
ど
特
定
の
場
所
を
除

い
て
は
足
が
止
ま
る
こ
と
は
な
く
、
総
じ
て

快
適
に
楽
し
む
こ
と
が
で
き
た
。

　
ハ
ナ
ウ
マ
湾
は
、
1
9
6
7
年
に
海
洋
生

物
保
護
区
お
よ
び
水
中
公
園
と
し
て
指
定
さ

れ
た
オ
ア
フ
島
を
代
表
す
る
観
光
地
で
あ

る
。
美
し
い
サ
ン
ゴ
礁
が
広
が
り
、
シ
ュ
ノ
ー

ケ
リ
ン
グ
が
楽
し
め
る
こ
と
か
ら
、
年
間
約

　
ハ
ワ
イ
は
世
界
を
代
表
す
る
デ
ス
テ
ィ

ネ
ー
シ
ョ
ン
で
あ
り
、
そ
の
動
向
や
取
り
組

み
に
つ
い
て
、
当
財
団
は
常
に
注
視
し
、
参

考
に
し
て
き
た
。
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
は
、
観

光
地
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
と
し
て
の
危
機
管
理
を

テ
ー
マ
に
開
催
し
た
2
0
2
0
年
度
観
光
地

経
営
講
座
に
て
ハ
ワ
イ
州
観
光
局 

理
事
の
木

村
恭
子
氏
に「B

eyond R
ecovery

：
ハ
ワ

イ
再
開
に
む
け
て 

ハ
ワ
イ
の
経
済
再
開
と
再

生
戦
略
」に
つ
い
て
講
義
を
い
た
だ
き
、

2
0
2
2
年
度
の
旅
行
動
向
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

で
ハ
ワ
イ
州
観
光
局 

日
本
支
局
長
の
ミ
ツ
エ
・

ヴ
ァ
ー
レ
イ
氏
に「M

ālam
a H

aw
ai’i

：
マ

ラ
マ
ハ
ワ
イ
〜
ハ
ワ
イ
が
問
い
か
け
る
レ
ス

ポ
ン
シ
ブ
ル
の
視
点
〜
」と
題
し
て
講
演
を
い

た
だ
き
、
2
0
2
3
年
5
月
に
発
刊
し
た『
観

光
文
化
』2
5
7
号
で
は
ハ
ワ
イ
州
立
大
学
が

ん
研
究
セ
ン
タ
ー
疫
学
専
門
家
の
岡
田
悠
偉

人
氏
に「
ハ
ワ
イ
州
に
お
け
る
再
生
型
観
光

『M
ālam

a H
aw
ai’i

』」に
つ
い
て
寄
稿
い
た

だ
い
た
。
日
本
よ
り
も
早
い
段
階
で
観
光
を

再
開
し
た
ハ
ワ
イ
に
つ
い
て
は
、
前
述
の
講

義
や
講
演
、
寄
稿
も
含
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
媒

体
か
ら
情
報
が
入
っ
て
は
い
た
が
、
だ
か
ら

こ
そ
、
そ
の
現
状
を
各
研
究
員
が
自
ら
体
感

す
る
こ
と
は
必
然
で
あ
っ
た
。
今
回
の
ハ
ワ

イ
視
察
で
は
、
コ
ロ
ナ
禍
を
経
て
ハ
ワ
イ
観

光
に
ど
の
よ
う
な
変
化
が
起
こ
っ
た
の
か
と

い
っ
た
観
点
を
中
心
に
据
え
、
利
用
者
管
理
、

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
戦
略
、
公
共
政
策
の
状
況

や
旅
行
者
動
向
を
各
研
究
員
の
視
点
か
ら
捉

え
て
い
る
。
こ
の
コ
ロ
ナ
前
後
で
の
変
化
、
常

に
観
光
と
と
も
に
あ
っ
た
地
域
が
観
光
客
の

い
な
い
状
況
を
体
験
し
た
こ
と
で
、
観
光
に

対
す
る
パ
ラ
ダ
イ
ム
シ
フ
ト（
社
会
の
規
範

や
価
値
観
が
変
わ
る
こ
と
）が
起
き
た
の
で
は

な
い
か
と
考
え
て
い
る
。

　
観
光
資
源
を
持
続
可
能
に
利
用
し
て
い
く

た
め
に
は
、
資
源
の
保
全
や
利
用
者
の
適
切

な
管
理
が
欠
か
せ
な
い
。
そ
の
た
め
に
は
、

利
用
を
調
整
・
制
御
す
る
法
令
や
、
そ
れ
ら

の
規
定
に
基
づ
い
た
利
用
制
限
の
導
入
、
自

然
環
境
や
利
用
者
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
等
が
不

可
欠
で
あ
る
。
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
、
ハ
ワ

イ
で
は
、
事
前
予
約
制
の
導
入
、
1
日
あ
た

り
の
人
数
制
限
、
州
民
の
無
料
化
等
の
各
種

利
用
者
管
理
施
策
が
、
複
数
の
自
然
観
光
地

に
お
い
て
段
階
的
に
行
わ
れ
た
。

　
こ
れ
ら
の
管
理
が
行
わ
れ
る
起
点
と
な
っ

た
の
は
、「
ハ
ワ
イ
観
光
戦
略
プ
ラ
ン

2
0
2
0
‐
2
0
2
5
」
に
基
づ
い
て
島
ご

と
に
策
定
さ
れ
た
、観
光
経
済
と
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
、
自
然
資
源
と
文
化
資
源
、
住
民
の

生
活
の
質
の
バ
ラ
ン
ス
を
保
つ
た
め
の
3
年

間
（
2
0
2
1
〜
2
0
2
3
年
）
の
行
動
計
画

「D
estin

ation
 M

an
agem

en
t A

ctio
n
 

P
lan

（
以
下
、
D
M
A
P
）」
で
あ
る
。
こ
の

計
画
で
は
、
大
切
な
資
源
を
5
世
代
先
の
世

代
に
残
し
て
い
く
こ
と
を
強
く
意
識
し
た

〝
リ
ジ
ェ
ネ
ラ
テ
ィ
ブ
ツ
ー
リ
ズ
ム
（
再
生

型
観
光
）
〞を
掲
げ
て
お
り
、
そ
の
策
定
に
あ

た
っ
て
は
、
地
元
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
も
参
画

ダイヤモンドヘッド
州立記念碑における
利用者管理施策
（コロナ禍以降）

ダイヤモンドヘッド州立記念碑における
利用者管理施策（コロナ禍以降）

2020年10月　
・入場料の値上げ
（1ドル → 州外5ドル 、州民無料）
・駐車場料金の値上げ
（5ドル → 州外10ドル 、州民無料）
2022年5月
・事前予約制の導入
・1日あたりの人数制限の実施

出典：ハワイ州土地自然資源局
GO HAWAI’I STATE PARKS
ウェブサイトおよび各種報道発表や
報道記事をもとに作成

出典：ハワイ州土地自然資源局 GO HAWAI’I STATE PARKS ウェブサイト

出典：ホノルル市公園レクリエーション局オンラインシステム

2020年12月
・公開日の削減（週6日→週5日） 
・入場料の値上げ（7.5ドル → 12ドル）
※従来通り州民・12歳以下無料

・駐車場料金の値上げ（1ドル → 州民1ドル、州民以外3ドル）
2021年4月
・事前予約制の導入
・1日あたりの人数制限の拡大
2021年7月
・入場料の値上げ（12ドル → 25ドル）
2023年7月
・州民の予約不要

出典：ホノルル市ウェブサイトおよびホノルル市公園レクリエーション局オンラインシステム、
各種報道発表や報道記事をもとに作成

事
例
①
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
ヘ
ッ
ド

州
立
記
念
碑

事
例
②
ハ
ナ
ウ
マ
湾
自
然
保
護
区

（コロナ禍前は3,000人程度
　→1,000人程度）　

ダイヤモンドヘッド頂上付近の様子（筆者撮影）

ハワイにおける観光パラダイムシフト1

ハナウマ湾の様子（筆者撮影）
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図 1 ダイヤモンドヘッド事前予約画面

図 2 ハナウマ湾自然保護区事前予約画面

1
0
0
万
人
の
観
光
客
が
訪
れ
る
。

1
9
8
7
年
に
は
年
間
来
訪
者
3
6
0
万
人

と
ピ
ー
ク
を
迎
え
、
観
光
客
の
増
加
に
伴
い
、

餌
付
け
等
に
よ
る
自
然
破
壊
が
問
題
視
さ
れ

て
い
た
。
1
9
9
0
年
、
ホ
ノ
ル
ル
市
が
「
ハ

ナ
ウ
マ
湾
総
合
計
画
」
を
策
定
し
、
駐
車
台

数
制
限
や
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
実
施
等
を
開

始
、
そ
の
後
も
ハ
ナ
ウ
マ
湾
の
自
然
保
護
を

目
的
と
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
ル
ー
ル
を
制
定
。

2
0
0
2
年
に
は
「
海
洋
教
育
セ
ン
タ
ー
」
を

設
置
し
、
入
場
時
に
ハ
ナ
ウ
マ
湾
の
歴
史
や

環
境
保
護
、
禁
止
事
項
等
に
関
す
る
9
分
間

の
教
育
ビ
デ
オ
の
視
聴
を
義
務
づ
け
て
い
る
。

　
オ
ア
フ
島
D
M
A
P
で
は
、
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド

ヘ
ッ
ド
に
つ
い
て「
環
境（en

vironm
en
tal

）」

を
課
題
と
し
て
挙
げ
て
お
り
、
管
理
主
体
で
あ

る
ホ
ノ
ル
ル
市
公
園
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
局
は
、

コ
ロ
ナ
禍
以
降
、
上
に
記
し
た
利
用
者
管
理
施

策
を
行
っ
て
き
た
。

　
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
ヘ
ッ
ド
の
予
約
開
始
が
訪

問
日
の
30
日
前
に
対
し
、
ハ
ナ
ウ
マ
湾
は
2

日
前
の
朝
7
時
か
ら
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
た

め
、
ハ
ナ
ウ
マ
湾
に
行
き
た
い
と
い
う
思
い
か

ら
ハ
ワ
イ
旅
行
を
計
画
し
た
と
し
て
も
、
行

く
こ
と
が
で
き
る
か
ど
う
か
は
2
日
前
ま
で

わ
か
ら
な
い
。
非
常
に
予
約
が
取
り
に
く
い

と
い
う
事
前
情
報
を
得
て
い
た
た
め
、
今
回

の
視
察
で
は
、
メ
ン
バ
ー
全
員
朝
6
時
台
に
ロ

ビ
ー
に
集
合
し
て
予
約
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
行
っ

た
。
が
し
か
し
、
7
時
の
予
約
開
始
と
同
時

に
ア
ク
セ
ス
が
集
中
し
、
予
約
サ
イ
ト
に
ア

ク
セ
ス
で
き
た
の
は
1
名
の
み
と
い
う
厳
し

い
争
奪
戦
で
あ
っ
た
。
2
0
2
3
年
6
月
に

ホ
ノ
ル
ル
市
監
査
役
室
が
公
表
し
た
予
約
シ

ス
テ
ム
の
監
査
報
告
書
に
よ
る
と
、「
1
日
あ

た
り
の
入
園
者
数
を
制
限
す
る
一
方
で
、
入

園
料
収
入
は
以
前
の
水
準
よ
り
も
増
加
し
た
」

と
効
果
を
述
べ
る
一
方
、「
予
約
プ
ロ
セ
ス
に

は
手
続
き
上
の
問
題
が
あ
り
、
特
定
の
人
々
、

特
に
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
に
不
慣
れ
な
人
々
に
不

利
と
な
る
可
能
性
が
あ
る
」な
ど
の
課
題
を

指
摘
し
て
い
る
。
今
後
の
改
善
に
期
待
し
た

い
。
厳
し
い
管
理
を
し
て
い
る
と
い
う
こ
と

も
あ
り
、
実
際
に
訪
れ
て
混
雑
を
感
じ
る
こ

と
は
な
か
っ
た
。

　
今
回
策
定
さ
れ
た
D
M
A
P
で
は
、「
住

民
の
生
活
の
質
向
上
へ
の
積
極
的
な
貢
献
」

を
最
上
位
の
目
標
に
掲
げ
て
い
る
。
情
報
収

集
を
す
る
過
程
で
は
「
観
光
地
に
地
域
住
民

を
呼
び
戻
す
」
と
い
っ
た
表
現
も
目
に
し
て

お
り
、
州
民
無
料
化
、
州
民
の
予
約
不
要
と

い
っ
た
具
体
的
な
施
策
に
落
と
し
込
ま
れ
て

い
る
。
ハ
ワ
イ
で
は
、
住
民
を
含
む
幅
広
い

利
用
者
層
に
対
応
し
た
利
用
者
管
理
の
実
装

が
進
め
ら
れ

て
い
る
。

し
て
議
論
を
重
ね
た
。
ど
う
あ
り
た
い
の
か
、

そ
の
た
め
に
守
る
べ
き
も
の
は
何
か
、
緩
和

す
べ
き
も
の
は
何
か
、
成
長
さ
せ
る
べ
き
も

の
は
何
か
、
必
要
な
行
動
は
何
か
。
こ
う
し

て
策
定
さ
れ
た
計
画
は
、
ビ
ジ
ョ
ン
、
目
標
、

ア
ク
シ
ョ
ン
の
ほ
か
、「
ホ
ッ
ト
ス
ポ
ッ
ト
リ

ス
ト
」
を
含
む
も
の
と
な
っ
た
。
ホ
ッ
ト
ス

ポ
ッ
ト
と
は
、
そ
の
人
気
か
ら
訪
問
者
の
過

密
、
渋
滞
、
資
源
の
劣
化
、
安
全
上
の
危
険
、

住
民
と
訪
問
者
の
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
体
験
に
つ

な
が
る
可
能
性
が
あ
る
場
所
を
指
す
。
オ
ア

フ
島
D
M
A
P
で
は
、
特
に
注
視
す
べ
き
17

か
所
の
ホ
ッ
ト
ス
ポ
ッ
ト
を
特
定
し
、
継
続

的
な
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
や
利
用
者
管
理
な
ど
具

体
的
な
ア
ク
シ
ョ
ン
（
表
1
）
と
し
て
行
う
こ

と
と
し
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
そ
れ
ら
の
中

か
ら
、
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
ヘ
ッ
ド
州
立
記
念
碑

と
ハ
ナ
ウ
マ
湾
自
然
保
護
区
の
2
つ
の
自
然

観
光
地
を
取
り
上
げ
、
管
理
や
利
用
の
現
状

に
つ
い
て
紹
介
す
る
。

　
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
ヘ
ッ
ド
は
、
オ
ア
フ
島
の

シ
ン
ボ
ル
的
存
在
で
も
あ
り
、
観
光
客
に
人

気
の
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
で
あ
る
。
約
30

万
年
前
に
火
山
の
噴
火
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ

た
標
高
2
3
2
ｍ
の
山
で
あ
り
、
火
山
口
の

頂
上
に
あ
る
展
望
台
か
ら
は
絶
景
が
望
め

る
。所
要
時
間
は
往
復
で
1
〜
2
時
間
程
度
。

1
9
0
0
年
代
初
頭
に
は
ア
メ
リ
カ
海
軍
の

監
視
基
地
と
し
て
利
用
さ
れ
、
1
9
6
8
年

に
国
定
自
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
た
。
観
光

シ
ー
ズ
ン
に
は
大
勢
の
観
光
客
が
訪
れ
る
た

め
、
コ
ー
ス
の
混
雑
と
待
ち
時
間
の
解
消
が

大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
た
。

　
オ
ア
フ
島
D
M
A
P
で
は
、
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド

ヘ
ッ
ド
に
つ
い
て「
収
容
力（capacity

）」お
よ

び「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
へ
の
影
響（com

m
unity 

im
pact

）」を
課
題
と
し
て
挙
げ
て
い
る
。
こ

う
い
っ
た
状
況
を
ふ
ま
え
、
管
理
主
体
で
あ

る
ハ
ワ
イ
州
土
地
自
然
資
源
局
は
、
コ
ロ
ナ

禍
以
降
、
段
階
的
な
利
用
者
管
理
施
策
を

行
っ
た
。

　
入
場
料
お
よ
び
駐
車
場
料
金
の
値
上
げ
、

州
民
の
無
料
化
、
事
前
予
約
制
と
い
っ
た
施

策
は
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
ヘ
ッ
ド
単
独
で
行
わ
れ

た
も
の
で
は
な
く
、
ハ
ワ
イ
州
土
地
自
然
資

源
局
が
管
理
す
る
ハ
エ
ナ
州
立
公
園
（
カ
ウ

ア
イ
島
）、
ワ
イ
ア
ナ
パ
ナ
パ
州
立
公
園
（
マ

ウ
イ
島
）、
イ
ア
オ
渓
谷
州
立
記
念
碑
（
マ

ウ
イ
島
）
に
お
い
て
も
段
階
的
に
導
入
さ
れ

た
。
そ
の
た
め
、
事
前
予
約
シ
ス
テ
ム
（
図

1
）
は
、
こ
れ
ら
の
公
園
で
共
通
し
た
仕
様

と
な
っ
て
い
る
。
今
回
の
視
察
時
期
は
繁
忙

期
で
あ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
予
約
可
能
と
な

る
訪
問
日
の
30
日
前
に
予
約
サ
イ
ト
に
ア
ク

セ
ス
し
た
と
こ
ろ
、
人
気
の
早
朝
時
間
帯 

6
〜
8
時
を
抑
え
る
こ
と
が
で
き
た
。な
お
、

訪
問
日
の
約
1
週
間
前
に
確
認
し
た
と
こ

ろ
、
6
〜
8
時
、
8
〜
10
時
の
予
約
枠
は
埋

ま
っ
て
い
た
。
頂
上
の
展
望
地
で
は
、
多
く

の
人
が
景
色
を
堪
能
し
た
り
写
真
を
撮
っ
た

り
な
ど
滞
留
す
る
こ
と
か
ら
、
少
し
混
み
合

う
場
面
も
あ
っ
た
が
、
ト
レ
イ
ル
内
で
は
階

段
や
す
れ
違
い
箇
所
な
ど
特
定
の
場
所
を
除

い
て
は
足
が
止
ま
る
こ
と
は
な
く
、
総
じ
て

快
適
に
楽
し
む
こ
と
が
で
き
た
。

　
ハ
ナ
ウ
マ
湾
は
、
1
9
6
7
年
に
海
洋
生

物
保
護
区
お
よ
び
水
中
公
園
と
し
て
指
定
さ

れ
た
オ
ア
フ
島
を
代
表
す
る
観
光
地
で
あ

る
。
美
し
い
サ
ン
ゴ
礁
が
広
が
り
、
シ
ュ
ノ
ー

ケ
リ
ン
グ
が
楽
し
め
る
こ
と
か
ら
、
年
間
約

　
ハ
ワ
イ
は
世
界
を
代
表
す
る
デ
ス
テ
ィ

ネ
ー
シ
ョ
ン
で
あ
り
、
そ
の
動
向
や
取
り
組

み
に
つ
い
て
、
当
財
団
は
常
に
注
視
し
、
参

考
に
し
て
き
た
。
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
は
、
観

光
地
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
と
し
て
の
危
機
管
理
を

テ
ー
マ
に
開
催
し
た
2
0
2
0
年
度
観
光
地

経
営
講
座
に
て
ハ
ワ
イ
州
観
光
局 

理
事
の
木

村
恭
子
氏
に「B

eyond R
ecovery

：
ハ
ワ

イ
再
開
に
む
け
て 

ハ
ワ
イ
の
経
済
再
開
と
再

生
戦
略
」に
つ
い
て
講
義
を
い
た
だ
き
、

2
0
2
2
年
度
の
旅
行
動
向
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

で
ハ
ワ
イ
州
観
光
局 

日
本
支
局
長
の
ミ
ツ
エ
・

ヴ
ァ
ー
レ
イ
氏
に「M

ālam
a H

aw
ai’i

：
マ

ラ
マ
ハ
ワ
イ
〜
ハ
ワ
イ
が
問
い
か
け
る
レ
ス

ポ
ン
シ
ブ
ル
の
視
点
〜
」と
題
し
て
講
演
を
い

た
だ
き
、
2
0
2
3
年
5
月
に
発
刊
し
た『
観

光
文
化
』2
5
7
号
で
は
ハ
ワ
イ
州
立
大
学
が

ん
研
究
セ
ン
タ
ー
疫
学
専
門
家
の
岡
田
悠
偉

人
氏
に「
ハ
ワ
イ
州
に
お
け
る
再
生
型
観
光

『M
ālam

a H
aw
ai’i

』」に
つ
い
て
寄
稿
い
た

だ
い
た
。
日
本
よ
り
も
早
い
段
階
で
観
光
を

再
開
し
た
ハ
ワ
イ
に
つ
い
て
は
、
前
述
の
講

義
や
講
演
、
寄
稿
も
含
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
媒

体
か
ら
情
報
が
入
っ
て
は
い
た
が
、
だ
か
ら

こ
そ
、
そ
の
現
状
を
各
研
究
員
が
自
ら
体
感

す
る
こ
と
は
必
然
で
あ
っ
た
。
今
回
の
ハ
ワ

イ
視
察
で
は
、
コ
ロ
ナ
禍
を
経
て
ハ
ワ
イ
観

光
に
ど
の
よ
う
な
変
化
が
起
こ
っ
た
の
か
と

い
っ
た
観
点
を
中
心
に
据
え
、
利
用
者
管
理
、

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
戦
略
、
公
共
政
策
の
状
況

や
旅
行
者
動
向
を
各
研
究
員
の
視
点
か
ら
捉

え
て
い
る
。
こ
の
コ
ロ
ナ
前
後
で
の
変
化
、
常

に
観
光
と
と
も
に
あ
っ
た
地
域
が
観
光
客
の

い
な
い
状
況
を
体
験
し
た
こ
と
で
、
観
光
に

対
す
る
パ
ラ
ダ
イ
ム
シ
フ
ト（
社
会
の
規
範

や
価
値
観
が
変
わ
る
こ
と
）が
起
き
た
の
で
は

な
い
か
と
考
え
て
い
る
。

　
観
光
資
源
を
持
続
可
能
に
利
用
し
て
い
く

た
め
に
は
、
資
源
の
保
全
や
利
用
者
の
適
切

な
管
理
が
欠
か
せ
な
い
。
そ
の
た
め
に
は
、

利
用
を
調
整
・
制
御
す
る
法
令
や
、
そ
れ
ら

の
規
定
に
基
づ
い
た
利
用
制
限
の
導
入
、
自

然
環
境
や
利
用
者
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
等
が
不

可
欠
で
あ
る
。
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
、
ハ
ワ

イ
で
は
、
事
前
予
約
制
の
導
入
、
1
日
あ
た

り
の
人
数
制
限
、
州
民
の
無
料
化
等
の
各
種

利
用
者
管
理
施
策
が
、
複
数
の
自
然
観
光
地

に
お
い
て
段
階
的
に
行
わ
れ
た
。

　
こ
れ
ら
の
管
理
が
行
わ
れ
る
起
点
と
な
っ

た
の
は
、「
ハ
ワ
イ
観
光
戦
略
プ
ラ
ン

2
0
2
0
‐
2
0
2
5
」
に
基
づ
い
て
島
ご

と
に
策
定
さ
れ
た
、観
光
経
済
と
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
、
自
然
資
源
と
文
化
資
源
、
住
民
の

生
活
の
質
の
バ
ラ
ン
ス
を
保
つ
た
め
の
3
年

間
（
2
0
2
1
〜
2
0
2
3
年
）
の
行
動
計
画

「D
estin

ation
 M

an
agem

en
t A

ctio
n
 

P
lan

（
以
下
、
D
M
A
P
）」
で
あ
る
。
こ
の

計
画
で
は
、
大
切
な
資
源
を
5
世
代
先
の
世

代
に
残
し
て
い
く
こ
と
を
強
く
意
識
し
た

〝
リ
ジ
ェ
ネ
ラ
テ
ィ
ブ
ツ
ー
リ
ズ
ム
（
再
生

型
観
光
）
〞を
掲
げ
て
お
り
、
そ
の
策
定
に
あ

た
っ
て
は
、
地
元
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
も
参
画

ダイヤモンドヘッド
州立記念碑における
利用者管理施策
（コロナ禍以降）

ダイヤモンドヘッド州立記念碑における
利用者管理施策（コロナ禍以降）

2020年10月　
・入場料の値上げ
（1ドル → 州外5ドル 、州民無料）
・駐車場料金の値上げ
（5ドル → 州外10ドル 、州民無料）
2022年5月
・事前予約制の導入
・1日あたりの人数制限の実施

出典：ハワイ州土地自然資源局
GO HAWAI’I STATE PARKS
ウェブサイトおよび各種報道発表や
報道記事をもとに作成

出典：ハワイ州土地自然資源局 GO HAWAI’I STATE PARKS ウェブサイト

出典：ホノルル市公園レクリエーション局オンラインシステム

2020年12月
・公開日の削減（週6日→週5日） 
・入場料の値上げ（7.5ドル → 12ドル）
※従来通り州民・12歳以下無料

・駐車場料金の値上げ（1ドル → 州民1ドル、州民以外3ドル）
2021年4月
・事前予約制の導入
・1日あたりの人数制限の拡大
2021年7月
・入場料の値上げ（12ドル → 25ドル）
2023年7月
・州民の予約不要

出典：ホノルル市ウェブサイトおよびホノルル市公園レクリエーション局オンラインシステム、
各種報道発表や報道記事をもとに作成

事
例
①
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
ヘ
ッ
ド

州
立
記
念
碑

事
例
②
ハ
ナ
ウ
マ
湾
自
然
保
護
区

（コロナ禍前は3,000人程度
　→1,000人程度）　

ダイヤモンドヘッド頂上付近の様子（筆者撮影）

ハワイにおける観光パラダイムシフト1

ハナウマ湾の様子（筆者撮影）
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図 1 ハワイ州への訪問者

COVID-19からの回復状況（2019年同月を100とした場合の値）

表 1 各年８月の１日１人あたりの消費額推移

1
2

2
．コ
ロ
ナ
後
の

ハ
ワ
イ
の
観
光
動
向

3
．燃
油
サ
ー
チ
ャ
ー
ジ
や

物
価
の
高
騰
、円
安
が

観
光
客
の
活
動
・

消
費
に
与
え
る
影
響

1
．は
じ
め
に

観
光
研
究
部 

研
究
員

岩
野
温
子

日
本
人
が

愛
し
て
や
ま
ないハワ
イ

―
現
在
の
日
本
人
旅
行
者
の
動
向

ト
は
約
1
4
4
円
な
の
で
、
1
4
4
0
円
で

あ
る
。
ま
た
、
レ
ス
ト
ラ
ン
で
の
食
事
と
な

る
と
、
食
事
の
料
金
に
対
し
18
〜
22
％
程
度

の
チ
ッ
プ
も
合
わ
せ
て
支
払
う
の
で
、
贅
沢

に
旅
行
を
す
る
の
で
は
な
い
限
り
、
食
事
も

よ
く
考
え
て
過
ご
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

私
自
身
感
じ
な
が
ら
の
滞
在
で
あ
っ
た
。

　
旅
行
者
の
活
動
や
消
費
に
つ
い
て
は
、
旅

行
業
関
係
者
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
で
も
、「
チ
ョ

コ
レ
ー
ト
や
ク
ッ
キ
ー
を
お
土
産
に
買
う
の

で
あ
れ
ば
、ウ
ォ
ル
マ
ー
ト
や
ド
ン
・
キ
ホ
ー

テ
等
の
大
き
な
ス
ー
パ
ー
で
安
い
も
の
を
探

し
、
大
量
買
い
は
せ
ず
、
帰
っ
て
か
ら
も
一

部
の
友
人
、
知
人
に
し
か
お
土
産
を
渡
さ
な

い
よ
う
な
か
た
ち
で
セ
ー
ブ
し
て
い
る
の
で

は
な
い
か
と
感
じ
て
い
る
。
ホ
テ
ル
の
宿
泊

代
も
ガ
ソ
リ
ン
代
も
高
く
な
っ
て
お
り
、
レ

ス
ト
ラ
ン
で
は
食
事
料
金
も
上
が
っ
て
お

り
、
外
食
は
と
て
も
高
い
の
で
、
お
金
持
ち

の
人
が
旅
行
に
来
て
も
食
事
は
セ
ー
ブ
し
た

り
、
ホ
テ
ル
ラ
ウ
ン
ジ
が
利
用
で
き
る
ツ

ア
ー
に
申
し
込
ま
れ
る
傾
向
も
出
て
き
て
い

る
」
と
あ
り
、
デ
ー
タ
と
一
致
し
た
内
容
で

あ
っ
た
。

　
し
か
し
、
ハ
ワ
イ
の
魅
力
は
買
い
物
や
飲

食
だ
け
で
は
な
い
。
海
や
山
が
あ
り
、
穏
や

か
な
文
化
も
あ
る
。
飛
行
機
か
ら
降
り
た
そ

の
瞬
間
に
空
気
を
吸
う
だ
け
で
ハ
ワ
イ
に
来

た
と
感
じ
る
、
そ
の
瞬
間
を
味
わ
い
た
い
と

い
う
人
も
い
る
。
ゆ
っ
た
り
と
流
れ
る
時
間

の
中
に
身
を
任
せ
て
過
ご
す
の
も
ハ
ワ
イ
旅

行
の
醍
醐
味
で
あ
る
。
高
価
な
旅
行
先
に

な
っ
た
け
れ
ど
、
そ
れ
で
も
訪
れ
た
い
と
思

う
ハ
ワ
イ
フ
ァ
ン
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
ど
の
よ

う
に
ア
プ
ロ
ー
チ
し
て
い
く
か
。
難
し
い
課

題
に
直
面
し
て
い
る
こ
と
が
感
じ
ら
れ
た
視

察
と
な
っ
た
。
今
後
ハ
ワ
イ
が
ど
の
よ
う
な

旅
行
先
に
な
っ
て
い
く
の
か
、
引
き
続
き
、

旅
行
者
の
動
向
や
関
連
レ
ポ
ー
ト
等
を
注
視

し
て
い
き
た
い
と
思
う
。

経
て
ど
の
よ
う
な
状
況
に
あ
る
の
か
、①
コ

ロ
ナ
後
の
ハ
ワ
イ
の
観
光
動
向
（
特
に
日
本

人
の
動
向
）、②
燃
油
サ
ー
チ
ャ
ー
ジ
や
物
価

の
高
騰
、
円
安
が
観
光
客
の
活
動
・
消
費
に

与
え
る
影
響
に
つ
い
て
、
ヒ
ア
リ
ン
グ
や
視

察
を
通
し
て
把
握
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

た
。

　
個
人
的
な
話
で
は
あ
る
が
、
私
自
身
、
ハ

ワ
イ
リ
ピ
ー
タ
ー
で
あ
る
。
コ
ロ
ナ
禍
の
約

3
年
間
は
行
く
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
が
、

2
0
1
0
年
頃
か
ら
1
〜
1
・
5
年
に
１
回

ハ
ワ
イ
を
訪
れ
て
い
る
。
そ
ん
な
私
が
現
地

で
感
じ
た
こ
と
は
、
ハ
ワ
イ
に
日
本
人
が
い

な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
8
月
の
夏
休
み

期
間
の
旅
行
で
あ
っ
た
の
で
、
も
う
少
し

フ
ァ
ミ
リ
ー
や
グ
ル
ー
プ
が
ハ
ワ
イ
旅
行
に

戻
っ
て
き
て
い
る
と
予
想
し
て
い
た
が
、
日

本
語
が
あ
ま
り
聞
こ
え
て
こ
ず
、
メ
イ
ン
通

り
で
あ
る
ワ
イ
キ
キ
ビ
ー
チ
沿
い
の
カ
ラ
カ

ウ
ア
通
り
で
も
日
本
語
を
話
す
人
と
す
れ
違

う
こ
と
は
多
く
な
か
っ
た
。

　
実
際
に
、
H
T
A
【
注
4
】
の
デ
ー
タ
で

訪
問
者
数
の
推
移
を
見
て
み
る
と
、【
図
１
】

の
と
お
り
、
日
本
人
に
お
い
て
は
コ
ロ
ナ
前

の
2
0
1
9
年
同
月
と
比
較
す
る
と
40
%
程

度
の
回
復
と
な
っ
て
い
る
。
補
足
す
る
と
、

他
の
国
籍
も
含
め
た
全
訪
問
者
数
を
同
様
に

見
る
と
、80
％
程
度
の
回
復
と
な
っ
て
お
り
、

ア
メ
リ
カ
本
土
か
ら
を
筆
頭
に
ハ
ワ
イ
へ
の

旅
行
者
が
戻
っ
て
き
て
い
る
と
い
え
る
。

　
日
本
市
場
の
需
要
回
復
に
向
け
て
H
T
A

は
、
2
0
2
4
年
の
目
標
と
し
て
以
下
の
3

点
を
挙
げ
て
い
る
。
ま
た
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
シ
ェ

ア
が
大
き
か
っ
た
【
注
5
】
日
本
人
の
訪
問

者
数
の
回
復
は
ハ
ワ
イ
の
観
光
産
業
に
と
っ

て
欠
か
せ
な
い
こ
と
が
う
か
が
え
る【
注
6
】。

①
業
界
パ
ー
ト
ナ
ー
と
協
力
し
、
責
任
あ
る

方
法
で
日
本
市
場
を
再
建
・
回
復
す
る
。

②
ハ
ワ
イ
独
自
の
ブ
ラ
ン
ド
ス
ト
ー
リ
ー
を

共
有
し
、
日
本
人
観
光
客
と
地
元
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
を
結
び
つ
け
、
各
島
の
ポ
ノ
ト
ラ
ベ

ラ
ー
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
す
る
。

③
政
府
機
関
や
大
手
航
空
会
社
と
協
力
し
、

ハ
ワ
イ
へ
の
運
休
便
を
復
活
さ
せ
る
。

　
H
T
A
に
よ
る
と
、
日
本
人
の
2
0
2
3

年
8
月
の
１
人
あ
た
り
の
消
費
額
の
合
計
は

１
日
2
3
1
ド
ル
で
、
2
0
2
2
年
同
月
と

比
べ
る
と
マ
イ
ナ
ス
4
・
1
%
だ
っ
た
も
の

の
、
2
0
1
9
年
同
月
か
ら
は
プ
ラ
ス
0
・

9
%
と
な
っ
て
い
る
【
表
1
】。
費
目
ご
と

の
構
成
比
に
注
目
し
て
み
る
と
、
日
本
人
も

含
め
た
ハ
ワ
イ
へ
の
訪
問
者
全
体
で
、
宿
泊

費
、
飲
食
費
、
交
通
費
は
増
加
し
て
い
る
一

方
、
買
物
費
は
減
少
し
て
い
る
。
ま
た
、
娯

楽
費
に
つ
い
て
は
全
体
は
増
加
し
て
い
る

が
、
日
本
人
は
減
少
し
て
い
る
。

　
日
本
人
に
お
い
て
は
、
物
価
の
高
騰
や
円

安
に
よ
り
消
費
を
抑
え
た
旅
行
を
し
て
い
る

の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
が
、
実
際
に

ハ
ワ
イ
旅
行
中
、
例
え
ば
ス
タ
ー
バ
ッ
ク
ス

で
ア
イ
ス
コ
ー
ヒ
ー
と
ホ
ッ
ト
サ
ン
ド
を
頼

む
と
、約
10
ド
ル
、2
0
2
3
年
8
月
の
レ
ー

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

（
C
O
V
I
D
‐
19
）
が
、
2
0
2
3
年
5
月

に「
5
類
感
染
症
」に
位
置
づ
け
ら
れ
て
か
ら
、

今
日
で
は
ノ
ー
マ
ス
ク
で
の
日
常
生
活
が

戻
っ
て
き
て
い
る
。
約
3
年
間
の
不
要
不
急

の
外
出
を
控
え
た
期
間
が
明
け
、
や
っ
と
国

内
外
の
旅
行
需
要
が
回
復
し
て
い
く
こ
と
が

期
待
さ
れ
る
中
、
物
価
の
高
騰
や
円
安
等
に

よ
り
、
海
外
旅
行
の
ハ
ー
ド
ル
は
高
く
な
っ

て
い
る
。
こ
う
い
っ
た
現
状
も
あ
り
、
ど
こ

に
行
く
か
、
こ
れ
ま
で
の
旅
行
先
の
選
択
肢

と
は
変
わ
っ
て
く
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
日
本
人
の
旅
行
意
向
と
し
て
は
、

2
0
2
3
年
5
月
の
調
査
に
お
い
て
、
1
年

以
内
に
国
内
旅
行
に
行
き
た
い
と
思
っ
て
い

る
人
た
ち
は
75
%
を
超
え
て
お
り
、
海
外
旅

行
に
行
き
た
い
と
い
う
人
も
30
％
程
度
【
注

1
】
と
、
旅
行
に
行
け
な
い
間
に
旅
行
計
画

を
立
て
て
い
た
人
も
少
な
く
な
い
だ
ろ
う
。

　
今
回
視
察
先
と
し
て
訪
れ
た
ハ
ワ
イ
は

「
J
T
B
F
旅
行
意
識
調
査
」【
注
2
】
に
お

い
て
、「
今
後
1
〜
2
年
の
間
に
行
っ
て
み

た
い
海
外
旅
行
先
」の
1
位
と
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
旅
行
会
社
の
予
約
状
況
、
検
索
数
で

も
ハ
ワ
イ
は
人
気
の
旅
行
先
と
し
て
顕
在
の

よ
う
で
あ
る
。
例
え
ば
H
I
S
の
2
0
2
3

年
の
年
末
年
始
（
2
0
2
3
年
12
月
23
日
〜

2
0
2
4
年
1
月
3
日
出
発
）
の
予
約
状
況

で
は
、
海
外
旅
行
の
人
気
旅
行
先
ラ
ン
キ
ン

グ
１
位
は
ハ
ワ
イ
【
注
3
】、
ト
ラ
ベ
ル
コ

海
外
ツ
ア
ー
検
索
で
夏
・
秋
の
人
気
の
海
外

旅
行
先
１
位
も
ハ
ワ
イ
【
注
3
】
と
な
っ
て

い
た
。

　
今
回
の
現
地
視
察
で
は
、
海
外
旅
行
の
中

で
も
人
気
の
あ
る
ハ
ワ
イ
が
、
コ
ロ
ナ
禍
を

※1）速報値
※2）2019年を100とした場合の値
・（　）内は消費額の構成比
・合計値は小数点以下第2位を四捨五入しているため、各費目の値の合計と必ずしも一致しない場合がある
・Hawai'i Tourism Authorityのデータ（https://www.hawaiitourismauthority.org/media/
11670/august-23-pppd-by-category-for-posting.pdf）をもとに作成
（2020、2021年のデータは比較できるデータなし）

Hawai’i Tourism Authorityのデータをもとに作成

2020年 2021年 2022年 2023年

83

40

年

宿泊費

飲食費

買物費

娯楽費

交通費

その他

合計
増減率※2

滞在日数

2019 2022 2023
全体 日本人 全体 日本人 全体 日本人

※1

0

日本人 全訪問者

全訪問者 日本人

ハワイにおける観光パラダイムシフト1

（年）

単位（ドル）

（％）
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図 1 ハワイ州への訪問者

COVID-19からの回復状況（2019年同月を100とした場合の値）

表 1 各年８月の１日１人あたりの消費額推移

1
2

2
．コ
ロ
ナ
後
の

ハ
ワ
イ
の
観
光
動
向

3
．燃
油
サ
ー
チ
ャ
ー
ジ
や

物
価
の
高
騰
、円
安
が

観
光
客
の
活
動
・

消
費
に
与
え
る
影
響

1
．は
じ
め
に

観
光
研
究
部 

研
究
員

岩
野
温
子

日
本
人
が

愛
し
て
や
ま
ないハワ
イ

―
現
在
の
日
本
人
旅
行
者
の
動
向

ト
は
約
1
4
4
円
な
の
で
、
1
4
4
0
円
で

あ
る
。
ま
た
、
レ
ス
ト
ラ
ン
で
の
食
事
と
な

る
と
、
食
事
の
料
金
に
対
し
18
〜
22
％
程
度

の
チ
ッ
プ
も
合
わ
せ
て
支
払
う
の
で
、
贅
沢

に
旅
行
を
す
る
の
で
は
な
い
限
り
、
食
事
も

よ
く
考
え
て
過
ご
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

私
自
身
感
じ
な
が
ら
の
滞
在
で
あ
っ
た
。

　
旅
行
者
の
活
動
や
消
費
に
つ
い
て
は
、
旅

行
業
関
係
者
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
で
も
、「
チ
ョ

コ
レ
ー
ト
や
ク
ッ
キ
ー
を
お
土
産
に
買
う
の

で
あ
れ
ば
、ウ
ォ
ル
マ
ー
ト
や
ド
ン
・
キ
ホ
ー

テ
等
の
大
き
な
ス
ー
パ
ー
で
安
い
も
の
を
探

し
、
大
量
買
い
は
せ
ず
、
帰
っ
て
か
ら
も
一

部
の
友
人
、
知
人
に
し
か
お
土
産
を
渡
さ
な

い
よ
う
な
か
た
ち
で
セ
ー
ブ
し
て
い
る
の
で

は
な
い
か
と
感
じ
て
い
る
。
ホ
テ
ル
の
宿
泊

代
も
ガ
ソ
リ
ン
代
も
高
く
な
っ
て
お
り
、
レ

ス
ト
ラ
ン
で
は
食
事
料
金
も
上
が
っ
て
お

り
、
外
食
は
と
て
も
高
い
の
で
、
お
金
持
ち

の
人
が
旅
行
に
来
て
も
食
事
は
セ
ー
ブ
し
た

り
、
ホ
テ
ル
ラ
ウ
ン
ジ
が
利
用
で
き
る
ツ

ア
ー
に
申
し
込
ま
れ
る
傾
向
も
出
て
き
て
い

る
」
と
あ
り
、
デ
ー
タ
と
一
致
し
た
内
容
で

あ
っ
た
。

　
し
か
し
、
ハ
ワ
イ
の
魅
力
は
買
い
物
や
飲

食
だ
け
で
は
な
い
。
海
や
山
が
あ
り
、
穏
や

か
な
文
化
も
あ
る
。
飛
行
機
か
ら
降
り
た
そ

の
瞬
間
に
空
気
を
吸
う
だ
け
で
ハ
ワ
イ
に
来

た
と
感
じ
る
、
そ
の
瞬
間
を
味
わ
い
た
い
と

い
う
人
も
い
る
。
ゆ
っ
た
り
と
流
れ
る
時
間

の
中
に
身
を
任
せ
て
過
ご
す
の
も
ハ
ワ
イ
旅

行
の
醍
醐
味
で
あ
る
。
高
価
な
旅
行
先
に

な
っ
た
け
れ
ど
、
そ
れ
で
も
訪
れ
た
い
と
思

う
ハ
ワ
イ
フ
ァ
ン
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
ど
の
よ

う
に
ア
プ
ロ
ー
チ
し
て
い
く
か
。
難
し
い
課

題
に
直
面
し
て
い
る
こ
と
が
感
じ
ら
れ
た
視

察
と
な
っ
た
。
今
後
ハ
ワ
イ
が
ど
の
よ
う
な

旅
行
先
に
な
っ
て
い
く
の
か
、
引
き
続
き
、

旅
行
者
の
動
向
や
関
連
レ
ポ
ー
ト
等
を
注
視

し
て
い
き
た
い
と
思
う
。

経
て
ど
の
よ
う
な
状
況
に
あ
る
の
か
、①
コ

ロ
ナ
後
の
ハ
ワ
イ
の
観
光
動
向
（
特
に
日
本

人
の
動
向
）、②
燃
油
サ
ー
チ
ャ
ー
ジ
や
物
価

の
高
騰
、
円
安
が
観
光
客
の
活
動
・
消
費
に

与
え
る
影
響
に
つ
い
て
、
ヒ
ア
リ
ン
グ
や
視

察
を
通
し
て
把
握
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

た
。

　
個
人
的
な
話
で
は
あ
る
が
、
私
自
身
、
ハ

ワ
イ
リ
ピ
ー
タ
ー
で
あ
る
。
コ
ロ
ナ
禍
の
約

3
年
間
は
行
く
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
が
、

2
0
1
0
年
頃
か
ら
1
〜
1
・
5
年
に
１
回

ハ
ワ
イ
を
訪
れ
て
い
る
。
そ
ん
な
私
が
現
地

で
感
じ
た
こ
と
は
、
ハ
ワ
イ
に
日
本
人
が
い

な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
8
月
の
夏
休
み

期
間
の
旅
行
で
あ
っ
た
の
で
、
も
う
少
し

フ
ァ
ミ
リ
ー
や
グ
ル
ー
プ
が
ハ
ワ
イ
旅
行
に

戻
っ
て
き
て
い
る
と
予
想
し
て
い
た
が
、
日

本
語
が
あ
ま
り
聞
こ
え
て
こ
ず
、
メ
イ
ン
通

り
で
あ
る
ワ
イ
キ
キ
ビ
ー
チ
沿
い
の
カ
ラ
カ

ウ
ア
通
り
で
も
日
本
語
を
話
す
人
と
す
れ
違

う
こ
と
は
多
く
な
か
っ
た
。

　
実
際
に
、
H
T
A
【
注
4
】
の
デ
ー
タ
で

訪
問
者
数
の
推
移
を
見
て
み
る
と
、【
図
１
】

の
と
お
り
、
日
本
人
に
お
い
て
は
コ
ロ
ナ
前

の
2
0
1
9
年
同
月
と
比
較
す
る
と
40
%
程

度
の
回
復
と
な
っ
て
い
る
。
補
足
す
る
と
、

他
の
国
籍
も
含
め
た
全
訪
問
者
数
を
同
様
に

見
る
と
、80
％
程
度
の
回
復
と
な
っ
て
お
り
、

ア
メ
リ
カ
本
土
か
ら
を
筆
頭
に
ハ
ワ
イ
へ
の

旅
行
者
が
戻
っ
て
き
て
い
る
と
い
え
る
。

　
日
本
市
場
の
需
要
回
復
に
向
け
て
H
T
A

は
、
2
0
2
4
年
の
目
標
と
し
て
以
下
の
3

点
を
挙
げ
て
い
る
。
ま
た
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
シ
ェ

ア
が
大
き
か
っ
た
【
注
5
】
日
本
人
の
訪
問

者
数
の
回
復
は
ハ
ワ
イ
の
観
光
産
業
に
と
っ

て
欠
か
せ
な
い
こ
と
が
う
か
が
え
る【
注
6
】。

①
業
界
パ
ー
ト
ナ
ー
と
協
力
し
、
責
任
あ
る

方
法
で
日
本
市
場
を
再
建
・
回
復
す
る
。

②
ハ
ワ
イ
独
自
の
ブ
ラ
ン
ド
ス
ト
ー
リ
ー
を

共
有
し
、
日
本
人
観
光
客
と
地
元
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
を
結
び
つ
け
、
各
島
の
ポ
ノ
ト
ラ
ベ

ラ
ー
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
す
る
。

③
政
府
機
関
や
大
手
航
空
会
社
と
協
力
し
、

ハ
ワ
イ
へ
の
運
休
便
を
復
活
さ
せ
る
。

　
H
T
A
に
よ
る
と
、
日
本
人
の
2
0
2
3

年
8
月
の
１
人
あ
た
り
の
消
費
額
の
合
計
は

１
日
2
3
1
ド
ル
で
、
2
0
2
2
年
同
月
と

比
べ
る
と
マ
イ
ナ
ス
4
・
1
%
だ
っ
た
も
の

の
、
2
0
1
9
年
同
月
か
ら
は
プ
ラ
ス
0
・

9
%
と
な
っ
て
い
る
【
表
1
】。
費
目
ご
と

の
構
成
比
に
注
目
し
て
み
る
と
、
日
本
人
も

含
め
た
ハ
ワ
イ
へ
の
訪
問
者
全
体
で
、
宿
泊

費
、
飲
食
費
、
交
通
費
は
増
加
し
て
い
る
一

方
、
買
物
費
は
減
少
し
て
い
る
。
ま
た
、
娯

楽
費
に
つ
い
て
は
全
体
は
増
加
し
て
い
る

が
、
日
本
人
は
減
少
し
て
い
る
。

　
日
本
人
に
お
い
て
は
、
物
価
の
高
騰
や
円

安
に
よ
り
消
費
を
抑
え
た
旅
行
を
し
て
い
る

の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
が
、
実
際
に

ハ
ワ
イ
旅
行
中
、
例
え
ば
ス
タ
ー
バ
ッ
ク
ス

で
ア
イ
ス
コ
ー
ヒ
ー
と
ホ
ッ
ト
サ
ン
ド
を
頼

む
と
、約
10
ド
ル
、2
0
2
3
年
8
月
の
レ
ー

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

（
C
O
V
I
D
‐
19
）
が
、
2
0
2
3
年
5
月

に「
5
類
感
染
症
」に
位
置
づ
け
ら
れ
て
か
ら
、

今
日
で
は
ノ
ー
マ
ス
ク
で
の
日
常
生
活
が

戻
っ
て
き
て
い
る
。
約
3
年
間
の
不
要
不
急

の
外
出
を
控
え
た
期
間
が
明
け
、
や
っ
と
国

内
外
の
旅
行
需
要
が
回
復
し
て
い
く
こ
と
が

期
待
さ
れ
る
中
、
物
価
の
高
騰
や
円
安
等
に

よ
り
、
海
外
旅
行
の
ハ
ー
ド
ル
は
高
く
な
っ

て
い
る
。
こ
う
い
っ
た
現
状
も
あ
り
、
ど
こ

に
行
く
か
、
こ
れ
ま
で
の
旅
行
先
の
選
択
肢

と
は
変
わ
っ
て
く
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
日
本
人
の
旅
行
意
向
と
し
て
は
、

2
0
2
3
年
5
月
の
調
査
に
お
い
て
、
1
年

以
内
に
国
内
旅
行
に
行
き
た
い
と
思
っ
て
い

る
人
た
ち
は
75
%
を
超
え
て
お
り
、
海
外
旅

行
に
行
き
た
い
と
い
う
人
も
30
％
程
度
【
注

1
】
と
、
旅
行
に
行
け
な
い
間
に
旅
行
計
画

を
立
て
て
い
た
人
も
少
な
く
な
い
だ
ろ
う
。

　
今
回
視
察
先
と
し
て
訪
れ
た
ハ
ワ
イ
は

「
J
T
B
F
旅
行
意
識
調
査
」【
注
2
】
に
お

い
て
、「
今
後
1
〜
2
年
の
間
に
行
っ
て
み

た
い
海
外
旅
行
先
」の
1
位
と
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
旅
行
会
社
の
予
約
状
況
、
検
索
数
で

も
ハ
ワ
イ
は
人
気
の
旅
行
先
と
し
て
顕
在
の

よ
う
で
あ
る
。
例
え
ば
H
I
S
の
2
0
2
3

年
の
年
末
年
始
（
2
0
2
3
年
12
月
23
日
〜

2
0
2
4
年
1
月
3
日
出
発
）
の
予
約
状
況

で
は
、
海
外
旅
行
の
人
気
旅
行
先
ラ
ン
キ
ン

グ
１
位
は
ハ
ワ
イ
【
注
3
】、
ト
ラ
ベ
ル
コ

海
外
ツ
ア
ー
検
索
で
夏
・
秋
の
人
気
の
海
外

旅
行
先
１
位
も
ハ
ワ
イ
【
注
3
】
と
な
っ
て

い
た
。

　
今
回
の
現
地
視
察
で
は
、
海
外
旅
行
の
中

で
も
人
気
の
あ
る
ハ
ワ
イ
が
、
コ
ロ
ナ
禍
を

※1）速報値
※2）2019年を100とした場合の値
・（　）内は消費額の構成比
・合計値は小数点以下第2位を四捨五入しているため、各費目の値の合計と必ずしも一致しない場合がある
・Hawai'i Tourism Authorityのデータ（https://www.hawaiitourismauthority.org/media/
11670/august-23-pppd-by-category-for-posting.pdf）をもとに作成
（2020、2021年のデータは比較できるデータなし）

Hawai’i Tourism Authorityのデータをもとに作成

2020年 2021年 2022年 2023年

83

40

年

宿泊費

飲食費

買物費

娯楽費

交通費

その他

合計
増減率※2

滞在日数

2019 2022 2023
全体 日本人 全体 日本人 全体 日本人

※1

0

日本人 全訪問者

全訪問者 日本人

ハワイにおける観光パラダイムシフト1

（年）

単位（ドル）

（％）
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ト
は
約
1
4
4
円
な
の
で
、
1
4
4
0
円
で

あ
る
。
ま
た
、
レ
ス
ト
ラ
ン
で
の
食
事
と
な

る
と
、
食
事
の
料
金
に
対
し
18
〜
22
％
程
度

の
チ
ッ
プ
も
合
わ
せ
て
支
払
う
の
で
、
贅
沢

に
旅
行
を
す
る
の
で
は
な
い
限
り
、
食
事
も

よ
く
考
え
て
過
ご
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

私
自
身
感
じ
な
が
ら
の
滞
在
で
あ
っ
た
。

　
旅
行
者
の
活
動
や
消
費
に
つ
い
て
は
、
旅

行
業
関
係
者
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
で
も
、「
チ
ョ

コ
レ
ー
ト
や
ク
ッ
キ
ー
を
お
土
産
に
買
う
の

で
あ
れ
ば
、ウ
ォ
ル
マ
ー
ト
や
ド
ン
・
キ
ホ
ー

テ
等
の
大
き
な
ス
ー
パ
ー
で
安
い
も
の
を
探

し
、
大
量
買
い
は
せ
ず
、
帰
っ
て
か
ら
も
一

部
の
友
人
、
知
人
に
し
か
お
土
産
を
渡
さ
な

い
よ
う
な
か
た
ち
で
セ
ー
ブ
し
て
い
る
の
で

は
な
い
か
と
感
じ
て
い
る
。
ホ
テ
ル
の
宿
泊

代
も
ガ
ソ
リ
ン
代
も
高
く
な
っ
て
お
り
、
レ

ス
ト
ラ
ン
で
は
食
事
料
金
も
上
が
っ
て
お

り
、
外
食
は
と
て
も
高
い
の
で
、
お
金
持
ち

の
人
が
旅
行
に
来
て
も
食
事
は
セ
ー
ブ
し
た

り
、
ホ
テ
ル
ラ
ウ
ン
ジ
が
利
用
で
き
る
ツ

ア
ー
に
申
し
込
ま
れ
る
傾
向
も
出
て
き
て
い

る
」
と
あ
り
、
デ
ー
タ
と
一
致
し
た
内
容
で

あ
っ
た
。

　
し
か
し
、
ハ
ワ
イ
の
魅
力
は
買
い
物
や
飲

食
だ
け
で
は
な
い
。
海
や
山
が
あ
り
、
穏
や

か
な
文
化
も
あ
る
。
飛
行
機
か
ら
降
り
た
そ

の
瞬
間
に
空
気
を
吸
う
だ
け
で
ハ
ワ
イ
に
来

た
と
感
じ
る
、
そ
の
瞬
間
を
味
わ
い
た
い
と

い
う
人
も
い
る
。
ゆ
っ
た
り
と
流
れ
る
時
間

の
中
に
身
を
任
せ
て
過
ご
す
の
も
ハ
ワ
イ
旅

行
の
醍
醐
味
で
あ
る
。
高
価
な
旅
行
先
に

な
っ
た
け
れ
ど
、
そ
れ
で
も
訪
れ
た
い
と
思

う
ハ
ワ
イ
フ
ァ
ン
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
ど
の
よ

う
に
ア
プ
ロ
ー
チ
し
て
い
く
か
。
難
し
い
課

題
に
直
面
し
て
い
る
こ
と
が
感
じ
ら
れ
た
視

察
と
な
っ
た
。
今
後
ハ
ワ
イ
が
ど
の
よ
う
な

旅
行
先
に
な
っ
て
い
く
の
か
、
引
き
続
き
、

旅
行
者
の
動
向
や
関
連
レ
ポ
ー
ト
等
を
注
視

し
て
い
き
た
い
と
思
う
。

経
て
ど
の
よ
う
な
状
況
に
あ
る
の
か
、①
コ

ロ
ナ
後
の
ハ
ワ
イ
の
観
光
動
向
（
特
に
日
本

人
の
動
向
）、②
燃
油
サ
ー
チ
ャ
ー
ジ
や
物
価

の
高
騰
、
円
安
が
観
光
客
の
活
動
・
消
費
に

与
え
る
影
響
に
つ
い
て
、
ヒ
ア
リ
ン
グ
や
視

察
を
通
し
て
把
握
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

た
。

　
個
人
的
な
話
で
は
あ
る
が
、
私
自
身
、
ハ

ワ
イ
リ
ピ
ー
タ
ー
で
あ
る
。
コ
ロ
ナ
禍
の
約

3
年
間
は
行
く
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
が
、

2
0
1
0
年
頃
か
ら
1
〜
1
・
5
年
に
１
回

ハ
ワ
イ
を
訪
れ
て
い
る
。
そ
ん
な
私
が
現
地

で
感
じ
た
こ
と
は
、
ハ
ワ
イ
に
日
本
人
が
い

な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
8
月
の
夏
休
み

期
間
の
旅
行
で
あ
っ
た
の
で
、
も
う
少
し

フ
ァ
ミ
リ
ー
や
グ
ル
ー
プ
が
ハ
ワ
イ
旅
行
に

戻
っ
て
き
て
い
る
と
予
想
し
て
い
た
が
、
日

本
語
が
あ
ま
り
聞
こ
え
て
こ
ず
、
メ
イ
ン
通

り
で
あ
る
ワ
イ
キ
キ
ビ
ー
チ
沿
い
の
カ
ラ
カ

ウ
ア
通
り
で
も
日
本
語
を
話
す
人
と
す
れ
違

う
こ
と
は
多
く
な
か
っ
た
。

　
実
際
に
、
H
T
A
【
注
4
】
の
デ
ー
タ
で

訪
問
者
数
の
推
移
を
見
て
み
る
と
、【
図
１
】

の
と
お
り
、
日
本
人
に
お
い
て
は
コ
ロ
ナ
前

の
2
0
1
9
年
同
月
と
比
較
す
る
と
40
%
程

度
の
回
復
と
な
っ
て
い
る
。
補
足
す
る
と
、

他
の
国
籍
も
含
め
た
全
訪
問
者
数
を
同
様
に

見
る
と
、80
％
程
度
の
回
復
と
な
っ
て
お
り
、

ア
メ
リ
カ
本
土
か
ら
を
筆
頭
に
ハ
ワ
イ
へ
の

旅
行
者
が
戻
っ
て
き
て
い
る
と
い
え
る
。

　
日
本
市
場
の
需
要
回
復
に
向
け
て
H
T
A

は
、
2
0
2
4
年
の
目
標
と
し
て
以
下
の
3

点
を
挙
げ
て
い
る
。
ま
た
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
シ
ェ

ア
が
大
き
か
っ
た
【
注
5
】
日
本
人
の
訪
問

者
数
の
回
復
は
ハ
ワ
イ
の
観
光
産
業
に
と
っ

て
欠
か
せ
な
い
こ
と
が
う
か
が
え
る【
注
6
】。

①
業
界
パ
ー
ト
ナ
ー
と
協
力
し
、
責
任
あ
る

方
法
で
日
本
市
場
を
再
建
・
回
復
す
る
。

②
ハ
ワ
イ
独
自
の
ブ
ラ
ン
ド
ス
ト
ー
リ
ー
を

共
有
し
、
日
本
人
観
光
客
と
地
元
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
を
結
び
つ
け
、
各
島
の
ポ
ノ
ト
ラ
ベ

ラ
ー
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
す
る
。

③
政
府
機
関
や
大
手
航
空
会
社
と
協
力
し
、

ハ
ワ
イ
へ
の
運
休
便
を
復
活
さ
せ
る
。

　
H
T
A
に
よ
る
と
、
日
本
人
の
2
0
2
3

年
8
月
の
１
人
あ
た
り
の
消
費
額
の
合
計
は

１
日
2
3
1
ド
ル
で
、
2
0
2
2
年
同
月
と

比
べ
る
と
マ
イ
ナ
ス
4
・
1
%
だ
っ
た
も
の

の
、
2
0
1
9
年
同
月
か
ら
は
プ
ラ
ス
0
・

9
%
と
な
っ
て
い
る
【
表
1
】。
費
目
ご
と

の
構
成
比
に
注
目
し
て
み
る
と
、
日
本
人
も

含
め
た
ハ
ワ
イ
へ
の
訪
問
者
全
体
で
、
宿
泊

費
、
飲
食
費
、
交
通
費
は
増
加
し
て
い
る
一

方
、
買
物
費
は
減
少
し
て
い
る
。
ま
た
、
娯

楽
費
に
つ
い
て
は
全
体
は
増
加
し
て
い
る

が
、
日
本
人
は
減
少
し
て
い
る
。

　
日
本
人
に
お
い
て
は
、
物
価
の
高
騰
や
円

安
に
よ
り
消
費
を
抑
え
た
旅
行
を
し
て
い
る

の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
が
、
実
際
に

ハ
ワ
イ
旅
行
中
、
例
え
ば
ス
タ
ー
バ
ッ
ク
ス

で
ア
イ
ス
コ
ー
ヒ
ー
と
ホ
ッ
ト
サ
ン
ド
を
頼

む
と
、約
10
ド
ル
、2
0
2
3
年
8
月
の
レ
ー

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

（
C
O
V
I
D
‐
19
）
が
、
2
0
2
3
年
5
月

に「
5
類
感
染
症
」に
位
置
づ
け
ら
れ
て
か
ら
、

今
日
で
は
ノ
ー
マ
ス
ク
で
の
日
常
生
活
が

戻
っ
て
き
て
い
る
。
約
3
年
間
の
不
要
不
急

の
外
出
を
控
え
た
期
間
が
明
け
、
や
っ
と
国

内
外
の
旅
行
需
要
が
回
復
し
て
い
く
こ
と
が

期
待
さ
れ
る
中
、
物
価
の
高
騰
や
円
安
等
に

よ
り
、
海
外
旅
行
の
ハ
ー
ド
ル
は
高
く
な
っ

て
い
る
。
こ
う
い
っ
た
現
状
も
あ
り
、
ど
こ

に
行
く
か
、
こ
れ
ま
で
の
旅
行
先
の
選
択
肢

と
は
変
わ
っ
て
く
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
日
本
人
の
旅
行
意
向
と
し
て
は
、

2
0
2
3
年
5
月
の
調
査
に
お
い
て
、
1
年

以
内
に
国
内
旅
行
に
行
き
た
い
と
思
っ
て
い

る
人
た
ち
は
75
%
を
超
え
て
お
り
、
海
外
旅

行
に
行
き
た
い
と
い
う
人
も
30
％
程
度
【
注

1
】
と
、
旅
行
に
行
け
な
い
間
に
旅
行
計
画

を
立
て
て
い
た
人
も
少
な
く
な
い
だ
ろ
う
。

　
今
回
視
察
先
と
し
て
訪
れ
た
ハ
ワ
イ
は

「
J
T
B
F
旅
行
意
識
調
査
」【
注
2
】
に
お

い
て
、「
今
後
1
〜
2
年
の
間
に
行
っ
て
み

た
い
海
外
旅
行
先
」の
1
位
と
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
旅
行
会
社
の
予
約
状
況
、
検
索
数
で

も
ハ
ワ
イ
は
人
気
の
旅
行
先
と
し
て
顕
在
の

よ
う
で
あ
る
。
例
え
ば
H
I
S
の
2
0
2
3

年
の
年
末
年
始
（
2
0
2
3
年
12
月
23
日
〜

2
0
2
4
年
1
月
3
日
出
発
）
の
予
約
状
況

で
は
、
海
外
旅
行
の
人
気
旅
行
先
ラ
ン
キ
ン

グ
１
位
は
ハ
ワ
イ
【
注
3
】、
ト
ラ
ベ
ル
コ

海
外
ツ
ア
ー
検
索
で
夏
・
秋
の
人
気
の
海
外

旅
行
先
１
位
も
ハ
ワ
イ
【
注
3
】
と
な
っ
て

い
た
。

　
今
回
の
現
地
視
察
で
は
、
海
外
旅
行
の
中

で
も
人
気
の
あ
る
ハ
ワ
イ
が
、
コ
ロ
ナ
禍
を

※注1…… JTBF「新型コロナウイルス感染症影響下の日本人旅行者の動向（その23）」より
※注2…… JTBF『旅行年報2023』p.39より
※注3…… 2023年8月20日閲覧時点
※注4…… HTA（Hawai'i Tourism Authority：ハワイ州観光局）
※注5…… 2019年のハワイの旅行者総数（空路）のうち15.4%を占める国際市場最大のマーケットだった。ちなみに２番目は5.3％でカナダ。HTAデータより
※注6…… HTA「2024年ハワイ州議会定例会に向けた2023年年次報告書」より

〈参考文献〉
1） Hawaii Tourism Authority（2020）：2019 Annual Visitor Research Report
2） Hawaii Tourism Authority（2023）：2022 Annual Visitor Research Report
3） https://www.hawaiitourismauthority.org/media/11670/august-23-pppd-by-category-for-posting.pdf
4） 岡田悠偉人（2023）：ハワイ州における再生型観光「Malama Hawaii」，観光文化，第257号
5） ハワイ州観光局（2021）：第5回「ハワイ旅行意識調査」（2021年10月～11月）
6） 佐々木土師二（2007）：『観光旅行の心理学』
7） 山口一美（2023）：『ハワイ読本―日本人がハワイを好きな理由―』

上）スターバックス（マノア・
バレー店）でランチタイム
右）サンセットを眺めながら
食事を楽しめるチャート・ハ
ウス・ワイキキ

写真）ビーチ越しのダイヤモンドヘッド

ハワイにおける観光パラダイムシフト1
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．そ
れ
で
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再
び

ハ
ワ
イ
を
訪
れ
た
い
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M
ālam
a H
awai’i

成
立
の
背
景
と

そ
の
効
果
に
関
す
る
考
察

図 1 住民意識とハワイ州への訪問客数の推移

ち
入
り
禁
止
と
な
っ
て
い
る
戦
艦
内
の
エ
リ

ア
へ
、
ガ
イ
ド
が
同
行
し
立
ち
入
る
こ
と
が

で
き
た
。
さ
ら
に
、
施
設
内
に
あ
る
土
産
店

で
は
25
％
の
割
引
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

た
。

　M
ālam

a H
aw

ai’i

の
効
果
に
つ
い
て

は
、
本
機
関
紙
『
観
光
文
化
』
第
2
5
7
号
の

岡
田
氏
の
寄
稿
で
紹
介
さ
れ
て
い
る
と
お
り
、

ハ
ワ
イ
大
学
旅
行
産
業
管
理
学
部
（
Ｔ
Ｉ
Ｍ
）

のJerry A
gru

sa

教
授
の
グ
ル
ー
プ
が

2
0
2
3
年
に
発
表
し
た
カ
ウ
ア
イ
島
の
住

民
を
対
象
と
し
た
調
査
8
）
で
、〝
再
生
型
観
光

が
旅
行
者
を
選
択
す
る
こ
と
に
よ
り
、
地
域

で
の
印
象
が
改
善
さ
れ
る
〞と
し
て
、
住
民
と

旅
行
者
の
満
足
度
向
上
に
一
定
の
効
果
が
あ

る
こ
と
が
示
さ
れ
た
。

　
さ
ら
に
、
同
グ
ル
ー
プ
の
研
究
を
さ
か
の

ぼ
る
と
、
2
0
2
1
年
に
発
表
さ
れ
た
論
文

で
は
、
米
国
本
土
か
ら
の
旅
行
者
を
対
象
と

し
た
調
査
の
結
果
、「
本
物
の
ハ
ワ
イ
文
化

体
験
」
と
「
持
続
可
能
な
体
験
」
を
す
る
た

め
に
追
加
で
料
金
を
払
う
意
思
を
示
し
た
と

発
表
9
）
、
そ
し
て
翌
2
0
2
2
年
に
は
米
国

本
土
の
旅
行
者
が
持
続
可
能
な
観
光
や
自
然

を
ベ
ー
ス
と
し
た
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
へ
の
参

加
意
欲
を
調
査
し
た
結
果
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

使
用
量
の
削
減
、
ク
ジ
ラ
の
保
護
や
ハ
ワ
イ

文
化
な
ど
に
関
心
を
持
っ
て
お
り
、
ハ
ワ
イ

の
持
続
可
能
な
活
動
に
参
加
す
る
た
め
に
追

加
料
金
を
支
払
う
意
向
が
あ
る
こ
と
を
明
ら

か
に
し
た
 

。

　
2
0
2
1
年
の
論
文
発
表
時
期
か
ら
推
察

す
る
にM

ālam
a H

aw
ai’i

リ
リ
ー
ス
以
前

に
調
査
が
行
わ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
こ

と
か
ら
、Jerry A

grusa

教
授
の
グ
ル
ー
プ

に
よ
る
一
連
の
調
査
もM

ālam
a H

aw
ai’i

に
何
ら
か
の
影
響
を
与
え
た
可
能
性
が
考
え

ら
れ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、M

ālam
a H

aw
ai’i

の
成

立
に
あ
た
っ
て
は
、Ｕ
Ｈ
Ｅ
Ｒ
Ｏ
や
Ｔ
Ｉ
Ｍ
と

い
っ
た
ハ
ワ
イ
大
学
の
有
識
者
の
意
見
が
影

響
し
た
よ
う
に
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
今
回

の
ハ
ワ
イ
訪
問
に
お
い
て
、Ｕ
Ｈ
Ｅ
Ｒ
Ｏ
の
レ

ポ
ー
ト
の
筆
者
の
一
人
で
あ
るF

ran
k 

H
aas

氏
と
、Ｔ
Ｉ
Ｍ
のJerry A

gru
sa

教

授
に
話
を
伺
う
機
会
を
得
た
。

　
早
速
、
ハ
ワ
イ
州
観
光
局
の
方
針
決
定
へ

の
関
与
に
つ
い
て
尋
ね
た
と
こ
ろ
、H

aas

氏
もA

gru
sa

教
授
も
直
接
関
与
し
て
い
る

わ
け
で
は
な
い
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

　
た
だ
、
レ
ポ
ー
ト
や
論
文
と
し
て
公
表
さ

れ
た
意
見
は
重
視
さ
れ
る
こ
と
、
ま
た
両
氏

の
よ
う
な
有
識
者
は
講
演
や
議
員
と
の
意
見

交
換
等
の
機
会
が
多
く
あ
る
こ
と
か
ら
、
直

接
で
は
な
い
に
せ
よ
影
響
し
た
の
が
個
人
的

な
印
象
で
あ
る
。M

ālam
a H

aw
ai’i

に

つ
い
て
ど
う
捉
え
て
い
る
か
尋
ね
た
と
こ

ろ
、
両
氏
と
も
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
に
捉
え
て
い
た

こ
と
か
ら
も
、
彼
ら
が
望
む
方
向
に
進
ん
で

い
る
よ
う
に
感
じ
た
。

　
続
い
て
、M

ālam
a H

aw
ai’i

が
オ
ー

バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
対
し
て
有
効
で
あ
る
か

に
つ
い
て
質
問
し
た
。
質
問
の
背
景
に
は
、

M
ālam

a H
aw

ai’i

は
マ
イ
ン
ド
フ
ル
な

旅
行
者
や
社
会
貢
献
に
関
心
の
あ
る
旅
行
者

行
う
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、Pacific 

W
hale F

oundation

の
ビ
ー
チ
清
掃
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
は
、
好
き
な
時
間
に
好
き
な
ビ
ー
チ

を
選
び
、
個
人
単
位
で
実
施
で
き
る
た
め
、
ま

さ
に「
休
暇
中
に
気
軽
に
で
き
る
恩
返
し
」で

あ
る
と
言
え
る
。

　
さ
ら
に
、M

ālam
a H

aw
ai’i

に
賛
同

す
る
ハ
ワ
イ
州
観
光
局
の
パ
ー
ト
ナ
ー
ホ
テ

ル
で
は
、
観
光
局
の
サ
イ
ト
を
通
じ
て
上
記

の
よ
う
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
参
加
す
る

こ
と
で
、
15
〜
50
％
程
度
の
宿
泊
費
の
割
引

や
、
中
に
は
無
償
で
の
延
泊
を
提
供
し
て
い

る
ホ
テ
ル
も
あ
る
。
特
典
を
受
け
ら
れ
る

パ
ー
ト
ナ
ー
ホ
テ
ル
に
は
、
世
界
的
な
有
名

ホ
テ
ル
チ
ェ
ー
ン
等
も
含
ま
れ
る
。

　
今
回
の
視
察
で
は
、
ハ
ワ
イ
州
観
光
局
の

M
ālam

a H
aw

ai’i

で
紹
介
さ
れ
て
い
る
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
う
ち
、パ
ー
ル
ハ
ー
バ
ー

に
あ
る
戦
艦
ミ
ズ
ー
リ
記
念
館
で
の
清
掃
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
活
動
を
実
際
に
体
験
し
た
。

　
戦
艦
ミ
ズ
ー
リ
は
1
9
4
4
年
に
初
め
て

就
役
し
、
太
平
洋
戦
争
、
朝
鮮
戦
争
、
湾
岸

戦
争
等
を
経
て
退
役
、
現
在
は
パ
ー
ル
ハ
ー

バ
ー
の
米
軍
基
地
内
に
係
留
さ
れ
、
戦
艦
の

内
部
は
歴
史
を
後
世
へ
伝
え
る
た
め
の
記
念

館
と
し
て
活
用
さ
れ
て
い
る
。
ホ
ノ
ル
ル
空

港
か
ら
車
で
10
〜
15
分
程
度
の
立
地
で
あ
る

こ
と
や
、
歴
史
的
な
背
景
も
あ
り
、
コ
ロ
ナ

禍
前
は
日
本
人
の
来
訪
者
も
非
常
に
多
い
観

光
施
設
で
あ
っ
た
。

　
記
念
館
で
は
、
ハ
ワ
イ
州
観
光
局
が
提
唱

す
るM

ālam
a H

aw
ai’i

の
コ
ン
セ
プ
ト

に
基
づ
き
、
ハ
ワ
イ
の
自
然
や
文
化
を
守
り

継
ぐ
レ
ス
ポ
ン
シ
ブ
ル
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
（
責

任
あ
る
観
光
）
の
実
現
を
目
指
す
取
り
組
み

と
し
て
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
募
集
を
行
っ
て

い
る
。
募
集
の
情
報
は
、
英
語
だ
け
で
な
く
、

日
本
語
、
中
国
語
（
簡
体
字
）
の
サ
イ
ト
で

そ
れ
ぞ
れ
発
信
さ
れ
て
お
り
、
問
い
合
わ
せ

へ
の
対
応
も
多
言
語
で
行
わ
れ
て
い
る
。
同

記
念
館
で
は
、
一
般
の
観
光
客
を
対
象
と
し

た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
ほ
か
に
、
教
育
旅

行
の
受
け
入
れ
や
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
等
の
宿

泊
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
提
供
も
行
っ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
元
々
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
受
け
入
れ
の
素

地
が
あ
っ
た
上
で
、
観
光
局
のM

ālam
a 

H
aw

ai’i

に
参
加
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ

る
。

　
今
回
体
験
し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
は
、

展
示
エ
リ
ア
内
の
清
掃
で
あ
る
。
参
加
に
は
、

動
き
や
す
い
服
装
や
水
筒
の
持
参
等
の
注
意

点
は
あ
る
も
の
の
、
実
際
の
清
掃
活
動
は
屋

内
の
展
示
エ
リ
ア
の
シ
ョ
ー
ケ
ー
ス
等
に
つ
い

た
汚
れ
を
拭
き
取
っ
て
い
く
と
い
う
作
業
で
、

誰
で
も
で
き
る
簡
単
な
も
の
で
あ
っ
た
。

　
今
回
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
参
加
の
特
典
と
し

て
、
通
常
は
35
ド
ル
か
か
る
ガ
イ
ド
付
き
の

入
場
料
が
無
料
に
な
る
ほ
か
、
一
般
客
は
立

る
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
展
開
す
る
内
容
と
な
っ
て

い
る
。

　M
ālam

a H
aw

ai’i

は
、「
再
生
型
観
光
」

の
概
念
に
基
づ
い
た
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
戦
略

と
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
装
し
て
お
り
、ポ
ス
ト
・

コ
ロ
ナ
の
新
た
な
観
光
の
潮
流
と
し
て
世
界

的
に
注
目
を
集
め
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　
ま
た
、
日
本
国
内
の
観
光
地
に
お
い
て
も

オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
や
観
光
消
費
の
伸
び

悩
み
は
共
通
課
題
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

M
ālam

a H
aw

ai’i

の
成
立
の
背
景
と
そ

の
効
果
に
つ
い
て
調
査
す
る
こ
と
は
国
内
地

域
に
も
参
考
に
な
る
と
考
え
、
今
回
の
ハ
ワ

イ
視
察
に
お
け
る
研
究
テ
ー
マ
と
し
た
。

　
な
お
、「
ハ
ワ
イ
観
光
戦
略
プ
ラ
ン

2
0
2
0
‐
2
0
2
5
」
お
よ
びM

ālam
a 

H
aw

ai’i

に
つ
い
て
は
、
本
機
関
紙
『
観
光

文
化
』
第
2
5
7
号
に
お
い
て
ハ
ワ
イ
大
学

の
岡
田
悠
偉
人
氏
が
詳
し
く
解
説
さ
れ
て
い

る
の
で
、
併
せ
て
ご
覧
い
た
だ
き
た
い
3
）
。

　M
ālam

a H
aw

ai’i

で
実
装
さ
れ
た
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
以
前
か
ら
ハ

ワ
イ
州
観
光
局
が
取
り
組
ん
で
い
た
自
然
保

全
の
た
め
の
「
ア
ロ
ハ
・
ア
イ
ナ
・
プ
ロ
グ

ラ
ム
」、
ハ
ワ
イ
文
化
継
承
の
た
め
の
「
ク
ク

ル
・
オ
ラ
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
」、
多
様
な
旅
行
体

験
を
提
供
す
る
団
体
を
支
援
す
る
「
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
・
エ
ン
リ
ッ
チ
メ
ン
ト
・
プ
ロ
グ
ラ

ム（
C
E
P
）」の
3
つ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
ベ
ー

ス
と
な
っ
て
い
る
4
）
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の

プ
ロ
グ
ラ
ム
に
配
分
さ
れ
て
い
た
予
算
は

2
0
1
8
年
の
段
階
で
は
小
規
模
で
あ
っ

た
。

　
こ
の
点
に
関
し
て
、
2
0
1
9
年
2
月
に

ハ
ワ
イ
大
学
経
済
研
究
所
（
Ｕ
Ｈ
Ｅ
Ｒ
Ｏ
）
が

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
発
表
し
た
レ
ポ
ー
ト
で
、

ハ
ワ
イ
州
観
光
局
が
2
0
1
8
年
に
「
天
然

資
源
の
保
全
」
と
「
文
化
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
」
で
執
行
し
た
予
算
が
少
な
す
ぎ
る
と
批

判
し
て
い
た
5
）
。
そ
し
て
訪
問
者
の
体
験
を

向
上
さ
せ
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
へ
の
予
算
の
再
配

分
を
推
奨
す
る
と
と
も
に
、
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ

を
用
い
て
支
出
額
の
多
い
セ
グ
メ
ン
ト
を
特

定
し
、
効
果
的
な
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
打
ち
出
す
べ
き
と
提
唱
し
た
。

　
レ
ポ
ー
ト
が
公
開
さ
れ
た
後
に
公
表
さ
れ

た
「
ハ

ワ

イ

観

光

戦

略

プ

ラ

ン

2
0
2
0
‐
2
0
2
5
」
で
は
、
前
述
の
3

つ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
予
算
が
リ
バ
ラ
ン
ス
さ

れ
、
2
0
2
0
年
予
算
は
前
年
度
よ
り

7
5
0
万
ド
ル
増
加
し
た
。

　
た
だ
し
、
同
戦
略
プ
ラ
ン
に
お
い
て
は

M
ālam

a H
aw

ai’i

や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
プ

ロ
グ
ラ
ム
に
つ
い
て
は
記
載
さ
れ
て
い
な

い
。

　
そ
の
後
、2
0
2
0
年
8
月
の
ハ
ワ
イ
州
観
光

局
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
常
任
委
員
会
で
提
議
さ
れ

た
議
題
の
中
で「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
体
験
」と
い
う

単
語
が
、
筆
者
が
ハ
ワ
イ
州
観
光
局
の
公
開
資

料
を
確
認
し
た
限
り
初
め
て
登
場
し
た
。

H
a
w
a
i’i V

isito
rs &

 C
o
n
ven

tio
n
 

B
ureau

（
Ｈ
Ｖ
Ｃ
Ｂ
）が
付
議
し
た「R

eo

p
en
in
g C

om
m
u
n
ication

s S
trategy 

U
pdate

」と
い
う
観
光
再
開
に
向
け
た
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
戦
略
の
企
画
案
で
6
）、「
ハ
ワ
イ
に

恩
返
し
を
す
る
時
が
来
ま
し
た
」と
い
う
メ
ッ

セ
ー
ジ
と
、具
体
的
な
ア
ク
シ
ョ
ン
と
し
て「
訪

問
者
が
ハ
ワ
イ
諸
島
を
有
意
義
な
方
法
で
体
験

で
き
る
方
法
を
示
す
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
」が
提

案
さ
れ
た
。
同
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
デ
ー
タ
分
析
の

結
果
を
も
と
に
、ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
、サ
ン
フ
ラ
ン

シ
ス
コ
、ポ
ー
ト
ラ
ン
ド
、シ
ア
ト
ル
と
い
っ
た

米
国
西
海
岸
に
住
む
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
社
会
奉

仕
、エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
等
に
興
味
の
あ
る
旅
行
者

を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し
て
い
る
。

　
さ
ら
に
翌
月
の
同
委
員
会
で
、Ｈ
Ｖ
Ｃ
Ｂ
の

担
当
者
は
、
宿
泊
客
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
プ
ロ

グ
ラ
ム
に
参
加
し
た
場
合
の
無
料
宿
泊
等
の

特
典
に
つ
い
て
複
数
の
ホ
テ
ル
と
協
議
を

行
っ
て
い
る
と
説
明
す
る
と
同
時
に
、
同
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
通
じ
て
観
光
客
数
で
は
な
く
適

切
な
観
光
客
の
受
け
入
れ
を
重
視
し
て
い
る

こ
と
を
住
民
に
示
し
た
い
と
述
べ
て
お
り
7
）、

こ
の
時
点
で
ほ
ぼM

ālam
a H

aw
ai’i

の
フ

レ
ー
ム
ワ
ー
ク
が
で
き
あ
が
っ
て
い
た
こ
と

が
う
か
が
え
る
。

　
そ
の
後
、
2
0
2
1
年
6
月
にM

ālam
a 

H
aw

ai’i

が
正
式
に
発
表
さ
れ
た
。

　
ハ
ワ
イ
州
観
光
局
がM

ālam
a H

aw
ai’i

の
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
H
P
に
掲
載
し
て
い

る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
は
多
岐
に
わ
た
る
が
、

主
に
農
業
体
験
、ビ
ー
チ
の
清
掃
、文
化
体
験
、

サ
ン
ゴ
礁
や
森
林
の
保
全
、
野
生
生
物
保
護

等
が
挙
げ
ら
れ
る
。
H
P
に
は「T

A
K
E
 A
 

T
R
IP
 T
H
A
T
 G
IV
E
S
 B
A
C
K

（
恩
返
し
の

旅
を
し
よ
う
）」と
い
う
言
葉
と
と
も
に
、
パ
ー

ト
ナ
ー
団
体
が
提
供
し
て
い
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
体
験
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

　
表
1
は
、
実
際
にM

ālam
a H

aw
ai’i

の

サ
イ
ト
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

例
で
あ
る
。
例
え
ば
、
マ
ウ
イ
島
内
で
自
然
ガ

イ
ド
ツ
ア
ー
を
行
っ
て
い
るS

ierra C
lub 

of H
aw

ai’i

の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
自
然
保
護

区
と
な
っ
て
い
る
風
光
明
媚
な
海
岸
沿
い
を
歩

き
な
が
ら
、
ゴ
ミ
の
撤
去
と
在
来
種
の
植
林
を

　
世
界
の
観
光
客
数
は
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク

な
ど
の
一
時
的
な
減
少
を
除
い
て
2
0
0
0

年
以
降
増
加
が
続
い
て
お
り
、
そ
の
結
果
、

各
地
の
人
気
観
光
地
で
は
観
光
客
の
来
訪
が

許
容
範
囲
を
超
え
、
そ
れ
に
伴
い
さ
ま
ざ
ま

な
問
題
が
生
じ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
人
気
の
リ
ゾ
ー
ト
で
あ
る
ハ
ワ
イ
も
例
外
で

は
な
く
、
観
光
客
到
着
数
は
2
0
0
9
年
か
ら

2
0
1
8
年
の
わ
ず
か
10
年
足
ら
ず
で
実
に

53
％
も
増
加
し
た
。
そ
し
て
、
観
光
客
数
の
増

加
と
反
比
例
す
る
よ
う
に
住
民
の「
観
光
産
業

は
問
題
よ
り
も
多
く
の
メ
リ
ッ
ト
を
も
た
ら
し

て
き
た
」と
い
う
質
問
に
対
し
て「
と
て
も
／
や

や
そ
う
思
う
」と
答
え
た
割
合
は
2
0
1
0
年

の
80
％
に
対
し
、
2
0
1
8

年
は
59
％
に
ま
で
落
ち
込
ん

だ
1
）【
図
１
】。

　
ま
た
、
観
光
客
数
増
加

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ハ
ワ

イ
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
に
対
す
る
観

光
産
業
の
割
合
は
20
年
前

の
約
25
％
に
対
し
て
、

17
％
に
縮
小
し
た
。
イ
ン

フ
レ
調
整
後
の
観
光
客
の

旅
行
支
出
額
は
１
人
１
日

当
た
り
消
費
額
、
ま
た
総
支
出
額
の
い
ず
れ

も
2
0
1
8
年
半
ば
を
ピ
ー
ク
に
減
少
傾
向

に
あ
り
、
観
光
客
増
加
に
見
合
う
経
済
効
果

が
得
ら
れ
ず
に
い
た
1
）
。

　
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
が
恒
常
化
す
る
に

つ
れ
住
民
感
情
は
悪
化
し
観
光
に
よ
る
経
済

1
3

観
光
研
究
部 

上
席
主
任
研
究
員

相
澤
美
穂
子

観
光
研
究
部 

研
究
員

工
藤
亜
稀

1
．研
究
の
背
景

効
果
も
伸
び
悩
む
中
で
、
2
0
2
0
年
初
め

に
ハ
ワ
イ
州
観
光
局
（H

aw
ai’i T

ou
rism

 

A
u
th
ority

）
は
「
ハ
ワ
イ
観
光
戦
略
プ
ラ
ン

2
0
2
0
‐
2
0
2
5
」）
を
発
表
し
た
。
同
プ

ラ
ン
が
以
前
の
プ
ラ
ン
と
大
き
く
異
な
る
点

は
2
点
あ
り
、
一
つ
め
は
州
法
に
よ
り
ハ
ワ

イ
州
観
光
局
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
と
し
て
規
定
さ

れ
て
い
る
「
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
」
か
ら
「
観
光

地
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」へ
と
重
点
を
移
し
、
マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
と
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
に
充
て
ら

れ
て
い
た
予
算
を
観
光
地
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
へ

と
リ
バ
ラ
ン
ス
を
実
施
し
た
点
で
あ
る
。
も

う
一
つ
は
Ｋ
Ｐ
Ｉ（
重
要
業
績
評
価
指
標
）
を

観
光
客
数
か
ら
観
光
客
／
住
民
の
満
足
度
、

消
費
額
へ
変
更
し
た
点
で
あ
る
。
し
か
し
、

同
プ
ラ
ン
発
表
の
わ
ず
か
数
か
月
で
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
世
界
的
に
ま
ん
延

し
、
ハ
ワ
イ
に
お
い
て
も
2
0
2
0
年
か
ら

2
0
2
1
年
に
か
け
て
二
度
の
ロ
ッ
ク
ダ
ウ

ン
を
含
め
観
光
客
の
来
島
が
大
幅
に
制
限
さ

れ
、
戦
略
プ
ラ
ン
が
実
行
に
移
さ
れ
る
こ
と

が
な
い
ま
ま
時
間
が
経
過
し
た
。

　
そ
の
後
、
米
国
本
土
か
ら
渡
航
す
る
ワ
ク

チ
ン
接
種
完
了
者
の
、
渡
航
前
の
事
前
検
査

や
到
着
後
の
自
主
隔
離
義
務
が
よ
う
や
く
撤

廃
さ
れ
る
タ
イ
ミ
ン
グ
に
先
駆
け
て
、

2
0
2
1
年
6
月
1
日
に「M

ālam
a 

H
aw

ai’i

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」（
以
下
、M

ālam
a 

H
aw

ai’i

と
す
る
）が
発
表
さ
れ
た
2
）。

M
ālam

a H
aw

ai’i

は
文
化
と
環
境
を
尊
重

す
る
マ
イ
ン
ド
フ
ル
な
旅
行
者
を
タ
ー
ゲ
ッ

ト
と
し
た
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

で
あ
り
、
業
界
パ
ー
ト
ナ
ー
や
地
元
組
織
と

連
携
し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
機
会
を
提
供
す

に
対
し
て
は
一
定
の
効
果
が
あ
る
と
示
さ
れ

て
い
る
が
、
そ
れ
以
外
の
大
半
の
旅
行
者
に

対
し
て
ど
の
よ
う
に
機
能
す
る
か
個
人
的
に

疑
問
を
感
じ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

　
こ
の
質
問
に
対
し
て
、
両
氏
と
も
効
果
が

出
る
に
は
時
間
が
か
か
る
と
い
う
見
解
を
示

し
た
。
さ
ら
に
、M

ālam
a H

aw
ai’i

に

お
い
て
は
教
育
が
重
要
で
あ
り
、
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
に
お
い
て
必
ず
教
育
と
セ
ッ
ト
に
す

る
こ
と
が
ポ
イ
ン
ト
に
な
る
と
語
っ
た
。

　
実
際
、
ハ
ワ
イ
ア
ン
航
空
で
は
ハ
ワ
イ
の

天
然
資
源
や
文
化
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
守
る

た
め
の
責
任
あ
る
行
動
で
あ
る
「T

ravel 

pono

」
を
伝
え
る
動
画
を
制
作
し
、
機
内

ビ
デ
オ
で
放
映
し
て
い
る
 
。
同
様
の
取
り

組
み
は
ハ
レ
ク
ラ
ニ
な
ど
の
ホ
テ
ル
で
も
展

開
さ
れ
て
お
り
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
プ
ロ
グ
ラ

ム
に
参
加
し
な
い
旅
行
者
に
も
各
所
で
発
信

さ
れ
て
い
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
通
じ
て

M
ālam

a H
aw

ai’i

が
徐
々
に
浸
透
す
る

た
め
に
は
時
間
を
要
す
る
の
だ
と
感
じ
た
。

　
ハ
ワ
イ
州
観
光
局
は
コ
ロ
ナ
禍
前
に
観
光

客
の
急
増
に
よ
る
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
や

消
費
単
価
の
伸
び
悩
み
、
住
民
感
情
の
悪
化

に
対
し
て
議
会
や
メ
デ
ィ
ア
、
有
識
者
等
か

ら
批
判
を
受
け
、「
ハ
ワ
イ
観
光
戦
略
プ
ラ
ン

2
0
2
0
‐
2
0
2
5
」
で
は
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン

グ
か
ら
観
光
地
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
へ
の
方
針
転

換
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。

　
さ
ら
に
、
戦
略
プ
ラ
ン
の
実
現
の
た
め
に

は
、
従
来
か
ら
存
在
し
て
い
た
自
然
保
全
、

ハ
ワ
イ
文
化
継
承
、
多
様
な
旅
行
体
験
を
提

供
す
る
団
体
を
支
援
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
重

要
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
予
算
配
分
が

少
な
す
ぎ
る
と
の
批
判
を
受
け
、
2
0
2
0

年
は
大
幅
に
こ
れ
ら
の
予
算
を
拡
大
し
た
。

　
そ
う
し
た
状
況
下
で
観
光
の
本
格
再
開
に

向
け
て
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
展
開
す
る
に

は
、M

ālam
a H

aw
ai’i

の
コ
ン
セ
プ
ト

に
自
ず
と
方
向
性
が
絞
ら
れ
た
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。

　
そ
し
て
、
そ
の
コ
ン
セ
プ
ト
を
実
装
し
て

い
く
段
階
に
お
い
て
は
、
旅
行
者
に
対
し
ど

の
よ
う
に
伝
え
、
ど
の
よ
う
に
受
け
取
ら
れ

て
い
る
か
が
重
要
と
な
る
。
一
般
に
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
と
い
う
の
は
、
無
償
で
労
働

力
を
提
供
す
る
こ
と
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る

が
、M

ālam
a H

aw
ai’i

プ
ロ
グ
ラ
ム
の

サ
イ
ト
で
掲
載
さ
れ
て
い
る
各
種
活
動
を
見

る
と
、
そ
れ
自
体
が
ハ
ワ
イ
の
自
然
や
文
化

の
中
で
し
か
体
験
で
き
な
い
ア
ク
テ
ィ
ビ

テ
ィ
で
あ
り
、
負
荷
が
大
き
い
活
動
も
あ
る

も
の
の
、
あ
く
ま
で
楽
し
み
な
が
ら
気
軽
に

で
き
る
と
い
う
点
が
強
調
さ
れ
て
い
る
プ
ロ

グ
ラ
ム
が
多
い
。
さ
ら
に
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
に
参
加
す
る
こ
と
で
、
宿
泊
費
や
施
設

入
場
料
に
対
し
て
大
き
な
割
引
が
受
け
ら
れ

る
こ
と
か
ら
、
旅
行
者
に
と
っ
て
は
、
時
に

労
働
の
対
価
を
上
回
る
ほ
ど
の
大
き
な
経
済

的
メ
リ
ッ
ト
が
得
ら
れ
る
と
い
う
点
が
印
象

的
で
あ
る
。

　
加
え
て
、
今
回
の
視
察
中
に
実
際
に
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
を
行
っ
た
戦
艦
ミ
ズ
ー
リ
記
念
館

で
の
体
験
を
通
し
て
実
感
し
た
こ
と
は
、「
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参
加
す
る
人
＝
そ
の
地
域
や

特
定
の
テ
ー
マ
に
対
し
て
（
今
回
で
言
え
ば

戦
艦
ミ
ズ
ー
リ
の
歴
史
等
に
対
し
て
）、
強

く
関
心
を
持
っ
て
い
る
人
」
で
あ
る
と
想
定

さ
れ
る
た
め
、
通
常
の
客
と
し
て
訪
れ
る
場

合
よ
り
も
、
よ
り
手
厚
く
歓
迎
さ
れ
る
と
い

う
点
で
あ
る
。
そ
の
結
果
現
地
の
人
と
の
交

流
も
活
発
に
な
り
や
す
く
、
来
訪
者
に
と
っ

て
も
さ
ら
に
強
く
印
象
に
残
る
経
験
と
な
る

の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

　
実
際
に
は
、
旅
行
者
の
大
部
分
に
と
っ
て

は
、
ハ
ワ
イ
滞
在
中
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

を
行
う
こ
と
は
選
択
肢
と
し
て
ま
だ
一
般
的

で
は
な
い
と
い
う
課
題
が
残
る
が
、
そ
の

ギ
ャ
ッ
プ
を
埋
め
る
た
め
、
観
光
局
が
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で

集
約
し
、
大
手
ホ
テ
ル
等
を
取
り
込
む
こ
と

で
来
訪
者
の
経
済
的
メ
リ
ッ
ト
も
実
現
す
る

こ
と
は
、「M

ālam
a H

aw
ai’i

」
と
い
う

理
念
の
実
装
に
対
し
、
一
定
の
効
果
を
及
ぼ

し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
単
に
観
光
客
を
増
や
す
の
で
は
な
く
「
再

生
型
観
光
」
と
い
う
形
を
と
っ
たM

ālam
a 

H
aw

ai’i

が
ハ
ワ
イ
観
光
に
ど
の
よ
う
な
効

果
を
も
た
ら
す
の
か
、
今
後
し
ば
ら
く
注
視

し
て
い
き
た
い
。

ハワイにおける観光パラダイムシフト1
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とても／ややそう思うと答えた人の割合 年間訪問客数（人）

（年）

出所：ハワイ州政府「Annual Visitor Research Report」、「Resident Sentiment Suvey」より（公財）日本交通公社作成
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年
間
訪
問
客
数（
人
）

「
観
光
産
業
は
問
題
よ
り
も
多
く
の
メ
リ
ッ
ト
を
も
た
ら
し
て
き
た
」

と
い
う
質
問
に「
と
て
も
／
や
や
そ
う
思
う
」と
答
え
た
人
の
割
合

（
10
段
階
で
6
〜
10
）
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表 1 Mālama Hawai’iプログラムのサイトで紹介されているボランティア活動の例

ち
入
り
禁
止
と
な
っ
て
い
る
戦
艦
内
の
エ
リ

ア
へ
、
ガ
イ
ド
が
同
行
し
立
ち
入
る
こ
と
が

で
き
た
。
さ
ら
に
、
施
設
内
に
あ
る
土
産
店

で
は
25
％
の
割
引
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

た
。

　M
ālam

a H
aw

ai’i

の
効
果
に
つ
い
て

は
、
本
機
関
紙
『
観
光
文
化
』
第
2
5
7
号
の

岡
田
氏
の
寄
稿
で
紹
介
さ
れ
て
い
る
と
お
り
、

ハ
ワ
イ
大
学
旅
行
産
業
管
理
学
部
（
Ｔ
Ｉ
Ｍ
）

のJerry A
gru

sa

教
授
の
グ
ル
ー
プ
が

2
0
2
3
年
に
発
表
し
た
カ
ウ
ア
イ
島
の
住

民
を
対
象
と
し
た
調
査
8
）
で
、〝
再
生
型
観
光

が
旅
行
者
を
選
択
す
る
こ
と
に
よ
り
、
地
域

で
の
印
象
が
改
善
さ
れ
る
〞と
し
て
、
住
民
と

旅
行
者
の
満
足
度
向
上
に
一
定
の
効
果
が
あ

る
こ
と
が
示
さ
れ
た
。

　
さ
ら
に
、
同
グ
ル
ー
プ
の
研
究
を
さ
か
の

ぼ
る
と
、
2
0
2
1
年
に
発
表
さ
れ
た
論
文

で
は
、
米
国
本
土
か
ら
の
旅
行
者
を
対
象
と

し
た
調
査
の
結
果
、「
本
物
の
ハ
ワ
イ
文
化

体
験
」
と
「
持
続
可
能
な
体
験
」
を
す
る
た

め
に
追
加
で
料
金
を
払
う
意
思
を
示
し
た
と

発
表
9
）
、
そ
し
て
翌
2
0
2
2
年
に
は
米
国

本
土
の
旅
行
者
が
持
続
可
能
な
観
光
や
自
然

を
ベ
ー
ス
と
し
た
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
へ
の
参

加
意
欲
を
調
査
し
た
結
果
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

使
用
量
の
削
減
、
ク
ジ
ラ
の
保
護
や
ハ
ワ
イ

文
化
な
ど
に
関
心
を
持
っ
て
お
り
、
ハ
ワ
イ

の
持
続
可
能
な
活
動
に
参
加
す
る
た
め
に
追

加
料
金
を
支
払
う
意
向
が
あ
る
こ
と
を
明
ら

か
に
し
た
 

。

　
2
0
2
1
年
の
論
文
発
表
時
期
か
ら
推
察

す
る
にM

ālam
a H

aw
ai’i

リ
リ
ー
ス
以
前

に
調
査
が
行
わ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
こ

と
か
ら
、Jerry A

grusa

教
授
の
グ
ル
ー
プ

に
よ
る
一
連
の
調
査
もM

ālam
a H

aw
ai’i

に
何
ら
か
の
影
響
を
与
え
た
可
能
性
が
考
え

ら
れ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、M

ālam
a H

aw
ai’i

の
成

立
に
あ
た
っ
て
は
、Ｕ
Ｈ
Ｅ
Ｒ
Ｏ
や
Ｔ
Ｉ
Ｍ
と

い
っ
た
ハ
ワ
イ
大
学
の
有
識
者
の
意
見
が
影

響
し
た
よ
う
に
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
今
回

の
ハ
ワ
イ
訪
問
に
お
い
て
、Ｕ
Ｈ
Ｅ
Ｒ
Ｏ
の
レ

ポ
ー
ト
の
筆
者
の
一
人
で
あ
るF

ran
k 

H
aas

氏
と
、Ｔ
Ｉ
Ｍ
のJerry A

gru
sa

教

授
に
話
を
伺
う
機
会
を
得
た
。

　
早
速
、
ハ
ワ
イ
州
観
光
局
の
方
針
決
定
へ

の
関
与
に
つ
い
て
尋
ね
た
と
こ
ろ
、H

aas

氏
もA

gru
sa

教
授
も
直
接
関
与
し
て
い
る

わ
け
で
は
な
い
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

　
た
だ
、
レ
ポ
ー
ト
や
論
文
と
し
て
公
表
さ

れ
た
意
見
は
重
視
さ
れ
る
こ
と
、
ま
た
両
氏

の
よ
う
な
有
識
者
は
講
演
や
議
員
と
の
意
見

交
換
等
の
機
会
が
多
く
あ
る
こ
と
か
ら
、
直

接
で
は
な
い
に
せ
よ
影
響
し
た
の
が
個
人
的

な
印
象
で
あ
る
。M

ālam
a H

aw
ai’i

に

つ
い
て
ど
う
捉
え
て
い
る
か
尋
ね
た
と
こ

ろ
、
両
氏
と
も
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
に
捉
え
て
い
た

こ
と
か
ら
も
、
彼
ら
が
望
む
方
向
に
進
ん
で

い
る
よ
う
に
感
じ
た
。

　
続
い
て
、M

ālam
a H

aw
ai’i

が
オ
ー

バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
対
し
て
有
効
で
あ
る
か

に
つ
い
て
質
問
し
た
。
質
問
の
背
景
に
は
、

M
ālam

a H
aw

ai’i

は
マ
イ
ン
ド
フ
ル
な

旅
行
者
や
社
会
貢
献
に
関
心
の
あ
る
旅
行
者

行
う
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、Pacific 

W
hale F

oundation

の
ビ
ー
チ
清
掃
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
は
、
好
き
な
時
間
に
好
き
な
ビ
ー
チ

を
選
び
、
個
人
単
位
で
実
施
で
き
る
た
め
、
ま

さ
に「
休
暇
中
に
気
軽
に
で
き
る
恩
返
し
」で

あ
る
と
言
え
る
。

　
さ
ら
に
、M

ālam
a H

aw
ai’i

に
賛
同

す
る
ハ
ワ
イ
州
観
光
局
の
パ
ー
ト
ナ
ー
ホ
テ

ル
で
は
、
観
光
局
の
サ
イ
ト
を
通
じ
て
上
記

の
よ
う
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
参
加
す
る

こ
と
で
、
15
〜
50
％
程
度
の
宿
泊
費
の
割
引

や
、
中
に
は
無
償
で
の
延
泊
を
提
供
し
て
い

る
ホ
テ
ル
も
あ
る
。
特
典
を
受
け
ら
れ
る

パ
ー
ト
ナ
ー
ホ
テ
ル
に
は
、
世
界
的
な
有
名

ホ
テ
ル
チ
ェ
ー
ン
等
も
含
ま
れ
る
。

　
今
回
の
視
察
で
は
、
ハ
ワ
イ
州
観
光
局
の

M
ālam

a H
aw

ai’i

で
紹
介
さ
れ
て
い
る
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
う
ち
、パ
ー
ル
ハ
ー
バ
ー

に
あ
る
戦
艦
ミ
ズ
ー
リ
記
念
館
で
の
清
掃
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
活
動
を
実
際
に
体
験
し
た
。

　
戦
艦
ミ
ズ
ー
リ
は
1
9
4
4
年
に
初
め
て

就
役
し
、
太
平
洋
戦
争
、
朝
鮮
戦
争
、
湾
岸

戦
争
等
を
経
て
退
役
、
現
在
は
パ
ー
ル
ハ
ー

バ
ー
の
米
軍
基
地
内
に
係
留
さ
れ
、
戦
艦
の

内
部
は
歴
史
を
後
世
へ
伝
え
る
た
め
の
記
念

館
と
し
て
活
用
さ
れ
て
い
る
。
ホ
ノ
ル
ル
空

港
か
ら
車
で
10
〜
15
分
程
度
の
立
地
で
あ
る

こ
と
や
、
歴
史
的
な
背
景
も
あ
り
、
コ
ロ
ナ

禍
前
は
日
本
人
の
来
訪
者
も
非
常
に
多
い
観

光
施
設
で
あ
っ
た
。

　
記
念
館
で
は
、
ハ
ワ
イ
州
観
光
局
が
提
唱

す
るM

ālam
a H

aw
ai’i

の
コ
ン
セ
プ
ト

に
基
づ
き
、
ハ
ワ
イ
の
自
然
や
文
化
を
守
り

継
ぐ
レ
ス
ポ
ン
シ
ブ
ル
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
（
責

任
あ
る
観
光
）
の
実
現
を
目
指
す
取
り
組
み

と
し
て
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
募
集
を
行
っ
て

い
る
。
募
集
の
情
報
は
、
英
語
だ
け
で
な
く
、

日
本
語
、
中
国
語
（
簡
体
字
）
の
サ
イ
ト
で

そ
れ
ぞ
れ
発
信
さ
れ
て
お
り
、
問
い
合
わ
せ

へ
の
対
応
も
多
言
語
で
行
わ
れ
て
い
る
。
同

記
念
館
で
は
、
一
般
の
観
光
客
を
対
象
と
し

た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
ほ
か
に
、
教
育
旅

行
の
受
け
入
れ
や
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
等
の
宿

泊
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
提
供
も
行
っ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
元
々
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
受
け
入
れ
の
素

地
が
あ
っ
た
上
で
、
観
光
局
のM

ālam
a 

H
aw

ai’i

に
参
加
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ

る
。

　
今
回
体
験
し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
は
、

展
示
エ
リ
ア
内
の
清
掃
で
あ
る
。
参
加
に
は
、

動
き
や
す
い
服
装
や
水
筒
の
持
参
等
の
注
意

点
は
あ
る
も
の
の
、
実
際
の
清
掃
活
動
は
屋

内
の
展
示
エ
リ
ア
の
シ
ョ
ー
ケ
ー
ス
等
に
つ
い

た
汚
れ
を
拭
き
取
っ
て
い
く
と
い
う
作
業
で
、

誰
で
も
で
き
る
簡
単
な
も
の
で
あ
っ
た
。

　
今
回
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
参
加
の
特
典
と
し

て
、
通
常
は
35
ド
ル
か
か
る
ガ
イ
ド
付
き
の

入
場
料
が
無
料
に
な
る
ほ
か
、
一
般
客
は
立

る
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
展
開
す
る
内
容
と
な
っ
て

い
る
。

　M
ālam

a H
aw

ai’i

は
、「
再
生
型
観
光
」

の
概
念
に
基
づ
い
た
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
戦
略

と
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
装
し
て
お
り
、ポ
ス
ト
・

コ
ロ
ナ
の
新
た
な
観
光
の
潮
流
と
し
て
世
界

的
に
注
目
を
集
め
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　
ま
た
、
日
本
国
内
の
観
光
地
に
お
い
て
も

オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
や
観
光
消
費
の
伸
び

悩
み
は
共
通
課
題
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

M
ālam

a H
aw

ai’i

の
成
立
の
背
景
と
そ

の
効
果
に
つ
い
て
調
査
す
る
こ
と
は
国
内
地

域
に
も
参
考
に
な
る
と
考
え
、
今
回
の
ハ
ワ

イ
視
察
に
お
け
る
研
究
テ
ー
マ
と
し
た
。

　
な
お
、「
ハ
ワ
イ
観
光
戦
略
プ
ラ
ン

2
0
2
0
‐
2
0
2
5
」
お
よ
びM

ālam
a 

H
aw

ai’i

に
つ
い
て
は
、
本
機
関
紙
『
観
光

文
化
』
第
2
5
7
号
に
お
い
て
ハ
ワ
イ
大
学

の
岡
田
悠
偉
人
氏
が
詳
し
く
解
説
さ
れ
て
い

る
の
で
、
併
せ
て
ご
覧
い
た
だ
き
た
い
3
）
。

　M
ālam

a H
aw

ai’i

で
実
装
さ
れ
た
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
以
前
か
ら
ハ

ワ
イ
州
観
光
局
が
取
り
組
ん
で
い
た
自
然
保

全
の
た
め
の
「
ア
ロ
ハ
・
ア
イ
ナ
・
プ
ロ
グ

ラ
ム
」、
ハ
ワ
イ
文
化
継
承
の
た
め
の
「
ク
ク

ル
・
オ
ラ
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
」、
多
様
な
旅
行
体

験
を
提
供
す
る
団
体
を
支
援
す
る
「
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
・
エ
ン
リ
ッ
チ
メ
ン
ト
・
プ
ロ
グ
ラ

ム（
C
E
P
）」の
3
つ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
ベ
ー

ス
と
な
っ
て
い
る
4
）
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の

プ
ロ
グ
ラ
ム
に
配
分
さ
れ
て
い
た
予
算
は

2
0
1
8
年
の
段
階
で
は
小
規
模
で
あ
っ

た
。

　
こ
の
点
に
関
し
て
、
2
0
1
9
年
2
月
に

ハ
ワ
イ
大
学
経
済
研
究
所
（
Ｕ
Ｈ
Ｅ
Ｒ
Ｏ
）
が

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
発
表
し
た
レ
ポ
ー
ト
で
、

ハ
ワ
イ
州
観
光
局
が
2
0
1
8
年
に
「
天
然

資
源
の
保
全
」
と
「
文
化
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
」
で
執
行
し
た
予
算
が
少
な
す
ぎ
る
と
批

判
し
て
い
た
5
）
。
そ
し
て
訪
問
者
の
体
験
を

向
上
さ
せ
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
へ
の
予
算
の
再
配

分
を
推
奨
す
る
と
と
も
に
、
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ

を
用
い
て
支
出
額
の
多
い
セ
グ
メ
ン
ト
を
特

定
し
、
効
果
的
な
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
打
ち
出
す
べ
き
と
提
唱
し
た
。

　
レ
ポ
ー
ト
が
公
開
さ
れ
た
後
に
公
表
さ
れ

た
「
ハ

ワ

イ

観

光

戦

略

プ

ラ

ン

2
0
2
0
‐
2
0
2
5
」
で
は
、
前
述
の
3

つ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
予
算
が
リ
バ
ラ
ン
ス
さ

れ
、
2
0
2
0
年
予
算
は
前
年
度
よ
り

7
5
0
万
ド
ル
増
加
し
た
。

　
た
だ
し
、
同
戦
略
プ
ラ
ン
に
お
い
て
は

M
ālam

a H
aw

ai’i

や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
プ

ロ
グ
ラ
ム
に
つ
い
て
は
記
載
さ
れ
て
い
な

い
。

　
そ
の
後
、2
0
2
0
年
8
月
の
ハ
ワ
イ
州
観
光

局
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
常
任
委
員
会
で
提
議
さ
れ

た
議
題
の
中
で「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
体
験
」と
い
う

単
語
が
、
筆
者
が
ハ
ワ
イ
州
観
光
局
の
公
開
資

料
を
確
認
し
た
限
り
初
め
て
登
場
し
た
。

H
a
w
a
i’i V

isito
rs &

 C
o
n
ven

tio
n
 

B
ureau

（
Ｈ
Ｖ
Ｃ
Ｂ
）が
付
議
し
た「R

eo

p
en
in
g C

om
m
u
n
ication

s S
trategy 

U
pdate

」と
い
う
観
光
再
開
に
向
け
た
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
戦
略
の
企
画
案
で
6
）、「
ハ
ワ
イ
に

恩
返
し
を
す
る
時
が
来
ま
し
た
」と
い
う
メ
ッ

セ
ー
ジ
と
、具
体
的
な
ア
ク
シ
ョ
ン
と
し
て「
訪

問
者
が
ハ
ワ
イ
諸
島
を
有
意
義
な
方
法
で
体
験

で
き
る
方
法
を
示
す
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
」が
提

案
さ
れ
た
。
同
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
デ
ー
タ
分
析
の

結
果
を
も
と
に
、ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
、サ
ン
フ
ラ
ン

シ
ス
コ
、ポ
ー
ト
ラ
ン
ド
、シ
ア
ト
ル
と
い
っ
た

米
国
西
海
岸
に
住
む
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
社
会
奉

仕
、エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
等
に
興
味
の
あ
る
旅
行
者

を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し
て
い
る
。

　
さ
ら
に
翌
月
の
同
委
員
会
で
、Ｈ
Ｖ
Ｃ
Ｂ
の

担
当
者
は
、
宿
泊
客
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
プ
ロ

グ
ラ
ム
に
参
加
し
た
場
合
の
無
料
宿
泊
等
の

特
典
に
つ
い
て
複
数
の
ホ
テ
ル
と
協
議
を

行
っ
て
い
る
と
説
明
す
る
と
同
時
に
、
同
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
通
じ
て
観
光
客
数
で
は
な
く
適

切
な
観
光
客
の
受
け
入
れ
を
重
視
し
て
い
る

こ
と
を
住
民
に
示
し
た
い
と
述
べ
て
お
り
7
）、

こ
の
時
点
で
ほ
ぼM

ālam
a H

aw
ai’i

の
フ

レ
ー
ム
ワ
ー
ク
が
で
き
あ
が
っ
て
い
た
こ
と

が
う
か
が
え
る
。

　
そ
の
後
、
2
0
2
1
年
6
月
にM

ālam
a 

H
aw

ai’i

が
正
式
に
発
表
さ
れ
た
。

　
ハ
ワ
イ
州
観
光
局
がM

ālam
a H

aw
ai’i

の
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
H
P
に
掲
載
し
て
い

る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
は
多
岐
に
わ
た
る
が
、

主
に
農
業
体
験
、ビ
ー
チ
の
清
掃
、文
化
体
験
、

サ
ン
ゴ
礁
や
森
林
の
保
全
、
野
生
生
物
保
護

等
が
挙
げ
ら
れ
る
。
H
P
に
は「T

A
K
E
 A
 

T
R
IP
 T
H
A
T
 G
IV
E
S
 B
A
C
K

（
恩
返
し
の

旅
を
し
よ
う
）」と
い
う
言
葉
と
と
も
に
、
パ
ー

ト
ナ
ー
団
体
が
提
供
し
て
い
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
体
験
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

　
表
1
は
、
実
際
にM

ālam
a H

aw
ai’i

の

サ
イ
ト
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

例
で
あ
る
。
例
え
ば
、
マ
ウ
イ
島
内
で
自
然
ガ

イ
ド
ツ
ア
ー
を
行
っ
て
い
るS

ierra C
lub 

of H
aw

ai’i

の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
自
然
保
護

区
と
な
っ
て
い
る
風
光
明
媚
な
海
岸
沿
い
を
歩

き
な
が
ら
、
ゴ
ミ
の
撤
去
と
在
来
種
の
植
林
を

　
世
界
の
観
光
客
数
は
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク

な
ど
の
一
時
的
な
減
少
を
除
い
て
2
0
0
0

年
以
降
増
加
が
続
い
て
お
り
、
そ
の
結
果
、

各
地
の
人
気
観
光
地
で
は
観
光
客
の
来
訪
が

許
容
範
囲
を
超
え
、
そ
れ
に
伴
い
さ
ま
ざ
ま

な
問
題
が
生
じ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
人
気
の
リ
ゾ
ー
ト
で
あ
る
ハ
ワ
イ
も
例
外
で

は
な
く
、
観
光
客
到
着
数
は
2
0
0
9
年
か
ら

2
0
1
8
年
の
わ
ず
か
10
年
足
ら
ず
で
実
に

53
％
も
増
加
し
た
。
そ
し
て
、
観
光
客
数
の
増

加
と
反
比
例
す
る
よ
う
に
住
民
の「
観
光
産
業

は
問
題
よ
り
も
多
く
の
メ
リ
ッ
ト
を
も
た
ら
し

て
き
た
」と
い
う
質
問
に
対
し
て「
と
て
も
／
や

や
そ
う
思
う
」と
答
え
た
割
合
は
2
0
1
0
年

の
80
％
に
対
し
、
2
0
1
8

年
は
59
％
に
ま
で
落
ち
込
ん

だ
1
）【
図
１
】。

　
ま
た
、
観
光
客
数
増
加

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ハ
ワ

イ
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
に
対
す
る
観

光
産
業
の
割
合
は
20
年
前

の
約
25
％
に
対
し
て
、

17
％
に
縮
小
し
た
。
イ
ン

フ
レ
調
整
後
の
観
光
客
の

旅
行
支
出
額
は
１
人
１
日

当
た
り
消
費
額
、
ま
た
総
支
出
額
の
い
ず
れ

も
2
0
1
8
年
半
ば
を
ピ
ー
ク
に
減
少
傾
向

に
あ
り
、
観
光
客
増
加
に
見
合
う
経
済
効
果

が
得
ら
れ
ず
に
い
た
1
）
。

　
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
が
恒
常
化
す
る
に

つ
れ
住
民
感
情
は
悪
化
し
観
光
に
よ
る
経
済

3
．Mālam

a H
aw
ai’i

の
実
装

4
．戦
艦
ミ
ズ
ー
リ

記
念
館
の
例

2
．発
表
ま
で
の
経
緯

効
果
も
伸
び
悩
む
中
で
、
2
0
2
0
年
初
め

に
ハ
ワ
イ
州
観
光
局
（H

aw
ai’i T

ou
rism

 

A
u
th
ority

）
は
「
ハ
ワ
イ
観
光
戦
略
プ
ラ
ン

2
0
2
0
‐
2
0
2
5
」）
を
発
表
し
た
。
同
プ

ラ
ン
が
以
前
の
プ
ラ
ン
と
大
き
く
異
な
る
点

は
2
点
あ
り
、
一
つ
め
は
州
法
に
よ
り
ハ
ワ

イ
州
観
光
局
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
と
し
て
規
定
さ

れ
て
い
る
「
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
」
か
ら
「
観
光

地
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」へ
と
重
点
を
移
し
、
マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
と
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
に
充
て
ら

れ
て
い
た
予
算
を
観
光
地
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
へ

と
リ
バ
ラ
ン
ス
を
実
施
し
た
点
で
あ
る
。
も

う
一
つ
は
Ｋ
Ｐ
Ｉ（
重
要
業
績
評
価
指
標
）
を

観
光
客
数
か
ら
観
光
客
／
住
民
の
満
足
度
、

消
費
額
へ
変
更
し
た
点
で
あ
る
。
し
か
し
、

同
プ
ラ
ン
発
表
の
わ
ず
か
数
か
月
で
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
世
界
的
に
ま
ん
延

し
、
ハ
ワ
イ
に
お
い
て
も
2
0
2
0
年
か
ら

2
0
2
1
年
に
か
け
て
二
度
の
ロ
ッ
ク
ダ
ウ

ン
を
含
め
観
光
客
の
来
島
が
大
幅
に
制
限
さ

れ
、
戦
略
プ
ラ
ン
が
実
行
に
移
さ
れ
る
こ
と

が
な
い
ま
ま
時
間
が
経
過
し
た
。

　
そ
の
後
、
米
国
本
土
か
ら
渡
航
す
る
ワ
ク

チ
ン
接
種
完
了
者
の
、
渡
航
前
の
事
前
検
査

や
到
着
後
の
自
主
隔
離
義
務
が
よ
う
や
く
撤

廃
さ
れ
る
タ
イ
ミ
ン
グ
に
先
駆
け
て
、

2
0
2
1
年
6
月
1
日
に「M

ālam
a 

H
aw

ai’i

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」（
以
下
、M

ālam
a 

H
aw

ai’i

と
す
る
）が
発
表
さ
れ
た
2
）。

M
ālam

a H
aw

ai’i

は
文
化
と
環
境
を
尊
重

す
る
マ
イ
ン
ド
フ
ル
な
旅
行
者
を
タ
ー
ゲ
ッ

ト
と
し
た
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

で
あ
り
、
業
界
パ
ー
ト
ナ
ー
や
地
元
組
織
と

連
携
し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
機
会
を
提
供
す

ハワイ州観光局「Mālama Hawai’i」HP:https://www.gohawaii.com/malama
North Shore Stables:https://northshorestables.com/restoration/
Pacific Whale Foundation:https://www.pacificwhale.org/what-we-do/conservation/marine-debris-monitoring/
Sierra Club of Hawai’i:https://mauisierraclub.org/hikes-service-programs/
Hawai’i wildlife Fund：https://www.wildhawaii.org/get-involved/volunteer/
戦艦ミズーリ記念館：https://ussmissouri.org/get-involved/volunteer

に
対
し
て
は
一
定
の
効
果
が
あ
る
と
示
さ
れ

て
い
る
が
、
そ
れ
以
外
の
大
半
の
旅
行
者
に

対
し
て
ど
の
よ
う
に
機
能
す
る
か
個
人
的
に

疑
問
を
感
じ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

　
こ
の
質
問
に
対
し
て
、
両
氏
と
も
効
果
が

出
る
に
は
時
間
が
か
か
る
と
い
う
見
解
を
示

し
た
。
さ
ら
に
、M

ālam
a H

aw
ai’i

に

お
い
て
は
教
育
が
重
要
で
あ
り
、
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
に
お
い
て
必
ず
教
育
と
セ
ッ
ト
に
す

る
こ
と
が
ポ
イ
ン
ト
に
な
る
と
語
っ
た
。

　
実
際
、
ハ
ワ
イ
ア
ン
航
空
で
は
ハ
ワ
イ
の

天
然
資
源
や
文
化
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
守
る

た
め
の
責
任
あ
る
行
動
で
あ
る
「T

ravel 

pono

」
を
伝
え
る
動
画
を
制
作
し
、
機
内

ビ
デ
オ
で
放
映
し
て
い
る
 
。
同
様
の
取
り

組
み
は
ハ
レ
ク
ラ
ニ
な
ど
の
ホ
テ
ル
で
も
展

開
さ
れ
て
お
り
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
プ
ロ
グ
ラ

ム
に
参
加
し
な
い
旅
行
者
に
も
各
所
で
発
信

さ
れ
て
い
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
通
じ
て

M
ālam

a H
aw

ai’i

が
徐
々
に
浸
透
す
る

た
め
に
は
時
間
を
要
す
る
の
だ
と
感
じ
た
。

　
ハ
ワ
イ
州
観
光
局
は
コ
ロ
ナ
禍
前
に
観
光

客
の
急
増
に
よ
る
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
や

消
費
単
価
の
伸
び
悩
み
、
住
民
感
情
の
悪
化

に
対
し
て
議
会
や
メ
デ
ィ
ア
、
有
識
者
等
か

ら
批
判
を
受
け
、「
ハ
ワ
イ
観
光
戦
略
プ
ラ
ン

2
0
2
0
‐
2
0
2
5
」
で
は
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン

グ
か
ら
観
光
地
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
へ
の
方
針
転

換
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。

　
さ
ら
に
、
戦
略
プ
ラ
ン
の
実
現
の
た
め
に

は
、
従
来
か
ら
存
在
し
て
い
た
自
然
保
全
、

ハ
ワ
イ
文
化
継
承
、
多
様
な
旅
行
体
験
を
提

供
す
る
団
体
を
支
援
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
重

要
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
予
算
配
分
が

少
な
す
ぎ
る
と
の
批
判
を
受
け
、
2
0
2
0

年
は
大
幅
に
こ
れ
ら
の
予
算
を
拡
大
し
た
。

　
そ
う
し
た
状
況
下
で
観
光
の
本
格
再
開
に

向
け
て
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
展
開
す
る
に

は
、M

ālam
a H

aw
ai’i

の
コ
ン
セ
プ
ト

に
自
ず
と
方
向
性
が
絞
ら
れ
た
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。

　
そ
し
て
、
そ
の
コ
ン
セ
プ
ト
を
実
装
し
て

い
く
段
階
に
お
い
て
は
、
旅
行
者
に
対
し
ど

の
よ
う
に
伝
え
、
ど
の
よ
う
に
受
け
取
ら
れ

て
い
る
か
が
重
要
と
な
る
。
一
般
に
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
と
い
う
の
は
、
無
償
で
労
働

力
を
提
供
す
る
こ
と
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る

が
、M

ālam
a H

aw
ai’i

プ
ロ
グ
ラ
ム
の

サ
イ
ト
で
掲
載
さ
れ
て
い
る
各
種
活
動
を
見

る
と
、
そ
れ
自
体
が
ハ
ワ
イ
の
自
然
や
文
化

の
中
で
し
か
体
験
で
き
な
い
ア
ク
テ
ィ
ビ

テ
ィ
で
あ
り
、
負
荷
が
大
き
い
活
動
も
あ
る

も
の
の
、
あ
く
ま
で
楽
し
み
な
が
ら
気
軽
に

で
き
る
と
い
う
点
が
強
調
さ
れ
て
い
る
プ
ロ

グ
ラ
ム
が
多
い
。
さ
ら
に
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
に
参
加
す
る
こ
と
で
、
宿
泊
費
や
施
設

入
場
料
に
対
し
て
大
き
な
割
引
が
受
け
ら
れ

る
こ
と
か
ら
、
旅
行
者
に
と
っ
て
は
、
時
に

労
働
の
対
価
を
上
回
る
ほ
ど
の
大
き
な
経
済

的
メ
リ
ッ
ト
が
得
ら
れ
る
と
い
う
点
が
印
象

的
で
あ
る
。

　
加
え
て
、
今
回
の
視
察
中
に
実
際
に
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
を
行
っ
た
戦
艦
ミ
ズ
ー
リ
記
念
館

で
の
体
験
を
通
し
て
実
感
し
た
こ
と
は
、「
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参
加
す
る
人
＝
そ
の
地
域
や

特
定
の
テ
ー
マ
に
対
し
て
（
今
回
で
言
え
ば

戦
艦
ミ
ズ
ー
リ
の
歴
史
等
に
対
し
て
）、
強

く
関
心
を
持
っ
て
い
る
人
」
で
あ
る
と
想
定

さ
れ
る
た
め
、
通
常
の
客
と
し
て
訪
れ
る
場

合
よ
り
も
、
よ
り
手
厚
く
歓
迎
さ
れ
る
と
い

う
点
で
あ
る
。
そ
の
結
果
現
地
の
人
と
の
交

流
も
活
発
に
な
り
や
す
く
、
来
訪
者
に
と
っ

て
も
さ
ら
に
強
く
印
象
に
残
る
経
験
と
な
る

の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

　
実
際
に
は
、
旅
行
者
の
大
部
分
に
と
っ
て

は
、
ハ
ワ
イ
滞
在
中
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

を
行
う
こ
と
は
選
択
肢
と
し
て
ま
だ
一
般
的

で
は
な
い
と
い
う
課
題
が
残
る
が
、
そ
の

ギ
ャ
ッ
プ
を
埋
め
る
た
め
、
観
光
局
が
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で

集
約
し
、
大
手
ホ
テ
ル
等
を
取
り
込
む
こ
と

で
来
訪
者
の
経
済
的
メ
リ
ッ
ト
も
実
現
す
る

こ
と
は
、「M

ālam
a H

aw
ai’i

」
と
い
う

理
念
の
実
装
に
対
し
、
一
定
の
効
果
を
及
ぼ

し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
単
に
観
光
客
を
増
や
す
の
で
は
な
く
「
再

生
型
観
光
」
と
い
う
形
を
と
っ
たM

ālam
a 

H
aw

ai’i

が
ハ
ワ
イ
観
光
に
ど
の
よ
う
な
効

果
を
も
た
ら
す
の
か
、
今
後
し
ば
ら
く
注
視

し
て
い
き
た
い
。

ノースショアの海岸浸食を防ぐため、現地固有の植物であるポリナリナ
という植物を海岸線に植えながら、外来種の除草作業を行う。海岸線の保全 North Shore Stables

専用のリサイクル素材でできたゴミ袋を事前に受け取り、マウイ島内の
好きなビーチで清掃活動を行う。ゴミ拾い後は、ゴミの内容を専用のデ
ータシートに入力しメール等で事務局へ提出する。事務局では、参加者
から送られたゴミのデータをもとに、海洋ゴミの量や種類をモニタリン
グしている。

ビーチの清掃 Pacific Whale 
Foundation

マウイ島内の自然保護区や国立公園を中心に、サンセットハイキングや
ヨガ等と、ゴミ拾いや植林等のボランティア活動を組み合わせたプログ
ラムや、ハイキングをしながら自然環境とコミュニティ（歴史・文化）との
つながりについて学ぶプログラム等を提供している。

ハイキングを
しながらの
清掃・植林等

Sierra Club of Hawai’i

ウミガメの営巣・産卵を助けるため、早朝や深夜にビーチで営巣の様子
を監視するパトロールや、孵化したばかりの子ウミガメを外敵の鳥等か
ら守る等の活動が体験できる。

ウミガメの保護 Hawai’i wildlife Fund 

記念館内の展示エリアの清掃や、戦艦のペンキの塗り直し、甲板の修繕
等といった維持・管理をボランティアのサポートによって実施している。歴史記念館の清掃 戦艦ミズーリ記念館

Mālama Hawai’i HP

内容活動主体テーマ

ハワイにおける観光パラダイムシフト1

12



表 1 Mālama Hawai’iプログラムのサイトで紹介されているボランティア活動の例

ち
入
り
禁
止
と
な
っ
て
い
る
戦
艦
内
の
エ
リ

ア
へ
、
ガ
イ
ド
が
同
行
し
立
ち
入
る
こ
と
が

で
き
た
。
さ
ら
に
、
施
設
内
に
あ
る
土
産
店

で
は
25
％
の
割
引
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

た
。

　M
ālam

a H
aw

ai’i

の
効
果
に
つ
い
て

は
、
本
機
関
紙
『
観
光
文
化
』
第
2
5
7
号
の

岡
田
氏
の
寄
稿
で
紹
介
さ
れ
て
い
る
と
お
り
、

ハ
ワ
イ
大
学
旅
行
産
業
管
理
学
部
（
Ｔ
Ｉ
Ｍ
）

のJerry A
gru

sa

教
授
の
グ
ル
ー
プ
が

2
0
2
3
年
に
発
表
し
た
カ
ウ
ア
イ
島
の
住

民
を
対
象
と
し
た
調
査
8
）
で
、〝
再
生
型
観
光

が
旅
行
者
を
選
択
す
る
こ
と
に
よ
り
、
地
域

で
の
印
象
が
改
善
さ
れ
る
〞と
し
て
、
住
民
と

旅
行
者
の
満
足
度
向
上
に
一
定
の
効
果
が
あ

る
こ
と
が
示
さ
れ
た
。

　
さ
ら
に
、
同
グ
ル
ー
プ
の
研
究
を
さ
か
の

ぼ
る
と
、
2
0
2
1
年
に
発
表
さ
れ
た
論
文

で
は
、
米
国
本
土
か
ら
の
旅
行
者
を
対
象
と

し
た
調
査
の
結
果
、「
本
物
の
ハ
ワ
イ
文
化

体
験
」
と
「
持
続
可
能
な
体
験
」
を
す
る
た

め
に
追
加
で
料
金
を
払
う
意
思
を
示
し
た
と

発
表
9
）
、
そ
し
て
翌
2
0
2
2
年
に
は
米
国

本
土
の
旅
行
者
が
持
続
可
能
な
観
光
や
自
然

を
ベ
ー
ス
と
し
た
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
へ
の
参

加
意
欲
を
調
査
し
た
結
果
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

使
用
量
の
削
減
、
ク
ジ
ラ
の
保
護
や
ハ
ワ
イ

文
化
な
ど
に
関
心
を
持
っ
て
お
り
、
ハ
ワ
イ

の
持
続
可
能
な
活
動
に
参
加
す
る
た
め
に
追

加
料
金
を
支
払
う
意
向
が
あ
る
こ
と
を
明
ら

か
に
し
た
 

。

　
2
0
2
1
年
の
論
文
発
表
時
期
か
ら
推
察

す
る
にM

ālam
a H

aw
ai’i

リ
リ
ー
ス
以
前

に
調
査
が
行
わ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
こ

と
か
ら
、Jerry A

grusa

教
授
の
グ
ル
ー
プ

に
よ
る
一
連
の
調
査
もM

ālam
a H

aw
ai’i

に
何
ら
か
の
影
響
を
与
え
た
可
能
性
が
考
え

ら
れ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、M

ālam
a H

aw
ai’i

の
成

立
に
あ
た
っ
て
は
、Ｕ
Ｈ
Ｅ
Ｒ
Ｏ
や
Ｔ
Ｉ
Ｍ
と

い
っ
た
ハ
ワ
イ
大
学
の
有
識
者
の
意
見
が
影

響
し
た
よ
う
に
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
今
回

の
ハ
ワ
イ
訪
問
に
お
い
て
、Ｕ
Ｈ
Ｅ
Ｒ
Ｏ
の
レ

ポ
ー
ト
の
筆
者
の
一
人
で
あ
るF

ran
k 

H
aas

氏
と
、Ｔ
Ｉ
Ｍ
のJerry A

gru
sa

教

授
に
話
を
伺
う
機
会
を
得
た
。

　
早
速
、
ハ
ワ
イ
州
観
光
局
の
方
針
決
定
へ

の
関
与
に
つ
い
て
尋
ね
た
と
こ
ろ
、H

aas

氏
もA

gru
sa

教
授
も
直
接
関
与
し
て
い
る

わ
け
で
は
な
い
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

　
た
だ
、
レ
ポ
ー
ト
や
論
文
と
し
て
公
表
さ

れ
た
意
見
は
重
視
さ
れ
る
こ
と
、
ま
た
両
氏

の
よ
う
な
有
識
者
は
講
演
や
議
員
と
の
意
見

交
換
等
の
機
会
が
多
く
あ
る
こ
と
か
ら
、
直

接
で
は
な
い
に
せ
よ
影
響
し
た
の
が
個
人
的

な
印
象
で
あ
る
。M

ālam
a H

aw
ai’i

に

つ
い
て
ど
う
捉
え
て
い
る
か
尋
ね
た
と
こ

ろ
、
両
氏
と
も
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
に
捉
え
て
い
た

こ
と
か
ら
も
、
彼
ら
が
望
む
方
向
に
進
ん
で

い
る
よ
う
に
感
じ
た
。

　
続
い
て
、M

ālam
a H

aw
ai’i

が
オ
ー

バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
対
し
て
有
効
で
あ
る
か

に
つ
い
て
質
問
し
た
。
質
問
の
背
景
に
は
、

M
ālam

a H
aw

ai’i

は
マ
イ
ン
ド
フ
ル
な

旅
行
者
や
社
会
貢
献
に
関
心
の
あ
る
旅
行
者

行
う
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、Pacific 

W
hale F

oundation

の
ビ
ー
チ
清
掃
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
は
、
好
き
な
時
間
に
好
き
な
ビ
ー
チ

を
選
び
、
個
人
単
位
で
実
施
で
き
る
た
め
、
ま

さ
に「
休
暇
中
に
気
軽
に
で
き
る
恩
返
し
」で

あ
る
と
言
え
る
。

　
さ
ら
に
、M

ālam
a H

aw
ai’i

に
賛
同

す
る
ハ
ワ
イ
州
観
光
局
の
パ
ー
ト
ナ
ー
ホ
テ

ル
で
は
、
観
光
局
の
サ
イ
ト
を
通
じ
て
上
記

の
よ
う
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
参
加
す
る

こ
と
で
、
15
〜
50
％
程
度
の
宿
泊
費
の
割
引

や
、
中
に
は
無
償
で
の
延
泊
を
提
供
し
て
い

る
ホ
テ
ル
も
あ
る
。
特
典
を
受
け
ら
れ
る

パ
ー
ト
ナ
ー
ホ
テ
ル
に
は
、
世
界
的
な
有
名

ホ
テ
ル
チ
ェ
ー
ン
等
も
含
ま
れ
る
。

　
今
回
の
視
察
で
は
、
ハ
ワ
イ
州
観
光
局
の

M
ālam

a H
aw

ai’i

で
紹
介
さ
れ
て
い
る
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
う
ち
、パ
ー
ル
ハ
ー
バ
ー

に
あ
る
戦
艦
ミ
ズ
ー
リ
記
念
館
で
の
清
掃
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
活
動
を
実
際
に
体
験
し
た
。

　
戦
艦
ミ
ズ
ー
リ
は
1
9
4
4
年
に
初
め
て

就
役
し
、
太
平
洋
戦
争
、
朝
鮮
戦
争
、
湾
岸

戦
争
等
を
経
て
退
役
、
現
在
は
パ
ー
ル
ハ
ー

バ
ー
の
米
軍
基
地
内
に
係
留
さ
れ
、
戦
艦
の

内
部
は
歴
史
を
後
世
へ
伝
え
る
た
め
の
記
念

館
と
し
て
活
用
さ
れ
て
い
る
。
ホ
ノ
ル
ル
空

港
か
ら
車
で
10
〜
15
分
程
度
の
立
地
で
あ
る

こ
と
や
、
歴
史
的
な
背
景
も
あ
り
、
コ
ロ
ナ

禍
前
は
日
本
人
の
来
訪
者
も
非
常
に
多
い
観

光
施
設
で
あ
っ
た
。

　
記
念
館
で
は
、
ハ
ワ
イ
州
観
光
局
が
提
唱

す
るM

ālam
a H

aw
ai’i

の
コ
ン
セ
プ
ト

に
基
づ
き
、
ハ
ワ
イ
の
自
然
や
文
化
を
守
り

継
ぐ
レ
ス
ポ
ン
シ
ブ
ル
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
（
責

任
あ
る
観
光
）
の
実
現
を
目
指
す
取
り
組
み

と
し
て
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
募
集
を
行
っ
て

い
る
。
募
集
の
情
報
は
、
英
語
だ
け
で
な
く
、

日
本
語
、
中
国
語
（
簡
体
字
）
の
サ
イ
ト
で

そ
れ
ぞ
れ
発
信
さ
れ
て
お
り
、
問
い
合
わ
せ

へ
の
対
応
も
多
言
語
で
行
わ
れ
て
い
る
。
同

記
念
館
で
は
、
一
般
の
観
光
客
を
対
象
と
し

た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
ほ
か
に
、
教
育
旅

行
の
受
け
入
れ
や
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
等
の
宿

泊
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
提
供
も
行
っ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
元
々
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
受
け
入
れ
の
素

地
が
あ
っ
た
上
で
、
観
光
局
のM

ālam
a 

H
aw

ai’i

に
参
加
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ

る
。

　
今
回
体
験
し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
は
、

展
示
エ
リ
ア
内
の
清
掃
で
あ
る
。
参
加
に
は
、

動
き
や
す
い
服
装
や
水
筒
の
持
参
等
の
注
意

点
は
あ
る
も
の
の
、
実
際
の
清
掃
活
動
は
屋

内
の
展
示
エ
リ
ア
の
シ
ョ
ー
ケ
ー
ス
等
に
つ
い

た
汚
れ
を
拭
き
取
っ
て
い
く
と
い
う
作
業
で
、

誰
で
も
で
き
る
簡
単
な
も
の
で
あ
っ
た
。

　
今
回
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
参
加
の
特
典
と
し

て
、
通
常
は
35
ド
ル
か
か
る
ガ
イ
ド
付
き
の

入
場
料
が
無
料
に
な
る
ほ
か
、
一
般
客
は
立

る
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
展
開
す
る
内
容
と
な
っ
て

い
る
。

　M
ālam

a H
aw

ai’i

は
、「
再
生
型
観
光
」

の
概
念
に
基
づ
い
た
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
戦
略

と
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
装
し
て
お
り
、ポ
ス
ト
・

コ
ロ
ナ
の
新
た
な
観
光
の
潮
流
と
し
て
世
界

的
に
注
目
を
集
め
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　
ま
た
、
日
本
国
内
の
観
光
地
に
お
い
て
も

オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
や
観
光
消
費
の
伸
び

悩
み
は
共
通
課
題
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

M
ālam

a H
aw

ai’i

の
成
立
の
背
景
と
そ

の
効
果
に
つ
い
て
調
査
す
る
こ
と
は
国
内
地

域
に
も
参
考
に
な
る
と
考
え
、
今
回
の
ハ
ワ

イ
視
察
に
お
け
る
研
究
テ
ー
マ
と
し
た
。

　
な
お
、「
ハ
ワ
イ
観
光
戦
略
プ
ラ
ン

2
0
2
0
‐
2
0
2
5
」
お
よ
びM

ālam
a 

H
aw

ai’i

に
つ
い
て
は
、
本
機
関
紙
『
観
光

文
化
』
第
2
5
7
号
に
お
い
て
ハ
ワ
イ
大
学

の
岡
田
悠
偉
人
氏
が
詳
し
く
解
説
さ
れ
て
い

る
の
で
、
併
せ
て
ご
覧
い
た
だ
き
た
い
3
）
。

　M
ālam

a H
aw

ai’i

で
実
装
さ
れ
た
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
以
前
か
ら
ハ

ワ
イ
州
観
光
局
が
取
り
組
ん
で
い
た
自
然
保

全
の
た
め
の
「
ア
ロ
ハ
・
ア
イ
ナ
・
プ
ロ
グ

ラ
ム
」、
ハ
ワ
イ
文
化
継
承
の
た
め
の
「
ク
ク

ル
・
オ
ラ
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
」、
多
様
な
旅
行
体

験
を
提
供
す
る
団
体
を
支
援
す
る
「
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
・
エ
ン
リ
ッ
チ
メ
ン
ト
・
プ
ロ
グ
ラ

ム（
C
E
P
）」の
3
つ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
ベ
ー

ス
と
な
っ
て
い
る
4
）
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の

プ
ロ
グ
ラ
ム
に
配
分
さ
れ
て
い
た
予
算
は

2
0
1
8
年
の
段
階
で
は
小
規
模
で
あ
っ

た
。

　
こ
の
点
に
関
し
て
、
2
0
1
9
年
2
月
に

ハ
ワ
イ
大
学
経
済
研
究
所
（
Ｕ
Ｈ
Ｅ
Ｒ
Ｏ
）
が

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
発
表
し
た
レ
ポ
ー
ト
で
、

ハ
ワ
イ
州
観
光
局
が
2
0
1
8
年
に
「
天
然

資
源
の
保
全
」
と
「
文
化
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
」
で
執
行
し
た
予
算
が
少
な
す
ぎ
る
と
批

判
し
て
い
た
5
）
。
そ
し
て
訪
問
者
の
体
験
を

向
上
さ
せ
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
へ
の
予
算
の
再
配

分
を
推
奨
す
る
と
と
も
に
、
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ

を
用
い
て
支
出
額
の
多
い
セ
グ
メ
ン
ト
を
特

定
し
、
効
果
的
な
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
打
ち
出
す
べ
き
と
提
唱
し
た
。

　
レ
ポ
ー
ト
が
公
開
さ
れ
た
後
に
公
表
さ
れ

た
「
ハ

ワ

イ

観

光

戦

略

プ

ラ

ン

2
0
2
0
‐
2
0
2
5
」
で
は
、
前
述
の
3

つ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
予
算
が
リ
バ
ラ
ン
ス
さ

れ
、
2
0
2
0
年
予
算
は
前
年
度
よ
り

7
5
0
万
ド
ル
増
加
し
た
。

　
た
だ
し
、
同
戦
略
プ
ラ
ン
に
お
い
て
は

M
ālam

a H
aw

ai’i

や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
プ

ロ
グ
ラ
ム
に
つ
い
て
は
記
載
さ
れ
て
い
な

い
。

　
そ
の
後
、2
0
2
0
年
8
月
の
ハ
ワ
イ
州
観
光

局
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
常
任
委
員
会
で
提
議
さ
れ

た
議
題
の
中
で「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
体
験
」と
い
う

単
語
が
、
筆
者
が
ハ
ワ
イ
州
観
光
局
の
公
開
資

料
を
確
認
し
た
限
り
初
め
て
登
場
し
た
。

H
a
w
a
i’i V

isito
rs &

 C
o
n
ven

tio
n
 

B
ureau

（
Ｈ
Ｖ
Ｃ
Ｂ
）が
付
議
し
た「R

eo

p
en
in
g C

om
m
u
n
ication

s S
trategy 

U
pdate

」と
い
う
観
光
再
開
に
向
け
た
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
戦
略
の
企
画
案
で
6
）、「
ハ
ワ
イ
に

恩
返
し
を
す
る
時
が
来
ま
し
た
」と
い
う
メ
ッ

セ
ー
ジ
と
、具
体
的
な
ア
ク
シ
ョ
ン
と
し
て「
訪

問
者
が
ハ
ワ
イ
諸
島
を
有
意
義
な
方
法
で
体
験

で
き
る
方
法
を
示
す
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
」が
提

案
さ
れ
た
。
同
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
デ
ー
タ
分
析
の

結
果
を
も
と
に
、ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
、サ
ン
フ
ラ
ン

シ
ス
コ
、ポ
ー
ト
ラ
ン
ド
、シ
ア
ト
ル
と
い
っ
た

米
国
西
海
岸
に
住
む
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
社
会
奉

仕
、エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
等
に
興
味
の
あ
る
旅
行
者

を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し
て
い
る
。

　
さ
ら
に
翌
月
の
同
委
員
会
で
、Ｈ
Ｖ
Ｃ
Ｂ
の

担
当
者
は
、
宿
泊
客
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
プ
ロ

グ
ラ
ム
に
参
加
し
た
場
合
の
無
料
宿
泊
等
の

特
典
に
つ
い
て
複
数
の
ホ
テ
ル
と
協
議
を

行
っ
て
い
る
と
説
明
す
る
と
同
時
に
、
同
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
通
じ
て
観
光
客
数
で
は
な
く
適

切
な
観
光
客
の
受
け
入
れ
を
重
視
し
て
い
る

こ
と
を
住
民
に
示
し
た
い
と
述
べ
て
お
り
7
）、

こ
の
時
点
で
ほ
ぼM

ālam
a H

aw
ai’i

の
フ

レ
ー
ム
ワ
ー
ク
が
で
き
あ
が
っ
て
い
た
こ
と

が
う
か
が
え
る
。

　
そ
の
後
、
2
0
2
1
年
6
月
にM

ālam
a 

H
aw

ai’i

が
正
式
に
発
表
さ
れ
た
。

　
ハ
ワ
イ
州
観
光
局
がM

ālam
a H

aw
ai’i

の
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
H
P
に
掲
載
し
て
い

る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
は
多
岐
に
わ
た
る
が
、

主
に
農
業
体
験
、ビ
ー
チ
の
清
掃
、文
化
体
験
、

サ
ン
ゴ
礁
や
森
林
の
保
全
、
野
生
生
物
保
護

等
が
挙
げ
ら
れ
る
。
H
P
に
は「T

A
K
E
 A
 

T
R
IP
 T
H
A
T
 G
IV
E
S
 B
A
C
K

（
恩
返
し
の

旅
を
し
よ
う
）」と
い
う
言
葉
と
と
も
に
、
パ
ー

ト
ナ
ー
団
体
が
提
供
し
て
い
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
体
験
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

　
表
1
は
、
実
際
にM

ālam
a H

aw
ai’i

の

サ
イ
ト
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

例
で
あ
る
。
例
え
ば
、
マ
ウ
イ
島
内
で
自
然
ガ

イ
ド
ツ
ア
ー
を
行
っ
て
い
るS

ierra C
lub 

of H
aw

ai’i

の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
自
然
保
護

区
と
な
っ
て
い
る
風
光
明
媚
な
海
岸
沿
い
を
歩

き
な
が
ら
、
ゴ
ミ
の
撤
去
と
在
来
種
の
植
林
を

　
世
界
の
観
光
客
数
は
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク

な
ど
の
一
時
的
な
減
少
を
除
い
て
2
0
0
0

年
以
降
増
加
が
続
い
て
お
り
、
そ
の
結
果
、

各
地
の
人
気
観
光
地
で
は
観
光
客
の
来
訪
が

許
容
範
囲
を
超
え
、
そ
れ
に
伴
い
さ
ま
ざ
ま

な
問
題
が
生
じ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
人
気
の
リ
ゾ
ー
ト
で
あ
る
ハ
ワ
イ
も
例
外
で

は
な
く
、
観
光
客
到
着
数
は
2
0
0
9
年
か
ら

2
0
1
8
年
の
わ
ず
か
10
年
足
ら
ず
で
実
に

53
％
も
増
加
し
た
。
そ
し
て
、
観
光
客
数
の
増

加
と
反
比
例
す
る
よ
う
に
住
民
の「
観
光
産
業

は
問
題
よ
り
も
多
く
の
メ
リ
ッ
ト
を
も
た
ら
し

て
き
た
」と
い
う
質
問
に
対
し
て「
と
て
も
／
や

や
そ
う
思
う
」と
答
え
た
割
合
は
2
0
1
0
年

の
80
％
に
対
し
、
2
0
1
8

年
は
59
％
に
ま
で
落
ち
込
ん

だ
1
）【
図
１
】。

　
ま
た
、
観
光
客
数
増
加

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ハ
ワ

イ
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
に
対
す
る
観

光
産
業
の
割
合
は
20
年
前

の
約
25
％
に
対
し
て
、

17
％
に
縮
小
し
た
。
イ
ン

フ
レ
調
整
後
の
観
光
客
の

旅
行
支
出
額
は
１
人
１
日

当
た
り
消
費
額
、
ま
た
総
支
出
額
の
い
ず
れ

も
2
0
1
8
年
半
ば
を
ピ
ー
ク
に
減
少
傾
向

に
あ
り
、
観
光
客
増
加
に
見
合
う
経
済
効
果

が
得
ら
れ
ず
に
い
た
1
）
。

　
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
が
恒
常
化
す
る
に

つ
れ
住
民
感
情
は
悪
化
し
観
光
に
よ
る
経
済

3
．Mālam

a H
aw
ai’i

の
実
装

4
．戦
艦
ミ
ズ
ー
リ

記
念
館
の
例

2
．発
表
ま
で
の
経
緯

効
果
も
伸
び
悩
む
中
で
、
2
0
2
0
年
初
め

に
ハ
ワ
イ
州
観
光
局
（H

aw
ai’i T

ou
rism

 

A
u
th
ority

）
は
「
ハ
ワ
イ
観
光
戦
略
プ
ラ
ン

2
0
2
0
‐
2
0
2
5
」）
を
発
表
し
た
。
同
プ

ラ
ン
が
以
前
の
プ
ラ
ン
と
大
き
く
異
な
る
点

は
2
点
あ
り
、
一
つ
め
は
州
法
に
よ
り
ハ
ワ

イ
州
観
光
局
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
と
し
て
規
定
さ

れ
て
い
る
「
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
」
か
ら
「
観
光

地
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」へ
と
重
点
を
移
し
、
マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
と
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
に
充
て
ら

れ
て
い
た
予
算
を
観
光
地
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
へ

と
リ
バ
ラ
ン
ス
を
実
施
し
た
点
で
あ
る
。
も

う
一
つ
は
Ｋ
Ｐ
Ｉ（
重
要
業
績
評
価
指
標
）
を

観
光
客
数
か
ら
観
光
客
／
住
民
の
満
足
度
、

消
費
額
へ
変
更
し
た
点
で
あ
る
。
し
か
し
、

同
プ
ラ
ン
発
表
の
わ
ず
か
数
か
月
で
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
世
界
的
に
ま
ん
延

し
、
ハ
ワ
イ
に
お
い
て
も
2
0
2
0
年
か
ら

2
0
2
1
年
に
か
け
て
二
度
の
ロ
ッ
ク
ダ
ウ

ン
を
含
め
観
光
客
の
来
島
が
大
幅
に
制
限
さ

れ
、
戦
略
プ
ラ
ン
が
実
行
に
移
さ
れ
る
こ
と

が
な
い
ま
ま
時
間
が
経
過
し
た
。

　
そ
の
後
、
米
国
本
土
か
ら
渡
航
す
る
ワ
ク

チ
ン
接
種
完
了
者
の
、
渡
航
前
の
事
前
検
査

や
到
着
後
の
自
主
隔
離
義
務
が
よ
う
や
く
撤

廃
さ
れ
る
タ
イ
ミ
ン
グ
に
先
駆
け
て
、

2
0
2
1
年
6
月
1
日
に「M

ālam
a 

H
aw

ai’i

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」（
以
下
、M

ālam
a 

H
aw

ai’i

と
す
る
）が
発
表
さ
れ
た
2
）。

M
ālam

a H
aw

ai’i

は
文
化
と
環
境
を
尊
重

す
る
マ
イ
ン
ド
フ
ル
な
旅
行
者
を
タ
ー
ゲ
ッ

ト
と
し
た
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

で
あ
り
、
業
界
パ
ー
ト
ナ
ー
や
地
元
組
織
と

連
携
し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
機
会
を
提
供
す

ハワイ州観光局「Mālama Hawai’i」HP:https://www.gohawaii.com/malama
North Shore Stables:https://northshorestables.com/restoration/
Pacific Whale Foundation:https://www.pacificwhale.org/what-we-do/conservation/marine-debris-monitoring/
Sierra Club of Hawai’i:https://mauisierraclub.org/hikes-service-programs/
Hawai’i wildlife Fund：https://www.wildhawaii.org/get-involved/volunteer/
戦艦ミズーリ記念館：https://ussmissouri.org/get-involved/volunteer

に
対
し
て
は
一
定
の
効
果
が
あ
る
と
示
さ
れ

て
い
る
が
、
そ
れ
以
外
の
大
半
の
旅
行
者
に

対
し
て
ど
の
よ
う
に
機
能
す
る
か
個
人
的
に

疑
問
を
感
じ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

　
こ
の
質
問
に
対
し
て
、
両
氏
と
も
効
果
が

出
る
に
は
時
間
が
か
か
る
と
い
う
見
解
を
示

し
た
。
さ
ら
に
、M

ālam
a H

aw
ai’i

に

お
い
て
は
教
育
が
重
要
で
あ
り
、
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
に
お
い
て
必
ず
教
育
と
セ
ッ
ト
に
す

る
こ
と
が
ポ
イ
ン
ト
に
な
る
と
語
っ
た
。

　
実
際
、
ハ
ワ
イ
ア
ン
航
空
で
は
ハ
ワ
イ
の

天
然
資
源
や
文
化
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
守
る

た
め
の
責
任
あ
る
行
動
で
あ
る
「T

ravel 

pono

」
を
伝
え
る
動
画
を
制
作
し
、
機
内

ビ
デ
オ
で
放
映
し
て
い
る
 
。
同
様
の
取
り

組
み
は
ハ
レ
ク
ラ
ニ
な
ど
の
ホ
テ
ル
で
も
展

開
さ
れ
て
お
り
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
プ
ロ
グ
ラ

ム
に
参
加
し
な
い
旅
行
者
に
も
各
所
で
発
信

さ
れ
て
い
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
通
じ
て

M
ālam

a H
aw

ai’i

が
徐
々
に
浸
透
す
る

た
め
に
は
時
間
を
要
す
る
の
だ
と
感
じ
た
。

　
ハ
ワ
イ
州
観
光
局
は
コ
ロ
ナ
禍
前
に
観
光

客
の
急
増
に
よ
る
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
や

消
費
単
価
の
伸
び
悩
み
、
住
民
感
情
の
悪
化

に
対
し
て
議
会
や
メ
デ
ィ
ア
、
有
識
者
等
か

ら
批
判
を
受
け
、「
ハ
ワ
イ
観
光
戦
略
プ
ラ
ン

2
0
2
0
‐
2
0
2
5
」
で
は
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン

グ
か
ら
観
光
地
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
へ
の
方
針
転

換
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。

　
さ
ら
に
、
戦
略
プ
ラ
ン
の
実
現
の
た
め
に

は
、
従
来
か
ら
存
在
し
て
い
た
自
然
保
全
、

ハ
ワ
イ
文
化
継
承
、
多
様
な
旅
行
体
験
を
提

供
す
る
団
体
を
支
援
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
重

要
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
予
算
配
分
が

少
な
す
ぎ
る
と
の
批
判
を
受
け
、
2
0
2
0

年
は
大
幅
に
こ
れ
ら
の
予
算
を
拡
大
し
た
。

　
そ
う
し
た
状
況
下
で
観
光
の
本
格
再
開
に

向
け
て
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
展
開
す
る
に

は
、M

ālam
a H

aw
ai’i

の
コ
ン
セ
プ
ト

に
自
ず
と
方
向
性
が
絞
ら
れ
た
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。

　
そ
し
て
、
そ
の
コ
ン
セ
プ
ト
を
実
装
し
て

い
く
段
階
に
お
い
て
は
、
旅
行
者
に
対
し
ど

の
よ
う
に
伝
え
、
ど
の
よ
う
に
受
け
取
ら
れ

て
い
る
か
が
重
要
と
な
る
。
一
般
に
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
と
い
う
の
は
、
無
償
で
労
働

力
を
提
供
す
る
こ
と
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る

が
、M

ālam
a H

aw
ai’i

プ
ロ
グ
ラ
ム
の

サ
イ
ト
で
掲
載
さ
れ
て
い
る
各
種
活
動
を
見

る
と
、
そ
れ
自
体
が
ハ
ワ
イ
の
自
然
や
文
化

の
中
で
し
か
体
験
で
き
な
い
ア
ク
テ
ィ
ビ

テ
ィ
で
あ
り
、
負
荷
が
大
き
い
活
動
も
あ
る

も
の
の
、
あ
く
ま
で
楽
し
み
な
が
ら
気
軽
に

で
き
る
と
い
う
点
が
強
調
さ
れ
て
い
る
プ
ロ

グ
ラ
ム
が
多
い
。
さ
ら
に
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
に
参
加
す
る
こ
と
で
、
宿
泊
費
や
施
設

入
場
料
に
対
し
て
大
き
な
割
引
が
受
け
ら
れ

る
こ
と
か
ら
、
旅
行
者
に
と
っ
て
は
、
時
に

労
働
の
対
価
を
上
回
る
ほ
ど
の
大
き
な
経
済

的
メ
リ
ッ
ト
が
得
ら
れ
る
と
い
う
点
が
印
象

的
で
あ
る
。

　
加
え
て
、
今
回
の
視
察
中
に
実
際
に
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
を
行
っ
た
戦
艦
ミ
ズ
ー
リ
記
念
館

で
の
体
験
を
通
し
て
実
感
し
た
こ
と
は
、「
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参
加
す
る
人
＝
そ
の
地
域
や

特
定
の
テ
ー
マ
に
対
し
て
（
今
回
で
言
え
ば

戦
艦
ミ
ズ
ー
リ
の
歴
史
等
に
対
し
て
）、
強

く
関
心
を
持
っ
て
い
る
人
」
で
あ
る
と
想
定

さ
れ
る
た
め
、
通
常
の
客
と
し
て
訪
れ
る
場

合
よ
り
も
、
よ
り
手
厚
く
歓
迎
さ
れ
る
と
い

う
点
で
あ
る
。
そ
の
結
果
現
地
の
人
と
の
交

流
も
活
発
に
な
り
や
す
く
、
来
訪
者
に
と
っ

て
も
さ
ら
に
強
く
印
象
に
残
る
経
験
と
な
る

の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

　
実
際
に
は
、
旅
行
者
の
大
部
分
に
と
っ
て

は
、
ハ
ワ
イ
滞
在
中
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

を
行
う
こ
と
は
選
択
肢
と
し
て
ま
だ
一
般
的

で
は
な
い
と
い
う
課
題
が
残
る
が
、
そ
の

ギ
ャ
ッ
プ
を
埋
め
る
た
め
、
観
光
局
が
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で

集
約
し
、
大
手
ホ
テ
ル
等
を
取
り
込
む
こ
と

で
来
訪
者
の
経
済
的
メ
リ
ッ
ト
も
実
現
す
る

こ
と
は
、「M

ālam
a H

aw
ai’i

」
と
い
う

理
念
の
実
装
に
対
し
、
一
定
の
効
果
を
及
ぼ

し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
単
に
観
光
客
を
増
や
す
の
で
は
な
く
「
再

生
型
観
光
」
と
い
う
形
を
と
っ
たM

ālam
a 

H
aw

ai’i

が
ハ
ワ
イ
観
光
に
ど
の
よ
う
な
効

果
を
も
た
ら
す
の
か
、
今
後
し
ば
ら
く
注
視

し
て
い
き
た
い
。

ノースショアの海岸浸食を防ぐため、現地固有の植物であるポリナリナ
という植物を海岸線に植えながら、外来種の除草作業を行う。海岸線の保全 North Shore Stables

専用のリサイクル素材でできたゴミ袋を事前に受け取り、マウイ島内の
好きなビーチで清掃活動を行う。ゴミ拾い後は、ゴミの内容を専用のデ
ータシートに入力しメール等で事務局へ提出する。事務局では、参加者
から送られたゴミのデータをもとに、海洋ゴミの量や種類をモニタリン
グしている。

ビーチの清掃 Pacific Whale 
Foundation

マウイ島内の自然保護区や国立公園を中心に、サンセットハイキングや
ヨガ等と、ゴミ拾いや植林等のボランティア活動を組み合わせたプログ
ラムや、ハイキングをしながら自然環境とコミュニティ（歴史・文化）との
つながりについて学ぶプログラム等を提供している。

ハイキングを
しながらの
清掃・植林等

Sierra Club of Hawai’i

ウミガメの営巣・産卵を助けるため、早朝や深夜にビーチで営巣の様子
を監視するパトロールや、孵化したばかりの子ウミガメを外敵の鳥等か
ら守る等の活動が体験できる。

ウミガメの保護 Hawai’i wildlife Fund 

記念館内の展示エリアの清掃や、戦艦のペンキの塗り直し、甲板の修繕
等といった維持・管理をボランティアのサポートによって実施している。歴史記念館の清掃 戦艦ミズーリ記念館

Mālama Hawai’i HP

内容活動主体テーマ

ハワイにおける観光パラダイムシフト1
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ち
入
り
禁
止
と
な
っ
て
い
る
戦
艦
内
の
エ
リ

ア
へ
、
ガ
イ
ド
が
同
行
し
立
ち
入
る
こ
と
が

で
き
た
。
さ
ら
に
、
施
設
内
に
あ
る
土
産
店

で
は
25
％
の
割
引
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

た
。

　M
ālam

a H
aw

ai’i

の
効
果
に
つ
い
て

は
、
本
機
関
紙
『
観
光
文
化
』
第
2
5
7
号
の

岡
田
氏
の
寄
稿
で
紹
介
さ
れ
て
い
る
と
お
り
、

ハ
ワ
イ
大
学
旅
行
産
業
管
理
学
部
（
Ｔ
Ｉ
Ｍ
）

のJerry A
gru

sa
教
授
の
グ
ル
ー
プ
が

2
0
2
3
年
に
発
表
し
た
カ
ウ
ア
イ
島
の
住

民
を
対
象
と
し
た
調
査
8
）
で
、〝
再
生
型
観
光

が
旅
行
者
を
選
択
す
る
こ
と
に
よ
り
、
地
域

で
の
印
象
が
改
善
さ
れ
る
〞と
し
て
、
住
民
と

旅
行
者
の
満
足
度
向
上
に
一
定
の
効
果
が
あ

る
こ
と
が
示
さ
れ
た
。

　
さ
ら
に
、
同
グ
ル
ー
プ
の
研
究
を
さ
か
の

ぼ
る
と
、
2
0
2
1
年
に
発
表
さ
れ
た
論
文

で
は
、
米
国
本
土
か
ら
の
旅
行
者
を
対
象
と

し
た
調
査
の
結
果
、「
本
物
の
ハ
ワ
イ
文
化

体
験
」
と
「
持
続
可
能
な
体
験
」
を
す
る
た

め
に
追
加
で
料
金
を
払
う
意
思
を
示
し
た
と

発
表
9
）
、
そ
し
て
翌
2
0
2
2
年
に
は
米
国

本
土
の
旅
行
者
が
持
続
可
能
な
観
光
や
自
然

を
ベ
ー
ス
と
し
た
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
へ
の
参

加
意
欲
を
調
査
し
た
結
果
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

使
用
量
の
削
減
、
ク
ジ
ラ
の
保
護
や
ハ
ワ
イ

文
化
な
ど
に
関
心
を
持
っ
て
お
り
、
ハ
ワ
イ

の
持
続
可
能
な
活
動
に
参
加
す
る
た
め
に
追

加
料
金
を
支
払
う
意
向
が
あ
る
こ
と
を
明
ら

か
に
し
た
 

。

　
2
0
2
1
年
の
論
文
発
表
時
期
か
ら
推
察

す
る
にM

ālam
a H

aw
ai’i

リ
リ
ー
ス
以
前

に
調
査
が
行
わ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
こ

と
か
ら
、Jerry A

grusa

教
授
の
グ
ル
ー
プ

に
よ
る
一
連
の
調
査
もM

ālam
a H

aw
ai’i

に
何
ら
か
の
影
響
を
与
え
た
可
能
性
が
考
え

ら
れ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、M

ālam
a H

aw
ai’i

の
成

立
に
あ
た
っ
て
は
、Ｕ
Ｈ
Ｅ
Ｒ
Ｏ
や
Ｔ
Ｉ
Ｍ
と

い
っ
た
ハ
ワ
イ
大
学
の
有
識
者
の
意
見
が
影

響
し
た
よ
う
に
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
今
回

の
ハ
ワ
イ
訪
問
に
お
い
て
、Ｕ
Ｈ
Ｅ
Ｒ
Ｏ
の
レ

ポ
ー
ト
の
筆
者
の
一
人
で
あ
るF

ran
k 

H
aas

氏
と
、Ｔ
Ｉ
Ｍ
のJerry A

gru
sa

教

授
に
話
を
伺
う
機
会
を
得
た
。

　
早
速
、
ハ
ワ
イ
州
観
光
局
の
方
針
決
定
へ

の
関
与
に
つ
い
て
尋
ね
た
と
こ
ろ
、H

aas

氏
もA

gru
sa

教
授
も
直
接
関
与
し
て
い
る

わ
け
で
は
な
い
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

　
た
だ
、
レ
ポ
ー
ト
や
論
文
と
し
て
公
表
さ

れ
た
意
見
は
重
視
さ
れ
る
こ
と
、
ま
た
両
氏

の
よ
う
な
有
識
者
は
講
演
や
議
員
と
の
意
見

交
換
等
の
機
会
が
多
く
あ
る
こ
と
か
ら
、
直

接
で
は
な
い
に
せ
よ
影
響
し
た
の
が
個
人
的

な
印
象
で
あ
る
。M

ālam
a H

aw
ai’i

に

つ
い
て
ど
う
捉
え
て
い
る
か
尋
ね
た
と
こ

ろ
、
両
氏
と
も
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
に
捉
え
て
い
た

こ
と
か
ら
も
、
彼
ら
が
望
む
方
向
に
進
ん
で

い
る
よ
う
に
感
じ
た
。

　
続
い
て
、M

ālam
a H

aw
ai’i

が
オ
ー

バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
対
し
て
有
効
で
あ
る
か

に
つ
い
て
質
問
し
た
。
質
問
の
背
景
に
は
、

M
ālam

a H
aw

ai’i

は
マ
イ
ン
ド
フ
ル
な

旅
行
者
や
社
会
貢
献
に
関
心
の
あ
る
旅
行
者

行
う
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、Pacific 

W
hale F

oundation

の
ビ
ー
チ
清
掃
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
は
、
好
き
な
時
間
に
好
き
な
ビ
ー
チ

を
選
び
、
個
人
単
位
で
実
施
で
き
る
た
め
、
ま

さ
に「
休
暇
中
に
気
軽
に
で
き
る
恩
返
し
」で

あ
る
と
言
え
る
。

　
さ
ら
に
、M

ālam
a H

aw
ai’i

に
賛
同

す
る
ハ
ワ
イ
州
観
光
局
の
パ
ー
ト
ナ
ー
ホ
テ

ル
で
は
、
観
光
局
の
サ
イ
ト
を
通
じ
て
上
記

の
よ
う
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
参
加
す
る

こ
と
で
、
15
〜
50
％
程
度
の
宿
泊
費
の
割
引

や
、
中
に
は
無
償
で
の
延
泊
を
提
供
し
て
い

る
ホ
テ
ル
も
あ
る
。
特
典
を
受
け
ら
れ
る

パ
ー
ト
ナ
ー
ホ
テ
ル
に
は
、
世
界
的
な
有
名

ホ
テ
ル
チ
ェ
ー
ン
等
も
含
ま
れ
る
。

　
今
回
の
視
察
で
は
、
ハ
ワ
イ
州
観
光
局
の

M
ālam

a H
aw

ai’i

で
紹
介
さ
れ
て
い
る
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
う
ち
、パ
ー
ル
ハ
ー
バ
ー

に
あ
る
戦
艦
ミ
ズ
ー
リ
記
念
館
で
の
清
掃
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
活
動
を
実
際
に
体
験
し
た
。

　
戦
艦
ミ
ズ
ー
リ
は
1
9
4
4
年
に
初
め
て

就
役
し
、
太
平
洋
戦
争
、
朝
鮮
戦
争
、
湾
岸

戦
争
等
を
経
て
退
役
、
現
在
は
パ
ー
ル
ハ
ー

バ
ー
の
米
軍
基
地
内
に
係
留
さ
れ
、
戦
艦
の

内
部
は
歴
史
を
後
世
へ
伝
え
る
た
め
の
記
念

館
と
し
て
活
用
さ
れ
て
い
る
。
ホ
ノ
ル
ル
空

港
か
ら
車
で
10
〜
15
分
程
度
の
立
地
で
あ
る

こ
と
や
、
歴
史
的
な
背
景
も
あ
り
、
コ
ロ
ナ

禍
前
は
日
本
人
の
来
訪
者
も
非
常
に
多
い
観

光
施
設
で
あ
っ
た
。

　
記
念
館
で
は
、
ハ
ワ
イ
州
観
光
局
が
提
唱

す
るM

ālam
a H

aw
ai’i

の
コ
ン
セ
プ
ト

に
基
づ
き
、
ハ
ワ
イ
の
自
然
や
文
化
を
守
り

継
ぐ
レ
ス
ポ
ン
シ
ブ
ル
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
（
責

任
あ
る
観
光
）
の
実
現
を
目
指
す
取
り
組
み

と
し
て
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
募
集
を
行
っ
て

い
る
。
募
集
の
情
報
は
、
英
語
だ
け
で
な
く
、

日
本
語
、
中
国
語
（
簡
体
字
）
の
サ
イ
ト
で

そ
れ
ぞ
れ
発
信
さ
れ
て
お
り
、
問
い
合
わ
せ

へ
の
対
応
も
多
言
語
で
行
わ
れ
て
い
る
。
同

記
念
館
で
は
、
一
般
の
観
光
客
を
対
象
と
し

た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
ほ
か
に
、
教
育
旅

行
の
受
け
入
れ
や
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
等
の
宿

泊
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
提
供
も
行
っ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
元
々
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
受
け
入
れ
の
素

地
が
あ
っ
た
上
で
、
観
光
局
のM

ālam
a 

H
aw

ai’i

に
参
加
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ

る
。

　
今
回
体
験
し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
は
、

展
示
エ
リ
ア
内
の
清
掃
で
あ
る
。
参
加
に
は
、

動
き
や
す
い
服
装
や
水
筒
の
持
参
等
の
注
意

点
は
あ
る
も
の
の
、
実
際
の
清
掃
活
動
は
屋

内
の
展
示
エ
リ
ア
の
シ
ョ
ー
ケ
ー
ス
等
に
つ
い

た
汚
れ
を
拭
き
取
っ
て
い
く
と
い
う
作
業
で
、

誰
で
も
で
き
る
簡
単
な
も
の
で
あ
っ
た
。

　
今
回
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
参
加
の
特
典
と
し

て
、
通
常
は
35
ド
ル
か
か
る
ガ
イ
ド
付
き
の

入
場
料
が
無
料
に
な
る
ほ
か
、
一
般
客
は
立

る
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
展
開
す
る
内
容
と
な
っ
て

い
る
。

　M
ālam

a H
aw

ai’i

は
、「
再
生
型
観
光
」

の
概
念
に
基
づ
い
た
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
戦
略

と
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
装
し
て
お
り
、ポ
ス
ト
・

コ
ロ
ナ
の
新
た
な
観
光
の
潮
流
と
し
て
世
界

的
に
注
目
を
集
め
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　
ま
た
、
日
本
国
内
の
観
光
地
に
お
い
て
も

オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
や
観
光
消
費
の
伸
び

悩
み
は
共
通
課
題
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

M
ālam

a H
aw

ai’i

の
成
立
の
背
景
と
そ

の
効
果
に
つ
い
て
調
査
す
る
こ
と
は
国
内
地

域
に
も
参
考
に
な
る
と
考
え
、
今
回
の
ハ
ワ

イ
視
察
に
お
け
る
研
究
テ
ー
マ
と
し
た
。

　
な
お
、「
ハ
ワ
イ
観
光
戦
略
プ
ラ
ン

2
0
2
0
‐
2
0
2
5
」
お
よ
びM

ālam
a 

H
aw

ai’i

に
つ
い
て
は
、
本
機
関
紙
『
観
光

文
化
』
第
2
5
7
号
に
お
い
て
ハ
ワ
イ
大
学

の
岡
田
悠
偉
人
氏
が
詳
し
く
解
説
さ
れ
て
い

る
の
で
、
併
せ
て
ご
覧
い
た
だ
き
た
い
3
）
。

　M
ālam

a H
aw

ai’i

で
実
装
さ
れ
た
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
以
前
か
ら
ハ

ワ
イ
州
観
光
局
が
取
り
組
ん
で
い
た
自
然
保

全
の
た
め
の
「
ア
ロ
ハ
・
ア
イ
ナ
・
プ
ロ
グ

ラ
ム
」、
ハ
ワ
イ
文
化
継
承
の
た
め
の
「
ク
ク

ル
・
オ
ラ
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
」、
多
様
な
旅
行
体

験
を
提
供
す
る
団
体
を
支
援
す
る
「
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
・
エ
ン
リ
ッ
チ
メ
ン
ト
・
プ
ロ
グ
ラ

ム（
C
E
P
）」の
3
つ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
ベ
ー

ス
と
な
っ
て
い
る
4
）
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の

プ
ロ
グ
ラ
ム
に
配
分
さ
れ
て
い
た
予
算
は

2
0
1
8
年
の
段
階
で
は
小
規
模
で
あ
っ

た
。

　
こ
の
点
に
関
し
て
、
2
0
1
9
年
2
月
に

ハ
ワ
イ
大
学
経
済
研
究
所
（
Ｕ
Ｈ
Ｅ
Ｒ
Ｏ
）
が

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
発
表
し
た
レ
ポ
ー
ト
で
、

ハ
ワ
イ
州
観
光
局
が
2
0
1
8
年
に
「
天
然

資
源
の
保
全
」
と
「
文
化
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
」
で
執
行
し
た
予
算
が
少
な
す
ぎ
る
と
批

判
し
て
い
た
5
）
。
そ
し
て
訪
問
者
の
体
験
を

向
上
さ
せ
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
へ
の
予
算
の
再
配

分
を
推
奨
す
る
と
と
も
に
、
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ

を
用
い
て
支
出
額
の
多
い
セ
グ
メ
ン
ト
を
特

定
し
、
効
果
的
な
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
打
ち
出
す
べ
き
と
提
唱
し
た
。

　
レ
ポ
ー
ト
が
公
開
さ
れ
た
後
に
公
表
さ
れ

た
「
ハ

ワ

イ

観

光

戦

略

プ

ラ

ン

2
0
2
0
‐
2
0
2
5
」
で
は
、
前
述
の
3

つ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
予
算
が
リ
バ
ラ
ン
ス
さ

れ
、
2
0
2
0
年
予
算
は
前
年
度
よ
り

7
5
0
万
ド
ル
増
加
し
た
。

　
た
だ
し
、
同
戦
略
プ
ラ
ン
に
お
い
て
は

M
ālam

a H
aw

ai’i

や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
プ

ロ
グ
ラ
ム
に
つ
い
て
は
記
載
さ
れ
て
い
な

い
。

　
そ
の
後
、2
0
2
0
年
8
月
の
ハ
ワ
イ
州
観
光

局
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
常
任
委
員
会
で
提
議
さ
れ

た
議
題
の
中
で「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
体
験
」と
い
う

単
語
が
、
筆
者
が
ハ
ワ
イ
州
観
光
局
の
公
開
資

料
を
確
認
し
た
限
り
初
め
て
登
場
し
た
。

H
a
w
a
i’i V

isito
rs &

 C
o
n
ven

tio
n
 

B
ureau

（
Ｈ
Ｖ
Ｃ
Ｂ
）が
付
議
し
た「R

eo

p
en
in
g C

om
m
u
n
ication

s S
trategy 

U
pdate

」と
い
う
観
光
再
開
に
向
け
た
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
戦
略
の
企
画
案
で
6
）、「
ハ
ワ
イ
に

恩
返
し
を
す
る
時
が
来
ま
し
た
」と
い
う
メ
ッ

セ
ー
ジ
と
、具
体
的
な
ア
ク
シ
ョ
ン
と
し
て「
訪

問
者
が
ハ
ワ
イ
諸
島
を
有
意
義
な
方
法
で
体
験

で
き
る
方
法
を
示
す
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
」が
提

案
さ
れ
た
。
同
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
デ
ー
タ
分
析
の

結
果
を
も
と
に
、ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
、サ
ン
フ
ラ
ン

シ
ス
コ
、ポ
ー
ト
ラ
ン
ド
、シ
ア
ト
ル
と
い
っ
た

米
国
西
海
岸
に
住
む
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
社
会
奉

仕
、エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
等
に
興
味
の
あ
る
旅
行
者

を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し
て
い
る
。

　
さ
ら
に
翌
月
の
同
委
員
会
で
、Ｈ
Ｖ
Ｃ
Ｂ
の

担
当
者
は
、
宿
泊
客
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
プ
ロ

グ
ラ
ム
に
参
加
し
た
場
合
の
無
料
宿
泊
等
の

特
典
に
つ
い
て
複
数
の
ホ
テ
ル
と
協
議
を

行
っ
て
い
る
と
説
明
す
る
と
同
時
に
、
同
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
通
じ
て
観
光
客
数
で
は
な
く
適

切
な
観
光
客
の
受
け
入
れ
を
重
視
し
て
い
る

こ
と
を
住
民
に
示
し
た
い
と
述
べ
て
お
り
7
）、

こ
の
時
点
で
ほ
ぼM

ālam
a H

aw
ai’i

の
フ

レ
ー
ム
ワ
ー
ク
が
で
き
あ
が
っ
て
い
た
こ
と

が
う
か
が
え
る
。

　
そ
の
後
、
2
0
2
1
年
6
月
にM

ālam
a 

H
aw

ai’i

が
正
式
に
発
表
さ
れ
た
。

　
ハ
ワ
イ
州
観
光
局
がM

ālam
a H

aw
ai’i

の
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
H
P
に
掲
載
し
て
い

る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
は
多
岐
に
わ
た
る
が
、

主
に
農
業
体
験
、ビ
ー
チ
の
清
掃
、文
化
体
験
、

サ
ン
ゴ
礁
や
森
林
の
保
全
、
野
生
生
物
保
護

等
が
挙
げ
ら
れ
る
。
H
P
に
は「T

A
K
E
 A
 

T
R
IP
 T
H
A
T
 G
IV
E
S
 B
A
C
K

（
恩
返
し
の

旅
を
し
よ
う
）」と
い
う
言
葉
と
と
も
に
、
パ
ー

ト
ナ
ー
団
体
が
提
供
し
て
い
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
体
験
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

　
表
1
は
、
実
際
にM

ālam
a H

aw
ai’i

の

サ
イ
ト
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

例
で
あ
る
。
例
え
ば
、
マ
ウ
イ
島
内
で
自
然
ガ

イ
ド
ツ
ア
ー
を
行
っ
て
い
るS

ierra C
lub 

of H
aw

ai’i

の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
自
然
保
護

区
と
な
っ
て
い
る
風
光
明
媚
な
海
岸
沿
い
を
歩

き
な
が
ら
、
ゴ
ミ
の
撤
去
と
在
来
種
の
植
林
を

　
世
界
の
観
光
客
数
は
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク

な
ど
の
一
時
的
な
減
少
を
除
い
て
2
0
0
0

年
以
降
増
加
が
続
い
て
お
り
、
そ
の
結
果
、

各
地
の
人
気
観
光
地
で
は
観
光
客
の
来
訪
が

許
容
範
囲
を
超
え
、
そ
れ
に
伴
い
さ
ま
ざ
ま

な
問
題
が
生
じ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
人
気
の
リ
ゾ
ー
ト
で
あ
る
ハ
ワ
イ
も
例
外
で

は
な
く
、
観
光
客
到
着
数
は
2
0
0
9
年
か
ら

2
0
1
8
年
の
わ
ず
か
10
年
足
ら
ず
で
実
に

53
％
も
増
加
し
た
。
そ
し
て
、
観
光
客
数
の
増

加
と
反
比
例
す
る
よ
う
に
住
民
の「
観
光
産
業

は
問
題
よ
り
も
多
く
の
メ
リ
ッ
ト
を
も
た
ら
し

て
き
た
」と
い
う
質
問
に
対
し
て「
と
て
も
／
や

や
そ
う
思
う
」と
答
え
た
割
合
は
2
0
1
0
年

の
80
％
に
対
し
、
2
0
1
8

年
は
59
％
に
ま
で
落
ち
込
ん

だ
1
）【
図
１
】。

　
ま
た
、
観
光
客
数
増
加

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ハ
ワ

イ
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
に
対
す
る
観

光
産
業
の
割
合
は
20
年
前

の
約
25
％
に
対
し
て
、

17
％
に
縮
小
し
た
。
イ
ン

フ
レ
調
整
後
の
観
光
客
の

旅
行
支
出
額
は
１
人
１
日

当
た
り
消
費
額
、
ま
た
総
支
出
額
の
い
ず
れ

も
2
0
1
8
年
半
ば
を
ピ
ー
ク
に
減
少
傾
向

に
あ
り
、
観
光
客
増
加
に
見
合
う
経
済
効
果

が
得
ら
れ
ず
に
い
た
1
）
。

　
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
が
恒
常
化
す
る
に

つ
れ
住
民
感
情
は
悪
化
し
観
光
に
よ
る
経
済

5
．Mālam

a H
aw
ai’i

の
効
果

6
．有
識
者
の
見
解

7
．お
わ
り
に

効
果
も
伸
び
悩
む
中
で
、
2
0
2
0
年
初
め

に
ハ
ワ
イ
州
観
光
局
（H

aw
ai’i T

ou
rism

 

A
u
th
ority

）
は
「
ハ
ワ
イ
観
光
戦
略
プ
ラ
ン

2
0
2
0
‐
2
0
2
5
」）
を
発
表
し
た
。
同
プ

ラ
ン
が
以
前
の
プ
ラ
ン
と
大
き
く
異
な
る
点

は
2
点
あ
り
、
一
つ
め
は
州
法
に
よ
り
ハ
ワ

イ
州
観
光
局
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
と
し
て
規
定
さ

れ
て
い
る
「
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
」
か
ら
「
観
光

地
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」へ
と
重
点
を
移
し
、
マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
と
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
に
充
て
ら

れ
て
い
た
予
算
を
観
光
地
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
へ

と
リ
バ
ラ
ン
ス
を
実
施
し
た
点
で
あ
る
。
も

う
一
つ
は
Ｋ
Ｐ
Ｉ（
重
要
業
績
評
価
指
標
）
を

観
光
客
数
か
ら
観
光
客
／
住
民
の
満
足
度
、

消
費
額
へ
変
更
し
た
点
で
あ
る
。
し
か
し
、

同
プ
ラ
ン
発
表
の
わ
ず
か
数
か
月
で
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
世
界
的
に
ま
ん
延

し
、
ハ
ワ
イ
に
お
い
て
も
2
0
2
0
年
か
ら

2
0
2
1
年
に
か
け
て
二
度
の
ロ
ッ
ク
ダ
ウ

ン
を
含
め
観
光
客
の
来
島
が
大
幅
に
制
限
さ

れ
、
戦
略
プ
ラ
ン
が
実
行
に
移
さ
れ
る
こ
と

が
な
い
ま
ま
時
間
が
経
過
し
た
。

　
そ
の
後
、
米
国
本
土
か
ら
渡
航
す
る
ワ
ク

チ
ン
接
種
完
了
者
の
、
渡
航
前
の
事
前
検
査

や
到
着
後
の
自
主
隔
離
義
務
が
よ
う
や
く
撤

廃
さ
れ
る
タ
イ
ミ
ン
グ
に
先
駆
け
て
、

2
0
2
1
年
6
月
1
日
に「M

ālam
a 

H
aw

ai’i

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」（
以
下
、M

ālam
a 

H
aw

ai’i

と
す
る
）が
発
表
さ
れ
た
2
）。

M
ālam

a H
aw

ai’i

は
文
化
と
環
境
を
尊
重

す
る
マ
イ
ン
ド
フ
ル
な
旅
行
者
を
タ
ー
ゲ
ッ

ト
と
し
た
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

で
あ
り
、
業
界
パ
ー
ト
ナ
ー
や
地
元
組
織
と

連
携
し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
機
会
を
提
供
す

に
対
し
て
は
一
定
の
効
果
が
あ
る
と
示
さ
れ

て
い
る
が
、
そ
れ
以
外
の
大
半
の
旅
行
者
に

対
し
て
ど
の
よ
う
に
機
能
す
る
か
個
人
的
に

疑
問
を
感
じ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

　
こ
の
質
問
に
対
し
て
、
両
氏
と
も
効
果
が

出
る
に
は
時
間
が
か
か
る
と
い
う
見
解
を
示

し
た
。
さ
ら
に
、M

ālam
a H

aw
ai’i

に

お
い
て
は
教
育
が
重
要
で
あ
り
、
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
に
お
い
て
必
ず
教
育
と
セ
ッ
ト
に
す

る
こ
と
が
ポ
イ
ン
ト
に
な
る
と
語
っ
た
。

　
実
際
、
ハ
ワ
イ
ア
ン
航
空
で
は
ハ
ワ
イ
の

天
然
資
源
や
文
化
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
守
る

た
め
の
責
任
あ
る
行
動
で
あ
る
「T

ravel 

pono

」
を
伝
え
る
動
画
を
制
作
し
、
機
内

ビ
デ
オ
で
放
映
し
て
い
る
 
。
同
様
の
取
り

組
み
は
ハ
レ
ク
ラ
ニ
な
ど
の
ホ
テ
ル
で
も
展

開
さ
れ
て
お
り
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
プ
ロ
グ
ラ

ム
に
参
加
し
な
い
旅
行
者
に
も
各
所
で
発
信

さ
れ
て
い
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
通
じ
て

M
ālam

a H
aw

ai’i

が
徐
々
に
浸
透
す
る

た
め
に
は
時
間
を
要
す
る
の
だ
と
感
じ
た
。

　
ハ
ワ
イ
州
観
光
局
は
コ
ロ
ナ
禍
前
に
観
光

客
の
急
増
に
よ
る
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
や

消
費
単
価
の
伸
び
悩
み
、
住
民
感
情
の
悪
化

に
対
し
て
議
会
や
メ
デ
ィ
ア
、
有
識
者
等
か

ら
批
判
を
受
け
、「
ハ
ワ
イ
観
光
戦
略
プ
ラ
ン

2
0
2
0
‐
2
0
2
5
」
で
は
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン

グ
か
ら
観
光
地
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
へ
の
方
針
転

換
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。

　
さ
ら
に
、
戦
略
プ
ラ
ン
の
実
現
の
た
め
に

は
、
従
来
か
ら
存
在
し
て
い
た
自
然
保
全
、

ハ
ワ
イ
文
化
継
承
、
多
様
な
旅
行
体
験
を
提

供
す
る
団
体
を
支
援
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
重

要
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
予
算
配
分
が

少
な
す
ぎ
る
と
の
批
判
を
受
け
、
2
0
2
0

年
は
大
幅
に
こ
れ
ら
の
予
算
を
拡
大
し
た
。

　
そ
う
し
た
状
況
下
で
観
光
の
本
格
再
開
に

向
け
て
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
展
開
す
る
に

は
、M

ālam
a H

aw
ai’i

の
コ
ン
セ
プ
ト

に
自
ず
と
方
向
性
が
絞
ら
れ
た
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。

　
そ
し
て
、
そ
の
コ
ン
セ
プ
ト
を
実
装
し
て

い
く
段
階
に
お
い
て
は
、
旅
行
者
に
対
し
ど

の
よ
う
に
伝
え
、
ど
の
よ
う
に
受
け
取
ら
れ

て
い
る
か
が
重
要
と
な
る
。
一
般
に
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
と
い
う
の
は
、
無
償
で
労
働

力
を
提
供
す
る
こ
と
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る

が
、M

ālam
a H

aw
ai’i

プ
ロ
グ
ラ
ム
の

サ
イ
ト
で
掲
載
さ
れ
て
い
る
各
種
活
動
を
見

る
と
、
そ
れ
自
体
が
ハ
ワ
イ
の
自
然
や
文
化

の
中
で
し
か
体
験
で
き
な
い
ア
ク
テ
ィ
ビ

テ
ィ
で
あ
り
、
負
荷
が
大
き
い
活
動
も
あ
る

も
の
の
、
あ
く
ま
で
楽
し
み
な
が
ら
気
軽
に

で
き
る
と
い
う
点
が
強
調
さ
れ
て
い
る
プ
ロ

グ
ラ
ム
が
多
い
。
さ
ら
に
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
に
参
加
す
る
こ
と
で
、
宿
泊
費
や
施
設

入
場
料
に
対
し
て
大
き
な
割
引
が
受
け
ら
れ

る
こ
と
か
ら
、
旅
行
者
に
と
っ
て
は
、
時
に

労
働
の
対
価
を
上
回
る
ほ
ど
の
大
き
な
経
済

的
メ
リ
ッ
ト
が
得
ら
れ
る
と
い
う
点
が
印
象

的
で
あ
る
。

　
加
え
て
、
今
回
の
視
察
中
に
実
際
に
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
を
行
っ
た
戦
艦
ミ
ズ
ー
リ
記
念
館

で
の
体
験
を
通
し
て
実
感
し
た
こ
と
は
、「
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参
加
す
る
人
＝
そ
の
地
域
や

特
定
の
テ
ー
マ
に
対
し
て
（
今
回
で
言
え
ば

戦
艦
ミ
ズ
ー
リ
の
歴
史
等
に
対
し
て
）、
強

く
関
心
を
持
っ
て
い
る
人
」
で
あ
る
と
想
定

さ
れ
る
た
め
、
通
常
の
客
と
し
て
訪
れ
る
場

合
よ
り
も
、
よ
り
手
厚
く
歓
迎
さ
れ
る
と
い

う
点
で
あ
る
。
そ
の
結
果
現
地
の
人
と
の
交

流
も
活
発
に
な
り
や
す
く
、
来
訪
者
に
と
っ

て
も
さ
ら
に
強
く
印
象
に
残
る
経
験
と
な
る

の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

　
実
際
に
は
、
旅
行
者
の
大
部
分
に
と
っ
て

は
、
ハ
ワ
イ
滞
在
中
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

を
行
う
こ
と
は
選
択
肢
と
し
て
ま
だ
一
般
的

で
は
な
い
と
い
う
課
題
が
残
る
が
、
そ
の

ギ
ャ
ッ
プ
を
埋
め
る
た
め
、
観
光
局
が
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で

集
約
し
、
大
手
ホ
テ
ル
等
を
取
り
込
む
こ
と

で
来
訪
者
の
経
済
的
メ
リ
ッ
ト
も
実
現
す
る

こ
と
は
、「M

ālam
a H

aw
ai’i

」
と
い
う

理
念
の
実
装
に
対
し
、
一
定
の
効
果
を
及
ぼ

し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
単
に
観
光
客
を
増
や
す
の
で
は
な
く
「
再

生
型
観
光
」
と
い
う
形
を
と
っ
たM

ālam
a 

H
aw

ai’i

が
ハ
ワ
イ
観
光
に
ど
の
よ
う
な
効

果
を
も
た
ら
す
の
か
、
今
後
し
ば
ら
く
注
視

し
て
い
き
た
い
。

Jerry Agrusa 教授

清掃をおこなった戦艦内の様子

戦艦ミズーリ記念館外観

戦艦ミズーリ記念館でのガイド風景
Frank Haas 氏

ハワイにおける観光パラダイムシフト1

10
）

11
）

14



ち
入
り
禁
止
と
な
っ
て
い
る
戦
艦
内
の
エ
リ

ア
へ
、
ガ
イ
ド
が
同
行
し
立
ち
入
る
こ
と
が

で
き
た
。
さ
ら
に
、
施
設
内
に
あ
る
土
産
店

で
は
25
％
の
割
引
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

た
。

　M
ālam

a H
aw

ai’i

の
効
果
に
つ
い
て

は
、
本
機
関
紙
『
観
光
文
化
』
第
2
5
7
号
の

岡
田
氏
の
寄
稿
で
紹
介
さ
れ
て
い
る
と
お
り
、

ハ
ワ
イ
大
学
旅
行
産
業
管
理
学
部
（
Ｔ
Ｉ
Ｍ
）

のJerry A
gru

sa

教
授
の
グ
ル
ー
プ
が

2
0
2
3
年
に
発
表
し
た
カ
ウ
ア
イ
島
の
住

民
を
対
象
と
し
た
調
査
8
）
で
、〝
再
生
型
観
光

が
旅
行
者
を
選
択
す
る
こ
と
に
よ
り
、
地
域

で
の
印
象
が
改
善
さ
れ
る
〞と
し
て
、
住
民
と

旅
行
者
の
満
足
度
向
上
に
一
定
の
効
果
が
あ

る
こ
と
が
示
さ
れ
た
。

　
さ
ら
に
、
同
グ
ル
ー
プ
の
研
究
を
さ
か
の

ぼ
る
と
、
2
0
2
1
年
に
発
表
さ
れ
た
論
文

で
は
、
米
国
本
土
か
ら
の
旅
行
者
を
対
象
と

し
た
調
査
の
結
果
、「
本
物
の
ハ
ワ
イ
文
化

体
験
」
と
「
持
続
可
能
な
体
験
」
を
す
る
た

め
に
追
加
で
料
金
を
払
う
意
思
を
示
し
た
と

発
表
9
）
、
そ
し
て
翌
2
0
2
2
年
に
は
米
国

本
土
の
旅
行
者
が
持
続
可
能
な
観
光
や
自
然

を
ベ
ー
ス
と
し
た
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
へ
の
参

加
意
欲
を
調
査
し
た
結
果
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

使
用
量
の
削
減
、
ク
ジ
ラ
の
保
護
や
ハ
ワ
イ

文
化
な
ど
に
関
心
を
持
っ
て
お
り
、
ハ
ワ
イ

の
持
続
可
能
な
活
動
に
参
加
す
る
た
め
に
追

加
料
金
を
支
払
う
意
向
が
あ
る
こ
と
を
明
ら

か
に
し
た
 

。

　
2
0
2
1
年
の
論
文
発
表
時
期
か
ら
推
察

す
る
にM

ālam
a H

aw
ai’i

リ
リ
ー
ス
以
前

に
調
査
が
行
わ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
こ

と
か
ら
、Jerry A

grusa

教
授
の
グ
ル
ー
プ

に
よ
る
一
連
の
調
査
もM
ālam

a H
aw

ai’i

に
何
ら
か
の
影
響
を
与
え
た
可
能
性
が
考
え

ら
れ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、M

ālam
a H

aw
ai’i

の
成

立
に
あ
た
っ
て
は
、Ｕ
Ｈ
Ｅ
Ｒ
Ｏ
や
Ｔ
Ｉ
Ｍ
と

い
っ
た
ハ
ワ
イ
大
学
の
有
識
者
の
意
見
が
影

響
し
た
よ
う
に
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
今
回

の
ハ
ワ
イ
訪
問
に
お
い
て
、Ｕ
Ｈ
Ｅ
Ｒ
Ｏ
の
レ

ポ
ー
ト
の
筆
者
の
一
人
で
あ
るF

ran
k 

H
aas

氏
と
、Ｔ
Ｉ
Ｍ
のJerry A

gru
sa

教

授
に
話
を
伺
う
機
会
を
得
た
。

　
早
速
、
ハ
ワ
イ
州
観
光
局
の
方
針
決
定
へ

の
関
与
に
つ
い
て
尋
ね
た
と
こ
ろ
、H

aas

氏
もA

gru
sa

教
授
も
直
接
関
与
し
て
い
る

わ
け
で
は
な
い
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

　
た
だ
、
レ
ポ
ー
ト
や
論
文
と
し
て
公
表
さ

れ
た
意
見
は
重
視
さ
れ
る
こ
と
、
ま
た
両
氏

の
よ
う
な
有
識
者
は
講
演
や
議
員
と
の
意
見

交
換
等
の
機
会
が
多
く
あ
る
こ
と
か
ら
、
直

接
で
は
な
い
に
せ
よ
影
響
し
た
の
が
個
人
的

な
印
象
で
あ
る
。M

ālam
a H

aw
ai’i

に

つ
い
て
ど
う
捉
え
て
い
る
か
尋
ね
た
と
こ

ろ
、
両
氏
と
も
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
に
捉
え
て
い
た

こ
と
か
ら
も
、
彼
ら
が
望
む
方
向
に
進
ん
で

い
る
よ
う
に
感
じ
た
。

　
続
い
て
、M

ālam
a H

aw
ai’i

が
オ
ー

バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
対
し
て
有
効
で
あ
る
か

に
つ
い
て
質
問
し
た
。
質
問
の
背
景
に
は
、

M
ālam

a H
aw

ai’i

は
マ
イ
ン
ド
フ
ル
な

旅
行
者
や
社
会
貢
献
に
関
心
の
あ
る
旅
行
者

行
う
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、Pacific 

W
hale F

oundation

の
ビ
ー
チ
清
掃
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
は
、
好
き
な
時
間
に
好
き
な
ビ
ー
チ

を
選
び
、
個
人
単
位
で
実
施
で
き
る
た
め
、
ま

さ
に「
休
暇
中
に
気
軽
に
で
き
る
恩
返
し
」で

あ
る
と
言
え
る
。

　
さ
ら
に
、M

ālam
a H

aw
ai’i

に
賛
同

す
る
ハ
ワ
イ
州
観
光
局
の
パ
ー
ト
ナ
ー
ホ
テ

ル
で
は
、
観
光
局
の
サ
イ
ト
を
通
じ
て
上
記

の
よ
う
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
参
加
す
る

こ
と
で
、
15
〜
50
％
程
度
の
宿
泊
費
の
割
引

や
、
中
に
は
無
償
で
の
延
泊
を
提
供
し
て
い

る
ホ
テ
ル
も
あ
る
。
特
典
を
受
け
ら
れ
る

パ
ー
ト
ナ
ー
ホ
テ
ル
に
は
、
世
界
的
な
有
名

ホ
テ
ル
チ
ェ
ー
ン
等
も
含
ま
れ
る
。

　
今
回
の
視
察
で
は
、
ハ
ワ
イ
州
観
光
局
の

M
ālam

a H
aw

ai’i

で
紹
介
さ
れ
て
い
る
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
う
ち
、パ
ー
ル
ハ
ー
バ
ー

に
あ
る
戦
艦
ミ
ズ
ー
リ
記
念
館
で
の
清
掃
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
活
動
を
実
際
に
体
験
し
た
。

　
戦
艦
ミ
ズ
ー
リ
は
1
9
4
4
年
に
初
め
て

就
役
し
、
太
平
洋
戦
争
、
朝
鮮
戦
争
、
湾
岸

戦
争
等
を
経
て
退
役
、
現
在
は
パ
ー
ル
ハ
ー

バ
ー
の
米
軍
基
地
内
に
係
留
さ
れ
、
戦
艦
の

内
部
は
歴
史
を
後
世
へ
伝
え
る
た
め
の
記
念

館
と
し
て
活
用
さ
れ
て
い
る
。
ホ
ノ
ル
ル
空

港
か
ら
車
で
10
〜
15
分
程
度
の
立
地
で
あ
る

こ
と
や
、
歴
史
的
な
背
景
も
あ
り
、
コ
ロ
ナ

禍
前
は
日
本
人
の
来
訪
者
も
非
常
に
多
い
観

光
施
設
で
あ
っ
た
。

　
記
念
館
で
は
、
ハ
ワ
イ
州
観
光
局
が
提
唱

す
るM

ālam
a H

aw
ai’i

の
コ
ン
セ
プ
ト

に
基
づ
き
、
ハ
ワ
イ
の
自
然
や
文
化
を
守
り

継
ぐ
レ
ス
ポ
ン
シ
ブ
ル
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
（
責

任
あ
る
観
光
）
の
実
現
を
目
指
す
取
り
組
み

と
し
て
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
募
集
を
行
っ
て

い
る
。
募
集
の
情
報
は
、
英
語
だ
け
で
な
く
、

日
本
語
、
中
国
語
（
簡
体
字
）
の
サ
イ
ト
で

そ
れ
ぞ
れ
発
信
さ
れ
て
お
り
、
問
い
合
わ
せ

へ
の
対
応
も
多
言
語
で
行
わ
れ
て
い
る
。
同

記
念
館
で
は
、
一
般
の
観
光
客
を
対
象
と
し

た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
ほ
か
に
、
教
育
旅

行
の
受
け
入
れ
や
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
等
の
宿

泊
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
提
供
も
行
っ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
元
々
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
受
け
入
れ
の
素

地
が
あ
っ
た
上
で
、
観
光
局
のM

ālam
a 

H
aw

ai’i

に
参
加
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ

る
。

　
今
回
体
験
し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
は
、

展
示
エ
リ
ア
内
の
清
掃
で
あ
る
。
参
加
に
は
、

動
き
や
す
い
服
装
や
水
筒
の
持
参
等
の
注
意

点
は
あ
る
も
の
の
、
実
際
の
清
掃
活
動
は
屋

内
の
展
示
エ
リ
ア
の
シ
ョ
ー
ケ
ー
ス
等
に
つ
い

た
汚
れ
を
拭
き
取
っ
て
い
く
と
い
う
作
業
で
、

誰
で
も
で
き
る
簡
単
な
も
の
で
あ
っ
た
。

　
今
回
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
参
加
の
特
典
と
し

て
、
通
常
は
35
ド
ル
か
か
る
ガ
イ
ド
付
き
の

入
場
料
が
無
料
に
な
る
ほ
か
、
一
般
客
は
立

る
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
展
開
す
る
内
容
と
な
っ
て

い
る
。

　M
ālam

a H
aw

ai’i

は
、「
再
生
型
観
光
」

の
概
念
に
基
づ
い
た
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
戦
略

と
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
装
し
て
お
り
、ポ
ス
ト
・

コ
ロ
ナ
の
新
た
な
観
光
の
潮
流
と
し
て
世
界

的
に
注
目
を
集
め
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　
ま
た
、
日
本
国
内
の
観
光
地
に
お
い
て
も

オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
や
観
光
消
費
の
伸
び

悩
み
は
共
通
課
題
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

M
ālam

a H
aw

ai’i

の
成
立
の
背
景
と
そ

の
効
果
に
つ
い
て
調
査
す
る
こ
と
は
国
内
地

域
に
も
参
考
に
な
る
と
考
え
、
今
回
の
ハ
ワ

イ
視
察
に
お
け
る
研
究
テ
ー
マ
と
し
た
。

　
な
お
、「
ハ
ワ
イ
観
光
戦
略
プ
ラ
ン

2
0
2
0
‐
2
0
2
5
」
お
よ
びM

ālam
a 

H
aw

ai’i

に
つ
い
て
は
、
本
機
関
紙
『
観
光

文
化
』
第
2
5
7
号
に
お
い
て
ハ
ワ
イ
大
学

の
岡
田
悠
偉
人
氏
が
詳
し
く
解
説
さ
れ
て
い

る
の
で
、
併
せ
て
ご
覧
い
た
だ
き
た
い
3
）
。

　M
ālam

a H
aw

ai’i

で
実
装
さ
れ
た
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
以
前
か
ら
ハ

ワ
イ
州
観
光
局
が
取
り
組
ん
で
い
た
自
然
保

全
の
た
め
の
「
ア
ロ
ハ
・
ア
イ
ナ
・
プ
ロ
グ

ラ
ム
」、
ハ
ワ
イ
文
化
継
承
の
た
め
の
「
ク
ク

ル
・
オ
ラ
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
」、
多
様
な
旅
行
体

験
を
提
供
す
る
団
体
を
支
援
す
る
「
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
・
エ
ン
リ
ッ
チ
メ
ン
ト
・
プ
ロ
グ
ラ

ム（
C
E
P
）」の
3
つ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
ベ
ー

ス
と
な
っ
て
い
る
4
）
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の

プ
ロ
グ
ラ
ム
に
配
分
さ
れ
て
い
た
予
算
は

2
0
1
8
年
の
段
階
で
は
小
規
模
で
あ
っ

た
。

　
こ
の
点
に
関
し
て
、
2
0
1
9
年
2
月
に

ハ
ワ
イ
大
学
経
済
研
究
所
（
Ｕ
Ｈ
Ｅ
Ｒ
Ｏ
）
が

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
発
表
し
た
レ
ポ
ー
ト
で
、

ハ
ワ
イ
州
観
光
局
が
2
0
1
8
年
に
「
天
然

資
源
の
保
全
」
と
「
文
化
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
」
で
執
行
し
た
予
算
が
少
な
す
ぎ
る
と
批

判
し
て
い
た
5
）
。
そ
し
て
訪
問
者
の
体
験
を

向
上
さ
せ
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
へ
の
予
算
の
再
配

分
を
推
奨
す
る
と
と
も
に
、
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ

を
用
い
て
支
出
額
の
多
い
セ
グ
メ
ン
ト
を
特

定
し
、
効
果
的
な
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
打
ち
出
す
べ
き
と
提
唱
し
た
。

　
レ
ポ
ー
ト
が
公
開
さ
れ
た
後
に
公
表
さ
れ

た
「
ハ

ワ

イ

観

光

戦

略

プ

ラ

ン

2
0
2
0
‐
2
0
2
5
」
で
は
、
前
述
の
3

つ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
予
算
が
リ
バ
ラ
ン
ス
さ

れ
、
2
0
2
0
年
予
算
は
前
年
度
よ
り

7
5
0
万
ド
ル
増
加
し
た
。

　
た
だ
し
、
同
戦
略
プ
ラ
ン
に
お
い
て
は

M
ālam

a H
aw

ai’i

や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
プ

ロ
グ
ラ
ム
に
つ
い
て
は
記
載
さ
れ
て
い
な

い
。

　
そ
の
後
、2
0
2
0
年
8
月
の
ハ
ワ
イ
州
観
光

局
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
常
任
委
員
会
で
提
議
さ
れ

た
議
題
の
中
で「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
体
験
」と
い
う

単
語
が
、
筆
者
が
ハ
ワ
イ
州
観
光
局
の
公
開
資

料
を
確
認
し
た
限
り
初
め
て
登
場
し
た
。

H
a
w
a
i’i V

isito
rs &

 C
o
n
ven

tio
n
 

B
ureau

（
Ｈ
Ｖ
Ｃ
Ｂ
）が
付
議
し
た「R

eo

p
en
in
g C

om
m
u
n
ication

s S
trategy 

U
pdate

」と
い
う
観
光
再
開
に
向
け
た
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
戦
略
の
企
画
案
で
6
）、「
ハ
ワ
イ
に

恩
返
し
を
す
る
時
が
来
ま
し
た
」と
い
う
メ
ッ

セ
ー
ジ
と
、具
体
的
な
ア
ク
シ
ョ
ン
と
し
て「
訪

問
者
が
ハ
ワ
イ
諸
島
を
有
意
義
な
方
法
で
体
験

で
き
る
方
法
を
示
す
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
」が
提

案
さ
れ
た
。
同
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
デ
ー
タ
分
析
の

結
果
を
も
と
に
、ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
、サ
ン
フ
ラ
ン

シ
ス
コ
、ポ
ー
ト
ラ
ン
ド
、シ
ア
ト
ル
と
い
っ
た

米
国
西
海
岸
に
住
む
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
社
会
奉

仕
、エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
等
に
興
味
の
あ
る
旅
行
者

を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し
て
い
る
。

　
さ
ら
に
翌
月
の
同
委
員
会
で
、Ｈ
Ｖ
Ｃ
Ｂ
の

担
当
者
は
、
宿
泊
客
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
プ
ロ

グ
ラ
ム
に
参
加
し
た
場
合
の
無
料
宿
泊
等
の

特
典
に
つ
い
て
複
数
の
ホ
テ
ル
と
協
議
を

行
っ
て
い
る
と
説
明
す
る
と
同
時
に
、
同
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
通
じ
て
観
光
客
数
で
は
な
く
適

切
な
観
光
客
の
受
け
入
れ
を
重
視
し
て
い
る

こ
と
を
住
民
に
示
し
た
い
と
述
べ
て
お
り
7
）、

こ
の
時
点
で
ほ
ぼM

ālam
a H

aw
ai’i

の
フ

レ
ー
ム
ワ
ー
ク
が
で
き
あ
が
っ
て
い
た
こ
と

が
う
か
が
え
る
。

　
そ
の
後
、
2
0
2
1
年
6
月
にM

ālam
a 

H
aw

ai’i

が
正
式
に
発
表
さ
れ
た
。

　
ハ
ワ
イ
州
観
光
局
がM

ālam
a H

aw
ai’i

の
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
H
P
に
掲
載
し
て
い

る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
は
多
岐
に
わ
た
る
が
、

主
に
農
業
体
験
、ビ
ー
チ
の
清
掃
、文
化
体
験
、

サ
ン
ゴ
礁
や
森
林
の
保
全
、
野
生
生
物
保
護

等
が
挙
げ
ら
れ
る
。
H
P
に
は「T

A
K
E
 A
 

T
R
IP
 T
H
A
T
 G
IV
E
S
 B
A
C
K

（
恩
返
し
の

旅
を
し
よ
う
）」と
い
う
言
葉
と
と
も
に
、
パ
ー

ト
ナ
ー
団
体
が
提
供
し
て
い
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
体
験
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

　
表
1
は
、
実
際
にM

ālam
a H

aw
ai’i

の

サ
イ
ト
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

例
で
あ
る
。
例
え
ば
、
マ
ウ
イ
島
内
で
自
然
ガ

イ
ド
ツ
ア
ー
を
行
っ
て
い
るS

ierra C
lub 

of H
aw

ai’i

の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
自
然
保
護

区
と
な
っ
て
い
る
風
光
明
媚
な
海
岸
沿
い
を
歩

き
な
が
ら
、
ゴ
ミ
の
撤
去
と
在
来
種
の
植
林
を

　
世
界
の
観
光
客
数
は
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク

な
ど
の
一
時
的
な
減
少
を
除
い
て
2
0
0
0

年
以
降
増
加
が
続
い
て
お
り
、
そ
の
結
果
、

各
地
の
人
気
観
光
地
で
は
観
光
客
の
来
訪
が

許
容
範
囲
を
超
え
、
そ
れ
に
伴
い
さ
ま
ざ
ま

な
問
題
が
生
じ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
人
気
の
リ
ゾ
ー
ト
で
あ
る
ハ
ワ
イ
も
例
外
で

は
な
く
、
観
光
客
到
着
数
は
2
0
0
9
年
か
ら

2
0
1
8
年
の
わ
ず
か
10
年
足
ら
ず
で
実
に

53
％
も
増
加
し
た
。
そ
し
て
、
観
光
客
数
の
増

加
と
反
比
例
す
る
よ
う
に
住
民
の「
観
光
産
業

は
問
題
よ
り
も
多
く
の
メ
リ
ッ
ト
を
も
た
ら
し

て
き
た
」と
い
う
質
問
に
対
し
て「
と
て
も
／
や

や
そ
う
思
う
」と
答
え
た
割
合
は
2
0
1
0
年

の
80
％
に
対
し
、
2
0
1
8

年
は
59
％
に
ま
で
落
ち
込
ん

だ
1
）【
図
１
】。

　
ま
た
、
観
光
客
数
増
加

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ハ
ワ

イ
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
に
対
す
る
観

光
産
業
の
割
合
は
20
年
前

の
約
25
％
に
対
し
て
、

17
％
に
縮
小
し
た
。
イ
ン

フ
レ
調
整
後
の
観
光
客
の

旅
行
支
出
額
は
１
人
１
日

当
た
り
消
費
額
、
ま
た
総
支
出
額
の
い
ず
れ

も
2
0
1
8
年
半
ば
を
ピ
ー
ク
に
減
少
傾
向

に
あ
り
、
観
光
客
増
加
に
見
合
う
経
済
効
果

が
得
ら
れ
ず
に
い
た
1
）
。

　
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
が
恒
常
化
す
る
に

つ
れ
住
民
感
情
は
悪
化
し
観
光
に
よ
る
経
済

5
．Mālam

a H
aw
ai’i

の
効
果

6
．有
識
者
の
見
解

7
．お
わ
り
に

効
果
も
伸
び
悩
む
中
で
、
2
0
2
0
年
初
め

に
ハ
ワ
イ
州
観
光
局
（H

aw
ai’i T

ou
rism

 

A
u
th
ority

）
は
「
ハ
ワ
イ
観
光
戦
略
プ
ラ
ン

2
0
2
0
‐
2
0
2
5
」）
を
発
表
し
た
。
同
プ

ラ
ン
が
以
前
の
プ
ラ
ン
と
大
き
く
異
な
る
点

は
2
点
あ
り
、
一
つ
め
は
州
法
に
よ
り
ハ
ワ

イ
州
観
光
局
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
と
し
て
規
定
さ

れ
て
い
る
「
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
」
か
ら
「
観
光

地
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」へ
と
重
点
を
移
し
、
マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
と
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
に
充
て
ら

れ
て
い
た
予
算
を
観
光
地
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
へ

と
リ
バ
ラ
ン
ス
を
実
施
し
た
点
で
あ
る
。
も

う
一
つ
は
Ｋ
Ｐ
Ｉ（
重
要
業
績
評
価
指
標
）
を

観
光
客
数
か
ら
観
光
客
／
住
民
の
満
足
度
、

消
費
額
へ
変
更
し
た
点
で
あ
る
。
し
か
し
、

同
プ
ラ
ン
発
表
の
わ
ず
か
数
か
月
で
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
世
界
的
に
ま
ん
延

し
、
ハ
ワ
イ
に
お
い
て
も
2
0
2
0
年
か
ら

2
0
2
1
年
に
か
け
て
二
度
の
ロ
ッ
ク
ダ
ウ

ン
を
含
め
観
光
客
の
来
島
が
大
幅
に
制
限
さ

れ
、
戦
略
プ
ラ
ン
が
実
行
に
移
さ
れ
る
こ
と

が
な
い
ま
ま
時
間
が
経
過
し
た
。

　
そ
の
後
、
米
国
本
土
か
ら
渡
航
す
る
ワ
ク

チ
ン
接
種
完
了
者
の
、
渡
航
前
の
事
前
検
査

や
到
着
後
の
自
主
隔
離
義
務
が
よ
う
や
く
撤

廃
さ
れ
る
タ
イ
ミ
ン
グ
に
先
駆
け
て
、

2
0
2
1
年
6
月
1
日
に「M

ālam
a 

H
aw

ai’i

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」（
以
下
、M

ālam
a 

H
aw

ai’i

と
す
る
）が
発
表
さ
れ
た
2
）。

M
ālam

a H
aw

ai’i

は
文
化
と
環
境
を
尊
重

す
る
マ
イ
ン
ド
フ
ル
な
旅
行
者
を
タ
ー
ゲ
ッ

ト
と
し
た
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

で
あ
り
、
業
界
パ
ー
ト
ナ
ー
や
地
元
組
織
と

連
携
し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
機
会
を
提
供
す

に
対
し
て
は
一
定
の
効
果
が
あ
る
と
示
さ
れ

て
い
る
が
、
そ
れ
以
外
の
大
半
の
旅
行
者
に

対
し
て
ど
の
よ
う
に
機
能
す
る
か
個
人
的
に

疑
問
を
感
じ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

　
こ
の
質
問
に
対
し
て
、
両
氏
と
も
効
果
が

出
る
に
は
時
間
が
か
か
る
と
い
う
見
解
を
示

し
た
。
さ
ら
に
、M

ālam
a H

aw
ai’i

に

お
い
て
は
教
育
が
重
要
で
あ
り
、
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
に
お
い
て
必
ず
教
育
と
セ
ッ
ト
に
す

る
こ
と
が
ポ
イ
ン
ト
に
な
る
と
語
っ
た
。

　
実
際
、
ハ
ワ
イ
ア
ン
航
空
で
は
ハ
ワ
イ
の

天
然
資
源
や
文
化
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
守
る

た
め
の
責
任
あ
る
行
動
で
あ
る
「T

ravel 

pono

」
を
伝
え
る
動
画
を
制
作
し
、
機
内

ビ
デ
オ
で
放
映
し
て
い
る
 
。
同
様
の
取
り

組
み
は
ハ
レ
ク
ラ
ニ
な
ど
の
ホ
テ
ル
で
も
展

開
さ
れ
て
お
り
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
プ
ロ
グ
ラ

ム
に
参
加
し
な
い
旅
行
者
に
も
各
所
で
発
信

さ
れ
て
い
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
通
じ
て

M
ālam

a H
aw

ai’i

が
徐
々
に
浸
透
す
る

た
め
に
は
時
間
を
要
す
る
の
だ
と
感
じ
た
。

　
ハ
ワ
イ
州
観
光
局
は
コ
ロ
ナ
禍
前
に
観
光

客
の
急
増
に
よ
る
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
や

消
費
単
価
の
伸
び
悩
み
、
住
民
感
情
の
悪
化

に
対
し
て
議
会
や
メ
デ
ィ
ア
、
有
識
者
等
か

ら
批
判
を
受
け
、「
ハ
ワ
イ
観
光
戦
略
プ
ラ
ン

2
0
2
0
‐
2
0
2
5
」
で
は
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン

グ
か
ら
観
光
地
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
へ
の
方
針
転

換
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。

　
さ
ら
に
、
戦
略
プ
ラ
ン
の
実
現
の
た
め
に

は
、
従
来
か
ら
存
在
し
て
い
た
自
然
保
全
、

ハ
ワ
イ
文
化
継
承
、
多
様
な
旅
行
体
験
を
提

供
す
る
団
体
を
支
援
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
重

要
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
予
算
配
分
が

少
な
す
ぎ
る
と
の
批
判
を
受
け
、
2
0
2
0

年
は
大
幅
に
こ
れ
ら
の
予
算
を
拡
大
し
た
。

　
そ
う
し
た
状
況
下
で
観
光
の
本
格
再
開
に

向
け
て
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
展
開
す
る
に

は
、M

ālam
a H

aw
ai’i

の
コ
ン
セ
プ
ト

に
自
ず
と
方
向
性
が
絞
ら
れ
た
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。

　
そ
し
て
、
そ
の
コ
ン
セ
プ
ト
を
実
装
し
て

い
く
段
階
に
お
い
て
は
、
旅
行
者
に
対
し
ど

の
よ
う
に
伝
え
、
ど
の
よ
う
に
受
け
取
ら
れ

て
い
る
か
が
重
要
と
な
る
。
一
般
に
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
と
い
う
の
は
、
無
償
で
労
働

力
を
提
供
す
る
こ
と
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る

が
、M

ālam
a H

aw
ai’i

プ
ロ
グ
ラ
ム
の

サ
イ
ト
で
掲
載
さ
れ
て
い
る
各
種
活
動
を
見

る
と
、
そ
れ
自
体
が
ハ
ワ
イ
の
自
然
や
文
化

の
中
で
し
か
体
験
で
き
な
い
ア
ク
テ
ィ
ビ

テ
ィ
で
あ
り
、
負
荷
が
大
き
い
活
動
も
あ
る

も
の
の
、
あ
く
ま
で
楽
し
み
な
が
ら
気
軽
に

で
き
る
と
い
う
点
が
強
調
さ
れ
て
い
る
プ
ロ

グ
ラ
ム
が
多
い
。
さ
ら
に
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
に
参
加
す
る
こ
と
で
、
宿
泊
費
や
施
設

入
場
料
に
対
し
て
大
き
な
割
引
が
受
け
ら
れ

る
こ
と
か
ら
、
旅
行
者
に
と
っ
て
は
、
時
に

労
働
の
対
価
を
上
回
る
ほ
ど
の
大
き
な
経
済

的
メ
リ
ッ
ト
が
得
ら
れ
る
と
い
う
点
が
印
象

的
で
あ
る
。

　
加
え
て
、
今
回
の
視
察
中
に
実
際
に
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
を
行
っ
た
戦
艦
ミ
ズ
ー
リ
記
念
館

で
の
体
験
を
通
し
て
実
感
し
た
こ
と
は
、「
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参
加
す
る
人
＝
そ
の
地
域
や

特
定
の
テ
ー
マ
に
対
し
て
（
今
回
で
言
え
ば

戦
艦
ミ
ズ
ー
リ
の
歴
史
等
に
対
し
て
）、
強

く
関
心
を
持
っ
て
い
る
人
」
で
あ
る
と
想
定

さ
れ
る
た
め
、
通
常
の
客
と
し
て
訪
れ
る
場

合
よ
り
も
、
よ
り
手
厚
く
歓
迎
さ
れ
る
と
い

う
点
で
あ
る
。
そ
の
結
果
現
地
の
人
と
の
交

流
も
活
発
に
な
り
や
す
く
、
来
訪
者
に
と
っ

て
も
さ
ら
に
強
く
印
象
に
残
る
経
験
と
な
る

の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

　
実
際
に
は
、
旅
行
者
の
大
部
分
に
と
っ
て

は
、
ハ
ワ
イ
滞
在
中
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

を
行
う
こ
と
は
選
択
肢
と
し
て
ま
だ
一
般
的

で
は
な
い
と
い
う
課
題
が
残
る
が
、
そ
の

ギ
ャ
ッ
プ
を
埋
め
る
た
め
、
観
光
局
が
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で

集
約
し
、
大
手
ホ
テ
ル
等
を
取
り
込
む
こ
と

で
来
訪
者
の
経
済
的
メ
リ
ッ
ト
も
実
現
す
る

こ
と
は
、「M

ālam
a H

aw
ai’i

」
と
い
う

理
念
の
実
装
に
対
し
、
一
定
の
効
果
を
及
ぼ

し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
単
に
観
光
客
を
増
や
す
の
で
は
な
く
「
再

生
型
観
光
」
と
い
う
形
を
と
っ
たM

ālam
a 

H
aw

ai’i

が
ハ
ワ
イ
観
光
に
ど
の
よ
う
な
効

果
を
も
た
ら
す
の
か
、
今
後
し
ば
ら
く
注
視

し
て
い
き
た
い
。

Jerry Agrusa 教授

清掃をおこなった戦艦内の様子

戦艦ミズーリ記念館外観

戦艦ミズーリ記念館でのガイド風景
Frank Haas 氏

ハワイにおける観光パラダイムシフト1
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ち
入
り
禁
止
と
な
っ
て
い
る
戦
艦
内
の
エ
リ

ア
へ
、
ガ
イ
ド
が
同
行
し
立
ち
入
る
こ
と
が

で
き
た
。
さ
ら
に
、
施
設
内
に
あ
る
土
産
店

で
は
25
％
の
割
引
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

た
。

　M
ālam

a H
aw

ai’i

の
効
果
に
つ
い
て

は
、
本
機
関
紙
『
観
光
文
化
』
第
2
5
7
号
の

岡
田
氏
の
寄
稿
で
紹
介
さ
れ
て
い
る
と
お
り
、

ハ
ワ
イ
大
学
旅
行
産
業
管
理
学
部
（
Ｔ
Ｉ
Ｍ
）

のJerry A
gru

sa

教
授
の
グ
ル
ー
プ
が

2
0
2
3
年
に
発
表
し
た
カ
ウ
ア
イ
島
の
住

民
を
対
象
と
し
た
調
査
8
）
で
、〝
再
生
型
観
光

が
旅
行
者
を
選
択
す
る
こ
と
に
よ
り
、
地
域

で
の
印
象
が
改
善
さ
れ
る
〞と
し
て
、
住
民
と

旅
行
者
の
満
足
度
向
上
に
一
定
の
効
果
が
あ

る
こ
と
が
示
さ
れ
た
。

　
さ
ら
に
、
同
グ
ル
ー
プ
の
研
究
を
さ
か
の

ぼ
る
と
、
2
0
2
1
年
に
発
表
さ
れ
た
論
文

で
は
、
米
国
本
土
か
ら
の
旅
行
者
を
対
象
と

し
た
調
査
の
結
果
、「
本
物
の
ハ
ワ
イ
文
化

体
験
」
と
「
持
続
可
能
な
体
験
」
を
す
る
た

め
に
追
加
で
料
金
を
払
う
意
思
を
示
し
た
と

発
表
9
）
、
そ
し
て
翌
2
0
2
2
年
に
は
米
国

本
土
の
旅
行
者
が
持
続
可
能
な
観
光
や
自
然

を
ベ
ー
ス
と
し
た
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
へ
の
参

加
意
欲
を
調
査
し
た
結
果
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

使
用
量
の
削
減
、
ク
ジ
ラ
の
保
護
や
ハ
ワ
イ

文
化
な
ど
に
関
心
を
持
っ
て
お
り
、
ハ
ワ
イ

の
持
続
可
能
な
活
動
に
参
加
す
る
た
め
に
追

加
料
金
を
支
払
う
意
向
が
あ
る
こ
と
を
明
ら

か
に
し
た
 

。

　
2
0
2
1
年
の
論
文
発
表
時
期
か
ら
推
察

す
る
にM

ālam
a H

aw
ai’i

リ
リ
ー
ス
以
前

に
調
査
が
行
わ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
こ

と
か
ら
、Jerry A

grusa

教
授
の
グ
ル
ー
プ

に
よ
る
一
連
の
調
査
もM

ālam
a H

aw
ai’i

に
何
ら
か
の
影
響
を
与
え
た
可
能
性
が
考
え

ら
れ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、M

ālam
a H

aw
ai’i

の
成

立
に
あ
た
っ
て
は
、Ｕ
Ｈ
Ｅ
Ｒ
Ｏ
や
Ｔ
Ｉ
Ｍ
と

い
っ
た
ハ
ワ
イ
大
学
の
有
識
者
の
意
見
が
影

響
し
た
よ
う
に
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
今
回

の
ハ
ワ
イ
訪
問
に
お
い
て
、Ｕ
Ｈ
Ｅ
Ｒ
Ｏ
の
レ

ポ
ー
ト
の
筆
者
の
一
人
で
あ
るF

ran
k 

H
aas

氏
と
、Ｔ
Ｉ
Ｍ
のJerry A

gru
sa

教

授
に
話
を
伺
う
機
会
を
得
た
。

　
早
速
、
ハ
ワ
イ
州
観
光
局
の
方
針
決
定
へ

の
関
与
に
つ
い
て
尋
ね
た
と
こ
ろ
、H

aas

氏
もA

gru
sa

教
授
も
直
接
関
与
し
て
い
る

わ
け
で
は
な
い
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

　
た
だ
、
レ
ポ
ー
ト
や
論
文
と
し
て
公
表
さ

れ
た
意
見
は
重
視
さ
れ
る
こ
と
、
ま
た
両
氏

の
よ
う
な
有
識
者
は
講
演
や
議
員
と
の
意
見

交
換
等
の
機
会
が
多
く
あ
る
こ
と
か
ら
、
直

接
で
は
な
い
に
せ
よ
影
響
し
た
の
が
個
人
的

な
印
象
で
あ
る
。M

ālam
a H

aw
ai’i

に

つ
い
て
ど
う
捉
え
て
い
る
か
尋
ね
た
と
こ

ろ
、
両
氏
と
も
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
に
捉
え
て
い
た

こ
と
か
ら
も
、
彼
ら
が
望
む
方
向
に
進
ん
で

い
る
よ
う
に
感
じ
た
。

　
続
い
て
、M

ālam
a H

aw
ai’i

が
オ
ー

バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
対
し
て
有
効
で
あ
る
か

に
つ
い
て
質
問
し
た
。
質
問
の
背
景
に
は
、

M
ālam

a H
aw

ai’i

は
マ
イ
ン
ド
フ
ル
な

旅
行
者
や
社
会
貢
献
に
関
心
の
あ
る
旅
行
者

行
う
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、Pacific 

W
hale F

oundation

の
ビ
ー
チ
清
掃
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
は
、
好
き
な
時
間
に
好
き
な
ビ
ー
チ

を
選
び
、
個
人
単
位
で
実
施
で
き
る
た
め
、
ま

さ
に「
休
暇
中
に
気
軽
に
で
き
る
恩
返
し
」で

あ
る
と
言
え
る
。

　
さ
ら
に
、M

ālam
a H

aw
ai’i

に
賛
同

す
る
ハ
ワ
イ
州
観
光
局
の
パ
ー
ト
ナ
ー
ホ
テ

ル
で
は
、
観
光
局
の
サ
イ
ト
を
通
じ
て
上
記

の
よ
う
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
参
加
す
る

こ
と
で
、
15
〜
50
％
程
度
の
宿
泊
費
の
割
引

や
、
中
に
は
無
償
で
の
延
泊
を
提
供
し
て
い

る
ホ
テ
ル
も
あ
る
。
特
典
を
受
け
ら
れ
る

パ
ー
ト
ナ
ー
ホ
テ
ル
に
は
、
世
界
的
な
有
名

ホ
テ
ル
チ
ェ
ー
ン
等
も
含
ま
れ
る
。

　
今
回
の
視
察
で
は
、
ハ
ワ
イ
州
観
光
局
の

M
ālam

a H
aw

ai’i

で
紹
介
さ
れ
て
い
る
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
う
ち
、パ
ー
ル
ハ
ー
バ
ー

に
あ
る
戦
艦
ミ
ズ
ー
リ
記
念
館
で
の
清
掃
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
活
動
を
実
際
に
体
験
し
た
。

　
戦
艦
ミ
ズ
ー
リ
は
1
9
4
4
年
に
初
め
て

就
役
し
、
太
平
洋
戦
争
、
朝
鮮
戦
争
、
湾
岸

戦
争
等
を
経
て
退
役
、
現
在
は
パ
ー
ル
ハ
ー

バ
ー
の
米
軍
基
地
内
に
係
留
さ
れ
、
戦
艦
の

内
部
は
歴
史
を
後
世
へ
伝
え
る
た
め
の
記
念

館
と
し
て
活
用
さ
れ
て
い
る
。
ホ
ノ
ル
ル
空

港
か
ら
車
で
10
〜
15
分
程
度
の
立
地
で
あ
る

こ
と
や
、
歴
史
的
な
背
景
も
あ
り
、
コ
ロ
ナ

禍
前
は
日
本
人
の
来
訪
者
も
非
常
に
多
い
観

光
施
設
で
あ
っ
た
。

　
記
念
館
で
は
、
ハ
ワ
イ
州
観
光
局
が
提
唱

す
るM

ālam
a H

aw
ai’i

の
コ
ン
セ
プ
ト

に
基
づ
き
、
ハ
ワ
イ
の
自
然
や
文
化
を
守
り

継
ぐ
レ
ス
ポ
ン
シ
ブ
ル
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
（
責

任
あ
る
観
光
）
の
実
現
を
目
指
す
取
り
組
み

と
し
て
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
募
集
を
行
っ
て

い
る
。
募
集
の
情
報
は
、
英
語
だ
け
で
な
く
、

日
本
語
、
中
国
語
（
簡
体
字
）
の
サ
イ
ト
で

そ
れ
ぞ
れ
発
信
さ
れ
て
お
り
、
問
い
合
わ
せ

へ
の
対
応
も
多
言
語
で
行
わ
れ
て
い
る
。
同

記
念
館
で
は
、
一
般
の
観
光
客
を
対
象
と
し

た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
ほ
か
に
、
教
育
旅

行
の
受
け
入
れ
や
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
等
の
宿

泊
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
提
供
も
行
っ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
元
々
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
受
け
入
れ
の
素

地
が
あ
っ
た
上
で
、
観
光
局
のM

ālam
a 

H
aw

ai’i

に
参
加
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ

る
。

　
今
回
体
験
し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
は
、

展
示
エ
リ
ア
内
の
清
掃
で
あ
る
。
参
加
に
は
、

動
き
や
す
い
服
装
や
水
筒
の
持
参
等
の
注
意

点
は
あ
る
も
の
の
、
実
際
の
清
掃
活
動
は
屋

内
の
展
示
エ
リ
ア
の
シ
ョ
ー
ケ
ー
ス
等
に
つ
い

た
汚
れ
を
拭
き
取
っ
て
い
く
と
い
う
作
業
で
、

誰
で
も
で
き
る
簡
単
な
も
の
で
あ
っ
た
。

　
今
回
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
参
加
の
特
典
と
し

て
、
通
常
は
35
ド
ル
か
か
る
ガ
イ
ド
付
き
の

入
場
料
が
無
料
に
な
る
ほ
か
、
一
般
客
は
立

る
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
展
開
す
る
内
容
と
な
っ
て

い
る
。

　M
ālam

a H
aw

ai’i

は
、「
再
生
型
観
光
」

の
概
念
に
基
づ
い
た
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
戦
略

と
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
装
し
て
お
り
、ポ
ス
ト
・

コ
ロ
ナ
の
新
た
な
観
光
の
潮
流
と
し
て
世
界

的
に
注
目
を
集
め
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　
ま
た
、
日
本
国
内
の
観
光
地
に
お
い
て
も

オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
や
観
光
消
費
の
伸
び

悩
み
は
共
通
課
題
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

M
ālam

a H
aw

ai’i

の
成
立
の
背
景
と
そ

の
効
果
に
つ
い
て
調
査
す
る
こ
と
は
国
内
地

域
に
も
参
考
に
な
る
と
考
え
、
今
回
の
ハ
ワ

イ
視
察
に
お
け
る
研
究
テ
ー
マ
と
し
た
。

　
な
お
、「
ハ
ワ
イ
観
光
戦
略
プ
ラ
ン

2
0
2
0
‐
2
0
2
5
」
お
よ
びM

ālam
a 

H
aw

ai’i

に
つ
い
て
は
、
本
機
関
紙
『
観
光

文
化
』
第
2
5
7
号
に
お
い
て
ハ
ワ
イ
大
学

の
岡
田
悠
偉
人
氏
が
詳
し
く
解
説
さ
れ
て
い

る
の
で
、
併
せ
て
ご
覧
い
た
だ
き
た
い
3
）
。

　M
ālam

a H
aw

ai’i

で
実
装
さ
れ
た
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
以
前
か
ら
ハ

ワ
イ
州
観
光
局
が
取
り
組
ん
で
い
た
自
然
保

全
の
た
め
の
「
ア
ロ
ハ
・
ア
イ
ナ
・
プ
ロ
グ

ラ
ム
」、
ハ
ワ
イ
文
化
継
承
の
た
め
の
「
ク
ク

ル
・
オ
ラ
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
」、
多
様
な
旅
行
体

験
を
提
供
す
る
団
体
を
支
援
す
る
「
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
・
エ
ン
リ
ッ
チ
メ
ン
ト
・
プ
ロ
グ
ラ

ム（
C
E
P
）」の
3
つ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
ベ
ー

ス
と
な
っ
て
い
る
4
）
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の

プ
ロ
グ
ラ
ム
に
配
分
さ
れ
て
い
た
予
算
は

2
0
1
8
年
の
段
階
で
は
小
規
模
で
あ
っ

た
。

　
こ
の
点
に
関
し
て
、
2
0
1
9
年
2
月
に

ハ
ワ
イ
大
学
経
済
研
究
所
（
Ｕ
Ｈ
Ｅ
Ｒ
Ｏ
）
が

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
発
表
し
た
レ
ポ
ー
ト
で
、

ハ
ワ
イ
州
観
光
局
が
2
0
1
8
年
に
「
天
然

資
源
の
保
全
」
と
「
文
化
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
」
で
執
行
し
た
予
算
が
少
な
す
ぎ
る
と
批

判
し
て
い
た
5
）
。
そ
し
て
訪
問
者
の
体
験
を

向
上
さ
せ
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
へ
の
予
算
の
再
配

分
を
推
奨
す
る
と
と
も
に
、
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ

を
用
い
て
支
出
額
の
多
い
セ
グ
メ
ン
ト
を
特

定
し
、
効
果
的
な
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
打
ち
出
す
べ
き
と
提
唱
し
た
。

　
レ
ポ
ー
ト
が
公
開
さ
れ
た
後
に
公
表
さ
れ

た
「
ハ

ワ

イ

観

光

戦

略

プ

ラ

ン

2
0
2
0
‐
2
0
2
5
」
で
は
、
前
述
の
3

つ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
予
算
が
リ
バ
ラ
ン
ス
さ

れ
、
2
0
2
0
年
予
算
は
前
年
度
よ
り

7
5
0
万
ド
ル
増
加
し
た
。

　
た
だ
し
、
同
戦
略
プ
ラ
ン
に
お
い
て
は

M
ālam

a H
aw

ai’i

や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
プ

ロ
グ
ラ
ム
に
つ
い
て
は
記
載
さ
れ
て
い
な

い
。

　
そ
の
後
、2
0
2
0
年
8
月
の
ハ
ワ
イ
州
観
光

局
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
常
任
委
員
会
で
提
議
さ
れ

た
議
題
の
中
で「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
体
験
」と
い
う

単
語
が
、
筆
者
が
ハ
ワ
イ
州
観
光
局
の
公
開
資

料
を
確
認
し
た
限
り
初
め
て
登
場
し
た
。

H
a
w
a
i’i V

isito
rs &

 C
o
n
ven

tio
n
 

B
ureau

（
Ｈ
Ｖ
Ｃ
Ｂ
）が
付
議
し
た「R

eo

p
en
in
g C

om
m
u
n
ication

s S
trategy 

U
pdate

」と
い
う
観
光
再
開
に
向
け
た
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
戦
略
の
企
画
案
で
6
）、「
ハ
ワ
イ
に

恩
返
し
を
す
る
時
が
来
ま
し
た
」と
い
う
メ
ッ

セ
ー
ジ
と
、具
体
的
な
ア
ク
シ
ョ
ン
と
し
て「
訪

問
者
が
ハ
ワ
イ
諸
島
を
有
意
義
な
方
法
で
体
験

で
き
る
方
法
を
示
す
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
」が
提

案
さ
れ
た
。
同
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
デ
ー
タ
分
析
の

結
果
を
も
と
に
、ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
、サ
ン
フ
ラ
ン

シ
ス
コ
、ポ
ー
ト
ラ
ン
ド
、シ
ア
ト
ル
と
い
っ
た

米
国
西
海
岸
に
住
む
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
社
会
奉

仕
、エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
等
に
興
味
の
あ
る
旅
行
者

を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し
て
い
る
。

　
さ
ら
に
翌
月
の
同
委
員
会
で
、Ｈ
Ｖ
Ｃ
Ｂ
の

担
当
者
は
、
宿
泊
客
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
プ
ロ

グ
ラ
ム
に
参
加
し
た
場
合
の
無
料
宿
泊
等
の

特
典
に
つ
い
て
複
数
の
ホ
テ
ル
と
協
議
を

行
っ
て
い
る
と
説
明
す
る
と
同
時
に
、
同
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
通
じ
て
観
光
客
数
で
は
な
く
適

切
な
観
光
客
の
受
け
入
れ
を
重
視
し
て
い
る

こ
と
を
住
民
に
示
し
た
い
と
述
べ
て
お
り
7
）、

こ
の
時
点
で
ほ
ぼM

ālam
a H

aw
ai’i

の
フ

レ
ー
ム
ワ
ー
ク
が
で
き
あ
が
っ
て
い
た
こ
と

が
う
か
が
え
る
。

　
そ
の
後
、
2
0
2
1
年
6
月
にM

ālam
a 

H
aw

ai’i

が
正
式
に
発
表
さ
れ
た
。

　
ハ
ワ
イ
州
観
光
局
がM

ālam
a H

aw
ai’i

の
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
H
P
に
掲
載
し
て
い

る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
は
多
岐
に
わ
た
る
が
、

主
に
農
業
体
験
、ビ
ー
チ
の
清
掃
、文
化
体
験
、

サ
ン
ゴ
礁
や
森
林
の
保
全
、
野
生
生
物
保
護

等
が
挙
げ
ら
れ
る
。
H
P
に
は「T

A
K
E
 A
 

T
R
IP
 T
H
A
T
 G
IV
E
S
 B
A
C
K

（
恩
返
し
の

旅
を
し
よ
う
）」と
い
う
言
葉
と
と
も
に
、
パ
ー

ト
ナ
ー
団
体
が
提
供
し
て
い
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
体
験
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

　
表
1
は
、
実
際
にM

ālam
a H

aw
ai’i

の

サ
イ
ト
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

例
で
あ
る
。
例
え
ば
、
マ
ウ
イ
島
内
で
自
然
ガ

イ
ド
ツ
ア
ー
を
行
っ
て
い
るS

ierra C
lub 

of H
aw

ai’i

の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
自
然
保
護

区
と
な
っ
て
い
る
風
光
明
媚
な
海
岸
沿
い
を
歩

き
な
が
ら
、
ゴ
ミ
の
撤
去
と
在
来
種
の
植
林
を

　
世
界
の
観
光
客
数
は
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク

な
ど
の
一
時
的
な
減
少
を
除
い
て
2
0
0
0

年
以
降
増
加
が
続
い
て
お
り
、
そ
の
結
果
、

各
地
の
人
気
観
光
地
で
は
観
光
客
の
来
訪
が

許
容
範
囲
を
超
え
、
そ
れ
に
伴
い
さ
ま
ざ
ま

な
問
題
が
生
じ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
人
気
の
リ
ゾ
ー
ト
で
あ
る
ハ
ワ
イ
も
例
外
で

は
な
く
、
観
光
客
到
着
数
は
2
0
0
9
年
か
ら

2
0
1
8
年
の
わ
ず
か
10
年
足
ら
ず
で
実
に

53
％
も
増
加
し
た
。
そ
し
て
、
観
光
客
数
の
増

加
と
反
比
例
す
る
よ
う
に
住
民
の「
観
光
産
業

は
問
題
よ
り
も
多
く
の
メ
リ
ッ
ト
を
も
た
ら
し

て
き
た
」と
い
う
質
問
に
対
し
て「
と
て
も
／
や

や
そ
う
思
う
」と
答
え
た
割
合
は
2
0
1
0
年

の
80
％
に
対
し
、
2
0
1
8

年
は
59
％
に
ま
で
落
ち
込
ん

だ
1
）【
図
１
】。

　
ま
た
、
観
光
客
数
増
加

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ハ
ワ

イ
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
に
対
す
る
観

光
産
業
の
割
合
は
20
年
前

の
約
25
％
に
対
し
て
、

17
％
に
縮
小
し
た
。
イ
ン

フ
レ
調
整
後
の
観
光
客
の

旅
行
支
出
額
は
１
人
１
日

当
た
り
消
費
額
、
ま
た
総
支
出
額
の
い
ず
れ

も
2
0
1
8
年
半
ば
を
ピ
ー
ク
に
減
少
傾
向

に
あ
り
、
観
光
客
増
加
に
見
合
う
経
済
効
果

が
得
ら
れ
ず
に
い
た
1
）
。

　
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
が
恒
常
化
す
る
に

つ
れ
住
民
感
情
は
悪
化
し
観
光
に
よ
る
経
済

効
果
も
伸
び
悩
む
中
で
、
2
0
2
0
年
初
め

に
ハ
ワ
イ
州
観
光
局
（H

aw
ai’i T

ou
rism

 

A
u
th
ority

）
は
「
ハ
ワ
イ
観
光
戦
略
プ
ラ
ン

2
0
2
0
‐
2
0
2
5
」）
を
発
表
し
た
。
同
プ

ラ
ン
が
以
前
の
プ
ラ
ン
と
大
き
く
異
な
る
点

は
2
点
あ
り
、
一
つ
め
は
州
法
に
よ
り
ハ
ワ

イ
州
観
光
局
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
と
し
て
規
定
さ

れ
て
い
る
「
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
」
か
ら
「
観
光

地
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」へ
と
重
点
を
移
し
、
マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
と
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
に
充
て
ら

れ
て
い
た
予
算
を
観
光
地
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
へ

と
リ
バ
ラ
ン
ス
を
実
施
し
た
点
で
あ
る
。
も

う
一
つ
は
Ｋ
Ｐ
Ｉ（
重
要
業
績
評
価
指
標
）
を

観
光
客
数
か
ら
観
光
客
／
住
民
の
満
足
度
、

消
費
額
へ
変
更
し
た
点
で
あ
る
。
し
か
し
、

同
プ
ラ
ン
発
表
の
わ
ず
か
数
か
月
で
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
世
界
的
に
ま
ん
延

し
、
ハ
ワ
イ
に
お
い
て
も
2
0
2
0
年
か
ら

2
0
2
1
年
に
か
け
て
二
度
の
ロ
ッ
ク
ダ
ウ

ン
を
含
め
観
光
客
の
来
島
が
大
幅
に
制
限
さ

れ
、
戦
略
プ
ラ
ン
が
実
行
に
移
さ
れ
る
こ
と

が
な
い
ま
ま
時
間
が
経
過
し
た
。

　
そ
の
後
、
米
国
本
土
か
ら
渡
航
す
る
ワ
ク

チ
ン
接
種
完
了
者
の
、
渡
航
前
の
事
前
検
査

や
到
着
後
の
自
主
隔
離
義
務
が
よ
う
や
く
撤

廃
さ
れ
る
タ
イ
ミ
ン
グ
に
先
駆
け
て
、

2
0
2
1
年
6
月
1
日
に「M

ālam
a 

H
aw

ai’i

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」（
以
下
、M

ālam
a 

H
aw

ai’i

と
す
る
）が
発
表
さ
れ
た
2
）。

M
ālam

a H
aw

ai’i

は
文
化
と
環
境
を
尊
重

す
る
マ
イ
ン
ド
フ
ル
な
旅
行
者
を
タ
ー
ゲ
ッ

ト
と
し
た
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

で
あ
り
、
業
界
パ
ー
ト
ナ
ー
や
地
元
組
織
と

連
携
し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
機
会
を
提
供
す
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に
対
し
て
は
一
定
の
効
果
が
あ
る
と
示
さ
れ

て
い
る
が
、
そ
れ
以
外
の
大
半
の
旅
行
者
に

対
し
て
ど
の
よ
う
に
機
能
す
る
か
個
人
的
に

疑
問
を
感
じ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

　
こ
の
質
問
に
対
し
て
、
両
氏
と
も
効
果
が

出
る
に
は
時
間
が
か
か
る
と
い
う
見
解
を
示

し
た
。
さ
ら
に
、M

ālam
a H

aw
ai’i

に

お
い
て
は
教
育
が
重
要
で
あ
り
、
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
に
お
い
て
必
ず
教
育
と
セ
ッ
ト
に
す

る
こ
と
が
ポ
イ
ン
ト
に
な
る
と
語
っ
た
。

　
実
際
、
ハ
ワ
イ
ア
ン
航
空
で
は
ハ
ワ
イ
の

天
然
資
源
や
文
化
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
守
る

た
め
の
責
任
あ
る
行
動
で
あ
る
「T

ravel 

pono

」
を
伝
え
る
動
画
を
制
作
し
、
機
内

ビ
デ
オ
で
放
映
し
て
い
る
 
。
同
様
の
取
り

組
み
は
ハ
レ
ク
ラ
ニ
な
ど
の
ホ
テ
ル
で
も
展

開
さ
れ
て
お
り
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
プ
ロ
グ
ラ

ム
に
参
加
し
な
い
旅
行
者
に
も
各
所
で
発
信

さ
れ
て
い
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
通
じ
て

M
ālam

a H
aw

ai’i

が
徐
々
に
浸
透
す
る

た
め
に
は
時
間
を
要
す
る
の
だ
と
感
じ
た
。

　
ハ
ワ
イ
州
観
光
局
は
コ
ロ
ナ
禍
前
に
観
光

客
の
急
増
に
よ
る
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
や

消
費
単
価
の
伸
び
悩
み
、
住
民
感
情
の
悪
化

に
対
し
て
議
会
や
メ
デ
ィ
ア
、
有
識
者
等
か

ら
批
判
を
受
け
、「
ハ
ワ
イ
観
光
戦
略
プ
ラ
ン

2
0
2
0
‐
2
0
2
5
」
で
は
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン

グ
か
ら
観
光
地
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
へ
の
方
針
転

換
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。

　
さ
ら
に
、
戦
略
プ
ラ
ン
の
実
現
の
た
め
に

は
、
従
来
か
ら
存
在
し
て
い
た
自
然
保
全
、

ハ
ワ
イ
文
化
継
承
、
多
様
な
旅
行
体
験
を
提

供
す
る
団
体
を
支
援
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
重

要
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
予
算
配
分
が

少
な
す
ぎ
る
と
の
批
判
を
受
け
、
2
0
2
0

年
は
大
幅
に
こ
れ
ら
の
予
算
を
拡
大
し
た
。

　
そ
う
し
た
状
況
下
で
観
光
の
本
格
再
開
に

向
け
て
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
展
開
す
る
に

は
、M

ālam
a H

aw
ai’i

の
コ
ン
セ
プ
ト

に
自
ず
と
方
向
性
が
絞
ら
れ
た
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。

　
そ
し
て
、
そ
の
コ
ン
セ
プ
ト
を
実
装
し
て

い
く
段
階
に
お
い
て
は
、
旅
行
者
に
対
し
ど

の
よ
う
に
伝
え
、
ど
の
よ
う
に
受
け
取
ら
れ

て
い
る
か
が
重
要
と
な
る
。
一
般
に
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
と
い
う
の
は
、
無
償
で
労
働

力
を
提
供
す
る
こ
と
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る

が
、M

ālam
a H

aw
ai’i

プ
ロ
グ
ラ
ム
の

サ
イ
ト
で
掲
載
さ
れ
て
い
る
各
種
活
動
を
見

る
と
、
そ
れ
自
体
が
ハ
ワ
イ
の
自
然
や
文
化

の
中
で
し
か
体
験
で
き
な
い
ア
ク
テ
ィ
ビ

テ
ィ
で
あ
り
、
負
荷
が
大
き
い
活
動
も
あ
る

も
の
の
、
あ
く
ま
で
楽
し
み
な
が
ら
気
軽
に

で
き
る
と
い
う
点
が
強
調
さ
れ
て
い
る
プ
ロ

グ
ラ
ム
が
多
い
。
さ
ら
に
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
に
参
加
す
る
こ
と
で
、
宿
泊
費
や
施
設

入
場
料
に
対
し
て
大
き
な
割
引
が
受
け
ら
れ

る
こ
と
か
ら
、
旅
行
者
に
と
っ
て
は
、
時
に

労
働
の
対
価
を
上
回
る
ほ
ど
の
大
き
な
経
済

的
メ
リ
ッ
ト
が
得
ら
れ
る
と
い
う
点
が
印
象

的
で
あ
る
。

　
加
え
て
、
今
回
の
視
察
中
に
実
際
に
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
を
行
っ
た
戦
艦
ミ
ズ
ー
リ
記
念
館

で
の
体
験
を
通
し
て
実
感
し
た
こ
と
は
、「
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参
加
す
る
人
＝
そ
の
地
域
や

特
定
の
テ
ー
マ
に
対
し
て
（
今
回
で
言
え
ば

戦
艦
ミ
ズ
ー
リ
の
歴
史
等
に
対
し
て
）、
強

く
関
心
を
持
っ
て
い
る
人
」
で
あ
る
と
想
定

さ
れ
る
た
め
、
通
常
の
客
と
し
て
訪
れ
る
場

合
よ
り
も
、
よ
り
手
厚
く
歓
迎
さ
れ
る
と
い

う
点
で
あ
る
。
そ
の
結
果
現
地
の
人
と
の
交

流
も
活
発
に
な
り
や
す
く
、
来
訪
者
に
と
っ

て
も
さ
ら
に
強
く
印
象
に
残
る
経
験
と
な
る

の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

　
実
際
に
は
、
旅
行
者
の
大
部
分
に
と
っ
て

は
、
ハ
ワ
イ
滞
在
中
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

を
行
う
こ
と
は
選
択
肢
と
し
て
ま
だ
一
般
的

で
は
な
い
と
い
う
課
題
が
残
る
が
、
そ
の

ギ
ャ
ッ
プ
を
埋
め
る
た
め
、
観
光
局
が
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で

集
約
し
、
大
手
ホ
テ
ル
等
を
取
り
込
む
こ
と

で
来
訪
者
の
経
済
的
メ
リ
ッ
ト
も
実
現
す
る

こ
と
は
、「M

ālam
a H

aw
ai’i

」
と
い
う

理
念
の
実
装
に
対
し
、
一
定
の
効
果
を
及
ぼ

し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
単
に
観
光
客
を
増
や
す
の
で
は
な
く
「
再

生
型
観
光
」
と
い
う
形
を
と
っ
たM

ālam
a 

H
aw

ai’i

が
ハ
ワ
イ
観
光
に
ど
の
よ
う
な
効

果
を
も
た
ら
す
の
か
、
今
後
し
ば
ら
く
注
視

し
て
い
き
た
い
。

ハワイにおける観光パラダイムシフト1
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ホ
テルモ
ラ
ト
リ
アム

―
公
共
政
策
に
よ
る
環
境
変
化への
介
入

泊
の
増
加
、
住
宅
不
足
・
住
宅
価
格
の
高
騰
、

水
不
足
等
、
多
岐
に
も
わ
た
る
問
題
現
象
が

以
前
に
も
増
し
て
発
生
。
既
存
の
イ
ン
フ
ラ

を
圧
迫
し
、
住
民
の
生
活
の
質
に
悪
影
響
を

及
ぼ
し
て
い
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
・
パ
ン
デ
ミ
ッ

ク
に
よ
り
観
光
業
は
壊
滅
的
な
影
響
を
受
け

た
が
、
2
0
2
1
年
夏
に
は
、
2
0
1
9
年
の

9
割
程
度
に
観
光
需
要
が
回
復
。
適
切
な
観

光
管
理
に
向
け
て
さ
ま
ざ
ま
な
対
策【
注
4
】

が
講
じ
ら
れ
る
中
で
、
そ
の
一
つ
と
し
て
マ
ウ

イ
島
で
導
入
さ
れ
た
の
が
ホ
テ
ル
モ
ラ
ト
リ

ア
ム
で
あ
る
。

●
導
入
の
経
緯
、
意
図

　マ
ウ
イ
島
で
の
、
ホ
テ
ル
や
一
時
的
な
バ

ケ
ー
シ
ョ
ン
レ
ン
タ
ル
（
T
V
R
）
等
の
宿
泊

施
設
の
一
時
開
発
停
止
（
以
下
、「
ホ
テ
ル
モ

ラ
ト
リ
ア
ム
」
と
略
す
）
条
例
は
、
マ
ウ
イ
郡

議
会
（
以
下
、
郡
議
会
）
か
ら
提
案
さ
れ
、

2
0
2
2
年
1
月
に
成
立
し
た
。

　2
0
1
9
年（
コ
ロ
ナ
禍
前
）の「
環
境
・
農

業
・
文
化
保
存
委
員
会
」で
は
モ
ラ
ト
リ
ア
ム

が
提
案
さ
れ
て
お
り
、
2
0
2
1
年
に
再
度
、

導
入
に
向
け
た
動
き
が
な
さ
れ
た【
注
5
】。

2
0
2
1
年
7
月
に
郡
議
会
は
、「
マ
ウ
イ

島
南
部
お
よ
び
西
部
に
お
け
る
観
光
客
用
宿

泊
施
設
の
建
築
許
可
を
一
時
停
止
す
る
法

案
」
を
可
決
し
た
が
、
マ
ウ
イ
郡
長
（
以
下
、

郡
長
）
が
拒
否
権
を
発
動
（
郡
議
会
は
そ
れ

を
無
効
化
で
き
ず
）。同
年
12
月
、郡
議
会
は
、

マ
ウ
イ
島
全
域
を
対
象
と
し
た
法
案
を
再
提

案
し
可
決
。
そ
の
後
の
郡
長
の
拒
否
権
を
無

効
に
し
て
、
翌
年
1
月
に
成
立
さ
せ
た
（
最

長
2
年
間
停
止
）【
注
6
】。
こ
の
一
時
停
止

は
、「
観
光
客
の
来
訪
を
阻
止
す
る
こ
と
が

目
的
で
は
な
く
、
む
し
ろ
新
規
建
設
の
許
可

を
停
止
」
す
る
こ
と
に
あ
り
、
こ
れ
に
よ
り

「
郡
は
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
抑
制
し
、

経
済
を
多
様
化
し
、
よ
り
手
頃
な
価
格
の
住

宅
を
提
供
す
る
計
画
を
立
て
る
時
間
を
得
ら

れ
る
」
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
【
注
7
】。

　な
お
、
郡
長
が
拒
否
権
を
発
動
（
一
度
目
、

2
0
2
1
年
7
月
）
し
た
の
は
、「
一
時
停
止

は
、
カ
フ
ル
イ
空
港
の
群
衆
を
緩
和
し
、
道

路
の
交
通
量
を
減
ら
し
、
違
法
な
一
時
的
な

民
泊
の
問
題
を
解
決
す
る
も
の
で
は
な
い
」

と
の
理
由
で
あ
っ
た【
注
8
】。ま
た
、郡
長
は
、

「
マ
ウ
イ
（
と
い
う
場
所
）
は
第
一
に
（
人
々
が

生
活
す
る
）
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
あ
り
、
第
二

に
休
暇
の
目
的
地
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
を

訪
問
者
に
思
い
出
し
て
も
ら
い
た
い
」（
括
弧

は
筆
者
加
筆
）【
注
9
】
と
発
言
し
て
い
た
こ

　コ
ロ
ナ
禍
前
、
観
光
業
界
に
留
ま
ら
ず
社

会
問
題
化
し
た
の
が
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム

（
観
光
過
剰
）
で
あ
る
。
観
光
客
の
急
増
に

よ
り
、
観
光
の
正
の
イ
ン
パ
ク
ト
だ
け
で
な

く
、負
の
イ
ン
パ
ク
ト
が
顕
在
化
し
て
い
た
。

住
民
の
生
活
の
質
や
観
光
客
の
体
験
の
質
の

低
下
が
問
題
と
な
っ
て
い
た
の
だ
。そ
し
て
、

新
型
コ
ロ
ナ
・
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
が
一
定
程
度

落
ち
着
き
、
観
光
需
要
が
回
復
傾
向
に
あ
る

今
、
国
内
外
の
一
部
の
地
域
で
は
オ
ー
バ
ー

ツ
ー
リ
ズ
ム
の
再
燃
が
報
じ
ら
れ
て
い
る
。

急
激
か
つ
キ
ャ
パ
シ
テ
ィ
を
超
え
た
過
度
な

利
用
お
よ
び
開
発
は
、
地
域
に
不
可
逆
的
な

影
響
を
及
ぼ
し
か
ね
な
い
。
恒
久
的
【
注

1
】
な
制
限
を
導
入
す
る
か
は
別
と
し
て
、

利
用
や
開
発
を
一
時
的
に
制
限
し
、
住
民
や

環
境
へ
の
負
担
を
軽
減
し
つ
つ
、
地
域
自
身

が
方
向
性
を
見
出
し
合
意
形
成
を
図
る
。
そ

う
し
た
時
間
の
確
保
が
必
要
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。
戦
略
的
に
予
防
的
ア
プ
ロ
ー
チ
を
採

り
つ
つ
も
、
加
速
し
押
し
寄
せ
る
変
化
に
対

し
て
は
戦
術
的
な
対
応
を
せ
ざ
る
を
得
な

い
。
万
能
薬
が
な
く
後
手
に
回
っ
て
し
ま
う

中
で
、
環
境
変
化
に
対
し
て
速
度
調
整
を
行

い
、
態
勢
を
立
て
直
す
。
そ
の
た
め
の
「
猶

予
期
間
（
モ
ラ
ト
リ
ア
ム
）」
確
保
の
手
法
を

こ
こ
で
は
検
討
し
て
み
た
い
。

　世
界
で
は
、
一
時
停
止
措
置
の
方
法
と
し

て
「
観
光
モ
ラ
ト
リ
ア
ム
」
を
導
入
し
て
い

る
地
域
が
幾
つ
か
確
認
さ
れ
る
。
我
が
国
の

観
光
分
野
で
は
聞
き
慣
れ
な
い
言
葉
で
あ
る

と
思
わ
れ
る
が
、
例
え
ば
、
森
林
伐
採
や
天

然
資
源
採
掘
等
に
お
い
て
は
、
資
源
管
理
や

や
環
境
へ
の
影
響
抑
制
等
の
観
点
か
ら
「
モ

ラ
ト
リ
ア
ム
」
が
導
入
さ
れ
て
い
る
。

　観
光
分
野
で
は
、
特
定
区
域
の
一
時
的
な

立
入
禁
止
や
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
催
行
一
時
停
止

等
の
事
例
も
あ
る
が【
注
2
】、
多
く
目
に
留

1
4

観
光
研
究
部 

主
任
研
究
員

後
藤
健
太
郎

2
．マ
ウ
イ
島
の
発
展
と

観
光
の
成
長

1
．一
時
的
制
限
の
導
入

―
観
光
モ
ラ
ト
リ
ア
ム

ま
る
の
は
宿
泊
施
設
の
一
時
開
発
停
止「
ホ
テ

ル
モ
ラ
ト
リ
ア
ム
」（hotel m

oratorium

）で

あ
る
。
例
え
ば
、
島
嶼
地
域
で
は
、
今
回
視

察
対
象
候
補
で
あ
っ
た
米
国
ハ
ワ
イ
・
マ
ウ

イ
島
の
ほ
か
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
・
バ
リ
島
や

ジ
ャ
ワ
島
の
ジ
ョ
グ
ジ
ャ
カ
ル
タ
、ス
ペ
イ
ン
・

カ
ナ
リ
ア
諸
島
や
バ
レ
ア
レ
ス
諸
島
等
で
確

認
さ
れ
る
。

　そ
の
目
的
は
、観
光
政
策
の
観
点
か
ら
は
、

過
剰
供
給
や
需
要
減
少
に
よ
る
観
光
産
業
の

収
益
性
の
低
下
お
よ
び
競
争
激
化
の
回
避
、

魅
力
の
源
泉
と
な
る
環
境
や
資
源
等
へ
の
負

の
影
響
抑
制
、
地
域
外
資
本
に
よ
る
開
発
の

制
御
誘
導
等
。
公
共
政
策
の
観
点
か
ら
は
、

地
域
住
民
の
住
宅
確
保
、
地
域
経
済
の
多
様

化
、交
通
渋
滞
の
解
消
等
が
挙
げ
ら
れ
よ
う
。

　我
が
国
に
お
い
て
は
、
2
0
0
0
年
代
後

半
に
そ
の
取
り
組
み
が
紹
介
さ
れ
た
が
（
参

考
文
献
1
、
2
）、
観
光
研
究
の
蓄
積
は
十

分
と
は
言
い
難
い
【
注
3
】。
以
降
で
は
、

コ
ロ
ナ
禍
前
に
検
討
が
な
さ
れ
、
2
0
2
2

年
に
ホ
テ
ル
モ
ラ
ト
リ
ア
ム
が
導
入
さ
れ
た

マ
ウ
イ
島
の
事
例
を
紹
介
す
る
。
な
お
、
今

回
の
視
察
で
は
、
2
0
2
3
年
8
月
に
発
生

し
た
山
火
事
を
受
け
現
地
調
査
を
取
り
や
め

た
た
め
、
文
献
資
料
等
を
通
じ
た
紹
介
と
な

る
こ
と
を
あ
ら
か
じ
め
お
断
り
し
て
お
く
。

　マ
ウ
イ
島
は
、
ハ
ワ
イ
諸
島
主
要
4
島
の

う
ち
の
一
つ
で
あ
り
、
人
口
は
約
15
万
人
、

面
積
は
1
8
8
4
㎢
、
ハ
ワ
イ
州
5
郡
の
う

ち
の
一
つ
、
マ
ウ
イ
郡
に
属
す
る
。
島
外
へ

の
人
口
流
出
抑
制
を
目
的
に
、
1
9
6
0
年

代
以
降
に
観
光
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
に
基
づ
き

島
内
複
数
の
地
区
が
開
発
さ
れ
た
。
当
初
か

ら
高
支
出
額
旅
行
者
を
対
象
と
し
て
い
た
こ

と
に
特
徴
が
あ
る
。
ま
た
、
1
9
6
0
年
代

後
半
以
降
、
観
光
の
重
要
性
を
認
識
し
た
上

で
、
観
光
を
合
理
的
な
範
囲
に
留
め
、
経
済

的
ニ
ー
ズ
と
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
と
の
バ
ラ
ン

ス
を
確
立
す
る
こ
と
、
経
済
の
多
様
化
を
図

る
こ
と
を
重
視
、
模
索
し
て
き
た
。
し
か
し
、

2
0
0
6
年
策
定
の
『
マ
ウ
イ
郡
観
光
戦
略

計
画
2
0
0
6‐2
0
1
5
』
で
も
記
載
さ
れ

て
い
る
よ
う
に
、
マ
ウ
イ
郡
は
他
郡
と
比
べ

て
観
光
依
存
度
が
高
い
状
況
に
あ
る
。

　マ
ウ
イ
島
の
訪
問
者
数
は
、
1
9
9
0
年

に
は
約
2
0
0
万
人
で
あ
っ
た
が
、
2
0
1
9

年
に
は
初
め
て
3
0
0
万
人
を
超
え
た
。
現

地
で
は
、
居
住
人
口
、
訪
問
者
数
と
も
に
増

加
傾
向
に
あ
る
中
で
、
交
通
渋
滞
、
駐
車
場

不
足
、
違
法
駐
車
、
私
有
地
へ
の
侵
入
、
無
許

可
の
商
業
活
動
、
空
港
混
雑
、
一
時
的
な
民

と
も
確
認
さ
れ
る
（
2
0
2
1
年
6
月
）。

●
導
入
の
根
拠
、
調
査
の
実
施

　ホ
テ
ル
モ
ラ
ト
リ
ア
ム
導
入
の
根
拠
と
し

て
は
、『
マ
ウ
イ
島
計
画
』（M

au
i Islan

d
 

P
lan

）の
目
的
、行
動
等
が
挙
げ
ら
れ
る【
図

1
】。
同
計
画
で
は
、
1
日
あ
た
り
の
「
訪

問
者
数
が
住
民
の
約
33
パ
ー
セ
ン
ト
を
超
え

な
い
よ
う
に
努
め
る
こ
と
に
よ
り
、
望
ま
し

い
人
口
を
促
進
す
る
」【
図
2
】【
注
10
】
と

さ
れ
て
お
り
、「
い
つ
で
も
島
の
住
民
と
訪

問
者
の
数
の
関
係
は
、
重
要
な
公
共
政
策
の

論
点
と
し
て
無
視
で
き
な
い
」
と
も
述
べ
ら

れ
て
い
る
。
た
だ
実
態
と
し
て
は
、
コ
ロ
ナ

禍
前
に
、
既
に
そ
の
基
準
を
超
え
た
状
態
が

続
い
て
い
た
【
表
1
】。

　な
お
、
ホ
テ
ル
モ
ラ
ト
リ
ア
ム
導
入
へ
の

動
き
と
並
行
し
て
、
2
0
2
1
年
7
月
に
郡

議
会
の
予
算
・
財
政
・
経
済
開
発
委
員
会

（
B
F
E
D
）に「
観
光
管
理
・
経
済
開
発
臨
時

調
査
グ
ル
ー
プ
」（
T
I
G
）が
設
立
さ
れ
た
。

構
成
員
は
4
名
、
会
合
は
計
8
回
開
催
さ
れ
、

2
0
2
2
年
2
月
に
最
終
レ
ポ
ー
ト
が
公
表

さ
れ
た
。
詳
細
は
別
の
機
会
に
譲
る
が
、
同

調
査
お
よ
び
関
係
箇
所
と
の
協
議
等
を
経
て
、

2
0
2
2
年
10
月
の
郡
議
会
に
お
い
て
、「
一

時
滞
在
に
関
す
る
包
括
的
区
域
条
例
」の
改

正
案
が
可
決
さ
れ
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
同
年

1
月
に
導
入
さ
れ
た
ホ
テ
ル
の
開
発
一
時
停

止（
モ
ラ
ト
リ
ア
ム
）は
終
了
の
方
向
と
な
る

が
、
キ
ャ
ン
ピ
ン
グ
カ
ー
の
宿
泊
利
用
禁
止

や
一
時
的
な
バ
ケ
ー
シ
ョ
ン
レ
ン
タ
ル
の
上
限

は
継
続
さ
れ
る
方
向
に
至
っ
た
。

　マ
ウ
イ
島
で
の
ホ
テ
ル
モ
ラ
ト
リ
ア
ム
の

発
動
と
終
了
を
ど
う
見
る
か
は
見
解
が
分
か

れ
る
で
あ
ろ
う
。
さ
ま
ざ
ま
な
立
場
か
ら
そ

の
プ
ロ
セ
ス
も
含
め
て
検
証
が
必
要
と
な

る
。
住
民
生
活
へ
の
悪
影
響
は
軽
減
さ
れ
た

の
か
。
観
光
事
業
や
地
域
経
済
に
ど
の
よ
う

な
影
響
が
あ
っ
た
の
か
。
発
動
の
タ
イ
ミ
ン

グ
や
根
拠
は
適
切
だ
っ
た
か
等
。
ま
た
、
ホ

テ
ル
モ
ラ
ト
リ
ア
ム
は
事
態
改
善
の
た
め
の

一
手
に
す
ぎ
な
い
の
で
、
包
括
的
な
成
長
管

理
を
意
識
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。加
え
て
、

マ
ウ
イ
島
が
掲
げ
る
地
域
経
済
の
多
様
化
の

実
現
は
非
常
に
難
し
い
、
と
い
う
の
が
現
実

で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
ま
と
め
に
代
え
て
、

マ
ウ
イ
島
の
ホ
テ
ル
モ
ラ
ト
リ
ア
ム
に
関
す

る
関
連
情
報
等
を
お
伝
え
し
て
お
く
。

　実
は
、
マ
ウ
イ
島
で
は
、
1
9
9
1
年
に

も
ホ
テ
ル
開
発
の
一
時
的
な
制
限
が
行
わ
れ

た
【
注
11
】。
し
か
し
、
そ
の
後
、
米
国
本

土
西
海
岸
や
日
本
が
経
済
不
況
に
陥
っ
た
こ

ハワイにおける観光パラダイムシフト1

と
を
受
け
て
、
米
国
本
土
東
海
岸
等
か
ら
の

誘
客
な
ど
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
多
様
化
に
取
り
組

ん
だ
。
規
制
策
の
前
提
と
な
る
状
況
の
変
化

が
起
こ
り
得
る
こ
と
も
想
定
し
て
お
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
ま
た
、
よ
り
俯
瞰

的
に
見
れ
ば
、
新
型
コ
ロ
ナ
禍
の
制
限
と
そ

の
段
階
的
解
除
（
再
開
）
も
、
一
時
的
制
限

の
一
つ
で
あ
り
、オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
期
、

コ
ロ
ナ
禍
と
い
う
区
分
を
超
え
て
、
観
光
の

管
理
手
法
と
し
て
、
実
践
例
を
も
と
に
そ
の

高
度
化
を
図
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の

時
重
要
と
な
る
の
は
、
地
域
に
お
け
る
観
光

に
取
り
組
む
意
義
、
意
味
の
共
有
・
再
確
認

で
あ
り
、
バ
ラ
ン
ス
と
い
う
点
か
ら
も
総
合

計
画
、
地
域
計
画
の
中
で
観
光
の
扱
い
を
明

確
に
し
て
お
く
こ
と
が
重
要
だ
と
筆
者
は
考

え
る
。【
注
12
】。

　マ
ウ
イ
島
で
発
生
し
た
山
火
事
に
よ
り
亡
く
な

ら
れ
た
方
々
に
謹
ん
で
お
悔
や
み
を
申
し
上
げ
ま

す
と
と
も
に
、
被
災
さ
れ
た
方
々
に
心
よ
り
お
見

舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。
そ
し
て
、
マ
ウ
イ
島
の
一

日
も
早
い
復
興
と
と
も
に
観
光
の
復
興
を
心
よ
り

お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。
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図 1 人口と訪問者、宿泊施設に関する計画等での記載

表 1 マウイ島の居住人口と1日あたりの訪問者数の実態

泊
の
増
加
、
住
宅
不
足
・
住
宅
価
格
の
高
騰
、

水
不
足
等
、
多
岐
に
も
わ
た
る
問
題
現
象
が

以
前
に
も
増
し
て
発
生
。
既
存
の
イ
ン
フ
ラ

を
圧
迫
し
、
住
民
の
生
活
の
質
に
悪
影
響
を

及
ぼ
し
て
い
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
・
パ
ン
デ
ミ
ッ

ク
に
よ
り
観
光
業
は
壊
滅
的
な
影
響
を
受
け

た
が
、
2
0
2
1
年
夏
に
は
、
2
0
1
9
年
の

9
割
程
度
に
観
光
需
要
が
回
復
。
適
切
な
観

光
管
理
に
向
け
て
さ
ま
ざ
ま
な
対
策【
注
4
】

が
講
じ
ら
れ
る
中
で
、
そ
の
一
つ
と
し
て
マ
ウ

イ
島
で
導
入
さ
れ
た
の
が
ホ
テ
ル
モ
ラ
ト
リ

ア
ム
で
あ
る
。

●
導
入
の
経
緯
、
意
図

　マ
ウ
イ
島
で
の
、
ホ
テ
ル
や
一
時
的
な
バ

ケ
ー
シ
ョ
ン
レ
ン
タ
ル
（
T
V
R
）
等
の
宿
泊

施
設
の
一
時
開
発
停
止
（
以
下
、「
ホ
テ
ル
モ

ラ
ト
リ
ア
ム
」
と
略
す
）
条
例
は
、
マ
ウ
イ
郡

議
会
（
以
下
、
郡
議
会
）
か
ら
提
案
さ
れ
、

2
0
2
2
年
1
月
に
成
立
し
た
。

　2
0
1
9
年（
コ
ロ
ナ
禍
前
）の「
環
境
・
農

業
・
文
化
保
存
委
員
会
」で
は
モ
ラ
ト
リ
ア
ム

が
提
案
さ
れ
て
お
り
、
2
0
2
1
年
に
再
度
、

導
入
に
向
け
た
動
き
が
な
さ
れ
た【
注
5
】。

2
0
2
1
年
7
月
に
郡
議
会
は
、「
マ
ウ
イ

島
南
部
お
よ
び
西
部
に
お
け
る
観
光
客
用
宿

泊
施
設
の
建
築
許
可
を
一
時
停
止
す
る
法

案
」
を
可
決
し
た
が
、
マ
ウ
イ
郡
長
（
以
下
、

郡
長
）
が
拒
否
権
を
発
動
（
郡
議
会
は
そ
れ

を
無
効
化
で
き
ず
）。同
年
12
月
、郡
議
会
は
、

マ
ウ
イ
島
全
域
を
対
象
と
し
た
法
案
を
再
提

案
し
可
決
。
そ
の
後
の
郡
長
の
拒
否
権
を
無

効
に
し
て
、
翌
年
1
月
に
成
立
さ
せ
た
（
最

長
2
年
間
停
止
）【
注
6
】。
こ
の
一
時
停
止

は
、「
観
光
客
の
来
訪
を
阻
止
す
る
こ
と
が

目
的
で
は
な
く
、
む
し
ろ
新
規
建
設
の
許
可

を
停
止
」
す
る
こ
と
に
あ
り
、
こ
れ
に
よ
り

「
郡
は
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
抑
制
し
、

経
済
を
多
様
化
し
、
よ
り
手
頃
な
価
格
の
住

宅
を
提
供
す
る
計
画
を
立
て
る
時
間
を
得
ら

れ
る
」
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
【
注
7
】。

　な
お
、
郡
長
が
拒
否
権
を
発
動
（
一
度
目
、

2
0
2
1
年
7
月
）
し
た
の
は
、「
一
時
停
止

は
、
カ
フ
ル
イ
空
港
の
群
衆
を
緩
和
し
、
道

路
の
交
通
量
を
減
ら
し
、
違
法
な
一
時
的
な

民
泊
の
問
題
を
解
決
す
る
も
の
で
は
な
い
」

と
の
理
由
で
あ
っ
た【
注
8
】。ま
た
、郡
長
は
、

「
マ
ウ
イ
（
と
い
う
場
所
）
は
第
一
に
（
人
々
が

生
活
す
る
）
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
あ
り
、
第
二

に
休
暇
の
目
的
地
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
を

訪
問
者
に
思
い
出
し
て
も
ら
い
た
い
」（
括
弧

は
筆
者
加
筆
）【
注
9
】
と
発
言
し
て
い
た
こ

　コ
ロ
ナ
禍
前
、
観
光
業
界
に
留
ま
ら
ず
社

会
問
題
化
し
た
の
が
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム

（
観
光
過
剰
）
で
あ
る
。
観
光
客
の
急
増
に

よ
り
、
観
光
の
正
の
イ
ン
パ
ク
ト
だ
け
で
な

く
、負
の
イ
ン
パ
ク
ト
が
顕
在
化
し
て
い
た
。

住
民
の
生
活
の
質
や
観
光
客
の
体
験
の
質
の

低
下
が
問
題
と
な
っ
て
い
た
の
だ
。そ
し
て
、

新
型
コ
ロ
ナ
・
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
が
一
定
程
度

落
ち
着
き
、
観
光
需
要
が
回
復
傾
向
に
あ
る

今
、
国
内
外
の
一
部
の
地
域
で
は
オ
ー
バ
ー

ツ
ー
リ
ズ
ム
の
再
燃
が
報
じ
ら
れ
て
い
る
。

急
激
か
つ
キ
ャ
パ
シ
テ
ィ
を
超
え
た
過
度
な

利
用
お
よ
び
開
発
は
、
地
域
に
不
可
逆
的
な

影
響
を
及
ぼ
し
か
ね
な
い
。
恒
久
的
【
注

1
】
な
制
限
を
導
入
す
る
か
は
別
と
し
て
、

利
用
や
開
発
を
一
時
的
に
制
限
し
、
住
民
や

環
境
へ
の
負
担
を
軽
減
し
つ
つ
、
地
域
自
身

が
方
向
性
を
見
出
し
合
意
形
成
を
図
る
。
そ

う
し
た
時
間
の
確
保
が
必
要
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。
戦
略
的
に
予
防
的
ア
プ
ロ
ー
チ
を
採

り
つ
つ
も
、
加
速
し
押
し
寄
せ
る
変
化
に
対

し
て
は
戦
術
的
な
対
応
を
せ
ざ
る
を
得
な

い
。
万
能
薬
が
な
く
後
手
に
回
っ
て
し
ま
う

中
で
、
環
境
変
化
に
対
し
て
速
度
調
整
を
行

い
、
態
勢
を
立
て
直
す
。
そ
の
た
め
の
「
猶

予
期
間
（
モ
ラ
ト
リ
ア
ム
）」
確
保
の
手
法
を

こ
こ
で
は
検
討
し
て
み
た
い
。

　世
界
で
は
、
一
時
停
止
措
置
の
方
法
と
し

て
「
観
光
モ
ラ
ト
リ
ア
ム
」
を
導
入
し
て
い

る
地
域
が
幾
つ
か
確
認
さ
れ
る
。
我
が
国
の

観
光
分
野
で
は
聞
き
慣
れ
な
い
言
葉
で
あ
る

と
思
わ
れ
る
が
、
例
え
ば
、
森
林
伐
採
や
天

然
資
源
採
掘
等
に
お
い
て
は
、
資
源
管
理
や

や
環
境
へ
の
影
響
抑
制
等
の
観
点
か
ら
「
モ

ラ
ト
リ
ア
ム
」
が
導
入
さ
れ
て
い
る
。

　観
光
分
野
で
は
、
特
定
区
域
の
一
時
的
な

立
入
禁
止
や
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
催
行
一
時
停
止

等
の
事
例
も
あ
る
が【
注
2
】、
多
く
目
に
留

3
．ホ
テ
ル
モ
ラ
ト
リ
ア
ム

―
居
住
人
口
と

訪
問
者
数
の
関
係

4
．包
括
的
な
成
長
管
理
、

環
境
変
化
へ
の
対
応

ま
る
の
は
宿
泊
施
設
の
一
時
開
発
停
止「
ホ
テ

ル
モ
ラ
ト
リ
ア
ム
」（hotel m

oratorium

）で

あ
る
。
例
え
ば
、
島
嶼
地
域
で
は
、
今
回
視

察
対
象
候
補
で
あ
っ
た
米
国
ハ
ワ
イ
・
マ
ウ

イ
島
の
ほ
か
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
・
バ
リ
島
や

ジ
ャ
ワ
島
の
ジ
ョ
グ
ジ
ャ
カ
ル
タ
、ス
ペ
イ
ン
・

カ
ナ
リ
ア
諸
島
や
バ
レ
ア
レ
ス
諸
島
等
で
確

認
さ
れ
る
。

　そ
の
目
的
は
、観
光
政
策
の
観
点
か
ら
は
、

過
剰
供
給
や
需
要
減
少
に
よ
る
観
光
産
業
の

収
益
性
の
低
下
お
よ
び
競
争
激
化
の
回
避
、

魅
力
の
源
泉
と
な
る
環
境
や
資
源
等
へ
の
負

の
影
響
抑
制
、
地
域
外
資
本
に
よ
る
開
発
の

制
御
誘
導
等
。
公
共
政
策
の
観
点
か
ら
は
、

地
域
住
民
の
住
宅
確
保
、
地
域
経
済
の
多
様

化
、交
通
渋
滞
の
解
消
等
が
挙
げ
ら
れ
よ
う
。

　我
が
国
に
お
い
て
は
、
2
0
0
0
年
代
後

半
に
そ
の
取
り
組
み
が
紹
介
さ
れ
た
が
（
参

考
文
献
1
、
2
）、
観
光
研
究
の
蓄
積
は
十

分
と
は
言
い
難
い
【
注
3
】。
以
降
で
は
、

コ
ロ
ナ
禍
前
に
検
討
が
な
さ
れ
、
2
0
2
2

年
に
ホ
テ
ル
モ
ラ
ト
リ
ア
ム
が
導
入
さ
れ
た

マ
ウ
イ
島
の
事
例
を
紹
介
す
る
。
な
お
、
今

回
の
視
察
で
は
、
2
0
2
3
年
8
月
に
発
生

し
た
山
火
事
を
受
け
現
地
調
査
を
取
り
や
め

た
た
め
、
文
献
資
料
等
を
通
じ
た
紹
介
と
な

る
こ
と
を
あ
ら
か
じ
め
お
断
り
し
て
お
く
。

　マ
ウ
イ
島
は
、
ハ
ワ
イ
諸
島
主
要
4
島
の

う
ち
の
一
つ
で
あ
り
、
人
口
は
約
15
万
人
、

面
積
は
1
8
8
4
㎢
、
ハ
ワ
イ
州
5
郡
の
う

ち
の
一
つ
、
マ
ウ
イ
郡
に
属
す
る
。
島
外
へ

の
人
口
流
出
抑
制
を
目
的
に
、
1
9
6
0
年

代
以
降
に
観
光
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
に
基
づ
き

島
内
複
数
の
地
区
が
開
発
さ
れ
た
。
当
初
か

ら
高
支
出
額
旅
行
者
を
対
象
と
し
て
い
た
こ

と
に
特
徴
が
あ
る
。
ま
た
、
1
9
6
0
年
代

後
半
以
降
、
観
光
の
重
要
性
を
認
識
し
た
上

で
、
観
光
を
合
理
的
な
範
囲
に
留
め
、
経
済

的
ニ
ー
ズ
と
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
と
の
バ
ラ
ン

ス
を
確
立
す
る
こ
と
、
経
済
の
多
様
化
を
図

る
こ
と
を
重
視
、
模
索
し
て
き
た
。
し
か
し
、

2
0
0
6
年
策
定
の
『
マ
ウ
イ
郡
観
光
戦
略

計
画
2
0
0
6‐2
0
1
5
』
で
も
記
載
さ
れ

て
い
る
よ
う
に
、
マ
ウ
イ
郡
は
他
郡
と
比
べ

て
観
光
依
存
度
が
高
い
状
況
に
あ
る
。

　マ
ウ
イ
島
の
訪
問
者
数
は
、
1
9
9
0
年

に
は
約
2
0
0
万
人
で
あ
っ
た
が
、
2
0
1
9

年
に
は
初
め
て
3
0
0
万
人
を
超
え
た
。
現

地
で
は
、
居
住
人
口
、
訪
問
者
数
と
も
に
増

加
傾
向
に
あ
る
中
で
、
交
通
渋
滞
、
駐
車
場

不
足
、
違
法
駐
車
、
私
有
地
へ
の
侵
入
、
無
許

可
の
商
業
活
動
、
空
港
混
雑
、
一
時
的
な
民

出典：マウイ郡の各計画（公式ホームページで公開）および参考文献８）付属資料を参考に作成

出典：参考文献８）付属資料「MAUI ISLAND VISITORS 2008-2018 from the Hawai’i Tourism Authorlty」より作成

（西マウイコミュニティ計画（2021年12月）、南マウイ コミュニティ計画（更新進行中））※詳細は割愛

出典：『マウイ島計画』（2012）の「第1章 人口 図1-4『訪問者と居住者の比率』」（p.1-6）をもとに作成
注：人口は米国国勢調査。2030年までの人口は、マウイ郡計画局による「社会経済予測 マウイ郡総合計画2030の経済予測」（2006，2012改訂）による。訪問者数は毎年約1％増加で設定されている。

ハワイ州憲法

『マウイ郡総合計画2030』（2010年３月）

『マウイ島計画』（2012年12月）

コミュニティ計画

州の人口増加の管理（第９条第６項）
「州およびその下級行政区画は、一般法の規定に従い、公衆の健康と福祉を保護し
維持するために人口増加の計画と管理を行うことができる。
ただし、各下級行政区画は、一般法の規定により、州より制限の強い人口の増加の
計画と管理を行うことができる。」

J.持続可能な土地利用と成長管理の促進
目的…
方針…

行動…

第４章　経済発展－観光
目的 4.2.2
方針 4.2.2.a

行動 4.2.2-3
　　　　　
目的 4.2.3
方針 4.2.3.a

将来の訪問者数の拡大を総合的に管理する。
観光が受け入れ地域の文化、自然環境、住民のライフスタイルに及
ぼす影響を軽減する。
（2） 許可できる訪問者の宿泊施設の数と種類に上限を設ける。
（3） 許可される訪問者の宿泊施設の数と種類を管理する。
観光産業からの住民の利益を最大化する。
島全体の訪問者数が住民の約33パーセントを超えないよう努める
ことにより、望ましい島の人口を促進する。

と
も
確
認
さ
れ
る
（
2
0
2
1
年
6
月
）。

●
導
入
の
根
拠
、
調
査
の
実
施

　ホ
テ
ル
モ
ラ
ト
リ
ア
ム
導
入
の
根
拠
と
し

て
は
、『
マ
ウ
イ
島
計
画
』（M

au
i Islan

d
 

P
lan

）の
目
的
、行
動
等
が
挙
げ
ら
れ
る【
図

1
】。
同
計
画
で
は
、
1
日
あ
た
り
の
「
訪

問
者
数
が
住
民
の
約
33
パ
ー
セ
ン
ト
を
超
え

な
い
よ
う
に
努
め
る
こ
と
に
よ
り
、
望
ま
し

い
人
口
を
促
進
す
る
」【
図
2
】【
注
10
】
と

さ
れ
て
お
り
、「
い
つ
で
も
島
の
住
民
と
訪

問
者
の
数
の
関
係
は
、
重
要
な
公
共
政
策
の

論
点
と
し
て
無
視
で
き
な
い
」
と
も
述
べ
ら

れ
て
い
る
。
た
だ
実
態
と
し
て
は
、
コ
ロ
ナ

禍
前
に
、
既
に
そ
の
基
準
を
超
え
た
状
態
が

続
い
て
い
た
【
表
1
】。

　な
お
、
ホ
テ
ル
モ
ラ
ト
リ
ア
ム
導
入
へ
の

動
き
と
並
行
し
て
、
2
0
2
1
年
7
月
に
郡

議
会
の
予
算
・
財
政
・
経
済
開
発
委
員
会

（
B
F
E
D
）に「
観
光
管
理
・
経
済
開
発
臨
時

調
査
グ
ル
ー
プ
」（
T
I
G
）が
設
立
さ
れ
た
。

構
成
員
は
4
名
、
会
合
は
計
8
回
開
催
さ
れ
、

2
0
2
2
年
2
月
に
最
終
レ
ポ
ー
ト
が
公
表

さ
れ
た
。
詳
細
は
別
の
機
会
に
譲
る
が
、
同

調
査
お
よ
び
関
係
箇
所
と
の
協
議
等
を
経
て
、

2
0
2
2
年
10
月
の
郡
議
会
に
お
い
て
、「
一

時
滞
在
に
関
す
る
包
括
的
区
域
条
例
」の
改

正
案
が
可
決
さ
れ
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
同
年

1
月
に
導
入
さ
れ
た
ホ
テ
ル
の
開
発
一
時
停

止（
モ
ラ
ト
リ
ア
ム
）は
終
了
の
方
向
と
な
る

が
、
キ
ャ
ン
ピ
ン
グ
カ
ー
の
宿
泊
利
用
禁
止

や
一
時
的
な
バ
ケ
ー
シ
ョ
ン
レ
ン
タ
ル
の
上
限

は
継
続
さ
れ
る
方
向
に
至
っ
た
。

　マ
ウ
イ
島
で
の
ホ
テ
ル
モ
ラ
ト
リ
ア
ム
の

発
動
と
終
了
を
ど
う
見
る
か
は
見
解
が
分
か

れ
る
で
あ
ろ
う
。
さ
ま
ざ
ま
な
立
場
か
ら
そ

の
プ
ロ
セ
ス
も
含
め
て
検
証
が
必
要
と
な

る
。
住
民
生
活
へ
の
悪
影
響
は
軽
減
さ
れ
た

の
か
。
観
光
事
業
や
地
域
経
済
に
ど
の
よ
う

な
影
響
が
あ
っ
た
の
か
。
発
動
の
タ
イ
ミ
ン

グ
や
根
拠
は
適
切
だ
っ
た
か
等
。
ま
た
、
ホ

テ
ル
モ
ラ
ト
リ
ア
ム
は
事
態
改
善
の
た
め
の

一
手
に
す
ぎ
な
い
の
で
、
包
括
的
な
成
長
管

理
を
意
識
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。加
え
て
、

マ
ウ
イ
島
が
掲
げ
る
地
域
経
済
の
多
様
化
の

実
現
は
非
常
に
難
し
い
、
と
い
う
の
が
現
実

で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
ま
と
め
に
代
え
て
、

マ
ウ
イ
島
の
ホ
テ
ル
モ
ラ
ト
リ
ア
ム
に
関
す

る
関
連
情
報
等
を
お
伝
え
し
て
お
く
。

　実
は
、
マ
ウ
イ
島
で
は
、
1
9
9
1
年
に

も
ホ
テ
ル
開
発
の
一
時
的
な
制
限
が
行
わ
れ

た
【
注
11
】。
し
か
し
、
そ
の
後
、
米
国
本

土
西
海
岸
や
日
本
が
経
済
不
況
に
陥
っ
た
こ

1.土地利用マネジメントを改善し、成長戦略を実施する。
c.コミュニティ計画区域内の訪問者用宿泊施設やユニットの数を制限する。
d.居住者、パートタイム居住者、観光客の持続可能なバランスを維持する。
d.各島の持続可能な社会的、環境的、経済的キャリング・キャパシティを決定
するための研究を行う。

居住人口（人）

1日あたり訪問者数（人）

比率（％）

140,900

43,300

30.7

2008

142,900

41,500

29.0

2009

144,500

45,900

31.8

2010

146,300

47,800

32.7

2011

148,300

50,600

34.1

2012

150,300

52,800

35.1

2013

152,400

54,200

35.6

2014

153,300

56,800

37.1

2015

154,800

58,800

38.0

2016

155,600

60,400

38.8

2017

156,300

64,500

41.3

2018

ハワイにおける観光パラダイムシフト1

0

10.0

20.0

30.0

40.0

（％）（人）

38,691

4,006

62,823

32,728

91,361

38,333

117,644

38,485

144,444

43,100

169,540

46,333

194,630

22.3

35.8

32.6

26.6 25.4

23.8

と
を
受
け
て
、
米
国
本
土
東
海
岸
等
か
ら
の

誘
客
な
ど
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
多
様
化
に
取
り
組

ん
だ
。
規
制
策
の
前
提
と
な
る
状
況
の
変
化

が
起
こ
り
得
る
こ
と
も
想
定
し
て
お
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
ま
た
、
よ
り
俯
瞰

的
に
見
れ
ば
、
新
型
コ
ロ
ナ
禍
の
制
限
と
そ

の
段
階
的
解
除
（
再
開
）
も
、
一
時
的
制
限

の
一
つ
で
あ
り
、オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
期
、

コ
ロ
ナ
禍
と
い
う
区
分
を
超
え
て
、
観
光
の

管
理
手
法
と
し
て
、
実
践
例
を
も
と
に
そ
の

高
度
化
を
図
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の

時
重
要
と
な
る
の
は
、
地
域
に
お
け
る
観
光

に
取
り
組
む
意
義
、
意
味
の
共
有
・
再
確
認

で
あ
り
、
バ
ラ
ン
ス
と
い
う
点
か
ら
も
総
合

計
画
、
地
域
計
画
の
中
で
観
光
の
扱
い
を
明

確
に
し
て
お
く
こ
と
が
重
要
だ
と
筆
者
は
考

え
る
。【
注
12
】。

　マ
ウ
イ
島
で
発
生
し
た
山
火
事
に
よ
り
亡
く
な

ら
れ
た
方
々
に
謹
ん
で
お
悔
や
み
を
申
し
上
げ
ま

す
と
と
も
に
、
被
災
さ
れ
た
方
々
に
心
よ
り
お
見

舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。
そ
し
て
、
マ
ウ
イ
島
の
一

日
も
早
い
復
興
と
と
も
に
観
光
の
復
興
を
心
よ
り

お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

……

……

…

…

…

マウイ島総合計画

マウイ郡総合計画
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図 2 マウイ島の居住人口と1日あたりの訪問者数の実態と予測 a.居住人口（人） b.訪問者数（人） 比率（=b/a）
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図 1 人口と訪問者、宿泊施設に関する計画等での記載

表 1 マウイ島の居住人口と1日あたりの訪問者数の実態

泊
の
増
加
、
住
宅
不
足
・
住
宅
価
格
の
高
騰
、

水
不
足
等
、
多
岐
に
も
わ
た
る
問
題
現
象
が

以
前
に
も
増
し
て
発
生
。
既
存
の
イ
ン
フ
ラ

を
圧
迫
し
、
住
民
の
生
活
の
質
に
悪
影
響
を

及
ぼ
し
て
い
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
・
パ
ン
デ
ミ
ッ

ク
に
よ
り
観
光
業
は
壊
滅
的
な
影
響
を
受
け

た
が
、
2
0
2
1
年
夏
に
は
、
2
0
1
9
年
の

9
割
程
度
に
観
光
需
要
が
回
復
。
適
切
な
観

光
管
理
に
向
け
て
さ
ま
ざ
ま
な
対
策【
注
4
】

が
講
じ
ら
れ
る
中
で
、
そ
の
一
つ
と
し
て
マ
ウ

イ
島
で
導
入
さ
れ
た
の
が
ホ
テ
ル
モ
ラ
ト
リ

ア
ム
で
あ
る
。

●
導
入
の
経
緯
、
意
図

　マ
ウ
イ
島
で
の
、
ホ
テ
ル
や
一
時
的
な
バ

ケ
ー
シ
ョ
ン
レ
ン
タ
ル
（
T
V
R
）
等
の
宿
泊

施
設
の
一
時
開
発
停
止
（
以
下
、「
ホ
テ
ル
モ

ラ
ト
リ
ア
ム
」
と
略
す
）
条
例
は
、
マ
ウ
イ
郡

議
会
（
以
下
、
郡
議
会
）
か
ら
提
案
さ
れ
、

2
0
2
2
年
1
月
に
成
立
し
た
。

　2
0
1
9
年（
コ
ロ
ナ
禍
前
）の「
環
境
・
農

業
・
文
化
保
存
委
員
会
」で
は
モ
ラ
ト
リ
ア
ム

が
提
案
さ
れ
て
お
り
、
2
0
2
1
年
に
再
度
、

導
入
に
向
け
た
動
き
が
な
さ
れ
た【
注
5
】。

2
0
2
1
年
7
月
に
郡
議
会
は
、「
マ
ウ
イ

島
南
部
お
よ
び
西
部
に
お
け
る
観
光
客
用
宿

泊
施
設
の
建
築
許
可
を
一
時
停
止
す
る
法

案
」
を
可
決
し
た
が
、
マ
ウ
イ
郡
長
（
以
下
、

郡
長
）
が
拒
否
権
を
発
動
（
郡
議
会
は
そ
れ

を
無
効
化
で
き
ず
）。同
年
12
月
、郡
議
会
は
、

マ
ウ
イ
島
全
域
を
対
象
と
し
た
法
案
を
再
提

案
し
可
決
。
そ
の
後
の
郡
長
の
拒
否
権
を
無

効
に
し
て
、
翌
年
1
月
に
成
立
さ
せ
た
（
最

長
2
年
間
停
止
）【
注
6
】。
こ
の
一
時
停
止

は
、「
観
光
客
の
来
訪
を
阻
止
す
る
こ
と
が

目
的
で
は
な
く
、
む
し
ろ
新
規
建
設
の
許
可

を
停
止
」
す
る
こ
と
に
あ
り
、
こ
れ
に
よ
り

「
郡
は
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
抑
制
し
、

経
済
を
多
様
化
し
、
よ
り
手
頃
な
価
格
の
住

宅
を
提
供
す
る
計
画
を
立
て
る
時
間
を
得
ら

れ
る
」
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
【
注
7
】。

　な
お
、
郡
長
が
拒
否
権
を
発
動
（
一
度
目
、

2
0
2
1
年
7
月
）
し
た
の
は
、「
一
時
停
止

は
、
カ
フ
ル
イ
空
港
の
群
衆
を
緩
和
し
、
道

路
の
交
通
量
を
減
ら
し
、
違
法
な
一
時
的
な

民
泊
の
問
題
を
解
決
す
る
も
の
で
は
な
い
」

と
の
理
由
で
あ
っ
た【
注
8
】。ま
た
、郡
長
は
、

「
マ
ウ
イ
（
と
い
う
場
所
）
は
第
一
に
（
人
々
が

生
活
す
る
）
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
あ
り
、
第
二

に
休
暇
の
目
的
地
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
を

訪
問
者
に
思
い
出
し
て
も
ら
い
た
い
」（
括
弧

は
筆
者
加
筆
）【
注
9
】
と
発
言
し
て
い
た
こ

　コ
ロ
ナ
禍
前
、
観
光
業
界
に
留
ま
ら
ず
社

会
問
題
化
し
た
の
が
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム

（
観
光
過
剰
）
で
あ
る
。
観
光
客
の
急
増
に

よ
り
、
観
光
の
正
の
イ
ン
パ
ク
ト
だ
け
で
な

く
、負
の
イ
ン
パ
ク
ト
が
顕
在
化
し
て
い
た
。

住
民
の
生
活
の
質
や
観
光
客
の
体
験
の
質
の

低
下
が
問
題
と
な
っ
て
い
た
の
だ
。そ
し
て
、

新
型
コ
ロ
ナ
・
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
が
一
定
程
度

落
ち
着
き
、
観
光
需
要
が
回
復
傾
向
に
あ
る

今
、
国
内
外
の
一
部
の
地
域
で
は
オ
ー
バ
ー

ツ
ー
リ
ズ
ム
の
再
燃
が
報
じ
ら
れ
て
い
る
。

急
激
か
つ
キ
ャ
パ
シ
テ
ィ
を
超
え
た
過
度
な

利
用
お
よ
び
開
発
は
、
地
域
に
不
可
逆
的
な

影
響
を
及
ぼ
し
か
ね
な
い
。
恒
久
的
【
注

1
】
な
制
限
を
導
入
す
る
か
は
別
と
し
て
、

利
用
や
開
発
を
一
時
的
に
制
限
し
、
住
民
や

環
境
へ
の
負
担
を
軽
減
し
つ
つ
、
地
域
自
身

が
方
向
性
を
見
出
し
合
意
形
成
を
図
る
。
そ

う
し
た
時
間
の
確
保
が
必
要
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。
戦
略
的
に
予
防
的
ア
プ
ロ
ー
チ
を
採

り
つ
つ
も
、
加
速
し
押
し
寄
せ
る
変
化
に
対

し
て
は
戦
術
的
な
対
応
を
せ
ざ
る
を
得
な

い
。
万
能
薬
が
な
く
後
手
に
回
っ
て
し
ま
う

中
で
、
環
境
変
化
に
対
し
て
速
度
調
整
を
行

い
、
態
勢
を
立
て
直
す
。
そ
の
た
め
の
「
猶

予
期
間
（
モ
ラ
ト
リ
ア
ム
）」
確
保
の
手
法
を

こ
こ
で
は
検
討
し
て
み
た
い
。

　世
界
で
は
、
一
時
停
止
措
置
の
方
法
と
し

て
「
観
光
モ
ラ
ト
リ
ア
ム
」
を
導
入
し
て
い

る
地
域
が
幾
つ
か
確
認
さ
れ
る
。
我
が
国
の

観
光
分
野
で
は
聞
き
慣
れ
な
い
言
葉
で
あ
る

と
思
わ
れ
る
が
、
例
え
ば
、
森
林
伐
採
や
天

然
資
源
採
掘
等
に
お
い
て
は
、
資
源
管
理
や

や
環
境
へ
の
影
響
抑
制
等
の
観
点
か
ら
「
モ

ラ
ト
リ
ア
ム
」
が
導
入
さ
れ
て
い
る
。

　観
光
分
野
で
は
、
特
定
区
域
の
一
時
的
な

立
入
禁
止
や
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
催
行
一
時
停
止

等
の
事
例
も
あ
る
が【
注
2
】、
多
く
目
に
留

3
．ホ
テ
ル
モ
ラ
ト
リ
ア
ム

―
居
住
人
口
と

訪
問
者
数
の
関
係

4
．包
括
的
な
成
長
管
理
、

環
境
変
化
へ
の
対
応

ま
る
の
は
宿
泊
施
設
の
一
時
開
発
停
止「
ホ
テ

ル
モ
ラ
ト
リ
ア
ム
」（hotel m

oratorium

）で

あ
る
。
例
え
ば
、
島
嶼
地
域
で
は
、
今
回
視

察
対
象
候
補
で
あ
っ
た
米
国
ハ
ワ
イ
・
マ
ウ

イ
島
の
ほ
か
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
・
バ
リ
島
や

ジ
ャ
ワ
島
の
ジ
ョ
グ
ジ
ャ
カ
ル
タ
、ス
ペ
イ
ン
・

カ
ナ
リ
ア
諸
島
や
バ
レ
ア
レ
ス
諸
島
等
で
確

認
さ
れ
る
。

　そ
の
目
的
は
、観
光
政
策
の
観
点
か
ら
は
、

過
剰
供
給
や
需
要
減
少
に
よ
る
観
光
産
業
の

収
益
性
の
低
下
お
よ
び
競
争
激
化
の
回
避
、

魅
力
の
源
泉
と
な
る
環
境
や
資
源
等
へ
の
負

の
影
響
抑
制
、
地
域
外
資
本
に
よ
る
開
発
の

制
御
誘
導
等
。
公
共
政
策
の
観
点
か
ら
は
、

地
域
住
民
の
住
宅
確
保
、
地
域
経
済
の
多
様

化
、交
通
渋
滞
の
解
消
等
が
挙
げ
ら
れ
よ
う
。

　我
が
国
に
お
い
て
は
、
2
0
0
0
年
代
後

半
に
そ
の
取
り
組
み
が
紹
介
さ
れ
た
が
（
参

考
文
献
1
、
2
）、
観
光
研
究
の
蓄
積
は
十

分
と
は
言
い
難
い
【
注
3
】。
以
降
で
は
、

コ
ロ
ナ
禍
前
に
検
討
が
な
さ
れ
、
2
0
2
2

年
に
ホ
テ
ル
モ
ラ
ト
リ
ア
ム
が
導
入
さ
れ
た

マ
ウ
イ
島
の
事
例
を
紹
介
す
る
。
な
お
、
今

回
の
視
察
で
は
、
2
0
2
3
年
8
月
に
発
生

し
た
山
火
事
を
受
け
現
地
調
査
を
取
り
や
め

た
た
め
、
文
献
資
料
等
を
通
じ
た
紹
介
と
な

る
こ
と
を
あ
ら
か
じ
め
お
断
り
し
て
お
く
。

　マ
ウ
イ
島
は
、
ハ
ワ
イ
諸
島
主
要
4
島
の

う
ち
の
一
つ
で
あ
り
、
人
口
は
約
15
万
人
、

面
積
は
1
8
8
4
㎢
、
ハ
ワ
イ
州
5
郡
の
う

ち
の
一
つ
、
マ
ウ
イ
郡
に
属
す
る
。
島
外
へ

の
人
口
流
出
抑
制
を
目
的
に
、
1
9
6
0
年

代
以
降
に
観
光
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
に
基
づ
き

島
内
複
数
の
地
区
が
開
発
さ
れ
た
。
当
初
か

ら
高
支
出
額
旅
行
者
を
対
象
と
し
て
い
た
こ

と
に
特
徴
が
あ
る
。
ま
た
、
1
9
6
0
年
代

後
半
以
降
、
観
光
の
重
要
性
を
認
識
し
た
上

で
、
観
光
を
合
理
的
な
範
囲
に
留
め
、
経
済

的
ニ
ー
ズ
と
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
と
の
バ
ラ
ン

ス
を
確
立
す
る
こ
と
、
経
済
の
多
様
化
を
図

る
こ
と
を
重
視
、
模
索
し
て
き
た
。
し
か
し
、

2
0
0
6
年
策
定
の
『
マ
ウ
イ
郡
観
光
戦
略

計
画
2
0
0
6‐2
0
1
5
』
で
も
記
載
さ
れ

て
い
る
よ
う
に
、
マ
ウ
イ
郡
は
他
郡
と
比
べ

て
観
光
依
存
度
が
高
い
状
況
に
あ
る
。

　マ
ウ
イ
島
の
訪
問
者
数
は
、
1
9
9
0
年

に
は
約
2
0
0
万
人
で
あ
っ
た
が
、
2
0
1
9

年
に
は
初
め
て
3
0
0
万
人
を
超
え
た
。
現

地
で
は
、
居
住
人
口
、
訪
問
者
数
と
も
に
増

加
傾
向
に
あ
る
中
で
、
交
通
渋
滞
、
駐
車
場

不
足
、
違
法
駐
車
、
私
有
地
へ
の
侵
入
、
無
許

可
の
商
業
活
動
、
空
港
混
雑
、
一
時
的
な
民

出典：マウイ郡の各計画（公式ホームページで公開）および参考文献８）付属資料を参考に作成

出典：参考文献８）付属資料「MAUI ISLAND VISITORS 2008-2018 from the Hawai’i Tourism Authorlty」より作成

（西マウイコミュニティ計画（2021年12月）、南マウイ コミュニティ計画（更新進行中））※詳細は割愛

出典：『マウイ島計画』（2012）の「第1章 人口 図1-4『訪問者と居住者の比率』」（p.1-6）をもとに作成
注：人口は米国国勢調査。2030年までの人口は、マウイ郡計画局による「社会経済予測 マウイ郡総合計画2030の経済予測」（2006，2012改訂）による。訪問者数は毎年約1％増加で設定されている。

ハワイ州憲法

『マウイ郡総合計画2030』（2010年３月）

『マウイ島計画』（2012年12月）

コミュニティ計画

州の人口増加の管理（第９条第６項）
「州およびその下級行政区画は、一般法の規定に従い、公衆の健康と福祉を保護し
維持するために人口増加の計画と管理を行うことができる。
ただし、各下級行政区画は、一般法の規定により、州より制限の強い人口の増加の
計画と管理を行うことができる。」

J.持続可能な土地利用と成長管理の促進
目的…
方針…

行動…

第４章　経済発展－観光
目的 4.2.2
方針 4.2.2.a

行動 4.2.2-3
　　　　　
目的 4.2.3
方針 4.2.3.a

将来の訪問者数の拡大を総合的に管理する。
観光が受け入れ地域の文化、自然環境、住民のライフスタイルに及
ぼす影響を軽減する。
（2） 許可できる訪問者の宿泊施設の数と種類に上限を設ける。
（3） 許可される訪問者の宿泊施設の数と種類を管理する。
観光産業からの住民の利益を最大化する。
島全体の訪問者数が住民の約33パーセントを超えないよう努める
ことにより、望ましい島の人口を促進する。

と
も
確
認
さ
れ
る
（
2
0
2
1
年
6
月
）。

●
導
入
の
根
拠
、
調
査
の
実
施

　ホ
テ
ル
モ
ラ
ト
リ
ア
ム
導
入
の
根
拠
と
し

て
は
、『
マ
ウ
イ
島
計
画
』（M

au
i Islan

d
 

P
lan

）の
目
的
、行
動
等
が
挙
げ
ら
れ
る【
図

1
】。
同
計
画
で
は
、
1
日
あ
た
り
の
「
訪

問
者
数
が
住
民
の
約
33
パ
ー
セ
ン
ト
を
超
え

な
い
よ
う
に
努
め
る
こ
と
に
よ
り
、
望
ま
し

い
人
口
を
促
進
す
る
」【
図
2
】【
注
10
】
と

さ
れ
て
お
り
、「
い
つ
で
も
島
の
住
民
と
訪

問
者
の
数
の
関
係
は
、
重
要
な
公
共
政
策
の

論
点
と
し
て
無
視
で
き
な
い
」
と
も
述
べ
ら

れ
て
い
る
。
た
だ
実
態
と
し
て
は
、
コ
ロ
ナ

禍
前
に
、
既
に
そ
の
基
準
を
超
え
た
状
態
が

続
い
て
い
た
【
表
1
】。

　な
お
、
ホ
テ
ル
モ
ラ
ト
リ
ア
ム
導
入
へ
の

動
き
と
並
行
し
て
、
2
0
2
1
年
7
月
に
郡

議
会
の
予
算
・
財
政
・
経
済
開
発
委
員
会

（
B
F
E
D
）に「
観
光
管
理
・
経
済
開
発
臨
時

調
査
グ
ル
ー
プ
」（
T
I
G
）が
設
立
さ
れ
た
。

構
成
員
は
4
名
、
会
合
は
計
8
回
開
催
さ
れ
、

2
0
2
2
年
2
月
に
最
終
レ
ポ
ー
ト
が
公
表

さ
れ
た
。
詳
細
は
別
の
機
会
に
譲
る
が
、
同

調
査
お
よ
び
関
係
箇
所
と
の
協
議
等
を
経
て
、

2
0
2
2
年
10
月
の
郡
議
会
に
お
い
て
、「
一

時
滞
在
に
関
す
る
包
括
的
区
域
条
例
」の
改

正
案
が
可
決
さ
れ
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
同
年

1
月
に
導
入
さ
れ
た
ホ
テ
ル
の
開
発
一
時
停

止（
モ
ラ
ト
リ
ア
ム
）は
終
了
の
方
向
と
な
る

が
、
キ
ャ
ン
ピ
ン
グ
カ
ー
の
宿
泊
利
用
禁
止

や
一
時
的
な
バ
ケ
ー
シ
ョ
ン
レ
ン
タ
ル
の
上
限

は
継
続
さ
れ
る
方
向
に
至
っ
た
。

　マ
ウ
イ
島
で
の
ホ
テ
ル
モ
ラ
ト
リ
ア
ム
の

発
動
と
終
了
を
ど
う
見
る
か
は
見
解
が
分
か

れ
る
で
あ
ろ
う
。
さ
ま
ざ
ま
な
立
場
か
ら
そ

の
プ
ロ
セ
ス
も
含
め
て
検
証
が
必
要
と
な

る
。
住
民
生
活
へ
の
悪
影
響
は
軽
減
さ
れ
た

の
か
。
観
光
事
業
や
地
域
経
済
に
ど
の
よ
う

な
影
響
が
あ
っ
た
の
か
。
発
動
の
タ
イ
ミ
ン

グ
や
根
拠
は
適
切
だ
っ
た
か
等
。
ま
た
、
ホ

テ
ル
モ
ラ
ト
リ
ア
ム
は
事
態
改
善
の
た
め
の

一
手
に
す
ぎ
な
い
の
で
、
包
括
的
な
成
長
管

理
を
意
識
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。加
え
て
、

マ
ウ
イ
島
が
掲
げ
る
地
域
経
済
の
多
様
化
の

実
現
は
非
常
に
難
し
い
、
と
い
う
の
が
現
実

で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
ま
と
め
に
代
え
て
、

マ
ウ
イ
島
の
ホ
テ
ル
モ
ラ
ト
リ
ア
ム
に
関
す

る
関
連
情
報
等
を
お
伝
え
し
て
お
く
。

　実
は
、
マ
ウ
イ
島
で
は
、
1
9
9
1
年
に

も
ホ
テ
ル
開
発
の
一
時
的
な
制
限
が
行
わ
れ

た
【
注
11
】。
し
か
し
、
そ
の
後
、
米
国
本

土
西
海
岸
や
日
本
が
経
済
不
況
に
陥
っ
た
こ

1.土地利用マネジメントを改善し、成長戦略を実施する。
c.コミュニティ計画区域内の訪問者用宿泊施設やユニットの数を制限する。
d.居住者、パートタイム居住者、観光客の持続可能なバランスを維持する。
d.各島の持続可能な社会的、環境的、経済的キャリング・キャパシティを決定
するための研究を行う。

居住人口（人）

1日あたり訪問者数（人）

比率（％）

140,900

43,300

30.7

2008

142,900

41,500

29.0

2009

144,500

45,900

31.8

2010

146,300

47,800

32.7

2011

148,300

50,600

34.1

2012

150,300

52,800

35.1

2013

152,400

54,200

35.6

2014

153,300

56,800

37.1

2015

154,800

58,800

38.0

2016

155,600

60,400

38.8

2017

156,300

64,500

41.3

2018

ハワイにおける観光パラダイムシフト1

0

10.0

20.0

30.0

40.0

（％）（人）

38,691

4,006

62,823

32,728

91,361

38,333

117,644

38,485

144,444

43,100

169,540

46,333

194,630

22.3

35.8

32.6

26.6 25.4

23.8

と
を
受
け
て
、
米
国
本
土
東
海
岸
等
か
ら
の

誘
客
な
ど
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
多
様
化
に
取
り
組

ん
だ
。
規
制
策
の
前
提
と
な
る
状
況
の
変
化

が
起
こ
り
得
る
こ
と
も
想
定
し
て
お
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
ま
た
、
よ
り
俯
瞰

的
に
見
れ
ば
、
新
型
コ
ロ
ナ
禍
の
制
限
と
そ

の
段
階
的
解
除
（
再
開
）
も
、
一
時
的
制
限

の
一
つ
で
あ
り
、オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
期
、

コ
ロ
ナ
禍
と
い
う
区
分
を
超
え
て
、
観
光
の

管
理
手
法
と
し
て
、
実
践
例
を
も
と
に
そ
の

高
度
化
を
図
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の

時
重
要
と
な
る
の
は
、
地
域
に
お
け
る
観
光

に
取
り
組
む
意
義
、
意
味
の
共
有
・
再
確
認

で
あ
り
、
バ
ラ
ン
ス
と
い
う
点
か
ら
も
総
合

計
画
、
地
域
計
画
の
中
で
観
光
の
扱
い
を
明

確
に
し
て
お
く
こ
と
が
重
要
だ
と
筆
者
は
考

え
る
。【
注
12
】。

　マ
ウ
イ
島
で
発
生
し
た
山
火
事
に
よ
り
亡
く
な

ら
れ
た
方
々
に
謹
ん
で
お
悔
や
み
を
申
し
上
げ
ま

す
と
と
も
に
、
被
災
さ
れ
た
方
々
に
心
よ
り
お
見

舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。
そ
し
て
、
マ
ウ
イ
島
の
一

日
も
早
い
復
興
と
と
も
に
観
光
の
復
興
を
心
よ
り

お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

……

……

…

…

…
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泊
の
増
加
、
住
宅
不
足
・
住
宅
価
格
の
高
騰
、

水
不
足
等
、
多
岐
に
も
わ
た
る
問
題
現
象
が

以
前
に
も
増
し
て
発
生
。
既
存
の
イ
ン
フ
ラ

を
圧
迫
し
、
住
民
の
生
活
の
質
に
悪
影
響
を

及
ぼ
し
て
い
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
・
パ
ン
デ
ミ
ッ

ク
に
よ
り
観
光
業
は
壊
滅
的
な
影
響
を
受
け

た
が
、
2
0
2
1
年
夏
に
は
、
2
0
1
9
年
の

9
割
程
度
に
観
光
需
要
が
回
復
。
適
切
な
観

光
管
理
に
向
け
て
さ
ま
ざ
ま
な
対
策【
注
4
】

が
講
じ
ら
れ
る
中
で
、
そ
の
一
つ
と
し
て
マ
ウ

イ
島
で
導
入
さ
れ
た
の
が
ホ
テ
ル
モ
ラ
ト
リ

ア
ム
で
あ
る
。

●
導
入
の
経
緯
、
意
図

　マ
ウ
イ
島
で
の
、
ホ
テ
ル
や
一
時
的
な
バ

ケ
ー
シ
ョ
ン
レ
ン
タ
ル
（
T
V
R
）
等
の
宿
泊

施
設
の
一
時
開
発
停
止
（
以
下
、「
ホ
テ
ル
モ

ラ
ト
リ
ア
ム
」
と
略
す
）
条
例
は
、
マ
ウ
イ
郡

議
会
（
以
下
、
郡
議
会
）
か
ら
提
案
さ
れ
、

2
0
2
2
年
1
月
に
成
立
し
た
。

　2
0
1
9
年（
コ
ロ
ナ
禍
前
）の「
環
境
・
農

業
・
文
化
保
存
委
員
会
」で
は
モ
ラ
ト
リ
ア
ム

が
提
案
さ
れ
て
お
り
、
2
0
2
1
年
に
再
度
、

導
入
に
向
け
た
動
き
が
な
さ
れ
た【
注
5
】。

2
0
2
1
年
7
月
に
郡
議
会
は
、「
マ
ウ
イ

島
南
部
お
よ
び
西
部
に
お
け
る
観
光
客
用
宿

泊
施
設
の
建
築
許
可
を
一
時
停
止
す
る
法

案
」
を
可
決
し
た
が
、
マ
ウ
イ
郡
長
（
以
下
、

郡
長
）
が
拒
否
権
を
発
動
（
郡
議
会
は
そ
れ

を
無
効
化
で
き
ず
）。同
年
12
月
、郡
議
会
は
、

マ
ウ
イ
島
全
域
を
対
象
と
し
た
法
案
を
再
提

案
し
可
決
。
そ
の
後
の
郡
長
の
拒
否
権
を
無

効
に
し
て
、
翌
年
1
月
に
成
立
さ
せ
た
（
最

長
2
年
間
停
止
）【
注
6
】。
こ
の
一
時
停
止

は
、「
観
光
客
の
来
訪
を
阻
止
す
る
こ
と
が

目
的
で
は
な
く
、
む
し
ろ
新
規
建
設
の
許
可

を
停
止
」
す
る
こ
と
に
あ
り
、
こ
れ
に
よ
り

「
郡
は
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
抑
制
し
、

経
済
を
多
様
化
し
、
よ
り
手
頃
な
価
格
の
住

宅
を
提
供
す
る
計
画
を
立
て
る
時
間
を
得
ら

れ
る
」
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
【
注
7
】。

　な
お
、
郡
長
が
拒
否
権
を
発
動
（
一
度
目
、

2
0
2
1
年
7
月
）
し
た
の
は
、「
一
時
停
止

は
、
カ
フ
ル
イ
空
港
の
群
衆
を
緩
和
し
、
道

路
の
交
通
量
を
減
ら
し
、
違
法
な
一
時
的
な

民
泊
の
問
題
を
解
決
す
る
も
の
で
は
な
い
」

と
の
理
由
で
あ
っ
た【
注
8
】。ま
た
、郡
長
は
、

「
マ
ウ
イ
（
と
い
う
場
所
）
は
第
一
に
（
人
々
が

生
活
す
る
）
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
あ
り
、
第
二

に
休
暇
の
目
的
地
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
を

訪
問
者
に
思
い
出
し
て
も
ら
い
た
い
」（
括
弧

は
筆
者
加
筆
）【
注
9
】
と
発
言
し
て
い
た
こ

　コ
ロ
ナ
禍
前
、
観
光
業
界
に
留
ま
ら
ず
社

会
問
題
化
し
た
の
が
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム

（
観
光
過
剰
）
で
あ
る
。
観
光
客
の
急
増
に

よ
り
、
観
光
の
正
の
イ
ン
パ
ク
ト
だ
け
で
な

く
、負
の
イ
ン
パ
ク
ト
が
顕
在
化
し
て
い
た
。

住
民
の
生
活
の
質
や
観
光
客
の
体
験
の
質
の

低
下
が
問
題
と
な
っ
て
い
た
の
だ
。そ
し
て
、

新
型
コ
ロ
ナ
・
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
が
一
定
程
度

落
ち
着
き
、
観
光
需
要
が
回
復
傾
向
に
あ
る

今
、
国
内
外
の
一
部
の
地
域
で
は
オ
ー
バ
ー

ツ
ー
リ
ズ
ム
の
再
燃
が
報
じ
ら
れ
て
い
る
。

急
激
か
つ
キ
ャ
パ
シ
テ
ィ
を
超
え
た
過
度
な

利
用
お
よ
び
開
発
は
、
地
域
に
不
可
逆
的
な

影
響
を
及
ぼ
し
か
ね
な
い
。
恒
久
的
【
注

1
】
な
制
限
を
導
入
す
る
か
は
別
と
し
て
、

利
用
や
開
発
を
一
時
的
に
制
限
し
、
住
民
や

環
境
へ
の
負
担
を
軽
減
し
つ
つ
、
地
域
自
身

が
方
向
性
を
見
出
し
合
意
形
成
を
図
る
。
そ

う
し
た
時
間
の
確
保
が
必
要
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。
戦
略
的
に
予
防
的
ア
プ
ロ
ー
チ
を
採

り
つ
つ
も
、
加
速
し
押
し
寄
せ
る
変
化
に
対

し
て
は
戦
術
的
な
対
応
を
せ
ざ
る
を
得
な

い
。
万
能
薬
が
な
く
後
手
に
回
っ
て
し
ま
う

中
で
、
環
境
変
化
に
対
し
て
速
度
調
整
を
行

い
、
態
勢
を
立
て
直
す
。
そ
の
た
め
の
「
猶

予
期
間
（
モ
ラ
ト
リ
ア
ム
）」
確
保
の
手
法
を

こ
こ
で
は
検
討
し
て
み
た
い
。

　世
界
で
は
、
一
時
停
止
措
置
の
方
法
と
し

て
「
観
光
モ
ラ
ト
リ
ア
ム
」
を
導
入
し
て
い

る
地
域
が
幾
つ
か
確
認
さ
れ
る
。
我
が
国
の

観
光
分
野
で
は
聞
き
慣
れ
な
い
言
葉
で
あ
る

と
思
わ
れ
る
が
、
例
え
ば
、
森
林
伐
採
や
天

然
資
源
採
掘
等
に
お
い
て
は
、
資
源
管
理
や

や
環
境
へ
の
影
響
抑
制
等
の
観
点
か
ら
「
モ

ラ
ト
リ
ア
ム
」
が
導
入
さ
れ
て
い
る
。

　観
光
分
野
で
は
、
特
定
区
域
の
一
時
的
な

立
入
禁
止
や
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
催
行
一
時
停
止

等
の
事
例
も
あ
る
が【
注
2
】、
多
く
目
に
留

本稿では、制限期間が明確に設定されているものを「一時的」、制限する期間を設定予定だがまだその期間が確定していな
いものを「暫定的」、無期限と設定するものを「恒久的」とする。
観光モラトリアムには、債務の支払いを一定期間猶予させる金融モラトリアム等もある。
本稿ではそれらの総称を「観光モラトリアム」と呼ぶ。
一時的措置という行為を「モラトリアム」という用語で捉えていないものも多いと思われるため、研究にあたっては、
対象とする事例の精査が必要である。
マケナビーチ駐車場の有料化、ワイアナパナパ州立公園での駐車料金・入場料・予約システムの導入、
イアオ渓谷州立公園の入場予約制、独自の宿泊税3％を追加等。
きっかけの一つは、サウス・キヘイにおいて、あるホテルの拡張（170室）が許可されたことによる。ただし、マウイ島のホテル
の客室数は減少傾向にあった（2017年7,742室、2019年7,295室）。
MORATORIUM ON TRANSIENT ACCOMMODATION PERMITS ON MAUI
期間は、「観光管理・経済開発臨時調査グループ」による勧告を議会が実施するまで、または2年以内のいずれか早い方まで。
なお、マウイ島での導入前に、マウイ郡ラナイ島で、2020年に1年間のモラトリアムが導入された
（MORATORIUM ON TRANSIENT ACCOMMODATION PERMITS ON LANAI）。
Hawaii News Now「マウイ郡長の拒否権を無効にし、郡議会が新しいホテル建設の一時停止を可決」
（2022年1月9日）記事より。
https://www.hawaiinewsnow.com/2022/01/09/
overriding-maui-mayors-veto-county-council-passes-moratorium-new-hotel-construction/
The Maui News「郡長がホテル一時停止法案に拒否権を発動」（2021年7月21日）記事より。
https://www.mauinews.com/news/local-news/2021/07/mayor-vetoes-hotel-moratorium-bill/
拒否の理由として、マウイ郡憲章で義務付けられている適切な審査を経ていないことも指摘されている。
Independent.co.uk「ハワイ市長、パンデミック後の観光客が州に殺到する中、
航空会社に航空便の「一時停止」を要請」（2021年7月7日）記事より。
https://www.independent.co.uk/news/world/americas/hawaii-mayor-flights-pandemic-travel-b1879803.html
原文は、“I want to remind the visitors that Maui is a community first and a vacation destination second.”
TIGの最終レポートでは、同記述における３３％という裁量的な文言の削除が提案されていたことが確認される。
INTERIM RESTRICTIONS ON THE DEVELOPMENT OF HOTELS
対象は、ラハイナ、キヘイ・マケナ地域。
マウイ島の事例は、定住人口増加下での取り組みであることに注意が必要。
TIGの最終レポートでは、マウイ島への転入者の制限についても議論があったことが確認される。
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ま
る
の
は
宿
泊
施
設
の
一
時
開
発
停
止「
ホ
テ

ル
モ
ラ
ト
リ
ア
ム
」（hotel m

oratorium

）で

あ
る
。
例
え
ば
、
島
嶼
地
域
で
は
、
今
回
視

察
対
象
候
補
で
あ
っ
た
米
国
ハ
ワ
イ
・
マ
ウ

イ
島
の
ほ
か
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
・
バ
リ
島
や

ジ
ャ
ワ
島
の
ジ
ョ
グ
ジ
ャ
カ
ル
タ
、ス
ペ
イ
ン
・

カ
ナ
リ
ア
諸
島
や
バ
レ
ア
レ
ス
諸
島
等
で
確

認
さ
れ
る
。

　そ
の
目
的
は
、観
光
政
策
の
観
点
か
ら
は
、

過
剰
供
給
や
需
要
減
少
に
よ
る
観
光
産
業
の

収
益
性
の
低
下
お
よ
び
競
争
激
化
の
回
避
、

魅
力
の
源
泉
と
な
る
環
境
や
資
源
等
へ
の
負

の
影
響
抑
制
、
地
域
外
資
本
に
よ
る
開
発
の

制
御
誘
導
等
。
公
共
政
策
の
観
点
か
ら
は
、

地
域
住
民
の
住
宅
確
保
、
地
域
経
済
の
多
様

化
、交
通
渋
滞
の
解
消
等
が
挙
げ
ら
れ
よ
う
。

　我
が
国
に
お
い
て
は
、
2
0
0
0
年
代
後

半
に
そ
の
取
り
組
み
が
紹
介
さ
れ
た
が
（
参

考
文
献
1
、
2
）、
観
光
研
究
の
蓄
積
は
十

分
と
は
言
い
難
い
【
注
3
】。
以
降
で
は
、

コ
ロ
ナ
禍
前
に
検
討
が
な
さ
れ
、
2
0
2
2

年
に
ホ
テ
ル
モ
ラ
ト
リ
ア
ム
が
導
入
さ
れ
た

マ
ウ
イ
島
の
事
例
を
紹
介
す
る
。
な
お
、
今

回
の
視
察
で
は
、
2
0
2
3
年
8
月
に
発
生

し
た
山
火
事
を
受
け
現
地
調
査
を
取
り
や
め

た
た
め
、
文
献
資
料
等
を
通
じ
た
紹
介
と
な

る
こ
と
を
あ
ら
か
じ
め
お
断
り
し
て
お
く
。

　マ
ウ
イ
島
は
、
ハ
ワ
イ
諸
島
主
要
4
島
の

う
ち
の
一
つ
で
あ
り
、
人
口
は
約
15
万
人
、

面
積
は
1
8
8
4
㎢
、
ハ
ワ
イ
州
5
郡
の
う

ち
の
一
つ
、
マ
ウ
イ
郡
に
属
す
る
。
島
外
へ

の
人
口
流
出
抑
制
を
目
的
に
、
1
9
6
0
年

代
以
降
に
観
光
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
に
基
づ
き

島
内
複
数
の
地
区
が
開
発
さ
れ
た
。
当
初
か

ら
高
支
出
額
旅
行
者
を
対
象
と
し
て
い
た
こ

と
に
特
徴
が
あ
る
。
ま
た
、
1
9
6
0
年
代

後
半
以
降
、
観
光
の
重
要
性
を
認
識
し
た
上

で
、
観
光
を
合
理
的
な
範
囲
に
留
め
、
経
済

的
ニ
ー
ズ
と
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
と
の
バ
ラ
ン

ス
を
確
立
す
る
こ
と
、
経
済
の
多
様
化
を
図

る
こ
と
を
重
視
、
模
索
し
て
き
た
。
し
か
し
、

2
0
0
6
年
策
定
の
『
マ
ウ
イ
郡
観
光
戦
略

計
画
2
0
0
6‐2
0
1
5
』
で
も
記
載
さ
れ

て
い
る
よ
う
に
、
マ
ウ
イ
郡
は
他
郡
と
比
べ

て
観
光
依
存
度
が
高
い
状
況
に
あ
る
。

　マ
ウ
イ
島
の
訪
問
者
数
は
、
1
9
9
0
年

に
は
約
2
0
0
万
人
で
あ
っ
た
が
、
2
0
1
9

年
に
は
初
め
て
3
0
0
万
人
を
超
え
た
。
現

地
で
は
、
居
住
人
口
、
訪
問
者
数
と
も
に
増

加
傾
向
に
あ
る
中
で
、
交
通
渋
滞
、
駐
車
場

不
足
、
違
法
駐
車
、
私
有
地
へ
の
侵
入
、
無
許

可
の
商
業
活
動
、
空
港
混
雑
、
一
時
的
な
民

と
も
確
認
さ
れ
る
（
2
0
2
1
年
6
月
）。

●
導
入
の
根
拠
、
調
査
の
実
施

　ホ
テ
ル
モ
ラ
ト
リ
ア
ム
導
入
の
根
拠
と
し

て
は
、『
マ
ウ
イ
島
計
画
』（M

au
i Islan

d
 

P
lan

）の
目
的
、行
動
等
が
挙
げ
ら
れ
る【
図

1
】。
同
計
画
で
は
、
1
日
あ
た
り
の
「
訪

問
者
数
が
住
民
の
約
33
パ
ー
セ
ン
ト
を
超
え

な
い
よ
う
に
努
め
る
こ
と
に
よ
り
、
望
ま
し

い
人
口
を
促
進
す
る
」【
図
2
】【
注
10
】
と

さ
れ
て
お
り
、「
い
つ
で
も
島
の
住
民
と
訪

問
者
の
数
の
関
係
は
、
重
要
な
公
共
政
策
の

論
点
と
し
て
無
視
で
き
な
い
」
と
も
述
べ
ら

れ
て
い
る
。
た
だ
実
態
と
し
て
は
、
コ
ロ
ナ

禍
前
に
、
既
に
そ
の
基
準
を
超
え
た
状
態
が

続
い
て
い
た
【
表
1
】。

　な
お
、
ホ
テ
ル
モ
ラ
ト
リ
ア
ム
導
入
へ
の

動
き
と
並
行
し
て
、
2
0
2
1
年
7
月
に
郡

議
会
の
予
算
・
財
政
・
経
済
開
発
委
員
会

（
B
F
E
D
）に「
観
光
管
理
・
経
済
開
発
臨
時

調
査
グ
ル
ー
プ
」（
T
I
G
）が
設
立
さ
れ
た
。

構
成
員
は
4
名
、
会
合
は
計
8
回
開
催
さ
れ
、

2
0
2
2
年
2
月
に
最
終
レ
ポ
ー
ト
が
公
表

さ
れ
た
。
詳
細
は
別
の
機
会
に
譲
る
が
、
同

調
査
お
よ
び
関
係
箇
所
と
の
協
議
等
を
経
て
、

2
0
2
2
年
10
月
の
郡
議
会
に
お
い
て
、「
一

時
滞
在
に
関
す
る
包
括
的
区
域
条
例
」の
改

正
案
が
可
決
さ
れ
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
同
年

1
月
に
導
入
さ
れ
た
ホ
テ
ル
の
開
発
一
時
停

止（
モ
ラ
ト
リ
ア
ム
）は
終
了
の
方
向
と
な
る

が
、
キ
ャ
ン
ピ
ン
グ
カ
ー
の
宿
泊
利
用
禁
止

や
一
時
的
な
バ
ケ
ー
シ
ョ
ン
レ
ン
タ
ル
の
上
限

は
継
続
さ
れ
る
方
向
に
至
っ
た
。

　マ
ウ
イ
島
で
の
ホ
テ
ル
モ
ラ
ト
リ
ア
ム
の

発
動
と
終
了
を
ど
う
見
る
か
は
見
解
が
分
か

れ
る
で
あ
ろ
う
。
さ
ま
ざ
ま
な
立
場
か
ら
そ

の
プ
ロ
セ
ス
も
含
め
て
検
証
が
必
要
と
な

る
。
住
民
生
活
へ
の
悪
影
響
は
軽
減
さ
れ
た

の
か
。
観
光
事
業
や
地
域
経
済
に
ど
の
よ
う

な
影
響
が
あ
っ
た
の
か
。
発
動
の
タ
イ
ミ
ン

グ
や
根
拠
は
適
切
だ
っ
た
か
等
。
ま
た
、
ホ

テ
ル
モ
ラ
ト
リ
ア
ム
は
事
態
改
善
の
た
め
の

一
手
に
す
ぎ
な
い
の
で
、
包
括
的
な
成
長
管

理
を
意
識
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。加
え
て
、

マ
ウ
イ
島
が
掲
げ
る
地
域
経
済
の
多
様
化
の

実
現
は
非
常
に
難
し
い
、
と
い
う
の
が
現
実

で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
ま
と
め
に
代
え
て
、

マ
ウ
イ
島
の
ホ
テ
ル
モ
ラ
ト
リ
ア
ム
に
関
す

る
関
連
情
報
等
を
お
伝
え
し
て
お
く
。

　実
は
、
マ
ウ
イ
島
で
は
、
1
9
9
1
年
に

も
ホ
テ
ル
開
発
の
一
時
的
な
制
限
が
行
わ
れ

た
【
注
11
】。
し
か
し
、
そ
の
後
、
米
国
本

土
西
海
岸
や
日
本
が
経
済
不
況
に
陥
っ
た
こ

※注1……

※注2……

※注3……

※注4……

※注5……

※注6……

※注7……

※注8……

※注9……

※注10……
※注11……

※注12……

ハワイにおける観光パラダイムシフト1

と
を
受
け
て
、
米
国
本
土
東
海
岸
等
か
ら
の

誘
客
な
ど
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
多
様
化
に
取
り
組

ん
だ
。
規
制
策
の
前
提
と
な
る
状
況
の
変
化

が
起
こ
り
得
る
こ
と
も
想
定
し
て
お
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
ま
た
、
よ
り
俯
瞰

的
に
見
れ
ば
、
新
型
コ
ロ
ナ
禍
の
制
限
と
そ

の
段
階
的
解
除
（
再
開
）
も
、
一
時
的
制
限

の
一
つ
で
あ
り
、オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
期
、

コ
ロ
ナ
禍
と
い
う
区
分
を
超
え
て
、
観
光
の

管
理
手
法
と
し
て
、
実
践
例
を
も
と
に
そ
の

高
度
化
を
図
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の

時
重
要
と
な
る
の
は
、
地
域
に
お
け
る
観
光

に
取
り
組
む
意
義
、
意
味
の
共
有
・
再
確
認

で
あ
り
、
バ
ラ
ン
ス
と
い
う
点
か
ら
も
総
合

計
画
、
地
域
計
画
の
中
で
観
光
の
扱
い
を
明

確
に
し
て
お
く
こ
と
が
重
要
だ
と
筆
者
は
考

え
る
。【
注
12
】。

　マ
ウ
イ
島
で
発
生
し
た
山
火
事
に
よ
り
亡
く
な

ら
れ
た
方
々
に
謹
ん
で
お
悔
や
み
を
申
し
上
げ
ま

す
と
と
も
に
、
被
災
さ
れ
た
方
々
に
心
よ
り
お
見

舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。
そ
し
て
、
マ
ウ
イ
島
の
一

日
も
早
い
復
興
と
と
も
に
観
光
の
復
興
を
心
よ
り

お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。
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2

9
月

ス
イ
ス
入
国

チ
ュ
ー
リ
ヒ（
ス
イ
ス
）

11
日
月

9
月

視
察
ダ
ボ
ス
／
サ
ン・モ
リ
ッ
ツ

ス
イ
ス
モ
ビ
リ
テ
ィ（S

w
itzerlandM

obility

）ル
ー
ト

サ
ン
・
モ
リ
ッ
ツ（
ス
イ
ス
）

12
日
火

9
月

視
察
ス
イ
ス
国
立
公
園
／

地
域
自
然
公
園（B

iosfera Val M
üstair

）

サ
ン
・
ア
ン
ト
ン（
オ
ー
ス
ト
リ
ア
）

13
日
水

9
月

意
見
交
換
レ
ッ
ヒ
|
ツ
ュ
ル
ス
観
光
局

サ
ン
・
ア
ン
ト
ン（
オ
ー
ス
ト
リ
ア
）

14
日
木

9
月

意
見
交
換
ザ
ン
ク
ト
・
ガ
レ
ン
大
学
／

ザ
ン
ク
ト
・
ガ
レ
ン
|
ボ
ー
デ
ン
湖
観
光
局

ザ
ン
ク
ト
・
ガ
レ
ン（
ス
イ
ス
）

15
日
金

9
月

ス
イ
ス
出
国
翌
18
日（
月
）帰
国

17
日
日

活
動
内
容

2023年
視察行程

宿
泊
地

ス
イ
ス
に
お
け
る
自
然
地
域
の
保
護
制
度

1

ス
イ
ス
に
お
け
る
非
動
力
系
交
通
を
活
用
し
た

観
光
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備
と
利
用
の
現
状

2

D
M
O
を
中
心
と
し
た
観
光
推
進・サ
ー
ビ
ス
調
整
の
取
り
組
み
と
、

そ
れ
を
駆
動
さ
せ
る
シ
ス
テ
ム
と
し
て
の
財
源
制
度
の
現
状

3

ス
イ
ス・オ
ー
ス
ト
リ
ア
方
面
へ
の
視
察
を
終
え
て

4

9
月

視
察
郊
外
自
然
公
園（W

ildnispark Z
ürich S

ihlw
ald

）
チ
ュ
ー
リ
ヒ（
ス
イ
ス
）

16
日
土

ス
イ
ス
・

オ
ー
ス
ト
リ
ア
に
お
け
る

観
光
地

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

スイス・オーストリアにおける観光地マネジメント2

第260号 March 202421



ス
イ
ス
に
お
け
る

自
然
地
域
の
保
護
制
度

2
．国
家
重
要
公
園
の

概
要
と
公
園
認
定
の

プ
ロ
セ
ス

3
．地
域
自
然
公
園
の

事
例
：

B
iosfera V

al 
M
üstair

1
．は
じ
め
に

観
光
研
究
部 

副
主
任
研
究
員

那
須 

將

Biosfera Val Müstair 公園区域内の風景

Biosfera Val Müstair 位置図（ii） 

　公
園
域
内
で
は

河
川
の
流
路
復

元
、
地
域
の
伝
統

的
な
織
物
に
用
い

る
亜
麻
の
栽
培
復

活
に
向
け
た
取
組

（
文
化
的
景
観
の

復
元
）
な
ど
、
さ

ま
ざ
ま
な
取
組
が

実
施
さ
れ
て
い

る
。
公
園
東
部
の

M
üstair

に
位
置

す
る
ザ
ン
ク
ト
・

ヨ
ハ
ン
修
道
院
は

定
に
先
立
っ
て
地
域
側
が
行
う
制
度
設
計
と

な
っ
て
お
り
、
認
定
に
あ
た
っ
て
は
計
画
作

成
や
体
制
構
築
を
完
遂
で
き
る
レ
ベ
ル
の
高

い
水
準
で
の
合
意
形
成
が
求
め
ら
れ
る
。
率

直
に
表
現
す
れ
ば
、
地
域
と
し
て
関
係
者
間

で
の
調
整
が
で
き
て
い
な
け
れ
ば
、
そ
も
そ

も
公
園
と
し
て
の
ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン
に
立
て

な
い
と
も
言
え
る
。
一
方
で
、
公
園
事
業
と

し
て
の
取
組
の
対
象
は
自
然
資
源
の
範
囲
に

限
ら
れ
な
い
た
め
、
関
係
者
は
そ
れ
ぞ
れ
の

立
場
か
ら
動
機
と
目
的
を
持
っ
て
公
園
計
画

の
運
営
に
参
加
で
き
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　日
本
の
国
立
公
園
に
お
い
て
、
地
域
協
議

会
に
参
加
す
る
関
係
者
の
熱
意
や
、
公
園
事

業
に
対
す
る
理
解
度
は
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
。

現
場
で
活
動
す
る
環
境
省
担
当
官
の
努
力
に

よ
り
、
関
係
者
の
当
事
者
意
識
が
醸
成
さ
れ

る
事
例
も
見
ら
れ
る
も
の
の
、逆
に
言
え
ば
、

同
じ
方
向
を
向
く
た
め
の
過
程
が
シ
ス
テ
ム

化
さ
れ
て
い
る
と
は
言
い
難
い
と
感
じ
る
。

連
邦
制
国
家
で
あ
る
ス
イ
ス
と
日
本
は
、
国

と
し
て
の
前
提
や
自
然
公
園
に
係
る
歴
史
的

な
経
緯
が
異
な
り
、
ス
イ
ス
の
公
園
制
度
の

設
計
や
そ
の
運
用
を
そ
の
ま
ま
輸
入
す
る
こ

と
は
で
き
な
い
も
の
の
、
今
回
の
調
査
で
は

協
働
型
管
理
の
手
法
と
共
通
す
る
要
素
も
複

数
見
ら
れ
、
参
考
と
な
る
点
も
多
い
と
感
じ

た
。　な

お
、
今
回
取
り
上
げ
た
『
国
立
公
園
』

に
つ
い
て
は
一
定
の
情
報
が
蓄
積
さ
れ
て
い

る
が
、『
地
域
自
然
公
園
』
や
『
郊
外
自
然
公

園
』の
事
例
、
お
よ
び
こ
れ
ら
を
含
め
た『
国

家
重
要
公
園
』全
体
の
枠
組
み
に
つ
い
て
は
、

入
手
可
能
な
情
報
が
限
ら
れ
て
い
る
。

2
0
0
7
年
の
制
度
開
始
か
ら
、
17
年
間
で

19
の
公
園
が
新
設
さ
れ
て
き
た
ス
イ
ス
は
、

自
然
地
域
を
中
心
と
し
た
地
域
制
公
園
の
設

置
と
運
営
に
お
い
て
、
世
界
で
も
屈
指
の
ダ

イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
フ
ィ
ー
ル
ド
で
あ
る
と
考
え

ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
視
点
か
ら
も
、
引
き

続
き
動
向
に
注
目
し
た
い
。

を
含
む
地
域
が
認
定
さ
れ
る
。『
郊
外
自
然

公
園
』
は
主
と
し
て
都
市
住
民
の
Q
O
L
の

向
上
や
自
然
学
習
の
提
供
、
緩
衝
地
帯
の
確

保
等
を
目
的
と
す
る
公
園
で
あ
り
、
都
市
部

か
ら
20
㎞
以
内
の
、
公
共
交
通
に
よ
る
ア
ク

セ
ス
が
可
能
な
準
自
然
地
域
が
認
定
さ
れ

る
。　公

園
の
新
規
設
置
は
ス
イ
ス
連
邦
当
局
が

決
定
す
る
の
で
は
な
く
、
認
定
を
目
指
す
地

域
内
の
主
体
が
必
要
な
組
織
の
形
成
や
計
画

等
の
作
成
を
行
い
、
連
邦
当
局
が
こ
れ
を
審

査
・
認
定
す
る
プ
ロ
セ
ス
に
よ
り
行
わ
れ
る
。

ま
ず
公
園
の
設
立
に
向
け
た
『
経
営
計
画
』

が
作
成
さ
れ
、
続
い
て
『
経
営
計
画
』
に
記

載
さ
れ
た
取
組
の
推
進
と
並
行
し
て
、
公
園

と
し
て
の
契
約
と
認
定
後
の
管
理
計
画
を
定

め
た
『
公
園
憲
章
』
が
作
成
さ
れ
る
。『
経
営

計
画
』
を
完
遂
し
、『
公
園
憲
章
』
に
基
づ
く

対
象
地
域
の
運
営
が
開
始
さ
れ
た
段
階
で
、

対
象
と
な
る
地
域
は
連
邦
に
よ
っ
て
『
国
家

重
要
公
園
』
と
し
て
認
定
さ
れ
、
専
用
の
ラ

ベ
ル
が
付
与
さ
れ
る
。『
経
営
計
画
』
の
実

行
に
着
手
し
た
段
階
か
ら
認
定
ま
で
、『
国

立
公
園
』で
は
最
長
8
年
、『
地
域
自
然
公
園
』

お
よ
び
『
郊
外
自
然
公
園
』
で
は
最
長
4
年

を
要
す
る
。

　『公
園
憲
章
』
の
計
画
期
間
は
10
年
間
で

あ
り
、
管
理
計
画
を
補
完
す
る
4
箇
年
計
画

が
含
ま
れ
る
。
連
邦
に
よ
る
認
定
の
期
間
は

有
限
で
あ
り
、
継
続
し
て
認
定
を
受
け
た
い

場
合
は
10
年
間
ご
と
に
『
公
園
憲
章
』
を
更

新
し
、
認
定
を
更
新
す
る
必
要
が
あ
る
。

　『国
家
重
要
公
園
』
と
し
て
の
認
定
を
受

け
る
と
、
地
域
の
情
報
発
信
や
基
準
を
満
た

す
製
品
な
ど
に
付
与
で
き
る
専
用
の
ラ
ベ
ル

の
使
用
が
認
め
ら
れ
る
。
ま
た
、
管
理
計
画

に
基
づ
く
取
組
に
つ
い
て
は
、

連
邦
当
局
か
ら
の
財
政
支
援
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ

ら
は
地
域
側
が
享
受
可
能
な
メ

リ
ッ
ト
で
は
あ
る
も
の
の
、
認

定
以
降
に
必
要
な
人
員
や
予
算

が
す
べ
て
保
障
さ
れ
る
も
の
で

は
な
い
。
地
域
側
は
公
園
の
設

立
に
向
け
た
『
経
営
計
画
』
の

作
成
段
階
か
ら
、
対
象
地
の
自

然
性
や
管
理
計
画
と
い
っ
た
公

園
の
資
源
性
に
係
る
事
項
に
加

え
て
、
民
主
的
な
住
民
参
加
の

体
制
、
継
続
的
な
管
理
体
制
や

資
金
プ
ロ
セ
ス
な
ど
、
公
園
と

し
て
の
持
続
性
に
つ
い
て
も
必

要
な
要
件
を
満
た
す
こ
と
が
求

め
ら
れ
る
。

　現
地
の
事
例
と
し
て
、
ス
イ
ス
南
東
部
に

位
置
す
るB

iosfera V
al M

üstair

を
訪
問

し
た
。
同
公
園
は
2
0
1
1
年
に
認
定
さ
れ

た『
地
域
自
然
公
園
』で
あ
り
、隣
接
す
る『
ス

イ
ス
国
立
公
園
』
の
バ
ッ
フ
ァ
ー
ゾ
ー
ン
と

し
て
も
機
能
す
る
。
域
内
に
多
数
の
農
地
や

集
落
、
世
界
文
化
遺
産
な
ど
を
含
む
、
地
域

制
公
園
で
あ
る
。

　現
行
の
『
公
園
憲
章
』
は
2
0
2
1
年
か

ら
2
0
3
0
年
ま
で
を
計
画
期
間
と
し
、
基

礎
自
治
体
で
あ
るV

al M
üstair

が
事
務
局

を
設
置
し
て
公
園
管
理
の
実
務
を
担
う
ほ

か
、
行
政
機
関
の
長
、
基
礎
自
治
体
の
首
長
、

観
光
団
体
・
農
業
者
・
飲
食
事
業
者
・
市
民

等
の
代
表
者
な
ど
の
14
名
か
ら
構
成
さ
れ
る

委
員
会
が
、
戦
略
的
な
意
思
決
定
を
行
う
。

　公
衆
に
開
か
れ
た
空
間
で
あ
る
公
園
に

は
、
公
園
を
管
理
す
る
当
局
が
用
地
を
所
有

す
る
営
造
物
公
園
と
、
土
地
の
所
有
に
関
わ

ら
ず
指
定
を
行
う
地
域
制
公
園
が
あ
る
。
自

然
の
生
物
多
様
性
お
よ
び
そ
の
基
盤
と
な
る

生
態
学
的
構
造
、環
境
プ
ロ
セ
ス
の
保
護
と
、

教
育
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
促
進
を
主
目

的
と
し
て
指
定
さ
れ
る
国
立
公
園
（i）
は
、
比

較
的
大
規
模
な
面
積
を
以
て
指
定
・
運
営
さ

れ
る
公
園
の
一
つ
で
あ
る
。

　日
本
の
国
立
公
園
に
お
い
て
は
地
域
制
が

採
用
さ
れ
て
お
り
、
地
権
者
は
所
管
省
庁
で

あ
る
環
境
省
の
ほ
か
、
国
有
林
な
ど
他
の
省

庁
が
所
管
す
る
国
有
地
、
自
治
体
等
が
所
有

す
る
公
有
地
、
民
間
事
業
者
や
個
人
が
所
有

す
る
民
有
地
な
ど
多
様
で
あ
る
。
公
園
域
内

に
居
住
す
る
住
民
や
、
官
民
そ
れ
ぞ
れ
の
施

策
や
事
業
を
展
開
す
る
主
体
も
複
数
存
在
し
、

そ
の
利
害
関
係
者
は
多
岐
に
わ
た
る
。
こ
の

た
め
、
国
立
公
園
の
運
営
に
あ
た
っ
て
は
、

関
係
者
間
で
の
合
意
形
成
に
基
づ
く
協
働
型

管
理
運
営
が
行
わ
れ
、
各
公
園
ま
た
は
管
理

区
等
を
単
位
と
し
て
設
置
さ
れ
る
総
合
型
協

議
会
が
、
合
意
形
成
の
場
と
し
て
機
能
す
る
。

　当
財
団
は
受
託
業
務
を
通
じ
て
、
各
地
の

国
立
公
園
に
係
る
協
議
会
（
地
域
協
議
会
）

の
運
営
に
関
与
す
る
機
会
を
得
て
き
た
が
、

筆
者
個
人
の
経
験
に
お
い
て
は
、
地
域
協
議

会
に
お
い
て
は
特
に
「
多
数
の
関
係
者
に
、

ど
の
よ
う
に
し
て
現
状
や
課
題
感
を
共
有
し

て
頂
き
、
目
標
や
指
針
を
共
有
し
て
取
組
を

進
め
ら
れ
る
か
」
と
い
う
点
に
難
し
さ
を
感

じ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
営
造
物
公
園
と
地

域
制
公
園
に
は
そ
れ
ぞ
れ
に
制
度
と
し
て
の

長
所
と
短
所
が
あ
る
が
、
右
記
の
点
は
地
域

制
公
園
に
お
け
る
協
働
型
管
理
が
、
あ
る
種

必
然
的
に
抱
え
る
弱
点
で
あ
る
よ
う
に
も
思

わ
れ
る
。

　そ
こ
で
今
回
の
視
察
で
は
、
ス
イ
ス
に
お

け
る
自
然
地
域
の
保
護
制
度
に
着
目
し
た
。

ス
イ
ス
国
内
全
域
を
対
象
と
す
る
自
然
地
域

や
風
景
地
の
保
護
制
度
と
し
て
は
、『
景
観

と
記
念
物
に
係
る
連
邦
目
録
』『
ス
イ
ス
景

観
コ
ン
セ
プ
ト
』『
国
家
重
要
公
園
』
等
が
挙

げ
ら
れ
る
が
、
特
に
『
国
家
重
要
公
園
』『
地

域
自
然
公
園
』
に
着
目
し
、
保
護
地
域
の
運

営
に
関
係
者
を
巻
き
込
む
仕
組
み
に
つ
い
て

調
査
し
た
。

　な
お
、
本
稿
で
取
り
上
げ
る
施
設
や
制
度

等
の
名
称
は
、
ス
イ
ス
公
用
語
以
外
に
よ
る

表
記
が
確
立
さ
れ
て
い
な
い
も
の
を
含
む
。

文
中
に
お
け
る
表
記
の
う
ち
、
右
記
の
『
国

家
重
要
公
園
』
の
よ
う
に
二
重
か
ぎ
括
弧
を

付
し
た
語
句
に
つ
い
て
は
、
筆
者
に
よ
る
日

本
語
へ
の
仮
訳
を
含
む
点
に
留
意
さ
れ
た
い
。

　『国
家
重
要
公
園
』
は
、
連
邦
法
お
よ
び

関
連
条
例
に
よ
り
、
自
然
地
域
の
公
園
を
認

定
す
る
制
度
で
あ
る
。
同
制
度
に
依
拠
す
る

公
園
と
し
て
、『
国
立
公
園
』『
地
域
自
然
公

園
』『
郊
外
自
然
公
園
』
の
3
種
が
あ
る
。

2
0
2
3
年
時
点
の
公
園
数
は
、『
国
立
公

園
』
が
1
箇
所
、『
地
域
自
然
公
園
』
は
17
箇

所
、『
郊
外
自
然
公
園
』
は
2
箇
所
で
あ
る
。

　『国
立
公
園
』
は
人
間
の
影
響
を
排
除
し
、

自
然
を
自
由
に
発
展
・
変
化
さ
せ
る
こ
と
を

目
的
と
す
る
公
園
で
あ
り
、
観
光
開
発
、
農

林
業
、
畜
産
業
、
鉱
業
等
は
厳
し
く
制
限
さ

れ
る
。
ス
イ
ス
南
東
部
に
1
箇
所
の
み
が
設

置
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
は
1
9
1
4
年
に
設

立
さ
れ
た
欧
州
で
も
っ
と
も
歴
史
あ
る
自
然

公
園
の
一
つ
で
あ
る
。
連
邦
環
境
局
、
州
、
基

礎
自
治
体
、
N
G
O
、
学
術
団
体
の
代
表
者

等
が
参
加
す
る
『
国
立
公
園
委
員
会
』
が
、
管

理
当
局
と
し
て
自
治
体
か
ら
長
期
に
わ
た
る

土
地
の
リ
ー
ス
を
受
け
て
お
り
、
実
質
的
な

営
造
物
公
園
と
い
え
る
。
人
為
影
響
を
極
力

排
除
し
た
“Open

 A
ir L

aboratory”

と

し
て
運
営
さ
れ
て
お
り
、
研
究
成
果
の
一
部

を
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
で
見
学
す
る
こ
と
が

で
き
る
。
園
路
や
施
設
の
整
備
も
最
低
限
だ

が
立
ち
入
り
は
可
能
で
あ
り
、
一
部
で
は
ガ

イ
ド
ツ
ア
ー
等
も
提
供
さ
れ
て
い
る
。

　『地
域
自
然
公
園
』と『
郊
外
自
然
公
園
』は
、

2
0
0
7
年
の
法
整
備
後
に
設
定
さ
れ
た
カ

テ
ゴ
リ
ー
で
あ
り
、
公
園
制
度
と
し
て
は
比

較
的
若
い
。『
地
域
自
然
公
園
』
は
、
高
質
な

自
然
と
景
観
の
維
持
な
ら
び
に
地
域
経
済
の

持
続
可
能
な
発
展
を
目
的
と
す
る
公
園
で
あ

り
、
住
民
の
居
住
地
を
含
む
田
園
風
景
地
の

う
ち
、
資
源
性
の
高
い
自
然
、
景
観
、
文
化

ユ
ネ
ス
コ
世
界
文
化
遺
産
の
指
定
を
受
け
て

お
り
、
考
古
学
的
な
調
査
が
実
施
さ
れ
て
い

る
。
公
園
当
局
お
よ
び
連
邦
環
境
局
は
こ
れ

ら
の
調
査
に
出
資
を
行
っ
て
お
り
、
調
査
の

成
果
の
一
部
は
院
内
に
展
示
さ
れ
て
い
る
。

　ス
イ
ス
の
『
国
家
重
要
公
園
』
は
、
地
域
の

発
意
に
基
づ
く
計
画
を
連
邦
当
局
が
認
定
す

る
こ
と
に
よ
り
、
公
園
が
設
置
さ
れ
る
制
度

で
あ
る
。
公
園
と
し
て
の
保
護
管
理
体
制
、

資
金
を
含
め
た
持
続
性
の
確
保
、
管
理
者
の

設
置
や
住
民
参
加
の
体
制
に
つ
い
て
は
、
認

2
1
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ス
イ
ス
に
お
け
る

自
然
地
域
の
保
護
制
度

2
．国
家
重
要
公
園
の

概
要
と
公
園
認
定
の

プ
ロ
セ
ス

3
．地
域
自
然
公
園
の

事
例
：

B
iosfera V

al 
M
üstair

1
．は
じ
め
に

観
光
研
究
部 

副
主
任
研
究
員

那
須 

將

Biosfera Val Müstair 公園区域内の風景

Biosfera Val Müstair 位置図（ii） 

　公
園
域
内
で
は

河
川
の
流
路
復

元
、
地
域
の
伝
統

的
な
織
物
に
用
い

る
亜
麻
の
栽
培
復

活
に
向
け
た
取
組

（
文
化
的
景
観
の

復
元
）
な
ど
、
さ

ま
ざ
ま
な
取
組
が

実
施
さ
れ
て
い

る
。
公
園
東
部
の

M
üstair

に
位
置

す
る
ザ
ン
ク
ト
・

ヨ
ハ
ン
修
道
院
は

定
に
先
立
っ
て
地
域
側
が
行
う
制
度
設
計
と

な
っ
て
お
り
、
認
定
に
あ
た
っ
て
は
計
画
作

成
や
体
制
構
築
を
完
遂
で
き
る
レ
ベ
ル
の
高

い
水
準
で
の
合
意
形
成
が
求
め
ら
れ
る
。
率

直
に
表
現
す
れ
ば
、
地
域
と
し
て
関
係
者
間

で
の
調
整
が
で
き
て
い
な
け
れ
ば
、
そ
も
そ

も
公
園
と
し
て
の
ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン
に
立
て

な
い
と
も
言
え
る
。
一
方
で
、
公
園
事
業
と

し
て
の
取
組
の
対
象
は
自
然
資
源
の
範
囲
に

限
ら
れ
な
い
た
め
、
関
係
者
は
そ
れ
ぞ
れ
の

立
場
か
ら
動
機
と
目
的
を
持
っ
て
公
園
計
画

の
運
営
に
参
加
で
き
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　日
本
の
国
立
公
園
に
お
い
て
、
地
域
協
議

会
に
参
加
す
る
関
係
者
の
熱
意
や
、
公
園
事

業
に
対
す
る
理
解
度
は
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
。

現
場
で
活
動
す
る
環
境
省
担
当
官
の
努
力
に

よ
り
、
関
係
者
の
当
事
者
意
識
が
醸
成
さ
れ

る
事
例
も
見
ら
れ
る
も
の
の
、逆
に
言
え
ば
、

同
じ
方
向
を
向
く
た
め
の
過
程
が
シ
ス
テ
ム

化
さ
れ
て
い
る
と
は
言
い
難
い
と
感
じ
る
。

連
邦
制
国
家
で
あ
る
ス
イ
ス
と
日
本
は
、
国

と
し
て
の
前
提
や
自
然
公
園
に
係
る
歴
史
的

な
経
緯
が
異
な
り
、
ス
イ
ス
の
公
園
制
度
の

設
計
や
そ
の
運
用
を
そ
の
ま
ま
輸
入
す
る
こ

と
は
で
き
な
い
も
の
の
、
今
回
の
調
査
で
は

協
働
型
管
理
の
手
法
と
共
通
す
る
要
素
も
複

数
見
ら
れ
、
参
考
と
な
る
点
も
多
い
と
感
じ

た
。　な

お
、
今
回
取
り
上
げ
た
『
国
立
公
園
』

に
つ
い
て
は
一
定
の
情
報
が
蓄
積
さ
れ
て
い

る
が
、『
地
域
自
然
公
園
』
や
『
郊
外
自
然
公

園
』の
事
例
、
お
よ
び
こ
れ
ら
を
含
め
た『
国

家
重
要
公
園
』全
体
の
枠
組
み
に
つ
い
て
は
、

入
手
可
能
な
情
報
が
限
ら
れ
て
い
る
。

2
0
0
7
年
の
制
度
開
始
か
ら
、
17
年
間
で

19
の
公
園
が
新
設
さ
れ
て
き
た
ス
イ
ス
は
、

自
然
地
域
を
中
心
と
し
た
地
域
制
公
園
の
設

置
と
運
営
に
お
い
て
、
世
界
で
も
屈
指
の
ダ

イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
フ
ィ
ー
ル
ド
で
あ
る
と
考
え

ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
視
点
か
ら
も
、
引
き

続
き
動
向
に
注
目
し
た
い
。

を
含
む
地
域
が
認
定
さ
れ
る
。『
郊
外
自
然

公
園
』
は
主
と
し
て
都
市
住
民
の
Q
O
L
の

向
上
や
自
然
学
習
の
提
供
、
緩
衝
地
帯
の
確

保
等
を
目
的
と
す
る
公
園
で
あ
り
、
都
市
部

か
ら
20
㎞
以
内
の
、
公
共
交
通
に
よ
る
ア
ク

セ
ス
が
可
能
な
準
自
然
地
域
が
認
定
さ
れ

る
。　公

園
の
新
規
設
置
は
ス
イ
ス
連
邦
当
局
が

決
定
す
る
の
で
は
な
く
、
認
定
を
目
指
す
地

域
内
の
主
体
が
必
要
な
組
織
の
形
成
や
計
画

等
の
作
成
を
行
い
、
連
邦
当
局
が
こ
れ
を
審

査
・
認
定
す
る
プ
ロ
セ
ス
に
よ
り
行
わ
れ
る
。

ま
ず
公
園
の
設
立
に
向
け
た
『
経
営
計
画
』

が
作
成
さ
れ
、
続
い
て
『
経
営
計
画
』
に
記

載
さ
れ
た
取
組
の
推
進
と
並
行
し
て
、
公
園

と
し
て
の
契
約
と
認
定
後
の
管
理
計
画
を
定

め
た
『
公
園
憲
章
』
が
作
成
さ
れ
る
。『
経
営

計
画
』
を
完
遂
し
、『
公
園
憲
章
』
に
基
づ
く

対
象
地
域
の
運
営
が
開
始
さ
れ
た
段
階
で
、

対
象
と
な
る
地
域
は
連
邦
に
よ
っ
て
『
国
家

重
要
公
園
』
と
し
て
認
定
さ
れ
、
専
用
の
ラ

ベ
ル
が
付
与
さ
れ
る
。『
経
営
計
画
』
の
実

行
に
着
手
し
た
段
階
か
ら
認
定
ま
で
、『
国

立
公
園
』で
は
最
長
8
年
、『
地
域
自
然
公
園
』

お
よ
び
『
郊
外
自
然
公
園
』
で
は
最
長
4
年

を
要
す
る
。

　『公
園
憲
章
』
の
計
画
期
間
は
10
年
間
で

あ
り
、
管
理
計
画
を
補
完
す
る
4
箇
年
計
画

が
含
ま
れ
る
。
連
邦
に
よ
る
認
定
の
期
間
は

有
限
で
あ
り
、
継
続
し
て
認
定
を
受
け
た
い

場
合
は
10
年
間
ご
と
に
『
公
園
憲
章
』
を
更

新
し
、
認
定
を
更
新
す
る
必
要
が
あ
る
。

　『国
家
重
要
公
園
』
と
し
て
の
認
定
を
受

け
る
と
、
地
域
の
情
報
発
信
や
基
準
を
満
た

す
製
品
な
ど
に
付
与
で
き
る
専
用
の
ラ
ベ
ル

の
使
用
が
認
め
ら
れ
る
。
ま
た
、
管
理
計
画

に
基
づ
く
取
組
に
つ
い
て
は
、

連
邦
当
局
か
ら
の
財
政
支
援
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ

ら
は
地
域
側
が
享
受
可
能
な
メ

リ
ッ
ト
で
は
あ
る
も
の
の
、
認

定
以
降
に
必
要
な
人
員
や
予
算

が
す
べ
て
保
障
さ
れ
る
も
の
で

は
な
い
。
地
域
側
は
公
園
の
設

立
に
向
け
た
『
経
営
計
画
』
の

作
成
段
階
か
ら
、
対
象
地
の
自

然
性
や
管
理
計
画
と
い
っ
た
公

園
の
資
源
性
に
係
る
事
項
に
加

え
て
、
民
主
的
な
住
民
参
加
の

体
制
、
継
続
的
な
管
理
体
制
や

資
金
プ
ロ
セ
ス
な
ど
、
公
園
と

し
て
の
持
続
性
に
つ
い
て
も
必

要
な
要
件
を
満
た
す
こ
と
が
求

め
ら
れ
る
。

　現
地
の
事
例
と
し
て
、
ス
イ
ス
南
東
部
に

位
置
す
るB

iosfera V
al M

üstair

を
訪
問

し
た
。
同
公
園
は
2
0
1
1
年
に
認
定
さ
れ

た『
地
域
自
然
公
園
』で
あ
り
、隣
接
す
る『
ス

イ
ス
国
立
公
園
』
の
バ
ッ
フ
ァ
ー
ゾ
ー
ン
と

し
て
も
機
能
す
る
。
域
内
に
多
数
の
農
地
や

集
落
、
世
界
文
化
遺
産
な
ど
を
含
む
、
地
域

制
公
園
で
あ
る
。

　現
行
の
『
公
園
憲
章
』
は
2
0
2
1
年
か

ら
2
0
3
0
年
ま
で
を
計
画
期
間
と
し
、
基

礎
自
治
体
で
あ
るV

al M
üstair

が
事
務
局

を
設
置
し
て
公
園
管
理
の
実
務
を
担
う
ほ

か
、
行
政
機
関
の
長
、
基
礎
自
治
体
の
首
長
、

観
光
団
体
・
農
業
者
・
飲
食
事
業
者
・
市
民

等
の
代
表
者
な
ど
の
14
名
か
ら
構
成
さ
れ
る

委
員
会
が
、
戦
略
的
な
意
思
決
定
を
行
う
。

　公
衆
に
開
か
れ
た
空
間
で
あ
る
公
園
に

は
、
公
園
を
管
理
す
る
当
局
が
用
地
を
所
有

す
る
営
造
物
公
園
と
、
土
地
の
所
有
に
関
わ

ら
ず
指
定
を
行
う
地
域
制
公
園
が
あ
る
。
自

然
の
生
物
多
様
性
お
よ
び
そ
の
基
盤
と
な
る

生
態
学
的
構
造
、環
境
プ
ロ
セ
ス
の
保
護
と
、

教
育
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
促
進
を
主
目

的
と
し
て
指
定
さ
れ
る
国
立
公
園
（i）
は
、
比

較
的
大
規
模
な
面
積
を
以
て
指
定
・
運
営
さ

れ
る
公
園
の
一
つ
で
あ
る
。

　日
本
の
国
立
公
園
に
お
い
て
は
地
域
制
が

採
用
さ
れ
て
お
り
、
地
権
者
は
所
管
省
庁
で

あ
る
環
境
省
の
ほ
か
、
国
有
林
な
ど
他
の
省

庁
が
所
管
す
る
国
有
地
、
自
治
体
等
が
所
有

す
る
公
有
地
、
民
間
事
業
者
や
個
人
が
所
有

す
る
民
有
地
な
ど
多
様
で
あ
る
。
公
園
域
内

に
居
住
す
る
住
民
や
、
官
民
そ
れ
ぞ
れ
の
施

策
や
事
業
を
展
開
す
る
主
体
も
複
数
存
在
し
、

そ
の
利
害
関
係
者
は
多
岐
に
わ
た
る
。
こ
の

た
め
、
国
立
公
園
の
運
営
に
あ
た
っ
て
は
、

関
係
者
間
で
の
合
意
形
成
に
基
づ
く
協
働
型

管
理
運
営
が
行
わ
れ
、
各
公
園
ま
た
は
管
理

区
等
を
単
位
と
し
て
設
置
さ
れ
る
総
合
型
協

議
会
が
、
合
意
形
成
の
場
と
し
て
機
能
す
る
。

　当
財
団
は
受
託
業
務
を
通
じ
て
、
各
地
の

国
立
公
園
に
係
る
協
議
会
（
地
域
協
議
会
）

の
運
営
に
関
与
す
る
機
会
を
得
て
き
た
が
、

筆
者
個
人
の
経
験
に
お
い
て
は
、
地
域
協
議

会
に
お
い
て
は
特
に
「
多
数
の
関
係
者
に
、

ど
の
よ
う
に
し
て
現
状
や
課
題
感
を
共
有
し

て
頂
き
、
目
標
や
指
針
を
共
有
し
て
取
組
を

進
め
ら
れ
る
か
」
と
い
う
点
に
難
し
さ
を
感

じ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
営
造
物
公
園
と
地

域
制
公
園
に
は
そ
れ
ぞ
れ
に
制
度
と
し
て
の

長
所
と
短
所
が
あ
る
が
、
右
記
の
点
は
地
域

制
公
園
に
お
け
る
協
働
型
管
理
が
、
あ
る
種

必
然
的
に
抱
え
る
弱
点
で
あ
る
よ
う
に
も
思

わ
れ
る
。

　そ
こ
で
今
回
の
視
察
で
は
、
ス
イ
ス
に
お

け
る
自
然
地
域
の
保
護
制
度
に
着
目
し
た
。

ス
イ
ス
国
内
全
域
を
対
象
と
す
る
自
然
地
域

や
風
景
地
の
保
護
制
度
と
し
て
は
、『
景
観

と
記
念
物
に
係
る
連
邦
目
録
』『
ス
イ
ス
景

観
コ
ン
セ
プ
ト
』『
国
家
重
要
公
園
』
等
が
挙

げ
ら
れ
る
が
、
特
に
『
国
家
重
要
公
園
』『
地

域
自
然
公
園
』
に
着
目
し
、
保
護
地
域
の
運

営
に
関
係
者
を
巻
き
込
む
仕
組
み
に
つ
い
て

調
査
し
た
。

　な
お
、
本
稿
で
取
り
上
げ
る
施
設
や
制
度

等
の
名
称
は
、
ス
イ
ス
公
用
語
以
外
に
よ
る

表
記
が
確
立
さ
れ
て
い
な
い
も
の
を
含
む
。

文
中
に
お
け
る
表
記
の
う
ち
、
右
記
の
『
国

家
重
要
公
園
』
の
よ
う
に
二
重
か
ぎ
括
弧
を

付
し
た
語
句
に
つ
い
て
は
、
筆
者
に
よ
る
日

本
語
へ
の
仮
訳
を
含
む
点
に
留
意
さ
れ
た
い
。

　『国
家
重
要
公
園
』
は
、
連
邦
法
お
よ
び

関
連
条
例
に
よ
り
、
自
然
地
域
の
公
園
を
認

定
す
る
制
度
で
あ
る
。
同
制
度
に
依
拠
す
る

公
園
と
し
て
、『
国
立
公
園
』『
地
域
自
然
公

園
』『
郊
外
自
然
公
園
』
の
3
種
が
あ
る
。

2
0
2
3
年
時
点
の
公
園
数
は
、『
国
立
公

園
』
が
1
箇
所
、『
地
域
自
然
公
園
』
は
17
箇

所
、『
郊
外
自
然
公
園
』
は
2
箇
所
で
あ
る
。

　『国
立
公
園
』
は
人
間
の
影
響
を
排
除
し
、

自
然
を
自
由
に
発
展
・
変
化
さ
せ
る
こ
と
を

目
的
と
す
る
公
園
で
あ
り
、
観
光
開
発
、
農

林
業
、
畜
産
業
、
鉱
業
等
は
厳
し
く
制
限
さ

れ
る
。
ス
イ
ス
南
東
部
に
1
箇
所
の
み
が
設

置
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
は
1
9
1
4
年
に
設

立
さ
れ
た
欧
州
で
も
っ
と
も
歴
史
あ
る
自
然

公
園
の
一
つ
で
あ
る
。
連
邦
環
境
局
、
州
、
基

礎
自
治
体
、
N
G
O
、
学
術
団
体
の
代
表
者

等
が
参
加
す
る
『
国
立
公
園
委
員
会
』
が
、
管

理
当
局
と
し
て
自
治
体
か
ら
長
期
に
わ
た
る

土
地
の
リ
ー
ス
を
受
け
て
お
り
、
実
質
的
な

営
造
物
公
園
と
い
え
る
。
人
為
影
響
を
極
力

排
除
し
た
“Open

 A
ir L

aboratory”

と

し
て
運
営
さ
れ
て
お
り
、
研
究
成
果
の
一
部

を
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
で
見
学
す
る
こ
と
が

で
き
る
。
園
路
や
施
設
の
整
備
も
最
低
限
だ

が
立
ち
入
り
は
可
能
で
あ
り
、
一
部
で
は
ガ

イ
ド
ツ
ア
ー
等
も
提
供
さ
れ
て
い
る
。

　『地
域
自
然
公
園
』と『
郊
外
自
然
公
園
』は
、

2
0
0
7
年
の
法
整
備
後
に
設
定
さ
れ
た
カ

テ
ゴ
リ
ー
で
あ
り
、
公
園
制
度
と
し
て
は
比

較
的
若
い
。『
地
域
自
然
公
園
』
は
、
高
質
な

自
然
と
景
観
の
維
持
な
ら
び
に
地
域
経
済
の

持
続
可
能
な
発
展
を
目
的
と
す
る
公
園
で
あ

り
、
住
民
の
居
住
地
を
含
む
田
園
風
景
地
の

う
ち
、
資
源
性
の
高
い
自
然
、
景
観
、
文
化

ユ
ネ
ス
コ
世
界
文
化
遺
産
の
指
定
を
受
け
て

お
り
、
考
古
学
的
な
調
査
が
実
施
さ
れ
て
い

る
。
公
園
当
局
お
よ
び
連
邦
環
境
局
は
こ
れ

ら
の
調
査
に
出
資
を
行
っ
て
お
り
、
調
査
の

成
果
の
一
部
は
院
内
に
展
示
さ
れ
て
い
る
。

　ス
イ
ス
の
『
国
家
重
要
公
園
』
は
、
地
域
の

発
意
に
基
づ
く
計
画
を
連
邦
当
局
が
認
定
す

る
こ
と
に
よ
り
、
公
園
が
設
置
さ
れ
る
制
度

で
あ
る
。
公
園
と
し
て
の
保
護
管
理
体
制
、

資
金
を
含
め
た
持
続
性
の
確
保
、
管
理
者
の

設
置
や
住
民
参
加
の
体
制
に
つ
い
て
は
、
認

2
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2
．ス
イ
ス
に
お
け
る

非
動
力
系
交
通

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

構
築
の
経
緯

1
．は
じ
め
に

4
．ま
と
め

観
光
研
究
部 

主
任
研
究
員

小
川
直
樹

ザンクト・ヨハン修道院 院内および展示の様子

ザンクト・ヨハン修道院 遠景

　公
園
域
内
で
は

河
川
の
流
路
復

元
、
地
域
の
伝
統

的
な
織
物
に
用
い

る
亜
麻
の
栽
培
復

活
に
向
け
た
取
組

（
文
化
的
景
観
の

復
元
）
な
ど
、
さ

ま
ざ
ま
な
取
組
が

実
施
さ
れ
て
い

る
。
公
園
東
部
の

M
üstair

に
位
置

す
る
ザ
ン
ク
ト
・

ヨ
ハ
ン
修
道
院
は

定
に
先
立
っ
て
地
域
側
が
行
う
制
度
設
計
と

な
っ
て
お
り
、
認
定
に
あ
た
っ
て
は
計
画
作

成
や
体
制
構
築
を
完
遂
で
き
る
レ
ベ
ル
の
高

い
水
準
で
の
合
意
形
成
が
求
め
ら
れ
る
。
率

直
に
表
現
す
れ
ば
、
地
域
と
し
て
関
係
者
間

で
の
調
整
が
で
き
て
い
な
け
れ
ば
、
そ
も
そ

も
公
園
と
し
て
の
ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン
に
立
て

な
い
と
も
言
え
る
。
一
方
で
、
公
園
事
業
と

し
て
の
取
組
の
対
象
は
自
然
資
源
の
範
囲
に

限
ら
れ
な
い
た
め
、
関
係
者
は
そ
れ
ぞ
れ
の

立
場
か
ら
動
機
と
目
的
を
持
っ
て
公
園
計
画

の
運
営
に
参
加
で
き
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　日
本
の
国
立
公
園
に
お
い
て
、
地
域
協
議

会
に
参
加
す
る
関
係
者
の
熱
意
や
、
公
園
事

業
に
対
す
る
理
解
度
は
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
。

現
場
で
活
動
す
る
環
境
省
担
当
官
の
努
力
に

よ
り
、
関
係
者
の
当
事
者
意
識
が
醸
成
さ
れ

る
事
例
も
見
ら
れ
る
も
の
の
、逆
に
言
え
ば
、

同
じ
方
向
を
向
く
た
め
の
過
程
が
シ
ス
テ
ム

化
さ
れ
て
い
る
と
は
言
い
難
い
と
感
じ
る
。

連
邦
制
国
家
で
あ
る
ス
イ
ス
と
日
本
は
、
国

と
し
て
の
前
提
や
自
然
公
園
に
係
る
歴
史
的

な
経
緯
が
異
な
り
、
ス
イ
ス
の
公
園
制
度
の

設
計
や
そ
の
運
用
を
そ
の
ま
ま
輸
入
す
る
こ

と
は
で
き
な
い
も
の
の
、
今
回
の
調
査
で
は

協
働
型
管
理
の
手
法
と
共
通
す
る
要
素
も
複

数
見
ら
れ
、
参
考
と
な
る
点
も
多
い
と
感
じ

た
。　な

お
、
今
回
取
り
上
げ
た
『
国
立
公
園
』

に
つ
い
て
は
一
定
の
情
報
が
蓄
積
さ
れ
て
い

る
が
、『
地
域
自
然
公
園
』
や
『
郊
外
自
然
公

園
』の
事
例
、
お
よ
び
こ
れ
ら
を
含
め
た『
国

家
重
要
公
園
』全
体
の
枠
組
み
に
つ
い
て
は
、

入
手
可
能
な
情
報
が
限
ら
れ
て
い
る
。

2
0
0
7
年
の
制
度
開
始
か
ら
、
17
年
間
で

19
の
公
園
が
新
設
さ
れ
て
き
た
ス
イ
ス
は
、

自
然
地
域
を
中
心
と
し
た
地
域
制
公
園
の
設

置
と
運
営
に
お
い
て
、
世
界
で
も
屈
指
の
ダ

イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
フ
ィ
ー
ル
ド
で
あ
る
と
考
え

ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
視
点
か
ら
も
、
引
き

続
き
動
向
に
注
目
し
た
い
。

を
含
む
地
域
が
認
定
さ
れ
る
。『
郊
外
自
然

公
園
』
は
主
と
し
て
都
市
住
民
の
Q
O
L
の

向
上
や
自
然
学
習
の
提
供
、
緩
衝
地
帯
の
確

保
等
を
目
的
と
す
る
公
園
で
あ
り
、
都
市
部

か
ら
20
㎞
以
内
の
、
公
共
交
通
に
よ
る
ア
ク

セ
ス
が
可
能
な
準
自
然
地
域
が
認
定
さ
れ

る
。　公

園
の
新
規
設
置
は
ス
イ
ス
連
邦
当
局
が

決
定
す
る
の
で
は
な
く
、
認
定
を
目
指
す
地

域
内
の
主
体
が
必
要
な
組
織
の
形
成
や
計
画

等
の
作
成
を
行
い
、
連
邦
当
局
が
こ
れ
を
審

査
・
認
定
す
る
プ
ロ
セ
ス
に
よ
り
行
わ
れ
る
。

ま
ず
公
園
の
設
立
に
向
け
た
『
経
営
計
画
』

が
作
成
さ
れ
、
続
い
て
『
経
営
計
画
』
に
記

載
さ
れ
た
取
組
の
推
進
と
並
行
し
て
、
公
園

と
し
て
の
契
約
と
認
定
後
の
管
理
計
画
を
定

め
た
『
公
園
憲
章
』
が
作
成
さ
れ
る
。『
経
営

計
画
』
を
完
遂
し
、『
公
園
憲
章
』
に
基
づ
く

対
象
地
域
の
運
営
が
開
始
さ
れ
た
段
階
で
、

対
象
と
な
る
地
域
は
連
邦
に
よ
っ
て
『
国
家

重
要
公
園
』
と
し
て
認
定
さ
れ
、
専
用
の
ラ

ベ
ル
が
付
与
さ
れ
る
。『
経
営
計
画
』
の
実

行
に
着
手
し
た
段
階
か
ら
認
定
ま
で
、『
国

立
公
園
』で
は
最
長
8
年
、『
地
域
自
然
公
園
』

お
よ
び
『
郊
外
自
然
公
園
』
で
は
最
長
4
年

を
要
す
る
。

　『公
園
憲
章
』
の
計
画
期
間
は
10
年
間
で

あ
り
、
管
理
計
画
を
補
完
す
る
4
箇
年
計
画

が
含
ま
れ
る
。
連
邦
に
よ
る
認
定
の
期
間
は

有
限
で
あ
り
、
継
続
し
て
認
定
を
受
け
た
い

場
合
は
10
年
間
ご
と
に
『
公
園
憲
章
』
を
更

新
し
、
認
定
を
更
新
す
る
必
要
が
あ
る
。

　『国
家
重
要
公
園
』
と
し
て
の
認
定
を
受

け
る
と
、
地
域
の
情
報
発
信
や
基
準
を
満
た

す
製
品
な
ど
に
付
与
で
き
る
専
用
の
ラ
ベ
ル

の
使
用
が
認
め
ら
れ
る
。
ま
た
、
管
理
計
画

に
基
づ
く
取
組
に
つ
い
て
は
、

連
邦
当
局
か
ら
の
財
政
支
援
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ

ら
は
地
域
側
が
享
受
可
能
な
メ

リ
ッ
ト
で
は
あ
る
も
の
の
、
認

定
以
降
に
必
要
な
人
員
や
予
算

が
す
べ
て
保
障
さ
れ
る
も
の
で

は
な
い
。
地
域
側
は
公
園
の
設

立
に
向
け
た
『
経
営
計
画
』
の

作
成
段
階
か
ら
、
対
象
地
の
自

然
性
や
管
理
計
画
と
い
っ
た
公

園
の
資
源
性
に
係
る
事
項
に
加

え
て
、
民
主
的
な
住
民
参
加
の

体
制
、
継
続
的
な
管
理
体
制
や

資
金
プ
ロ
セ
ス
な
ど
、
公
園
と

し
て
の
持
続
性
に
つ
い
て
も
必

要
な
要
件
を
満
た
す
こ
と
が
求

め
ら
れ
る
。

　現
地
の
事
例
と
し
て
、
ス
イ
ス
南
東
部
に

位
置
す
るB

iosfera V
al M

üstair

を
訪
問

し
た
。
同
公
園
は
2
0
1
1
年
に
認
定
さ
れ

た『
地
域
自
然
公
園
』で
あ
り
、隣
接
す
る『
ス

イ
ス
国
立
公
園
』
の
バ
ッ
フ
ァ
ー
ゾ
ー
ン
と

し
て
も
機
能
す
る
。
域
内
に
多
数
の
農
地
や

集
落
、
世
界
文
化
遺
産
な
ど
を
含
む
、
地
域

制
公
園
で
あ
る
。

　現
行
の
『
公
園
憲
章
』
は
2
0
2
1
年
か

ら
2
0
3
0
年
ま
で
を
計
画
期
間
と
し
、
基

礎
自
治
体
で
あ
るV

al M
üstair

が
事
務
局

を
設
置
し
て
公
園
管
理
の
実
務
を
担
う
ほ

か
、
行
政
機
関
の
長
、
基
礎
自
治
体
の
首
長
、

観
光
団
体
・
農
業
者
・
飲
食
事
業
者
・
市
民

等
の
代
表
者
な
ど
の
14
名
か
ら
構
成
さ
れ
る

委
員
会
が
、
戦
略
的
な
意
思
決
定
を
行
う
。

　公
衆
に
開
か
れ
た
空
間
で
あ
る
公
園
に

は
、
公
園
を
管
理
す
る
当
局
が
用
地
を
所
有

す
る
営
造
物
公
園
と
、
土
地
の
所
有
に
関
わ

ら
ず
指
定
を
行
う
地
域
制
公
園
が
あ
る
。
自

然
の
生
物
多
様
性
お
よ
び
そ
の
基
盤
と
な
る

生
態
学
的
構
造
、環
境
プ
ロ
セ
ス
の
保
護
と
、

教
育
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
促
進
を
主
目

的
と
し
て
指
定
さ
れ
る
国
立
公
園
（i）
は
、
比

較
的
大
規
模
な
面
積
を
以
て
指
定
・
運
営
さ

れ
る
公
園
の
一
つ
で
あ
る
。

　日
本
の
国
立
公
園
に
お
い
て
は
地
域
制
が

採
用
さ
れ
て
お
り
、
地
権
者
は
所
管
省
庁
で

あ
る
環
境
省
の
ほ
か
、
国
有
林
な
ど
他
の
省

庁
が
所
管
す
る
国
有
地
、
自
治
体
等
が
所
有

す
る
公
有
地
、
民
間
事
業
者
や
個
人
が
所
有

す
る
民
有
地
な
ど
多
様
で
あ
る
。
公
園
域
内

に
居
住
す
る
住
民
や
、
官
民
そ
れ
ぞ
れ
の
施

策
や
事
業
を
展
開
す
る
主
体
も
複
数
存
在
し
、

そ
の
利
害
関
係
者
は
多
岐
に
わ
た
る
。
こ
の

た
め
、
国
立
公
園
の
運
営
に
あ
た
っ
て
は
、

関
係
者
間
で
の
合
意
形
成
に
基
づ
く
協
働
型

管
理
運
営
が
行
わ
れ
、
各
公
園
ま
た
は
管
理

区
等
を
単
位
と
し
て
設
置
さ
れ
る
総
合
型
協

議
会
が
、
合
意
形
成
の
場
と
し
て
機
能
す
る
。

　当
財
団
は
受
託
業
務
を
通
じ
て
、
各
地
の

国
立
公
園
に
係
る
協
議
会
（
地
域
協
議
会
）

の
運
営
に
関
与
す
る
機
会
を
得
て
き
た
が
、

筆
者
個
人
の
経
験
に
お
い
て
は
、
地
域
協
議

会
に
お
い
て
は
特
に
「
多
数
の
関
係
者
に
、

ど
の
よ
う
に
し
て
現
状
や
課
題
感
を
共
有
し

て
頂
き
、
目
標
や
指
針
を
共
有
し
て
取
組
を

進
め
ら
れ
る
か
」
と
い
う
点
に
難
し
さ
を
感

じ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
営
造
物
公
園
と
地

域
制
公
園
に
は
そ
れ
ぞ
れ
に
制
度
と
し
て
の

長
所
と
短
所
が
あ
る
が
、
右
記
の
点
は
地
域

制
公
園
に
お
け
る
協
働
型
管
理
が
、
あ
る
種

必
然
的
に
抱
え
る
弱
点
で
あ
る
よ
う
に
も
思

わ
れ
る
。

　そ
こ
で
今
回
の
視
察
で
は
、
ス
イ
ス
に
お

け
る
自
然
地
域
の
保
護
制
度
に
着
目
し
た
。

ス
イ
ス
国
内
全
域
を
対
象
と
す
る
自
然
地
域

や
風
景
地
の
保
護
制
度
と
し
て
は
、『
景
観

と
記
念
物
に
係
る
連
邦
目
録
』『
ス
イ
ス
景

観
コ
ン
セ
プ
ト
』『
国
家
重
要
公
園
』
等
が
挙

げ
ら
れ
る
が
、
特
に
『
国
家
重
要
公
園
』『
地

域
自
然
公
園
』
に
着
目
し
、
保
護
地
域
の
運

営
に
関
係
者
を
巻
き
込
む
仕
組
み
に
つ
い
て

調
査
し
た
。

　な
お
、
本
稿
で
取
り
上
げ
る
施
設
や
制
度

等
の
名
称
は
、
ス
イ
ス
公
用
語
以
外
に
よ
る

表
記
が
確
立
さ
れ
て
い
な
い
も
の
を
含
む
。

文
中
に
お
け
る
表
記
の
う
ち
、
右
記
の
『
国

家
重
要
公
園
』
の
よ
う
に
二
重
か
ぎ
括
弧
を

付
し
た
語
句
に
つ
い
て
は
、
筆
者
に
よ
る
日

本
語
へ
の
仮
訳
を
含
む
点
に
留
意
さ
れ
た
い
。

　『国
家
重
要
公
園
』
は
、
連
邦
法
お
よ
び

関
連
条
例
に
よ
り
、
自
然
地
域
の
公
園
を
認

定
す
る
制
度
で
あ
る
。
同
制
度
に
依
拠
す
る

公
園
と
し
て
、『
国
立
公
園
』『
地
域
自
然
公

園
』『
郊
外
自
然
公
園
』
の
3
種
が
あ
る
。

2
0
2
3
年
時
点
の
公
園
数
は
、『
国
立
公

園
』
が
1
箇
所
、『
地
域
自
然
公
園
』
は
17
箇

所
、『
郊
外
自
然
公
園
』
は
2
箇
所
で
あ
る
。

　『国
立
公
園
』
は
人
間
の
影
響
を
排
除
し
、

自
然
を
自
由
に
発
展
・
変
化
さ
せ
る
こ
と
を

目
的
と
す
る
公
園
で
あ
り
、
観
光
開
発
、
農

林
業
、
畜
産
業
、
鉱
業
等
は
厳
し
く
制
限
さ

れ
る
。
ス
イ
ス
南
東
部
に
1
箇
所
の
み
が
設

置
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
は
1
9
1
4
年
に
設

立
さ
れ
た
欧
州
で
も
っ
と
も
歴
史
あ
る
自
然

公
園
の
一
つ
で
あ
る
。
連
邦
環
境
局
、
州
、
基

礎
自
治
体
、
N
G
O
、
学
術
団
体
の
代
表
者

等
が
参
加
す
る
『
国
立
公
園
委
員
会
』
が
、
管

理
当
局
と
し
て
自
治
体
か
ら
長
期
に
わ
た
る

土
地
の
リ
ー
ス
を
受
け
て
お
り
、
実
質
的
な

営
造
物
公
園
と
い
え
る
。
人
為
影
響
を
極
力

排
除
し
た
“Open

 A
ir L

aboratory”

と

し
て
運
営
さ
れ
て
お
り
、
研
究
成
果
の
一
部

を
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
で
見
学
す
る
こ
と
が

で
き
る
。
園
路
や
施
設
の
整
備
も
最
低
限
だ

が
立
ち
入
り
は
可
能
で
あ
り
、
一
部
で
は
ガ

イ
ド
ツ
ア
ー
等
も
提
供
さ
れ
て
い
る
。

　『地
域
自
然
公
園
』と『
郊
外
自
然
公
園
』は
、

2
0
0
7
年
の
法
整
備
後
に
設
定
さ
れ
た
カ

テ
ゴ
リ
ー
で
あ
り
、
公
園
制
度
と
し
て
は
比

較
的
若
い
。『
地
域
自
然
公
園
』
は
、
高
質
な

自
然
と
景
観
の
維
持
な
ら
び
に
地
域
経
済
の

持
続
可
能
な
発
展
を
目
的
と
す
る
公
園
で
あ

り
、
住
民
の
居
住
地
を
含
む
田
園
風
景
地
の

う
ち
、
資
源
性
の
高
い
自
然
、
景
観
、
文
化

〈脚注・出所〉
（i） IUCN（2012）: 保護地域管理カテゴリー適用ガイドライン: 
 https://portals.iucn.org/library/sites/library/files/documents/PAPS-016-Ja.pdf
（ii） https://www.val-muestair.ch/en/naturpark/portrait/biosfera-val-muestair
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ス
イ
ス
に
お
け
る

非
動
力
系
交
通
を
活
用
し
た

観
光
ネッ
ト
ワ
ー
クの

整
備
と
利
用
の
現
状

を
ス
イ
ス
の
全
26
州
と
リ
ヒ
テ
ン
シ
ュ
タ
イ

ン
に
て
開
催
す
る
な
ど
、
緊
密
な
連
携
体
制

の
も
と
で
、
ル
ー
ト
の
見
直
し
や
標
識
の
点

検
、
管
理
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　ス
イ
ス
モ
ビ
リ
テ
ィ
の
特
徴
と
し
て
、
第

一
に
、徒
歩（
ハ
イ
キ
ン
グ
）、自
転
車
、ス
ケ
ー

ト
な
ど
異
な
る
交
通
モ
ー
ド
を
複
合
的
に

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
し
て
い
る
こ
と
が
挙
げ
ら

れ
る
。
そ
の
際
、
単
な
る
非
動
力
系
交
通
を

組
み
合
わ
せ
る
こ
と
に
よ
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

化
は
一
義
的
な
目
的
で
は
な
く
、
観
光
や
レ

ジ
ャ
ー
の
た
め
の
手
段
を
提
供
す
る
取
り
組

み
で
あ
る
こ
と
も
注
目
す
べ
き
ポ
イ
ン
ト
で

あ
ろ
う
。

　第
二
に
、
そ
の
運
営
体
制
に
関
し
て
、
国

家
レ
ベ
ル
（
2
か
国
）
だ
け
で
な
く
、
各
連

邦
州
レ
ベ
ル
、
民
間
レ
ベ
ル
の
各
分
野
の
団

体
等
が
参
画
し
、
垂
直
、
水
平
の
両
方
向
に

広
が
り
を
持
っ
た
連
携
体
制
に
よ
り
整
備
、

運
営
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
特
筆
す
べ
き
点
で

あ
る
。

　そ
し
て
第
三
に
、
大
学
の
研
究
に
由
来
す

る
ヴ
ィ
ア
・
ス
ト
ー
リ
ア
の
成
果
が
ス
イ
ス

モ
ビ
リ
テ
ィ
に
組
み
込
ま
れ
て
お
り
、
学
術

的
観
点
か
ら
観
光
的
魅
力
を
裏
付
け
る
検
証

が
な
さ
れ
た
ル
ー
ト
設
定
が
さ
れ
て
い
る
と

い
う
点
も
注
目
に
値
す
る
。

　こ
の
よ
う
な
特
徴
を
持
つ
ス
イ
ス
モ
ビ
リ

テ
ィ
は
、
横
断
的
で
緊
密
な
連
携
体
制
に
よ

り
運
営
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
、
長
期
的
な
維

持
、
発
展
が
可
能
で
あ
り
、
さ
ら
に
は
社
会
、

環
境
、
経
済
に
も
利
益
を
も
た
ら
す
仕
組
み

が
構
築
さ
れ
て
い
る
な
ど
、
我
が
国
の
今
後

の
観
光
地
づ
く
り
の
あ
り
方
を
検
討
す
る
際

に
も
参
考
に
な
る
事
例
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

　実
際
、
現
地
で
は
、
徒
歩
や
自
転
車
だ
け

で
な
く
、
ス
ケ
ー
ト
に
よ
る
ト
レ
イ
ル
利
用
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
利
用
の
様
子
が
確
認
で
き

た
。
学
術
的
な
裏
付
け
に
よ
る
質
の
高
い
ル
ー

ト
が
、
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
や
ア
プ
リ
を
利
用
し

た
シ
ー
ム
レ
ス
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
つ
な
が
る

様
子
は
、
い
わ
ば「
非
動
力
系
交
通
版

M
aaS

」と
も
い
え
る
様
相
を
呈
し
て
お
り
、

観
光
客
に
と
っ
て
の
利
便
性
や
、
体
験
価
値
の

向
上
に
つ
な
が
る
と
と
も
に
、
地
域
に
と
っ
て

の
観
光
資
源
の
価
値
を
高
め
る
こ
と
に
も
寄

与
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
感
じ
た
。

　ま
た
、
ス
イ
ス
政
府
観
光
局
は
、
競
合
す

る
他
の
観
光
地
と
の
差
別
化
を
目
的
と
し

て
、
国
内
の
観
光
事
業
者
の
環
境
対
応
を
認

証
す
る
「S

w
isstain

ab
le

」
の
制
度
を
運

用
し
て
い
る
。
ス
イ
ス
の
観
光
の
イ
メ
ー
ジ

を
特
徴
付
け
て
い
る
「
鉄
道
を
利
用
し
た
観

光
」
と
と
も
に
、
今
回
取
り
上
げ
た
ス
イ
ス

モ
ビ
リ
テ
ィ
の
よ
う
な
非
動
力
系
交
通
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
観
光
や
レ
ジ
ャ
ー
の
手
段

と
し
て
活
用
さ
れ
る
こ
と
は
、
国
家
レ
ベ
ル

で
創
出
を
目
指
し
て
い
る
「
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル

な
観
光
に
取
り
組
ん
で
い
る
国
」
と
い
う
イ

メ
ー
ジ
を
強
化
し
得
る
も
の
で
も
あ
る
と
感

じ
た
次
第
で
あ
る
。

　ス
イ
ス
モ
ビ
リ
テ
ィ
の
ル
ー
ト
は
路
線
番

号
1
桁
の
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ル
ー
ト
、
2
桁
の
リ
ー

ジ
ョ
ナ
ル
ル
ー
ト
、
3
桁
の
ロ
ー
カ
ル
ル
ー

ト
に
大
別
さ
れ
、
総
延
長
は
約
3
6
0
0
0

㎞
に
及
び
、
意
匠
が
統
一
さ
れ
た
約
20
万
基

の
標
識
が
全
国
で
整
備
さ
れ
て
い
る
。
ル
ー

ト
は
公
共
交
通
機
関
と
連
携
し
て
お
り
、
標

識
と
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
を
通
じ
て
、

夏
季
は
ハ
イ
キ
ン
グ
や
サ
イ
ク
リ
ン
グ
、
マ

ウ
ン
テ
ン
バ
イ
ク
、
ス
ケ
ー
ト
、
カ
ヌ
ー
、

冬
季
は
ス
ノ
ー
シ
ュ
ー
イ
ン
グ
、
ク
ロ
ス
カ

ン
ト
リ
ー
ス
キ
ー
、
ソ
リ
な
ど
の
ト
レ
イ
ル

の
情
報
が
提
供
さ
れ
て
い
る
。
夏
季
ル
ー
ト

は
8
5
7
ル
ー
ト
（
2
0
2
3
年
春
時
点
）、

冬
季
ル
ー
ト
は
6
4
8
ル
ー
ト
（
2
0
2
2

／
2
0
2
3
年
冬
時
点
）
が
そ
れ
ぞ
れ
設
定

さ
れ
て
い
る
。

　ス
イ
ス
モ
ビ
リ
テ
ィ
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
や

携
帯
端
末
向
け
ア
プ
リ
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の

ル
ー
ト
に
加
え
、
公
共
交
通
機
関
の
駅
や
停

留
所
、自
転
車
の
サ
ー
ビ
ス
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
、

宿
泊
施
設
、
観
光
ス
ポ
ッ
ト
に
関
す
る
情
報

が
掲
載
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
パ
ー
ト
ナ
ー
と

な
っ
て
い
る
ア
ウ
ト
ド
ア
系
旅
行
会
社
の

ユ
ー
ロ
ト
レ
ッ
ク（E

u
ro
trek

）と
連
携
し
、

ル
ー
ト
上
で
の
宿
泊
、
荷
物
運
搬
、
自
転
車

レ
ン
タ
ル
な
ど
総
合
的
な
観
光
サ
ー
ビ
ス
が

提
供
さ
れ
て
い
る
。

　さ
ら
に
、
ユ
ー
ザ
ー
自
身
が
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
や
ア
プ
リ
上
で
ハ
イ
キ
ン
グ
、
自
転
車
、
ウ

イ
ン
タ
ー
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
多
様
な
ツ
ア
ー
を

計
画
し
、
ル
ー
ト
と
し
て
保
存
や
記
録
な
ど

が
で
き
る
有
料（
年
額
35
ス
イ
ス
フ
ラ
ン
）の

サ
ー
ビ
ス
で
あ
る
ス
イ
ス
モ
ビ
リ
テ
ィ
・
プ
ラ

ス（S
w
itzerlan

d
M
obility P

lu
s

）が

提

供
さ
れ
て
お
り
、
総
延
長
1
億
5
2
0
0
万

㎞
を
超
え
る
約
7
4
0
万
本
の
ツ
ア
ー
が
作

成
さ
れ
て
い
る（
2
0
2
2
年
末
時
点
）。

　ス
イ
ス
モ
ビ
リ
テ
ィ
財
団
の
収
入
は
、
ス

イ
ス
連
邦
政
府
、
リ
ヒ
テ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
公

国
、
各
連
邦
州
か
ら
の
拠
出
金
を
は
じ
め
、

公
共
団
体
、
民
間
団
体
や
法
人
、
個
人
か
ら

の
拠
出
金
な
ど
か
ら
な
り
、
官
民
に
よ
る

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
モ
デ
ル
が
構
築
さ
れ
て

い
る
。
財
団
の
活
動
資
金
の
大
部
分
は
ス
イ

ス
モ
ビ
リ
テ
ィ
・
プ
ラ
ス
の
利
用
料
金
に

よ
っ
て
賄
わ
れ
て
お
り
、
収
入
総
額
（
約

6
1
4
万
ス
イ
ス
フ
ラ
ン
）
の
う
ち
約
7
割

（
約
4
2
0
万
ス
イ
ス
フ
ラ
ン
）
を
占
め
て

い
る
。財
団
の
支
出
の
主
な
内
容
と
し
て
は
、

ス
イ
ス
モ
ビ
リ
テ
ィ
の
重
要
な
セ
ー
ル
ス
ポ

イ
ン
ト
と
位
置
付
け
て
い
る
質
の
高
い
ル
ー

ト
情
報
の
提
供
、
ス
イ
ス
モ
ビ
リ
テ
ィ
・
プ

ラ
ス
の
提
供
な
ど
の
情
報
発
信
（
約
2
7
4

万
ス
イ
ス
フ
ラ
ン
）、
イ
ン
フ
ラ
整
備
や
管

理
（
約
92
万
ス
イ
ス
フ
ラ
ン
）、
財
団
の
運
営

（
約
81
万
ス
イ
ス
フ
ラ
ン
）
な
ど
と
な
っ
て

い
る
（
金
額
は
い
ず
れ
も
2
0
2
2
年
度
）。

ま
た
、
ス
イ
ス
モ
ビ
リ
テ
ィ
財
団
で
は
、
非

動
力
系
交
通
の
発
展
や
、
そ
の
質
の
向
上
な

ど
を
目
的
と
し
た
カ
ン
ト
ン
・
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
（K

an
to
n
ale W

o
rksh

o
p
s

）

　世
界
的
な
脱
炭
素
の
流
れ
や
、
若
い
世
代

を
中
心
と
し
た
車
離
れ
の
傾
向
の
中
、
我
が

国
で
も
自
動
車
に
頼
ら
な
い
観
光
地
づ
く
り

の
必
要
性
が
高
ま
っ
て
い
る
。
加
え
て
、
今

日
的
な
観
光
の
ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
れ
ば
、
交

通
手
段
に
は
単
な
る
移
動
手
段
と
し
て
だ
け

で
は
な
く
、
そ
れ
自
体
が
観
光
的
な
魅
力
を

持
つ
よ
う
な
価
値
の
創
造
が
求
め
ら
れ
て
い

る
と
言
え
よ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
我
が
国

に
お
い
て
は
、
各
地
で
ロ
ン
グ
ト
レ
イ
ル
や

自
転
車
道
な
ど
の
整
備
が
進
ん
で
い
る
現
状

は
あ
る
も
の
の
、
そ
れ
ら
が
ハ
ー
ド
、
ソ
フ

ト
の
両
面
で
必
ず
し
も
有
機
的
に
結
び
つ
い

て
お
ら
ず
、
観
光
的
な
魅
力
づ
く
り
に
十
分

に
活
用
さ
れ
て
い
る
と
は
言
え
な
い
状
況
が

あ
る
。

　筆
者
は
、
こ
れ
ま
で
都
市
計
画
的
視
点
で

地
域
づ
く
り
に
携
わ
っ
て
き
た
経
験
を
通

じ
、
歴
史
的
資
源
な
ど
地
域
の
魅
力
あ
る
観

光
資
源
を
つ
な
ぎ
、
新
た
な
価
値
を
創
造
す

る
こ
と
の
必
要
性
を
感
じ
て
い
た
。

　以
上
の
よ
う
な
背
景
を
踏
ま
え
、
本
稿
で

は
ス
イ
ス
に
お
い
て
整
備
さ
れ
て
い
る
非
動

力
系
交
通
（n

o
n
-m
o
to
rized

 traffi
c

）

を
活
用
し
た
観
光
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
整
備
の
取

り
組
み
で
あ
る
「
ス
イ
ス
モ
ビ
リ
テ
ィ
」

（S
w
itzerlan

d
M
o
b
ility

）
に
着
目
し
、

そ
の
構
築
の
経
緯
や
運
営
組
織
に
関
し
て
特

徴
を
概
観
す
る
。
右
記
の
目
的
の
た
め
、
事

前
の
文
献
調
査
を
行
っ
た
う
え
で
、
実
際
に

現
地
に
赴
き
、
ト
レ
イ
ル
や
標
識
の
整
備
状

況
、
利
用
者
の
状
況
な
ど
を
目
視
や
実
体
験

を
通
じ
て
把
握
し
た
。

　ス
イ
ス
モ
ビ
リ
テ
ィ
を
運
営
す
る
ス
イ
ス
モ

ビ
リ
テ
ィ
財
団（S

w
itzerlan

d
M
obilty 

F
oun

dation

）は
ス
イ
ス
サ
イ
ク
リ
ン
グ
財

団
（C

y
c
lin

g
 in

 S
w
itz

e
r
la
n
d
 

F
oun

dation

）を
前
身
と
し
て
い
る
。
ス
イ

ス
サ
イ
ク
リ
ン
グ
財
団
は
、
全
国
的
な
サ
イ

ク
リ
ン
グ
ツ
ア
ー
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築

す
る
と
い
う
ツ
ー
リ
ン
グ
サ
イ
ク
リ
ス
ト
数

名
に
よ
る
ア
イ
デ
ア
を
き
っ
か
け
と
し
て

1
9
9
3
年
に
設
立
さ
れ
た
。
そ
し
て
、

1
9
9
5
年
に
ス
イ
ス
の
全
州
か
ら
の
委
託
を

受
け
、
全
長
3
0
0
0
㎞
を
超
え
る
9
本
の
ナ

シ
ョ
ナ
ル
ル
ー
ト
、
全
国
的
な
標
識
の
整
備
な

ど
の
取
り
組
み
を
開
始
し
た
。

　そ
の
後
、
1
9
9
8
年
に
は
、
持
続
的
な
レ

ジ
ャ
ー
と
観
光
の
提
供
と
い
う
目
標
が
、
サ
イ

ク
リ
ン
グ
だ
け
で
な
く
、
ハ
イ
キ
ン
グ
や
カ

ヌ
ー
な
ど
非
動
力
系
交
通
の
分
野
に
拡
大
さ

れ
た
。
さ
ら
に
、
1
9
9
9
年
、
こ
の
取
り
組

み
に
関
心
を
持
っ
た
ス
イ
ス
ハ
イ
キ
ン
グ
連
盟

（S
w
iss H

iking F
ederation

）が
ス
イ
ス

サ
イ
ク
リ
ン
グ
財
団
に
働
き
か
け
た
こ
と
に
よ

り
、
翌
年
、
非
動
力
系
交
通
に
よ
り
レ
ジ
ャ
ー

お
よ
び
観
光
の
全
国
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
す

る
と
い
う
ス
イ
ス
モ
ビ
リ
テ
ィ
構
想
が
発
表
さ

れ
た
。
そ
し
て
、
ス
イ
ス
連
邦
政
府
、
ス
イ
ス

国
内
の
各
連
邦
州（
カ
ン
ト
ン
）、リ
ヒ
テ
ン
シ
ュ

タ
イ
ン
公
国
を
は
じ
め
、
交
通
、
ス
ポ
ー
ツ
、

観
光
の
各
分
野
か
ら
多
く
の
組
織
が
参
加
し
、

2
0
0
4
年
秋
よ
り
ス
イ
ス
モ
ビ
リ
テ
ィ
の
実

現
に
向
け
た
作
業
に
着
手
し
、
3
年
余
り
の
準

備
期
間
を
経
て
2
0
0
8
年
春
、
ス
イ
ス
モ
ビ

リ
テ
ィ
の
設
立
に
至
っ
た
。

　一
方
、
1
9
8
4
年
か
ら
2
0
0
3
年
に
か

け
て
、
ベ
ル
ン
大
学
に
お
い
て
歴
史
的
な
道
路

や
道
路
沿
い
の
歴
史
的
建
造
物
な
ど
を
記
録

し
た
歴
史
的
交
通
ル
ー
ト
目
録（
I
V
S
）を

作
成
す
る
研
究
が
行
わ
れ
た
。
そ
の
後
、
こ

の
歴
史
的
交
通
ル
ー
ト
目
録
を
観
光
活
用
す

る
取
り
組
み
で
あ
る「
ヴ
ィ
ア
・
ス
ト
ー
リ
ア
」

（V
iaS

toria

）
が
2
0
0
3
年
に
開
始
さ
れ

た
。ヴ
ィ
ア
・
ス
ト
ー
リ
ア
で
は
12
本
の
主

要
ル
ー
ト
が
設
定
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
う
ち

基
準
を
満
た
し
た
コ
ー
ス
が
ス
イ
ス
モ
ビ
リ

テ
ィ
に
組
み
込
ま
れ
て
い
る
。

ユ
ネ
ス
コ
世
界
文
化
遺
産
の
指
定
を
受
け
て

お
り
、
考
古
学
的
な
調
査
が
実
施
さ
れ
て
い

る
。
公
園
当
局
お
よ
び
連
邦
環
境
局
は
こ
れ

ら
の
調
査
に
出
資
を
行
っ
て
お
り
、
調
査
の

成
果
の
一
部
は
院
内
に
展
示
さ
れ
て
い
る
。

　ス
イ
ス
の
『
国
家
重
要
公
園
』
は
、
地
域
の

発
意
に
基
づ
く
計
画
を
連
邦
当
局
が
認
定
す

る
こ
と
に
よ
り
、
公
園
が
設
置
さ
れ
る
制
度

で
あ
る
。
公
園
と
し
て
の
保
護
管
理
体
制
、

資
金
を
含
め
た
持
続
性
の
確
保
、
管
理
者
の

設
置
や
住
民
参
加
の
体
制
に
つ
い
て
は
、
認

2
2
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24



2
．ス
イ
ス
に
お
け
る

非
動
力
系
交
通

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

構
築
の
経
緯

1
．は
じ
め
に

4
．ま
と
め

観
光
研
究
部 

主
任
研
究
員

小
川
直
樹

ザンクト・ヨハン修道院 院内および展示の様子

ザンクト・ヨハン修道院 遠景

　公
園
域
内
で
は

河
川
の
流
路
復

元
、
地
域
の
伝
統

的
な
織
物
に
用
い

る
亜
麻
の
栽
培
復

活
に
向
け
た
取
組

（
文
化
的
景
観
の

復
元
）
な
ど
、
さ

ま
ざ
ま
な
取
組
が

実
施
さ
れ
て
い

る
。
公
園
東
部
の

M
üstair

に
位
置

す
る
ザ
ン
ク
ト
・

ヨ
ハ
ン
修
道
院
は

定
に
先
立
っ
て
地
域
側
が
行
う
制
度
設
計
と

な
っ
て
お
り
、
認
定
に
あ
た
っ
て
は
計
画
作

成
や
体
制
構
築
を
完
遂
で
き
る
レ
ベ
ル
の
高

い
水
準
で
の
合
意
形
成
が
求
め
ら
れ
る
。
率

直
に
表
現
す
れ
ば
、
地
域
と
し
て
関
係
者
間

で
の
調
整
が
で
き
て
い
な
け
れ
ば
、
そ
も
そ

も
公
園
と
し
て
の
ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン
に
立
て

な
い
と
も
言
え
る
。
一
方
で
、
公
園
事
業
と

し
て
の
取
組
の
対
象
は
自
然
資
源
の
範
囲
に

限
ら
れ
な
い
た
め
、
関
係
者
は
そ
れ
ぞ
れ
の

立
場
か
ら
動
機
と
目
的
を
持
っ
て
公
園
計
画

の
運
営
に
参
加
で
き
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　日
本
の
国
立
公
園
に
お
い
て
、
地
域
協
議

会
に
参
加
す
る
関
係
者
の
熱
意
や
、
公
園
事

業
に
対
す
る
理
解
度
は
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
。

現
場
で
活
動
す
る
環
境
省
担
当
官
の
努
力
に

よ
り
、
関
係
者
の
当
事
者
意
識
が
醸
成
さ
れ

る
事
例
も
見
ら
れ
る
も
の
の
、逆
に
言
え
ば
、

同
じ
方
向
を
向
く
た
め
の
過
程
が
シ
ス
テ
ム

化
さ
れ
て
い
る
と
は
言
い
難
い
と
感
じ
る
。

連
邦
制
国
家
で
あ
る
ス
イ
ス
と
日
本
は
、
国

と
し
て
の
前
提
や
自
然
公
園
に
係
る
歴
史
的

な
経
緯
が
異
な
り
、
ス
イ
ス
の
公
園
制
度
の

設
計
や
そ
の
運
用
を
そ
の
ま
ま
輸
入
す
る
こ

と
は
で
き
な
い
も
の
の
、
今
回
の
調
査
で
は

協
働
型
管
理
の
手
法
と
共
通
す
る
要
素
も
複

数
見
ら
れ
、
参
考
と
な
る
点
も
多
い
と
感
じ

た
。　な

お
、
今
回
取
り
上
げ
た
『
国
立
公
園
』

に
つ
い
て
は
一
定
の
情
報
が
蓄
積
さ
れ
て
い

る
が
、『
地
域
自
然
公
園
』
や
『
郊
外
自
然
公

園
』の
事
例
、
お
よ
び
こ
れ
ら
を
含
め
た『
国

家
重
要
公
園
』全
体
の
枠
組
み
に
つ
い
て
は
、

入
手
可
能
な
情
報
が
限
ら
れ
て
い
る
。

2
0
0
7
年
の
制
度
開
始
か
ら
、
17
年
間
で

19
の
公
園
が
新
設
さ
れ
て
き
た
ス
イ
ス
は
、

自
然
地
域
を
中
心
と
し
た
地
域
制
公
園
の
設

置
と
運
営
に
お
い
て
、
世
界
で
も
屈
指
の
ダ

イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
フ
ィ
ー
ル
ド
で
あ
る
と
考
え

ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
視
点
か
ら
も
、
引
き

続
き
動
向
に
注
目
し
た
い
。

を
含
む
地
域
が
認
定
さ
れ
る
。『
郊
外
自
然

公
園
』
は
主
と
し
て
都
市
住
民
の
Q
O
L
の

向
上
や
自
然
学
習
の
提
供
、
緩
衝
地
帯
の
確

保
等
を
目
的
と
す
る
公
園
で
あ
り
、
都
市
部

か
ら
20
㎞
以
内
の
、
公
共
交
通
に
よ
る
ア
ク

セ
ス
が
可
能
な
準
自
然
地
域
が
認
定
さ
れ

る
。　公

園
の
新
規
設
置
は
ス
イ
ス
連
邦
当
局
が

決
定
す
る
の
で
は
な
く
、
認
定
を
目
指
す
地

域
内
の
主
体
が
必
要
な
組
織
の
形
成
や
計
画

等
の
作
成
を
行
い
、
連
邦
当
局
が
こ
れ
を
審

査
・
認
定
す
る
プ
ロ
セ
ス
に
よ
り
行
わ
れ
る
。

ま
ず
公
園
の
設
立
に
向
け
た
『
経
営
計
画
』

が
作
成
さ
れ
、
続
い
て
『
経
営
計
画
』
に
記

載
さ
れ
た
取
組
の
推
進
と
並
行
し
て
、
公
園

と
し
て
の
契
約
と
認
定
後
の
管
理
計
画
を
定

め
た
『
公
園
憲
章
』
が
作
成
さ
れ
る
。『
経
営

計
画
』
を
完
遂
し
、『
公
園
憲
章
』
に
基
づ
く

対
象
地
域
の
運
営
が
開
始
さ
れ
た
段
階
で
、

対
象
と
な
る
地
域
は
連
邦
に
よ
っ
て
『
国
家

重
要
公
園
』
と
し
て
認
定
さ
れ
、
専
用
の
ラ

ベ
ル
が
付
与
さ
れ
る
。『
経
営
計
画
』
の
実

行
に
着
手
し
た
段
階
か
ら
認
定
ま
で
、『
国

立
公
園
』で
は
最
長
8
年
、『
地
域
自
然
公
園
』

お
よ
び
『
郊
外
自
然
公
園
』
で
は
最
長
4
年

を
要
す
る
。

　『公
園
憲
章
』
の
計
画
期
間
は
10
年
間
で

あ
り
、
管
理
計
画
を
補
完
す
る
4
箇
年
計
画

が
含
ま
れ
る
。
連
邦
に
よ
る
認
定
の
期
間
は

有
限
で
あ
り
、
継
続
し
て
認
定
を
受
け
た
い

場
合
は
10
年
間
ご
と
に
『
公
園
憲
章
』
を
更

新
し
、
認
定
を
更
新
す
る
必
要
が
あ
る
。

　『国
家
重
要
公
園
』
と
し
て
の
認
定
を
受

け
る
と
、
地
域
の
情
報
発
信
や
基
準
を
満
た

す
製
品
な
ど
に
付
与
で
き
る
専
用
の
ラ
ベ
ル

の
使
用
が
認
め
ら
れ
る
。
ま
た
、
管
理
計
画

に
基
づ
く
取
組
に
つ
い
て
は
、

連
邦
当
局
か
ら
の
財
政
支
援
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ

ら
は
地
域
側
が
享
受
可
能
な
メ

リ
ッ
ト
で
は
あ
る
も
の
の
、
認

定
以
降
に
必
要
な
人
員
や
予
算

が
す
べ
て
保
障
さ
れ
る
も
の
で

は
な
い
。
地
域
側
は
公
園
の
設

立
に
向
け
た
『
経
営
計
画
』
の

作
成
段
階
か
ら
、
対
象
地
の
自

然
性
や
管
理
計
画
と
い
っ
た
公

園
の
資
源
性
に
係
る
事
項
に
加

え
て
、
民
主
的
な
住
民
参
加
の

体
制
、
継
続
的
な
管
理
体
制
や

資
金
プ
ロ
セ
ス
な
ど
、
公
園
と

し
て
の
持
続
性
に
つ
い
て
も
必

要
な
要
件
を
満
た
す
こ
と
が
求

め
ら
れ
る
。

　現
地
の
事
例
と
し
て
、
ス
イ
ス
南
東
部
に

位
置
す
るB

iosfera V
al M

üstair

を
訪
問

し
た
。
同
公
園
は
2
0
1
1
年
に
認
定
さ
れ

た『
地
域
自
然
公
園
』で
あ
り
、隣
接
す
る『
ス

イ
ス
国
立
公
園
』
の
バ
ッ
フ
ァ
ー
ゾ
ー
ン
と

し
て
も
機
能
す
る
。
域
内
に
多
数
の
農
地
や

集
落
、
世
界
文
化
遺
産
な
ど
を
含
む
、
地
域

制
公
園
で
あ
る
。

　現
行
の
『
公
園
憲
章
』
は
2
0
2
1
年
か

ら
2
0
3
0
年
ま
で
を
計
画
期
間
と
し
、
基

礎
自
治
体
で
あ
るV

al M
üstair

が
事
務
局

を
設
置
し
て
公
園
管
理
の
実
務
を
担
う
ほ

か
、
行
政
機
関
の
長
、
基
礎
自
治
体
の
首
長
、

観
光
団
体
・
農
業
者
・
飲
食
事
業
者
・
市
民

等
の
代
表
者
な
ど
の
14
名
か
ら
構
成
さ
れ
る

委
員
会
が
、
戦
略
的
な
意
思
決
定
を
行
う
。

　公
衆
に
開
か
れ
た
空
間
で
あ
る
公
園
に

は
、
公
園
を
管
理
す
る
当
局
が
用
地
を
所
有

す
る
営
造
物
公
園
と
、
土
地
の
所
有
に
関
わ

ら
ず
指
定
を
行
う
地
域
制
公
園
が
あ
る
。
自

然
の
生
物
多
様
性
お
よ
び
そ
の
基
盤
と
な
る

生
態
学
的
構
造
、環
境
プ
ロ
セ
ス
の
保
護
と
、

教
育
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
促
進
を
主
目

的
と
し
て
指
定
さ
れ
る
国
立
公
園
（i）
は
、
比

較
的
大
規
模
な
面
積
を
以
て
指
定
・
運
営
さ

れ
る
公
園
の
一
つ
で
あ
る
。

　日
本
の
国
立
公
園
に
お
い
て
は
地
域
制
が

採
用
さ
れ
て
お
り
、
地
権
者
は
所
管
省
庁
で

あ
る
環
境
省
の
ほ
か
、
国
有
林
な
ど
他
の
省

庁
が
所
管
す
る
国
有
地
、
自
治
体
等
が
所
有

す
る
公
有
地
、
民
間
事
業
者
や
個
人
が
所
有

す
る
民
有
地
な
ど
多
様
で
あ
る
。
公
園
域
内

に
居
住
す
る
住
民
や
、
官
民
そ
れ
ぞ
れ
の
施

策
や
事
業
を
展
開
す
る
主
体
も
複
数
存
在
し
、

そ
の
利
害
関
係
者
は
多
岐
に
わ
た
る
。
こ
の

た
め
、
国
立
公
園
の
運
営
に
あ
た
っ
て
は
、

関
係
者
間
で
の
合
意
形
成
に
基
づ
く
協
働
型

管
理
運
営
が
行
わ
れ
、
各
公
園
ま
た
は
管
理

区
等
を
単
位
と
し
て
設
置
さ
れ
る
総
合
型
協

議
会
が
、
合
意
形
成
の
場
と
し
て
機
能
す
る
。

　当
財
団
は
受
託
業
務
を
通
じ
て
、
各
地
の

国
立
公
園
に
係
る
協
議
会
（
地
域
協
議
会
）

の
運
営
に
関
与
す
る
機
会
を
得
て
き
た
が
、

筆
者
個
人
の
経
験
に
お
い
て
は
、
地
域
協
議

会
に
お
い
て
は
特
に
「
多
数
の
関
係
者
に
、

ど
の
よ
う
に
し
て
現
状
や
課
題
感
を
共
有
し

て
頂
き
、
目
標
や
指
針
を
共
有
し
て
取
組
を

進
め
ら
れ
る
か
」
と
い
う
点
に
難
し
さ
を
感

じ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
営
造
物
公
園
と
地

域
制
公
園
に
は
そ
れ
ぞ
れ
に
制
度
と
し
て
の

長
所
と
短
所
が
あ
る
が
、
右
記
の
点
は
地
域

制
公
園
に
お
け
る
協
働
型
管
理
が
、
あ
る
種

必
然
的
に
抱
え
る
弱
点
で
あ
る
よ
う
に
も
思

わ
れ
る
。

　そ
こ
で
今
回
の
視
察
で
は
、
ス
イ
ス
に
お

け
る
自
然
地
域
の
保
護
制
度
に
着
目
し
た
。

ス
イ
ス
国
内
全
域
を
対
象
と
す
る
自
然
地
域

や
風
景
地
の
保
護
制
度
と
し
て
は
、『
景
観

と
記
念
物
に
係
る
連
邦
目
録
』『
ス
イ
ス
景

観
コ
ン
セ
プ
ト
』『
国
家
重
要
公
園
』
等
が
挙

げ
ら
れ
る
が
、
特
に
『
国
家
重
要
公
園
』『
地

域
自
然
公
園
』
に
着
目
し
、
保
護
地
域
の
運

営
に
関
係
者
を
巻
き
込
む
仕
組
み
に
つ
い
て

調
査
し
た
。

　な
お
、
本
稿
で
取
り
上
げ
る
施
設
や
制
度

等
の
名
称
は
、
ス
イ
ス
公
用
語
以
外
に
よ
る

表
記
が
確
立
さ
れ
て
い
な
い
も
の
を
含
む
。

文
中
に
お
け
る
表
記
の
う
ち
、
右
記
の
『
国

家
重
要
公
園
』
の
よ
う
に
二
重
か
ぎ
括
弧
を

付
し
た
語
句
に
つ
い
て
は
、
筆
者
に
よ
る
日

本
語
へ
の
仮
訳
を
含
む
点
に
留
意
さ
れ
た
い
。

　『国
家
重
要
公
園
』
は
、
連
邦
法
お
よ
び

関
連
条
例
に
よ
り
、
自
然
地
域
の
公
園
を
認

定
す
る
制
度
で
あ
る
。
同
制
度
に
依
拠
す
る

公
園
と
し
て
、『
国
立
公
園
』『
地
域
自
然
公

園
』『
郊
外
自
然
公
園
』
の
3
種
が
あ
る
。

2
0
2
3
年
時
点
の
公
園
数
は
、『
国
立
公

園
』
が
1
箇
所
、『
地
域
自
然
公
園
』
は
17
箇

所
、『
郊
外
自
然
公
園
』
は
2
箇
所
で
あ
る
。

　『国
立
公
園
』
は
人
間
の
影
響
を
排
除
し
、

自
然
を
自
由
に
発
展
・
変
化
さ
せ
る
こ
と
を

目
的
と
す
る
公
園
で
あ
り
、
観
光
開
発
、
農

林
業
、
畜
産
業
、
鉱
業
等
は
厳
し
く
制
限
さ

れ
る
。
ス
イ
ス
南
東
部
に
1
箇
所
の
み
が
設

置
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
は
1
9
1
4
年
に
設

立
さ
れ
た
欧
州
で
も
っ
と
も
歴
史
あ
る
自
然

公
園
の
一
つ
で
あ
る
。
連
邦
環
境
局
、
州
、
基

礎
自
治
体
、
N
G
O
、
学
術
団
体
の
代
表
者

等
が
参
加
す
る
『
国
立
公
園
委
員
会
』
が
、
管

理
当
局
と
し
て
自
治
体
か
ら
長
期
に
わ
た
る

土
地
の
リ
ー
ス
を
受
け
て
お
り
、
実
質
的
な

営
造
物
公
園
と
い
え
る
。
人
為
影
響
を
極
力

排
除
し
た
“Open

 A
ir L

aboratory”

と

し
て
運
営
さ
れ
て
お
り
、
研
究
成
果
の
一
部

を
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
で
見
学
す
る
こ
と
が

で
き
る
。
園
路
や
施
設
の
整
備
も
最
低
限
だ

が
立
ち
入
り
は
可
能
で
あ
り
、
一
部
で
は
ガ

イ
ド
ツ
ア
ー
等
も
提
供
さ
れ
て
い
る
。

　『地
域
自
然
公
園
』と『
郊
外
自
然
公
園
』は
、

2
0
0
7
年
の
法
整
備
後
に
設
定
さ
れ
た
カ

テ
ゴ
リ
ー
で
あ
り
、
公
園
制
度
と
し
て
は
比

較
的
若
い
。『
地
域
自
然
公
園
』
は
、
高
質
な

自
然
と
景
観
の
維
持
な
ら
び
に
地
域
経
済
の

持
続
可
能
な
発
展
を
目
的
と
す
る
公
園
で
あ

り
、
住
民
の
居
住
地
を
含
む
田
園
風
景
地
の

う
ち
、
資
源
性
の
高
い
自
然
、
景
観
、
文
化

〈脚注・出所〉
（i） IUCN（2012）: 保護地域管理カテゴリー適用ガイドライン: 
 https://portals.iucn.org/library/sites/library/files/documents/PAPS-016-Ja.pdf
（ii） https://www.val-muestair.ch/en/naturpark/portrait/biosfera-val-muestair
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ス
イ
ス
に
お
け
る

非
動
力
系
交
通
を
活
用
し
た

観
光
ネッ
ト
ワ
ー
クの

整
備
と
利
用
の
現
状

を
ス
イ
ス
の
全
26
州
と
リ
ヒ
テ
ン
シ
ュ
タ
イ

ン
に
て
開
催
す
る
な
ど
、
緊
密
な
連
携
体
制

の
も
と
で
、
ル
ー
ト
の
見
直
し
や
標
識
の
点

検
、
管
理
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　ス
イ
ス
モ
ビ
リ
テ
ィ
の
特
徴
と
し
て
、
第

一
に
、徒
歩（
ハ
イ
キ
ン
グ
）、自
転
車
、ス
ケ
ー

ト
な
ど
異
な
る
交
通
モ
ー
ド
を
複
合
的
に

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
し
て
い
る
こ
と
が
挙
げ
ら

れ
る
。
そ
の
際
、
単
な
る
非
動
力
系
交
通
を

組
み
合
わ
せ
る
こ
と
に
よ
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

化
は
一
義
的
な
目
的
で
は
な
く
、
観
光
や
レ

ジ
ャ
ー
の
た
め
の
手
段
を
提
供
す
る
取
り
組

み
で
あ
る
こ
と
も
注
目
す
べ
き
ポ
イ
ン
ト
で

あ
ろ
う
。

　第
二
に
、
そ
の
運
営
体
制
に
関
し
て
、
国

家
レ
ベ
ル
（
2
か
国
）
だ
け
で
な
く
、
各
連

邦
州
レ
ベ
ル
、
民
間
レ
ベ
ル
の
各
分
野
の
団

体
等
が
参
画
し
、
垂
直
、
水
平
の
両
方
向
に

広
が
り
を
持
っ
た
連
携
体
制
に
よ
り
整
備
、

運
営
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
特
筆
す
べ
き
点
で

あ
る
。

　そ
し
て
第
三
に
、
大
学
の
研
究
に
由
来
す

る
ヴ
ィ
ア
・
ス
ト
ー
リ
ア
の
成
果
が
ス
イ
ス

モ
ビ
リ
テ
ィ
に
組
み
込
ま
れ
て
お
り
、
学
術

的
観
点
か
ら
観
光
的
魅
力
を
裏
付
け
る
検
証

が
な
さ
れ
た
ル
ー
ト
設
定
が
さ
れ
て
い
る
と

い
う
点
も
注
目
に
値
す
る
。

　こ
の
よ
う
な
特
徴
を
持
つ
ス
イ
ス
モ
ビ
リ

テ
ィ
は
、
横
断
的
で
緊
密
な
連
携
体
制
に
よ

り
運
営
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
、
長
期
的
な
維

持
、
発
展
が
可
能
で
あ
り
、
さ
ら
に
は
社
会
、

環
境
、
経
済
に
も
利
益
を
も
た
ら
す
仕
組
み

が
構
築
さ
れ
て
い
る
な
ど
、
我
が
国
の
今
後

の
観
光
地
づ
く
り
の
あ
り
方
を
検
討
す
る
際

に
も
参
考
に
な
る
事
例
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

　実
際
、
現
地
で
は
、
徒
歩
や
自
転
車
だ
け

で
な
く
、
ス
ケ
ー
ト
に
よ
る
ト
レ
イ
ル
利
用
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
利
用
の
様
子
が
確
認
で
き

た
。
学
術
的
な
裏
付
け
に
よ
る
質
の
高
い
ル
ー

ト
が
、
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
や
ア
プ
リ
を
利
用
し

た
シ
ー
ム
レ
ス
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
つ
な
が
る

様
子
は
、
い
わ
ば「
非
動
力
系
交
通
版

M
aaS

」と
も
い
え
る
様
相
を
呈
し
て
お
り
、

観
光
客
に
と
っ
て
の
利
便
性
や
、
体
験
価
値
の

向
上
に
つ
な
が
る
と
と
も
に
、
地
域
に
と
っ
て

の
観
光
資
源
の
価
値
を
高
め
る
こ
と
に
も
寄

与
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
感
じ
た
。

　ま
た
、
ス
イ
ス
政
府
観
光
局
は
、
競
合
す

る
他
の
観
光
地
と
の
差
別
化
を
目
的
と
し

て
、
国
内
の
観
光
事
業
者
の
環
境
対
応
を
認

証
す
る
「S

w
isstain

ab
le

」
の
制
度
を
運

用
し
て
い
る
。
ス
イ
ス
の
観
光
の
イ
メ
ー
ジ

を
特
徴
付
け
て
い
る
「
鉄
道
を
利
用
し
た
観

光
」
と
と
も
に
、
今
回
取
り
上
げ
た
ス
イ
ス

モ
ビ
リ
テ
ィ
の
よ
う
な
非
動
力
系
交
通
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
観
光
や
レ
ジ
ャ
ー
の
手
段

と
し
て
活
用
さ
れ
る
こ
と
は
、
国
家
レ
ベ
ル

で
創
出
を
目
指
し
て
い
る
「
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル

な
観
光
に
取
り
組
ん
で
い
る
国
」
と
い
う
イ

メ
ー
ジ
を
強
化
し
得
る
も
の
で
も
あ
る
と
感

じ
た
次
第
で
あ
る
。

　ス
イ
ス
モ
ビ
リ
テ
ィ
の
ル
ー
ト
は
路
線
番

号
1
桁
の
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ル
ー
ト
、
2
桁
の
リ
ー

ジ
ョ
ナ
ル
ル
ー
ト
、
3
桁
の
ロ
ー
カ
ル
ル
ー

ト
に
大
別
さ
れ
、
総
延
長
は
約
3
6
0
0
0

㎞
に
及
び
、
意
匠
が
統
一
さ
れ
た
約
20
万
基

の
標
識
が
全
国
で
整
備
さ
れ
て
い
る
。
ル
ー

ト
は
公
共
交
通
機
関
と
連
携
し
て
お
り
、
標

識
と
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
を
通
じ
て
、

夏
季
は
ハ
イ
キ
ン
グ
や
サ
イ
ク
リ
ン
グ
、
マ

ウ
ン
テ
ン
バ
イ
ク
、
ス
ケ
ー
ト
、
カ
ヌ
ー
、

冬
季
は
ス
ノ
ー
シ
ュ
ー
イ
ン
グ
、
ク
ロ
ス
カ

ン
ト
リ
ー
ス
キ
ー
、
ソ
リ
な
ど
の
ト
レ
イ
ル

の
情
報
が
提
供
さ
れ
て
い
る
。
夏
季
ル
ー
ト

は
8
5
7
ル
ー
ト
（
2
0
2
3
年
春
時
点
）、

冬
季
ル
ー
ト
は
6
4
8
ル
ー
ト
（
2
0
2
2

／
2
0
2
3
年
冬
時
点
）
が
そ
れ
ぞ
れ
設
定

さ
れ
て
い
る
。

　ス
イ
ス
モ
ビ
リ
テ
ィ
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
や

携
帯
端
末
向
け
ア
プ
リ
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の

ル
ー
ト
に
加
え
、
公
共
交
通
機
関
の
駅
や
停

留
所
、自
転
車
の
サ
ー
ビ
ス
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
、

宿
泊
施
設
、
観
光
ス
ポ
ッ
ト
に
関
す
る
情
報

が
掲
載
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
パ
ー
ト
ナ
ー
と

な
っ
て
い
る
ア
ウ
ト
ド
ア
系
旅
行
会
社
の

ユ
ー
ロ
ト
レ
ッ
ク（E

u
ro
trek

）と
連
携
し
、

ル
ー
ト
上
で
の
宿
泊
、
荷
物
運
搬
、
自
転
車

レ
ン
タ
ル
な
ど
総
合
的
な
観
光
サ
ー
ビ
ス
が

提
供
さ
れ
て
い
る
。

　さ
ら
に
、
ユ
ー
ザ
ー
自
身
が
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
や
ア
プ
リ
上
で
ハ
イ
キ
ン
グ
、
自
転
車
、
ウ

イ
ン
タ
ー
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
多
様
な
ツ
ア
ー
を

計
画
し
、
ル
ー
ト
と
し
て
保
存
や
記
録
な
ど

が
で
き
る
有
料（
年
額
35
ス
イ
ス
フ
ラ
ン
）の

サ
ー
ビ
ス
で
あ
る
ス
イ
ス
モ
ビ
リ
テ
ィ
・
プ
ラ

ス（S
w
itzerlan

d
M
obility P

lu
s

）が

提

供
さ
れ
て
お
り
、
総
延
長
1
億
5
2
0
0
万

㎞
を
超
え
る
約
7
4
0
万
本
の
ツ
ア
ー
が
作

成
さ
れ
て
い
る（
2
0
2
2
年
末
時
点
）。

　ス
イ
ス
モ
ビ
リ
テ
ィ
財
団
の
収
入
は
、
ス

イ
ス
連
邦
政
府
、
リ
ヒ
テ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
公

国
、
各
連
邦
州
か
ら
の
拠
出
金
を
は
じ
め
、

公
共
団
体
、
民
間
団
体
や
法
人
、
個
人
か
ら

の
拠
出
金
な
ど
か
ら
な
り
、
官
民
に
よ
る

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
モ
デ
ル
が
構
築
さ
れ
て

い
る
。
財
団
の
活
動
資
金
の
大
部
分
は
ス
イ

ス
モ
ビ
リ
テ
ィ
・
プ
ラ
ス
の
利
用
料
金
に

よ
っ
て
賄
わ
れ
て
お
り
、
収
入
総
額
（
約

6
1
4
万
ス
イ
ス
フ
ラ
ン
）
の
う
ち
約
7
割

（
約
4
2
0
万
ス
イ
ス
フ
ラ
ン
）
を
占
め
て

い
る
。財
団
の
支
出
の
主
な
内
容
と
し
て
は
、

ス
イ
ス
モ
ビ
リ
テ
ィ
の
重
要
な
セ
ー
ル
ス
ポ

イ
ン
ト
と
位
置
付
け
て
い
る
質
の
高
い
ル
ー

ト
情
報
の
提
供
、
ス
イ
ス
モ
ビ
リ
テ
ィ
・
プ

ラ
ス
の
提
供
な
ど
の
情
報
発
信
（
約
2
7
4

万
ス
イ
ス
フ
ラ
ン
）、
イ
ン
フ
ラ
整
備
や
管

理
（
約
92
万
ス
イ
ス
フ
ラ
ン
）、
財
団
の
運
営

（
約
81
万
ス
イ
ス
フ
ラ
ン
）
な
ど
と
な
っ
て

い
る
（
金
額
は
い
ず
れ
も
2
0
2
2
年
度
）。

ま
た
、
ス
イ
ス
モ
ビ
リ
テ
ィ
財
団
で
は
、
非

動
力
系
交
通
の
発
展
や
、
そ
の
質
の
向
上
な

ど
を
目
的
と
し
た
カ
ン
ト
ン
・
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
（K

an
to
n
ale W

o
rksh

o
p
s

）

　世
界
的
な
脱
炭
素
の
流
れ
や
、
若
い
世
代

を
中
心
と
し
た
車
離
れ
の
傾
向
の
中
、
我
が

国
で
も
自
動
車
に
頼
ら
な
い
観
光
地
づ
く
り

の
必
要
性
が
高
ま
っ
て
い
る
。
加
え
て
、
今

日
的
な
観
光
の
ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
れ
ば
、
交

通
手
段
に
は
単
な
る
移
動
手
段
と
し
て
だ
け

で
は
な
く
、
そ
れ
自
体
が
観
光
的
な
魅
力
を

持
つ
よ
う
な
価
値
の
創
造
が
求
め
ら
れ
て
い

る
と
言
え
よ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
我
が
国

に
お
い
て
は
、
各
地
で
ロ
ン
グ
ト
レ
イ
ル
や

自
転
車
道
な
ど
の
整
備
が
進
ん
で
い
る
現
状

は
あ
る
も
の
の
、
そ
れ
ら
が
ハ
ー
ド
、
ソ
フ

ト
の
両
面
で
必
ず
し
も
有
機
的
に
結
び
つ
い

て
お
ら
ず
、
観
光
的
な
魅
力
づ
く
り
に
十
分

に
活
用
さ
れ
て
い
る
と
は
言
え
な
い
状
況
が

あ
る
。

　筆
者
は
、
こ
れ
ま
で
都
市
計
画
的
視
点
で

地
域
づ
く
り
に
携
わ
っ
て
き
た
経
験
を
通

じ
、
歴
史
的
資
源
な
ど
地
域
の
魅
力
あ
る
観

光
資
源
を
つ
な
ぎ
、
新
た
な
価
値
を
創
造
す

る
こ
と
の
必
要
性
を
感
じ
て
い
た
。

　以
上
の
よ
う
な
背
景
を
踏
ま
え
、
本
稿
で

は
ス
イ
ス
に
お
い
て
整
備
さ
れ
て
い
る
非
動

力
系
交
通
（n

o
n
-m
o
to
rized

 traffi
c

）

を
活
用
し
た
観
光
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
整
備
の
取

り
組
み
で
あ
る
「
ス
イ
ス
モ
ビ
リ
テ
ィ
」

（S
w
itzerlan

d
M
o
b
ility

）
に
着
目
し
、

そ
の
構
築
の
経
緯
や
運
営
組
織
に
関
し
て
特

徴
を
概
観
す
る
。
右
記
の
目
的
の
た
め
、
事

前
の
文
献
調
査
を
行
っ
た
う
え
で
、
実
際
に

現
地
に
赴
き
、
ト
レ
イ
ル
や
標
識
の
整
備
状

況
、
利
用
者
の
状
況
な
ど
を
目
視
や
実
体
験

を
通
じ
て
把
握
し
た
。

　ス
イ
ス
モ
ビ
リ
テ
ィ
を
運
営
す
る
ス
イ
ス
モ

ビ
リ
テ
ィ
財
団（S

w
itzerlan

d
M
obilty 

F
oun

dation

）は
ス
イ
ス
サ
イ
ク
リ
ン
グ
財

団
（C

y
c
lin

g
 in

 S
w
itz

e
r
la
n
d
 

F
oun

dation

）を
前
身
と
し
て
い
る
。
ス
イ

ス
サ
イ
ク
リ
ン
グ
財
団
は
、
全
国
的
な
サ
イ

ク
リ
ン
グ
ツ
ア
ー
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築

す
る
と
い
う
ツ
ー
リ
ン
グ
サ
イ
ク
リ
ス
ト
数

名
に
よ
る
ア
イ
デ
ア
を
き
っ
か
け
と
し
て

1
9
9
3
年
に
設
立
さ
れ
た
。
そ
し
て
、

1
9
9
5
年
に
ス
イ
ス
の
全
州
か
ら
の
委
託
を

受
け
、
全
長
3
0
0
0
㎞
を
超
え
る
9
本
の
ナ

シ
ョ
ナ
ル
ル
ー
ト
、
全
国
的
な
標
識
の
整
備
な

ど
の
取
り
組
み
を
開
始
し
た
。

　そ
の
後
、
1
9
9
8
年
に
は
、
持
続
的
な
レ

ジ
ャ
ー
と
観
光
の
提
供
と
い
う
目
標
が
、
サ
イ

ク
リ
ン
グ
だ
け
で
な
く
、
ハ
イ
キ
ン
グ
や
カ

ヌ
ー
な
ど
非
動
力
系
交
通
の
分
野
に
拡
大
さ

れ
た
。
さ
ら
に
、
1
9
9
9
年
、
こ
の
取
り
組

み
に
関
心
を
持
っ
た
ス
イ
ス
ハ
イ
キ
ン
グ
連
盟

（S
w
iss H

iking F
ederation

）が
ス
イ
ス

サ
イ
ク
リ
ン
グ
財
団
に
働
き
か
け
た
こ
と
に
よ

り
、
翌
年
、
非
動
力
系
交
通
に
よ
り
レ
ジ
ャ
ー

お
よ
び
観
光
の
全
国
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
す

る
と
い
う
ス
イ
ス
モ
ビ
リ
テ
ィ
構
想
が
発
表
さ

れ
た
。
そ
し
て
、
ス
イ
ス
連
邦
政
府
、
ス
イ
ス

国
内
の
各
連
邦
州（
カ
ン
ト
ン
）、リ
ヒ
テ
ン
シ
ュ

タ
イ
ン
公
国
を
は
じ
め
、
交
通
、
ス
ポ
ー
ツ
、

観
光
の
各
分
野
か
ら
多
く
の
組
織
が
参
加
し
、

2
0
0
4
年
秋
よ
り
ス
イ
ス
モ
ビ
リ
テ
ィ
の
実

現
に
向
け
た
作
業
に
着
手
し
、
3
年
余
り
の
準

備
期
間
を
経
て
2
0
0
8
年
春
、
ス
イ
ス
モ
ビ

リ
テ
ィ
の
設
立
に
至
っ
た
。

　一
方
、
1
9
8
4
年
か
ら
2
0
0
3
年
に
か

け
て
、
ベ
ル
ン
大
学
に
お
い
て
歴
史
的
な
道
路

や
道
路
沿
い
の
歴
史
的
建
造
物
な
ど
を
記
録

し
た
歴
史
的
交
通
ル
ー
ト
目
録（
I
V
S
）を

作
成
す
る
研
究
が
行
わ
れ
た
。
そ
の
後
、
こ

の
歴
史
的
交
通
ル
ー
ト
目
録
を
観
光
活
用
す

る
取
り
組
み
で
あ
る「
ヴ
ィ
ア
・
ス
ト
ー
リ
ア
」

（V
iaS

toria

）
が
2
0
0
3
年
に
開
始
さ
れ

た
。ヴ
ィ
ア
・
ス
ト
ー
リ
ア
で
は
12
本
の
主

要
ル
ー
ト
が
設
定
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
う
ち

基
準
を
満
た
し
た
コ
ー
ス
が
ス
イ
ス
モ
ビ
リ

テ
ィ
に
組
み
込
ま
れ
て
い
る
。

ユ
ネ
ス
コ
世
界
文
化
遺
産
の
指
定
を
受
け
て

お
り
、
考
古
学
的
な
調
査
が
実
施
さ
れ
て
い

る
。
公
園
当
局
お
よ
び
連
邦
環
境
局
は
こ
れ

ら
の
調
査
に
出
資
を
行
っ
て
お
り
、
調
査
の

成
果
の
一
部
は
院
内
に
展
示
さ
れ
て
い
る
。

　ス
イ
ス
の
『
国
家
重
要
公
園
』
は
、
地
域
の

発
意
に
基
づ
く
計
画
を
連
邦
当
局
が
認
定
す

る
こ
と
に
よ
り
、
公
園
が
設
置
さ
れ
る
制
度

で
あ
る
。
公
園
と
し
て
の
保
護
管
理
体
制
、

資
金
を
含
め
た
持
続
性
の
確
保
、
管
理
者
の

設
置
や
住
民
参
加
の
体
制
に
つ
い
て
は
、
認

2
2
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3
．ス
イ
ス
モ
ビ
リ
テ
ィ
の

概
要

4
．ス
イ
ス
モ
ビ
リ
テ
ィ
の

財
団
の
運
営

5
．ま
と
め

を
ス
イ
ス
の
全
26
州
と
リ
ヒ
テ
ン
シ
ュ
タ
イ

ン
に
て
開
催
す
る
な
ど
、
緊
密
な
連
携
体
制

の
も
と
で
、
ル
ー
ト
の
見
直
し
や
標
識
の
点

検
、
管
理
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　ス
イ
ス
モ
ビ
リ
テ
ィ
の
特
徴
と
し
て
、
第

一
に
、徒
歩（
ハ
イ
キ
ン
グ
）、自
転
車
、ス
ケ
ー

ト
な
ど
異
な
る
交
通
モ
ー
ド
を
複
合
的
に

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
し
て
い
る
こ
と
が
挙
げ
ら

れ
る
。
そ
の
際
、
単
な
る
非
動
力
系
交
通
を

組
み
合
わ
せ
る
こ
と
に
よ
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

化
は
一
義
的
な
目
的
で
は
な
く
、
観
光
や
レ

ジ
ャ
ー
の
た
め
の
手
段
を
提
供
す
る
取
り
組

み
で
あ
る
こ
と
も
注
目
す
べ
き
ポ
イ
ン
ト
で

あ
ろ
う
。

　第
二
に
、
そ
の
運
営
体
制
に
関
し
て
、
国

家
レ
ベ
ル
（
2
か
国
）
だ
け
で
な
く
、
各
連

邦
州
レ
ベ
ル
、
民
間
レ
ベ
ル
の
各
分
野
の
団

体
等
が
参
画
し
、
垂
直
、
水
平
の
両
方
向
に

広
が
り
を
持
っ
た
連
携
体
制
に
よ
り
整
備
、

運
営
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
特
筆
す
べ
き
点
で

あ
る
。

　そ
し
て
第
三
に
、
大
学
の
研
究
に
由
来
す

る
ヴ
ィ
ア
・
ス
ト
ー
リ
ア
の
成
果
が
ス
イ
ス

モ
ビ
リ
テ
ィ
に
組
み
込
ま
れ
て
お
り
、
学
術

的
観
点
か
ら
観
光
的
魅
力
を
裏
付
け
る
検
証

が
な
さ
れ
た
ル
ー
ト
設
定
が
さ
れ
て
い
る
と

い
う
点
も
注
目
に
値
す
る
。

　こ
の
よ
う
な
特
徴
を
持
つ
ス
イ
ス
モ
ビ
リ

テ
ィ
は
、
横
断
的
で
緊
密
な
連
携
体
制
に
よ

り
運
営
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
、
長
期
的
な
維

持
、
発
展
が
可
能
で
あ
り
、
さ
ら
に
は
社
会
、

環
境
、
経
済
に
も
利
益
を
も
た
ら
す
仕
組
み

が
構
築
さ
れ
て
い
る
な
ど
、
我
が
国
の
今
後

の
観
光
地
づ
く
り
の
あ
り
方
を
検
討
す
る
際

に
も
参
考
に
な
る
事
例
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

　実
際
、
現
地
で
は
、
徒
歩
や
自
転
車
だ
け

で
な
く
、
ス
ケ
ー
ト
に
よ
る
ト
レ
イ
ル
利
用
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
利
用
の
様
子
が
確
認
で
き

た
。
学
術
的
な
裏
付
け
に
よ
る
質
の
高
い
ル
ー

ト
が
、
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
や
ア
プ
リ
を
利
用
し

た
シ
ー
ム
レ
ス
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
つ
な
が
る

様
子
は
、
い
わ
ば「
非
動
力
系
交
通
版

M
aaS

」と
も
い
え
る
様
相
を
呈
し
て
お
り
、

観
光
客
に
と
っ
て
の
利
便
性
や
、
体
験
価
値
の

向
上
に
つ
な
が
る
と
と
も
に
、
地
域
に
と
っ
て

の
観
光
資
源
の
価
値
を
高
め
る
こ
と
に
も
寄

与
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
感
じ
た
。

　ま
た
、
ス
イ
ス
政
府
観
光
局
は
、
競
合
す

る
他
の
観
光
地
と
の
差
別
化
を
目
的
と
し

て
、
国
内
の
観
光
事
業
者
の
環
境
対
応
を
認

証
す
る
「S

w
isstain

ab
le

」
の
制
度
を
運

用
し
て
い
る
。
ス
イ
ス
の
観
光
の
イ
メ
ー
ジ

を
特
徴
付
け
て
い
る
「
鉄
道
を
利
用
し
た
観

光
」
と
と
も
に
、
今
回
取
り
上
げ
た
ス
イ
ス

モ
ビ
リ
テ
ィ
の
よ
う
な
非
動
力
系
交
通
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
観
光
や
レ
ジ
ャ
ー
の
手
段

と
し
て
活
用
さ
れ
る
こ
と
は
、
国
家
レ
ベ
ル

で
創
出
を
目
指
し
て
い
る
「
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル

な
観
光
に
取
り
組
ん
で
い
る
国
」
と
い
う
イ

メ
ー
ジ
を
強
化
し
得
る
も
の
で
も
あ
る
と
感

じ
た
次
第
で
あ
る
。

　ス
イ
ス
モ
ビ
リ
テ
ィ
の
ル
ー
ト
は
路
線
番

号
1
桁
の
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ル
ー
ト
、
2
桁
の
リ
ー

ジ
ョ
ナ
ル
ル
ー
ト
、
3
桁
の
ロ
ー
カ
ル
ル
ー

ト
に
大
別
さ
れ
、
総
延
長
は
約
3
6
0
0
0

㎞
に
及
び
、
意
匠
が
統
一
さ
れ
た
約
20
万
基

の
標
識
が
全
国
で
整
備
さ
れ
て
い
る
。
ル
ー

ト
は
公
共
交
通
機
関
と
連
携
し
て
お
り
、
標

識
と
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
を
通
じ
て
、

夏
季
は
ハ
イ
キ
ン
グ
や
サ
イ
ク
リ
ン
グ
、
マ

ウ
ン
テ
ン
バ
イ
ク
、
ス
ケ
ー
ト
、
カ
ヌ
ー
、

冬
季
は
ス
ノ
ー
シ
ュ
ー
イ
ン
グ
、
ク
ロ
ス
カ

ン
ト
リ
ー
ス
キ
ー
、
ソ
リ
な
ど
の
ト
レ
イ
ル

の
情
報
が
提
供
さ
れ
て
い
る
。
夏
季
ル
ー
ト

は
8
5
7
ル
ー
ト
（
2
0
2
3
年
春
時
点
）、

冬
季
ル
ー
ト
は
6
4
8
ル
ー
ト
（
2
0
2
2

／
2
0
2
3
年
冬
時
点
）
が
そ
れ
ぞ
れ
設
定

さ
れ
て
い
る
。

　ス
イ
ス
モ
ビ
リ
テ
ィ
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
や

携
帯
端
末
向
け
ア
プ
リ
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の

ル
ー
ト
に
加
え
、
公
共
交
通
機
関
の
駅
や
停

留
所
、自
転
車
の
サ
ー
ビ
ス
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
、

宿
泊
施
設
、
観
光
ス
ポ
ッ
ト
に
関
す
る
情
報

が
掲
載
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
パ
ー
ト
ナ
ー
と

な
っ
て
い
る
ア
ウ
ト
ド
ア
系
旅
行
会
社
の

ユ
ー
ロ
ト
レ
ッ
ク（E

u
ro
trek

）と
連
携
し
、

ル
ー
ト
上
で
の
宿
泊
、
荷
物
運
搬
、
自
転
車

レ
ン
タ
ル
な
ど
総
合
的
な
観
光
サ
ー
ビ
ス
が

提
供
さ
れ
て
い
る
。

　さ
ら
に
、
ユ
ー
ザ
ー
自
身
が
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
や
ア
プ
リ
上
で
ハ
イ
キ
ン
グ
、
自
転
車
、
ウ

イ
ン
タ
ー
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
多
様
な
ツ
ア
ー
を

計
画
し
、
ル
ー
ト
と
し
て
保
存
や
記
録
な
ど

が
で
き
る
有
料（
年
額
35
ス
イ
ス
フ
ラ
ン
）の

サ
ー
ビ
ス
で
あ
る
ス
イ
ス
モ
ビ
リ
テ
ィ
・
プ
ラ

ス（S
w
itzerlan

d
M
obility P

lu
s

）が

提

供
さ
れ
て
お
り
、
総
延
長
1
億
5
2
0
0
万

㎞
を
超
え
る
約
7
4
0
万
本
の
ツ
ア
ー
が
作

成
さ
れ
て
い
る（
2
0
2
2
年
末
時
点
）。

　ス
イ
ス
モ
ビ
リ
テ
ィ
財
団
の
収
入
は
、
ス

イ
ス
連
邦
政
府
、
リ
ヒ
テ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
公

国
、
各
連
邦
州
か
ら
の
拠
出
金
を
は
じ
め
、

公
共
団
体
、
民
間
団
体
や
法
人
、
個
人
か
ら

の
拠
出
金
な
ど
か
ら
な
り
、
官
民
に
よ
る

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
モ
デ
ル
が
構
築
さ
れ
て

い
る
。
財
団
の
活
動
資
金
の
大
部
分
は
ス
イ

ス
モ
ビ
リ
テ
ィ
・
プ
ラ
ス
の
利
用
料
金
に

よ
っ
て
賄
わ
れ
て
お
り
、
収
入
総
額
（
約

6
1
4
万
ス
イ
ス
フ
ラ
ン
）
の
う
ち
約
7
割

（
約
4
2
0
万
ス
イ
ス
フ
ラ
ン
）
を
占
め
て

い
る
。財
団
の
支
出
の
主
な
内
容
と
し
て
は
、

ス
イ
ス
モ
ビ
リ
テ
ィ
の
重
要
な
セ
ー
ル
ス
ポ

イ
ン
ト
と
位
置
付
け
て
い
る
質
の
高
い
ル
ー

ト
情
報
の
提
供
、
ス
イ
ス
モ
ビ
リ
テ
ィ
・
プ

ラ
ス
の
提
供
な
ど
の
情
報
発
信
（
約
2
7
4

万
ス
イ
ス
フ
ラ
ン
）、
イ
ン
フ
ラ
整
備
や
管

理
（
約
92
万
ス
イ
ス
フ
ラ
ン
）、
財
団
の
運
営

（
約
81
万
ス
イ
ス
フ
ラ
ン
）
な
ど
と
な
っ
て

い
る
（
金
額
は
い
ず
れ
も
2
0
2
2
年
度
）。

ま
た
、
ス
イ
ス
モ
ビ
リ
テ
ィ
財
団
で
は
、
非

動
力
系
交
通
の
発
展
や
、
そ
の
質
の
向
上
な

ど
を
目
的
と
し
た
カ
ン
ト
ン
・
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
（K

an
to
n
ale W

o
rksh

o
p
s

）

　世
界
的
な
脱
炭
素
の
流
れ
や
、
若
い
世
代

を
中
心
と
し
た
車
離
れ
の
傾
向
の
中
、
我
が

国
で
も
自
動
車
に
頼
ら
な
い
観
光
地
づ
く
り

の
必
要
性
が
高
ま
っ
て
い
る
。
加
え
て
、
今

日
的
な
観
光
の
ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
れ
ば
、
交

通
手
段
に
は
単
な
る
移
動
手
段
と
し
て
だ
け

で
は
な
く
、
そ
れ
自
体
が
観
光
的
な
魅
力
を

持
つ
よ
う
な
価
値
の
創
造
が
求
め
ら
れ
て
い

る
と
言
え
よ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
我
が
国

に
お
い
て
は
、
各
地
で
ロ
ン
グ
ト
レ
イ
ル
や

自
転
車
道
な
ど
の
整
備
が
進
ん
で
い
る
現
状

は
あ
る
も
の
の
、
そ
れ
ら
が
ハ
ー
ド
、
ソ
フ

ト
の
両
面
で
必
ず
し
も
有
機
的
に
結
び
つ
い

て
お
ら
ず
、
観
光
的
な
魅
力
づ
く
り
に
十
分

に
活
用
さ
れ
て
い
る
と
は
言
え
な
い
状
況
が

あ
る
。

　筆
者
は
、
こ
れ
ま
で
都
市
計
画
的
視
点
で

地
域
づ
く
り
に
携
わ
っ
て
き
た
経
験
を
通

じ
、
歴
史
的
資
源
な
ど
地
域
の
魅
力
あ
る
観

光
資
源
を
つ
な
ぎ
、
新
た
な
価
値
を
創
造
す

る
こ
と
の
必
要
性
を
感
じ
て
い
た
。

　以
上
の
よ
う
な
背
景
を
踏
ま
え
、
本
稿
で

は
ス
イ
ス
に
お
い
て
整
備
さ
れ
て
い
る
非
動

力
系
交
通
（n

o
n
-m
o
to
rized

 traffi
c

）

を
活
用
し
た
観
光
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
整
備
の
取

り
組
み
で
あ
る
「
ス
イ
ス
モ
ビ
リ
テ
ィ
」

（S
w
itzerlan

d
M
o
b
ility

）
に
着
目
し
、

そ
の
構
築
の
経
緯
や
運
営
組
織
に
関
し
て
特

徴
を
概
観
す
る
。
右
記
の
目
的
の
た
め
、
事

前
の
文
献
調
査
を
行
っ
た
う
え
で
、
実
際
に

現
地
に
赴
き
、
ト
レ
イ
ル
や
標
識
の
整
備
状

況
、
利
用
者
の
状
況
な
ど
を
目
視
や
実
体
験

を
通
じ
て
把
握
し
た
。

　ス
イ
ス
モ
ビ
リ
テ
ィ
を
運
営
す
る
ス
イ
ス
モ

ビ
リ
テ
ィ
財
団（S

w
itzerlan

d
M
obilty 

F
oun

dation

）は
ス
イ
ス
サ
イ
ク
リ
ン
グ
財

団
（C

y
c
lin

g
 in

 S
w
itz

e
r
la
n
d
 

F
oun

dation

）を
前
身
と
し
て
い
る
。
ス
イ

ス
サ
イ
ク
リ
ン
グ
財
団
は
、
全
国
的
な
サ
イ

ク
リ
ン
グ
ツ
ア
ー
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築

す
る
と
い
う
ツ
ー
リ
ン
グ
サ
イ
ク
リ
ス
ト
数

名
に
よ
る
ア
イ
デ
ア
を
き
っ
か
け
と
し
て

1
9
9
3
年
に
設
立
さ
れ
た
。
そ
し
て
、

1
9
9
5
年
に
ス
イ
ス
の
全
州
か
ら
の
委
託
を

受
け
、
全
長
3
0
0
0
㎞
を
超
え
る
9
本
の
ナ

シ
ョ
ナ
ル
ル
ー
ト
、
全
国
的
な
標
識
の
整
備
な

ど
の
取
り
組
み
を
開
始
し
た
。

　そ
の
後
、
1
9
9
8
年
に
は
、
持
続
的
な
レ

ジ
ャ
ー
と
観
光
の
提
供
と
い
う
目
標
が
、
サ
イ

ク
リ
ン
グ
だ
け
で
な
く
、
ハ
イ
キ
ン
グ
や
カ

ヌ
ー
な
ど
非
動
力
系
交
通
の
分
野
に
拡
大
さ

れ
た
。
さ
ら
に
、
1
9
9
9
年
、
こ
の
取
り
組

み
に
関
心
を
持
っ
た
ス
イ
ス
ハ
イ
キ
ン
グ
連
盟

（S
w
iss H

iking F
ederation

）が
ス
イ
ス

サ
イ
ク
リ
ン
グ
財
団
に
働
き
か
け
た
こ
と
に
よ

り
、
翌
年
、
非
動
力
系
交
通
に
よ
り
レ
ジ
ャ
ー

お
よ
び
観
光
の
全
国
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
す

る
と
い
う
ス
イ
ス
モ
ビ
リ
テ
ィ
構
想
が
発
表
さ

れ
た
。
そ
し
て
、
ス
イ
ス
連
邦
政
府
、
ス
イ
ス

国
内
の
各
連
邦
州（
カ
ン
ト
ン
）、リ
ヒ
テ
ン
シ
ュ

タ
イ
ン
公
国
を
は
じ
め
、
交
通
、
ス
ポ
ー
ツ
、

観
光
の
各
分
野
か
ら
多
く
の
組
織
が
参
加
し
、

2
0
0
4
年
秋
よ
り
ス
イ
ス
モ
ビ
リ
テ
ィ
の
実

現
に
向
け
た
作
業
に
着
手
し
、
3
年
余
り
の
準

備
期
間
を
経
て
2
0
0
8
年
春
、
ス
イ
ス
モ
ビ

リ
テ
ィ
の
設
立
に
至
っ
た
。

　一
方
、
1
9
8
4
年
か
ら
2
0
0
3
年
に
か

け
て
、
ベ
ル
ン
大
学
に
お
い
て
歴
史
的
な
道
路

や
道
路
沿
い
の
歴
史
的
建
造
物
な
ど
を
記
録

し
た
歴
史
的
交
通
ル
ー
ト
目
録（
I
V
S
）を

作
成
す
る
研
究
が
行
わ
れ
た
。
そ
の
後
、
こ

の
歴
史
的
交
通
ル
ー
ト
目
録
を
観
光
活
用
す

る
取
り
組
み
で
あ
る「
ヴ
ィ
ア
・
ス
ト
ー
リ
ア
」

（V
iaS

toria

）
が
2
0
0
3
年
に
開
始
さ
れ

た
。ヴ
ィ
ア
・
ス
ト
ー
リ
ア
で
は
12
本
の
主

要
ル
ー
ト
が
設
定
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
う
ち

基
準
を
満
た
し
た
コ
ー
ス
が
ス
イ
ス
モ
ビ
リ

テ
ィ
に
組
み
込
ま
れ
て
い
る
。

〈参考文献〉
1）SwitzerlandMobility Foundation WEBサイト（https://www.schweizmobil.org）、2024年1月12日最終閲覧
2）SwitzerlandMobility WEBサイト（https://schweizmobil.ch）、2024年1月12日最終閲覧
3）SwitzerlandMobility Foundation (2023), SchweizMobil Systemeinführung
4）SwitzerlandMobility Foundation (2023), Jahresbericht der Stiftung SchweizMobil 2022
5）SwitzerlandMobility Foundation (2023), INFORMATIONEN WORKSHOPS 2023
6）ViaStoria（2013）, Gesamtkonzept Kulturwege Schweiz
7）Nagy, K. (2013）, All roads lead to … Cooperation ‒ Cooperation model for cultural heritage routes with a Swiss case study. 9th 
Annual International BATA Conference for PhDStudents and Young Researchers, Conference Proceedings, Article 28.

左）スケートによるトレイル
利用者（チューリッヒ・リュ
ムランク）／右）ハイキング
によるトレイル利用者（ポン
トレジーナ・モルテラッチ
氷河）

左）標識の状況
右）標識およびトレイルの状況。主に
既存の道路や散策路を利用したルートが設定されている。（いずれもポントレジーナ）

左）主要な地点には羽型誘導標識とともにルートを示す地図が設置されている。
右）バリアフリールートも充実しており、ルートを示す標識が設置されている。（いずれもダボストツレフ駅前）
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3
．ス
イ
ス
モ
ビ
リ
テ
ィ
の

概
要

4
．ス
イ
ス
モ
ビ
リ
テ
ィ
の

財
団
の
運
営

5
．ま
と
め

を
ス
イ
ス
の
全
26
州
と
リ
ヒ
テ
ン
シ
ュ
タ
イ

ン
に
て
開
催
す
る
な
ど
、
緊
密
な
連
携
体
制

の
も
と
で
、
ル
ー
ト
の
見
直
し
や
標
識
の
点

検
、
管
理
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　ス
イ
ス
モ
ビ
リ
テ
ィ
の
特
徴
と
し
て
、
第

一
に
、徒
歩（
ハ
イ
キ
ン
グ
）、自
転
車
、ス
ケ
ー

ト
な
ど
異
な
る
交
通
モ
ー
ド
を
複
合
的
に

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
し
て
い
る
こ
と
が
挙
げ
ら

れ
る
。
そ
の
際
、
単
な
る
非
動
力
系
交
通
を

組
み
合
わ
せ
る
こ
と
に
よ
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

化
は
一
義
的
な
目
的
で
は
な
く
、
観
光
や
レ

ジ
ャ
ー
の
た
め
の
手
段
を
提
供
す
る
取
り
組

み
で
あ
る
こ
と
も
注
目
す
べ
き
ポ
イ
ン
ト
で

あ
ろ
う
。

　第
二
に
、
そ
の
運
営
体
制
に
関
し
て
、
国

家
レ
ベ
ル
（
2
か
国
）
だ
け
で
な
く
、
各
連

邦
州
レ
ベ
ル
、
民
間
レ
ベ
ル
の
各
分
野
の
団

体
等
が
参
画
し
、
垂
直
、
水
平
の
両
方
向
に

広
が
り
を
持
っ
た
連
携
体
制
に
よ
り
整
備
、

運
営
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
特
筆
す
べ
き
点
で

あ
る
。

　そ
し
て
第
三
に
、
大
学
の
研
究
に
由
来
す

る
ヴ
ィ
ア
・
ス
ト
ー
リ
ア
の
成
果
が
ス
イ
ス

モ
ビ
リ
テ
ィ
に
組
み
込
ま
れ
て
お
り
、
学
術

的
観
点
か
ら
観
光
的
魅
力
を
裏
付
け
る
検
証

が
な
さ
れ
た
ル
ー
ト
設
定
が
さ
れ
て
い
る
と

い
う
点
も
注
目
に
値
す
る
。

　こ
の
よ
う
な
特
徴
を
持
つ
ス
イ
ス
モ
ビ
リ

テ
ィ
は
、
横
断
的
で
緊
密
な
連
携
体
制
に
よ

り
運
営
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
、
長
期
的
な
維

持
、
発
展
が
可
能
で
あ
り
、
さ
ら
に
は
社
会
、

環
境
、
経
済
に
も
利
益
を
も
た
ら
す
仕
組
み

が
構
築
さ
れ
て
い
る
な
ど
、
我
が
国
の
今
後

の
観
光
地
づ
く
り
の
あ
り
方
を
検
討
す
る
際

に
も
参
考
に
な
る
事
例
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

　実
際
、
現
地
で
は
、
徒
歩
や
自
転
車
だ
け

で
な
く
、
ス
ケ
ー
ト
に
よ
る
ト
レ
イ
ル
利
用
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
利
用
の
様
子
が
確
認
で
き

た
。
学
術
的
な
裏
付
け
に
よ
る
質
の
高
い
ル
ー

ト
が
、
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
や
ア
プ
リ
を
利
用
し

た
シ
ー
ム
レ
ス
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
つ
な
が
る

様
子
は
、
い
わ
ば「
非
動
力
系
交
通
版

M
aaS

」と
も
い
え
る
様
相
を
呈
し
て
お
り
、

観
光
客
に
と
っ
て
の
利
便
性
や
、
体
験
価
値
の

向
上
に
つ
な
が
る
と
と
も
に
、
地
域
に
と
っ
て

の
観
光
資
源
の
価
値
を
高
め
る
こ
と
に
も
寄

与
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
感
じ
た
。

　ま
た
、
ス
イ
ス
政
府
観
光
局
は
、
競
合
す

る
他
の
観
光
地
と
の
差
別
化
を
目
的
と
し

て
、
国
内
の
観
光
事
業
者
の
環
境
対
応
を
認

証
す
る
「S

w
isstain

ab
le

」
の
制
度
を
運

用
し
て
い
る
。
ス
イ
ス
の
観
光
の
イ
メ
ー
ジ

を
特
徴
付
け
て
い
る
「
鉄
道
を
利
用
し
た
観

光
」
と
と
も
に
、
今
回
取
り
上
げ
た
ス
イ
ス

モ
ビ
リ
テ
ィ
の
よ
う
な
非
動
力
系
交
通
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
観
光
や
レ
ジ
ャ
ー
の
手
段

と
し
て
活
用
さ
れ
る
こ
と
は
、
国
家
レ
ベ
ル

で
創
出
を
目
指
し
て
い
る
「
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル

な
観
光
に
取
り
組
ん
で
い
る
国
」
と
い
う
イ

メ
ー
ジ
を
強
化
し
得
る
も
の
で
も
あ
る
と
感

じ
た
次
第
で
あ
る
。

　ス
イ
ス
モ
ビ
リ
テ
ィ
の
ル
ー
ト
は
路
線
番

号
1
桁
の
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ル
ー
ト
、
2
桁
の
リ
ー

ジ
ョ
ナ
ル
ル
ー
ト
、
3
桁
の
ロ
ー
カ
ル
ル
ー

ト
に
大
別
さ
れ
、
総
延
長
は
約
3
6
0
0
0

㎞
に
及
び
、
意
匠
が
統
一
さ
れ
た
約
20
万
基

の
標
識
が
全
国
で
整
備
さ
れ
て
い
る
。
ル
ー

ト
は
公
共
交
通
機
関
と
連
携
し
て
お
り
、
標

識
と
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
を
通
じ
て
、

夏
季
は
ハ
イ
キ
ン
グ
や
サ
イ
ク
リ
ン
グ
、
マ

ウ
ン
テ
ン
バ
イ
ク
、
ス
ケ
ー
ト
、
カ
ヌ
ー
、

冬
季
は
ス
ノ
ー
シ
ュ
ー
イ
ン
グ
、
ク
ロ
ス
カ

ン
ト
リ
ー
ス
キ
ー
、
ソ
リ
な
ど
の
ト
レ
イ
ル

の
情
報
が
提
供
さ
れ
て
い
る
。
夏
季
ル
ー
ト

は
8
5
7
ル
ー
ト
（
2
0
2
3
年
春
時
点
）、

冬
季
ル
ー
ト
は
6
4
8
ル
ー
ト
（
2
0
2
2

／
2
0
2
3
年
冬
時
点
）
が
そ
れ
ぞ
れ
設
定

さ
れ
て
い
る
。

　ス
イ
ス
モ
ビ
リ
テ
ィ
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
や

携
帯
端
末
向
け
ア
プ
リ
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の

ル
ー
ト
に
加
え
、
公
共
交
通
機
関
の
駅
や
停

留
所
、自
転
車
の
サ
ー
ビ
ス
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
、

宿
泊
施
設
、
観
光
ス
ポ
ッ
ト
に
関
す
る
情
報

が
掲
載
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
パ
ー
ト
ナ
ー
と

な
っ
て
い
る
ア
ウ
ト
ド
ア
系
旅
行
会
社
の

ユ
ー
ロ
ト
レ
ッ
ク（E

u
ro
trek

）と
連
携
し
、

ル
ー
ト
上
で
の
宿
泊
、
荷
物
運
搬
、
自
転
車

レ
ン
タ
ル
な
ど
総
合
的
な
観
光
サ
ー
ビ
ス
が

提
供
さ
れ
て
い
る
。

　さ
ら
に
、
ユ
ー
ザ
ー
自
身
が
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
や
ア
プ
リ
上
で
ハ
イ
キ
ン
グ
、
自
転
車
、
ウ

イ
ン
タ
ー
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
多
様
な
ツ
ア
ー
を

計
画
し
、
ル
ー
ト
と
し
て
保
存
や
記
録
な
ど

が
で
き
る
有
料（
年
額
35
ス
イ
ス
フ
ラ
ン
）の

サ
ー
ビ
ス
で
あ
る
ス
イ
ス
モ
ビ
リ
テ
ィ
・
プ
ラ

ス（S
w
itzerlan

d
M
obility P

lu
s

）が

提

供
さ
れ
て
お
り
、
総
延
長
1
億
5
2
0
0
万

㎞
を
超
え
る
約
7
4
0
万
本
の
ツ
ア
ー
が
作

成
さ
れ
て
い
る（
2
0
2
2
年
末
時
点
）。

　ス
イ
ス
モ
ビ
リ
テ
ィ
財
団
の
収
入
は
、
ス

イ
ス
連
邦
政
府
、
リ
ヒ
テ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
公

国
、
各
連
邦
州
か
ら
の
拠
出
金
を
は
じ
め
、

公
共
団
体
、
民
間
団
体
や
法
人
、
個
人
か
ら

の
拠
出
金
な
ど
か
ら
な
り
、
官
民
に
よ
る

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
モ
デ
ル
が
構
築
さ
れ
て

い
る
。
財
団
の
活
動
資
金
の
大
部
分
は
ス
イ

ス
モ
ビ
リ
テ
ィ
・
プ
ラ
ス
の
利
用
料
金
に

よ
っ
て
賄
わ
れ
て
お
り
、
収
入
総
額
（
約

6
1
4
万
ス
イ
ス
フ
ラ
ン
）
の
う
ち
約
7
割

（
約
4
2
0
万
ス
イ
ス
フ
ラ
ン
）
を
占
め
て

い
る
。財
団
の
支
出
の
主
な
内
容
と
し
て
は
、

ス
イ
ス
モ
ビ
リ
テ
ィ
の
重
要
な
セ
ー
ル
ス
ポ

イ
ン
ト
と
位
置
付
け
て
い
る
質
の
高
い
ル
ー

ト
情
報
の
提
供
、
ス
イ
ス
モ
ビ
リ
テ
ィ
・
プ

ラ
ス
の
提
供
な
ど
の
情
報
発
信
（
約
2
7
4

万
ス
イ
ス
フ
ラ
ン
）、
イ
ン
フ
ラ
整
備
や
管

理
（
約
92
万
ス
イ
ス
フ
ラ
ン
）、
財
団
の
運
営

（
約
81
万
ス
イ
ス
フ
ラ
ン
）
な
ど
と
な
っ
て

い
る
（
金
額
は
い
ず
れ
も
2
0
2
2
年
度
）。

ま
た
、
ス
イ
ス
モ
ビ
リ
テ
ィ
財
団
で
は
、
非

動
力
系
交
通
の
発
展
や
、
そ
の
質
の
向
上
な

ど
を
目
的
と
し
た
カ
ン
ト
ン
・
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
（K

an
to
n
ale W

o
rksh

o
p
s

）

　世
界
的
な
脱
炭
素
の
流
れ
や
、
若
い
世
代

を
中
心
と
し
た
車
離
れ
の
傾
向
の
中
、
我
が

国
で
も
自
動
車
に
頼
ら
な
い
観
光
地
づ
く
り

の
必
要
性
が
高
ま
っ
て
い
る
。
加
え
て
、
今

日
的
な
観
光
の
ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
れ
ば
、
交

通
手
段
に
は
単
な
る
移
動
手
段
と
し
て
だ
け

で
は
な
く
、
そ
れ
自
体
が
観
光
的
な
魅
力
を

持
つ
よ
う
な
価
値
の
創
造
が
求
め
ら
れ
て
い

る
と
言
え
よ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
我
が
国

に
お
い
て
は
、
各
地
で
ロ
ン
グ
ト
レ
イ
ル
や

自
転
車
道
な
ど
の
整
備
が
進
ん
で
い
る
現
状

は
あ
る
も
の
の
、
そ
れ
ら
が
ハ
ー
ド
、
ソ
フ

ト
の
両
面
で
必
ず
し
も
有
機
的
に
結
び
つ
い

て
お
ら
ず
、
観
光
的
な
魅
力
づ
く
り
に
十
分

に
活
用
さ
れ
て
い
る
と
は
言
え
な
い
状
況
が

あ
る
。

　筆
者
は
、
こ
れ
ま
で
都
市
計
画
的
視
点
で

地
域
づ
く
り
に
携
わ
っ
て
き
た
経
験
を
通

じ
、
歴
史
的
資
源
な
ど
地
域
の
魅
力
あ
る
観

光
資
源
を
つ
な
ぎ
、
新
た
な
価
値
を
創
造
す

る
こ
と
の
必
要
性
を
感
じ
て
い
た
。

　以
上
の
よ
う
な
背
景
を
踏
ま
え
、
本
稿
で

は
ス
イ
ス
に
お
い
て
整
備
さ
れ
て
い
る
非
動

力
系
交
通
（n

o
n
-m
o
to
rized

 traffi
c

）

を
活
用
し
た
観
光
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
整
備
の
取

り
組
み
で
あ
る
「
ス
イ
ス
モ
ビ
リ
テ
ィ
」

（S
w
itzerlan

d
M
o
b
ility

）
に
着
目
し
、

そ
の
構
築
の
経
緯
や
運
営
組
織
に
関
し
て
特

徴
を
概
観
す
る
。
右
記
の
目
的
の
た
め
、
事

前
の
文
献
調
査
を
行
っ
た
う
え
で
、
実
際
に

現
地
に
赴
き
、
ト
レ
イ
ル
や
標
識
の
整
備
状

況
、
利
用
者
の
状
況
な
ど
を
目
視
や
実
体
験

を
通
じ
て
把
握
し
た
。

　ス
イ
ス
モ
ビ
リ
テ
ィ
を
運
営
す
る
ス
イ
ス
モ

ビ
リ
テ
ィ
財
団（S

w
itzerlan

d
M
obilty 

F
oun

dation

）は
ス
イ
ス
サ
イ
ク
リ
ン
グ
財

団
（C

y
c
lin

g
 in

 S
w
itz

e
r
la
n
d
 

F
oun

dation

）を
前
身
と
し
て
い
る
。
ス
イ

ス
サ
イ
ク
リ
ン
グ
財
団
は
、
全
国
的
な
サ
イ

ク
リ
ン
グ
ツ
ア
ー
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築

す
る
と
い
う
ツ
ー
リ
ン
グ
サ
イ
ク
リ
ス
ト
数

名
に
よ
る
ア
イ
デ
ア
を
き
っ
か
け
と
し
て

1
9
9
3
年
に
設
立
さ
れ
た
。
そ
し
て
、

1
9
9
5
年
に
ス
イ
ス
の
全
州
か
ら
の
委
託
を

受
け
、
全
長
3
0
0
0
㎞
を
超
え
る
9
本
の
ナ

シ
ョ
ナ
ル
ル
ー
ト
、
全
国
的
な
標
識
の
整
備
な

ど
の
取
り
組
み
を
開
始
し
た
。

　そ
の
後
、
1
9
9
8
年
に
は
、
持
続
的
な
レ

ジ
ャ
ー
と
観
光
の
提
供
と
い
う
目
標
が
、
サ
イ

ク
リ
ン
グ
だ
け
で
な
く
、
ハ
イ
キ
ン
グ
や
カ

ヌ
ー
な
ど
非
動
力
系
交
通
の
分
野
に
拡
大
さ

れ
た
。
さ
ら
に
、
1
9
9
9
年
、
こ
の
取
り
組

み
に
関
心
を
持
っ
た
ス
イ
ス
ハ
イ
キ
ン
グ
連
盟

（S
w
iss H

iking F
ederation

）が
ス
イ
ス

サ
イ
ク
リ
ン
グ
財
団
に
働
き
か
け
た
こ
と
に
よ

り
、
翌
年
、
非
動
力
系
交
通
に
よ
り
レ
ジ
ャ
ー

お
よ
び
観
光
の
全
国
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
す

る
と
い
う
ス
イ
ス
モ
ビ
リ
テ
ィ
構
想
が
発
表
さ

れ
た
。
そ
し
て
、
ス
イ
ス
連
邦
政
府
、
ス
イ
ス

国
内
の
各
連
邦
州（
カ
ン
ト
ン
）、リ
ヒ
テ
ン
シ
ュ

タ
イ
ン
公
国
を
は
じ
め
、
交
通
、
ス
ポ
ー
ツ
、

観
光
の
各
分
野
か
ら
多
く
の
組
織
が
参
加
し
、

2
0
0
4
年
秋
よ
り
ス
イ
ス
モ
ビ
リ
テ
ィ
の
実

現
に
向
け
た
作
業
に
着
手
し
、
3
年
余
り
の
準

備
期
間
を
経
て
2
0
0
8
年
春
、
ス
イ
ス
モ
ビ

リ
テ
ィ
の
設
立
に
至
っ
た
。

　一
方
、
1
9
8
4
年
か
ら
2
0
0
3
年
に
か

け
て
、
ベ
ル
ン
大
学
に
お
い
て
歴
史
的
な
道
路

や
道
路
沿
い
の
歴
史
的
建
造
物
な
ど
を
記
録

し
た
歴
史
的
交
通
ル
ー
ト
目
録（
I
V
S
）を

作
成
す
る
研
究
が
行
わ
れ
た
。
そ
の
後
、
こ

の
歴
史
的
交
通
ル
ー
ト
目
録
を
観
光
活
用
す

る
取
り
組
み
で
あ
る「
ヴ
ィ
ア
・
ス
ト
ー
リ
ア
」

（V
iaS

toria

）
が
2
0
0
3
年
に
開
始
さ
れ

た
。ヴ
ィ
ア
・
ス
ト
ー
リ
ア
で
は
12
本
の
主

要
ル
ー
ト
が
設
定
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
う
ち

基
準
を
満
た
し
た
コ
ー
ス
が
ス
イ
ス
モ
ビ
リ

テ
ィ
に
組
み
込
ま
れ
て
い
る
。
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1）SwitzerlandMobility Foundation WEBサイト（https://www.schweizmobil.org）、2024年1月12日最終閲覧
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3）SwitzerlandMobility Foundation (2023), SchweizMobil Systemeinführung
4）SwitzerlandMobility Foundation (2023), Jahresbericht der Stiftung SchweizMobil 2022
5）SwitzerlandMobility Foundation (2023), INFORMATIONEN WORKSHOPS 2023
6）ViaStoria（2013）, Gesamtkonzept Kulturwege Schweiz
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D
M
O
を
中
心
と
し
た

観
光
推
進
・サ
ー
ビ
ス
調
整
の

取
り
組
み
と
、そ
れ
を
駆
動
さ
せ
る

シ
ス
テ
ム
と
し
て
の
財
源
制
度
の

現
状

な
っ
て
い
る
と
も
推
察
さ
れ
る
。
加
え
て
、

2
泊
目
ま
で
の
特
典
で
あ
る
、
施
設
へ
の
入

場
券
や
着
地
型
プ
ロ
グ
ラ
ム
へ
の
誘
導
に
よ

り
、
各
施
設
で
の
購
買
等
を
促
す
き
っ
か
け

と
な
り
、
地
域
内
の
事
業
者
の
売
上
の
底
上

げ
に
も
貢
献
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　ス
イ
ス
に
あ
る
ザ
ン
ク
ト
ガ
レ
ン

（S
t.G

allen

）は
ス
イ
ス
北
東
部
の
中
心
都
市

で
、
世
界
遺
産
で
あ
る
ザ
ン
ク
ト
ガ
レ
ン
修
道

院
や
旧
市
街
を
目
的
に
多
く
の
観
光
客
が
訪

れ
る
。
ザ
ン
ク
ト
ガ
レ
ン
―
ボ
ー
デ
ン
湖
観
光

局（
D
M
O
）で
は
、
宿
泊
客
へ
の
特
典
と
し
て
、

ザ
ン
ク
ト
ガ
レ
ン
周
辺
エ
リ
ア
の
公
共
交
通
機

関
が
乗
り
放
題
に
な
る「S

t. G
allen-L

ake 

C
onstance M

obility T
icket

」を
提
供

し
て
い
る
。
同
チ
ケ
ッ
ト
は
、
宿
泊
施
設
の

チ
ェ
ッ
ク
イ
ン
時
に
宿
泊
客
自
身
の
メ
ー
ル
ア

ド
レ
ス
を
登
録
す
る
こ
と
で
、
チ
ケ
ッ
ト
と
な

る
二
次
元
コ
ー
ド
が
記
載
さ
れ
た
メ
ー
ル
が
送

信
さ
れ
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
ウ
ォ
レ
ッ
ト
と

し
て
登
録
す
る
こ
と
も
可
能
と
な
っ
て
い
る
。

同
チ
ケ
ッ
ト
で
は
鉄
道
、
路
面
電
車
、
路
線
バ

ス
と
い
っ
た
周
辺
地
域
の
各
公
共
交
通
機
関
が

乗
り
放
題
と
な
る
た
め
、
観
光
客
の
利
便
性
を

大
き
く
高
め
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
　
　
　

　な
お
、
こ
れ
ら
の
サ
ー
ビ
ス
は
、
地
域
を

訪
れ
る
観
光
客
の
利
便
性
を
高
め
る
た
め
に

提
供
さ
れ
る
だ
け
で
は
な
く
、
宿
泊
者
の
属

性
情
報
や
チ
ケ
ッ
ト
の
使
用
履
歴
を
追
う
こ

と
で
、「
現
在
こ
の
地
域
に
は
ど
の
国
か
ら

来
た
人
が
多
く
、
何
泊
さ
れ
、
ど
の
よ
う
な

サ
ー
ビ
ス
が
い
つ
使
わ
れ
て
い
る
か
」
と

い
っ
た
デ
ー
タ
の
蓄
積
も
可
能
で
あ
る
た

め
、
D
M
O
が
行
う
観
光
地
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン

グ
等
の
施
策
に
活
用
す
る
と
い
う
点
で
も
有

効
な
方
法
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

　ま
ず
、
前
半
で
紹
介
し
た
宿
泊
税
の
使
途

の
規
定
に
関
す
る
条
文
に
つ
い
て
、
日
本
で

適
用
す
る
場
合
は
、
地
方
自
治
体
の
宿
泊
税

に
「
使
途
条
例
」
を
設
け
、
宿
泊
税
を
観
光
振

興
の
み
に
使
用
す
る
こ
と
を
規
定
す
る
こ
と

が
考
え
ら
れ
る
が
、
現
時
点
で
は
我
が
国
に

お
い
て
こ
の
よ
う
な
宿
泊
税
の
条
例
を
制
定

し
た
例
は
な
い
。
一
方
、
先
に
紹
介
し
た
ザ

ン
ク
ト
ガ
レ
ン
州
の
観
光
法
は
1
9
9
0
年

代
に
制
定
さ
れ
て
い
る
な
ど
、
ス
イ
ス
で
は

四
半
世
紀
前
に
議
論
が
進
ん
で
い
る
。
な
ぜ

早
く
か
ら
こ
の
よ
う
な
議
論
が
進
ん
で
い
る

か
に
つ
い
て
は
、
ス
イ
ス
の
社
会
制
度
を
認

識
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
ス
イ
ス

は
連
邦
制
を
採
用
し
、
各
州
が
主
権
を
持
つ

強
い
地
方
分
権
制
度
で
あ
り
、
自
治
が
強
い

文
化
で
あ
る
。
ま
た
、
ス
イ
ス
は
直
接
民
主

制
で
あ
り
、
ス
イ
ス
国
民
は
定
期
的
に
さ
ま

ざ
ま
な
政
治
案
件
に
つ
い
て
投
票
を
す
る
機

会
を
持
っ
て
い
る
。
こ
の
社
会
制
度
か
ら「
自

分
た
ち
の
力
や
制
度
で
ど
の
よ
う
に
地
域
の

価
値
を
高
め
て
い
く
か
」「
正
し
い
政
策
決
定

に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
納
得
す
る
か
」
と
い
っ

た
こ
と
を
考
え
る
土
壌
が
古
く
か
ら
あ
る
と

い
え
る
だ
ろ
う
。
現
地
で
の
意
見
交
換
の
中

で
も
「
ス
イ
ス
に
は
州
や
連
邦
政
府
の
政
策

に
文
句
を
言
う
文
化
が
あ
る
」
と
い
っ
た
言

及
が
あ
り
、
税
の
使
途
に
対
し
て
も
住
民
が

納
得
で
き
る
よ
う
な
厳
し
い
要
求
が
向
け
ら

れ
て
き
た
結
果
、
宿
泊
税
の
使
途
の
条
文
に

よ
る
明
確
化
が
な
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　ま
た
、D
M
O
の
取
組
事
項
に
つ
い
て
は
、

宿
泊
税
の
使
途
と
ほ
ぼ
一
致
す
る
も
の
と
な

る
が
、
前
述
の
地
域
文
化
の
前
提
か
ら
、

D
M
O
自
身
が
、
そ
の
活
動
が
地
域
の
事
業

者
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
ど
の
よ
う
に
評
価
さ

れ
る
の
か
を
重
視
し
て
い
る
印
象
を
受
け

た
。
現
地
で
の
意
見
交
換
で
も
「
D
M
O
の

評
価
は
入
込
客
数
の
数
字
よ
り
も
、
D
M
O

が
訪
問
者
に
良
い
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い

る
と
自
負
で
き
る
か
、
そ
こ
か
ら
発
展
し
て

地
域
の
事
業
者
か
ら
の
信
頼
を
得
ら
れ
て
い

る
か
が
意
識
さ
れ
る
」
と
い
っ
た
意
見
が
聞

か
れ
て
お
り
、
こ
の
意
識
か
ら
発
芽
し
た
取

り
組
み
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
先
に
紹
介
し
た

交
通
・
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
パ
ス
と
い
っ
た

サ
ー
ビ
ス
が
あ
る
の
だ
と
も
推
察
で
き
る
。

　こ
の
よ
う
に
、
今
回
の
視
察
で
は
、
欧
州

の
文
化
や
意
識
が
生
ん
だ
、
宿
泊
税
の
使
途

に
関
す
る
仕
組
み
や
具
体
的
な
取
り
組
み
を

学
び
取
る
こ
と
が
で
き
た
。
今
後
宿
泊
税
を

導
入
す
る
我
が
国
の
地
方
自
治
体
に
と
っ
て

も
、
使
途
を
持
続
的
に
管
理
す
る
仕
組
み
の

構
築
や
具
体
的
な
使
途
の
例
と
し
て
、
大
い

に
参
考
に
な
る
こ
と
だ
ろ
う
。

と
観
光
振
興
税
を
徴
収
す
る
権
利
を
規
定
し

て
い
る
。
そ
の
中
で
、
宿
泊
税
に
お
い
て
は
、

当
該
地
域
へ
ま
だ
訪
問
を
し
て
い
な
い
潜
在

的
な
顧
客
に
リ
ー
チ
す
る
よ
う
な
広
告
活
動

に
対
し
て
は
使
用
を
し
て
は
な
ら
な
い
と
法

律
上
で
明
記
し
て
お
り
、「
観
光
振
興
」
の

枠
の
中
で
も
、
さ
ら
に
使
途
を
細
か
く
限
定

し
て
い
る
。

　こ
れ
ら
の
よ
う
に
、
ス
イ
ス
で
は
、
宿
泊

税
等
の
財
源
が
、
恒
久
的
に
適
切
な
使
途
に

用
い
ら
れ
る
た
め
に
、
一
般
財
源
化
を
防
ぐ

た
め
の
条
文
の
記
載
や
、
受
益
者
負
担
の
原

則
に
基
づ
い
て
更
な
る
細
か
い
使
途
に
限
定

す
る
条
文
の
記
載
を
行
う
、
と
い
う
対
応
を

し
て
い
る
の
が
特
徴
で
あ
る
。

　現
地
で
の
意
見
交
換
の
中
で
は
、「
宿
泊

税
は
、
宿
泊
客
の
滞
在
の
満
足
度
を
上
げ
る

た
め
に
、
現
地
で
の
イ
ン
フ
ラ
や
サ
ー
ビ
ス

に
使
う
べ
き
」
と
い
う
一
般
的
な
考
え
方
が

あ
る
こ
と
を
把
握
し
て
い
る
。
右
記
の
言
明

の
う
ち
、「
イ
ン
フ
ラ
」
と
は
、
ハ
イ
キ
ン
グ

コ
ー
ス
の
整
備
や
ベ
ン
チ
・
信
号
の
設
置
、

イ
ベ
ン
ト
開
催
の
た
め
の
各
種
整
備
等
が
該

当
し
、「
サ
ー
ビ
ス
」
と
は
、
イ
ン
フ
ォ
メ
ー

シ
ョ
ン
デ
ス
ク
の
設
置
や
交
通
・
ア
ク
テ
ィ

ビ
テ
ィ
パ
ス
の
提
供
等
が
該
当
す
る
。
今
回

の
視
察
で
は
、
右
記
の
「
サ
ー
ビ
ス
」
と
し
て

の
使
途
の
う
ち
代
表
的
な
も
の
と
し
て
、
欧

州
の
多
く
の
リ
ゾ
ー
ト
地
で
D
M
O
が
宿
泊

税
を
充
当
す
る
形
で
提
供
し
て
い
る
「
交
通
・

ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
パ
ス
」
に
つ
い
て
体
験
す

る
機
会
を
得
た
。
以
下
、
こ
の
サ
ー
ビ
ス
の

概
要
や
仕
組
み
に
つ
い
て
紹
介
し
た
い
。

　オ
ー
ス
ト
リ
ア
に
あ
る
サ
ン
ア
ン
ト
ン

（S
t.A

n
ton

）
は
、
ア
ル
ペ
ン
ス
キ
ー
発
祥

の
地
と
し
て
世
界
的
に
有
名
な
リ
ゾ
ー
ト
地

で
あ
る
。
サ
ン
ア
ン
ト
ン
の
観
光
協
会

（
D
M
O
）
で
は
、
オ
フ
シ
ー
ズ
ン
で
あ
る
冬

季
以
外
に
お
い
て
、
来
訪
者
の
利
便
性
を
高

め
る
こ
と
を
主
な
目
的
に
、
宿
泊
客
へ
の
特

典
と
し
て
「S

t.A
n
ton

サ
マ
ー
カ
ー
ド
」
を

提
供
し
て
い
る
。
同
カ
ー
ド
は
地
域
内
の
宿

泊
施
設
で
チ
ェ
ッ
ク
イ
ン
時
に
宿
泊
施
設
よ

り
提
供
さ
れ
、
チ
ェ
ッ
ク
ア
ウ
ト
日
を
有
効

期
限
と
し
、
泊
数
に
応
じ
、
地
域
内
の
交
通

シ
ス
テ
ム
の
利
用
や
観
光
施
設
へ
の
入
場
、

着
地
型
プ
ロ
グ
ラ
ム
へ
の
参
加
と
い
っ
た
特

典
が
提
供
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
泊
数
別
の

特
典
を
見
て
み
る
と
、
1
泊
目
か
ら
は
地
域

内
の
路
線
バ
ス
の
乗
車
や
美
術
館
・
展
示
施

設
へ
の
入
場
等
、
2
泊
目
か
ら
は
ハ
イ
キ
ン

グ
ツ
ア
ー
や
ヨ
ガ
プ
ロ
グ
ラ
ム
へ
の
参
加
等
、

3
泊
目
か
ら
は
山
頂
へ
の
ケ
ー
ブ
ル
カ
ー
や

リ
フ
ト
の
使
用
、
電
動
自
転
車
の
割
引
、
ス

イ
ミ
ン
グ
プ
ー
ル
の
使
用
等
が
提
供
さ
れ

る
。
特
に
、
当
該
地
域
へ
の
夏
場
の
主
な
訪

問
目
的
は
「
山
頂
か
ら
の
美
し
い
景
色
の
観

賞
」
で
あ
り
、
こ
れ
を
提
供
す
る
ケ
ー
ブ
ル

カ
ー
や
リ
フ
ト
の
無
料
特
典
は
3
泊
目
か
ら

提
供
さ
れ
る
こ
と
と
し
て
い
る
た
め
、
連
泊

を
喚
起
し
、
繁
閑
差
の
解
消
へ
の
仕
掛
け
と

　パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
を
経

て
、
日
本
国
内
で
は
、
各

地
で
宿
泊
税
を
中
心
と
し
た
観
光
財
源
の
導

入
の
検
討
が
進
ん
で
い
る
。
特
に
宿
泊
税
に

お
い
て
は
、
す
で
に
国
内
で
の
複
数
の
地
域

で
導
入
が
実
現
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
導
入

そ
の
も
の
に
関
す
る
技
術
的
な
方
法
論
上
の

課
題
は
少
な
く
、
所
定
の
プ
ロ
セ
ス
を
経
る

こ
と
で
導
入
可
能
と
な
っ
て
い
る
。む
し
ろ
、

現
在
は
宿
泊
税
等
の
導
入
に
よ
る
財
源
が

「
観
光
振
興
の
た
め
に
効
果
的
に
使
わ
れ
続

け
る
」
こ
と
を
担
保
す
る
た
め
の
効
果
的
な

仕
組
み
に
つ
い
て
検
討
・
開
発
す
る
フ
ェ
イ

ズ
に
入
っ
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

　当
財
団
で
は
、
自
主
研
究
と
し
て
「
観
光

財
源
研
究
会
」
を
主
宰
し
て
お
り
、
筆
者
は

事
務
局
と
し
て
そ
の
運
営
を
担
っ
て
い
る
が
、

同
研
究
会
に
お
い
て
も
、
上
記
の
検
討
事
項

は
重
要
な
研
究
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
そ
こ

で
本
稿
で
は
、
早
く
か
ら
宿
泊
税
を
導
入
し

て
い
る
ス
イ
ス
・
オ
ー
ス
ト
リ
ア
に
お
け
る
、

宿
泊
税
を
観
光
振
興
に
用
い
る
た
め
の
効
果

的
な
仕
組
み
や
具
体
的
な
使
途
の
考
え
方
に

つ
い
て
概
観
す
る
。
ま
た
、
使
途
に
関
し
て
、

欧
州
で
は
宿
泊
税
は
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
行
う
組
織
（
D
M
O
）
の
財

源
と
な
っ
て
い
る
た
め
、
ス
イ
ス
・
オ
ー
ス

ト
リ
ア
の
D
M
O
に
お
け
る
最
前
線
の
取
組

事
項
に
つ
い
て
も
着
目
す
る
。

　な
お
、
本
稿
は
、
上
述
の
内
容
に
つ
い
て

ス
イ
ス
・
ザ
ン
ク
ト
・
ガ
レ
ン
大
学
の

P
ietro

 B
eritelli

教
授
、
ザ
ン
ク
ト
・
ガ

レ
ン
の
D
M
O
で
あ
る
ザ
ン
ク
ト
ガ
レ
ン
|

ボ
ー
デ
ン
湖
観
光
局
のT

h
o
m
as 

K
irch

h
o
fer

氏
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
・
レ
ッ

ヒ
の
D
M
O
で
あ
る
レ
ッ
ヒ
|
ツ
ュ
ル
ス
観

光
局
のH

erm
an
n
 F
erch

er

局
長
の
3

氏
に
ヒ
ア
リ
ン
グ
し
た
内
容
や
現
地
で
視
察

し
た
こ
と
を
踏
ま
え
、
公
表
資
料
等
を
ベ
ー

ス
に
再
整
理
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
に
留
意

さ
れ
た
い
。

　欧
米
で
は
宿
泊
税
が
古
く
か
ら
導
入
さ
れ

て
い
る
が
、
一
部
の
地
域
で
は
、
宿
泊
税
が

一
般
財
源
化
（
観
光
振
興
以
外
の
、
自
治
体

の
一
般
的
な
業
務
へ
の
財
源
と
し
て
の
充
当
）

さ
れ
、
観
光
振
興
と
は
言
え
な
い
用
途
に
ま

で
使
わ
れ
て
い
る
例
が
見
受
け
ら
れ
る
。
そ

の
理
由
と
し
て
は
、
当
初
、
宿
泊
税
を
「
観

光
振
興
の
た
め
の
予
算
」
と
し
て
導
入
を
主

導
し
た
首
長
や
議
員
が
代
わ
っ
て
し
ま
う
こ

と
や
、
税
収
と
し
て
行
政
の
会
計
に
組
み
入

れ
ら
れ
た
宿
泊
税
が
、
財
政
状
況
に
よ
っ
て

は
「
観
光
振
興
の
た
め
の
予
算
」
と
い
う
位
置

づ
け
を
拡
大
解
釈
さ
れ
、
公
共
工
事
等
に
用

い
ら
れ
て
し
ま
う
た
め
で
あ
る
。

　ス
イ
ス
・
レ
ン
ツ
市
で
は
、
観
光
振
興
財

源
を
調
達
す
る
手
段
と
し
て
、
宿
泊
客
か
ら

徴
収
す
る
「
宿
泊
税
」
と
、
市
内
の
全
事
業
者

か
ら
徴
収
す
る
「
観
光
振
興
税
」
を
設
け
て

い
る
が
、
宿
泊
税
の
使
途
は
「
宿
泊
税
お
よ

び
観
光
振
興
税
の
課
税
に
関
す
る
法
律
」
の

中
で
、
納
税
者
で
あ
る
宿
泊
客
の
利
便
性
向

上
に
、
ま
た
、
観
光
振
興
税
の
使
途
は
マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
や
観
光
イ
ベ
ン
ト
に
限
定
し
て

い
る
。ま
た
、法
律
の
条
文
の
中
で
、宿
泊
税
・

観
光
振
興
税
の
い
ず
れ
に
お
い
て
も
、
一
般

財
源
化
を
明
確
に
禁
止
し
て
い
る
。
こ
の
よ

う
に
、
観
光
財
源
が
恒
久
的
に
観
光
振
興
に

用
い
ら
れ
る
こ
と
を
担
保
す
る
た
め
に
、
条

文
に
よ
り
使
途
を
規
定
し
て
い
る
と
い
う
対

応
を
取
っ
て
い
る
の
が
特
徴
で
あ
る
。

　ま
た
、
ス
イ
ス
・
ザ
ン
ク
ト
・
ガ
レ
ン
州

で
は
、
観
光
振
興
の
た
め
の
資
金
調
達
手
段

と
し
て
、
州
内
の
自
治
体
に
対
し
て
宿
泊
税

観
光
研
究
部 
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（第1条）
レンツ市は、観光を促進し資金を調達するために、
宿泊税と観光振興税という形で観光税を課税し
ている。
（第12条）
１ 自治体は、宿泊税からの収入を、納税義務者
の利益および便益のための支出を賄うために使
用しなければならない。通常の、あるいは伝統的
な自治体の業務の財源に充てることはできない。
３　通常の、あるいは伝統的な自治体の業務と
は、観光とはあまり関係のない業務を指す。
４　自治体または観光団体は、資金使途を毎年
詳細に開示する義務がある。
（第13条）
自治体に所在するすべての企業は、その法人形
態にかかわらず、観光振興税の課税対象となる。
（第18条）
１ 自治体は、観光振興税からの収入を、特に効
果的な市場開発および観光イベントのために、
納付義務者の利益のために使用しなければなら
ない。通常あるいは伝統的な自治体の業務に使
用することはできない。
２　通常の、あるいは伝統的な自治体の業務と
は、観光とはあまり関係のない業務を指す。
３　自治体または観光団体は、資金使途を毎年
詳細に開示する義務がある。

第16条　原則
１ 自治体は、以下に対して観光税を
課すことができる：
a） 宿泊客
b） 観光の受益者
２　観光税は、納税義務者の利益の
ために使用されなければならない。宿
泊客から徴収した観光税は、広告目
的に使用してはならない。

レンツ市「宿泊税および
観光振興税の課税に関する法律」

ザンクトガレン州
「観光法」（抜粋）

出所：レンツ市資料　https://www.lantsch-lenz.ch/tourismus/tfa

出所：サンアントン観光協会HP
https://www.stantonamarlberg.com/en/summer/the-summer-card/
st-anton-summer-card　

出所：ザンクトガレン州資料
https://www.gesetzessammlung.sg.ch/

app/de/texts_of_law/575.1

2
．宿
泊
税
等
の
使
途
を

法
律
に
よ
り
規
定

4
．St.A

n
ton

サ
マ
ー
カ
ー
ド

3
．宿
泊
客
が

快
適
な
サ
ー
ビ
ス

1
．は
じ
め
に

2
3

レッヒ・ツュルス観光局

ザンクト・ガレン大学

スイス・オーストリアにおける観光地マネジメント2
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D
M
O
を
中
心
と
し
た

観
光
推
進
・サ
ー
ビ
ス
調
整
の

取
り
組
み
と
、そ
れ
を
駆
動
さ
せ
る

シ
ス
テ
ム
と
し
て
の
財
源
制
度
の

現
状

な
っ
て
い
る
と
も
推
察
さ
れ
る
。
加
え
て
、

2
泊
目
ま
で
の
特
典
で
あ
る
、
施
設
へ
の
入

場
券
や
着
地
型
プ
ロ
グ
ラ
ム
へ
の
誘
導
に
よ

り
、
各
施
設
で
の
購
買
等
を
促
す
き
っ
か
け

と
な
り
、
地
域
内
の
事
業
者
の
売
上
の
底
上

げ
に
も
貢
献
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　ス
イ
ス
に
あ
る
ザ
ン
ク
ト
ガ
レ
ン

（S
t.G

allen

）は
ス
イ
ス
北
東
部
の
中
心
都
市

で
、
世
界
遺
産
で
あ
る
ザ
ン
ク
ト
ガ
レ
ン
修
道

院
や
旧
市
街
を
目
的
に
多
く
の
観
光
客
が
訪

れ
る
。
ザ
ン
ク
ト
ガ
レ
ン
―
ボ
ー
デ
ン
湖
観
光

局（
D
M
O
）で
は
、
宿
泊
客
へ
の
特
典
と
し
て
、

ザ
ン
ク
ト
ガ
レ
ン
周
辺
エ
リ
ア
の
公
共
交
通
機

関
が
乗
り
放
題
に
な
る「S

t. G
allen-L

ake 

C
onstance M

obility T
icket

」を
提
供

し
て
い
る
。
同
チ
ケ
ッ
ト
は
、
宿
泊
施
設
の

チ
ェ
ッ
ク
イ
ン
時
に
宿
泊
客
自
身
の
メ
ー
ル
ア

ド
レ
ス
を
登
録
す
る
こ
と
で
、
チ
ケ
ッ
ト
と
な

る
二
次
元
コ
ー
ド
が
記
載
さ
れ
た
メ
ー
ル
が
送

信
さ
れ
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
ウ
ォ
レ
ッ
ト
と

し
て
登
録
す
る
こ
と
も
可
能
と
な
っ
て
い
る
。

同
チ
ケ
ッ
ト
で
は
鉄
道
、
路
面
電
車
、
路
線
バ

ス
と
い
っ
た
周
辺
地
域
の
各
公
共
交
通
機
関
が

乗
り
放
題
と
な
る
た
め
、
観
光
客
の
利
便
性
を

大
き
く
高
め
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
　
　
　

　な
お
、
こ
れ
ら
の
サ
ー
ビ
ス
は
、
地
域
を

訪
れ
る
観
光
客
の
利
便
性
を
高
め
る
た
め
に

提
供
さ
れ
る
だ
け
で
は
な
く
、
宿
泊
者
の
属

性
情
報
や
チ
ケ
ッ
ト
の
使
用
履
歴
を
追
う
こ

と
で
、「
現
在
こ
の
地
域
に
は
ど
の
国
か
ら

来
た
人
が
多
く
、
何
泊
さ
れ
、
ど
の
よ
う
な

サ
ー
ビ
ス
が
い
つ
使
わ
れ
て
い
る
か
」
と

い
っ
た
デ
ー
タ
の
蓄
積
も
可
能
で
あ
る
た

め
、
D
M
O
が
行
う
観
光
地
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン

グ
等
の
施
策
に
活
用
す
る
と
い
う
点
で
も
有

効
な
方
法
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

　ま
ず
、
前
半
で
紹
介
し
た
宿
泊
税
の
使
途

の
規
定
に
関
す
る
条
文
に
つ
い
て
、
日
本
で

適
用
す
る
場
合
は
、
地
方
自
治
体
の
宿
泊
税

に
「
使
途
条
例
」
を
設
け
、
宿
泊
税
を
観
光
振

興
の
み
に
使
用
す
る
こ
と
を
規
定
す
る
こ
と

が
考
え
ら
れ
る
が
、
現
時
点
で
は
我
が
国
に

お
い
て
こ
の
よ
う
な
宿
泊
税
の
条
例
を
制
定

し
た
例
は
な
い
。
一
方
、
先
に
紹
介
し
た
ザ

ン
ク
ト
ガ
レ
ン
州
の
観
光
法
は
1
9
9
0
年

代
に
制
定
さ
れ
て
い
る
な
ど
、
ス
イ
ス
で
は

四
半
世
紀
前
に
議
論
が
進
ん
で
い
る
。
な
ぜ

早
く
か
ら
こ
の
よ
う
な
議
論
が
進
ん
で
い
る

か
に
つ
い
て
は
、
ス
イ
ス
の
社
会
制
度
を
認

識
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
ス
イ
ス

は
連
邦
制
を
採
用
し
、
各
州
が
主
権
を
持
つ

強
い
地
方
分
権
制
度
で
あ
り
、
自
治
が
強
い

文
化
で
あ
る
。
ま
た
、
ス
イ
ス
は
直
接
民
主

制
で
あ
り
、
ス
イ
ス
国
民
は
定
期
的
に
さ
ま

ざ
ま
な
政
治
案
件
に
つ
い
て
投
票
を
す
る
機

会
を
持
っ
て
い
る
。
こ
の
社
会
制
度
か
ら「
自

分
た
ち
の
力
や
制
度
で
ど
の
よ
う
に
地
域
の

価
値
を
高
め
て
い
く
か
」「
正
し
い
政
策
決
定

に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
納
得
す
る
か
」
と
い
っ

た
こ
と
を
考
え
る
土
壌
が
古
く
か
ら
あ
る
と

い
え
る
だ
ろ
う
。
現
地
で
の
意
見
交
換
の
中

で
も
「
ス
イ
ス
に
は
州
や
連
邦
政
府
の
政
策

に
文
句
を
言
う
文
化
が
あ
る
」
と
い
っ
た
言

及
が
あ
り
、
税
の
使
途
に
対
し
て
も
住
民
が

納
得
で
き
る
よ
う
な
厳
し
い
要
求
が
向
け
ら

れ
て
き
た
結
果
、
宿
泊
税
の
使
途
の
条
文
に

よ
る
明
確
化
が
な
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　ま
た
、D
M
O
の
取
組
事
項
に
つ
い
て
は
、

宿
泊
税
の
使
途
と
ほ
ぼ
一
致
す
る
も
の
と
な

る
が
、
前
述
の
地
域
文
化
の
前
提
か
ら
、

D
M
O
自
身
が
、
そ
の
活
動
が
地
域
の
事
業

者
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
ど
の
よ
う
に
評
価
さ

れ
る
の
か
を
重
視
し
て
い
る
印
象
を
受
け

た
。
現
地
で
の
意
見
交
換
で
も
「
D
M
O
の

評
価
は
入
込
客
数
の
数
字
よ
り
も
、
D
M
O

が
訪
問
者
に
良
い
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い

る
と
自
負
で
き
る
か
、
そ
こ
か
ら
発
展
し
て

地
域
の
事
業
者
か
ら
の
信
頼
を
得
ら
れ
て
い

る
か
が
意
識
さ
れ
る
」
と
い
っ
た
意
見
が
聞

か
れ
て
お
り
、
こ
の
意
識
か
ら
発
芽
し
た
取

り
組
み
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
先
に
紹
介
し
た

交
通
・
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
パ
ス
と
い
っ
た

サ
ー
ビ
ス
が
あ
る
の
だ
と
も
推
察
で
き
る
。

　こ
の
よ
う
に
、
今
回
の
視
察
で
は
、
欧
州

の
文
化
や
意
識
が
生
ん
だ
、
宿
泊
税
の
使
途

に
関
す
る
仕
組
み
や
具
体
的
な
取
り
組
み
を

学
び
取
る
こ
と
が
で
き
た
。
今
後
宿
泊
税
を

導
入
す
る
我
が
国
の
地
方
自
治
体
に
と
っ
て

も
、
使
途
を
持
続
的
に
管
理
す
る
仕
組
み
の

構
築
や
具
体
的
な
使
途
の
例
と
し
て
、
大
い

に
参
考
に
な
る
こ
と
だ
ろ
う
。

と
観
光
振
興
税
を
徴
収
す
る
権
利
を
規
定
し

て
い
る
。
そ
の
中
で
、
宿
泊
税
に
お
い
て
は
、

当
該
地
域
へ
ま
だ
訪
問
を
し
て
い
な
い
潜
在

的
な
顧
客
に
リ
ー
チ
す
る
よ
う
な
広
告
活
動

に
対
し
て
は
使
用
を
し
て
は
な
ら
な
い
と
法

律
上
で
明
記
し
て
お
り
、「
観
光
振
興
」
の

枠
の
中
で
も
、
さ
ら
に
使
途
を
細
か
く
限
定

し
て
い
る
。

　こ
れ
ら
の
よ
う
に
、
ス
イ
ス
で
は
、
宿
泊

税
等
の
財
源
が
、
恒
久
的
に
適
切
な
使
途
に

用
い
ら
れ
る
た
め
に
、
一
般
財
源
化
を
防
ぐ

た
め
の
条
文
の
記
載
や
、
受
益
者
負
担
の
原

則
に
基
づ
い
て
更
な
る
細
か
い
使
途
に
限
定

す
る
条
文
の
記
載
を
行
う
、
と
い
う
対
応
を

し
て
い
る
の
が
特
徴
で
あ
る
。

　現
地
で
の
意
見
交
換
の
中
で
は
、「
宿
泊

税
は
、
宿
泊
客
の
滞
在
の
満
足
度
を
上
げ
る

た
め
に
、
現
地
で
の
イ
ン
フ
ラ
や
サ
ー
ビ
ス

に
使
う
べ
き
」
と
い
う
一
般
的
な
考
え
方
が

あ
る
こ
と
を
把
握
し
て
い
る
。
右
記
の
言
明

の
う
ち
、「
イ
ン
フ
ラ
」
と
は
、
ハ
イ
キ
ン
グ

コ
ー
ス
の
整
備
や
ベ
ン
チ
・
信
号
の
設
置
、

イ
ベ
ン
ト
開
催
の
た
め
の
各
種
整
備
等
が
該

当
し
、「
サ
ー
ビ
ス
」
と
は
、
イ
ン
フ
ォ
メ
ー

シ
ョ
ン
デ
ス
ク
の
設
置
や
交
通
・
ア
ク
テ
ィ

ビ
テ
ィ
パ
ス
の
提
供
等
が
該
当
す
る
。
今
回

の
視
察
で
は
、
右
記
の
「
サ
ー
ビ
ス
」
と
し
て

の
使
途
の
う
ち
代
表
的
な
も
の
と
し
て
、
欧

州
の
多
く
の
リ
ゾ
ー
ト
地
で
D
M
O
が
宿
泊

税
を
充
当
す
る
形
で
提
供
し
て
い
る
「
交
通
・

ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
パ
ス
」
に
つ
い
て
体
験
す

る
機
会
を
得
た
。
以
下
、
こ
の
サ
ー
ビ
ス
の

概
要
や
仕
組
み
に
つ
い
て
紹
介
し
た
い
。

　オ
ー
ス
ト
リ
ア
に
あ
る
サ
ン
ア
ン
ト
ン

（S
t.A

n
ton

）
は
、
ア
ル
ペ
ン
ス
キ
ー
発
祥

の
地
と
し
て
世
界
的
に
有
名
な
リ
ゾ
ー
ト
地

で
あ
る
。
サ
ン
ア
ン
ト
ン
の
観
光
協
会

（
D
M
O
）
で
は
、
オ
フ
シ
ー
ズ
ン
で
あ
る
冬

季
以
外
に
お
い
て
、
来
訪
者
の
利
便
性
を
高

め
る
こ
と
を
主
な
目
的
に
、
宿
泊
客
へ
の
特

典
と
し
て
「S

t.A
n
ton

サ
マ
ー
カ
ー
ド
」
を

提
供
し
て
い
る
。
同
カ
ー
ド
は
地
域
内
の
宿

泊
施
設
で
チ
ェ
ッ
ク
イ
ン
時
に
宿
泊
施
設
よ

り
提
供
さ
れ
、
チ
ェ
ッ
ク
ア
ウ
ト
日
を
有
効

期
限
と
し
、
泊
数
に
応
じ
、
地
域
内
の
交
通

シ
ス
テ
ム
の
利
用
や
観
光
施
設
へ
の
入
場
、

着
地
型
プ
ロ
グ
ラ
ム
へ
の
参
加
と
い
っ
た
特

典
が
提
供
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
泊
数
別
の

特
典
を
見
て
み
る
と
、
1
泊
目
か
ら
は
地
域

内
の
路
線
バ
ス
の
乗
車
や
美
術
館
・
展
示
施

設
へ
の
入
場
等
、
2
泊
目
か
ら
は
ハ
イ
キ
ン

グ
ツ
ア
ー
や
ヨ
ガ
プ
ロ
グ
ラ
ム
へ
の
参
加
等
、

3
泊
目
か
ら
は
山
頂
へ
の
ケ
ー
ブ
ル
カ
ー
や

リ
フ
ト
の
使
用
、
電
動
自
転
車
の
割
引
、
ス

イ
ミ
ン
グ
プ
ー
ル
の
使
用
等
が
提
供
さ
れ

る
。
特
に
、
当
該
地
域
へ
の
夏
場
の
主
な
訪

問
目
的
は
「
山
頂
か
ら
の
美
し
い
景
色
の
観

賞
」
で
あ
り
、
こ
れ
を
提
供
す
る
ケ
ー
ブ
ル

カ
ー
や
リ
フ
ト
の
無
料
特
典
は
3
泊
目
か
ら

提
供
さ
れ
る
こ
と
と
し
て
い
る
た
め
、
連
泊

を
喚
起
し
、
繁
閑
差
の
解
消
へ
の
仕
掛
け
と

　パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
を
経

て
、
日
本
国
内
で
は
、
各

地
で
宿
泊
税
を
中
心
と
し
た
観
光
財
源
の
導

入
の
検
討
が
進
ん
で
い
る
。
特
に
宿
泊
税
に

お
い
て
は
、
す
で
に
国
内
で
の
複
数
の
地
域

で
導
入
が
実
現
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
導
入

そ
の
も
の
に
関
す
る
技
術
的
な
方
法
論
上
の

課
題
は
少
な
く
、
所
定
の
プ
ロ
セ
ス
を
経
る

こ
と
で
導
入
可
能
と
な
っ
て
い
る
。む
し
ろ
、

現
在
は
宿
泊
税
等
の
導
入
に
よ
る
財
源
が

「
観
光
振
興
の
た
め
に
効
果
的
に
使
わ
れ
続

け
る
」
こ
と
を
担
保
す
る
た
め
の
効
果
的
な

仕
組
み
に
つ
い
て
検
討
・
開
発
す
る
フ
ェ
イ

ズ
に
入
っ
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

　当
財
団
で
は
、
自
主
研
究
と
し
て
「
観
光

財
源
研
究
会
」
を
主
宰
し
て
お
り
、
筆
者
は

事
務
局
と
し
て
そ
の
運
営
を
担
っ
て
い
る
が
、

同
研
究
会
に
お
い
て
も
、
上
記
の
検
討
事
項

は
重
要
な
研
究
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
そ
こ

で
本
稿
で
は
、
早
く
か
ら
宿
泊
税
を
導
入
し

て
い
る
ス
イ
ス
・
オ
ー
ス
ト
リ
ア
に
お
け
る
、

宿
泊
税
を
観
光
振
興
に
用
い
る
た
め
の
効
果

的
な
仕
組
み
や
具
体
的
な
使
途
の
考
え
方
に

つ
い
て
概
観
す
る
。
ま
た
、
使
途
に
関
し
て
、

欧
州
で
は
宿
泊
税
は
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
行
う
組
織
（
D
M
O
）
の
財

源
と
な
っ
て
い
る
た
め
、
ス
イ
ス
・
オ
ー
ス

ト
リ
ア
の
D
M
O
に
お
け
る
最
前
線
の
取
組

事
項
に
つ
い
て
も
着
目
す
る
。

　な
お
、
本
稿
は
、
上
述
の
内
容
に
つ
い
て

ス
イ
ス
・
ザ
ン
ク
ト
・
ガ
レ
ン
大
学
の

P
ietro

 B
eritelli

教
授
、
ザ
ン
ク
ト
・
ガ

レ
ン
の
D
M
O
で
あ
る
ザ
ン
ク
ト
ガ
レ
ン
|

ボ
ー
デ
ン
湖
観
光
局
のT

h
o
m
as 

K
irch

h
o
fer

氏
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
・
レ
ッ

ヒ
の
D
M
O
で
あ
る
レ
ッ
ヒ
|
ツ
ュ
ル
ス
観

光
局
のH

erm
an
n
 F
erch

er

局
長
の
3

氏
に
ヒ
ア
リ
ン
グ
し
た
内
容
や
現
地
で
視
察

し
た
こ
と
を
踏
ま
え
、
公
表
資
料
等
を
ベ
ー

ス
に
再
整
理
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
に
留
意

さ
れ
た
い
。

　欧
米
で
は
宿
泊
税
が
古
く
か
ら
導
入
さ
れ

て
い
る
が
、
一
部
の
地
域
で
は
、
宿
泊
税
が

一
般
財
源
化
（
観
光
振
興
以
外
の
、
自
治
体

の
一
般
的
な
業
務
へ
の
財
源
と
し
て
の
充
当
）

さ
れ
、
観
光
振
興
と
は
言
え
な
い
用
途
に
ま

で
使
わ
れ
て
い
る
例
が
見
受
け
ら
れ
る
。
そ

の
理
由
と
し
て
は
、
当
初
、
宿
泊
税
を
「
観

光
振
興
の
た
め
の
予
算
」
と
し
て
導
入
を
主

導
し
た
首
長
や
議
員
が
代
わ
っ
て
し
ま
う
こ

と
や
、
税
収
と
し
て
行
政
の
会
計
に
組
み
入

れ
ら
れ
た
宿
泊
税
が
、
財
政
状
況
に
よ
っ
て

は
「
観
光
振
興
の
た
め
の
予
算
」
と
い
う
位
置

づ
け
を
拡
大
解
釈
さ
れ
、
公
共
工
事
等
に
用

い
ら
れ
て
し
ま
う
た
め
で
あ
る
。

　ス
イ
ス
・
レ
ン
ツ
市
で
は
、
観
光
振
興
財

源
を
調
達
す
る
手
段
と
し
て
、
宿
泊
客
か
ら

徴
収
す
る
「
宿
泊
税
」
と
、
市
内
の
全
事
業
者

か
ら
徴
収
す
る
「
観
光
振
興
税
」
を
設
け
て

い
る
が
、
宿
泊
税
の
使
途
は
「
宿
泊
税
お
よ

び
観
光
振
興
税
の
課
税
に
関
す
る
法
律
」
の

中
で
、
納
税
者
で
あ
る
宿
泊
客
の
利
便
性
向

上
に
、
ま
た
、
観
光
振
興
税
の
使
途
は
マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
や
観
光
イ
ベ
ン
ト
に
限
定
し
て

い
る
。ま
た
、法
律
の
条
文
の
中
で
、宿
泊
税
・

観
光
振
興
税
の
い
ず
れ
に
お
い
て
も
、
一
般

財
源
化
を
明
確
に
禁
止
し
て
い
る
。
こ
の
よ

う
に
、
観
光
財
源
が
恒
久
的
に
観
光
振
興
に

用
い
ら
れ
る
こ
と
を
担
保
す
る
た
め
に
、
条

文
に
よ
り
使
途
を
規
定
し
て
い
る
と
い
う
対

応
を
取
っ
て
い
る
の
が
特
徴
で
あ
る
。

　ま
た
、
ス
イ
ス
・
ザ
ン
ク
ト
・
ガ
レ
ン
州

で
は
、
観
光
振
興
の
た
め
の
資
金
調
達
手
段

と
し
て
、
州
内
の
自
治
体
に
対
し
て
宿
泊
税

観
光
研
究
部 

副
主
任
研
究
員

江
﨑
貴
昭（抜粋）

（第1条）
レンツ市は、観光を促進し資金を調達するために、
宿泊税と観光振興税という形で観光税を課税し
ている。
（第12条）
１ 自治体は、宿泊税からの収入を、納税義務者
の利益および便益のための支出を賄うために使
用しなければならない。通常の、あるいは伝統的
な自治体の業務の財源に充てることはできない。
３　通常の、あるいは伝統的な自治体の業務と
は、観光とはあまり関係のない業務を指す。
４　自治体または観光団体は、資金使途を毎年
詳細に開示する義務がある。
（第13条）
自治体に所在するすべての企業は、その法人形
態にかかわらず、観光振興税の課税対象となる。
（第18条）
１ 自治体は、観光振興税からの収入を、特に効
果的な市場開発および観光イベントのために、
納付義務者の利益のために使用しなければなら
ない。通常あるいは伝統的な自治体の業務に使
用することはできない。
２　通常の、あるいは伝統的な自治体の業務と
は、観光とはあまり関係のない業務を指す。
３　自治体または観光団体は、資金使途を毎年
詳細に開示する義務がある。

第16条　原則
１ 自治体は、以下に対して観光税を
課すことができる：
a） 宿泊客
b） 観光の受益者
２　観光税は、納税義務者の利益の
ために使用されなければならない。宿
泊客から徴収した観光税は、広告目
的に使用してはならない。

レンツ市「宿泊税および
観光振興税の課税に関する法律」

ザンクトガレン州
「観光法」（抜粋）

出所：レンツ市資料　https://www.lantsch-lenz.ch/tourismus/tfa

出所：サンアントン観光協会HP
https://www.stantonamarlberg.com/en/summer/the-summer-card/
st-anton-summer-card　

出所：ザンクトガレン州資料
https://www.gesetzessammlung.sg.ch/

app/de/texts_of_law/575.1
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な
っ
て
い
る
と
も
推
察
さ
れ
る
。
加
え
て
、

2
泊
目
ま
で
の
特
典
で
あ
る
、
施
設
へ
の
入

場
券
や
着
地
型
プ
ロ
グ
ラ
ム
へ
の
誘
導
に
よ

り
、
各
施
設
で
の
購
買
等
を
促
す
き
っ
か
け

と
な
り
、
地
域
内
の
事
業
者
の
売
上
の
底
上

げ
に
も
貢
献
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　ス
イ
ス
に
あ
る
ザ
ン
ク
ト
ガ
レ
ン

（S
t.G

allen

）は
ス
イ
ス
北
東
部
の
中
心
都
市

で
、
世
界
遺
産
で
あ
る
ザ
ン
ク
ト
ガ
レ
ン
修
道

院
や
旧
市
街
を
目
的
に
多
く
の
観
光
客
が
訪

れ
る
。
ザ
ン
ク
ト
ガ
レ
ン
―
ボ
ー
デ
ン
湖
観
光

局（
D
M
O
）で
は
、
宿
泊
客
へ
の
特
典
と
し
て
、

ザ
ン
ク
ト
ガ
レ
ン
周
辺
エ
リ
ア
の
公
共
交
通
機

関
が
乗
り
放
題
に
な
る「S

t. G
allen-L

ake 

C
onstance M

obility T
icket

」を
提
供

し
て
い
る
。
同
チ
ケ
ッ
ト
は
、
宿
泊
施
設
の

チ
ェ
ッ
ク
イ
ン
時
に
宿
泊
客
自
身
の
メ
ー
ル
ア

ド
レ
ス
を
登
録
す
る
こ
と
で
、
チ
ケ
ッ
ト
と
な

る
二
次
元
コ
ー
ド
が
記
載
さ
れ
た
メ
ー
ル
が
送

信
さ
れ
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
ウ
ォ
レ
ッ
ト
と

し
て
登
録
す
る
こ
と
も
可
能
と
な
っ
て
い
る
。

同
チ
ケ
ッ
ト
で
は
鉄
道
、
路
面
電
車
、
路
線
バ

ス
と
い
っ
た
周
辺
地
域
の
各
公
共
交
通
機
関
が

乗
り
放
題
と
な
る
た
め
、
観
光
客
の
利
便
性
を

大
き
く
高
め
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
　
　
　

　な
お
、
こ
れ
ら
の
サ
ー
ビ
ス
は
、
地
域
を

訪
れ
る
観
光
客
の
利
便
性
を
高
め
る
た
め
に

提
供
さ
れ
る
だ
け
で
は
な
く
、
宿
泊
者
の
属

性
情
報
や
チ
ケ
ッ
ト
の
使
用
履
歴
を
追
う
こ

と
で
、「
現
在
こ
の
地
域
に
は
ど
の
国
か
ら

来
た
人
が
多
く
、
何
泊
さ
れ
、
ど
の
よ
う
な

サ
ー
ビ
ス
が
い
つ
使
わ
れ
て
い
る
か
」
と

い
っ
た
デ
ー
タ
の
蓄
積
も
可
能
で
あ
る
た

め
、
D
M
O
が
行
う
観
光
地
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン

グ
等
の
施
策
に
活
用
す
る
と
い
う
点
で
も
有

効
な
方
法
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

　ま
ず
、
前
半
で
紹
介
し
た
宿
泊
税
の
使
途

の
規
定
に
関
す
る
条
文
に
つ
い
て
、
日
本
で

適
用
す
る
場
合
は
、
地
方
自
治
体
の
宿
泊
税

に
「
使
途
条
例
」
を
設
け
、
宿
泊
税
を
観
光
振

興
の
み
に
使
用
す
る
こ
と
を
規
定
す
る
こ
と

が
考
え
ら
れ
る
が
、
現
時
点
で
は
我
が
国
に

お
い
て
こ
の
よ
う
な
宿
泊
税
の
条
例
を
制
定

し
た
例
は
な
い
。
一
方
、
先
に
紹
介
し
た
ザ

ン
ク
ト
ガ
レ
ン
州
の
観
光
法
は
1
9
9
0
年

代
に
制
定
さ
れ
て
い
る
な
ど
、
ス
イ
ス
で
は

四
半
世
紀
前
に
議
論
が
進
ん
で
い
る
。
な
ぜ

早
く
か
ら
こ
の
よ
う
な
議
論
が
進
ん
で
い
る

か
に
つ
い
て
は
、
ス
イ
ス
の
社
会
制
度
を
認

識
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
ス
イ
ス

は
連
邦
制
を
採
用
し
、
各
州
が
主
権
を
持
つ

強
い
地
方
分
権
制
度
で
あ
り
、
自
治
が
強
い

文
化
で
あ
る
。
ま
た
、
ス
イ
ス
は
直
接
民
主

制
で
あ
り
、
ス
イ
ス
国
民
は
定
期
的
に
さ
ま

ざ
ま
な
政
治
案
件
に
つ
い
て
投
票
を
す
る
機

会
を
持
っ
て
い
る
。
こ
の
社
会
制
度
か
ら「
自

分
た
ち
の
力
や
制
度
で
ど
の
よ
う
に
地
域
の

価
値
を
高
め
て
い
く
か
」「
正
し
い
政
策
決
定

に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
納
得
す
る
か
」
と
い
っ

た
こ
と
を
考
え
る
土
壌
が
古
く
か
ら
あ
る
と

い
え
る
だ
ろ
う
。
現
地
で
の
意
見
交
換
の
中

で
も
「
ス
イ
ス
に
は
州
や
連
邦
政
府
の
政
策

に
文
句
を
言
う
文
化
が
あ
る
」
と
い
っ
た
言

及
が
あ
り
、
税
の
使
途
に
対
し
て
も
住
民
が

納
得
で
き
る
よ
う
な
厳
し
い
要
求
が
向
け
ら

れ
て
き
た
結
果
、
宿
泊
税
の
使
途
の
条
文
に

よ
る
明
確
化
が
な
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　ま
た
、D
M
O
の
取
組
事
項
に
つ
い
て
は
、

宿
泊
税
の
使
途
と
ほ
ぼ
一
致
す
る
も
の
と
な

る
が
、
前
述
の
地
域
文
化
の
前
提
か
ら
、

D
M
O
自
身
が
、
そ
の
活
動
が
地
域
の
事
業

者
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
ど
の
よ
う
に
評
価
さ

れ
る
の
か
を
重
視
し
て
い
る
印
象
を
受
け

た
。
現
地
で
の
意
見
交
換
で
も
「
D
M
O
の

評
価
は
入
込
客
数
の
数
字
よ
り
も
、
D
M
O

が
訪
問
者
に
良
い
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い

る
と
自
負
で
き
る
か
、
そ
こ
か
ら
発
展
し
て

地
域
の
事
業
者
か
ら
の
信
頼
を
得
ら
れ
て
い

る
か
が
意
識
さ
れ
る
」
と
い
っ
た
意
見
が
聞

か
れ
て
お
り
、
こ
の
意
識
か
ら
発
芽
し
た
取

り
組
み
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
先
に
紹
介
し
た

交
通
・
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
パ
ス
と
い
っ
た

サ
ー
ビ
ス
が
あ
る
の
だ
と
も
推
察
で
き
る
。

　こ
の
よ
う
に
、
今
回
の
視
察
で
は
、
欧
州

の
文
化
や
意
識
が
生
ん
だ
、
宿
泊
税
の
使
途

に
関
す
る
仕
組
み
や
具
体
的
な
取
り
組
み
を

学
び
取
る
こ
と
が
で
き
た
。
今
後
宿
泊
税
を

導
入
す
る
我
が
国
の
地
方
自
治
体
に
と
っ
て

も
、
使
途
を
持
続
的
に
管
理
す
る
仕
組
み
の

構
築
や
具
体
的
な
使
途
の
例
と
し
て
、
大
い

に
参
考
に
な
る
こ
と
だ
ろ
う
。

と
観
光
振
興
税
を
徴
収
す
る
権
利
を
規
定
し

て
い
る
。
そ
の
中
で
、
宿
泊
税
に
お
い
て
は
、

当
該
地
域
へ
ま
だ
訪
問
を
し
て
い
な
い
潜
在

的
な
顧
客
に
リ
ー
チ
す
る
よ
う
な
広
告
活
動

に
対
し
て
は
使
用
を
し
て
は
な
ら
な
い
と
法

律
上
で
明
記
し
て
お
り
、「
観
光
振
興
」
の

枠
の
中
で
も
、
さ
ら
に
使
途
を
細
か
く
限
定

し
て
い
る
。

　こ
れ
ら
の
よ
う
に
、
ス
イ
ス
で
は
、
宿
泊

税
等
の
財
源
が
、
恒
久
的
に
適
切
な
使
途
に

用
い
ら
れ
る
た
め
に
、
一
般
財
源
化
を
防
ぐ

た
め
の
条
文
の
記
載
や
、
受
益
者
負
担
の
原

則
に
基
づ
い
て
更
な
る
細
か
い
使
途
に
限
定

す
る
条
文
の
記
載
を
行
う
、
と
い
う
対
応
を

し
て
い
る
の
が
特
徴
で
あ
る
。

　現
地
で
の
意
見
交
換
の
中
で
は
、「
宿
泊

税
は
、
宿
泊
客
の
滞
在
の
満
足
度
を
上
げ
る

た
め
に
、
現
地
で
の
イ
ン
フ
ラ
や
サ
ー
ビ
ス

に
使
う
べ
き
」
と
い
う
一
般
的
な
考
え
方
が

あ
る
こ
と
を
把
握
し
て
い
る
。
右
記
の
言
明

の
う
ち
、「
イ
ン
フ
ラ
」
と
は
、
ハ
イ
キ
ン
グ

コ
ー
ス
の
整
備
や
ベ
ン
チ
・
信
号
の
設
置
、

イ
ベ
ン
ト
開
催
の
た
め
の
各
種
整
備
等
が
該

当
し
、「
サ
ー
ビ
ス
」
と
は
、
イ
ン
フ
ォ
メ
ー

シ
ョ
ン
デ
ス
ク
の
設
置
や
交
通
・
ア
ク
テ
ィ

ビ
テ
ィ
パ
ス
の
提
供
等
が
該
当
す
る
。
今
回

の
視
察
で
は
、
右
記
の
「
サ
ー
ビ
ス
」
と
し
て

の
使
途
の
う
ち
代
表
的
な
も
の
と
し
て
、
欧

州
の
多
く
の
リ
ゾ
ー
ト
地
で
D
M
O
が
宿
泊

税
を
充
当
す
る
形
で
提
供
し
て
い
る
「
交
通
・

ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
パ
ス
」
に
つ
い
て
体
験
す

る
機
会
を
得
た
。
以
下
、
こ
の
サ
ー
ビ
ス
の

概
要
や
仕
組
み
に
つ
い
て
紹
介
し
た
い
。

　オ
ー
ス
ト
リ
ア
に
あ
る
サ
ン
ア
ン
ト
ン

（S
t.A

n
ton

）
は
、
ア
ル
ペ
ン
ス
キ
ー
発
祥

の
地
と
し
て
世
界
的
に
有
名
な
リ
ゾ
ー
ト
地

で
あ
る
。
サ
ン
ア
ン
ト
ン
の
観
光
協
会

（
D
M
O
）
で
は
、
オ
フ
シ
ー
ズ
ン
で
あ
る
冬

季
以
外
に
お
い
て
、
来
訪
者
の
利
便
性
を
高

め
る
こ
と
を
主
な
目
的
に
、
宿
泊
客
へ
の
特

典
と
し
て
「S

t.A
n
ton

サ
マ
ー
カ
ー
ド
」
を

提
供
し
て
い
る
。
同
カ
ー
ド
は
地
域
内
の
宿

泊
施
設
で
チ
ェ
ッ
ク
イ
ン
時
に
宿
泊
施
設
よ

り
提
供
さ
れ
、
チ
ェ
ッ
ク
ア
ウ
ト
日
を
有
効

期
限
と
し
、
泊
数
に
応
じ
、
地
域
内
の
交
通

シ
ス
テ
ム
の
利
用
や
観
光
施
設
へ
の
入
場
、

着
地
型
プ
ロ
グ
ラ
ム
へ
の
参
加
と
い
っ
た
特

典
が
提
供
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
泊
数
別
の

特
典
を
見
て
み
る
と
、
1
泊
目
か
ら
は
地
域

内
の
路
線
バ
ス
の
乗
車
や
美
術
館
・
展
示
施

設
へ
の
入
場
等
、
2
泊
目
か
ら
は
ハ
イ
キ
ン

グ
ツ
ア
ー
や
ヨ
ガ
プ
ロ
グ
ラ
ム
へ
の
参
加
等
、

3
泊
目
か
ら
は
山
頂
へ
の
ケ
ー
ブ
ル
カ
ー
や

リ
フ
ト
の
使
用
、
電
動
自
転
車
の
割
引
、
ス

イ
ミ
ン
グ
プ
ー
ル
の
使
用
等
が
提
供
さ
れ

る
。
特
に
、
当
該
地
域
へ
の
夏
場
の
主
な
訪

問
目
的
は
「
山
頂
か
ら
の
美
し
い
景
色
の
観

賞
」
で
あ
り
、
こ
れ
を
提
供
す
る
ケ
ー
ブ
ル

カ
ー
や
リ
フ
ト
の
無
料
特
典
は
3
泊
目
か
ら

提
供
さ
れ
る
こ
と
と
し
て
い
る
た
め
、
連
泊

を
喚
起
し
、
繁
閑
差
の
解
消
へ
の
仕
掛
け
と

　パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
を
経

て
、
日
本
国
内
で
は
、
各

地
で
宿
泊
税
を
中
心
と
し
た
観
光
財
源
の
導

入
の
検
討
が
進
ん
で
い
る
。
特
に
宿
泊
税
に

お
い
て
は
、
す
で
に
国
内
で
の
複
数
の
地
域

で
導
入
が
実
現
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
導
入

そ
の
も
の
に
関
す
る
技
術
的
な
方
法
論
上
の

課
題
は
少
な
く
、
所
定
の
プ
ロ
セ
ス
を
経
る

こ
と
で
導
入
可
能
と
な
っ
て
い
る
。む
し
ろ
、

現
在
は
宿
泊
税
等
の
導
入
に
よ
る
財
源
が

「
観
光
振
興
の
た
め
に
効
果
的
に
使
わ
れ
続

け
る
」
こ
と
を
担
保
す
る
た
め
の
効
果
的
な

仕
組
み
に
つ
い
て
検
討
・
開
発
す
る
フ
ェ
イ

ズ
に
入
っ
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

　当
財
団
で
は
、
自
主
研
究
と
し
て
「
観
光

財
源
研
究
会
」
を
主
宰
し
て
お
り
、
筆
者
は

事
務
局
と
し
て
そ
の
運
営
を
担
っ
て
い
る
が
、

同
研
究
会
に
お
い
て
も
、
上
記
の
検
討
事
項

は
重
要
な
研
究
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
そ
こ

で
本
稿
で
は
、
早
く
か
ら
宿
泊
税
を
導
入
し

て
い
る
ス
イ
ス
・
オ
ー
ス
ト
リ
ア
に
お
け
る
、

宿
泊
税
を
観
光
振
興
に
用
い
る
た
め
の
効
果

的
な
仕
組
み
や
具
体
的
な
使
途
の
考
え
方
に

つ
い
て
概
観
す
る
。
ま
た
、
使
途
に
関
し
て
、

欧
州
で
は
宿
泊
税
は
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
行
う
組
織
（
D
M
O
）
の
財

源
と
な
っ
て
い
る
た
め
、
ス
イ
ス
・
オ
ー
ス

ト
リ
ア
の
D
M
O
に
お
け
る
最
前
線
の
取
組

事
項
に
つ
い
て
も
着
目
す
る
。

　な
お
、
本
稿
は
、
上
述
の
内
容
に
つ
い
て

ス
イ
ス
・
ザ
ン
ク
ト
・
ガ
レ
ン
大
学
の

P
ietro

 B
eritelli

教
授
、
ザ
ン
ク
ト
・
ガ

レ
ン
の
D
M
O
で
あ
る
ザ
ン
ク
ト
ガ
レ
ン
|

ボ
ー
デ
ン
湖
観
光
局
のT

h
o
m
as 

K
irch

h
o
fer

氏
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
・
レ
ッ

ヒ
の
D
M
O
で
あ
る
レ
ッ
ヒ
|
ツ
ュ
ル
ス
観

光
局
のH

erm
an
n
 F
erch

er

局
長
の
3

氏
に
ヒ
ア
リ
ン
グ
し
た
内
容
や
現
地
で
視
察

し
た
こ
と
を
踏
ま
え
、
公
表
資
料
等
を
ベ
ー

ス
に
再
整
理
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
に
留
意

さ
れ
た
い
。

　欧
米
で
は
宿
泊
税
が
古
く
か
ら
導
入
さ
れ

て
い
る
が
、
一
部
の
地
域
で
は
、
宿
泊
税
が

一
般
財
源
化
（
観
光
振
興
以
外
の
、
自
治
体

の
一
般
的
な
業
務
へ
の
財
源
と
し
て
の
充
当
）

さ
れ
、
観
光
振
興
と
は
言
え
な
い
用
途
に
ま

で
使
わ
れ
て
い
る
例
が
見
受
け
ら
れ
る
。
そ

の
理
由
と
し
て
は
、
当
初
、
宿
泊
税
を
「
観

光
振
興
の
た
め
の
予
算
」
と
し
て
導
入
を
主

導
し
た
首
長
や
議
員
が
代
わ
っ
て
し
ま
う
こ

と
や
、
税
収
と
し
て
行
政
の
会
計
に
組
み
入

れ
ら
れ
た
宿
泊
税
が
、
財
政
状
況
に
よ
っ
て

は
「
観
光
振
興
の
た
め
の
予
算
」
と
い
う
位
置

づ
け
を
拡
大
解
釈
さ
れ
、
公
共
工
事
等
に
用

い
ら
れ
て
し
ま
う
た
め
で
あ
る
。

　ス
イ
ス
・
レ
ン
ツ
市
で
は
、
観
光
振
興
財

源
を
調
達
す
る
手
段
と
し
て
、
宿
泊
客
か
ら

徴
収
す
る
「
宿
泊
税
」
と
、
市
内
の
全
事
業
者

か
ら
徴
収
す
る
「
観
光
振
興
税
」
を
設
け
て

い
る
が
、
宿
泊
税
の
使
途
は
「
宿
泊
税
お
よ

び
観
光
振
興
税
の
課
税
に
関
す
る
法
律
」
の

中
で
、
納
税
者
で
あ
る
宿
泊
客
の
利
便
性
向

上
に
、
ま
た
、
観
光
振
興
税
の
使
途
は
マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
や
観
光
イ
ベ
ン
ト
に
限
定
し
て

い
る
。ま
た
、法
律
の
条
文
の
中
で
、宿
泊
税
・

観
光
振
興
税
の
い
ず
れ
に
お
い
て
も
、
一
般

財
源
化
を
明
確
に
禁
止
し
て
い
る
。
こ
の
よ

う
に
、
観
光
財
源
が
恒
久
的
に
観
光
振
興
に

用
い
ら
れ
る
こ
と
を
担
保
す
る
た
め
に
、
条

文
に
よ
り
使
途
を
規
定
し
て
い
る
と
い
う
対

応
を
取
っ
て
い
る
の
が
特
徴
で
あ
る
。

　ま
た
、
ス
イ
ス
・
ザ
ン
ク
ト
・
ガ
レ
ン
州

で
は
、
観
光
振
興
の
た
め
の
資
金
調
達
手
段

と
し
て
、
州
内
の
自
治
体
に
対
し
て
宿
泊
税

〈参考文献〉
1）GEMEINDE LANTSCH/LENZ WEB
サイト（https://www.lantsch-lenz.ch/
tourismus/tfa）、
2023年11月28日最終閲覧

2）Kanton St.Gallen WEBサイト
（https://www.gesetzessammlung.
sg.ch/app/de/texts_of_law/575.1）、
2023年11月28日最終閲覧

3）St.Anton am Arlberg Tourism Association 
WEBサイト
（https://www.stantonamarlberg.com/
en/summer/the-summer-card/
st-anton-summer-card）、
2024年1月12日最終閲覧

4）St.Gallen-Bodensee Tourismus WEBサイト
（https://st.gallen-bodensee.ch/
en/informationen/guest-pass.
html）、2024年1月12日最終閲覧
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ス
イ
ス・

オ
ース
ト
リ
ア
方
面への

視
察
を
終
え
て

●
逆
に
計
画
や
体
制
を
作
り
き
る
こ
と
が
で

き
る
レ
ベ
ル
の
、
高
い
水
準
で
の
合
意
形
成

が
な
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
、
そ
も
そ
も
公
園

認
定
に
至
ら
な
い
と
も
い
え
る
。

②
非
動
力
系
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

●
ス
イ
ス
で
は
国
家
だ
け
で
な
く
、
各
連
邦

州
、
民
間
の
各
分
野
の
団
体
等
が
参
画
し
、

垂
直
、
水
平
の
両
方
向
に
広
が
り
を
持
っ
た

連
携
体
制
に
よ
り
「
ス
イ
ス
モ
ビ
リ
テ
ィ
」

が
整
備
、
運
営
さ
れ
て
い
る
。

●
そ
の
中
心
主
体
と
な
る
財
団
で
は
、
非
動

力
系
交
通
の
発
展
、
質
の
向
上
な
ど
を
目
的

と
し
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
全
26
州
等
で
開

催
す
る
な
ど
、
ル
ー
ト
の
見
直
し
や
標
識
の

点
検
、
管
理
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

③
D
M
O
・
財
源
制
度

●
ス
イ
ス
を
中
心
と
す
る
欧
州
各
国
で
は
、

直
接
民
主
制
を
維
持
す
る
社
会
制
度
か
ら

「
自
分
た
ち
の
力
や
制
度
で
ど
の
よ
う
に
地

域
の
価
値
を
高
め
て
い
く
か
」「
正
し
い
政

策
決
定
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
納
得
す
る
か
」

と
い
っ
た
こ
と
を
考
え
る
土
壌
が
古
く
か
ら

あ
る
。

●
ま
た
、「
州
や
連
邦
政
府
の
政
策
に
文
句

を
言
う
文
化
が
あ
る
」
と
も
言
及
さ
れ
て
お

り
、
税
の
使
途
の
納
得
感
に
も
厳
し
い
目
が

向
け
ら
れ
て
き
た
結
果
、
宿
泊
税
の
使
途
の

条
文
に
よ
る
明
確
化
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

地
元
住
民
が
観
光
ガ
バ
ナ
ン
ス
に
ど
の
よ
う

に
関
与
し
、
そ
の
関
与
が
観
光
地
の
持
続
可

能
性
と
発
展
に
ど
の
よ
う
に
影
響
を
与
え
る

か
を
理
解
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
観
光

地
に
お
け
る
実
地
調
査
や
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を

行
い
、
地
元
住
民
の
観
光
ガ
バ
ナ
ン
ス
へ
の

関
与
を
調
査
し
、
さ
ら
に
、
文
献
レ
ビ
ュ
ー

や
国
際
的
な
ベ
ス
ト
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス
の
分
析

を
通
じ
て
、
観
光
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
設
計
に
お

け
る
地
元
住
民
の
役
割
に
つ
い
て
考
察
し
て

い
る
。

　ま
た
、T

h
ees

ら
（
2
0
2
0
）
は
「
リ

ビ
ン
グ
ラ
ボ
」
が
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
・

ガ
バ
ナ
ン
ス
に
お
い
て
住
民
の
参
加
を
促
進

す
る
た
め
の
ツ
ー
ル
と
し
て
ど
の
よ
う
に
機

能
す
る
か
を
検
証
し
て
い
る
。
リ
ビ
ン
グ
ラ

ボ
と
は
「
国
民
、
政
府
、
業
界
、
学
術
界
（
い

わ
ゆ
るQ

u
ad
ru
p
le H

elix M
o
d
el

）
の

主
要
な
関
係
者
間
で
の
共
創
と
オ
ー
プ
ン
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
促
進
す
る
実
際
の
テ
ス
ト

お

よ

び

実

験

環

境
」（E

u
ro
p
ean

 

N
etw

o
rk o

f L
ivin

g L
ab
s

）
と
さ
れ
て

い
る
が
、
そ
れ
が
住
民
と
の
協
働
や
意
思
決

定
プ
ロ
セ
ス
の
改
善
に
ど
の
よ
う
に
寄
与
す

る
か
を
理
解
し
、
住
民
の
参
加
を
促
進
す
る

た
め
の
効
果
的
な
手
法
を
提
案
す
る
こ
と
を

意
図
し
た
も
の
で
あ
る
。

　一
方
、V

o
lgger

ら
（
2
0
2
1
）
は
、

観
光
地
デ
ザ
イ
ン
の
概
念
や
手
法
を
探
求

し
、
従
来
の
ア
プ
ロ
ー
チ
に
加
え
て
、
よ
り

継
続
的
で
持
続
可
能
な
目
的
地
の
開
発
を
促

進
す
る
新
た
な
視
点
を
提
案
す
る
試
み
の
中

で
、
観
光
地
デ
ザ
イ
ン
は
、
持
続
可
能
性
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
参
加
、
地
元
文
化
の
尊
重
な

ど
の
要
素
を
重
視
す
る
こ
と
で
、
観
光
地
の

継
続
的
な
成
長
と
発
展
を
促
進
す
る
手
法
と

な
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。

　以
上
3
編
は
論
文
と
し
て
発
表
さ
れ
て
い

る
数
多
く
の
研
究
の
ご
く
一
部
で
は
あ
る

が
、
い
ず
れ
の
研
究
に
も
共
通
し
て
い
る
の

は
「
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
／
ガ
バ
ナ
ン
ス
に
お
い

て
住
民
と
の
関
係
性
を
改
め
て
と
ら
え
直
す

視
点
」が
含
ま
れ
て
い
る
と
い
う
点
で
あ
る
。

　デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の

フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る

V
I
C
E
モ
デ
ル（
対
象
を
来
訪
者

（V
isitor

）、
観
光
産
業（In

d
u
stry

）、
地
域

社
会
・
住
民（C

om
m
u
n
ity

）、
地
域
環
境
・

文
化（E

n
viron

m
en
t an

d
 C
u
ltu
re

）の

4
要
素
と
し
て
と
ら
え
る
モ
デ
ル
）に
見
ら
れ

る
よ
う
に
、
も
と
も
と「
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ

ン
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
／
ガ
バ
ナ
ン
ス
」の
概
念

に
は「
住
民
」と
い
う
視
点
が
組
み
込
ま
れ
て

い
る
と
も
い
え
る
。

　そ
の
「
住
民
」
と
の
関
係
性
が
、
こ
の
度

の
C
O
V
I
D
‐
19
や
、
あ
る
い
は
従
前
か

ら
広
範
な
関
心
事
項
と
な
っ
て
い
た
「
オ
ー

バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
」
な
ど
の
諸
局
面
を
経
て

改
め
て
認
識
さ
れ
重
要
視
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
仮
説

が
想
起
さ
れ
る
わ
け
で
あ
る
。

　今
回
の
海
外
視
察
で
は
、
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー

シ
ョ
ン
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
／
ガ
バ
ナ
ン
ス
に

関
わ
る
研
究
者
お
よ
び
実
務
者
と
も
意
見
交

換
を
行
っ
て
い
る
。
実
際
に
そ
の
中
で
も
、

●
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
以
前
か
ら
オ
ー
バ
ー
ツ
ー

リ
ズ
ム
な
ど
の
状
況
に
関
連
し
て
、
住
民
と

の
新
た
な
関
係
性
に
関
す
る
議
論
は
さ
れ
て

い
た
が
、
観
光
が
停
止
し
た
こ
と
で
、
研
究

者
に
と
っ
て
は
改
め
て
観
光
に
つ
い
て
考
え

る
た
め
の
最
良
の
瞬
間
で
あ
る
と
認
識
さ
れ

た
こ
と
で
、
研
究
テ
ー
マ
と
し
て
対
象
と
な

る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

●
C
O
V
I
D
‐
19
の
後
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
“well-b

ein
g

”に
つ
い
て
の
意
識
が
高

ま
っ
て
い
る
。
ま
た
、
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー

と
し
て
住
民
自
身
も
、
自
ら
が
関
わ
る
局
面

で
何
が
起
き
て
い
る
の
か
を
注
意
深
く
観
察

す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
を
学
ん
だ
と
い
う
事

情
が
あ
る
。

と
い
っ
た
コ
メ
ン
ト
が
得
ら
れ
て
お
り
、
右

記
の
仮
説
を
支
持
す
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

　那
須
、
小
川
、
江
﨑
に
よ
る
各
論
考
は
、

そ
れ
ぞ
れ
、
欧
州
の
自
然
環
境
や
景
観
、
歴

史
、
文
化
と
い
う
多
様
な
地
域
資
源
を
、

①
保
護
地
域
制
度
に
よ
っ
て
「
保
全
」
し
、

②
非
動
力
系
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
よ
っ
て

「
接
続
」
し
た
う
え
で
、

地
域
の
観
光
と
い
う
シ
ス
テ
ム
を
、

③
D
M
O
・
財
源
制
度
に
よ
っ
て「
駆
動
」さ
せ
る

と
い
う
、
総
合
的
・
複
合
的
な
取
り
組
み
を
、

各
断
面
か
ら
評
価
す
る
試
み
で
あ
る
と
も
い

え
る
。

　こ
こ
で
、
各
論
考
で
紹
介
さ
れ
た
事
例
か

ら
、
本
稿
の
主
た
る
テ
ー
マ
で
あ
る
「
ガ
バ

ナ
ン
ス
」（
関
係
者
間
の
「
意
思
決
定
」
や
「
合

意
形
成
」
の
あ
り
方
）
に
関
す
る
事
項
を
抽

出
し
、
横
断
的
に
評
価
し
て
み
た
い
。

①
保
護
地
域
制
度

●
ス
イ
ス
で
は
、
国
立
公
園
の
認
定
に
あ

た
っ
て
、
保
護
管
理
体
制
の
構
築
、
予
算
確

保
を
含
め
た
持
続
性
の
確
保
、
管
理
者
の
設

置
や
管
理
計
画
の
作
成
な
ど
を
、
認
定
前
に

地
域
と
し
て
行
う
制
度
設
計
と
な
っ
て
お

り
、
こ
の
プ
ロ
セ
ス
に
よ
っ
て
関
係
者
間
の

合
意
形
成
が
な
さ
れ
る
。

　筆
者
は
、
過
去
2
号
の
本
誌『
観
光
文
化
』

に
お
い
て
、
概
念
と
し
て
の「
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー

シ
ョ
ン
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」（
2
3
4
号
：

2
0
1
7
年
7
月
）、
あ
る
い
は「
デ
ス
テ
ィ

ネ
ー
シ
ョ
ン
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
」（
2
4
5
号
：

2
0
2
0
年
4
月
）の
研
究
動
向
を
レ
ビ
ュ
ー

し
て
き
た
。

　こ
れ
は
、
観
光
地
の
よ
り
良
い
あ
り
方
を

希
求
す
る
た
め
の
諸
概
念
の
理
論
的
系
譜
を

把
握
・
整
理
す
る
こ
と
で
、
我
が
国
に
お
け

る
観
光
地
づ
く
り
の
実
務
に
お
い
て
も
、
一

種
の
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
と
し
て
参
考
に
し
得

る
と
い
う
認
識
の
も
と
で
行
っ
た
試
み
で

あ
っ
た
。

　上
記
の
「
デ
ス

テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ

ン
・
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
」
の
研
究
動
向

の
レ
ビ
ュ
ー
の
際

に
は
、
い
く
つ
か

副
産
物
的
な
知
見

も
得
ら
れ
て
い

る
。
そ
の
一
つ
が
、

「『
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー

シ
ョ
ン
・
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
』
に
関
す

る
論
文
の
著
者
の

所
属
先
は
、
欧
州
あ
る
い
は
オ
セ
ア
ニ
ア
地

域
に
偏
在
し
て
い
る
」

と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。

　今
回
、
組
織
的
に
実
施
し
た
3
つ
の
海
外

視
察
の
方
面
の
一
つ
に
欧
州
の
ス
イ
ス
・

オ
ー
ス
ト
リ
ア
を
選
定
し
た
背
景
に
は
こ
の

こ
と
が
あ
る
。

　こ
れ
ま
で
の
レ
ビ
ュ
ー
の
結
果
、「
デ
ス

テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
」
は
、
観

光
地
に
お
け
る
多
様
な
関
係
者
の
存
在
と
不

確
実
性
を
背
景
と
し
て
、「
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー

シ
ョ
ン
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」
と
「
並
立
」
あ

る
い
は
「
拡
張
」
す
る
形
で
、
地
域
関
係
者

間
の
「
意
思
決
定
」
や
「
合
意
形
成
」
の
あ
り

方
を
と
ら
え
る
概
念
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し

て
い
る
。

　こ
の
度
の
C
O
V
I
D
‐
19
に
よ
っ
て
、我
々

が
住
む
こ
の
世
界
に
は
常
に「
不
確
実
性
」が

内
包
さ
れ
、
時
に
は
そ
れ
が
現
実
の
危
機
と

し
て
現
出
す
る
こ
と
が
あ
る
と
い
う
事
実
が

改
め
て
認
識
さ
れ
た
。
そ
の
C
O
V
I
D
‐

19
が
よ
う
や
く
収
束
を
見
た
現
下
の
タ
イ
ミ

ン
グ
で
、
観
光
地
を
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
／
ガ
バ

ナ
ン
ス
の
対
象
と
し
て
と
ら
え
る
研
究
的
な

土
壌
が
あ
る
欧
州
の
現
状
を
改
め
て
確
認
す

る
こ
と
が
、
今
後
の
我
が
国
の
観
光
地
の
あ

り
方
を
考
え
る
う
え
で
大
い
に
参
考
に
な
る

の
で
は
、
と
考
え
た
わ
け
で
あ
る
。

　こ
こ
で
、
上
述
し
た
過
去
2
回
の
レ
ビ
ュ
ー

に
続
き
、
2
0
2
0
年
以
降（
C
O
V
I
D
‐

19
発
生
以
降
）の「
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
・

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
／
ガ
バ
ナ
ン
ス
」に
関
す
る
研

究
の
動
向
を
確
認
し
て
お
き
た
い
。

　例
え
ば
、B

ich
ler

ら
（
2
0
2
1
）
は
、

1
．ス
イ
ス
・

オ
ー
ス
ト
リ
ア
方
面
への

視
察
の
背
景
と
目
的

2
．「
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
・

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
／

ガ
バ
ナ
ン
ス
」に
関
す
る

研
究
の
動
向

5
．

6
．ま
と
め

2
4

ザンクト・ガレンの街並み

　こ
れ
ら
の
事
項
か
ら
は
、
ス
イ
ス
・
オ
ー

ス
ト
リ
ア
の
各
種
の
取
り
組
み
の
背
景
に
あ

る
社
会
的
な
特
性
と
し
て
「
高
い
レ
ベ
ル
の

ガ
バ
ナ
ン
ス
を
要
求
し
、
自
ら
実
現
し
て
い

こ
う
と
す
る
自
治
意
識
の
高
さ
」
に
想
像
が

及
ぶ
。

　我
が
国
で
は
政
策
的
に
登

録
さ
れ
た
「
観
光
地
域
づ
く

り
法
人
」（
D
M
O
）
が
、
地

域
の
関
係
者
の
合
意
形
成
の

舵
取
り
役
と
な
る
こ
と
が
期

待
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
加

え
て
、
今
後
の
「
不
確
実
性
」

を
内
包
し
つ
づ
け
る
状
況
下

に
お
い
て
は
、
観
光
地
域
づ

く
り
に
関
わ
る
主
体
間
で
、

さ
ま
ざ
ま
な
検
討
課
題
を

「
自
分
事
」
と
し
て
と
ら
え
、

高
い
自
治
意
識
を
持
っ
て
対

応
し
て
い
く
一
種
の
意
識
変

革
が
必
要
に
な
る
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。
そ
し
て
そ
れ

は
、
か
つ
て
「
寄
り
合
い
」

と
呼
ば
れ
た
よ
う
な
、
自
律

的
な
ガ
バ
ナ
ン
ス
（
自
治
）

の
シ
ス
テ
ム
を
内
包
し
て
い

た
我
が
国
の
地
域
社
会
（
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
）
に
お
い
て
は
、

そ
の
復
権
を
十
分
に
期
待
し
得
る
目
標
像
な

の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

スイス・オーストリアにおける観光地マネジメント2

S
t. G
allen M

obility
T
icket
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な
っ
て
い
る
と
も
推
察
さ
れ
る
。
加
え
て
、

2
泊
目
ま
で
の
特
典
で
あ
る
、
施
設
へ
の
入

場
券
や
着
地
型
プ
ロ
グ
ラ
ム
へ
の
誘
導
に
よ

り
、
各
施
設
で
の
購
買
等
を
促
す
き
っ
か
け

と
な
り
、
地
域
内
の
事
業
者
の
売
上
の
底
上

げ
に
も
貢
献
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　ス
イ
ス
に
あ
る
ザ
ン
ク
ト
ガ
レ
ン

（S
t.G

allen

）は
ス
イ
ス
北
東
部
の
中
心
都
市

で
、
世
界
遺
産
で
あ
る
ザ
ン
ク
ト
ガ
レ
ン
修
道

院
や
旧
市
街
を
目
的
に
多
く
の
観
光
客
が
訪

れ
る
。
ザ
ン
ク
ト
ガ
レ
ン
―
ボ
ー
デ
ン
湖
観
光

局（
D
M
O
）で
は
、
宿
泊
客
へ
の
特
典
と
し
て
、

ザ
ン
ク
ト
ガ
レ
ン
周
辺
エ
リ
ア
の
公
共
交
通
機

関
が
乗
り
放
題
に
な
る「S

t. G
allen-L

ake 

C
onstance M

obility T
icket

」を
提
供

し
て
い
る
。
同
チ
ケ
ッ
ト
は
、
宿
泊
施
設
の

チ
ェ
ッ
ク
イ
ン
時
に
宿
泊
客
自
身
の
メ
ー
ル
ア

ド
レ
ス
を
登
録
す
る
こ
と
で
、
チ
ケ
ッ
ト
と
な

る
二
次
元
コ
ー
ド
が
記
載
さ
れ
た
メ
ー
ル
が
送

信
さ
れ
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
ウ
ォ
レ
ッ
ト
と

し
て
登
録
す
る
こ
と
も
可
能
と
な
っ
て
い
る
。

同
チ
ケ
ッ
ト
で
は
鉄
道
、
路
面
電
車
、
路
線
バ

ス
と
い
っ
た
周
辺
地
域
の
各
公
共
交
通
機
関
が

乗
り
放
題
と
な
る
た
め
、
観
光
客
の
利
便
性
を

大
き
く
高
め
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
　
　
　

　な
お
、
こ
れ
ら
の
サ
ー
ビ
ス
は
、
地
域
を

訪
れ
る
観
光
客
の
利
便
性
を
高
め
る
た
め
に

提
供
さ
れ
る
だ
け
で
は
な
く
、
宿
泊
者
の
属

性
情
報
や
チ
ケ
ッ
ト
の
使
用
履
歴
を
追
う
こ

と
で
、「
現
在
こ
の
地
域
に
は
ど
の
国
か
ら

来
た
人
が
多
く
、
何
泊
さ
れ
、
ど
の
よ
う
な

サ
ー
ビ
ス
が
い
つ
使
わ
れ
て
い
る
か
」
と

い
っ
た
デ
ー
タ
の
蓄
積
も
可
能
で
あ
る
た

め
、
D
M
O
が
行
う
観
光
地
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン

グ
等
の
施
策
に
活
用
す
る
と
い
う
点
で
も
有

効
な
方
法
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

　ま
ず
、
前
半
で
紹
介
し
た
宿
泊
税
の
使
途

の
規
定
に
関
す
る
条
文
に
つ
い
て
、
日
本
で

適
用
す
る
場
合
は
、
地
方
自
治
体
の
宿
泊
税

に
「
使
途
条
例
」
を
設
け
、
宿
泊
税
を
観
光
振

興
の
み
に
使
用
す
る
こ
と
を
規
定
す
る
こ
と

が
考
え
ら
れ
る
が
、
現
時
点
で
は
我
が
国
に

お
い
て
こ
の
よ
う
な
宿
泊
税
の
条
例
を
制
定

し
た
例
は
な
い
。
一
方
、
先
に
紹
介
し
た
ザ

ン
ク
ト
ガ
レ
ン
州
の
観
光
法
は
1
9
9
0
年

代
に
制
定
さ
れ
て
い
る
な
ど
、
ス
イ
ス
で
は

四
半
世
紀
前
に
議
論
が
進
ん
で
い
る
。
な
ぜ

早
く
か
ら
こ
の
よ
う
な
議
論
が
進
ん
で
い
る

か
に
つ
い
て
は
、
ス
イ
ス
の
社
会
制
度
を
認

識
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
ス
イ
ス

は
連
邦
制
を
採
用
し
、
各
州
が
主
権
を
持
つ

強
い
地
方
分
権
制
度
で
あ
り
、
自
治
が
強
い

文
化
で
あ
る
。
ま
た
、
ス
イ
ス
は
直
接
民
主

制
で
あ
り
、
ス
イ
ス
国
民
は
定
期
的
に
さ
ま

ざ
ま
な
政
治
案
件
に
つ
い
て
投
票
を
す
る
機

会
を
持
っ
て
い
る
。
こ
の
社
会
制
度
か
ら「
自

分
た
ち
の
力
や
制
度
で
ど
の
よ
う
に
地
域
の

価
値
を
高
め
て
い
く
か
」「
正
し
い
政
策
決
定

に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
納
得
す
る
か
」
と
い
っ

た
こ
と
を
考
え
る
土
壌
が
古
く
か
ら
あ
る
と

い
え
る
だ
ろ
う
。
現
地
で
の
意
見
交
換
の
中

で
も
「
ス
イ
ス
に
は
州
や
連
邦
政
府
の
政
策

に
文
句
を
言
う
文
化
が
あ
る
」
と
い
っ
た
言

及
が
あ
り
、
税
の
使
途
に
対
し
て
も
住
民
が

納
得
で
き
る
よ
う
な
厳
し
い
要
求
が
向
け
ら

れ
て
き
た
結
果
、
宿
泊
税
の
使
途
の
条
文
に

よ
る
明
確
化
が
な
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　ま
た
、D
M
O
の
取
組
事
項
に
つ
い
て
は
、

宿
泊
税
の
使
途
と
ほ
ぼ
一
致
す
る
も
の
と
な

る
が
、
前
述
の
地
域
文
化
の
前
提
か
ら
、

D
M
O
自
身
が
、
そ
の
活
動
が
地
域
の
事
業

者
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
ど
の
よ
う
に
評
価
さ

れ
る
の
か
を
重
視
し
て
い
る
印
象
を
受
け

た
。
現
地
で
の
意
見
交
換
で
も
「
D
M
O
の

評
価
は
入
込
客
数
の
数
字
よ
り
も
、
D
M
O

が
訪
問
者
に
良
い
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い

る
と
自
負
で
き
る
か
、
そ
こ
か
ら
発
展
し
て

地
域
の
事
業
者
か
ら
の
信
頼
を
得
ら
れ
て
い

る
か
が
意
識
さ
れ
る
」
と
い
っ
た
意
見
が
聞

か
れ
て
お
り
、
こ
の
意
識
か
ら
発
芽
し
た
取

り
組
み
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
先
に
紹
介
し
た

交
通
・
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
パ
ス
と
い
っ
た

サ
ー
ビ
ス
が
あ
る
の
だ
と
も
推
察
で
き
る
。

　こ
の
よ
う
に
、
今
回
の
視
察
で
は
、
欧
州

の
文
化
や
意
識
が
生
ん
だ
、
宿
泊
税
の
使
途

に
関
す
る
仕
組
み
や
具
体
的
な
取
り
組
み
を

学
び
取
る
こ
と
が
で
き
た
。
今
後
宿
泊
税
を

導
入
す
る
我
が
国
の
地
方
自
治
体
に
と
っ
て

も
、
使
途
を
持
続
的
に
管
理
す
る
仕
組
み
の

構
築
や
具
体
的
な
使
途
の
例
と
し
て
、
大
い

に
参
考
に
な
る
こ
と
だ
ろ
う
。

と
観
光
振
興
税
を
徴
収
す
る
権
利
を
規
定
し

て
い
る
。
そ
の
中
で
、
宿
泊
税
に
お
い
て
は
、

当
該
地
域
へ
ま
だ
訪
問
を
し
て
い
な
い
潜
在

的
な
顧
客
に
リ
ー
チ
す
る
よ
う
な
広
告
活
動

に
対
し
て
は
使
用
を
し
て
は
な
ら
な
い
と
法

律
上
で
明
記
し
て
お
り
、「
観
光
振
興
」
の

枠
の
中
で
も
、
さ
ら
に
使
途
を
細
か
く
限
定

し
て
い
る
。

　こ
れ
ら
の
よ
う
に
、
ス
イ
ス
で
は
、
宿
泊

税
等
の
財
源
が
、
恒
久
的
に
適
切
な
使
途
に

用
い
ら
れ
る
た
め
に
、
一
般
財
源
化
を
防
ぐ

た
め
の
条
文
の
記
載
や
、
受
益
者
負
担
の
原

則
に
基
づ
い
て
更
な
る
細
か
い
使
途
に
限
定

す
る
条
文
の
記
載
を
行
う
、
と
い
う
対
応
を

し
て
い
る
の
が
特
徴
で
あ
る
。

　現
地
で
の
意
見
交
換
の
中
で
は
、「
宿
泊

税
は
、
宿
泊
客
の
滞
在
の
満
足
度
を
上
げ
る

た
め
に
、
現
地
で
の
イ
ン
フ
ラ
や
サ
ー
ビ
ス

に
使
う
べ
き
」
と
い
う
一
般
的
な
考
え
方
が

あ
る
こ
と
を
把
握
し
て
い
る
。
右
記
の
言
明

の
う
ち
、「
イ
ン
フ
ラ
」
と
は
、
ハ
イ
キ
ン
グ

コ
ー
ス
の
整
備
や
ベ
ン
チ
・
信
号
の
設
置
、

イ
ベ
ン
ト
開
催
の
た
め
の
各
種
整
備
等
が
該

当
し
、「
サ
ー
ビ
ス
」
と
は
、
イ
ン
フ
ォ
メ
ー

シ
ョ
ン
デ
ス
ク
の
設
置
や
交
通
・
ア
ク
テ
ィ

ビ
テ
ィ
パ
ス
の
提
供
等
が
該
当
す
る
。
今
回

の
視
察
で
は
、
右
記
の
「
サ
ー
ビ
ス
」
と
し
て

の
使
途
の
う
ち
代
表
的
な
も
の
と
し
て
、
欧

州
の
多
く
の
リ
ゾ
ー
ト
地
で
D
M
O
が
宿
泊

税
を
充
当
す
る
形
で
提
供
し
て
い
る
「
交
通
・

ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
パ
ス
」
に
つ
い
て
体
験
す

る
機
会
を
得
た
。
以
下
、
こ
の
サ
ー
ビ
ス
の

概
要
や
仕
組
み
に
つ
い
て
紹
介
し
た
い
。

　オ
ー
ス
ト
リ
ア
に
あ
る
サ
ン
ア
ン
ト
ン

（S
t.A

n
ton

）
は
、
ア
ル
ペ
ン
ス
キ
ー
発
祥

の
地
と
し
て
世
界
的
に
有
名
な
リ
ゾ
ー
ト
地

で
あ
る
。
サ
ン
ア
ン
ト
ン
の
観
光
協
会

（
D
M
O
）
で
は
、
オ
フ
シ
ー
ズ
ン
で
あ
る
冬

季
以
外
に
お
い
て
、
来
訪
者
の
利
便
性
を
高

め
る
こ
と
を
主
な
目
的
に
、
宿
泊
客
へ
の
特

典
と
し
て
「S

t.A
n
ton

サ
マ
ー
カ
ー
ド
」
を

提
供
し
て
い
る
。
同
カ
ー
ド
は
地
域
内
の
宿

泊
施
設
で
チ
ェ
ッ
ク
イ
ン
時
に
宿
泊
施
設
よ

り
提
供
さ
れ
、
チ
ェ
ッ
ク
ア
ウ
ト
日
を
有
効

期
限
と
し
、
泊
数
に
応
じ
、
地
域
内
の
交
通

シ
ス
テ
ム
の
利
用
や
観
光
施
設
へ
の
入
場
、

着
地
型
プ
ロ
グ
ラ
ム
へ
の
参
加
と
い
っ
た
特

典
が
提
供
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
泊
数
別
の

特
典
を
見
て
み
る
と
、
1
泊
目
か
ら
は
地
域

内
の
路
線
バ
ス
の
乗
車
や
美
術
館
・
展
示
施

設
へ
の
入
場
等
、
2
泊
目
か
ら
は
ハ
イ
キ
ン

グ
ツ
ア
ー
や
ヨ
ガ
プ
ロ
グ
ラ
ム
へ
の
参
加
等
、

3
泊
目
か
ら
は
山
頂
へ
の
ケ
ー
ブ
ル
カ
ー
や

リ
フ
ト
の
使
用
、
電
動
自
転
車
の
割
引
、
ス

イ
ミ
ン
グ
プ
ー
ル
の
使
用
等
が
提
供
さ
れ

る
。
特
に
、
当
該
地
域
へ
の
夏
場
の
主
な
訪

問
目
的
は
「
山
頂
か
ら
の
美
し
い
景
色
の
観

賞
」
で
あ
り
、
こ
れ
を
提
供
す
る
ケ
ー
ブ
ル

カ
ー
や
リ
フ
ト
の
無
料
特
典
は
3
泊
目
か
ら

提
供
さ
れ
る
こ
と
と
し
て
い
る
た
め
、
連
泊

を
喚
起
し
、
繁
閑
差
の
解
消
へ
の
仕
掛
け
と

　パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
を
経

て
、
日
本
国
内
で
は
、
各

地
で
宿
泊
税
を
中
心
と
し
た
観
光
財
源
の
導

入
の
検
討
が
進
ん
で
い
る
。
特
に
宿
泊
税
に

お
い
て
は
、
す
で
に
国
内
で
の
複
数
の
地
域

で
導
入
が
実
現
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
導
入

そ
の
も
の
に
関
す
る
技
術
的
な
方
法
論
上
の

課
題
は
少
な
く
、
所
定
の
プ
ロ
セ
ス
を
経
る

こ
と
で
導
入
可
能
と
な
っ
て
い
る
。む
し
ろ
、

現
在
は
宿
泊
税
等
の
導
入
に
よ
る
財
源
が

「
観
光
振
興
の
た
め
に
効
果
的
に
使
わ
れ
続

け
る
」
こ
と
を
担
保
す
る
た
め
の
効
果
的
な

仕
組
み
に
つ
い
て
検
討
・
開
発
す
る
フ
ェ
イ

ズ
に
入
っ
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

　当
財
団
で
は
、
自
主
研
究
と
し
て
「
観
光

財
源
研
究
会
」
を
主
宰
し
て
お
り
、
筆
者
は

事
務
局
と
し
て
そ
の
運
営
を
担
っ
て
い
る
が
、

同
研
究
会
に
お
い
て
も
、
上
記
の
検
討
事
項

は
重
要
な
研
究
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
そ
こ

で
本
稿
で
は
、
早
く
か
ら
宿
泊
税
を
導
入
し

て
い
る
ス
イ
ス
・
オ
ー
ス
ト
リ
ア
に
お
け
る
、

宿
泊
税
を
観
光
振
興
に
用
い
る
た
め
の
効
果

的
な
仕
組
み
や
具
体
的
な
使
途
の
考
え
方
に

つ
い
て
概
観
す
る
。
ま
た
、
使
途
に
関
し
て
、

欧
州
で
は
宿
泊
税
は
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
行
う
組
織
（
D
M
O
）
の
財

源
と
な
っ
て
い
る
た
め
、
ス
イ
ス
・
オ
ー
ス

ト
リ
ア
の
D
M
O
に
お
け
る
最
前
線
の
取
組

事
項
に
つ
い
て
も
着
目
す
る
。

　な
お
、
本
稿
は
、
上
述
の
内
容
に
つ
い
て

ス
イ
ス
・
ザ
ン
ク
ト
・
ガ
レ
ン
大
学
の

P
ietro

 B
eritelli

教
授
、
ザ
ン
ク
ト
・
ガ

レ
ン
の
D
M
O
で
あ
る
ザ
ン
ク
ト
ガ
レ
ン
|

ボ
ー
デ
ン
湖
観
光
局
のT

h
o
m
as 

K
irch

h
o
fer

氏
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
・
レ
ッ

ヒ
の
D
M
O
で
あ
る
レ
ッ
ヒ
|
ツ
ュ
ル
ス
観

光
局
のH

erm
an
n
 F
erch

er

局
長
の
3

氏
に
ヒ
ア
リ
ン
グ
し
た
内
容
や
現
地
で
視
察

し
た
こ
と
を
踏
ま
え
、
公
表
資
料
等
を
ベ
ー

ス
に
再
整
理
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
に
留
意

さ
れ
た
い
。

　欧
米
で
は
宿
泊
税
が
古
く
か
ら
導
入
さ
れ

て
い
る
が
、
一
部
の
地
域
で
は
、
宿
泊
税
が

一
般
財
源
化
（
観
光
振
興
以
外
の
、
自
治
体

の
一
般
的
な
業
務
へ
の
財
源
と
し
て
の
充
当
）

さ
れ
、
観
光
振
興
と
は
言
え
な
い
用
途
に
ま

で
使
わ
れ
て
い
る
例
が
見
受
け
ら
れ
る
。
そ

の
理
由
と
し
て
は
、
当
初
、
宿
泊
税
を
「
観

光
振
興
の
た
め
の
予
算
」
と
し
て
導
入
を
主

導
し
た
首
長
や
議
員
が
代
わ
っ
て
し
ま
う
こ

と
や
、
税
収
と
し
て
行
政
の
会
計
に
組
み
入

れ
ら
れ
た
宿
泊
税
が
、
財
政
状
況
に
よ
っ
て

は
「
観
光
振
興
の
た
め
の
予
算
」
と
い
う
位
置

づ
け
を
拡
大
解
釈
さ
れ
、
公
共
工
事
等
に
用

い
ら
れ
て
し
ま
う
た
め
で
あ
る
。

　ス
イ
ス
・
レ
ン
ツ
市
で
は
、
観
光
振
興
財

源
を
調
達
す
る
手
段
と
し
て
、
宿
泊
客
か
ら

徴
収
す
る
「
宿
泊
税
」
と
、
市
内
の
全
事
業
者

か
ら
徴
収
す
る
「
観
光
振
興
税
」
を
設
け
て

い
る
が
、
宿
泊
税
の
使
途
は
「
宿
泊
税
お
よ

び
観
光
振
興
税
の
課
税
に
関
す
る
法
律
」
の

中
で
、
納
税
者
で
あ
る
宿
泊
客
の
利
便
性
向

上
に
、
ま
た
、
観
光
振
興
税
の
使
途
は
マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
や
観
光
イ
ベ
ン
ト
に
限
定
し
て

い
る
。ま
た
、法
律
の
条
文
の
中
で
、宿
泊
税
・

観
光
振
興
税
の
い
ず
れ
に
お
い
て
も
、
一
般

財
源
化
を
明
確
に
禁
止
し
て
い
る
。
こ
の
よ

う
に
、
観
光
財
源
が
恒
久
的
に
観
光
振
興
に

用
い
ら
れ
る
こ
と
を
担
保
す
る
た
め
に
、
条

文
に
よ
り
使
途
を
規
定
し
て
い
る
と
い
う
対

応
を
取
っ
て
い
る
の
が
特
徴
で
あ
る
。

　ま
た
、
ス
イ
ス
・
ザ
ン
ク
ト
・
ガ
レ
ン
州

で
は
、
観
光
振
興
の
た
め
の
資
金
調
達
手
段

と
し
て
、
州
内
の
自
治
体
に
対
し
て
宿
泊
税

〈参考文献〉
1）GEMEINDE LANTSCH/LENZ WEB
サイト（https://www.lantsch-lenz.ch/
tourismus/tfa）、
2023年11月28日最終閲覧

2）Kanton St.Gallen WEBサイト
（https://www.gesetzessammlung.
sg.ch/app/de/texts_of_law/575.1）、
2023年11月28日最終閲覧

3）St.Anton am Arlberg Tourism Association 
WEBサイト
（https://www.stantonamarlberg.com/
en/summer/the-summer-card/
st-anton-summer-card）、
2024年1月12日最終閲覧

4）St.Gallen-Bodensee Tourismus WEBサイト
（https://st.gallen-bodensee.ch/
en/informationen/guest-pass.
html）、2024年1月12日最終閲覧
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ス
イ
ス・

オ
ース
ト
リ
ア
方
面への

視
察
を
終
え
て

●
逆
に
計
画
や
体
制
を
作
り
き
る
こ
と
が
で

き
る
レ
ベ
ル
の
、
高
い
水
準
で
の
合
意
形
成

が
な
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
、
そ
も
そ
も
公
園

認
定
に
至
ら
な
い
と
も
い
え
る
。

②
非
動
力
系
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

●
ス
イ
ス
で
は
国
家
だ
け
で
な
く
、
各
連
邦

州
、
民
間
の
各
分
野
の
団
体
等
が
参
画
し
、

垂
直
、
水
平
の
両
方
向
に
広
が
り
を
持
っ
た

連
携
体
制
に
よ
り
「
ス
イ
ス
モ
ビ
リ
テ
ィ
」

が
整
備
、
運
営
さ
れ
て
い
る
。

●
そ
の
中
心
主
体
と
な
る
財
団
で
は
、
非
動

力
系
交
通
の
発
展
、
質
の
向
上
な
ど
を
目
的

と
し
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
全
26
州
等
で
開

催
す
る
な
ど
、
ル
ー
ト
の
見
直
し
や
標
識
の

点
検
、
管
理
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

③
D
M
O
・
財
源
制
度

●
ス
イ
ス
を
中
心
と
す
る
欧
州
各
国
で
は
、

直
接
民
主
制
を
維
持
す
る
社
会
制
度
か
ら

「
自
分
た
ち
の
力
や
制
度
で
ど
の
よ
う
に
地

域
の
価
値
を
高
め
て
い
く
か
」「
正
し
い
政

策
決
定
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
納
得
す
る
か
」

と
い
っ
た
こ
と
を
考
え
る
土
壌
が
古
く
か
ら

あ
る
。

●
ま
た
、「
州
や
連
邦
政
府
の
政
策
に
文
句

を
言
う
文
化
が
あ
る
」
と
も
言
及
さ
れ
て
お

り
、
税
の
使
途
の
納
得
感
に
も
厳
し
い
目
が

向
け
ら
れ
て
き
た
結
果
、
宿
泊
税
の
使
途
の

条
文
に
よ
る
明
確
化
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

地
元
住
民
が
観
光
ガ
バ
ナ
ン
ス
に
ど
の
よ
う

に
関
与
し
、
そ
の
関
与
が
観
光
地
の
持
続
可

能
性
と
発
展
に
ど
の
よ
う
に
影
響
を
与
え
る

か
を
理
解
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
観
光

地
に
お
け
る
実
地
調
査
や
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を

行
い
、
地
元
住
民
の
観
光
ガ
バ
ナ
ン
ス
へ
の

関
与
を
調
査
し
、
さ
ら
に
、
文
献
レ
ビ
ュ
ー

や
国
際
的
な
ベ
ス
ト
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス
の
分
析

を
通
じ
て
、
観
光
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
設
計
に
お

け
る
地
元
住
民
の
役
割
に
つ
い
て
考
察
し
て

い
る
。

　ま
た
、T

h
ees

ら
（
2
0
2
0
）
は
「
リ

ビ
ン
グ
ラ
ボ
」
が
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
・

ガ
バ
ナ
ン
ス
に
お
い
て
住
民
の
参
加
を
促
進

す
る
た
め
の
ツ
ー
ル
と
し
て
ど
の
よ
う
に
機

能
す
る
か
を
検
証
し
て
い
る
。
リ
ビ
ン
グ
ラ

ボ
と
は
「
国
民
、
政
府
、
業
界
、
学
術
界
（
い

わ
ゆ
るQ

u
ad
ru
p
le H

elix M
o
d
el

）
の

主
要
な
関
係
者
間
で
の
共
創
と
オ
ー
プ
ン
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
促
進
す
る
実
際
の
テ
ス
ト

お

よ

び

実

験

環

境
」（E

u
ro
p
ean

 

N
etw

o
rk o

f L
ivin

g L
ab
s

）
と
さ
れ
て

い
る
が
、
そ
れ
が
住
民
と
の
協
働
や
意
思
決

定
プ
ロ
セ
ス
の
改
善
に
ど
の
よ
う
に
寄
与
す

る
か
を
理
解
し
、
住
民
の
参
加
を
促
進
す
る

た
め
の
効
果
的
な
手
法
を
提
案
す
る
こ
と
を

意
図
し
た
も
の
で
あ
る
。

　一
方
、V

o
lgger

ら
（
2
0
2
1
）
は
、

観
光
地
デ
ザ
イ
ン
の
概
念
や
手
法
を
探
求

し
、
従
来
の
ア
プ
ロ
ー
チ
に
加
え
て
、
よ
り

継
続
的
で
持
続
可
能
な
目
的
地
の
開
発
を
促

進
す
る
新
た
な
視
点
を
提
案
す
る
試
み
の
中

で
、
観
光
地
デ
ザ
イ
ン
は
、
持
続
可
能
性
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
参
加
、
地
元
文
化
の
尊
重
な

ど
の
要
素
を
重
視
す
る
こ
と
で
、
観
光
地
の

継
続
的
な
成
長
と
発
展
を
促
進
す
る
手
法
と

な
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。

　以
上
3
編
は
論
文
と
し
て
発
表
さ
れ
て
い

る
数
多
く
の
研
究
の
ご
く
一
部
で
は
あ
る

が
、
い
ず
れ
の
研
究
に
も
共
通
し
て
い
る
の

は
「
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
／
ガ
バ
ナ
ン
ス
に
お
い

て
住
民
と
の
関
係
性
を
改
め
て
と
ら
え
直
す

視
点
」が
含
ま
れ
て
い
る
と
い
う
点
で
あ
る
。

　デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の

フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る

V
I
C
E
モ
デ
ル（
対
象
を
来
訪
者

（V
isitor

）、
観
光
産
業（In

d
u
stry

）、
地
域

社
会
・
住
民（C

om
m
u
n
ity

）、
地
域
環
境
・

文
化（E

n
viron

m
en
t an

d
 C
u
ltu
re

）の

4
要
素
と
し
て
と
ら
え
る
モ
デ
ル
）に
見
ら
れ

る
よ
う
に
、
も
と
も
と「
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ

ン
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
／
ガ
バ
ナ
ン
ス
」の
概
念

に
は「
住
民
」と
い
う
視
点
が
組
み
込
ま
れ
て

い
る
と
も
い
え
る
。

　そ
の
「
住
民
」
と
の
関
係
性
が
、
こ
の
度

の
C
O
V
I
D
‐
19
や
、
あ
る
い
は
従
前
か

ら
広
範
な
関
心
事
項
と
な
っ
て
い
た
「
オ
ー

バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
」
な
ど
の
諸
局
面
を
経
て

改
め
て
認
識
さ
れ
重
要
視
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
仮
説

が
想
起
さ
れ
る
わ
け
で
あ
る
。

　今
回
の
海
外
視
察
で
は
、
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー

シ
ョ
ン
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
／
ガ
バ
ナ
ン
ス
に

関
わ
る
研
究
者
お
よ
び
実
務
者
と
も
意
見
交

換
を
行
っ
て
い
る
。
実
際
に
そ
の
中
で
も
、

●
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
以
前
か
ら
オ
ー
バ
ー
ツ
ー

リ
ズ
ム
な
ど
の
状
況
に
関
連
し
て
、
住
民
と

の
新
た
な
関
係
性
に
関
す
る
議
論
は
さ
れ
て

い
た
が
、
観
光
が
停
止
し
た
こ
と
で
、
研
究

者
に
と
っ
て
は
改
め
て
観
光
に
つ
い
て
考
え

る
た
め
の
最
良
の
瞬
間
で
あ
る
と
認
識
さ
れ

た
こ
と
で
、
研
究
テ
ー
マ
と
し
て
対
象
と
な

る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

●
C
O
V
I
D
‐
19
の
後
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
“well-b

ein
g

”に
つ
い
て
の
意
識
が
高

ま
っ
て
い
る
。
ま
た
、
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー

と
し
て
住
民
自
身
も
、
自
ら
が
関
わ
る
局
面

で
何
が
起
き
て
い
る
の
か
を
注
意
深
く
観
察

す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
を
学
ん
だ
と
い
う
事

情
が
あ
る
。

と
い
っ
た
コ
メ
ン
ト
が
得
ら
れ
て
お
り
、
右

記
の
仮
説
を
支
持
す
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

　那
須
、
小
川
、
江
﨑
に
よ
る
各
論
考
は
、

そ
れ
ぞ
れ
、
欧
州
の
自
然
環
境
や
景
観
、
歴

史
、
文
化
と
い
う
多
様
な
地
域
資
源
を
、

①
保
護
地
域
制
度
に
よ
っ
て
「
保
全
」
し
、

②
非
動
力
系
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
よ
っ
て

「
接
続
」
し
た
う
え
で
、

地
域
の
観
光
と
い
う
シ
ス
テ
ム
を
、

③
D
M
O
・
財
源
制
度
に
よ
っ
て「
駆
動
」さ
せ
る

と
い
う
、
総
合
的
・
複
合
的
な
取
り
組
み
を
、

各
断
面
か
ら
評
価
す
る
試
み
で
あ
る
と
も
い

え
る
。

　こ
こ
で
、
各
論
考
で
紹
介
さ
れ
た
事
例
か

ら
、
本
稿
の
主
た
る
テ
ー
マ
で
あ
る
「
ガ
バ

ナ
ン
ス
」（
関
係
者
間
の
「
意
思
決
定
」
や
「
合

意
形
成
」
の
あ
り
方
）
に
関
す
る
事
項
を
抽

出
し
、
横
断
的
に
評
価
し
て
み
た
い
。

①
保
護
地
域
制
度

●
ス
イ
ス
で
は
、
国
立
公
園
の
認
定
に
あ

た
っ
て
、
保
護
管
理
体
制
の
構
築
、
予
算
確

保
を
含
め
た
持
続
性
の
確
保
、
管
理
者
の
設

置
や
管
理
計
画
の
作
成
な
ど
を
、
認
定
前
に

地
域
と
し
て
行
う
制
度
設
計
と
な
っ
て
お

り
、
こ
の
プ
ロ
セ
ス
に
よ
っ
て
関
係
者
間
の

合
意
形
成
が
な
さ
れ
る
。

　筆
者
は
、
過
去
2
号
の
本
誌『
観
光
文
化
』

に
お
い
て
、
概
念
と
し
て
の「
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー

シ
ョ
ン
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」（
2
3
4
号
：

2
0
1
7
年
7
月
）、
あ
る
い
は「
デ
ス
テ
ィ

ネ
ー
シ
ョ
ン
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
」（
2
4
5
号
：

2
0
2
0
年
4
月
）の
研
究
動
向
を
レ
ビ
ュ
ー

し
て
き
た
。

　こ
れ
は
、
観
光
地
の
よ
り
良
い
あ
り
方
を

希
求
す
る
た
め
の
諸
概
念
の
理
論
的
系
譜
を

把
握
・
整
理
す
る
こ
と
で
、
我
が
国
に
お
け

る
観
光
地
づ
く
り
の
実
務
に
お
い
て
も
、
一

種
の
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
と
し
て
参
考
に
し
得

る
と
い
う
認
識
の
も
と
で
行
っ
た
試
み
で

あ
っ
た
。

　上
記
の
「
デ
ス

テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ

ン
・
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
」
の
研
究
動
向

の
レ
ビ
ュ
ー
の
際

に
は
、
い
く
つ
か

副
産
物
的
な
知
見

も
得
ら
れ
て
い

る
。
そ
の
一
つ
が
、

「『
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー

シ
ョ
ン
・
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
』
に
関
す

る
論
文
の
著
者
の

所
属
先
は
、
欧
州
あ
る
い
は
オ
セ
ア
ニ
ア
地

域
に
偏
在
し
て
い
る
」

と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。

　今
回
、
組
織
的
に
実
施
し
た
3
つ
の
海
外

視
察
の
方
面
の
一
つ
に
欧
州
の
ス
イ
ス
・

オ
ー
ス
ト
リ
ア
を
選
定
し
た
背
景
に
は
こ
の

こ
と
が
あ
る
。

　こ
れ
ま
で
の
レ
ビ
ュ
ー
の
結
果
、「
デ
ス

テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
」
は
、
観

光
地
に
お
け
る
多
様
な
関
係
者
の
存
在
と
不

確
実
性
を
背
景
と
し
て
、「
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー

シ
ョ
ン
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」
と
「
並
立
」
あ

る
い
は
「
拡
張
」
す
る
形
で
、
地
域
関
係
者

間
の
「
意
思
決
定
」
や
「
合
意
形
成
」
の
あ
り

方
を
と
ら
え
る
概
念
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し

て
い
る
。

　こ
の
度
の
C
O
V
I
D
‐
19
に
よ
っ
て
、我
々

が
住
む
こ
の
世
界
に
は
常
に「
不
確
実
性
」が

内
包
さ
れ
、
時
に
は
そ
れ
が
現
実
の
危
機
と

し
て
現
出
す
る
こ
と
が
あ
る
と
い
う
事
実
が

改
め
て
認
識
さ
れ
た
。
そ
の
C
O
V
I
D
‐

19
が
よ
う
や
く
収
束
を
見
た
現
下
の
タ
イ
ミ

ン
グ
で
、
観
光
地
を
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
／
ガ
バ

ナ
ン
ス
の
対
象
と
し
て
と
ら
え
る
研
究
的
な

土
壌
が
あ
る
欧
州
の
現
状
を
改
め
て
確
認
す

る
こ
と
が
、
今
後
の
我
が
国
の
観
光
地
の
あ

り
方
を
考
え
る
う
え
で
大
い
に
参
考
に
な
る

の
で
は
、
と
考
え
た
わ
け
で
あ
る
。

　こ
こ
で
、
上
述
し
た
過
去
2
回
の
レ
ビ
ュ
ー

に
続
き
、
2
0
2
0
年
以
降（
C
O
V
I
D
‐

19
発
生
以
降
）の「
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
・

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
／
ガ
バ
ナ
ン
ス
」に
関
す
る
研

究
の
動
向
を
確
認
し
て
お
き
た
い
。

　例
え
ば
、B

ich
ler

ら
（
2
0
2
1
）
は
、

1
．ス
イ
ス
・

オ
ー
ス
ト
リ
ア
方
面
への

視
察
の
背
景
と
目
的

2
．「
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
・

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
／

ガ
バ
ナ
ン
ス
」に
関
す
る

研
究
の
動
向

5
．

6
．ま
と
め

2
4

ザンクト・ガレンの街並み

　こ
れ
ら
の
事
項
か
ら
は
、
ス
イ
ス
・
オ
ー

ス
ト
リ
ア
の
各
種
の
取
り
組
み
の
背
景
に
あ

る
社
会
的
な
特
性
と
し
て
「
高
い
レ
ベ
ル
の

ガ
バ
ナ
ン
ス
を
要
求
し
、
自
ら
実
現
し
て
い

こ
う
と
す
る
自
治
意
識
の
高
さ
」
に
想
像
が

及
ぶ
。

　我
が
国
で
は
政
策
的
に
登

録
さ
れ
た
「
観
光
地
域
づ
く

り
法
人
」（
D
M
O
）
が
、
地

域
の
関
係
者
の
合
意
形
成
の

舵
取
り
役
と
な
る
こ
と
が
期

待
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
加

え
て
、
今
後
の
「
不
確
実
性
」

を
内
包
し
つ
づ
け
る
状
況
下

に
お
い
て
は
、
観
光
地
域
づ

く
り
に
関
わ
る
主
体
間
で
、

さ
ま
ざ
ま
な
検
討
課
題
を

「
自
分
事
」
と
し
て
と
ら
え
、

高
い
自
治
意
識
を
持
っ
て
対

応
し
て
い
く
一
種
の
意
識
変

革
が
必
要
に
な
る
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。
そ
し
て
そ
れ

は
、
か
つ
て
「
寄
り
合
い
」

と
呼
ば
れ
た
よ
う
な
、
自
律

的
な
ガ
バ
ナ
ン
ス
（
自
治
）

の
シ
ス
テ
ム
を
内
包
し
て
い

た
我
が
国
の
地
域
社
会
（
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
）
に
お
い
て
は
、

そ
の
復
権
を
十
分
に
期
待
し
得
る
目
標
像
な

の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。
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S
t. G
allen M

obility
T
icket

第260号 March 202431



●
逆
に
計
画
や
体
制
を
作
り
き
る
こ
と
が
で

き
る
レ
ベ
ル
の
、
高
い
水
準
で
の
合
意
形
成

が
な
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
、
そ
も
そ
も
公
園

認
定
に
至
ら
な
い
と
も
い
え
る
。

②
非
動
力
系
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

●
ス
イ
ス
で
は
国
家
だ
け
で
な
く
、
各
連
邦

州
、
民
間
の
各
分
野
の
団
体
等
が
参
画
し
、

垂
直
、
水
平
の
両
方
向
に
広
が
り
を
持
っ
た

連
携
体
制
に
よ
り
「
ス
イ
ス
モ
ビ
リ
テ
ィ
」

が
整
備
、
運
営
さ
れ
て
い
る
。

●
そ
の
中
心
主
体
と
な
る
財
団
で
は
、
非
動

力
系
交
通
の
発
展
、
質
の
向
上
な
ど
を
目
的

と
し
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
全
26
州
等
で
開

催
す
る
な
ど
、
ル
ー
ト
の
見
直
し
や
標
識
の

点
検
、
管
理
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

③
D
M
O
・
財
源
制
度

●
ス
イ
ス
を
中
心
と
す
る
欧
州
各
国
で
は
、

直
接
民
主
制
を
維
持
す
る
社
会
制
度
か
ら

「
自
分
た
ち
の
力
や
制
度
で
ど
の
よ
う
に
地

域
の
価
値
を
高
め
て
い
く
か
」「
正
し
い
政

策
決
定
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
納
得
す
る
か
」

と
い
っ
た
こ
と
を
考
え
る
土
壌
が
古
く
か
ら

あ
る
。

●
ま
た
、「
州
や
連
邦
政
府
の
政
策
に
文
句

を
言
う
文
化
が
あ
る
」
と
も
言
及
さ
れ
て
お

り
、
税
の
使
途
の
納
得
感
に
も
厳
し
い
目
が

向
け
ら
れ
て
き
た
結
果
、
宿
泊
税
の
使
途
の

条
文
に
よ
る
明
確
化
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

地
元
住
民
が
観
光
ガ
バ
ナ
ン
ス
に
ど
の
よ
う

に
関
与
し
、
そ
の
関
与
が
観
光
地
の
持
続
可

能
性
と
発
展
に
ど
の
よ
う
に
影
響
を
与
え
る

か
を
理
解
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
観
光

地
に
お
け
る
実
地
調
査
や
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を

行
い
、
地
元
住
民
の
観
光
ガ
バ
ナ
ン
ス
へ
の

関
与
を
調
査
し
、
さ
ら
に
、
文
献
レ
ビ
ュ
ー

や
国
際
的
な
ベ
ス
ト
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス
の
分
析

を
通
じ
て
、
観
光
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
設
計
に
お

け
る
地
元
住
民
の
役
割
に
つ
い
て
考
察
し
て

い
る
。

　ま
た
、T

h
ees

ら
（
2
0
2
0
）
は
「
リ

ビ
ン
グ
ラ
ボ
」
が
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
・

ガ
バ
ナ
ン
ス
に
お
い
て
住
民
の
参
加
を
促
進

す
る
た
め
の
ツ
ー
ル
と
し
て
ど
の
よ
う
に
機

能
す
る
か
を
検
証
し
て
い
る
。
リ
ビ
ン
グ
ラ

ボ
と
は
「
国
民
、
政
府
、
業
界
、
学
術
界
（
い

わ
ゆ
るQ

u
ad
ru
p
le H

elix M
o
d
el

）
の

主
要
な
関
係
者
間
で
の
共
創
と
オ
ー
プ
ン
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
促
進
す
る
実
際
の
テ
ス
ト

お

よ

び

実

験

環

境
」（E

u
ro
p
ean

 

N
etw

o
rk o

f L
ivin

g L
ab
s

）
と
さ
れ
て

い
る
が
、
そ
れ
が
住
民
と
の
協
働
や
意
思
決

定
プ
ロ
セ
ス
の
改
善
に
ど
の
よ
う
に
寄
与
す

る
か
を
理
解
し
、
住
民
の
参
加
を
促
進
す
る

た
め
の
効
果
的
な
手
法
を
提
案
す
る
こ
と
を

意
図
し
た
も
の
で
あ
る
。

　一
方
、V

o
lgger

ら
（
2
0
2
1
）
は
、

観
光
地
デ
ザ
イ
ン
の
概
念
や
手
法
を
探
求

し
、
従
来
の
ア
プ
ロ
ー
チ
に
加
え
て
、
よ
り

継
続
的
で
持
続
可
能
な
目
的
地
の
開
発
を
促

進
す
る
新
た
な
視
点
を
提
案
す
る
試
み
の
中

で
、
観
光
地
デ
ザ
イ
ン
は
、
持
続
可
能
性
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
参
加
、
地
元
文
化
の
尊
重
な

ど
の
要
素
を
重
視
す
る
こ
と
で
、
観
光
地
の

継
続
的
な
成
長
と
発
展
を
促
進
す
る
手
法
と

な
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。

　以
上
3
編
は
論
文
と
し
て
発
表
さ
れ
て
い

る
数
多
く
の
研
究
の
ご
く
一
部
で
は
あ
る

が
、
い
ず
れ
の
研
究
に
も
共
通
し
て
い
る
の

は
「
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
／
ガ
バ
ナ
ン
ス
に
お
い

て
住
民
と
の
関
係
性
を
改
め
て
と
ら
え
直
す

視
点
」が
含
ま
れ
て
い
る
と
い
う
点
で
あ
る
。

　デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の

フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る

V
I
C
E
モ
デ
ル（
対
象
を
来
訪
者

（V
isitor

）、
観
光
産
業（In

d
u
stry

）、
地
域

社
会
・
住
民（C

om
m
u
n
ity

）、
地
域
環
境
・

文
化（E

n
viron

m
en
t an

d
 C
u
ltu
re

）の

4
要
素
と
し
て
と
ら
え
る
モ
デ
ル
）に
見
ら
れ

る
よ
う
に
、
も
と
も
と「
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ

ン
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
／
ガ
バ
ナ
ン
ス
」の
概
念

に
は「
住
民
」と
い
う
視
点
が
組
み
込
ま
れ
て

い
る
と
も
い
え
る
。

　そ
の
「
住
民
」
と
の
関
係
性
が
、
こ
の
度

の
C
O
V
I
D
‐
19
や
、
あ
る
い
は
従
前
か

ら
広
範
な
関
心
事
項
と
な
っ
て
い
た
「
オ
ー

バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
」
な
ど
の
諸
局
面
を
経
て

改
め
て
認
識
さ
れ
重
要
視
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
仮
説

が
想
起
さ
れ
る
わ
け
で
あ
る
。

　今
回
の
海
外
視
察
で
は
、
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー

シ
ョ
ン
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
／
ガ
バ
ナ
ン
ス
に

関
わ
る
研
究
者
お
よ
び
実
務
者
と
も
意
見
交

換
を
行
っ
て
い
る
。
実
際
に
そ
の
中
で
も
、

●
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
以
前
か
ら
オ
ー
バ
ー
ツ
ー

リ
ズ
ム
な
ど
の
状
況
に
関
連
し
て
、
住
民
と

の
新
た
な
関
係
性
に
関
す
る
議
論
は
さ
れ
て

い
た
が
、
観
光
が
停
止
し
た
こ
と
で
、
研
究

者
に
と
っ
て
は
改
め
て
観
光
に
つ
い
て
考
え

る
た
め
の
最
良
の
瞬
間
で
あ
る
と
認
識
さ
れ

た
こ
と
で
、
研
究
テ
ー
マ
と
し
て
対
象
と
な

る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

●
C
O
V
I
D
‐
19
の
後
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
“well-b

ein
g

”に
つ
い
て
の
意
識
が
高

ま
っ
て
い
る
。
ま
た
、
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー

と
し
て
住
民
自
身
も
、
自
ら
が
関
わ
る
局
面

で
何
が
起
き
て
い
る
の
か
を
注
意
深
く
観
察

す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
を
学
ん
だ
と
い
う
事

情
が
あ
る
。

と
い
っ
た
コ
メ
ン
ト
が
得
ら
れ
て
お
り
、
右

記
の
仮
説
を
支
持
す
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

　那
須
、
小
川
、
江
﨑
に
よ
る
各
論
考
は
、

そ
れ
ぞ
れ
、
欧
州
の
自
然
環
境
や
景
観
、
歴

史
、
文
化
と
い
う
多
様
な
地
域
資
源
を
、

①
保
護
地
域
制
度
に
よ
っ
て
「
保
全
」
し
、

②
非
動
力
系
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
よ
っ
て

「
接
続
」
し
た
う
え
で
、

地
域
の
観
光
と
い
う
シ
ス
テ
ム
を
、

③
D
M
O
・
財
源
制
度
に
よ
っ
て「
駆
動
」さ
せ
る

と
い
う
、
総
合
的
・
複
合
的
な
取
り
組
み
を
、

各
断
面
か
ら
評
価
す
る
試
み
で
あ
る
と
も
い

え
る
。

　こ
こ
で
、
各
論
考
で
紹
介
さ
れ
た
事
例
か

ら
、
本
稿
の
主
た
る
テ
ー
マ
で
あ
る
「
ガ
バ

ナ
ン
ス
」（
関
係
者
間
の
「
意
思
決
定
」
や
「
合

意
形
成
」
の
あ
り
方
）
に
関
す
る
事
項
を
抽

出
し
、
横
断
的
に
評
価
し
て
み
た
い
。

①
保
護
地
域
制
度

●
ス
イ
ス
で
は
、
国
立
公
園
の
認
定
に
あ

た
っ
て
、
保
護
管
理
体
制
の
構
築
、
予
算
確

保
を
含
め
た
持
続
性
の
確
保
、
管
理
者
の
設

置
や
管
理
計
画
の
作
成
な
ど
を
、
認
定
前
に

地
域
と
し
て
行
う
制
度
設
計
と
な
っ
て
お

り
、
こ
の
プ
ロ
セ
ス
に
よ
っ
て
関
係
者
間
の

合
意
形
成
が
な
さ
れ
る
。

　筆
者
は
、
過
去
2
号
の
本
誌『
観
光
文
化
』

に
お
い
て
、
概
念
と
し
て
の「
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー

シ
ョ
ン
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」（
2
3
4
号
：

2
0
1
7
年
7
月
）、
あ
る
い
は「
デ
ス
テ
ィ

ネ
ー
シ
ョ
ン
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
」（
2
4
5
号
：

2
0
2
0
年
4
月
）の
研
究
動
向
を
レ
ビ
ュ
ー

し
て
き
た
。

　こ
れ
は
、
観
光
地
の
よ
り
良
い
あ
り
方
を

希
求
す
る
た
め
の
諸
概
念
の
理
論
的
系
譜
を

把
握
・
整
理
す
る
こ
と
で
、
我
が
国
に
お
け

る
観
光
地
づ
く
り
の
実
務
に
お
い
て
も
、
一

種
の
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
と
し
て
参
考
に
し
得

る
と
い
う
認
識
の
も
と
で
行
っ
た
試
み
で

あ
っ
た
。

　上
記
の
「
デ
ス

テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ

ン
・
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
」
の
研
究
動
向

の
レ
ビ
ュ
ー
の
際

に
は
、
い
く
つ
か

副
産
物
的
な
知
見

も
得
ら
れ
て
い

る
。
そ
の
一
つ
が
、

「『
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー

シ
ョ
ン
・
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
』
に
関
す

る
論
文
の
著
者
の

所
属
先
は
、
欧
州
あ
る
い
は
オ
セ
ア
ニ
ア
地

域
に
偏
在
し
て
い
る
」

と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。

　今
回
、
組
織
的
に
実
施
し
た
3
つ
の
海
外

視
察
の
方
面
の
一
つ
に
欧
州
の
ス
イ
ス
・

オ
ー
ス
ト
リ
ア
を
選
定
し
た
背
景
に
は
こ
の

こ
と
が
あ
る
。

　こ
れ
ま
で
の
レ
ビ
ュ
ー
の
結
果
、「
デ
ス

テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
」
は
、
観

光
地
に
お
け
る
多
様
な
関
係
者
の
存
在
と
不

確
実
性
を
背
景
と
し
て
、「
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー

シ
ョ
ン
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」
と
「
並
立
」
あ

る
い
は
「
拡
張
」
す
る
形
で
、
地
域
関
係
者

間
の
「
意
思
決
定
」
や
「
合
意
形
成
」
の
あ
り

方
を
と
ら
え
る
概
念
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し

て
い
る
。

　こ
の
度
の
C
O
V
I
D
‐
19
に
よ
っ
て
、我
々

が
住
む
こ
の
世
界
に
は
常
に「
不
確
実
性
」が

内
包
さ
れ
、
時
に
は
そ
れ
が
現
実
の
危
機
と

し
て
現
出
す
る
こ
と
が
あ
る
と
い
う
事
実
が

改
め
て
認
識
さ
れ
た
。
そ
の
C
O
V
I
D
‐

19
が
よ
う
や
く
収
束
を
見
た
現
下
の
タ
イ
ミ

ン
グ
で
、
観
光
地
を
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
／
ガ
バ

ナ
ン
ス
の
対
象
と
し
て
と
ら
え
る
研
究
的
な

土
壌
が
あ
る
欧
州
の
現
状
を
改
め
て
確
認
す

る
こ
と
が
、
今
後
の
我
が
国
の
観
光
地
の
あ

り
方
を
考
え
る
う
え
で
大
い
に
参
考
に
な
る

の
で
は
、
と
考
え
た
わ
け
で
あ
る
。

　こ
こ
で
、
上
述
し
た
過
去
2
回
の
レ
ビ
ュ
ー

に
続
き
、
2
0
2
0
年
以
降（
C
O
V
I
D
‐

19
発
生
以
降
）の「
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
・

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
／
ガ
バ
ナ
ン
ス
」に
関
す
る
研

究
の
動
向
を
確
認
し
て
お
き
た
い
。

　例
え
ば
、B

ich
ler

ら
（
2
0
2
1
）
は
、
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3
．各
論
考
に
み
る

ガ
バ
ナ
ン
ス
の
様
相

レッヒの街並み

　こ
れ
ら
の
事
項
か
ら
は
、
ス
イ
ス
・
オ
ー

ス
ト
リ
ア
の
各
種
の
取
り
組
み
の
背
景
に
あ

る
社
会
的
な
特
性
と
し
て
「
高
い
レ
ベ
ル
の

ガ
バ
ナ
ン
ス
を
要
求
し
、
自
ら
実
現
し
て
い

こ
う
と
す
る
自
治
意
識
の
高
さ
」
に
想
像
が

及
ぶ
。

　我
が
国
で
は
政
策
的
に
登

録
さ
れ
た
「
観
光
地
域
づ
く

り
法
人
」（
D
M
O
）
が
、
地

域
の
関
係
者
の
合
意
形
成
の

舵
取
り
役
と
な
る
こ
と
が
期

待
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
加

え
て
、
今
後
の
「
不
確
実
性
」

を
内
包
し
つ
づ
け
る
状
況
下

に
お
い
て
は
、
観
光
地
域
づ

く
り
に
関
わ
る
主
体
間
で
、

さ
ま
ざ
ま
な
検
討
課
題
を

「
自
分
事
」
と
し
て
と
ら
え
、

高
い
自
治
意
識
を
持
っ
て
対

応
し
て
い
く
一
種
の
意
識
変

革
が
必
要
に
な
る
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。
そ
し
て
そ
れ

は
、
か
つ
て
「
寄
り
合
い
」

と
呼
ば
れ
た
よ
う
な
、
自
律

的
な
ガ
バ
ナ
ン
ス
（
自
治
）

の
シ
ス
テ
ム
を
内
包
し
て
い

た
我
が
国
の
地
域
社
会
（
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
）
に
お
い
て
は
、

そ
の
復
権
を
十
分
に
期
待
し
得
る
目
標
像
な

の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

スイス・オーストリアにおける観光地マネジメント2
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●
逆
に
計
画
や
体
制
を
作
り
き
る
こ
と
が
で

き
る
レ
ベ
ル
の
、
高
い
水
準
で
の
合
意
形
成

が
な
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
、
そ
も
そ
も
公
園

認
定
に
至
ら
な
い
と
も
い
え
る
。

②
非
動
力
系
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

●
ス
イ
ス
で
は
国
家
だ
け
で
な
く
、
各
連
邦

州
、
民
間
の
各
分
野
の
団
体
等
が
参
画
し
、

垂
直
、
水
平
の
両
方
向
に
広
が
り
を
持
っ
た

連
携
体
制
に
よ
り
「
ス
イ
ス
モ
ビ
リ
テ
ィ
」

が
整
備
、
運
営
さ
れ
て
い
る
。

●
そ
の
中
心
主
体
と
な
る
財
団
で
は
、
非
動

力
系
交
通
の
発
展
、
質
の
向
上
な
ど
を
目
的

と
し
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
全
26
州
等
で
開

催
す
る
な
ど
、
ル
ー
ト
の
見
直
し
や
標
識
の

点
検
、
管
理
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

③
D
M
O
・
財
源
制
度

●
ス
イ
ス
を
中
心
と
す
る
欧
州
各
国
で
は
、

直
接
民
主
制
を
維
持
す
る
社
会
制
度
か
ら

「
自
分
た
ち
の
力
や
制
度
で
ど
の
よ
う
に
地

域
の
価
値
を
高
め
て
い
く
か
」「
正
し
い
政

策
決
定
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
納
得
す
る
か
」

と
い
っ
た
こ
と
を
考
え
る
土
壌
が
古
く
か
ら

あ
る
。

●
ま
た
、「
州
や
連
邦
政
府
の
政
策
に
文
句

を
言
う
文
化
が
あ
る
」
と
も
言
及
さ
れ
て
お

り
、
税
の
使
途
の
納
得
感
に
も
厳
し
い
目
が

向
け
ら
れ
て
き
た
結
果
、
宿
泊
税
の
使
途
の

条
文
に
よ
る
明
確
化
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

地
元
住
民
が
観
光
ガ
バ
ナ
ン
ス
に
ど
の
よ
う

に
関
与
し
、
そ
の
関
与
が
観
光
地
の
持
続
可

能
性
と
発
展
に
ど
の
よ
う
に
影
響
を
与
え
る

か
を
理
解
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
観
光

地
に
お
け
る
実
地
調
査
や
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を

行
い
、
地
元
住
民
の
観
光
ガ
バ
ナ
ン
ス
へ
の

関
与
を
調
査
し
、
さ
ら
に
、
文
献
レ
ビ
ュ
ー

や
国
際
的
な
ベ
ス
ト
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス
の
分
析

を
通
じ
て
、
観
光
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
設
計
に
お

け
る
地
元
住
民
の
役
割
に
つ
い
て
考
察
し
て

い
る
。

　ま
た
、T

h
ees

ら
（
2
0
2
0
）
は
「
リ

ビ
ン
グ
ラ
ボ
」
が
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
・

ガ
バ
ナ
ン
ス
に
お
い
て
住
民
の
参
加
を
促
進

す
る
た
め
の
ツ
ー
ル
と
し
て
ど
の
よ
う
に
機

能
す
る
か
を
検
証
し
て
い
る
。
リ
ビ
ン
グ
ラ

ボ
と
は
「
国
民
、
政
府
、
業
界
、
学
術
界
（
い

わ
ゆ
るQ

u
ad
ru
p
le H

elix M
o
d
el

）
の

主
要
な
関
係
者
間
で
の
共
創
と
オ
ー
プ
ン
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
促
進
す
る
実
際
の
テ
ス
ト

お

よ

び

実

験

環

境
」（E

u
ro
p
ean

 

N
etw

o
rk o

f L
ivin

g L
ab
s

）
と
さ
れ
て

い
る
が
、
そ
れ
が
住
民
と
の
協
働
や
意
思
決

定
プ
ロ
セ
ス
の
改
善
に
ど
の
よ
う
に
寄
与
す

る
か
を
理
解
し
、
住
民
の
参
加
を
促
進
す
る

た
め
の
効
果
的
な
手
法
を
提
案
す
る
こ
と
を

意
図
し
た
も
の
で
あ
る
。

　一
方
、V

o
lgger

ら
（
2
0
2
1
）
は
、

観
光
地
デ
ザ
イ
ン
の
概
念
や
手
法
を
探
求

し
、
従
来
の
ア
プ
ロ
ー
チ
に
加
え
て
、
よ
り

継
続
的
で
持
続
可
能
な
目
的
地
の
開
発
を
促

進
す
る
新
た
な
視
点
を
提
案
す
る
試
み
の
中

で
、
観
光
地
デ
ザ
イ
ン
は
、
持
続
可
能
性
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
参
加
、
地
元
文
化
の
尊
重
な

ど
の
要
素
を
重
視
す
る
こ
と
で
、
観
光
地
の

継
続
的
な
成
長
と
発
展
を
促
進
す
る
手
法
と

な
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。

　以
上
3
編
は
論
文
と
し
て
発
表
さ
れ
て
い

る
数
多
く
の
研
究
の
ご
く
一
部
で
は
あ
る

が
、
い
ず
れ
の
研
究
に
も
共
通
し
て
い
る
の

は
「
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
／
ガ
バ
ナ
ン
ス
に
お
い

て
住
民
と
の
関
係
性
を
改
め
て
と
ら
え
直
す

視
点
」が
含
ま
れ
て
い
る
と
い
う
点
で
あ
る
。

　デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の

フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る

V
I
C
E
モ
デ
ル（
対
象
を
来
訪
者

（V
isitor

）、
観
光
産
業（In

d
u
stry

）、
地
域

社
会
・
住
民（C

om
m
u
n
ity

）、
地
域
環
境
・

文
化（E

n
viron

m
en
t an

d
 C
u
ltu
re

）の

4
要
素
と
し
て
と
ら
え
る
モ
デ
ル
）に
見
ら
れ

る
よ
う
に
、
も
と
も
と「
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ

ン
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
／
ガ
バ
ナ
ン
ス
」の
概
念

に
は「
住
民
」と
い
う
視
点
が
組
み
込
ま
れ
て

い
る
と
も
い
え
る
。

　そ
の
「
住
民
」
と
の
関
係
性
が
、
こ
の
度

の
C
O
V
I
D
‐
19
や
、
あ
る
い
は
従
前
か

ら
広
範
な
関
心
事
項
と
な
っ
て
い
た
「
オ
ー

バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
」
な
ど
の
諸
局
面
を
経
て

改
め
て
認
識
さ
れ
重
要
視
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
仮
説

が
想
起
さ
れ
る
わ
け
で
あ
る
。

　今
回
の
海
外
視
察
で
は
、
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー

シ
ョ
ン
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
／
ガ
バ
ナ
ン
ス
に

関
わ
る
研
究
者
お
よ
び
実
務
者
と
も
意
見
交

換
を
行
っ
て
い
る
。
実
際
に
そ
の
中
で
も
、

●
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
以
前
か
ら
オ
ー
バ
ー
ツ
ー

リ
ズ
ム
な
ど
の
状
況
に
関
連
し
て
、
住
民
と

の
新
た
な
関
係
性
に
関
す
る
議
論
は
さ
れ
て

い
た
が
、
観
光
が
停
止
し
た
こ
と
で
、
研
究

者
に
と
っ
て
は
改
め
て
観
光
に
つ
い
て
考
え

る
た
め
の
最
良
の
瞬
間
で
あ
る
と
認
識
さ
れ

た
こ
と
で
、
研
究
テ
ー
マ
と
し
て
対
象
と
な

る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

●
C
O
V
I
D
‐
19
の
後
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
“well-b

ein
g

”に
つ
い
て
の
意
識
が
高

ま
っ
て
い
る
。
ま
た
、
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー

と
し
て
住
民
自
身
も
、
自
ら
が
関
わ
る
局
面

で
何
が
起
き
て
い
る
の
か
を
注
意
深
く
観
察

す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
を
学
ん
だ
と
い
う
事

情
が
あ
る
。

と
い
っ
た
コ
メ
ン
ト
が
得
ら
れ
て
お
り
、
右

記
の
仮
説
を
支
持
す
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

　那
須
、
小
川
、
江
﨑
に
よ
る
各
論
考
は
、

そ
れ
ぞ
れ
、
欧
州
の
自
然
環
境
や
景
観
、
歴

史
、
文
化
と
い
う
多
様
な
地
域
資
源
を
、

①
保
護
地
域
制
度
に
よ
っ
て
「
保
全
」
し
、

②
非
動
力
系
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
よ
っ
て

「
接
続
」
し
た
う
え
で
、

地
域
の
観
光
と
い
う
シ
ス
テ
ム
を
、

③
D
M
O
・
財
源
制
度
に
よ
っ
て「
駆
動
」さ
せ
る

と
い
う
、
総
合
的
・
複
合
的
な
取
り
組
み
を
、

各
断
面
か
ら
評
価
す
る
試
み
で
あ
る
と
も
い

え
る
。

　こ
こ
で
、
各
論
考
で
紹
介
さ
れ
た
事
例
か

ら
、
本
稿
の
主
た
る
テ
ー
マ
で
あ
る
「
ガ
バ

ナ
ン
ス
」（
関
係
者
間
の
「
意
思
決
定
」
や
「
合

意
形
成
」
の
あ
り
方
）
に
関
す
る
事
項
を
抽

出
し
、
横
断
的
に
評
価
し
て
み
た
い
。

①
保
護
地
域
制
度

●
ス
イ
ス
で
は
、
国
立
公
園
の
認
定
に
あ

た
っ
て
、
保
護
管
理
体
制
の
構
築
、
予
算
確

保
を
含
め
た
持
続
性
の
確
保
、
管
理
者
の
設

置
や
管
理
計
画
の
作
成
な
ど
を
、
認
定
前
に

地
域
と
し
て
行
う
制
度
設
計
と
な
っ
て
お

り
、
こ
の
プ
ロ
セ
ス
に
よ
っ
て
関
係
者
間
の

合
意
形
成
が
な
さ
れ
る
。

　筆
者
は
、
過
去
2
号
の
本
誌『
観
光
文
化
』

に
お
い
て
、
概
念
と
し
て
の「
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー

シ
ョ
ン
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」（
2
3
4
号
：

2
0
1
7
年
7
月
）、
あ
る
い
は「
デ
ス
テ
ィ

ネ
ー
シ
ョ
ン
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
」（
2
4
5
号
：

2
0
2
0
年
4
月
）の
研
究
動
向
を
レ
ビ
ュ
ー

し
て
き
た
。

　こ
れ
は
、
観
光
地
の
よ
り
良
い
あ
り
方
を

希
求
す
る
た
め
の
諸
概
念
の
理
論
的
系
譜
を

把
握
・
整
理
す
る
こ
と
で
、
我
が
国
に
お
け

る
観
光
地
づ
く
り
の
実
務
に
お
い
て
も
、
一

種
の
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
と
し
て
参
考
に
し
得

る
と
い
う
認
識
の
も
と
で
行
っ
た
試
み
で

あ
っ
た
。

　上
記
の
「
デ
ス

テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ

ン
・
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
」
の
研
究
動
向

の
レ
ビ
ュ
ー
の
際

に
は
、
い
く
つ
か

副
産
物
的
な
知
見

も
得
ら
れ
て
い

る
。
そ
の
一
つ
が
、

「『
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー

シ
ョ
ン
・
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
』
に
関
す

る
論
文
の
著
者
の

所
属
先
は
、
欧
州
あ
る
い
は
オ
セ
ア
ニ
ア
地

域
に
偏
在
し
て
い
る
」

と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。

　今
回
、
組
織
的
に
実
施
し
た
3
つ
の
海
外

視
察
の
方
面
の
一
つ
に
欧
州
の
ス
イ
ス
・

オ
ー
ス
ト
リ
ア
を
選
定
し
た
背
景
に
は
こ
の

こ
と
が
あ
る
。

　こ
れ
ま
で
の
レ
ビ
ュ
ー
の
結
果
、「
デ
ス

テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
」
は
、
観

光
地
に
お
け
る
多
様
な
関
係
者
の
存
在
と
不

確
実
性
を
背
景
と
し
て
、「
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー

シ
ョ
ン
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」
と
「
並
立
」
あ

る
い
は
「
拡
張
」
す
る
形
で
、
地
域
関
係
者

間
の
「
意
思
決
定
」
や
「
合
意
形
成
」
の
あ
り

方
を
と
ら
え
る
概
念
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し

て
い
る
。

　こ
の
度
の
C
O
V
I
D
‐
19
に
よ
っ
て
、我
々

が
住
む
こ
の
世
界
に
は
常
に「
不
確
実
性
」が

内
包
さ
れ
、
時
に
は
そ
れ
が
現
実
の
危
機
と

し
て
現
出
す
る
こ
と
が
あ
る
と
い
う
事
実
が

改
め
て
認
識
さ
れ
た
。
そ
の
C
O
V
I
D
‐

19
が
よ
う
や
く
収
束
を
見
た
現
下
の
タ
イ
ミ

ン
グ
で
、
観
光
地
を
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
／
ガ
バ

ナ
ン
ス
の
対
象
と
し
て
と
ら
え
る
研
究
的
な

土
壌
が
あ
る
欧
州
の
現
状
を
改
め
て
確
認
す

る
こ
と
が
、
今
後
の
我
が
国
の
観
光
地
の
あ

り
方
を
考
え
る
う
え
で
大
い
に
参
考
に
な
る

の
で
は
、
と
考
え
た
わ
け
で
あ
る
。

　こ
こ
で
、
上
述
し
た
過
去
2
回
の
レ
ビ
ュ
ー

に
続
き
、
2
0
2
0
年
以
降（
C
O
V
I
D
‐

19
発
生
以
降
）の「
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
・

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
／
ガ
バ
ナ
ン
ス
」に
関
す
る
研

究
の
動
向
を
確
認
し
て
お
き
た
い
。

　例
え
ば
、B

ich
ler

ら
（
2
0
2
1
）
は
、
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3
．各
論
考
に
み
る

ガ
バ
ナ
ン
ス
の
様
相

レッヒの街並み

　こ
れ
ら
の
事
項
か
ら
は
、
ス
イ
ス
・
オ
ー

ス
ト
リ
ア
の
各
種
の
取
り
組
み
の
背
景
に
あ

る
社
会
的
な
特
性
と
し
て
「
高
い
レ
ベ
ル
の

ガ
バ
ナ
ン
ス
を
要
求
し
、
自
ら
実
現
し
て
い

こ
う
と
す
る
自
治
意
識
の
高
さ
」
に
想
像
が

及
ぶ
。

　我
が
国
で
は
政
策
的
に
登

録
さ
れ
た
「
観
光
地
域
づ
く

り
法
人
」（
D
M
O
）
が
、
地

域
の
関
係
者
の
合
意
形
成
の

舵
取
り
役
と
な
る
こ
と
が
期

待
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
加

え
て
、
今
後
の
「
不
確
実
性
」

を
内
包
し
つ
づ
け
る
状
況
下

に
お
い
て
は
、
観
光
地
域
づ

く
り
に
関
わ
る
主
体
間
で
、

さ
ま
ざ
ま
な
検
討
課
題
を

「
自
分
事
」
と
し
て
と
ら
え
、

高
い
自
治
意
識
を
持
っ
て
対

応
し
て
い
く
一
種
の
意
識
変

革
が
必
要
に
な
る
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。
そ
し
て
そ
れ

は
、
か
つ
て
「
寄
り
合
い
」

と
呼
ば
れ
た
よ
う
な
、
自
律

的
な
ガ
バ
ナ
ン
ス
（
自
治
）

の
シ
ス
テ
ム
を
内
包
し
て
い

た
我
が
国
の
地
域
社
会
（
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
）
に
お
い
て
は
、

そ
の
復
権
を
十
分
に
期
待
し
得
る
目
標
像
な

の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。
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ニュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
視
察
の

全
体
像
と
政
策
動
向

大
化
さ
せ
る
た
め
、
地
域
単
位
で
デ
ス
テ
ィ

ネ
ー
シ
ョ
ン
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
計
画
を
策
定

す
る
こ
と
を
盛
り
込
む
よ
う
に
求
め
て
お

り
、地
域
の
自
律
性
を
よ
り
高
め
る
こ
と
で
、

局
地
的
か
つ
固
有
の
S
T
の
課
題
解
決
を
図

る
動
き
と
し
て
も
理
解
で
き
る
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。

　
今
回
訪
問
し
た
カ
イ
コ
ウ
ラ
地
区
に
お
い

て
も
、
同
方
針
に
基
づ
い
て
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー

シ
ョ
ン
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
計
画
を
策
定
し
て

お
り
、
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
で
観
光
が
フ
リ
ー
ズ

し
た
期
間
に
お
い
て
関
係
者
間
の
徹
底
的
な

議
論
や
住
民
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
繰
り
返

し
、「
従
来
型
観
光
」
の
存
続
か
ら
「
新
し
い

モ
デ
ル
」
に
よ
る
持
続
可
能
性
の
追
求
に
議

論
を
発
展
さ
せ
る
こ
と
で
、
復
興
を
機
会
と

し
た
地
域
社
会
と
観
光
の
よ
り
よ
い
関
係
構

築
を
目
指
し
た
同
地
域
の
取
組
に
つ
い
て
話

を
聞
く
こ
と
が
で
き
た
。

　
私
自
身
は
今
秋
で
4
度
目
の
N
Z
へ
の
視

察
訪
問
と
な
っ
た
が
、今
回
は
、パ
ン
デ
ミ
ッ

ク
を
経
た
観
光
事
業
者
、
地
方
自
治
体
、
そ

し
て
観
光
局
か
ら
改
め
て
現
在
の
状
況
及
び

今
後
に
向
け
た
思
い
に
つ
い
て
聞
き
取
る
こ

と
が
で
き
た
。
そ
の
中
で
、「
カ
イ
テ
ィ
ア

キ
タ
ン
ガ
（K

A
IT
IA
K
IT
A
N
G
A

）」
と
い

う
同
じ
ワ
ー
ド
を
、
行
政
と
民
間
事
業
者
を

通
し
、
そ
し
て
初
め
て
N
Z
を
訪
れ
た
10
年

前
か
ら
今
回
に
至
る
ま
で
、
い
ず
れ
の
場
面

で
も
聞
け
た
こ
と
は
、正
直
驚
き
で
あ
っ
た
。

カ
イ
テ
ィ
ア
キ
タ
ン
ガ
は
マ
オ
リ
の
言
葉

で
、
英
語
で
は
「gu

ard
ian

sh
ip

（
後
見
・

保
護
）」
あ
る
い
は
「su

stain
ab
ility

（
持

続
可
能
性
）」
と
訳
さ
れ
る
も
の
で
、
以
前

の
政
府
戦
略
か
ら
現
在
の
戦
略
に
至
る
ま
で

観
光
推
進
に
お
け
る
「K

E
Y
 V
A
L
U
E

（
重

要
な
価
値
基
準
）」
と
し
て
掲
げ
ら
れ
て
い

る
。
こ
う
し
た
標
語
は
、
と
も
す
る
と
「
掲

げ
ら
れ
て
終
わ
り
」
な
形
式
的
、
あ
る
い
は

一
時
的
な
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の
形
に
な
り
が

ち
だ
が
、
私
が
話
し
た
行
政
職
員
は
観
光
戦

略
を
理
解
す
る
上
で
の
要
と
し
て
カ
イ
テ
ィ

ア
キ
タ
ン
ガ
を
語
り
、
民
間
事
業
者
は
自
社

の
S
T
の
取
組
を
説
明
す
る
上
で
、
N
Z
に

は
そ
も
そ
も
カ
イ
テ
ィ
ア
キ
タ
ン
ガ
と
い
う

考
え
方
が
あ
る
と
語
っ
て
い
た
。

　
S
T
の
社
会
実
装
を
図
る
、
つ
ま
り
市
場

（
需
要
側
）
と
観
光
セ
ク
タ
ー
（
供
給
側
）
の

双
方
に
S
T
の
参
画
者
を
増
や
し
て
社
会
的

な
波
及
効
果
を
生
ん
で
い
く
た
め
に
は
、
需

給
双
方
の
規
模
を
一
定
以
上
に
増
や
し
た
上

で
経
済
原
理
を
働
か
せ
る
よ
う
な
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
的
な
視
点
が
欠
か
せ
な
い
一
方

で
、
国
内
観
光
地
に
お
い
て
は
そ
こ
に
到
達

す
る
ま
で
が
難
し
い
と
い
う
話
を
よ
く
聞

く
。
そ
の
ブ
レ
ー
ク
ス
ル
ー
に
お
い
て
、

N
Z
流
の
価
値
観
や
考
え
方
か
ら
呼
び
か
け

て
仲
間
を
増
や
し
て
い
く
「
共
感
型
」
の
プ

ロ
セ
ス
は
非
常
に
参
考
に
な
る
の
で
は
な
い

か
と
考
え
て
い
る
。

ワ
ク
チ
ン
接
種
を
要
件
と
し
た
入
国
許
可

や
、
ホ
テ
ル
で
の
隔
離
期
間
の
短
縮
な
ど
の

段
階
的
な
条
件
の
緩
和
を
経
て
、
2
0
2
4

年
1
月
現
在
、
予
防
接
種
と
検
査
の
要
件
は

す
べ
て
撤
廃
さ
れ
て
い
る
。

　
一
方
、
国
内
移
動
に
関
し
て
は
、
2
0
2
0

年
3
月
か
ら
約
1
か
月
に
わ
た
っ
て「
ロ
ッ
ク

ダ
ウ
ン
」（
不
可
欠
な
移
動
以
外
は
自
宅
待
機
）

が
行
わ
れ
、
そ
の
後
も
ゼ
ロ
コ
ロ
ナ
戦
略
に

基
づ
い
て
、
感
染
者
が
確
認
さ
れ
る
度
に
全

国
あ
る
い
は
都
市
単
位
で
の
ロ
ッ
ク
ダ
ウ
ン

が
繰
り
返
さ
れ
る
な
ど
非
常
に
厳
し
い
感
染

防
止
対
策
が
取
ら
れ
た
。
し
か
し
、

2
0
2
1
年
10
月
、
新
た
な
感
染
増
加
へ
の

対
応
が
困
難
と
な
っ
て
き
た
こ
と
で
ゼ
ロ
コ

ロ
ナ
戦
略
の
継
続
を
断
念
し
、
C
O
V
I
D
‐

19
と
の
共
生
へ
と
方
針
転
換
が
図
ら
れ
た
。

以
降
は
、
国
内
移
動
に
関
し
て
も
段
階
的
に

規
制
が
緩
和
さ
れ
て
い
っ
た
。

　
こ
う
し
た
状
況
を
受
け
て
、
イ
ン
バ
ウ
ン

ド
、
国
内
観
光
と
も
に
観
光
客
数
は
一
度
は

基
本
的
に
0
（
ゼ
ロ
）
に
ま
で
落
ち
込
ん
だ
。

そ
の
結
果
、
2
0
1
9
年
度
時
点
で
N
Z
全

体
の
G
D
P
の
5
・
5
％
を
占
め
て
い
た
観

光
業
に
よ
る
収
入
は
、
2
0
2
0
年
度
に
は

2
・
9
％
ま
で
減
少
、
労
働
力
（
観
光
業
直

接
雇
用
）
は
33
％
減
少
、
観
光
収
入
全
体
の

43
％
を
占
め
て
い
た
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
か
ら
の

収
入
は
91
％
減
少
す
る
こ

と
と
な
っ
た
。

　
そ
の
中
で
政
府
は
観
光

業
界
へ
の
幅
広
い
支
援
を

提
供
し
た
。
具
体
的
に
は

従
業
員
に
対
す
る
賃
金
補

助
や
戦
略
的
プ
ロ
グ
ラ
ム

に
対
す
る
資
金
提
供
が
行

わ
れ
た
他
、
国
内
観
光
の

再
興
を
図
る
な
ど
、
観
光

産
業
の
存
続
と
復
興
の
た

め
の
政
策
支
援
を
実
施
。

国
内
観
光
客
に
よ
る
支
出

額
は
既
に
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク

前
の
水
準
を
上
回
っ
た
他
、

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
に
関
し
て

も
日
本
及
び
中
国
か
ら
の

観
光
客
の
戻
り
が
遅
れ
て

い
る
も
の
の
、
全
体
と
し

て
は
ほ
ぼ
戻
り
つ
つ
あ
る

状
況
と
言
え
る（
図
1
）。

　
2
0
1
9
年
以
前
の

N
Z
で
は
、
全
般
的
に
は

好
調
な
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観
光
を
好
意
的
に
受

け
止
め
つ
つ
、
一
部
地
域
に
お
い
て
は
過
密
状

態
が
生
じ
、
観
光
客
の
体
験
の
質
、
環
境
、
地

域
社
会
に
悪
影
響
を
及
ぼ
し
つ
つ
あ
る
こ
と
が

問
題
と
な
っ
て
い
た
。
そ
う
し
た
状
況
を
受
け

て
検
討
、
策
定
さ
れ
た
の
が
、
N
Z
の
観
光
分

野
に
お
け
る
上
位
計
画
で
あ
る「
政
府
観
光
戦

略
（N

e
w
 Z

e
a
la
n
d
-A

o
te
a
r
o
a
 

G
o
vern

m
en
t T

o
u
rism

 S
tra

teg
y

」

（
2
0
1
9
年
5
月
公
表
）で
あ
る
。
N
Z
の
政

府
観
光
戦
略
で
は
、
以
前
の
戦
略
か
ら
通
底

す
る
ビ
ジ
ョ
ン
と
し
て
S
T
の
追
求
を
掲
げ
て

き
た
が
、
本
戦
略
に
お
い
て
も
改
め
て
、
持
続

性
に
は
環
境
、
社
会
、
経
済
的
側
面
が
含
ま
れ

て
お
り
、
相
互
に
ト
レ
ー
ド
オ
フ
さ
れ
る
も
の

で
は
な
く
、
連
携
し
て
機
能
さ
せ
る
観
光
シ
ス

テ
ム
の
重
要
性
を
強
調
し
て
い
る
。

　
そ
の
上
で
今
回
の
戦
略
で
は
、
最
優
先
の

課
題
と
し
て
、「
観
光
シ
ス
テ
ム
の
最
適
化

の
た
め
の
関
係
者
間
の
調
整
（
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
ト
）」、「
長
期
で
持
続
可
能
な
資
金
調

達
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
確
保
」、そ
し
て「
地
域（
デ

ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
）
で
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

の
実
施
」
の
3
つ
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
最

後
の
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
・
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
の
強
化
方
針
で
は
、
S
T
推
進
に
お
け
る

課
題
の
解
決
策
を
「
カ
ス
タ
マ
イ
ズ
」
し
て

各
観
光
地
の
観
光
に
お
け
る
メ
リ
ッ
ト
を
最

　
今
回
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
（
N
Z
）
に

視
察
に
訪
れ
た
目
的
は
、
N
Z
と
日
本
が
持

つ
共
通
点
と
違
い
を
前
提
に
、
サ
ス
テ
ナ
ブ

ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
（
S
T
）
を
社
会
実
装
す
る

上
で
の
ヒ
ン
ト
を
得
る
こ
と
に
置
い
た
。
な

お
、
こ
こ
で
い
う
S
T
は
、
狭
義
の
エ
コ
、

い
わ
ゆ
る
自
然
体
験
や
環
境
配
慮
の
あ
り
方

に
留
ま
る
も
の
で
は
な
く
、
文
化
資
源
を
含

め
た
資
源
管
理
、
地
域
経
済
へ
の
貢
献
も
含

め
た
地
域
社
会
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
の
付
き

合
い
方
等
も
包
含
し
た
総
合
的
な
概
念
と
し

て
の
も
の
で
あ
る
。

　
近
年
、
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
へ
の
対
応
・

対
処
に
つ
い
て
は
、観
光
分
野
の
み
な
ら
ず
、

社
会
全
体
の
あ
ら
ゆ
る
側
面
か
ら
の
要
請
が

急
速
に
高
ま
っ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
観
光

分
野
は
他
領
域
と
比
し
て
も
、
移
動
に
伴
う

温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
や
自
然
資
源
の
損
壊

か
ら
伝
統
文
化
の
変
容
な
ど
、
元
来
サ
ス
テ

ナ
ビ
リ
テ
ィ
に
対
す
る
脅
威
と
な
り
や
す
い

性
質
を
有
し
て
お
り
、さ
ら
に
近
年
は「
オ
ー

バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
」
と
い
う
言
葉
に
よ
っ
て

観
光
が
も
た
ら
す
負
の
影
響
に
対
し
て
更
な

る
関
心
を
集
め
て
い
る
状
況
に
あ
る
。
そ
う

し
た
中
、
S
T
の
実
現
に
向
け
た
グ
ロ
ー
バ

ル
な
動
き
と
し
て
は
、
国
連
世
界
観
光
機
関

（
U
N
W
T
O
）
が
2
0
1
7
年
を
「
開
発
の

た
め
の
持
続
可
能
な
観
光
の
国
際
年
」
と
し

て
S
T
の
推
進
に
取
り
組
ん
だ
他
、
近
年
で

は
U
N
W
T
O
と
国
連
環
境
計
画
（
U
N
E

P
）
の
支
援
を
受
け
て
設
立
さ
れ
た
グ
ロ
ー

バ
ル
・
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
協
議

会
（
G
S
T
C
）
に
よ
っ
て
国
際
基
準
の
導

入
が
進
ん
で
い
る
。
こ
の
よ
う
な
S
T
の
課

題
と
取
組
の
「
標
準
化
」
と
も
い
え
る
動
き

は
、
先
行
ケ
ー
ス
か
ら
の
ノ
ウ
ハ
ウ
の
共
有

に
よ
る
効
果
的
・
効
率
的
な
課
題
解
決
へ
寄

与
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
一
方
で
、
地
域

固
有
の
自
然
・
文
化
資
源
で
あ
っ
た
り
、
そ

れ
ぞ
れ
の
複
雑
な
背
景
・
文
脈
を
持
つ
地
域

社
会
と
の
関
係
性
と
い
っ
た
「
局
地
的
」
で

「
固
有
」
な
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
の
実
現
に

は
ど
れ
ほ
ど
有
効
で
あ
る
の
か
、
そ
こ
に
は

議
論
の
余
地
が
あ
る
。

　
そ
う
い
う
点
で
は
、
同
じ
島
国
と
い
う
地

理
的
条
件
の
中
で
多
様
か
つ
固
有
な
自
然
生

態
系
と
独
自
の
特
徴
的
な
文
化
を
有
し
、
互

い
に
温
泉
と
い
っ
た
観
光
資
源
を
持
つ
N
Z

と
日
本
。
そ
の
両
国
が
ど
の
よ
う
に
S
T
の

「
標
準
化
」
と
向
き
合
い
、
ど
こ
ま
で
を
受

け
入
れ
た
上
で
、
同
時
に
「
局
地
的
」
で
「
固

有
」
な
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
を
実
現
し
て
こ

よ
う
と
し
て
き
た
の
か
。今
回
の
視
察
で
は
、

そ
の
過
程
と
成
果
、課
題
に
着
目
し
な
が
ら
、

各
研
究
員
の
視
点
で
N
Z
観
光
の
今
を
見
て

い
く
こ
と
と
し
た
。

　
各
研
究
員
に
よ
る
視
察
報
告
に
入
る
前

に
、
基
本
情
報
と
し
て
C
O
V
I
D
‐
19
の

パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
が
も
た
ら
し
た
N
Z
観
光
へ

の
影
響
と
回
復
状
況
、
加
え
て
N
Z
観
光
に

係
る
近
年
の
政
策
動
向
の
変
化
に
つ
い
て
整

理
し
て
お
き
た
い
。

　
N
Z
の
観
光
は
、
2
0
1
1
年
2
月
に
発

生
し
た
カ
ン
タ
ベ
リ
ー
地
震
で
一
時
的
な
影

響
を
受
け
た
も
の
の
、
好
調
な
イ
ン
バ
ウ
ン

ド
観
光
に
支
え
ら
れ
、
全
体
的
に
は
右
肩
上

が
り
の
成
長
を
続
け
て
い
た
。
そ
の
半
数
以

上
は
隣
国
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
か
ら
の
訪
問
者

で
あ
っ
た
が
、
近
年
で
は
中
国
か
ら
の
訪
問

も
増
え
て
い
る
状
況
で
あ
っ
た
。
そ
う
し
た

状
況
が
、
2
0
2
0
年
の
年
明
け
以
降
、

C
O
V
I
D
‐
19
に
よ
っ
て
世
界
中
の
観
光

地
と
同
様
に
N
Z
の
観
光
地
も
未
曽
有
の
大

打
撃
を
受
け
る
こ
と
と
な
る
。
特
に
N
Z
は

当
初
か
ら
「
ゼ
ロ
コ
ロ
ナ
戦
略
」
と
呼
ば
れ
る

極
め
て
厳
格
な
感
染
対
策
を
取
っ
て
い
た
た

め
、
そ
の
影
響
は
さ
ら
に
大
き
い
も
の
で

あ
っ
た
。

　
世
界
的
な
感
染
の
拡
大
以
降
、
ま
ず
水
際

対
策
と
し
て
の
入
国
制
限
に
つ
い
て
は
、

2
0
2
0
年
5
月
以
降
、
長
い
期
間
に
わ

た
っ
て
国
境
を
閉
鎖
す
る
方
針
が
示
さ
れ

た
。
そ
の
方
針
が
一
部
緩
和
さ
れ
た
の
は
約

1
年
後
の
2
0
2
1
年
4
月
で
、
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
か
ら
の
入
国
者
に
対
す
る
隔
離
措
置

を
免
除
す
る
こ
と
と
な
り
、
特
定
の
国
・
地

域
と
の
間
の
み
で
相
互
の
移
動
を
認
め
る

「
ト
ラ
ベ
ル
・
バ
ブ
ル
」
を
世
界
の
中
で
も
早

く
に
実
現
さ
せ
た
（
た
だ
し
、
デ
ル
タ
変
異

株
の
拡
散
に
よ
り
7
月
に
中
止
）。
そ
の
後
、

3
1

1
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ニ
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ニュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
視
察
の

全
体
像
と
政
策
動
向

大
化
さ
せ
る
た
め
、
地
域
単
位
で
デ
ス
テ
ィ

ネ
ー
シ
ョ
ン
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
計
画
を
策
定

す
る
こ
と
を
盛
り
込
む
よ
う
に
求
め
て
お

り
、地
域
の
自
律
性
を
よ
り
高
め
る
こ
と
で
、

局
地
的
か
つ
固
有
の
S
T
の
課
題
解
決
を
図

る
動
き
と
し
て
も
理
解
で
き
る
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。

　
今
回
訪
問
し
た
カ
イ
コ
ウ
ラ
地
区
に
お
い

て
も
、
同
方
針
に
基
づ
い
て
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー

シ
ョ
ン
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
計
画
を
策
定
し
て

お
り
、
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
で
観
光
が
フ
リ
ー
ズ

し
た
期
間
に
お
い
て
関
係
者
間
の
徹
底
的
な

議
論
や
住
民
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
繰
り
返

し
、「
従
来
型
観
光
」
の
存
続
か
ら
「
新
し
い

モ
デ
ル
」
に
よ
る
持
続
可
能
性
の
追
求
に
議

論
を
発
展
さ
せ
る
こ
と
で
、
復
興
を
機
会
と

し
た
地
域
社
会
と
観
光
の
よ
り
よ
い
関
係
構

築
を
目
指
し
た
同
地
域
の
取
組
に
つ
い
て
話

を
聞
く
こ
と
が
で
き
た
。

　
私
自
身
は
今
秋
で
4
度
目
の
N
Z
へ
の
視

察
訪
問
と
な
っ
た
が
、今
回
は
、パ
ン
デ
ミ
ッ

ク
を
経
た
観
光
事
業
者
、
地
方
自
治
体
、
そ

し
て
観
光
局
か
ら
改
め
て
現
在
の
状
況
及
び

今
後
に
向
け
た
思
い
に
つ
い
て
聞
き
取
る
こ

と
が
で
き
た
。
そ
の
中
で
、「
カ
イ
テ
ィ
ア

キ
タ
ン
ガ
（K

A
IT
IA
K
IT
A
N
G
A

）」
と
い

う
同
じ
ワ
ー
ド
を
、
行
政
と
民
間
事
業
者
を

通
し
、
そ
し
て
初
め
て
N
Z
を
訪
れ
た
10
年

前
か
ら
今
回
に
至
る
ま
で
、
い
ず
れ
の
場
面

で
も
聞
け
た
こ
と
は
、正
直
驚
き
で
あ
っ
た
。

カ
イ
テ
ィ
ア
キ
タ
ン
ガ
は
マ
オ
リ
の
言
葉

で
、
英
語
で
は
「gu

ard
ian

sh
ip

（
後
見
・

保
護
）」
あ
る
い
は
「su

stain
ab
ility

（
持

続
可
能
性
）」
と
訳
さ
れ
る
も
の
で
、
以
前

の
政
府
戦
略
か
ら
現
在
の
戦
略
に
至
る
ま
で

観
光
推
進
に
お
け
る
「K

E
Y
 V
A
L
U
E

（
重

要
な
価
値
基
準
）」
と
し
て
掲
げ
ら
れ
て
い

る
。
こ
う
し
た
標
語
は
、
と
も
す
る
と
「
掲

げ
ら
れ
て
終
わ
り
」
な
形
式
的
、
あ
る
い
は

一
時
的
な
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の
形
に
な
り
が

ち
だ
が
、
私
が
話
し
た
行
政
職
員
は
観
光
戦

略
を
理
解
す
る
上
で
の
要
と
し
て
カ
イ
テ
ィ

ア
キ
タ
ン
ガ
を
語
り
、
民
間
事
業
者
は
自
社

の
S
T
の
取
組
を
説
明
す
る
上
で
、
N
Z
に

は
そ
も
そ
も
カ
イ
テ
ィ
ア
キ
タ
ン
ガ
と
い
う

考
え
方
が
あ
る
と
語
っ
て
い
た
。

　
S
T
の
社
会
実
装
を
図
る
、
つ
ま
り
市
場

（
需
要
側
）
と
観
光
セ
ク
タ
ー
（
供
給
側
）
の

双
方
に
S
T
の
参
画
者
を
増
や
し
て
社
会
的

な
波
及
効
果
を
生
ん
で
い
く
た
め
に
は
、
需

給
双
方
の
規
模
を
一
定
以
上
に
増
や
し
た
上

で
経
済
原
理
を
働
か
せ
る
よ
う
な
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
的
な
視
点
が
欠
か
せ
な
い
一
方

で
、
国
内
観
光
地
に
お
い
て
は
そ
こ
に
到
達

す
る
ま
で
が
難
し
い
と
い
う
話
を
よ
く
聞

く
。
そ
の
ブ
レ
ー
ク
ス
ル
ー
に
お
い
て
、

N
Z
流
の
価
値
観
や
考
え
方
か
ら
呼
び
か
け

て
仲
間
を
増
や
し
て
い
く
「
共
感
型
」
の
プ

ロ
セ
ス
は
非
常
に
参
考
に
な
る
の
で
は
な
い

か
と
考
え
て
い
る
。

ワ
ク
チ
ン
接
種
を
要
件
と
し
た
入
国
許
可

や
、
ホ
テ
ル
で
の
隔
離
期
間
の
短
縮
な
ど
の

段
階
的
な
条
件
の
緩
和
を
経
て
、
2
0
2
4

年
1
月
現
在
、
予
防
接
種
と
検
査
の
要
件
は

す
べ
て
撤
廃
さ
れ
て
い
る
。

　
一
方
、
国
内
移
動
に
関
し
て
は
、
2
0
2
0

年
3
月
か
ら
約
1
か
月
に
わ
た
っ
て「
ロ
ッ
ク

ダ
ウ
ン
」（
不
可
欠
な
移
動
以
外
は
自
宅
待
機
）

が
行
わ
れ
、
そ
の
後
も
ゼ
ロ
コ
ロ
ナ
戦
略
に

基
づ
い
て
、
感
染
者
が
確
認
さ
れ
る
度
に
全

国
あ
る
い
は
都
市
単
位
で
の
ロ
ッ
ク
ダ
ウ
ン

が
繰
り
返
さ
れ
る
な
ど
非
常
に
厳
し
い
感
染

防
止
対
策
が
取
ら
れ
た
。
し
か
し
、

2
0
2
1
年
10
月
、
新
た
な
感
染
増
加
へ
の

対
応
が
困
難
と
な
っ
て
き
た
こ
と
で
ゼ
ロ
コ

ロ
ナ
戦
略
の
継
続
を
断
念
し
、
C
O
V
I
D
‐

19
と
の
共
生
へ
と
方
針
転
換
が
図
ら
れ
た
。

以
降
は
、
国
内
移
動
に
関
し
て
も
段
階
的
に

規
制
が
緩
和
さ
れ
て
い
っ
た
。

　
こ
う
し
た
状
況
を
受
け
て
、
イ
ン
バ
ウ
ン

ド
、
国
内
観
光
と
も
に
観
光
客
数
は
一
度
は

基
本
的
に
0
（
ゼ
ロ
）
に
ま
で
落
ち
込
ん
だ
。

そ
の
結
果
、
2
0
1
9
年
度
時
点
で
N
Z
全

体
の
G
D
P
の
5
・
5
％
を
占
め
て
い
た
観

光
業
に
よ
る
収
入
は
、
2
0
2
0
年
度
に
は

2
・
9
％
ま
で
減
少
、
労
働
力
（
観
光
業
直

接
雇
用
）
は
33
％
減
少
、
観
光
収
入
全
体
の

43
％
を
占
め
て
い
た
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
か
ら
の

収
入
は
91
％
減
少
す
る
こ

と
と
な
っ
た
。

　
そ
の
中
で
政
府
は
観
光

業
界
へ
の
幅
広
い
支
援
を

提
供
し
た
。
具
体
的
に
は

従
業
員
に
対
す
る
賃
金
補

助
や
戦
略
的
プ
ロ
グ
ラ
ム

に
対
す
る
資
金
提
供
が
行

わ
れ
た
他
、
国
内
観
光
の

再
興
を
図
る
な
ど
、
観
光

産
業
の
存
続
と
復
興
の
た

め
の
政
策
支
援
を
実
施
。

国
内
観
光
客
に
よ
る
支
出

額
は
既
に
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク

前
の
水
準
を
上
回
っ
た
他
、

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
に
関
し
て

も
日
本
及
び
中
国
か
ら
の

観
光
客
の
戻
り
が
遅
れ
て

い
る
も
の
の
、
全
体
と
し

て
は
ほ
ぼ
戻
り
つ
つ
あ
る

状
況
と
言
え
る（
図
1
）。

　
2
0
1
9
年
以
前
の

N
Z
で
は
、
全
般
的
に
は

好
調
な
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観
光
を
好
意
的
に
受

け
止
め
つ
つ
、
一
部
地
域
に
お
い
て
は
過
密
状

態
が
生
じ
、
観
光
客
の
体
験
の
質
、
環
境
、
地

域
社
会
に
悪
影
響
を
及
ぼ
し
つ
つ
あ
る
こ
と
が

問
題
と
な
っ
て
い
た
。
そ
う
し
た
状
況
を
受
け

て
検
討
、
策
定
さ
れ
た
の
が
、
N
Z
の
観
光
分

野
に
お
け
る
上
位
計
画
で
あ
る「
政
府
観
光
戦

略
（N

e
w
 Z

e
a
la
n
d
-A

o
te
a
r
o
a
 

G
o
vern

m
en
t T

o
u
rism

 S
tra

teg
y

」

（
2
0
1
9
年
5
月
公
表
）で
あ
る
。
N
Z
の
政

府
観
光
戦
略
で
は
、
以
前
の
戦
略
か
ら
通
底

す
る
ビ
ジ
ョ
ン
と
し
て
S
T
の
追
求
を
掲
げ
て

き
た
が
、
本
戦
略
に
お
い
て
も
改
め
て
、
持
続

性
に
は
環
境
、
社
会
、
経
済
的
側
面
が
含
ま
れ

て
お
り
、
相
互
に
ト
レ
ー
ド
オ
フ
さ
れ
る
も
の

で
は
な
く
、
連
携
し
て
機
能
さ
せ
る
観
光
シ
ス

テ
ム
の
重
要
性
を
強
調
し
て
い
る
。

　
そ
の
上
で
今
回
の
戦
略
で
は
、
最
優
先
の

課
題
と
し
て
、「
観
光
シ
ス
テ
ム
の
最
適
化

の
た
め
の
関
係
者
間
の
調
整
（
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
ト
）」、「
長
期
で
持
続
可
能
な
資
金
調

達
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
確
保
」、そ
し
て「
地
域（
デ

ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
）
で
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

の
実
施
」
の
3
つ
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
最

後
の
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
・
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
の
強
化
方
針
で
は
、
S
T
推
進
に
お
け
る

課
題
の
解
決
策
を
「
カ
ス
タ
マ
イ
ズ
」
し
て

各
観
光
地
の
観
光
に
お
け
る
メ
リ
ッ
ト
を
最

　
今
回
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
（
N
Z
）
に

視
察
に
訪
れ
た
目
的
は
、
N
Z
と
日
本
が
持

つ
共
通
点
と
違
い
を
前
提
に
、
サ
ス
テ
ナ
ブ

ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
（
S
T
）
を
社
会
実
装
す
る

上
で
の
ヒ
ン
ト
を
得
る
こ
と
に
置
い
た
。
な

お
、
こ
こ
で
い
う
S
T
は
、
狭
義
の
エ
コ
、

い
わ
ゆ
る
自
然
体
験
や
環
境
配
慮
の
あ
り
方

に
留
ま
る
も
の
で
は
な
く
、
文
化
資
源
を
含

め
た
資
源
管
理
、
地
域
経
済
へ
の
貢
献
も
含

め
た
地
域
社
会
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
の
付
き

合
い
方
等
も
包
含
し
た
総
合
的
な
概
念
と
し

て
の
も
の
で
あ
る
。

　
近
年
、
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
へ
の
対
応
・

対
処
に
つ
い
て
は
、観
光
分
野
の
み
な
ら
ず
、

社
会
全
体
の
あ
ら
ゆ
る
側
面
か
ら
の
要
請
が

急
速
に
高
ま
っ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
観
光

分
野
は
他
領
域
と
比
し
て
も
、
移
動
に
伴
う

温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
や
自
然
資
源
の
損
壊

か
ら
伝
統
文
化
の
変
容
な
ど
、
元
来
サ
ス
テ

ナ
ビ
リ
テ
ィ
に
対
す
る
脅
威
と
な
り
や
す
い

性
質
を
有
し
て
お
り
、さ
ら
に
近
年
は「
オ
ー

バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
」
と
い
う
言
葉
に
よ
っ
て

観
光
が
も
た
ら
す
負
の
影
響
に
対
し
て
更
な

る
関
心
を
集
め
て
い
る
状
況
に
あ
る
。
そ
う

し
た
中
、
S
T
の
実
現
に
向
け
た
グ
ロ
ー
バ

ル
な
動
き
と
し
て
は
、
国
連
世
界
観
光
機
関

（
U
N
W
T
O
）
が
2
0
1
7
年
を
「
開
発
の

た
め
の
持
続
可
能
な
観
光
の
国
際
年
」
と
し

て
S
T
の
推
進
に
取
り
組
ん
だ
他
、
近
年
で

は
U
N
W
T
O
と
国
連
環
境
計
画
（
U
N
E

P
）
の
支
援
を
受
け
て
設
立
さ
れ
た
グ
ロ
ー

バ
ル
・
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
協
議

会
（
G
S
T
C
）
に
よ
っ
て
国
際
基
準
の
導

入
が
進
ん
で
い
る
。
こ
の
よ
う
な
S
T
の
課

題
と
取
組
の
「
標
準
化
」
と
も
い
え
る
動
き

は
、
先
行
ケ
ー
ス
か
ら
の
ノ
ウ
ハ
ウ
の
共
有

に
よ
る
効
果
的
・
効
率
的
な
課
題
解
決
へ
寄

与
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
一
方
で
、
地
域

固
有
の
自
然
・
文
化
資
源
で
あ
っ
た
り
、
そ

れ
ぞ
れ
の
複
雑
な
背
景
・
文
脈
を
持
つ
地
域

社
会
と
の
関
係
性
と
い
っ
た
「
局
地
的
」
で

「
固
有
」
な
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
の
実
現
に

は
ど
れ
ほ
ど
有
効
で
あ
る
の
か
、
そ
こ
に
は

議
論
の
余
地
が
あ
る
。

　
そ
う
い
う
点
で
は
、
同
じ
島
国
と
い
う
地

理
的
条
件
の
中
で
多
様
か
つ
固
有
な
自
然
生

態
系
と
独
自
の
特
徴
的
な
文
化
を
有
し
、
互

い
に
温
泉
と
い
っ
た
観
光
資
源
を
持
つ
N
Z

と
日
本
。
そ
の
両
国
が
ど
の
よ
う
に
S
T
の

「
標
準
化
」
と
向
き
合
い
、
ど
こ
ま
で
を
受

け
入
れ
た
上
で
、
同
時
に
「
局
地
的
」
で
「
固

有
」
な
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
を
実
現
し
て
こ

よ
う
と
し
て
き
た
の
か
。今
回
の
視
察
で
は
、

そ
の
過
程
と
成
果
、課
題
に
着
目
し
な
が
ら
、

各
研
究
員
の
視
点
で
N
Z
観
光
の
今
を
見
て

い
く
こ
と
と
し
た
。

　
各
研
究
員
に
よ
る
視
察
報
告
に
入
る
前

に
、
基
本
情
報
と
し
て
C
O
V
I
D
‐
19
の

パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
が
も
た
ら
し
た
N
Z
観
光
へ

の
影
響
と
回
復
状
況
、
加
え
て
N
Z
観
光
に

係
る
近
年
の
政
策
動
向
の
変
化
に
つ
い
て
整

理
し
て
お
き
た
い
。

　
N
Z
の
観
光
は
、
2
0
1
1
年
2
月
に
発

生
し
た
カ
ン
タ
ベ
リ
ー
地
震
で
一
時
的
な
影

響
を
受
け
た
も
の
の
、
好
調
な
イ
ン
バ
ウ
ン

ド
観
光
に
支
え
ら
れ
、
全
体
的
に
は
右
肩
上

が
り
の
成
長
を
続
け
て
い
た
。
そ
の
半
数
以

上
は
隣
国
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
か
ら
の
訪
問
者

で
あ
っ
た
が
、
近
年
で
は
中
国
か
ら
の
訪
問

も
増
え
て
い
る
状
況
で
あ
っ
た
。
そ
う
し
た

状
況
が
、
2
0
2
0
年
の
年
明
け
以
降
、

C
O
V
I
D
‐
19
に
よ
っ
て
世
界
中
の
観
光

地
と
同
様
に
N
Z
の
観
光
地
も
未
曽
有
の
大

打
撃
を
受
け
る
こ
と
と
な
る
。
特
に
N
Z
は

当
初
か
ら
「
ゼ
ロ
コ
ロ
ナ
戦
略
」
と
呼
ば
れ
る

極
め
て
厳
格
な
感
染
対
策
を
取
っ
て
い
た
た

め
、
そ
の
影
響
は
さ
ら
に
大
き
い
も
の
で

あ
っ
た
。

　
世
界
的
な
感
染
の
拡
大
以
降
、
ま
ず
水
際

対
策
と
し
て
の
入
国
制
限
に
つ
い
て
は
、

2
0
2
0
年
5
月
以
降
、
長
い
期
間
に
わ

た
っ
て
国
境
を
閉
鎖
す
る
方
針
が
示
さ
れ

た
。
そ
の
方
針
が
一
部
緩
和
さ
れ
た
の
は
約

1
年
後
の
2
0
2
1
年
4
月
で
、
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
か
ら
の
入
国
者
に
対
す
る
隔
離
措
置

を
免
除
す
る
こ
と
と
な
り
、
特
定
の
国
・
地

域
と
の
間
の
み
で
相
互
の
移
動
を
認
め
る

「
ト
ラ
ベ
ル
・
バ
ブ
ル
」
を
世
界
の
中
で
も
早

く
に
実
現
さ
せ
た
（
た
だ
し
、
デ
ル
タ
変
異

株
の
拡
散
に
よ
り
7
月
に
中
止
）。
そ
の
後
、

3
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図 1 NZにおけるインバウンドの受入状況（2023年8月時点）

大
化
さ
せ
る
た
め
、
地
域
単
位
で
デ
ス
テ
ィ

ネ
ー
シ
ョ
ン
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
計
画
を
策
定

す
る
こ
と
を
盛
り
込
む
よ
う
に
求
め
て
お

り
、地
域
の
自
律
性
を
よ
り
高
め
る
こ
と
で
、

局
地
的
か
つ
固
有
の
S
T
の
課
題
解
決
を
図

る
動
き
と
し
て
も
理
解
で
き
る
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。

　
今
回
訪
問
し
た
カ
イ
コ
ウ
ラ
地
区
に
お
い

て
も
、
同
方
針
に
基
づ
い
て
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー

シ
ョ
ン
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
計
画
を
策
定
し
て

お
り
、
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
で
観
光
が
フ
リ
ー
ズ

し
た
期
間
に
お
い
て
関
係
者
間
の
徹
底
的
な

議
論
や
住
民
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
繰
り
返

し
、「
従
来
型
観
光
」
の
存
続
か
ら
「
新
し
い

モ
デ
ル
」
に
よ
る
持
続
可
能
性
の
追
求
に
議

論
を
発
展
さ
せ
る
こ
と
で
、
復
興
を
機
会
と

し
た
地
域
社
会
と
観
光
の
よ
り
よ
い
関
係
構

築
を
目
指
し
た
同
地
域
の
取
組
に
つ
い
て
話

を
聞
く
こ
と
が
で
き
た
。

　
私
自
身
は
今
秋
で
4
度
目
の
N
Z
へ
の
視

察
訪
問
と
な
っ
た
が
、今
回
は
、パ
ン
デ
ミ
ッ

ク
を
経
た
観
光
事
業
者
、
地
方
自
治
体
、
そ

し
て
観
光
局
か
ら
改
め
て
現
在
の
状
況
及
び

今
後
に
向
け
た
思
い
に
つ
い
て
聞
き
取
る
こ

と
が
で
き
た
。
そ
の
中
で
、「
カ
イ
テ
ィ
ア

キ
タ
ン
ガ
（K

A
IT
IA
K
IT
A
N
G
A

）」
と
い

う
同
じ
ワ
ー
ド
を
、
行
政
と
民
間
事
業
者
を

通
し
、
そ
し
て
初
め
て
N
Z
を
訪
れ
た
10
年

前
か
ら
今
回
に
至
る
ま
で
、
い
ず
れ
の
場
面

で
も
聞
け
た
こ
と
は
、正
直
驚
き
で
あ
っ
た
。

カ
イ
テ
ィ
ア
キ
タ
ン
ガ
は
マ
オ
リ
の
言
葉

で
、
英
語
で
は
「gu

ard
ian

sh
ip

（
後
見
・

保
護
）」
あ
る
い
は
「su

stain
ab
ility

（
持

続
可
能
性
）」
と
訳
さ
れ
る
も
の
で
、
以
前

の
政
府
戦
略
か
ら
現
在
の
戦
略
に
至
る
ま
で

観
光
推
進
に
お
け
る
「K

E
Y
 V
A
L
U
E

（
重

要
な
価
値
基
準
）」
と
し
て
掲
げ
ら
れ
て
い

る
。
こ
う
し
た
標
語
は
、
と
も
す
る
と
「
掲

げ
ら
れ
て
終
わ
り
」
な
形
式
的
、
あ
る
い
は

一
時
的
な
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の
形
に
な
り
が

ち
だ
が
、
私
が
話
し
た
行
政
職
員
は
観
光
戦

略
を
理
解
す
る
上
で
の
要
と
し
て
カ
イ
テ
ィ

ア
キ
タ
ン
ガ
を
語
り
、
民
間
事
業
者
は
自
社

の
S
T
の
取
組
を
説
明
す
る
上
で
、
N
Z
に

は
そ
も
そ
も
カ
イ
テ
ィ
ア
キ
タ
ン
ガ
と
い
う

考
え
方
が
あ
る
と
語
っ
て
い
た
。

　
S
T
の
社
会
実
装
を
図
る
、
つ
ま
り
市
場

（
需
要
側
）
と
観
光
セ
ク
タ
ー
（
供
給
側
）
の

双
方
に
S
T
の
参
画
者
を
増
や
し
て
社
会
的

な
波
及
効
果
を
生
ん
で
い
く
た
め
に
は
、
需

給
双
方
の
規
模
を
一
定
以
上
に
増
や
し
た
上

で
経
済
原
理
を
働
か
せ
る
よ
う
な
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
的
な
視
点
が
欠
か
せ
な
い
一
方

で
、
国
内
観
光
地
に
お
い
て
は
そ
こ
に
到
達

す
る
ま
で
が
難
し
い
と
い
う
話
を
よ
く
聞

く
。
そ
の
ブ
レ
ー
ク
ス
ル
ー
に
お
い
て
、

N
Z
流
の
価
値
観
や
考
え
方
か
ら
呼
び
か
け

て
仲
間
を
増
や
し
て
い
く
「
共
感
型
」
の
プ

ロ
セ
ス
は
非
常
に
参
考
に
な
る
の
で
は
な
い

か
と
考
え
て
い
る
。

ワ
ク
チ
ン
接
種
を
要
件
と
し
た
入
国
許
可

や
、
ホ
テ
ル
で
の
隔
離
期
間
の
短
縮
な
ど
の

段
階
的
な
条
件
の
緩
和
を
経
て
、
2
0
2
4

年
1
月
現
在
、
予
防
接
種
と
検
査
の
要
件
は

す
べ
て
撤
廃
さ
れ
て
い
る
。

　
一
方
、
国
内
移
動
に
関
し
て
は
、
2
0
2
0

年
3
月
か
ら
約
1
か
月
に
わ
た
っ
て「
ロ
ッ
ク

ダ
ウ
ン
」（
不
可
欠
な
移
動
以
外
は
自
宅
待
機
）

が
行
わ
れ
、
そ
の
後
も
ゼ
ロ
コ
ロ
ナ
戦
略
に

基
づ
い
て
、
感
染
者
が
確
認
さ
れ
る
度
に
全

国
あ
る
い
は
都
市
単
位
で
の
ロ
ッ
ク
ダ
ウ
ン

が
繰
り
返
さ
れ
る
な
ど
非
常
に
厳
し
い
感
染

防
止
対
策
が
取
ら
れ
た
。
し
か
し
、

2
0
2
1
年
10
月
、
新
た
な
感
染
増
加
へ
の

対
応
が
困
難
と
な
っ
て
き
た
こ
と
で
ゼ
ロ
コ

ロ
ナ
戦
略
の
継
続
を
断
念
し
、
C
O
V
I
D
‐

19
と
の
共
生
へ
と
方
針
転
換
が
図
ら
れ
た
。

以
降
は
、
国
内
移
動
に
関
し
て
も
段
階
的
に

規
制
が
緩
和
さ
れ
て
い
っ
た
。

　
こ
う
し
た
状
況
を
受
け
て
、
イ
ン
バ
ウ
ン

ド
、
国
内
観
光
と
も
に
観
光
客
数
は
一
度
は

基
本
的
に
0
（
ゼ
ロ
）
に
ま
で
落
ち
込
ん
だ
。

そ
の
結
果
、
2
0
1
9
年
度
時
点
で
N
Z
全

体
の
G
D
P
の
5
・
5
％
を
占
め
て
い
た
観

光
業
に
よ
る
収
入
は
、
2
0
2
0
年
度
に
は

2
・
9
％
ま
で
減
少
、
労
働
力
（
観
光
業
直

接
雇
用
）
は
33
％
減
少
、
観
光
収
入
全
体
の

43
％
を
占
め
て
い
た
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
か
ら
の

収
入
は
91
％
減
少
す
る
こ

と
と
な
っ
た
。

　
そ
の
中
で
政
府
は
観
光

業
界
へ
の
幅
広
い
支
援
を

提
供
し
た
。
具
体
的
に
は

従
業
員
に
対
す
る
賃
金
補

助
や
戦
略
的
プ
ロ
グ
ラ
ム

に
対
す
る
資
金
提
供
が
行

わ
れ
た
他
、
国
内
観
光
の

再
興
を
図
る
な
ど
、
観
光

産
業
の
存
続
と
復
興
の
た

め
の
政
策
支
援
を
実
施
。

国
内
観
光
客
に
よ
る
支
出

額
は
既
に
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク

前
の
水
準
を
上
回
っ
た
他
、

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
に
関
し
て

も
日
本
及
び
中
国
か
ら
の

観
光
客
の
戻
り
が
遅
れ
て

い
る
も
の
の
、
全
体
と
し

て
は
ほ
ぼ
戻
り
つ
つ
あ
る

状
況
と
言
え
る（
図
1
）。

　
2
0
1
9
年
以
前
の

N
Z
で
は
、
全
般
的
に
は

好
調
な
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観
光
を
好
意
的
に
受

け
止
め
つ
つ
、
一
部
地
域
に
お
い
て
は
過
密
状

態
が
生
じ
、
観
光
客
の
体
験
の
質
、
環
境
、
地

域
社
会
に
悪
影
響
を
及
ぼ
し
つ
つ
あ
る
こ
と
が

問
題
と
な
っ
て
い
た
。
そ
う
し
た
状
況
を
受
け

て
検
討
、
策
定
さ
れ
た
の
が
、
N
Z
の
観
光
分

野
に
お
け
る
上
位
計
画
で
あ
る「
政
府
観
光
戦

略
（N

e
w
 Z

e
a
la
n
d
-A

o
te
a
r
o
a
 

G
o
vern

m
en
t T

o
u
rism

 S
tra

teg
y

」

（
2
0
1
9
年
5
月
公
表
）で
あ
る
。
N
Z
の
政

府
観
光
戦
略
で
は
、
以
前
の
戦
略
か
ら
通
底

す
る
ビ
ジ
ョ
ン
と
し
て
S
T
の
追
求
を
掲
げ
て

き
た
が
、
本
戦
略
に
お
い
て
も
改
め
て
、
持
続

性
に
は
環
境
、
社
会
、
経
済
的
側
面
が
含
ま
れ

て
お
り
、
相
互
に
ト
レ
ー
ド
オ
フ
さ
れ
る
も
の

で
は
な
く
、
連
携
し
て
機
能
さ
せ
る
観
光
シ
ス

テ
ム
の
重
要
性
を
強
調
し
て
い
る
。

　
そ
の
上
で
今
回
の
戦
略
で
は
、
最
優
先
の

課
題
と
し
て
、「
観
光
シ
ス
テ
ム
の
最
適
化

の
た
め
の
関
係
者
間
の
調
整
（
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
ト
）」、「
長
期
で
持
続
可
能
な
資
金
調

達
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
確
保
」、そ
し
て「
地
域（
デ

ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
）
で
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

の
実
施
」
の
3
つ
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
最

後
の
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
・
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
の
強
化
方
針
で
は
、
S
T
推
進
に
お
け
る

課
題
の
解
決
策
を
「
カ
ス
タ
マ
イ
ズ
」
し
て

各
観
光
地
の
観
光
に
お
け
る
メ
リ
ッ
ト
を
最

　
今
回
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
（
N
Z
）
に

視
察
に
訪
れ
た
目
的
は
、
N
Z
と
日
本
が
持

つ
共
通
点
と
違
い
を
前
提
に
、
サ
ス
テ
ナ
ブ

ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
（
S
T
）
を
社
会
実
装
す
る

上
で
の
ヒ
ン
ト
を
得
る
こ
と
に
置
い
た
。
な

お
、
こ
こ
で
い
う
S
T
は
、
狭
義
の
エ
コ
、

い
わ
ゆ
る
自
然
体
験
や
環
境
配
慮
の
あ
り
方

に
留
ま
る
も
の
で
は
な
く
、
文
化
資
源
を
含

め
た
資
源
管
理
、
地
域
経
済
へ
の
貢
献
も
含

め
た
地
域
社
会
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
の
付
き

合
い
方
等
も
包
含
し
た
総
合
的
な
概
念
と
し

て
の
も
の
で
あ
る
。

　
近
年
、
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
へ
の
対
応
・

対
処
に
つ
い
て
は
、観
光
分
野
の
み
な
ら
ず
、

社
会
全
体
の
あ
ら
ゆ
る
側
面
か
ら
の
要
請
が

急
速
に
高
ま
っ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
観
光

分
野
は
他
領
域
と
比
し
て
も
、
移
動
に
伴
う

温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
や
自
然
資
源
の
損
壊

か
ら
伝
統
文
化
の
変
容
な
ど
、
元
来
サ
ス
テ

ナ
ビ
リ
テ
ィ
に
対
す
る
脅
威
と
な
り
や
す
い

性
質
を
有
し
て
お
り
、さ
ら
に
近
年
は「
オ
ー

バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
」
と
い
う
言
葉
に
よ
っ
て

観
光
が
も
た
ら
す
負
の
影
響
に
対
し
て
更
な

る
関
心
を
集
め
て
い
る
状
況
に
あ
る
。
そ
う

し
た
中
、
S
T
の
実
現
に
向
け
た
グ
ロ
ー
バ

ル
な
動
き
と
し
て
は
、
国
連
世
界
観
光
機
関

（
U
N
W
T
O
）
が
2
0
1
7
年
を
「
開
発
の

た
め
の
持
続
可
能
な
観
光
の
国
際
年
」
と
し

て
S
T
の
推
進
に
取
り
組
ん
だ
他
、
近
年
で

は
U
N
W
T
O
と
国
連
環
境
計
画
（
U
N
E

P
）
の
支
援
を
受
け
て
設
立
さ
れ
た
グ
ロ
ー

バ
ル
・
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
協
議

会
（
G
S
T
C
）
に
よ
っ
て
国
際
基
準
の
導

入
が
進
ん
で
い
る
。
こ
の
よ
う
な
S
T
の
課

題
と
取
組
の
「
標
準
化
」
と
も
い
え
る
動
き

は
、
先
行
ケ
ー
ス
か
ら
の
ノ
ウ
ハ
ウ
の
共
有

に
よ
る
効
果
的
・
効
率
的
な
課
題
解
決
へ
寄

与
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
一
方
で
、
地
域

固
有
の
自
然
・
文
化
資
源
で
あ
っ
た
り
、
そ

れ
ぞ
れ
の
複
雑
な
背
景
・
文
脈
を
持
つ
地
域

社
会
と
の
関
係
性
と
い
っ
た
「
局
地
的
」
で

「
固
有
」
な
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
の
実
現
に

は
ど
れ
ほ
ど
有
効
で
あ
る
の
か
、
そ
こ
に
は

議
論
の
余
地
が
あ
る
。

　
そ
う
い
う
点
で
は
、
同
じ
島
国
と
い
う
地

理
的
条
件
の
中
で
多
様
か
つ
固
有
な
自
然
生

態
系
と
独
自
の
特
徴
的
な
文
化
を
有
し
、
互

い
に
温
泉
と
い
っ
た
観
光
資
源
を
持
つ
N
Z

と
日
本
。
そ
の
両
国
が
ど
の
よ
う
に
S
T
の

「
標
準
化
」
と
向
き
合
い
、
ど
こ
ま
で
を
受

け
入
れ
た
上
で
、
同
時
に
「
局
地
的
」
で
「
固

有
」
な
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
を
実
現
し
て
こ

よ
う
と
し
て
き
た
の
か
。今
回
の
視
察
で
は
、

そ
の
過
程
と
成
果
、課
題
に
着
目
し
な
が
ら
、

各
研
究
員
の
視
点
で
N
Z
観
光
の
今
を
見
て

い
く
こ
と
と
し
た
。

　
各
研
究
員
に
よ
る
視
察
報
告
に
入
る
前

に
、
基
本
情
報
と
し
て
C
O
V
I
D
‐
19
の

パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
が
も
た
ら
し
た
N
Z
観
光
へ

の
影
響
と
回
復
状
況
、
加
え
て
N
Z
観
光
に

係
る
近
年
の
政
策
動
向
の
変
化
に
つ
い
て
整

理
し
て
お
き
た
い
。

　
N
Z
の
観
光
は
、
2
0
1
1
年
2
月
に
発

生
し
た
カ
ン
タ
ベ
リ
ー
地
震
で
一
時
的
な
影

響
を
受
け
た
も
の
の
、
好
調
な
イ
ン
バ
ウ
ン

ド
観
光
に
支
え
ら
れ
、
全
体
的
に
は
右
肩
上

が
り
の
成
長
を
続
け
て
い
た
。
そ
の
半
数
以

上
は
隣
国
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
か
ら
の
訪
問
者

で
あ
っ
た
が
、
近
年
で
は
中
国
か
ら
の
訪
問

も
増
え
て
い
る
状
況
で
あ
っ
た
。
そ
う
し
た

状
況
が
、
2
0
2
0
年
の
年
明
け
以
降
、

C
O
V
I
D
‐
19
に
よ
っ
て
世
界
中
の
観
光

地
と
同
様
に
N
Z
の
観
光
地
も
未
曽
有
の
大

打
撃
を
受
け
る
こ
と
と
な
る
。
特
に
N
Z
は

当
初
か
ら
「
ゼ
ロ
コ
ロ
ナ
戦
略
」
と
呼
ば
れ
る

極
め
て
厳
格
な
感
染
対
策
を
取
っ
て
い
た
た

め
、
そ
の
影
響
は
さ
ら
に
大
き
い
も
の
で

あ
っ
た
。

　
世
界
的
な
感
染
の
拡
大
以
降
、
ま
ず
水
際

対
策
と
し
て
の
入
国
制
限
に
つ
い
て
は
、

2
0
2
0
年
5
月
以
降
、
長
い
期
間
に
わ

た
っ
て
国
境
を
閉
鎖
す
る
方
針
が
示
さ
れ

た
。
そ
の
方
針
が
一
部
緩
和
さ
れ
た
の
は
約

1
年
後
の
2
0
2
1
年
4
月
で
、
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
か
ら
の
入
国
者
に
対
す
る
隔
離
措
置

を
免
除
す
る
こ
と
と
な
り
、
特
定
の
国
・
地

域
と
の
間
の
み
で
相
互
の
移
動
を
認
め
る

「
ト
ラ
ベ
ル
・
バ
ブ
ル
」
を
世
界
の
中
で
も
早

く
に
実
現
さ
せ
た
（
た
だ
し
、
デ
ル
タ
変
異

株
の
拡
散
に
よ
り
7
月
に
中
止
）。
そ
の
後
、

3
．近
年
の

政
策
動
向

の
変
化

4
．視
察
を
終
え
て

今回訪れたカイコウラの海岸線

ニュージーランドにおけるサステナブルツーリズム3
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図 1 NZにおけるインバウンドの受入状況（2023年8月時点）

大
化
さ
せ
る
た
め
、
地
域
単
位
で
デ
ス
テ
ィ

ネ
ー
シ
ョ
ン
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
計
画
を
策
定

す
る
こ
と
を
盛
り
込
む
よ
う
に
求
め
て
お

り
、地
域
の
自
律
性
を
よ
り
高
め
る
こ
と
で
、

局
地
的
か
つ
固
有
の
S
T
の
課
題
解
決
を
図

る
動
き
と
し
て
も
理
解
で
き
る
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。

　
今
回
訪
問
し
た
カ
イ
コ
ウ
ラ
地
区
に
お
い

て
も
、
同
方
針
に
基
づ
い
て
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー

シ
ョ
ン
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
計
画
を
策
定
し
て

お
り
、
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
で
観
光
が
フ
リ
ー
ズ

し
た
期
間
に
お
い
て
関
係
者
間
の
徹
底
的
な

議
論
や
住
民
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
繰
り
返

し
、「
従
来
型
観
光
」
の
存
続
か
ら
「
新
し
い

モ
デ
ル
」
に
よ
る
持
続
可
能
性
の
追
求
に
議

論
を
発
展
さ
せ
る
こ
と
で
、
復
興
を
機
会
と

し
た
地
域
社
会
と
観
光
の
よ
り
よ
い
関
係
構

築
を
目
指
し
た
同
地
域
の
取
組
に
つ
い
て
話

を
聞
く
こ
と
が
で
き
た
。

　
私
自
身
は
今
秋
で
4
度
目
の
N
Z
へ
の
視

察
訪
問
と
な
っ
た
が
、今
回
は
、パ
ン
デ
ミ
ッ

ク
を
経
た
観
光
事
業
者
、
地
方
自
治
体
、
そ

し
て
観
光
局
か
ら
改
め
て
現
在
の
状
況
及
び

今
後
に
向
け
た
思
い
に
つ
い
て
聞
き
取
る
こ

と
が
で
き
た
。
そ
の
中
で
、「
カ
イ
テ
ィ
ア

キ
タ
ン
ガ
（K

A
IT
IA
K
IT
A
N
G
A

）」
と
い

う
同
じ
ワ
ー
ド
を
、
行
政
と
民
間
事
業
者
を

通
し
、
そ
し
て
初
め
て
N
Z
を
訪
れ
た
10
年

前
か
ら
今
回
に
至
る
ま
で
、
い
ず
れ
の
場
面

で
も
聞
け
た
こ
と
は
、正
直
驚
き
で
あ
っ
た
。

カ
イ
テ
ィ
ア
キ
タ
ン
ガ
は
マ
オ
リ
の
言
葉

で
、
英
語
で
は
「gu

ard
ian

sh
ip

（
後
見
・

保
護
）」
あ
る
い
は
「su

stain
ab
ility

（
持

続
可
能
性
）」
と
訳
さ
れ
る
も
の
で
、
以
前

の
政
府
戦
略
か
ら
現
在
の
戦
略
に
至
る
ま
で

観
光
推
進
に
お
け
る
「K

E
Y
 V
A
L
U
E

（
重

要
な
価
値
基
準
）」
と
し
て
掲
げ
ら
れ
て
い

る
。
こ
う
し
た
標
語
は
、
と
も
す
る
と
「
掲

げ
ら
れ
て
終
わ
り
」
な
形
式
的
、
あ
る
い
は

一
時
的
な
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の
形
に
な
り
が

ち
だ
が
、
私
が
話
し
た
行
政
職
員
は
観
光
戦

略
を
理
解
す
る
上
で
の
要
と
し
て
カ
イ
テ
ィ

ア
キ
タ
ン
ガ
を
語
り
、
民
間
事
業
者
は
自
社

の
S
T
の
取
組
を
説
明
す
る
上
で
、
N
Z
に

は
そ
も
そ
も
カ
イ
テ
ィ
ア
キ
タ
ン
ガ
と
い
う

考
え
方
が
あ
る
と
語
っ
て
い
た
。

　
S
T
の
社
会
実
装
を
図
る
、
つ
ま
り
市
場

（
需
要
側
）
と
観
光
セ
ク
タ
ー
（
供
給
側
）
の

双
方
に
S
T
の
参
画
者
を
増
や
し
て
社
会
的

な
波
及
効
果
を
生
ん
で
い
く
た
め
に
は
、
需

給
双
方
の
規
模
を
一
定
以
上
に
増
や
し
た
上

で
経
済
原
理
を
働
か
せ
る
よ
う
な
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
的
な
視
点
が
欠
か
せ
な
い
一
方

で
、
国
内
観
光
地
に
お
い
て
は
そ
こ
に
到
達

す
る
ま
で
が
難
し
い
と
い
う
話
を
よ
く
聞

く
。
そ
の
ブ
レ
ー
ク
ス
ル
ー
に
お
い
て
、

N
Z
流
の
価
値
観
や
考
え
方
か
ら
呼
び
か
け

て
仲
間
を
増
や
し
て
い
く
「
共
感
型
」
の
プ

ロ
セ
ス
は
非
常
に
参
考
に
な
る
の
で
は
な
い

か
と
考
え
て
い
る
。

ワ
ク
チ
ン
接
種
を
要
件
と
し
た
入
国
許
可

や
、
ホ
テ
ル
で
の
隔
離
期
間
の
短
縮
な
ど
の

段
階
的
な
条
件
の
緩
和
を
経
て
、
2
0
2
4

年
1
月
現
在
、
予
防
接
種
と
検
査
の
要
件
は

す
べ
て
撤
廃
さ
れ
て
い
る
。

　
一
方
、
国
内
移
動
に
関
し
て
は
、
2
0
2
0

年
3
月
か
ら
約
1
か
月
に
わ
た
っ
て「
ロ
ッ
ク

ダ
ウ
ン
」（
不
可
欠
な
移
動
以
外
は
自
宅
待
機
）

が
行
わ
れ
、
そ
の
後
も
ゼ
ロ
コ
ロ
ナ
戦
略
に

基
づ
い
て
、
感
染
者
が
確
認
さ
れ
る
度
に
全

国
あ
る
い
は
都
市
単
位
で
の
ロ
ッ
ク
ダ
ウ
ン

が
繰
り
返
さ
れ
る
な
ど
非
常
に
厳
し
い
感
染

防
止
対
策
が
取
ら
れ
た
。
し
か
し
、

2
0
2
1
年
10
月
、
新
た
な
感
染
増
加
へ
の

対
応
が
困
難
と
な
っ
て
き
た
こ
と
で
ゼ
ロ
コ

ロ
ナ
戦
略
の
継
続
を
断
念
し
、
C
O
V
I
D
‐

19
と
の
共
生
へ
と
方
針
転
換
が
図
ら
れ
た
。

以
降
は
、
国
内
移
動
に
関
し
て
も
段
階
的
に

規
制
が
緩
和
さ
れ
て
い
っ
た
。

　
こ
う
し
た
状
況
を
受
け
て
、
イ
ン
バ
ウ
ン

ド
、
国
内
観
光
と
も
に
観
光
客
数
は
一
度
は

基
本
的
に
0
（
ゼ
ロ
）
に
ま
で
落
ち
込
ん
だ
。

そ
の
結
果
、
2
0
1
9
年
度
時
点
で
N
Z
全

体
の
G
D
P
の
5
・
5
％
を
占
め
て
い
た
観

光
業
に
よ
る
収
入
は
、
2
0
2
0
年
度
に
は

2
・
9
％
ま
で
減
少
、
労
働
力
（
観
光
業
直

接
雇
用
）
は
33
％
減
少
、
観
光
収
入
全
体
の

43
％
を
占
め
て
い
た
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
か
ら
の

収
入
は
91
％
減
少
す
る
こ

と
と
な
っ
た
。

　
そ
の
中
で
政
府
は
観
光

業
界
へ
の
幅
広
い
支
援
を

提
供
し
た
。
具
体
的
に
は

従
業
員
に
対
す
る
賃
金
補

助
や
戦
略
的
プ
ロ
グ
ラ
ム

に
対
す
る
資
金
提
供
が
行

わ
れ
た
他
、
国
内
観
光
の

再
興
を
図
る
な
ど
、
観
光

産
業
の
存
続
と
復
興
の
た

め
の
政
策
支
援
を
実
施
。

国
内
観
光
客
に
よ
る
支
出

額
は
既
に
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク

前
の
水
準
を
上
回
っ
た
他
、

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
に
関
し
て

も
日
本
及
び
中
国
か
ら
の

観
光
客
の
戻
り
が
遅
れ
て

い
る
も
の
の
、
全
体
と
し

て
は
ほ
ぼ
戻
り
つ
つ
あ
る

状
況
と
言
え
る（
図
1
）。

　
2
0
1
9
年
以
前
の

N
Z
で
は
、
全
般
的
に
は

好
調
な
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観
光
を
好
意
的
に
受

け
止
め
つ
つ
、
一
部
地
域
に
お
い
て
は
過
密
状

態
が
生
じ
、
観
光
客
の
体
験
の
質
、
環
境
、
地

域
社
会
に
悪
影
響
を
及
ぼ
し
つ
つ
あ
る
こ
と
が

問
題
と
な
っ
て
い
た
。
そ
う
し
た
状
況
を
受
け

て
検
討
、
策
定
さ
れ
た
の
が
、
N
Z
の
観
光
分

野
に
お
け
る
上
位
計
画
で
あ
る「
政
府
観
光
戦

略
（N

e
w
 Z

e
a
la
n
d
-A

o
te
a
r
o
a
 

G
o
vern

m
en
t T

o
u
rism

 S
tra

teg
y

」

（
2
0
1
9
年
5
月
公
表
）で
あ
る
。
N
Z
の
政

府
観
光
戦
略
で
は
、
以
前
の
戦
略
か
ら
通
底

す
る
ビ
ジ
ョ
ン
と
し
て
S
T
の
追
求
を
掲
げ
て

き
た
が
、
本
戦
略
に
お
い
て
も
改
め
て
、
持
続

性
に
は
環
境
、
社
会
、
経
済
的
側
面
が
含
ま
れ

て
お
り
、
相
互
に
ト
レ
ー
ド
オ
フ
さ
れ
る
も
の

で
は
な
く
、
連
携
し
て
機
能
さ
せ
る
観
光
シ
ス

テ
ム
の
重
要
性
を
強
調
し
て
い
る
。

　
そ
の
上
で
今
回
の
戦
略
で
は
、
最
優
先
の

課
題
と
し
て
、「
観
光
シ
ス
テ
ム
の
最
適
化

の
た
め
の
関
係
者
間
の
調
整
（
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
ト
）」、「
長
期
で
持
続
可
能
な
資
金
調

達
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
確
保
」、そ
し
て「
地
域（
デ

ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
）
で
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

の
実
施
」
の
3
つ
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
最

後
の
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
・
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
の
強
化
方
針
で
は
、
S
T
推
進
に
お
け
る

課
題
の
解
決
策
を
「
カ
ス
タ
マ
イ
ズ
」
し
て

各
観
光
地
の
観
光
に
お
け
る
メ
リ
ッ
ト
を
最

　
今
回
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
（
N
Z
）
に

視
察
に
訪
れ
た
目
的
は
、
N
Z
と
日
本
が
持

つ
共
通
点
と
違
い
を
前
提
に
、
サ
ス
テ
ナ
ブ

ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
（
S
T
）
を
社
会
実
装
す
る

上
で
の
ヒ
ン
ト
を
得
る
こ
と
に
置
い
た
。
な

お
、
こ
こ
で
い
う
S
T
は
、
狭
義
の
エ
コ
、

い
わ
ゆ
る
自
然
体
験
や
環
境
配
慮
の
あ
り
方

に
留
ま
る
も
の
で
は
な
く
、
文
化
資
源
を
含

め
た
資
源
管
理
、
地
域
経
済
へ
の
貢
献
も
含

め
た
地
域
社
会
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
の
付
き

合
い
方
等
も
包
含
し
た
総
合
的
な
概
念
と
し

て
の
も
の
で
あ
る
。

　
近
年
、
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
へ
の
対
応
・

対
処
に
つ
い
て
は
、観
光
分
野
の
み
な
ら
ず
、

社
会
全
体
の
あ
ら
ゆ
る
側
面
か
ら
の
要
請
が

急
速
に
高
ま
っ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
観
光

分
野
は
他
領
域
と
比
し
て
も
、
移
動
に
伴
う

温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
や
自
然
資
源
の
損
壊

か
ら
伝
統
文
化
の
変
容
な
ど
、
元
来
サ
ス
テ

ナ
ビ
リ
テ
ィ
に
対
す
る
脅
威
と
な
り
や
す
い

性
質
を
有
し
て
お
り
、さ
ら
に
近
年
は「
オ
ー

バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
」
と
い
う
言
葉
に
よ
っ
て

観
光
が
も
た
ら
す
負
の
影
響
に
対
し
て
更
な

る
関
心
を
集
め
て
い
る
状
況
に
あ
る
。
そ
う

し
た
中
、
S
T
の
実
現
に
向
け
た
グ
ロ
ー
バ

ル
な
動
き
と
し
て
は
、
国
連
世
界
観
光
機
関

（
U
N
W
T
O
）
が
2
0
1
7
年
を
「
開
発
の

た
め
の
持
続
可
能
な
観
光
の
国
際
年
」
と
し

て
S
T
の
推
進
に
取
り
組
ん
だ
他
、
近
年
で

は
U
N
W
T
O
と
国
連
環
境
計
画
（
U
N
E

P
）
の
支
援
を
受
け
て
設
立
さ
れ
た
グ
ロ
ー

バ
ル
・
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
協
議

会
（
G
S
T
C
）
に
よ
っ
て
国
際
基
準
の
導

入
が
進
ん
で
い
る
。
こ
の
よ
う
な
S
T
の
課

題
と
取
組
の
「
標
準
化
」
と
も
い
え
る
動
き

は
、
先
行
ケ
ー
ス
か
ら
の
ノ
ウ
ハ
ウ
の
共
有

に
よ
る
効
果
的
・
効
率
的
な
課
題
解
決
へ
寄

与
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
一
方
で
、
地
域

固
有
の
自
然
・
文
化
資
源
で
あ
っ
た
り
、
そ

れ
ぞ
れ
の
複
雑
な
背
景
・
文
脈
を
持
つ
地
域

社
会
と
の
関
係
性
と
い
っ
た
「
局
地
的
」
で

「
固
有
」
な
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
の
実
現
に

は
ど
れ
ほ
ど
有
効
で
あ
る
の
か
、
そ
こ
に
は

議
論
の
余
地
が
あ
る
。

　
そ
う
い
う
点
で
は
、
同
じ
島
国
と
い
う
地

理
的
条
件
の
中
で
多
様
か
つ
固
有
な
自
然
生

態
系
と
独
自
の
特
徴
的
な
文
化
を
有
し
、
互

い
に
温
泉
と
い
っ
た
観
光
資
源
を
持
つ
N
Z

と
日
本
。
そ
の
両
国
が
ど
の
よ
う
に
S
T
の

「
標
準
化
」
と
向
き
合
い
、
ど
こ
ま
で
を
受

け
入
れ
た
上
で
、
同
時
に
「
局
地
的
」
で
「
固

有
」
な
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
を
実
現
し
て
こ

よ
う
と
し
て
き
た
の
か
。今
回
の
視
察
で
は
、

そ
の
過
程
と
成
果
、課
題
に
着
目
し
な
が
ら
、

各
研
究
員
の
視
点
で
N
Z
観
光
の
今
を
見
て

い
く
こ
と
と
し
た
。

　
各
研
究
員
に
よ
る
視
察
報
告
に
入
る
前

に
、
基
本
情
報
と
し
て
C
O
V
I
D
‐
19
の

パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
が
も
た
ら
し
た
N
Z
観
光
へ

の
影
響
と
回
復
状
況
、
加
え
て
N
Z
観
光
に

係
る
近
年
の
政
策
動
向
の
変
化
に
つ
い
て
整

理
し
て
お
き
た
い
。

　
N
Z
の
観
光
は
、
2
0
1
1
年
2
月
に
発

生
し
た
カ
ン
タ
ベ
リ
ー
地
震
で
一
時
的
な
影

響
を
受
け
た
も
の
の
、
好
調
な
イ
ン
バ
ウ
ン

ド
観
光
に
支
え
ら
れ
、
全
体
的
に
は
右
肩
上

が
り
の
成
長
を
続
け
て
い
た
。
そ
の
半
数
以

上
は
隣
国
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
か
ら
の
訪
問
者

で
あ
っ
た
が
、
近
年
で
は
中
国
か
ら
の
訪
問

も
増
え
て
い
る
状
況
で
あ
っ
た
。
そ
う
し
た

状
況
が
、
2
0
2
0
年
の
年
明
け
以
降
、

C
O
V
I
D
‐
19
に
よ
っ
て
世
界
中
の
観
光

地
と
同
様
に
N
Z
の
観
光
地
も
未
曽
有
の
大

打
撃
を
受
け
る
こ
と
と
な
る
。
特
に
N
Z
は

当
初
か
ら
「
ゼ
ロ
コ
ロ
ナ
戦
略
」
と
呼
ば
れ
る

極
め
て
厳
格
な
感
染
対
策
を
取
っ
て
い
た
た

め
、
そ
の
影
響
は
さ
ら
に
大
き
い
も
の
で

あ
っ
た
。

　
世
界
的
な
感
染
の
拡
大
以
降
、
ま
ず
水
際

対
策
と
し
て
の
入
国
制
限
に
つ
い
て
は
、

2
0
2
0
年
5
月
以
降
、
長
い
期
間
に
わ

た
っ
て
国
境
を
閉
鎖
す
る
方
針
が
示
さ
れ

た
。
そ
の
方
針
が
一
部
緩
和
さ
れ
た
の
は
約

1
年
後
の
2
0
2
1
年
4
月
で
、
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
か
ら
の
入
国
者
に
対
す
る
隔
離
措
置

を
免
除
す
る
こ
と
と
な
り
、
特
定
の
国
・
地

域
と
の
間
の
み
で
相
互
の
移
動
を
認
め
る

「
ト
ラ
ベ
ル
・
バ
ブ
ル
」
を
世
界
の
中
で
も
早

く
に
実
現
さ
せ
た
（
た
だ
し
、
デ
ル
タ
変
異

株
の
拡
散
に
よ
り
7
月
に
中
止
）。
そ
の
後
、

3
．近
年
の

政
策
動
向

の
変
化

4
．視
察
を
終
え
て

今回訪れたカイコウラの海岸線
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上）環境対策された最新鋭の
船　左）海上での乗船者の
様子

展望台よりカイコウラ半島を望む

2
．自
然
豊
か
な
町
、

カ
イ
コ
ウ
ラ

1
． サ
ス
テ
ナ
ブ
ル

ツ
ー
リ
ズ
ム
は

事
業
者
に
と
っ
て

「
コ
ス
ト
増
・
負
担
」

な
の
か

サス
テ
ナ
ブルツ
ー
リズム
に
関
す
る

事
業
者
の
取
り
組
み

係
者
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
実
施
し
た
。

　
ま
ず
、
関
係
者
へ
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ

ズ
ム
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の

か
と
い
う
質
問
を
す
る
と
、「
私
た
ち
は
サ

ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
世
間
が
言
い
始

め
る
前
か
ら
取
組
ん
で
い
る
。
私
た
ち
の
ホ

テ
ル
の
文
化
で
あ
る
。
他
の
ホ
テ
ル
は
マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
の
一
環
で
取
り
組
み
始
め
て
い

る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
」と
こ
こ
で
も「
文

化
」
と
い
う
言
葉
が
聞
か
れ
た
。

　
こ
の
宿
泊
施
設
で
は
多
く
の
取
り
組
み
を

実
施
し
て
い
る
が
、特
徴
的
な
取
組
と
し
て
、

以
下
の
よ
う
な
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。

・
脱
炭
素
の
観
点
か
ら
１
予
約
に
対
し
て
1

本
の
木
を
植
え
る

・
廃
棄
物
ゼ
ロ
を
目
指
し
、
ご
み
を
削
減
、

リ
サ
イ
ク
ル
し
、
堆
肥
化
さ
せ
る

・
廃
棄
さ
れ
る
食
材
を
豚
の
餌
と
し
て
利
用

・
1
泊
に
つ
き
10
ド
ル
を
カ
イ
コ
ウ
ラ
の
モ

ア
ナ
パ
ー
ク
基
金
（
海
洋
生
物
の
調
査
）
に

拠
出

　
特
に
、
植
林
の
話
は
興
味
深
く
、
植
え
た

木
の
G
P
S
コ
ー
ド
を
お
客
様
に
送
っ
て
お

り
、
宿
泊
の
記
念
に
と
ど
ま
ら
ず
、
再
来
訪

す
る
た
め
の
き
っ
か
け
に
し
て
い
た
。
こ
の

よ
う
な
ア
イ
デ
ィ
ア
は
非
常
に
前
向
き
で
、

参
考
に
す
べ
き
だ
と
感
じ
た
。

　
こ
の
宿
泊
施
設
で
印
象
的
だ
っ
た
点
は
、

前
述
の
よ
う
な
環
境
対
策
を
前
面
に
出
し
て

宿
泊
者
に
訴
え
る
こ
と
は
せ
ず
、
従
業
員
が

そ
れ
ら
を
理
解
し
て
お
り
、
施
設
、
設
備
と

共
に
「
空
気
感
」
と
し
て
上
手
に
見
せ
て
い

る
こ
と
で
あ
る
。
結
果
と
し
て
そ
の
体
験
や

感
動
が
、
決
し
て
安
く
な
い
宿
泊
料
や
飲
食

代
を
支
払
い
へ
の
理
由
や
納
得
感
に
つ
な

が
っ
て
い
る
よ
う
に
も
感
じ
ら
れ
た
。

　
ま
た
、
海
洋
生
物
の
調
査
に
対
し
て
寄
付

を
す
る
と
い
う
取
り
組
み
に
つ
い
て
も
、
彼

ら
は
「
こ
の
町
で
ビ
ジ
ネ
ス
を
す
る
も
の
の

責
任
と
し
て
、
地
域
に
貢
献
す
る
の
は
当
た

り
前
の
こ
と
」
と
捉
え
て
お
り
、
当
然
、
そ

れ
ら
を
「
コ
ス
ト
増
や
負
担
」
と
考
え
て
い

る
様
子
は
な
か
っ
た
。
　

　
こ
の
視
察
と
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
通
し
て
、「
文

化
と
し
て
」「
当
た
り
前
」
に
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル

ツ
ー
リ
ズ
ム
に
取
り
組
む
こ
と
が
、
高
付
加

価
値
化
に
つ
な
が
り
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の

観
点
か
ら
も
有
効
性
が
高
い
と
い
う
事
が
感

じ
ら
れ
た
。

　
全
体
を
通
し
て
、
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ

ズ
ム
が
「
文
化
」
と
な
っ
て
お
り
、「
コ
ス
ト

増
・
負
担
」
と
い
う
捉
え
方
は
し
て
い
な
い

と
感
じ
ら
れ
た
。ま
た
、そ
の「
文
化
」と
な
っ

た
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
が
、
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
に
つ
な
が
っ
て
い
く
と
い
う
事
も

非
常
に
興
味
深
い
。
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
な
取
り

組
み
を
す
る
こ
と
が
ブ
ラ
ン
ド
化
に
つ
な

が
っ
て
お
り
、
そ
の
ブ
ラ
ン
ド
化
さ
れ
た
体

験
や
経
験
に
「
満
足
し
た
顧
客
」
が
増
え
て

い
く
。
こ
れ
が
繰
り
返
さ
れ
る
と
「
満
足
し

た
顧
客
」
は
「
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
で
な
い
も
の
」

を
選
ば
な
く
な
り
、
差
別
化
に
つ
な
が
る
と

考
え
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
そ
う
で
な
い
も
の

は
淘
汰
さ
れ
る
可
能
性
が
高
く
な
る
。
今
、

そ
の
傾
向
が
世
界
的
に
強
く
な
っ
て
き
て
い

る
状
況
な
の
か
も
し
れ
な
い
。

　
日
本
に
お
い
て
は
、
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー

リ
ズ
ム
の
取
り
組
み
に
対
す
る
考
え
方
や
捉

え
方
が
ま
だ「
文
化
」の
領
域
、「
マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
」
の
領
域
に
達
し
て
い
な
い
。
し
か
し

な
が
ら
、
観
光
立
国
を
目
指
す
日
本
が
こ
の

問
題
を
避
け
る
こ
と
は
当
然
で
き
な
い
。「
そ

の
う
ち
に
」取
り
組
む
べ
き
も
の
で
は
な
く
、

「
今
」
か
ら
「
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
」
を
戦
略
的

に
意
識
し
、
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
と

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
視
察
を
通
し
て
感
じ

ら
れ
た
。
今
後
も
世
界
の
、
ま
た
日
本
国
内

の
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
取
り
組
み

に
注
目
し
て
い
き
た
い
。

史
や
マ
オ
リ
の
海
洋
生
物
と
の
関
わ
り
の
歴

史
、
海
洋
生
物
の
生
態
な
ど
を
壁
掛
け
パ
ネ

ル
や
モ
ニ
タ
ー
で
事
前
説
明
し
、乗
船
後
も
、

訓
練
さ
れ
た
ガ
イ
ド
が
レ
ベ
ル
の
高
い
ガ
イ

ダ
ン
ス
を
実
施
。
海
洋
生
物
の
生
態
の
他
、

海
洋
ご
み
に
係
る
話
な
ど
海
の
環
境
問
題
全

般
を
学
ぶ
こ
と
が

で
き
る
。
こ
れ
ら

の
質
の
高
い
ガ
イ

ダ
ン
ス
を
通
し

て
、
ツ
ア
ー
参
加

者
は
海
洋
生
物
の

生
態
を
よ
く
理
解

で
き
、
結
果
と
し

て
、
自
然
環
境
、

海
を
守
る
大
切
さ

や
意
味
、
意
義
を

考
え
る
機
会
を
得

る
こ
と
に
な
る
。

　
次
に
、
関
係
者

へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ

で
も
興
味
深
い
話

が
多
数
あ
っ
た
。

彼
ら
は
根
底
に
あ

る
考
え
方
と
し

て
、「
マ
オ
リ
の

会
社
で
あ
り
、
私

た
ち
は
次
の
世
代

に
こ
の
事
業
を
つ
な
げ
て
い
く
こ
と
を
重
視

し
て
い
る
」
と
し
、「
ク
ジ
ラ
は
私
た
ち
へ

の
ギ
フ
ト
で
あ
る
」
と
考
え
て
い
た
。
収
益

を
出
す
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
重
要
で
あ
る
が
、

自
然
や
海
洋
生
物
の
保
護
と
自
分
た
ち
の
事

業
が
一
体
で
あ
る
と
い
う
意
識
が
強
い
点
は

と
て
も
印
象
的
だ
っ
た
。

　
そ
の
よ
う
な
意
識
か
ら
、
環
境
負
荷
を
減

ら
す
た
め
に
船
を
新
造
し
た
と
の
こ
と
で

あ
っ
た
。船
を
大
き
く
し
座
席
数
を
増
や
し
、

こ
れ
ま
で
6
隻
あ
っ
た
船
を
2
隻
に
減
ら

す
。
こ
れ
に
よ
り
出
航
回
数
を
減
ら
す
こ
と

に
成
功
。
更
に
特
別
な
ハ
ミ
ル
ト
ン
ジ
ェ
ッ

ト
を
搭
載
し
、
エ
ン
ジ
ン
音
を
小
さ
く
し
て

ク
ジ
ラ
へ
の
影
響
を
減
ら
す
こ
と
が
で
き
た

と
語
っ
て
い
た
。

　
こ
こ
で
興
味
深
い
点
は
、
ヒ
ア
リ
ン
グ
で

は
、
経
営
に
お
い
て
収
益
を
上
げ
る
こ
と
よ

り
も
、
ク
ジ
ラ
へ
の
影
響
を
減
ら
す
こ
と
を

優
先
し
て
い
る
こ
と
を
強
調
し
て
い
た
こ
と

で
、
こ
の
よ
う
な
考
え
方
は
、「
マ
オ
リ
の

考
え
方
」
で
あ
る
と
も
語
っ
て
い
た
。

　
も
う
１
点
、「
日
本
で
は
環
境
対
策
が
『
コ

ス
ト
増
や
負
担
』
と
の
考
え
が
あ
り
、
そ
の

増
え
た
コ
ス
ト
を
商
品
（
サ
ー
ビ
ス
）
の
値

上
げ
に
よ
り
解
決
す
る
こ
と
を
ど
う
考
え
る

か
」
と
質
問
し
た
と
こ
ろ
、「
例
え
ば
単
純

に
燃
料
代
が
上
が
っ
た
た
め
値
上
げ
を
す
る

と
い
う
事
は
し
た
く
な
い
。
お
客
様
が
価
値

を
感
じ
る
こ
と
で
価
格
は
上
が
る
と
考
え

る
。
船
が
新
し
く
な
り
快
適
に
な
る
こ
と
で

値
上
げ
を
し
て
も
、
環
境
対
策
を
し
た
か
ら

値
上
げ
を
す
る
と
い
う
考
え
方
は
し
な
い
」

と
回
答
し
、
ま
た
、「
環
境
対
策
を
し
な
い

と
私
た
ち
は
淘
汰
さ
れ
る
。
そ
れ
以
上
に
、

マ
オ
リ
の
考
え
方
と
し
て
自
然
環
境
や
ク
ジ

ラ
は
『
宝
』
で
あ
り
、
そ
れ
を
守
っ
て
い
く

こ
と
に
取
組
ま
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
考
え

て
い
る
」
と
語
っ
て
い
た
。

　
こ
の
視
察
と
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
通
し
て
、
彼

ら
は
基
本
的
な
考
え
方
や
普
段
の
生
活
文
化

の
中
に
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
が
存
在
し
て
お

り
、「
文
化
と
し
て
」
の
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ

に
取
組
ん
で
い
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
た
。

　
次
に
訪
問
し
た
の
は
ハ
プ
ク
ロ
ッ
ジ
と
い

う
宿
泊
施
設
で
あ
る
。
こ
こ
は
5
0
0
エ
ー

カ
ー
の
広
大
な
敷
地
に
8
0
0
頭
以
上
の
鹿

を
飼
育
し
て
い
る
牧
場
で
、
そ
の
中
に
5
つ
の

大
き
な
ツ
リ
ー
ハ
ウ
ス
を
作
り
、
ラ
グ
ジ
ュ

ア
リ
ー
層
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
し
た
経
営
を
し

て
い
る
。
価
格
帯
も
ル
ー
ム
チ
ャ
ー
ジ
が
日

本
円
で
20
万
〜
30
万
円
と
高
く
な
っ
て
い
る
。

こ
こ
で
は
施
設
の
視
察
を
す
る
と
共
に
、
関

　
近
年
、
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
い

う
概
念
の
広
が
り
が
世
界
的
な
潮
流
で
あ

る
。
国
連
世
界
観
光
機
関
（
U
N
W
T
O
）

は
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
を「
訪
問
客
、

産
業
、
環
境
、
受
け
入
れ
地
域
の
需
要
に
適

合
し
つ
つ
、
現
在
と
未
来
の
環
境
、
社
会
文

化
、経
済
へ
の
影
響
に
十
分
配
慮
し
た
観
光
」

と
定
義
し
て
お
り
、
こ
の
よ
う
な
考
え
方
で

観
光
地
域
づ
く
り
が
推
進
さ
れ
、
観
光
コ
ン

テ
ン
ツ
が
新
た
に
生
ま
れ
る
こ
と
は
、
地
域

に
と
っ
て
も
旅
行
者
に
と
っ
て
も
望
ま
し
い

こ
と
だ
と
言
え
る
。
日
本
に
お
い
て
も
観
光

庁
が
こ
れ
ら
の
取
り
組
み
を
推
進
し
始
め
て

い
る
状
況
で
あ
る
。

　
そ
の
一
方
で
、
地
域
の
観
光
関
連
事
業
者

か
ら
は
、
理
念
や
考
え
方
に
は
賛
同
す
る
も

の
の
、
例
え
ば
ご
み
問
題
や
環
境
対
策
等
に

取
り
組
む
必
要
性
が
あ
り
、
そ
れ
ら
が
「
コ

ス
ト
増
や
負
担
」
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と

不
安
視
す
る
声
も
聞
こ
え
て
く
る
。

　
で
は
、
世
界
の
国
々
、
観
光
地
で
は
サ
ス

テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
ど
の
よ
う
な
取
組

が
実
施
さ
れ
、
観
光
関
連
事
業
者
は
こ
の
サ

ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
ど
の
よ
う
に
捉

え
て
い
る
の
か
。ま
た
、サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー

リ
ズ
ム
に
取
り
組
む
メ
リ
ッ
ト
は
何
か
。
例

え
ば
、
環
境
対
策
に
取
り
組
む
こ
と
が
事
業

者
の
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
に
つ
な
が
り
、
高
付

加
価
値
化
さ
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

　
今
回
は
、
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
や

環
境
保
全
の
先
進
国
と
言
わ
れ
る
ニ
ュ
ー

ジ
ー
ラ
ン
ド
を
視
察
訪
問
し
た
結
果
を
も
と

に
、
日
本
と
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
事
業
者

の
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
捉
え
方
の

違
い
に
つ
い
て
考
察
し
て
い
き
た
い
。

　
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
観
光
関
連
事
業
者

は
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
ど
の
よ
う

に
捉
え
て
い
る
の
か
。
当
然
、
自
然
や
歴
史
・

文
化
の
側
面
か
ら
考
え
れ
ば
素
晴
ら
し
い
取

組
で
あ
る
が
、
本
音
は
ど
う
な
の
か
。
今
回

は
、
グ
リ
ー
ン
・
グ
ロ
ー
ブ
認
証
も
受
け
て

お
り
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
で
も
自
然
が
豊

か
で
海
洋
生
物
と
会
え
る
こ
と
で
も
有
名
な

カ
イ
コ
ウ
ラ
（K

aikoura

）
を
訪
れ
た
。
カ

イ
コ
ウ
ラ
は
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
南
島
の

北
東
部
に
位
置
す
る
人
口
3
6
0
0
人
の
小

さ
な
港
町
で
、
年
間
1
0
0
万
人
の
観
光
客

が
訪
れ
、
地
域
G
D
P
の
40
％
を
占
め
る
の

が
観
光
業
。
ま
た
住
民
の
50
％
が
観
光
に
係

る
仕
事
に
従
事
す
る
観
光
地
で
あ
る
。
こ
の

カ
イ
コ
ウ
ラ
の
代
表
的
な
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ

で
あ
る
ホ
エ
ー
ル
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
を
実
施
す

る
事
業
者
と
富
裕
層
向
け
宿
泊
施
設
の
2
か

所
を
訪
問
し
、
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
の
体
験
、

関
係
者
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
実
施
し
た
。

　
ま
ず
訪
問
し
た
の
は
ホ
エ
ー
ル
ウ
ォ
ッ
チ

カ
イ
コ
ウ
ラ
社
。
こ
の
会
社
の
設
立
ス
ト
ー

リ
ー
は
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
そ
の
も

の
で
あ
る
。
カ
イ
コ
ウ
ラ
で
は
1
8
4
3
年

に
最
初
の
捕
鯨
基
地
が
設
置
さ
れ
た
こ
と
を

き
っ
か
け
に
捕
鯨
を
開
始
し
、
基
幹
産
業
で

あ
っ
た
が
、
1
9
7
8
年
の
海
洋
哺
乳
類
保

護
法
の
施
行
に
よ
り
、
ク
ジ
ラ
、
イ
ル
カ
、

オ
ッ
ト
セ
イ
な
ど
海
洋
哺
乳
類
の
保
護
活
動

が
開
始
さ
れ
る
。
そ
の
結
果
、
多
く
の
マ
オ

リ
系
住
民
が
職
を
失
う
こ
と
に
な
っ
た
。
そ

こ
で
彼
ら
は
「
捕
る
」
こ
と
か
ら
「
守
る
」
こ

と
へ
考
え
方
を
変
え
、
こ
の
ホ
エ
ー
ル

ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
を
実
施
す
る
会
社
を
設
立
し

た
の
で
あ
る
。

　
実
際
に
ホ
エ
ー
ル
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
ツ
ア
ー

に
参
加
し
て
み
る
と
、
乗
船
前
に
捕
鯨
の
歴

観
光
研
究
部 

主
任
研
究
員

後
藤
伸
一

3
2

訪
問
①
ホ
エ
ー
ル
ウ
ォ
ッ
チ

カ
イ
コ
ウ
ラ
杜

W
hale W

atch K
aikoura

訪
問
②
ハ
プ
ク
ロ
ッ
ジ

H
apuku Lodge
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上）環境対策された最新鋭の
船　左）海上での乗船者の
様子

展望台よりカイコウラ半島を望む

2
．自
然
豊
か
な
町
、

カ
イ
コ
ウ
ラ

1
． サ
ス
テ
ナ
ブ
ル

ツ
ー
リ
ズ
ム
は

事
業
者
に
と
っ
て

「
コ
ス
ト
増
・
負
担
」

な
の
か

サス
テ
ナ
ブルツ
ー
リズム
に
関
す
る

事
業
者
の
取
り
組
み

係
者
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
実
施
し
た
。

　
ま
ず
、
関
係
者
へ
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ

ズ
ム
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の

か
と
い
う
質
問
を
す
る
と
、「
私
た
ち
は
サ

ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
世
間
が
言
い
始

め
る
前
か
ら
取
組
ん
で
い
る
。
私
た
ち
の
ホ

テ
ル
の
文
化
で
あ
る
。
他
の
ホ
テ
ル
は
マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
の
一
環
で
取
り
組
み
始
め
て
い

る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
」と
こ
こ
で
も「
文

化
」
と
い
う
言
葉
が
聞
か
れ
た
。

　
こ
の
宿
泊
施
設
で
は
多
く
の
取
り
組
み
を

実
施
し
て
い
る
が
、特
徴
的
な
取
組
と
し
て
、

以
下
の
よ
う
な
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。

・
脱
炭
素
の
観
点
か
ら
１
予
約
に
対
し
て
1

本
の
木
を
植
え
る

・
廃
棄
物
ゼ
ロ
を
目
指
し
、
ご
み
を
削
減
、

リ
サ
イ
ク
ル
し
、
堆
肥
化
さ
せ
る

・
廃
棄
さ
れ
る
食
材
を
豚
の
餌
と
し
て
利
用

・
1
泊
に
つ
き
10
ド
ル
を
カ
イ
コ
ウ
ラ
の
モ

ア
ナ
パ
ー
ク
基
金
（
海
洋
生
物
の
調
査
）
に

拠
出

　
特
に
、
植
林
の
話
は
興
味
深
く
、
植
え
た

木
の
G
P
S
コ
ー
ド
を
お
客
様
に
送
っ
て
お

り
、
宿
泊
の
記
念
に
と
ど
ま
ら
ず
、
再
来
訪

す
る
た
め
の
き
っ
か
け
に
し
て
い
た
。
こ
の

よ
う
な
ア
イ
デ
ィ
ア
は
非
常
に
前
向
き
で
、

参
考
に
す
べ
き
だ
と
感
じ
た
。

　
こ
の
宿
泊
施
設
で
印
象
的
だ
っ
た
点
は
、

前
述
の
よ
う
な
環
境
対
策
を
前
面
に
出
し
て

宿
泊
者
に
訴
え
る
こ
と
は
せ
ず
、
従
業
員
が

そ
れ
ら
を
理
解
し
て
お
り
、
施
設
、
設
備
と

共
に
「
空
気
感
」
と
し
て
上
手
に
見
せ
て
い

る
こ
と
で
あ
る
。
結
果
と
し
て
そ
の
体
験
や

感
動
が
、
決
し
て
安
く
な
い
宿
泊
料
や
飲
食

代
を
支
払
い
へ
の
理
由
や
納
得
感
に
つ
な

が
っ
て
い
る
よ
う
に
も
感
じ
ら
れ
た
。

　
ま
た
、
海
洋
生
物
の
調
査
に
対
し
て
寄
付

を
す
る
と
い
う
取
り
組
み
に
つ
い
て
も
、
彼

ら
は
「
こ
の
町
で
ビ
ジ
ネ
ス
を
す
る
も
の
の

責
任
と
し
て
、
地
域
に
貢
献
す
る
の
は
当
た

り
前
の
こ
と
」
と
捉
え
て
お
り
、
当
然
、
そ

れ
ら
を
「
コ
ス
ト
増
や
負
担
」
と
考
え
て
い

る
様
子
は
な
か
っ
た
。
　

　
こ
の
視
察
と
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
通
し
て
、「
文

化
と
し
て
」「
当
た
り
前
」
に
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル

ツ
ー
リ
ズ
ム
に
取
り
組
む
こ
と
が
、
高
付
加

価
値
化
に
つ
な
が
り
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の

観
点
か
ら
も
有
効
性
が
高
い
と
い
う
事
が
感

じ
ら
れ
た
。

　
全
体
を
通
し
て
、
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ

ズ
ム
が
「
文
化
」
と
な
っ
て
お
り
、「
コ
ス
ト

増
・
負
担
」
と
い
う
捉
え
方
は
し
て
い
な
い

と
感
じ
ら
れ
た
。ま
た
、そ
の「
文
化
」と
な
っ

た
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
が
、
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
に
つ
な
が
っ
て
い
く
と
い
う
事
も

非
常
に
興
味
深
い
。
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
な
取
り

組
み
を
す
る
こ
と
が
ブ
ラ
ン
ド
化
に
つ
な

が
っ
て
お
り
、
そ
の
ブ
ラ
ン
ド
化
さ
れ
た
体

験
や
経
験
に
「
満
足
し
た
顧
客
」
が
増
え
て

い
く
。
こ
れ
が
繰
り
返
さ
れ
る
と
「
満
足
し

た
顧
客
」
は
「
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
で
な
い
も
の
」

を
選
ば
な
く
な
り
、
差
別
化
に
つ
な
が
る
と

考
え
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
そ
う
で
な
い
も
の

は
淘
汰
さ
れ
る
可
能
性
が
高
く
な
る
。
今
、

そ
の
傾
向
が
世
界
的
に
強
く
な
っ
て
き
て
い

る
状
況
な
の
か
も
し
れ
な
い
。

　
日
本
に
お
い
て
は
、
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー

リ
ズ
ム
の
取
り
組
み
に
対
す
る
考
え
方
や
捉

え
方
が
ま
だ「
文
化
」の
領
域
、「
マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
」
の
領
域
に
達
し
て
い
な
い
。
し
か
し

な
が
ら
、
観
光
立
国
を
目
指
す
日
本
が
こ
の

問
題
を
避
け
る
こ
と
は
当
然
で
き
な
い
。「
そ

の
う
ち
に
」取
り
組
む
べ
き
も
の
で
は
な
く
、

「
今
」
か
ら
「
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
」
を
戦
略
的

に
意
識
し
、
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
と

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
視
察
を
通
し
て
感
じ

ら
れ
た
。
今
後
も
世
界
の
、
ま
た
日
本
国
内

の
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
取
り
組
み

に
注
目
し
て
い
き
た
い
。

史
や
マ
オ
リ
の
海
洋
生
物
と
の
関
わ
り
の
歴

史
、
海
洋
生
物
の
生
態
な
ど
を
壁
掛
け
パ
ネ

ル
や
モ
ニ
タ
ー
で
事
前
説
明
し
、乗
船
後
も
、

訓
練
さ
れ
た
ガ
イ
ド
が
レ
ベ
ル
の
高
い
ガ
イ

ダ
ン
ス
を
実
施
。
海
洋
生
物
の
生
態
の
他
、

海
洋
ご
み
に
係
る
話
な
ど
海
の
環
境
問
題
全

般
を
学
ぶ
こ
と
が

で
き
る
。
こ
れ
ら

の
質
の
高
い
ガ
イ

ダ
ン
ス
を
通
し

て
、
ツ
ア
ー
参
加

者
は
海
洋
生
物
の

生
態
を
よ
く
理
解

で
き
、
結
果
と
し

て
、
自
然
環
境
、

海
を
守
る
大
切
さ

や
意
味
、
意
義
を

考
え
る
機
会
を
得

る
こ
と
に
な
る
。

　
次
に
、
関
係
者

へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ

で
も
興
味
深
い
話

が
多
数
あ
っ
た
。

彼
ら
は
根
底
に
あ

る
考
え
方
と
し

て
、「
マ
オ
リ
の

会
社
で
あ
り
、
私

た
ち
は
次
の
世
代

に
こ
の
事
業
を
つ
な
げ
て
い
く
こ
と
を
重
視

し
て
い
る
」
と
し
、「
ク
ジ
ラ
は
私
た
ち
へ

の
ギ
フ
ト
で
あ
る
」
と
考
え
て
い
た
。
収
益

を
出
す
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
重
要
で
あ
る
が
、

自
然
や
海
洋
生
物
の
保
護
と
自
分
た
ち
の
事

業
が
一
体
で
あ
る
と
い
う
意
識
が
強
い
点
は

と
て
も
印
象
的
だ
っ
た
。

　
そ
の
よ
う
な
意
識
か
ら
、
環
境
負
荷
を
減

ら
す
た
め
に
船
を
新
造
し
た
と
の
こ
と
で

あ
っ
た
。船
を
大
き
く
し
座
席
数
を
増
や
し
、

こ
れ
ま
で
6
隻
あ
っ
た
船
を
2
隻
に
減
ら

す
。
こ
れ
に
よ
り
出
航
回
数
を
減
ら
す
こ
と

に
成
功
。
更
に
特
別
な
ハ
ミ
ル
ト
ン
ジ
ェ
ッ

ト
を
搭
載
し
、
エ
ン
ジ
ン
音
を
小
さ
く
し
て

ク
ジ
ラ
へ
の
影
響
を
減
ら
す
こ
と
が
で
き
た

と
語
っ
て
い
た
。

　
こ
こ
で
興
味
深
い
点
は
、
ヒ
ア
リ
ン
グ
で

は
、
経
営
に
お
い
て
収
益
を
上
げ
る
こ
と
よ

り
も
、
ク
ジ
ラ
へ
の
影
響
を
減
ら
す
こ
と
を

優
先
し
て
い
る
こ
と
を
強
調
し
て
い
た
こ
と

で
、
こ
の
よ
う
な
考
え
方
は
、「
マ
オ
リ
の

考
え
方
」
で
あ
る
と
も
語
っ
て
い
た
。

　
も
う
１
点
、「
日
本
で
は
環
境
対
策
が
『
コ

ス
ト
増
や
負
担
』
と
の
考
え
が
あ
り
、
そ
の

増
え
た
コ
ス
ト
を
商
品
（
サ
ー
ビ
ス
）
の
値

上
げ
に
よ
り
解
決
す
る
こ
と
を
ど
う
考
え
る

か
」
と
質
問
し
た
と
こ
ろ
、「
例
え
ば
単
純

に
燃
料
代
が
上
が
っ
た
た
め
値
上
げ
を
す
る

と
い
う
事
は
し
た
く
な
い
。
お
客
様
が
価
値

を
感
じ
る
こ
と
で
価
格
は
上
が
る
と
考
え

る
。
船
が
新
し
く
な
り
快
適
に
な
る
こ
と
で

値
上
げ
を
し
て
も
、
環
境
対
策
を
し
た
か
ら

値
上
げ
を
す
る
と
い
う
考
え
方
は
し
な
い
」

と
回
答
し
、
ま
た
、「
環
境
対
策
を
し
な
い

と
私
た
ち
は
淘
汰
さ
れ
る
。
そ
れ
以
上
に
、

マ
オ
リ
の
考
え
方
と
し
て
自
然
環
境
や
ク
ジ

ラ
は
『
宝
』
で
あ
り
、
そ
れ
を
守
っ
て
い
く

こ
と
に
取
組
ま
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
考
え

て
い
る
」
と
語
っ
て
い
た
。

　
こ
の
視
察
と
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
通
し
て
、
彼

ら
は
基
本
的
な
考
え
方
や
普
段
の
生
活
文
化

の
中
に
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
が
存
在
し
て
お

り
、「
文
化
と
し
て
」
の
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ

に
取
組
ん
で
い
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
た
。

　
次
に
訪
問
し
た
の
は
ハ
プ
ク
ロ
ッ
ジ
と
い

う
宿
泊
施
設
で
あ
る
。
こ
こ
は
5
0
0
エ
ー

カ
ー
の
広
大
な
敷
地
に
8
0
0
頭
以
上
の
鹿

を
飼
育
し
て
い
る
牧
場
で
、
そ
の
中
に
5
つ
の

大
き
な
ツ
リ
ー
ハ
ウ
ス
を
作
り
、
ラ
グ
ジ
ュ

ア
リ
ー
層
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
し
た
経
営
を
し

て
い
る
。
価
格
帯
も
ル
ー
ム
チ
ャ
ー
ジ
が
日

本
円
で
20
万
〜
30
万
円
と
高
く
な
っ
て
い
る
。

こ
こ
で
は
施
設
の
視
察
を
す
る
と
共
に
、
関

　
近
年
、
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
い

う
概
念
の
広
が
り
が
世
界
的
な
潮
流
で
あ

る
。
国
連
世
界
観
光
機
関
（
U
N
W
T
O
）

は
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
を「
訪
問
客
、

産
業
、
環
境
、
受
け
入
れ
地
域
の
需
要
に
適

合
し
つ
つ
、
現
在
と
未
来
の
環
境
、
社
会
文

化
、経
済
へ
の
影
響
に
十
分
配
慮
し
た
観
光
」

と
定
義
し
て
お
り
、
こ
の
よ
う
な
考
え
方
で

観
光
地
域
づ
く
り
が
推
進
さ
れ
、
観
光
コ
ン

テ
ン
ツ
が
新
た
に
生
ま
れ
る
こ
と
は
、
地
域

に
と
っ
て
も
旅
行
者
に
と
っ
て
も
望
ま
し
い

こ
と
だ
と
言
え
る
。
日
本
に
お
い
て
も
観
光

庁
が
こ
れ
ら
の
取
り
組
み
を
推
進
し
始
め
て

い
る
状
況
で
あ
る
。

　
そ
の
一
方
で
、
地
域
の
観
光
関
連
事
業
者

か
ら
は
、
理
念
や
考
え
方
に
は
賛
同
す
る
も

の
の
、
例
え
ば
ご
み
問
題
や
環
境
対
策
等
に

取
り
組
む
必
要
性
が
あ
り
、
そ
れ
ら
が
「
コ

ス
ト
増
や
負
担
」
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と

不
安
視
す
る
声
も
聞
こ
え
て
く
る
。

　
で
は
、
世
界
の
国
々
、
観
光
地
で
は
サ
ス

テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
ど
の
よ
う
な
取
組

が
実
施
さ
れ
、
観
光
関
連
事
業
者
は
こ
の
サ

ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
ど
の
よ
う
に
捉

え
て
い
る
の
か
。ま
た
、サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー

リ
ズ
ム
に
取
り
組
む
メ
リ
ッ
ト
は
何
か
。
例

え
ば
、
環
境
対
策
に
取
り
組
む
こ
と
が
事
業

者
の
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
に
つ
な
が
り
、
高
付

加
価
値
化
さ
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

　
今
回
は
、
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
や

環
境
保
全
の
先
進
国
と
言
わ
れ
る
ニ
ュ
ー

ジ
ー
ラ
ン
ド
を
視
察
訪
問
し
た
結
果
を
も
と

に
、
日
本
と
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
事
業
者

の
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
捉
え
方
の

違
い
に
つ
い
て
考
察
し
て
い
き
た
い
。

　
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
観
光
関
連
事
業
者

は
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
ど
の
よ
う

に
捉
え
て
い
る
の
か
。
当
然
、
自
然
や
歴
史
・

文
化
の
側
面
か
ら
考
え
れ
ば
素
晴
ら
し
い
取

組
で
あ
る
が
、
本
音
は
ど
う
な
の
か
。
今
回

は
、
グ
リ
ー
ン
・
グ
ロ
ー
ブ
認
証
も
受
け
て

お
り
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
で
も
自
然
が
豊

か
で
海
洋
生
物
と
会
え
る
こ
と
で
も
有
名
な

カ
イ
コ
ウ
ラ
（K

aikoura

）
を
訪
れ
た
。
カ

イ
コ
ウ
ラ
は
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
南
島
の

北
東
部
に
位
置
す
る
人
口
3
6
0
0
人
の
小

さ
な
港
町
で
、
年
間
1
0
0
万
人
の
観
光
客

が
訪
れ
、
地
域
G
D
P
の
40
％
を
占
め
る
の

が
観
光
業
。
ま
た
住
民
の
50
％
が
観
光
に
係

る
仕
事
に
従
事
す
る
観
光
地
で
あ
る
。
こ
の

カ
イ
コ
ウ
ラ
の
代
表
的
な
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ

で
あ
る
ホ
エ
ー
ル
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
を
実
施
す

る
事
業
者
と
富
裕
層
向
け
宿
泊
施
設
の
2
か

所
を
訪
問
し
、
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
の
体
験
、

関
係
者
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
実
施
し
た
。

　
ま
ず
訪
問
し
た
の
は
ホ
エ
ー
ル
ウ
ォ
ッ
チ

カ
イ
コ
ウ
ラ
社
。
こ
の
会
社
の
設
立
ス
ト
ー

リ
ー
は
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
そ
の
も

の
で
あ
る
。
カ
イ
コ
ウ
ラ
で
は
1
8
4
3
年

に
最
初
の
捕
鯨
基
地
が
設
置
さ
れ
た
こ
と
を

き
っ
か
け
に
捕
鯨
を
開
始
し
、
基
幹
産
業
で

あ
っ
た
が
、
1
9
7
8
年
の
海
洋
哺
乳
類
保

護
法
の
施
行
に
よ
り
、
ク
ジ
ラ
、
イ
ル
カ
、

オ
ッ
ト
セ
イ
な
ど
海
洋
哺
乳
類
の
保
護
活
動

が
開
始
さ
れ
る
。
そ
の
結
果
、
多
く
の
マ
オ

リ
系
住
民
が
職
を
失
う
こ
と
に
な
っ
た
。
そ

こ
で
彼
ら
は
「
捕
る
」
こ
と
か
ら
「
守
る
」
こ

と
へ
考
え
方
を
変
え
、
こ
の
ホ
エ
ー
ル

ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
を
実
施
す
る
会
社
を
設
立
し

た
の
で
あ
る
。

　
実
際
に
ホ
エ
ー
ル
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
ツ
ア
ー

に
参
加
し
て
み
る
と
、
乗
船
前
に
捕
鯨
の
歴

観
光
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部 
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上）植林用の苗木　左）ツリー
ハウス客室からの眺望

NZの飲食店で定番の水の提供方法。
プラスティックではなく、全てガラス

係
者
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
実
施
し
た
。

　
ま
ず
、
関
係
者
へ
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ

ズ
ム
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の

か
と
い
う
質
問
を
す
る
と
、「
私
た
ち
は
サ

ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
世
間
が
言
い
始

め
る
前
か
ら
取
組
ん
で
い
る
。
私
た
ち
の
ホ

テ
ル
の
文
化
で
あ
る
。
他
の
ホ
テ
ル
は
マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
の
一
環
で
取
り
組
み
始
め
て
い

る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
」と
こ
こ
で
も「
文

化
」
と
い
う
言
葉
が
聞
か
れ
た
。

　
こ
の
宿
泊
施
設
で
は
多
く
の
取
り
組
み
を

実
施
し
て
い
る
が
、特
徴
的
な
取
組
と
し
て
、

以
下
の
よ
う
な
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。

・
脱
炭
素
の
観
点
か
ら
１
予
約
に
対
し
て
1

本
の
木
を
植
え
る

・
廃
棄
物
ゼ
ロ
を
目
指
し
、
ご
み
を
削
減
、

リ
サ
イ
ク
ル
し
、
堆
肥
化
さ
せ
る

・
廃
棄
さ
れ
る
食
材
を
豚
の
餌
と
し
て
利
用

・
1
泊
に
つ
き
10
ド
ル
を
カ
イ
コ
ウ
ラ
の
モ

ア
ナ
パ
ー
ク
基
金
（
海
洋
生
物
の
調
査
）
に

拠
出

　
特
に
、
植
林
の
話
は
興
味
深
く
、
植
え
た

木
の
G
P
S
コ
ー
ド
を
お
客
様
に
送
っ
て
お

り
、
宿
泊
の
記
念
に
と
ど
ま
ら
ず
、
再
来
訪

す
る
た
め
の
き
っ
か
け
に
し
て
い
た
。
こ
の

よ
う
な
ア
イ
デ
ィ
ア
は
非
常
に
前
向
き
で
、

参
考
に
す
べ
き
だ
と
感
じ
た
。

　
こ
の
宿
泊
施
設
で
印
象
的
だ
っ
た
点
は
、

前
述
の
よ
う
な
環
境
対
策
を
前
面
に
出
し
て

宿
泊
者
に
訴
え
る
こ
と
は
せ
ず
、
従
業
員
が

そ
れ
ら
を
理
解
し
て
お
り
、
施
設
、
設
備
と

共
に
「
空
気
感
」
と
し
て
上
手
に
見
せ
て
い

る
こ
と
で
あ
る
。
結
果
と
し
て
そ
の
体
験
や

感
動
が
、
決
し
て
安
く
な
い
宿
泊
料
や
飲
食

代
を
支
払
い
へ
の
理
由
や
納
得
感
に
つ
な

が
っ
て
い
る
よ
う
に
も
感
じ
ら
れ
た
。

　
ま
た
、
海
洋
生
物
の
調
査
に
対
し
て
寄
付

を
す
る
と
い
う
取
り
組
み
に
つ
い
て
も
、
彼

ら
は
「
こ
の
町
で
ビ
ジ
ネ
ス
を
す
る
も
の
の

責
任
と
し
て
、
地
域
に
貢
献
す
る
の
は
当
た

り
前
の
こ
と
」
と
捉
え
て
お
り
、
当
然
、
そ

れ
ら
を
「
コ
ス
ト
増
や
負
担
」
と
考
え
て
い

る
様
子
は
な
か
っ
た
。
　

　
こ
の
視
察
と
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
通
し
て
、「
文

化
と
し
て
」「
当
た
り
前
」
に
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル

ツ
ー
リ
ズ
ム
に
取
り
組
む
こ
と
が
、
高
付
加

価
値
化
に
つ
な
が
り
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の

観
点
か
ら
も
有
効
性
が
高
い
と
い
う
事
が
感

じ
ら
れ
た
。

　
全
体
を
通
し
て
、
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ

ズ
ム
が
「
文
化
」
と
な
っ
て
お
り
、「
コ
ス
ト

増
・
負
担
」
と
い
う
捉
え
方
は
し
て
い
な
い

と
感
じ
ら
れ
た
。ま
た
、そ
の「
文
化
」と
な
っ

た
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
が
、
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
に
つ
な
が
っ
て
い
く
と
い
う
事
も

非
常
に
興
味
深
い
。
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
な
取
り

組
み
を
す
る
こ
と
が
ブ
ラ
ン
ド
化
に
つ
な

が
っ
て
お
り
、
そ
の
ブ
ラ
ン
ド
化
さ
れ
た
体

験
や
経
験
に
「
満
足
し
た
顧
客
」
が
増
え
て

い
く
。
こ
れ
が
繰
り
返
さ
れ
る
と
「
満
足
し

た
顧
客
」
は
「
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
で
な
い
も
の
」

を
選
ば
な
く
な
り
、
差
別
化
に
つ
な
が
る
と

考
え
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
そ
う
で
な
い
も
の

は
淘
汰
さ
れ
る
可
能
性
が
高
く
な
る
。
今
、

そ
の
傾
向
が
世
界
的
に
強
く
な
っ
て
き
て
い

る
状
況
な
の
か
も
し
れ
な
い
。

　
日
本
に
お
い
て
は
、
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー

リ
ズ
ム
の
取
り
組
み
に
対
す
る
考
え
方
や
捉

え
方
が
ま
だ「
文
化
」の
領
域
、「
マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
」
の
領
域
に
達
し
て
い
な
い
。
し
か
し

な
が
ら
、
観
光
立
国
を
目
指
す
日
本
が
こ
の

問
題
を
避
け
る
こ
と
は
当
然
で
き
な
い
。「
そ

の
う
ち
に
」取
り
組
む
べ
き
も
の
で
は
な
く
、

「
今
」
か
ら
「
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
」
を
戦
略
的

に
意
識
し
、
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
と

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
視
察
を
通
し
て
感
じ

ら
れ
た
。
今
後
も
世
界
の
、
ま
た
日
本
国
内

の
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
取
り
組
み

に
注
目
し
て
い
き
た
い
。

史
や
マ
オ
リ
の
海
洋
生
物
と
の
関
わ
り
の
歴

史
、
海
洋
生
物
の
生
態
な
ど
を
壁
掛
け
パ
ネ

ル
や
モ
ニ
タ
ー
で
事
前
説
明
し
、乗
船
後
も
、

訓
練
さ
れ
た
ガ
イ
ド
が
レ
ベ
ル
の
高
い
ガ
イ

ダ
ン
ス
を
実
施
。
海
洋
生
物
の
生
態
の
他
、

海
洋
ご
み
に
係
る
話
な
ど
海
の
環
境
問
題
全

般
を
学
ぶ
こ
と
が

で
き
る
。
こ
れ
ら

の
質
の
高
い
ガ
イ

ダ
ン
ス
を
通
し

て
、
ツ
ア
ー
参
加

者
は
海
洋
生
物
の

生
態
を
よ
く
理
解

で
き
、
結
果
と
し

て
、
自
然
環
境
、

海
を
守
る
大
切
さ

や
意
味
、
意
義
を

考
え
る
機
会
を
得

る
こ
と
に
な
る
。

　
次
に
、
関
係
者

へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ

で
も
興
味
深
い
話

が
多
数
あ
っ
た
。

彼
ら
は
根
底
に
あ

る
考
え
方
と
し

て
、「
マ
オ
リ
の

会
社
で
あ
り
、
私

た
ち
は
次
の
世
代

に
こ
の
事
業
を
つ
な
げ
て
い
く
こ
と
を
重
視

し
て
い
る
」
と
し
、「
ク
ジ
ラ
は
私
た
ち
へ

の
ギ
フ
ト
で
あ
る
」
と
考
え
て
い
た
。
収
益

を
出
す
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
重
要
で
あ
る
が
、

自
然
や
海
洋
生
物
の
保
護
と
自
分
た
ち
の
事

業
が
一
体
で
あ
る
と
い
う
意
識
が
強
い
点
は

と
て
も
印
象
的
だ
っ
た
。

　
そ
の
よ
う
な
意
識
か
ら
、
環
境
負
荷
を
減

ら
す
た
め
に
船
を
新
造
し
た
と
の
こ
と
で

あ
っ
た
。船
を
大
き
く
し
座
席
数
を
増
や
し
、

こ
れ
ま
で
6
隻
あ
っ
た
船
を
2
隻
に
減
ら

す
。
こ
れ
に
よ
り
出
航
回
数
を
減
ら
す
こ
と

に
成
功
。
更
に
特
別
な
ハ
ミ
ル
ト
ン
ジ
ェ
ッ

ト
を
搭
載
し
、
エ
ン
ジ
ン
音
を
小
さ
く
し
て

ク
ジ
ラ
へ
の
影
響
を
減
ら
す
こ
と
が
で
き
た

と
語
っ
て
い
た
。

　
こ
こ
で
興
味
深
い
点
は
、
ヒ
ア
リ
ン
グ
で

は
、
経
営
に
お
い
て
収
益
を
上
げ
る
こ
と
よ

り
も
、
ク
ジ
ラ
へ
の
影
響
を
減
ら
す
こ
と
を

優
先
し
て
い
る
こ
と
を
強
調
し
て
い
た
こ
と

で
、
こ
の
よ
う
な
考
え
方
は
、「
マ
オ
リ
の

考
え
方
」
で
あ
る
と
も
語
っ
て
い
た
。

　
も
う
１
点
、「
日
本
で
は
環
境
対
策
が
『
コ

ス
ト
増
や
負
担
』
と
の
考
え
が
あ
り
、
そ
の

増
え
た
コ
ス
ト
を
商
品
（
サ
ー
ビ
ス
）
の
値

上
げ
に
よ
り
解
決
す
る
こ
と
を
ど
う
考
え
る

か
」
と
質
問
し
た
と
こ
ろ
、「
例
え
ば
単
純

に
燃
料
代
が
上
が
っ
た
た
め
値
上
げ
を
す
る

と
い
う
事
は
し
た
く
な
い
。
お
客
様
が
価
値

を
感
じ
る
こ
と
で
価
格
は
上
が
る
と
考
え

る
。
船
が
新
し
く
な
り
快
適
に
な
る
こ
と
で

値
上
げ
を
し
て
も
、
環
境
対
策
を
し
た
か
ら

値
上
げ
を
す
る
と
い
う
考
え
方
は
し
な
い
」

と
回
答
し
、
ま
た
、「
環
境
対
策
を
し
な
い

と
私
た
ち
は
淘
汰
さ
れ
る
。
そ
れ
以
上
に
、

マ
オ
リ
の
考
え
方
と
し
て
自
然
環
境
や
ク
ジ

ラ
は
『
宝
』
で
あ
り
、
そ
れ
を
守
っ
て
い
く

こ
と
に
取
組
ま
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
考
え

て
い
る
」
と
語
っ
て
い
た
。

　
こ
の
視
察
と
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
通
し
て
、
彼

ら
は
基
本
的
な
考
え
方
や
普
段
の
生
活
文
化

の
中
に
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
が
存
在
し
て
お

り
、「
文
化
と
し
て
」
の
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ

に
取
組
ん
で
い
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
た
。

　
次
に
訪
問
し
た
の
は
ハ
プ
ク
ロ
ッ
ジ
と
い

う
宿
泊
施
設
で
あ
る
。
こ
こ
は
5
0
0
エ
ー

カ
ー
の
広
大
な
敷
地
に
8
0
0
頭
以
上
の
鹿

を
飼
育
し
て
い
る
牧
場
で
、
そ
の
中
に
5
つ
の

大
き
な
ツ
リ
ー
ハ
ウ
ス
を
作
り
、
ラ
グ
ジ
ュ

ア
リ
ー
層
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
し
た
経
営
を
し

て
い
る
。
価
格
帯
も
ル
ー
ム
チ
ャ
ー
ジ
が
日

本
円
で
20
万
〜
30
万
円
と
高
く
な
っ
て
い
る
。

こ
こ
で
は
施
設
の
視
察
を
す
る
と
共
に
、
関

　
近
年
、
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
い

う
概
念
の
広
が
り
が
世
界
的
な
潮
流
で
あ

る
。
国
連
世
界
観
光
機
関
（
U
N
W
T
O
）

は
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
を「
訪
問
客
、

産
業
、
環
境
、
受
け
入
れ
地
域
の
需
要
に
適

合
し
つ
つ
、
現
在
と
未
来
の
環
境
、
社
会
文

化
、経
済
へ
の
影
響
に
十
分
配
慮
し
た
観
光
」

と
定
義
し
て
お
り
、
こ
の
よ
う
な
考
え
方
で

観
光
地
域
づ
く
り
が
推
進
さ
れ
、
観
光
コ
ン

テ
ン
ツ
が
新
た
に
生
ま
れ
る
こ
と
は
、
地
域

に
と
っ
て
も
旅
行
者
に
と
っ
て
も
望
ま
し
い

こ
と
だ
と
言
え
る
。
日
本
に
お
い
て
も
観
光

庁
が
こ
れ
ら
の
取
り
組
み
を
推
進
し
始
め
て

い
る
状
況
で
あ
る
。

　
そ
の
一
方
で
、
地
域
の
観
光
関
連
事
業
者

か
ら
は
、
理
念
や
考
え
方
に
は
賛
同
す
る
も

の
の
、
例
え
ば
ご
み
問
題
や
環
境
対
策
等
に

取
り
組
む
必
要
性
が
あ
り
、
そ
れ
ら
が
「
コ

ス
ト
増
や
負
担
」
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と

不
安
視
す
る
声
も
聞
こ
え
て
く
る
。

　
で
は
、
世
界
の
国
々
、
観
光
地
で
は
サ
ス

テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
ど
の
よ
う
な
取
組

が
実
施
さ
れ
、
観
光
関
連
事
業
者
は
こ
の
サ

ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
ど
の
よ
う
に
捉

え
て
い
る
の
か
。ま
た
、サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー

リ
ズ
ム
に
取
り
組
む
メ
リ
ッ
ト
は
何
か
。
例

え
ば
、
環
境
対
策
に
取
り
組
む
こ
と
が
事
業

者
の
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
に
つ
な
が
り
、
高
付

加
価
値
化
さ
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

　
今
回
は
、
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
や

環
境
保
全
の
先
進
国
と
言
わ
れ
る
ニ
ュ
ー

ジ
ー
ラ
ン
ド
を
視
察
訪
問
し
た
結
果
を
も
と

に
、
日
本
と
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
事
業
者

の
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
捉
え
方
の

違
い
に
つ
い
て
考
察
し
て
い
き
た
い
。

　
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
観
光
関
連
事
業
者

は
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
ど
の
よ
う

に
捉
え
て
い
る
の
か
。
当
然
、
自
然
や
歴
史
・

文
化
の
側
面
か
ら
考
え
れ
ば
素
晴
ら
し
い
取

組
で
あ
る
が
、
本
音
は
ど
う
な
の
か
。
今
回

は
、
グ
リ
ー
ン
・
グ
ロ
ー
ブ
認
証
も
受
け
て

お
り
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
で
も
自
然
が
豊

か
で
海
洋
生
物
と
会
え
る
こ
と
で
も
有
名
な

カ
イ
コ
ウ
ラ
（K

aikoura

）
を
訪
れ
た
。
カ

イ
コ
ウ
ラ
は
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
南
島
の

北
東
部
に
位
置
す
る
人
口
3
6
0
0
人
の
小

さ
な
港
町
で
、
年
間
1
0
0
万
人
の
観
光
客

が
訪
れ
、
地
域
G
D
P
の
40
％
を
占
め
る
の

が
観
光
業
。
ま
た
住
民
の
50
％
が
観
光
に
係

る
仕
事
に
従
事
す
る
観
光
地
で
あ
る
。
こ
の

カ
イ
コ
ウ
ラ
の
代
表
的
な
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ

で
あ
る
ホ
エ
ー
ル
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
を
実
施
す

る
事
業
者
と
富
裕
層
向
け
宿
泊
施
設
の
2
か

所
を
訪
問
し
、
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
の
体
験
、

関
係
者
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
実
施
し
た
。

　
ま
ず
訪
問
し
た
の
は
ホ
エ
ー
ル
ウ
ォ
ッ
チ

カ
イ
コ
ウ
ラ
社
。
こ
の
会
社
の
設
立
ス
ト
ー

リ
ー
は
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
そ
の
も

の
で
あ
る
。
カ
イ
コ
ウ
ラ
で
は
1
8
4
3
年

に
最
初
の
捕
鯨
基
地
が
設
置
さ
れ
た
こ
と
を

き
っ
か
け
に
捕
鯨
を
開
始
し
、
基
幹
産
業
で

あ
っ
た
が
、
1
9
7
8
年
の
海
洋
哺
乳
類
保

護
法
の
施
行
に
よ
り
、
ク
ジ
ラ
、
イ
ル
カ
、

オ
ッ
ト
セ
イ
な
ど
海
洋
哺
乳
類
の
保
護
活
動

が
開
始
さ
れ
る
。
そ
の
結
果
、
多
く
の
マ
オ

リ
系
住
民
が
職
を
失
う
こ
と
に
な
っ
た
。
そ

こ
で
彼
ら
は
「
捕
る
」
こ
と
か
ら
「
守
る
」
こ

と
へ
考
え
方
を
変
え
、
こ
の
ホ
エ
ー
ル

ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
を
実
施
す
る
会
社
を
設
立
し

た
の
で
あ
る
。

　
実
際
に
ホ
エ
ー
ル
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
ツ
ア
ー

に
参
加
し
て
み
る
と
、
乗
船
前
に
捕
鯨
の
歴

3
．サ
ス
テ
ナ
ブ
ル

ツ
ー
リ
ズ
ム
に

取
り
組
む
こ
と
は
戦
略

ニュージーランドにおけるサステナブルツーリズム3
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100%
 Pure N

ew Zealand
に
ついて

　
今
回
の
視
察
で
は
地
域
の
行
政
機
関
、
観

光
局
、
観
光
関
連
事
業
者
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ

を
実
施
し
た
。
彼
ら
か
ら
は
、
こ
の
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
が
概
ね
成
功
し
て
お
り
、
特
に
、
国

家
の
観
光
地
と
し
て
の
イ
メ
ー
ジ
の
形
成
に

大
き
く
寄
与
し
て
い
る
と
い
う
意
見
が
得
ら

れ
た
。
成
功
の
要
因
と
し
て
は
「
国
土
全
体

の
人
口
規
模
が
少
な
い
こ
と
」「
全
体
的
な

コ
ン
セ
プ
ト
の
一
貫
性
」「
社
会
情
勢
を
反

映
し
た
豊
富
な
サ
ブ
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
」
な

ど
が
挙
げ
ら
れ
た
。
た
だ
し
、
観
光
関
連
事

業
者
の
一
部
は
「
自
分
た
ち
が
本
当
に

〝1
0
0
%
 P
u
re

〞な
の
か
自
信
を
持
っ
て
肯

定
で
き
な
い
」「
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
国

民
全
員
が〝clean

-green

〞の
意
識
を
共

有
し
て
い
る
と
は
限
ら
な
い
」
な
ど
、
ブ
ラ

ン
ド
コ
ン
セ
プ
ト
に
や
や
懐
疑
的
な
目
を
向

け
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
た
め
彼
ら
は

自
ら
の
環
境
意
識
に
基
づ
い
て
事
業
を
行
っ

て
お
り
、
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
ブ
ラ
ン
ド
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
積
極
的
に
押
し
出
す
こ
と
は
避
け

て
い
る
よ
う
だ
。
こ
の
よ
う
な
批
判
的
な
意

見
の
存
在
は
、
い
く
つ
か
の
既
往
文
献
に
お

い
て
も
確
認
さ
れ
て
お
り
、
多
く
の
主
体
を

巻
き
込
み
な
が
ら
足
並
み
を
揃
え
て
ブ
ラ
ン

ド
力
の
向
上
に
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
の
難

し
さ
を
示
唆
し
て
い
る
と
い
え
る

（W
estgate,2

0
0
9
;C
arter,2

0
1
9

）。

　
先
述
の
通
り
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
で
は

20
年
以
上
前
か
ら
国
家
と
し
て
の
ブ
ラ
ン
ド

確
立
の
た
め
の
施
策
が
展
開
さ
れ
て
お
り
、

現
在
も
続
い
て
い
る
。
今
回
の
視
察
で
も
、

地
域
ご
と
に
独
立
し
て
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
施

策
に
注
力
す
る
の
で
は
な
く
、
国
家
全
体
を

一
つ
の
単
位
と
し
て
捉
え
て
需
要
の
獲
得
や

イ
メ
ー
ジ
の
形
成
に
取
り
組
ん
で
い
る
側
面

が
強
く
感
じ
ら
れ
た
。
多
様
な
地
域
・
観
光

資
源
が
存
在
し
、
人
口
規
模
も
ニ
ュ
ー
ジ
ー

ラ
ン
ド
よ
り
圧
倒
的
に
大
き
い
日
本
に
お
い

て
当
事
例
を
直
接
的
に
適
用
す
る
こ
と
は
難

し
い
と
思
わ
れ
る
が
、
事
業
の
継
続
性
や
広

範
な
P
R
な
ど
か
ら
は
今
後
日
本
が
国
家
と

し
て
の
ブ
ラ
ン
ド
力
の
向
上
を
図
る
う
え
で

の
示
唆
が
得
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
国
家
の
魅
力

度
を
指
数
化
し
ラ
ン
ク
付
け
し
た
ア
ン
ホ
ル

ト
│
イ
プ
ソ
ス
国
家
ブ
ラ
ン
ド
指
数
に
お
い

て
、
日
本
は
2
0
2
3
年
に
初
の
ト
ッ
プ
と

な
り
、
観
光
分
野
で
も
高
い
評
価
を
得
て
い

る
（Ip

so
s,2

0
2
3

）。
こ
の
よ
う
な
潮
流

を
一
時
的
な
も
の
に
す
る
の
で
は
な
く
定
着

さ
せ
て
い
く
た
め
に
は
長
期
的
な
視
点
で
の

対
応
が
重
要
で
あ
る
と
推
察
さ
れ
る
。

　
そ
し
て
、
ヒ
ア
リ
ン
グ
で
の
成
果
か
ら
は
、

観
光
に
携
わ
る
主
体
の
な
か
で
も
立
場
に

よ
っ
て
国
家
の
ブ
ラ
ン
ド
に
対
す
る
認
識
に

ギ
ャ
ッ
プ
が
あ
る
こ
と
が
示
唆
さ
れ
た
。
こ

の
よ
う
な
認
識
の
差
異
が
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ

施
策
に
と
っ
て
ど
の
よ
う
な
意
味
を
持
ち
、

旅
行
者
に
対
し
て
は
ど
の
よ
う
な
影
響
を
及

ぼ
す
の
か
は
、
今
後
の
研
究
課
題
と
し
て
い

き
た
い
。

プ
ト
と
し
た
サ
ブ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン〝If Y

o
u
 

S
eek

〞の
開
始
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。

3
-1

．isite

　isite

は
1
9
9
0
年
に
現
在
の
T
N
Z

に
よ
っ
て
設
立
さ
れ
た
観
光
情
報
の
発
信
拠

点
で
あ
る
。
こ
の
施
設
は
旅
行
プ
ラ
ン
の
案

内
の
ほ
か
、
宿
泊
、
交
通
、
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ

の
手
配
、
無
料W

i-F
i

の
提
供
、
グ
ッ
ズ
販

売
な
ど
の
機
能
を
有
し
て
い
る

（T
N
Z
,2
0
2
3

）。
2
0
2
4
年
1
月
現
在

で
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
全
土
に
60
以
上
存
在

し
て
お
り
、
今
回
の
視
察
で
訪
れ
た
都
市
・

町
の
ほ
と
ん
ど
で
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　
視
察
し
た
い
ず
れ
の
施
設
で
も
、
そ
の
都

市
・
町
の
も
の
だ
け
で
な
く
、
周
辺
地
域
や

国
土
全
体
の
観

光
情
報
も
詳
し

く
紹
介
さ
れ
て

お
り
、
旅
行
者

の
行
動
範
囲
を

広
げ
る
こ
と
で
、

長
期
滞
在
お
よ

び
需
要
分
散
の

促
進
、
多
様
な

ニ
ー
ズ
へ
の
対
応
、
国
家
レ
ベ
ル
で
の
観
光

地
イ
メ
ー
ジ
の
形
成
に
つ
な
げ
よ
う
と
す
る

意
図
が
感
じ
取
れ
た
（
写
真
1
）。
一
方
で
、

施
設
ご
と
に
地
域
の
特
色
を
反
映
し
た
ユ

ニ
ー
ク
な
点
も
あ
っ
た
。
例
え
ば
、
釣
り
、

シ
ー
カ
ヤ
ッ
ク
、
マ
ウ
ン
テ
ン
バ
イ
ク
、
ト

レ
ッ
キ
ン
グ
な
ど
が
楽
し
め
る
南
島
の
港
町

ピ
ク
ト
ン
のisite

に
は
ロ
ッ
カ
ー
や
更
衣

室
が
設
置
さ
れ
て
お
り
、
ア
ウ
ト
ド
ア
ウ
ェ

ア
の
販
売
も
行
わ
れ
て
い
た
（
写
真
2
）。

こ
の
よ
う
な
、
一
定
の
統
一
感
を
保
ち
つ
つ

各
地
域
の
特
徴
を
活
か
し
た
拠
点
の
運
営
は
、

国
家
全
体
の
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
・
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
を
担
う
T
N
Z
が
管
理
し
つ
つ
も
、

実
際
の
施
設
の
運
営
は
各
都
市
・
町
に
精
通

し
た
人
材
が
担
っ
て
い
る
か
ら
こ
そ
実
現
可

能
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
航
空
の
ウ
ェ
ブ
ペ
ー
ジ

（h
ttp

s://w
w
w
.airn

ew
zealan

d
.jp

/s

afety-vid
eo
s

）
で
も
閲
覧
可
能
で
あ
る

（
2
0
2
4
年
1
月
現
在
）。
ま
た
、
旅
中
に

お
い
て
も
旅
行
者
向
け
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
な

ど
で
そ
の
ア
イ
コ
ン
や
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
数
多

く
見
ら
れ
た
が
、
特
に
、
カ
イ
コ
ウ
ラ
と
い

う
小
さ
な
町
の
自
然
体
験
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ

を
提
供
し
て
い
る
一
施
設
で
も
そ
れ
を
見
る

こ
と
が
で
き
た
の
が
印
象
的
で
あ
っ
た
（
写

真
4
）。
す
な
わ
ち
、T

iaki P
ro
m
ise

は
、

多
様
な
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
と
の
連
携
に
よ

り
、
幅
広
い
分
野
・
エ
リ
ア
で
の
施
策
の
展

開
を
実
現
し
て
い
る
。
こ
れ
は
旅
行
者
や
観

光
関
連
事
業
者
、
地
域
住
民
の
よ
り
深
い
認

知
に
つ
な
が
り
、
国
土
全
体
の
自
然
・
文
化

の
保
全
と
、
国
家
と
し
て
の
ブ
ラ
ン
ド
の
報

知
に
寄
与
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
情
報
社
会
の
進
展
、
旅
行
者
ニ
ー
ズ
の
多

様
化
、
観
光
地
間
の
競
争
激
化
な
ど
を
契
機

と
し
て
1
9
9
0
年
代
後
半
に「
デ
ス
テ
ィ

ネ
ー
シ
ョ
ン
・
ブ
ラ
ン
ド（D

estin
ation

 

B
ran

d

）」の
概
念
が
注
目
を
集
め
て
以
来
、

世
界
中
で
こ
れ
に
関
す
る
様
々
な
取
り
組
み
・

研
究
が
行
わ
れ
て
き
た（A

lm
eyd

a-

Ibáñ
ez &

 G
eorge,2

017
;

李
・2

018

）。

昨
今
の
日
本
に
お
い
て
も
、
2
0
2
1
年
東

京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技

大
会
を
は
じ
め
と
す
る
国
際
イ
ベ
ン
ト
の
開

催
や
「
明
日
の
日
本
を
支
え
る
観
光
ビ
ジ
ョ
ン

構
想
会
議
」に
基
づ
く
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
客
獲

得
に
向
け
た
動
き
な
ど
を
背
景
と
し
て
、
デ

ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
・
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
の

必
要
性
は
高
ま
っ
て
い
る
が
、
そ
の
一
方
で
国

家
レ
ベ
ル
で
の
ブ
ラ
ン
ド
構
築
に
つ
い
て
は

未
だ
発
展
段
階
で
あ
る
と
い
え
る（
岩
田
・

2
0
2
0
）。
で
は
、
長
期
に
わ
た
っ
て
国
家

レ
ベ
ル
で
の
ブ
ラ
ン
ド
確
立
に
注
力
し
て
き

た
国
で
は
何
が
行
わ
れ
て
き
た
の
だ
ろ
う
か
。

　
本
稿
で
は
、
世
界
で
最
も
評
価
さ
れ
て
い

る
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
・
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン

グ
・
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
一
つ
で
あ
る
、
ニ
ュ
ー

ジ
ー
ラ
ン
ド
政
府
観
光
局
（
以
下
、
T
N
Z
）

の〝1
0
0
%
 P
u
re N

ew
 Z
ealan

d

〞を
取

り
あ
げ
、
現
地
視
察
で
の
成
果
を
交
え
つ
つ

そ
の
取
り
組
み
の
一
部
を
紹
介
し
た
い
。

　1
0
0
%
 P
u
re
 N

e
w
 Z
e
a
la
n
d

は

T
N
Z
が
1
9
9
9
年
か
ら
実
施
し
て
い

る
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
・
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン

グ
・
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で
あ
る
。
こ
の
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
は
初
期
か
ら
一
貫
し
て
ニ
ュ
ー
ジ
ー

ラ
ン
ド
の〝clean

-green

〞な
イ
メ
ー
ジ

の
形
成
と
「
手
つ
か
ず
の
自
然
・
文
化
の
な

か
で
オ
ー
セ
ン
テ
ィ
ッ
ク
な
体
験
が
で
き
る

デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
」
と
し
て
の
位
置
づ

け
の
確
立
を
目
指
す
施
策
を
展
開
し
て
お
り
、

成
功
事
例
と
し
て
世
界
的
に
知
ら
れ
て
い
る
。

実
際
、
1
9
9
9
年
か
ら
2
0
0
9
年
ま
で

の
間
に
は
50
の
国
際
的
な
賞
を
受
賞
し
た

（B
o
se
 &

 M
u
th
u
k
u
m
a
r, 2

0
1
1
; 

M
cM

illen
, 2

0
1
2
; K

aefer, 2
0
1
6

）。

こ
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
よ
り
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー

ラ
ン
ド
の
外
客
数
は
1
9
9
9
年
か
ら

2
0
0
8
年
に
か
け
て
約
1
6
0
万
人
か
ら

約
2
4
0
万
人
に
増
加
し
、
観
光
に
よ
る
外

貨
収
入
も
35
億
ド
ル
か
ら
59
億
ド
ル
に
増
加

し
た
（T

N
Z
, 2009

）。

　
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
立
ち
上
げ
前
の
ブ
ラ
ン
ド

ビ
ジ
ョ
ン
の
策
定
に
あ
た
っ
て
は
、
地
域
の

事
業
者
、地
域
経
済
の
専
門
家
、競
合
観
光
地
、

観
光
客
を
対
象
と
す
る
大
規
模
な
調
査
が
行

わ
れ
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。
例
え
ば
、
英
国

だ
け
で
も
28
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
と
4
つ
の
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
が
実
施
さ
れ
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー

ラ
ン
ド
旅
行
の
ニ
ー
ズ
や
動
機
、
制
約
、
シ

ン
ボ
ル
や
イ
メ
ー
ジ
に
関
す
る
情
報
が
収
集

さ
れ
た
（M

o
rgan

 et al., 2
0
0
2

）。
調

査
結
果
を
踏
ま
え
、
T
N
Z
は
主
要
タ
ー

ゲ
ッ
ト
を
よ
り
本
物
の
体
験
を
求
め
て
新
し

い
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
へ
の
挑
戦
を
楽
し

む
、
心
も
身
体
も
若
い
人
々
と
し
、
彼
ら
を

「
イ
ン
タ
ラ
ク
テ
ィ
ブ
・
ト
ラ
ベ
ラ
ー

（In
teractive T

raveler

）」
と
定
義
し

た
（T

N
Z
,n
.d
.

）。
こ
の
よ
う
な
初
期
段

階
で
の
綿
密
な
ポ
ジ
シ
ョ
ニ
ン
グ
、
タ
ー
ゲ

テ
ィ
ン
グ
は
当
事
例
の
特
徴
の
一
つ
で
あ
る

と
い
え
る
。

　
さ
ら
に
、
情
報
発
信
に
お
い
て
も
先
駆
的

な
取
り
組
み
が
行
わ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、

2
0
0
0
年
代
初
頭
、
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の

媒
体
は
テ
レ
ビ
と
雑
誌
等
の
印
刷
物
が
中
心

で
あ
っ
た
が
、
T
N
Z
は
主
要
タ
ー
ゲ
ッ
ト

の
多
く
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
精
通
し
て
い

る
こ
と
を
加
味
し
て
、
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の

U
I
改
善
や
多
数
の
関
連
事
業
者
の
リ
ン
ク

付
け
、
情
報
の
提
示
方
法
の
工
夫
な
ど
に
積

極
的
に
投
資
し
、
月
間
ユ
ー
ザ
ー
セ
ッ
シ
ョ

ン
数
を
倍
増
さ
せ
た
（M

o
rgan

 et al., 

2
0
0
2

）。
そ
の
他
、
観
光
情
報
の
発
信
拠

点
〝isite

〞
の
運
営
や
2
0
0
7
年
と

2
0
1
1
年
の
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ

と
関
連
づ
け
た
ジ
ャ
イ
ア
ン
ト
・
ラ
グ
ビ
ー

ボ
ー
ル
な
ど
も
高
い
評
価
を
受
け
た
。
近
年

の
取
り
組
み
と
し
て
は
、
住
民
・
観
光
客
に

責
任
あ
る
行
動
を
促
す
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

〝T
iaki P

ro
m
ise

〞
の
発
信
（C

arlso
n
, 

2
0
1
8
; P

atil, 2
0
1
9

）、
コ
ロ
ナ
禍
で
閉

じ
こ
も
り
が
ち
だ
っ
た
心
の
解
放
を
コ
ン
セ

3
3

2
．20
年
以
上
続
く

デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン・

ブ
ラ
ン
ド

1
．は
じ
め
に

観
光
研
究
部 

研
究
員

目
代 

凪

3
-2

．T
iaki P

rom
ise

　T
iaki P

ro
m
ise

は
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ

ン
ド
の
自
然
、
文
化
、
景
観
を
守
る
こ
と
を

主
目
的
と
す
る
、
住
民
・
観
光
客
に
責
任
あ

る
行
動
を
促
す
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
あ
る
。

T
N
Z
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
自
然
保
護
局
、

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
航
空
な
ど
の
7
組
織
が

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
実
施
主
体
と
な
っ
て
い
る

（P
atil, 2

0
1
9

）。
視
察
で
は
様
々
な
媒
体

で
こ
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
目
に
し
た
。
例
え

ば
、
出
発
時
に
利
用
し
た
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン

ド
航
空
の
機
内
安
全
ビ
デ
オ
は
、
青
年
テ
ィ

ア
キ
が
ワ
カ
・
レ
レ
ラ
ン
ギ
（
空
飛
ぶ
カ

ヌ
ー
）
に
乗
り
、
マ
オ
リ
の
神
話
の
守
護
神

た
ち
を
訪
ね
る
と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
の
映
像

と
な
っ
て
お
り
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
で
の

責
任
あ
る
行
動
と
文
化
の
尊
重
を
促
す
内
容

で
あ
っ
た
（
写
真
3
）。
な
お
、
当
映
像
は

ニュージーランドにおけるサステナブルツーリズム3

第260号 March 202441



　
今
回
の
視
察
で
は
地
域
の
行
政
機
関
、
観

光
局
、
観
光
関
連
事
業
者
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ

を
実
施
し
た
。
彼
ら
か
ら
は
、
こ
の
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
が
概
ね
成
功
し
て
お
り
、
特
に
、
国

家
の
観
光
地
と
し
て
の
イ
メ
ー
ジ
の
形
成
に

大
き
く
寄
与
し
て
い
る
と
い
う
意
見
が
得
ら

れ
た
。
成
功
の
要
因
と
し
て
は
「
国
土
全
体

の
人
口
規
模
が
少
な
い
こ
と
」「
全
体
的
な

コ
ン
セ
プ
ト
の
一
貫
性
」「
社
会
情
勢
を
反

映
し
た
豊
富
な
サ
ブ
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
」
な

ど
が
挙
げ
ら
れ
た
。
た
だ
し
、
観
光
関
連
事

業
者
の
一
部
は
「
自
分
た
ち
が
本
当
に

〝1
0
0
%
 P
u
re

〞な
の
か
自
信
を
持
っ
て
肯

定
で
き
な
い
」「
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
国

民
全
員
が〝clean

-green

〞の
意
識
を
共

有
し
て
い
る
と
は
限
ら
な
い
」
な
ど
、
ブ
ラ

ン
ド
コ
ン
セ
プ
ト
に
や
や
懐
疑
的
な
目
を
向

け
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
た
め
彼
ら
は

自
ら
の
環
境
意
識
に
基
づ
い
て
事
業
を
行
っ

て
お
り
、
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
ブ
ラ
ン
ド
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
積
極
的
に
押
し
出
す
こ
と
は
避
け

て
い
る
よ
う
だ
。
こ
の
よ
う
な
批
判
的
な
意

見
の
存
在
は
、
い
く
つ
か
の
既
往
文
献
に
お

い
て
も
確
認
さ
れ
て
お
り
、
多
く
の
主
体
を

巻
き
込
み
な
が
ら
足
並
み
を
揃
え
て
ブ
ラ
ン

ド
力
の
向
上
に
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
の
難

し
さ
を
示
唆
し
て
い
る
と
い
え
る

（W
estgate,2

0
0
9
;C
arter,2

0
1
9

）。

　
先
述
の
通
り
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
で
は

20
年
以
上
前
か
ら
国
家
と
し
て
の
ブ
ラ
ン
ド

確
立
の
た
め
の
施
策
が
展
開
さ
れ
て
お
り
、

現
在
も
続
い
て
い
る
。
今
回
の
視
察
で
も
、

地
域
ご
と
に
独
立
し
て
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
施

策
に
注
力
す
る
の
で
は
な
く
、
国
家
全
体
を

一
つ
の
単
位
と
し
て
捉
え
て
需
要
の
獲
得
や

イ
メ
ー
ジ
の
形
成
に
取
り
組
ん
で
い
る
側
面

が
強
く
感
じ
ら
れ
た
。
多
様
な
地
域
・
観
光

資
源
が
存
在
し
、
人
口
規
模
も
ニ
ュ
ー
ジ
ー

ラ
ン
ド
よ
り
圧
倒
的
に
大
き
い
日
本
に
お
い

て
当
事
例
を
直
接
的
に
適
用
す
る
こ
と
は
難

し
い
と
思
わ
れ
る
が
、
事
業
の
継
続
性
や
広

範
な
P
R
な
ど
か
ら
は
今
後
日
本
が
国
家
と

し
て
の
ブ
ラ
ン
ド
力
の
向
上
を
図
る
う
え
で

の
示
唆
が
得
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
国
家
の
魅
力

度
を
指
数
化
し
ラ
ン
ク
付
け
し
た
ア
ン
ホ
ル

ト
│
イ
プ
ソ
ス
国
家
ブ
ラ
ン
ド
指
数
に
お
い

て
、
日
本
は
2
0
2
3
年
に
初
の
ト
ッ
プ
と

な
り
、
観
光
分
野
で
も
高
い
評
価
を
得
て
い

る
（Ip

so
s,2

0
2
3

）。
こ
の
よ
う
な
潮
流

を
一
時
的
な
も
の
に
す
る
の
で
は
な
く
定
着

さ
せ
て
い
く
た
め
に
は
長
期
的
な
視
点
で
の

対
応
が
重
要
で
あ
る
と
推
察
さ
れ
る
。

　
そ
し
て
、
ヒ
ア
リ
ン
グ
で
の
成
果
か
ら
は
、

観
光
に
携
わ
る
主
体
の
な
か
で
も
立
場
に

よ
っ
て
国
家
の
ブ
ラ
ン
ド
に
対
す
る
認
識
に

ギ
ャ
ッ
プ
が
あ
る
こ
と
が
示
唆
さ
れ
た
。
こ

の
よ
う
な
認
識
の
差
異
が
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ

施
策
に
と
っ
て
ど
の
よ
う
な
意
味
を
持
ち
、

旅
行
者
に
対
し
て
は
ど
の
よ
う
な
影
響
を
及

ぼ
す
の
か
は
、
今
後
の
研
究
課
題
と
し
て
い

き
た
い
。

プ
ト
と
し
た
サ
ブ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン〝If Y

o
u
 

S
eek

〞の
開
始
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。

3
-1

．isite

　isite

は
1
9
9
0
年
に
現
在
の
T
N
Z

に
よ
っ
て
設
立
さ
れ
た
観
光
情
報
の
発
信
拠

点
で
あ
る
。
こ
の
施
設
は
旅
行
プ
ラ
ン
の
案

内
の
ほ
か
、
宿
泊
、
交
通
、
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ

の
手
配
、
無
料W

i-F
i

の
提
供
、
グ
ッ
ズ
販

売
な
ど
の
機
能
を
有
し
て
い
る

（T
N
Z
,2
0
2
3

）。
2
0
2
4
年
1
月
現
在

で
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
全
土
に
60
以
上
存
在

し
て
お
り
、
今
回
の
視
察
で
訪
れ
た
都
市
・

町
の
ほ
と
ん
ど
で
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　
視
察
し
た
い
ず
れ
の
施
設
で
も
、
そ
の
都

市
・
町
の
も
の
だ
け
で
な
く
、
周
辺
地
域
や

国
土
全
体
の
観

光
情
報
も
詳
し

く
紹
介
さ
れ
て

お
り
、
旅
行
者

の
行
動
範
囲
を

広
げ
る
こ
と
で
、

長
期
滞
在
お
よ

び
需
要
分
散
の

促
進
、
多
様
な

ニ
ー
ズ
へ
の
対
応
、
国
家
レ
ベ
ル
で
の
観
光

地
イ
メ
ー
ジ
の
形
成
に
つ
な
げ
よ
う
と
す
る

意
図
が
感
じ
取
れ
た
（
写
真
1
）。
一
方
で
、

施
設
ご
と
に
地
域
の
特
色
を
反
映
し
た
ユ

ニ
ー
ク
な
点
も
あ
っ
た
。
例
え
ば
、
釣
り
、

シ
ー
カ
ヤ
ッ
ク
、
マ
ウ
ン
テ
ン
バ
イ
ク
、
ト

レ
ッ
キ
ン
グ
な
ど
が
楽
し
め
る
南
島
の
港
町

ピ
ク
ト
ン
のisite

に
は
ロ
ッ
カ
ー
や
更
衣

室
が
設
置
さ
れ
て
お
り
、
ア
ウ
ト
ド
ア
ウ
ェ

ア
の
販
売
も
行
わ
れ
て
い
た
（
写
真
2
）。

こ
の
よ
う
な
、
一
定
の
統
一
感
を
保
ち
つ
つ

各
地
域
の
特
徴
を
活
か
し
た
拠
点
の
運
営
は
、

国
家
全
体
の
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
・
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
を
担
う
T
N
Z
が
管
理
し
つ
つ
も
、

実
際
の
施
設
の
運
営
は
各
都
市
・
町
に
精
通

し
た
人
材
が
担
っ
て
い
る
か
ら
こ
そ
実
現
可

能
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
航
空
の
ウ
ェ
ブ
ペ
ー
ジ

（h
ttp

s://w
w
w
.airn

ew
zealan

d
.jp

/s

afety-vid
eo
s

）
で
も
閲
覧
可
能
で
あ
る

（
2
0
2
4
年
1
月
現
在
）。
ま
た
、
旅
中
に

お
い
て
も
旅
行
者
向
け
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
な

ど
で
そ
の
ア
イ
コ
ン
や
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
数
多

く
見
ら
れ
た
が
、
特
に
、
カ
イ
コ
ウ
ラ
と
い

う
小
さ
な
町
の
自
然
体
験
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ

を
提
供
し
て
い
る
一
施
設
で
も
そ
れ
を
見
る

こ
と
が
で
き
た
の
が
印
象
的
で
あ
っ
た
（
写

真
4
）。
す
な
わ
ち
、T

iaki P
ro
m
ise

は
、

多
様
な
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
と
の
連
携
に
よ

り
、
幅
広
い
分
野
・
エ
リ
ア
で
の
施
策
の
展

開
を
実
現
し
て
い
る
。
こ
れ
は
旅
行
者
や
観

光
関
連
事
業
者
、
地
域
住
民
の
よ
り
深
い
認

知
に
つ
な
が
り
、
国
土
全
体
の
自
然
・
文
化

の
保
全
と
、
国
家
と
し
て
の
ブ
ラ
ン
ド
の
報

知
に
寄
与
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
情
報
社
会
の
進
展
、
旅
行
者
ニ
ー
ズ
の
多

様
化
、
観
光
地
間
の
競
争
激
化
な
ど
を
契
機

と
し
て
1
9
9
0
年
代
後
半
に「
デ
ス
テ
ィ

ネ
ー
シ
ョ
ン
・
ブ
ラ
ン
ド（D

estin
ation

 

B
ran

d

）」の
概
念
が
注
目
を
集
め
て
以
来
、

世
界
中
で
こ
れ
に
関
す
る
様
々
な
取
り
組
み
・

研
究
が
行
わ
れ
て
き
た（A

lm
eyd

a-

Ibáñ
ez &

 G
eorge,2

017
;

李
・2

018

）。

昨
今
の
日
本
に
お
い
て
も
、
2
0
2
1
年
東

京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技

大
会
を
は
じ
め
と
す
る
国
際
イ
ベ
ン
ト
の
開

催
や
「
明
日
の
日
本
を
支
え
る
観
光
ビ
ジ
ョ
ン

構
想
会
議
」に
基
づ
く
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
客
獲

得
に
向
け
た
動
き
な
ど
を
背
景
と
し
て
、
デ

ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
・
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
の

必
要
性
は
高
ま
っ
て
い
る
が
、
そ
の
一
方
で
国

家
レ
ベ
ル
で
の
ブ
ラ
ン
ド
構
築
に
つ
い
て
は

未
だ
発
展
段
階
で
あ
る
と
い
え
る（
岩
田
・

2
0
2
0
）。
で
は
、
長
期
に
わ
た
っ
て
国
家

レ
ベ
ル
で
の
ブ
ラ
ン
ド
確
立
に
注
力
し
て
き

た
国
で
は
何
が
行
わ
れ
て
き
た
の
だ
ろ
う
か
。

　
本
稿
で
は
、
世
界
で
最
も
評
価
さ
れ
て
い

る
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
・
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン

グ
・
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
一
つ
で
あ
る
、
ニ
ュ
ー

ジ
ー
ラ
ン
ド
政
府
観
光
局
（
以
下
、
T
N
Z
）

の〝1
0
0
%
 P
u
re N

ew
 Z
ealan

d

〞を
取

り
あ
げ
、
現
地
視
察
で
の
成
果
を
交
え
つ
つ

そ
の
取
り
組
み
の
一
部
を
紹
介
し
た
い
。

　1
0
0
%
 P
u
re
 N

e
w
 Z
e
a
la
n
d

は

T
N
Z
が
1
9
9
9
年
か
ら
実
施
し
て
い

る
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
・
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン

グ
・
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で
あ
る
。
こ
の
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
は
初
期
か
ら
一
貫
し
て
ニ
ュ
ー
ジ
ー

ラ
ン
ド
の〝clean

-green

〞な
イ
メ
ー
ジ

の
形
成
と
「
手
つ
か
ず
の
自
然
・
文
化
の
な

か
で
オ
ー
セ
ン
テ
ィ
ッ
ク
な
体
験
が
で
き
る

デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
」
と
し
て
の
位
置
づ

け
の
確
立
を
目
指
す
施
策
を
展
開
し
て
お
り
、

成
功
事
例
と
し
て
世
界
的
に
知
ら
れ
て
い
る
。

実
際
、
1
9
9
9
年
か
ら
2
0
0
9
年
ま
で

の
間
に
は
50
の
国
際
的
な
賞
を
受
賞
し
た

（B
o
se
 &

 M
u
th
u
k
u
m
a
r, 2

0
1
1
; 

M
cM

illen
, 2

0
1
2
; K

aefer, 2
0
1
6

）。

こ
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
よ
り
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー

ラ
ン
ド
の
外
客
数
は
1
9
9
9
年
か
ら

2
0
0
8
年
に
か
け
て
約
1
6
0
万
人
か
ら

約
2
4
0
万
人
に
増
加
し
、
観
光
に
よ
る
外

貨
収
入
も
35
億
ド
ル
か
ら
59
億
ド
ル
に
増
加

し
た
（T

N
Z
, 2009

）。

　
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
立
ち
上
げ
前
の
ブ
ラ
ン
ド

ビ
ジ
ョ
ン
の
策
定
に
あ
た
っ
て
は
、
地
域
の

事
業
者
、地
域
経
済
の
専
門
家
、競
合
観
光
地
、

観
光
客
を
対
象
と
す
る
大
規
模
な
調
査
が
行

わ
れ
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。
例
え
ば
、
英
国

だ
け
で
も
28
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
と
4
つ
の
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
が
実
施
さ
れ
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー

ラ
ン
ド
旅
行
の
ニ
ー
ズ
や
動
機
、
制
約
、
シ

ン
ボ
ル
や
イ
メ
ー
ジ
に
関
す
る
情
報
が
収
集

さ
れ
た
（M

o
rgan

 et al., 2
0
0
2

）。
調

査
結
果
を
踏
ま
え
、
T
N
Z
は
主
要
タ
ー

ゲ
ッ
ト
を
よ
り
本
物
の
体
験
を
求
め
て
新
し

い
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
へ
の
挑
戦
を
楽
し

む
、
心
も
身
体
も
若
い
人
々
と
し
、
彼
ら
を

「
イ
ン
タ
ラ
ク
テ
ィ
ブ
・
ト
ラ
ベ
ラ
ー

（In
teractive T

raveler

）」
と
定
義
し

た
（T

N
Z
,n
.d
.

）。
こ
の
よ
う
な
初
期
段

階
で
の
綿
密
な
ポ
ジ
シ
ョ
ニ
ン
グ
、
タ
ー
ゲ

テ
ィ
ン
グ
は
当
事
例
の
特
徴
の
一
つ
で
あ
る

と
い
え
る
。

　
さ
ら
に
、
情
報
発
信
に
お
い
て
も
先
駆
的

な
取
り
組
み
が
行
わ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、

2
0
0
0
年
代
初
頭
、
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の

媒
体
は
テ
レ
ビ
と
雑
誌
等
の
印
刷
物
が
中
心

で
あ
っ
た
が
、
T
N
Z
は
主
要
タ
ー
ゲ
ッ
ト

の
多
く
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
精
通
し
て
い

る
こ
と
を
加
味
し
て
、
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の

U
I
改
善
や
多
数
の
関
連
事
業
者
の
リ
ン
ク

付
け
、
情
報
の
提
示
方
法
の
工
夫
な
ど
に
積

極
的
に
投
資
し
、
月
間
ユ
ー
ザ
ー
セ
ッ
シ
ョ

ン
数
を
倍
増
さ
せ
た
（M

o
rgan

 et al., 

2
0
0
2

）。
そ
の
他
、
観
光
情
報
の
発
信
拠

点
〝isite

〞
の
運
営
や
2
0
0
7
年
と

2
0
1
1
年
の
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ

と
関
連
づ
け
た
ジ
ャ
イ
ア
ン
ト
・
ラ
グ
ビ
ー

ボ
ー
ル
な
ど
も
高
い
評
価
を
受
け
た
。
近
年

の
取
り
組
み
と
し
て
は
、
住
民
・
観
光
客
に

責
任
あ
る
行
動
を
促
す
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

〝T
iaki P

ro
m
ise

〞
の
発
信
（C

arlso
n
, 

2
0
1
8
; P

atil, 2
0
1
9

）、
コ
ロ
ナ
禍
で
閉

じ
こ
も
り
が
ち
だ
っ
た
心
の
解
放
を
コ
ン
セ

3
．現
地
で
確
認
で
き
た

取
り
組
み

4
．現
地
関
係
者
の
視
点

5
．ま
と
め

3
-2

．T
iaki P

rom
ise

　T
iaki P

ro
m
ise

は
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ

ン
ド
の
自
然
、
文
化
、
景
観
を
守
る
こ
と
を

主
目
的
と
す
る
、
住
民
・
観
光
客
に
責
任
あ

る
行
動
を
促
す
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
あ
る
。

T
N
Z
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
自
然
保
護
局
、

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
航
空
な
ど
の
7
組
織
が

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
実
施
主
体
と
な
っ
て
い
る

（P
atil, 2

0
1
9

）。
視
察
で
は
様
々
な
媒
体

で
こ
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
目
に
し
た
。
例
え

ば
、
出
発
時
に
利
用
し
た
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン

ド
航
空
の
機
内
安
全
ビ
デ
オ
は
、
青
年
テ
ィ

ア
キ
が
ワ
カ
・
レ
レ
ラ
ン
ギ
（
空
飛
ぶ
カ

ヌ
ー
）
に
乗
り
、
マ
オ
リ
の
神
話
の
守
護
神

た
ち
を
訪
ね
る
と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
の
映
像

と
な
っ
て
お
り
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
で
の

責
任
あ
る
行
動
と
文
化
の
尊
重
を
促
す
内
容

で
あ
っ
た
（
写
真
3
）。
な
お
、
当
映
像
は
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今
回
の
視
察
で
は
地
域
の
行
政
機
関
、
観

光
局
、
観
光
関
連
事
業
者
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ

を
実
施
し
た
。
彼
ら
か
ら
は
、
こ
の
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
が
概
ね
成
功
し
て
お
り
、
特
に
、
国

家
の
観
光
地
と
し
て
の
イ
メ
ー
ジ
の
形
成
に

大
き
く
寄
与
し
て
い
る
と
い
う
意
見
が
得
ら

れ
た
。
成
功
の
要
因
と
し
て
は
「
国
土
全
体

の
人
口
規
模
が
少
な
い
こ
と
」「
全
体
的
な

コ
ン
セ
プ
ト
の
一
貫
性
」「
社
会
情
勢
を
反

映
し
た
豊
富
な
サ
ブ
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
」
な

ど
が
挙
げ
ら
れ
た
。
た
だ
し
、
観
光
関
連
事

業
者
の
一
部
は
「
自
分
た
ち
が
本
当
に

〝1
0
0
%
 P
u
re

〞な
の
か
自
信
を
持
っ
て
肯

定
で
き
な
い
」「
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
国

民
全
員
が〝clean

-green

〞の
意
識
を
共

有
し
て
い
る
と
は
限
ら
な
い
」
な
ど
、
ブ
ラ

ン
ド
コ
ン
セ
プ
ト
に
や
や
懐
疑
的
な
目
を
向

け
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
た
め
彼
ら
は

自
ら
の
環
境
意
識
に
基
づ
い
て
事
業
を
行
っ

て
お
り
、
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
ブ
ラ
ン
ド
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
積
極
的
に
押
し
出
す
こ
と
は
避
け

て
い
る
よ
う
だ
。
こ
の
よ
う
な
批
判
的
な
意

見
の
存
在
は
、
い
く
つ
か
の
既
往
文
献
に
お

い
て
も
確
認
さ
れ
て
お
り
、
多
く
の
主
体
を

巻
き
込
み
な
が
ら
足
並
み
を
揃
え
て
ブ
ラ
ン

ド
力
の
向
上
に
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
の
難

し
さ
を
示
唆
し
て
い
る
と
い
え
る

（W
estgate,2

0
0
9
;C
arter,2

0
1
9

）。

　
先
述
の
通
り
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
で
は

20
年
以
上
前
か
ら
国
家
と
し
て
の
ブ
ラ
ン
ド

確
立
の
た
め
の
施
策
が
展
開
さ
れ
て
お
り
、

現
在
も
続
い
て
い
る
。
今
回
の
視
察
で
も
、

地
域
ご
と
に
独
立
し
て
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
施

策
に
注
力
す
る
の
で
は
な
く
、
国
家
全
体
を

一
つ
の
単
位
と
し
て
捉
え
て
需
要
の
獲
得
や

イ
メ
ー
ジ
の
形
成
に
取
り
組
ん
で
い
る
側
面

が
強
く
感
じ
ら
れ
た
。
多
様
な
地
域
・
観
光

資
源
が
存
在
し
、
人
口
規
模
も
ニ
ュ
ー
ジ
ー

ラ
ン
ド
よ
り
圧
倒
的
に
大
き
い
日
本
に
お
い

て
当
事
例
を
直
接
的
に
適
用
す
る
こ
と
は
難

し
い
と
思
わ
れ
る
が
、
事
業
の
継
続
性
や
広

範
な
P
R
な
ど
か
ら
は
今
後
日
本
が
国
家
と

し
て
の
ブ
ラ
ン
ド
力
の
向
上
を
図
る
う
え
で

の
示
唆
が
得
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
国
家
の
魅
力

度
を
指
数
化
し
ラ
ン
ク
付
け
し
た
ア
ン
ホ
ル

ト
│
イ
プ
ソ
ス
国
家
ブ
ラ
ン
ド
指
数
に
お
い

て
、
日
本
は
2
0
2
3
年
に
初
の
ト
ッ
プ
と

な
り
、
観
光
分
野
で
も
高
い
評
価
を
得
て
い

る
（Ip

so
s,2

0
2
3

）。
こ
の
よ
う
な
潮
流

を
一
時
的
な
も
の
に
す
る
の
で
は
な
く
定
着

さ
せ
て
い
く
た
め
に
は
長
期
的
な
視
点
で
の

対
応
が
重
要
で
あ
る
と
推
察
さ
れ
る
。

　
そ
し
て
、
ヒ
ア
リ
ン
グ
で
の
成
果
か
ら
は
、

観
光
に
携
わ
る
主
体
の
な
か
で
も
立
場
に

よ
っ
て
国
家
の
ブ
ラ
ン
ド
に
対
す
る
認
識
に

ギ
ャ
ッ
プ
が
あ
る
こ
と
が
示
唆
さ
れ
た
。
こ

の
よ
う
な
認
識
の
差
異
が
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ

施
策
に
と
っ
て
ど
の
よ
う
な
意
味
を
持
ち
、

旅
行
者
に
対
し
て
は
ど
の
よ
う
な
影
響
を
及

ぼ
す
の
か
は
、
今
後
の
研
究
課
題
と
し
て
い

き
た
い
。

プ
ト
と
し
た
サ
ブ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン〝If Y

o
u
 

S
eek

〞の
開
始
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。

3
-1

．isite

　isite

は
1
9
9
0
年
に
現
在
の
T
N
Z

に
よ
っ
て
設
立
さ
れ
た
観
光
情
報
の
発
信
拠

点
で
あ
る
。
こ
の
施
設
は
旅
行
プ
ラ
ン
の
案

内
の
ほ
か
、
宿
泊
、
交
通
、
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ

の
手
配
、
無
料W

i-F
i

の
提
供
、
グ
ッ
ズ
販

売
な
ど
の
機
能
を
有
し
て
い
る

（T
N
Z
,2
0
2
3

）。
2
0
2
4
年
1
月
現
在

で
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
全
土
に
60
以
上
存
在

し
て
お
り
、
今
回
の
視
察
で
訪
れ
た
都
市
・

町
の
ほ
と
ん
ど
で
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　
視
察
し
た
い
ず
れ
の
施
設
で
も
、
そ
の
都

市
・
町
の
も
の
だ
け
で
な
く
、
周
辺
地
域
や

国
土
全
体
の
観

光
情
報
も
詳
し

く
紹
介
さ
れ
て

お
り
、
旅
行
者

の
行
動
範
囲
を

広
げ
る
こ
と
で
、

長
期
滞
在
お
よ

び
需
要
分
散
の

促
進
、
多
様
な

ニ
ー
ズ
へ
の
対
応
、
国
家
レ
ベ
ル
で
の
観
光

地
イ
メ
ー
ジ
の
形
成
に
つ
な
げ
よ
う
と
す
る

意
図
が
感
じ
取
れ
た
（
写
真
1
）。
一
方
で
、

施
設
ご
と
に
地
域
の
特
色
を
反
映
し
た
ユ

ニ
ー
ク
な
点
も
あ
っ
た
。
例
え
ば
、
釣
り
、

シ
ー
カ
ヤ
ッ
ク
、
マ
ウ
ン
テ
ン
バ
イ
ク
、
ト

レ
ッ
キ
ン
グ
な
ど
が
楽
し
め
る
南
島
の
港
町

ピ
ク
ト
ン
のisite

に
は
ロ
ッ
カ
ー
や
更
衣

室
が
設
置
さ
れ
て
お
り
、
ア
ウ
ト
ド
ア
ウ
ェ

ア
の
販
売
も
行
わ
れ
て
い
た
（
写
真
2
）。

こ
の
よ
う
な
、
一
定
の
統
一
感
を
保
ち
つ
つ

各
地
域
の
特
徴
を
活
か
し
た
拠
点
の
運
営
は
、

国
家
全
体
の
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
・
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
を
担
う
T
N
Z
が
管
理
し
つ
つ
も
、

実
際
の
施
設
の
運
営
は
各
都
市
・
町
に
精
通

し
た
人
材
が
担
っ
て
い
る
か
ら
こ
そ
実
現
可

能
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
航
空
の
ウ
ェ
ブ
ペ
ー
ジ

（h
ttp

s://w
w
w
.airn

ew
zealan

d
.jp

/s

afety-vid
eo
s

）
で
も
閲
覧
可
能
で
あ
る

（
2
0
2
4
年
1
月
現
在
）。
ま
た
、
旅
中
に

お
い
て
も
旅
行
者
向
け
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
な

ど
で
そ
の
ア
イ
コ
ン
や
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
数
多

く
見
ら
れ
た
が
、
特
に
、
カ
イ
コ
ウ
ラ
と
い

う
小
さ
な
町
の
自
然
体
験
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ

を
提
供
し
て
い
る
一
施
設
で
も
そ
れ
を
見
る

こ
と
が
で
き
た
の
が
印
象
的
で
あ
っ
た
（
写

真
4
）。
す
な
わ
ち
、T

iaki P
ro
m
ise

は
、

多
様
な
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
と
の
連
携
に
よ

り
、
幅
広
い
分
野
・
エ
リ
ア
で
の
施
策
の
展

開
を
実
現
し
て
い
る
。
こ
れ
は
旅
行
者
や
観

光
関
連
事
業
者
、
地
域
住
民
の
よ
り
深
い
認

知
に
つ
な
が
り
、
国
土
全
体
の
自
然
・
文
化

の
保
全
と
、
国
家
と
し
て
の
ブ
ラ
ン
ド
の
報

知
に
寄
与
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
情
報
社
会
の
進
展
、
旅
行
者
ニ
ー
ズ
の
多

様
化
、
観
光
地
間
の
競
争
激
化
な
ど
を
契
機

と
し
て
1
9
9
0
年
代
後
半
に「
デ
ス
テ
ィ

ネ
ー
シ
ョ
ン
・
ブ
ラ
ン
ド（D

estin
ation

 

B
ran

d

）」の
概
念
が
注
目
を
集
め
て
以
来
、

世
界
中
で
こ
れ
に
関
す
る
様
々
な
取
り
組
み
・

研
究
が
行
わ
れ
て
き
た（A

lm
eyd

a-

Ibáñ
ez &

 G
eorge,2

017
;

李
・2

018

）。

昨
今
の
日
本
に
お
い
て
も
、
2
0
2
1
年
東

京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技

大
会
を
は
じ
め
と
す
る
国
際
イ
ベ
ン
ト
の
開

催
や
「
明
日
の
日
本
を
支
え
る
観
光
ビ
ジ
ョ
ン

構
想
会
議
」に
基
づ
く
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
客
獲

得
に
向
け
た
動
き
な
ど
を
背
景
と
し
て
、
デ

ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
・
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
の

必
要
性
は
高
ま
っ
て
い
る
が
、
そ
の
一
方
で
国

家
レ
ベ
ル
で
の
ブ
ラ
ン
ド
構
築
に
つ
い
て
は

未
だ
発
展
段
階
で
あ
る
と
い
え
る（
岩
田
・

2
0
2
0
）。
で
は
、
長
期
に
わ
た
っ
て
国
家

レ
ベ
ル
で
の
ブ
ラ
ン
ド
確
立
に
注
力
し
て
き

た
国
で
は
何
が
行
わ
れ
て
き
た
の
だ
ろ
う
か
。

　
本
稿
で
は
、
世
界
で
最
も
評
価
さ
れ
て
い

る
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
・
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン

グ
・
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
一
つ
で
あ
る
、
ニ
ュ
ー

ジ
ー
ラ
ン
ド
政
府
観
光
局
（
以
下
、
T
N
Z
）

の〝1
0
0
%
 P
u
re N

ew
 Z
ealan

d

〞を
取

り
あ
げ
、
現
地
視
察
で
の
成
果
を
交
え
つ
つ

そ
の
取
り
組
み
の
一
部
を
紹
介
し
た
い
。

　1
0
0
%
 P
u
re
 N

e
w
 Z
e
a
la
n
d

は

T
N
Z
が
1
9
9
9
年
か
ら
実
施
し
て
い

る
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
・
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン

グ
・
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で
あ
る
。
こ
の
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
は
初
期
か
ら
一
貫
し
て
ニ
ュ
ー
ジ
ー

ラ
ン
ド
の〝clean

-green

〞な
イ
メ
ー
ジ

の
形
成
と
「
手
つ
か
ず
の
自
然
・
文
化
の
な

か
で
オ
ー
セ
ン
テ
ィ
ッ
ク
な
体
験
が
で
き
る

デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
」
と
し
て
の
位
置
づ

け
の
確
立
を
目
指
す
施
策
を
展
開
し
て
お
り
、

成
功
事
例
と
し
て
世
界
的
に
知
ら
れ
て
い
る
。

実
際
、
1
9
9
9
年
か
ら
2
0
0
9
年
ま
で

の
間
に
は
50
の
国
際
的
な
賞
を
受
賞
し
た

（B
o
se
 &

 M
u
th
u
k
u
m
a
r, 2

0
1
1
; 

M
cM

illen
, 2

0
1
2
; K

aefer, 2
0
1
6

）。

こ
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
よ
り
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー

ラ
ン
ド
の
外
客
数
は
1
9
9
9
年
か
ら

2
0
0
8
年
に
か
け
て
約
1
6
0
万
人
か
ら

約
2
4
0
万
人
に
増
加
し
、
観
光
に
よ
る
外

貨
収
入
も
35
億
ド
ル
か
ら
59
億
ド
ル
に
増
加

し
た
（T

N
Z
, 2009

）。

　
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
立
ち
上
げ
前
の
ブ
ラ
ン
ド

ビ
ジ
ョ
ン
の
策
定
に
あ
た
っ
て
は
、
地
域
の

事
業
者
、地
域
経
済
の
専
門
家
、競
合
観
光
地
、

観
光
客
を
対
象
と
す
る
大
規
模
な
調
査
が
行

わ
れ
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。
例
え
ば
、
英
国

だ
け
で
も
28
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
と
4
つ
の
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
が
実
施
さ
れ
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー

ラ
ン
ド
旅
行
の
ニ
ー
ズ
や
動
機
、
制
約
、
シ

ン
ボ
ル
や
イ
メ
ー
ジ
に
関
す
る
情
報
が
収
集

さ
れ
た
（M

o
rgan

 et al., 2
0
0
2

）。
調

査
結
果
を
踏
ま
え
、
T
N
Z
は
主
要
タ
ー

ゲ
ッ
ト
を
よ
り
本
物
の
体
験
を
求
め
て
新
し

い
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
へ
の
挑
戦
を
楽
し

む
、
心
も
身
体
も
若
い
人
々
と
し
、
彼
ら
を

「
イ
ン
タ
ラ
ク
テ
ィ
ブ
・
ト
ラ
ベ
ラ
ー

（In
teractive T

raveler

）」
と
定
義
し

た
（T

N
Z
,n
.d
.

）。
こ
の
よ
う
な
初
期
段

階
で
の
綿
密
な
ポ
ジ
シ
ョ
ニ
ン
グ
、
タ
ー
ゲ

テ
ィ
ン
グ
は
当
事
例
の
特
徴
の
一
つ
で
あ
る

と
い
え
る
。

　
さ
ら
に
、
情
報
発
信
に
お
い
て
も
先
駆
的

な
取
り
組
み
が
行
わ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、

2
0
0
0
年
代
初
頭
、
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の

媒
体
は
テ
レ
ビ
と
雑
誌
等
の
印
刷
物
が
中
心

で
あ
っ
た
が
、
T
N
Z
は
主
要
タ
ー
ゲ
ッ
ト

の
多
く
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
精
通
し
て
い

る
こ
と
を
加
味
し
て
、
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の

U
I
改
善
や
多
数
の
関
連
事
業
者
の
リ
ン
ク

付
け
、
情
報
の
提
示
方
法
の
工
夫
な
ど
に
積

極
的
に
投
資
し
、
月
間
ユ
ー
ザ
ー
セ
ッ
シ
ョ

ン
数
を
倍
増
さ
せ
た
（M

o
rgan

 et al., 

2
0
0
2

）。
そ
の
他
、
観
光
情
報
の
発
信
拠

点
〝isite

〞
の
運
営
や
2
0
0
7
年
と

2
0
1
1
年
の
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ

と
関
連
づ
け
た
ジ
ャ
イ
ア
ン
ト
・
ラ
グ
ビ
ー

ボ
ー
ル
な
ど
も
高
い
評
価
を
受
け
た
。
近
年

の
取
り
組
み
と
し
て
は
、
住
民
・
観
光
客
に

責
任
あ
る
行
動
を
促
す
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

〝T
iaki P

ro
m
ise

〞
の
発
信
（C

arlso
n
, 

2
0
1
8
; P

atil, 2
0
1
9

）、
コ
ロ
ナ
禍
で
閉

じ
こ
も
り
が
ち
だ
っ
た
心
の
解
放
を
コ
ン
セ

3
．現
地
で
確
認
で
き
た

取
り
組
み

4
．現
地
関
係
者
の
視
点

5
．ま
と
め

3
-2

．T
iaki P

rom
ise

　T
iaki P

ro
m
ise

は
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ

ン
ド
の
自
然
、
文
化
、
景
観
を
守
る
こ
と
を

主
目
的
と
す
る
、
住
民
・
観
光
客
に
責
任
あ

る
行
動
を
促
す
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
あ
る
。

T
N
Z
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
自
然
保
護
局
、

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
航
空
な
ど
の
7
組
織
が

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
実
施
主
体
と
な
っ
て
い
る

（P
atil, 2

0
1
9

）。
視
察
で
は
様
々
な
媒
体

で
こ
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
目
に
し
た
。
例
え

ば
、
出
発
時
に
利
用
し
た
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン

ド
航
空
の
機
内
安
全
ビ
デ
オ
は
、
青
年
テ
ィ

ア
キ
が
ワ
カ
・
レ
レ
ラ
ン
ギ
（
空
飛
ぶ
カ

ヌ
ー
）
に
乗
り
、
マ
オ
リ
の
神
話
の
守
護
神

た
ち
を
訪
ね
る
と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
の
映
像

と
な
っ
て
お
り
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
で
の

責
任
あ
る
行
動
と
文
化
の
尊
重
を
促
す
内
容

で
あ
っ
た
（
写
真
3
）。
な
お
、
当
映
像
は
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写真1）isiteやその他観光関連施設
に設置されている、規格化されたパ
ンフレット：全て同じ大きさに揃えら
れており、どの地域の施設の棚にも
陳列できる仕様になっている。細かい
が、国土全体で観光産業を推進して
いくための工夫の一つ（筆者撮影）

写真2）ピクトンのisiteの内観：アウト
ドアアクティビティ参加者の利用を想
定し、ロッカー、更衣室、休憩所が設
置されている。また、アウトドアウェア
も販売（筆者撮影）

写真3）ニュージーランド航空の機内
で放映された機内安全ビデオ（同行
者撮影）

写真4）カイコウラのホエールウォッ
チングに参加できる施設の待合室（筆
者撮影）
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図 1 New Zealand Heritage Listの
Fyffe Houseの紹介ページ

写真1）Fyffe Houseの外観

写真2）HNZにより管理されている（https://www.heritage.org.nz/
list-details/238/Fyffe%20House）

写真3）建物の基礎にはクジラの背骨を
使用

3

2
．ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の

文
化
行
政

3
．実
際
の
様
子
〜

カ
イ
コ
ウ
ラ
の

文
化
遺
産

1
．は
じ
め
に

ニュー
ジ
ー
ラ
ン
ド
と

文
化
観
光

捕
鯨
基
地
と
し
て
建
て
ら
れ
た
建
物
で
あ

り
、「N

ew
 Z
ealan

d
 H
eritage L

ist

」

に
登
録
さ
れ
て
い
る
。
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
上
で

「N
ew

 Z
ealan

d
 H
eritage L

ist

」
の
該

当
ペ
ー
ジ
を
見
る
と
、
こ
の
場
所
が
重
要
な

理
由
と
し
て
、
歴
史
的
意
義
と
建
築
的
意
義

に
関
す
る
説
明
が
記
載
さ
れ
て
い
る（
図
１
）。

ま
た
、「V

isit H
eritage N

Z

」
で
も
紹
介

さ
れ
て
い
る
（
図
2
）。
こ
ち
ら
は
、
よ
り
コ

ン
パ
ク
ト
な
説
明
文
と
な
っ
て
お
り
、
よ
り

詳
し
い
情
報
を
知
り
た
い
人
向
け
に
関
連
情

報
ペ
ー
ジ
も
用
意
さ
れ
て
い
る
。

　
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
を
訪
れ
る
多
く
の
人

は
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
が
誇
る
圧
倒
的
な

自
然
資
源
に
関
心
が
向
か
う
だ
ろ
う
が
、

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
文
化
行
政
と
し
て

は
、
文
化
資
源
に
関
す
る
情
報
を
発
信
し
、

関
心
の
あ
る
人
が
現
地
を
訪
れ
る
こ
と
を
促

し
て
い
る
。

　
マ
オ
リ
の
人
び
と
が
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド

に
や
っ
て
き
た
の
は
今
か
ら
約
1
0
0
0
年

前
で
あ
り
、先
住
民
族
の
歴
史
を
含
め
て
も
、

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
は
若
い
国
で
あ
る
。

「V
isit h

eritage N
Z

」
で
紹
介
さ
れ
て
い

る
文
化
遺
産
の
ほ
と
ん
ど
が
19
世
紀
に
誕
生

し
た
も
の
で
あ
り
、
日
本
人
の
感
覚
か
ら
す

る
と
非
常
に
「
新
し
い
」
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

今
回
の
視
察
を
通
し
て
、
歴
史
と
い
う
も
の

の
ス
ケ
ー
ル
が
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
と
日
本

K
ōrero

）」と
い
う
歴
史
的
・
文
化
的
遺
産
の

リ
ス
ト
を
作
成
し
、
公
開
し
て
い
る（
注
7
）。

こ
の
リ
ス
ト
へ
の
登
録
は
、
あ
く
ま
で
遺
産
と

し
て
の
重
要
性
を
認
定
す
る
も
の
で
あ
り
、
文

化
財
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
と
い
う
性
格
が
強
い
。

リ
ス
ト
に
あ
る
ほ
と
ん
ど
の
場
所
は
一
般
の
立

ち
入
り
が
禁
止
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
H
N
Z

は
リ
ス
ト
に
基
づ
い
て
保
護
や
管
理
に
つ
い
て

権
利
者
に
勧
告
す
る
に
と
ど
ま
り
、
法
的
拘
束

力
を
有
す
る
も
の
で
は
な
い
。
こ
の
リ
ス
ト
に

登
録
さ
れ
る
と
、
遺
産
の
所
有
者
は
専
門
家
の

助
言
を
受
け
た
り
、補
助
金
申
請
等
が
で
き
る
。

　
一
方
、「V

isit H
eritage N

Z

」
と
い
う

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
は
、
H
N
Z
が
管
理
す
る

45
物
件
の
う
ち
、
一
般
公
開
さ
れ
て
い
る
24

物
件
が
紹
介
さ
れ
て
い
る（
注
8
）。
各
物
件

の
紹
介
が
前
述
のN

ew
 Z
ealan

d
 

H
eritage L

ist

よ
り
分
か
り
や
す
く
記
載

さ
れ
、
イ
ベ
ン
ト
情
報
や
ア
ク
セ
ス
情
報
も

掲
載
さ
れ
る
な
ど
、
観
光
情
報
サ
イ
ト
に
近

い
内
容
と
な
っ
て
い
る
。

　
ま
た
、「T

oh
u
 W

hen
ua

」と
い
う
取
組

も
行
わ
れ
て
い
る（
注
9
）。
こ
れ
は
2
0
1
6

年
以
降
、
M
C
H
、
H
N
Z
、
そ
し
て

D
epartm

en
t of C

on
servation

（
マ
オ

リ
語
でT

e P
apa A

taw
hai

）の
3
組
織
に

よ
り
展
開
さ
れ
て
い
る
事
業
で
、「
重
要
な
歴

史
的
・
文
化
的
名
所
を
紹
介
す
る
こ
と
で
、

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
国
民
と
ユ
ニ
ー
ク
な
遺
産

を
結
び
つ
け
、
国
民
と
し
て
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ

テ
ィ
を
高
め
る
訪
問
者
プ
ロ
グ
ラ
ム
」で
あ

る
。
文
化
遺
産
の
理
解
促
進
の
た
め
に
、
現
地

を
訪
れ
る
こ
と
の
重
要
性
が
念
頭
に
置
か
れ

て
い
る
。
ま
た
、「T

oh
u
 W

hen
ua

は
、

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
を
形
作
っ
た
場
所
で
も

あ
り
ま
す
。
素
晴
ら
し
い
風
景
の
中
に
位
置

し
、
豊
か
な
物
語
が
あ
り
、
最
高
の
遺
産
体
験

を
提
供
し
ま
す
。」と
あ
り
、
単
独
の
ス
ポ
ッ

ト
で
は
な
く
一
つ
の「S

tory

」に
合
致
す
る

複
数
の
ス
ポ
ッ
ト
を
ま
と
め
て
紹
介
す
る
と

い
う
特
徴
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
日
本
の
文
化
庁

が
展
開
し
て
い
る「
日
本
遺
産
」の
発
想
に
近

い
も
の
で
あ
ろ
う
。

　
カ
イ
コ
ウ
ラ
は
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
南

島
の
北
東
部
に
位
置
し
、
現
在
は
ホ
エ
ー
ル

ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
の
メ
ッ
カ
と
し
て
知
ら
れ
て

い
る
が
、
1
8
4
0
年
代
に
最
初
の
捕
鯨
基

地
が
設
置
さ
れ
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
捕
鯨

が
開
始
さ
れ
、
1
9
6
0
年
過
ぎ
ま
で
続
け

ら
れ
て
い
た
。

　F
yffe H

ou
se

（
写
真
1
、
2
、
3
）
は
、

　
筆
者
は
、
学
生
時
代
に
日
本
近
世
史
と
博

物
館
学
を
専
攻
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、「
観

光
と
い
う
手
段
を
ど
の
よ
う
に
用
い
る
こ
と

で
、
そ
の
土
地
の
文
化
を
ど
の
よ
う
な
良
い

方
向
へ
導
く
こ
と
が
で
き
る
か
」
を
主
た
る

関
心
事
と
し
て
い
る
。

　
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
観
光
資
源
は
自
然

資
源
が
中
心
で
あ
り
、
現
地
発
着
の
オ
プ

シ
ョ
ナ
ル
ツ
ア
ー
の
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
を
見
て

も
、
自
然
体
験
や
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
に
分
類

さ
れ
る
商
品
が
圧
倒
的
に
多
く
な
っ
て
い
る
。

　
本
稿
は
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
観
光
の
主

流
で
は
な
い
文
化
観
光
に
つ
い
て
、
基
礎
的

な
事
項
の
整
理
を
目
的
と
す
る
。

M
inistry for C

ulture 
and H

eritage
　
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
文
化
行
政
は
、

M
in
istry for C

u
ltu
re an

d
 H
eritage

（
マ
オ
リ
語
でM

an
atū

 T
aon

ga

、
以
下

「
M
C
H
」）
が
中
心
と
な
っ
て
推
進
さ
れ
て
い

る
。
設
立
は
2
0
0
0
年
で
、
芸
術
、
文
化
、

遺
産
、放
送
、ス
ポ
ー
ツ
を
対
象
分
野
と
す
る
。

業
務
内
容
に
関
す
る
記
載
を
み
る
と
、「
私
た

ち
は
、
芸
術
、
遺
産
、
放
送
、
ス
ポ
ー
ツ
の

分
野
に
お
け
る
政
府
の
取
組
を
主
導
し
、
立

法
、
政
策
、
部
門
開
発
に
関
す
る
助
言
を
大

臣
に
提
供
し
て
い
ま
す
（
注
1
）。」
と
あ
る
。

　
2
0
2
1
年
、
M
C
H
は
20
年
間
の
長
期
戦

略

で

あ

る「T
e R

au
taki o M

anatū
 

T
aon

ga 

（T
he n

ew
 M
an
atū

 T
aon

ga 

S
trategic F

ram
ew
ork

）」を
定
め
て
お

り
、
現
在
こ
の「T

e R
au
taki

」に
基
づ
い
て

各
種
取
り
組
み
が
推
進
さ
れ
て
い
る（
注
2
）。

「T
e
 R

a
u
ta
k
i

」
は
「C

u
ltu

r
e
 is

 

thriving, T
he people are w

ell.

」を
ビ

ジ
ョ
ン
と
し
て
掲
げ
、「
そ
の
た
め
に
重
要
な
こ

と
は
、
文
化
が
も
た
ら
す
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ

の
恩
恵
で
あ
り
、
文
化
活
動
を
通
じ
て
人
々
が

互
い
に
築
き
上
げ
る
つ
な
が
り
で
あ
り
、
有
意

義
な
仕
事
と
い
う
形
で
明
ら
か
に
経
済
的
な

利
益
を
も
た
ら
す
こ
と
で
あ
る
」と
し
て
い
る
。

「T
e R

au
taki

」の「
戦
略
的
背
景
」の
項
目
に

は
、「
文
化
部
門
は
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
経
済

成
長
と
持
続
可
能
な
繁
栄
に
大
き
く
貢
献
し

て
い
る
。
2
0
1
9
年
、
芸
術
・
ク
リ
エ
イ
テ
ィ

ブ
部
門
は
1
0
8
億
ド
ル
の
経
済
効
果
を
も
た

ら
し
、
9
万
2
0
0
0
人
の
雇
用
を
支
え
た
」

「
文
化
へ
の
参
加
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
よ
り
強

く
、
よ
り
安
全
で
、
よ
り
つ
な
が
り
が
強
い
と

感
じ
る
こ
と
に
も
つ
な
が
る
」と
あ
る
。
文
化

振
興
が
社
会
的
、
経
済
的
な
効
果
を
も
た
ら

す
と
い
う
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
政
府
の
認
識
が

確
認
で
き
る
。

　
ま
た
「T

e R
au
taki

」
に
は
、
同
戦
略

の
推
進
に
お
い
て
マ
オ
リ
に
関
す
る
戦
略
を

定
め
た
「T

e A
rataki

」
に
基
づ
く
こ
と
が

明
記
さ
れ
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
ア
イ
デ

ン
テ
ィ
テ
ィ
と
し
て
マ
オ
リ
文
化
が
重
要
で

あ
る
と
の
認
識
の
も
と
、
マ
オ
リ
の
芸
術
、

遺
産
、
文
化
の
継
続
的
な
発
展
を
サ
ポ
ー
ト

す
る
と
し
て
い
る
。

H
eritage N

ew
 Z
ealand

　H
eritage N

ew
 Z
ealan

d

（
マ
オ
リ
語

でP
o
u
h
ere T

ao
n
ga

、
以
下
「
H
N
Z
」）

は
、「
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
ユ
ニ
ー
ク
な

遺
産
を
特
定
し
、
保
存
し
、
促
進
す
る
こ
と

を
任
務
と
す
る
主
要
な
二
分
化
政
府
機
関
」

で
あ
り
（
注
3
）、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
文
化

行
政
の
う
ち
、
遺
産
部
門
に
お
け
る
実
働
部

隊
と
な
っ
て
い
る
。
M
C
H
は
、
H
N
Z
に

対
す
る
資
金
提
供
や
役
員
の
任
命
を
行
っ
て

い
る
。

　
2

0

1

4

年

に「H
eritage N

ew
 

Z
e
a
la
n
d
 P
o
u
h
e
re
 T
a
o
n
g
a
 A
c
t 

2014

」法
に
よ
り
成
立
し
た
ク
ラ
ウ
ン
エ
ン

テ
ィ
テ
ィ
と
呼
ば
れ
る
組
織
で
あ
る（
注
4
）。

主
な
役
割
は
、ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
国
内
の
史
跡

の
調
査
・
特
定
、
保
護
・
保
全（
市
民
や
各
団
体

へ
の
支
援
・
助
言
）、情
報
提
供
等
で
あ
る（
注
5
）。

　
な
お
、
H
N
Z
に
は
、
H
N
Z
の
史
跡
保

護
活
動
が
マ
オ
リ
と
の
合
意
と
理
解
を
得
た

う
え
で
行
わ
れ
る
よ
う
、
マ
オ
リ
遺
産
評
議

会
（M

āo
ri H

eritage C
o
u
n
cil

）
が
設

け
ら
れ
て
い
る（
注
6
）。

　
H

N

Z

で

は
、「N

ew
 Z
ealand

 

H
eritage L

ist

（
マ
オ
リ
語
でR

ārangi 

観
光
研
究
部 

副
主
任
研
究
員

門
脇
茉
海

4

と
で
は
大
き
く
異
な
っ
て
い
る
こ
と
が
実
感

さ
れ
た
。

　
文
化
遺
産
の
性
質
が
大
き
く
異
な
っ
て
い

る
た
め
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
政
策
や
実

践
が
そ
の
ま
ま
日
本
に
と
っ
て
参
考
に
な
る

と
い
う
も
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
一
方
、
そ

う
し
た
捉
え
方
の
差
異
が
、
日
本
の
文
化
観

光
の
強
み
に
な
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

日
本
の
個
性
的
で
長
い
歴
史
の
蓄
積
を
適
切

に
生
か
す
こ
と
は
、
日
本
観
光
の
大
き
な
魅

力
の
ひ
と
つ
で
あ
る
は
ず
だ
。

ニュージーランドにおけるサステナブルツーリズム3
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図 1 New Zealand Heritage Listの
Fyffe Houseの紹介ページ

写真1）Fyffe Houseの外観

写真2）HNZにより管理されている（https://www.heritage.org.nz/
list-details/238/Fyffe%20House）

写真3）建物の基礎にはクジラの背骨を
使用

3

2
．ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の

文
化
行
政

3
．実
際
の
様
子
〜

カ
イ
コ
ウ
ラ
の

文
化
遺
産

1
．は
じ
め
に

ニュー
ジ
ー
ラ
ン
ド
と

文
化
観
光

捕
鯨
基
地
と
し
て
建
て
ら
れ
た
建
物
で
あ

り
、「N

ew
 Z
ealan

d
 H
eritage L

ist

」

に
登
録
さ
れ
て
い
る
。
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
上
で

「N
ew

 Z
ealan

d
 H
eritage L

ist

」
の
該

当
ペ
ー
ジ
を
見
る
と
、
こ
の
場
所
が
重
要
な

理
由
と
し
て
、
歴
史
的
意
義
と
建
築
的
意
義

に
関
す
る
説
明
が
記
載
さ
れ
て
い
る（
図
１
）。

ま
た
、「V

isit H
eritage N

Z

」
で
も
紹
介

さ
れ
て
い
る
（
図
2
）。
こ
ち
ら
は
、
よ
り
コ

ン
パ
ク
ト
な
説
明
文
と
な
っ
て
お
り
、
よ
り

詳
し
い
情
報
を
知
り
た
い
人
向
け
に
関
連
情

報
ペ
ー
ジ
も
用
意
さ
れ
て
い
る
。

　
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
を
訪
れ
る
多
く
の
人

は
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
が
誇
る
圧
倒
的
な

自
然
資
源
に
関
心
が
向
か
う
だ
ろ
う
が
、

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
文
化
行
政
と
し
て

は
、
文
化
資
源
に
関
す
る
情
報
を
発
信
し
、

関
心
の
あ
る
人
が
現
地
を
訪
れ
る
こ
と
を
促

し
て
い
る
。

　
マ
オ
リ
の
人
び
と
が
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド

に
や
っ
て
き
た
の
は
今
か
ら
約
1
0
0
0
年

前
で
あ
り
、先
住
民
族
の
歴
史
を
含
め
て
も
、

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
は
若
い
国
で
あ
る
。

「V
isit h

eritage N
Z

」
で
紹
介
さ
れ
て
い

る
文
化
遺
産
の
ほ
と
ん
ど
が
19
世
紀
に
誕
生

し
た
も
の
で
あ
り
、
日
本
人
の
感
覚
か
ら
す

る
と
非
常
に
「
新
し
い
」
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

今
回
の
視
察
を
通
し
て
、
歴
史
と
い
う
も
の

の
ス
ケ
ー
ル
が
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
と
日
本

K
ōrero

）」と
い
う
歴
史
的
・
文
化
的
遺
産
の

リ
ス
ト
を
作
成
し
、
公
開
し
て
い
る（
注
7
）。

こ
の
リ
ス
ト
へ
の
登
録
は
、
あ
く
ま
で
遺
産
と

し
て
の
重
要
性
を
認
定
す
る
も
の
で
あ
り
、
文

化
財
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
と
い
う
性
格
が
強
い
。

リ
ス
ト
に
あ
る
ほ
と
ん
ど
の
場
所
は
一
般
の
立

ち
入
り
が
禁
止
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
H
N
Z

は
リ
ス
ト
に
基
づ
い
て
保
護
や
管
理
に
つ
い
て

権
利
者
に
勧
告
す
る
に
と
ど
ま
り
、
法
的
拘
束

力
を
有
す
る
も
の
で
は
な
い
。
こ
の
リ
ス
ト
に

登
録
さ
れ
る
と
、
遺
産
の
所
有
者
は
専
門
家
の

助
言
を
受
け
た
り
、補
助
金
申
請
等
が
で
き
る
。

　
一
方
、「V

isit H
eritage N

Z

」
と
い
う

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
は
、
H
N
Z
が
管
理
す
る

45
物
件
の
う
ち
、
一
般
公
開
さ
れ
て
い
る
24

物
件
が
紹
介
さ
れ
て
い
る（
注
8
）。
各
物
件

の
紹
介
が
前
述
のN

ew
 Z
ealan

d
 

H
eritage L

ist

よ
り
分
か
り
や
す
く
記
載

さ
れ
、
イ
ベ
ン
ト
情
報
や
ア
ク
セ
ス
情
報
も

掲
載
さ
れ
る
な
ど
、
観
光
情
報
サ
イ
ト
に
近

い
内
容
と
な
っ
て
い
る
。

　
ま
た
、「T

oh
u
 W

hen
ua

」と
い
う
取
組

も
行
わ
れ
て
い
る（
注
9
）。
こ
れ
は
2
0
1
6

年
以
降
、
M
C
H
、
H
N
Z
、
そ
し
て

D
epartm

en
t of C

on
servation

（
マ
オ

リ
語
でT
e P

apa A
taw

hai

）の
3
組
織
に

よ
り
展
開
さ
れ
て
い
る
事
業
で
、「
重
要
な
歴

史
的
・
文
化
的
名
所
を
紹
介
す
る
こ
と
で
、

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
国
民
と
ユ
ニ
ー
ク
な
遺
産

を
結
び
つ
け
、
国
民
と
し
て
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ

テ
ィ
を
高
め
る
訪
問
者
プ
ロ
グ
ラ
ム
」で
あ

る
。
文
化
遺
産
の
理
解
促
進
の
た
め
に
、
現
地

を
訪
れ
る
こ
と
の
重
要
性
が
念
頭
に
置
か
れ

て
い
る
。
ま
た
、「T

oh
u
 W

hen
ua

は
、

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
を
形
作
っ
た
場
所
で
も

あ
り
ま
す
。
素
晴
ら
し
い
風
景
の
中
に
位
置

し
、
豊
か
な
物
語
が
あ
り
、
最
高
の
遺
産
体
験

を
提
供
し
ま
す
。」と
あ
り
、
単
独
の
ス
ポ
ッ

ト
で
は
な
く
一
つ
の「S

tory

」に
合
致
す
る

複
数
の
ス
ポ
ッ
ト
を
ま
と
め
て
紹
介
す
る
と

い
う
特
徴
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
日
本
の
文
化
庁

が
展
開
し
て
い
る「
日
本
遺
産
」の
発
想
に
近

い
も
の
で
あ
ろ
う
。

　
カ
イ
コ
ウ
ラ
は
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
南

島
の
北
東
部
に
位
置
し
、
現
在
は
ホ
エ
ー
ル

ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
の
メ
ッ
カ
と
し
て
知
ら
れ
て

い
る
が
、
1
8
4
0
年
代
に
最
初
の
捕
鯨
基

地
が
設
置
さ
れ
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
捕
鯨

が
開
始
さ
れ
、
1
9
6
0
年
過
ぎ
ま
で
続
け

ら
れ
て
い
た
。

　F
yffe H

ou
se

（
写
真
1
、
2
、
3
）
は
、

　
筆
者
は
、
学
生
時
代
に
日
本
近
世
史
と
博

物
館
学
を
専
攻
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、「
観

光
と
い
う
手
段
を
ど
の
よ
う
に
用
い
る
こ
と

で
、
そ
の
土
地
の
文
化
を
ど
の
よ
う
な
良
い

方
向
へ
導
く
こ
と
が
で
き
る
か
」
を
主
た
る

関
心
事
と
し
て
い
る
。

　
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
観
光
資
源
は
自
然

資
源
が
中
心
で
あ
り
、
現
地
発
着
の
オ
プ

シ
ョ
ナ
ル
ツ
ア
ー
の
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
を
見
て

も
、
自
然
体
験
や
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
に
分
類

さ
れ
る
商
品
が
圧
倒
的
に
多
く
な
っ
て
い
る
。

　
本
稿
は
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
観
光
の
主

流
で
は
な
い
文
化
観
光
に
つ
い
て
、
基
礎
的

な
事
項
の
整
理
を
目
的
と
す
る
。

M
inistry for C

ulture 
and H

eritage

　
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
文
化
行
政
は
、

M
in
istry for C

u
ltu
re an

d
 H
eritage

（
マ
オ
リ
語
でM

an
atū

 T
aon

ga

、
以
下

「
M
C
H
」）
が
中
心
と
な
っ
て
推
進
さ
れ
て
い

る
。
設
立
は
2
0
0
0
年
で
、
芸
術
、
文
化
、

遺
産
、放
送
、ス
ポ
ー
ツ
を
対
象
分
野
と
す
る
。

業
務
内
容
に
関
す
る
記
載
を
み
る
と
、「
私
た

ち
は
、
芸
術
、
遺
産
、
放
送
、
ス
ポ
ー
ツ
の

分
野
に
お
け
る
政
府
の
取
組
を
主
導
し
、
立

法
、
政
策
、
部
門
開
発
に
関
す
る
助
言
を
大

臣
に
提
供
し
て
い
ま
す
（
注
1
）。」
と
あ
る
。

　
2
0
2
1
年
、
M
C
H
は
20
年
間
の
長
期
戦

略

で

あ

る「T
e R

au
taki o M

anatū
 

T
aon

ga 

（T
he n

ew
 M
an
atū

 T
aon

ga 

S
trategic F

ram
ew
ork

）」を
定
め
て
お

り
、
現
在
こ
の「T

e R
au
taki

」に
基
づ
い
て

各
種
取
り
組
み
が
推
進
さ
れ
て
い
る（
注
2
）。

「T
e
 R

a
u
ta
k
i

」
は
「C

u
ltu

r
e
 is

 

thriving, T
he people are w

ell.

」を
ビ

ジ
ョ
ン
と
し
て
掲
げ
、「
そ
の
た
め
に
重
要
な
こ

と
は
、
文
化
が
も
た
ら
す
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ

の
恩
恵
で
あ
り
、
文
化
活
動
を
通
じ
て
人
々
が

互
い
に
築
き
上
げ
る
つ
な
が
り
で
あ
り
、
有
意

義
な
仕
事
と
い
う
形
で
明
ら
か
に
経
済
的
な

利
益
を
も
た
ら
す
こ
と
で
あ
る
」と
し
て
い
る
。

「T
e R

au
taki

」の「
戦
略
的
背
景
」の
項
目
に

は
、「
文
化
部
門
は
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
経
済

成
長
と
持
続
可
能
な
繁
栄
に
大
き
く
貢
献
し

て
い
る
。
2
0
1
9
年
、
芸
術
・
ク
リ
エ
イ
テ
ィ

ブ
部
門
は
1
0
8
億
ド
ル
の
経
済
効
果
を
も
た

ら
し
、
9
万
2
0
0
0
人
の
雇
用
を
支
え
た
」

「
文
化
へ
の
参
加
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
よ
り
強

く
、
よ
り
安
全
で
、
よ
り
つ
な
が
り
が
強
い
と

感
じ
る
こ
と
に
も
つ
な
が
る
」と
あ
る
。
文
化

振
興
が
社
会
的
、
経
済
的
な
効
果
を
も
た
ら

す
と
い
う
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
政
府
の
認
識
が

確
認
で
き
る
。

　
ま
た
「T

e R
au
taki

」
に
は
、
同
戦
略

の
推
進
に
お
い
て
マ
オ
リ
に
関
す
る
戦
略
を

定
め
た
「T

e A
rataki

」
に
基
づ
く
こ
と
が

明
記
さ
れ
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
ア
イ
デ

ン
テ
ィ
テ
ィ
と
し
て
マ
オ
リ
文
化
が
重
要
で

あ
る
と
の
認
識
の
も
と
、
マ
オ
リ
の
芸
術
、

遺
産
、
文
化
の
継
続
的
な
発
展
を
サ
ポ
ー
ト

す
る
と
し
て
い
る
。
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、
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は
、「
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
ユ
ニ
ー
ク
な

遺
産
を
特
定
し
、
保
存
し
、
促
進
す
る
こ
と

を
任
務
と
す
る
主
要
な
二
分
化
政
府
機
関
」

で
あ
り
（
注
3
）、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
文
化

行
政
の
う
ち
、
遺
産
部
門
に
お
け
る
実
働
部

隊
と
な
っ
て
い
る
。
M
C
H
は
、
H
N
Z
に

対
す
る
資
金
提
供
や
役
員
の
任
命
を
行
っ
て

い
る
。
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」法
に
よ
り
成
立
し
た
ク
ラ
ウ
ン
エ
ン

テ
ィ
テ
ィ
と
呼
ば
れ
る
組
織
で
あ
る（
注
4
）。

主
な
役
割
は
、ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
国
内
の
史
跡

の
調
査
・
特
定
、
保
護
・
保
全（
市
民
や
各
団
体

へ
の
支
援
・
助
言
）、情
報
提
供
等
で
あ
る（
注
5
）。

　
な
お
、
H
N
Z
に
は
、
H
N
Z
の
史
跡
保

護
活
動
が
マ
オ
リ
と
の
合
意
と
理
解
を
得
た

う
え
で
行
わ
れ
る
よ
う
、
マ
オ
リ
遺
産
評
議

会
（M

āo
ri H

eritage C
o
u
n
cil

）
が
設

け
ら
れ
て
い
る（
注
6
）。

　
H

N

Z

で

は
、「N

ew
 Z
ealand
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（
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観
光
研
究
部 

副
主
任
研
究
員

門
脇
茉
海

4

と
で
は
大
き
く
異
な
っ
て
い
る
こ
と
が
実
感

さ
れ
た
。

　
文
化
遺
産
の
性
質
が
大
き
く
異
な
っ
て
い

る
た
め
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
政
策
や
実

践
が
そ
の
ま
ま
日
本
に
と
っ
て
参
考
に
な
る

と
い
う
も
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
一
方
、
そ

う
し
た
捉
え
方
の
差
異
が
、
日
本
の
文
化
観

光
の
強
み
に
な
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

日
本
の
個
性
的
で
長
い
歴
史
の
蓄
積
を
適
切

に
生
か
す
こ
と
は
、
日
本
観
光
の
大
き
な
魅

力
の
ひ
と
つ
で
あ
る
は
ず
だ
。
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図 2 Visit Heritage NZのFyffe Houseの紹介ページ

（https://www.visitheritage.co.nz/
visit/upper-south-island/
fyffe-house/）
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．お
わ
り
に

捕
鯨
基
地
と
し
て
建
て
ら
れ
た
建
物
で
あ

り
、「N

ew
 Z
ealan

d
 H
eritage L

ist

」

に
登
録
さ
れ
て
い
る
。
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
上
で

「N
ew

 Z
ealan

d
 H
eritage L

ist

」
の
該

当
ペ
ー
ジ
を
見
る
と
、
こ
の
場
所
が
重
要
な

理
由
と
し
て
、
歴
史
的
意
義
と
建
築
的
意
義

に
関
す
る
説
明
が
記
載
さ
れ
て
い
る（
図
１
）。

ま
た
、「V

isit H
eritage N

Z
」
で
も
紹
介

さ
れ
て
い
る
（
図
2
）。
こ
ち
ら
は
、
よ
り
コ

ン
パ
ク
ト
な
説
明
文
と
な
っ
て
お
り
、
よ
り

詳
し
い
情
報
を
知
り
た
い
人
向
け
に
関
連
情

報
ペ
ー
ジ
も
用
意
さ
れ
て
い
る
。

　
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
を
訪
れ
る
多
く
の
人

は
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
が
誇
る
圧
倒
的
な

自
然
資
源
に
関
心
が
向
か
う
だ
ろ
う
が
、

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
文
化
行
政
と
し
て

は
、
文
化
資
源
に
関
す
る
情
報
を
発
信
し
、

関
心
の
あ
る
人
が
現
地
を
訪
れ
る
こ
と
を
促

し
て
い
る
。

　
マ
オ
リ
の
人
び
と
が
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド

に
や
っ
て
き
た
の
は
今
か
ら
約
1
0
0
0
年

前
で
あ
り
、先
住
民
族
の
歴
史
を
含
め
て
も
、

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
は
若
い
国
で
あ
る
。

「V
isit h

eritage N
Z

」
で
紹
介
さ
れ
て
い

る
文
化
遺
産
の
ほ
と
ん
ど
が
19
世
紀
に
誕
生

し
た
も
の
で
あ
り
、
日
本
人
の
感
覚
か
ら
す

る
と
非
常
に
「
新
し
い
」
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

今
回
の
視
察
を
通
し
て
、
歴
史
と
い
う
も
の

の
ス
ケ
ー
ル
が
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
と
日
本

K
ōrero

）」と
い
う
歴
史
的
・
文
化
的
遺
産
の

リ
ス
ト
を
作
成
し
、
公
開
し
て
い
る（
注
7
）。

こ
の
リ
ス
ト
へ
の
登
録
は
、
あ
く
ま
で
遺
産
と

し
て
の
重
要
性
を
認
定
す
る
も
の
で
あ
り
、
文

化
財
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
と
い
う
性
格
が
強
い
。

リ
ス
ト
に
あ
る
ほ
と
ん
ど
の
場
所
は
一
般
の
立

ち
入
り
が
禁
止
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
H
N
Z

は
リ
ス
ト
に
基
づ
い
て
保
護
や
管
理
に
つ
い
て

権
利
者
に
勧
告
す
る
に
と
ど
ま
り
、
法
的
拘
束

力
を
有
す
る
も
の
で
は
な
い
。
こ
の
リ
ス
ト
に

登
録
さ
れ
る
と
、
遺
産
の
所
有
者
は
専
門
家
の

助
言
を
受
け
た
り
、補
助
金
申
請
等
が
で
き
る
。

　
一
方
、「V

isit H
eritage N

Z

」
と
い
う

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
は
、
H
N
Z
が
管
理
す
る

45
物
件
の
う
ち
、
一
般
公
開
さ
れ
て
い
る
24

物
件
が
紹
介
さ
れ
て
い
る（
注
8
）。
各
物
件

の
紹
介
が
前
述
のN

ew
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ealan
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よ
り
分
か
り
や
す
く
記
載

さ
れ
、
イ
ベ
ン
ト
情
報
や
ア
ク
セ
ス
情
報
も

掲
載
さ
れ
る
な
ど
、
観
光
情
報
サ
イ
ト
に
近

い
内
容
と
な
っ
て
い
る
。

　
ま
た
、「T

oh
u
 W

hen
ua

」と
い
う
取
組

も
行
わ
れ
て
い
る（
注
9
）。
こ
れ
は
2
0
1
6

年
以
降
、
M
C
H
、
H
N
Z
、
そ
し
て

D
epartm

en
t of C

on
servation

（
マ
オ

リ
語
でT

e P
apa A

taw
hai

）の
3
組
織
に

よ
り
展
開
さ
れ
て
い
る
事
業
で
、「
重
要
な
歴

史
的
・
文
化
的
名
所
を
紹
介
す
る
こ
と
で
、

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
国
民
と
ユ
ニ
ー
ク
な
遺
産

を
結
び
つ
け
、
国
民
と
し
て
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ

テ
ィ
を
高
め
る
訪
問
者
プ
ロ
グ
ラ
ム
」で
あ

る
。
文
化
遺
産
の
理
解
促
進
の
た
め
に
、
現
地

を
訪
れ
る
こ
と
の
重
要
性
が
念
頭
に
置
か
れ

て
い
る
。
ま
た
、「T

oh
u
 W

hen
ua

は
、

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
を
形
作
っ
た
場
所
で
も

あ
り
ま
す
。
素
晴
ら
し
い
風
景
の
中
に
位
置

し
、
豊
か
な
物
語
が
あ
り
、
最
高
の
遺
産
体
験

を
提
供
し
ま
す
。」と
あ
り
、
単
独
の
ス
ポ
ッ

ト
で
は
な
く
一
つ
の「S

tory

」に
合
致
す
る

複
数
の
ス
ポ
ッ
ト
を
ま
と
め
て
紹
介
す
る
と

い
う
特
徴
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
日
本
の
文
化
庁

が
展
開
し
て
い
る「
日
本
遺
産
」の
発
想
に
近

い
も
の
で
あ
ろ
う
。

　
カ
イ
コ
ウ
ラ
は
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
南

島
の
北
東
部
に
位
置
し
、
現
在
は
ホ
エ
ー
ル

ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
の
メ
ッ
カ
と
し
て
知
ら
れ
て

い
る
が
、
1
8
4
0
年
代
に
最
初
の
捕
鯨
基

地
が
設
置
さ
れ
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
捕
鯨

が
開
始
さ
れ
、
1
9
6
0
年
過
ぎ
ま
で
続
け

ら
れ
て
い
た
。

　F
yffe H

ou
se

（
写
真
1
、
2
、
3
）
は
、

　
筆
者
は
、
学
生
時
代
に
日
本
近
世
史
と
博

物
館
学
を
専
攻
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、「
観

光
と
い
う
手
段
を
ど
の
よ
う
に
用
い
る
こ
と

で
、
そ
の
土
地
の
文
化
を
ど
の
よ
う
な
良
い

方
向
へ
導
く
こ
と
が
で
き
る
か
」
を
主
た
る

関
心
事
と
し
て
い
る
。

　
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
観
光
資
源
は
自
然

資
源
が
中
心
で
あ
り
、
現
地
発
着
の
オ
プ

シ
ョ
ナ
ル
ツ
ア
ー
の
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
を
見
て

も
、
自
然
体
験
や
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
に
分
類

さ
れ
る
商
品
が
圧
倒
的
に
多
く
な
っ
て
い
る
。

　
本
稿
は
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
観
光
の
主

流
で
は
な
い
文
化
観
光
に
つ
い
て
、
基
礎
的

な
事
項
の
整
理
を
目
的
と
す
る
。

M
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ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
文
化
行
政
は
、

M
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（
マ
オ
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、
以
下

「
M
C
H
」）
が
中
心
と
な
っ
て
推
進
さ
れ
て
い

る
。
設
立
は
2
0
0
0
年
で
、
芸
術
、
文
化
、

遺
産
、放
送
、ス
ポ
ー
ツ
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対
象
分
野
と
す
る
。

業
務
内
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す
る
記
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を
み
る
と
、「
私
た

ち
は
、
芸
術
、
遺
産
、
放
送
、
ス
ポ
ー
ツ
の

分
野
に
お
け
る
政
府
の
取
組
を
主
導
し
、
立

法
、
政
策
、
部
門
開
発
に
関
す
る
助
言
を
大

臣
に
提
供
し
て
い
ま
す
（
注
1
）。」
と
あ
る
。

　
2
0
2
1
年
、
M
C
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期
戦
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定
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て
お

り
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在
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の「T

e R
au
taki
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基
づ
い
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取
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あ
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。
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献
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よ
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よ
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が
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。
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が
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経
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的
な
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果
を
も
た
ら

す
と
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う
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ジ
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ド
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の
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が

確
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。

　
ま
た
「T

e R
au
taki

」
に
は
、
同
戦
略

の
推
進
に
お
い
て
マ
オ
リ
に
関
す
る
戦
略
を

定
め
た
「T

e A
rataki

」
に
基
づ
く
こ
と
が

明
記
さ
れ
、
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の
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が
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で
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の
も
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、
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の
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、

遺
産
、
文
化
の
継
続
的
な
発
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を
サ
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で
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（
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、
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に
よ
り
成
立
し
た
ク
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ウ
ン
エ
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テ
ィ
テ
ィ
と
呼
ば
れ
る
組
織
で
あ
る（
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4
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主
な
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割
は
、ニ
ュ
ー
ジ
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ド
国
内
の
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跡

の
調
査
・
特
定
、
保
護
・
保
全（
市
民
や
各
団
体

へ
の
支
援
・
助
言
）、情
報
提
供
等
で
あ
る（
注
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）。

　
な
お
、
H
N
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に
は
、
H
N
Z
の
史
跡
保

護
活
動
が
マ
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と
の
合
意
と
理
解
を
得
た
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で
行
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れ
る
よ
う
、
マ
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リ
遺
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評
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会
（M

āo
ri H

eritage C
o
u
n
cil

）
が
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注1.https://mch.govt.nz/about-us/our-role
注2. https://mch.govt.nz/publications/strategic-intentions-2021-2025
注3.https://www.heritage.org.nz/
注4.HNZの前身となる組織は1954年に誕生している。
注5.https://www.heritage.org.nz/about
注6.https://www.heritage.org.nz/about/maori-heritage-council
注7.https://www.heritage.org.nz/places
注8.https://www.visitheritage.co.nz/about/
注9.https://tohuwhenua.nz/about/
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で
は
大
き
く
異
な
っ
て
い
る
こ
と
が
実
感

さ
れ
た
。

　
文
化
遺
産
の
性
質
が
大
き
く
異
な
っ
て
い

る
た
め
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
政
策
や
実

践
が
そ
の
ま
ま
日
本
に
と
っ
て
参
考
に
な
る

と
い
う
も
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
一
方
、
そ

う
し
た
捉
え
方
の
差
異
が
、
日
本
の
文
化
観

光
の
強
み
に
な
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

日
本
の
個
性
的
で
長
い
歴
史
の
蓄
積
を
適
切

に
生
か
す
こ
と
は
、
日
本
観
光
の
大
き
な
魅

力
の
ひ
と
つ
で
あ
る
は
ず
だ
。

ニュージーランドにおける観光地マネジメント3
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力
強
く
回
復
す
る
観
光

　I
A
T
A（In

ternational A
ir T

rans-

port A
ssociation

）に
よ
れ
ば
、
国
際
航
空

旅
客
数
は
2
0
2
0
年
4
月
に
ほ
ぼ
ゼ
ロ
水
準

に
ま
で
落
ち
込
ん
だ
。
観
光
の
み
な
ら
ず
、
人

類
に
と
っ
て
初
め
て
の
事
態
と
な
っ
た
が
、

2
0
2
0
年
の
下
期
に
は
回
復
基
調
へ
転
じ
、

2
0
2
1
年
の
秋
か
ら
は
、コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
の

普
及
に
合
わ
せ
る
よ
う
に
回
復
率
を
高
め
、

2
0
2
3
年
10
月
に
は
2
0
1
9
年
水
準
の

98
・
2
%
に
ま
で
回
復
を
果
た
し
た
。

　対
し
て
、
日
本
は
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
中
も

G
o T

o 

ト
ラ
ベ
ル
や
全
国
旅
行
支
援
に

よ
っ
て
、
国
内
需
要
の
確
保
に
は
成
功
し
、

2
0
2
3
年
下
期
に
は
2
0
1
9
年
並
み
ま

で
回
復
す
る
状
況
と
な
っ
て
い
る（
観
光
庁

発
表
）。
し
か
し
な
が
ら
、
海
外
か
ら
の
入
国

制
限
緩
和
は
2
0
2
2
年
秋
、
エ
ン
デ
ミ
ッ

ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
・
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
は

大
き
く
質
的
な
変
化
を
し
て
い
く
こ
と
に
な

る
だ
ろ
う
。
そ
の
一
つ
が
、
e
W
O
M
に
よ
る

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
、
脱
カ
ー
ボ
ン
の
よ

う
な
社
会
的
な
イ
シ
ュ
ー
と
、
ど
の
よ
う
に

関
係
し
て
い
る
の
か
と
い
っ
た
研
究
テ
ー
マ

も
生
ま
れ
て
き
て
い
る
。
例
え
ば
、

E
ttin

ger

他（
2
0
2
0
）で
は
、
グ
リ
ー
ン
・

ウ
ォ
ッ
シ
ュ
批
判
を
避
け
る
た
め
に
、
事
業

者
が
自
ら
行
っ
て
い
る
環
境
対
策
を
「
敢
え

て
」
公
表
し
な
い
動
き
（
グ
リ
ー
ン
・
ハ
ッ
シ
ン

グ
）
が
出
て
い
る
こ
と
を
ふ
ま
え
、
適
切
な

C
S
R
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
行
う
方
が
、

グ
リ
ー
ン
・
ハ
ッ
シ
ン
グ
す
る
よ
り
も
、
顧

客
か
ら
の
支
持
が
高
ま
る
こ
と
を
指
摘
し
て

い
る
。
ま
た
、Coh

en

他（
2
0
2
1
）で
は
、

イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
へ
の
裕
福
な
若
年
層
＆
富

裕

層

の

投

稿
（T

he R
ich

 K
id
s of 

In
stagram

）
内
容
を
分
析
し
、
彼
ら
が
紡

ぎ
出
し
て
い
る
観
光
の
イ
メ
ー
ジ
が
、
脱
炭

素
の
動
き
と
は
真
逆
（
例
：
炭
素
を
大
量
排
出

す
る
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
ジ
ェ
ッ
ト
利
用
を
投
稿

す
る
）で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

　そ
の
他
、
我
が
国
で
も
関
心
が
高
ま
っ
て

い
る
宿
泊
税
に
つ
い
て
、
累
進
的
な
宿
泊
税

が
、
観
光
地
選
好
に
与
え
る
影
響
を
分
析
し

た
研
究
や
、
観
光
地
間
の
連
携
が
オ
ー
バ
ー

ツ
ー
リ
ズ
ム
対
策
（
訪
問
先
の
分
散
）
に
つ
な

が
る
の
か
と
い
っ
た
研
究
も
確
認
で
き
た
。

　当
然
、
コ
ロ
ナ
禍
、
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
と
観

光
と
の
関
係
に
つ
い
て
も
研
究
が
行
わ
れ
て

い
る
。
こ
の
領
域
に
つ
い
て
は
、
2
0
2
0

年
に
は
研
究
が
始
ま
り
、
翌
年
に
は
ジ
ャ
ー

ナ
ル
に
掲
載
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
お
り
、

2
0
2
1
年
末
ま
で
の
2
年
間
で
、
12
本
の

関
連
論
文
が
確
認
で
き
た
。
こ
れ
ら
の
論
文

で
は
、
観
光
客
数
と
C
O
V
I
D

-19
の
感

染
者
数
／
死
亡
者
数
と
の
関
係
か
ら
、
パ
ン

デ
ミ
ッ
ク
下
で
の
観
光
需
要
、
価
格
下
落
お

よ
び
観
光
地
選
好
の
構
造
、
イ
ン
フ
ォ
デ

ミ
ッ
ク
（
誤
っ
た
情
報
の
拡
散
）
に
よ
る
観

光
へ
の
影
響
な
ど
、多
岐
に
わ
た
っ
て
い
る
。

さ
ら
に
、
通
常
、
国
際
ジ
ャ
ー
ナ
ル
に
掲
載

さ
れ
る
論
文
は
有
料
、
そ
れ
も
、
か
な
り
高

額
と
な
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
パ
ン
デ
ミ
ッ

ク
関
連
の
論
文
に
つ
い
て
は
オ
ー
プ
ン
・
ア

ク
セ
ス
、
無
料
で
の
公
開
と
な
っ
て
い
る
。

未
曽
有
の
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
に
お
い
て
、
世
界

か
ら
知
見
が
集
め
ら
れ
共
有
さ
れ
た
と
言
え

る
だ
ろ
う
。

　そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
が
抱
え
る
問
題
は
多
種

多
様
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
ら
の

研
究
テ
ー
マ
の
多
く
が
、
そ
の
ま
ま
日
本
の

現
場
に
お
い
て
も
活
用
で
き
る
知
見
で
あ
る

こ
と
は
、
観
光
が
国
際
的
な
イ
シ
ュ
ー
と

な
っ
て
お
り
、
そ
の
多
く
は
、
様
々
な
地
域

に
共
通
す
る
普
遍
性
の
高
い
事
項
で
あ
り
、

研
究
対
象
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い

る
。こ
こ
か
ら
、い
わ
ゆ
る「
車
輪
の
再
発
明
」

を
行
う
の
で
は
な
く
、
す
で
に
社
会
に
示
さ

れ
て
い
る
研
究
と
実
践
の
事
例
、ト
レ
ン
ド
、

現
状
を
世
界
的
な
視
野
を
持
っ
て
把
握
す
る

こ
と
が
、
具
体
的
な
解
決
策
を
示
し
て
い
く

こ
と
に
つ
な
が
る
と
考
え
て
い
る
。

　こ
う
し
た
展
望
を
持
っ
て
、
2
0
2
3
年

度
、
当
財
団
で
は
全
研
究
員
を
対
象
に
3
つ

の
方
面
に
向
け
て
海
外
視
察
を
実
施
し
た
。

そ
こ
で
研
究
員
が
感
じ
た
こ
と
を
取
り
ま
と

め
た
も
の
が
、
本
号
で
あ
る
。

観
光
が
創
り
出
す

イ
ン
タ
ラ
ク
シ
ョ
ン

　3
方
面
を
視
察
し
て
、
改
め
て
強
く
感
じ

た
の
は
、
観
光
と
い
う
の
は
多
様
な
主
体
が

織
り
な
す
イ
ン
タ
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
あ
り
、
そ

れ
は
様
々
に
変
化
し
、
そ
れ
に
対
す
る
対
応

が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　観
光
の
語
源
は
「
国
の
光
を
見
る
」
と
い

う
意
味
だ
と
さ
れ
、
我
々
は
、
需
要
側
、
観

光
客
の
人
数
や
行
動
に
注
目
し
が
ち
で
あ

る
。
し
か
し
な
が
ら
、
実
際
の
観
光
の
現
場

で
は
、
観
光
客
（
訪
問
者
）、
産
業
、
地
域

住
民
の
相
互
作
用
、イ
ン
タ
ラ
ク
シ
ョ
ン（
作

用
・
反
作
用
）
に
よ
っ
て
様
々
な
変
化
が
起

こ
っ
て
い
く
。
そ
れ
が
、
観
光
地
域
づ
く
り

で
あ
り
、
ツ
ー
リ
ズ
ム
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
に
よ
っ
て
観
光
が
止
ま
っ
た

と
い
う
こ
と
は
、
単
に
観
光
客
が
来
な
く
な

る
だ
け
で
は
な
く
、
観
光
客
と
い
う
作
用
か

ら
生
み
出
さ
れ
て
い
た
反
作
用
（
例
：
雇
用

や
B
2
B
取
引
）
も
止
ま
る
こ
と
を
意
味
し

て
い
る
。

　今
回
の
視
察
で
明
ら
か
に
な
っ
た
の
は
、

先
進
地
と
呼
ば
れ
る
観
光
リ
ゾ
ー
ト
は
、
こ

の
イ
ン
タ
ラ
ク
シ
ョ
ン
が
止
ま
っ
た
時
間
、

パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
後
を
展
望
し
、
準
備
を
進
め

て
き
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
ハ
ワ
イ
州
の

リ
ジ
ェ
ネ
ラ
テ
ィ
ブ
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
お
よ
び
、

各
島
で
策
定
し
た
D
M
A
P
（
デ
ス
テ
ィ

ネ
ー
シ
ョ
ン
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
・
ア
ク
シ
ョ

ン
・
プ
ラ
ン
）
は
そ
の
代
表
例
で
あ
る
が
、

N
Z
で
も
N
T
O
が
リ
ー
ダ
ー
と
な
り
、
各

観
光
リ
ゾ
ー
ト
で
D
M
P
（
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー

シ
ョ
ン
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
・
プ
ラ
ン
）
を
策

定
（
改
定
）
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
動
き
は
、

京
都
市
な
ど
、
国
内
で
も
見
ら
れ
た
が
、
観

光
振
興
に
お
い
て
は
、
多
様
な
主
体
を
調
整

し
て
い
く
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
・
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
と
い
う
概
念
が
重
要
で
あ
る
と
い
う

こ
と
が
国
際
的
な
共
通
見
解
と
な
っ
て
い
る

こ
と
が
確
認
で
き
る
。

　パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
に
よ
っ
て
イ
ン
タ
ラ
ク

シ
ョ
ン
が
止
ま
っ
た
こ
と
が
、
観
光
が
地
域

に
及
ぼ
し
て
い
た
影
響
、
ス
テ
ー
ク
ホ
ル

ダ
ー
を
明
示
す
る
こ
と
と
な
っ
た
こ
と
の
影

響
も
大
き
い
だ
ろ
う
。
観
光
が
止
ま
っ
た
状

態
の
中
で
、
関
係
者
で
「
今
後
」
に
向
け
て

の
議
論
を
積
み
重
ね
て
き
た
と
い
う
こ
と

は
、
各
所
で
聞
か
れ
た
。

　一
方
で
、
D
M
O
の
M
の
も
う
一
つ
の
意

味
で
あ
る
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
に
つ
い
て
は
、

ど
の
地
域
も
、
控
え
め
な
ト
ー
ン
と
な
っ
て

い
た
こ
と
も
特
筆
で
き
る
。
そ
の
好
例
は
ハ

ワ
イ
州
で
あ
る
。
ハ
ワ
イ
州
は
、
デ
ス
テ
ィ

ネ
ー
シ
ョ
ン
・
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
先
進
地

と
し
て
象
徴
的
な
地
域
で
あ
っ
た
が
、
パ
ン

デ
ミ
ッ
ク
中
に
大
き
く
方
向
を
転
換
し
、
デ

ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
へ
と

転
換
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
動
き
は
、
今
回

の
視
察
対
象
先
以
外
の
地
域
に
お
い
て
も
確

認
で
き
て
い
る
。

　こ
れ
は
、
世
界
レ
ベ
ル
で
観
光
需
要
が
増

大
し
て
い
る
た
め
に
、
ブ
ラ
ン
ド
力
の
あ
る

地
域
に
お
い
て
は
人
を
呼
び
込
む
こ
と
の
難

易
度
は
低
下
し
、
む
し
ろ
、
観
光
に
よ
る
イ

ン
タ
ラ
ク
シ
ョ
ン
（
良
い
面
も
悪
い
面
も
）

の
制
御
が
重
要
と
な
っ
て
き
た
と
い
う
背
景

も
あ
る
だ
ろ
う
。

　た
だ
、
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
対
策
と
し

て
取
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
の
多
い
「
責
任
あ

る
観
光
」
と
訳
さ
れ
る
レ
ス
ポ
ン
シ
ブ
ル
・

ツ
ー
リ
ズ
ム
で
は
、
誰
が
来
訪
す
る
の
か
と

い
う
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
こ
れ
は
、
マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
、
顧
客
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
領
域
と
な
る
。
ハ
ワ
イ
州
で
は
、
リ

ジ
ェ
ネ
ラ
テ
ィ
ブ
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
し
て
、

来
訪
者
の
入
場
制
約
や
、
公
式
サ
イ
ト
で
の

観
光
ス
ポ
ッ
ト
の
限
定
な
ど
を
行
い
、
同
時

に
、
ハ
ワ
イ
の
文
化
、
環
境
を
強
く
押
し
出

し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
提
供
を
進
め
て
い
る

が
、
現
地
が
意
識
や
行
動
変
容
を
促
し
た

か
っ
た
顧
客
セ
グ
メ
ン
ト
に
は
必
ず
し
も
伝

わ
っ
て
い
な
い
。
一
方
で
、
従
前
よ
り
「
よ

き
来
訪
者
」
で
あ
っ
た
顧
客
セ
グ
メ
ン
ト
に

は
強
く
刺
さ
り
過
ぎ
「
今
は
旅
行
を
や
め
て

お
こ
う
」と
い
う
意
識
を
醸
成
し
て
し
ま
い
、

回
復
を
遅
ら
せ
る
結
果
と
も
な
っ
て
い
る
。

　こ
れ
は
、
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
・
マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
の
限
界
な
の
で
は
と
す
る
指
摘

も
あ
る
。
例
え
ば
、
ス
イ
ス
・
ザ
ン
ク
ト
ガ

レ
ン
大
学
のP

ietro
 B
eritelli

教
授
は
、

D
M
O
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
は
無
意
味
で
あ

る
と
主
張
し
て
い
る
。
教
授
は
、
来
訪
経
験

者
に
対
し
て
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
行
い
、

D
M
O
が
展
開
す
る
各
種
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
・
情
報
発
信
の
、利
用
経
験
・
接
触
経
験
が
、

ほ
と
ん
ど
な
い
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い

る
。
こ
の
こ
と
は
、
地
域
か
ら
の
「
公
式
」
な

情
報
発
信
が
、
ほ
と
ん
ど
機
能
し
て
い
な
い

こ
と
を
示
し
て
お
り
、
も
っ
て
、
マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
は
機
能
し
て
い
な
い
と
主
張
す
る
。

　ま
た
、
N
Z
の100%

 P
ure N

ew
 Z
ea

land

を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
と
し
た
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
は
、
教
科
書
に
も
載
る
レ
ベ
ル
の
成

功
事
例
と
さ
れ
る
が
、
複
数

の
現
地
関
係
者
か
ら
は
、
そ

の
有
効
性
を
認
め
つ
つ
、
果

た
し
て
本
当
に「100%

 

P
ure

」な
の
か
、
そ
れ
を
掲

げ
る
だ
け
の
資
格
が
あ
る
の

か
と
い
う
こ
と
に
対
す
る
疑

念
が
聞
か
れ
た
。
世
界
的
に

見
て
も
、
環
境
や
文
化
に
対

す
る
取
り
組
み
を
行
っ
て
い

る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
う

し
た
声
が
出
る
の
は
、
強
力

す
ぎ
る
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
が
、

パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
前
に
中
国
か

ら
多
数
の
来
訪
者
を
呼
び
寄

せ
、
様
々
な
混
乱
を
生
じ
さ

せ
た
こ
と
が
、一
因
で
あ
ろ
う
。

　こ
れ
ら
の
事
象
は
、
デ
ス

テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
・
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

も
確
立
さ
れ
た
も
の
で
は
な

く
、
変
化
し
て
い
く
も
の
で
あ
る
こ
と
を
示

し
て
い
る
。
特
集
2
の
ま
と
め
に
お
い
て
、

菅
野
が
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
・
ガ
バ
ナ
ン

ス
へ
の
広
が
り
に
つ
い
て
言
及
し
て
い
る

が
、
複
雑
さ
が
増
す
「
イ
ン
タ
ラ
ク
シ
ョ
ン
」

の
調
整
を
行
っ
て
い
く
上
で
、
本
領
域
は
、

大
き
な
研
究
領
域
と
な
っ
て
い
く
だ
ろ
う
。

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル

　も
う
一
つ
、
今
回
の
視
察
を
通
じ
て
感
じ

た
の
は
、
各
地
の
「
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
」
の

存
在
で
あ
る
。

　今
回
の
視
察
先
で
あ
る
ハ
ワ
イ
州
、
ス
イ

ス
・
オ
ー
ス
ト
リ
ア
、
そ
し
て
、
N
Z
の
い

ず
れ
も
、
強
烈
な
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
有
す

る
地
域
で
あ
る
。
前
述
し
た
よ
う
に
、
観
光

は
、
観
光
客
と
地
域
と
の
イ
ン
タ
ラ
ク
シ
ョ

ン
で
動
い
て
い
く
も
の
で
あ
る
が
、
ラ
イ
フ

ス
タ
イ
ル
と
対
外
的
な
観
光
魅
力
（
来
訪
動

機
）
と
の
関
係
に
よ
っ
て
、
そ
の
イ
ン
タ
ラ

ク
シ
ョ
ン
が
変
わ
る
こ
と
を
感
じ
た
。

　筆
頭
は
、
ス
イ
ス
・
オ
ー
ス
ト
リ
ア
で
あ

る
。
大
戦
前
か
ら
国
際
的
な
リ
ゾ
ー
ト
を
形

成
し
て
い
た
同
地
は
、
地
域
の
ラ
イ
フ
ス
タ

イ
ル
と
観
光
魅
力
が
渾
然
一
体
と
な
っ
て
い

る
。
そ
の
一
つ
が
、
非
動
力
系
交
通
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
で
あ
る
「
ス
イ
ス
・
モ
ビ
リ
テ
ィ
」
で

あ
り
、
独
自
の
自
然
公
園
制
度
で
あ
る
。
こ

れ
ら
は
ス
イ
ス
観
光
の
大
き
な
魅
力
の
一
つ

で
あ
る
と
同
時
に
、
ア
ウ
ト
ド
ア
活
動
が
深

く
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
結
び
つ
い
た
地
元
の

人
々
の
生
活
と
つ
な
が
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、

い
わ
ゆ
る
外
資
の
参
入
は
抑
制
さ
れ
、
施
設

規
模
も
制
限
さ
れ
て
い
る
。
結
果
、
地
元
の

人
々
が
、
楽
し
い
と
思
う
こ
と
、
美
し
い
と

思
う
こ
と
が
、
地
元
の
人
々
の
手
に
よ
っ
て

そ
の
ま
ま
観
光
客
に
届
け
ら
れ
、
観
光
客
が

一
緒
に
な
っ
て
楽
し
ん
で
い
る
。
こ
れ
は
、

あ
る
意
味
観
光
の
理
想
形
だ
ろ
う
。

　一
方
、
ハ
ワ
イ
州
は
、
リ
ジ
ェ
ネ
ラ
テ
ィ

ブ
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
取
り
組
み
で
、
観
光
魅

力
を
地
域
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
、さ
ら
に
は
、

地
域
が
持
つ
価
値
観
に
寄
せ
て
い
こ
う
と
し

て
い
る
。
が
、
前
述
し
た
よ
う
に
、
必
ず
し

も
順
調
で
は
な
い
。
こ
れ
は
、
地
域
の
経
済

活
動
に
比
し
て
、
観
光
投
資
（
資
本
）
と
、

観
光
客
数
が
多
い
と
い
う
こ
と
が
原
因
の
一

つ
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。観
光
資
本（
事

業
者
）
と
し
て
は
、
施
設
稼
働
率
を
確
保
す

る
た
め
に
は
絶
対
的
な
客
数
が
必
要
と
な
る

が
、
絶
対
的
な
人
数
が
多
け
れ
ば
、
観
光
客

が
地
元
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
敬
意
を
持

ち
、
一
緒
に
楽
し
も
う
と
思
っ
て
も
、
ど
う

し
て
も
「
オ
ー
バ
ー
」
し
て
し
ま
う
か
ら
だ
。

観
光
資
本
の
投
資
規
模
が
大
き
く
な
っ
た
地

域
が
、
観
光
に
よ
る
イ
ン
タ
ラ
ク
シ
ョ
ン
を

ど
の
よ
う
に
制
御
し
て
い
く
の
か
。
そ
の
難

し
さ
に
直
面
し
て
い
る
の
が
ハ
ワ
イ
州
で
あ

ろ
う
。

　N
Z
は
、
ス
イ
ス
・
オ
ー
ス
ト
リ
ア
と
、

ハ
ワ
イ
州
の
間
に
あ
る
と
言
え
る
。
N
Z
の

観
光
魅
力
は
、
地
元
住
民
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ

ル
に
沿
っ
た
も
の
で
あ
る
が
、
前
述
し
た

「1
0
0
%
 P
u
re N

ew
 Z
ealan

d

が
正
し

い
の
か
」
と
い
う
疑
問
は
、
事
業
的
な
成
功

と
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
充
実
と
の
微
妙
な
齟

齬
の
存
在
を
示
し
て
い
る
。
ハ
ワ
イ
州
ほ
ど

問
題
が
大
き
く
な
ら
な
か
っ
た
の
は
、
外
資

参
入
は
生
じ
て
い
る
も
の
の
、
ハ
ワ
イ
州
ほ

ど
観
光
資
本
の
集
積
が
進
ん
で
お
ら
ず
、
小

中
規
模
な
も
の
が
主
体
と
な
っ
て
い
る
と
い

う
側
面
が
あ
る
か
ら
だ
ろ
う
。
さ
ら
に
、

N
Z
で
は
、
地
域
の「
歴
史
」を
掘
り
起
こ
し
、

住
民
で
共
有
し
な
が
ら
観
光
コ
ン
テ
ン
ツ
と

し
て
も
育
て
て
い
く
と
い
う
取
り
組
み
が
行

わ
れ
て
い
る
こ
と
も
指
摘
で
き
る
。
住
民
も

観
光
客
も
一
緒
に
N
Z
ら
し
い
ラ
イ
フ
ス
タ

イ
ル
を
つ
く
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い

る
。　地

域
の
魅
力
的
な
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
は
、

観
光
魅
力
と
し
て
も
強
烈
で
あ
る
。
し
か
し

な
が
ら
、
こ
れ
は
同
時
に
、
地
元
住
民
と
空

間
や
設
備
、時
間
を
共
有
す
る
こ
と
に
な
り
、

ハ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
原
因
と
も
な
る
。一
方
で
、

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
か
ら
離
れ
過
ぎ
た
観
光
魅

力
は
、
商
業
主
義
的
と
な
り
、
今
日
的
と
は

言
い
難
く
な
っ
て
い
る
。
前
項
の
デ
ス
テ
ィ

ネ
ー
シ
ョ
ン
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
再
考
と
あ
わ

せ
、
そ
も
そ
も
、
観
光
魅
力
を
ど
の
よ
う
に

設
定
し
、
イ
ン
タ
ラ
ク
シ
ョ
ン
を
ど
の
よ
う

に
動
か
し
て
い
く
の
か
。
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
後

の
観
光
を
考
え
て
い
く
上
で
、
大
き
な
課
題

と
な
っ
て
い
く
だ
ろ
う
。

高
ま
る
ベ
ー
ス
ラ
イ
ン

　今
回
の
視
察
は
、
観
光
関
連
サ
ー
ビ
ス
の

ベ
ー
ス
ラ
イ
ン
が
高
ま
っ
て
い
る
こ
と
を
実

感
す
る
も
の
で
も
あ
っ
た
。
例
え
ば
ラ
イ
ド

シ
ェ
ア
は
、
今
回
の
3
方
面
、
全
て
に
お
い

て
用
意
さ
れ
て
お
り
、
ラ
ス
ト
ワ
ン
マ
イ
ル

観
光
振
興
の
ダイ
ナ
ミ
ズムへ

公
益
財
団
法
人
日
本
交
通
公
社

　理
事
・
観
光
研
究
部
長
・
旅
の
図
書
館
長

　山
田
雄
一

ク
へ
の
移
行（
5
類
へ
の
変
更
）は
2
0
2
3

年
の
春
と
、
C
O
V
I
D

-19
か
ら
の
社
会

的
回
復
は
欧
米
よ
り
も
年
単
位
で
遅
れ
た
。

そ
れ
で
も
、
日
本
へ
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
は
、

「
再
」開
国
か
ら
1
年
強
と
な
る
2
0
2
3
年

12
月
末
に
は
2
0
1
9
年
比
で
約
8
割
と
な

る
2
5
0
0
万
人
ま
で
回
復
し
、
特
に
10
月

以
降
は
、
2
0
1
9
年
同
月
を
超
え
る
水
準

で
推
移
し
て
い
る（
J
N
T
O
発
表
）。
筆
者

は
、
2
0
2
2
年
9
月
時
点
で
、
開
国
時
に

は
1
5
0
0
万
人
／
年
程
度
の
回
復
と
見
て

い
た
が
、
こ
れ
を
大
き
く
上
回
る
ペ
ー
ス
で

の
回
復
と
な
っ
て
い
る
。

　パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
は
収
ま
っ
た
と
は
い
え
、

2
0
2
2
年
2
月
に
勃
発
し
た
ウ
ク
ラ
イ
ナ

侵
攻
に
加
え
、
原
油
価
格
の
高
騰
に
よ
る
物

価
上
昇
、
世
界
的
な
人
手
不
足
な
ど
、
観
光

を
取
り
巻
く
環
境
は
決
し
て
恵
ま
れ
た
状
況

に
は
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
世
界
的
に
観

光
需
要
が
こ
こ
ま
で
回
復
し
て
き
た
こ
と

は
、
人
々
の
観
光
に
対
す
る
欲
求
、
需
要
の

底
堅
さ
を
物
語
っ
て
い
る
。

　一
方
で
、
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
や
、ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ

ア
で
は
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
問
題
も
再
燃
し

て
き
て
お
り
、
国
内
で
も
、
観
光
文
化
2
5
9

号
で
取
り
上
げ
た
京
都
市
の
よ
う
に
、
供
給
側

で
あ
る
地
域
で
は
各
種
の
問
題
が
生
じ
て
き
て

い
る
。
さ
ら
に
、
観
光
文
化
2
5
7
号
で
特
集

し
た
よ
う
に
日
本
人
の
海
外
旅
行
の
戻
り
は
鈍

い
ま
ま
で
あ
る
。

　需
要
は
戻
っ
て
き
て
い
る
が
、
パ
ン
デ

ミ
ッ
ク
前
の
社
会
と
は
異
な
る
世
界
に
、

我
々
は
置
か
れ
て
い
る
。

国
際
的
な
学
術
研
究
の

動
向

　で
は
、
こ
の
期
間
、
学
術
界
で
は
ど
の
よ

う
な
動
き
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

　国
際
的
に
代
表
性
の
あ
る
研
究
ジ
ャ
ー
ナ

ル
「Jo

u
rn
al o

f T
ravel R

esearch

」

を
取
り
上
げ
て
、
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
が
始
ま
っ

た
2
0
2
0
年
か
ら
2
0
2
3
年
ま
で
の
研

究
テ
ー
マ
を
概
観
す
る
と
、
D
X
や
環
境

（
カ
ー
ボ
ン
）、
観
光
客
集
中
（
オ
ー
バ
ー
ツ
ー

リ
ズ
ム
）、
ま
た
は
、
観
光
地
選
好
と
い
っ

た
も
の
が
研
究
テ
ー
マ
と
な
っ
て
い
る
。
こ

れ
ら
は
、
そ
れ
ぞ
れ
が
研
究
領
域
を
形
成
し

て
い
る
が
、
そ
の
上
で
相
互
に
リ
ン
ク
し
て

い
る
の
が
特
徴
で
あ
る
。
例
え
ば
、
観
光
の

現
場
で
利
用
さ
れ
、
研
究
テ
ー
マ
の
一
つ
に

も
な
っ
て
い
る
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
活
用
は
、

様
々
な
情
報
が
デ
ジ
タ
ル
化
さ
れ
て
い
く
中

で
生
ま
れ
て
き
た
新
し
い
研
究
手
法
で
あ
る

が
、
そ
れ
を
来
訪
者
数
予
測
に
転
換
す
る
だ

け
で
な
く
、
そ
の
知
見
を
、
オ
ー
バ
ー
ツ
ー

リ
ズ
ム
形
成
の
プ
ロ
セ
ス
形
成
、
将
来
予
測

に
つ
な
げ
て
い
く
可
能
性
を
持
っ
て
い
る
。

　ま
た
、
観
光
地
選
好
に
関
す
る
W
O
M（
口

コ
ミ
／W

ord
 of M

ou
th

）
の
重
要
性
は

以
前
か
ら
指
摘
さ
れ
て
き
た
が
、
そ
の

S
N
S
版
で
あ
る
e
W
O
M（
ネ
ッ
ト
上
の

W
O
M
）が
、
観
光
地
選
好
と
ど
の
よ
う
に
関

係
し
て
い
る
の
か
と
い
う
研
究
も
複
数
出
て

き
て
い
る
。
S
N
S
の
普
及
に
よ
っ
て
、

W
O
M
が
e
W
O
M
へ
と
移
行
し
て
い
く
こ

と
は
必
然
で
あ
り
、
こ
れ
に
よ
っ
て
、
デ
ス

テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
・
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
、
デ

を
支
え
る
サ
ー
ビ
ス
（
自
転
車
や
キ
ッ
ク

ボ
ー
ド
の
レ
ン
タ
ル
）
も
普
及
し
て
い
る
。

公
共
交
通
と
な
る
バ
ス
も
、電
動
化
が
進
み
、

安
価
も
し
く
は
無
料
で
利
用
で
き
る
。
観
光

地
の
中
心
部
は
、
基
本
的
に
ウ
ォ
ー
カ
ブ
ル

な
空
間
と
し
て
デ
ザ
イ
ン
さ
れ
て
お
り
、
賑

わ
い
を
生
み
出
し
て
い
る
。
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

に
つ
い
て
も
、ガ
ラ
ス
瓶
へ
の
転
換
が
進
み
、

同
時
に
、
地
域
の
ク
ラ
フ
ト
飲
料
が
多
く
登

場
し
て
き
て
い
る
。
学
術
研
究
に
お
い
て
、

環
境
系
の
取
り
組
み
を
し
っ
か
り
と
示
す
こ

と
が
、
顧
客
と
の
関
係
性
構
築
に
お
い
て
重

要
で
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、

N
Z
や
ス
イ
ス
は
、
ま
さ
し
く
、
そ
の
実
践

で
あ
っ
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

　D
X
の
進
展
も
目
覚
ま
し
く
、
ス
マ
ホ
さ

え
あ
れ
ば
、
ほ
と
ん
ど
の
こ
と
が
で
き
、
現

金
を
所
持
す
る
必
要
も
な
い
。
か
つ
て
、「
成

功
事
例
」
と
し
て
日
本
へ
紹
介
さ
れ
る
こ
と

の
多
か
っ
た
N
Z
の
i‐

S
I
T
E
は
、
現

在
で
は
そ
の
多
く
が
機
能
を
停
止
し
て
お

り
、
ネ
ッ
ト
に
移
行
し
て
い
る
。
ハ
ワ
イ
州

の
人
数
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
も
す
べ
て
ネ
ッ
ト
、

デ
ジ
タ
ル
処
理
で
あ
る
。
ス
イ
ス
・
オ
ー
ス

ト
リ
ア
の
特
典
カ
ー
ド
も
、
D
X
が
地
域
と

し
て
機
能
し
て
い
る
か
ら
こ
そ
実
現
で
き
る

も
の
で
も
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
人
的
な
相
談

が
生
み
出
す
価
値
は
未
だ
残
っ
て
い
る
が
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
舞
台
は
デ
ジ
タ
ル

に
確
実
に
切
り
替
わ
っ
て
い
る
。

　さ
ら
に
、
彼
我
の
差
が
大
き
い
の
は
景
観

の
処
理
で
あ
る
。ス
イ
ス
で
は
、農
業
、林
業
、

国
立
公
園
な
ど
を
文
化
的
自
然
景
観
と
し
て

扱
い
、
ど
こ
も
か
し
こ
も
「
美
し
い
」
景
観

を
創
造
し
て
い
る
。
特
筆
す
べ
き
は
、
多
く

の
家
庭
が
自
主
的
に
花
々
を
飾
り
、
そ
れ
が

ま
た
、
非
常
に
美
し
い
こ
と
だ
。
こ
れ
は
、

人
々
の
美
意
識
、
デ
ザ
イ
ン
力
が
秀
で
て
い

る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
N
Z
で
も
、
ス
イ

ス
同
様
に
、
自
然
に
溶
け
込
み
、
自
然
を
活

か
す
取
り
組
み
が
展
開
さ
れ
て
い
る
。
例
え

ば
、
訪
問
し
た
ワ
イ
ン
シ
ャ
ト
ー
で
は
、
季

節
的
に
ぶ
ど
う
が
葉
を
落
と
し
て
い
る
タ
イ

ミ
ン
グ
だ
っ
た
が
、
そ
れ
を
補
う
よ
う
に

花
々
を
畑
に
植
え
、
華
や
か
さ
を
演
出
し
て

い
た
。
ハ
ワ
イ
州
ワ
イ
キ
キ
は
、
都
市
的
な

エ
リ
ア
で
あ
る
が
、
同
地
域
で
展
開
さ
れ
て

い
る
エ
リ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
よ
っ
て
、
ゴ

ミ
一
つ
無
い
ビ
ー
チ
、
公
園
、
歩
道
空
間
を

つ
く
り
上
げ
、
人
々
の
集
う
空
間
と
し
て
い

る
。
い
ず
れ
も
、
屋
外
広
告
の
類
は
厳
し
く

規
制
さ
れ
て
お
り
、
建
物
の
デ
ザ
イ
ン
、
色

彩
に
つ
い
て
も
制
限
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、

ハ
ワ
イ
州
マ
ウ
イ
島
で
展
開
さ
れ
て
き
た
ホ

テ
ル
モ
ラ
ト
リ
ア
ム
も
、
膨
れ
上
が
る
観
光

需
要
に
対
し
て
供
給
を
抑
制
す
る
手
法
と
し

て
注
目
で
き
る
。

　こ
う
し
た
交
通
サ
ー
ビ
ス
、
環
境
対
策
、

景
観
と
い
っ
た
も
の
は
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
と

も
重
な
る
部
分
で
あ
る
が
、
観
光
に
お
け
る

「
世
界
水
準
」
は
こ
う
し
た
水
準
に
あ
り
、

か
つ
、
そ
の
水
準
は
社
会
的
な
要
請
に
よ
っ

て
継
続
的
に
上
昇
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
は

理
解
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

虫
の
目
・
鳥
の
目
・
魚
の
目

　地
域
は
、
そ
れ
ぞ
れ
に
ユ
ニ
ー
ク
な
存
在

で
あ
り
、
そ
の
問
題
も
解
決
方
法
も
、
そ
れ

ぞ
れ
で
あ
る
。
一
方
で
、
問
題
を
分
解
し
て

い
け
ば
、
要
所
要
所
の
問
題
は
、
他
所
で
も

生
じ
て
い
る
、
ま
た
は
生
じ
て
い
た
問
題
と

な
る
。
さ
ら
に
、
こ
う
し
た
問
題
は
、
社
会

環
境
の
変
化
に
よ
っ
て
生
じ
て
き
た
問
題
で

あ
り
、
常
に
変
化
を
続
け
て
い
る
。

　こ
の
よ
う
に
、
観
光
振
興
を
実
現
し
て
い

く
に
は
、
地
域
の
状
況
を
し
っ
か
り
と
観
察

し
つ
つ（
虫
の
目
）、そ
こ
だ
け
に
と
ら
わ
れ
ず
、

視
野
を
広
げ
全
体
を
俯
瞰
す
る（
鳥
の
目
）こ

と
で
、
問
題
の
構
造
や
、
す
で
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

さ
れ
て
き
た
解
決
策
な
ど
を
検
討
す
る
こ
と

が
重
要
と
な
る
。
さ
ら
に
、
常
に
環
境
は
変

化
し
て
い
く
と
考
え
、
こ
れ
か
ら
、
ど
の
よ
う

な
変
化
が
起
き
て
い
く
の
か
を
見
極
め
て
い

く（
魚
の
目
）が
、
必
要
と
な
る
だ
ろ
う
。

　グ
ロ
ー
カ
ル
と
い
う
言
葉
が
あ
る
よ
う

に
、
観
光
が
国
際
的
な
イ
シ
ュ
ー
と
な
っ
た

現
在
、
国
際
的
な
視
野
で
発
想
し
、
地
に
足

の
着
い
た
行
動
を
行
っ
て
い
く
こ
と
は
、
今

後
、
さ
ら
に
重
要
に
な
っ
て
い
く
だ
ろ
う
。

　問
題
に
直
面
し
た
ら
、
虫
の
目
、
鳥
の
目
、

魚
の
目
、
そ
れ
ぞ
れ
の
視
座
か
ら
事
象
を
と

ら
え
、
検
証
、
検
討
し
て
い
く
こ
と
が
、
効

率
的
、
効
果
的
な
観
光
地
域
づ
く
り
に
つ
な

が
る
ポ
イ
ン
ト
と
な
る
だ
ろ
う
。
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力
強
く
回
復
す
る
観
光

　I
A
T
A（In

ternational A
ir T

rans-

port A
ssociation

）に
よ
れ
ば
、
国
際
航
空

旅
客
数
は
2
0
2
0
年
4
月
に
ほ
ぼ
ゼ
ロ
水
準

に
ま
で
落
ち
込
ん
だ
。
観
光
の
み
な
ら
ず
、
人

類
に
と
っ
て
初
め
て
の
事
態
と
な
っ
た
が
、

2
0
2
0
年
の
下
期
に
は
回
復
基
調
へ
転
じ
、

2
0
2
1
年
の
秋
か
ら
は
、コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
の

普
及
に
合
わ
せ
る
よ
う
に
回
復
率
を
高
め
、

2
0
2
3
年
10
月
に
は
2
0
1
9
年
水
準
の

98
・
2
%
に
ま
で
回
復
を
果
た
し
た
。

　対
し
て
、
日
本
は
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
中
も

G
o T

o 

ト
ラ
ベ
ル
や
全
国
旅
行
支
援
に

よ
っ
て
、
国
内
需
要
の
確
保
に
は
成
功
し
、

2
0
2
3
年
下
期
に
は
2
0
1
9
年
並
み
ま

で
回
復
す
る
状
況
と
な
っ
て
い
る（
観
光
庁

発
表
）。
し
か
し
な
が
ら
、
海
外
か
ら
の
入
国

制
限
緩
和
は
2
0
2
2
年
秋
、
エ
ン
デ
ミ
ッ

ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
・
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
は

大
き
く
質
的
な
変
化
を
し
て
い
く
こ
と
に
な

る
だ
ろ
う
。
そ
の
一
つ
が
、
e
W
O
M
に
よ
る

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
、
脱
カ
ー
ボ
ン
の
よ

う
な
社
会
的
な
イ
シ
ュ
ー
と
、
ど
の
よ
う
に

関
係
し
て
い
る
の
か
と
い
っ
た
研
究
テ
ー
マ

も
生
ま
れ
て
き
て
い
る
。
例
え
ば
、

E
ttin

ger

他（
2
0
2
0
）で
は
、
グ
リ
ー
ン
・

ウ
ォ
ッ
シ
ュ
批
判
を
避
け
る
た
め
に
、
事
業

者
が
自
ら
行
っ
て
い
る
環
境
対
策
を
「
敢
え

て
」
公
表
し
な
い
動
き
（
グ
リ
ー
ン
・
ハ
ッ
シ
ン

グ
）
が
出
て
い
る
こ
と
を
ふ
ま
え
、
適
切
な

C
S
R
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
行
う
方
が
、

グ
リ
ー
ン
・
ハ
ッ
シ
ン
グ
す
る
よ
り
も
、
顧

客
か
ら
の
支
持
が
高
ま
る
こ
と
を
指
摘
し
て

い
る
。
ま
た
、Coh

en

他（
2
0
2
1
）で
は
、

イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
へ
の
裕
福
な
若
年
層
＆
富

裕

層

の

投

稿
（T

he R
ich

 K
id
s of 

In
stagram

）
内
容
を
分
析
し
、
彼
ら
が
紡

ぎ
出
し
て
い
る
観
光
の
イ
メ
ー
ジ
が
、
脱
炭

素
の
動
き
と
は
真
逆
（
例
：
炭
素
を
大
量
排
出

す
る
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
ジ
ェ
ッ
ト
利
用
を
投
稿

す
る
）で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

　そ
の
他
、
我
が
国
で
も
関
心
が
高
ま
っ
て

い
る
宿
泊
税
に
つ
い
て
、
累
進
的
な
宿
泊
税

が
、
観
光
地
選
好
に
与
え
る
影
響
を
分
析
し

た
研
究
や
、
観
光
地
間
の
連
携
が
オ
ー
バ
ー

ツ
ー
リ
ズ
ム
対
策
（
訪
問
先
の
分
散
）
に
つ
な

が
る
の
か
と
い
っ
た
研
究
も
確
認
で
き
た
。

　当
然
、
コ
ロ
ナ
禍
、
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
と
観

光
と
の
関
係
に
つ
い
て
も
研
究
が
行
わ
れ
て

い
る
。
こ
の
領
域
に
つ
い
て
は
、
2
0
2
0

年
に
は
研
究
が
始
ま
り
、
翌
年
に
は
ジ
ャ
ー

ナ
ル
に
掲
載
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
お
り
、

2
0
2
1
年
末
ま
で
の
2
年
間
で
、
12
本
の

関
連
論
文
が
確
認
で
き
た
。
こ
れ
ら
の
論
文

で
は
、
観
光
客
数
と
C
O
V
I
D

-19
の
感

染
者
数
／
死
亡
者
数
と
の
関
係
か
ら
、
パ
ン

デ
ミ
ッ
ク
下
で
の
観
光
需
要
、
価
格
下
落
お

よ
び
観
光
地
選
好
の
構
造
、
イ
ン
フ
ォ
デ

ミ
ッ
ク
（
誤
っ
た
情
報
の
拡
散
）
に
よ
る
観

光
へ
の
影
響
な
ど
、多
岐
に
わ
た
っ
て
い
る
。

さ
ら
に
、
通
常
、
国
際
ジ
ャ
ー
ナ
ル
に
掲
載

さ
れ
る
論
文
は
有
料
、
そ
れ
も
、
か
な
り
高

額
と
な
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
パ
ン
デ
ミ
ッ

ク
関
連
の
論
文
に
つ
い
て
は
オ
ー
プ
ン
・
ア

ク
セ
ス
、
無
料
で
の
公
開
と
な
っ
て
い
る
。

未
曽
有
の
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
に
お
い
て
、
世
界

か
ら
知
見
が
集
め
ら
れ
共
有
さ
れ
た
と
言
え

る
だ
ろ
う
。

　そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
が
抱
え
る
問
題
は
多
種

多
様
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
ら
の

研
究
テ
ー
マ
の
多
く
が
、
そ
の
ま
ま
日
本
の

現
場
に
お
い
て
も
活
用
で
き
る
知
見
で
あ
る

こ
と
は
、
観
光
が
国
際
的
な
イ
シ
ュ
ー
と

な
っ
て
お
り
、
そ
の
多
く
は
、
様
々
な
地
域

に
共
通
す
る
普
遍
性
の
高
い
事
項
で
あ
り
、

研
究
対
象
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い

る
。こ
こ
か
ら
、い
わ
ゆ
る「
車
輪
の
再
発
明
」

を
行
う
の
で
は
な
く
、
す
で
に
社
会
に
示
さ

れ
て
い
る
研
究
と
実
践
の
事
例
、ト
レ
ン
ド
、

現
状
を
世
界
的
な
視
野
を
持
っ
て
把
握
す
る

こ
と
が
、
具
体
的
な
解
決
策
を
示
し
て
い
く

こ
と
に
つ
な
が
る
と
考
え
て
い
る
。

　こ
う
し
た
展
望
を
持
っ
て
、
2
0
2
3
年

度
、
当
財
団
で
は
全
研
究
員
を
対
象
に
3
つ

の
方
面
に
向
け
て
海
外
視
察
を
実
施
し
た
。

そ
こ
で
研
究
員
が
感
じ
た
こ
と
を
取
り
ま
と

め
た
も
の
が
、
本
号
で
あ
る
。

観
光
が
創
り
出
す

イ
ン
タ
ラ
ク
シ
ョ
ン

　3
方
面
を
視
察
し
て
、
改
め
て
強
く
感
じ

た
の
は
、
観
光
と
い
う
の
は
多
様
な
主
体
が

織
り
な
す
イ
ン
タ
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
あ
り
、
そ

れ
は
様
々
に
変
化
し
、
そ
れ
に
対
す
る
対
応

が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　観
光
の
語
源
は
「
国
の
光
を
見
る
」
と
い

う
意
味
だ
と
さ
れ
、
我
々
は
、
需
要
側
、
観

光
客
の
人
数
や
行
動
に
注
目
し
が
ち
で
あ

る
。
し
か
し
な
が
ら
、
実
際
の
観
光
の
現
場

で
は
、
観
光
客
（
訪
問
者
）、
産
業
、
地
域

住
民
の
相
互
作
用
、イ
ン
タ
ラ
ク
シ
ョ
ン（
作

用
・
反
作
用
）
に
よ
っ
て
様
々
な
変
化
が
起

こ
っ
て
い
く
。
そ
れ
が
、
観
光
地
域
づ
く
り

で
あ
り
、
ツ
ー
リ
ズ
ム
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
に
よ
っ
て
観
光
が
止
ま
っ
た

と
い
う
こ
と
は
、
単
に
観
光
客
が
来
な
く
な

る
だ
け
で
は
な
く
、
観
光
客
と
い
う
作
用
か

ら
生
み
出
さ
れ
て
い
た
反
作
用
（
例
：
雇
用

や
B
2
B
取
引
）
も
止
ま
る
こ
と
を
意
味
し

て
い
る
。

　今
回
の
視
察
で
明
ら
か
に
な
っ
た
の
は
、

先
進
地
と
呼
ば
れ
る
観
光
リ
ゾ
ー
ト
は
、
こ

の
イ
ン
タ
ラ
ク
シ
ョ
ン
が
止
ま
っ
た
時
間
、

パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
後
を
展
望
し
、
準
備
を
進
め

て
き
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
ハ
ワ
イ
州
の

リ
ジ
ェ
ネ
ラ
テ
ィ
ブ
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
お
よ
び
、

各
島
で
策
定
し
た
D
M
A
P
（
デ
ス
テ
ィ

ネ
ー
シ
ョ
ン
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
・
ア
ク
シ
ョ

ン
・
プ
ラ
ン
）
は
そ
の
代
表
例
で
あ
る
が
、

N
Z
で
も
N
T
O
が
リ
ー
ダ
ー
と
な
り
、
各

観
光
リ
ゾ
ー
ト
で
D
M
P
（
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー

シ
ョ
ン
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
・
プ
ラ
ン
）
を
策

定
（
改
定
）
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
動
き
は
、

京
都
市
な
ど
、
国
内
で
も
見
ら
れ
た
が
、
観

光
振
興
に
お
い
て
は
、
多
様
な
主
体
を
調
整

し
て
い
く
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
・
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
と
い
う
概
念
が
重
要
で
あ
る
と
い
う

こ
と
が
国
際
的
な
共
通
見
解
と
な
っ
て
い
る

こ
と
が
確
認
で
き
る
。

　パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
に
よ
っ
て
イ
ン
タ
ラ
ク

シ
ョ
ン
が
止
ま
っ
た
こ
と
が
、
観
光
が
地
域

に
及
ぼ
し
て
い
た
影
響
、
ス
テ
ー
ク
ホ
ル

ダ
ー
を
明
示
す
る
こ
と
と
な
っ
た
こ
と
の
影

響
も
大
き
い
だ
ろ
う
。
観
光
が
止
ま
っ
た
状

態
の
中
で
、
関
係
者
で
「
今
後
」
に
向
け
て

の
議
論
を
積
み
重
ね
て
き
た
と
い
う
こ
と

は
、
各
所
で
聞
か
れ
た
。

　一
方
で
、
D
M
O
の
M
の
も
う
一
つ
の
意

味
で
あ
る
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
に
つ
い
て
は
、

ど
の
地
域
も
、
控
え
め
な
ト
ー
ン
と
な
っ
て

い
た
こ
と
も
特
筆
で
き
る
。
そ
の
好
例
は
ハ

ワ
イ
州
で
あ
る
。
ハ
ワ
イ
州
は
、
デ
ス
テ
ィ

ネ
ー
シ
ョ
ン
・
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
先
進
地

と
し
て
象
徴
的
な
地
域
で
あ
っ
た
が
、
パ
ン

デ
ミ
ッ
ク
中
に
大
き
く
方
向
を
転
換
し
、
デ

ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
へ
と

転
換
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
動
き
は
、
今
回

の
視
察
対
象
先
以
外
の
地
域
に
お
い
て
も
確

認
で
き
て
い
る
。

　こ
れ
は
、
世
界
レ
ベ
ル
で
観
光
需
要
が
増

大
し
て
い
る
た
め
に
、
ブ
ラ
ン
ド
力
の
あ
る

地
域
に
お
い
て
は
人
を
呼
び
込
む
こ
と
の
難

易
度
は
低
下
し
、
む
し
ろ
、
観
光
に
よ
る
イ

ン
タ
ラ
ク
シ
ョ
ン
（
良
い
面
も
悪
い
面
も
）

の
制
御
が
重
要
と
な
っ
て
き
た
と
い
う
背
景

も
あ
る
だ
ろ
う
。

　た
だ
、
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
対
策
と
し

て
取
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
の
多
い
「
責
任
あ

る
観
光
」
と
訳
さ
れ
る
レ
ス
ポ
ン
シ
ブ
ル
・

ツ
ー
リ
ズ
ム
で
は
、
誰
が
来
訪
す
る
の
か
と

い
う
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
こ
れ
は
、
マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
、
顧
客
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
領
域
と
な
る
。
ハ
ワ
イ
州
で
は
、
リ

ジ
ェ
ネ
ラ
テ
ィ
ブ
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
し
て
、

来
訪
者
の
入
場
制
約
や
、
公
式
サ
イ
ト
で
の

観
光
ス
ポ
ッ
ト
の
限
定
な
ど
を
行
い
、
同
時

に
、
ハ
ワ
イ
の
文
化
、
環
境
を
強
く
押
し
出

し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
提
供
を
進
め
て
い
る

が
、
現
地
が
意
識
や
行
動
変
容
を
促
し
た

か
っ
た
顧
客
セ
グ
メ
ン
ト
に
は
必
ず
し
も
伝

わ
っ
て
い
な
い
。
一
方
で
、
従
前
よ
り
「
よ

き
来
訪
者
」
で
あ
っ
た
顧
客
セ
グ
メ
ン
ト
に

は
強
く
刺
さ
り
過
ぎ
「
今
は
旅
行
を
や
め
て

お
こ
う
」と
い
う
意
識
を
醸
成
し
て
し
ま
い
、

回
復
を
遅
ら
せ
る
結
果
と
も
な
っ
て
い
る
。

　こ
れ
は
、
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
・
マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
の
限
界
な
の
で
は
と
す
る
指
摘

も
あ
る
。
例
え
ば
、
ス
イ
ス
・
ザ
ン
ク
ト
ガ

レ
ン
大
学
のP

ietro
 B
eritelli

教
授
は
、

D
M
O
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
は
無
意
味
で
あ

る
と
主
張
し
て
い
る
。
教
授
は
、
来
訪
経
験

者
に
対
し
て
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
行
い
、

D
M
O
が
展
開
す
る
各
種
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
・
情
報
発
信
の
、利
用
経
験
・
接
触
経
験
が
、

ほ
と
ん
ど
な
い
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い

る
。
こ
の
こ
と
は
、
地
域
か
ら
の
「
公
式
」
な

情
報
発
信
が
、
ほ
と
ん
ど
機
能
し
て
い
な
い

こ
と
を
示
し
て
お
り
、
も
っ
て
、
マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
は
機
能
し
て
い
な
い
と
主
張
す
る
。

　ま
た
、
N
Z
の100%

 P
ure N

ew
 Z
ea

land

を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
と
し
た
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
は
、
教
科
書
に
も
載
る
レ
ベ
ル
の
成

功
事
例
と
さ
れ
る
が
、
複
数

の
現
地
関
係
者
か
ら
は
、
そ

の
有
効
性
を
認
め
つ
つ
、
果

た
し
て
本
当
に「100%

 

P
ure

」な
の
か
、
そ
れ
を
掲

げ
る
だ
け
の
資
格
が
あ
る
の

か
と
い
う
こ
と
に
対
す
る
疑

念
が
聞
か
れ
た
。
世
界
的
に

見
て
も
、
環
境
や
文
化
に
対

す
る
取
り
組
み
を
行
っ
て
い

る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
う

し
た
声
が
出
る
の
は
、
強
力

す
ぎ
る
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
が
、

パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
前
に
中
国
か

ら
多
数
の
来
訪
者
を
呼
び
寄

せ
、
様
々
な
混
乱
を
生
じ
さ

せ
た
こ
と
が
、一
因
で
あ
ろ
う
。

　こ
れ
ら
の
事
象
は
、
デ
ス

テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
・
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

も
確
立
さ
れ
た
も
の
で
は
な

く
、
変
化
し
て
い
く
も
の
で
あ
る
こ
と
を
示

し
て
い
る
。
特
集
2
の
ま
と
め
に
お
い
て
、

菅
野
が
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
・
ガ
バ
ナ
ン

ス
へ
の
広
が
り
に
つ
い
て
言
及
し
て
い
る

が
、
複
雑
さ
が
増
す
「
イ
ン
タ
ラ
ク
シ
ョ
ン
」

の
調
整
を
行
っ
て
い
く
上
で
、
本
領
域
は
、

大
き
な
研
究
領
域
と
な
っ
て
い
く
だ
ろ
う
。

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル

　も
う
一
つ
、
今
回
の
視
察
を
通
じ
て
感
じ

た
の
は
、
各
地
の
「
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
」
の

存
在
で
あ
る
。

　今
回
の
視
察
先
で
あ
る
ハ
ワ
イ
州
、
ス
イ

ス
・
オ
ー
ス
ト
リ
ア
、
そ
し
て
、
N
Z
の
い

ず
れ
も
、
強
烈
な
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
有
す

る
地
域
で
あ
る
。
前
述
し
た
よ
う
に
、
観
光

は
、
観
光
客
と
地
域
と
の
イ
ン
タ
ラ
ク
シ
ョ

ン
で
動
い
て
い
く
も
の
で
あ
る
が
、
ラ
イ
フ

ス
タ
イ
ル
と
対
外
的
な
観
光
魅
力
（
来
訪
動

機
）
と
の
関
係
に
よ
っ
て
、
そ
の
イ
ン
タ
ラ

ク
シ
ョ
ン
が
変
わ
る
こ
と
を
感
じ
た
。

　筆
頭
は
、
ス
イ
ス
・
オ
ー
ス
ト
リ
ア
で
あ

る
。
大
戦
前
か
ら
国
際
的
な
リ
ゾ
ー
ト
を
形

成
し
て
い
た
同
地
は
、
地
域
の
ラ
イ
フ
ス
タ

イ
ル
と
観
光
魅
力
が
渾
然
一
体
と
な
っ
て
い

る
。
そ
の
一
つ
が
、
非
動
力
系
交
通
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
で
あ
る
「
ス
イ
ス
・
モ
ビ
リ
テ
ィ
」
で

あ
り
、
独
自
の
自
然
公
園
制
度
で
あ
る
。
こ

れ
ら
は
ス
イ
ス
観
光
の
大
き
な
魅
力
の
一
つ

で
あ
る
と
同
時
に
、
ア
ウ
ト
ド
ア
活
動
が
深

く
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
結
び
つ
い
た
地
元
の

人
々
の
生
活
と
つ
な
が
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、

い
わ
ゆ
る
外
資
の
参
入
は
抑
制
さ
れ
、
施
設

規
模
も
制
限
さ
れ
て
い
る
。
結
果
、
地
元
の

人
々
が
、
楽
し
い
と
思
う
こ
と
、
美
し
い
と

思
う
こ
と
が
、
地
元
の
人
々
の
手
に
よ
っ
て

そ
の
ま
ま
観
光
客
に
届
け
ら
れ
、
観
光
客
が

一
緒
に
な
っ
て
楽
し
ん
で
い
る
。
こ
れ
は
、

あ
る
意
味
観
光
の
理
想
形
だ
ろ
う
。

　一
方
、
ハ
ワ
イ
州
は
、
リ
ジ
ェ
ネ
ラ
テ
ィ

ブ
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
取
り
組
み
で
、
観
光
魅

力
を
地
域
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
、さ
ら
に
は
、

地
域
が
持
つ
価
値
観
に
寄
せ
て
い
こ
う
と
し

て
い
る
。
が
、
前
述
し
た
よ
う
に
、
必
ず
し

も
順
調
で
は
な
い
。
こ
れ
は
、
地
域
の
経
済

活
動
に
比
し
て
、
観
光
投
資
（
資
本
）
と
、

観
光
客
数
が
多
い
と
い
う
こ
と
が
原
因
の
一

つ
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。観
光
資
本（
事

業
者
）
と
し
て
は
、
施
設
稼
働
率
を
確
保
す

る
た
め
に
は
絶
対
的
な
客
数
が
必
要
と
な
る

が
、
絶
対
的
な
人
数
が
多
け
れ
ば
、
観
光
客

が
地
元
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
敬
意
を
持

ち
、
一
緒
に
楽
し
も
う
と
思
っ
て
も
、
ど
う

し
て
も
「
オ
ー
バ
ー
」
し
て
し
ま
う
か
ら
だ
。

観
光
資
本
の
投
資
規
模
が
大
き
く
な
っ
た
地

域
が
、
観
光
に
よ
る
イ
ン
タ
ラ
ク
シ
ョ
ン
を

ど
の
よ
う
に
制
御
し
て
い
く
の
か
。
そ
の
難

し
さ
に
直
面
し
て
い
る
の
が
ハ
ワ
イ
州
で
あ

ろ
う
。

　N
Z
は
、
ス
イ
ス
・
オ
ー
ス
ト
リ
ア
と
、

ハ
ワ
イ
州
の
間
に
あ
る
と
言
え
る
。
N
Z
の

観
光
魅
力
は
、
地
元
住
民
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ

ル
に
沿
っ
た
も
の
で
あ
る
が
、
前
述
し
た

「1
0
0
%
 P
u
re N

ew
 Z
ealan

d

が
正
し

い
の
か
」
と
い
う
疑
問
は
、
事
業
的
な
成
功

と
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
充
実
と
の
微
妙
な
齟

齬
の
存
在
を
示
し
て
い
る
。
ハ
ワ
イ
州
ほ
ど

問
題
が
大
き
く
な
ら
な
か
っ
た
の
は
、
外
資

参
入
は
生
じ
て
い
る
も
の
の
、
ハ
ワ
イ
州
ほ

ど
観
光
資
本
の
集
積
が
進
ん
で
お
ら
ず
、
小

中
規
模
な
も
の
が
主
体
と
な
っ
て
い
る
と
い

う
側
面
が
あ
る
か
ら
だ
ろ
う
。
さ
ら
に
、

N
Z
で
は
、
地
域
の「
歴
史
」を
掘
り
起
こ
し
、

住
民
で
共
有
し
な
が
ら
観
光
コ
ン
テ
ン
ツ
と

し
て
も
育
て
て
い
く
と
い
う
取
り
組
み
が
行

わ
れ
て
い
る
こ
と
も
指
摘
で
き
る
。
住
民
も

観
光
客
も
一
緒
に
N
Z
ら
し
い
ラ
イ
フ
ス
タ

イ
ル
を
つ
く
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い

る
。　地

域
の
魅
力
的
な
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
は
、

観
光
魅
力
と
し
て
も
強
烈
で
あ
る
。
し
か
し

な
が
ら
、
こ
れ
は
同
時
に
、
地
元
住
民
と
空

間
や
設
備
、時
間
を
共
有
す
る
こ
と
に
な
り
、

ハ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
原
因
と
も
な
る
。一
方
で
、

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
か
ら
離
れ
過
ぎ
た
観
光
魅

力
は
、
商
業
主
義
的
と
な
り
、
今
日
的
と
は

言
い
難
く
な
っ
て
い
る
。
前
項
の
デ
ス
テ
ィ

ネ
ー
シ
ョ
ン
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
再
考
と
あ
わ

せ
、
そ
も
そ
も
、
観
光
魅
力
を
ど
の
よ
う
に

設
定
し
、
イ
ン
タ
ラ
ク
シ
ョ
ン
を
ど
の
よ
う

に
動
か
し
て
い
く
の
か
。
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
後

の
観
光
を
考
え
て
い
く
上
で
、
大
き
な
課
題

と
な
っ
て
い
く
だ
ろ
う
。

高
ま
る
ベ
ー
ス
ラ
イ
ン

　今
回
の
視
察
は
、
観
光
関
連
サ
ー
ビ
ス
の

ベ
ー
ス
ラ
イ
ン
が
高
ま
っ
て
い
る
こ
と
を
実

感
す
る
も
の
で
も
あ
っ
た
。
例
え
ば
ラ
イ
ド

シ
ェ
ア
は
、
今
回
の
3
方
面
、
全
て
に
お
い

て
用
意
さ
れ
て
お
り
、
ラ
ス
ト
ワ
ン
マ
イ
ル

ク
へ
の
移
行（
5
類
へ
の
変
更
）は
2
0
2
3

年
の
春
と
、
C
O
V
I
D

-19
か
ら
の
社
会

的
回
復
は
欧
米
よ
り
も
年
単
位
で
遅
れ
た
。

そ
れ
で
も
、
日
本
へ
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
は
、

「
再
」開
国
か
ら
1
年
強
と
な
る
2
0
2
3
年

12
月
末
に
は
2
0
1
9
年
比
で
約
8
割
と
な

る
2
5
0
0
万
人
ま
で
回
復
し
、
特
に
10
月

以
降
は
、
2
0
1
9
年
同
月
を
超
え
る
水
準

で
推
移
し
て
い
る（
J
N
T
O
発
表
）。
筆
者

は
、
2
0
2
2
年
9
月
時
点
で
、
開
国
時
に

は
1
5
0
0
万
人
／
年
程
度
の
回
復
と
見
て

い
た
が
、
こ
れ
を
大
き
く
上
回
る
ペ
ー
ス
で

の
回
復
と
な
っ
て
い
る
。

　パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
は
収
ま
っ
た
と
は
い
え
、

2
0
2
2
年
2
月
に
勃
発
し
た
ウ
ク
ラ
イ
ナ

侵
攻
に
加
え
、
原
油
価
格
の
高
騰
に
よ
る
物

価
上
昇
、
世
界
的
な
人
手
不
足
な
ど
、
観
光

を
取
り
巻
く
環
境
は
決
し
て
恵
ま
れ
た
状
況

に
は
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
世
界
的
に
観

光
需
要
が
こ
こ
ま
で
回
復
し
て
き
た
こ
と

は
、
人
々
の
観
光
に
対
す
る
欲
求
、
需
要
の

底
堅
さ
を
物
語
っ
て
い
る
。

　一
方
で
、
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
や
、ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ

ア
で
は
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
問
題
も
再
燃
し

て
き
て
お
り
、
国
内
で
も
、
観
光
文
化
2
5
9

号
で
取
り
上
げ
た
京
都
市
の
よ
う
に
、
供
給
側

で
あ
る
地
域
で
は
各
種
の
問
題
が
生
じ
て
き
て

い
る
。
さ
ら
に
、
観
光
文
化
2
5
7
号
で
特
集

し
た
よ
う
に
日
本
人
の
海
外
旅
行
の
戻
り
は
鈍

い
ま
ま
で
あ
る
。

　需
要
は
戻
っ
て
き
て
い
る
が
、
パ
ン
デ

ミ
ッ
ク
前
の
社
会
と
は
異
な
る
世
界
に
、

我
々
は
置
か
れ
て
い
る
。

国
際
的
な
学
術
研
究
の

動
向

　で
は
、
こ
の
期
間
、
学
術
界
で
は
ど
の
よ

う
な
動
き
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

　国
際
的
に
代
表
性
の
あ
る
研
究
ジ
ャ
ー
ナ

ル
「Jo

u
rn
al o

f T
ravel R

esearch

」

を
取
り
上
げ
て
、
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
が
始
ま
っ

た
2
0
2
0
年
か
ら
2
0
2
3
年
ま
で
の
研

究
テ
ー
マ
を
概
観
す
る
と
、
D
X
や
環
境

（
カ
ー
ボ
ン
）、
観
光
客
集
中
（
オ
ー
バ
ー
ツ
ー

リ
ズ
ム
）、
ま
た
は
、
観
光
地
選
好
と
い
っ

た
も
の
が
研
究
テ
ー
マ
と
な
っ
て
い
る
。
こ

れ
ら
は
、
そ
れ
ぞ
れ
が
研
究
領
域
を
形
成
し

て
い
る
が
、
そ
の
上
で
相
互
に
リ
ン
ク
し
て

い
る
の
が
特
徴
で
あ
る
。
例
え
ば
、
観
光
の

現
場
で
利
用
さ
れ
、
研
究
テ
ー
マ
の
一
つ
に

も
な
っ
て
い
る
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
活
用
は
、

様
々
な
情
報
が
デ
ジ
タ
ル
化
さ
れ
て
い
く
中

で
生
ま
れ
て
き
た
新
し
い
研
究
手
法
で
あ
る

が
、
そ
れ
を
来
訪
者
数
予
測
に
転
換
す
る
だ

け
で
な
く
、
そ
の
知
見
を
、
オ
ー
バ
ー
ツ
ー

リ
ズ
ム
形
成
の
プ
ロ
セ
ス
形
成
、
将
来
予
測

に
つ
な
げ
て
い
く
可
能
性
を
持
っ
て
い
る
。

　ま
た
、
観
光
地
選
好
に
関
す
る
W
O
M（
口

コ
ミ
／W

ord
 of M

ou
th

）
の
重
要
性
は

以
前
か
ら
指
摘
さ
れ
て
き
た
が
、
そ
の

S
N
S
版
で
あ
る
e
W
O
M（
ネ
ッ
ト
上
の

W
O
M
）が
、
観
光
地
選
好
と
ど
の
よ
う
に
関

係
し
て
い
る
の
か
と
い
う
研
究
も
複
数
出
て

き
て
い
る
。
S
N
S
の
普
及
に
よ
っ
て
、

W
O
M
が
e
W
O
M
へ
と
移
行
し
て
い
く
こ

と
は
必
然
で
あ
り
、
こ
れ
に
よ
っ
て
、
デ
ス

テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
・
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
、
デ

を
支
え
る
サ
ー
ビ
ス
（
自
転
車
や
キ
ッ
ク

ボ
ー
ド
の
レ
ン
タ
ル
）
も
普
及
し
て
い
る
。

公
共
交
通
と
な
る
バ
ス
も
、電
動
化
が
進
み
、

安
価
も
し
く
は
無
料
で
利
用
で
き
る
。
観
光

地
の
中
心
部
は
、
基
本
的
に
ウ
ォ
ー
カ
ブ
ル

な
空
間
と
し
て
デ
ザ
イ
ン
さ
れ
て
お
り
、
賑

わ
い
を
生
み
出
し
て
い
る
。
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

に
つ
い
て
も
、ガ
ラ
ス
瓶
へ
の
転
換
が
進
み
、

同
時
に
、
地
域
の
ク
ラ
フ
ト
飲
料
が
多
く
登

場
し
て
き
て
い
る
。
学
術
研
究
に
お
い
て
、

環
境
系
の
取
り
組
み
を
し
っ
か
り
と
示
す
こ

と
が
、
顧
客
と
の
関
係
性
構
築
に
お
い
て
重

要
で
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、

N
Z
や
ス
イ
ス
は
、
ま
さ
し
く
、
そ
の
実
践

で
あ
っ
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

　D
X
の
進
展
も
目
覚
ま
し
く
、
ス
マ
ホ
さ

え
あ
れ
ば
、
ほ
と
ん
ど
の
こ
と
が
で
き
、
現

金
を
所
持
す
る
必
要
も
な
い
。
か
つ
て
、「
成

功
事
例
」
と
し
て
日
本
へ
紹
介
さ
れ
る
こ
と

の
多
か
っ
た
N
Z
の
i‐

S
I
T
E
は
、
現

在
で
は
そ
の
多
く
が
機
能
を
停
止
し
て
お

り
、
ネ
ッ
ト
に
移
行
し
て
い
る
。
ハ
ワ
イ
州

の
人
数
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
も
す
べ
て
ネ
ッ
ト
、

デ
ジ
タ
ル
処
理
で
あ
る
。
ス
イ
ス
・
オ
ー
ス

ト
リ
ア
の
特
典
カ
ー
ド
も
、
D
X
が
地
域
と

し
て
機
能
し
て
い
る
か
ら
こ
そ
実
現
で
き
る

も
の
で
も
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
人
的
な
相
談

が
生
み
出
す
価
値
は
未
だ
残
っ
て
い
る
が
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
舞
台
は
デ
ジ
タ
ル

に
確
実
に
切
り
替
わ
っ
て
い
る
。

　さ
ら
に
、
彼
我
の
差
が
大
き
い
の
は
景
観

の
処
理
で
あ
る
。ス
イ
ス
で
は
、農
業
、林
業
、

国
立
公
園
な
ど
を
文
化
的
自
然
景
観
と
し
て

扱
い
、
ど
こ
も
か
し
こ
も
「
美
し
い
」
景
観

を
創
造
し
て
い
る
。
特
筆
す
べ
き
は
、
多
く

の
家
庭
が
自
主
的
に
花
々
を
飾
り
、
そ
れ
が

ま
た
、
非
常
に
美
し
い
こ
と
だ
。
こ
れ
は
、

人
々
の
美
意
識
、
デ
ザ
イ
ン
力
が
秀
で
て
い

る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
N
Z
で
も
、
ス
イ

ス
同
様
に
、
自
然
に
溶
け
込
み
、
自
然
を
活

か
す
取
り
組
み
が
展
開
さ
れ
て
い
る
。
例
え

ば
、
訪
問
し
た
ワ
イ
ン
シ
ャ
ト
ー
で
は
、
季

節
的
に
ぶ
ど
う
が
葉
を
落
と
し
て
い
る
タ
イ

ミ
ン
グ
だ
っ
た
が
、
そ
れ
を
補
う
よ
う
に

花
々
を
畑
に
植
え
、
華
や
か
さ
を
演
出
し
て

い
た
。
ハ
ワ
イ
州
ワ
イ
キ
キ
は
、
都
市
的
な

エ
リ
ア
で
あ
る
が
、
同
地
域
で
展
開
さ
れ
て

い
る
エ
リ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
よ
っ
て
、
ゴ

ミ
一
つ
無
い
ビ
ー
チ
、
公
園
、
歩
道
空
間
を

つ
く
り
上
げ
、
人
々
の
集
う
空
間
と
し
て
い

る
。
い
ず
れ
も
、
屋
外
広
告
の
類
は
厳
し
く

規
制
さ
れ
て
お
り
、
建
物
の
デ
ザ
イ
ン
、
色

彩
に
つ
い
て
も
制
限
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、

ハ
ワ
イ
州
マ
ウ
イ
島
で
展
開
さ
れ
て
き
た
ホ

テ
ル
モ
ラ
ト
リ
ア
ム
も
、
膨
れ
上
が
る
観
光

需
要
に
対
し
て
供
給
を
抑
制
す
る
手
法
と
し

事前予約制度での来訪者制御の取り組み（ハワイ）

て
注
目
で
き
る
。

　こ
う
し
た
交
通
サ
ー
ビ
ス
、
環
境
対
策
、

景
観
と
い
っ
た
も
の
は
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
と

も
重
な
る
部
分
で
あ
る
が
、
観
光
に
お
け
る

「
世
界
水
準
」
は
こ
う
し
た
水
準
に
あ
り
、

か
つ
、
そ
の
水
準
は
社
会
的
な
要
請
に
よ
っ

て
継
続
的
に
上
昇
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
は

理
解
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

虫
の
目
・
鳥
の
目
・
魚
の
目

　地
域
は
、
そ
れ
ぞ
れ
に
ユ
ニ
ー
ク
な
存
在

で
あ
り
、
そ
の
問
題
も
解
決
方
法
も
、
そ
れ

ぞ
れ
で
あ
る
。
一
方
で
、
問
題
を
分
解
し
て

い
け
ば
、
要
所
要
所
の
問
題
は
、
他
所
で
も

生
じ
て
い
る
、
ま
た
は
生
じ
て
い
た
問
題
と

な
る
。
さ
ら
に
、
こ
う
し
た
問
題
は
、
社
会

環
境
の
変
化
に
よ
っ
て
生
じ
て
き
た
問
題
で

あ
り
、
常
に
変
化
を
続
け
て
い
る
。

　こ
の
よ
う
に
、
観
光
振
興
を
実
現
し
て
い

く
に
は
、
地
域
の
状
況
を
し
っ
か
り
と
観
察

し
つ
つ（
虫
の
目
）、そ
こ
だ
け
に
と
ら
わ
れ
ず
、

視
野
を
広
げ
全
体
を
俯
瞰
す
る（
鳥
の
目
）こ

と
で
、
問
題
の
構
造
や
、
す
で
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

さ
れ
て
き
た
解
決
策
な
ど
を
検
討
す
る
こ
と

が
重
要
と
な
る
。
さ
ら
に
、
常
に
環
境
は
変

化
し
て
い
く
と
考
え
、
こ
れ
か
ら
、
ど
の
よ
う

な
変
化
が
起
き
て
い
く
の
か
を
見
極
め
て
い

く（
魚
の
目
）が
、
必
要
と
な
る
だ
ろ
う
。

　グ
ロ
ー
カ
ル
と
い
う
言
葉
が
あ
る
よ
う

に
、
観
光
が
国
際
的
な
イ
シ
ュ
ー
と
な
っ
た

現
在
、
国
際
的
な
視
野
で
発
想
し
、
地
に
足

の
着
い
た
行
動
を
行
っ
て
い
く
こ
と
は
、
今

後
、
さ
ら
に
重
要
に
な
っ
て
い
く
だ
ろ
う
。

　問
題
に
直
面
し
た
ら
、
虫
の
目
、
鳥
の
目
、

魚
の
目
、
そ
れ
ぞ
れ
の
視
座
か
ら
事
象
を
と

ら
え
、
検
証
、
検
討
し
て
い
く
こ
と
が
、
効

率
的
、
効
果
的
な
観
光
地
域
づ
く
り
に
つ
な

が
る
ポ
イ
ン
ト
と
な
る
だ
ろ
う
。
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力
強
く
回
復
す
る
観
光

　I
A
T
A（In

ternational A
ir T

rans-

port A
ssociation

）に
よ
れ
ば
、
国
際
航
空

旅
客
数
は
2
0
2
0
年
4
月
に
ほ
ぼ
ゼ
ロ
水
準

に
ま
で
落
ち
込
ん
だ
。
観
光
の
み
な
ら
ず
、
人

類
に
と
っ
て
初
め
て
の
事
態
と
な
っ
た
が
、

2
0
2
0
年
の
下
期
に
は
回
復
基
調
へ
転
じ
、

2
0
2
1
年
の
秋
か
ら
は
、コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
の

普
及
に
合
わ
せ
る
よ
う
に
回
復
率
を
高
め
、

2
0
2
3
年
10
月
に
は
2
0
1
9
年
水
準
の

98
・
2
%
に
ま
で
回
復
を
果
た
し
た
。

　対
し
て
、
日
本
は
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
中
も

G
o T

o 

ト
ラ
ベ
ル
や
全
国
旅
行
支
援
に

よ
っ
て
、
国
内
需
要
の
確
保
に
は
成
功
し
、

2
0
2
3
年
下
期
に
は
2
0
1
9
年
並
み
ま

で
回
復
す
る
状
況
と
な
っ
て
い
る（
観
光
庁

発
表
）。
し
か
し
な
が
ら
、
海
外
か
ら
の
入
国

制
限
緩
和
は
2
0
2
2
年
秋
、
エ
ン
デ
ミ
ッ

ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
・
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
は

大
き
く
質
的
な
変
化
を
し
て
い
く
こ
と
に
な

る
だ
ろ
う
。
そ
の
一
つ
が
、
e
W
O
M
に
よ
る

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
、
脱
カ
ー
ボ
ン
の
よ

う
な
社
会
的
な
イ
シ
ュ
ー
と
、
ど
の
よ
う
に

関
係
し
て
い
る
の
か
と
い
っ
た
研
究
テ
ー
マ

も
生
ま
れ
て
き
て
い
る
。
例
え
ば
、

E
ttin

ger

他（
2
0
2
0
）で
は
、
グ
リ
ー
ン
・

ウ
ォ
ッ
シ
ュ
批
判
を
避
け
る
た
め
に
、
事
業

者
が
自
ら
行
っ
て
い
る
環
境
対
策
を
「
敢
え

て
」
公
表
し
な
い
動
き
（
グ
リ
ー
ン
・
ハ
ッ
シ
ン

グ
）
が
出
て
い
る
こ
と
を
ふ
ま
え
、
適
切
な

C
S
R
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
行
う
方
が
、

グ
リ
ー
ン
・
ハ
ッ
シ
ン
グ
す
る
よ
り
も
、
顧

客
か
ら
の
支
持
が
高
ま
る
こ
と
を
指
摘
し
て

い
る
。
ま
た
、Coh

en

他（
2
0
2
1
）で
は
、

イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
へ
の
裕
福
な
若
年
層
＆
富

裕

層

の

投

稿
（T

he R
ich

 K
id
s of 

In
stagram

）
内
容
を
分
析
し
、
彼
ら
が
紡

ぎ
出
し
て
い
る
観
光
の
イ
メ
ー
ジ
が
、
脱
炭

素
の
動
き
と
は
真
逆
（
例
：
炭
素
を
大
量
排
出

す
る
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
ジ
ェ
ッ
ト
利
用
を
投
稿

す
る
）で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

　そ
の
他
、
我
が
国
で
も
関
心
が
高
ま
っ
て

い
る
宿
泊
税
に
つ
い
て
、
累
進
的
な
宿
泊
税

が
、
観
光
地
選
好
に
与
え
る
影
響
を
分
析
し

た
研
究
や
、
観
光
地
間
の
連
携
が
オ
ー
バ
ー

ツ
ー
リ
ズ
ム
対
策
（
訪
問
先
の
分
散
）
に
つ
な

が
る
の
か
と
い
っ
た
研
究
も
確
認
で
き
た
。

　当
然
、
コ
ロ
ナ
禍
、
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
と
観

光
と
の
関
係
に
つ
い
て
も
研
究
が
行
わ
れ
て

い
る
。
こ
の
領
域
に
つ
い
て
は
、
2
0
2
0

年
に
は
研
究
が
始
ま
り
、
翌
年
に
は
ジ
ャ
ー

ナ
ル
に
掲
載
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
お
り
、

2
0
2
1
年
末
ま
で
の
2
年
間
で
、
12
本
の

関
連
論
文
が
確
認
で
き
た
。
こ
れ
ら
の
論
文

で
は
、
観
光
客
数
と
C
O
V
I
D

-19
の
感

染
者
数
／
死
亡
者
数
と
の
関
係
か
ら
、
パ
ン

デ
ミ
ッ
ク
下
で
の
観
光
需
要
、
価
格
下
落
お

よ
び
観
光
地
選
好
の
構
造
、
イ
ン
フ
ォ
デ

ミ
ッ
ク
（
誤
っ
た
情
報
の
拡
散
）
に
よ
る
観

光
へ
の
影
響
な
ど
、多
岐
に
わ
た
っ
て
い
る
。

さ
ら
に
、
通
常
、
国
際
ジ
ャ
ー
ナ
ル
に
掲
載

さ
れ
る
論
文
は
有
料
、
そ
れ
も
、
か
な
り
高

額
と
な
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
パ
ン
デ
ミ
ッ

ク
関
連
の
論
文
に
つ
い
て
は
オ
ー
プ
ン
・
ア

ク
セ
ス
、
無
料
で
の
公
開
と
な
っ
て
い
る
。

未
曽
有
の
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
に
お
い
て
、
世
界

か
ら
知
見
が
集
め
ら
れ
共
有
さ
れ
た
と
言
え

る
だ
ろ
う
。

　そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
が
抱
え
る
問
題
は
多
種

多
様
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
ら
の

研
究
テ
ー
マ
の
多
く
が
、
そ
の
ま
ま
日
本
の

現
場
に
お
い
て
も
活
用
で
き
る
知
見
で
あ
る

こ
と
は
、
観
光
が
国
際
的
な
イ
シ
ュ
ー
と

な
っ
て
お
り
、
そ
の
多
く
は
、
様
々
な
地
域

に
共
通
す
る
普
遍
性
の
高
い
事
項
で
あ
り
、

研
究
対
象
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い

る
。こ
こ
か
ら
、い
わ
ゆ
る「
車
輪
の
再
発
明
」

を
行
う
の
で
は
な
く
、
す
で
に
社
会
に
示
さ

れ
て
い
る
研
究
と
実
践
の
事
例
、ト
レ
ン
ド
、

現
状
を
世
界
的
な
視
野
を
持
っ
て
把
握
す
る

こ
と
が
、
具
体
的
な
解
決
策
を
示
し
て
い
く

こ
と
に
つ
な
が
る
と
考
え
て
い
る
。

　こ
う
し
た
展
望
を
持
っ
て
、
2
0
2
3
年

度
、
当
財
団
で
は
全
研
究
員
を
対
象
に
3
つ

の
方
面
に
向
け
て
海
外
視
察
を
実
施
し
た
。

そ
こ
で
研
究
員
が
感
じ
た
こ
と
を
取
り
ま
と

め
た
も
の
が
、
本
号
で
あ
る
。

観
光
が
創
り
出
す

イ
ン
タ
ラ
ク
シ
ョ
ン

　3
方
面
を
視
察
し
て
、
改
め
て
強
く
感
じ

た
の
は
、
観
光
と
い
う
の
は
多
様
な
主
体
が

織
り
な
す
イ
ン
タ
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
あ
り
、
そ

れ
は
様
々
に
変
化
し
、
そ
れ
に
対
す
る
対
応

が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　観
光
の
語
源
は
「
国
の
光
を
見
る
」
と
い

う
意
味
だ
と
さ
れ
、
我
々
は
、
需
要
側
、
観

光
客
の
人
数
や
行
動
に
注
目
し
が
ち
で
あ

る
。
し
か
し
な
が
ら
、
実
際
の
観
光
の
現
場

で
は
、
観
光
客
（
訪
問
者
）、
産
業
、
地
域

住
民
の
相
互
作
用
、イ
ン
タ
ラ
ク
シ
ョ
ン（
作

用
・
反
作
用
）
に
よ
っ
て
様
々
な
変
化
が
起

こ
っ
て
い
く
。
そ
れ
が
、
観
光
地
域
づ
く
り

で
あ
り
、
ツ
ー
リ
ズ
ム
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
に
よ
っ
て
観
光
が
止
ま
っ
た

と
い
う
こ
と
は
、
単
に
観
光
客
が
来
な
く
な

る
だ
け
で
は
な
く
、
観
光
客
と
い
う
作
用
か

ら
生
み
出
さ
れ
て
い
た
反
作
用
（
例
：
雇
用

や
B
2
B
取
引
）
も
止
ま
る
こ
と
を
意
味
し

て
い
る
。

　今
回
の
視
察
で
明
ら
か
に
な
っ
た
の
は
、

先
進
地
と
呼
ば
れ
る
観
光
リ
ゾ
ー
ト
は
、
こ

の
イ
ン
タ
ラ
ク
シ
ョ
ン
が
止
ま
っ
た
時
間
、

パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
後
を
展
望
し
、
準
備
を
進
め

て
き
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
ハ
ワ
イ
州
の

リ
ジ
ェ
ネ
ラ
テ
ィ
ブ
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
お
よ
び
、

各
島
で
策
定
し
た
D
M
A
P
（
デ
ス
テ
ィ

ネ
ー
シ
ョ
ン
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
・
ア
ク
シ
ョ

ン
・
プ
ラ
ン
）
は
そ
の
代
表
例
で
あ
る
が
、

N
Z
で
も
N
T
O
が
リ
ー
ダ
ー
と
な
り
、
各

観
光
リ
ゾ
ー
ト
で
D
M
P
（
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー

シ
ョ
ン
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
・
プ
ラ
ン
）
を
策

定
（
改
定
）
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
動
き
は
、

京
都
市
な
ど
、
国
内
で
も
見
ら
れ
た
が
、
観

光
振
興
に
お
い
て
は
、
多
様
な
主
体
を
調
整

し
て
い
く
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
・
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
と
い
う
概
念
が
重
要
で
あ
る
と
い
う

こ
と
が
国
際
的
な
共
通
見
解
と
な
っ
て
い
る

こ
と
が
確
認
で
き
る
。

　パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
に
よ
っ
て
イ
ン
タ
ラ
ク

シ
ョ
ン
が
止
ま
っ
た
こ
と
が
、
観
光
が
地
域

に
及
ぼ
し
て
い
た
影
響
、
ス
テ
ー
ク
ホ
ル

ダ
ー
を
明
示
す
る
こ
と
と
な
っ
た
こ
と
の
影

響
も
大
き
い
だ
ろ
う
。
観
光
が
止
ま
っ
た
状

態
の
中
で
、
関
係
者
で
「
今
後
」
に
向
け
て

の
議
論
を
積
み
重
ね
て
き
た
と
い
う
こ
と

は
、
各
所
で
聞
か
れ
た
。

　一
方
で
、
D
M
O
の
M
の
も
う
一
つ
の
意

味
で
あ
る
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
に
つ
い
て
は
、

ど
の
地
域
も
、
控
え
め
な
ト
ー
ン
と
な
っ
て

い
た
こ
と
も
特
筆
で
き
る
。
そ
の
好
例
は
ハ

ワ
イ
州
で
あ
る
。
ハ
ワ
イ
州
は
、
デ
ス
テ
ィ

ネ
ー
シ
ョ
ン
・
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
先
進
地

と
し
て
象
徴
的
な
地
域
で
あ
っ
た
が
、
パ
ン

デ
ミ
ッ
ク
中
に
大
き
く
方
向
を
転
換
し
、
デ

ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
へ
と

転
換
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
動
き
は
、
今
回

の
視
察
対
象
先
以
外
の
地
域
に
お
い
て
も
確

認
で
き
て
い
る
。

　こ
れ
は
、
世
界
レ
ベ
ル
で
観
光
需
要
が
増

大
し
て
い
る
た
め
に
、
ブ
ラ
ン
ド
力
の
あ
る

地
域
に
お
い
て
は
人
を
呼
び
込
む
こ
と
の
難

易
度
は
低
下
し
、
む
し
ろ
、
観
光
に
よ
る
イ

ン
タ
ラ
ク
シ
ョ
ン
（
良
い
面
も
悪
い
面
も
）

の
制
御
が
重
要
と
な
っ
て
き
た
と
い
う
背
景

も
あ
る
だ
ろ
う
。

　た
だ
、
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
対
策
と
し

て
取
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
の
多
い
「
責
任
あ

る
観
光
」
と
訳
さ
れ
る
レ
ス
ポ
ン
シ
ブ
ル
・

ツ
ー
リ
ズ
ム
で
は
、
誰
が
来
訪
す
る
の
か
と

い
う
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
こ
れ
は
、
マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
、
顧
客
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
領
域
と
な
る
。
ハ
ワ
イ
州
で
は
、
リ

ジ
ェ
ネ
ラ
テ
ィ
ブ
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
し
て
、

来
訪
者
の
入
場
制
約
や
、
公
式
サ
イ
ト
で
の

観
光
ス
ポ
ッ
ト
の
限
定
な
ど
を
行
い
、
同
時

に
、
ハ
ワ
イ
の
文
化
、
環
境
を
強
く
押
し
出

し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
提
供
を
進
め
て
い
る

が
、
現
地
が
意
識
や
行
動
変
容
を
促
し
た

か
っ
た
顧
客
セ
グ
メ
ン
ト
に
は
必
ず
し
も
伝

わ
っ
て
い
な
い
。
一
方
で
、
従
前
よ
り
「
よ

き
来
訪
者
」
で
あ
っ
た
顧
客
セ
グ
メ
ン
ト
に

は
強
く
刺
さ
り
過
ぎ
「
今
は
旅
行
を
や
め
て

お
こ
う
」と
い
う
意
識
を
醸
成
し
て
し
ま
い
、

回
復
を
遅
ら
せ
る
結
果
と
も
な
っ
て
い
る
。

　こ
れ
は
、
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
・
マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
の
限
界
な
の
で
は
と
す
る
指
摘

も
あ
る
。
例
え
ば
、
ス
イ
ス
・
ザ
ン
ク
ト
ガ

レ
ン
大
学
のP

ietro
 B
eritelli

教
授
は
、

D
M
O
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
は
無
意
味
で
あ

る
と
主
張
し
て
い
る
。
教
授
は
、
来
訪
経
験

者
に
対
し
て
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
行
い
、

D
M
O
が
展
開
す
る
各
種
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
・
情
報
発
信
の
、利
用
経
験
・
接
触
経
験
が
、

ほ
と
ん
ど
な
い
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い

る
。
こ
の
こ
と
は
、
地
域
か
ら
の
「
公
式
」
な

情
報
発
信
が
、
ほ
と
ん
ど
機
能
し
て
い
な
い

こ
と
を
示
し
て
お
り
、
も
っ
て
、
マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
は
機
能
し
て
い
な
い
と
主
張
す
る
。

　ま
た
、
N
Z
の100%

 P
ure N

ew
 Z
ea

land

を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
と
し
た
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
は
、
教
科
書
に
も
載
る
レ
ベ
ル
の
成

功
事
例
と
さ
れ
る
が
、
複
数

の
現
地
関
係
者
か
ら
は
、
そ

の
有
効
性
を
認
め
つ
つ
、
果

た
し
て
本
当
に「100%

 

P
ure

」な
の
か
、
そ
れ
を
掲

げ
る
だ
け
の
資
格
が
あ
る
の

か
と
い
う
こ
と
に
対
す
る
疑

念
が
聞
か
れ
た
。
世
界
的
に

見
て
も
、
環
境
や
文
化
に
対

す
る
取
り
組
み
を
行
っ
て
い

る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
う

し
た
声
が
出
る
の
は
、
強
力

す
ぎ
る
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
が
、

パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
前
に
中
国
か

ら
多
数
の
来
訪
者
を
呼
び
寄

せ
、
様
々
な
混
乱
を
生
じ
さ

せ
た
こ
と
が
、一
因
で
あ
ろ
う
。

　こ
れ
ら
の
事
象
は
、
デ
ス

テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
・
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

も
確
立
さ
れ
た
も
の
で
は
な

く
、
変
化
し
て
い
く
も
の
で
あ
る
こ
と
を
示

し
て
い
る
。
特
集
2
の
ま
と
め
に
お
い
て
、

菅
野
が
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
・
ガ
バ
ナ
ン

ス
へ
の
広
が
り
に
つ
い
て
言
及
し
て
い
る

が
、
複
雑
さ
が
増
す
「
イ
ン
タ
ラ
ク
シ
ョ
ン
」

の
調
整
を
行
っ
て
い
く
上
で
、
本
領
域
は
、

大
き
な
研
究
領
域
と
な
っ
て
い
く
だ
ろ
う
。

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル

　も
う
一
つ
、
今
回
の
視
察
を
通
じ
て
感
じ

た
の
は
、
各
地
の
「
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
」
の

存
在
で
あ
る
。

　今
回
の
視
察
先
で
あ
る
ハ
ワ
イ
州
、
ス
イ

ス
・
オ
ー
ス
ト
リ
ア
、
そ
し
て
、
N
Z
の
い

ず
れ
も
、
強
烈
な
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
有
す

る
地
域
で
あ
る
。
前
述
し
た
よ
う
に
、
観
光

は
、
観
光
客
と
地
域
と
の
イ
ン
タ
ラ
ク
シ
ョ

ン
で
動
い
て
い
く
も
の
で
あ
る
が
、
ラ
イ
フ

ス
タ
イ
ル
と
対
外
的
な
観
光
魅
力
（
来
訪
動

機
）
と
の
関
係
に
よ
っ
て
、
そ
の
イ
ン
タ
ラ

ク
シ
ョ
ン
が
変
わ
る
こ
と
を
感
じ
た
。

　筆
頭
は
、
ス
イ
ス
・
オ
ー
ス
ト
リ
ア
で
あ

る
。
大
戦
前
か
ら
国
際
的
な
リ
ゾ
ー
ト
を
形

成
し
て
い
た
同
地
は
、
地
域
の
ラ
イ
フ
ス
タ

イ
ル
と
観
光
魅
力
が
渾
然
一
体
と
な
っ
て
い

る
。
そ
の
一
つ
が
、
非
動
力
系
交
通
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
で
あ
る
「
ス
イ
ス
・
モ
ビ
リ
テ
ィ
」
で

あ
り
、
独
自
の
自
然
公
園
制
度
で
あ
る
。
こ

れ
ら
は
ス
イ
ス
観
光
の
大
き
な
魅
力
の
一
つ

で
あ
る
と
同
時
に
、
ア
ウ
ト
ド
ア
活
動
が
深

く
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
結
び
つ
い
た
地
元
の

人
々
の
生
活
と
つ
な
が
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、

い
わ
ゆ
る
外
資
の
参
入
は
抑
制
さ
れ
、
施
設

規
模
も
制
限
さ
れ
て
い
る
。
結
果
、
地
元
の

人
々
が
、
楽
し
い
と
思
う
こ
と
、
美
し
い
と

思
う
こ
と
が
、
地
元
の
人
々
の
手
に
よ
っ
て

そ
の
ま
ま
観
光
客
に
届
け
ら
れ
、
観
光
客
が

一
緒
に
な
っ
て
楽
し
ん
で
い
る
。
こ
れ
は
、

あ
る
意
味
観
光
の
理
想
形
だ
ろ
う
。

　一
方
、
ハ
ワ
イ
州
は
、
リ
ジ
ェ
ネ
ラ
テ
ィ

ブ
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
取
り
組
み
で
、
観
光
魅

力
を
地
域
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
、さ
ら
に
は
、

地
域
が
持
つ
価
値
観
に
寄
せ
て
い
こ
う
と
し

て
い
る
。
が
、
前
述
し
た
よ
う
に
、
必
ず
し

も
順
調
で
は
な
い
。
こ
れ
は
、
地
域
の
経
済

活
動
に
比
し
て
、
観
光
投
資
（
資
本
）
と
、

観
光
客
数
が
多
い
と
い
う
こ
と
が
原
因
の
一

つ
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。観
光
資
本（
事

業
者
）
と
し
て
は
、
施
設
稼
働
率
を
確
保
す

る
た
め
に
は
絶
対
的
な
客
数
が
必
要
と
な
る

が
、
絶
対
的
な
人
数
が
多
け
れ
ば
、
観
光
客

が
地
元
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
敬
意
を
持

ち
、
一
緒
に
楽
し
も
う
と
思
っ
て
も
、
ど
う

し
て
も
「
オ
ー
バ
ー
」
し
て
し
ま
う
か
ら
だ
。

観
光
資
本
の
投
資
規
模
が
大
き
く
な
っ
た
地

域
が
、
観
光
に
よ
る
イ
ン
タ
ラ
ク
シ
ョ
ン
を

ど
の
よ
う
に
制
御
し
て
い
く
の
か
。
そ
の
難

し
さ
に
直
面
し
て
い
る
の
が
ハ
ワ
イ
州
で
あ

ろ
う
。

　N
Z
は
、
ス
イ
ス
・
オ
ー
ス
ト
リ
ア
と
、

ハ
ワ
イ
州
の
間
に
あ
る
と
言
え
る
。
N
Z
の

観
光
魅
力
は
、
地
元
住
民
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ

ル
に
沿
っ
た
も
の
で
あ
る
が
、
前
述
し
た

「1
0
0
%
 P
u
re N

ew
 Z
ealan

d

が
正
し

い
の
か
」
と
い
う
疑
問
は
、
事
業
的
な
成
功

と
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
充
実
と
の
微
妙
な
齟

齬
の
存
在
を
示
し
て
い
る
。
ハ
ワ
イ
州
ほ
ど

問
題
が
大
き
く
な
ら
な
か
っ
た
の
は
、
外
資

参
入
は
生
じ
て
い
る
も
の
の
、
ハ
ワ
イ
州
ほ

ど
観
光
資
本
の
集
積
が
進
ん
で
お
ら
ず
、
小

中
規
模
な
も
の
が
主
体
と
な
っ
て
い
る
と
い

う
側
面
が
あ
る
か
ら
だ
ろ
う
。
さ
ら
に
、

N
Z
で
は
、
地
域
の「
歴
史
」を
掘
り
起
こ
し
、

住
民
で
共
有
し
な
が
ら
観
光
コ
ン
テ
ン
ツ
と

し
て
も
育
て
て
い
く
と
い
う
取
り
組
み
が
行

わ
れ
て
い
る
こ
と
も
指
摘
で
き
る
。
住
民
も

観
光
客
も
一
緒
に
N
Z
ら
し
い
ラ
イ
フ
ス
タ

イ
ル
を
つ
く
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い

る
。　地

域
の
魅
力
的
な
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
は
、

観
光
魅
力
と
し
て
も
強
烈
で
あ
る
。
し
か
し

な
が
ら
、
こ
れ
は
同
時
に
、
地
元
住
民
と
空

間
や
設
備
、時
間
を
共
有
す
る
こ
と
に
な
り
、

ハ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
原
因
と
も
な
る
。一
方
で
、

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
か
ら
離
れ
過
ぎ
た
観
光
魅

力
は
、
商
業
主
義
的
と
な
り
、
今
日
的
と
は

言
い
難
く
な
っ
て
い
る
。
前
項
の
デ
ス
テ
ィ

ネ
ー
シ
ョ
ン
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
再
考
と
あ
わ

せ
、
そ
も
そ
も
、
観
光
魅
力
を
ど
の
よ
う
に

設
定
し
、
イ
ン
タ
ラ
ク
シ
ョ
ン
を
ど
の
よ
う

に
動
か
し
て
い
く
の
か
。
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
後

の
観
光
を
考
え
て
い
く
上
で
、
大
き
な
課
題

と
な
っ
て
い
く
だ
ろ
う
。

高
ま
る
ベ
ー
ス
ラ
イ
ン

　今
回
の
視
察
は
、
観
光
関
連
サ
ー
ビ
ス
の

ベ
ー
ス
ラ
イ
ン
が
高
ま
っ
て
い
る
こ
と
を
実

感
す
る
も
の
で
も
あ
っ
た
。
例
え
ば
ラ
イ
ド

シ
ェ
ア
は
、
今
回
の
3
方
面
、
全
て
に
お
い

て
用
意
さ
れ
て
お
り
、
ラ
ス
ト
ワ
ン
マ
イ
ル

ク
へ
の
移
行（
5
類
へ
の
変
更
）は
2
0
2
3

年
の
春
と
、
C
O
V
I
D

-19
か
ら
の
社
会

的
回
復
は
欧
米
よ
り
も
年
単
位
で
遅
れ
た
。

そ
れ
で
も
、
日
本
へ
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
は
、

「
再
」開
国
か
ら
1
年
強
と
な
る
2
0
2
3
年

12
月
末
に
は
2
0
1
9
年
比
で
約
8
割
と
な

る
2
5
0
0
万
人
ま
で
回
復
し
、
特
に
10
月

以
降
は
、
2
0
1
9
年
同
月
を
超
え
る
水
準

で
推
移
し
て
い
る（
J
N
T
O
発
表
）。
筆
者

は
、
2
0
2
2
年
9
月
時
点
で
、
開
国
時
に

は
1
5
0
0
万
人
／
年
程
度
の
回
復
と
見
て

い
た
が
、
こ
れ
を
大
き
く
上
回
る
ペ
ー
ス
で

の
回
復
と
な
っ
て
い
る
。

　パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
は
収
ま
っ
た
と
は
い
え
、

2
0
2
2
年
2
月
に
勃
発
し
た
ウ
ク
ラ
イ
ナ

侵
攻
に
加
え
、
原
油
価
格
の
高
騰
に
よ
る
物

価
上
昇
、
世
界
的
な
人
手
不
足
な
ど
、
観
光

を
取
り
巻
く
環
境
は
決
し
て
恵
ま
れ
た
状
況

に
は
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
世
界
的
に
観

光
需
要
が
こ
こ
ま
で
回
復
し
て
き
た
こ
と

は
、
人
々
の
観
光
に
対
す
る
欲
求
、
需
要
の

底
堅
さ
を
物
語
っ
て
い
る
。

　一
方
で
、
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
や
、ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ

ア
で
は
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
問
題
も
再
燃
し

て
き
て
お
り
、
国
内
で
も
、
観
光
文
化
2
5
9

号
で
取
り
上
げ
た
京
都
市
の
よ
う
に
、
供
給
側

で
あ
る
地
域
で
は
各
種
の
問
題
が
生
じ
て
き
て

い
る
。
さ
ら
に
、
観
光
文
化
2
5
7
号
で
特
集

し
た
よ
う
に
日
本
人
の
海
外
旅
行
の
戻
り
は
鈍

い
ま
ま
で
あ
る
。

　需
要
は
戻
っ
て
き
て
い
る
が
、
パ
ン
デ

ミ
ッ
ク
前
の
社
会
と
は
異
な
る
世
界
に
、

我
々
は
置
か
れ
て
い
る
。

国
際
的
な
学
術
研
究
の

動
向

　で
は
、
こ
の
期
間
、
学
術
界
で
は
ど
の
よ

う
な
動
き
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

　国
際
的
に
代
表
性
の
あ
る
研
究
ジ
ャ
ー
ナ

ル
「Jo

u
rn
al o

f T
ravel R

esearch

」

を
取
り
上
げ
て
、
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
が
始
ま
っ

た
2
0
2
0
年
か
ら
2
0
2
3
年
ま
で
の
研

究
テ
ー
マ
を
概
観
す
る
と
、
D
X
や
環
境

（
カ
ー
ボ
ン
）、
観
光
客
集
中
（
オ
ー
バ
ー
ツ
ー

リ
ズ
ム
）、
ま
た
は
、
観
光
地
選
好
と
い
っ

た
も
の
が
研
究
テ
ー
マ
と
な
っ
て
い
る
。
こ

れ
ら
は
、
そ
れ
ぞ
れ
が
研
究
領
域
を
形
成
し

て
い
る
が
、
そ
の
上
で
相
互
に
リ
ン
ク
し
て

い
る
の
が
特
徴
で
あ
る
。
例
え
ば
、
観
光
の

現
場
で
利
用
さ
れ
、
研
究
テ
ー
マ
の
一
つ
に

も
な
っ
て
い
る
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
活
用
は
、

様
々
な
情
報
が
デ
ジ
タ
ル
化
さ
れ
て
い
く
中

で
生
ま
れ
て
き
た
新
し
い
研
究
手
法
で
あ
る

が
、
そ
れ
を
来
訪
者
数
予
測
に
転
換
す
る
だ

け
で
な
く
、
そ
の
知
見
を
、
オ
ー
バ
ー
ツ
ー

リ
ズ
ム
形
成
の
プ
ロ
セ
ス
形
成
、
将
来
予
測

に
つ
な
げ
て
い
く
可
能
性
を
持
っ
て
い
る
。

　ま
た
、
観
光
地
選
好
に
関
す
る
W
O
M（
口

コ
ミ
／W

ord
 of M

ou
th

）
の
重
要
性
は

以
前
か
ら
指
摘
さ
れ
て
き
た
が
、
そ
の

S
N
S
版
で
あ
る
e
W
O
M（
ネ
ッ
ト
上
の

W
O
M
）が
、
観
光
地
選
好
と
ど
の
よ
う
に
関

係
し
て
い
る
の
か
と
い
う
研
究
も
複
数
出
て

き
て
い
る
。
S
N
S
の
普
及
に
よ
っ
て
、

W
O
M
が
e
W
O
M
へ
と
移
行
し
て
い
く
こ

と
は
必
然
で
あ
り
、
こ
れ
に
よ
っ
て
、
デ
ス

テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
・
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
、
デ

を
支
え
る
サ
ー
ビ
ス
（
自
転
車
や
キ
ッ
ク

ボ
ー
ド
の
レ
ン
タ
ル
）
も
普
及
し
て
い
る
。

公
共
交
通
と
な
る
バ
ス
も
、電
動
化
が
進
み
、

安
価
も
し
く
は
無
料
で
利
用
で
き
る
。
観
光

地
の
中
心
部
は
、
基
本
的
に
ウ
ォ
ー
カ
ブ
ル

な
空
間
と
し
て
デ
ザ
イ
ン
さ
れ
て
お
り
、
賑

わ
い
を
生
み
出
し
て
い
る
。
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

に
つ
い
て
も
、ガ
ラ
ス
瓶
へ
の
転
換
が
進
み
、

同
時
に
、
地
域
の
ク
ラ
フ
ト
飲
料
が
多
く
登

場
し
て
き
て
い
る
。
学
術
研
究
に
お
い
て
、

環
境
系
の
取
り
組
み
を
し
っ
か
り
と
示
す
こ

と
が
、
顧
客
と
の
関
係
性
構
築
に
お
い
て
重

要
で
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、

N
Z
や
ス
イ
ス
は
、
ま
さ
し
く
、
そ
の
実
践

で
あ
っ
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

　D
X
の
進
展
も
目
覚
ま
し
く
、
ス
マ
ホ
さ

え
あ
れ
ば
、
ほ
と
ん
ど
の
こ
と
が
で
き
、
現

金
を
所
持
す
る
必
要
も
な
い
。
か
つ
て
、「
成

功
事
例
」
と
し
て
日
本
へ
紹
介
さ
れ
る
こ
と

の
多
か
っ
た
N
Z
の
i‐

S
I
T
E
は
、
現

在
で
は
そ
の
多
く
が
機
能
を
停
止
し
て
お

り
、
ネ
ッ
ト
に
移
行
し
て
い
る
。
ハ
ワ
イ
州

の
人
数
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
も
す
べ
て
ネ
ッ
ト
、

デ
ジ
タ
ル
処
理
で
あ
る
。
ス
イ
ス
・
オ
ー
ス

ト
リ
ア
の
特
典
カ
ー
ド
も
、
D
X
が
地
域
と

し
て
機
能
し
て
い
る
か
ら
こ
そ
実
現
で
き
る

も
の
で
も
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
人
的
な
相
談

が
生
み
出
す
価
値
は
未
だ
残
っ
て
い
る
が
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
舞
台
は
デ
ジ
タ
ル

に
確
実
に
切
り
替
わ
っ
て
い
る
。

　さ
ら
に
、
彼
我
の
差
が
大
き
い
の
は
景
観

の
処
理
で
あ
る
。ス
イ
ス
で
は
、農
業
、林
業
、

国
立
公
園
な
ど
を
文
化
的
自
然
景
観
と
し
て

扱
い
、
ど
こ
も
か
し
こ
も
「
美
し
い
」
景
観

を
創
造
し
て
い
る
。
特
筆
す
べ
き
は
、
多
く

の
家
庭
が
自
主
的
に
花
々
を
飾
り
、
そ
れ
が

ま
た
、
非
常
に
美
し
い
こ
と
だ
。
こ
れ
は
、

人
々
の
美
意
識
、
デ
ザ
イ
ン
力
が
秀
で
て
い

る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
N
Z
で
も
、
ス
イ

ス
同
様
に
、
自
然
に
溶
け
込
み
、
自
然
を
活

か
す
取
り
組
み
が
展
開
さ
れ
て
い
る
。
例
え

ば
、
訪
問
し
た
ワ
イ
ン
シ
ャ
ト
ー
で
は
、
季

節
的
に
ぶ
ど
う
が
葉
を
落
と
し
て
い
る
タ
イ

ミ
ン
グ
だ
っ
た
が
、
そ
れ
を
補
う
よ
う
に

花
々
を
畑
に
植
え
、
華
や
か
さ
を
演
出
し
て

い
た
。
ハ
ワ
イ
州
ワ
イ
キ
キ
は
、
都
市
的
な

エ
リ
ア
で
あ
る
が
、
同
地
域
で
展
開
さ
れ
て

い
る
エ
リ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
よ
っ
て
、
ゴ

ミ
一
つ
無
い
ビ
ー
チ
、
公
園
、
歩
道
空
間
を

つ
く
り
上
げ
、
人
々
の
集
う
空
間
と
し
て
い

る
。
い
ず
れ
も
、
屋
外
広
告
の
類
は
厳
し
く

規
制
さ
れ
て
お
り
、
建
物
の
デ
ザ
イ
ン
、
色

彩
に
つ
い
て
も
制
限
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、

ハ
ワ
イ
州
マ
ウ
イ
島
で
展
開
さ
れ
て
き
た
ホ

テ
ル
モ
ラ
ト
リ
ア
ム
も
、
膨
れ
上
が
る
観
光

需
要
に
対
し
て
供
給
を
抑
制
す
る
手
法
と
し

事前予約制度での来訪者制御の取り組み（ハワイ）

て
注
目
で
き
る
。

　こ
う
し
た
交
通
サ
ー
ビ
ス
、
環
境
対
策
、

景
観
と
い
っ
た
も
の
は
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
と

も
重
な
る
部
分
で
あ
る
が
、
観
光
に
お
け
る

「
世
界
水
準
」
は
こ
う
し
た
水
準
に
あ
り
、

か
つ
、
そ
の
水
準
は
社
会
的
な
要
請
に
よ
っ

て
継
続
的
に
上
昇
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
は

理
解
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

虫
の
目
・
鳥
の
目
・
魚
の
目

　地
域
は
、
そ
れ
ぞ
れ
に
ユ
ニ
ー
ク
な
存
在

で
あ
り
、
そ
の
問
題
も
解
決
方
法
も
、
そ
れ

ぞ
れ
で
あ
る
。
一
方
で
、
問
題
を
分
解
し
て

い
け
ば
、
要
所
要
所
の
問
題
は
、
他
所
で
も

生
じ
て
い
る
、
ま
た
は
生
じ
て
い
た
問
題
と

な
る
。
さ
ら
に
、
こ
う
し
た
問
題
は
、
社
会

環
境
の
変
化
に
よ
っ
て
生
じ
て
き
た
問
題
で

あ
り
、
常
に
変
化
を
続
け
て
い
る
。

　こ
の
よ
う
に
、
観
光
振
興
を
実
現
し
て
い

く
に
は
、
地
域
の
状
況
を
し
っ
か
り
と
観
察

し
つ
つ（
虫
の
目
）、そ
こ
だ
け
に
と
ら
わ
れ
ず
、

視
野
を
広
げ
全
体
を
俯
瞰
す
る（
鳥
の
目
）こ

と
で
、
問
題
の
構
造
や
、
す
で
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

さ
れ
て
き
た
解
決
策
な
ど
を
検
討
す
る
こ
と

が
重
要
と
な
る
。
さ
ら
に
、
常
に
環
境
は
変

化
し
て
い
く
と
考
え
、
こ
れ
か
ら
、
ど
の
よ
う

な
変
化
が
起
き
て
い
く
の
か
を
見
極
め
て
い

く（
魚
の
目
）が
、
必
要
と
な
る
だ
ろ
う
。

　グ
ロ
ー
カ
ル
と
い
う
言
葉
が
あ
る
よ
う

に
、
観
光
が
国
際
的
な
イ
シ
ュ
ー
と
な
っ
た

現
在
、
国
際
的
な
視
野
で
発
想
し
、
地
に
足

の
着
い
た
行
動
を
行
っ
て
い
く
こ
と
は
、
今

後
、
さ
ら
に
重
要
に
な
っ
て
い
く
だ
ろ
う
。

　問
題
に
直
面
し
た
ら
、
虫
の
目
、
鳥
の
目
、

魚
の
目
、
そ
れ
ぞ
れ
の
視
座
か
ら
事
象
を
と

ら
え
、
検
証
、
検
討
し
て
い
く
こ
と
が
、
効

率
的
、
効
果
的
な
観
光
地
域
づ
く
り
に
つ
な

が
る
ポ
イ
ン
ト
と
な
る
だ
ろ
う
。
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力
強
く
回
復
す
る
観
光

　I
A
T
A（In

ternational A
ir T

rans-

port A
ssociation

）に
よ
れ
ば
、
国
際
航
空

旅
客
数
は
2
0
2
0
年
4
月
に
ほ
ぼ
ゼ
ロ
水
準

に
ま
で
落
ち
込
ん
だ
。
観
光
の
み
な
ら
ず
、
人

類
に
と
っ
て
初
め
て
の
事
態
と
な
っ
た
が
、

2
0
2
0
年
の
下
期
に
は
回
復
基
調
へ
転
じ
、

2
0
2
1
年
の
秋
か
ら
は
、コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
の

普
及
に
合
わ
せ
る
よ
う
に
回
復
率
を
高
め
、

2
0
2
3
年
10
月
に
は
2
0
1
9
年
水
準
の

98
・
2
%
に
ま
で
回
復
を
果
た
し
た
。

　対
し
て
、
日
本
は
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
中
も

G
o T

o 

ト
ラ
ベ
ル
や
全
国
旅
行
支
援
に

よ
っ
て
、
国
内
需
要
の
確
保
に
は
成
功
し
、

2
0
2
3
年
下
期
に
は
2
0
1
9
年
並
み
ま

で
回
復
す
る
状
況
と
な
っ
て
い
る（
観
光
庁

発
表
）。
し
か
し
な
が
ら
、
海
外
か
ら
の
入
国

制
限
緩
和
は
2
0
2
2
年
秋
、
エ
ン
デ
ミ
ッ

ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
・
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
は

大
き
く
質
的
な
変
化
を
し
て
い
く
こ
と
に
な

る
だ
ろ
う
。
そ
の
一
つ
が
、
e
W
O
M
に
よ
る

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
、
脱
カ
ー
ボ
ン
の
よ

う
な
社
会
的
な
イ
シ
ュ
ー
と
、
ど
の
よ
う
に

関
係
し
て
い
る
の
か
と
い
っ
た
研
究
テ
ー
マ

も
生
ま
れ
て
き
て
い
る
。
例
え
ば
、

E
ttin

ger

他（
2
0
2
0
）で
は
、
グ
リ
ー
ン
・

ウ
ォ
ッ
シ
ュ
批
判
を
避
け
る
た
め
に
、
事
業

者
が
自
ら
行
っ
て
い
る
環
境
対
策
を
「
敢
え

て
」
公
表
し
な
い
動
き
（
グ
リ
ー
ン
・
ハ
ッ
シ
ン

グ
）
が
出
て
い
る
こ
と
を
ふ
ま
え
、
適
切
な

C
S
R
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
行
う
方
が
、

グ
リ
ー
ン
・
ハ
ッ
シ
ン
グ
す
る
よ
り
も
、
顧

客
か
ら
の
支
持
が
高
ま
る
こ
と
を
指
摘
し
て

い
る
。
ま
た
、Coh

en

他（
2
0
2
1
）で
は
、

イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
へ
の
裕
福
な
若
年
層
＆
富

裕

層

の

投

稿
（T

he R
ich

 K
id
s of 

In
stagram

）
内
容
を
分
析
し
、
彼
ら
が
紡

ぎ
出
し
て
い
る
観
光
の
イ
メ
ー
ジ
が
、
脱
炭

素
の
動
き
と
は
真
逆
（
例
：
炭
素
を
大
量
排
出

す
る
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
ジ
ェ
ッ
ト
利
用
を
投
稿

す
る
）で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

　そ
の
他
、
我
が
国
で
も
関
心
が
高
ま
っ
て

い
る
宿
泊
税
に
つ
い
て
、
累
進
的
な
宿
泊
税

が
、
観
光
地
選
好
に
与
え
る
影
響
を
分
析
し

た
研
究
や
、
観
光
地
間
の
連
携
が
オ
ー
バ
ー

ツ
ー
リ
ズ
ム
対
策
（
訪
問
先
の
分
散
）
に
つ
な

が
る
の
か
と
い
っ
た
研
究
も
確
認
で
き
た
。

　当
然
、
コ
ロ
ナ
禍
、
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
と
観

光
と
の
関
係
に
つ
い
て
も
研
究
が
行
わ
れ
て

い
る
。
こ
の
領
域
に
つ
い
て
は
、
2
0
2
0

年
に
は
研
究
が
始
ま
り
、
翌
年
に
は
ジ
ャ
ー

ナ
ル
に
掲
載
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
お
り
、

2
0
2
1
年
末
ま
で
の
2
年
間
で
、
12
本
の

関
連
論
文
が
確
認
で
き
た
。
こ
れ
ら
の
論
文

で
は
、
観
光
客
数
と
C
O
V
I
D

-19
の
感

染
者
数
／
死
亡
者
数
と
の
関
係
か
ら
、
パ
ン

デ
ミ
ッ
ク
下
で
の
観
光
需
要
、
価
格
下
落
お

よ
び
観
光
地
選
好
の
構
造
、
イ
ン
フ
ォ
デ

ミ
ッ
ク
（
誤
っ
た
情
報
の
拡
散
）
に
よ
る
観

光
へ
の
影
響
な
ど
、多
岐
に
わ
た
っ
て
い
る
。

さ
ら
に
、
通
常
、
国
際
ジ
ャ
ー
ナ
ル
に
掲
載

さ
れ
る
論
文
は
有
料
、
そ
れ
も
、
か
な
り
高

額
と
な
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
パ
ン
デ
ミ
ッ

ク
関
連
の
論
文
に
つ
い
て
は
オ
ー
プ
ン
・
ア

ク
セ
ス
、
無
料
で
の
公
開
と
な
っ
て
い
る
。

未
曽
有
の
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
に
お
い
て
、
世
界

か
ら
知
見
が
集
め
ら
れ
共
有
さ
れ
た
と
言
え

る
だ
ろ
う
。

　そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
が
抱
え
る
問
題
は
多
種

多
様
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
ら
の

研
究
テ
ー
マ
の
多
く
が
、
そ
の
ま
ま
日
本
の

現
場
に
お
い
て
も
活
用
で
き
る
知
見
で
あ
る

こ
と
は
、
観
光
が
国
際
的
な
イ
シ
ュ
ー
と

な
っ
て
お
り
、
そ
の
多
く
は
、
様
々
な
地
域

に
共
通
す
る
普
遍
性
の
高
い
事
項
で
あ
り
、

研
究
対
象
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い

る
。こ
こ
か
ら
、い
わ
ゆ
る「
車
輪
の
再
発
明
」

を
行
う
の
で
は
な
く
、
す
で
に
社
会
に
示
さ

れ
て
い
る
研
究
と
実
践
の
事
例
、ト
レ
ン
ド
、

現
状
を
世
界
的
な
視
野
を
持
っ
て
把
握
す
る

こ
と
が
、
具
体
的
な
解
決
策
を
示
し
て
い
く

こ
と
に
つ
な
が
る
と
考
え
て
い
る
。

　こ
う
し
た
展
望
を
持
っ
て
、
2
0
2
3
年

度
、
当
財
団
で
は
全
研
究
員
を
対
象
に
3
つ

の
方
面
に
向
け
て
海
外
視
察
を
実
施
し
た
。

そ
こ
で
研
究
員
が
感
じ
た
こ
と
を
取
り
ま
と

め
た
も
の
が
、
本
号
で
あ
る
。

観
光
が
創
り
出
す

イ
ン
タ
ラ
ク
シ
ョ
ン

　3
方
面
を
視
察
し
て
、
改
め
て
強
く
感
じ

た
の
は
、
観
光
と
い
う
の
は
多
様
な
主
体
が

織
り
な
す
イ
ン
タ
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
あ
り
、
そ

れ
は
様
々
に
変
化
し
、
そ
れ
に
対
す
る
対
応

が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　観
光
の
語
源
は
「
国
の
光
を
見
る
」
と
い

う
意
味
だ
と
さ
れ
、
我
々
は
、
需
要
側
、
観

光
客
の
人
数
や
行
動
に
注
目
し
が
ち
で
あ

る
。
し
か
し
な
が
ら
、
実
際
の
観
光
の
現
場

で
は
、
観
光
客
（
訪
問
者
）、
産
業
、
地
域

住
民
の
相
互
作
用
、イ
ン
タ
ラ
ク
シ
ョ
ン（
作

用
・
反
作
用
）
に
よ
っ
て
様
々
な
変
化
が
起

こ
っ
て
い
く
。
そ
れ
が
、
観
光
地
域
づ
く
り

で
あ
り
、
ツ
ー
リ
ズ
ム
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
に
よ
っ
て
観
光
が
止
ま
っ
た

と
い
う
こ
と
は
、
単
に
観
光
客
が
来
な
く
な

る
だ
け
で
は
な
く
、
観
光
客
と
い
う
作
用
か

ら
生
み
出
さ
れ
て
い
た
反
作
用
（
例
：
雇
用

や
B
2
B
取
引
）
も
止
ま
る
こ
と
を
意
味
し

て
い
る
。

　今
回
の
視
察
で
明
ら
か
に
な
っ
た
の
は
、

先
進
地
と
呼
ば
れ
る
観
光
リ
ゾ
ー
ト
は
、
こ

の
イ
ン
タ
ラ
ク
シ
ョ
ン
が
止
ま
っ
た
時
間
、

パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
後
を
展
望
し
、
準
備
を
進
め

て
き
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
ハ
ワ
イ
州
の

リ
ジ
ェ
ネ
ラ
テ
ィ
ブ
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
お
よ
び
、

各
島
で
策
定
し
た
D
M
A
P
（
デ
ス
テ
ィ

ネ
ー
シ
ョ
ン
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
・
ア
ク
シ
ョ

ン
・
プ
ラ
ン
）
は
そ
の
代
表
例
で
あ
る
が
、

N
Z
で
も
N
T
O
が
リ
ー
ダ
ー
と
な
り
、
各

観
光
リ
ゾ
ー
ト
で
D
M
P
（
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー

シ
ョ
ン
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
・
プ
ラ
ン
）
を
策

定
（
改
定
）
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
動
き
は
、

京
都
市
な
ど
、
国
内
で
も
見
ら
れ
た
が
、
観

光
振
興
に
お
い
て
は
、
多
様
な
主
体
を
調
整

し
て
い
く
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
・
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
と
い
う
概
念
が
重
要
で
あ
る
と
い
う

こ
と
が
国
際
的
な
共
通
見
解
と
な
っ
て
い
る

こ
と
が
確
認
で
き
る
。

　パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
に
よ
っ
て
イ
ン
タ
ラ
ク

シ
ョ
ン
が
止
ま
っ
た
こ
と
が
、
観
光
が
地
域

に
及
ぼ
し
て
い
た
影
響
、
ス
テ
ー
ク
ホ
ル

ダ
ー
を
明
示
す
る
こ
と
と
な
っ
た
こ
と
の
影

響
も
大
き
い
だ
ろ
う
。
観
光
が
止
ま
っ
た
状

態
の
中
で
、
関
係
者
で
「
今
後
」
に
向
け
て

の
議
論
を
積
み
重
ね
て
き
た
と
い
う
こ
と

は
、
各
所
で
聞
か
れ
た
。

　一
方
で
、
D
M
O
の
M
の
も
う
一
つ
の
意

味
で
あ
る
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
に
つ
い
て
は
、

ど
の
地
域
も
、
控
え
め
な
ト
ー
ン
と
な
っ
て

い
た
こ
と
も
特
筆
で
き
る
。
そ
の
好
例
は
ハ

ワ
イ
州
で
あ
る
。
ハ
ワ
イ
州
は
、
デ
ス
テ
ィ

ネ
ー
シ
ョ
ン
・
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
先
進
地

と
し
て
象
徴
的
な
地
域
で
あ
っ
た
が
、
パ
ン

デ
ミ
ッ
ク
中
に
大
き
く
方
向
を
転
換
し
、
デ

ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
へ
と

転
換
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
動
き
は
、
今
回

の
視
察
対
象
先
以
外
の
地
域
に
お
い
て
も
確

認
で
き
て
い
る
。

　こ
れ
は
、
世
界
レ
ベ
ル
で
観
光
需
要
が
増

大
し
て
い
る
た
め
に
、
ブ
ラ
ン
ド
力
の
あ
る

地
域
に
お
い
て
は
人
を
呼
び
込
む
こ
と
の
難

易
度
は
低
下
し
、
む
し
ろ
、
観
光
に
よ
る
イ

ン
タ
ラ
ク
シ
ョ
ン
（
良
い
面
も
悪
い
面
も
）

の
制
御
が
重
要
と
な
っ
て
き
た
と
い
う
背
景

も
あ
る
だ
ろ
う
。

　た
だ
、
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
対
策
と
し

て
取
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
の
多
い
「
責
任
あ

る
観
光
」
と
訳
さ
れ
る
レ
ス
ポ
ン
シ
ブ
ル
・

ツ
ー
リ
ズ
ム
で
は
、
誰
が
来
訪
す
る
の
か
と

い
う
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
こ
れ
は
、
マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
、
顧
客
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
領
域
と
な
る
。
ハ
ワ
イ
州
で
は
、
リ

ジ
ェ
ネ
ラ
テ
ィ
ブ
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
し
て
、

来
訪
者
の
入
場
制
約
や
、
公
式
サ
イ
ト
で
の

観
光
ス
ポ
ッ
ト
の
限
定
な
ど
を
行
い
、
同
時

に
、
ハ
ワ
イ
の
文
化
、
環
境
を
強
く
押
し
出

し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
提
供
を
進
め
て
い
る

が
、
現
地
が
意
識
や
行
動
変
容
を
促
し
た

か
っ
た
顧
客
セ
グ
メ
ン
ト
に
は
必
ず
し
も
伝

わ
っ
て
い
な
い
。
一
方
で
、
従
前
よ
り
「
よ

き
来
訪
者
」
で
あ
っ
た
顧
客
セ
グ
メ
ン
ト
に

は
強
く
刺
さ
り
過
ぎ
「
今
は
旅
行
を
や
め
て

お
こ
う
」と
い
う
意
識
を
醸
成
し
て
し
ま
い
、

回
復
を
遅
ら
せ
る
結
果
と
も
な
っ
て
い
る
。

　こ
れ
は
、
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
・
マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
の
限
界
な
の
で
は
と
す
る
指
摘

も
あ
る
。
例
え
ば
、
ス
イ
ス
・
ザ
ン
ク
ト
ガ

レ
ン
大
学
のP

ietro
 B
eritelli

教
授
は
、

D
M
O
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
は
無
意
味
で
あ

る
と
主
張
し
て
い
る
。
教
授
は
、
来
訪
経
験

者
に
対
し
て
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
行
い
、

D
M
O
が
展
開
す
る
各
種
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
・
情
報
発
信
の
、利
用
経
験
・
接
触
経
験
が
、

ほ
と
ん
ど
な
い
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い

る
。
こ
の
こ
と
は
、
地
域
か
ら
の
「
公
式
」
な

情
報
発
信
が
、
ほ
と
ん
ど
機
能
し
て
い
な
い

こ
と
を
示
し
て
お
り
、
も
っ
て
、
マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
は
機
能
し
て
い
な
い
と
主
張
す
る
。

　ま
た
、
N
Z
の100%

 P
ure N

ew
 Z
ea

land

を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
と
し
た
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
は
、
教
科
書
に
も
載
る
レ
ベ
ル
の
成

功
事
例
と
さ
れ
る
が
、
複
数

の
現
地
関
係
者
か
ら
は
、
そ

の
有
効
性
を
認
め
つ
つ
、
果

た
し
て
本
当
に「100%

 

P
ure

」な
の
か
、
そ
れ
を
掲

げ
る
だ
け
の
資
格
が
あ
る
の

か
と
い
う
こ
と
に
対
す
る
疑

念
が
聞
か
れ
た
。
世
界
的
に

見
て
も
、
環
境
や
文
化
に
対

す
る
取
り
組
み
を
行
っ
て
い

る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
う

し
た
声
が
出
る
の
は
、
強
力

す
ぎ
る
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
が
、

パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
前
に
中
国
か

ら
多
数
の
来
訪
者
を
呼
び
寄

せ
、
様
々
な
混
乱
を
生
じ
さ

せ
た
こ
と
が
、一
因
で
あ
ろ
う
。

　こ
れ
ら
の
事
象
は
、
デ
ス

テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
・
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

も
確
立
さ
れ
た
も
の
で
は
な

く
、
変
化
し
て
い
く
も
の
で
あ
る
こ
と
を
示

し
て
い
る
。
特
集
2
の
ま
と
め
に
お
い
て
、

菅
野
が
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
・
ガ
バ
ナ
ン

ス
へ
の
広
が
り
に
つ
い
て
言
及
し
て
い
る

が
、
複
雑
さ
が
増
す
「
イ
ン
タ
ラ
ク
シ
ョ
ン
」

の
調
整
を
行
っ
て
い
く
上
で
、
本
領
域
は
、

大
き
な
研
究
領
域
と
な
っ
て
い
く
だ
ろ
う
。

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル

　も
う
一
つ
、
今
回
の
視
察
を
通
じ
て
感
じ

た
の
は
、
各
地
の
「
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
」
の

存
在
で
あ
る
。

　今
回
の
視
察
先
で
あ
る
ハ
ワ
イ
州
、
ス
イ

ス
・
オ
ー
ス
ト
リ
ア
、
そ
し
て
、
N
Z
の
い

ず
れ
も
、
強
烈
な
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
有
す

る
地
域
で
あ
る
。
前
述
し
た
よ
う
に
、
観
光

は
、
観
光
客
と
地
域
と
の
イ
ン
タ
ラ
ク
シ
ョ

ン
で
動
い
て
い
く
も
の
で
あ
る
が
、
ラ
イ
フ

ス
タ
イ
ル
と
対
外
的
な
観
光
魅
力
（
来
訪
動

機
）
と
の
関
係
に
よ
っ
て
、
そ
の
イ
ン
タ
ラ

ク
シ
ョ
ン
が
変
わ
る
こ
と
を
感
じ
た
。

　筆
頭
は
、
ス
イ
ス
・
オ
ー
ス
ト
リ
ア
で
あ

る
。
大
戦
前
か
ら
国
際
的
な
リ
ゾ
ー
ト
を
形

成
し
て
い
た
同
地
は
、
地
域
の
ラ
イ
フ
ス
タ

イ
ル
と
観
光
魅
力
が
渾
然
一
体
と
な
っ
て
い

る
。
そ
の
一
つ
が
、
非
動
力
系
交
通
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
で
あ
る
「
ス
イ
ス
・
モ
ビ
リ
テ
ィ
」
で

あ
り
、
独
自
の
自
然
公
園
制
度
で
あ
る
。
こ

れ
ら
は
ス
イ
ス
観
光
の
大
き
な
魅
力
の
一
つ

で
あ
る
と
同
時
に
、
ア
ウ
ト
ド
ア
活
動
が
深

く
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
結
び
つ
い
た
地
元
の

人
々
の
生
活
と
つ
な
が
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、

い
わ
ゆ
る
外
資
の
参
入
は
抑
制
さ
れ
、
施
設

規
模
も
制
限
さ
れ
て
い
る
。
結
果
、
地
元
の

人
々
が
、
楽
し
い
と
思
う
こ
と
、
美
し
い
と

思
う
こ
と
が
、
地
元
の
人
々
の
手
に
よ
っ
て

そ
の
ま
ま
観
光
客
に
届
け
ら
れ
、
観
光
客
が

一
緒
に
な
っ
て
楽
し
ん
で
い
る
。
こ
れ
は
、

あ
る
意
味
観
光
の
理
想
形
だ
ろ
う
。

　一
方
、
ハ
ワ
イ
州
は
、
リ
ジ
ェ
ネ
ラ
テ
ィ

ブ
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
取
り
組
み
で
、
観
光
魅

力
を
地
域
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
、さ
ら
に
は
、

地
域
が
持
つ
価
値
観
に
寄
せ
て
い
こ
う
と
し

て
い
る
。
が
、
前
述
し
た
よ
う
に
、
必
ず
し

も
順
調
で
は
な
い
。
こ
れ
は
、
地
域
の
経
済

活
動
に
比
し
て
、
観
光
投
資
（
資
本
）
と
、

観
光
客
数
が
多
い
と
い
う
こ
と
が
原
因
の
一

つ
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。観
光
資
本（
事

業
者
）
と
し
て
は
、
施
設
稼
働
率
を
確
保
す

る
た
め
に
は
絶
対
的
な
客
数
が
必
要
と
な
る

が
、
絶
対
的
な
人
数
が
多
け
れ
ば
、
観
光
客

が
地
元
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
敬
意
を
持

ち
、
一
緒
に
楽
し
も
う
と
思
っ
て
も
、
ど
う

し
て
も
「
オ
ー
バ
ー
」
し
て
し
ま
う
か
ら
だ
。

観
光
資
本
の
投
資
規
模
が
大
き
く
な
っ
た
地

域
が
、
観
光
に
よ
る
イ
ン
タ
ラ
ク
シ
ョ
ン
を

ど
の
よ
う
に
制
御
し
て
い
く
の
か
。
そ
の
難

し
さ
に
直
面
し
て
い
る
の
が
ハ
ワ
イ
州
で
あ

ろ
う
。

　N
Z
は
、
ス
イ
ス
・
オ
ー
ス
ト
リ
ア
と
、

ハ
ワ
イ
州
の
間
に
あ
る
と
言
え
る
。
N
Z
の

観
光
魅
力
は
、
地
元
住
民
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ

ル
に
沿
っ
た
も
の
で
あ
る
が
、
前
述
し
た

「1
0
0
%
 P
u
re N

ew
 Z
ealan

d

が
正
し

い
の
か
」
と
い
う
疑
問
は
、
事
業
的
な
成
功

と
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
充
実
と
の
微
妙
な
齟

齬
の
存
在
を
示
し
て
い
る
。
ハ
ワ
イ
州
ほ
ど

問
題
が
大
き
く
な
ら
な
か
っ
た
の
は
、
外
資

参
入
は
生
じ
て
い
る
も
の
の
、
ハ
ワ
イ
州
ほ

ど
観
光
資
本
の
集
積
が
進
ん
で
お
ら
ず
、
小

中
規
模
な
も
の
が
主
体
と
な
っ
て
い
る
と
い

う
側
面
が
あ
る
か
ら
だ
ろ
う
。
さ
ら
に
、

N
Z
で
は
、
地
域
の「
歴
史
」を
掘
り
起
こ
し
、

住
民
で
共
有
し
な
が
ら
観
光
コ
ン
テ
ン
ツ
と

し
て
も
育
て
て
い
く
と
い
う
取
り
組
み
が
行

わ
れ
て
い
る
こ
と
も
指
摘
で
き
る
。
住
民
も

観
光
客
も
一
緒
に
N
Z
ら
し
い
ラ
イ
フ
ス
タ

イ
ル
を
つ
く
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い

る
。　地

域
の
魅
力
的
な
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
は
、

観
光
魅
力
と
し
て
も
強
烈
で
あ
る
。
し
か
し

な
が
ら
、
こ
れ
は
同
時
に
、
地
元
住
民
と
空

間
や
設
備
、時
間
を
共
有
す
る
こ
と
に
な
り
、

ハ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
原
因
と
も
な
る
。一
方
で
、

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
か
ら
離
れ
過
ぎ
た
観
光
魅

力
は
、
商
業
主
義
的
と
な
り
、
今
日
的
と
は

言
い
難
く
な
っ
て
い
る
。
前
項
の
デ
ス
テ
ィ

ネ
ー
シ
ョ
ン
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
再
考
と
あ
わ

せ
、
そ
も
そ
も
、
観
光
魅
力
を
ど
の
よ
う
に

設
定
し
、
イ
ン
タ
ラ
ク
シ
ョ
ン
を
ど
の
よ
う

に
動
か
し
て
い
く
の
か
。
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
後

の
観
光
を
考
え
て
い
く
上
で
、
大
き
な
課
題

と
な
っ
て
い
く
だ
ろ
う
。

高
ま
る
ベ
ー
ス
ラ
イ
ン

　今
回
の
視
察
は
、
観
光
関
連
サ
ー
ビ
ス
の

ベ
ー
ス
ラ
イ
ン
が
高
ま
っ
て
い
る
こ
と
を
実

感
す
る
も
の
で
も
あ
っ
た
。
例
え
ば
ラ
イ
ド

シ
ェ
ア
は
、
今
回
の
3
方
面
、
全
て
に
お
い

て
用
意
さ
れ
て
お
り
、
ラ
ス
ト
ワ
ン
マ
イ
ル

ク
へ
の
移
行（
5
類
へ
の
変
更
）は
2
0
2
3

年
の
春
と
、
C
O
V
I
D

-19
か
ら
の
社
会

的
回
復
は
欧
米
よ
り
も
年
単
位
で
遅
れ
た
。

そ
れ
で
も
、
日
本
へ
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
は
、

「
再
」開
国
か
ら
1
年
強
と
な
る
2
0
2
3
年

12
月
末
に
は
2
0
1
9
年
比
で
約
8
割
と
な

る
2
5
0
0
万
人
ま
で
回
復
し
、
特
に
10
月

以
降
は
、
2
0
1
9
年
同
月
を
超
え
る
水
準

で
推
移
し
て
い
る（
J
N
T
O
発
表
）。
筆
者

は
、
2
0
2
2
年
9
月
時
点
で
、
開
国
時
に

は
1
5
0
0
万
人
／
年
程
度
の
回
復
と
見
て

い
た
が
、
こ
れ
を
大
き
く
上
回
る
ペ
ー
ス
で

の
回
復
と
な
っ
て
い
る
。

　パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
は
収
ま
っ
た
と
は
い
え
、

2
0
2
2
年
2
月
に
勃
発
し
た
ウ
ク
ラ
イ
ナ

侵
攻
に
加
え
、
原
油
価
格
の
高
騰
に
よ
る
物

価
上
昇
、
世
界
的
な
人
手
不
足
な
ど
、
観
光

を
取
り
巻
く
環
境
は
決
し
て
恵
ま
れ
た
状
況

に
は
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
世
界
的
に
観

光
需
要
が
こ
こ
ま
で
回
復
し
て
き
た
こ
と

は
、
人
々
の
観
光
に
対
す
る
欲
求
、
需
要
の

底
堅
さ
を
物
語
っ
て
い
る
。

　一
方
で
、
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
や
、ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ

ア
で
は
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
問
題
も
再
燃
し

て
き
て
お
り
、
国
内
で
も
、
観
光
文
化
2
5
9

号
で
取
り
上
げ
た
京
都
市
の
よ
う
に
、
供
給
側

で
あ
る
地
域
で
は
各
種
の
問
題
が
生
じ
て
き
て

い
る
。
さ
ら
に
、
観
光
文
化
2
5
7
号
で
特
集

し
た
よ
う
に
日
本
人
の
海
外
旅
行
の
戻
り
は
鈍

い
ま
ま
で
あ
る
。

　需
要
は
戻
っ
て
き
て
い
る
が
、
パ
ン
デ

ミ
ッ
ク
前
の
社
会
と
は
異
な
る
世
界
に
、

我
々
は
置
か
れ
て
い
る
。

国
際
的
な
学
術
研
究
の

動
向

　で
は
、
こ
の
期
間
、
学
術
界
で
は
ど
の
よ

う
な
動
き
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

　国
際
的
に
代
表
性
の
あ
る
研
究
ジ
ャ
ー
ナ

ル
「Jo

u
rn
al o

f T
ravel R

esearch

」

を
取
り
上
げ
て
、
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
が
始
ま
っ

た
2
0
2
0
年
か
ら
2
0
2
3
年
ま
で
の
研

究
テ
ー
マ
を
概
観
す
る
と
、
D
X
や
環
境

（
カ
ー
ボ
ン
）、
観
光
客
集
中
（
オ
ー
バ
ー
ツ
ー

リ
ズ
ム
）、
ま
た
は
、
観
光
地
選
好
と
い
っ

た
も
の
が
研
究
テ
ー
マ
と
な
っ
て
い
る
。
こ

れ
ら
は
、
そ
れ
ぞ
れ
が
研
究
領
域
を
形
成
し

て
い
る
が
、
そ
の
上
で
相
互
に
リ
ン
ク
し
て

い
る
の
が
特
徴
で
あ
る
。
例
え
ば
、
観
光
の

現
場
で
利
用
さ
れ
、
研
究
テ
ー
マ
の
一
つ
に

も
な
っ
て
い
る
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
活
用
は
、

様
々
な
情
報
が
デ
ジ
タ
ル
化
さ
れ
て
い
く
中

で
生
ま
れ
て
き
た
新
し
い
研
究
手
法
で
あ
る

が
、
そ
れ
を
来
訪
者
数
予
測
に
転
換
す
る
だ

け
で
な
く
、
そ
の
知
見
を
、
オ
ー
バ
ー
ツ
ー

リ
ズ
ム
形
成
の
プ
ロ
セ
ス
形
成
、
将
来
予
測

に
つ
な
げ
て
い
く
可
能
性
を
持
っ
て
い
る
。

　ま
た
、
観
光
地
選
好
に
関
す
る
W
O
M（
口

コ
ミ
／W

ord
 of M

ou
th

）
の
重
要
性
は

以
前
か
ら
指
摘
さ
れ
て
き
た
が
、
そ
の

S
N
S
版
で
あ
る
e
W
O
M（
ネ
ッ
ト
上
の

W
O
M
）が
、
観
光
地
選
好
と
ど
の
よ
う
に
関

係
し
て
い
る
の
か
と
い
う
研
究
も
複
数
出
て

き
て
い
る
。
S
N
S
の
普
及
に
よ
っ
て
、

W
O
M
が
e
W
O
M
へ
と
移
行
し
て
い
く
こ

と
は
必
然
で
あ
り
、
こ
れ
に
よ
っ
て
、
デ
ス

テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
・
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
、
デ

を
支
え
る
サ
ー
ビ
ス
（
自
転
車
や
キ
ッ
ク

ボ
ー
ド
の
レ
ン
タ
ル
）
も
普
及
し
て
い
る
。

公
共
交
通
と
な
る
バ
ス
も
、電
動
化
が
進
み
、

安
価
も
し
く
は
無
料
で
利
用
で
き
る
。
観
光

地
の
中
心
部
は
、
基
本
的
に
ウ
ォ
ー
カ
ブ
ル

な
空
間
と
し
て
デ
ザ
イ
ン
さ
れ
て
お
り
、
賑

わ
い
を
生
み
出
し
て
い
る
。
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

に
つ
い
て
も
、ガ
ラ
ス
瓶
へ
の
転
換
が
進
み
、

同
時
に
、
地
域
の
ク
ラ
フ
ト
飲
料
が
多
く
登

場
し
て
き
て
い
る
。
学
術
研
究
に
お
い
て
、

環
境
系
の
取
り
組
み
を
し
っ
か
り
と
示
す
こ

と
が
、
顧
客
と
の
関
係
性
構
築
に
お
い
て
重

要
で
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、

N
Z
や
ス
イ
ス
は
、
ま
さ
し
く
、
そ
の
実
践

で
あ
っ
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

　D
X
の
進
展
も
目
覚
ま
し
く
、
ス
マ
ホ
さ

え
あ
れ
ば
、
ほ
と
ん
ど
の
こ
と
が
で
き
、
現

金
を
所
持
す
る
必
要
も
な
い
。
か
つ
て
、「
成

功
事
例
」
と
し
て
日
本
へ
紹
介
さ
れ
る
こ
と

の
多
か
っ
た
N
Z
の
i‐

S
I
T
E
は
、
現

在
で
は
そ
の
多
く
が
機
能
を
停
止
し
て
お

り
、
ネ
ッ
ト
に
移
行
し
て
い
る
。
ハ
ワ
イ
州

の
人
数
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
も
す
べ
て
ネ
ッ
ト
、

デ
ジ
タ
ル
処
理
で
あ
る
。
ス
イ
ス
・
オ
ー
ス

ト
リ
ア
の
特
典
カ
ー
ド
も
、
D
X
が
地
域
と

し
て
機
能
し
て
い
る
か
ら
こ
そ
実
現
で
き
る

も
の
で
も
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
人
的
な
相
談

が
生
み
出
す
価
値
は
未
だ
残
っ
て
い
る
が
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
舞
台
は
デ
ジ
タ
ル

に
確
実
に
切
り
替
わ
っ
て
い
る
。

　さ
ら
に
、
彼
我
の
差
が
大
き
い
の
は
景
観

の
処
理
で
あ
る
。ス
イ
ス
で
は
、農
業
、林
業
、

国
立
公
園
な
ど
を
文
化
的
自
然
景
観
と
し
て

扱
い
、
ど
こ
も
か
し
こ
も
「
美
し
い
」
景
観

を
創
造
し
て
い
る
。
特
筆
す
べ
き
は
、
多
く

の
家
庭
が
自
主
的
に
花
々
を
飾
り
、
そ
れ
が

ま
た
、
非
常
に
美
し
い
こ
と
だ
。
こ
れ
は
、

人
々
の
美
意
識
、
デ
ザ
イ
ン
力
が
秀
で
て
い

る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
N
Z
で
も
、
ス
イ

ス
同
様
に
、
自
然
に
溶
け
込
み
、
自
然
を
活

か
す
取
り
組
み
が
展
開
さ
れ
て
い
る
。
例
え

ば
、
訪
問
し
た
ワ
イ
ン
シ
ャ
ト
ー
で
は
、
季

節
的
に
ぶ
ど
う
が
葉
を
落
と
し
て
い
る
タ
イ

ミ
ン
グ
だ
っ
た
が
、
そ
れ
を
補
う
よ
う
に

花
々
を
畑
に
植
え
、
華
や
か
さ
を
演
出
し
て

い
た
。
ハ
ワ
イ
州
ワ
イ
キ
キ
は
、
都
市
的
な

エ
リ
ア
で
あ
る
が
、
同
地
域
で
展
開
さ
れ
て

い
る
エ
リ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
よ
っ
て
、
ゴ

ミ
一
つ
無
い
ビ
ー
チ
、
公
園
、
歩
道
空
間
を

つ
く
り
上
げ
、
人
々
の
集
う
空
間
と
し
て
い

る
。
い
ず
れ
も
、
屋
外
広
告
の
類
は
厳
し
く

規
制
さ
れ
て
お
り
、
建
物
の
デ
ザ
イ
ン
、
色

彩
に
つ
い
て
も
制
限
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、

ハ
ワ
イ
州
マ
ウ
イ
島
で
展
開
さ
れ
て
き
た
ホ

テ
ル
モ
ラ
ト
リ
ア
ム
も
、
膨
れ
上
が
る
観
光

需
要
に
対
し
て
供
給
を
抑
制
す
る
手
法
と
し

美しいと思える景観の創造（ニュージーランド)

ライフスタイルとなっているアウトトドア活動（スイス）

て
注
目
で
き
る
。

　こ
う
し
た
交
通
サ
ー
ビ
ス
、
環
境
対
策
、

景
観
と
い
っ
た
も
の
は
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
と

も
重
な
る
部
分
で
あ
る
が
、
観
光
に
お
け
る

「
世
界
水
準
」
は
こ
う
し
た
水
準
に
あ
り
、

か
つ
、
そ
の
水
準
は
社
会
的
な
要
請
に
よ
っ

て
継
続
的
に
上
昇
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
は

理
解
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

虫
の
目
・
鳥
の
目
・
魚
の
目

　地
域
は
、
そ
れ
ぞ
れ
に
ユ
ニ
ー
ク
な
存
在

で
あ
り
、
そ
の
問
題
も
解
決
方
法
も
、
そ
れ

ぞ
れ
で
あ
る
。
一
方
で
、
問
題
を
分
解
し
て

い
け
ば
、
要
所
要
所
の
問
題
は
、
他
所
で
も

生
じ
て
い
る
、
ま
た
は
生
じ
て
い
た
問
題
と

な
る
。
さ
ら
に
、
こ
う
し
た
問
題
は
、
社
会

環
境
の
変
化
に
よ
っ
て
生
じ
て
き
た
問
題
で

あ
り
、
常
に
変
化
を
続
け
て
い
る
。

　こ
の
よ
う
に
、
観
光
振
興
を
実
現
し
て
い

く
に
は
、
地
域
の
状
況
を
し
っ
か
り
と
観
察

し
つ
つ（
虫
の
目
）、そ
こ
だ
け
に
と
ら
わ
れ
ず
、

視
野
を
広
げ
全
体
を
俯
瞰
す
る（
鳥
の
目
）こ

と
で
、
問
題
の
構
造
や
、
す
で
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

さ
れ
て
き
た
解
決
策
な
ど
を
検
討
す
る
こ
と

が
重
要
と
な
る
。
さ
ら
に
、
常
に
環
境
は
変

化
し
て
い
く
と
考
え
、
こ
れ
か
ら
、
ど
の
よ
う

な
変
化
が
起
き
て
い
く
の
か
を
見
極
め
て
い

く（
魚
の
目
）が
、
必
要
と
な
る
だ
ろ
う
。

　グ
ロ
ー
カ
ル
と
い
う
言
葉
が
あ
る
よ
う

に
、
観
光
が
国
際
的
な
イ
シ
ュ
ー
と
な
っ
た

現
在
、
国
際
的
な
視
野
で
発
想
し
、
地
に
足

の
着
い
た
行
動
を
行
っ
て
い
く
こ
と
は
、
今

後
、
さ
ら
に
重
要
に
な
っ
て
い
く
だ
ろ
う
。

　問
題
に
直
面
し
た
ら
、
虫
の
目
、
鳥
の
目
、

魚
の
目
、
そ
れ
ぞ
れ
の
視
座
か
ら
事
象
を
と

ら
え
、
検
証
、
検
討
し
て
い
く
こ
と
が
、
効

率
的
、
効
果
的
な
観
光
地
域
づ
く
り
に
つ
な

が
る
ポ
イ
ン
ト
と
な
る
だ
ろ
う
。
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力
強
く
回
復
す
る
観
光

　I
A
T
A（In

ternational A
ir T

rans-

port A
ssociation

）に
よ
れ
ば
、
国
際
航
空

旅
客
数
は
2
0
2
0
年
4
月
に
ほ
ぼ
ゼ
ロ
水
準

に
ま
で
落
ち
込
ん
だ
。
観
光
の
み
な
ら
ず
、
人

類
に
と
っ
て
初
め
て
の
事
態
と
な
っ
た
が
、

2
0
2
0
年
の
下
期
に
は
回
復
基
調
へ
転
じ
、

2
0
2
1
年
の
秋
か
ら
は
、コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
の

普
及
に
合
わ
せ
る
よ
う
に
回
復
率
を
高
め
、

2
0
2
3
年
10
月
に
は
2
0
1
9
年
水
準
の

98
・
2
%
に
ま
で
回
復
を
果
た
し
た
。

　対
し
て
、
日
本
は
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
中
も

G
o T

o 

ト
ラ
ベ
ル
や
全
国
旅
行
支
援
に

よ
っ
て
、
国
内
需
要
の
確
保
に
は
成
功
し
、

2
0
2
3
年
下
期
に
は
2
0
1
9
年
並
み
ま

で
回
復
す
る
状
況
と
な
っ
て
い
る（
観
光
庁

発
表
）。
し
か
し
な
が
ら
、
海
外
か
ら
の
入
国

制
限
緩
和
は
2
0
2
2
年
秋
、
エ
ン
デ
ミ
ッ

ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
・
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
は

大
き
く
質
的
な
変
化
を
し
て
い
く
こ
と
に
な

る
だ
ろ
う
。
そ
の
一
つ
が
、
e
W
O
M
に
よ
る

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
、
脱
カ
ー
ボ
ン
の
よ

う
な
社
会
的
な
イ
シ
ュ
ー
と
、
ど
の
よ
う
に

関
係
し
て
い
る
の
か
と
い
っ
た
研
究
テ
ー
マ

も
生
ま
れ
て
き
て
い
る
。
例
え
ば
、

E
ttin

ger

他（
2
0
2
0
）で
は
、
グ
リ
ー
ン
・

ウ
ォ
ッ
シ
ュ
批
判
を
避
け
る
た
め
に
、
事
業

者
が
自
ら
行
っ
て
い
る
環
境
対
策
を
「
敢
え

て
」
公
表
し
な
い
動
き
（
グ
リ
ー
ン
・
ハ
ッ
シ
ン

グ
）
が
出
て
い
る
こ
と
を
ふ
ま
え
、
適
切
な

C
S
R
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
行
う
方
が
、

グ
リ
ー
ン
・
ハ
ッ
シ
ン
グ
す
る
よ
り
も
、
顧

客
か
ら
の
支
持
が
高
ま
る
こ
と
を
指
摘
し
て

い
る
。
ま
た
、Coh

en

他（
2
0
2
1
）で
は
、

イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
へ
の
裕
福
な
若
年
層
＆
富

裕

層

の

投

稿
（T

he R
ich

 K
id
s of 

In
stagram

）
内
容
を
分
析
し
、
彼
ら
が
紡

ぎ
出
し
て
い
る
観
光
の
イ
メ
ー
ジ
が
、
脱
炭

素
の
動
き
と
は
真
逆
（
例
：
炭
素
を
大
量
排
出

す
る
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
ジ
ェ
ッ
ト
利
用
を
投
稿

す
る
）で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

　そ
の
他
、
我
が
国
で
も
関
心
が
高
ま
っ
て

い
る
宿
泊
税
に
つ
い
て
、
累
進
的
な
宿
泊
税

が
、
観
光
地
選
好
に
与
え
る
影
響
を
分
析
し

た
研
究
や
、
観
光
地
間
の
連
携
が
オ
ー
バ
ー

ツ
ー
リ
ズ
ム
対
策
（
訪
問
先
の
分
散
）
に
つ
な

が
る
の
か
と
い
っ
た
研
究
も
確
認
で
き
た
。

　当
然
、
コ
ロ
ナ
禍
、
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
と
観

光
と
の
関
係
に
つ
い
て
も
研
究
が
行
わ
れ
て

い
る
。
こ
の
領
域
に
つ
い
て
は
、
2
0
2
0

年
に
は
研
究
が
始
ま
り
、
翌
年
に
は
ジ
ャ
ー

ナ
ル
に
掲
載
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
お
り
、

2
0
2
1
年
末
ま
で
の
2
年
間
で
、
12
本
の

関
連
論
文
が
確
認
で
き
た
。
こ
れ
ら
の
論
文

で
は
、
観
光
客
数
と
C
O
V
I
D

-19
の
感

染
者
数
／
死
亡
者
数
と
の
関
係
か
ら
、
パ
ン

デ
ミ
ッ
ク
下
で
の
観
光
需
要
、
価
格
下
落
お

よ
び
観
光
地
選
好
の
構
造
、
イ
ン
フ
ォ
デ

ミ
ッ
ク
（
誤
っ
た
情
報
の
拡
散
）
に
よ
る
観

光
へ
の
影
響
な
ど
、多
岐
に
わ
た
っ
て
い
る
。

さ
ら
に
、
通
常
、
国
際
ジ
ャ
ー
ナ
ル
に
掲
載

さ
れ
る
論
文
は
有
料
、
そ
れ
も
、
か
な
り
高

額
と
な
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
パ
ン
デ
ミ
ッ

ク
関
連
の
論
文
に
つ
い
て
は
オ
ー
プ
ン
・
ア

ク
セ
ス
、
無
料
で
の
公
開
と
な
っ
て
い
る
。

未
曽
有
の
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
に
お
い
て
、
世
界

か
ら
知
見
が
集
め
ら
れ
共
有
さ
れ
た
と
言
え

る
だ
ろ
う
。

　そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
が
抱
え
る
問
題
は
多
種

多
様
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
ら
の

研
究
テ
ー
マ
の
多
く
が
、
そ
の
ま
ま
日
本
の

現
場
に
お
い
て
も
活
用
で
き
る
知
見
で
あ
る

こ
と
は
、
観
光
が
国
際
的
な
イ
シ
ュ
ー
と

な
っ
て
お
り
、
そ
の
多
く
は
、
様
々
な
地
域

に
共
通
す
る
普
遍
性
の
高
い
事
項
で
あ
り
、

研
究
対
象
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い

る
。こ
こ
か
ら
、い
わ
ゆ
る「
車
輪
の
再
発
明
」

を
行
う
の
で
は
な
く
、
す
で
に
社
会
に
示
さ

れ
て
い
る
研
究
と
実
践
の
事
例
、ト
レ
ン
ド
、

現
状
を
世
界
的
な
視
野
を
持
っ
て
把
握
す
る

こ
と
が
、
具
体
的
な
解
決
策
を
示
し
て
い
く

こ
と
に
つ
な
が
る
と
考
え
て
い
る
。

　こ
う
し
た
展
望
を
持
っ
て
、
2
0
2
3
年

度
、
当
財
団
で
は
全
研
究
員
を
対
象
に
3
つ

の
方
面
に
向
け
て
海
外
視
察
を
実
施
し
た
。

そ
こ
で
研
究
員
が
感
じ
た
こ
と
を
取
り
ま
と

め
た
も
の
が
、
本
号
で
あ
る
。

観
光
が
創
り
出
す

イ
ン
タ
ラ
ク
シ
ョ
ン

　3
方
面
を
視
察
し
て
、
改
め
て
強
く
感
じ

た
の
は
、
観
光
と
い
う
の
は
多
様
な
主
体
が

織
り
な
す
イ
ン
タ
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
あ
り
、
そ

れ
は
様
々
に
変
化
し
、
そ
れ
に
対
す
る
対
応

が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　観
光
の
語
源
は
「
国
の
光
を
見
る
」
と
い

う
意
味
だ
と
さ
れ
、
我
々
は
、
需
要
側
、
観

光
客
の
人
数
や
行
動
に
注
目
し
が
ち
で
あ

る
。
し
か
し
な
が
ら
、
実
際
の
観
光
の
現
場

で
は
、
観
光
客
（
訪
問
者
）、
産
業
、
地
域

住
民
の
相
互
作
用
、イ
ン
タ
ラ
ク
シ
ョ
ン（
作

用
・
反
作
用
）
に
よ
っ
て
様
々
な
変
化
が
起

こ
っ
て
い
く
。
そ
れ
が
、
観
光
地
域
づ
く
り

で
あ
り
、
ツ
ー
リ
ズ
ム
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
に
よ
っ
て
観
光
が
止
ま
っ
た

と
い
う
こ
と
は
、
単
に
観
光
客
が
来
な
く
な

る
だ
け
で
は
な
く
、
観
光
客
と
い
う
作
用
か

ら
生
み
出
さ
れ
て
い
た
反
作
用
（
例
：
雇
用

や
B
2
B
取
引
）
も
止
ま
る
こ
と
を
意
味
し

て
い
る
。

　今
回
の
視
察
で
明
ら
か
に
な
っ
た
の
は
、

先
進
地
と
呼
ば
れ
る
観
光
リ
ゾ
ー
ト
は
、
こ

の
イ
ン
タ
ラ
ク
シ
ョ
ン
が
止
ま
っ
た
時
間
、

パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
後
を
展
望
し
、
準
備
を
進
め

て
き
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
ハ
ワ
イ
州
の

リ
ジ
ェ
ネ
ラ
テ
ィ
ブ
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
お
よ
び
、

各
島
で
策
定
し
た
D
M
A
P
（
デ
ス
テ
ィ

ネ
ー
シ
ョ
ン
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
・
ア
ク
シ
ョ

ン
・
プ
ラ
ン
）
は
そ
の
代
表
例
で
あ
る
が
、

N
Z
で
も
N
T
O
が
リ
ー
ダ
ー
と
な
り
、
各

観
光
リ
ゾ
ー
ト
で
D
M
P
（
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー

シ
ョ
ン
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
・
プ
ラ
ン
）
を
策

定
（
改
定
）
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
動
き
は
、

京
都
市
な
ど
、
国
内
で
も
見
ら
れ
た
が
、
観

光
振
興
に
お
い
て
は
、
多
様
な
主
体
を
調
整

し
て
い
く
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
・
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
と
い
う
概
念
が
重
要
で
あ
る
と
い
う

こ
と
が
国
際
的
な
共
通
見
解
と
な
っ
て
い
る

こ
と
が
確
認
で
き
る
。

　パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
に
よ
っ
て
イ
ン
タ
ラ
ク

シ
ョ
ン
が
止
ま
っ
た
こ
と
が
、
観
光
が
地
域

に
及
ぼ
し
て
い
た
影
響
、
ス
テ
ー
ク
ホ
ル

ダ
ー
を
明
示
す
る
こ
と
と
な
っ
た
こ
と
の
影

響
も
大
き
い
だ
ろ
う
。
観
光
が
止
ま
っ
た
状

態
の
中
で
、
関
係
者
で
「
今
後
」
に
向
け
て

の
議
論
を
積
み
重
ね
て
き
た
と
い
う
こ
と

は
、
各
所
で
聞
か
れ
た
。

　一
方
で
、
D
M
O
の
M
の
も
う
一
つ
の
意

味
で
あ
る
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
に
つ
い
て
は
、

ど
の
地
域
も
、
控
え
め
な
ト
ー
ン
と
な
っ
て

い
た
こ
と
も
特
筆
で
き
る
。
そ
の
好
例
は
ハ

ワ
イ
州
で
あ
る
。
ハ
ワ
イ
州
は
、
デ
ス
テ
ィ

ネ
ー
シ
ョ
ン
・
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
先
進
地

と
し
て
象
徴
的
な
地
域
で
あ
っ
た
が
、
パ
ン

デ
ミ
ッ
ク
中
に
大
き
く
方
向
を
転
換
し
、
デ

ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
へ
と

転
換
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
動
き
は
、
今
回

の
視
察
対
象
先
以
外
の
地
域
に
お
い
て
も
確

認
で
き
て
い
る
。

　こ
れ
は
、
世
界
レ
ベ
ル
で
観
光
需
要
が
増

大
し
て
い
る
た
め
に
、
ブ
ラ
ン
ド
力
の
あ
る

地
域
に
お
い
て
は
人
を
呼
び
込
む
こ
と
の
難

易
度
は
低
下
し
、
む
し
ろ
、
観
光
に
よ
る
イ

ン
タ
ラ
ク
シ
ョ
ン
（
良
い
面
も
悪
い
面
も
）

の
制
御
が
重
要
と
な
っ
て
き
た
と
い
う
背
景

も
あ
る
だ
ろ
う
。

　た
だ
、
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
対
策
と
し

て
取
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
の
多
い
「
責
任
あ

る
観
光
」
と
訳
さ
れ
る
レ
ス
ポ
ン
シ
ブ
ル
・

ツ
ー
リ
ズ
ム
で
は
、
誰
が
来
訪
す
る
の
か
と

い
う
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
こ
れ
は
、
マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
、
顧
客
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
領
域
と
な
る
。
ハ
ワ
イ
州
で
は
、
リ

ジ
ェ
ネ
ラ
テ
ィ
ブ
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
し
て
、

来
訪
者
の
入
場
制
約
や
、
公
式
サ
イ
ト
で
の

観
光
ス
ポ
ッ
ト
の
限
定
な
ど
を
行
い
、
同
時

に
、
ハ
ワ
イ
の
文
化
、
環
境
を
強
く
押
し
出

し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
提
供
を
進
め
て
い
る

が
、
現
地
が
意
識
や
行
動
変
容
を
促
し
た

か
っ
た
顧
客
セ
グ
メ
ン
ト
に
は
必
ず
し
も
伝

わ
っ
て
い
な
い
。
一
方
で
、
従
前
よ
り
「
よ

き
来
訪
者
」
で
あ
っ
た
顧
客
セ
グ
メ
ン
ト
に

は
強
く
刺
さ
り
過
ぎ
「
今
は
旅
行
を
や
め
て

お
こ
う
」と
い
う
意
識
を
醸
成
し
て
し
ま
い
、

回
復
を
遅
ら
せ
る
結
果
と
も
な
っ
て
い
る
。

　こ
れ
は
、
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
・
マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
の
限
界
な
の
で
は
と
す
る
指
摘

も
あ
る
。
例
え
ば
、
ス
イ
ス
・
ザ
ン
ク
ト
ガ

レ
ン
大
学
のP

ietro
 B
eritelli

教
授
は
、

D
M
O
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
は
無
意
味
で
あ

る
と
主
張
し
て
い
る
。
教
授
は
、
来
訪
経
験

者
に
対
し
て
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
行
い
、

D
M
O
が
展
開
す
る
各
種
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
・
情
報
発
信
の
、利
用
経
験
・
接
触
経
験
が
、

ほ
と
ん
ど
な
い
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い

る
。
こ
の
こ
と
は
、
地
域
か
ら
の
「
公
式
」
な

情
報
発
信
が
、
ほ
と
ん
ど
機
能
し
て
い
な
い

こ
と
を
示
し
て
お
り
、
も
っ
て
、
マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
は
機
能
し
て
い
な
い
と
主
張
す
る
。

　ま
た
、
N
Z
の100%

 P
ure N

ew
 Z
ea

land

を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
と
し
た
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
は
、
教
科
書
に
も
載
る
レ
ベ
ル
の
成

功
事
例
と
さ
れ
る
が
、
複
数

の
現
地
関
係
者
か
ら
は
、
そ

の
有
効
性
を
認
め
つ
つ
、
果

た
し
て
本
当
に「100%

 

P
ure

」な
の
か
、
そ
れ
を
掲

げ
る
だ
け
の
資
格
が
あ
る
の

か
と
い
う
こ
と
に
対
す
る
疑

念
が
聞
か
れ
た
。
世
界
的
に

見
て
も
、
環
境
や
文
化
に
対

す
る
取
り
組
み
を
行
っ
て
い

る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
う

し
た
声
が
出
る
の
は
、
強
力

す
ぎ
る
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
が
、

パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
前
に
中
国
か

ら
多
数
の
来
訪
者
を
呼
び
寄

せ
、
様
々
な
混
乱
を
生
じ
さ

せ
た
こ
と
が
、一
因
で
あ
ろ
う
。

　こ
れ
ら
の
事
象
は
、
デ
ス

テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
・
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

も
確
立
さ
れ
た
も
の
で
は
な

く
、
変
化
し
て
い
く
も
の
で
あ
る
こ
と
を
示

し
て
い
る
。
特
集
2
の
ま
と
め
に
お
い
て
、

菅
野
が
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
・
ガ
バ
ナ
ン

ス
へ
の
広
が
り
に
つ
い
て
言
及
し
て
い
る

が
、
複
雑
さ
が
増
す
「
イ
ン
タ
ラ
ク
シ
ョ
ン
」

の
調
整
を
行
っ
て
い
く
上
で
、
本
領
域
は
、

大
き
な
研
究
領
域
と
な
っ
て
い
く
だ
ろ
う
。

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル

　も
う
一
つ
、
今
回
の
視
察
を
通
じ
て
感
じ

た
の
は
、
各
地
の
「
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
」
の

存
在
で
あ
る
。

　今
回
の
視
察
先
で
あ
る
ハ
ワ
イ
州
、
ス
イ

ス
・
オ
ー
ス
ト
リ
ア
、
そ
し
て
、
N
Z
の
い

ず
れ
も
、
強
烈
な
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
有
す

る
地
域
で
あ
る
。
前
述
し
た
よ
う
に
、
観
光

は
、
観
光
客
と
地
域
と
の
イ
ン
タ
ラ
ク
シ
ョ

ン
で
動
い
て
い
く
も
の
で
あ
る
が
、
ラ
イ
フ

ス
タ
イ
ル
と
対
外
的
な
観
光
魅
力
（
来
訪
動

機
）
と
の
関
係
に
よ
っ
て
、
そ
の
イ
ン
タ
ラ

ク
シ
ョ
ン
が
変
わ
る
こ
と
を
感
じ
た
。

　筆
頭
は
、
ス
イ
ス
・
オ
ー
ス
ト
リ
ア
で
あ

る
。
大
戦
前
か
ら
国
際
的
な
リ
ゾ
ー
ト
を
形

成
し
て
い
た
同
地
は
、
地
域
の
ラ
イ
フ
ス
タ

イ
ル
と
観
光
魅
力
が
渾
然
一
体
と
な
っ
て
い

る
。
そ
の
一
つ
が
、
非
動
力
系
交
通
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
で
あ
る
「
ス
イ
ス
・
モ
ビ
リ
テ
ィ
」
で

あ
り
、
独
自
の
自
然
公
園
制
度
で
あ
る
。
こ

れ
ら
は
ス
イ
ス
観
光
の
大
き
な
魅
力
の
一
つ

で
あ
る
と
同
時
に
、
ア
ウ
ト
ド
ア
活
動
が
深

く
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
結
び
つ
い
た
地
元
の

人
々
の
生
活
と
つ
な
が
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、

い
わ
ゆ
る
外
資
の
参
入
は
抑
制
さ
れ
、
施
設

規
模
も
制
限
さ
れ
て
い
る
。
結
果
、
地
元
の

人
々
が
、
楽
し
い
と
思
う
こ
と
、
美
し
い
と

思
う
こ
と
が
、
地
元
の
人
々
の
手
に
よ
っ
て

そ
の
ま
ま
観
光
客
に
届
け
ら
れ
、
観
光
客
が

一
緒
に
な
っ
て
楽
し
ん
で
い
る
。
こ
れ
は
、

あ
る
意
味
観
光
の
理
想
形
だ
ろ
う
。

　一
方
、
ハ
ワ
イ
州
は
、
リ
ジ
ェ
ネ
ラ
テ
ィ

ブ
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
取
り
組
み
で
、
観
光
魅

力
を
地
域
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
、さ
ら
に
は
、

地
域
が
持
つ
価
値
観
に
寄
せ
て
い
こ
う
と
し

て
い
る
。
が
、
前
述
し
た
よ
う
に
、
必
ず
し

も
順
調
で
は
な
い
。
こ
れ
は
、
地
域
の
経
済

活
動
に
比
し
て
、
観
光
投
資
（
資
本
）
と
、

観
光
客
数
が
多
い
と
い
う
こ
と
が
原
因
の
一

つ
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。観
光
資
本（
事

業
者
）
と
し
て
は
、
施
設
稼
働
率
を
確
保
す

る
た
め
に
は
絶
対
的
な
客
数
が
必
要
と
な
る

が
、
絶
対
的
な
人
数
が
多
け
れ
ば
、
観
光
客

が
地
元
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
敬
意
を
持

ち
、
一
緒
に
楽
し
も
う
と
思
っ
て
も
、
ど
う

し
て
も
「
オ
ー
バ
ー
」
し
て
し
ま
う
か
ら
だ
。

観
光
資
本
の
投
資
規
模
が
大
き
く
な
っ
た
地

域
が
、
観
光
に
よ
る
イ
ン
タ
ラ
ク
シ
ョ
ン
を

ど
の
よ
う
に
制
御
し
て
い
く
の
か
。
そ
の
難

し
さ
に
直
面
し
て
い
る
の
が
ハ
ワ
イ
州
で
あ

ろ
う
。

　N
Z
は
、
ス
イ
ス
・
オ
ー
ス
ト
リ
ア
と
、

ハ
ワ
イ
州
の
間
に
あ
る
と
言
え
る
。
N
Z
の

観
光
魅
力
は
、
地
元
住
民
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ

ル
に
沿
っ
た
も
の
で
あ
る
が
、
前
述
し
た

「1
0
0
%
 P
u
re N

ew
 Z
ealan

d

が
正
し

い
の
か
」
と
い
う
疑
問
は
、
事
業
的
な
成
功

と
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
充
実
と
の
微
妙
な
齟

齬
の
存
在
を
示
し
て
い
る
。
ハ
ワ
イ
州
ほ
ど

問
題
が
大
き
く
な
ら
な
か
っ
た
の
は
、
外
資

参
入
は
生
じ
て
い
る
も
の
の
、
ハ
ワ
イ
州
ほ

ど
観
光
資
本
の
集
積
が
進
ん
で
お
ら
ず
、
小

中
規
模
な
も
の
が
主
体
と
な
っ
て
い
る
と
い

う
側
面
が
あ
る
か
ら
だ
ろ
う
。
さ
ら
に
、

N
Z
で
は
、
地
域
の「
歴
史
」を
掘
り
起
こ
し
、

住
民
で
共
有
し
な
が
ら
観
光
コ
ン
テ
ン
ツ
と

し
て
も
育
て
て
い
く
と
い
う
取
り
組
み
が
行

わ
れ
て
い
る
こ
と
も
指
摘
で
き
る
。
住
民
も

観
光
客
も
一
緒
に
N
Z
ら
し
い
ラ
イ
フ
ス
タ

イ
ル
を
つ
く
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い

る
。　地

域
の
魅
力
的
な
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
は
、

観
光
魅
力
と
し
て
も
強
烈
で
あ
る
。
し
か
し

な
が
ら
、
こ
れ
は
同
時
に
、
地
元
住
民
と
空

間
や
設
備
、時
間
を
共
有
す
る
こ
と
に
な
り
、

ハ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
原
因
と
も
な
る
。一
方
で
、

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
か
ら
離
れ
過
ぎ
た
観
光
魅

力
は
、
商
業
主
義
的
と
な
り
、
今
日
的
と
は

言
い
難
く
な
っ
て
い
る
。
前
項
の
デ
ス
テ
ィ

ネ
ー
シ
ョ
ン
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
再
考
と
あ
わ

せ
、
そ
も
そ
も
、
観
光
魅
力
を
ど
の
よ
う
に

設
定
し
、
イ
ン
タ
ラ
ク
シ
ョ
ン
を
ど
の
よ
う

に
動
か
し
て
い
く
の
か
。
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
後

の
観
光
を
考
え
て
い
く
上
で
、
大
き
な
課
題

と
な
っ
て
い
く
だ
ろ
う
。

高
ま
る
ベ
ー
ス
ラ
イ
ン

　今
回
の
視
察
は
、
観
光
関
連
サ
ー
ビ
ス
の

ベ
ー
ス
ラ
イ
ン
が
高
ま
っ
て
い
る
こ
と
を
実

感
す
る
も
の
で
も
あ
っ
た
。
例
え
ば
ラ
イ
ド

シ
ェ
ア
は
、
今
回
の
3
方
面
、
全
て
に
お
い

て
用
意
さ
れ
て
お
り
、
ラ
ス
ト
ワ
ン
マ
イ
ル

ク
へ
の
移
行（
5
類
へ
の
変
更
）は
2
0
2
3

年
の
春
と
、
C
O
V
I
D

-19
か
ら
の
社
会

的
回
復
は
欧
米
よ
り
も
年
単
位
で
遅
れ
た
。

そ
れ
で
も
、
日
本
へ
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
は
、

「
再
」開
国
か
ら
1
年
強
と
な
る
2
0
2
3
年

12
月
末
に
は
2
0
1
9
年
比
で
約
8
割
と
な

る
2
5
0
0
万
人
ま
で
回
復
し
、
特
に
10
月

以
降
は
、
2
0
1
9
年
同
月
を
超
え
る
水
準

で
推
移
し
て
い
る（
J
N
T
O
発
表
）。
筆
者

は
、
2
0
2
2
年
9
月
時
点
で
、
開
国
時
に

は
1
5
0
0
万
人
／
年
程
度
の
回
復
と
見
て

い
た
が
、
こ
れ
を
大
き
く
上
回
る
ペ
ー
ス
で

の
回
復
と
な
っ
て
い
る
。

　パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
は
収
ま
っ
た
と
は
い
え
、

2
0
2
2
年
2
月
に
勃
発
し
た
ウ
ク
ラ
イ
ナ

侵
攻
に
加
え
、
原
油
価
格
の
高
騰
に
よ
る
物

価
上
昇
、
世
界
的
な
人
手
不
足
な
ど
、
観
光

を
取
り
巻
く
環
境
は
決
し
て
恵
ま
れ
た
状
況

に
は
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
世
界
的
に
観

光
需
要
が
こ
こ
ま
で
回
復
し
て
き
た
こ
と

は
、
人
々
の
観
光
に
対
す
る
欲
求
、
需
要
の

底
堅
さ
を
物
語
っ
て
い
る
。

　一
方
で
、
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
や
、ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ

ア
で
は
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
問
題
も
再
燃
し

て
き
て
お
り
、
国
内
で
も
、
観
光
文
化
2
5
9

号
で
取
り
上
げ
た
京
都
市
の
よ
う
に
、
供
給
側

で
あ
る
地
域
で
は
各
種
の
問
題
が
生
じ
て
き
て

い
る
。
さ
ら
に
、
観
光
文
化
2
5
7
号
で
特
集

し
た
よ
う
に
日
本
人
の
海
外
旅
行
の
戻
り
は
鈍

い
ま
ま
で
あ
る
。

　需
要
は
戻
っ
て
き
て
い
る
が
、
パ
ン
デ

ミ
ッ
ク
前
の
社
会
と
は
異
な
る
世
界
に
、

我
々
は
置
か
れ
て
い
る
。

国
際
的
な
学
術
研
究
の

動
向

　で
は
、
こ
の
期
間
、
学
術
界
で
は
ど
の
よ

う
な
動
き
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

　国
際
的
に
代
表
性
の
あ
る
研
究
ジ
ャ
ー
ナ

ル
「Jo

u
rn
al o

f T
ravel R

esearch

」

を
取
り
上
げ
て
、
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
が
始
ま
っ

た
2
0
2
0
年
か
ら
2
0
2
3
年
ま
で
の
研

究
テ
ー
マ
を
概
観
す
る
と
、
D
X
や
環
境

（
カ
ー
ボ
ン
）、
観
光
客
集
中
（
オ
ー
バ
ー
ツ
ー

リ
ズ
ム
）、
ま
た
は
、
観
光
地
選
好
と
い
っ

た
も
の
が
研
究
テ
ー
マ
と
な
っ
て
い
る
。
こ

れ
ら
は
、
そ
れ
ぞ
れ
が
研
究
領
域
を
形
成
し

て
い
る
が
、
そ
の
上
で
相
互
に
リ
ン
ク
し
て

い
る
の
が
特
徴
で
あ
る
。
例
え
ば
、
観
光
の

現
場
で
利
用
さ
れ
、
研
究
テ
ー
マ
の
一
つ
に

も
な
っ
て
い
る
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
活
用
は
、

様
々
な
情
報
が
デ
ジ
タ
ル
化
さ
れ
て
い
く
中

で
生
ま
れ
て
き
た
新
し
い
研
究
手
法
で
あ
る

が
、
そ
れ
を
来
訪
者
数
予
測
に
転
換
す
る
だ

け
で
な
く
、
そ
の
知
見
を
、
オ
ー
バ
ー
ツ
ー

リ
ズ
ム
形
成
の
プ
ロ
セ
ス
形
成
、
将
来
予
測

に
つ
な
げ
て
い
く
可
能
性
を
持
っ
て
い
る
。

　ま
た
、
観
光
地
選
好
に
関
す
る
W
O
M（
口

コ
ミ
／W

ord
 of M

ou
th

）
の
重
要
性
は

以
前
か
ら
指
摘
さ
れ
て
き
た
が
、
そ
の

S
N
S
版
で
あ
る
e
W
O
M（
ネ
ッ
ト
上
の

W
O
M
）が
、
観
光
地
選
好
と
ど
の
よ
う
に
関

係
し
て
い
る
の
か
と
い
う
研
究
も
複
数
出
て

き
て
い
る
。
S
N
S
の
普
及
に
よ
っ
て
、

W
O
M
が
e
W
O
M
へ
と
移
行
し
て
い
く
こ

と
は
必
然
で
あ
り
、
こ
れ
に
よ
っ
て
、
デ
ス

テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
・
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
、
デ

を
支
え
る
サ
ー
ビ
ス
（
自
転
車
や
キ
ッ
ク

ボ
ー
ド
の
レ
ン
タ
ル
）
も
普
及
し
て
い
る
。

公
共
交
通
と
な
る
バ
ス
も
、電
動
化
が
進
み
、

安
価
も
し
く
は
無
料
で
利
用
で
き
る
。
観
光

地
の
中
心
部
は
、
基
本
的
に
ウ
ォ
ー
カ
ブ
ル

な
空
間
と
し
て
デ
ザ
イ
ン
さ
れ
て
お
り
、
賑

わ
い
を
生
み
出
し
て
い
る
。
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

に
つ
い
て
も
、ガ
ラ
ス
瓶
へ
の
転
換
が
進
み
、

同
時
に
、
地
域
の
ク
ラ
フ
ト
飲
料
が
多
く
登

場
し
て
き
て
い
る
。
学
術
研
究
に
お
い
て
、

環
境
系
の
取
り
組
み
を
し
っ
か
り
と
示
す
こ

と
が
、
顧
客
と
の
関
係
性
構
築
に
お
い
て
重

要
で
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、

N
Z
や
ス
イ
ス
は
、
ま
さ
し
く
、
そ
の
実
践

で
あ
っ
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

　D
X
の
進
展
も
目
覚
ま
し
く
、
ス
マ
ホ
さ

え
あ
れ
ば
、
ほ
と
ん
ど
の
こ
と
が
で
き
、
現

金
を
所
持
す
る
必
要
も
な
い
。
か
つ
て
、「
成

功
事
例
」
と
し
て
日
本
へ
紹
介
さ
れ
る
こ
と

の
多
か
っ
た
N
Z
の
i‐

S
I
T
E
は
、
現

在
で
は
そ
の
多
く
が
機
能
を
停
止
し
て
お

り
、
ネ
ッ
ト
に
移
行
し
て
い
る
。
ハ
ワ
イ
州

の
人
数
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
も
す
べ
て
ネ
ッ
ト
、

デ
ジ
タ
ル
処
理
で
あ
る
。
ス
イ
ス
・
オ
ー
ス

ト
リ
ア
の
特
典
カ
ー
ド
も
、
D
X
が
地
域
と

し
て
機
能
し
て
い
る
か
ら
こ
そ
実
現
で
き
る

も
の
で
も
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
人
的
な
相
談

が
生
み
出
す
価
値
は
未
だ
残
っ
て
い
る
が
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
舞
台
は
デ
ジ
タ
ル

に
確
実
に
切
り
替
わ
っ
て
い
る
。

　さ
ら
に
、
彼
我
の
差
が
大
き
い
の
は
景
観

の
処
理
で
あ
る
。ス
イ
ス
で
は
、農
業
、林
業
、

国
立
公
園
な
ど
を
文
化
的
自
然
景
観
と
し
て

扱
い
、
ど
こ
も
か
し
こ
も
「
美
し
い
」
景
観

を
創
造
し
て
い
る
。
特
筆
す
べ
き
は
、
多
く

の
家
庭
が
自
主
的
に
花
々
を
飾
り
、
そ
れ
が

ま
た
、
非
常
に
美
し
い
こ
と
だ
。
こ
れ
は
、

人
々
の
美
意
識
、
デ
ザ
イ
ン
力
が
秀
で
て
い

る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
N
Z
で
も
、
ス
イ

ス
同
様
に
、
自
然
に
溶
け
込
み
、
自
然
を
活

か
す
取
り
組
み
が
展
開
さ
れ
て
い
る
。
例
え

ば
、
訪
問
し
た
ワ
イ
ン
シ
ャ
ト
ー
で
は
、
季

節
的
に
ぶ
ど
う
が
葉
を
落
と
し
て
い
る
タ
イ

ミ
ン
グ
だ
っ
た
が
、
そ
れ
を
補
う
よ
う
に

花
々
を
畑
に
植
え
、
華
や
か
さ
を
演
出
し
て

い
た
。
ハ
ワ
イ
州
ワ
イ
キ
キ
は
、
都
市
的
な

エ
リ
ア
で
あ
る
が
、
同
地
域
で
展
開
さ
れ
て

い
る
エ
リ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
よ
っ
て
、
ゴ

ミ
一
つ
無
い
ビ
ー
チ
、
公
園
、
歩
道
空
間
を

つ
く
り
上
げ
、
人
々
の
集
う
空
間
と
し
て
い

る
。
い
ず
れ
も
、
屋
外
広
告
の
類
は
厳
し
く

規
制
さ
れ
て
お
り
、
建
物
の
デ
ザ
イ
ン
、
色

彩
に
つ
い
て
も
制
限
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、

ハ
ワ
イ
州
マ
ウ
イ
島
で
展
開
さ
れ
て
き
た
ホ

テ
ル
モ
ラ
ト
リ
ア
ム
も
、
膨
れ
上
が
る
観
光

需
要
に
対
し
て
供
給
を
抑
制
す
る
手
法
と
し

美しいと思える景観の創造（ニュージーランド)

ライフスタイルとなっているアウトトドア活動（スイス）

て
注
目
で
き
る
。

　こ
う
し
た
交
通
サ
ー
ビ
ス
、
環
境
対
策
、

景
観
と
い
っ
た
も
の
は
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
と

も
重
な
る
部
分
で
あ
る
が
、
観
光
に
お
け
る

「
世
界
水
準
」
は
こ
う
し
た
水
準
に
あ
り
、

か
つ
、
そ
の
水
準
は
社
会
的
な
要
請
に
よ
っ

て
継
続
的
に
上
昇
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
は

理
解
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

虫
の
目
・
鳥
の
目
・
魚
の
目

　地
域
は
、
そ
れ
ぞ
れ
に
ユ
ニ
ー
ク
な
存
在

で
あ
り
、
そ
の
問
題
も
解
決
方
法
も
、
そ
れ

ぞ
れ
で
あ
る
。
一
方
で
、
問
題
を
分
解
し
て

い
け
ば
、
要
所
要
所
の
問
題
は
、
他
所
で
も

生
じ
て
い
る
、
ま
た
は
生
じ
て
い
た
問
題
と

な
る
。
さ
ら
に
、
こ
う
し
た
問
題
は
、
社
会

環
境
の
変
化
に
よ
っ
て
生
じ
て
き
た
問
題
で

あ
り
、
常
に
変
化
を
続
け
て
い
る
。

　こ
の
よ
う
に
、
観
光
振
興
を
実
現
し
て
い

く
に
は
、
地
域
の
状
況
を
し
っ
か
り
と
観
察

し
つ
つ（
虫
の
目
）、そ
こ
だ
け
に
と
ら
わ
れ
ず
、

視
野
を
広
げ
全
体
を
俯
瞰
す
る（
鳥
の
目
）こ

と
で
、
問
題
の
構
造
や
、
す
で
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

さ
れ
て
き
た
解
決
策
な
ど
を
検
討
す
る
こ
と

が
重
要
と
な
る
。
さ
ら
に
、
常
に
環
境
は
変

化
し
て
い
く
と
考
え
、
こ
れ
か
ら
、
ど
の
よ
う

な
変
化
が
起
き
て
い
く
の
か
を
見
極
め
て
い

く（
魚
の
目
）が
、
必
要
と
な
る
だ
ろ
う
。

　グ
ロ
ー
カ
ル
と
い
う
言
葉
が
あ
る
よ
う

に
、
観
光
が
国
際
的
な
イ
シ
ュ
ー
と
な
っ
た

現
在
、
国
際
的
な
視
野
で
発
想
し
、
地
に
足

の
着
い
た
行
動
を
行
っ
て
い
く
こ
と
は
、
今

後
、
さ
ら
に
重
要
に
な
っ
て
い
く
だ
ろ
う
。

　問
題
に
直
面
し
た
ら
、
虫
の
目
、
鳥
の
目
、

魚
の
目
、
そ
れ
ぞ
れ
の
視
座
か
ら
事
象
を
と

ら
え
、
検
証
、
検
討
し
て
い
く
こ
と
が
、
効

率
的
、
効
果
的
な
観
光
地
域
づ
く
り
に
つ
な

が
る
ポ
イ
ン
ト
と
な
る
だ
ろ
う
。
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（
㈱
亀
の
井
別
荘
相
談
役
、
元
由
布
院
温
泉
観
光
協
会
会
長
）

1
9
3
4
年
、
北
由
布
村（
現
湯
布
院
町
）生
ま
れ
。
1
9
5
7
年

明
治
大
学
卒
業
後
、
東
宝
撮
影
所
に
入
社
。
1
9
6
2
年
、
父
の

他
界
を
機
に
帰
郷
し
、
旅
館
亀
の
井
別
荘
を
継
ぐ
。
1
9
8
0
年
、

㈱
亀
の
井
別
荘
代
表
取
締
役
社
長
に
就
任
、
湯
布
院
町
商
工
会
長
や
由
布
院
温
泉
観
光

協
会
会
長
を
歴
任
。
ゴ
ル
フ
場
建
設
計
画
に
対
す
る「
由
布
院
の
自
然
を
守
る
会
」の
結

成
や
、
大
分
県
中
部
地
震
に
よ
る
観
光
客
低
迷
に
対
す
る
辻
馬
車
、
ゆ
ふ
い
ん
音
楽
祭
、

湯
布
院
映
画
祭
、
牛
喰
い
絶
叫
大
会
等
の
様
々
な
イ
ベン
ト
の
企
画
等
、
由
布
院
の
文
化

と
自
然
資
源
を
育
て
る
ま
ち
お
こ
し
・
ま
ち
づ
く
り
を
展
開
。
著
書
に『
た
す
き
が
け
の
湯

布
院
』（
1
9
8
4
）、『
湯
布
院
幻
燈
譜
』（
1
9
9
5
）、『
湯
布
院
発
、
に
っ
ぽ
ん
村
へ
』

（
2
0
0
1
）、『
毛
づ
く
ろ
い
す
る
鳥
た
ち
の
よ
う
に
』（
共
著
・
2
0
0
5
）、『
由
布
院
に

吹
く
風
』（
2
0
0
6
）な
ど
が
あ
る
。

写真1）由布院盆地から見た由布岳と田園風景

　
つ
ま
り
誰
が
作
る
か
。「
風
の
料
理
人
」は
、

風
に
乗
っ
て
ど
こ
か
ら
か
や
っ
て
く
る
。
例

え
ば
ト
マ
ト
で
も
、
じ
ゃ
が
い
も
で
も
、
味

噌
で
も
、
胡
瓜
で
も
、
み
ん
な
「
外
」
か
ら

来
た
も
の
で
す
。
そ
し
て
大
事
な
こ
と
は
、

そ
の
と
き
必
ず
「
料
理
人
」
が
一
緒
に
来
る

の
で
す
。
物
だ
け
来
て
も
ど
う
し
た
ら
い
い

か
わ
か
ら
な
い
で
す
か
ら
。
料
理
人
が
来
て

ど
う
だ
、
飯
は
旨
い
だ
ろ
う
と
、
こ
の
小
麦

を
こ
ん
な
に
し
て
こ
ね
て
「
う
ど
ん
」
に
し

た
。だ
か
ら
料
理
人
が
必
ず
一
緒
に
来
ま
す
。

　
そ
の
よ
う
に
、
料
理
人
は
海
の
向
こ
う
か

ら
、
わ
く
わ
く
す
る
も
の
を
持
っ
て
一
緒
に

来
る
か
ら
、
風
の
料
理
人
。
風
の
食
材
・
風

の
食
卓
・
風
の
料
理
人
で
「
食
文
化
」
を
創

ろ
う
と
い
う
て
「
バ
ザ
ー
ル
運
動
」
に
も
繋

が
っ
て
い
き
、「
風
の
食
卓
運
動
」
を
今
も

や
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
け
ど
ね
。

地
域
の
ブ
レ
ン
ド
力

―
他
所
の
も
の
を

織
り
込
み

生
活
の
中
に
愉
し
み
を

創
る

―
地
域
の
外
か
ら
い
ろ
い
ろ
な
も
の
を
取
り

込
ん
で
ま
ち
が
発
展
し
て
き
た
由
布
院
で
、

そ
れ
を
象
徴
す
る
中
谷
さ
ん
の
言
葉
、
考
え

の
一
つ
が
「
地
域
の
ブ
レ
ン
ド
力
」〈
表
2
〉

〈
※
注
7
〉
か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

中
谷
　「
地
域
ブ
ラ
ン
ド
」
と
い
う
の
は
、

な
ん
か
い
や
ら
し
い
で
は
な
い
で
す
か
。「
そ

こ
だ
け
の
も
の
」
と
し
て
い
る
か
ら
で
す
。

例
え
ば
、
京
都
の
も
の
が
京
都
ブ
ラ
ン
ド
、

金
沢
の
も
の
が
金
沢
ブ
ラ
ン
ド
。
し
か
し
実

際
は
、
そ
こ
だ
け
の
も
の
は
な
い
の
で
す
。

あ
っ
ち
か
ら
も
こ
っ
ち
か
ら
も
長
い
時
間
を

か
け
て
入
っ
て
き
て
い
ま
す
。
ど
う
や
っ
て

た
く
さ
ん
の
も
の
を
「
生
活
の
中
」
に
織
り

込
ん
で
き
た
か
、
あ
る
い
は
織
り
込
ん
で
い

く
か
。
京
都
で
も
金
沢
で
も
、
中
国
や
他
の

国
々
、
地
域
か
ら
運
ば
れ
た
も
の
を
編
み
込

ん
で
き
て
い
ま
す
よ
ね
、
苦
労
し
な
が
ら
。

　
文
芸
評
論
家
の
保
田
與
重
郎
さ
ん
〈
※
注

8
〉
は
、
ご
ち
ゃ
ご
ち
ゃ
に
混
ぜ
て
味
も
な

く
、
栄
養
に
も
な
ら
な
い
「
蒟
蒻
」
を
愛
好

さ
れ
る
そ
う
で
す
。「
蒟
蒻
」
は
毒
で
、
現

在
の
よ
う
な
安
全
な
食
べ
方
に
な
る
ま
で
に

多
く
の
人
が
亡
く
な
っ
た
そ
う
で
す
。
し
か

も
栄
養
に
も
な
ら
な
い
、
そ
れ
を
一
生
懸
命

作
っ
て
き
た
こ
と
で
、「
蒟
蒻
」
は
今
も
ぜ

い
た
く
な
珍
味
・
必
需
品
で
す
。
栄
養
が
あ

る
、
旨
い
。
だ
か
ら
ど
ん
ど
ん
ど
ん
ど
ん
広

が
っ
て
地
域
文
化
に
な
る
か
と
い
う
と
、
そ

う
で
も
な
い
よ
う
で
す
。
蒟
蒻
は
、
元
は
中

国
か
ら
伝
わ
っ
た
も
の
だ
け
ど
、
日
本
で
は

好
ん
で
食
べ
る
文
化
が
続
い
て
い
て
、
蒟
蒻

屋
が
な
い
市
町
村
は
少
な
い
そ
う
で
す
。
そ

う
い
う
面
白
さ
を
考
え
る
と
「
地
域
ブ
ラ
ン

ド
」
と
い
う
の
は
乱
暴
な
言
い
方
で
、
ど
の

よ
う
に
生
活
に
ブ
レ
ン
ド
さ
れ
て
い
く
か
、

そ
こ
に
「
面
白
み
」
を
発
見
し
な
か
っ
た
ら
、

だ
、
塔
か
ら
矢
だ
け
を
射
て
占
領
し
て
も
、

バ
ザ
ー
ル
が
な
け
れ
ば
食
べ
る
も
の
が
得
ら

れ
な
い
の
で
す
。
イ
タ
リ
ア
の
小
さ
な
都
市

の
小
さ
な
町
に
行
く
と
、
広
場
が
あ
っ
て
、

大
概
そ
こ
に
お
金
を
交
換
す
る
銀
行
と
旅
人

が
泊
ま
る
ホ
テ
ル
が
あ
り
ま
す
。
銀
行
で
両

替
し
ま
す
し
、
必
需
品
を
交
換
す
る
バ
ザ
ー

ル
も
生
ま
れ
ま
す
。

　
住
ん
で
い
る
人
も
「
バ
ザ
ー
ル
」
で
生
活
し

ま
す
。
そ
こ
に
何
日
か
泊
ま
る
旅
人
も
「
バ

ザ
ー
ル
」で
生
活
し
ま
す
。「
一
泊
二
食
」や「
有

名
な
何
が
あ
り
ま
す
」
と
い
う
よ
う
な
観
光

は
、
ち
ょ
っ
と
違
う
だ
ろ
う
と
い
う
こ
と
を

言
い
た
い
で
す
。
一
軒
一
軒
の
家
庭
が
何
を

食
べ
る
と
か
、
第
一
級
の
ホ
テ
ル
で
あ
る
か
、

安
い
ホ
テ
ル
で
あ
る
か
み
た
い
な
こ
と
で
争

わ
な
く
て
も
、「
バ
ザ
ー
ル
」
さ
え
守
っ
て
い

け
れ
ば「
生
活
」は
そ
こ
に
保
た
れ
る
の
で
す
。

そ
れ
が
「
生
活
観
光
」
の
基
盤
に
な
り
ま
す
。

特
に
ユ
ー
ラ
シ
ア
大
陸
の
、「
作
る
よ
り
も

交
換
で
成
り
立
っ
て
き
た
、
あ
る
い
は
交
換

の
た
め
に
」
長
い
何
千
年
の
歴
史
を
育
ん
で

き
た
よ
う
な
と
こ
ろ
で
は
、
確
か
に
泥
棒
も

い
る
し
貧
し
さ
も
あ
る
け
れ
ど
も
、
バ
ザ
ー

ル
は
活
々
と
続
い
て
い
る
と
思
い
ま
し
た
。

　
し
か
し
、イ
タ
リ
ア
の
サ
ン
・
ジ
ミ
ニ
ャ
ー

ノ
の
町
も
、
そ
の
後
の
20
年
ぐ
ら
い
で
物
凄

く
変
わ
り
ま
し
た
。
最
初
に
行
っ
た
と
き
は

お
っ
ち
ゃ
ん
、
お
ば
さ
ん
、
少
年
た
ち
が
に

こ
っ
と
笑
っ
た
り
な
ん
か
し
な
が
ら
、
そ
の

辺
で
作
っ
た
よ
う
な
も
の
を
売
っ
て
い
ま
し

た
。
し
か
し
、
そ
れ
か
ら
20
年
く
ら
い
後
に

は
、
売
っ
て
い
る
も
の
は
イ
ン
ド
や
中
国
の

も
の
、
日
本
の
も
の
で
し
た
。

　
バ
ザ
ー
ル
は
た
し
か
に
何
百
年
で
も
残
る

け
れ
ど
も
、
見
事
に
変
わ
っ
た
り
も
す
る
、

あ
ま
り
あ
て
に
な
ら
な
い
。
何
が
そ
の
土
地

の
バ
ザ
ー
ル
を
そ
の
土
地
の
バ
ザ
ー
ル
た
ら

し
め
て
お
る
か
？
。
売
れ
る
も
の
、
売
れ
な

い
も
の
も
含
め
て
、そ
の
土
地
の「
バ
ザ
ー
ル
」

で
あ
り
続
け
る
、
そ
う
い
う
頑
固
さ
は
ど
こ

か
ら
き
て
い
る
の
か
、
そ
れ
は
建
物
か
ら
だ

と
思
う
。
建
物
が
な
い
と
、
つ
ま
り
空
間
が

な
い
と
バ
ザ
ー
ル
は
成
り
立
た
な
い
の
で
す
。

　
そ
れ
で
、
由
布
院
の
景
観
を
大
事
に
考
え

よ
う
と
運
動
を
起
こ
し
ま
し
た
。
バ
ザ
ー
ル

か
ら
暮
ら
し
へ
の
関
心
が
芽
生
え
、
景
観
、

建
築
へ
と
取
り
組
み
が
移
っ
て
い
き
ま
し
た
。

―
1
9
9
0
年
は
、「
潤
い
の
あ
る
町
づ
く
り

条
例
」が
制
定
さ
れ
る
と
と
も
に
、「
バ
ザ
ー

ル（
市
場
）の
あ
る
温
泉
リ
ゾ
ー
ト
村
・
構
想
」

が
由
布
院
観
光
の
長
期
ビ
ジ
ョ
ン
と
し
て
掲

げ
ら
れ
、「
由
布
院
観
光
総
合
事
務
所
」の
設

立
が
事
業
計
画
化
さ
れ
た
、「
由
布
院
の
エ

ポ
ッ
ク
」と
も
い
え
る
時
期
だ
っ
た
と
思
い
ま

す
。
同
時
に
90
年
の
湯
布
院
町『
町
勢
要
覧
』

で「
最
も
住
み
よ
い
町
こ
そ
勝
れ
た
観
光
地
で

あ
る
」と
い
う
理
念
が
大
き
く
謳
わ
れ
た
時

期
で
も
あ
り
ま
し
た〈
図
2
〉〈
※
注
6
〉。

　1
9
9
0
年
代
後
半
に「
ゆ
ふ
い
ん
建
築
・

環
境
デ
ザ
イ
ン
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」
が
作
成
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
そ
こ
に
至
る
流
れ
も
理
解

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

あ
り
ま
す
で
し
ょ
う
か
。

中
谷
　
料
理
と
い
う
も
の
は
ど
こ
か
「
わ
く

わ
く
」
し
ま
す
。
人
は
3
6
5
日
、
同
じ
も

の
を
食
べ
た
い
と
は
思
わ
な
い
わ
け
で
す
か

ら
目
新
し
い
と
か
、
そ
う
い
う
も
の
が
必
要

で
す
。
一
に
「
食
材
」、
二
に
「
お
客
」、
三
四

が
な
く
て
五
に
「
板
場
」（
笑
）
と
。
料
理
人

と
一
杯
呑
み
な
が
ら
ハ
ッ
パ
を
か
け
る（
笑
）。

　
食
材
は
、
で
き
る
だ
け
「
そ
こ
で
」
手
に

入
る
も
の
。
1
時
間
か
ら
2
時
間
く
ら
い
の

範
囲
で
行
政
区
域
は
関
係
な
い
。
運
ん
で
き

た
も
の
は
、「
風
の
食
卓
運
動
」の
中
で
の「
風

の
食
材
」
で
す
。
冷
凍
や
干
物
、
ま
し
て
海

外
で
作
ら
れ
た
も
の
、
船
で
運
ば
れ
た
も
の

を
最
初
か
ら
あ
て
に
す
る
な
。
風
の
中
か
ら

持
っ
て
こ
い
。
風
に
吹
か
れ
て
育
っ
た
食
材

を
獲
っ
て
く
る
と
い
う
こ
と
で「
風
の
食
材
」

と
呼
ん
で
い
ま
し
た
。

　
あ
と
は
「
風
の
食
卓
」。
そ
の
土
地
の
風
に

吹
か
れ
な
が
ら
「
風
吹
く
食
卓
」
で
食
べ
て
初

め
て
、
そ
こ
の
土
地
柄
の
味
が
す
る
の
で
す
。

地
方
の
観
光
地
の
板
場
が
、
京
都
の
ホ
テ
ル

で
出
す
よ
う
な
料
理
を
追
っ
か
け
て
も
仕
方

が
な
い
で
す
。
ま
ず
風
の
中
か
ら
「
食
材
」
を

運
ん
で
食
事
を
作
る
、
そ
し
て
「
風
の
食
卓
」

に
持
ち
出
し
て
食
べ
る
の
が
そ
の
土
地
の
料

理
…
。
風
の
食
材
、
風
の
食
卓
、
そ
し
て
、

最
後
が
「
風
の
料
理
人
」。

か
け
た
ら
ダ
メ
だ
」と
。
満
足
は
、
マ
ー
ケ
ッ

ト
で
言
う
と
「
向
こ
う
側
の
価
値
観
」
の
話
。

そ
う
で
は
な
く
、
こ
ち
ら
側
の
ホ
ス
ピ
タ
リ

テ
ィ
で
勝
負
す
る
。
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
は
こ

ち
ら
側
の
価
値
観
の
こ
と
な
の
で
す
。
ホ
ス

ピ
タ
リ
テ
ィ
（
自
分
の
個
性
、
価
値
観
）
を

考
え
ず
に
、入
っ
て
く
る「
旅
人
の
価
値
観
」、

満
足
を
追
い
求
め
て
観
光
を
し
て
い
る
と
市

場
が
崩
壊
し
ま
す
。「
崩
壊
し
な
い
よ
う
に
」

と
言
う
の
は
簡
単
で
す
が
、
実
行
す
る
の
は

や
っ
か
い
で
す
。「
私
た
ち
に
で
き
る
こ
と
、

私
た
ち
が
良
い
と
思
っ
て
い
る
も
の
は
こ
れ

な
ん
で
す
」と
言
っ
て
、「
砦
を
狭
く
造
っ
て
、

広
い
世
界
へ
売
る
」。
広
い
世
界
の
ホ
ス
ピ

タ
リ
テ
ィ
に
自
分
の
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
を
合

わ
せ
て
い
く
と
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
が
崩
壊
す
る

の
で
す
。

　
2
0
0
0
年
代
に
、
急
激
に
韓
国
・
台
湾
・

り
上
げ
て
く
れ
て
い
る
、
由
布
院
の
外
に
も
拠

点
が
あ
る
こ
と
が
由
布
院
の
ま
ち
づ
く
り
の
特

徴
な
の
だ
と
改
め
て
感
じ
ま
し
た〈
※
注
9
〉。

足
り
な
い
の
は
ハ
ン
ド
ル

―
外
に
開
き
、

何
を
取
り
入
れ

ま
ち
の
新
陳
代
謝
を

図
る
か

中
谷
　
由
布
院
の
中
で
は
、
親
戚
縁
者
が
ほ

ぼ
固
ま
っ
て
い
ま
す
ね
。
そ
の
固
ま
り
と
は

少
し
違
う
他
所
か
ら
入
っ
て
き
た
私
た
ち

は
、
バ
ザ
ー
ル
や
催
事
な
ど
で
人
を
集
め
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
ん
な
バ
ラ
バ
ラ
文
化

な
の
で
す
。
盆
地
の
中
で
は
農
協
は
か
っ
ち

り
し
て
い
ま
す
し
、
各
自
治
会
、
集
落
、
消

防
…
そ
う
い
う
の
は
し
っ
か
り
し
て
い
ま

す
。
な
ぜ
か
？

　
由
布
院
は「
隠
れ
キ
リ
シ
タ
ン
」の
村
だ
っ

た
か
ら
殿
様
が
い
な
い
。
殿
様
が
い
な
か
っ

た
ら
庄
屋
で
固
ま
る
以
外
な
い
の
で
す
。
室

町
時
代
ま
で
は
、
由
布
岳
に
自
生
す
る
楮
の

木
の
皮
を
使
っ
て
木
綿
を
織
っ
て
い
ま
し
た

が
、
関
ヶ
原
の
合
戦
以
降
は
、
そ
う
い
っ
た

も
の
が
全
て
禁
止
さ
れ
、
産
業
は
な
く
な
り

ま
し
た
。
し
か
し
、
ど
こ
か
で
食
っ
て
い
か

な
い
と
い
け
な
い
。
通
商
、
商
業
も
興
し
て

は
い
け
な
い
と
言
わ
れ
て
も
塩
が
な
か
っ
た

ら
一
日
も
生
き
ら
れ
ま
せ
ん
。
そ
の
他
農
器

具
・
金
物
も
で
す
。魚
は
塩
干
物
で「
無
塩（
生

鮮
）
は
な
し
」
と
い
っ
た
状
況
が
三
百
年
も

続
い
た
の
で
す
。
だ
か
ら
、
殿
様
へ
の
で
は

な
く
て
自
分
が
住
む
村
の
庄
屋
の
誰
々
さ
ん

へ
と
い
う
風
に
固
ま
っ
て
い
き
て
い
ま
す
。

　
ム
ラ
が
外
に
開
か
れ
て
い
な
い
と
生
活
が

成
り
立
た
な
い
と
い
う
実
態
は
あ
り
ま
し
た

が
、
明
治
に
急
に
開
国
さ
せ
ら
れ
て
も
ま
だ

1
0
0
年
ち
ょ
っ
と
く
ら
い
し
か
経
っ
て
い

な
い
の
で
、
す
ぐ
に
「
バ
ザ
ー
ル
の
精
神
」
へ

と
は
な
ら
な
い
で
す
。
そ
う
し
た
中
で
、
観

光
と
は
ま
た
別
の
意
味
で
外
か
ら
入
っ
て
く

る
も
の
に
目
が
向
い
た
の
で
す
。
別
府
で
は

そ
も
そ
も
外
国
鋼
船
を
入
れ
た
り
し
て
、
と

ん
で
も
な
い
こ
と
に
な
っ
た
な
あ
と
。
明
治

の
終
わ
り
頃
か
ら
影
響
を
受
け
は
じ
め
て
大

正
か
ら
こ
こ
ま
で
の
間
の
1
0
0
年
く
ら
い

の
生
の
感
動
を
探
っ
て
い
く
と
、
こ
の
村
の

特
性
が
把
握
で
き
る
と
同
時
に
ブ
ラ
ン
ド
で

は
な
く
て
ブ
レ
ン
ド
だ
と
。こ
こ
だ
け
を
守
っ

て
ブ
ラ
ン
ド
化
し
よ
う
と
思
っ
た
ら
生
き
て

い
け
な
い
。
だ
か
ら
ど
う
や
っ
て
上
手
く
ブ

レ
ン
ド
化
し
て
い
く
か
だ
と
思
い
ま
す
。

―
ブ
レ
ン
ド
に
関
連
す
る
も
の
と
し
て
、
ま

ち
の「
新
陳
代
謝
」〈
表
3
〉を
考
え
る
視
点
や
、

地
域
の
外
か
ら
入
っ
て
く
る
も
の
に
対
し
て

「
ブ
レ
ー
キ
で
は
な
く
ハ
ン
ド
ル
が
必
要
」〈
表

4
〉
と
い
う
視
点
は
、
長
年
の
実
践
を
通
じ

て
育
ま
れ
て
き
た
の
だ
と
感
じ
ま
す
。

ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
と
は

こ
ち
ら
側
の
価
値
観

―
取
り
入
れ
る
砦
は

自
分
の

ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
に

合
っ
た
分
だ
け
に
す
る

―
10
年
程
前
に
も
一
度
お
話
し
を
伺
い
ま
し

た
が
、
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
を
ど
の
よ
う
に
捉

え
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
か
、
改
め
て
聞
か
せ
て

く
だ
さ
い
〈
※
注
10
〉。
外
か
ら
取
り
入
れ
る

と
き
に
何
を
意
識
し
た
ら
よ
い
で
し
ょ
う
か
。

中
谷
　
当
時
あ
る
ホ
テ
ル
業
者
と
話
し
て
い

て
気
づ
い
た
の
で
す
が
、
外
国
か
ら
の
お
客

様
を
た
く
さ
ん
入
れ
て
い
る
そ
の
ホ
テ
ル
の

方
が
言
う
に
は
、「
お
客
様
の
満
足
を
追
い

由
布
院
か
ら
ス
イ
ス
に
戻
っ
て
行
か
れ
ま
し

た
。
そ
し
て
『
季
節
の
は
ざ
ま
で
』
と
い
う

映
画
を
創
ら
れ
ま
し
た
（
1
9
9
2
年
）。

そ
れ
は
自
分
が
山
城
み
た
い
な
古
い
ホ
テ
ル

で
子
供
の
時
代
を
過
ご
し
て
、
今
は
普
通
の

大
人
に
な
り
ま
し
た
と
い
う
内
容
の
映
画
で

す
。

　
映
画
が
完
成
し
た
と
き
に
招
待
状
が
来

て
、「
由
布
院
で
の
体
験
か
ら
、
世
界
中
の
人

に
自
分
の
映
画
を
見
せ
る
と
同
時
に
自
分
の

村
の
人
に
自
分
の
映
画
を
観
て
も
ら
う
と
い

う
こ
と
に
目
覚
め
た
。
そ
の
最
初
の
人
が
こ

の
人
だ
よ
と
紹
介
す
る
か
ら
来
て
く
れ
」
と
。

だ
け
ど
、
由
布
院
で
「
生
活
観
光
地
づ
く
り
」

を
し
て
い
た
の
で
行
か
な
か
っ
た
。
現
地
に

行
っ
た
と
し
て
も
単
な
る
ツ
ー
リ
ス
ト
、
観

光
視
察
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
で
し
ょ
う
。
た

だ
、
そ
の
後
し
ば
ら
く
し
て
、
シ
ュ
ミ
ッ
ト

監
督
は
癌
で
亡
く
な
り
ま
し
た
。
行
動
的
で

あ
れ
ば
よ
か
っ
た
と
今
は
思
い
ま
す
。

バ
ザ
ー
ル
の
思
想

―
あ
っ
ち
こ
っ
ち
で

作
っ
た
も
の
が

ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
に
混
在

―
生
活
観
光
地
、
保
養
温
泉
地
構
想
、
ク
ア

オ
ル
ト
構
想
な
ど
に
続
け
て
由
布
院
で
育
ま

れ
て
き
た
「
バ
ザ
ー
ル
の
思
想
」〈
表
1
〉〈
※

注
4
〉
に
焦
点
を
当
て
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
1
9
8
2
年
か
ら
始
ま
っ
た
「
食
べ
物

文
化
祭
」
で
は
、
自
ら
の
町
を
情
報
の
交
わ

る
ク
ロ
ス
ロ
ー
ド
の
町
、
バ
ザ
ー
ル
の
町
と

位
置
づ
け
、
世
界
各
国
の
料
理
を
テ
ー
マ
に

さ
れ
て
い
ま
し
た
ね
。
地
域
の
中
と
外
の
関

え
が
底
辺
に
あ
り
ま
す
。
そ
こ
が
一
村
一
品

の
分
か
り
に
く
い
点
で
あ
り
ま
し
た
し
、
分

か
り
に
く
い
か
ら
あ
あ
こ
れ
か
と
手
探
り
す

る
時
間
が
掛
か
り
ま
し
た
が
、
そ
れ
で
浸
透

し
た
と
い
う
側
面
も
あ
り
ま
す
け
ど
ね
。

　
だ
か
ら
、
そ
の
土
地
だ
け
の
一
泊
二
食
の

文
化
産
業
じ
ゃ
な
く
て
、
あ
っ
ち
こ
っ
ち
で

作
っ
た
も
の
が
集
ま
っ
て
こ
な
い
と
面
白
く

な
い
で
す
。
例
え
ば
、
ト
ル
コ
で
は
い
ろ
ん

な
料
理
が
出
て
き
ま
す
。
器
は
、
ペ
ル
シ
ャ

の
器
も
あ
り
ま
す
が
、
中
国
か
ら
の
器
も
た

く
さ
ん
入
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
ロ
シ
ア

か
ら
は
サ
モ
ワ
ー
ル
（
湯
沸
か
し
器
）
み
た

い
な
の
も
入
っ
て
き
て
い
ま
す
。
そ
う
い
っ

た
も
の
が
混
ぜ
こ
ぜ
に
そ
こ
に
あ
っ
て
、
し

か
も
そ
れ
が
破
綻
し
て
お
ら
ず
、
ダ
イ
ナ

ミ
ッ
ク
に
混
在
し
て
お
る
。
そ
れ
が
一
つ
の

バ
ザ
ー
ル
に
な
っ
て
い
ま
す
。

―
中
谷
さ
ん
の
「
市
場
が
あ
る
か
ら
、
文
・

物
が
移
出
入
し
、ム
ラ
が
世
界
に
つ
な
が
る
。

そ
れ
が
ム
ラ
の
消
費
文
化
を
豊
か
に
し
、
生

産
文
化
を
誘
発
す
る
。」〈
注
5
〉
と
い
う
言

葉
が
印
象
に
残
っ
て
い
ま
す
。

中
谷
　
ど
こ
の
地
域
に
行
っ
て
も
、
特
に
砂

漠
を
中
心
に
ユ
ー
ラ
シ
ア
大
陸
で
は
、
生
産

で
生
き
て
い
る
よ
り
も
、
あ
っ
ち
こ
っ
ち
か

ら
物
を
集
め
、
あ
る
い
は
出
荷
し
て「
バ
ザ
ー

ル
で
生
き
て
き
た
歴
史
」
が
長
い
で
す
よ
ね
。

広
大
な
モ
ン
ゴ
ル
か
ら
ア
ラ
ブ
を
越
え
て
、

果
て
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
至
る
、
そ
の
間
の
地

域
の
ほ
と
ん
ど
が
、「
バ
ザ
ー
ル
」
や
「
オ
ア

シ
ス
」
の
慰
労
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
生
き
て
い

る
わ
け
で
す
。
地
域
は
縮
こ
ま
っ
た
ら
い
け

な
い
と
い
う
思
い
が
あ
っ
た
の
で
す
。
由
布

院
は
、
い
っ
た
ん
は
縮
こ
ま
る
運
動
だ
っ
た

「
由
布
院
の
自
然
を
守
る
会
」。「
小
さ
な
別
府

や
熱
海
に
な
る
な
」
と
、
小
さ
い
「
家
庭
で
生

活
」
そ
の
も
の
を
魅
力
に
し
て
い
こ
う
と
し

ま
し
た
。

　
し
か
し
世
界
を
見
て
み
る
と
、「
そ
こ
で

何
が
で
き
た
か
」
の
話
題
よ
り
も
、「
そ
こ

に
何
が
運
ば
れ
て
き
た
か
」
と
い
う
話
題
の

方
が
よ
り
大
き
く
世
界
の
文
化
や
歴
史
を
変

え
て
き
て
い
ま
す
し
、
そ
の
上
で
保
た
れ
る

平
和
で
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
ね
。
地
域
主

義
の
戦
争
み
た
い
に
な
っ
て
も
駄
目
で
す
。

交
換
で

成
り
立
っ
て
き
た
歴
史

―
住
ん
で
い
る
人
も

滞
在
す
る
旅
人
も

勘
定
す
る

中
谷
　
イ
タ
リ
ア
に
サ
ン
・
ジ
ミ
ニ
ャ
ー
ノ

と
い
う
塔
の
町
が
あ
り
ま
す
。
周
り
か
ら
攻

め
ら
れ
た
と
き
に
戦
う
た
め
の
塔
で
す
。
た

い
ら
っ
し
ゃ
い
よ
」
と
言
え
る
よ
う
な
体
勢

と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
を
考
え
て
み
る
こ

と
が
重
要
で
す
。
こ
こ
ま
で
い
ら
し
て
頂
い

た
ら
、「
暮
ら
し
の
魅
力
」を
味
わ
え
ま
す
よ
。

由
布
院
は
、
空
間
が
ゆ
っ
た
り
し
て
い
ま
す

よ
。
都
会
と
は
異
な
る
「
の
ん
び
り
生
活
」

が
味
わ
え
ま
す
よ
。
都
会
の
あ
ち
こ
ち
で
は

皆
忙
し
そ
う
で
す
が
、
そ
れ
が
素
晴
ら
し
い

生
活
だ
と
は
思
え
ま
せ
ん
。
由
布
院
に
い
ら

し
て
「
あ
あ
生
き
て
い
る
、
こ
の
生
き
方
が

い
い
な
あ
」
と
思
っ
て
頂
け
れ
ば
「
生
活
観

光
」
は
成
り
立
つ
と
思
う
の
で
す
。

平
和
な
家
族
の
暮
ら
し

―
ス
イ
ス
の
中
を

守
っ
た
の
で
は

ス
イ
ス
の
中
で
生
き
る

自
分
の
家
族
を
守
れ
な
い

―
生
活
自
体
の
豊
か
さ
、
生
き
方
が
生
活
観

光
の
核
と
な
る
と
思
い
ま
す
が
、
地
域
の
中

と
外
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
ど
の
よ
う
に

考
え
て
お
ら
れ
ま
し
た
か
。
由
布
院
の
ま
ち

は
、
外
か
ら
の
憧
れ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
採
り

入
れ
て
発
展
し
て
き
た
と
実
際
に
感
じ
ま
す
。

　ま
ず
映
画
監
督
ダ
ニ
エ
ル
・
シ
ュ
ミ
ッ
ト

氏
〈
※
注
3
〉
と
の
出
会
い
と
そ
こ
か
ら
生

ま
れ
た
考
え
な
ど
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

中
谷
　
湯
布
院
映
画
祭
の
仲
間
で
、
一
緒
に

映
画
祭
を
創
っ
て
き
た
田
井
肇
氏
（
大
分
・
ミ

ニ
シ
ア
タ
ー
「
シ
ネ
マ
5
」
支
配
人
）が

1
9
8
8
年
に
ダ
ニ
エ
ル
・
シ
ュ
ミ
ッ
ト
監
督
を

由
布
院
に
招
き
ま
し
た
。
そ
の
時
の
様
子
は

冊
子
〈
図
1
〉
に
な
っ
て
い
ま
す
。
シ
ュ
ミ
ッ

ト
監
督
と
一
緒
に
風
呂
に
入
っ
た
り
、
み
ん

な
で
ゴ
ロ
ゴ
ロ
し
た
り
…
。
シ
ュ
ミ
ッ
ト
監

督
は
3
日
ほ
ど
泊
ま
ら
れ
ま
し
た
。「
サ
ロ
ン
・

雪
安
居
」で
シ
ュ
ミ
ッ
ト
監
督
の
作
品
を
最
新

の
レ
ー
ザ
ー
デ
ィ
ス
ク
で
観
て
も
ら
っ
た
の

で
す
が
、
大
変
驚
か
れ
た
。
日
本
国
の
九
州

島
の
由
布
院
で
自
分
の
作
品
が
最
新
の
レ
ー

ザ
ー
デ
ィ
ス
ク
で
観
ら
れ
る
日
本
と
い
う
の

は
何
と
不
思
議
な
国
だ
と
言
わ
れ
ま
し
た
。

　
ご
存
知
の
通
り
ス
イ
ス
は
周
り
が
列
強
で

攻
め
ら
れ
た
ら
ひ
と
た
ま
り
も
な
い
。
ど
う

す
る
？
あ
ん
な
に
素
晴
ら
し
い
と
こ
ろ
に

「
攻
め
込
ん
で
叩
き
潰
す
わ
け
に
は
い
か
ん

ぞ
」
と
、
周
り
の
列
強
が
思
っ
て
く
れ
る
為

に
自
分
は
映
画
を
創
る
と
仰
っ
た
。
映
画
を

列
強
に
持
ち
出
し
て
映
画
を
観
て
も
ら
う
こ

と
が
「
ス
イ
ス
を
守
る
」
こ
と
に
な
る
と
…
。

そ
れ
以
外
に
自
分
の
家
族
を
守
り
、
ス
イ
ス

が
生
き
延
び
て
い
く
方
法
は
な
い
と
。
だ
か

ら
自
分
が
創
っ
て
い
る
映
画
に
は
情
念
が
満

ち
て
い
る
と
言
っ
て
い
ま
し
た
ね
。

　
由
布
院
に
来
て
み
た
ら
、「
撮
影
所
が
な

い
」
と
い
う
こ
と
は
ス
イ
ス
も
同
じ
だ
。
同

じ
よ
う
に
撮
影
所
が
な
い
の
に
、
ス
イ
ス
は

外
国
で
映
画
を
創
っ
て
ま
で
も
「
ス
イ
ス
は

素
晴
ら
し
い
と
こ
ろ
だ
」
と
世
界
中
に
発
信

し
よ
う
と
し
て
お
る
の
だ
け
ど
も
、
由
布
院

は
世
界
中
で
作
ら
れ
た
映
画
を
町
中
で
上
映

し
て
、「
世
界
に
は
こ
ん
な
素
晴
ら
し
い
暮

ら
し
が
あ
り
ま
っ
せ
」
と
い
う
「
祭
り
」
を

や
っ
て
い
る
、
真
逆
だ
と
。「
そ
の
お
か
げ

で
今
夜
、
皆
様
と
一
緒
に
、
楽
し
く
自
分
の

映
画
を
上
映
し
て
も
ら
っ
て
い
る
…
。
こ
の

不
思
議
な
出
会
い
こ
そ
」
み
た
い
な
こ
と
で

当
日
は
盛
り
上
が
っ
た
わ
け
で
す
。
シ
ュ

ミ
ッ
ト
監
督
は
、「
世
界
の
方
々
よ
、
見
て

く
だ
さ
い
。
ス
イ
ス
は
こ
ん
な
素
晴
ら
し
い

国
だ
」
と
い
う
よ
う
な
大
そ
れ
た
も
の
で
は

な
く
て
、
ス
イ
ス
の
「
自
分
の
村
の
人
達
」

を
招
い
て
観
て
も
ら
う
た
め
に
、「
村
の
人

達
の
た
め
の
映
画
」
を
創
る
、
と
言
っ
て
、

し
た
。
小
屋
に
は
4
ル
ー
ム
く
ら
い
し
か
な

い
の
で
す
が
、
ゆ
っ
く
り
食
べ
て
い
っ
て
く
れ

と
い
う
雰
囲
気
の
と
こ
ろ
で
し
た
。
世
界
的

規
模
で
見
れ
ば
あ
っ
た
の
で
す
が
、
当
時
日

本
で
は
、「
生
活
に
切
り
込
ん
だ
イ
メ
ー
ジ
の

観
光
」は
、
あ
ま
り
聞
か
な
か
っ
た
で
す
。

そ
の
土
地
の
人
が

お
客
に
な
る

他
所
の
人
も

ご
ち
ゃ
混
ぜ
に
出
会
う

中
谷
　
ス
ペ
イ
ン
と
フ
ラ
ン
ス
に
跨
っ
て
い

る
バ
ス
ク
地
方
の
ま
ち
ビ
ル
バ
オ
市
は
、
人

口
1
万
人
あ
た
り
の
バ
ー
の
数
が
世
界
で
一

番
多
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
こ
の
観
光

は
、
別
荘
観
光
で
も
な
く
、
も
ち
ろ
ん
歓
楽

型
の
観
光
で
も
な
い
で
す
。
そ
れ
は
な
ん
だ

と
い
う
と
「
生
活
観
光
」
と
し
か
言
い
よ
う

が
な
い
の
で
す
。

　
当
時
の
日
本
で
は
、
お
客
は
、
毎
晩
毎
晩
、

他
所
か
ら
わ
ー
っ
と
来
て
、
そ
れ
を
迎
え
る

の
が
地
元
の
人
と
い
う
構
図
に
な
り
ま
す
。

そ
こ
で
は
、
お
迎
え
す
る
の
は
地
元
の
人
で
、

来
る
の
は
外
か
ら
の
客
、
と
い
う
よ
う
に
分
か

れ
て
い
き
ま
す
。
客
が
増
え
て
い
く
と
地
元

も
当
然
内
部
だ
け
で
は
人
手
が
足
り
な
い
の

で
、
他
所
か
ら
人
を
入
れ
ま
す
。
迎
え
る
軍

団
も
他
所
か
ら
、
客
と
し
て
入
っ
て
く
る
人

も
他
所
か
ら
、
こ
こ
は
場
所
を
提
供
し
て
い

る
だ
け
み
た
い
な
感
じ
に
な
っ
て
い
き
ま
す
。

　
し
か
し
、
ビ
ル
バ
オ
・
グ
ッ
ケ
ン
ハ
イ
ム

美
術
館
の
あ
る
バ
ス
ク
で
は
お
客
は
い
つ
も

い
る
の
で
す
。
私
が
何
日
か
滞
在
し
て
い
た

ら
同
じ
よ
う
な
お
客
が
多
く
い
ま
し
た
。
そ

れ
は
そ
の
ま
ち
の
人
達
で
し
た
。

　
そ
の
よ
う
な
具
合
で
い
ろ
い
ろ
な
と
こ
ろ

か
ら
い
ろ
い
ろ
な
人
が
来
ま
す
。
な
ぜ
そ
の

場
が
流
行
っ
て
い
る
か
と
い
う
と
、
土
地
の

人
が
お
客
に
な
る
か
ら
で
す
。
バ
ー
は
い
い

加
減
に
作
っ
て
、
大
工
仕
事
も
み
ん
な
が
担

い
ま
す
。
お
客
の
半
分
く
ら
い
は
漁
師
で
、

自
分
で
獲
っ
て
魚
を
た
だ
で
持
ち
込
む
。
そ

れ
を
商
品
に
し
て
、
わ
ー
っ
と
盛
り
上
が
る
。

自
分
が
魚
を
料
理
し
て
「
い
ら
っ
し
ゃ
い
」

と
呼
び
な
が
ら
、
自
分
も
お
客
と
な
っ
て
お

る
。
お
客
の
半
分
は
「
バ
ー
の
側
」
と
い
う
の

は
、
ど
こ
か
お
か
し
い
の
だ
け
れ
ど
、
そ
の

よ
う
な
状
況
に
あ
る
こ
と
が
「
生
活
観
光
地
」

の
特
性
で
あ
り
、
生
活
そ
の
も
の
を
観
光
に

し
て
し
ま
う
こ
と
で
も
あ
る
の
で
す
。

　
山
村
の
田
舎
で
は
、
海
に
行
っ
て
魚
を

漁
っ
て
き
て
「
み
ん
な
食
っ
て
く
れ
」
と
い

う
風
に
は
い
き
ま
せ
ん
が
、「
う
ち
の
卵
は

特
別
だ
か
ら
」「
こ
の
豚
の
肉
は
他
で
は
食

べ
ら
れ
な
い
」
と
い
う
よ
う
な
生
産
者
が
だ

ん
だ
ん
出
て
き
ま
し
た
。
生
活
の
中
に
あ
る

豊
か
さ
、
生
活
自
体
の
豊
か
さ
を
観
光
の
資

源
に
し
て
い
る
。
そ
れ
を
巡
っ
て
地
元
の
人

も
他
所
の
人
も
ご
ち
ゃ
混
ぜ
に
な
っ
て
出
会

う
と
い
う
こ
と
が
「
生
活
観
光
」
だ
と
、
由

布
院
で
実
践
し
て
い
く
中
で
少
し
ず
つ
確
認

さ
れ
て
き
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

こ
の
土
地
で

い
い
生
き
方
を

し
て
い
る
と

旅
人
に
も
思
う
て
も
ら
う

中
谷
　
ス
イ
ス
に
は
、
プ
ロ
の
観
光
ノ
ウ
ハ

ウ
を
学
ぶ
た
め
の
有
名
な
ホ
テ
ル
学
校
が
あ

り
ま
す
。
お
客
さ
ま
は
こ
ん
な
具
合
で
、
だ

か
ら
サ
ー
ビ
ス
す
る
側
は
こ
ん
な
風
に
と
…
。

　
そ
の
真
逆
を
行
く
の
が
「
生
活
観
光
」
で

す
。
ま
ず
は
暮
ら
し
の
魅
力
が
あ
り
、
そ
れ

を
旅
人
に
味
わ
っ
て
も
ら
う
た
め
に
コ
レ
コ

レ
の
仕
掛
け
や
サ
ー
ビ
ス
を
用
意
す
る
、
と

い
う
考
え
で
す
。
イ
タ
リ
ア
の
村
で
は
よ
く

見
ら
れ
ま
す
。

―
1
9
7
1
年
の
北
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
旅
行
の

報
告「
生
活
観
光
地
に
つ
い
て
」で
は
、
4
つ

の
地
域
が
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
う
ち

の
一
つ
、
ウ
ィ
ー
ン
の
北
西
に
あ
る
小
さ
な
村

は
庭
先
で
ワ
イ
ン
を
提
供
す
る
観
光
地
で
し

た
。
た
だ
そ
こ
で
ゆ
っ
く
り
味
わ
え
な
い
状

況
を
目
の
当
た
り
に
し
て
、「
押
し
寄
せ
て
く

る
国
際
観
光
の
波
を
巧
く
制
御
し
て
自
分
た

ち
の
生
活
の
リ
ズ
ム
に
合
わ
さ
せ
る
こ
と
が

重
要
」〈
※
注
2
〉と
も
書
か
れ
て
い
ま
す
ね
。

中
谷
　「
生
活
の
魅
力
を
味
わ
い
た
い
な
ら

生
活
観
光
地
へ
の
着
想

―
観
光
の
中
身
、

そ
れ
は
生
活
そ
の
も
の
が

素
晴
ら
し
い
こ
と

―
由
布
院
の
ま
ち
づ
く
り
を
端
的
に
表
す
言

葉
の
一
つ
「
生
活
観
光
地
」
の
初
出
は
、
私
が

地
域
の
ブ
レ
ン
ド
力
を
磨
く

こ
の
土
地
に
運
ば
れ
た
も
の
を
暮
ら
し
に
編
み
込
む

由
布
院
温
泉（
大
分
県
）

自
主
研
究
報
告

地
域
の
哲
学
と
観
光
の
あ
り
方
に
関
す
る

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
記
録

観
光

研
究
最
前
線

観
光
地
が
成
長
・
成
熟
し
て
い
く
過
程
で
は
、
生
活
と
観
光
の
間
に
摩
擦
が
生
じ
、
そ

の
調
和
が
問
わ
れ
る
場
面
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
の
観
光
の
あ
り
方

が
模
索
さ
れ
る
今
、
1
9
7
0
年
代
前
後
か
ら「
生
活
観
光
地
」
を
掲
げ
、
そ
の
実
現

を
目
指
し
て
現
在
も
歩
み
続
け
る
由
布
院
温
泉
の
中
谷
健
太
郎
氏
に
半
世
紀
に
わ
た
る

ま
ち
づ
く
り
と
観
光
に
つ
い
て
伺
い
ま
し
た
。
テ
ー
マ
は
、
地
域
の
中
と
外
の
関
係
。
と

り
わ
け
1
9
9
0
年
代
以
降
、
生
活
と
観
光
の
バ
ラ
ン
ス
を
模
索
し
つ
つ
、「
花
咲
く
よ

り
も
、根
を
肥
や
せ
」と
生
活
の
充
実
を一層
図
っ
て
い
く
と
同
時
に
、「
バ
ザ
ー
ル
の
思
想
」

を
は
じ
め
地
域
の
中
と
外
と
の
望
ま
し
い
関
係
を
手
探
っ
て
き
た
、
そ
の
歩
み
の
中
に
、

今
後
の
我
が
国
の
観
光
へ
の
示
唆
が
詰
ま
っ
て
い
る
と
考
え
ま
す（
以
下
、
中
谷
氏
の
著

書
と
併
せ
て
ご
覧
く
だ
さ
い
）。

な
っ
た
当
時
は
、
日
本
で
は
「
観
光
地
」
と

い
う
と
、
別
府
や
熱
海
の
よ
う
な
歓
楽
型
の

観
光
地
の
イ
メ
ー
ジ
が
中
心
で
し
た
。
そ
の

他
に
軽
井
沢
に
代
表
さ
れ
る
別
荘
地
と
し
て

の
観
光
地
も
あ
り
ま
し
た
。
た
だ
、「
生
活

そ
の
も
の
が
素
晴
ら
し
い
」
と
い
う
発
想
の

観
光
地
は
あ
ま
り
な
か
っ
た
で
す
。

　
し
か
し
、グ
リ
ム
童
話
を
は
じ
め
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
の
古
い
物
語
な
ど
で
は
、
村
に
行
く
と
旅

籠
で
泊
め
て
も
ら
い
農
村
観
光
も
で
き
る
。

そ
の
よ
う
な
旅
が
既
に
描
か
れ
て
い
ま
し
た
。

今
で
も
イ
タ
リ
ア
の
ト
ス
カ
ー
ナ
地
方
あ
た

り
で
は
、
一
週
間
単
位
で
外
か
ら
訪
れ
た
人

が
悠
々
と
滞
在
し
て
い
ま
す
が
、
最
初
現
地

を
訪
れ
た
時
は
、
こ
れ
は
な
ん
だ
と
感
じ
ま

し
た
。
ド
イ
ツ
の
農
村
で
も
同
じ
よ
う
に
一

週
間
ほ
ど
泊
め
て
も
ら
い
ま
し
た
。
そ
の
家

調
べ
た
限
り
で
は
、
町
造
り
雑
誌
『
花
水
樹
』

「
北
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
旅
の
報
告
書
＝
1
」
で
し

た
。
海
外
で
の
初
め
て
の
旅
（
1
9
7
1
年
）

も
含
め
て
、
海
外
の
旅
先
か
ら
得
ら
れ
た
気

づ
き
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
し
た
か
〈
※

注
1
〉。

中
谷
　
私
が
ま
ち
づ
く
り
に
関
わ
る
よ
う
に

「
観
光
」
を
し
て
も
仕
方
が
な
い
ん
じ
ゃ
な

い
か
と
思
い
ま
す
。

由
布
院
人

―
地
域
は
色
ん
な

人
物
が
登
場
す
る
舞
台

―
ブ
レ
ン
ド
す
る
中
で
ヒ
ト
の
存
在
や
つ
な

が
り
は
非
常
に
重
要
だ
と
思
い
ま
す
が
、「
由

布
院
人
」
と
い
う
言
葉
や
考
え
は
ど
の
よ
う

に
生
ま
れ
ま
し
た
か
。

中
谷
　「
由
布
院
人
」
と
い
う
言
葉
は
、
今

は
あ
ま
り
言
わ
れ
ま
せ
ん
が
、「
市
町
村
合

併
反
対
運
動
」
の
と
き
に
生
ま
れ
た
言
葉
で

す
。「
み
ん
な
由
布
院
人
」
と
黄
色
の
ジ
ャ

ン
パ
ー
に
入
れ
ま
し
た
。
由
布
院
人
と
い
う

言
葉
が
持
っ
て
い
る
土
着
性
は
、
由
布
市
民

と
言
っ
た
ら
消
え
て
し
ま
う
で
し
ょ
う
？

　
地
域
の
上
に
暮
ら
し
を
立
て
よ
う
、
と
い
う

の
が
地
域
主
義
で
、
ま
ず
は
地
域
を
中
心
に
考

え
ま
す
。
た
だ
、
地
域
は
い
ろ
い
ろ
な
人
物
が

登
場
す
る
舞
台
で
も
あ
り
ま
す
。
登
場
し
て
き

た
人
は
、
舞
台
に
い
る
間
は
皆「
地
域
の
人
」な

の
で
す
。
そ
れ
だ
け
で
な
く
、
そ
の
人
が
帰
っ

て
も
関
係
が
持
続
し
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、
外

に
い
て
も「
由
布
院
人
」で
し
ょ
う
。

―
ム
ラ
の
外
の「
ブ
レ
ン
ド
・
ス
タ
ッ
フ
」が
力

を
貸
し
て
く
れ
て
、「
由
布
院
ブ
ラ
ン
ド
」 

を
盛

中
国
の
旅
客
が
増
え
る
中
で
、
そ
の
人
た
ち

か
ら
「
あ
ん
た
由
布
院
人
か
？
」
と
問
わ
れ

ま
し
た
。
そ
の
と
き
に
、
由
布
院
在
住
歴
の

長
短
に
関
わ
ら
ず
、「
そ
う
で
す
！
」
と
答

え
ら
れ
る
か
ど
う
か
で
、
相
手
の
評
価
が
決

ま
り
ま
す
。「
わ
し
は
先
祖
代
々
」
と
い
う

よ
う
な
言
い
訳
つ
き
の
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
は

通
用
し
ま
せ
ん
。
言
い
訳
な
し
の
「
地
域
バ

ザ
ー
ル
の
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
」
を
体
で
表
現

で
き
る
か
？
が
、
新
し
い
「
人
間
の
測
り
方
」

に
な
っ
て
く
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

＊
中
谷
健
太
郎
氏
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
実

施
及
び
記
録
の
作
成
に
あ
た
っ
て
は
、
由
布

院
の
百
年
・
編
集
サ
ロ
ン
事
務
局
の
平
野
美

和
子
氏
に
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
こ
こ
に

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

2
0
2
1
年
3
月
30
日

庄
屋
サ
ロ
ン
（「
亀
の
井
別
荘
」
敷
地
内
に
あ

る
古
民
家
）
に
て
（
2
0
2
4
年
、「
父
の
本

棚
」
に
改
名
）

聞
き
手
・
編
集
：
後
藤
健
太
郎
（
公
益
財
団

法
人
日
本
交
通
公
社
主
任
研
究
員
）

係
と
い
う
点
で
見
れ
ば
、「
牛
一
頭
牧
場
運

動
」、「
牛
喰
い
絶
叫
大
会
」〈
写
真
2
〉
な
ど

が
そ
の
前
か
ら
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
。

中
谷
　
一
泊
二
食
の
旅
人
た
ち
が
観
光
の
中

核
に
な
っ
て
い
ま
す
し
、
ど
こ
で
も
旅
館
組

合
、つ
ま
り
宿
屋
さ
ん
が
強
い
で
す
。し
か
し
、

そ
こ
を「
生
活
観
光
地
」と
い
う
目
で
見
る
と
、

旅
館
の
人
た
ち
も
旅
館
の
中
だ
け
で
生
活
し

て
い
る
わ
け
じ
ゃ
な
い
。
こ
の
地
域
周
辺
の

産
物
を
集
め
た
り
、
出
荷
し
た
り
消
費
し
た

り
し
て
生
活
が
成
り
立
っ
て
い
る
の
で
す
。

一
村
一
品
の
生
産
・
出
荷
だ
け
で
は
生
活
は

成
り
立
た
な
い
。
う
ち
か
ら
市
場
に
持
っ
て

い
っ
て
、
そ
れ
が
集
ま
る
と
「
一
村
が
百
品
」

に
な
っ
た
り
す
る
の
で
す
。
そ
の
よ
う
な「
取

り
組
み
」
を
大
分
県
（
平
松
知
事
）
が
音
頭
を

採
っ
て
く
れ
て
、「
地
域
の
バ
ザ
ー
ル
思
想
」

が
具
体
的
に
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。「
一
品
だ

け
食
べ
て
満
足
と
は
な
ら
な
い
」、
と
い
う
考

中
谷
健
太
郎（
な
か
や
・
け
ん
た
ろ
う
）

が
経
営
し
て
い
る
葡
萄
畑
で
は
「
勝
手
に
葡

萄
食
べ
て
い
い
よ
。
土
に
手
を
入
れ
て
み
て

く
だ
さ
い
。
手
が
こ
こ
ま
で
入
る
よ
う
な
畑

の
柔
ら
か
さ
で
す
よ
」
と
。
と
ん
で
も
な
く

高
い
ワ
イ
ン
を
と
は
い
き
ま
せ
ん
が
、
家
で

作
っ
た
ワ
イ
ン
を
樽
か
ら
瓶
に
注
い
で
飲
み

ま
す
。
そ
う
い
う
観
光
地
を
イ
タ
リ
ア
と
ド

イ
ツ
で
体
験
し
ま
し
た
。
ま
た
、
フ
ラ
ン
ス

で
も
葡
萄
畑
を
持
っ
た
人
と
結
婚
し
た
日
本

人
の
と
こ
ろ
で
滞
在
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

見
渡
す
限
り
に
広
が
る
葡
萄
畑
の
中
で
ワ
イ

ン
を
飲
ん
だ
り
す
る
の
は
素
晴
ら
し
い
生
活
、

過
ご
し
方
だ
な
と
思
い
ま
し
た
。

　
日
本
の
銀
座
と
青
山
に
も
店
を
出
し
た
フ

ラ
ン
ス
人
シ
ェ
フ
の
ア
ラ
ン
デ
ュ
カ
ス
氏
が
ス

ペ
イ
ン
の
田
舎
に
レ
ス
ト
ラ
ン
を
開
か
れ
ま

し
た
。
そ
こ
で
は
ア
ヒ
ル
が
歩
き
、
羊
も
い
ま

料
理
人
は
外
か
ら

わ
く
わ
く
す
る
も
の
を

持
っ
て
く
る

―
2
0
0
0
年
代
に
始
ま
っ
た
取
り
組
み
の

一
つ
に
「
由
布
院
盆
地
風
の
食
卓
祭
」
が
あ

り
ま
す
。
バ
ザ
ー
ル
と
ど
の
よ
う
な
関
係
に
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（
㈱
亀
の
井
別
荘
相
談
役
、
元
由
布
院
温
泉
観
光
協
会
会
長
）

1
9
3
4
年
、
北
由
布
村（
現
湯
布
院
町
）生
ま
れ
。
1
9
5
7
年

明
治
大
学
卒
業
後
、
東
宝
撮
影
所
に
入
社
。
1
9
6
2
年
、
父
の

他
界
を
機
に
帰
郷
し
、
旅
館
亀
の
井
別
荘
を
継
ぐ
。
1
9
8
0
年
、

㈱
亀
の
井
別
荘
代
表
取
締
役
社
長
に
就
任
、
湯
布
院
町
商
工
会
長
や
由
布
院
温
泉
観
光

協
会
会
長
を
歴
任
。
ゴ
ル
フ
場
建
設
計
画
に
対
す
る「
由
布
院
の
自
然
を
守
る
会
」の
結

成
や
、
大
分
県
中
部
地
震
に
よ
る
観
光
客
低
迷
に
対
す
る
辻
馬
車
、
ゆ
ふ
い
ん
音
楽
祭
、

湯
布
院
映
画
祭
、
牛
喰
い
絶
叫
大
会
等
の
様
々
な
イ
ベン
ト
の
企
画
等
、
由
布
院
の
文
化

と
自
然
資
源
を
育
て
る
ま
ち
お
こ
し
・
ま
ち
づ
く
り
を
展
開
。
著
書
に『
た
す
き
が
け
の
湯

布
院
』（
1
9
8
4
）、『
湯
布
院
幻
燈
譜
』（
1
9
9
5
）、『
湯
布
院
発
、
に
っ
ぽ
ん
村
へ
』

（
2
0
0
1
）、『
毛
づ
く
ろ
い
す
る
鳥
た
ち
の
よ
う
に
』（
共
著
・
2
0
0
5
）、『
由
布
院
に

吹
く
風
』（
2
0
0
6
）な
ど
が
あ
る
。

写真1）由布院盆地から見た由布岳と田園風景

　
つ
ま
り
誰
が
作
る
か
。「
風
の
料
理
人
」は
、

風
に
乗
っ
て
ど
こ
か
ら
か
や
っ
て
く
る
。
例

え
ば
ト
マ
ト
で
も
、
じ
ゃ
が
い
も
で
も
、
味

噌
で
も
、
胡
瓜
で
も
、
み
ん
な
「
外
」
か
ら

来
た
も
の
で
す
。
そ
し
て
大
事
な
こ
と
は
、

そ
の
と
き
必
ず
「
料
理
人
」
が
一
緒
に
来
る

の
で
す
。
物
だ
け
来
て
も
ど
う
し
た
ら
い
い

か
わ
か
ら
な
い
で
す
か
ら
。
料
理
人
が
来
て

ど
う
だ
、
飯
は
旨
い
だ
ろ
う
と
、
こ
の
小
麦

を
こ
ん
な
に
し
て
こ
ね
て
「
う
ど
ん
」
に
し

た
。だ
か
ら
料
理
人
が
必
ず
一
緒
に
来
ま
す
。

　
そ
の
よ
う
に
、
料
理
人
は
海
の
向
こ
う
か

ら
、
わ
く
わ
く
す
る
も
の
を
持
っ
て
一
緒
に

来
る
か
ら
、
風
の
料
理
人
。
風
の
食
材
・
風

の
食
卓
・
風
の
料
理
人
で
「
食
文
化
」
を
創

ろ
う
と
い
う
て
「
バ
ザ
ー
ル
運
動
」
に
も
繋

が
っ
て
い
き
、「
風
の
食
卓
運
動
」
を
今
も

や
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
け
ど
ね
。

地
域
の
ブ
レ
ン
ド
力

―
他
所
の
も
の
を

織
り
込
み

生
活
の
中
に
愉
し
み
を

創
る

―
地
域
の
外
か
ら
い
ろ
い
ろ
な
も
の
を
取
り

込
ん
で
ま
ち
が
発
展
し
て
き
た
由
布
院
で
、

そ
れ
を
象
徴
す
る
中
谷
さ
ん
の
言
葉
、
考
え

の
一
つ
が
「
地
域
の
ブ
レ
ン
ド
力
」〈
表
2
〉

〈
※
注
7
〉
か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

中
谷
　「
地
域
ブ
ラ
ン
ド
」
と
い
う
の
は
、

な
ん
か
い
や
ら
し
い
で
は
な
い
で
す
か
。「
そ

こ
だ
け
の
も
の
」
と
し
て
い
る
か
ら
で
す
。

例
え
ば
、
京
都
の
も
の
が
京
都
ブ
ラ
ン
ド
、

金
沢
の
も
の
が
金
沢
ブ
ラ
ン
ド
。
し
か
し
実

際
は
、
そ
こ
だ
け
の
も
の
は
な
い
の
で
す
。

あ
っ
ち
か
ら
も
こ
っ
ち
か
ら
も
長
い
時
間
を

か
け
て
入
っ
て
き
て
い
ま
す
。
ど
う
や
っ
て

た
く
さ
ん
の
も
の
を
「
生
活
の
中
」
に
織
り

込
ん
で
き
た
か
、
あ
る
い
は
織
り
込
ん
で
い

く
か
。
京
都
で
も
金
沢
で
も
、
中
国
や
他
の

国
々
、
地
域
か
ら
運
ば
れ
た
も
の
を
編
み
込

ん
で
き
て
い
ま
す
よ
ね
、
苦
労
し
な
が
ら
。

　
文
芸
評
論
家
の
保
田
與
重
郎
さ
ん
〈
※
注

8
〉
は
、
ご
ち
ゃ
ご
ち
ゃ
に
混
ぜ
て
味
も
な

く
、
栄
養
に
も
な
ら
な
い
「
蒟
蒻
」
を
愛
好

さ
れ
る
そ
う
で
す
。「
蒟
蒻
」
は
毒
で
、
現

在
の
よ
う
な
安
全
な
食
べ
方
に
な
る
ま
で
に

多
く
の
人
が
亡
く
な
っ
た
そ
う
で
す
。
し
か

も
栄
養
に
も
な
ら
な
い
、
そ
れ
を
一
生
懸
命

作
っ
て
き
た
こ
と
で
、「
蒟
蒻
」
は
今
も
ぜ

い
た
く
な
珍
味
・
必
需
品
で
す
。
栄
養
が
あ

る
、
旨
い
。
だ
か
ら
ど
ん
ど
ん
ど
ん
ど
ん
広

が
っ
て
地
域
文
化
に
な
る
か
と
い
う
と
、
そ

う
で
も
な
い
よ
う
で
す
。
蒟
蒻
は
、
元
は
中

国
か
ら
伝
わ
っ
た
も
の
だ
け
ど
、
日
本
で
は

好
ん
で
食
べ
る
文
化
が
続
い
て
い
て
、
蒟
蒻

屋
が
な
い
市
町
村
は
少
な
い
そ
う
で
す
。
そ

う
い
う
面
白
さ
を
考
え
る
と
「
地
域
ブ
ラ
ン

ド
」
と
い
う
の
は
乱
暴
な
言
い
方
で
、
ど
の

よ
う
に
生
活
に
ブ
レ
ン
ド
さ
れ
て
い
く
か
、

そ
こ
に
「
面
白
み
」
を
発
見
し
な
か
っ
た
ら
、

だ
、
塔
か
ら
矢
だ
け
を
射
て
占
領
し
て
も
、

バ
ザ
ー
ル
が
な
け
れ
ば
食
べ
る
も
の
が
得
ら

れ
な
い
の
で
す
。
イ
タ
リ
ア
の
小
さ
な
都
市

の
小
さ
な
町
に
行
く
と
、
広
場
が
あ
っ
て
、

大
概
そ
こ
に
お
金
を
交
換
す
る
銀
行
と
旅
人

が
泊
ま
る
ホ
テ
ル
が
あ
り
ま
す
。
銀
行
で
両

替
し
ま
す
し
、
必
需
品
を
交
換
す
る
バ
ザ
ー

ル
も
生
ま
れ
ま
す
。

　
住
ん
で
い
る
人
も
「
バ
ザ
ー
ル
」
で
生
活
し

ま
す
。
そ
こ
に
何
日
か
泊
ま
る
旅
人
も
「
バ

ザ
ー
ル
」で
生
活
し
ま
す
。「
一
泊
二
食
」や「
有

名
な
何
が
あ
り
ま
す
」
と
い
う
よ
う
な
観
光

は
、
ち
ょ
っ
と
違
う
だ
ろ
う
と
い
う
こ
と
を

言
い
た
い
で
す
。
一
軒
一
軒
の
家
庭
が
何
を

食
べ
る
と
か
、
第
一
級
の
ホ
テ
ル
で
あ
る
か
、

安
い
ホ
テ
ル
で
あ
る
か
み
た
い
な
こ
と
で
争

わ
な
く
て
も
、「
バ
ザ
ー
ル
」
さ
え
守
っ
て
い

け
れ
ば「
生
活
」は
そ
こ
に
保
た
れ
る
の
で
す
。

そ
れ
が
「
生
活
観
光
」
の
基
盤
に
な
り
ま
す
。

特
に
ユ
ー
ラ
シ
ア
大
陸
の
、「
作
る
よ
り
も

交
換
で
成
り
立
っ
て
き
た
、
あ
る
い
は
交
換

の
た
め
に
」
長
い
何
千
年
の
歴
史
を
育
ん
で

き
た
よ
う
な
と
こ
ろ
で
は
、
確
か
に
泥
棒
も

い
る
し
貧
し
さ
も
あ
る
け
れ
ど
も
、
バ
ザ
ー

ル
は
活
々
と
続
い
て
い
る
と
思
い
ま
し
た
。

　
し
か
し
、イ
タ
リ
ア
の
サ
ン
・
ジ
ミ
ニ
ャ
ー

ノ
の
町
も
、
そ
の
後
の
20
年
ぐ
ら
い
で
物
凄

く
変
わ
り
ま
し
た
。
最
初
に
行
っ
た
と
き
は

お
っ
ち
ゃ
ん
、
お
ば
さ
ん
、
少
年
た
ち
が
に

こ
っ
と
笑
っ
た
り
な
ん
か
し
な
が
ら
、
そ
の

辺
で
作
っ
た
よ
う
な
も
の
を
売
っ
て
い
ま
し

た
。
し
か
し
、
そ
れ
か
ら
20
年
く
ら
い
後
に

は
、
売
っ
て
い
る
も
の
は
イ
ン
ド
や
中
国
の

も
の
、
日
本
の
も
の
で
し
た
。

　
バ
ザ
ー
ル
は
た
し
か
に
何
百
年
で
も
残
る

け
れ
ど
も
、
見
事
に
変
わ
っ
た
り
も
す
る
、

あ
ま
り
あ
て
に
な
ら
な
い
。
何
が
そ
の
土
地

の
バ
ザ
ー
ル
を
そ
の
土
地
の
バ
ザ
ー
ル
た
ら

し
め
て
お
る
か
？
。
売
れ
る
も
の
、
売
れ
な

い
も
の
も
含
め
て
、そ
の
土
地
の「
バ
ザ
ー
ル
」

で
あ
り
続
け
る
、
そ
う
い
う
頑
固
さ
は
ど
こ

か
ら
き
て
い
る
の
か
、
そ
れ
は
建
物
か
ら
だ

と
思
う
。
建
物
が
な
い
と
、
つ
ま
り
空
間
が

な
い
と
バ
ザ
ー
ル
は
成
り
立
た
な
い
の
で
す
。

　
そ
れ
で
、
由
布
院
の
景
観
を
大
事
に
考
え

よ
う
と
運
動
を
起
こ
し
ま
し
た
。
バ
ザ
ー
ル

か
ら
暮
ら
し
へ
の
関
心
が
芽
生
え
、
景
観
、

建
築
へ
と
取
り
組
み
が
移
っ
て
い
き
ま
し
た
。

―
1
9
9
0
年
は
、「
潤
い
の
あ
る
町
づ
く
り

条
例
」が
制
定
さ
れ
る
と
と
も
に
、「
バ
ザ
ー

ル（
市
場
）の
あ
る
温
泉
リ
ゾ
ー
ト
村
・
構
想
」

が
由
布
院
観
光
の
長
期
ビ
ジ
ョ
ン
と
し
て
掲

げ
ら
れ
、「
由
布
院
観
光
総
合
事
務
所
」の
設

立
が
事
業
計
画
化
さ
れ
た
、「
由
布
院
の
エ

ポ
ッ
ク
」と
も
い
え
る
時
期
だ
っ
た
と
思
い
ま

す
。
同
時
に
90
年
の
湯
布
院
町『
町
勢
要
覧
』

で「
最
も
住
み
よ
い
町
こ
そ
勝
れ
た
観
光
地
で

あ
る
」と
い
う
理
念
が
大
き
く
謳
わ
れ
た
時

期
で
も
あ
り
ま
し
た〈
図
2
〉〈
※
注
6
〉。

　1
9
9
0
年
代
後
半
に「
ゆ
ふ
い
ん
建
築
・

環
境
デ
ザ
イ
ン
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」
が
作
成
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
そ
こ
に
至
る
流
れ
も
理
解

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

あ
り
ま
す
で
し
ょ
う
か
。

中
谷
　
料
理
と
い
う
も
の
は
ど
こ
か
「
わ
く

わ
く
」
し
ま
す
。
人
は
3
6
5
日
、
同
じ
も

の
を
食
べ
た
い
と
は
思
わ
な
い
わ
け
で
す
か

ら
目
新
し
い
と
か
、
そ
う
い
う
も
の
が
必
要

で
す
。
一
に
「
食
材
」、
二
に
「
お
客
」、
三
四

が
な
く
て
五
に
「
板
場
」（
笑
）
と
。
料
理
人

と
一
杯
呑
み
な
が
ら
ハ
ッ
パ
を
か
け
る（
笑
）。

　
食
材
は
、
で
き
る
だ
け
「
そ
こ
で
」
手
に

入
る
も
の
。
1
時
間
か
ら
2
時
間
く
ら
い
の

範
囲
で
行
政
区
域
は
関
係
な
い
。
運
ん
で
き

た
も
の
は
、「
風
の
食
卓
運
動
」の
中
で
の「
風

の
食
材
」
で
す
。
冷
凍
や
干
物
、
ま
し
て
海

外
で
作
ら
れ
た
も
の
、
船
で
運
ば
れ
た
も
の

を
最
初
か
ら
あ
て
に
す
る
な
。
風
の
中
か
ら

持
っ
て
こ
い
。
風
に
吹
か
れ
て
育
っ
た
食
材

を
獲
っ
て
く
る
と
い
う
こ
と
で「
風
の
食
材
」

と
呼
ん
で
い
ま
し
た
。

　
あ
と
は
「
風
の
食
卓
」。
そ
の
土
地
の
風
に

吹
か
れ
な
が
ら
「
風
吹
く
食
卓
」
で
食
べ
て
初

め
て
、
そ
こ
の
土
地
柄
の
味
が
す
る
の
で
す
。

地
方
の
観
光
地
の
板
場
が
、
京
都
の
ホ
テ
ル

で
出
す
よ
う
な
料
理
を
追
っ
か
け
て
も
仕
方

が
な
い
で
す
。
ま
ず
風
の
中
か
ら
「
食
材
」
を

運
ん
で
食
事
を
作
る
、
そ
し
て
「
風
の
食
卓
」

に
持
ち
出
し
て
食
べ
る
の
が
そ
の
土
地
の
料

理
…
。
風
の
食
材
、
風
の
食
卓
、
そ
し
て
、

最
後
が
「
風
の
料
理
人
」。

か
け
た
ら
ダ
メ
だ
」と
。
満
足
は
、
マ
ー
ケ
ッ

ト
で
言
う
と
「
向
こ
う
側
の
価
値
観
」
の
話
。

そ
う
で
は
な
く
、
こ
ち
ら
側
の
ホ
ス
ピ
タ
リ

テ
ィ
で
勝
負
す
る
。
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
は
こ

ち
ら
側
の
価
値
観
の
こ
と
な
の
で
す
。
ホ
ス

ピ
タ
リ
テ
ィ
（
自
分
の
個
性
、
価
値
観
）
を

考
え
ず
に
、入
っ
て
く
る「
旅
人
の
価
値
観
」、

満
足
を
追
い
求
め
て
観
光
を
し
て
い
る
と
市

場
が
崩
壊
し
ま
す
。「
崩
壊
し
な
い
よ
う
に
」

と
言
う
の
は
簡
単
で
す
が
、
実
行
す
る
の
は

や
っ
か
い
で
す
。「
私
た
ち
に
で
き
る
こ
と
、

私
た
ち
が
良
い
と
思
っ
て
い
る
も
の
は
こ
れ

な
ん
で
す
」と
言
っ
て
、「
砦
を
狭
く
造
っ
て
、

広
い
世
界
へ
売
る
」。
広
い
世
界
の
ホ
ス
ピ

タ
リ
テ
ィ
に
自
分
の
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
を
合

わ
せ
て
い
く
と
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
が
崩
壊
す
る

の
で
す
。

　
2
0
0
0
年
代
に
、
急
激
に
韓
国
・
台
湾
・

り
上
げ
て
く
れ
て
い
る
、
由
布
院
の
外
に
も
拠

点
が
あ
る
こ
と
が
由
布
院
の
ま
ち
づ
く
り
の
特

徴
な
の
だ
と
改
め
て
感
じ
ま
し
た〈
※
注
9
〉。

足
り
な
い
の
は
ハ
ン
ド
ル

―
外
に
開
き
、

何
を
取
り
入
れ

ま
ち
の
新
陳
代
謝
を

図
る
か

中
谷
　
由
布
院
の
中
で
は
、
親
戚
縁
者
が
ほ

ぼ
固
ま
っ
て
い
ま
す
ね
。
そ
の
固
ま
り
と
は

少
し
違
う
他
所
か
ら
入
っ
て
き
た
私
た
ち

は
、
バ
ザ
ー
ル
や
催
事
な
ど
で
人
を
集
め
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
ん
な
バ
ラ
バ
ラ
文
化

な
の
で
す
。
盆
地
の
中
で
は
農
協
は
か
っ
ち

り
し
て
い
ま
す
し
、
各
自
治
会
、
集
落
、
消

防
…
そ
う
い
う
の
は
し
っ
か
り
し
て
い
ま

す
。
な
ぜ
か
？

　
由
布
院
は「
隠
れ
キ
リ
シ
タ
ン
」の
村
だ
っ

た
か
ら
殿
様
が
い
な
い
。
殿
様
が
い
な
か
っ

た
ら
庄
屋
で
固
ま
る
以
外
な
い
の
で
す
。
室

町
時
代
ま
で
は
、
由
布
岳
に
自
生
す
る
楮
の

木
の
皮
を
使
っ
て
木
綿
を
織
っ
て
い
ま
し
た

が
、
関
ヶ
原
の
合
戦
以
降
は
、
そ
う
い
っ
た

も
の
が
全
て
禁
止
さ
れ
、
産
業
は
な
く
な
り

ま
し
た
。
し
か
し
、
ど
こ
か
で
食
っ
て
い
か

な
い
と
い
け
な
い
。
通
商
、
商
業
も
興
し
て

は
い
け
な
い
と
言
わ
れ
て
も
塩
が
な
か
っ
た

ら
一
日
も
生
き
ら
れ
ま
せ
ん
。
そ
の
他
農
器

具
・
金
物
も
で
す
。魚
は
塩
干
物
で「
無
塩（
生

鮮
）
は
な
し
」
と
い
っ
た
状
況
が
三
百
年
も

続
い
た
の
で
す
。
だ
か
ら
、
殿
様
へ
の
で
は

な
く
て
自
分
が
住
む
村
の
庄
屋
の
誰
々
さ
ん

へ
と
い
う
風
に
固
ま
っ
て
い
き
て
い
ま
す
。

　
ム
ラ
が
外
に
開
か
れ
て
い
な
い
と
生
活
が

成
り
立
た
な
い
と
い
う
実
態
は
あ
り
ま
し
た

が
、
明
治
に
急
に
開
国
さ
せ
ら
れ
て
も
ま
だ

1
0
0
年
ち
ょ
っ
と
く
ら
い
し
か
経
っ
て
い

な
い
の
で
、
す
ぐ
に
「
バ
ザ
ー
ル
の
精
神
」
へ

と
は
な
ら
な
い
で
す
。
そ
う
し
た
中
で
、
観

光
と
は
ま
た
別
の
意
味
で
外
か
ら
入
っ
て
く

る
も
の
に
目
が
向
い
た
の
で
す
。
別
府
で
は

そ
も
そ
も
外
国
鋼
船
を
入
れ
た
り
し
て
、
と

ん
で
も
な
い
こ
と
に
な
っ
た
な
あ
と
。
明
治

の
終
わ
り
頃
か
ら
影
響
を
受
け
は
じ
め
て
大

正
か
ら
こ
こ
ま
で
の
間
の
1
0
0
年
く
ら
い

の
生
の
感
動
を
探
っ
て
い
く
と
、
こ
の
村
の

特
性
が
把
握
で
き
る
と
同
時
に
ブ
ラ
ン
ド
で

は
な
く
て
ブ
レ
ン
ド
だ
と
。こ
こ
だ
け
を
守
っ

て
ブ
ラ
ン
ド
化
し
よ
う
と
思
っ
た
ら
生
き
て

い
け
な
い
。
だ
か
ら
ど
う
や
っ
て
上
手
く
ブ

レ
ン
ド
化
し
て
い
く
か
だ
と
思
い
ま
す
。

―
ブ
レ
ン
ド
に
関
連
す
る
も
の
と
し
て
、
ま

ち
の「
新
陳
代
謝
」〈
表
3
〉を
考
え
る
視
点
や
、

地
域
の
外
か
ら
入
っ
て
く
る
も
の
に
対
し
て

「
ブ
レ
ー
キ
で
は
な
く
ハ
ン
ド
ル
が
必
要
」〈
表

4
〉
と
い
う
視
点
は
、
長
年
の
実
践
を
通
じ

て
育
ま
れ
て
き
た
の
だ
と
感
じ
ま
す
。

ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
と
は

こ
ち
ら
側
の
価
値
観

―
取
り
入
れ
る
砦
は

自
分
の

ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
に

合
っ
た
分
だ
け
に
す
る

―
10
年
程
前
に
も
一
度
お
話
し
を
伺
い
ま
し

た
が
、
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
を
ど
の
よ
う
に
捉

え
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
か
、
改
め
て
聞
か
せ
て

く
だ
さ
い
〈
※
注
10
〉。
外
か
ら
取
り
入
れ
る

と
き
に
何
を
意
識
し
た
ら
よ
い
で
し
ょ
う
か
。

中
谷
　
当
時
あ
る
ホ
テ
ル
業
者
と
話
し
て
い

て
気
づ
い
た
の
で
す
が
、
外
国
か
ら
の
お
客

様
を
た
く
さ
ん
入
れ
て
い
る
そ
の
ホ
テ
ル
の

方
が
言
う
に
は
、「
お
客
様
の
満
足
を
追
い

由
布
院
か
ら
ス
イ
ス
に
戻
っ
て
行
か
れ
ま
し

た
。
そ
し
て
『
季
節
の
は
ざ
ま
で
』
と
い
う

映
画
を
創
ら
れ
ま
し
た
（
1
9
9
2
年
）。

そ
れ
は
自
分
が
山
城
み
た
い
な
古
い
ホ
テ
ル

で
子
供
の
時
代
を
過
ご
し
て
、
今
は
普
通
の

大
人
に
な
り
ま
し
た
と
い
う
内
容
の
映
画
で

す
。

　
映
画
が
完
成
し
た
と
き
に
招
待
状
が
来

て
、「
由
布
院
で
の
体
験
か
ら
、
世
界
中
の
人

に
自
分
の
映
画
を
見
せ
る
と
同
時
に
自
分
の

村
の
人
に
自
分
の
映
画
を
観
て
も
ら
う
と
い

う
こ
と
に
目
覚
め
た
。
そ
の
最
初
の
人
が
こ

の
人
だ
よ
と
紹
介
す
る
か
ら
来
て
く
れ
」
と
。

だ
け
ど
、
由
布
院
で
「
生
活
観
光
地
づ
く
り
」

を
し
て
い
た
の
で
行
か
な
か
っ
た
。
現
地
に

行
っ
た
と
し
て
も
単
な
る
ツ
ー
リ
ス
ト
、
観

光
視
察
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
で
し
ょ
う
。
た

だ
、
そ
の
後
し
ば
ら
く
し
て
、
シ
ュ
ミ
ッ
ト

監
督
は
癌
で
亡
く
な
り
ま
し
た
。
行
動
的
で

あ
れ
ば
よ
か
っ
た
と
今
は
思
い
ま
す
。

バ
ザ
ー
ル
の
思
想

―
あ
っ
ち
こ
っ
ち
で

作
っ
た
も
の
が

ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
に
混
在

―
生
活
観
光
地
、
保
養
温
泉
地
構
想
、
ク
ア

オ
ル
ト
構
想
な
ど
に
続
け
て
由
布
院
で
育
ま

れ
て
き
た
「
バ
ザ
ー
ル
の
思
想
」〈
表
1
〉〈
※

注
4
〉
に
焦
点
を
当
て
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
1
9
8
2
年
か
ら
始
ま
っ
た
「
食
べ
物

文
化
祭
」
で
は
、
自
ら
の
町
を
情
報
の
交
わ

る
ク
ロ
ス
ロ
ー
ド
の
町
、
バ
ザ
ー
ル
の
町
と

位
置
づ
け
、
世
界
各
国
の
料
理
を
テ
ー
マ
に

さ
れ
て
い
ま
し
た
ね
。
地
域
の
中
と
外
の
関

え
が
底
辺
に
あ
り
ま
す
。
そ
こ
が
一
村
一
品

の
分
か
り
に
く
い
点
で
あ
り
ま
し
た
し
、
分

か
り
に
く
い
か
ら
あ
あ
こ
れ
か
と
手
探
り
す

る
時
間
が
掛
か
り
ま
し
た
が
、
そ
れ
で
浸
透

し
た
と
い
う
側
面
も
あ
り
ま
す
け
ど
ね
。

　
だ
か
ら
、
そ
の
土
地
だ
け
の
一
泊
二
食
の

文
化
産
業
じ
ゃ
な
く
て
、
あ
っ
ち
こ
っ
ち
で

作
っ
た
も
の
が
集
ま
っ
て
こ
な
い
と
面
白
く

な
い
で
す
。
例
え
ば
、
ト
ル
コ
で
は
い
ろ
ん

な
料
理
が
出
て
き
ま
す
。
器
は
、
ペ
ル
シ
ャ

の
器
も
あ
り
ま
す
が
、
中
国
か
ら
の
器
も
た

く
さ
ん
入
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
ロ
シ
ア

か
ら
は
サ
モ
ワ
ー
ル
（
湯
沸
か
し
器
）
み
た

い
な
の
も
入
っ
て
き
て
い
ま
す
。
そ
う
い
っ

た
も
の
が
混
ぜ
こ
ぜ
に
そ
こ
に
あ
っ
て
、
し

か
も
そ
れ
が
破
綻
し
て
お
ら
ず
、
ダ
イ
ナ

ミ
ッ
ク
に
混
在
し
て
お
る
。
そ
れ
が
一
つ
の

バ
ザ
ー
ル
に
な
っ
て
い
ま
す
。

―
中
谷
さ
ん
の
「
市
場
が
あ
る
か
ら
、
文
・

物
が
移
出
入
し
、ム
ラ
が
世
界
に
つ
な
が
る
。

そ
れ
が
ム
ラ
の
消
費
文
化
を
豊
か
に
し
、
生

産
文
化
を
誘
発
す
る
。」〈
注
5
〉
と
い
う
言

葉
が
印
象
に
残
っ
て
い
ま
す
。

中
谷
　
ど
こ
の
地
域
に
行
っ
て
も
、
特
に
砂

漠
を
中
心
に
ユ
ー
ラ
シ
ア
大
陸
で
は
、
生
産

で
生
き
て
い
る
よ
り
も
、
あ
っ
ち
こ
っ
ち
か

ら
物
を
集
め
、
あ
る
い
は
出
荷
し
て「
バ
ザ
ー

ル
で
生
き
て
き
た
歴
史
」
が
長
い
で
す
よ
ね
。

広
大
な
モ
ン
ゴ
ル
か
ら
ア
ラ
ブ
を
越
え
て
、

果
て
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
至
る
、
そ
の
間
の
地

域
の
ほ
と
ん
ど
が
、「
バ
ザ
ー
ル
」
や
「
オ
ア

シ
ス
」
の
慰
労
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
生
き
て
い

る
わ
け
で
す
。
地
域
は
縮
こ
ま
っ
た
ら
い
け

な
い
と
い
う
思
い
が
あ
っ
た
の
で
す
。
由
布

院
は
、
い
っ
た
ん
は
縮
こ
ま
る
運
動
だ
っ
た

「
由
布
院
の
自
然
を
守
る
会
」。「
小
さ
な
別
府

や
熱
海
に
な
る
な
」
と
、
小
さ
い
「
家
庭
で
生

活
」
そ
の
も
の
を
魅
力
に
し
て
い
こ
う
と
し

ま
し
た
。

　
し
か
し
世
界
を
見
て
み
る
と
、「
そ
こ
で

何
が
で
き
た
か
」
の
話
題
よ
り
も
、「
そ
こ

に
何
が
運
ば
れ
て
き
た
か
」
と
い
う
話
題
の

方
が
よ
り
大
き
く
世
界
の
文
化
や
歴
史
を
変

え
て
き
て
い
ま
す
し
、
そ
の
上
で
保
た
れ
る

平
和
で
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
ね
。
地
域
主

義
の
戦
争
み
た
い
に
な
っ
て
も
駄
目
で
す
。

交
換
で

成
り
立
っ
て
き
た
歴
史

―
住
ん
で
い
る
人
も

滞
在
す
る
旅
人
も

勘
定
す
る

中
谷
　
イ
タ
リ
ア
に
サ
ン
・
ジ
ミ
ニ
ャ
ー
ノ

と
い
う
塔
の
町
が
あ
り
ま
す
。
周
り
か
ら
攻

め
ら
れ
た
と
き
に
戦
う
た
め
の
塔
で
す
。
た

い
ら
っ
し
ゃ
い
よ
」
と
言
え
る
よ
う
な
体
勢

と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
を
考
え
て
み
る
こ

と
が
重
要
で
す
。
こ
こ
ま
で
い
ら
し
て
頂
い

た
ら
、「
暮
ら
し
の
魅
力
」を
味
わ
え
ま
す
よ
。

由
布
院
は
、
空
間
が
ゆ
っ
た
り
し
て
い
ま
す

よ
。
都
会
と
は
異
な
る
「
の
ん
び
り
生
活
」

が
味
わ
え
ま
す
よ
。
都
会
の
あ
ち
こ
ち
で
は

皆
忙
し
そ
う
で
す
が
、
そ
れ
が
素
晴
ら
し
い

生
活
だ
と
は
思
え
ま
せ
ん
。
由
布
院
に
い
ら

し
て
「
あ
あ
生
き
て
い
る
、
こ
の
生
き
方
が

い
い
な
あ
」
と
思
っ
て
頂
け
れ
ば
「
生
活
観

光
」
は
成
り
立
つ
と
思
う
の
で
す
。

平
和
な
家
族
の
暮
ら
し

―
ス
イ
ス
の
中
を

守
っ
た
の
で
は

ス
イ
ス
の
中
で
生
き
る

自
分
の
家
族
を
守
れ
な
い

―
生
活
自
体
の
豊
か
さ
、
生
き
方
が
生
活
観

光
の
核
と
な
る
と
思
い
ま
す
が
、
地
域
の
中

と
外
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
ど
の
よ
う
に

考
え
て
お
ら
れ
ま
し
た
か
。
由
布
院
の
ま
ち

は
、
外
か
ら
の
憧
れ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
採
り

入
れ
て
発
展
し
て
き
た
と
実
際
に
感
じ
ま
す
。

　ま
ず
映
画
監
督
ダ
ニ
エ
ル
・
シ
ュ
ミ
ッ
ト

氏
〈
※
注
3
〉
と
の
出
会
い
と
そ
こ
か
ら
生

ま
れ
た
考
え
な
ど
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

中
谷
　
湯
布
院
映
画
祭
の
仲
間
で
、
一
緒
に

映
画
祭
を
創
っ
て
き
た
田
井
肇
氏
（
大
分
・
ミ

ニ
シ
ア
タ
ー
「
シ
ネ
マ
5
」
支
配
人
）が

1
9
8
8
年
に
ダ
ニ
エ
ル
・
シ
ュ
ミ
ッ
ト
監
督
を

由
布
院
に
招
き
ま
し
た
。
そ
の
時
の
様
子
は

冊
子
〈
図
1
〉
に
な
っ
て
い
ま
す
。
シ
ュ
ミ
ッ

ト
監
督
と
一
緒
に
風
呂
に
入
っ
た
り
、
み
ん

な
で
ゴ
ロ
ゴ
ロ
し
た
り
…
。
シ
ュ
ミ
ッ
ト
監

督
は
3
日
ほ
ど
泊
ま
ら
れ
ま
し
た
。「
サ
ロ
ン
・

雪
安
居
」で
シ
ュ
ミ
ッ
ト
監
督
の
作
品
を
最
新

の
レ
ー
ザ
ー
デ
ィ
ス
ク
で
観
て
も
ら
っ
た
の

で
す
が
、
大
変
驚
か
れ
た
。
日
本
国
の
九
州

島
の
由
布
院
で
自
分
の
作
品
が
最
新
の
レ
ー

ザ
ー
デ
ィ
ス
ク
で
観
ら
れ
る
日
本
と
い
う
の

は
何
と
不
思
議
な
国
だ
と
言
わ
れ
ま
し
た
。

　
ご
存
知
の
通
り
ス
イ
ス
は
周
り
が
列
強
で

攻
め
ら
れ
た
ら
ひ
と
た
ま
り
も
な
い
。
ど
う

す
る
？
あ
ん
な
に
素
晴
ら
し
い
と
こ
ろ
に

「
攻
め
込
ん
で
叩
き
潰
す
わ
け
に
は
い
か
ん

ぞ
」
と
、
周
り
の
列
強
が
思
っ
て
く
れ
る
為

に
自
分
は
映
画
を
創
る
と
仰
っ
た
。
映
画
を

列
強
に
持
ち
出
し
て
映
画
を
観
て
も
ら
う
こ

と
が
「
ス
イ
ス
を
守
る
」
こ
と
に
な
る
と
…
。

そ
れ
以
外
に
自
分
の
家
族
を
守
り
、
ス
イ
ス

が
生
き
延
び
て
い
く
方
法
は
な
い
と
。
だ
か

ら
自
分
が
創
っ
て
い
る
映
画
に
は
情
念
が
満

ち
て
い
る
と
言
っ
て
い
ま
し
た
ね
。

　
由
布
院
に
来
て
み
た
ら
、「
撮
影
所
が
な

い
」
と
い
う
こ
と
は
ス
イ
ス
も
同
じ
だ
。
同

じ
よ
う
に
撮
影
所
が
な
い
の
に
、
ス
イ
ス
は

外
国
で
映
画
を
創
っ
て
ま
で
も
「
ス
イ
ス
は

素
晴
ら
し
い
と
こ
ろ
だ
」
と
世
界
中
に
発
信

し
よ
う
と
し
て
お
る
の
だ
け
ど
も
、
由
布
院

は
世
界
中
で
作
ら
れ
た
映
画
を
町
中
で
上
映

し
て
、「
世
界
に
は
こ
ん
な
素
晴
ら
し
い
暮

ら
し
が
あ
り
ま
っ
せ
」
と
い
う
「
祭
り
」
を

や
っ
て
い
る
、
真
逆
だ
と
。「
そ
の
お
か
げ

で
今
夜
、
皆
様
と
一
緒
に
、
楽
し
く
自
分
の

映
画
を
上
映
し
て
も
ら
っ
て
い
る
…
。
こ
の

不
思
議
な
出
会
い
こ
そ
」
み
た
い
な
こ
と
で

当
日
は
盛
り
上
が
っ
た
わ
け
で
す
。
シ
ュ

ミ
ッ
ト
監
督
は
、「
世
界
の
方
々
よ
、
見
て

く
だ
さ
い
。
ス
イ
ス
は
こ
ん
な
素
晴
ら
し
い

国
だ
」
と
い
う
よ
う
な
大
そ
れ
た
も
の
で
は

な
く
て
、
ス
イ
ス
の
「
自
分
の
村
の
人
達
」

を
招
い
て
観
て
も
ら
う
た
め
に
、「
村
の
人

達
の
た
め
の
映
画
」
を
創
る
、
と
言
っ
て
、

し
た
。
小
屋
に
は
4
ル
ー
ム
く
ら
い
し
か
な

い
の
で
す
が
、
ゆ
っ
く
り
食
べ
て
い
っ
て
く
れ

と
い
う
雰
囲
気
の
と
こ
ろ
で
し
た
。
世
界
的

規
模
で
見
れ
ば
あ
っ
た
の
で
す
が
、
当
時
日

本
で
は
、「
生
活
に
切
り
込
ん
だ
イ
メ
ー
ジ
の

観
光
」は
、
あ
ま
り
聞
か
な
か
っ
た
で
す
。

そ
の
土
地
の
人
が

お
客
に
な
る

他
所
の
人
も

ご
ち
ゃ
混
ぜ
に
出
会
う

中
谷
　
ス
ペ
イ
ン
と
フ
ラ
ン
ス
に
跨
っ
て
い

る
バ
ス
ク
地
方
の
ま
ち
ビ
ル
バ
オ
市
は
、
人

口
1
万
人
あ
た
り
の
バ
ー
の
数
が
世
界
で
一

番
多
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
こ
の
観
光

は
、
別
荘
観
光
で
も
な
く
、
も
ち
ろ
ん
歓
楽

型
の
観
光
で
も
な
い
で
す
。
そ
れ
は
な
ん
だ

と
い
う
と
「
生
活
観
光
」
と
し
か
言
い
よ
う

が
な
い
の
で
す
。

　
当
時
の
日
本
で
は
、
お
客
は
、
毎
晩
毎
晩
、

他
所
か
ら
わ
ー
っ
と
来
て
、
そ
れ
を
迎
え
る

の
が
地
元
の
人
と
い
う
構
図
に
な
り
ま
す
。

そ
こ
で
は
、
お
迎
え
す
る
の
は
地
元
の
人
で
、

来
る
の
は
外
か
ら
の
客
、
と
い
う
よ
う
に
分
か

れ
て
い
き
ま
す
。
客
が
増
え
て
い
く
と
地
元

も
当
然
内
部
だ
け
で
は
人
手
が
足
り
な
い
の

で
、
他
所
か
ら
人
を
入
れ
ま
す
。
迎
え
る
軍

団
も
他
所
か
ら
、
客
と
し
て
入
っ
て
く
る
人

も
他
所
か
ら
、
こ
こ
は
場
所
を
提
供
し
て
い

る
だ
け
み
た
い
な
感
じ
に
な
っ
て
い
き
ま
す
。

　
し
か
し
、
ビ
ル
バ
オ
・
グ
ッ
ケ
ン
ハ
イ
ム

美
術
館
の
あ
る
バ
ス
ク
で
は
お
客
は
い
つ
も

い
る
の
で
す
。
私
が
何
日
か
滞
在
し
て
い
た

ら
同
じ
よ
う
な
お
客
が
多
く
い
ま
し
た
。
そ

れ
は
そ
の
ま
ち
の
人
達
で
し
た
。

　
そ
の
よ
う
な
具
合
で
い
ろ
い
ろ
な
と
こ
ろ

か
ら
い
ろ
い
ろ
な
人
が
来
ま
す
。
な
ぜ
そ
の

場
が
流
行
っ
て
い
る
か
と
い
う
と
、
土
地
の

人
が
お
客
に
な
る
か
ら
で
す
。
バ
ー
は
い
い

加
減
に
作
っ
て
、
大
工
仕
事
も
み
ん
な
が
担

い
ま
す
。
お
客
の
半
分
く
ら
い
は
漁
師
で
、

自
分
で
獲
っ
て
魚
を
た
だ
で
持
ち
込
む
。
そ

れ
を
商
品
に
し
て
、
わ
ー
っ
と
盛
り
上
が
る
。

自
分
が
魚
を
料
理
し
て
「
い
ら
っ
し
ゃ
い
」

と
呼
び
な
が
ら
、
自
分
も
お
客
と
な
っ
て
お

る
。
お
客
の
半
分
は
「
バ
ー
の
側
」
と
い
う
の

は
、
ど
こ
か
お
か
し
い
の
だ
け
れ
ど
、
そ
の

よ
う
な
状
況
に
あ
る
こ
と
が
「
生
活
観
光
地
」

の
特
性
で
あ
り
、
生
活
そ
の
も
の
を
観
光
に

し
て
し
ま
う
こ
と
で
も
あ
る
の
で
す
。

　
山
村
の
田
舎
で
は
、
海
に
行
っ
て
魚
を

漁
っ
て
き
て
「
み
ん
な
食
っ
て
く
れ
」
と
い

う
風
に
は
い
き
ま
せ
ん
が
、「
う
ち
の
卵
は

特
別
だ
か
ら
」「
こ
の
豚
の
肉
は
他
で
は
食

べ
ら
れ
な
い
」
と
い
う
よ
う
な
生
産
者
が
だ

ん
だ
ん
出
て
き
ま
し
た
。
生
活
の
中
に
あ
る

豊
か
さ
、
生
活
自
体
の
豊
か
さ
を
観
光
の
資

源
に
し
て
い
る
。
そ
れ
を
巡
っ
て
地
元
の
人

も
他
所
の
人
も
ご
ち
ゃ
混
ぜ
に
な
っ
て
出
会

う
と
い
う
こ
と
が
「
生
活
観
光
」
だ
と
、
由

布
院
で
実
践
し
て
い
く
中
で
少
し
ず
つ
確
認

さ
れ
て
き
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

こ
の
土
地
で

い
い
生
き
方
を

し
て
い
る
と

旅
人
に
も
思
う
て
も
ら
う

中
谷
　
ス
イ
ス
に
は
、
プ
ロ
の
観
光
ノ
ウ
ハ

ウ
を
学
ぶ
た
め
の
有
名
な
ホ
テ
ル
学
校
が
あ

り
ま
す
。
お
客
さ
ま
は
こ
ん
な
具
合
で
、
だ

か
ら
サ
ー
ビ
ス
す
る
側
は
こ
ん
な
風
に
と
…
。

　
そ
の
真
逆
を
行
く
の
が
「
生
活
観
光
」
で

す
。
ま
ず
は
暮
ら
し
の
魅
力
が
あ
り
、
そ
れ

を
旅
人
に
味
わ
っ
て
も
ら
う
た
め
に
コ
レ
コ

レ
の
仕
掛
け
や
サ
ー
ビ
ス
を
用
意
す
る
、
と

い
う
考
え
で
す
。
イ
タ
リ
ア
の
村
で
は
よ
く

見
ら
れ
ま
す
。

―
1
9
7
1
年
の
北
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
旅
行
の

報
告「
生
活
観
光
地
に
つ
い
て
」で
は
、
4
つ

の
地
域
が
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
う
ち

の
一
つ
、
ウ
ィ
ー
ン
の
北
西
に
あ
る
小
さ
な
村

は
庭
先
で
ワ
イ
ン
を
提
供
す
る
観
光
地
で
し

た
。
た
だ
そ
こ
で
ゆ
っ
く
り
味
わ
え
な
い
状

況
を
目
の
当
た
り
に
し
て
、「
押
し
寄
せ
て
く

る
国
際
観
光
の
波
を
巧
く
制
御
し
て
自
分
た

ち
の
生
活
の
リ
ズ
ム
に
合
わ
さ
せ
る
こ
と
が

重
要
」〈
※
注
2
〉と
も
書
か
れ
て
い
ま
す
ね
。

中
谷
　「
生
活
の
魅
力
を
味
わ
い
た
い
な
ら

生
活
観
光
地
へ
の
着
想

―
観
光
の
中
身
、

そ
れ
は
生
活
そ
の
も
の
が

素
晴
ら
し
い
こ
と

―
由
布
院
の
ま
ち
づ
く
り
を
端
的
に
表
す
言

葉
の
一
つ
「
生
活
観
光
地
」
の
初
出
は
、
私
が

地
域
の
ブ
レ
ン
ド
力
を
磨
く

こ
の
土
地
に
運
ば
れ
た
も
の
を
暮
ら
し
に
編
み
込
む

由
布
院
温
泉（
大
分
県
）

自
主
研
究
報
告

地
域
の
哲
学
と
観
光
の
あ
り
方
に
関
す
る

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
記
録

観
光

研
究
最
前
線

観
光
地
が
成
長
・
成
熟
し
て
い
く
過
程
で
は
、
生
活
と
観
光
の
間
に
摩
擦
が
生
じ
、
そ

の
調
和
が
問
わ
れ
る
場
面
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
の
観
光
の
あ
り
方

が
模
索
さ
れ
る
今
、
1
9
7
0
年
代
前
後
か
ら「
生
活
観
光
地
」
を
掲
げ
、
そ
の
実
現

を
目
指
し
て
現
在
も
歩
み
続
け
る
由
布
院
温
泉
の
中
谷
健
太
郎
氏
に
半
世
紀
に
わ
た
る

ま
ち
づ
く
り
と
観
光
に
つ
い
て
伺
い
ま
し
た
。
テ
ー
マ
は
、
地
域
の
中
と
外
の
関
係
。
と

り
わ
け
1
9
9
0
年
代
以
降
、
生
活
と
観
光
の
バ
ラ
ン
ス
を
模
索
し
つ
つ
、「
花
咲
く
よ

り
も
、根
を
肥
や
せ
」と
生
活
の
充
実
を一層
図
っ
て
い
く
と
同
時
に
、「
バ
ザ
ー
ル
の
思
想
」

を
は
じ
め
地
域
の
中
と
外
と
の
望
ま
し
い
関
係
を
手
探
っ
て
き
た
、
そ
の
歩
み
の
中
に
、

今
後
の
我
が
国
の
観
光
へ
の
示
唆
が
詰
ま
っ
て
い
る
と
考
え
ま
す（
以
下
、
中
谷
氏
の
著

書
と
併
せ
て
ご
覧
く
だ
さ
い
）。

な
っ
た
当
時
は
、
日
本
で
は
「
観
光
地
」
と

い
う
と
、
別
府
や
熱
海
の
よ
う
な
歓
楽
型
の

観
光
地
の
イ
メ
ー
ジ
が
中
心
で
し
た
。
そ
の

他
に
軽
井
沢
に
代
表
さ
れ
る
別
荘
地
と
し
て

の
観
光
地
も
あ
り
ま
し
た
。
た
だ
、「
生
活

そ
の
も
の
が
素
晴
ら
し
い
」
と
い
う
発
想
の

観
光
地
は
あ
ま
り
な
か
っ
た
で
す
。

　
し
か
し
、グ
リ
ム
童
話
を
は
じ
め
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
の
古
い
物
語
な
ど
で
は
、
村
に
行
く
と
旅

籠
で
泊
め
て
も
ら
い
農
村
観
光
も
で
き
る
。

そ
の
よ
う
な
旅
が
既
に
描
か
れ
て
い
ま
し
た
。

今
で
も
イ
タ
リ
ア
の
ト
ス
カ
ー
ナ
地
方
あ
た

り
で
は
、
一
週
間
単
位
で
外
か
ら
訪
れ
た
人

が
悠
々
と
滞
在
し
て
い
ま
す
が
、
最
初
現
地

を
訪
れ
た
時
は
、
こ
れ
は
な
ん
だ
と
感
じ
ま

し
た
。
ド
イ
ツ
の
農
村
で
も
同
じ
よ
う
に
一

週
間
ほ
ど
泊
め
て
も
ら
い
ま
し
た
。
そ
の
家

調
べ
た
限
り
で
は
、
町
造
り
雑
誌
『
花
水
樹
』

「
北
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
旅
の
報
告
書
＝
1
」
で
し

た
。
海
外
で
の
初
め
て
の
旅
（
1
9
7
1
年
）

も
含
め
て
、
海
外
の
旅
先
か
ら
得
ら
れ
た
気

づ
き
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
し
た
か
〈
※

注
1
〉。

中
谷
　
私
が
ま
ち
づ
く
り
に
関
わ
る
よ
う
に

「
観
光
」
を
し
て
も
仕
方
が
な
い
ん
じ
ゃ
な

い
か
と
思
い
ま
す
。

由
布
院
人

―
地
域
は
色
ん
な

人
物
が
登
場
す
る
舞
台

―
ブ
レ
ン
ド
す
る
中
で
ヒ
ト
の
存
在
や
つ
な

が
り
は
非
常
に
重
要
だ
と
思
い
ま
す
が
、「
由

布
院
人
」
と
い
う
言
葉
や
考
え
は
ど
の
よ
う

に
生
ま
れ
ま
し
た
か
。

中
谷
　「
由
布
院
人
」
と
い
う
言
葉
は
、
今

は
あ
ま
り
言
わ
れ
ま
せ
ん
が
、「
市
町
村
合

併
反
対
運
動
」
の
と
き
に
生
ま
れ
た
言
葉
で

す
。「
み
ん
な
由
布
院
人
」
と
黄
色
の
ジ
ャ

ン
パ
ー
に
入
れ
ま
し
た
。
由
布
院
人
と
い
う

言
葉
が
持
っ
て
い
る
土
着
性
は
、
由
布
市
民

と
言
っ
た
ら
消
え
て
し
ま
う
で
し
ょ
う
？

　
地
域
の
上
に
暮
ら
し
を
立
て
よ
う
、
と
い
う

の
が
地
域
主
義
で
、
ま
ず
は
地
域
を
中
心
に
考

え
ま
す
。
た
だ
、
地
域
は
い
ろ
い
ろ
な
人
物
が

登
場
す
る
舞
台
で
も
あ
り
ま
す
。
登
場
し
て
き

た
人
は
、
舞
台
に
い
る
間
は
皆「
地
域
の
人
」な

の
で
す
。
そ
れ
だ
け
で
な
く
、
そ
の
人
が
帰
っ

て
も
関
係
が
持
続
し
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、
外

に
い
て
も「
由
布
院
人
」で
し
ょ
う
。

―
ム
ラ
の
外
の「
ブ
レ
ン
ド
・
ス
タ
ッ
フ
」が
力

を
貸
し
て
く
れ
て
、「
由
布
院
ブ
ラ
ン
ド
」 

を
盛

中
国
の
旅
客
が
増
え
る
中
で
、
そ
の
人
た
ち

か
ら
「
あ
ん
た
由
布
院
人
か
？
」
と
問
わ
れ

ま
し
た
。
そ
の
と
き
に
、
由
布
院
在
住
歴
の

長
短
に
関
わ
ら
ず
、「
そ
う
で
す
！
」
と
答

え
ら
れ
る
か
ど
う
か
で
、
相
手
の
評
価
が
決

ま
り
ま
す
。「
わ
し
は
先
祖
代
々
」
と
い
う

よ
う
な
言
い
訳
つ
き
の
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
は

通
用
し
ま
せ
ん
。
言
い
訳
な
し
の
「
地
域
バ

ザ
ー
ル
の
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
」
を
体
で
表
現

で
き
る
か
？
が
、
新
し
い
「
人
間
の
測
り
方
」

に
な
っ
て
く
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

＊
中
谷
健
太
郎
氏
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
実

施
及
び
記
録
の
作
成
に
あ
た
っ
て
は
、
由
布

院
の
百
年
・
編
集
サ
ロ
ン
事
務
局
の
平
野
美

和
子
氏
に
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
こ
こ
に

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

2
0
2
1
年
3
月
30
日

庄
屋
サ
ロ
ン
（「
亀
の
井
別
荘
」
敷
地
内
に
あ

る
古
民
家
）
に
て
（
2
0
2
4
年
、「
父
の
本

棚
」
に
改
名
）

聞
き
手
・
編
集
：
後
藤
健
太
郎
（
公
益
財
団

法
人
日
本
交
通
公
社
主
任
研
究
員
）

係
と
い
う
点
で
見
れ
ば
、「
牛
一
頭
牧
場
運

動
」、「
牛
喰
い
絶
叫
大
会
」〈
写
真
2
〉
な
ど

が
そ
の
前
か
ら
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
。

中
谷
　
一
泊
二
食
の
旅
人
た
ち
が
観
光
の
中

核
に
な
っ
て
い
ま
す
し
、
ど
こ
で
も
旅
館
組

合
、つ
ま
り
宿
屋
さ
ん
が
強
い
で
す
。し
か
し
、

そ
こ
を「
生
活
観
光
地
」と
い
う
目
で
見
る
と
、

旅
館
の
人
た
ち
も
旅
館
の
中
だ
け
で
生
活
し

て
い
る
わ
け
じ
ゃ
な
い
。
こ
の
地
域
周
辺
の

産
物
を
集
め
た
り
、
出
荷
し
た
り
消
費
し
た

り
し
て
生
活
が
成
り
立
っ
て
い
る
の
で
す
。

一
村
一
品
の
生
産
・
出
荷
だ
け
で
は
生
活
は

成
り
立
た
な
い
。
う
ち
か
ら
市
場
に
持
っ
て

い
っ
て
、
そ
れ
が
集
ま
る
と
「
一
村
が
百
品
」

に
な
っ
た
り
す
る
の
で
す
。
そ
の
よ
う
な「
取

り
組
み
」
を
大
分
県
（
平
松
知
事
）
が
音
頭
を

採
っ
て
く
れ
て
、「
地
域
の
バ
ザ
ー
ル
思
想
」

が
具
体
的
に
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。「
一
品
だ

け
食
べ
て
満
足
と
は
な
ら
な
い
」、
と
い
う
考

中
谷
健
太
郎（
な
か
や
・
け
ん
た
ろ
う
）

が
経
営
し
て
い
る
葡
萄
畑
で
は
「
勝
手
に
葡

萄
食
べ
て
い
い
よ
。
土
に
手
を
入
れ
て
み
て

く
だ
さ
い
。
手
が
こ
こ
ま
で
入
る
よ
う
な
畑

の
柔
ら
か
さ
で
す
よ
」
と
。
と
ん
で
も
な
く

高
い
ワ
イ
ン
を
と
は
い
き
ま
せ
ん
が
、
家
で

作
っ
た
ワ
イ
ン
を
樽
か
ら
瓶
に
注
い
で
飲
み

ま
す
。
そ
う
い
う
観
光
地
を
イ
タ
リ
ア
と
ド

イ
ツ
で
体
験
し
ま
し
た
。
ま
た
、
フ
ラ
ン
ス

で
も
葡
萄
畑
を
持
っ
た
人
と
結
婚
し
た
日
本

人
の
と
こ
ろ
で
滞
在
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

見
渡
す
限
り
に
広
が
る
葡
萄
畑
の
中
で
ワ
イ

ン
を
飲
ん
だ
り
す
る
の
は
素
晴
ら
し
い
生
活
、

過
ご
し
方
だ
な
と
思
い
ま
し
た
。

　
日
本
の
銀
座
と
青
山
に
も
店
を
出
し
た
フ

ラ
ン
ス
人
シ
ェ
フ
の
ア
ラ
ン
デ
ュ
カ
ス
氏
が
ス

ペ
イ
ン
の
田
舎
に
レ
ス
ト
ラ
ン
を
開
か
れ
ま

し
た
。
そ
こ
で
は
ア
ヒ
ル
が
歩
き
、
羊
も
い
ま

料
理
人
は
外
か
ら

わ
く
わ
く
す
る
も
の
を

持
っ
て
く
る

―
2
0
0
0
年
代
に
始
ま
っ
た
取
り
組
み
の

一
つ
に
「
由
布
院
盆
地
風
の
食
卓
祭
」
が
あ

り
ま
す
。
バ
ザ
ー
ル
と
ど
の
よ
う
な
関
係
に
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表

1
バ
ザ
ー
ル
の
思
想

写真2）牛喰い絶叫大会の風景

　
つ
ま
り
誰
が
作
る
か
。「
風
の
料
理
人
」は
、

風
に
乗
っ
て
ど
こ
か
ら
か
や
っ
て
く
る
。
例

え
ば
ト
マ
ト
で
も
、
じ
ゃ
が
い
も
で
も
、
味

噌
で
も
、
胡
瓜
で
も
、
み
ん
な
「
外
」
か
ら

来
た
も
の
で
す
。
そ
し
て
大
事
な
こ
と
は
、

そ
の
と
き
必
ず
「
料
理
人
」
が
一
緒
に
来
る

の
で
す
。
物
だ
け
来
て
も
ど
う
し
た
ら
い
い

か
わ
か
ら
な
い
で
す
か
ら
。
料
理
人
が
来
て

ど
う
だ
、
飯
は
旨
い
だ
ろ
う
と
、
こ
の
小
麦

を
こ
ん
な
に
し
て
こ
ね
て
「
う
ど
ん
」
に
し

た
。だ
か
ら
料
理
人
が
必
ず
一
緒
に
来
ま
す
。

　
そ
の
よ
う
に
、
料
理
人
は
海
の
向
こ
う
か

ら
、
わ
く
わ
く
す
る
も
の
を
持
っ
て
一
緒
に

来
る
か
ら
、
風
の
料
理
人
。
風
の
食
材
・
風

の
食
卓
・
風
の
料
理
人
で
「
食
文
化
」
を
創

ろ
う
と
い
う
て
「
バ
ザ
ー
ル
運
動
」
に
も
繋

が
っ
て
い
き
、「
風
の
食
卓
運
動
」
を
今
も

や
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
け
ど
ね
。

地
域
の
ブ
レ
ン
ド
力

―
他
所
の
も
の
を

織
り
込
み

生
活
の
中
に
愉
し
み
を

創
る

―
地
域
の
外
か
ら
い
ろ
い
ろ
な
も
の
を
取
り

込
ん
で
ま
ち
が
発
展
し
て
き
た
由
布
院
で
、

そ
れ
を
象
徴
す
る
中
谷
さ
ん
の
言
葉
、
考
え

の
一
つ
が
「
地
域
の
ブ
レ
ン
ド
力
」〈
表
2
〉

〈
※
注
7
〉
か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

中
谷
　「
地
域
ブ
ラ
ン
ド
」
と
い
う
の
は
、

な
ん
か
い
や
ら
し
い
で
は
な
い
で
す
か
。「
そ

こ
だ
け
の
も
の
」
と
し
て
い
る
か
ら
で
す
。

例
え
ば
、
京
都
の
も
の
が
京
都
ブ
ラ
ン
ド
、

金
沢
の
も
の
が
金
沢
ブ
ラ
ン
ド
。
し
か
し
実

際
は
、
そ
こ
だ
け
の
も
の
は
な
い
の
で
す
。

あ
っ
ち
か
ら
も
こ
っ
ち
か
ら
も
長
い
時
間
を

か
け
て
入
っ
て
き
て
い
ま
す
。
ど
う
や
っ
て

た
く
さ
ん
の
も
の
を
「
生
活
の
中
」
に
織
り

込
ん
で
き
た
か
、
あ
る
い
は
織
り
込
ん
で
い

く
か
。
京
都
で
も
金
沢
で
も
、
中
国
や
他
の

国
々
、
地
域
か
ら
運
ば
れ
た
も
の
を
編
み
込

ん
で
き
て
い
ま
す
よ
ね
、
苦
労
し
な
が
ら
。

　
文
芸
評
論
家
の
保
田
與
重
郎
さ
ん
〈
※
注

8
〉
は
、
ご
ち
ゃ
ご
ち
ゃ
に
混
ぜ
て
味
も
な

く
、
栄
養
に
も
な
ら
な
い
「
蒟
蒻
」
を
愛
好

さ
れ
る
そ
う
で
す
。「
蒟
蒻
」
は
毒
で
、
現

在
の
よ
う
な
安
全
な
食
べ
方
に
な
る
ま
で
に

多
く
の
人
が
亡
く
な
っ
た
そ
う
で
す
。
し
か

も
栄
養
に
も
な
ら
な
い
、
そ
れ
を
一
生
懸
命

作
っ
て
き
た
こ
と
で
、「
蒟
蒻
」
は
今
も
ぜ

い
た
く
な
珍
味
・
必
需
品
で
す
。
栄
養
が
あ

る
、
旨
い
。
だ
か
ら
ど
ん
ど
ん
ど
ん
ど
ん
広

が
っ
て
地
域
文
化
に
な
る
か
と
い
う
と
、
そ

う
で
も
な
い
よ
う
で
す
。
蒟
蒻
は
、
元
は
中

国
か
ら
伝
わ
っ
た
も
の
だ
け
ど
、
日
本
で
は

好
ん
で
食
べ
る
文
化
が
続
い
て
い
て
、
蒟
蒻

屋
が
な
い
市
町
村
は
少
な
い
そ
う
で
す
。
そ

う
い
う
面
白
さ
を
考
え
る
と
「
地
域
ブ
ラ
ン

ド
」
と
い
う
の
は
乱
暴
な
言
い
方
で
、
ど
の

よ
う
に
生
活
に
ブ
レ
ン
ド
さ
れ
て
い
く
か
、

そ
こ
に
「
面
白
み
」
を
発
見
し
な
か
っ
た
ら
、

だ
、
塔
か
ら
矢
だ
け
を
射
て
占
領
し
て
も
、

バ
ザ
ー
ル
が
な
け
れ
ば
食
べ
る
も
の
が
得
ら

れ
な
い
の
で
す
。
イ
タ
リ
ア
の
小
さ
な
都
市

の
小
さ
な
町
に
行
く
と
、
広
場
が
あ
っ
て
、

大
概
そ
こ
に
お
金
を
交
換
す
る
銀
行
と
旅
人

が
泊
ま
る
ホ
テ
ル
が
あ
り
ま
す
。
銀
行
で
両

替
し
ま
す
し
、
必
需
品
を
交
換
す
る
バ
ザ
ー

ル
も
生
ま
れ
ま
す
。

　
住
ん
で
い
る
人
も
「
バ
ザ
ー
ル
」
で
生
活
し

ま
す
。
そ
こ
に
何
日
か
泊
ま
る
旅
人
も
「
バ

ザ
ー
ル
」で
生
活
し
ま
す
。「
一
泊
二
食
」や「
有

名
な
何
が
あ
り
ま
す
」
と
い
う
よ
う
な
観
光

は
、
ち
ょ
っ
と
違
う
だ
ろ
う
と
い
う
こ
と
を

言
い
た
い
で
す
。
一
軒
一
軒
の
家
庭
が
何
を

食
べ
る
と
か
、
第
一
級
の
ホ
テ
ル
で
あ
る
か
、

安
い
ホ
テ
ル
で
あ
る
か
み
た
い
な
こ
と
で
争

わ
な
く
て
も
、「
バ
ザ
ー
ル
」
さ
え
守
っ
て
い

け
れ
ば「
生
活
」は
そ
こ
に
保
た
れ
る
の
で
す
。

そ
れ
が
「
生
活
観
光
」
の
基
盤
に
な
り
ま
す
。

特
に
ユ
ー
ラ
シ
ア
大
陸
の
、「
作
る
よ
り
も

交
換
で
成
り
立
っ
て
き
た
、
あ
る
い
は
交
換

の
た
め
に
」
長
い
何
千
年
の
歴
史
を
育
ん
で

き
た
よ
う
な
と
こ
ろ
で
は
、
確
か
に
泥
棒
も

い
る
し
貧
し
さ
も
あ
る
け
れ
ど
も
、
バ
ザ
ー

ル
は
活
々
と
続
い
て
い
る
と
思
い
ま
し
た
。

　
し
か
し
、イ
タ
リ
ア
の
サ
ン
・
ジ
ミ
ニ
ャ
ー

ノ
の
町
も
、
そ
の
後
の
20
年
ぐ
ら
い
で
物
凄

く
変
わ
り
ま
し
た
。
最
初
に
行
っ
た
と
き
は

お
っ
ち
ゃ
ん
、
お
ば
さ
ん
、
少
年
た
ち
が
に

こ
っ
と
笑
っ
た
り
な
ん
か
し
な
が
ら
、
そ
の

辺
で
作
っ
た
よ
う
な
も
の
を
売
っ
て
い
ま
し

た
。
し
か
し
、
そ
れ
か
ら
20
年
く
ら
い
後
に

は
、
売
っ
て
い
る
も
の
は
イ
ン
ド
や
中
国
の

も
の
、
日
本
の
も
の
で
し
た
。

　
バ
ザ
ー
ル
は
た
し
か
に
何
百
年
で
も
残
る

け
れ
ど
も
、
見
事
に
変
わ
っ
た
り
も
す
る
、

あ
ま
り
あ
て
に
な
ら
な
い
。
何
が
そ
の
土
地

の
バ
ザ
ー
ル
を
そ
の
土
地
の
バ
ザ
ー
ル
た
ら

し
め
て
お
る
か
？
。
売
れ
る
も
の
、
売
れ
な

い
も
の
も
含
め
て
、そ
の
土
地
の「
バ
ザ
ー
ル
」

で
あ
り
続
け
る
、
そ
う
い
う
頑
固
さ
は
ど
こ

か
ら
き
て
い
る
の
か
、
そ
れ
は
建
物
か
ら
だ

と
思
う
。
建
物
が
な
い
と
、
つ
ま
り
空
間
が

な
い
と
バ
ザ
ー
ル
は
成
り
立
た
な
い
の
で
す
。

　
そ
れ
で
、
由
布
院
の
景
観
を
大
事
に
考
え

よ
う
と
運
動
を
起
こ
し
ま
し
た
。
バ
ザ
ー
ル

か
ら
暮
ら
し
へ
の
関
心
が
芽
生
え
、
景
観
、

建
築
へ
と
取
り
組
み
が
移
っ
て
い
き
ま
し
た
。

―
1
9
9
0
年
は
、「
潤
い
の
あ
る
町
づ
く
り

条
例
」が
制
定
さ
れ
る
と
と
も
に
、「
バ
ザ
ー

ル（
市
場
）の
あ
る
温
泉
リ
ゾ
ー
ト
村
・
構
想
」

が
由
布
院
観
光
の
長
期
ビ
ジ
ョ
ン
と
し
て
掲

げ
ら
れ
、「
由
布
院
観
光
総
合
事
務
所
」の
設

立
が
事
業
計
画
化
さ
れ
た
、「
由
布
院
の
エ

ポ
ッ
ク
」と
も
い
え
る
時
期
だ
っ
た
と
思
い
ま

す
。
同
時
に
90
年
の
湯
布
院
町『
町
勢
要
覧
』

で「
最
も
住
み
よ
い
町
こ
そ
勝
れ
た
観
光
地
で

あ
る
」と
い
う
理
念
が
大
き
く
謳
わ
れ
た
時

期
で
も
あ
り
ま
し
た〈
図
2
〉〈
※
注
6
〉。

　1
9
9
0
年
代
後
半
に「
ゆ
ふ
い
ん
建
築
・

環
境
デ
ザ
イ
ン
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」
が
作
成
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
そ
こ
に
至
る
流
れ
も
理
解

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

あ
り
ま
す
で
し
ょ
う
か
。

中
谷
　
料
理
と
い
う
も
の
は
ど
こ
か
「
わ
く

わ
く
」
し
ま
す
。
人
は
3
6
5
日
、
同
じ
も

の
を
食
べ
た
い
と
は
思
わ
な
い
わ
け
で
す
か

ら
目
新
し
い
と
か
、
そ
う
い
う
も
の
が
必
要

で
す
。
一
に
「
食
材
」、
二
に
「
お
客
」、
三
四

が
な
く
て
五
に
「
板
場
」（
笑
）
と
。
料
理
人

と
一
杯
呑
み
な
が
ら
ハ
ッ
パ
を
か
け
る（
笑
）。

　
食
材
は
、
で
き
る
だ
け
「
そ
こ
で
」
手
に

入
る
も
の
。
1
時
間
か
ら
2
時
間
く
ら
い
の

範
囲
で
行
政
区
域
は
関
係
な
い
。
運
ん
で
き

た
も
の
は
、「
風
の
食
卓
運
動
」の
中
で
の「
風

の
食
材
」
で
す
。
冷
凍
や
干
物
、
ま
し
て
海

外
で
作
ら
れ
た
も
の
、
船
で
運
ば
れ
た
も
の

を
最
初
か
ら
あ
て
に
す
る
な
。
風
の
中
か
ら

持
っ
て
こ
い
。
風
に
吹
か
れ
て
育
っ
た
食
材

を
獲
っ
て
く
る
と
い
う
こ
と
で「
風
の
食
材
」

と
呼
ん
で
い
ま
し
た
。

　
あ
と
は
「
風
の
食
卓
」。
そ
の
土
地
の
風
に

吹
か
れ
な
が
ら
「
風
吹
く
食
卓
」
で
食
べ
て
初

め
て
、
そ
こ
の
土
地
柄
の
味
が
す
る
の
で
す
。

地
方
の
観
光
地
の
板
場
が
、
京
都
の
ホ
テ
ル

で
出
す
よ
う
な
料
理
を
追
っ
か
け
て
も
仕
方

が
な
い
で
す
。
ま
ず
風
の
中
か
ら
「
食
材
」
を

運
ん
で
食
事
を
作
る
、
そ
し
て
「
風
の
食
卓
」

に
持
ち
出
し
て
食
べ
る
の
が
そ
の
土
地
の
料

理
…
。
風
の
食
材
、
風
の
食
卓
、
そ
し
て
、

最
後
が
「
風
の
料
理
人
」。

か
け
た
ら
ダ
メ
だ
」と
。
満
足
は
、
マ
ー
ケ
ッ

ト
で
言
う
と
「
向
こ
う
側
の
価
値
観
」
の
話
。

そ
う
で
は
な
く
、
こ
ち
ら
側
の
ホ
ス
ピ
タ
リ

テ
ィ
で
勝
負
す
る
。
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
は
こ

ち
ら
側
の
価
値
観
の
こ
と
な
の
で
す
。
ホ
ス

ピ
タ
リ
テ
ィ
（
自
分
の
個
性
、
価
値
観
）
を

考
え
ず
に
、入
っ
て
く
る「
旅
人
の
価
値
観
」、

満
足
を
追
い
求
め
て
観
光
を
し
て
い
る
と
市

場
が
崩
壊
し
ま
す
。「
崩
壊
し
な
い
よ
う
に
」

と
言
う
の
は
簡
単
で
す
が
、
実
行
す
る
の
は

や
っ
か
い
で
す
。「
私
た
ち
に
で
き
る
こ
と
、

私
た
ち
が
良
い
と
思
っ
て
い
る
も
の
は
こ
れ

な
ん
で
す
」と
言
っ
て
、「
砦
を
狭
く
造
っ
て
、

広
い
世
界
へ
売
る
」。
広
い
世
界
の
ホ
ス
ピ

タ
リ
テ
ィ
に
自
分
の
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
を
合

わ
せ
て
い
く
と
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
が
崩
壊
す
る

の
で
す
。

　
2
0
0
0
年
代
に
、
急
激
に
韓
国
・
台
湾
・

り
上
げ
て
く
れ
て
い
る
、
由
布
院
の
外
に
も
拠

点
が
あ
る
こ
と
が
由
布
院
の
ま
ち
づ
く
り
の
特

徴
な
の
だ
と
改
め
て
感
じ
ま
し
た〈
※
注
9
〉。

足
り
な
い
の
は
ハ
ン
ド
ル

―
外
に
開
き
、

何
を
取
り
入
れ

ま
ち
の
新
陳
代
謝
を

図
る
か

中
谷
　
由
布
院
の
中
で
は
、
親
戚
縁
者
が
ほ

ぼ
固
ま
っ
て
い
ま
す
ね
。
そ
の
固
ま
り
と
は

少
し
違
う
他
所
か
ら
入
っ
て
き
た
私
た
ち

は
、
バ
ザ
ー
ル
や
催
事
な
ど
で
人
を
集
め
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
ん
な
バ
ラ
バ
ラ
文
化

な
の
で
す
。
盆
地
の
中
で
は
農
協
は
か
っ
ち

り
し
て
い
ま
す
し
、
各
自
治
会
、
集
落
、
消

防
…
そ
う
い
う
の
は
し
っ
か
り
し
て
い
ま

す
。
な
ぜ
か
？

　
由
布
院
は「
隠
れ
キ
リ
シ
タ
ン
」の
村
だ
っ

た
か
ら
殿
様
が
い
な
い
。
殿
様
が
い
な
か
っ

た
ら
庄
屋
で
固
ま
る
以
外
な
い
の
で
す
。
室

町
時
代
ま
で
は
、
由
布
岳
に
自
生
す
る
楮
の

木
の
皮
を
使
っ
て
木
綿
を
織
っ
て
い
ま
し
た

が
、
関
ヶ
原
の
合
戦
以
降
は
、
そ
う
い
っ
た

も
の
が
全
て
禁
止
さ
れ
、
産
業
は
な
く
な
り

ま
し
た
。
し
か
し
、
ど
こ
か
で
食
っ
て
い
か

な
い
と
い
け
な
い
。
通
商
、
商
業
も
興
し
て

は
い
け
な
い
と
言
わ
れ
て
も
塩
が
な
か
っ
た

ら
一
日
も
生
き
ら
れ
ま
せ
ん
。
そ
の
他
農
器

具
・
金
物
も
で
す
。魚
は
塩
干
物
で「
無
塩（
生

鮮
）
は
な
し
」
と
い
っ
た
状
況
が
三
百
年
も

続
い
た
の
で
す
。
だ
か
ら
、
殿
様
へ
の
で
は

な
く
て
自
分
が
住
む
村
の
庄
屋
の
誰
々
さ
ん

へ
と
い
う
風
に
固
ま
っ
て
い
き
て
い
ま
す
。

　
ム
ラ
が
外
に
開
か
れ
て
い
な
い
と
生
活
が

成
り
立
た
な
い
と
い
う
実
態
は
あ
り
ま
し
た

が
、
明
治
に
急
に
開
国
さ
せ
ら
れ
て
も
ま
だ

1
0
0
年
ち
ょ
っ
と
く
ら
い
し
か
経
っ
て
い

な
い
の
で
、
す
ぐ
に
「
バ
ザ
ー
ル
の
精
神
」
へ

と
は
な
ら
な
い
で
す
。
そ
う
し
た
中
で
、
観

光
と
は
ま
た
別
の
意
味
で
外
か
ら
入
っ
て
く

る
も
の
に
目
が
向
い
た
の
で
す
。
別
府
で
は

そ
も
そ
も
外
国
鋼
船
を
入
れ
た
り
し
て
、
と

ん
で
も
な
い
こ
と
に
な
っ
た
な
あ
と
。
明
治

の
終
わ
り
頃
か
ら
影
響
を
受
け
は
じ
め
て
大

正
か
ら
こ
こ
ま
で
の
間
の
1
0
0
年
く
ら
い

の
生
の
感
動
を
探
っ
て
い
く
と
、
こ
の
村
の

特
性
が
把
握
で
き
る
と
同
時
に
ブ
ラ
ン
ド
で

は
な
く
て
ブ
レ
ン
ド
だ
と
。こ
こ
だ
け
を
守
っ

て
ブ
ラ
ン
ド
化
し
よ
う
と
思
っ
た
ら
生
き
て

い
け
な
い
。
だ
か
ら
ど
う
や
っ
て
上
手
く
ブ

レ
ン
ド
化
し
て
い
く
か
だ
と
思
い
ま
す
。

―
ブ
レ
ン
ド
に
関
連
す
る
も
の
と
し
て
、
ま

ち
の「
新
陳
代
謝
」〈
表
3
〉を
考
え
る
視
点
や
、

地
域
の
外
か
ら
入
っ
て
く
る
も
の
に
対
し
て

「
ブ
レ
ー
キ
で
は
な
く
ハ
ン
ド
ル
が
必
要
」〈
表

4
〉
と
い
う
視
点
は
、
長
年
の
実
践
を
通
じ

て
育
ま
れ
て
き
た
の
だ
と
感
じ
ま
す
。

ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
と
は

こ
ち
ら
側
の
価
値
観

―
取
り
入
れ
る
砦
は

自
分
の

ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
に

合
っ
た
分
だ
け
に
す
る

―
10
年
程
前
に
も
一
度
お
話
し
を
伺
い
ま
し

た
が
、
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
を
ど
の
よ
う
に
捉

え
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
か
、
改
め
て
聞
か
せ
て

く
だ
さ
い
〈
※
注
10
〉。
外
か
ら
取
り
入
れ
る

と
き
に
何
を
意
識
し
た
ら
よ
い
で
し
ょ
う
か
。

中
谷
　
当
時
あ
る
ホ
テ
ル
業
者
と
話
し
て
い

て
気
づ
い
た
の
で
す
が
、
外
国
か
ら
の
お
客

様
を
た
く
さ
ん
入
れ
て
い
る
そ
の
ホ
テ
ル
の

方
が
言
う
に
は
、「
お
客
様
の
満
足
を
追
い

由
布
院
か
ら
ス
イ
ス
に
戻
っ
て
行
か
れ
ま
し

た
。
そ
し
て
『
季
節
の
は
ざ
ま
で
』
と
い
う

映
画
を
創
ら
れ
ま
し
た
（
1
9
9
2
年
）。

そ
れ
は
自
分
が
山
城
み
た
い
な
古
い
ホ
テ
ル

で
子
供
の
時
代
を
過
ご
し
て
、
今
は
普
通
の

大
人
に
な
り
ま
し
た
と
い
う
内
容
の
映
画
で

す
。

　
映
画
が
完
成
し
た
と
き
に
招
待
状
が
来

て
、「
由
布
院
で
の
体
験
か
ら
、
世
界
中
の
人

に
自
分
の
映
画
を
見
せ
る
と
同
時
に
自
分
の

村
の
人
に
自
分
の
映
画
を
観
て
も
ら
う
と
い

う
こ
と
に
目
覚
め
た
。
そ
の
最
初
の
人
が
こ

の
人
だ
よ
と
紹
介
す
る
か
ら
来
て
く
れ
」
と
。

だ
け
ど
、
由
布
院
で
「
生
活
観
光
地
づ
く
り
」

を
し
て
い
た
の
で
行
か
な
か
っ
た
。
現
地
に

行
っ
た
と
し
て
も
単
な
る
ツ
ー
リ
ス
ト
、
観

光
視
察
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
で
し
ょ
う
。
た

だ
、
そ
の
後
し
ば
ら
く
し
て
、
シ
ュ
ミ
ッ
ト

監
督
は
癌
で
亡
く
な
り
ま
し
た
。
行
動
的
で

あ
れ
ば
よ
か
っ
た
と
今
は
思
い
ま
す
。

バ
ザ
ー
ル
の
思
想

―
あ
っ
ち
こ
っ
ち
で

作
っ
た
も
の
が

ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
に
混
在

―
生
活
観
光
地
、
保
養
温
泉
地
構
想
、
ク
ア

オ
ル
ト
構
想
な
ど
に
続
け
て
由
布
院
で
育
ま

れ
て
き
た
「
バ
ザ
ー
ル
の
思
想
」〈
表
1
〉〈
※

注
4
〉
に
焦
点
を
当
て
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
1
9
8
2
年
か
ら
始
ま
っ
た
「
食
べ
物

文
化
祭
」
で
は
、
自
ら
の
町
を
情
報
の
交
わ

る
ク
ロ
ス
ロ
ー
ド
の
町
、
バ
ザ
ー
ル
の
町
と

位
置
づ
け
、
世
界
各
国
の
料
理
を
テ
ー
マ
に

さ
れ
て
い
ま
し
た
ね
。
地
域
の
中
と
外
の
関

え
が
底
辺
に
あ
り
ま
す
。
そ
こ
が
一
村
一
品

の
分
か
り
に
く
い
点
で
あ
り
ま
し
た
し
、
分

か
り
に
く
い
か
ら
あ
あ
こ
れ
か
と
手
探
り
す

る
時
間
が
掛
か
り
ま
し
た
が
、
そ
れ
で
浸
透

し
た
と
い
う
側
面
も
あ
り
ま
す
け
ど
ね
。

　
だ
か
ら
、
そ
の
土
地
だ
け
の
一
泊
二
食
の

文
化
産
業
じ
ゃ
な
く
て
、
あ
っ
ち
こ
っ
ち
で

作
っ
た
も
の
が
集
ま
っ
て
こ
な
い
と
面
白
く

な
い
で
す
。
例
え
ば
、
ト
ル
コ
で
は
い
ろ
ん

な
料
理
が
出
て
き
ま
す
。
器
は
、
ペ
ル
シ
ャ

の
器
も
あ
り
ま
す
が
、
中
国
か
ら
の
器
も
た

く
さ
ん
入
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
ロ
シ
ア

か
ら
は
サ
モ
ワ
ー
ル
（
湯
沸
か
し
器
）
み
た

い
な
の
も
入
っ
て
き
て
い
ま
す
。
そ
う
い
っ

た
も
の
が
混
ぜ
こ
ぜ
に
そ
こ
に
あ
っ
て
、
し

か
も
そ
れ
が
破
綻
し
て
お
ら
ず
、
ダ
イ
ナ

ミ
ッ
ク
に
混
在
し
て
お
る
。
そ
れ
が
一
つ
の

バ
ザ
ー
ル
に
な
っ
て
い
ま
す
。

―
中
谷
さ
ん
の
「
市
場
が
あ
る
か
ら
、
文
・

物
が
移
出
入
し
、ム
ラ
が
世
界
に
つ
な
が
る
。

そ
れ
が
ム
ラ
の
消
費
文
化
を
豊
か
に
し
、
生

産
文
化
を
誘
発
す
る
。」〈
注
5
〉
と
い
う
言

葉
が
印
象
に
残
っ
て
い
ま
す
。

中
谷
　
ど
こ
の
地
域
に
行
っ
て
も
、
特
に
砂

漠
を
中
心
に
ユ
ー
ラ
シ
ア
大
陸
で
は
、
生
産

で
生
き
て
い
る
よ
り
も
、
あ
っ
ち
こ
っ
ち
か

ら
物
を
集
め
、
あ
る
い
は
出
荷
し
て「
バ
ザ
ー

ル
で
生
き
て
き
た
歴
史
」
が
長
い
で
す
よ
ね
。

広
大
な
モ
ン
ゴ
ル
か
ら
ア
ラ
ブ
を
越
え
て
、

果
て
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
至
る
、
そ
の
間
の
地

域
の
ほ
と
ん
ど
が
、「
バ
ザ
ー
ル
」
や
「
オ
ア

シ
ス
」
の
慰
労
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
生
き
て
い

る
わ
け
で
す
。
地
域
は
縮
こ
ま
っ
た
ら
い
け

な
い
と
い
う
思
い
が
あ
っ
た
の
で
す
。
由
布

院
は
、
い
っ
た
ん
は
縮
こ
ま
る
運
動
だ
っ
た

「
由
布
院
の
自
然
を
守
る
会
」。「
小
さ
な
別
府

や
熱
海
に
な
る
な
」
と
、
小
さ
い
「
家
庭
で
生

活
」
そ
の
も
の
を
魅
力
に
し
て
い
こ
う
と
し

ま
し
た
。

　
し
か
し
世
界
を
見
て
み
る
と
、「
そ
こ
で

何
が
で
き
た
か
」
の
話
題
よ
り
も
、「
そ
こ

に
何
が
運
ば
れ
て
き
た
か
」
と
い
う
話
題
の

方
が
よ
り
大
き
く
世
界
の
文
化
や
歴
史
を
変

え
て
き
て
い
ま
す
し
、
そ
の
上
で
保
た
れ
る

平
和
で
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
ね
。
地
域
主

義
の
戦
争
み
た
い
に
な
っ
て
も
駄
目
で
す
。

交
換
で

成
り
立
っ
て
き
た
歴
史

―
住
ん
で
い
る
人
も

滞
在
す
る
旅
人
も

勘
定
す
る

中
谷
　
イ
タ
リ
ア
に
サ
ン
・
ジ
ミ
ニ
ャ
ー
ノ

と
い
う
塔
の
町
が
あ
り
ま
す
。
周
り
か
ら
攻

め
ら
れ
た
と
き
に
戦
う
た
め
の
塔
で
す
。
た

い
ら
っ
し
ゃ
い
よ
」
と
言
え
る
よ
う
な
体
勢

と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
を
考
え
て
み
る
こ

と
が
重
要
で
す
。
こ
こ
ま
で
い
ら
し
て
頂
い

た
ら
、「
暮
ら
し
の
魅
力
」を
味
わ
え
ま
す
よ
。

由
布
院
は
、
空
間
が
ゆ
っ
た
り
し
て
い
ま
す

よ
。
都
会
と
は
異
な
る
「
の
ん
び
り
生
活
」

が
味
わ
え
ま
す
よ
。
都
会
の
あ
ち
こ
ち
で
は

皆
忙
し
そ
う
で
す
が
、
そ
れ
が
素
晴
ら
し
い

生
活
だ
と
は
思
え
ま
せ
ん
。
由
布
院
に
い
ら

し
て
「
あ
あ
生
き
て
い
る
、
こ
の
生
き
方
が

い
い
な
あ
」
と
思
っ
て
頂
け
れ
ば
「
生
活
観

光
」
は
成
り
立
つ
と
思
う
の
で
す
。

平
和
な
家
族
の
暮
ら
し

―
ス
イ
ス
の
中
を

守
っ
た
の
で
は

ス
イ
ス
の
中
で
生
き
る

自
分
の
家
族
を
守
れ
な
い

―
生
活
自
体
の
豊
か
さ
、
生
き
方
が
生
活
観

光
の
核
と
な
る
と
思
い
ま
す
が
、
地
域
の
中

と
外
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
ど
の
よ
う
に

考
え
て
お
ら
れ
ま
し
た
か
。
由
布
院
の
ま
ち

は
、
外
か
ら
の
憧
れ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
採
り

入
れ
て
発
展
し
て
き
た
と
実
際
に
感
じ
ま
す
。

　ま
ず
映
画
監
督
ダ
ニ
エ
ル
・
シ
ュ
ミ
ッ
ト

氏
〈
※
注
3
〉
と
の
出
会
い
と
そ
こ
か
ら
生

ま
れ
た
考
え
な
ど
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

中
谷
　
湯
布
院
映
画
祭
の
仲
間
で
、
一
緒
に

映
画
祭
を
創
っ
て
き
た
田
井
肇
氏
（
大
分
・
ミ

ニ
シ
ア
タ
ー
「
シ
ネ
マ
5
」
支
配
人
）が

1
9
8
8
年
に
ダ
ニ
エ
ル
・
シ
ュ
ミ
ッ
ト
監
督
を

由
布
院
に
招
き
ま
し
た
。
そ
の
時
の
様
子
は

冊
子
〈
図
1
〉
に
な
っ
て
い
ま
す
。
シ
ュ
ミ
ッ

ト
監
督
と
一
緒
に
風
呂
に
入
っ
た
り
、
み
ん

な
で
ゴ
ロ
ゴ
ロ
し
た
り
…
。
シ
ュ
ミ
ッ
ト
監

督
は
3
日
ほ
ど
泊
ま
ら
れ
ま
し
た
。「
サ
ロ
ン
・

雪
安
居
」で
シ
ュ
ミ
ッ
ト
監
督
の
作
品
を
最
新

の
レ
ー
ザ
ー
デ
ィ
ス
ク
で
観
て
も
ら
っ
た
の

で
す
が
、
大
変
驚
か
れ
た
。
日
本
国
の
九
州

島
の
由
布
院
で
自
分
の
作
品
が
最
新
の
レ
ー

ザ
ー
デ
ィ
ス
ク
で
観
ら
れ
る
日
本
と
い
う
の

は
何
と
不
思
議
な
国
だ
と
言
わ
れ
ま
し
た
。

　
ご
存
知
の
通
り
ス
イ
ス
は
周
り
が
列
強
で

攻
め
ら
れ
た
ら
ひ
と
た
ま
り
も
な
い
。
ど
う

す
る
？
あ
ん
な
に
素
晴
ら
し
い
と
こ
ろ
に

「
攻
め
込
ん
で
叩
き
潰
す
わ
け
に
は
い
か
ん

ぞ
」
と
、
周
り
の
列
強
が
思
っ
て
く
れ
る
為

に
自
分
は
映
画
を
創
る
と
仰
っ
た
。
映
画
を

列
強
に
持
ち
出
し
て
映
画
を
観
て
も
ら
う
こ

と
が
「
ス
イ
ス
を
守
る
」
こ
と
に
な
る
と
…
。

そ
れ
以
外
に
自
分
の
家
族
を
守
り
、
ス
イ
ス

が
生
き
延
び
て
い
く
方
法
は
な
い
と
。
だ
か

ら
自
分
が
創
っ
て
い
る
映
画
に
は
情
念
が
満

ち
て
い
る
と
言
っ
て
い
ま
し
た
ね
。

　
由
布
院
に
来
て
み
た
ら
、「
撮
影
所
が
な

い
」
と
い
う
こ
と
は
ス
イ
ス
も
同
じ
だ
。
同

じ
よ
う
に
撮
影
所
が
な
い
の
に
、
ス
イ
ス
は

外
国
で
映
画
を
創
っ
て
ま
で
も
「
ス
イ
ス
は

素
晴
ら
し
い
と
こ
ろ
だ
」
と
世
界
中
に
発
信

し
よ
う
と
し
て
お
る
の
だ
け
ど
も
、
由
布
院

は
世
界
中
で
作
ら
れ
た
映
画
を
町
中
で
上
映

し
て
、「
世
界
に
は
こ
ん
な
素
晴
ら
し
い
暮

ら
し
が
あ
り
ま
っ
せ
」
と
い
う
「
祭
り
」
を

や
っ
て
い
る
、
真
逆
だ
と
。「
そ
の
お
か
げ

で
今
夜
、
皆
様
と
一
緒
に
、
楽
し
く
自
分
の

映
画
を
上
映
し
て
も
ら
っ
て
い
る
…
。
こ
の

不
思
議
な
出
会
い
こ
そ
」
み
た
い
な
こ
と
で

当
日
は
盛
り
上
が
っ
た
わ
け
で
す
。
シ
ュ

ミ
ッ
ト
監
督
は
、「
世
界
の
方
々
よ
、
見
て

く
だ
さ
い
。
ス
イ
ス
は
こ
ん
な
素
晴
ら
し
い

国
だ
」
と
い
う
よ
う
な
大
そ
れ
た
も
の
で
は

な
く
て
、
ス
イ
ス
の
「
自
分
の
村
の
人
達
」

を
招
い
て
観
て
も
ら
う
た
め
に
、「
村
の
人

達
の
た
め
の
映
画
」
を
創
る
、
と
言
っ
て
、

し
た
。
小
屋
に
は
4
ル
ー
ム
く
ら
い
し
か
な

い
の
で
す
が
、
ゆ
っ
く
り
食
べ
て
い
っ
て
く
れ

と
い
う
雰
囲
気
の
と
こ
ろ
で
し
た
。
世
界
的

規
模
で
見
れ
ば
あ
っ
た
の
で
す
が
、
当
時
日

本
で
は
、「
生
活
に
切
り
込
ん
だ
イ
メ
ー
ジ
の

観
光
」は
、
あ
ま
り
聞
か
な
か
っ
た
で
す
。

そ
の
土
地
の
人
が

お
客
に
な
る

他
所
の
人
も

ご
ち
ゃ
混
ぜ
に
出
会
う

中
谷
　
ス
ペ
イ
ン
と
フ
ラ
ン
ス
に
跨
っ
て
い

る
バ
ス
ク
地
方
の
ま
ち
ビ
ル
バ
オ
市
は
、
人

口
1
万
人
あ
た
り
の
バ
ー
の
数
が
世
界
で
一

番
多
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
こ
の
観
光

は
、
別
荘
観
光
で
も
な
く
、
も
ち
ろ
ん
歓
楽

型
の
観
光
で
も
な
い
で
す
。
そ
れ
は
な
ん
だ

と
い
う
と
「
生
活
観
光
」
と
し
か
言
い
よ
う

が
な
い
の
で
す
。

　
当
時
の
日
本
で
は
、
お
客
は
、
毎
晩
毎
晩
、

他
所
か
ら
わ
ー
っ
と
来
て
、
そ
れ
を
迎
え
る

の
が
地
元
の
人
と
い
う
構
図
に
な
り
ま
す
。

そ
こ
で
は
、
お
迎
え
す
る
の
は
地
元
の
人
で
、

来
る
の
は
外
か
ら
の
客
、
と
い
う
よ
う
に
分
か

れ
て
い
き
ま
す
。
客
が
増
え
て
い
く
と
地
元

も
当
然
内
部
だ
け
で
は
人
手
が
足
り
な
い
の

で
、
他
所
か
ら
人
を
入
れ
ま
す
。
迎
え
る
軍

団
も
他
所
か
ら
、
客
と
し
て
入
っ
て
く
る
人

も
他
所
か
ら
、
こ
こ
は
場
所
を
提
供
し
て
い

る
だ
け
み
た
い
な
感
じ
に
な
っ
て
い
き
ま
す
。

　
し
か
し
、
ビ
ル
バ
オ
・
グ
ッ
ケ
ン
ハ
イ
ム

美
術
館
の
あ
る
バ
ス
ク
で
は
お
客
は
い
つ
も

い
る
の
で
す
。
私
が
何
日
か
滞
在
し
て
い
た

ら
同
じ
よ
う
な
お
客
が
多
く
い
ま
し
た
。
そ

れ
は
そ
の
ま
ち
の
人
達
で
し
た
。

　
そ
の
よ
う
な
具
合
で
い
ろ
い
ろ
な
と
こ
ろ

か
ら
い
ろ
い
ろ
な
人
が
来
ま
す
。
な
ぜ
そ
の

場
が
流
行
っ
て
い
る
か
と
い
う
と
、
土
地
の

人
が
お
客
に
な
る
か
ら
で
す
。
バ
ー
は
い
い

加
減
に
作
っ
て
、
大
工
仕
事
も
み
ん
な
が
担

い
ま
す
。
お
客
の
半
分
く
ら
い
は
漁
師
で
、

自
分
で
獲
っ
て
魚
を
た
だ
で
持
ち
込
む
。
そ

れ
を
商
品
に
し
て
、
わ
ー
っ
と
盛
り
上
が
る
。

自
分
が
魚
を
料
理
し
て
「
い
ら
っ
し
ゃ
い
」

と
呼
び
な
が
ら
、
自
分
も
お
客
と
な
っ
て
お

る
。
お
客
の
半
分
は
「
バ
ー
の
側
」
と
い
う
の

は
、
ど
こ
か
お
か
し
い
の
だ
け
れ
ど
、
そ
の

よ
う
な
状
況
に
あ
る
こ
と
が
「
生
活
観
光
地
」

の
特
性
で
あ
り
、
生
活
そ
の
も
の
を
観
光
に

し
て
し
ま
う
こ
と
で
も
あ
る
の
で
す
。

　
山
村
の
田
舎
で
は
、
海
に
行
っ
て
魚
を

漁
っ
て
き
て
「
み
ん
な
食
っ
て
く
れ
」
と
い

う
風
に
は
い
き
ま
せ
ん
が
、「
う
ち
の
卵
は

特
別
だ
か
ら
」「
こ
の
豚
の
肉
は
他
で
は
食

べ
ら
れ
な
い
」
と
い
う
よ
う
な
生
産
者
が
だ

ん
だ
ん
出
て
き
ま
し
た
。
生
活
の
中
に
あ
る

豊
か
さ
、
生
活
自
体
の
豊
か
さ
を
観
光
の
資

源
に
し
て
い
る
。
そ
れ
を
巡
っ
て
地
元
の
人

も
他
所
の
人
も
ご
ち
ゃ
混
ぜ
に
な
っ
て
出
会

う
と
い
う
こ
と
が
「
生
活
観
光
」
だ
と
、
由

布
院
で
実
践
し
て
い
く
中
で
少
し
ず
つ
確
認

さ
れ
て
き
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

こ
の
土
地
で

い
い
生
き
方
を

し
て
い
る
と

旅
人
に
も
思
う
て
も
ら
う

中
谷
　
ス
イ
ス
に
は
、
プ
ロ
の
観
光
ノ
ウ
ハ

ウ
を
学
ぶ
た
め
の
有
名
な
ホ
テ
ル
学
校
が
あ

り
ま
す
。
お
客
さ
ま
は
こ
ん
な
具
合
で
、
だ

か
ら
サ
ー
ビ
ス
す
る
側
は
こ
ん
な
風
に
と
…
。

　
そ
の
真
逆
を
行
く
の
が
「
生
活
観
光
」
で

す
。
ま
ず
は
暮
ら
し
の
魅
力
が
あ
り
、
そ
れ

を
旅
人
に
味
わ
っ
て
も
ら
う
た
め
に
コ
レ
コ

レ
の
仕
掛
け
や
サ
ー
ビ
ス
を
用
意
す
る
、
と

い
う
考
え
で
す
。
イ
タ
リ
ア
の
村
で
は
よ
く

見
ら
れ
ま
す
。

―
1
9
7
1
年
の
北
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
旅
行
の

報
告「
生
活
観
光
地
に
つ
い
て
」で
は
、
4
つ

の
地
域
が
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
う
ち

の
一
つ
、
ウ
ィ
ー
ン
の
北
西
に
あ
る
小
さ
な
村

は
庭
先
で
ワ
イ
ン
を
提
供
す
る
観
光
地
で
し

た
。
た
だ
そ
こ
で
ゆ
っ
く
り
味
わ
え
な
い
状

況
を
目
の
当
た
り
に
し
て
、「
押
し
寄
せ
て
く

る
国
際
観
光
の
波
を
巧
く
制
御
し
て
自
分
た

ち
の
生
活
の
リ
ズ
ム
に
合
わ
さ
せ
る
こ
と
が

重
要
」〈
※
注
2
〉と
も
書
か
れ
て
い
ま
す
ね
。

中
谷
　「
生
活
の
魅
力
を
味
わ
い
た
い
な
ら

生
活
観
光
地
へ
の
着
想

―
観
光
の
中
身
、

そ
れ
は
生
活
そ
の
も
の
が

素
晴
ら
し
い
こ
と

―
由
布
院
の
ま
ち
づ
く
り
を
端
的
に
表
す
言

葉
の
一
つ
「
生
活
観
光
地
」
の
初
出
は
、
私
が

な
っ
た
当
時
は
、
日
本
で
は
「
観
光
地
」
と

い
う
と
、
別
府
や
熱
海
の
よ
う
な
歓
楽
型
の

観
光
地
の
イ
メ
ー
ジ
が
中
心
で
し
た
。
そ
の

他
に
軽
井
沢
に
代
表
さ
れ
る
別
荘
地
と
し
て

の
観
光
地
も
あ
り
ま
し
た
。
た
だ
、「
生
活

そ
の
も
の
が
素
晴
ら
し
い
」
と
い
う
発
想
の

観
光
地
は
あ
ま
り
な
か
っ
た
で
す
。

　
し
か
し
、グ
リ
ム
童
話
を
は
じ
め
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
の
古
い
物
語
な
ど
で
は
、
村
に
行
く
と
旅

籠
で
泊
め
て
も
ら
い
農
村
観
光
も
で
き
る
。

そ
の
よ
う
な
旅
が
既
に
描
か
れ
て
い
ま
し
た
。

今
で
も
イ
タ
リ
ア
の
ト
ス
カ
ー
ナ
地
方
あ
た

り
で
は
、
一
週
間
単
位
で
外
か
ら
訪
れ
た
人

が
悠
々
と
滞
在
し
て
い
ま
す
が
、
最
初
現
地

を
訪
れ
た
時
は
、
こ
れ
は
な
ん
だ
と
感
じ
ま

し
た
。
ド
イ
ツ
の
農
村
で
も
同
じ
よ
う
に
一

週
間
ほ
ど
泊
め
て
も
ら
い
ま
し
た
。
そ
の
家

調
べ
た
限
り
で
は
、
町
造
り
雑
誌
『
花
水
樹
』

「
北
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
旅
の
報
告
書
＝
1
」
で
し

た
。
海
外
で
の
初
め
て
の
旅
（
1
9
7
1
年
）

も
含
め
て
、
海
外
の
旅
先
か
ら
得
ら
れ
た
気

づ
き
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
し
た
か
〈
※

注
1
〉。

中
谷
　
私
が
ま
ち
づ
く
り
に
関
わ
る
よ
う
に

「
観
光
」
を
し
て
も
仕
方
が
な
い
ん
じ
ゃ
な

い
か
と
思
い
ま
す
。

由
布
院
人

―
地
域
は
色
ん
な

人
物
が
登
場
す
る
舞
台

―
ブ
レ
ン
ド
す
る
中
で
ヒ
ト
の
存
在
や
つ
な

が
り
は
非
常
に
重
要
だ
と
思
い
ま
す
が
、「
由

布
院
人
」
と
い
う
言
葉
や
考
え
は
ど
の
よ
う

に
生
ま
れ
ま
し
た
か
。

中
谷
　「
由
布
院
人
」
と
い
う
言
葉
は
、
今

は
あ
ま
り
言
わ
れ
ま
せ
ん
が
、「
市
町
村
合

併
反
対
運
動
」
の
と
き
に
生
ま
れ
た
言
葉
で

す
。「
み
ん
な
由
布
院
人
」
と
黄
色
の
ジ
ャ

ン
パ
ー
に
入
れ
ま
し
た
。
由
布
院
人
と
い
う

言
葉
が
持
っ
て
い
る
土
着
性
は
、
由
布
市
民

と
言
っ
た
ら
消
え
て
し
ま
う
で
し
ょ
う
？

　
地
域
の
上
に
暮
ら
し
を
立
て
よ
う
、
と
い
う

の
が
地
域
主
義
で
、
ま
ず
は
地
域
を
中
心
に
考

え
ま
す
。
た
だ
、
地
域
は
い
ろ
い
ろ
な
人
物
が

登
場
す
る
舞
台
で
も
あ
り
ま
す
。
登
場
し
て
き

た
人
は
、
舞
台
に
い
る
間
は
皆「
地
域
の
人
」な

の
で
す
。
そ
れ
だ
け
で
な
く
、
そ
の
人
が
帰
っ

て
も
関
係
が
持
続
し
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、
外

に
い
て
も「
由
布
院
人
」で
し
ょ
う
。

―
ム
ラ
の
外
の「
ブ
レ
ン
ド
・
ス
タ
ッ
フ
」が
力

を
貸
し
て
く
れ
て
、「
由
布
院
ブ
ラ
ン
ド
」 

を
盛

中
国
の
旅
客
が
増
え
る
中
で
、
そ
の
人
た
ち

か
ら
「
あ
ん
た
由
布
院
人
か
？
」
と
問
わ
れ

ま
し
た
。
そ
の
と
き
に
、
由
布
院
在
住
歴
の

長
短
に
関
わ
ら
ず
、「
そ
う
で
す
！
」
と
答

え
ら
れ
る
か
ど
う
か
で
、
相
手
の
評
価
が
決

ま
り
ま
す
。「
わ
し
は
先
祖
代
々
」
と
い
う

よ
う
な
言
い
訳
つ
き
の
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
は

通
用
し
ま
せ
ん
。
言
い
訳
な
し
の
「
地
域
バ

ザ
ー
ル
の
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
」
を
体
で
表
現

で
き
る
か
？
が
、
新
し
い
「
人
間
の
測
り
方
」

に
な
っ
て
く
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

＊
中
谷
健
太
郎
氏
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
実

施
及
び
記
録
の
作
成
に
あ
た
っ
て
は
、
由
布

院
の
百
年
・
編
集
サ
ロ
ン
事
務
局
の
平
野
美

和
子
氏
に
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
こ
こ
に

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

2
0
2
1
年
3
月
30
日

庄
屋
サ
ロ
ン
（「
亀
の
井
別
荘
」
敷
地
内
に
あ

る
古
民
家
）
に
て
（
2
0
2
4
年
、「
父
の
本

棚
」
に
改
名
）

聞
き
手
・
編
集
：
後
藤
健
太
郎
（
公
益
財
団

法
人
日
本
交
通
公
社
主
任
研
究
員
）

係
と
い
う
点
で
見
れ
ば
、「
牛
一
頭
牧
場
運

動
」、「
牛
喰
い
絶
叫
大
会
」〈
写
真
2
〉
な
ど

が
そ
の
前
か
ら
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
。

中
谷
　
一
泊
二
食
の
旅
人
た
ち
が
観
光
の
中

核
に
な
っ
て
い
ま
す
し
、
ど
こ
で
も
旅
館
組

合
、つ
ま
り
宿
屋
さ
ん
が
強
い
で
す
。し
か
し
、

そ
こ
を「
生
活
観
光
地
」と
い
う
目
で
見
る
と
、

旅
館
の
人
た
ち
も
旅
館
の
中
だ
け
で
生
活
し

て
い
る
わ
け
じ
ゃ
な
い
。
こ
の
地
域
周
辺
の

産
物
を
集
め
た
り
、
出
荷
し
た
り
消
費
し
た

り
し
て
生
活
が
成
り
立
っ
て
い
る
の
で
す
。

一
村
一
品
の
生
産
・
出
荷
だ
け
で
は
生
活
は

成
り
立
た
な
い
。
う
ち
か
ら
市
場
に
持
っ
て

い
っ
て
、
そ
れ
が
集
ま
る
と
「
一
村
が
百
品
」

に
な
っ
た
り
す
る
の
で
す
。
そ
の
よ
う
な「
取

り
組
み
」
を
大
分
県
（
平
松
知
事
）
が
音
頭
を

採
っ
て
く
れ
て
、「
地
域
の
バ
ザ
ー
ル
思
想
」

が
具
体
的
に
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。「
一
品
だ

け
食
べ
て
満
足
と
は
な
ら
な
い
」、
と
い
う
考

が
経
営
し
て
い
る
葡
萄
畑
で
は
「
勝
手
に
葡

萄
食
べ
て
い
い
よ
。
土
に
手
を
入
れ
て
み
て

く
だ
さ
い
。
手
が
こ
こ
ま
で
入
る
よ
う
な
畑

の
柔
ら
か
さ
で
す
よ
」
と
。
と
ん
で
も
な
く

高
い
ワ
イ
ン
を
と
は
い
き
ま
せ
ん
が
、
家
で

作
っ
た
ワ
イ
ン
を
樽
か
ら
瓶
に
注
い
で
飲
み

ま
す
。
そ
う
い
う
観
光
地
を
イ
タ
リ
ア
と
ド

イ
ツ
で
体
験
し
ま
し
た
。
ま
た
、
フ
ラ
ン
ス

で
も
葡
萄
畑
を
持
っ
た
人
と
結
婚
し
た
日
本

人
の
と
こ
ろ
で
滞
在
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

見
渡
す
限
り
に
広
が
る
葡
萄
畑
の
中
で
ワ
イ

ン
を
飲
ん
だ
り
す
る
の
は
素
晴
ら
し
い
生
活
、

過
ご
し
方
だ
な
と
思
い
ま
し
た
。

　
日
本
の
銀
座
と
青
山
に
も
店
を
出
し
た
フ

ラ
ン
ス
人
シ
ェ
フ
の
ア
ラ
ン
デ
ュ
カ
ス
氏
が
ス

ペ
イ
ン
の
田
舎
に
レ
ス
ト
ラ
ン
を
開
か
れ
ま

し
た
。
そ
こ
で
は
ア
ヒ
ル
が
歩
き
、
羊
も
い
ま

せ
つ 

あ
ん  

ご

出
典：
中
谷
健
太
郎（
1
9
9
0
）：「
幻
視
ゆ
ふ
い
ん
'90
―
何
か
が
道
を
や
っ
て
く
る
」、『
風
の
計
画
』、湯
布
院
企
画
室「
西
方
館
」、p
p
．32
─33
よ
り（一部
、表
現
を
修
正
）

出典：『モンスーン・
別冊 ダニエル・シュ
ミット in 湯 布 院 
1998』（モンスーン舎）

○
引
力
の
関
係
で
町
を
み
る
の
が「
バ
ザ
ー
ル
の
思
想
」だ
と
言
っ
て
よ
い
。

○「
よ
そ
者
か
、地
元
か
」「
観
光
か
農
業
か
」と
い
っ
た
平
地
の
戦
術
的
発
想
か
ら
導
き
出
さ
れ
た
地
域
計

画
は
、ヨ
ソ
と
の
引
力
の
バ
ラ
ン
ス
が
計
算
さ
れ
て
い
な
い
か
ら
、た
ち
ま
ち
流
星
消
滅
す
る
。

○「
町
は
宇
宙
星
群
の
よ
う
に
精
密
な
引
力
関
係
で
成
立
っ
て
い
る
」と
述
べ
た
。自
分
が「
そ
こ
で
光
り
続
け

る
」と
い
う
こ
と
は
、自
分
が
関
係
す
る
あ
ら
ゆ
る
星
た
ち
と
の
引
力
関
係
に
よ
る
の
だ
。も
ち
ろ
ん
遠
近

は
問
わ
な
い
。

○
ユ
フ
イ
ン
が
光
り
続
け
る
の
は
、ほ
か
の
ム
ラ
た
ち
と
の
引
力
関
係
に
よ
る
。そ
れ
は
、ほ
か
の
ム
ラ
た
ち

に
と
っ
て
、ユ
フ
イ
ン
が
ナ
ニ
モ
ノ
で
あ
り
続
け
る
か
、と
い
う
問
い
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

料
理
人
は
外
か
ら

わ
く
わ
く
す
る
も
の
を

持
っ
て
く
る

―
2
0
0
0
年
代
に
始
ま
っ
た
取
り
組
み
の

一
つ
に
「
由
布
院
盆
地
風
の
食
卓
祭
」
が
あ

り
ま
す
。
バ
ザ
ー
ル
と
ど
の
よ
う
な
関
係
に

図 1 ダニエル・シュミット監督来訪時の記録
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表

1
バ
ザ
ー
ル
の
思
想

写真2）牛喰い絶叫大会の風景

　
つ
ま
り
誰
が
作
る
か
。「
風
の
料
理
人
」は
、

風
に
乗
っ
て
ど
こ
か
ら
か
や
っ
て
く
る
。
例

え
ば
ト
マ
ト
で
も
、
じ
ゃ
が
い
も
で
も
、
味

噌
で
も
、
胡
瓜
で
も
、
み
ん
な
「
外
」
か
ら

来
た
も
の
で
す
。
そ
し
て
大
事
な
こ
と
は
、

そ
の
と
き
必
ず
「
料
理
人
」
が
一
緒
に
来
る

の
で
す
。
物
だ
け
来
て
も
ど
う
し
た
ら
い
い

か
わ
か
ら
な
い
で
す
か
ら
。
料
理
人
が
来
て

ど
う
だ
、
飯
は
旨
い
だ
ろ
う
と
、
こ
の
小
麦

を
こ
ん
な
に
し
て
こ
ね
て
「
う
ど
ん
」
に
し

た
。だ
か
ら
料
理
人
が
必
ず
一
緒
に
来
ま
す
。

　
そ
の
よ
う
に
、
料
理
人
は
海
の
向
こ
う
か

ら
、
わ
く
わ
く
す
る
も
の
を
持
っ
て
一
緒
に

来
る
か
ら
、
風
の
料
理
人
。
風
の
食
材
・
風

の
食
卓
・
風
の
料
理
人
で
「
食
文
化
」
を
創

ろ
う
と
い
う
て
「
バ
ザ
ー
ル
運
動
」
に
も
繋

が
っ
て
い
き
、「
風
の
食
卓
運
動
」
を
今
も

や
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
け
ど
ね
。

地
域
の
ブ
レ
ン
ド
力

―
他
所
の
も
の
を

織
り
込
み

生
活
の
中
に
愉
し
み
を

創
る

―
地
域
の
外
か
ら
い
ろ
い
ろ
な
も
の
を
取
り

込
ん
で
ま
ち
が
発
展
し
て
き
た
由
布
院
で
、

そ
れ
を
象
徴
す
る
中
谷
さ
ん
の
言
葉
、
考
え

の
一
つ
が
「
地
域
の
ブ
レ
ン
ド
力
」〈
表
2
〉

〈
※
注
7
〉
か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

中
谷
　「
地
域
ブ
ラ
ン
ド
」
と
い
う
の
は
、

な
ん
か
い
や
ら
し
い
で
は
な
い
で
す
か
。「
そ

こ
だ
け
の
も
の
」
と
し
て
い
る
か
ら
で
す
。

例
え
ば
、
京
都
の
も
の
が
京
都
ブ
ラ
ン
ド
、

金
沢
の
も
の
が
金
沢
ブ
ラ
ン
ド
。
し
か
し
実

際
は
、
そ
こ
だ
け
の
も
の
は
な
い
の
で
す
。

あ
っ
ち
か
ら
も
こ
っ
ち
か
ら
も
長
い
時
間
を

か
け
て
入
っ
て
き
て
い
ま
す
。
ど
う
や
っ
て

た
く
さ
ん
の
も
の
を
「
生
活
の
中
」
に
織
り

込
ん
で
き
た
か
、
あ
る
い
は
織
り
込
ん
で
い

く
か
。
京
都
で
も
金
沢
で
も
、
中
国
や
他
の

国
々
、
地
域
か
ら
運
ば
れ
た
も
の
を
編
み
込

ん
で
き
て
い
ま
す
よ
ね
、
苦
労
し
な
が
ら
。

　
文
芸
評
論
家
の
保
田
與
重
郎
さ
ん
〈
※
注

8
〉
は
、
ご
ち
ゃ
ご
ち
ゃ
に
混
ぜ
て
味
も
な

く
、
栄
養
に
も
な
ら
な
い
「
蒟
蒻
」
を
愛
好

さ
れ
る
そ
う
で
す
。「
蒟
蒻
」
は
毒
で
、
現

在
の
よ
う
な
安
全
な
食
べ
方
に
な
る
ま
で
に

多
く
の
人
が
亡
く
な
っ
た
そ
う
で
す
。
し
か

も
栄
養
に
も
な
ら
な
い
、
そ
れ
を
一
生
懸
命

作
っ
て
き
た
こ
と
で
、「
蒟
蒻
」
は
今
も
ぜ

い
た
く
な
珍
味
・
必
需
品
で
す
。
栄
養
が
あ

る
、
旨
い
。
だ
か
ら
ど
ん
ど
ん
ど
ん
ど
ん
広

が
っ
て
地
域
文
化
に
な
る
か
と
い
う
と
、
そ

う
で
も
な
い
よ
う
で
す
。
蒟
蒻
は
、
元
は
中

国
か
ら
伝
わ
っ
た
も
の
だ
け
ど
、
日
本
で
は

好
ん
で
食
べ
る
文
化
が
続
い
て
い
て
、
蒟
蒻

屋
が
な
い
市
町
村
は
少
な
い
そ
う
で
す
。
そ

う
い
う
面
白
さ
を
考
え
る
と
「
地
域
ブ
ラ
ン

ド
」
と
い
う
の
は
乱
暴
な
言
い
方
で
、
ど
の

よ
う
に
生
活
に
ブ
レ
ン
ド
さ
れ
て
い
く
か
、

そ
こ
に
「
面
白
み
」
を
発
見
し
な
か
っ
た
ら
、

だ
、
塔
か
ら
矢
だ
け
を
射
て
占
領
し
て
も
、

バ
ザ
ー
ル
が
な
け
れ
ば
食
べ
る
も
の
が
得
ら

れ
な
い
の
で
す
。
イ
タ
リ
ア
の
小
さ
な
都
市

の
小
さ
な
町
に
行
く
と
、
広
場
が
あ
っ
て
、

大
概
そ
こ
に
お
金
を
交
換
す
る
銀
行
と
旅
人

が
泊
ま
る
ホ
テ
ル
が
あ
り
ま
す
。
銀
行
で
両

替
し
ま
す
し
、
必
需
品
を
交
換
す
る
バ
ザ
ー

ル
も
生
ま
れ
ま
す
。

　
住
ん
で
い
る
人
も
「
バ
ザ
ー
ル
」
で
生
活
し

ま
す
。
そ
こ
に
何
日
か
泊
ま
る
旅
人
も
「
バ

ザ
ー
ル
」で
生
活
し
ま
す
。「
一
泊
二
食
」や「
有

名
な
何
が
あ
り
ま
す
」
と
い
う
よ
う
な
観
光

は
、
ち
ょ
っ
と
違
う
だ
ろ
う
と
い
う
こ
と
を

言
い
た
い
で
す
。
一
軒
一
軒
の
家
庭
が
何
を

食
べ
る
と
か
、
第
一
級
の
ホ
テ
ル
で
あ
る
か
、

安
い
ホ
テ
ル
で
あ
る
か
み
た
い
な
こ
と
で
争

わ
な
く
て
も
、「
バ
ザ
ー
ル
」
さ
え
守
っ
て
い

け
れ
ば「
生
活
」は
そ
こ
に
保
た
れ
る
の
で
す
。

そ
れ
が
「
生
活
観
光
」
の
基
盤
に
な
り
ま
す
。

特
に
ユ
ー
ラ
シ
ア
大
陸
の
、「
作
る
よ
り
も

交
換
で
成
り
立
っ
て
き
た
、
あ
る
い
は
交
換

の
た
め
に
」
長
い
何
千
年
の
歴
史
を
育
ん
で

き
た
よ
う
な
と
こ
ろ
で
は
、
確
か
に
泥
棒
も

い
る
し
貧
し
さ
も
あ
る
け
れ
ど
も
、
バ
ザ
ー

ル
は
活
々
と
続
い
て
い
る
と
思
い
ま
し
た
。

　
し
か
し
、イ
タ
リ
ア
の
サ
ン
・
ジ
ミ
ニ
ャ
ー

ノ
の
町
も
、
そ
の
後
の
20
年
ぐ
ら
い
で
物
凄

く
変
わ
り
ま
し
た
。
最
初
に
行
っ
た
と
き
は

お
っ
ち
ゃ
ん
、
お
ば
さ
ん
、
少
年
た
ち
が
に

こ
っ
と
笑
っ
た
り
な
ん
か
し
な
が
ら
、
そ
の

辺
で
作
っ
た
よ
う
な
も
の
を
売
っ
て
い
ま
し

た
。
し
か
し
、
そ
れ
か
ら
20
年
く
ら
い
後
に

は
、
売
っ
て
い
る
も
の
は
イ
ン
ド
や
中
国
の

も
の
、
日
本
の
も
の
で
し
た
。

　
バ
ザ
ー
ル
は
た
し
か
に
何
百
年
で
も
残
る

け
れ
ど
も
、
見
事
に
変
わ
っ
た
り
も
す
る
、

あ
ま
り
あ
て
に
な
ら
な
い
。
何
が
そ
の
土
地

の
バ
ザ
ー
ル
を
そ
の
土
地
の
バ
ザ
ー
ル
た
ら

し
め
て
お
る
か
？
。
売
れ
る
も
の
、
売
れ
な

い
も
の
も
含
め
て
、そ
の
土
地
の「
バ
ザ
ー
ル
」

で
あ
り
続
け
る
、
そ
う
い
う
頑
固
さ
は
ど
こ

か
ら
き
て
い
る
の
か
、
そ
れ
は
建
物
か
ら
だ

と
思
う
。
建
物
が
な
い
と
、
つ
ま
り
空
間
が

な
い
と
バ
ザ
ー
ル
は
成
り
立
た
な
い
の
で
す
。

　
そ
れ
で
、
由
布
院
の
景
観
を
大
事
に
考
え

よ
う
と
運
動
を
起
こ
し
ま
し
た
。
バ
ザ
ー
ル

か
ら
暮
ら
し
へ
の
関
心
が
芽
生
え
、
景
観
、

建
築
へ
と
取
り
組
み
が
移
っ
て
い
き
ま
し
た
。

―
1
9
9
0
年
は
、「
潤
い
の
あ
る
町
づ
く
り

条
例
」が
制
定
さ
れ
る
と
と
も
に
、「
バ
ザ
ー

ル（
市
場
）の
あ
る
温
泉
リ
ゾ
ー
ト
村
・
構
想
」

が
由
布
院
観
光
の
長
期
ビ
ジ
ョ
ン
と
し
て
掲

げ
ら
れ
、「
由
布
院
観
光
総
合
事
務
所
」の
設

立
が
事
業
計
画
化
さ
れ
た
、「
由
布
院
の
エ

ポ
ッ
ク
」と
も
い
え
る
時
期
だ
っ
た
と
思
い
ま

す
。
同
時
に
90
年
の
湯
布
院
町『
町
勢
要
覧
』

で「
最
も
住
み
よ
い
町
こ
そ
勝
れ
た
観
光
地
で

あ
る
」と
い
う
理
念
が
大
き
く
謳
わ
れ
た
時

期
で
も
あ
り
ま
し
た〈
図
2
〉〈
※
注
6
〉。

　1
9
9
0
年
代
後
半
に「
ゆ
ふ
い
ん
建
築
・

環
境
デ
ザ
イ
ン
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」
が
作
成
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
そ
こ
に
至
る
流
れ
も
理
解

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

あ
り
ま
す
で
し
ょ
う
か
。

中
谷
　
料
理
と
い
う
も
の
は
ど
こ
か
「
わ
く

わ
く
」
し
ま
す
。
人
は
3
6
5
日
、
同
じ
も

の
を
食
べ
た
い
と
は
思
わ
な
い
わ
け
で
す
か

ら
目
新
し
い
と
か
、
そ
う
い
う
も
の
が
必
要

で
す
。
一
に
「
食
材
」、
二
に
「
お
客
」、
三
四

が
な
く
て
五
に
「
板
場
」（
笑
）
と
。
料
理
人

と
一
杯
呑
み
な
が
ら
ハ
ッ
パ
を
か
け
る（
笑
）。

　
食
材
は
、
で
き
る
だ
け
「
そ
こ
で
」
手
に

入
る
も
の
。
1
時
間
か
ら
2
時
間
く
ら
い
の

範
囲
で
行
政
区
域
は
関
係
な
い
。
運
ん
で
き

た
も
の
は
、「
風
の
食
卓
運
動
」の
中
で
の「
風

の
食
材
」
で
す
。
冷
凍
や
干
物
、
ま
し
て
海

外
で
作
ら
れ
た
も
の
、
船
で
運
ば
れ
た
も
の

を
最
初
か
ら
あ
て
に
す
る
な
。
風
の
中
か
ら

持
っ
て
こ
い
。
風
に
吹
か
れ
て
育
っ
た
食
材

を
獲
っ
て
く
る
と
い
う
こ
と
で「
風
の
食
材
」

と
呼
ん
で
い
ま
し
た
。

　
あ
と
は
「
風
の
食
卓
」。
そ
の
土
地
の
風
に

吹
か
れ
な
が
ら
「
風
吹
く
食
卓
」
で
食
べ
て
初

め
て
、
そ
こ
の
土
地
柄
の
味
が
す
る
の
で
す
。

地
方
の
観
光
地
の
板
場
が
、
京
都
の
ホ
テ
ル

で
出
す
よ
う
な
料
理
を
追
っ
か
け
て
も
仕
方

が
な
い
で
す
。
ま
ず
風
の
中
か
ら
「
食
材
」
を

運
ん
で
食
事
を
作
る
、
そ
し
て
「
風
の
食
卓
」

に
持
ち
出
し
て
食
べ
る
の
が
そ
の
土
地
の
料

理
…
。
風
の
食
材
、
風
の
食
卓
、
そ
し
て
、

最
後
が
「
風
の
料
理
人
」。

か
け
た
ら
ダ
メ
だ
」と
。
満
足
は
、
マ
ー
ケ
ッ

ト
で
言
う
と
「
向
こ
う
側
の
価
値
観
」
の
話
。

そ
う
で
は
な
く
、
こ
ち
ら
側
の
ホ
ス
ピ
タ
リ

テ
ィ
で
勝
負
す
る
。
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
は
こ

ち
ら
側
の
価
値
観
の
こ
と
な
の
で
す
。
ホ
ス

ピ
タ
リ
テ
ィ
（
自
分
の
個
性
、
価
値
観
）
を

考
え
ず
に
、入
っ
て
く
る「
旅
人
の
価
値
観
」、

満
足
を
追
い
求
め
て
観
光
を
し
て
い
る
と
市

場
が
崩
壊
し
ま
す
。「
崩
壊
し
な
い
よ
う
に
」

と
言
う
の
は
簡
単
で
す
が
、
実
行
す
る
の
は

や
っ
か
い
で
す
。「
私
た
ち
に
で
き
る
こ
と
、

私
た
ち
が
良
い
と
思
っ
て
い
る
も
の
は
こ
れ

な
ん
で
す
」と
言
っ
て
、「
砦
を
狭
く
造
っ
て
、

広
い
世
界
へ
売
る
」。
広
い
世
界
の
ホ
ス
ピ

タ
リ
テ
ィ
に
自
分
の
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
を
合

わ
せ
て
い
く
と
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
が
崩
壊
す
る

の
で
す
。

　
2
0
0
0
年
代
に
、
急
激
に
韓
国
・
台
湾
・

り
上
げ
て
く
れ
て
い
る
、
由
布
院
の
外
に
も
拠

点
が
あ
る
こ
と
が
由
布
院
の
ま
ち
づ
く
り
の
特

徴
な
の
だ
と
改
め
て
感
じ
ま
し
た〈
※
注
9
〉。

足
り
な
い
の
は
ハ
ン
ド
ル

―
外
に
開
き
、

何
を
取
り
入
れ

ま
ち
の
新
陳
代
謝
を

図
る
か

中
谷
　
由
布
院
の
中
で
は
、
親
戚
縁
者
が
ほ

ぼ
固
ま
っ
て
い
ま
す
ね
。
そ
の
固
ま
り
と
は

少
し
違
う
他
所
か
ら
入
っ
て
き
た
私
た
ち

は
、
バ
ザ
ー
ル
や
催
事
な
ど
で
人
を
集
め
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
ん
な
バ
ラ
バ
ラ
文
化

な
の
で
す
。
盆
地
の
中
で
は
農
協
は
か
っ
ち

り
し
て
い
ま
す
し
、
各
自
治
会
、
集
落
、
消

防
…
そ
う
い
う
の
は
し
っ
か
り
し
て
い
ま

す
。
な
ぜ
か
？

　
由
布
院
は「
隠
れ
キ
リ
シ
タ
ン
」の
村
だ
っ

た
か
ら
殿
様
が
い
な
い
。
殿
様
が
い
な
か
っ

た
ら
庄
屋
で
固
ま
る
以
外
な
い
の
で
す
。
室

町
時
代
ま
で
は
、
由
布
岳
に
自
生
す
る
楮
の

木
の
皮
を
使
っ
て
木
綿
を
織
っ
て
い
ま
し
た

が
、
関
ヶ
原
の
合
戦
以
降
は
、
そ
う
い
っ
た

も
の
が
全
て
禁
止
さ
れ
、
産
業
は
な
く
な
り

ま
し
た
。
し
か
し
、
ど
こ
か
で
食
っ
て
い
か

な
い
と
い
け
な
い
。
通
商
、
商
業
も
興
し
て

は
い
け
な
い
と
言
わ
れ
て
も
塩
が
な
か
っ
た

ら
一
日
も
生
き
ら
れ
ま
せ
ん
。
そ
の
他
農
器

具
・
金
物
も
で
す
。魚
は
塩
干
物
で「
無
塩（
生

鮮
）
は
な
し
」
と
い
っ
た
状
況
が
三
百
年
も

続
い
た
の
で
す
。
だ
か
ら
、
殿
様
へ
の
で
は

な
く
て
自
分
が
住
む
村
の
庄
屋
の
誰
々
さ
ん

へ
と
い
う
風
に
固
ま
っ
て
い
き
て
い
ま
す
。

　
ム
ラ
が
外
に
開
か
れ
て
い
な
い
と
生
活
が

成
り
立
た
な
い
と
い
う
実
態
は
あ
り
ま
し
た

が
、
明
治
に
急
に
開
国
さ
せ
ら
れ
て
も
ま
だ

1
0
0
年
ち
ょ
っ
と
く
ら
い
し
か
経
っ
て
い

な
い
の
で
、
す
ぐ
に
「
バ
ザ
ー
ル
の
精
神
」
へ

と
は
な
ら
な
い
で
す
。
そ
う
し
た
中
で
、
観

光
と
は
ま
た
別
の
意
味
で
外
か
ら
入
っ
て
く

る
も
の
に
目
が
向
い
た
の
で
す
。
別
府
で
は

そ
も
そ
も
外
国
鋼
船
を
入
れ
た
り
し
て
、
と

ん
で
も
な
い
こ
と
に
な
っ
た
な
あ
と
。
明
治

の
終
わ
り
頃
か
ら
影
響
を
受
け
は
じ
め
て
大

正
か
ら
こ
こ
ま
で
の
間
の
1
0
0
年
く
ら
い

の
生
の
感
動
を
探
っ
て
い
く
と
、
こ
の
村
の

特
性
が
把
握
で
き
る
と
同
時
に
ブ
ラ
ン
ド
で

は
な
く
て
ブ
レ
ン
ド
だ
と
。こ
こ
だ
け
を
守
っ

て
ブ
ラ
ン
ド
化
し
よ
う
と
思
っ
た
ら
生
き
て

い
け
な
い
。
だ
か
ら
ど
う
や
っ
て
上
手
く
ブ

レ
ン
ド
化
し
て
い
く
か
だ
と
思
い
ま
す
。

―
ブ
レ
ン
ド
に
関
連
す
る
も
の
と
し
て
、
ま

ち
の「
新
陳
代
謝
」〈
表
3
〉を
考
え
る
視
点
や
、

地
域
の
外
か
ら
入
っ
て
く
る
も
の
に
対
し
て

「
ブ
レ
ー
キ
で
は
な
く
ハ
ン
ド
ル
が
必
要
」〈
表

4
〉
と
い
う
視
点
は
、
長
年
の
実
践
を
通
じ

て
育
ま
れ
て
き
た
の
だ
と
感
じ
ま
す
。

ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
と
は

こ
ち
ら
側
の
価
値
観

―
取
り
入
れ
る
砦
は

自
分
の

ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
に

合
っ
た
分
だ
け
に
す
る

―
10
年
程
前
に
も
一
度
お
話
し
を
伺
い
ま
し

た
が
、
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
を
ど
の
よ
う
に
捉

え
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
か
、
改
め
て
聞
か
せ
て

く
だ
さ
い
〈
※
注
10
〉。
外
か
ら
取
り
入
れ
る

と
き
に
何
を
意
識
し
た
ら
よ
い
で
し
ょ
う
か
。

中
谷
　
当
時
あ
る
ホ
テ
ル
業
者
と
話
し
て
い

て
気
づ
い
た
の
で
す
が
、
外
国
か
ら
の
お
客

様
を
た
く
さ
ん
入
れ
て
い
る
そ
の
ホ
テ
ル
の

方
が
言
う
に
は
、「
お
客
様
の
満
足
を
追
い

由
布
院
か
ら
ス
イ
ス
に
戻
っ
て
行
か
れ
ま
し

た
。
そ
し
て
『
季
節
の
は
ざ
ま
で
』
と
い
う

映
画
を
創
ら
れ
ま
し
た
（
1
9
9
2
年
）。

そ
れ
は
自
分
が
山
城
み
た
い
な
古
い
ホ
テ
ル

で
子
供
の
時
代
を
過
ご
し
て
、
今
は
普
通
の

大
人
に
な
り
ま
し
た
と
い
う
内
容
の
映
画
で

す
。

　
映
画
が
完
成
し
た
と
き
に
招
待
状
が
来

て
、「
由
布
院
で
の
体
験
か
ら
、
世
界
中
の
人

に
自
分
の
映
画
を
見
せ
る
と
同
時
に
自
分
の

村
の
人
に
自
分
の
映
画
を
観
て
も
ら
う
と
い

う
こ
と
に
目
覚
め
た
。
そ
の
最
初
の
人
が
こ

の
人
だ
よ
と
紹
介
す
る
か
ら
来
て
く
れ
」
と
。

だ
け
ど
、
由
布
院
で
「
生
活
観
光
地
づ
く
り
」

を
し
て
い
た
の
で
行
か
な
か
っ
た
。
現
地
に

行
っ
た
と
し
て
も
単
な
る
ツ
ー
リ
ス
ト
、
観

光
視
察
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
で
し
ょ
う
。
た

だ
、
そ
の
後
し
ば
ら
く
し
て
、
シ
ュ
ミ
ッ
ト

監
督
は
癌
で
亡
く
な
り
ま
し
た
。
行
動
的
で

あ
れ
ば
よ
か
っ
た
と
今
は
思
い
ま
す
。

バ
ザ
ー
ル
の
思
想

―
あ
っ
ち
こ
っ
ち
で

作
っ
た
も
の
が

ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
に
混
在

―
生
活
観
光
地
、
保
養
温
泉
地
構
想
、
ク
ア

オ
ル
ト
構
想
な
ど
に
続
け
て
由
布
院
で
育
ま

れ
て
き
た
「
バ
ザ
ー
ル
の
思
想
」〈
表
1
〉〈
※

注
4
〉
に
焦
点
を
当
て
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
1
9
8
2
年
か
ら
始
ま
っ
た
「
食
べ
物

文
化
祭
」
で
は
、
自
ら
の
町
を
情
報
の
交
わ

る
ク
ロ
ス
ロ
ー
ド
の
町
、
バ
ザ
ー
ル
の
町
と

位
置
づ
け
、
世
界
各
国
の
料
理
を
テ
ー
マ
に

さ
れ
て
い
ま
し
た
ね
。
地
域
の
中
と
外
の
関

え
が
底
辺
に
あ
り
ま
す
。
そ
こ
が
一
村
一
品

の
分
か
り
に
く
い
点
で
あ
り
ま
し
た
し
、
分

か
り
に
く
い
か
ら
あ
あ
こ
れ
か
と
手
探
り
す

る
時
間
が
掛
か
り
ま
し
た
が
、
そ
れ
で
浸
透

し
た
と
い
う
側
面
も
あ
り
ま
す
け
ど
ね
。

　
だ
か
ら
、
そ
の
土
地
だ
け
の
一
泊
二
食
の

文
化
産
業
じ
ゃ
な
く
て
、
あ
っ
ち
こ
っ
ち
で

作
っ
た
も
の
が
集
ま
っ
て
こ
な
い
と
面
白
く

な
い
で
す
。
例
え
ば
、
ト
ル
コ
で
は
い
ろ
ん

な
料
理
が
出
て
き
ま
す
。
器
は
、
ペ
ル
シ
ャ

の
器
も
あ
り
ま
す
が
、
中
国
か
ら
の
器
も
た

く
さ
ん
入
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
ロ
シ
ア

か
ら
は
サ
モ
ワ
ー
ル
（
湯
沸
か
し
器
）
み
た

い
な
の
も
入
っ
て
き
て
い
ま
す
。
そ
う
い
っ

た
も
の
が
混
ぜ
こ
ぜ
に
そ
こ
に
あ
っ
て
、
し

か
も
そ
れ
が
破
綻
し
て
お
ら
ず
、
ダ
イ
ナ

ミ
ッ
ク
に
混
在
し
て
お
る
。
そ
れ
が
一
つ
の

バ
ザ
ー
ル
に
な
っ
て
い
ま
す
。

―
中
谷
さ
ん
の
「
市
場
が
あ
る
か
ら
、
文
・

物
が
移
出
入
し
、ム
ラ
が
世
界
に
つ
な
が
る
。

そ
れ
が
ム
ラ
の
消
費
文
化
を
豊
か
に
し
、
生

産
文
化
を
誘
発
す
る
。」〈
注
5
〉
と
い
う
言

葉
が
印
象
に
残
っ
て
い
ま
す
。

中
谷
　
ど
こ
の
地
域
に
行
っ
て
も
、
特
に
砂

漠
を
中
心
に
ユ
ー
ラ
シ
ア
大
陸
で
は
、
生
産

で
生
き
て
い
る
よ
り
も
、
あ
っ
ち
こ
っ
ち
か

ら
物
を
集
め
、
あ
る
い
は
出
荷
し
て「
バ
ザ
ー

ル
で
生
き
て
き
た
歴
史
」
が
長
い
で
す
よ
ね
。

広
大
な
モ
ン
ゴ
ル
か
ら
ア
ラ
ブ
を
越
え
て
、

果
て
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
至
る
、
そ
の
間
の
地

域
の
ほ
と
ん
ど
が
、「
バ
ザ
ー
ル
」
や
「
オ
ア

シ
ス
」
の
慰
労
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
生
き
て
い

る
わ
け
で
す
。
地
域
は
縮
こ
ま
っ
た
ら
い
け

な
い
と
い
う
思
い
が
あ
っ
た
の
で
す
。
由
布

院
は
、
い
っ
た
ん
は
縮
こ
ま
る
運
動
だ
っ
た

「
由
布
院
の
自
然
を
守
る
会
」。「
小
さ
な
別
府

や
熱
海
に
な
る
な
」
と
、
小
さ
い
「
家
庭
で
生

活
」
そ
の
も
の
を
魅
力
に
し
て
い
こ
う
と
し

ま
し
た
。

　
し
か
し
世
界
を
見
て
み
る
と
、「
そ
こ
で

何
が
で
き
た
か
」
の
話
題
よ
り
も
、「
そ
こ

に
何
が
運
ば
れ
て
き
た
か
」
と
い
う
話
題
の

方
が
よ
り
大
き
く
世
界
の
文
化
や
歴
史
を
変

え
て
き
て
い
ま
す
し
、
そ
の
上
で
保
た
れ
る

平
和
で
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
ね
。
地
域
主

義
の
戦
争
み
た
い
に
な
っ
て
も
駄
目
で
す
。

交
換
で

成
り
立
っ
て
き
た
歴
史

―
住
ん
で
い
る
人
も

滞
在
す
る
旅
人
も

勘
定
す
る

中
谷
　
イ
タ
リ
ア
に
サ
ン
・
ジ
ミ
ニ
ャ
ー
ノ

と
い
う
塔
の
町
が
あ
り
ま
す
。
周
り
か
ら
攻

め
ら
れ
た
と
き
に
戦
う
た
め
の
塔
で
す
。
た

い
ら
っ
し
ゃ
い
よ
」
と
言
え
る
よ
う
な
体
勢

と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
を
考
え
て
み
る
こ

と
が
重
要
で
す
。
こ
こ
ま
で
い
ら
し
て
頂
い

た
ら
、「
暮
ら
し
の
魅
力
」を
味
わ
え
ま
す
よ
。

由
布
院
は
、
空
間
が
ゆ
っ
た
り
し
て
い
ま
す

よ
。
都
会
と
は
異
な
る
「
の
ん
び
り
生
活
」

が
味
わ
え
ま
す
よ
。
都
会
の
あ
ち
こ
ち
で
は

皆
忙
し
そ
う
で
す
が
、
そ
れ
が
素
晴
ら
し
い

生
活
だ
と
は
思
え
ま
せ
ん
。
由
布
院
に
い
ら

し
て
「
あ
あ
生
き
て
い
る
、
こ
の
生
き
方
が

い
い
な
あ
」
と
思
っ
て
頂
け
れ
ば
「
生
活
観

光
」
は
成
り
立
つ
と
思
う
の
で
す
。

平
和
な
家
族
の
暮
ら
し

―
ス
イ
ス
の
中
を

守
っ
た
の
で
は

ス
イ
ス
の
中
で
生
き
る

自
分
の
家
族
を
守
れ
な
い

―
生
活
自
体
の
豊
か
さ
、
生
き
方
が
生
活
観

光
の
核
と
な
る
と
思
い
ま
す
が
、
地
域
の
中

と
外
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
ど
の
よ
う
に

考
え
て
お
ら
れ
ま
し
た
か
。
由
布
院
の
ま
ち

は
、
外
か
ら
の
憧
れ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
採
り

入
れ
て
発
展
し
て
き
た
と
実
際
に
感
じ
ま
す
。

　ま
ず
映
画
監
督
ダ
ニ
エ
ル
・
シ
ュ
ミ
ッ
ト

氏
〈
※
注
3
〉
と
の
出
会
い
と
そ
こ
か
ら
生

ま
れ
た
考
え
な
ど
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

中
谷
　
湯
布
院
映
画
祭
の
仲
間
で
、
一
緒
に

映
画
祭
を
創
っ
て
き
た
田
井
肇
氏
（
大
分
・
ミ

ニ
シ
ア
タ
ー
「
シ
ネ
マ
5
」
支
配
人
）が

1
9
8
8
年
に
ダ
ニ
エ
ル
・
シ
ュ
ミ
ッ
ト
監
督
を

由
布
院
に
招
き
ま
し
た
。
そ
の
時
の
様
子
は

冊
子
〈
図
1
〉
に
な
っ
て
い
ま
す
。
シ
ュ
ミ
ッ

ト
監
督
と
一
緒
に
風
呂
に
入
っ
た
り
、
み
ん

な
で
ゴ
ロ
ゴ
ロ
し
た
り
…
。
シ
ュ
ミ
ッ
ト
監

督
は
3
日
ほ
ど
泊
ま
ら
れ
ま
し
た
。「
サ
ロ
ン
・

雪
安
居
」で
シ
ュ
ミ
ッ
ト
監
督
の
作
品
を
最
新

の
レ
ー
ザ
ー
デ
ィ
ス
ク
で
観
て
も
ら
っ
た
の

で
す
が
、
大
変
驚
か
れ
た
。
日
本
国
の
九
州

島
の
由
布
院
で
自
分
の
作
品
が
最
新
の
レ
ー

ザ
ー
デ
ィ
ス
ク
で
観
ら
れ
る
日
本
と
い
う
の

は
何
と
不
思
議
な
国
だ
と
言
わ
れ
ま
し
た
。

　
ご
存
知
の
通
り
ス
イ
ス
は
周
り
が
列
強
で

攻
め
ら
れ
た
ら
ひ
と
た
ま
り
も
な
い
。
ど
う

す
る
？
あ
ん
な
に
素
晴
ら
し
い
と
こ
ろ
に

「
攻
め
込
ん
で
叩
き
潰
す
わ
け
に
は
い
か
ん

ぞ
」
と
、
周
り
の
列
強
が
思
っ
て
く
れ
る
為

に
自
分
は
映
画
を
創
る
と
仰
っ
た
。
映
画
を

列
強
に
持
ち
出
し
て
映
画
を
観
て
も
ら
う
こ

と
が
「
ス
イ
ス
を
守
る
」
こ
と
に
な
る
と
…
。

そ
れ
以
外
に
自
分
の
家
族
を
守
り
、
ス
イ
ス

が
生
き
延
び
て
い
く
方
法
は
な
い
と
。
だ
か

ら
自
分
が
創
っ
て
い
る
映
画
に
は
情
念
が
満

ち
て
い
る
と
言
っ
て
い
ま
し
た
ね
。

　
由
布
院
に
来
て
み
た
ら
、「
撮
影
所
が
な

い
」
と
い
う
こ
と
は
ス
イ
ス
も
同
じ
だ
。
同

じ
よ
う
に
撮
影
所
が
な
い
の
に
、
ス
イ
ス
は

外
国
で
映
画
を
創
っ
て
ま
で
も
「
ス
イ
ス
は

素
晴
ら
し
い
と
こ
ろ
だ
」
と
世
界
中
に
発
信

し
よ
う
と
し
て
お
る
の
だ
け
ど
も
、
由
布
院

は
世
界
中
で
作
ら
れ
た
映
画
を
町
中
で
上
映

し
て
、「
世
界
に
は
こ
ん
な
素
晴
ら
し
い
暮

ら
し
が
あ
り
ま
っ
せ
」
と
い
う
「
祭
り
」
を

や
っ
て
い
る
、
真
逆
だ
と
。「
そ
の
お
か
げ

で
今
夜
、
皆
様
と
一
緒
に
、
楽
し
く
自
分
の

映
画
を
上
映
し
て
も
ら
っ
て
い
る
…
。
こ
の

不
思
議
な
出
会
い
こ
そ
」
み
た
い
な
こ
と
で

当
日
は
盛
り
上
が
っ
た
わ
け
で
す
。
シ
ュ

ミ
ッ
ト
監
督
は
、「
世
界
の
方
々
よ
、
見
て

く
だ
さ
い
。
ス
イ
ス
は
こ
ん
な
素
晴
ら
し
い

国
だ
」
と
い
う
よ
う
な
大
そ
れ
た
も
の
で
は

な
く
て
、
ス
イ
ス
の
「
自
分
の
村
の
人
達
」

を
招
い
て
観
て
も
ら
う
た
め
に
、「
村
の
人

達
の
た
め
の
映
画
」
を
創
る
、
と
言
っ
て
、

し
た
。
小
屋
に
は
4
ル
ー
ム
く
ら
い
し
か
な

い
の
で
す
が
、
ゆ
っ
く
り
食
べ
て
い
っ
て
く
れ

と
い
う
雰
囲
気
の
と
こ
ろ
で
し
た
。
世
界
的

規
模
で
見
れ
ば
あ
っ
た
の
で
す
が
、
当
時
日

本
で
は
、「
生
活
に
切
り
込
ん
だ
イ
メ
ー
ジ
の

観
光
」は
、
あ
ま
り
聞
か
な
か
っ
た
で
す
。

そ
の
土
地
の
人
が

お
客
に
な
る

他
所
の
人
も

ご
ち
ゃ
混
ぜ
に
出
会
う

中
谷
　
ス
ペ
イ
ン
と
フ
ラ
ン
ス
に
跨
っ
て
い

る
バ
ス
ク
地
方
の
ま
ち
ビ
ル
バ
オ
市
は
、
人

口
1
万
人
あ
た
り
の
バ
ー
の
数
が
世
界
で
一

番
多
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
こ
の
観
光

は
、
別
荘
観
光
で
も
な
く
、
も
ち
ろ
ん
歓
楽

型
の
観
光
で
も
な
い
で
す
。
そ
れ
は
な
ん
だ

と
い
う
と
「
生
活
観
光
」
と
し
か
言
い
よ
う

が
な
い
の
で
す
。

　
当
時
の
日
本
で
は
、
お
客
は
、
毎
晩
毎
晩
、

他
所
か
ら
わ
ー
っ
と
来
て
、
そ
れ
を
迎
え
る

の
が
地
元
の
人
と
い
う
構
図
に
な
り
ま
す
。

そ
こ
で
は
、
お
迎
え
す
る
の
は
地
元
の
人
で
、

来
る
の
は
外
か
ら
の
客
、
と
い
う
よ
う
に
分
か

れ
て
い
き
ま
す
。
客
が
増
え
て
い
く
と
地
元

も
当
然
内
部
だ
け
で
は
人
手
が
足
り
な
い
の

で
、
他
所
か
ら
人
を
入
れ
ま
す
。
迎
え
る
軍

団
も
他
所
か
ら
、
客
と
し
て
入
っ
て
く
る
人

も
他
所
か
ら
、
こ
こ
は
場
所
を
提
供
し
て
い

る
だ
け
み
た
い
な
感
じ
に
な
っ
て
い
き
ま
す
。

　
し
か
し
、
ビ
ル
バ
オ
・
グ
ッ
ケ
ン
ハ
イ
ム

美
術
館
の
あ
る
バ
ス
ク
で
は
お
客
は
い
つ
も

い
る
の
で
す
。
私
が
何
日
か
滞
在
し
て
い
た

ら
同
じ
よ
う
な
お
客
が
多
く
い
ま
し
た
。
そ

れ
は
そ
の
ま
ち
の
人
達
で
し
た
。

　
そ
の
よ
う
な
具
合
で
い
ろ
い
ろ
な
と
こ
ろ

か
ら
い
ろ
い
ろ
な
人
が
来
ま
す
。
な
ぜ
そ
の

場
が
流
行
っ
て
い
る
か
と
い
う
と
、
土
地
の

人
が
お
客
に
な
る
か
ら
で
す
。
バ
ー
は
い
い

加
減
に
作
っ
て
、
大
工
仕
事
も
み
ん
な
が
担

い
ま
す
。
お
客
の
半
分
く
ら
い
は
漁
師
で
、

自
分
で
獲
っ
て
魚
を
た
だ
で
持
ち
込
む
。
そ

れ
を
商
品
に
し
て
、
わ
ー
っ
と
盛
り
上
が
る
。

自
分
が
魚
を
料
理
し
て
「
い
ら
っ
し
ゃ
い
」

と
呼
び
な
が
ら
、
自
分
も
お
客
と
な
っ
て
お

る
。
お
客
の
半
分
は
「
バ
ー
の
側
」
と
い
う
の

は
、
ど
こ
か
お
か
し
い
の
だ
け
れ
ど
、
そ
の

よ
う
な
状
況
に
あ
る
こ
と
が
「
生
活
観
光
地
」

の
特
性
で
あ
り
、
生
活
そ
の
も
の
を
観
光
に

し
て
し
ま
う
こ
と
で
も
あ
る
の
で
す
。

　
山
村
の
田
舎
で
は
、
海
に
行
っ
て
魚
を

漁
っ
て
き
て
「
み
ん
な
食
っ
て
く
れ
」
と
い

う
風
に
は
い
き
ま
せ
ん
が
、「
う
ち
の
卵
は

特
別
だ
か
ら
」「
こ
の
豚
の
肉
は
他
で
は
食

べ
ら
れ
な
い
」
と
い
う
よ
う
な
生
産
者
が
だ

ん
だ
ん
出
て
き
ま
し
た
。
生
活
の
中
に
あ
る

豊
か
さ
、
生
活
自
体
の
豊
か
さ
を
観
光
の
資

源
に
し
て
い
る
。
そ
れ
を
巡
っ
て
地
元
の
人

も
他
所
の
人
も
ご
ち
ゃ
混
ぜ
に
な
っ
て
出
会

う
と
い
う
こ
と
が
「
生
活
観
光
」
だ
と
、
由

布
院
で
実
践
し
て
い
く
中
で
少
し
ず
つ
確
認

さ
れ
て
き
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

こ
の
土
地
で

い
い
生
き
方
を

し
て
い
る
と

旅
人
に
も
思
う
て
も
ら
う

中
谷
　
ス
イ
ス
に
は
、
プ
ロ
の
観
光
ノ
ウ
ハ

ウ
を
学
ぶ
た
め
の
有
名
な
ホ
テ
ル
学
校
が
あ

り
ま
す
。
お
客
さ
ま
は
こ
ん
な
具
合
で
、
だ

か
ら
サ
ー
ビ
ス
す
る
側
は
こ
ん
な
風
に
と
…
。

　
そ
の
真
逆
を
行
く
の
が
「
生
活
観
光
」
で

す
。
ま
ず
は
暮
ら
し
の
魅
力
が
あ
り
、
そ
れ

を
旅
人
に
味
わ
っ
て
も
ら
う
た
め
に
コ
レ
コ

レ
の
仕
掛
け
や
サ
ー
ビ
ス
を
用
意
す
る
、
と

い
う
考
え
で
す
。
イ
タ
リ
ア
の
村
で
は
よ
く

見
ら
れ
ま
す
。

―
1
9
7
1
年
の
北
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
旅
行
の

報
告「
生
活
観
光
地
に
つ
い
て
」で
は
、
4
つ

の
地
域
が
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
う
ち

の
一
つ
、
ウ
ィ
ー
ン
の
北
西
に
あ
る
小
さ
な
村

は
庭
先
で
ワ
イ
ン
を
提
供
す
る
観
光
地
で
し

た
。
た
だ
そ
こ
で
ゆ
っ
く
り
味
わ
え
な
い
状

況
を
目
の
当
た
り
に
し
て
、「
押
し
寄
せ
て
く

る
国
際
観
光
の
波
を
巧
く
制
御
し
て
自
分
た

ち
の
生
活
の
リ
ズ
ム
に
合
わ
さ
せ
る
こ
と
が

重
要
」〈
※
注
2
〉と
も
書
か
れ
て
い
ま
す
ね
。

中
谷
　「
生
活
の
魅
力
を
味
わ
い
た
い
な
ら

生
活
観
光
地
へ
の
着
想

―
観
光
の
中
身
、

そ
れ
は
生
活
そ
の
も
の
が

素
晴
ら
し
い
こ
と

―
由
布
院
の
ま
ち
づ
く
り
を
端
的
に
表
す
言

葉
の
一
つ
「
生
活
観
光
地
」
の
初
出
は
、
私
が

な
っ
た
当
時
は
、
日
本
で
は
「
観
光
地
」
と

い
う
と
、
別
府
や
熱
海
の
よ
う
な
歓
楽
型
の

観
光
地
の
イ
メ
ー
ジ
が
中
心
で
し
た
。
そ
の

他
に
軽
井
沢
に
代
表
さ
れ
る
別
荘
地
と
し
て

の
観
光
地
も
あ
り
ま
し
た
。
た
だ
、「
生
活

そ
の
も
の
が
素
晴
ら
し
い
」
と
い
う
発
想
の

観
光
地
は
あ
ま
り
な
か
っ
た
で
す
。

　
し
か
し
、グ
リ
ム
童
話
を
は
じ
め
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
の
古
い
物
語
な
ど
で
は
、
村
に
行
く
と
旅

籠
で
泊
め
て
も
ら
い
農
村
観
光
も
で
き
る
。

そ
の
よ
う
な
旅
が
既
に
描
か
れ
て
い
ま
し
た
。

今
で
も
イ
タ
リ
ア
の
ト
ス
カ
ー
ナ
地
方
あ
た

り
で
は
、
一
週
間
単
位
で
外
か
ら
訪
れ
た
人

が
悠
々
と
滞
在
し
て
い
ま
す
が
、
最
初
現
地

を
訪
れ
た
時
は
、
こ
れ
は
な
ん
だ
と
感
じ
ま

し
た
。
ド
イ
ツ
の
農
村
で
も
同
じ
よ
う
に
一

週
間
ほ
ど
泊
め
て
も
ら
い
ま
し
た
。
そ
の
家

調
べ
た
限
り
で
は
、
町
造
り
雑
誌
『
花
水
樹
』

「
北
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
旅
の
報
告
書
＝
1
」
で
し

た
。
海
外
で
の
初
め
て
の
旅
（
1
9
7
1
年
）

も
含
め
て
、
海
外
の
旅
先
か
ら
得
ら
れ
た
気

づ
き
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
し
た
か
〈
※

注
1
〉。

中
谷
　
私
が
ま
ち
づ
く
り
に
関
わ
る
よ
う
に

「
観
光
」
を
し
て
も
仕
方
が
な
い
ん
じ
ゃ
な

い
か
と
思
い
ま
す
。

由
布
院
人

―
地
域
は
色
ん
な

人
物
が
登
場
す
る
舞
台

―
ブ
レ
ン
ド
す
る
中
で
ヒ
ト
の
存
在
や
つ
な

が
り
は
非
常
に
重
要
だ
と
思
い
ま
す
が
、「
由

布
院
人
」
と
い
う
言
葉
や
考
え
は
ど
の
よ
う

に
生
ま
れ
ま
し
た
か
。

中
谷
　「
由
布
院
人
」
と
い
う
言
葉
は
、
今

は
あ
ま
り
言
わ
れ
ま
せ
ん
が
、「
市
町
村
合

併
反
対
運
動
」
の
と
き
に
生
ま
れ
た
言
葉
で

す
。「
み
ん
な
由
布
院
人
」
と
黄
色
の
ジ
ャ

ン
パ
ー
に
入
れ
ま
し
た
。
由
布
院
人
と
い
う

言
葉
が
持
っ
て
い
る
土
着
性
は
、
由
布
市
民

と
言
っ
た
ら
消
え
て
し
ま
う
で
し
ょ
う
？

　
地
域
の
上
に
暮
ら
し
を
立
て
よ
う
、
と
い
う

の
が
地
域
主
義
で
、
ま
ず
は
地
域
を
中
心
に
考

え
ま
す
。
た
だ
、
地
域
は
い
ろ
い
ろ
な
人
物
が

登
場
す
る
舞
台
で
も
あ
り
ま
す
。
登
場
し
て
き

た
人
は
、
舞
台
に
い
る
間
は
皆「
地
域
の
人
」な

の
で
す
。
そ
れ
だ
け
で
な
く
、
そ
の
人
が
帰
っ

て
も
関
係
が
持
続
し
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、
外

に
い
て
も「
由
布
院
人
」で
し
ょ
う
。

―
ム
ラ
の
外
の「
ブ
レ
ン
ド
・
ス
タ
ッ
フ
」が
力

を
貸
し
て
く
れ
て
、「
由
布
院
ブ
ラ
ン
ド
」 

を
盛

中
国
の
旅
客
が
増
え
る
中
で
、
そ
の
人
た
ち

か
ら
「
あ
ん
た
由
布
院
人
か
？
」
と
問
わ
れ

ま
し
た
。
そ
の
と
き
に
、
由
布
院
在
住
歴
の

長
短
に
関
わ
ら
ず
、「
そ
う
で
す
！
」
と
答

え
ら
れ
る
か
ど
う
か
で
、
相
手
の
評
価
が
決

ま
り
ま
す
。「
わ
し
は
先
祖
代
々
」
と
い
う

よ
う
な
言
い
訳
つ
き
の
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
は

通
用
し
ま
せ
ん
。
言
い
訳
な
し
の
「
地
域
バ

ザ
ー
ル
の
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
」
を
体
で
表
現

で
き
る
か
？
が
、
新
し
い
「
人
間
の
測
り
方
」

に
な
っ
て
く
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

＊
中
谷
健
太
郎
氏
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
実

施
及
び
記
録
の
作
成
に
あ
た
っ
て
は
、
由
布

院
の
百
年
・
編
集
サ
ロ
ン
事
務
局
の
平
野
美

和
子
氏
に
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
こ
こ
に

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

2
0
2
1
年
3
月
30
日

庄
屋
サ
ロ
ン
（「
亀
の
井
別
荘
」
敷
地
内
に
あ

る
古
民
家
）
に
て
（
2
0
2
4
年
、「
父
の
本

棚
」
に
改
名
）

聞
き
手
・
編
集
：
後
藤
健
太
郎
（
公
益
財
団

法
人
日
本
交
通
公
社
主
任
研
究
員
）

係
と
い
う
点
で
見
れ
ば
、「
牛
一
頭
牧
場
運

動
」、「
牛
喰
い
絶
叫
大
会
」〈
写
真
2
〉
な
ど

が
そ
の
前
か
ら
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
。

中
谷
　
一
泊
二
食
の
旅
人
た
ち
が
観
光
の
中

核
に
な
っ
て
い
ま
す
し
、
ど
こ
で
も
旅
館
組

合
、つ
ま
り
宿
屋
さ
ん
が
強
い
で
す
。し
か
し
、

そ
こ
を「
生
活
観
光
地
」と
い
う
目
で
見
る
と
、

旅
館
の
人
た
ち
も
旅
館
の
中
だ
け
で
生
活
し

て
い
る
わ
け
じ
ゃ
な
い
。
こ
の
地
域
周
辺
の

産
物
を
集
め
た
り
、
出
荷
し
た
り
消
費
し
た

り
し
て
生
活
が
成
り
立
っ
て
い
る
の
で
す
。

一
村
一
品
の
生
産
・
出
荷
だ
け
で
は
生
活
は

成
り
立
た
な
い
。
う
ち
か
ら
市
場
に
持
っ
て

い
っ
て
、
そ
れ
が
集
ま
る
と
「
一
村
が
百
品
」

に
な
っ
た
り
す
る
の
で
す
。
そ
の
よ
う
な「
取

り
組
み
」
を
大
分
県
（
平
松
知
事
）
が
音
頭
を

採
っ
て
く
れ
て
、「
地
域
の
バ
ザ
ー
ル
思
想
」

が
具
体
的
に
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。「
一
品
だ

け
食
べ
て
満
足
と
は
な
ら
な
い
」、
と
い
う
考

が
経
営
し
て
い
る
葡
萄
畑
で
は
「
勝
手
に
葡

萄
食
べ
て
い
い
よ
。
土
に
手
を
入
れ
て
み
て

く
だ
さ
い
。
手
が
こ
こ
ま
で
入
る
よ
う
な
畑

の
柔
ら
か
さ
で
す
よ
」
と
。
と
ん
で
も
な
く

高
い
ワ
イ
ン
を
と
は
い
き
ま
せ
ん
が
、
家
で

作
っ
た
ワ
イ
ン
を
樽
か
ら
瓶
に
注
い
で
飲
み

ま
す
。
そ
う
い
う
観
光
地
を
イ
タ
リ
ア
と
ド

イ
ツ
で
体
験
し
ま
し
た
。
ま
た
、
フ
ラ
ン
ス

で
も
葡
萄
畑
を
持
っ
た
人
と
結
婚
し
た
日
本

人
の
と
こ
ろ
で
滞
在
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

見
渡
す
限
り
に
広
が
る
葡
萄
畑
の
中
で
ワ
イ

ン
を
飲
ん
だ
り
す
る
の
は
素
晴
ら
し
い
生
活
、

過
ご
し
方
だ
な
と
思
い
ま
し
た
。

　
日
本
の
銀
座
と
青
山
に
も
店
を
出
し
た
フ

ラ
ン
ス
人
シ
ェ
フ
の
ア
ラ
ン
デ
ュ
カ
ス
氏
が
ス

ペ
イ
ン
の
田
舎
に
レ
ス
ト
ラ
ン
を
開
か
れ
ま

し
た
。
そ
こ
で
は
ア
ヒ
ル
が
歩
き
、
羊
も
い
ま

せ
つ 

あ
ん  

ご

出
典：
中
谷
健
太
郎（
1
9
9
0
）：「
幻
視
ゆ
ふ
い
ん
'90
―
何
か
が
道
を
や
っ
て
く
る
」、『
風
の
計
画
』、湯
布
院
企
画
室「
西
方
館
」、p
p
．32
─33
よ
り（一部
、表
現
を
修
正
）

出典：『モンスーン・
別冊 ダニエル・シュ
ミット in 湯 布 院 
1998』（モンスーン舎）

○
引
力
の
関
係
で
町
を
み
る
の
が「
バ
ザ
ー
ル
の
思
想
」だ
と
言
っ
て
よ
い
。

○「
よ
そ
者
か
、地
元
か
」「
観
光
か
農
業
か
」と
い
っ
た
平
地
の
戦
術
的
発
想
か
ら
導
き
出
さ
れ
た
地
域
計

画
は
、ヨ
ソ
と
の
引
力
の
バ
ラ
ン
ス
が
計
算
さ
れ
て
い
な
い
か
ら
、た
ち
ま
ち
流
星
消
滅
す
る
。

○「
町
は
宇
宙
星
群
の
よ
う
に
精
密
な
引
力
関
係
で
成
立
っ
て
い
る
」と
述
べ
た
。自
分
が「
そ
こ
で
光
り
続
け

る
」と
い
う
こ
と
は
、自
分
が
関
係
す
る
あ
ら
ゆ
る
星
た
ち
と
の
引
力
関
係
に
よ
る
の
だ
。も
ち
ろ
ん
遠
近

は
問
わ
な
い
。

○
ユ
フ
イ
ン
が
光
り
続
け
る
の
は
、ほ
か
の
ム
ラ
た
ち
と
の
引
力
関
係
に
よ
る
。そ
れ
は
、ほ
か
の
ム
ラ
た
ち

に
と
っ
て
、ユ
フ
イ
ン
が
ナ
ニ
モ
ノ
で
あ
り
続
け
る
か
、と
い
う
問
い
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

料
理
人
は
外
か
ら

わ
く
わ
く
す
る
も
の
を

持
っ
て
く
る

―
2
0
0
0
年
代
に
始
ま
っ
た
取
り
組
み
の

一
つ
に
「
由
布
院
盆
地
風
の
食
卓
祭
」
が
あ

り
ま
す
。
バ
ザ
ー
ル
と
ど
の
よ
う
な
関
係
に

図 1 ダニエル・シュミット監督来訪時の記録
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つ
ま
り
誰
が
作
る
か
。「
風
の
料
理
人
」は
、

風
に
乗
っ
て
ど
こ
か
ら
か
や
っ
て
く
る
。
例

え
ば
ト
マ
ト
で
も
、
じ
ゃ
が
い
も
で
も
、
味

噌
で
も
、
胡
瓜
で
も
、
み
ん
な
「
外
」
か
ら

来
た
も
の
で
す
。
そ
し
て
大
事
な
こ
と
は
、

そ
の
と
き
必
ず
「
料
理
人
」
が
一
緒
に
来
る

の
で
す
。
物
だ
け
来
て
も
ど
う
し
た
ら
い
い

か
わ
か
ら
な
い
で
す
か
ら
。
料
理
人
が
来
て

ど
う
だ
、
飯
は
旨
い
だ
ろ
う
と
、
こ
の
小
麦

を
こ
ん
な
に
し
て
こ
ね
て
「
う
ど
ん
」
に
し

た
。だ
か
ら
料
理
人
が
必
ず
一
緒
に
来
ま
す
。

　
そ
の
よ
う
に
、
料
理
人
は
海
の
向
こ
う
か

ら
、
わ
く
わ
く
す
る
も
の
を
持
っ
て
一
緒
に

来
る
か
ら
、
風
の
料
理
人
。
風
の
食
材
・
風

の
食
卓
・
風
の
料
理
人
で
「
食
文
化
」
を
創

ろ
う
と
い
う
て
「
バ
ザ
ー
ル
運
動
」
に
も
繋

が
っ
て
い
き
、「
風
の
食
卓
運
動
」
を
今
も

や
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
け
ど
ね
。

地
域
の
ブ
レ
ン
ド
力

―
他
所
の
も
の
を

織
り
込
み

生
活
の
中
に
愉
し
み
を

創
る

―
地
域
の
外
か
ら
い
ろ
い
ろ
な
も
の
を
取
り

込
ん
で
ま
ち
が
発
展
し
て
き
た
由
布
院
で
、

そ
れ
を
象
徴
す
る
中
谷
さ
ん
の
言
葉
、
考
え

の
一
つ
が
「
地
域
の
ブ
レ
ン
ド
力
」〈
表
2
〉

〈
※
注
7
〉
か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

中
谷
　「
地
域
ブ
ラ
ン
ド
」
と
い
う
の
は
、

な
ん
か
い
や
ら
し
い
で
は
な
い
で
す
か
。「
そ

こ
だ
け
の
も
の
」
と
し
て
い
る
か
ら
で
す
。

例
え
ば
、
京
都
の
も
の
が
京
都
ブ
ラ
ン
ド
、

金
沢
の
も
の
が
金
沢
ブ
ラ
ン
ド
。
し
か
し
実

際
は
、
そ
こ
だ
け
の
も
の
は
な
い
の
で
す
。

あ
っ
ち
か
ら
も
こ
っ
ち
か
ら
も
長
い
時
間
を

か
け
て
入
っ
て
き
て
い
ま
す
。
ど
う
や
っ
て

た
く
さ
ん
の
も
の
を
「
生
活
の
中
」
に
織
り

込
ん
で
き
た
か
、
あ
る
い
は
織
り
込
ん
で
い

く
か
。
京
都
で
も
金
沢
で
も
、
中
国
や
他
の

国
々
、
地
域
か
ら
運
ば
れ
た
も
の
を
編
み
込

ん
で
き
て
い
ま
す
よ
ね
、
苦
労
し
な
が
ら
。

　
文
芸
評
論
家
の
保
田
與
重
郎
さ
ん
〈
※
注

8
〉
は
、
ご
ち
ゃ
ご
ち
ゃ
に
混
ぜ
て
味
も
な

く
、
栄
養
に
も
な
ら
な
い
「
蒟
蒻
」
を
愛
好

さ
れ
る
そ
う
で
す
。「
蒟
蒻
」
は
毒
で
、
現

在
の
よ
う
な
安
全
な
食
べ
方
に
な
る
ま
で
に

多
く
の
人
が
亡
く
な
っ
た
そ
う
で
す
。
し
か

も
栄
養
に
も
な
ら
な
い
、
そ
れ
を
一
生
懸
命

作
っ
て
き
た
こ
と
で
、「
蒟
蒻
」
は
今
も
ぜ

い
た
く
な
珍
味
・
必
需
品
で
す
。
栄
養
が
あ

る
、
旨
い
。
だ
か
ら
ど
ん
ど
ん
ど
ん
ど
ん
広

が
っ
て
地
域
文
化
に
な
る
か
と
い
う
と
、
そ

う
で
も
な
い
よ
う
で
す
。
蒟
蒻
は
、
元
は
中

国
か
ら
伝
わ
っ
た
も
の
だ
け
ど
、
日
本
で
は

好
ん
で
食
べ
る
文
化
が
続
い
て
い
て
、
蒟
蒻

屋
が
な
い
市
町
村
は
少
な
い
そ
う
で
す
。
そ

う
い
う
面
白
さ
を
考
え
る
と
「
地
域
ブ
ラ
ン

ド
」
と
い
う
の
は
乱
暴
な
言
い
方
で
、
ど
の

よ
う
に
生
活
に
ブ
レ
ン
ド
さ
れ
て
い
く
か
、

そ
こ
に
「
面
白
み
」
を
発
見
し
な
か
っ
た
ら
、

だ
、
塔
か
ら
矢
だ
け
を
射
て
占
領
し
て
も
、

バ
ザ
ー
ル
が
な
け
れ
ば
食
べ
る
も
の
が
得
ら

れ
な
い
の
で
す
。
イ
タ
リ
ア
の
小
さ
な
都
市

の
小
さ
な
町
に
行
く
と
、
広
場
が
あ
っ
て
、

大
概
そ
こ
に
お
金
を
交
換
す
る
銀
行
と
旅
人

が
泊
ま
る
ホ
テ
ル
が
あ
り
ま
す
。
銀
行
で
両

替
し
ま
す
し
、
必
需
品
を
交
換
す
る
バ
ザ
ー

ル
も
生
ま
れ
ま
す
。

　
住
ん
で
い
る
人
も
「
バ
ザ
ー
ル
」
で
生
活
し

ま
す
。
そ
こ
に
何
日
か
泊
ま
る
旅
人
も
「
バ

ザ
ー
ル
」で
生
活
し
ま
す
。「
一
泊
二
食
」や「
有

名
な
何
が
あ
り
ま
す
」
と
い
う
よ
う
な
観
光

は
、
ち
ょ
っ
と
違
う
だ
ろ
う
と
い
う
こ
と
を

言
い
た
い
で
す
。
一
軒
一
軒
の
家
庭
が
何
を

食
べ
る
と
か
、
第
一
級
の
ホ
テ
ル
で
あ
る
か
、

安
い
ホ
テ
ル
で
あ
る
か
み
た
い
な
こ
と
で
争

わ
な
く
て
も
、「
バ
ザ
ー
ル
」
さ
え
守
っ
て
い

け
れ
ば「
生
活
」は
そ
こ
に
保
た
れ
る
の
で
す
。

そ
れ
が
「
生
活
観
光
」
の
基
盤
に
な
り
ま
す
。

特
に
ユ
ー
ラ
シ
ア
大
陸
の
、「
作
る
よ
り
も

交
換
で
成
り
立
っ
て
き
た
、
あ
る
い
は
交
換

の
た
め
に
」
長
い
何
千
年
の
歴
史
を
育
ん
で

き
た
よ
う
な
と
こ
ろ
で
は
、
確
か
に
泥
棒
も

い
る
し
貧
し
さ
も
あ
る
け
れ
ど
も
、
バ
ザ
ー

ル
は
活
々
と
続
い
て
い
る
と
思
い
ま
し
た
。

　
し
か
し
、イ
タ
リ
ア
の
サ
ン
・
ジ
ミ
ニ
ャ
ー

ノ
の
町
も
、
そ
の
後
の
20
年
ぐ
ら
い
で
物
凄

く
変
わ
り
ま
し
た
。
最
初
に
行
っ
た
と
き
は

お
っ
ち
ゃ
ん
、
お
ば
さ
ん
、
少
年
た
ち
が
に

こ
っ
と
笑
っ
た
り
な
ん
か
し
な
が
ら
、
そ
の

辺
で
作
っ
た
よ
う
な
も
の
を
売
っ
て
い
ま
し

た
。
し
か
し
、
そ
れ
か
ら
20
年
く
ら
い
後
に

は
、
売
っ
て
い
る
も
の
は
イ
ン
ド
や
中
国
の

も
の
、
日
本
の
も
の
で
し
た
。

　
バ
ザ
ー
ル
は
た
し
か
に
何
百
年
で
も
残
る

け
れ
ど
も
、
見
事
に
変
わ
っ
た
り
も
す
る
、

あ
ま
り
あ
て
に
な
ら
な
い
。
何
が
そ
の
土
地

の
バ
ザ
ー
ル
を
そ
の
土
地
の
バ
ザ
ー
ル
た
ら

し
め
て
お
る
か
？
。
売
れ
る
も
の
、
売
れ
な

い
も
の
も
含
め
て
、そ
の
土
地
の「
バ
ザ
ー
ル
」

で
あ
り
続
け
る
、
そ
う
い
う
頑
固
さ
は
ど
こ

か
ら
き
て
い
る
の
か
、
そ
れ
は
建
物
か
ら
だ

と
思
う
。
建
物
が
な
い
と
、
つ
ま
り
空
間
が

な
い
と
バ
ザ
ー
ル
は
成
り
立
た
な
い
の
で
す
。

　
そ
れ
で
、
由
布
院
の
景
観
を
大
事
に
考
え

よ
う
と
運
動
を
起
こ
し
ま
し
た
。
バ
ザ
ー
ル

か
ら
暮
ら
し
へ
の
関
心
が
芽
生
え
、
景
観
、

建
築
へ
と
取
り
組
み
が
移
っ
て
い
き
ま
し
た
。

―
1
9
9
0
年
は
、「
潤
い
の
あ
る
町
づ
く
り

条
例
」が
制
定
さ
れ
る
と
と
も
に
、「
バ
ザ
ー

ル（
市
場
）の
あ
る
温
泉
リ
ゾ
ー
ト
村
・
構
想
」

が
由
布
院
観
光
の
長
期
ビ
ジ
ョ
ン
と
し
て
掲

げ
ら
れ
、「
由
布
院
観
光
総
合
事
務
所
」の
設

立
が
事
業
計
画
化
さ
れ
た
、「
由
布
院
の
エ

ポ
ッ
ク
」と
も
い
え
る
時
期
だ
っ
た
と
思
い
ま

す
。
同
時
に
90
年
の
湯
布
院
町『
町
勢
要
覧
』

で「
最
も
住
み
よ
い
町
こ
そ
勝
れ
た
観
光
地
で

あ
る
」と
い
う
理
念
が
大
き
く
謳
わ
れ
た
時

期
で
も
あ
り
ま
し
た〈
図
2
〉〈
※
注
6
〉。

　1
9
9
0
年
代
後
半
に「
ゆ
ふ
い
ん
建
築
・

環
境
デ
ザ
イ
ン
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」
が
作
成
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
そ
こ
に
至
る
流
れ
も
理
解

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

あ
り
ま
す
で
し
ょ
う
か
。

中
谷
　
料
理
と
い
う
も
の
は
ど
こ
か
「
わ
く

わ
く
」
し
ま
す
。
人
は
3
6
5
日
、
同
じ
も

の
を
食
べ
た
い
と
は
思
わ
な
い
わ
け
で
す
か

ら
目
新
し
い
と
か
、
そ
う
い
う
も
の
が
必
要

で
す
。
一
に
「
食
材
」、
二
に
「
お
客
」、
三
四

が
な
く
て
五
に
「
板
場
」（
笑
）
と
。
料
理
人

と
一
杯
呑
み
な
が
ら
ハ
ッ
パ
を
か
け
る（
笑
）。

　
食
材
は
、
で
き
る
だ
け
「
そ
こ
で
」
手
に

入
る
も
の
。
1
時
間
か
ら
2
時
間
く
ら
い
の

範
囲
で
行
政
区
域
は
関
係
な
い
。
運
ん
で
き

た
も
の
は
、「
風
の
食
卓
運
動
」の
中
で
の「
風

の
食
材
」
で
す
。
冷
凍
や
干
物
、
ま
し
て
海

外
で
作
ら
れ
た
も
の
、
船
で
運
ば
れ
た
も
の

を
最
初
か
ら
あ
て
に
す
る
な
。
風
の
中
か
ら

持
っ
て
こ
い
。
風
に
吹
か
れ
て
育
っ
た
食
材

を
獲
っ
て
く
る
と
い
う
こ
と
で「
風
の
食
材
」

と
呼
ん
で
い
ま
し
た
。

　
あ
と
は
「
風
の
食
卓
」。
そ
の
土
地
の
風
に

吹
か
れ
な
が
ら
「
風
吹
く
食
卓
」
で
食
べ
て
初

め
て
、
そ
こ
の
土
地
柄
の
味
が
す
る
の
で
す
。

地
方
の
観
光
地
の
板
場
が
、
京
都
の
ホ
テ
ル

で
出
す
よ
う
な
料
理
を
追
っ
か
け
て
も
仕
方

が
な
い
で
す
。
ま
ず
風
の
中
か
ら
「
食
材
」
を

運
ん
で
食
事
を
作
る
、
そ
し
て
「
風
の
食
卓
」

に
持
ち
出
し
て
食
べ
る
の
が
そ
の
土
地
の
料

理
…
。
風
の
食
材
、
風
の
食
卓
、
そ
し
て
、

最
後
が
「
風
の
料
理
人
」。

か
け
た
ら
ダ
メ
だ
」と
。
満
足
は
、
マ
ー
ケ
ッ

ト
で
言
う
と
「
向
こ
う
側
の
価
値
観
」
の
話
。

そ
う
で
は
な
く
、
こ
ち
ら
側
の
ホ
ス
ピ
タ
リ

テ
ィ
で
勝
負
す
る
。
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
は
こ

ち
ら
側
の
価
値
観
の
こ
と
な
の
で
す
。
ホ
ス

ピ
タ
リ
テ
ィ
（
自
分
の
個
性
、
価
値
観
）
を

考
え
ず
に
、入
っ
て
く
る「
旅
人
の
価
値
観
」、

満
足
を
追
い
求
め
て
観
光
を
し
て
い
る
と
市

場
が
崩
壊
し
ま
す
。「
崩
壊
し
な
い
よ
う
に
」

と
言
う
の
は
簡
単
で
す
が
、
実
行
す
る
の
は

や
っ
か
い
で
す
。「
私
た
ち
に
で
き
る
こ
と
、

私
た
ち
が
良
い
と
思
っ
て
い
る
も
の
は
こ
れ

な
ん
で
す
」と
言
っ
て
、「
砦
を
狭
く
造
っ
て
、

広
い
世
界
へ
売
る
」。
広
い
世
界
の
ホ
ス
ピ

タ
リ
テ
ィ
に
自
分
の
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
を
合

わ
せ
て
い
く
と
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
が
崩
壊
す
る

の
で
す
。

　
2
0
0
0
年
代
に
、
急
激
に
韓
国
・
台
湾
・

り
上
げ
て
く
れ
て
い
る
、
由
布
院
の
外
に
も
拠

点
が
あ
る
こ
と
が
由
布
院
の
ま
ち
づ
く
り
の
特

徴
な
の
だ
と
改
め
て
感
じ
ま
し
た〈
※
注
9
〉。

足
り
な
い
の
は
ハ
ン
ド
ル

―
外
に
開
き
、

何
を
取
り
入
れ

ま
ち
の
新
陳
代
謝
を

図
る
か

中
谷
　
由
布
院
の
中
で
は
、
親
戚
縁
者
が
ほ

ぼ
固
ま
っ
て
い
ま
す
ね
。
そ
の
固
ま
り
と
は

少
し
違
う
他
所
か
ら
入
っ
て
き
た
私
た
ち

は
、
バ
ザ
ー
ル
や
催
事
な
ど
で
人
を
集
め
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
ん
な
バ
ラ
バ
ラ
文
化

な
の
で
す
。
盆
地
の
中
で
は
農
協
は
か
っ
ち

り
し
て
い
ま
す
し
、
各
自
治
会
、
集
落
、
消

防
…
そ
う
い
う
の
は
し
っ
か
り
し
て
い
ま

す
。
な
ぜ
か
？

　
由
布
院
は「
隠
れ
キ
リ
シ
タ
ン
」の
村
だ
っ

た
か
ら
殿
様
が
い
な
い
。
殿
様
が
い
な
か
っ

た
ら
庄
屋
で
固
ま
る
以
外
な
い
の
で
す
。
室

町
時
代
ま
で
は
、
由
布
岳
に
自
生
す
る
楮
の

木
の
皮
を
使
っ
て
木
綿
を
織
っ
て
い
ま
し
た

が
、
関
ヶ
原
の
合
戦
以
降
は
、
そ
う
い
っ
た

も
の
が
全
て
禁
止
さ
れ
、
産
業
は
な
く
な
り

ま
し
た
。
し
か
し
、
ど
こ
か
で
食
っ
て
い
か

な
い
と
い
け
な
い
。
通
商
、
商
業
も
興
し
て

は
い
け
な
い
と
言
わ
れ
て
も
塩
が
な
か
っ
た

ら
一
日
も
生
き
ら
れ
ま
せ
ん
。
そ
の
他
農
器

具
・
金
物
も
で
す
。魚
は
塩
干
物
で「
無
塩（
生

鮮
）
は
な
し
」
と
い
っ
た
状
況
が
三
百
年
も

続
い
た
の
で
す
。
だ
か
ら
、
殿
様
へ
の
で
は

な
く
て
自
分
が
住
む
村
の
庄
屋
の
誰
々
さ
ん

へ
と
い
う
風
に
固
ま
っ
て
い
き
て
い
ま
す
。

　
ム
ラ
が
外
に
開
か
れ
て
い
な
い
と
生
活
が

成
り
立
た
な
い
と
い
う
実
態
は
あ
り
ま
し
た

が
、
明
治
に
急
に
開
国
さ
せ
ら
れ
て
も
ま
だ

1
0
0
年
ち
ょ
っ
と
く
ら
い
し
か
経
っ
て
い

な
い
の
で
、
す
ぐ
に
「
バ
ザ
ー
ル
の
精
神
」
へ

と
は
な
ら
な
い
で
す
。
そ
う
し
た
中
で
、
観

光
と
は
ま
た
別
の
意
味
で
外
か
ら
入
っ
て
く

る
も
の
に
目
が
向
い
た
の
で
す
。
別
府
で
は

そ
も
そ
も
外
国
鋼
船
を
入
れ
た
り
し
て
、
と

ん
で
も
な
い
こ
と
に
な
っ
た
な
あ
と
。
明
治

の
終
わ
り
頃
か
ら
影
響
を
受
け
は
じ
め
て
大

正
か
ら
こ
こ
ま
で
の
間
の
1
0
0
年
く
ら
い

の
生
の
感
動
を
探
っ
て
い
く
と
、
こ
の
村
の

特
性
が
把
握
で
き
る
と
同
時
に
ブ
ラ
ン
ド
で

は
な
く
て
ブ
レ
ン
ド
だ
と
。こ
こ
だ
け
を
守
っ

て
ブ
ラ
ン
ド
化
し
よ
う
と
思
っ
た
ら
生
き
て

い
け
な
い
。
だ
か
ら
ど
う
や
っ
て
上
手
く
ブ

レ
ン
ド
化
し
て
い
く
か
だ
と
思
い
ま
す
。

―
ブ
レ
ン
ド
に
関
連
す
る
も
の
と
し
て
、
ま

ち
の「
新
陳
代
謝
」〈
表
3
〉を
考
え
る
視
点
や
、

地
域
の
外
か
ら
入
っ
て
く
る
も
の
に
対
し
て

「
ブ
レ
ー
キ
で
は
な
く
ハ
ン
ド
ル
が
必
要
」〈
表

4
〉
と
い
う
視
点
は
、
長
年
の
実
践
を
通
じ

て
育
ま
れ
て
き
た
の
だ
と
感
じ
ま
す
。

ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
と
は

こ
ち
ら
側
の
価
値
観

―
取
り
入
れ
る
砦
は

自
分
の

ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
に

合
っ
た
分
だ
け
に
す
る

―
10
年
程
前
に
も
一
度
お
話
し
を
伺
い
ま
し

た
が
、
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
を
ど
の
よ
う
に
捉

え
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
か
、
改
め
て
聞
か
せ
て

く
だ
さ
い
〈
※
注
10
〉。
外
か
ら
取
り
入
れ
る

と
き
に
何
を
意
識
し
た
ら
よ
い
で
し
ょ
う
か
。

中
谷
　
当
時
あ
る
ホ
テ
ル
業
者
と
話
し
て
い

て
気
づ
い
た
の
で
す
が
、
外
国
か
ら
の
お
客

様
を
た
く
さ
ん
入
れ
て
い
る
そ
の
ホ
テ
ル
の

方
が
言
う
に
は
、「
お
客
様
の
満
足
を
追
い

由
布
院
か
ら
ス
イ
ス
に
戻
っ
て
行
か
れ
ま
し

た
。
そ
し
て
『
季
節
の
は
ざ
ま
で
』
と
い
う

映
画
を
創
ら
れ
ま
し
た
（
1
9
9
2
年
）。

そ
れ
は
自
分
が
山
城
み
た
い
な
古
い
ホ
テ
ル

で
子
供
の
時
代
を
過
ご
し
て
、
今
は
普
通
の

大
人
に
な
り
ま
し
た
と
い
う
内
容
の
映
画
で

す
。

　
映
画
が
完
成
し
た
と
き
に
招
待
状
が
来

て
、「
由
布
院
で
の
体
験
か
ら
、
世
界
中
の
人

に
自
分
の
映
画
を
見
せ
る
と
同
時
に
自
分
の

村
の
人
に
自
分
の
映
画
を
観
て
も
ら
う
と
い

う
こ
と
に
目
覚
め
た
。
そ
の
最
初
の
人
が
こ

の
人
だ
よ
と
紹
介
す
る
か
ら
来
て
く
れ
」
と
。

だ
け
ど
、
由
布
院
で
「
生
活
観
光
地
づ
く
り
」

を
し
て
い
た
の
で
行
か
な
か
っ
た
。
現
地
に

行
っ
た
と
し
て
も
単
な
る
ツ
ー
リ
ス
ト
、
観

光
視
察
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
で
し
ょ
う
。
た

だ
、
そ
の
後
し
ば
ら
く
し
て
、
シ
ュ
ミ
ッ
ト

監
督
は
癌
で
亡
く
な
り
ま
し
た
。
行
動
的
で

あ
れ
ば
よ
か
っ
た
と
今
は
思
い
ま
す
。

バ
ザ
ー
ル
の
思
想

―
あ
っ
ち
こ
っ
ち
で

作
っ
た
も
の
が

ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
に
混
在

―
生
活
観
光
地
、
保
養
温
泉
地
構
想
、
ク
ア

オ
ル
ト
構
想
な
ど
に
続
け
て
由
布
院
で
育
ま

れ
て
き
た
「
バ
ザ
ー
ル
の
思
想
」〈
表
1
〉〈
※

注
4
〉
に
焦
点
を
当
て
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
1
9
8
2
年
か
ら
始
ま
っ
た
「
食
べ
物

文
化
祭
」
で
は
、
自
ら
の
町
を
情
報
の
交
わ

る
ク
ロ
ス
ロ
ー
ド
の
町
、
バ
ザ
ー
ル
の
町
と

位
置
づ
け
、
世
界
各
国
の
料
理
を
テ
ー
マ
に

さ
れ
て
い
ま
し
た
ね
。
地
域
の
中
と
外
の
関

え
が
底
辺
に
あ
り
ま
す
。
そ
こ
が
一
村
一
品

の
分
か
り
に
く
い
点
で
あ
り
ま
し
た
し
、
分

か
り
に
く
い
か
ら
あ
あ
こ
れ
か
と
手
探
り
す

る
時
間
が
掛
か
り
ま
し
た
が
、
そ
れ
で
浸
透

し
た
と
い
う
側
面
も
あ
り
ま
す
け
ど
ね
。

　
だ
か
ら
、
そ
の
土
地
だ
け
の
一
泊
二
食
の

文
化
産
業
じ
ゃ
な
く
て
、
あ
っ
ち
こ
っ
ち
で

作
っ
た
も
の
が
集
ま
っ
て
こ
な
い
と
面
白
く

な
い
で
す
。
例
え
ば
、
ト
ル
コ
で
は
い
ろ
ん

な
料
理
が
出
て
き
ま
す
。
器
は
、
ペ
ル
シ
ャ

の
器
も
あ
り
ま
す
が
、
中
国
か
ら
の
器
も
た

く
さ
ん
入
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
ロ
シ
ア

か
ら
は
サ
モ
ワ
ー
ル
（
湯
沸
か
し
器
）
み
た

い
な
の
も
入
っ
て
き
て
い
ま
す
。
そ
う
い
っ

た
も
の
が
混
ぜ
こ
ぜ
に
そ
こ
に
あ
っ
て
、
し

か
も
そ
れ
が
破
綻
し
て
お
ら
ず
、
ダ
イ
ナ

ミ
ッ
ク
に
混
在
し
て
お
る
。
そ
れ
が
一
つ
の

バ
ザ
ー
ル
に
な
っ
て
い
ま
す
。

―
中
谷
さ
ん
の
「
市
場
が
あ
る
か
ら
、
文
・

物
が
移
出
入
し
、ム
ラ
が
世
界
に
つ
な
が
る
。

そ
れ
が
ム
ラ
の
消
費
文
化
を
豊
か
に
し
、
生

産
文
化
を
誘
発
す
る
。」〈
注
5
〉
と
い
う
言

葉
が
印
象
に
残
っ
て
い
ま
す
。

中
谷
　
ど
こ
の
地
域
に
行
っ
て
も
、
特
に
砂

漠
を
中
心
に
ユ
ー
ラ
シ
ア
大
陸
で
は
、
生
産

で
生
き
て
い
る
よ
り
も
、
あ
っ
ち
こ
っ
ち
か

ら
物
を
集
め
、
あ
る
い
は
出
荷
し
て「
バ
ザ
ー

ル
で
生
き
て
き
た
歴
史
」
が
長
い
で
す
よ
ね
。

広
大
な
モ
ン
ゴ
ル
か
ら
ア
ラ
ブ
を
越
え
て
、

果
て
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
至
る
、
そ
の
間
の
地

域
の
ほ
と
ん
ど
が
、「
バ
ザ
ー
ル
」
や
「
オ
ア

シ
ス
」
の
慰
労
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
生
き
て
い

る
わ
け
で
す
。
地
域
は
縮
こ
ま
っ
た
ら
い
け

な
い
と
い
う
思
い
が
あ
っ
た
の
で
す
。
由
布

院
は
、
い
っ
た
ん
は
縮
こ
ま
る
運
動
だ
っ
た

「
由
布
院
の
自
然
を
守
る
会
」。「
小
さ
な
別
府

や
熱
海
に
な
る
な
」
と
、
小
さ
い
「
家
庭
で
生

活
」
そ
の
も
の
を
魅
力
に
し
て
い
こ
う
と
し

ま
し
た
。

　
し
か
し
世
界
を
見
て
み
る
と
、「
そ
こ
で

何
が
で
き
た
か
」
の
話
題
よ
り
も
、「
そ
こ

に
何
が
運
ば
れ
て
き
た
か
」
と
い
う
話
題
の

方
が
よ
り
大
き
く
世
界
の
文
化
や
歴
史
を
変

え
て
き
て
い
ま
す
し
、
そ
の
上
で
保
た
れ
る

平
和
で
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
ね
。
地
域
主

義
の
戦
争
み
た
い
に
な
っ
て
も
駄
目
で
す
。

交
換
で

成
り
立
っ
て
き
た
歴
史

―
住
ん
で
い
る
人
も

滞
在
す
る
旅
人
も

勘
定
す
る

中
谷
　
イ
タ
リ
ア
に
サ
ン
・
ジ
ミ
ニ
ャ
ー
ノ

と
い
う
塔
の
町
が
あ
り
ま
す
。
周
り
か
ら
攻

め
ら
れ
た
と
き
に
戦
う
た
め
の
塔
で
す
。
た

い
ら
っ
し
ゃ
い
よ
」
と
言
え
る
よ
う
な
体
勢

と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
を
考
え
て
み
る
こ

と
が
重
要
で
す
。
こ
こ
ま
で
い
ら
し
て
頂
い

た
ら
、「
暮
ら
し
の
魅
力
」を
味
わ
え
ま
す
よ
。

由
布
院
は
、
空
間
が
ゆ
っ
た
り
し
て
い
ま
す

よ
。
都
会
と
は
異
な
る
「
の
ん
び
り
生
活
」

が
味
わ
え
ま
す
よ
。
都
会
の
あ
ち
こ
ち
で
は

皆
忙
し
そ
う
で
す
が
、
そ
れ
が
素
晴
ら
し
い

生
活
だ
と
は
思
え
ま
せ
ん
。
由
布
院
に
い
ら

し
て
「
あ
あ
生
き
て
い
る
、
こ
の
生
き
方
が

い
い
な
あ
」
と
思
っ
て
頂
け
れ
ば
「
生
活
観

光
」
は
成
り
立
つ
と
思
う
の
で
す
。

平
和
な
家
族
の
暮
ら
し

―
ス
イ
ス
の
中
を

守
っ
た
の
で
は

ス
イ
ス
の
中
で
生
き
る

自
分
の
家
族
を
守
れ
な
い

―
生
活
自
体
の
豊
か
さ
、
生
き
方
が
生
活
観

光
の
核
と
な
る
と
思
い
ま
す
が
、
地
域
の
中

と
外
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
ど
の
よ
う
に

考
え
て
お
ら
れ
ま
し
た
か
。
由
布
院
の
ま
ち

は
、
外
か
ら
の
憧
れ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
採
り

入
れ
て
発
展
し
て
き
た
と
実
際
に
感
じ
ま
す
。

　ま
ず
映
画
監
督
ダ
ニ
エ
ル
・
シ
ュ
ミ
ッ
ト

氏
〈
※
注
3
〉
と
の
出
会
い
と
そ
こ
か
ら
生

ま
れ
た
考
え
な
ど
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

中
谷
　
湯
布
院
映
画
祭
の
仲
間
で
、
一
緒
に

映
画
祭
を
創
っ
て
き
た
田
井
肇
氏
（
大
分
・
ミ

ニ
シ
ア
タ
ー
「
シ
ネ
マ
5
」
支
配
人
）が

1
9
8
8
年
に
ダ
ニ
エ
ル
・
シ
ュ
ミ
ッ
ト
監
督
を

由
布
院
に
招
き
ま
し
た
。
そ
の
時
の
様
子
は

冊
子
〈
図
1
〉
に
な
っ
て
い
ま
す
。
シ
ュ
ミ
ッ

ト
監
督
と
一
緒
に
風
呂
に
入
っ
た
り
、
み
ん

な
で
ゴ
ロ
ゴ
ロ
し
た
り
…
。
シ
ュ
ミ
ッ
ト
監

督
は
3
日
ほ
ど
泊
ま
ら
れ
ま
し
た
。「
サ
ロ
ン
・

雪
安
居
」で
シ
ュ
ミ
ッ
ト
監
督
の
作
品
を
最
新

の
レ
ー
ザ
ー
デ
ィ
ス
ク
で
観
て
も
ら
っ
た
の

で
す
が
、
大
変
驚
か
れ
た
。
日
本
国
の
九
州

島
の
由
布
院
で
自
分
の
作
品
が
最
新
の
レ
ー

ザ
ー
デ
ィ
ス
ク
で
観
ら
れ
る
日
本
と
い
う
の

は
何
と
不
思
議
な
国
だ
と
言
わ
れ
ま
し
た
。

　
ご
存
知
の
通
り
ス
イ
ス
は
周
り
が
列
強
で

攻
め
ら
れ
た
ら
ひ
と
た
ま
り
も
な
い
。
ど
う

す
る
？
あ
ん
な
に
素
晴
ら
し
い
と
こ
ろ
に

「
攻
め
込
ん
で
叩
き
潰
す
わ
け
に
は
い
か
ん

ぞ
」
と
、
周
り
の
列
強
が
思
っ
て
く
れ
る
為

に
自
分
は
映
画
を
創
る
と
仰
っ
た
。
映
画
を

列
強
に
持
ち
出
し
て
映
画
を
観
て
も
ら
う
こ

と
が
「
ス
イ
ス
を
守
る
」
こ
と
に
な
る
と
…
。

そ
れ
以
外
に
自
分
の
家
族
を
守
り
、
ス
イ
ス

が
生
き
延
び
て
い
く
方
法
は
な
い
と
。
だ
か

ら
自
分
が
創
っ
て
い
る
映
画
に
は
情
念
が
満

ち
て
い
る
と
言
っ
て
い
ま
し
た
ね
。

　
由
布
院
に
来
て
み
た
ら
、「
撮
影
所
が
な

い
」
と
い
う
こ
と
は
ス
イ
ス
も
同
じ
だ
。
同

じ
よ
う
に
撮
影
所
が
な
い
の
に
、
ス
イ
ス
は

外
国
で
映
画
を
創
っ
て
ま
で
も
「
ス
イ
ス
は

素
晴
ら
し
い
と
こ
ろ
だ
」
と
世
界
中
に
発
信

し
よ
う
と
し
て
お
る
の
だ
け
ど
も
、
由
布
院

は
世
界
中
で
作
ら
れ
た
映
画
を
町
中
で
上
映

し
て
、「
世
界
に
は
こ
ん
な
素
晴
ら
し
い
暮

ら
し
が
あ
り
ま
っ
せ
」
と
い
う
「
祭
り
」
を

や
っ
て
い
る
、
真
逆
だ
と
。「
そ
の
お
か
げ

で
今
夜
、
皆
様
と
一
緒
に
、
楽
し
く
自
分
の

映
画
を
上
映
し
て
も
ら
っ
て
い
る
…
。
こ
の

不
思
議
な
出
会
い
こ
そ
」
み
た
い
な
こ
と
で

当
日
は
盛
り
上
が
っ
た
わ
け
で
す
。
シ
ュ

ミ
ッ
ト
監
督
は
、「
世
界
の
方
々
よ
、
見
て

く
だ
さ
い
。
ス
イ
ス
は
こ
ん
な
素
晴
ら
し
い

国
だ
」
と
い
う
よ
う
な
大
そ
れ
た
も
の
で
は

な
く
て
、
ス
イ
ス
の
「
自
分
の
村
の
人
達
」

を
招
い
て
観
て
も
ら
う
た
め
に
、「
村
の
人

達
の
た
め
の
映
画
」
を
創
る
、
と
言
っ
て
、

し
た
。
小
屋
に
は
4
ル
ー
ム
く
ら
い
し
か
な

い
の
で
す
が
、
ゆ
っ
く
り
食
べ
て
い
っ
て
く
れ

と
い
う
雰
囲
気
の
と
こ
ろ
で
し
た
。
世
界
的

規
模
で
見
れ
ば
あ
っ
た
の
で
す
が
、
当
時
日

本
で
は
、「
生
活
に
切
り
込
ん
だ
イ
メ
ー
ジ
の

観
光
」は
、
あ
ま
り
聞
か
な
か
っ
た
で
す
。

そ
の
土
地
の
人
が

お
客
に
な
る

他
所
の
人
も

ご
ち
ゃ
混
ぜ
に
出
会
う

中
谷
　
ス
ペ
イ
ン
と
フ
ラ
ン
ス
に
跨
っ
て
い

る
バ
ス
ク
地
方
の
ま
ち
ビ
ル
バ
オ
市
は
、
人

口
1
万
人
あ
た
り
の
バ
ー
の
数
が
世
界
で
一

番
多
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
こ
の
観
光

は
、
別
荘
観
光
で
も
な
く
、
も
ち
ろ
ん
歓
楽

型
の
観
光
で
も
な
い
で
す
。
そ
れ
は
な
ん
だ

と
い
う
と
「
生
活
観
光
」
と
し
か
言
い
よ
う

が
な
い
の
で
す
。

　
当
時
の
日
本
で
は
、
お
客
は
、
毎
晩
毎
晩
、

他
所
か
ら
わ
ー
っ
と
来
て
、
そ
れ
を
迎
え
る

の
が
地
元
の
人
と
い
う
構
図
に
な
り
ま
す
。

そ
こ
で
は
、
お
迎
え
す
る
の
は
地
元
の
人
で
、

来
る
の
は
外
か
ら
の
客
、
と
い
う
よ
う
に
分
か

れ
て
い
き
ま
す
。
客
が
増
え
て
い
く
と
地
元

も
当
然
内
部
だ
け
で
は
人
手
が
足
り
な
い
の

で
、
他
所
か
ら
人
を
入
れ
ま
す
。
迎
え
る
軍

団
も
他
所
か
ら
、
客
と
し
て
入
っ
て
く
る
人

も
他
所
か
ら
、
こ
こ
は
場
所
を
提
供
し
て
い

る
だ
け
み
た
い
な
感
じ
に
な
っ
て
い
き
ま
す
。

　
し
か
し
、
ビ
ル
バ
オ
・
グ
ッ
ケ
ン
ハ
イ
ム

美
術
館
の
あ
る
バ
ス
ク
で
は
お
客
は
い
つ
も

い
る
の
で
す
。
私
が
何
日
か
滞
在
し
て
い
た

ら
同
じ
よ
う
な
お
客
が
多
く
い
ま
し
た
。
そ

れ
は
そ
の
ま
ち
の
人
達
で
し
た
。

　
そ
の
よ
う
な
具
合
で
い
ろ
い
ろ
な
と
こ
ろ

か
ら
い
ろ
い
ろ
な
人
が
来
ま
す
。
な
ぜ
そ
の

場
が
流
行
っ
て
い
る
か
と
い
う
と
、
土
地
の

人
が
お
客
に
な
る
か
ら
で
す
。
バ
ー
は
い
い

加
減
に
作
っ
て
、
大
工
仕
事
も
み
ん
な
が
担

い
ま
す
。
お
客
の
半
分
く
ら
い
は
漁
師
で
、

自
分
で
獲
っ
て
魚
を
た
だ
で
持
ち
込
む
。
そ

れ
を
商
品
に
し
て
、
わ
ー
っ
と
盛
り
上
が
る
。

自
分
が
魚
を
料
理
し
て
「
い
ら
っ
し
ゃ
い
」

と
呼
び
な
が
ら
、
自
分
も
お
客
と
な
っ
て
お

る
。
お
客
の
半
分
は
「
バ
ー
の
側
」
と
い
う
の

は
、
ど
こ
か
お
か
し
い
の
だ
け
れ
ど
、
そ
の

よ
う
な
状
況
に
あ
る
こ
と
が
「
生
活
観
光
地
」

の
特
性
で
あ
り
、
生
活
そ
の
も
の
を
観
光
に

し
て
し
ま
う
こ
と
で
も
あ
る
の
で
す
。

　
山
村
の
田
舎
で
は
、
海
に
行
っ
て
魚
を

漁
っ
て
き
て
「
み
ん
な
食
っ
て
く
れ
」
と
い

う
風
に
は
い
き
ま
せ
ん
が
、「
う
ち
の
卵
は

特
別
だ
か
ら
」「
こ
の
豚
の
肉
は
他
で
は
食

べ
ら
れ
な
い
」
と
い
う
よ
う
な
生
産
者
が
だ

ん
だ
ん
出
て
き
ま
し
た
。
生
活
の
中
に
あ
る

豊
か
さ
、
生
活
自
体
の
豊
か
さ
を
観
光
の
資

源
に
し
て
い
る
。
そ
れ
を
巡
っ
て
地
元
の
人

も
他
所
の
人
も
ご
ち
ゃ
混
ぜ
に
な
っ
て
出
会

う
と
い
う
こ
と
が
「
生
活
観
光
」
だ
と
、
由

布
院
で
実
践
し
て
い
く
中
で
少
し
ず
つ
確
認

さ
れ
て
き
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

こ
の
土
地
で

い
い
生
き
方
を

し
て
い
る
と

旅
人
に
も
思
う
て
も
ら
う

中
谷
　
ス
イ
ス
に
は
、
プ
ロ
の
観
光
ノ
ウ
ハ

ウ
を
学
ぶ
た
め
の
有
名
な
ホ
テ
ル
学
校
が
あ

り
ま
す
。
お
客
さ
ま
は
こ
ん
な
具
合
で
、
だ

か
ら
サ
ー
ビ
ス
す
る
側
は
こ
ん
な
風
に
と
…
。

　
そ
の
真
逆
を
行
く
の
が
「
生
活
観
光
」
で

す
。
ま
ず
は
暮
ら
し
の
魅
力
が
あ
り
、
そ
れ

を
旅
人
に
味
わ
っ
て
も
ら
う
た
め
に
コ
レ
コ

レ
の
仕
掛
け
や
サ
ー
ビ
ス
を
用
意
す
る
、
と

い
う
考
え
で
す
。
イ
タ
リ
ア
の
村
で
は
よ
く

見
ら
れ
ま
す
。

―
1
9
7
1
年
の
北
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
旅
行
の

報
告「
生
活
観
光
地
に
つ
い
て
」で
は
、
4
つ

の
地
域
が
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
う
ち

の
一
つ
、
ウ
ィ
ー
ン
の
北
西
に
あ
る
小
さ
な
村

は
庭
先
で
ワ
イ
ン
を
提
供
す
る
観
光
地
で
し

た
。
た
だ
そ
こ
で
ゆ
っ
く
り
味
わ
え
な
い
状

況
を
目
の
当
た
り
に
し
て
、「
押
し
寄
せ
て
く

る
国
際
観
光
の
波
を
巧
く
制
御
し
て
自
分
た

ち
の
生
活
の
リ
ズ
ム
に
合
わ
さ
せ
る
こ
と
が

重
要
」〈
※
注
2
〉と
も
書
か
れ
て
い
ま
す
ね
。

中
谷
　「
生
活
の
魅
力
を
味
わ
い
た
い
な
ら

生
活
観
光
地
へ
の
着
想

―
観
光
の
中
身
、

そ
れ
は
生
活
そ
の
も
の
が

素
晴
ら
し
い
こ
と

―
由
布
院
の
ま
ち
づ
く
り
を
端
的
に
表
す
言

葉
の
一
つ
「
生
活
観
光
地
」
の
初
出
は
、
私
が

な
っ
た
当
時
は
、
日
本
で
は
「
観
光
地
」
と

い
う
と
、
別
府
や
熱
海
の
よ
う
な
歓
楽
型
の

観
光
地
の
イ
メ
ー
ジ
が
中
心
で
し
た
。
そ
の

他
に
軽
井
沢
に
代
表
さ
れ
る
別
荘
地
と
し
て

の
観
光
地
も
あ
り
ま
し
た
。
た
だ
、「
生
活

そ
の
も
の
が
素
晴
ら
し
い
」
と
い
う
発
想
の

観
光
地
は
あ
ま
り
な
か
っ
た
で
す
。

　
し
か
し
、グ
リ
ム
童
話
を
は
じ
め
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
の
古
い
物
語
な
ど
で
は
、
村
に
行
く
と
旅

籠
で
泊
め
て
も
ら
い
農
村
観
光
も
で
き
る
。

そ
の
よ
う
な
旅
が
既
に
描
か
れ
て
い
ま
し
た
。

今
で
も
イ
タ
リ
ア
の
ト
ス
カ
ー
ナ
地
方
あ
た

り
で
は
、
一
週
間
単
位
で
外
か
ら
訪
れ
た
人

が
悠
々
と
滞
在
し
て
い
ま
す
が
、
最
初
現
地

を
訪
れ
た
時
は
、
こ
れ
は
な
ん
だ
と
感
じ
ま

し
た
。
ド
イ
ツ
の
農
村
で
も
同
じ
よ
う
に
一

週
間
ほ
ど
泊
め
て
も
ら
い
ま
し
た
。
そ
の
家

調
べ
た
限
り
で
は
、
町
造
り
雑
誌
『
花
水
樹
』

「
北
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
旅
の
報
告
書
＝
1
」
で
し

た
。
海
外
で
の
初
め
て
の
旅
（
1
9
7
1
年
）

も
含
め
て
、
海
外
の
旅
先
か
ら
得
ら
れ
た
気

づ
き
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
し
た
か
〈
※

注
1
〉。

中
谷
　
私
が
ま
ち
づ
く
り
に
関
わ
る
よ
う
に

「
観
光
」
を
し
て
も
仕
方
が
な
い
ん
じ
ゃ
な

い
か
と
思
い
ま
す
。

由
布
院
人

―
地
域
は
色
ん
な

人
物
が
登
場
す
る
舞
台

―
ブ
レ
ン
ド
す
る
中
で
ヒ
ト
の
存
在
や
つ
な

が
り
は
非
常
に
重
要
だ
と
思
い
ま
す
が
、「
由

布
院
人
」
と
い
う
言
葉
や
考
え
は
ど
の
よ
う

に
生
ま
れ
ま
し
た
か
。

中
谷
　「
由
布
院
人
」
と
い
う
言
葉
は
、
今

は
あ
ま
り
言
わ
れ
ま
せ
ん
が
、「
市
町
村
合

併
反
対
運
動
」
の
と
き
に
生
ま
れ
た
言
葉
で

す
。「
み
ん
な
由
布
院
人
」
と
黄
色
の
ジ
ャ

ン
パ
ー
に
入
れ
ま
し
た
。
由
布
院
人
と
い
う

言
葉
が
持
っ
て
い
る
土
着
性
は
、
由
布
市
民

と
言
っ
た
ら
消
え
て
し
ま
う
で
し
ょ
う
？

　
地
域
の
上
に
暮
ら
し
を
立
て
よ
う
、
と
い
う

の
が
地
域
主
義
で
、
ま
ず
は
地
域
を
中
心
に
考

え
ま
す
。
た
だ
、
地
域
は
い
ろ
い
ろ
な
人
物
が

登
場
す
る
舞
台
で
も
あ
り
ま
す
。
登
場
し
て
き

た
人
は
、
舞
台
に
い
る
間
は
皆「
地
域
の
人
」な

の
で
す
。
そ
れ
だ
け
で
な
く
、
そ
の
人
が
帰
っ

て
も
関
係
が
持
続
し
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、
外

に
い
て
も「
由
布
院
人
」で
し
ょ
う
。

―
ム
ラ
の
外
の「
ブ
レ
ン
ド
・
ス
タ
ッ
フ
」が
力

を
貸
し
て
く
れ
て
、「
由
布
院
ブ
ラ
ン
ド
」 

を
盛

中
国
の
旅
客
が
増
え
る
中
で
、
そ
の
人
た
ち

か
ら
「
あ
ん
た
由
布
院
人
か
？
」
と
問
わ
れ

ま
し
た
。
そ
の
と
き
に
、
由
布
院
在
住
歴
の

長
短
に
関
わ
ら
ず
、「
そ
う
で
す
！
」
と
答

え
ら
れ
る
か
ど
う
か
で
、
相
手
の
評
価
が
決

ま
り
ま
す
。「
わ
し
は
先
祖
代
々
」
と
い
う

よ
う
な
言
い
訳
つ
き
の
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
は

通
用
し
ま
せ
ん
。
言
い
訳
な
し
の
「
地
域
バ

ザ
ー
ル
の
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
」
を
体
で
表
現

で
き
る
か
？
が
、
新
し
い
「
人
間
の
測
り
方
」

に
な
っ
て
く
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

＊
中
谷
健
太
郎
氏
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
実

施
及
び
記
録
の
作
成
に
あ
た
っ
て
は
、
由
布

院
の
百
年
・
編
集
サ
ロ
ン
事
務
局
の
平
野
美

和
子
氏
に
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
こ
こ
に

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

2
0
2
1
年
3
月
30
日

庄
屋
サ
ロ
ン
（「
亀
の
井
別
荘
」
敷
地
内
に
あ

る
古
民
家
）
に
て
（
2
0
2
4
年
、「
父
の
本

棚
」
に
改
名
）

聞
き
手
・
編
集
：
後
藤
健
太
郎
（
公
益
財
団

法
人
日
本
交
通
公
社
主
任
研
究
員
）

係
と
い
う
点
で
見
れ
ば
、「
牛
一
頭
牧
場
運

動
」、「
牛
喰
い
絶
叫
大
会
」〈
写
真
2
〉
な
ど

が
そ
の
前
か
ら
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
。

中
谷
　
一
泊
二
食
の
旅
人
た
ち
が
観
光
の
中

核
に
な
っ
て
い
ま
す
し
、
ど
こ
で
も
旅
館
組

合
、つ
ま
り
宿
屋
さ
ん
が
強
い
で
す
。し
か
し
、

そ
こ
を「
生
活
観
光
地
」と
い
う
目
で
見
る
と
、

旅
館
の
人
た
ち
も
旅
館
の
中
だ
け
で
生
活
し

て
い
る
わ
け
じ
ゃ
な
い
。
こ
の
地
域
周
辺
の

産
物
を
集
め
た
り
、
出
荷
し
た
り
消
費
し
た

り
し
て
生
活
が
成
り
立
っ
て
い
る
の
で
す
。

一
村
一
品
の
生
産
・
出
荷
だ
け
で
は
生
活
は

成
り
立
た
な
い
。
う
ち
か
ら
市
場
に
持
っ
て

い
っ
て
、
そ
れ
が
集
ま
る
と
「
一
村
が
百
品
」

に
な
っ
た
り
す
る
の
で
す
。
そ
の
よ
う
な「
取

り
組
み
」
を
大
分
県
（
平
松
知
事
）
が
音
頭
を

採
っ
て
く
れ
て
、「
地
域
の
バ
ザ
ー
ル
思
想
」

が
具
体
的
に
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。「
一
品
だ

け
食
べ
て
満
足
と
は
な
ら
な
い
」、
と
い
う
考

が
経
営
し
て
い
る
葡
萄
畑
で
は
「
勝
手
に
葡

萄
食
べ
て
い
い
よ
。
土
に
手
を
入
れ
て
み
て

く
だ
さ
い
。
手
が
こ
こ
ま
で
入
る
よ
う
な
畑

の
柔
ら
か
さ
で
す
よ
」
と
。
と
ん
で
も
な
く

高
い
ワ
イ
ン
を
と
は
い
き
ま
せ
ん
が
、
家
で

作
っ
た
ワ
イ
ン
を
樽
か
ら
瓶
に
注
い
で
飲
み

ま
す
。
そ
う
い
う
観
光
地
を
イ
タ
リ
ア
と
ド

イ
ツ
で
体
験
し
ま
し
た
。
ま
た
、
フ
ラ
ン
ス

で
も
葡
萄
畑
を
持
っ
た
人
と
結
婚
し
た
日
本

人
の
と
こ
ろ
で
滞
在
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

見
渡
す
限
り
に
広
が
る
葡
萄
畑
の
中
で
ワ
イ

ン
を
飲
ん
だ
り
す
る
の
は
素
晴
ら
し
い
生
活
、

過
ご
し
方
だ
な
と
思
い
ま
し
た
。

　
日
本
の
銀
座
と
青
山
に
も
店
を
出
し
た
フ

ラ
ン
ス
人
シ
ェ
フ
の
ア
ラ
ン
デ
ュ
カ
ス
氏
が
ス

ペ
イ
ン
の
田
舎
に
レ
ス
ト
ラ
ン
を
開
か
れ
ま

し
た
。
そ
こ
で
は
ア
ヒ
ル
が
歩
き
、
羊
も
い
ま

表

2
地
域
の
ブ
ラ
ン
ド
力
と
地
域
の
ブ
レ
ン
ド
力

出
典：
中
谷
健
太
郎（
2
0
0
6
）：『
由
布
院
に
吹
く
風
』、岩
波
書
店
、p
p
．32
─33

や
す  

だ   

よ 

じ
ゅ
う
ろ
う

こ
ん
に
ゃ
く

　他
所
か
ら
の
参
加
を
促
す
に
は
、そ
の
土
地
の
個
性
が
必
要
で
す
。わ
ざ
わ
ざ「
コ
コ
」へ
出
か
け
て
来
さ

せ
る
だ
け
の
魅
力
的
な「
個
性
」が
要
る
。そ
れ
を「
地
域
の
ブ
ラ
ン
ド
力
」と
呼
び
ま
し
ょ
う
。だ
け
ど
、注
意

点
あ
り
。「
地
域
の
ブ
ラ
ン
ド
力
」は
、そ
の
土
地
固
有
の
価
値
で
あ
る
と
同
時
に
、他
所
か
ら
の「
評
点
」で
も

あ
り
ま
す
。他
所
か
ら
の
評
点
を
高
め
て
応
援
に
惹
き
込
む
力
を「
地
域
の
ブ
レ
ン
ド
力
」と
呼
び
ま
し
ょ
う
。

あ
ち
こ
ち
の
応
援
を
、ど
れ
だ
け「
コ
コ
」に
集
め
ら
れ
る
か
、の
評
点
で
す
。こ
う
し
て
地
域
経
営
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
は
、「
地
域
固
有
の
ブ
ラ
ン
ド
力
」と
、「
コ
コ
」を
応
援
し
て
く
れ
る
力
を
集
め
る「
地
域
ブ
レ
ン
ド
カ
」

の
二
つ
に
支
え
ら
れ
る
の
で
す
。（
中
略
）私
た
ち
は
、「
地
域
の
ブ
レ
ン
ド
力
」を
強
く
す
る
こ
と
で「
地
域
の

ブ
ラ
ン
ド
力
」を
分
厚
い
も
の
に
育
て
て
き
た
の
で
す
。ム
ラ
内
の「
仲
間
」で
仲
良
く
す
る
と
同
時
に
、ム
ラ

外
の「
他
人
」を
ム
ラ
内
に
曳
き
込
ん
で
、「
出
会
い
の
み
ん
な
」に
仕
立
て
、気
持
ち
の
良
い
関
係
を
生
み
出

し
て
い
き
た
い

料
理
人
は
外
か
ら

わ
く
わ
く
す
る
も
の
を

持
っ
て
く
る

―
2
0
0
0
年
代
に
始
ま
っ
た
取
り
組
み
の

一
つ
に
「
由
布
院
盆
地
風
の
食
卓
祭
」
が
あ

り
ま
す
。
バ
ザ
ー
ル
と
ど
の
よ
う
な
関
係
に

56
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つ
ま
り
誰
が
作
る
か
。「
風
の
料
理
人
」は
、

風
に
乗
っ
て
ど
こ
か
ら
か
や
っ
て
く
る
。
例

え
ば
ト
マ
ト
で
も
、
じ
ゃ
が
い
も
で
も
、
味

噌
で
も
、
胡
瓜
で
も
、
み
ん
な
「
外
」
か
ら

来
た
も
の
で
す
。
そ
し
て
大
事
な
こ
と
は
、

そ
の
と
き
必
ず
「
料
理
人
」
が
一
緒
に
来
る

の
で
す
。
物
だ
け
来
て
も
ど
う
し
た
ら
い
い

か
わ
か
ら
な
い
で
す
か
ら
。
料
理
人
が
来
て

ど
う
だ
、
飯
は
旨
い
だ
ろ
う
と
、
こ
の
小
麦

を
こ
ん
な
に
し
て
こ
ね
て
「
う
ど
ん
」
に
し

た
。だ
か
ら
料
理
人
が
必
ず
一
緒
に
来
ま
す
。

　
そ
の
よ
う
に
、
料
理
人
は
海
の
向
こ
う
か

ら
、
わ
く
わ
く
す
る
も
の
を
持
っ
て
一
緒
に

来
る
か
ら
、
風
の
料
理
人
。
風
の
食
材
・
風

の
食
卓
・
風
の
料
理
人
で
「
食
文
化
」
を
創

ろ
う
と
い
う
て
「
バ
ザ
ー
ル
運
動
」
に
も
繋

が
っ
て
い
き
、「
風
の
食
卓
運
動
」
を
今
も

や
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
け
ど
ね
。

地
域
の
ブ
レ
ン
ド
力

―
他
所
の
も
の
を

織
り
込
み

生
活
の
中
に
愉
し
み
を

創
る

―
地
域
の
外
か
ら
い
ろ
い
ろ
な
も
の
を
取
り

込
ん
で
ま
ち
が
発
展
し
て
き
た
由
布
院
で
、

そ
れ
を
象
徴
す
る
中
谷
さ
ん
の
言
葉
、
考
え

の
一
つ
が
「
地
域
の
ブ
レ
ン
ド
力
」〈
表
2
〉

〈
※
注
7
〉
か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

中
谷
　「
地
域
ブ
ラ
ン
ド
」
と
い
う
の
は
、

な
ん
か
い
や
ら
し
い
で
は
な
い
で
す
か
。「
そ

こ
だ
け
の
も
の
」
と
し
て
い
る
か
ら
で
す
。

例
え
ば
、
京
都
の
も
の
が
京
都
ブ
ラ
ン
ド
、

金
沢
の
も
の
が
金
沢
ブ
ラ
ン
ド
。
し
か
し
実

際
は
、
そ
こ
だ
け
の
も
の
は
な
い
の
で
す
。

あ
っ
ち
か
ら
も
こ
っ
ち
か
ら
も
長
い
時
間
を

か
け
て
入
っ
て
き
て
い
ま
す
。
ど
う
や
っ
て

た
く
さ
ん
の
も
の
を
「
生
活
の
中
」
に
織
り

込
ん
で
き
た
か
、
あ
る
い
は
織
り
込
ん
で
い

く
か
。
京
都
で
も
金
沢
で
も
、
中
国
や
他
の

国
々
、
地
域
か
ら
運
ば
れ
た
も
の
を
編
み
込

ん
で
き
て
い
ま
す
よ
ね
、
苦
労
し
な
が
ら
。

　
文
芸
評
論
家
の
保
田
與
重
郎
さ
ん
〈
※
注

8
〉
は
、
ご
ち
ゃ
ご
ち
ゃ
に
混
ぜ
て
味
も
な

く
、
栄
養
に
も
な
ら
な
い
「
蒟
蒻
」
を
愛
好

さ
れ
る
そ
う
で
す
。「
蒟
蒻
」
は
毒
で
、
現

在
の
よ
う
な
安
全
な
食
べ
方
に
な
る
ま
で
に

多
く
の
人
が
亡
く
な
っ
た
そ
う
で
す
。
し
か

も
栄
養
に
も
な
ら
な
い
、
そ
れ
を
一
生
懸
命

作
っ
て
き
た
こ
と
で
、「
蒟
蒻
」
は
今
も
ぜ

い
た
く
な
珍
味
・
必
需
品
で
す
。
栄
養
が
あ

る
、
旨
い
。
だ
か
ら
ど
ん
ど
ん
ど
ん
ど
ん
広

が
っ
て
地
域
文
化
に
な
る
か
と
い
う
と
、
そ

う
で
も
な
い
よ
う
で
す
。
蒟
蒻
は
、
元
は
中

国
か
ら
伝
わ
っ
た
も
の
だ
け
ど
、
日
本
で
は

好
ん
で
食
べ
る
文
化
が
続
い
て
い
て
、
蒟
蒻

屋
が
な
い
市
町
村
は
少
な
い
そ
う
で
す
。
そ

う
い
う
面
白
さ
を
考
え
る
と
「
地
域
ブ
ラ
ン

ド
」
と
い
う
の
は
乱
暴
な
言
い
方
で
、
ど
の

よ
う
に
生
活
に
ブ
レ
ン
ド
さ
れ
て
い
く
か
、

そ
こ
に
「
面
白
み
」
を
発
見
し
な
か
っ
た
ら
、

だ
、
塔
か
ら
矢
だ
け
を
射
て
占
領
し
て
も
、

バ
ザ
ー
ル
が
な
け
れ
ば
食
べ
る
も
の
が
得
ら

れ
な
い
の
で
す
。
イ
タ
リ
ア
の
小
さ
な
都
市

の
小
さ
な
町
に
行
く
と
、
広
場
が
あ
っ
て
、

大
概
そ
こ
に
お
金
を
交
換
す
る
銀
行
と
旅
人

が
泊
ま
る
ホ
テ
ル
が
あ
り
ま
す
。
銀
行
で
両

替
し
ま
す
し
、
必
需
品
を
交
換
す
る
バ
ザ
ー

ル
も
生
ま
れ
ま
す
。

　
住
ん
で
い
る
人
も
「
バ
ザ
ー
ル
」
で
生
活
し

ま
す
。
そ
こ
に
何
日
か
泊
ま
る
旅
人
も
「
バ

ザ
ー
ル
」で
生
活
し
ま
す
。「
一
泊
二
食
」や「
有

名
な
何
が
あ
り
ま
す
」
と
い
う
よ
う
な
観
光

は
、
ち
ょ
っ
と
違
う
だ
ろ
う
と
い
う
こ
と
を

言
い
た
い
で
す
。
一
軒
一
軒
の
家
庭
が
何
を

食
べ
る
と
か
、
第
一
級
の
ホ
テ
ル
で
あ
る
か
、

安
い
ホ
テ
ル
で
あ
る
か
み
た
い
な
こ
と
で
争

わ
な
く
て
も
、「
バ
ザ
ー
ル
」
さ
え
守
っ
て
い

け
れ
ば「
生
活
」は
そ
こ
に
保
た
れ
る
の
で
す
。

そ
れ
が
「
生
活
観
光
」
の
基
盤
に
な
り
ま
す
。

特
に
ユ
ー
ラ
シ
ア
大
陸
の
、「
作
る
よ
り
も

交
換
で
成
り
立
っ
て
き
た
、
あ
る
い
は
交
換

の
た
め
に
」
長
い
何
千
年
の
歴
史
を
育
ん
で

き
た
よ
う
な
と
こ
ろ
で
は
、
確
か
に
泥
棒
も

い
る
し
貧
し
さ
も
あ
る
け
れ
ど
も
、
バ
ザ
ー

ル
は
活
々
と
続
い
て
い
る
と
思
い
ま
し
た
。

　
し
か
し
、イ
タ
リ
ア
の
サ
ン
・
ジ
ミ
ニ
ャ
ー

ノ
の
町
も
、
そ
の
後
の
20
年
ぐ
ら
い
で
物
凄

く
変
わ
り
ま
し
た
。
最
初
に
行
っ
た
と
き
は

お
っ
ち
ゃ
ん
、
お
ば
さ
ん
、
少
年
た
ち
が
に

こ
っ
と
笑
っ
た
り
な
ん
か
し
な
が
ら
、
そ
の

辺
で
作
っ
た
よ
う
な
も
の
を
売
っ
て
い
ま
し

た
。
し
か
し
、
そ
れ
か
ら
20
年
く
ら
い
後
に

は
、
売
っ
て
い
る
も
の
は
イ
ン
ド
や
中
国
の

も
の
、
日
本
の
も
の
で
し
た
。

　
バ
ザ
ー
ル
は
た
し
か
に
何
百
年
で
も
残
る

け
れ
ど
も
、
見
事
に
変
わ
っ
た
り
も
す
る
、

あ
ま
り
あ
て
に
な
ら
な
い
。
何
が
そ
の
土
地

の
バ
ザ
ー
ル
を
そ
の
土
地
の
バ
ザ
ー
ル
た
ら

し
め
て
お
る
か
？
。
売
れ
る
も
の
、
売
れ
な

い
も
の
も
含
め
て
、そ
の
土
地
の「
バ
ザ
ー
ル
」

で
あ
り
続
け
る
、
そ
う
い
う
頑
固
さ
は
ど
こ

か
ら
き
て
い
る
の
か
、
そ
れ
は
建
物
か
ら
だ

と
思
う
。
建
物
が
な
い
と
、
つ
ま
り
空
間
が

な
い
と
バ
ザ
ー
ル
は
成
り
立
た
な
い
の
で
す
。

　
そ
れ
で
、
由
布
院
の
景
観
を
大
事
に
考
え

よ
う
と
運
動
を
起
こ
し
ま
し
た
。
バ
ザ
ー
ル

か
ら
暮
ら
し
へ
の
関
心
が
芽
生
え
、
景
観
、

建
築
へ
と
取
り
組
み
が
移
っ
て
い
き
ま
し
た
。

―
1
9
9
0
年
は
、「
潤
い
の
あ
る
町
づ
く
り

条
例
」が
制
定
さ
れ
る
と
と
も
に
、「
バ
ザ
ー

ル（
市
場
）の
あ
る
温
泉
リ
ゾ
ー
ト
村
・
構
想
」

が
由
布
院
観
光
の
長
期
ビ
ジ
ョ
ン
と
し
て
掲

げ
ら
れ
、「
由
布
院
観
光
総
合
事
務
所
」の
設

立
が
事
業
計
画
化
さ
れ
た
、「
由
布
院
の
エ

ポ
ッ
ク
」と
も
い
え
る
時
期
だ
っ
た
と
思
い
ま

す
。
同
時
に
90
年
の
湯
布
院
町『
町
勢
要
覧
』

で「
最
も
住
み
よ
い
町
こ
そ
勝
れ
た
観
光
地
で

あ
る
」と
い
う
理
念
が
大
き
く
謳
わ
れ
た
時

期
で
も
あ
り
ま
し
た〈
図
2
〉〈
※
注
6
〉。

　1
9
9
0
年
代
後
半
に「
ゆ
ふ
い
ん
建
築
・

環
境
デ
ザ
イ
ン
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」
が
作
成
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
そ
こ
に
至
る
流
れ
も
理
解

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

あ
り
ま
す
で
し
ょ
う
か
。

中
谷
　
料
理
と
い
う
も
の
は
ど
こ
か
「
わ
く

わ
く
」
し
ま
す
。
人
は
3
6
5
日
、
同
じ
も

の
を
食
べ
た
い
と
は
思
わ
な
い
わ
け
で
す
か

ら
目
新
し
い
と
か
、
そ
う
い
う
も
の
が
必
要

で
す
。
一
に
「
食
材
」、
二
に
「
お
客
」、
三
四

が
な
く
て
五
に
「
板
場
」（
笑
）
と
。
料
理
人

と
一
杯
呑
み
な
が
ら
ハ
ッ
パ
を
か
け
る（
笑
）。

　
食
材
は
、
で
き
る
だ
け
「
そ
こ
で
」
手
に

入
る
も
の
。
1
時
間
か
ら
2
時
間
く
ら
い
の

範
囲
で
行
政
区
域
は
関
係
な
い
。
運
ん
で
き

た
も
の
は
、「
風
の
食
卓
運
動
」の
中
で
の「
風

の
食
材
」
で
す
。
冷
凍
や
干
物
、
ま
し
て
海

外
で
作
ら
れ
た
も
の
、
船
で
運
ば
れ
た
も
の

を
最
初
か
ら
あ
て
に
す
る
な
。
風
の
中
か
ら

持
っ
て
こ
い
。
風
に
吹
か
れ
て
育
っ
た
食
材

を
獲
っ
て
く
る
と
い
う
こ
と
で「
風
の
食
材
」

と
呼
ん
で
い
ま
し
た
。

　
あ
と
は
「
風
の
食
卓
」。
そ
の
土
地
の
風
に

吹
か
れ
な
が
ら
「
風
吹
く
食
卓
」
で
食
べ
て
初

め
て
、
そ
こ
の
土
地
柄
の
味
が
す
る
の
で
す
。

地
方
の
観
光
地
の
板
場
が
、
京
都
の
ホ
テ
ル

で
出
す
よ
う
な
料
理
を
追
っ
か
け
て
も
仕
方

が
な
い
で
す
。
ま
ず
風
の
中
か
ら
「
食
材
」
を

運
ん
で
食
事
を
作
る
、
そ
し
て
「
風
の
食
卓
」

に
持
ち
出
し
て
食
べ
る
の
が
そ
の
土
地
の
料

理
…
。
風
の
食
材
、
風
の
食
卓
、
そ
し
て
、

最
後
が
「
風
の
料
理
人
」。

か
け
た
ら
ダ
メ
だ
」と
。
満
足
は
、
マ
ー
ケ
ッ

ト
で
言
う
と
「
向
こ
う
側
の
価
値
観
」
の
話
。

そ
う
で
は
な
く
、
こ
ち
ら
側
の
ホ
ス
ピ
タ
リ

テ
ィ
で
勝
負
す
る
。
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
は
こ

ち
ら
側
の
価
値
観
の
こ
と
な
の
で
す
。
ホ
ス

ピ
タ
リ
テ
ィ
（
自
分
の
個
性
、
価
値
観
）
を

考
え
ず
に
、入
っ
て
く
る「
旅
人
の
価
値
観
」、

満
足
を
追
い
求
め
て
観
光
を
し
て
い
る
と
市

場
が
崩
壊
し
ま
す
。「
崩
壊
し
な
い
よ
う
に
」

と
言
う
の
は
簡
単
で
す
が
、
実
行
す
る
の
は

や
っ
か
い
で
す
。「
私
た
ち
に
で
き
る
こ
と
、

私
た
ち
が
良
い
と
思
っ
て
い
る
も
の
は
こ
れ

な
ん
で
す
」と
言
っ
て
、「
砦
を
狭
く
造
っ
て
、

広
い
世
界
へ
売
る
」。
広
い
世
界
の
ホ
ス
ピ

タ
リ
テ
ィ
に
自
分
の
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
を
合

わ
せ
て
い
く
と
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
が
崩
壊
す
る

の
で
す
。

　
2
0
0
0
年
代
に
、
急
激
に
韓
国
・
台
湾
・

り
上
げ
て
く
れ
て
い
る
、
由
布
院
の
外
に
も
拠

点
が
あ
る
こ
と
が
由
布
院
の
ま
ち
づ
く
り
の
特

徴
な
の
だ
と
改
め
て
感
じ
ま
し
た〈
※
注
9
〉。

足
り
な
い
の
は
ハ
ン
ド
ル

―
外
に
開
き
、

何
を
取
り
入
れ

ま
ち
の
新
陳
代
謝
を

図
る
か

中
谷
　
由
布
院
の
中
で
は
、
親
戚
縁
者
が
ほ

ぼ
固
ま
っ
て
い
ま
す
ね
。
そ
の
固
ま
り
と
は

少
し
違
う
他
所
か
ら
入
っ
て
き
た
私
た
ち

は
、
バ
ザ
ー
ル
や
催
事
な
ど
で
人
を
集
め
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
ん
な
バ
ラ
バ
ラ
文
化

な
の
で
す
。
盆
地
の
中
で
は
農
協
は
か
っ
ち

り
し
て
い
ま
す
し
、
各
自
治
会
、
集
落
、
消

防
…
そ
う
い
う
の
は
し
っ
か
り
し
て
い
ま

す
。
な
ぜ
か
？

　
由
布
院
は「
隠
れ
キ
リ
シ
タ
ン
」の
村
だ
っ

た
か
ら
殿
様
が
い
な
い
。
殿
様
が
い
な
か
っ

た
ら
庄
屋
で
固
ま
る
以
外
な
い
の
で
す
。
室

町
時
代
ま
で
は
、
由
布
岳
に
自
生
す
る
楮
の

木
の
皮
を
使
っ
て
木
綿
を
織
っ
て
い
ま
し
た

が
、
関
ヶ
原
の
合
戦
以
降
は
、
そ
う
い
っ
た

も
の
が
全
て
禁
止
さ
れ
、
産
業
は
な
く
な
り

ま
し
た
。
し
か
し
、
ど
こ
か
で
食
っ
て
い
か

な
い
と
い
け
な
い
。
通
商
、
商
業
も
興
し
て

は
い
け
な
い
と
言
わ
れ
て
も
塩
が
な
か
っ
た

ら
一
日
も
生
き
ら
れ
ま
せ
ん
。
そ
の
他
農
器

具
・
金
物
も
で
す
。魚
は
塩
干
物
で「
無
塩（
生

鮮
）
は
な
し
」
と
い
っ
た
状
況
が
三
百
年
も

続
い
た
の
で
す
。
だ
か
ら
、
殿
様
へ
の
で
は

な
く
て
自
分
が
住
む
村
の
庄
屋
の
誰
々
さ
ん

へ
と
い
う
風
に
固
ま
っ
て
い
き
て
い
ま
す
。

　
ム
ラ
が
外
に
開
か
れ
て
い
な
い
と
生
活
が

成
り
立
た
な
い
と
い
う
実
態
は
あ
り
ま
し
た

が
、
明
治
に
急
に
開
国
さ
せ
ら
れ
て
も
ま
だ

1
0
0
年
ち
ょ
っ
と
く
ら
い
し
か
経
っ
て
い

な
い
の
で
、
す
ぐ
に
「
バ
ザ
ー
ル
の
精
神
」
へ

と
は
な
ら
な
い
で
す
。
そ
う
し
た
中
で
、
観

光
と
は
ま
た
別
の
意
味
で
外
か
ら
入
っ
て
く

る
も
の
に
目
が
向
い
た
の
で
す
。
別
府
で
は

そ
も
そ
も
外
国
鋼
船
を
入
れ
た
り
し
て
、
と

ん
で
も
な
い
こ
と
に
な
っ
た
な
あ
と
。
明
治

の
終
わ
り
頃
か
ら
影
響
を
受
け
は
じ
め
て
大

正
か
ら
こ
こ
ま
で
の
間
の
1
0
0
年
く
ら
い

の
生
の
感
動
を
探
っ
て
い
く
と
、
こ
の
村
の

特
性
が
把
握
で
き
る
と
同
時
に
ブ
ラ
ン
ド
で

は
な
く
て
ブ
レ
ン
ド
だ
と
。こ
こ
だ
け
を
守
っ

て
ブ
ラ
ン
ド
化
し
よ
う
と
思
っ
た
ら
生
き
て

い
け
な
い
。
だ
か
ら
ど
う
や
っ
て
上
手
く
ブ

レ
ン
ド
化
し
て
い
く
か
だ
と
思
い
ま
す
。

―
ブ
レ
ン
ド
に
関
連
す
る
も
の
と
し
て
、
ま

ち
の「
新
陳
代
謝
」〈
表
3
〉を
考
え
る
視
点
や
、

地
域
の
外
か
ら
入
っ
て
く
る
も
の
に
対
し
て

「
ブ
レ
ー
キ
で
は
な
く
ハ
ン
ド
ル
が
必
要
」〈
表

4
〉
と
い
う
視
点
は
、
長
年
の
実
践
を
通
じ

て
育
ま
れ
て
き
た
の
だ
と
感
じ
ま
す
。

ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
と
は

こ
ち
ら
側
の
価
値
観

―
取
り
入
れ
る
砦
は

自
分
の

ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
に

合
っ
た
分
だ
け
に
す
る

―
10
年
程
前
に
も
一
度
お
話
し
を
伺
い
ま
し

た
が
、
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
を
ど
の
よ
う
に
捉

え
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
か
、
改
め
て
聞
か
せ
て

く
だ
さ
い
〈
※
注
10
〉。
外
か
ら
取
り
入
れ
る

と
き
に
何
を
意
識
し
た
ら
よ
い
で
し
ょ
う
か
。

中
谷
　
当
時
あ
る
ホ
テ
ル
業
者
と
話
し
て
い

て
気
づ
い
た
の
で
す
が
、
外
国
か
ら
の
お
客

様
を
た
く
さ
ん
入
れ
て
い
る
そ
の
ホ
テ
ル
の

方
が
言
う
に
は
、「
お
客
様
の
満
足
を
追
い

由
布
院
か
ら
ス
イ
ス
に
戻
っ
て
行
か
れ
ま
し

た
。
そ
し
て
『
季
節
の
は
ざ
ま
で
』
と
い
う

映
画
を
創
ら
れ
ま
し
た
（
1
9
9
2
年
）。

そ
れ
は
自
分
が
山
城
み
た
い
な
古
い
ホ
テ
ル

で
子
供
の
時
代
を
過
ご
し
て
、
今
は
普
通
の

大
人
に
な
り
ま
し
た
と
い
う
内
容
の
映
画
で

す
。

　
映
画
が
完
成
し
た
と
き
に
招
待
状
が
来

て
、「
由
布
院
で
の
体
験
か
ら
、
世
界
中
の
人

に
自
分
の
映
画
を
見
せ
る
と
同
時
に
自
分
の

村
の
人
に
自
分
の
映
画
を
観
て
も
ら
う
と
い

う
こ
と
に
目
覚
め
た
。
そ
の
最
初
の
人
が
こ

の
人
だ
よ
と
紹
介
す
る
か
ら
来
て
く
れ
」
と
。

だ
け
ど
、
由
布
院
で
「
生
活
観
光
地
づ
く
り
」

を
し
て
い
た
の
で
行
か
な
か
っ
た
。
現
地
に

行
っ
た
と
し
て
も
単
な
る
ツ
ー
リ
ス
ト
、
観

光
視
察
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
で
し
ょ
う
。
た

だ
、
そ
の
後
し
ば
ら
く
し
て
、
シ
ュ
ミ
ッ
ト

監
督
は
癌
で
亡
く
な
り
ま
し
た
。
行
動
的
で

あ
れ
ば
よ
か
っ
た
と
今
は
思
い
ま
す
。

バ
ザ
ー
ル
の
思
想

―
あ
っ
ち
こ
っ
ち
で

作
っ
た
も
の
が

ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
に
混
在

―
生
活
観
光
地
、
保
養
温
泉
地
構
想
、
ク
ア

オ
ル
ト
構
想
な
ど
に
続
け
て
由
布
院
で
育
ま

れ
て
き
た
「
バ
ザ
ー
ル
の
思
想
」〈
表
1
〉〈
※

注
4
〉
に
焦
点
を
当
て
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
1
9
8
2
年
か
ら
始
ま
っ
た
「
食
べ
物

文
化
祭
」
で
は
、
自
ら
の
町
を
情
報
の
交
わ

る
ク
ロ
ス
ロ
ー
ド
の
町
、
バ
ザ
ー
ル
の
町
と

位
置
づ
け
、
世
界
各
国
の
料
理
を
テ
ー
マ
に

さ
れ
て
い
ま
し
た
ね
。
地
域
の
中
と
外
の
関

え
が
底
辺
に
あ
り
ま
す
。
そ
こ
が
一
村
一
品

の
分
か
り
に
く
い
点
で
あ
り
ま
し
た
し
、
分

か
り
に
く
い
か
ら
あ
あ
こ
れ
か
と
手
探
り
す

る
時
間
が
掛
か
り
ま
し
た
が
、
そ
れ
で
浸
透

し
た
と
い
う
側
面
も
あ
り
ま
す
け
ど
ね
。

　
だ
か
ら
、
そ
の
土
地
だ
け
の
一
泊
二
食
の

文
化
産
業
じ
ゃ
な
く
て
、
あ
っ
ち
こ
っ
ち
で

作
っ
た
も
の
が
集
ま
っ
て
こ
な
い
と
面
白
く

な
い
で
す
。
例
え
ば
、
ト
ル
コ
で
は
い
ろ
ん

な
料
理
が
出
て
き
ま
す
。
器
は
、
ペ
ル
シ
ャ

の
器
も
あ
り
ま
す
が
、
中
国
か
ら
の
器
も
た

く
さ
ん
入
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
ロ
シ
ア

か
ら
は
サ
モ
ワ
ー
ル
（
湯
沸
か
し
器
）
み
た

い
な
の
も
入
っ
て
き
て
い
ま
す
。
そ
う
い
っ

た
も
の
が
混
ぜ
こ
ぜ
に
そ
こ
に
あ
っ
て
、
し

か
も
そ
れ
が
破
綻
し
て
お
ら
ず
、
ダ
イ
ナ

ミ
ッ
ク
に
混
在
し
て
お
る
。
そ
れ
が
一
つ
の

バ
ザ
ー
ル
に
な
っ
て
い
ま
す
。

―
中
谷
さ
ん
の
「
市
場
が
あ
る
か
ら
、
文
・

物
が
移
出
入
し
、ム
ラ
が
世
界
に
つ
な
が
る
。

そ
れ
が
ム
ラ
の
消
費
文
化
を
豊
か
に
し
、
生

産
文
化
を
誘
発
す
る
。」〈
注
5
〉
と
い
う
言

葉
が
印
象
に
残
っ
て
い
ま
す
。

中
谷
　
ど
こ
の
地
域
に
行
っ
て
も
、
特
に
砂

漠
を
中
心
に
ユ
ー
ラ
シ
ア
大
陸
で
は
、
生
産

で
生
き
て
い
る
よ
り
も
、
あ
っ
ち
こ
っ
ち
か

ら
物
を
集
め
、
あ
る
い
は
出
荷
し
て「
バ
ザ
ー

ル
で
生
き
て
き
た
歴
史
」
が
長
い
で
す
よ
ね
。

広
大
な
モ
ン
ゴ
ル
か
ら
ア
ラ
ブ
を
越
え
て
、

果
て
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
至
る
、
そ
の
間
の
地

域
の
ほ
と
ん
ど
が
、「
バ
ザ
ー
ル
」
や
「
オ
ア

シ
ス
」
の
慰
労
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
生
き
て
い

る
わ
け
で
す
。
地
域
は
縮
こ
ま
っ
た
ら
い
け

な
い
と
い
う
思
い
が
あ
っ
た
の
で
す
。
由
布

院
は
、
い
っ
た
ん
は
縮
こ
ま
る
運
動
だ
っ
た

「
由
布
院
の
自
然
を
守
る
会
」。「
小
さ
な
別
府

や
熱
海
に
な
る
な
」
と
、
小
さ
い
「
家
庭
で
生

活
」
そ
の
も
の
を
魅
力
に
し
て
い
こ
う
と
し

ま
し
た
。

　
し
か
し
世
界
を
見
て
み
る
と
、「
そ
こ
で

何
が
で
き
た
か
」
の
話
題
よ
り
も
、「
そ
こ

に
何
が
運
ば
れ
て
き
た
か
」
と
い
う
話
題
の

方
が
よ
り
大
き
く
世
界
の
文
化
や
歴
史
を
変

え
て
き
て
い
ま
す
し
、
そ
の
上
で
保
た
れ
る

平
和
で
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
ね
。
地
域
主

義
の
戦
争
み
た
い
に
な
っ
て
も
駄
目
で
す
。

交
換
で

成
り
立
っ
て
き
た
歴
史

―
住
ん
で
い
る
人
も

滞
在
す
る
旅
人
も

勘
定
す
る

中
谷
　
イ
タ
リ
ア
に
サ
ン
・
ジ
ミ
ニ
ャ
ー
ノ

と
い
う
塔
の
町
が
あ
り
ま
す
。
周
り
か
ら
攻

め
ら
れ
た
と
き
に
戦
う
た
め
の
塔
で
す
。
た

い
ら
っ
し
ゃ
い
よ
」
と
言
え
る
よ
う
な
体
勢

と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
を
考
え
て
み
る
こ

と
が
重
要
で
す
。
こ
こ
ま
で
い
ら
し
て
頂
い

た
ら
、「
暮
ら
し
の
魅
力
」を
味
わ
え
ま
す
よ
。

由
布
院
は
、
空
間
が
ゆ
っ
た
り
し
て
い
ま
す

よ
。
都
会
と
は
異
な
る
「
の
ん
び
り
生
活
」

が
味
わ
え
ま
す
よ
。
都
会
の
あ
ち
こ
ち
で
は

皆
忙
し
そ
う
で
す
が
、
そ
れ
が
素
晴
ら
し
い

生
活
だ
と
は
思
え
ま
せ
ん
。
由
布
院
に
い
ら

し
て
「
あ
あ
生
き
て
い
る
、
こ
の
生
き
方
が

い
い
な
あ
」
と
思
っ
て
頂
け
れ
ば
「
生
活
観

光
」
は
成
り
立
つ
と
思
う
の
で
す
。

平
和
な
家
族
の
暮
ら
し

―
ス
イ
ス
の
中
を

守
っ
た
の
で
は

ス
イ
ス
の
中
で
生
き
る

自
分
の
家
族
を
守
れ
な
い

―
生
活
自
体
の
豊
か
さ
、
生
き
方
が
生
活
観

光
の
核
と
な
る
と
思
い
ま
す
が
、
地
域
の
中

と
外
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
ど
の
よ
う
に

考
え
て
お
ら
れ
ま
し
た
か
。
由
布
院
の
ま
ち

は
、
外
か
ら
の
憧
れ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
採
り

入
れ
て
発
展
し
て
き
た
と
実
際
に
感
じ
ま
す
。

　ま
ず
映
画
監
督
ダ
ニ
エ
ル
・
シ
ュ
ミ
ッ
ト

氏
〈
※
注
3
〉
と
の
出
会
い
と
そ
こ
か
ら
生

ま
れ
た
考
え
な
ど
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

中
谷
　
湯
布
院
映
画
祭
の
仲
間
で
、
一
緒
に

映
画
祭
を
創
っ
て
き
た
田
井
肇
氏
（
大
分
・
ミ

ニ
シ
ア
タ
ー
「
シ
ネ
マ
5
」
支
配
人
）が

1
9
8
8
年
に
ダ
ニ
エ
ル
・
シ
ュ
ミ
ッ
ト
監
督
を

由
布
院
に
招
き
ま
し
た
。
そ
の
時
の
様
子
は

冊
子
〈
図
1
〉
に
な
っ
て
い
ま
す
。
シ
ュ
ミ
ッ

ト
監
督
と
一
緒
に
風
呂
に
入
っ
た
り
、
み
ん

な
で
ゴ
ロ
ゴ
ロ
し
た
り
…
。
シ
ュ
ミ
ッ
ト
監

督
は
3
日
ほ
ど
泊
ま
ら
れ
ま
し
た
。「
サ
ロ
ン
・

雪
安
居
」で
シ
ュ
ミ
ッ
ト
監
督
の
作
品
を
最
新

の
レ
ー
ザ
ー
デ
ィ
ス
ク
で
観
て
も
ら
っ
た
の

で
す
が
、
大
変
驚
か
れ
た
。
日
本
国
の
九
州

島
の
由
布
院
で
自
分
の
作
品
が
最
新
の
レ
ー

ザ
ー
デ
ィ
ス
ク
で
観
ら
れ
る
日
本
と
い
う
の

は
何
と
不
思
議
な
国
だ
と
言
わ
れ
ま
し
た
。

　
ご
存
知
の
通
り
ス
イ
ス
は
周
り
が
列
強
で

攻
め
ら
れ
た
ら
ひ
と
た
ま
り
も
な
い
。
ど
う

す
る
？
あ
ん
な
に
素
晴
ら
し
い
と
こ
ろ
に

「
攻
め
込
ん
で
叩
き
潰
す
わ
け
に
は
い
か
ん

ぞ
」
と
、
周
り
の
列
強
が
思
っ
て
く
れ
る
為

に
自
分
は
映
画
を
創
る
と
仰
っ
た
。
映
画
を

列
強
に
持
ち
出
し
て
映
画
を
観
て
も
ら
う
こ

と
が
「
ス
イ
ス
を
守
る
」
こ
と
に
な
る
と
…
。

そ
れ
以
外
に
自
分
の
家
族
を
守
り
、
ス
イ
ス

が
生
き
延
び
て
い
く
方
法
は
な
い
と
。
だ
か

ら
自
分
が
創
っ
て
い
る
映
画
に
は
情
念
が
満

ち
て
い
る
と
言
っ
て
い
ま
し
た
ね
。

　
由
布
院
に
来
て
み
た
ら
、「
撮
影
所
が
な

い
」
と
い
う
こ
と
は
ス
イ
ス
も
同
じ
だ
。
同

じ
よ
う
に
撮
影
所
が
な
い
の
に
、
ス
イ
ス
は

外
国
で
映
画
を
創
っ
て
ま
で
も
「
ス
イ
ス
は

素
晴
ら
し
い
と
こ
ろ
だ
」
と
世
界
中
に
発
信

し
よ
う
と
し
て
お
る
の
だ
け
ど
も
、
由
布
院

は
世
界
中
で
作
ら
れ
た
映
画
を
町
中
で
上
映

し
て
、「
世
界
に
は
こ
ん
な
素
晴
ら
し
い
暮

ら
し
が
あ
り
ま
っ
せ
」
と
い
う
「
祭
り
」
を

や
っ
て
い
る
、
真
逆
だ
と
。「
そ
の
お
か
げ

で
今
夜
、
皆
様
と
一
緒
に
、
楽
し
く
自
分
の

映
画
を
上
映
し
て
も
ら
っ
て
い
る
…
。
こ
の

不
思
議
な
出
会
い
こ
そ
」
み
た
い
な
こ
と
で

当
日
は
盛
り
上
が
っ
た
わ
け
で
す
。
シ
ュ

ミ
ッ
ト
監
督
は
、「
世
界
の
方
々
よ
、
見
て

く
だ
さ
い
。
ス
イ
ス
は
こ
ん
な
素
晴
ら
し
い

国
だ
」
と
い
う
よ
う
な
大
そ
れ
た
も
の
で
は

な
く
て
、
ス
イ
ス
の
「
自
分
の
村
の
人
達
」

を
招
い
て
観
て
も
ら
う
た
め
に
、「
村
の
人

達
の
た
め
の
映
画
」
を
創
る
、
と
言
っ
て
、

し
た
。
小
屋
に
は
4
ル
ー
ム
く
ら
い
し
か
な

い
の
で
す
が
、
ゆ
っ
く
り
食
べ
て
い
っ
て
く
れ

と
い
う
雰
囲
気
の
と
こ
ろ
で
し
た
。
世
界
的

規
模
で
見
れ
ば
あ
っ
た
の
で
す
が
、
当
時
日

本
で
は
、「
生
活
に
切
り
込
ん
だ
イ
メ
ー
ジ
の

観
光
」は
、
あ
ま
り
聞
か
な
か
っ
た
で
す
。

そ
の
土
地
の
人
が

お
客
に
な
る

他
所
の
人
も

ご
ち
ゃ
混
ぜ
に
出
会
う

中
谷
　
ス
ペ
イ
ン
と
フ
ラ
ン
ス
に
跨
っ
て
い

る
バ
ス
ク
地
方
の
ま
ち
ビ
ル
バ
オ
市
は
、
人

口
1
万
人
あ
た
り
の
バ
ー
の
数
が
世
界
で
一

番
多
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
こ
の
観
光

は
、
別
荘
観
光
で
も
な
く
、
も
ち
ろ
ん
歓
楽

型
の
観
光
で
も
な
い
で
す
。
そ
れ
は
な
ん
だ

と
い
う
と
「
生
活
観
光
」
と
し
か
言
い
よ
う

が
な
い
の
で
す
。

　
当
時
の
日
本
で
は
、
お
客
は
、
毎
晩
毎
晩
、

他
所
か
ら
わ
ー
っ
と
来
て
、
そ
れ
を
迎
え
る

の
が
地
元
の
人
と
い
う
構
図
に
な
り
ま
す
。

そ
こ
で
は
、
お
迎
え
す
る
の
は
地
元
の
人
で
、

来
る
の
は
外
か
ら
の
客
、
と
い
う
よ
う
に
分
か

れ
て
い
き
ま
す
。
客
が
増
え
て
い
く
と
地
元

も
当
然
内
部
だ
け
で
は
人
手
が
足
り
な
い
の

で
、
他
所
か
ら
人
を
入
れ
ま
す
。
迎
え
る
軍

団
も
他
所
か
ら
、
客
と
し
て
入
っ
て
く
る
人

も
他
所
か
ら
、
こ
こ
は
場
所
を
提
供
し
て
い

る
だ
け
み
た
い
な
感
じ
に
な
っ
て
い
き
ま
す
。

　
し
か
し
、
ビ
ル
バ
オ
・
グ
ッ
ケ
ン
ハ
イ
ム

美
術
館
の
あ
る
バ
ス
ク
で
は
お
客
は
い
つ
も

い
る
の
で
す
。
私
が
何
日
か
滞
在
し
て
い
た

ら
同
じ
よ
う
な
お
客
が
多
く
い
ま
し
た
。
そ

れ
は
そ
の
ま
ち
の
人
達
で
し
た
。

　
そ
の
よ
う
な
具
合
で
い
ろ
い
ろ
な
と
こ
ろ

か
ら
い
ろ
い
ろ
な
人
が
来
ま
す
。
な
ぜ
そ
の

場
が
流
行
っ
て
い
る
か
と
い
う
と
、
土
地
の

人
が
お
客
に
な
る
か
ら
で
す
。
バ
ー
は
い
い

加
減
に
作
っ
て
、
大
工
仕
事
も
み
ん
な
が
担

い
ま
す
。
お
客
の
半
分
く
ら
い
は
漁
師
で
、

自
分
で
獲
っ
て
魚
を
た
だ
で
持
ち
込
む
。
そ

れ
を
商
品
に
し
て
、
わ
ー
っ
と
盛
り
上
が
る
。

自
分
が
魚
を
料
理
し
て
「
い
ら
っ
し
ゃ
い
」

と
呼
び
な
が
ら
、
自
分
も
お
客
と
な
っ
て
お

る
。
お
客
の
半
分
は
「
バ
ー
の
側
」
と
い
う
の

は
、
ど
こ
か
お
か
し
い
の
だ
け
れ
ど
、
そ
の

よ
う
な
状
況
に
あ
る
こ
と
が
「
生
活
観
光
地
」

の
特
性
で
あ
り
、
生
活
そ
の
も
の
を
観
光
に

し
て
し
ま
う
こ
と
で
も
あ
る
の
で
す
。

　
山
村
の
田
舎
で
は
、
海
に
行
っ
て
魚
を

漁
っ
て
き
て
「
み
ん
な
食
っ
て
く
れ
」
と
い

う
風
に
は
い
き
ま
せ
ん
が
、「
う
ち
の
卵
は

特
別
だ
か
ら
」「
こ
の
豚
の
肉
は
他
で
は
食

べ
ら
れ
な
い
」
と
い
う
よ
う
な
生
産
者
が
だ

ん
だ
ん
出
て
き
ま
し
た
。
生
活
の
中
に
あ
る

豊
か
さ
、
生
活
自
体
の
豊
か
さ
を
観
光
の
資

源
に
し
て
い
る
。
そ
れ
を
巡
っ
て
地
元
の
人

も
他
所
の
人
も
ご
ち
ゃ
混
ぜ
に
な
っ
て
出
会

う
と
い
う
こ
と
が
「
生
活
観
光
」
だ
と
、
由

布
院
で
実
践
し
て
い
く
中
で
少
し
ず
つ
確
認

さ
れ
て
き
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

こ
の
土
地
で

い
い
生
き
方
を

し
て
い
る
と

旅
人
に
も
思
う
て
も
ら
う

中
谷
　
ス
イ
ス
に
は
、
プ
ロ
の
観
光
ノ
ウ
ハ

ウ
を
学
ぶ
た
め
の
有
名
な
ホ
テ
ル
学
校
が
あ

り
ま
す
。
お
客
さ
ま
は
こ
ん
な
具
合
で
、
だ

か
ら
サ
ー
ビ
ス
す
る
側
は
こ
ん
な
風
に
と
…
。

　
そ
の
真
逆
を
行
く
の
が
「
生
活
観
光
」
で

す
。
ま
ず
は
暮
ら
し
の
魅
力
が
あ
り
、
そ
れ

を
旅
人
に
味
わ
っ
て
も
ら
う
た
め
に
コ
レ
コ

レ
の
仕
掛
け
や
サ
ー
ビ
ス
を
用
意
す
る
、
と

い
う
考
え
で
す
。
イ
タ
リ
ア
の
村
で
は
よ
く

見
ら
れ
ま
す
。

―
1
9
7
1
年
の
北
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
旅
行
の

報
告「
生
活
観
光
地
に
つ
い
て
」で
は
、
4
つ

の
地
域
が
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
う
ち

の
一
つ
、
ウ
ィ
ー
ン
の
北
西
に
あ
る
小
さ
な
村

は
庭
先
で
ワ
イ
ン
を
提
供
す
る
観
光
地
で
し

た
。
た
だ
そ
こ
で
ゆ
っ
く
り
味
わ
え
な
い
状

況
を
目
の
当
た
り
に
し
て
、「
押
し
寄
せ
て
く

る
国
際
観
光
の
波
を
巧
く
制
御
し
て
自
分
た

ち
の
生
活
の
リ
ズ
ム
に
合
わ
さ
せ
る
こ
と
が

重
要
」〈
※
注
2
〉と
も
書
か
れ
て
い
ま
す
ね
。

中
谷
　「
生
活
の
魅
力
を
味
わ
い
た
い
な
ら

生
活
観
光
地
へ
の
着
想

―
観
光
の
中
身
、

そ
れ
は
生
活
そ
の
も
の
が

素
晴
ら
し
い
こ
と

―
由
布
院
の
ま
ち
づ
く
り
を
端
的
に
表
す
言

葉
の
一
つ
「
生
活
観
光
地
」
の
初
出
は
、
私
が

な
っ
た
当
時
は
、
日
本
で
は
「
観
光
地
」
と

い
う
と
、
別
府
や
熱
海
の
よ
う
な
歓
楽
型
の

観
光
地
の
イ
メ
ー
ジ
が
中
心
で
し
た
。
そ
の

他
に
軽
井
沢
に
代
表
さ
れ
る
別
荘
地
と
し
て

の
観
光
地
も
あ
り
ま
し
た
。
た
だ
、「
生
活

そ
の
も
の
が
素
晴
ら
し
い
」
と
い
う
発
想
の

観
光
地
は
あ
ま
り
な
か
っ
た
で
す
。

　
し
か
し
、グ
リ
ム
童
話
を
は
じ
め
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
の
古
い
物
語
な
ど
で
は
、
村
に
行
く
と
旅

籠
で
泊
め
て
も
ら
い
農
村
観
光
も
で
き
る
。

そ
の
よ
う
な
旅
が
既
に
描
か
れ
て
い
ま
し
た
。

今
で
も
イ
タ
リ
ア
の
ト
ス
カ
ー
ナ
地
方
あ
た

り
で
は
、
一
週
間
単
位
で
外
か
ら
訪
れ
た
人

が
悠
々
と
滞
在
し
て
い
ま
す
が
、
最
初
現
地

を
訪
れ
た
時
は
、
こ
れ
は
な
ん
だ
と
感
じ
ま

し
た
。
ド
イ
ツ
の
農
村
で
も
同
じ
よ
う
に
一

週
間
ほ
ど
泊
め
て
も
ら
い
ま
し
た
。
そ
の
家

調
べ
た
限
り
で
は
、
町
造
り
雑
誌
『
花
水
樹
』

「
北
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
旅
の
報
告
書
＝
1
」
で
し

た
。
海
外
で
の
初
め
て
の
旅
（
1
9
7
1
年
）

も
含
め
て
、
海
外
の
旅
先
か
ら
得
ら
れ
た
気

づ
き
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
し
た
か
〈
※

注
1
〉。

中
谷
　
私
が
ま
ち
づ
く
り
に
関
わ
る
よ
う
に

「
観
光
」
を
し
て
も
仕
方
が
な
い
ん
じ
ゃ
な

い
か
と
思
い
ま
す
。

由
布
院
人

―
地
域
は
色
ん
な

人
物
が
登
場
す
る
舞
台

―
ブ
レ
ン
ド
す
る
中
で
ヒ
ト
の
存
在
や
つ
な

が
り
は
非
常
に
重
要
だ
と
思
い
ま
す
が
、「
由

布
院
人
」
と
い
う
言
葉
や
考
え
は
ど
の
よ
う

に
生
ま
れ
ま
し
た
か
。

中
谷
　「
由
布
院
人
」
と
い
う
言
葉
は
、
今

は
あ
ま
り
言
わ
れ
ま
せ
ん
が
、「
市
町
村
合

併
反
対
運
動
」
の
と
き
に
生
ま
れ
た
言
葉
で

す
。「
み
ん
な
由
布
院
人
」
と
黄
色
の
ジ
ャ

ン
パ
ー
に
入
れ
ま
し
た
。
由
布
院
人
と
い
う

言
葉
が
持
っ
て
い
る
土
着
性
は
、
由
布
市
民

と
言
っ
た
ら
消
え
て
し
ま
う
で
し
ょ
う
？

　
地
域
の
上
に
暮
ら
し
を
立
て
よ
う
、
と
い
う

の
が
地
域
主
義
で
、
ま
ず
は
地
域
を
中
心
に
考

え
ま
す
。
た
だ
、
地
域
は
い
ろ
い
ろ
な
人
物
が

登
場
す
る
舞
台
で
も
あ
り
ま
す
。
登
場
し
て
き

た
人
は
、
舞
台
に
い
る
間
は
皆「
地
域
の
人
」な

の
で
す
。
そ
れ
だ
け
で
な
く
、
そ
の
人
が
帰
っ

て
も
関
係
が
持
続
し
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、
外

に
い
て
も「
由
布
院
人
」で
し
ょ
う
。

―
ム
ラ
の
外
の「
ブ
レ
ン
ド
・
ス
タ
ッ
フ
」が
力

を
貸
し
て
く
れ
て
、「
由
布
院
ブ
ラ
ン
ド
」 

を
盛

中
国
の
旅
客
が
増
え
る
中
で
、
そ
の
人
た
ち

か
ら
「
あ
ん
た
由
布
院
人
か
？
」
と
問
わ
れ

ま
し
た
。
そ
の
と
き
に
、
由
布
院
在
住
歴
の

長
短
に
関
わ
ら
ず
、「
そ
う
で
す
！
」
と
答

え
ら
れ
る
か
ど
う
か
で
、
相
手
の
評
価
が
決

ま
り
ま
す
。「
わ
し
は
先
祖
代
々
」
と
い
う

よ
う
な
言
い
訳
つ
き
の
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
は

通
用
し
ま
せ
ん
。
言
い
訳
な
し
の
「
地
域
バ

ザ
ー
ル
の
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
」
を
体
で
表
現

で
き
る
か
？
が
、
新
し
い
「
人
間
の
測
り
方
」

に
な
っ
て
く
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

＊
中
谷
健
太
郎
氏
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
実

施
及
び
記
録
の
作
成
に
あ
た
っ
て
は
、
由
布

院
の
百
年
・
編
集
サ
ロ
ン
事
務
局
の
平
野
美

和
子
氏
に
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
こ
こ
に

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

2
0
2
1
年
3
月
30
日

庄
屋
サ
ロ
ン
（「
亀
の
井
別
荘
」
敷
地
内
に
あ

る
古
民
家
）
に
て
（
2
0
2
4
年
、「
父
の
本

棚
」
に
改
名
）

聞
き
手
・
編
集
：
後
藤
健
太
郎
（
公
益
財
団

法
人
日
本
交
通
公
社
主
任
研
究
員
）

係
と
い
う
点
で
見
れ
ば
、「
牛
一
頭
牧
場
運

動
」、「
牛
喰
い
絶
叫
大
会
」〈
写
真
2
〉
な
ど

が
そ
の
前
か
ら
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
。

中
谷
　
一
泊
二
食
の
旅
人
た
ち
が
観
光
の
中

核
に
な
っ
て
い
ま
す
し
、
ど
こ
で
も
旅
館
組

合
、つ
ま
り
宿
屋
さ
ん
が
強
い
で
す
。し
か
し
、

そ
こ
を「
生
活
観
光
地
」と
い
う
目
で
見
る
と
、

旅
館
の
人
た
ち
も
旅
館
の
中
だ
け
で
生
活
し

て
い
る
わ
け
じ
ゃ
な
い
。
こ
の
地
域
周
辺
の

産
物
を
集
め
た
り
、
出
荷
し
た
り
消
費
し
た

り
し
て
生
活
が
成
り
立
っ
て
い
る
の
で
す
。

一
村
一
品
の
生
産
・
出
荷
だ
け
で
は
生
活
は

成
り
立
た
な
い
。
う
ち
か
ら
市
場
に
持
っ
て

い
っ
て
、
そ
れ
が
集
ま
る
と
「
一
村
が
百
品
」

に
な
っ
た
り
す
る
の
で
す
。
そ
の
よ
う
な「
取

り
組
み
」
を
大
分
県
（
平
松
知
事
）
が
音
頭
を

採
っ
て
く
れ
て
、「
地
域
の
バ
ザ
ー
ル
思
想
」

が
具
体
的
に
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。「
一
品
だ

け
食
べ
て
満
足
と
は
な
ら
な
い
」、
と
い
う
考

が
経
営
し
て
い
る
葡
萄
畑
で
は
「
勝
手
に
葡

萄
食
べ
て
い
い
よ
。
土
に
手
を
入
れ
て
み
て

く
だ
さ
い
。
手
が
こ
こ
ま
で
入
る
よ
う
な
畑

の
柔
ら
か
さ
で
す
よ
」
と
。
と
ん
で
も
な
く

高
い
ワ
イ
ン
を
と
は
い
き
ま
せ
ん
が
、
家
で

作
っ
た
ワ
イ
ン
を
樽
か
ら
瓶
に
注
い
で
飲
み

ま
す
。
そ
う
い
う
観
光
地
を
イ
タ
リ
ア
と
ド

イ
ツ
で
体
験
し
ま
し
た
。
ま
た
、
フ
ラ
ン
ス

で
も
葡
萄
畑
を
持
っ
た
人
と
結
婚
し
た
日
本

人
の
と
こ
ろ
で
滞
在
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

見
渡
す
限
り
に
広
が
る
葡
萄
畑
の
中
で
ワ
イ

ン
を
飲
ん
だ
り
す
る
の
は
素
晴
ら
し
い
生
活
、

過
ご
し
方
だ
な
と
思
い
ま
し
た
。

　
日
本
の
銀
座
と
青
山
に
も
店
を
出
し
た
フ

ラ
ン
ス
人
シ
ェ
フ
の
ア
ラ
ン
デ
ュ
カ
ス
氏
が
ス

ペ
イ
ン
の
田
舎
に
レ
ス
ト
ラ
ン
を
開
か
れ
ま

し
た
。
そ
こ
で
は
ア
ヒ
ル
が
歩
き
、
羊
も
い
ま

表

2
地
域
の
ブ
ラ
ン
ド
力
と
地
域
の
ブ
レ
ン
ド
力

出
典：
中
谷
健
太
郎（
2
0
0
6
）：『
由
布
院
に
吹
く
風
』、岩
波
書
店
、p
p
．32
─33

や
す  

だ   

よ 

じ
ゅ
う
ろ
う

こ
ん
に
ゃ
く

　他
所
か
ら
の
参
加
を
促
す
に
は
、そ
の
土
地
の
個
性
が
必
要
で
す
。わ
ざ
わ
ざ「
コ
コ
」へ
出
か
け
て
来
さ

せ
る
だ
け
の
魅
力
的
な「
個
性
」が
要
る
。そ
れ
を「
地
域
の
ブ
ラ
ン
ド
力
」と
呼
び
ま
し
ょ
う
。だ
け
ど
、注
意

点
あ
り
。「
地
域
の
ブ
ラ
ン
ド
力
」は
、そ
の
土
地
固
有
の
価
値
で
あ
る
と
同
時
に
、他
所
か
ら
の「
評
点
」で
も

あ
り
ま
す
。他
所
か
ら
の
評
点
を
高
め
て
応
援
に
惹
き
込
む
力
を「
地
域
の
ブ
レ
ン
ド
力
」と
呼
び
ま
し
ょ
う
。

あ
ち
こ
ち
の
応
援
を
、ど
れ
だ
け「
コ
コ
」に
集
め
ら
れ
る
か
、の
評
点
で
す
。こ
う
し
て
地
域
経
営
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
は
、「
地
域
固
有
の
ブ
ラ
ン
ド
力
」と
、「
コ
コ
」を
応
援
し
て
く
れ
る
力
を
集
め
る「
地
域
ブ
レ
ン
ド
カ
」

の
二
つ
に
支
え
ら
れ
る
の
で
す
。（
中
略
）私
た
ち
は
、「
地
域
の
ブ
レ
ン
ド
力
」を
強
く
す
る
こ
と
で「
地
域
の

ブ
ラ
ン
ド
力
」を
分
厚
い
も
の
に
育
て
て
き
た
の
で
す
。ム
ラ
内
の「
仲
間
」で
仲
良
く
す
る
と
同
時
に
、ム
ラ

外
の「
他
人
」を
ム
ラ
内
に
曳
き
込
ん
で
、「
出
会
い
の
み
ん
な
」に
仕
立
て
、気
持
ち
の
良
い
関
係
を
生
み
出

し
て
い
き
た
い

料
理
人
は
外
か
ら

わ
く
わ
く
す
る
も
の
を

持
っ
て
く
る

―
2
0
0
0
年
代
に
始
ま
っ
た
取
り
組
み
の

一
つ
に
「
由
布
院
盆
地
風
の
食
卓
祭
」
が
あ

り
ま
す
。
バ
ザ
ー
ル
と
ど
の
よ
う
な
関
係
に
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つ
ま
り
誰
が
作
る
か
。「
風
の
料
理
人
」は
、

風
に
乗
っ
て
ど
こ
か
ら
か
や
っ
て
く
る
。
例

え
ば
ト
マ
ト
で
も
、
じ
ゃ
が
い
も
で
も
、
味

噌
で
も
、
胡
瓜
で
も
、
み
ん
な
「
外
」
か
ら

来
た
も
の
で
す
。
そ
し
て
大
事
な
こ
と
は
、

そ
の
と
き
必
ず
「
料
理
人
」
が
一
緒
に
来
る

の
で
す
。
物
だ
け
来
て
も
ど
う
し
た
ら
い
い

か
わ
か
ら
な
い
で
す
か
ら
。
料
理
人
が
来
て

ど
う
だ
、
飯
は
旨
い
だ
ろ
う
と
、
こ
の
小
麦

を
こ
ん
な
に
し
て
こ
ね
て
「
う
ど
ん
」
に
し

た
。だ
か
ら
料
理
人
が
必
ず
一
緒
に
来
ま
す
。

　
そ
の
よ
う
に
、
料
理
人
は
海
の
向
こ
う
か

ら
、
わ
く
わ
く
す
る
も
の
を
持
っ
て
一
緒
に

来
る
か
ら
、
風
の
料
理
人
。
風
の
食
材
・
風

の
食
卓
・
風
の
料
理
人
で
「
食
文
化
」
を
創

ろ
う
と
い
う
て
「
バ
ザ
ー
ル
運
動
」
に
も
繋

が
っ
て
い
き
、「
風
の
食
卓
運
動
」
を
今
も

や
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
け
ど
ね
。

地
域
の
ブ
レ
ン
ド
力

―
他
所
の
も
の
を

織
り
込
み

生
活
の
中
に
愉
し
み
を

創
る

―
地
域
の
外
か
ら
い
ろ
い
ろ
な
も
の
を
取
り

込
ん
で
ま
ち
が
発
展
し
て
き
た
由
布
院
で
、

そ
れ
を
象
徴
す
る
中
谷
さ
ん
の
言
葉
、
考
え

の
一
つ
が
「
地
域
の
ブ
レ
ン
ド
力
」〈
表
2
〉

〈
※
注
7
〉
か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

中
谷
　「
地
域
ブ
ラ
ン
ド
」
と
い
う
の
は
、

な
ん
か
い
や
ら
し
い
で
は
な
い
で
す
か
。「
そ

こ
だ
け
の
も
の
」
と
し
て
い
る
か
ら
で
す
。

例
え
ば
、
京
都
の
も
の
が
京
都
ブ
ラ
ン
ド
、

金
沢
の
も
の
が
金
沢
ブ
ラ
ン
ド
。
し
か
し
実

際
は
、
そ
こ
だ
け
の
も
の
は
な
い
の
で
す
。

あ
っ
ち
か
ら
も
こ
っ
ち
か
ら
も
長
い
時
間
を

か
け
て
入
っ
て
き
て
い
ま
す
。
ど
う
や
っ
て

た
く
さ
ん
の
も
の
を
「
生
活
の
中
」
に
織
り

込
ん
で
き
た
か
、
あ
る
い
は
織
り
込
ん
で
い

く
か
。
京
都
で
も
金
沢
で
も
、
中
国
や
他
の

国
々
、
地
域
か
ら
運
ば
れ
た
も
の
を
編
み
込

ん
で
き
て
い
ま
す
よ
ね
、
苦
労
し
な
が
ら
。

　
文
芸
評
論
家
の
保
田
與
重
郎
さ
ん
〈
※
注

8
〉
は
、
ご
ち
ゃ
ご
ち
ゃ
に
混
ぜ
て
味
も
な

く
、
栄
養
に
も
な
ら
な
い
「
蒟
蒻
」
を
愛
好

さ
れ
る
そ
う
で
す
。「
蒟
蒻
」
は
毒
で
、
現

在
の
よ
う
な
安
全
な
食
べ
方
に
な
る
ま
で
に

多
く
の
人
が
亡
く
な
っ
た
そ
う
で
す
。
し
か

も
栄
養
に
も
な
ら
な
い
、
そ
れ
を
一
生
懸
命

作
っ
て
き
た
こ
と
で
、「
蒟
蒻
」
は
今
も
ぜ

い
た
く
な
珍
味
・
必
需
品
で
す
。
栄
養
が
あ

る
、
旨
い
。
だ
か
ら
ど
ん
ど
ん
ど
ん
ど
ん
広

が
っ
て
地
域
文
化
に
な
る
か
と
い
う
と
、
そ

う
で
も
な
い
よ
う
で
す
。
蒟
蒻
は
、
元
は
中

国
か
ら
伝
わ
っ
た
も
の
だ
け
ど
、
日
本
で
は

好
ん
で
食
べ
る
文
化
が
続
い
て
い
て
、
蒟
蒻

屋
が
な
い
市
町
村
は
少
な
い
そ
う
で
す
。
そ

う
い
う
面
白
さ
を
考
え
る
と
「
地
域
ブ
ラ
ン

ド
」
と
い
う
の
は
乱
暴
な
言
い
方
で
、
ど
の

よ
う
に
生
活
に
ブ
レ
ン
ド
さ
れ
て
い
く
か
、

そ
こ
に
「
面
白
み
」
を
発
見
し
な
か
っ
た
ら
、

だ
、
塔
か
ら
矢
だ
け
を
射
て
占
領
し
て
も
、

バ
ザ
ー
ル
が
な
け
れ
ば
食
べ
る
も
の
が
得
ら

れ
な
い
の
で
す
。
イ
タ
リ
ア
の
小
さ
な
都
市

の
小
さ
な
町
に
行
く
と
、
広
場
が
あ
っ
て
、

大
概
そ
こ
に
お
金
を
交
換
す
る
銀
行
と
旅
人

が
泊
ま
る
ホ
テ
ル
が
あ
り
ま
す
。
銀
行
で
両

替
し
ま
す
し
、
必
需
品
を
交
換
す
る
バ
ザ
ー

ル
も
生
ま
れ
ま
す
。

　
住
ん
で
い
る
人
も
「
バ
ザ
ー
ル
」
で
生
活
し

ま
す
。
そ
こ
に
何
日
か
泊
ま
る
旅
人
も
「
バ

ザ
ー
ル
」で
生
活
し
ま
す
。「
一
泊
二
食
」や「
有

名
な
何
が
あ
り
ま
す
」
と
い
う
よ
う
な
観
光

は
、
ち
ょ
っ
と
違
う
だ
ろ
う
と
い
う
こ
と
を

言
い
た
い
で
す
。
一
軒
一
軒
の
家
庭
が
何
を

食
べ
る
と
か
、
第
一
級
の
ホ
テ
ル
で
あ
る
か
、

安
い
ホ
テ
ル
で
あ
る
か
み
た
い
な
こ
と
で
争

わ
な
く
て
も
、「
バ
ザ
ー
ル
」
さ
え
守
っ
て
い

け
れ
ば「
生
活
」は
そ
こ
に
保
た
れ
る
の
で
す
。

そ
れ
が
「
生
活
観
光
」
の
基
盤
に
な
り
ま
す
。

特
に
ユ
ー
ラ
シ
ア
大
陸
の
、「
作
る
よ
り
も

交
換
で
成
り
立
っ
て
き
た
、
あ
る
い
は
交
換

の
た
め
に
」
長
い
何
千
年
の
歴
史
を
育
ん
で

き
た
よ
う
な
と
こ
ろ
で
は
、
確
か
に
泥
棒
も

い
る
し
貧
し
さ
も
あ
る
け
れ
ど
も
、
バ
ザ
ー

ル
は
活
々
と
続
い
て
い
る
と
思
い
ま
し
た
。

　
し
か
し
、イ
タ
リ
ア
の
サ
ン
・
ジ
ミ
ニ
ャ
ー

ノ
の
町
も
、
そ
の
後
の
20
年
ぐ
ら
い
で
物
凄

く
変
わ
り
ま
し
た
。
最
初
に
行
っ
た
と
き
は

お
っ
ち
ゃ
ん
、
お
ば
さ
ん
、
少
年
た
ち
が
に

こ
っ
と
笑
っ
た
り
な
ん
か
し
な
が
ら
、
そ
の

辺
で
作
っ
た
よ
う
な
も
の
を
売
っ
て
い
ま
し

た
。
し
か
し
、
そ
れ
か
ら
20
年
く
ら
い
後
に

は
、
売
っ
て
い
る
も
の
は
イ
ン
ド
や
中
国
の

も
の
、
日
本
の
も
の
で
し
た
。

　
バ
ザ
ー
ル
は
た
し
か
に
何
百
年
で
も
残
る

け
れ
ど
も
、
見
事
に
変
わ
っ
た
り
も
す
る
、

あ
ま
り
あ
て
に
な
ら
な
い
。
何
が
そ
の
土
地

の
バ
ザ
ー
ル
を
そ
の
土
地
の
バ
ザ
ー
ル
た
ら

し
め
て
お
る
か
？
。
売
れ
る
も
の
、
売
れ
な

い
も
の
も
含
め
て
、そ
の
土
地
の「
バ
ザ
ー
ル
」

で
あ
り
続
け
る
、
そ
う
い
う
頑
固
さ
は
ど
こ

か
ら
き
て
い
る
の
か
、
そ
れ
は
建
物
か
ら
だ

と
思
う
。
建
物
が
な
い
と
、
つ
ま
り
空
間
が

な
い
と
バ
ザ
ー
ル
は
成
り
立
た
な
い
の
で
す
。

　
そ
れ
で
、
由
布
院
の
景
観
を
大
事
に
考
え

よ
う
と
運
動
を
起
こ
し
ま
し
た
。
バ
ザ
ー
ル

か
ら
暮
ら
し
へ
の
関
心
が
芽
生
え
、
景
観
、

建
築
へ
と
取
り
組
み
が
移
っ
て
い
き
ま
し
た
。

―
1
9
9
0
年
は
、「
潤
い
の
あ
る
町
づ
く
り

条
例
」が
制
定
さ
れ
る
と
と
も
に
、「
バ
ザ
ー

ル（
市
場
）の
あ
る
温
泉
リ
ゾ
ー
ト
村
・
構
想
」

が
由
布
院
観
光
の
長
期
ビ
ジ
ョ
ン
と
し
て
掲

げ
ら
れ
、「
由
布
院
観
光
総
合
事
務
所
」の
設

立
が
事
業
計
画
化
さ
れ
た
、「
由
布
院
の
エ

ポ
ッ
ク
」と
も
い
え
る
時
期
だ
っ
た
と
思
い
ま

す
。
同
時
に
90
年
の
湯
布
院
町『
町
勢
要
覧
』

で「
最
も
住
み
よ
い
町
こ
そ
勝
れ
た
観
光
地
で

あ
る
」と
い
う
理
念
が
大
き
く
謳
わ
れ
た
時

期
で
も
あ
り
ま
し
た〈
図
2
〉〈
※
注
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　1
9
9
0
年
代
後
半
に「
ゆ
ふ
い
ん
建
築
・

環
境
デ
ザ
イ
ン
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」
が
作
成
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
そ
こ
に
至
る
流
れ
も
理
解

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

あ
り
ま
す
で
し
ょ
う
か
。

中
谷
　
料
理
と
い
う
も
の
は
ど
こ
か
「
わ
く

わ
く
」
し
ま
す
。
人
は
3
6
5
日
、
同
じ
も

の
を
食
べ
た
い
と
は
思
わ
な
い
わ
け
で
す
か

ら
目
新
し
い
と
か
、
そ
う
い
う
も
の
が
必
要

で
す
。
一
に
「
食
材
」、
二
に
「
お
客
」、
三
四

が
な
く
て
五
に
「
板
場
」（
笑
）
と
。
料
理
人

と
一
杯
呑
み
な
が
ら
ハ
ッ
パ
を
か
け
る（
笑
）。

　
食
材
は
、
で
き
る
だ
け
「
そ
こ
で
」
手
に

入
る
も
の
。
1
時
間
か
ら
2
時
間
く
ら
い
の

範
囲
で
行
政
区
域
は
関
係
な
い
。
運
ん
で
き

た
も
の
は
、「
風
の
食
卓
運
動
」の
中
で
の「
風

の
食
材
」
で
す
。
冷
凍
や
干
物
、
ま
し
て
海

外
で
作
ら
れ
た
も
の
、
船
で
運
ば
れ
た
も
の

を
最
初
か
ら
あ
て
に
す
る
な
。
風
の
中
か
ら

持
っ
て
こ
い
。
風
に
吹
か
れ
て
育
っ
た
食
材

を
獲
っ
て
く
る
と
い
う
こ
と
で「
風
の
食
材
」

と
呼
ん
で
い
ま
し
た
。

　
あ
と
は
「
風
の
食
卓
」。
そ
の
土
地
の
風
に

吹
か
れ
な
が
ら
「
風
吹
く
食
卓
」
で
食
べ
て
初

め
て
、
そ
こ
の
土
地
柄
の
味
が
す
る
の
で
す
。

地
方
の
観
光
地
の
板
場
が
、
京
都
の
ホ
テ
ル

で
出
す
よ
う
な
料
理
を
追
っ
か
け
て
も
仕
方

が
な
い
で
す
。
ま
ず
風
の
中
か
ら
「
食
材
」
を

運
ん
で
食
事
を
作
る
、
そ
し
て
「
風
の
食
卓
」

に
持
ち
出
し
て
食
べ
る
の
が
そ
の
土
地
の
料

理
…
。
風
の
食
材
、
風
の
食
卓
、
そ
し
て
、

最
後
が
「
風
の
料
理
人
」。

か
け
た
ら
ダ
メ
だ
」と
。
満
足
は
、
マ
ー
ケ
ッ

ト
で
言
う
と
「
向
こ
う
側
の
価
値
観
」
の
話
。

そ
う
で
は
な
く
、
こ
ち
ら
側
の
ホ
ス
ピ
タ
リ

テ
ィ
で
勝
負
す
る
。
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
は
こ

ち
ら
側
の
価
値
観
の
こ
と
な
の
で
す
。
ホ
ス

ピ
タ
リ
テ
ィ
（
自
分
の
個
性
、
価
値
観
）
を

考
え
ず
に
、入
っ
て
く
る「
旅
人
の
価
値
観
」、

満
足
を
追
い
求
め
て
観
光
を
し
て
い
る
と
市

場
が
崩
壊
し
ま
す
。「
崩
壊
し
な
い
よ
う
に
」

と
言
う
の
は
簡
単
で
す
が
、
実
行
す
る
の
は

や
っ
か
い
で
す
。「
私
た
ち
に
で
き
る
こ
と
、

私
た
ち
が
良
い
と
思
っ
て
い
る
も
の
は
こ
れ

な
ん
で
す
」と
言
っ
て
、「
砦
を
狭
く
造
っ
て
、

広
い
世
界
へ
売
る
」。
広
い
世
界
の
ホ
ス
ピ

タ
リ
テ
ィ
に
自
分
の
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
を
合

わ
せ
て
い
く
と
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
が
崩
壊
す
る

の
で
す
。

　
2
0
0
0
年
代
に
、
急
激
に
韓
国
・
台
湾
・

り
上
げ
て
く
れ
て
い
る
、
由
布
院
の
外
に
も
拠

点
が
あ
る
こ
と
が
由
布
院
の
ま
ち
づ
く
り
の
特

徴
な
の
だ
と
改
め
て
感
じ
ま
し
た〈
※
注
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足
り
な
い
の
は
ハ
ン
ド
ル

―
外
に
開
き
、

何
を
取
り
入
れ

ま
ち
の
新
陳
代
謝
を

図
る
か

中
谷
　
由
布
院
の
中
で
は
、
親
戚
縁
者
が
ほ

ぼ
固
ま
っ
て
い
ま
す
ね
。
そ
の
固
ま
り
と
は

少
し
違
う
他
所
か
ら
入
っ
て
き
た
私
た
ち

は
、
バ
ザ
ー
ル
や
催
事
な
ど
で
人
を
集
め
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
ん
な
バ
ラ
バ
ラ
文
化

な
の
で
す
。
盆
地
の
中
で
は
農
協
は
か
っ
ち

り
し
て
い
ま
す
し
、
各
自
治
会
、
集
落
、
消

防
…
そ
う
い
う
の
は
し
っ
か
り
し
て
い
ま

す
。
な
ぜ
か
？

　
由
布
院
は「
隠
れ
キ
リ
シ
タ
ン
」の
村
だ
っ

た
か
ら
殿
様
が
い
な
い
。
殿
様
が
い
な
か
っ

た
ら
庄
屋
で
固
ま
る
以
外
な
い
の
で
す
。
室

町
時
代
ま
で
は
、
由
布
岳
に
自
生
す
る
楮
の

木
の
皮
を
使
っ
て
木
綿
を
織
っ
て
い
ま
し
た

が
、
関
ヶ
原
の
合
戦
以
降
は
、
そ
う
い
っ
た

も
の
が
全
て
禁
止
さ
れ
、
産
業
は
な
く
な
り

ま
し
た
。
し
か
し
、
ど
こ
か
で
食
っ
て
い
か

な
い
と
い
け
な
い
。
通
商
、
商
業
も
興
し
て

は
い
け
な
い
と
言
わ
れ
て
も
塩
が
な
か
っ
た

ら
一
日
も
生
き
ら
れ
ま
せ
ん
。
そ
の
他
農
器

具
・
金
物
も
で
す
。魚
は
塩
干
物
で「
無
塩（
生

鮮
）
は
な
し
」
と
い
っ
た
状
況
が
三
百
年
も

続
い
た
の
で
す
。
だ
か
ら
、
殿
様
へ
の
で
は

な
く
て
自
分
が
住
む
村
の
庄
屋
の
誰
々
さ
ん

へ
と
い
う
風
に
固
ま
っ
て
い
き
て
い
ま
す
。

　
ム
ラ
が
外
に
開
か
れ
て
い
な
い
と
生
活
が

成
り
立
た
な
い
と
い
う
実
態
は
あ
り
ま
し
た

が
、
明
治
に
急
に
開
国
さ
せ
ら
れ
て
も
ま
だ

1
0
0
年
ち
ょ
っ
と
く
ら
い
し
か
経
っ
て
い

な
い
の
で
、
す
ぐ
に
「
バ
ザ
ー
ル
の
精
神
」
へ

と
は
な
ら
な
い
で
す
。
そ
う
し
た
中
で
、
観

光
と
は
ま
た
別
の
意
味
で
外
か
ら
入
っ
て
く

る
も
の
に
目
が
向
い
た
の
で
す
。
別
府
で
は

そ
も
そ
も
外
国
鋼
船
を
入
れ
た
り
し
て
、
と

ん
で
も
な
い
こ
と
に
な
っ
た
な
あ
と
。
明
治

の
終
わ
り
頃
か
ら
影
響
を
受
け
は
じ
め
て
大

正
か
ら
こ
こ
ま
で
の
間
の
1
0
0
年
く
ら
い

の
生
の
感
動
を
探
っ
て
い
く
と
、
こ
の
村
の

特
性
が
把
握
で
き
る
と
同
時
に
ブ
ラ
ン
ド
で

は
な
く
て
ブ
レ
ン
ド
だ
と
。こ
こ
だ
け
を
守
っ

て
ブ
ラ
ン
ド
化
し
よ
う
と
思
っ
た
ら
生
き
て

い
け
な
い
。
だ
か
ら
ど
う
や
っ
て
上
手
く
ブ

レ
ン
ド
化
し
て
い
く
か
だ
と
思
い
ま
す
。

―
ブ
レ
ン
ド
に
関
連
す
る
も
の
と
し
て
、
ま

ち
の「
新
陳
代
謝
」〈
表
3
〉を
考
え
る
視
点
や
、

地
域
の
外
か
ら
入
っ
て
く
る
も
の
に
対
し
て

「
ブ
レ
ー
キ
で
は
な
く
ハ
ン
ド
ル
が
必
要
」〈
表

4
〉
と
い
う
視
点
は
、
長
年
の
実
践
を
通
じ

て
育
ま
れ
て
き
た
の
だ
と
感
じ
ま
す
。

ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
と
は

こ
ち
ら
側
の
価
値
観

―
取
り
入
れ
る
砦
は

自
分
の

ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
に

合
っ
た
分
だ
け
に
す
る

―
10
年
程
前
に
も
一
度
お
話
し
を
伺
い
ま
し

た
が
、
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
を
ど
の
よ
う
に
捉

え
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
か
、
改
め
て
聞
か
せ
て

く
だ
さ
い
〈
※
注
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〉。
外
か
ら
取
り
入
れ
る

と
き
に
何
を
意
識
し
た
ら
よ
い
で
し
ょ
う
か
。

中
谷
　
当
時
あ
る
ホ
テ
ル
業
者
と
話
し
て
い

て
気
づ
い
た
の
で
す
が
、
外
国
か
ら
の
お
客

様
を
た
く
さ
ん
入
れ
て
い
る
そ
の
ホ
テ
ル
の

方
が
言
う
に
は
、「
お
客
様
の
満
足
を
追
い

由
布
院
か
ら
ス
イ
ス
に
戻
っ
て
行
か
れ
ま
し

た
。
そ
し
て
『
季
節
の
は
ざ
ま
で
』
と
い
う

映
画
を
創
ら
れ
ま
し
た
（
1
9
9
2
年
）。

そ
れ
は
自
分
が
山
城
み
た
い
な
古
い
ホ
テ
ル

で
子
供
の
時
代
を
過
ご
し
て
、
今
は
普
通
の

大
人
に
な
り
ま
し
た
と
い
う
内
容
の
映
画
で

す
。

　
映
画
が
完
成
し
た
と
き
に
招
待
状
が
来

て
、「
由
布
院
で
の
体
験
か
ら
、
世
界
中
の
人

に
自
分
の
映
画
を
見
せ
る
と
同
時
に
自
分
の

村
の
人
に
自
分
の
映
画
を
観
て
も
ら
う
と
い

う
こ
と
に
目
覚
め
た
。
そ
の
最
初
の
人
が
こ

の
人
だ
よ
と
紹
介
す
る
か
ら
来
て
く
れ
」
と
。

だ
け
ど
、
由
布
院
で
「
生
活
観
光
地
づ
く
り
」

を
し
て
い
た
の
で
行
か
な
か
っ
た
。
現
地
に

行
っ
た
と
し
て
も
単
な
る
ツ
ー
リ
ス
ト
、
観

光
視
察
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
で
し
ょ
う
。
た

だ
、
そ
の
後
し
ば
ら
く
し
て
、
シ
ュ
ミ
ッ
ト

監
督
は
癌
で
亡
く
な
り
ま
し
た
。
行
動
的
で

あ
れ
ば
よ
か
っ
た
と
今
は
思
い
ま
す
。

バ
ザ
ー
ル
の
思
想

―
あ
っ
ち
こ
っ
ち
で

作
っ
た
も
の
が

ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
に
混
在

―
生
活
観
光
地
、
保
養
温
泉
地
構
想
、
ク
ア

オ
ル
ト
構
想
な
ど
に
続
け
て
由
布
院
で
育
ま

れ
て
き
た
「
バ
ザ
ー
ル
の
思
想
」〈
表
1
〉〈
※

注
4
〉
に
焦
点
を
当
て
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
1
9
8
2
年
か
ら
始
ま
っ
た
「
食
べ
物

文
化
祭
」
で
は
、
自
ら
の
町
を
情
報
の
交
わ

る
ク
ロ
ス
ロ
ー
ド
の
町
、
バ
ザ
ー
ル
の
町
と

位
置
づ
け
、
世
界
各
国
の
料
理
を
テ
ー
マ
に

さ
れ
て
い
ま
し
た
ね
。
地
域
の
中
と
外
の
関

え
が
底
辺
に
あ
り
ま
す
。
そ
こ
が
一
村
一
品

の
分
か
り
に
く
い
点
で
あ
り
ま
し
た
し
、
分

か
り
に
く
い
か
ら
あ
あ
こ
れ
か
と
手
探
り
す

る
時
間
が
掛
か
り
ま
し
た
が
、
そ
れ
で
浸
透

し
た
と
い
う
側
面
も
あ
り
ま
す
け
ど
ね
。

　
だ
か
ら
、
そ
の
土
地
だ
け
の
一
泊
二
食
の

文
化
産
業
じ
ゃ
な
く
て
、
あ
っ
ち
こ
っ
ち
で

作
っ
た
も
の
が
集
ま
っ
て
こ
な
い
と
面
白
く

な
い
で
す
。
例
え
ば
、
ト
ル
コ
で
は
い
ろ
ん

な
料
理
が
出
て
き
ま
す
。
器
は
、
ペ
ル
シ
ャ

の
器
も
あ
り
ま
す
が
、
中
国
か
ら
の
器
も
た

く
さ
ん
入
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
ロ
シ
ア

か
ら
は
サ
モ
ワ
ー
ル
（
湯
沸
か
し
器
）
み
た

い
な
の
も
入
っ
て
き
て
い
ま
す
。
そ
う
い
っ

た
も
の
が
混
ぜ
こ
ぜ
に
そ
こ
に
あ
っ
て
、
し

か
も
そ
れ
が
破
綻
し
て
お
ら
ず
、
ダ
イ
ナ

ミ
ッ
ク
に
混
在
し
て
お
る
。
そ
れ
が
一
つ
の

バ
ザ
ー
ル
に
な
っ
て
い
ま
す
。

―
中
谷
さ
ん
の
「
市
場
が
あ
る
か
ら
、
文
・

物
が
移
出
入
し
、ム
ラ
が
世
界
に
つ
な
が
る
。

そ
れ
が
ム
ラ
の
消
費
文
化
を
豊
か
に
し
、
生

産
文
化
を
誘
発
す
る
。」〈
注
5
〉
と
い
う
言

葉
が
印
象
に
残
っ
て
い
ま
す
。

中
谷
　
ど
こ
の
地
域
に
行
っ
て
も
、
特
に
砂

漠
を
中
心
に
ユ
ー
ラ
シ
ア
大
陸
で
は
、
生
産

で
生
き
て
い
る
よ
り
も
、
あ
っ
ち
こ
っ
ち
か

ら
物
を
集
め
、
あ
る
い
は
出
荷
し
て「
バ
ザ
ー

ル
で
生
き
て
き
た
歴
史
」
が
長
い
で
す
よ
ね
。

広
大
な
モ
ン
ゴ
ル
か
ら
ア
ラ
ブ
を
越
え
て
、

果
て
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
至
る
、
そ
の
間
の
地

域
の
ほ
と
ん
ど
が
、「
バ
ザ
ー
ル
」
や
「
オ
ア

シ
ス
」
の
慰
労
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
生
き
て
い

る
わ
け
で
す
。
地
域
は
縮
こ
ま
っ
た
ら
い
け

な
い
と
い
う
思
い
が
あ
っ
た
の
で
す
。
由
布

院
は
、
い
っ
た
ん
は
縮
こ
ま
る
運
動
だ
っ
た

「
由
布
院
の
自
然
を
守
る
会
」。「
小
さ
な
別
府

や
熱
海
に
な
る
な
」
と
、
小
さ
い
「
家
庭
で
生

活
」
そ
の
も
の
を
魅
力
に
し
て
い
こ
う
と
し

ま
し
た
。

　
し
か
し
世
界
を
見
て
み
る
と
、「
そ
こ
で

何
が
で
き
た
か
」
の
話
題
よ
り
も
、「
そ
こ

に
何
が
運
ば
れ
て
き
た
か
」
と
い
う
話
題
の

方
が
よ
り
大
き
く
世
界
の
文
化
や
歴
史
を
変

え
て
き
て
い
ま
す
し
、
そ
の
上
で
保
た
れ
る

平
和
で
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
ね
。
地
域
主

義
の
戦
争
み
た
い
に
な
っ
て
も
駄
目
で
す
。

交
換
で

成
り
立
っ
て
き
た
歴
史

―
住
ん
で
い
る
人
も

滞
在
す
る
旅
人
も

勘
定
す
る

中
谷
　
イ
タ
リ
ア
に
サ
ン
・
ジ
ミ
ニ
ャ
ー
ノ

と
い
う
塔
の
町
が
あ
り
ま
す
。
周
り
か
ら
攻

め
ら
れ
た
と
き
に
戦
う
た
め
の
塔
で
す
。
た

い
ら
っ
し
ゃ
い
よ
」
と
言
え
る
よ
う
な
体
勢

と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
を
考
え
て
み
る
こ

と
が
重
要
で
す
。
こ
こ
ま
で
い
ら
し
て
頂
い

た
ら
、「
暮
ら
し
の
魅
力
」を
味
わ
え
ま
す
よ
。

由
布
院
は
、
空
間
が
ゆ
っ
た
り
し
て
い
ま
す

よ
。
都
会
と
は
異
な
る
「
の
ん
び
り
生
活
」

が
味
わ
え
ま
す
よ
。
都
会
の
あ
ち
こ
ち
で
は

皆
忙
し
そ
う
で
す
が
、
そ
れ
が
素
晴
ら
し
い

生
活
だ
と
は
思
え
ま
せ
ん
。
由
布
院
に
い
ら

し
て
「
あ
あ
生
き
て
い
る
、
こ
の
生
き
方
が

い
い
な
あ
」
と
思
っ
て
頂
け
れ
ば
「
生
活
観

光
」
は
成
り
立
つ
と
思
う
の
で
す
。

平
和
な
家
族
の
暮
ら
し

―
ス
イ
ス
の
中
を

守
っ
た
の
で
は

ス
イ
ス
の
中
で
生
き
る

自
分
の
家
族
を
守
れ
な
い

―
生
活
自
体
の
豊
か
さ
、
生
き
方
が
生
活
観

光
の
核
と
な
る
と
思
い
ま
す
が
、
地
域
の
中

と
外
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
ど
の
よ
う
に

考
え
て
お
ら
れ
ま
し
た
か
。
由
布
院
の
ま
ち

は
、
外
か
ら
の
憧
れ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
採
り

入
れ
て
発
展
し
て
き
た
と
実
際
に
感
じ
ま
す
。

　ま
ず
映
画
監
督
ダ
ニ
エ
ル
・
シ
ュ
ミ
ッ
ト

氏
〈
※
注
3
〉
と
の
出
会
い
と
そ
こ
か
ら
生

ま
れ
た
考
え
な
ど
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

中
谷
　
湯
布
院
映
画
祭
の
仲
間
で
、
一
緒
に

映
画
祭
を
創
っ
て
き
た
田
井
肇
氏
（
大
分
・
ミ

ニ
シ
ア
タ
ー
「
シ
ネ
マ
5
」
支
配
人
）が

1
9
8
8
年
に
ダ
ニ
エ
ル
・
シ
ュ
ミ
ッ
ト
監
督
を

由
布
院
に
招
き
ま
し
た
。
そ
の
時
の
様
子
は

冊
子
〈
図
1
〉
に
な
っ
て
い
ま
す
。
シ
ュ
ミ
ッ

ト
監
督
と
一
緒
に
風
呂
に
入
っ
た
り
、
み
ん

な
で
ゴ
ロ
ゴ
ロ
し
た
り
…
。
シ
ュ
ミ
ッ
ト
監

督
は
3
日
ほ
ど
泊
ま
ら
れ
ま
し
た
。「
サ
ロ
ン
・

雪
安
居
」で
シ
ュ
ミ
ッ
ト
監
督
の
作
品
を
最
新

の
レ
ー
ザ
ー
デ
ィ
ス
ク
で
観
て
も
ら
っ
た
の

で
す
が
、
大
変
驚
か
れ
た
。
日
本
国
の
九
州

島
の
由
布
院
で
自
分
の
作
品
が
最
新
の
レ
ー

ザ
ー
デ
ィ
ス
ク
で
観
ら
れ
る
日
本
と
い
う
の

は
何
と
不
思
議
な
国
だ
と
言
わ
れ
ま
し
た
。

　
ご
存
知
の
通
り
ス
イ
ス
は
周
り
が
列
強
で

攻
め
ら
れ
た
ら
ひ
と
た
ま
り
も
な
い
。
ど
う

す
る
？
あ
ん
な
に
素
晴
ら
し
い
と
こ
ろ
に

「
攻
め
込
ん
で
叩
き
潰
す
わ
け
に
は
い
か
ん

ぞ
」
と
、
周
り
の
列
強
が
思
っ
て
く
れ
る
為

に
自
分
は
映
画
を
創
る
と
仰
っ
た
。
映
画
を

列
強
に
持
ち
出
し
て
映
画
を
観
て
も
ら
う
こ

と
が
「
ス
イ
ス
を
守
る
」
こ
と
に
な
る
と
…
。

そ
れ
以
外
に
自
分
の
家
族
を
守
り
、
ス
イ
ス

が
生
き
延
び
て
い
く
方
法
は
な
い
と
。
だ
か

ら
自
分
が
創
っ
て
い
る
映
画
に
は
情
念
が
満

ち
て
い
る
と
言
っ
て
い
ま
し
た
ね
。

　
由
布
院
に
来
て
み
た
ら
、「
撮
影
所
が
な

い
」
と
い
う
こ
と
は
ス
イ
ス
も
同
じ
だ
。
同

じ
よ
う
に
撮
影
所
が
な
い
の
に
、
ス
イ
ス
は

外
国
で
映
画
を
創
っ
て
ま
で
も
「
ス
イ
ス
は

素
晴
ら
し
い
と
こ
ろ
だ
」
と
世
界
中
に
発
信

し
よ
う
と
し
て
お
る
の
だ
け
ど
も
、
由
布
院

は
世
界
中
で
作
ら
れ
た
映
画
を
町
中
で
上
映

し
て
、「
世
界
に
は
こ
ん
な
素
晴
ら
し
い
暮

ら
し
が
あ
り
ま
っ
せ
」
と
い
う
「
祭
り
」
を

や
っ
て
い
る
、
真
逆
だ
と
。「
そ
の
お
か
げ

で
今
夜
、
皆
様
と
一
緒
に
、
楽
し
く
自
分
の

映
画
を
上
映
し
て
も
ら
っ
て
い
る
…
。
こ
の

不
思
議
な
出
会
い
こ
そ
」
み
た
い
な
こ
と
で

当
日
は
盛
り
上
が
っ
た
わ
け
で
す
。
シ
ュ

ミ
ッ
ト
監
督
は
、「
世
界
の
方
々
よ
、
見
て

く
だ
さ
い
。
ス
イ
ス
は
こ
ん
な
素
晴
ら
し
い

国
だ
」
と
い
う
よ
う
な
大
そ
れ
た
も
の
で
は

な
く
て
、
ス
イ
ス
の
「
自
分
の
村
の
人
達
」

を
招
い
て
観
て
も
ら
う
た
め
に
、「
村
の
人

達
の
た
め
の
映
画
」
を
創
る
、
と
言
っ
て
、

し
た
。
小
屋
に
は
4
ル
ー
ム
く
ら
い
し
か
な

い
の
で
す
が
、
ゆ
っ
く
り
食
べ
て
い
っ
て
く
れ

と
い
う
雰
囲
気
の
と
こ
ろ
で
し
た
。
世
界
的

規
模
で
見
れ
ば
あ
っ
た
の
で
す
が
、
当
時
日

本
で
は
、「
生
活
に
切
り
込
ん
だ
イ
メ
ー
ジ
の

観
光
」は
、
あ
ま
り
聞
か
な
か
っ
た
で
す
。

そ
の
土
地
の
人
が

お
客
に
な
る

他
所
の
人
も

ご
ち
ゃ
混
ぜ
に
出
会
う

中
谷
　
ス
ペ
イ
ン
と
フ
ラ
ン
ス
に
跨
っ
て
い

る
バ
ス
ク
地
方
の
ま
ち
ビ
ル
バ
オ
市
は
、
人

口
1
万
人
あ
た
り
の
バ
ー
の
数
が
世
界
で
一

番
多
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
こ
の
観
光

は
、
別
荘
観
光
で
も
な
く
、
も
ち
ろ
ん
歓
楽

型
の
観
光
で
も
な
い
で
す
。
そ
れ
は
な
ん
だ

と
い
う
と
「
生
活
観
光
」
と
し
か
言
い
よ
う

が
な
い
の
で
す
。

　
当
時
の
日
本
で
は
、
お
客
は
、
毎
晩
毎
晩
、

他
所
か
ら
わ
ー
っ
と
来
て
、
そ
れ
を
迎
え
る

の
が
地
元
の
人
と
い
う
構
図
に
な
り
ま
す
。

そ
こ
で
は
、
お
迎
え
す
る
の
は
地
元
の
人
で
、

来
る
の
は
外
か
ら
の
客
、
と
い
う
よ
う
に
分
か

れ
て
い
き
ま
す
。
客
が
増
え
て
い
く
と
地
元

も
当
然
内
部
だ
け
で
は
人
手
が
足
り
な
い
の

で
、
他
所
か
ら
人
を
入
れ
ま
す
。
迎
え
る
軍

団
も
他
所
か
ら
、
客
と
し
て
入
っ
て
く
る
人

も
他
所
か
ら
、
こ
こ
は
場
所
を
提
供
し
て
い

る
だ
け
み
た
い
な
感
じ
に
な
っ
て
い
き
ま
す
。

　
し
か
し
、
ビ
ル
バ
オ
・
グ
ッ
ケ
ン
ハ
イ
ム

美
術
館
の
あ
る
バ
ス
ク
で
は
お
客
は
い
つ
も

い
る
の
で
す
。
私
が
何
日
か
滞
在
し
て
い
た

ら
同
じ
よ
う
な
お
客
が
多
く
い
ま
し
た
。
そ

れ
は
そ
の
ま
ち
の
人
達
で
し
た
。

　
そ
の
よ
う
な
具
合
で
い
ろ
い
ろ
な
と
こ
ろ

か
ら
い
ろ
い
ろ
な
人
が
来
ま
す
。
な
ぜ
そ
の

場
が
流
行
っ
て
い
る
か
と
い
う
と
、
土
地
の

人
が
お
客
に
な
る
か
ら
で
す
。
バ
ー
は
い
い

加
減
に
作
っ
て
、
大
工
仕
事
も
み
ん
な
が
担

い
ま
す
。
お
客
の
半
分
く
ら
い
は
漁
師
で
、

自
分
で
獲
っ
て
魚
を
た
だ
で
持
ち
込
む
。
そ

れ
を
商
品
に
し
て
、
わ
ー
っ
と
盛
り
上
が
る
。

自
分
が
魚
を
料
理
し
て
「
い
ら
っ
し
ゃ
い
」

と
呼
び
な
が
ら
、
自
分
も
お
客
と
な
っ
て
お

る
。
お
客
の
半
分
は
「
バ
ー
の
側
」
と
い
う
の

は
、
ど
こ
か
お
か
し
い
の
だ
け
れ
ど
、
そ
の

よ
う
な
状
況
に
あ
る
こ
と
が
「
生
活
観
光
地
」

の
特
性
で
あ
り
、
生
活
そ
の
も
の
を
観
光
に

し
て
し
ま
う
こ
と
で
も
あ
る
の
で
す
。

　
山
村
の
田
舎
で
は
、
海
に
行
っ
て
魚
を

漁
っ
て
き
て
「
み
ん
な
食
っ
て
く
れ
」
と
い

う
風
に
は
い
き
ま
せ
ん
が
、「
う
ち
の
卵
は

特
別
だ
か
ら
」「
こ
の
豚
の
肉
は
他
で
は
食

べ
ら
れ
な
い
」
と
い
う
よ
う
な
生
産
者
が
だ

ん
だ
ん
出
て
き
ま
し
た
。
生
活
の
中
に
あ
る

豊
か
さ
、
生
活
自
体
の
豊
か
さ
を
観
光
の
資

源
に
し
て
い
る
。
そ
れ
を
巡
っ
て
地
元
の
人

も
他
所
の
人
も
ご
ち
ゃ
混
ぜ
に
な
っ
て
出
会

う
と
い
う
こ
と
が
「
生
活
観
光
」
だ
と
、
由

布
院
で
実
践
し
て
い
く
中
で
少
し
ず
つ
確
認

さ
れ
て
き
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

こ
の
土
地
で

い
い
生
き
方
を

し
て
い
る
と

旅
人
に
も
思
う
て
も
ら
う

中
谷
　
ス
イ
ス
に
は
、
プ
ロ
の
観
光
ノ
ウ
ハ

ウ
を
学
ぶ
た
め
の
有
名
な
ホ
テ
ル
学
校
が
あ

り
ま
す
。
お
客
さ
ま
は
こ
ん
な
具
合
で
、
だ

か
ら
サ
ー
ビ
ス
す
る
側
は
こ
ん
な
風
に
と
…
。

　
そ
の
真
逆
を
行
く
の
が
「
生
活
観
光
」
で

す
。
ま
ず
は
暮
ら
し
の
魅
力
が
あ
り
、
そ
れ

を
旅
人
に
味
わ
っ
て
も
ら
う
た
め
に
コ
レ
コ

レ
の
仕
掛
け
や
サ
ー
ビ
ス
を
用
意
す
る
、
と

い
う
考
え
で
す
。
イ
タ
リ
ア
の
村
で
は
よ
く

見
ら
れ
ま
す
。

―
1
9
7
1
年
の
北
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
旅
行
の

報
告「
生
活
観
光
地
に
つ
い
て
」で
は
、
4
つ

の
地
域
が
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
う
ち

の
一
つ
、
ウ
ィ
ー
ン
の
北
西
に
あ
る
小
さ
な
村

は
庭
先
で
ワ
イ
ン
を
提
供
す
る
観
光
地
で
し

た
。
た
だ
そ
こ
で
ゆ
っ
く
り
味
わ
え
な
い
状

況
を
目
の
当
た
り
に
し
て
、「
押
し
寄
せ
て
く

る
国
際
観
光
の
波
を
巧
く
制
御
し
て
自
分
た

ち
の
生
活
の
リ
ズ
ム
に
合
わ
さ
せ
る
こ
と
が

重
要
」〈
※
注
2
〉と
も
書
か
れ
て
い
ま
す
ね
。

中
谷
　「
生
活
の
魅
力
を
味
わ
い
た
い
な
ら

生
活
観
光
地
へ
の
着
想

―
観
光
の
中
身
、

そ
れ
は
生
活
そ
の
も
の
が

素
晴
ら
し
い
こ
と

―
由
布
院
の
ま
ち
づ
く
り
を
端
的
に
表
す
言

葉
の
一
つ
「
生
活
観
光
地
」
の
初
出
は
、
私
が

な
っ
た
当
時
は
、
日
本
で
は
「
観
光
地
」
と

い
う
と
、
別
府
や
熱
海
の
よ
う
な
歓
楽
型
の

観
光
地
の
イ
メ
ー
ジ
が
中
心
で
し
た
。
そ
の

他
に
軽
井
沢
に
代
表
さ
れ
る
別
荘
地
と
し
て

の
観
光
地
も
あ
り
ま
し
た
。
た
だ
、「
生
活

そ
の
も
の
が
素
晴
ら
し
い
」
と
い
う
発
想
の

観
光
地
は
あ
ま
り
な
か
っ
た
で
す
。

　
し
か
し
、グ
リ
ム
童
話
を
は
じ
め
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
の
古
い
物
語
な
ど
で
は
、
村
に
行
く
と
旅

籠
で
泊
め
て
も
ら
い
農
村
観
光
も
で
き
る
。

そ
の
よ
う
な
旅
が
既
に
描
か
れ
て
い
ま
し
た
。

今
で
も
イ
タ
リ
ア
の
ト
ス
カ
ー
ナ
地
方
あ
た

り
で
は
、
一
週
間
単
位
で
外
か
ら
訪
れ
た
人

が
悠
々
と
滞
在
し
て
い
ま
す
が
、
最
初
現
地

を
訪
れ
た
時
は
、
こ
れ
は
な
ん
だ
と
感
じ
ま

し
た
。
ド
イ
ツ
の
農
村
で
も
同
じ
よ
う
に
一

週
間
ほ
ど
泊
め
て
も
ら
い
ま
し
た
。
そ
の
家

中
谷
健
太
郎
氏
と
初
め
て
お
話

し
た
の
は
2
0
1
0
年
。
ダ
ニ

エ
ル
・
シ
ュ
ミ
ッ
ト
監
督
の
話

か
ら
始
ま
る
中
谷
氏
の
話
は
私
の
観
光
の
概

念
を
根
底
か
ら
覆
す
も
の
で
し
た
。
そ
し
て
、

同
年
、
私
に
バ
ザ
ー
ル
の
思
想
に
つ
い
て
教

示
し
て
く
れ
た
の
が
故
清
水
聡
二
氏
で
し
た
。

そ
れ
か
ら
10
年
以
上
の
月
日
が
経
っ
て
し
ま

い
ま
し
た
が
、
本
記
事
が
由
布
院
と
い
う
地

で
育
ま
れ
て
き
た
思
想
の
一
端
を
理
解
し
、

「
自
分
の
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
」
を
表
現
す
る

こ
と
の
意
味
を
考
え
る
一
助
に
な
れ
ば
と
思

い
ま
す（
本
研
究
は
、責
任
あ
る
観
光
に
関
す

る
研
究
の
一
環
と
し
て
実
施
し
ま
し
た
）。

※
注
1
…

※
注
2
…

※
注
3
…

※
注
4
…

※
注
5
…

※
注
6
…

※
注
7
…

※
注
8
…

※
注
9
…

※
注
10
…

『
た
す
き
が
け
の
湯
布
院
』（
1
9
8
4
）（
1
7
7
〜
1
7
9
ペ
ー
ジ
）に
よ
る
と
、

「
生
活
観
光
地
」は
中
谷
氏
が
言
い
出
し
、そ
れ
を
受
け
て
由
布
院
観
光
衆
が
打
ち
出
し
た
路
線
で
あ
る
こ
と
。

そ
の
時
、突
然
言
い
出
し
た
こ
と
で
は
な
く
、そ
の
十
数
年
も
前
か
ら
そ
の
方
向
に
傾
斜
し
て
い
た
こ
と
が
記
述
さ
れ
て
い
る
。

志
手
康
二
、梅
木
薫
平
、中
谷
健
太
郎（
1
9
7
2
）：
北
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
旅
の
報
告
書
＝
１
、『
花
水
樹
』、31
ペ
ー
ジ

ダ
ニ
エ
ル
・
シ
ュ
ミ
ッ
ト（D

an
iel S

ch
m
id

）氏
は
、ス
イ
ス
生
ま
れ
の
映
画
監
督（
1
9
4
1
年
12
月
26
日
〜
2
0
0
6
年
8
月
5
日
）。

作
品
に
は「
デ
・
ジ
ャ
・
ヴ
ュ
」（
1
9
8
7
）、「
季
節
の
は
ざ
ま
で
」（
1
9
9
2
）、「
書
か
れ
た
顔
」（
1
9
9
5
）、「
ベ
レ
ジ
ー
ナ
」（
1
9
9
9
）な
ど
が
あ
る
。

「
バ
ザ
ー
ル
」は
、2
0
1
8
年
3
月
に
策
定
さ
れ
た『
新
・
由
布
院
温
泉
観
光
基
本
計
画
』（
由
布
院
温
泉
観
光
協
会
、由
布
院
温
泉
旅
館
組
合
）の

「
由
布
院
観
光
の
コ
ン
セ
プ
ト
」に
お
い
て
も
キ
ー
ワ
ー
ド
の
一
つ
と
し
て
挙
げ
ら
れ
、解
説
が
な
さ
れ
て
い
る
。

由
布
院
観
光
総
合
事
務
所（
1
9
9
7
）：『
ゆ
ふ
い
ん
観
光
新
聞
』11
号
、2
ペ
ー
ジ
。

「
勝
れ
た
観
光
地
」の「
勝
れ
た
」に
つ
い
て
は
、1
9
7
0
年
代
よ
り「
優
れ
た
」が
使
用
さ
れ
て
い
る
が
、こ
こ
で
は
文
献
資
料
の
漢
字
を
そ
の
ま
ま
掲
載
。

詳
細
に
つ
い
て
は
、「「
地
域
ブ
ラ
ン
ド
と
地
域
ブ
レ
ン
ド
」由
布
院
温
泉
亀
の
井
別
荘
主
人 

中
谷
健
太
郎 

講
演
録
」、

中
谷
宇
吉
郎 

雪
の
科
学
館 

通
信
特
別
号
、2
0
0
6
、1
〜
7
ペ
ー
ジ
を
参
照
。

保
田
與
重
郎
氏（
1
9
1
0
年
４
月
15
日
〜
1
9
8
1
年
10
月
4
日
）は
、日
本
の
文
芸
評
論
家
。

著
作
に『
日
本
の
橋
』（
1
9
3
6
）、『
近
代
の
終
焉
』（
1
9
4
1
）、『
現
代
畸
人
伝
』（
1
9
6
3
）な
ど
が
あ
る
。

中
谷
健
太
郎（
2
0
0
6
）：『
由
布
院
に
吹
く
風
』、岩
波
書
店
、33
ペ
ー
ジ

（
公
財
）日
本
交
通
公
社
は
、2
0
1
0
年
度
に「
由
布
院
ス
ピ
リ
ッ
ト
研
究
会
」を
2
回
開
催
。

そ
の
後
、2
0
1
2
年
度
に
由
布
院
に
て
温
泉
ま
ち
づ
く
り
研
究
会
を
開
催
。

そ
れ
ら
を
踏
ま
え
た
考
察
は『
2
0
1
2
年
度
温
泉
ま
ち
づ
く
り
研
究
会
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
記
録
』の
中
で「
第
3
回
研
究
会
を
終
え
て
考
え
た
こ
と
」

（
小
林
英
俊
、吉
澤
清
良
、久
保
田
美
穂
子
）と
し
て
整
理
し
て
い
る
。

自
ら
が
信
じ
る
モ
ノ（
思
想
、信
念
）に
従
っ
て
、自
ら
そ
の
芽
を
創
り
育
て
て
い
く
こ
と
の
大
事
さ
と
、信
じ
る
モ
ノ
を
形
に
し
て
世
の
中
に
そ
っ
と
問
う
て
み
る
こ
と
、

そ
こ
か
ら
共
感
・
共
鳴
す
る
人
が
集
ま
っ
て
い
つ
し
か
大
き
な
輪
に
な
っ
て
い
く
、と
信
じ
る
こ
と
の
大
事
さ
。

考
え（
コ
ン
セ
プ
ト
）や
心（
マ
イ
ン
ド
）を
世
に
問
う
、

コ
ン
セ
プ
ト
・
ア
ウ
ト
あ
る
い
は
マ
イ
ン
ド
・
ア
ウ
ト
の
発
想
が
大
事
だ
と
と
り
ま
と
め
ら
れ
て
い
る（
1
1
6
〜
1
2
6
ペ
ー
ジ
参
照
）。

取
材
後
記

調
べ
た
限
り
で
は
、
町
造
り
雑
誌
『
花
水
樹
』

「
北
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
旅
の
報
告
書
＝
1
」
で
し

た
。
海
外
で
の
初
め
て
の
旅
（
1
9
7
1
年
）

も
含
め
て
、
海
外
の
旅
先
か
ら
得
ら
れ
た
気

づ
き
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
し
た
か
〈
※

注
1
〉。

中
谷
　
私
が
ま
ち
づ
く
り
に
関
わ
る
よ
う
に

「
観
光
」
を
し
て
も
仕
方
が
な
い
ん
じ
ゃ
な

い
か
と
思
い
ま
す
。

由
布
院
人

―
地
域
は
色
ん
な

人
物
が
登
場
す
る
舞
台

―
ブ
レ
ン
ド
す
る
中
で
ヒ
ト
の
存
在
や
つ
な

が
り
は
非
常
に
重
要
だ
と
思
い
ま
す
が
、「
由

布
院
人
」
と
い
う
言
葉
や
考
え
は
ど
の
よ
う

に
生
ま
れ
ま
し
た
か
。

中
谷
　「
由
布
院
人
」
と
い
う
言
葉
は
、
今

は
あ
ま
り
言
わ
れ
ま
せ
ん
が
、「
市
町
村
合

併
反
対
運
動
」
の
と
き
に
生
ま
れ
た
言
葉
で

す
。「
み
ん
な
由
布
院
人
」
と
黄
色
の
ジ
ャ

ン
パ
ー
に
入
れ
ま
し
た
。
由
布
院
人
と
い
う

言
葉
が
持
っ
て
い
る
土
着
性
は
、
由
布
市
民

と
言
っ
た
ら
消
え
て
し
ま
う
で
し
ょ
う
？

　
地
域
の
上
に
暮
ら
し
を
立
て
よ
う
、
と
い
う

の
が
地
域
主
義
で
、
ま
ず
は
地
域
を
中
心
に
考

え
ま
す
。
た
だ
、
地
域
は
い
ろ
い
ろ
な
人
物
が

登
場
す
る
舞
台
で
も
あ
り
ま
す
。
登
場
し
て
き

た
人
は
、
舞
台
に
い
る
間
は
皆「
地
域
の
人
」な

の
で
す
。
そ
れ
だ
け
で
な
く
、
そ
の
人
が
帰
っ

て
も
関
係
が
持
続
し
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、
外

に
い
て
も「
由
布
院
人
」で
し
ょ
う
。

―
ム
ラ
の
外
の「
ブ
レ
ン
ド
・
ス
タ
ッ
フ
」が
力

を
貸
し
て
く
れ
て
、「
由
布
院
ブ
ラ
ン
ド
」 

を
盛

中
国
の
旅
客
が
増
え
る
中
で
、
そ
の
人
た
ち

か
ら
「
あ
ん
た
由
布
院
人
か
？
」
と
問
わ
れ

ま
し
た
。
そ
の
と
き
に
、
由
布
院
在
住
歴
の

長
短
に
関
わ
ら
ず
、「
そ
う
で
す
！
」
と
答

え
ら
れ
る
か
ど
う
か
で
、
相
手
の
評
価
が
決

ま
り
ま
す
。「
わ
し
は
先
祖
代
々
」
と
い
う

よ
う
な
言
い
訳
つ
き
の
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
は

通
用
し
ま
せ
ん
。
言
い
訳
な
し
の
「
地
域
バ

ザ
ー
ル
の
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
」
を
体
で
表
現

で
き
る
か
？
が
、
新
し
い
「
人
間
の
測
り
方
」

に
な
っ
て
く
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

＊
中
谷
健
太
郎
氏
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
実

施
及
び
記
録
の
作
成
に
あ
た
っ
て
は
、
由
布

院
の
百
年
・
編
集
サ
ロ
ン
事
務
局
の
平
野
美

和
子
氏
に
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
こ
こ
に

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

2
0
2
1
年
3
月
30
日

庄
屋
サ
ロ
ン
（「
亀
の
井
別
荘
」
敷
地
内
に
あ

る
古
民
家
）
に
て
（
2
0
2
4
年
、「
父
の
本

棚
」
に
改
名
）

聞
き
手
・
編
集
：
後
藤
健
太
郎
（
公
益
財
団

法
人
日
本
交
通
公
社
主
任
研
究
員
）

係
と
い
う
点
で
見
れ
ば
、「
牛
一
頭
牧
場
運

動
」、「
牛
喰
い
絶
叫
大
会
」〈
写
真
2
〉
な
ど

が
そ
の
前
か
ら
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
。

中
谷
　
一
泊
二
食
の
旅
人
た
ち
が
観
光
の
中

核
に
な
っ
て
い
ま
す
し
、
ど
こ
で
も
旅
館
組

合
、つ
ま
り
宿
屋
さ
ん
が
強
い
で
す
。し
か
し
、

そ
こ
を「
生
活
観
光
地
」と
い
う
目
で
見
る
と
、

旅
館
の
人
た
ち
も
旅
館
の
中
だ
け
で
生
活
し

て
い
る
わ
け
じ
ゃ
な
い
。
こ
の
地
域
周
辺
の

産
物
を
集
め
た
り
、
出
荷
し
た
り
消
費
し
た

り
し
て
生
活
が
成
り
立
っ
て
い
る
の
で
す
。

一
村
一
品
の
生
産
・
出
荷
だ
け
で
は
生
活
は

成
り
立
た
な
い
。
う
ち
か
ら
市
場
に
持
っ
て

い
っ
て
、
そ
れ
が
集
ま
る
と
「
一
村
が
百
品
」

に
な
っ
た
り
す
る
の
で
す
。
そ
の
よ
う
な「
取

り
組
み
」
を
大
分
県
（
平
松
知
事
）
が
音
頭
を

採
っ
て
く
れ
て
、「
地
域
の
バ
ザ
ー
ル
思
想
」

が
具
体
的
に
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。「
一
品
だ

け
食
べ
て
満
足
と
は
な
ら
な
い
」、
と
い
う
考

が
経
営
し
て
い
る
葡
萄
畑
で
は
「
勝
手
に
葡

萄
食
べ
て
い
い
よ
。
土
に
手
を
入
れ
て
み
て

く
だ
さ
い
。
手
が
こ
こ
ま
で
入
る
よ
う
な
畑

の
柔
ら
か
さ
で
す
よ
」
と
。
と
ん
で
も
な
く

高
い
ワ
イ
ン
を
と
は
い
き
ま
せ
ん
が
、
家
で

作
っ
た
ワ
イ
ン
を
樽
か
ら
瓶
に
注
い
で
飲
み

ま
す
。
そ
う
い
う
観
光
地
を
イ
タ
リ
ア
と
ド

イ
ツ
で
体
験
し
ま
し
た
。
ま
た
、
フ
ラ
ン
ス

で
も
葡
萄
畑
を
持
っ
た
人
と
結
婚
し
た
日
本

人
の
と
こ
ろ
で
滞
在
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

見
渡
す
限
り
に
広
が
る
葡
萄
畑
の
中
で
ワ
イ

ン
を
飲
ん
だ
り
す
る
の
は
素
晴
ら
し
い
生
活
、

過
ご
し
方
だ
な
と
思
い
ま
し
た
。

　
日
本
の
銀
座
と
青
山
に
も
店
を
出
し
た
フ

ラ
ン
ス
人
シ
ェ
フ
の
ア
ラ
ン
デ
ュ
カ
ス
氏
が
ス

ペ
イ
ン
の
田
舎
に
レ
ス
ト
ラ
ン
を
開
か
れ
ま

し
た
。
そ
こ
で
は
ア
ヒ
ル
が
歩
き
、
羊
も
い
ま

表

4
ハ
ン
ド
ル
を
明
確
に
す
る

出
典：
中
谷
健
太
郎（
2
0
0
4
）：「
基
調
講
演 

温
泉
地
域
づ
く
り
の
あ
り
方－
花
咲
く
よ
り
も
根
を
肥
や
せ－
」、『
温
泉
地
域
研
究
』第
3
号
、p
．33
よ
り（一部
、表
現
を
修
正
）

表

3
舞
台
と
し
て
の
地
域―

ま
ち
の
新
陳
代
謝
、ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
呼
吸
作
用

出
典：
中
谷
健
太
郎（
2
0
0
6
）：『
由
布
院
に
吹
く
風
』、岩
波
書
店
、p
p
．1
6
2
─1
6
4
よ
り（一部
、加
筆
）

ぶ   

え
ん

い
ま
や
町
づ
く
り
運
動
は
、「
資
本
よ
、町
の
中
に
は
入
っ
て
く
る
な
」、と
い
う
よ
う
な
消
極
的
な
方
向
に
向

か
っ
て
い
ま
す
。入
っ
て
く
る
な
と
い
う
向
こ
う
に
何
が
見
え
る
か
、ジ
リ
貧
し
か
見
え
な
い
。（
中
略
）「
由
布

院
に
だ
け
は
来
て
く
れ
る
な
」と
い
う
消
極
的
な
思
想
で
、こ
れ
か
ら
先
の
町
の
環
境
を
守
っ
て
い
け
る
の
か
、

ク
エ
ッ
シ
ョ
ン
・
マ
ー
ク
が
付
き
ま
す
。

　ブ
レ
ー
キ
を
か
け
れ
ば
、「
襲
来
資
本
」が
止
ま
る
か
？
、そ
う
で
は
な
い
ぞ
。ブ
レ
ー
キ
が
足
り
な
い
の
で

は
な
く
て
、ハ
ン
ド
ル
が
足
り
な
い
の
だ
。ハ
ン
ド
ル
で
は
っ
き
り
こ
っ
ち
へ
行
こ
う
、次
は
あ
っ
ち
だ
と
明
確

に
す
れ
ば
、ブ
レ
ー
キ
と
同
時
に
ア
ク
セ
ル
を
か
け
ら
れ
ま
す
。」

　私
た
ち
の
暮
ら
し
は
、町
内
の
力
と
、町
外
か
ら
の
力
を
入
れ
た
り
出
し
た
り
す
る
こ
と
で
成
り
立
っ
て

い
ま
す
。鎖
国
時
代
で
さ
え
国
外
の
い
ろ
ん
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
出
し
入
れ
さ
れ
て
い
ま
し
た
よ
。ま
し
て
こ
ん

な
小
さ
な
町
、あ
る
い
は
村
が
内
外
と
の
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
交
流
を
し
な
か
っ
た
ら
、そ
れ
こ
そ
新
陳
代
謝
で

き
な
く
な
っ
た
生
き
物
で
す
よ
。（
中
略
）外
か
ら
見
る
視
点
だ
け
を
正
当
化
し
て
、内
部
の
視
点
を
古
臭
い

と
拒
絶
す
る
文
化
人
も
い
る
し
、逆
に
外
の
人
た
ち
は
我
が
物
顔
で
入
っ
て
き
て
ゴ
ミ
を
落
と
し
て
、利
益

だ
け
持
っ
て
帰
っ
て
い
く
、と
主
張
す
る
人
も
い
る
。（
中
略
）も
う
少
し
町
が
長
い
歴
史
の
中
で
、ど
の
よ
う

な
も
の
を
取
り
込
み
、ど
の
よ
う
な
も
の
を
生
み
出
し
て
き
た
か
と
い
っ
た
、ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
呼
吸
作
用
と

し
て
僕
ら
の
闘
い
を
見
て
く
れ
れ
ば
、「
由
布
院
を
め
ぐ
る
情
報
」も
変
わ
っ
て
く
る
と
思
う
。（
中
略
）町
外

の
人
を
援
け
る
こ
と
で
町
内
の
人
も
援
か
る
。そ
う
い
っ
た
も
の
が
由
布
院
を
活
性
化
し
て
き
た
の
で
す
。

ゆ   

ふ

こ
う
ぞ

料
理
人
は
外
か
ら

わ
く
わ
く
す
る
も
の
を

持
っ
て
く
る

―
2
0
0
0
年
代
に
始
ま
っ
た
取
り
組
み
の

一
つ
に
「
由
布
院
盆
地
風
の
食
卓
祭
」
が
あ

り
ま
す
。
バ
ザ
ー
ル
と
ど
の
よ
う
な
関
係
に

58



　
つ
ま
り
誰
が
作
る
か
。「
風
の
料
理
人
」は
、

風
に
乗
っ
て
ど
こ
か
ら
か
や
っ
て
く
る
。
例

え
ば
ト
マ
ト
で
も
、
じ
ゃ
が
い
も
で
も
、
味

噌
で
も
、
胡
瓜
で
も
、
み
ん
な
「
外
」
か
ら

来
た
も
の
で
す
。
そ
し
て
大
事
な
こ
と
は
、

そ
の
と
き
必
ず
「
料
理
人
」
が
一
緒
に
来
る

の
で
す
。
物
だ
け
来
て
も
ど
う
し
た
ら
い
い

か
わ
か
ら
な
い
で
す
か
ら
。
料
理
人
が
来
て

ど
う
だ
、
飯
は
旨
い
だ
ろ
う
と
、
こ
の
小
麦

を
こ
ん
な
に
し
て
こ
ね
て
「
う
ど
ん
」
に
し

た
。だ
か
ら
料
理
人
が
必
ず
一
緒
に
来
ま
す
。

　
そ
の
よ
う
に
、
料
理
人
は
海
の
向
こ
う
か

ら
、
わ
く
わ
く
す
る
も
の
を
持
っ
て
一
緒
に

来
る
か
ら
、
風
の
料
理
人
。
風
の
食
材
・
風

の
食
卓
・
風
の
料
理
人
で
「
食
文
化
」
を
創

ろ
う
と
い
う
て
「
バ
ザ
ー
ル
運
動
」
に
も
繋

が
っ
て
い
き
、「
風
の
食
卓
運
動
」
を
今
も

や
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
け
ど
ね
。

地
域
の
ブ
レ
ン
ド
力

―
他
所
の
も
の
を

織
り
込
み

生
活
の
中
に
愉
し
み
を

創
る

―
地
域
の
外
か
ら
い
ろ
い
ろ
な
も
の
を
取
り

込
ん
で
ま
ち
が
発
展
し
て
き
た
由
布
院
で
、

そ
れ
を
象
徴
す
る
中
谷
さ
ん
の
言
葉
、
考
え

の
一
つ
が
「
地
域
の
ブ
レ
ン
ド
力
」〈
表
2
〉

〈
※
注
7
〉
か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

中
谷
　「
地
域
ブ
ラ
ン
ド
」
と
い
う
の
は
、

な
ん
か
い
や
ら
し
い
で
は
な
い
で
す
か
。「
そ

こ
だ
け
の
も
の
」
と
し
て
い
る
か
ら
で
す
。

例
え
ば
、
京
都
の
も
の
が
京
都
ブ
ラ
ン
ド
、

金
沢
の
も
の
が
金
沢
ブ
ラ
ン
ド
。
し
か
し
実

際
は
、
そ
こ
だ
け
の
も
の
は
な
い
の
で
す
。

あ
っ
ち
か
ら
も
こ
っ
ち
か
ら
も
長
い
時
間
を

か
け
て
入
っ
て
き
て
い
ま
す
。
ど
う
や
っ
て

た
く
さ
ん
の
も
の
を
「
生
活
の
中
」
に
織
り

込
ん
で
き
た
か
、
あ
る
い
は
織
り
込
ん
で
い

く
か
。
京
都
で
も
金
沢
で
も
、
中
国
や
他
の

国
々
、
地
域
か
ら
運
ば
れ
た
も
の
を
編
み
込

ん
で
き
て
い
ま
す
よ
ね
、
苦
労
し
な
が
ら
。

　
文
芸
評
論
家
の
保
田
與
重
郎
さ
ん
〈
※
注

8
〉
は
、
ご
ち
ゃ
ご
ち
ゃ
に
混
ぜ
て
味
も
な

く
、
栄
養
に
も
な
ら
な
い
「
蒟
蒻
」
を
愛
好

さ
れ
る
そ
う
で
す
。「
蒟
蒻
」
は
毒
で
、
現

在
の
よ
う
な
安
全
な
食
べ
方
に
な
る
ま
で
に

多
く
の
人
が
亡
く
な
っ
た
そ
う
で
す
。
し
か

も
栄
養
に
も
な
ら
な
い
、
そ
れ
を
一
生
懸
命

作
っ
て
き
た
こ
と
で
、「
蒟
蒻
」
は
今
も
ぜ

い
た
く
な
珍
味
・
必
需
品
で
す
。
栄
養
が
あ

る
、
旨
い
。
だ
か
ら
ど
ん
ど
ん
ど
ん
ど
ん
広

が
っ
て
地
域
文
化
に
な
る
か
と
い
う
と
、
そ

う
で
も
な
い
よ
う
で
す
。
蒟
蒻
は
、
元
は
中

国
か
ら
伝
わ
っ
た
も
の
だ
け
ど
、
日
本
で
は

好
ん
で
食
べ
る
文
化
が
続
い
て
い
て
、
蒟
蒻

屋
が
な
い
市
町
村
は
少
な
い
そ
う
で
す
。
そ

う
い
う
面
白
さ
を
考
え
る
と
「
地
域
ブ
ラ
ン

ド
」
と
い
う
の
は
乱
暴
な
言
い
方
で
、
ど
の

よ
う
に
生
活
に
ブ
レ
ン
ド
さ
れ
て
い
く
か
、

そ
こ
に
「
面
白
み
」
を
発
見
し
な
か
っ
た
ら
、

だ
、
塔
か
ら
矢
だ
け
を
射
て
占
領
し
て
も
、

バ
ザ
ー
ル
が
な
け
れ
ば
食
べ
る
も
の
が
得
ら

れ
な
い
の
で
す
。
イ
タ
リ
ア
の
小
さ
な
都
市

の
小
さ
な
町
に
行
く
と
、
広
場
が
あ
っ
て
、

大
概
そ
こ
に
お
金
を
交
換
す
る
銀
行
と
旅
人

が
泊
ま
る
ホ
テ
ル
が
あ
り
ま
す
。
銀
行
で
両

替
し
ま
す
し
、
必
需
品
を
交
換
す
る
バ
ザ
ー

ル
も
生
ま
れ
ま
す
。

　
住
ん
で
い
る
人
も
「
バ
ザ
ー
ル
」
で
生
活
し

ま
す
。
そ
こ
に
何
日
か
泊
ま
る
旅
人
も
「
バ

ザ
ー
ル
」で
生
活
し
ま
す
。「
一
泊
二
食
」や「
有

名
な
何
が
あ
り
ま
す
」
と
い
う
よ
う
な
観
光

は
、
ち
ょ
っ
と
違
う
だ
ろ
う
と
い
う
こ
と
を

言
い
た
い
で
す
。
一
軒
一
軒
の
家
庭
が
何
を

食
べ
る
と
か
、
第
一
級
の
ホ
テ
ル
で
あ
る
か
、

安
い
ホ
テ
ル
で
あ
る
か
み
た
い
な
こ
と
で
争

わ
な
く
て
も
、「
バ
ザ
ー
ル
」
さ
え
守
っ
て
い

け
れ
ば「
生
活
」は
そ
こ
に
保
た
れ
る
の
で
す
。

そ
れ
が
「
生
活
観
光
」
の
基
盤
に
な
り
ま
す
。

特
に
ユ
ー
ラ
シ
ア
大
陸
の
、「
作
る
よ
り
も

交
換
で
成
り
立
っ
て
き
た
、
あ
る
い
は
交
換

の
た
め
に
」
長
い
何
千
年
の
歴
史
を
育
ん
で

き
た
よ
う
な
と
こ
ろ
で
は
、
確
か
に
泥
棒
も

い
る
し
貧
し
さ
も
あ
る
け
れ
ど
も
、
バ
ザ
ー

ル
は
活
々
と
続
い
て
い
る
と
思
い
ま
し
た
。

　
し
か
し
、イ
タ
リ
ア
の
サ
ン
・
ジ
ミ
ニ
ャ
ー

ノ
の
町
も
、
そ
の
後
の
20
年
ぐ
ら
い
で
物
凄

く
変
わ
り
ま
し
た
。
最
初
に
行
っ
た
と
き
は

お
っ
ち
ゃ
ん
、
お
ば
さ
ん
、
少
年
た
ち
が
に

こ
っ
と
笑
っ
た
り
な
ん
か
し
な
が
ら
、
そ
の

辺
で
作
っ
た
よ
う
な
も
の
を
売
っ
て
い
ま
し

た
。
し
か
し
、
そ
れ
か
ら
20
年
く
ら
い
後
に

は
、
売
っ
て
い
る
も
の
は
イ
ン
ド
や
中
国
の

も
の
、
日
本
の
も
の
で
し
た
。

　
バ
ザ
ー
ル
は
た
し
か
に
何
百
年
で
も
残
る

け
れ
ど
も
、
見
事
に
変
わ
っ
た
り
も
す
る
、

あ
ま
り
あ
て
に
な
ら
な
い
。
何
が
そ
の
土
地

の
バ
ザ
ー
ル
を
そ
の
土
地
の
バ
ザ
ー
ル
た
ら

し
め
て
お
る
か
？
。
売
れ
る
も
の
、
売
れ
な

い
も
の
も
含
め
て
、そ
の
土
地
の「
バ
ザ
ー
ル
」

で
あ
り
続
け
る
、
そ
う
い
う
頑
固
さ
は
ど
こ

か
ら
き
て
い
る
の
か
、
そ
れ
は
建
物
か
ら
だ

と
思
う
。
建
物
が
な
い
と
、
つ
ま
り
空
間
が

な
い
と
バ
ザ
ー
ル
は
成
り
立
た
な
い
の
で
す
。

　
そ
れ
で
、
由
布
院
の
景
観
を
大
事
に
考
え

よ
う
と
運
動
を
起
こ
し
ま
し
た
。
バ
ザ
ー
ル

か
ら
暮
ら
し
へ
の
関
心
が
芽
生
え
、
景
観
、

建
築
へ
と
取
り
組
み
が
移
っ
て
い
き
ま
し
た
。

―
1
9
9
0
年
は
、「
潤
い
の
あ
る
町
づ
く
り

条
例
」が
制
定
さ
れ
る
と
と
も
に
、「
バ
ザ
ー

ル（
市
場
）の
あ
る
温
泉
リ
ゾ
ー
ト
村
・
構
想
」

が
由
布
院
観
光
の
長
期
ビ
ジ
ョ
ン
と
し
て
掲

げ
ら
れ
、「
由
布
院
観
光
総
合
事
務
所
」の
設

立
が
事
業
計
画
化
さ
れ
た
、「
由
布
院
の
エ

ポ
ッ
ク
」と
も
い
え
る
時
期
だ
っ
た
と
思
い
ま

す
。
同
時
に
90
年
の
湯
布
院
町『
町
勢
要
覧
』

で「
最
も
住
み
よ
い
町
こ
そ
勝
れ
た
観
光
地
で

あ
る
」と
い
う
理
念
が
大
き
く
謳
わ
れ
た
時

期
で
も
あ
り
ま
し
た〈
図
2
〉〈
※
注
6
〉。

　1
9
9
0
年
代
後
半
に「
ゆ
ふ
い
ん
建
築
・

環
境
デ
ザ
イ
ン
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」
が
作
成
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
そ
こ
に
至
る
流
れ
も
理
解

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

あ
り
ま
す
で
し
ょ
う
か
。

中
谷
　
料
理
と
い
う
も
の
は
ど
こ
か
「
わ
く

わ
く
」
し
ま
す
。
人
は
3
6
5
日
、
同
じ
も

の
を
食
べ
た
い
と
は
思
わ
な
い
わ
け
で
す
か

ら
目
新
し
い
と
か
、
そ
う
い
う
も
の
が
必
要

で
す
。
一
に
「
食
材
」、
二
に
「
お
客
」、
三
四

が
な
く
て
五
に
「
板
場
」（
笑
）
と
。
料
理
人

と
一
杯
呑
み
な
が
ら
ハ
ッ
パ
を
か
け
る（
笑
）。

　
食
材
は
、
で
き
る
だ
け
「
そ
こ
で
」
手
に

入
る
も
の
。
1
時
間
か
ら
2
時
間
く
ら
い
の

範
囲
で
行
政
区
域
は
関
係
な
い
。
運
ん
で
き

た
も
の
は
、「
風
の
食
卓
運
動
」の
中
で
の「
風

の
食
材
」
で
す
。
冷
凍
や
干
物
、
ま
し
て
海

外
で
作
ら
れ
た
も
の
、
船
で
運
ば
れ
た
も
の

を
最
初
か
ら
あ
て
に
す
る
な
。
風
の
中
か
ら

持
っ
て
こ
い
。
風
に
吹
か
れ
て
育
っ
た
食
材

を
獲
っ
て
く
る
と
い
う
こ
と
で「
風
の
食
材
」

と
呼
ん
で
い
ま
し
た
。

　
あ
と
は
「
風
の
食
卓
」。
そ
の
土
地
の
風
に

吹
か
れ
な
が
ら
「
風
吹
く
食
卓
」
で
食
べ
て
初

め
て
、
そ
こ
の
土
地
柄
の
味
が
す
る
の
で
す
。

地
方
の
観
光
地
の
板
場
が
、
京
都
の
ホ
テ
ル

で
出
す
よ
う
な
料
理
を
追
っ
か
け
て
も
仕
方

が
な
い
で
す
。
ま
ず
風
の
中
か
ら
「
食
材
」
を

運
ん
で
食
事
を
作
る
、
そ
し
て
「
風
の
食
卓
」

に
持
ち
出
し
て
食
べ
る
の
が
そ
の
土
地
の
料

理
…
。
風
の
食
材
、
風
の
食
卓
、
そ
し
て
、

最
後
が
「
風
の
料
理
人
」。

か
け
た
ら
ダ
メ
だ
」と
。
満
足
は
、
マ
ー
ケ
ッ

ト
で
言
う
と
「
向
こ
う
側
の
価
値
観
」
の
話
。

そ
う
で
は
な
く
、
こ
ち
ら
側
の
ホ
ス
ピ
タ
リ

テ
ィ
で
勝
負
す
る
。
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
は
こ

ち
ら
側
の
価
値
観
の
こ
と
な
の
で
す
。
ホ
ス

ピ
タ
リ
テ
ィ
（
自
分
の
個
性
、
価
値
観
）
を

考
え
ず
に
、入
っ
て
く
る「
旅
人
の
価
値
観
」、

満
足
を
追
い
求
め
て
観
光
を
し
て
い
る
と
市

場
が
崩
壊
し
ま
す
。「
崩
壊
し
な
い
よ
う
に
」

と
言
う
の
は
簡
単
で
す
が
、
実
行
す
る
の
は

や
っ
か
い
で
す
。「
私
た
ち
に
で
き
る
こ
と
、

私
た
ち
が
良
い
と
思
っ
て
い
る
も
の
は
こ
れ

な
ん
で
す
」と
言
っ
て
、「
砦
を
狭
く
造
っ
て
、

広
い
世
界
へ
売
る
」。
広
い
世
界
の
ホ
ス
ピ

タ
リ
テ
ィ
に
自
分
の
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
を
合

わ
せ
て
い
く
と
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
が
崩
壊
す
る

の
で
す
。

　
2
0
0
0
年
代
に
、
急
激
に
韓
国
・
台
湾
・

り
上
げ
て
く
れ
て
い
る
、
由
布
院
の
外
に
も
拠

点
が
あ
る
こ
と
が
由
布
院
の
ま
ち
づ
く
り
の
特

徴
な
の
だ
と
改
め
て
感
じ
ま
し
た〈
※
注
9
〉。

足
り
な
い
の
は
ハ
ン
ド
ル

―
外
に
開
き
、

何
を
取
り
入
れ

ま
ち
の
新
陳
代
謝
を

図
る
か

中
谷
　
由
布
院
の
中
で
は
、
親
戚
縁
者
が
ほ

ぼ
固
ま
っ
て
い
ま
す
ね
。
そ
の
固
ま
り
と
は

少
し
違
う
他
所
か
ら
入
っ
て
き
た
私
た
ち

は
、
バ
ザ
ー
ル
や
催
事
な
ど
で
人
を
集
め
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
ん
な
バ
ラ
バ
ラ
文
化

な
の
で
す
。
盆
地
の
中
で
は
農
協
は
か
っ
ち

り
し
て
い
ま
す
し
、
各
自
治
会
、
集
落
、
消

防
…
そ
う
い
う
の
は
し
っ
か
り
し
て
い
ま

す
。
な
ぜ
か
？

　
由
布
院
は「
隠
れ
キ
リ
シ
タ
ン
」の
村
だ
っ

た
か
ら
殿
様
が
い
な
い
。
殿
様
が
い
な
か
っ

た
ら
庄
屋
で
固
ま
る
以
外
な
い
の
で
す
。
室

町
時
代
ま
で
は
、
由
布
岳
に
自
生
す
る
楮
の

木
の
皮
を
使
っ
て
木
綿
を
織
っ
て
い
ま
し
た

が
、
関
ヶ
原
の
合
戦
以
降
は
、
そ
う
い
っ
た

も
の
が
全
て
禁
止
さ
れ
、
産
業
は
な
く
な
り

ま
し
た
。
し
か
し
、
ど
こ
か
で
食
っ
て
い
か

な
い
と
い
け
な
い
。
通
商
、
商
業
も
興
し
て

は
い
け
な
い
と
言
わ
れ
て
も
塩
が
な
か
っ
た

ら
一
日
も
生
き
ら
れ
ま
せ
ん
。
そ
の
他
農
器

具
・
金
物
も
で
す
。魚
は
塩
干
物
で「
無
塩（
生

鮮
）
は
な
し
」
と
い
っ
た
状
況
が
三
百
年
も

続
い
た
の
で
す
。
だ
か
ら
、
殿
様
へ
の
で
は

な
く
て
自
分
が
住
む
村
の
庄
屋
の
誰
々
さ
ん

へ
と
い
う
風
に
固
ま
っ
て
い
き
て
い
ま
す
。

　
ム
ラ
が
外
に
開
か
れ
て
い
な
い
と
生
活
が

成
り
立
た
な
い
と
い
う
実
態
は
あ
り
ま
し
た

が
、
明
治
に
急
に
開
国
さ
せ
ら
れ
て
も
ま
だ

1
0
0
年
ち
ょ
っ
と
く
ら
い
し
か
経
っ
て
い

な
い
の
で
、
す
ぐ
に
「
バ
ザ
ー
ル
の
精
神
」
へ

と
は
な
ら
な
い
で
す
。
そ
う
し
た
中
で
、
観

光
と
は
ま
た
別
の
意
味
で
外
か
ら
入
っ
て
く

る
も
の
に
目
が
向
い
た
の
で
す
。
別
府
で
は

そ
も
そ
も
外
国
鋼
船
を
入
れ
た
り
し
て
、
と

ん
で
も
な
い
こ
と
に
な
っ
た
な
あ
と
。
明
治

の
終
わ
り
頃
か
ら
影
響
を
受
け
は
じ
め
て
大

正
か
ら
こ
こ
ま
で
の
間
の
1
0
0
年
く
ら
い

の
生
の
感
動
を
探
っ
て
い
く
と
、
こ
の
村
の

特
性
が
把
握
で
き
る
と
同
時
に
ブ
ラ
ン
ド
で

は
な
く
て
ブ
レ
ン
ド
だ
と
。こ
こ
だ
け
を
守
っ

て
ブ
ラ
ン
ド
化
し
よ
う
と
思
っ
た
ら
生
き
て

い
け
な
い
。
だ
か
ら
ど
う
や
っ
て
上
手
く
ブ

レ
ン
ド
化
し
て
い
く
か
だ
と
思
い
ま
す
。

―
ブ
レ
ン
ド
に
関
連
す
る
も
の
と
し
て
、
ま

ち
の「
新
陳
代
謝
」〈
表
3
〉を
考
え
る
視
点
や
、

地
域
の
外
か
ら
入
っ
て
く
る
も
の
に
対
し
て

「
ブ
レ
ー
キ
で
は
な
く
ハ
ン
ド
ル
が
必
要
」〈
表

4
〉
と
い
う
視
点
は
、
長
年
の
実
践
を
通
じ

て
育
ま
れ
て
き
た
の
だ
と
感
じ
ま
す
。

ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
と
は

こ
ち
ら
側
の
価
値
観

―
取
り
入
れ
る
砦
は

自
分
の

ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
に

合
っ
た
分
だ
け
に
す
る

―
10
年
程
前
に
も
一
度
お
話
し
を
伺
い
ま
し

た
が
、
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
を
ど
の
よ
う
に
捉

え
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
か
、
改
め
て
聞
か
せ
て

く
だ
さ
い
〈
※
注
10
〉。
外
か
ら
取
り
入
れ
る

と
き
に
何
を
意
識
し
た
ら
よ
い
で
し
ょ
う
か
。

中
谷
　
当
時
あ
る
ホ
テ
ル
業
者
と
話
し
て
い

て
気
づ
い
た
の
で
す
が
、
外
国
か
ら
の
お
客

様
を
た
く
さ
ん
入
れ
て
い
る
そ
の
ホ
テ
ル
の

方
が
言
う
に
は
、「
お
客
様
の
満
足
を
追
い

由
布
院
か
ら
ス
イ
ス
に
戻
っ
て
行
か
れ
ま
し

た
。
そ
し
て
『
季
節
の
は
ざ
ま
で
』
と
い
う

映
画
を
創
ら
れ
ま
し
た
（
1
9
9
2
年
）。

そ
れ
は
自
分
が
山
城
み
た
い
な
古
い
ホ
テ
ル

で
子
供
の
時
代
を
過
ご
し
て
、
今
は
普
通
の

大
人
に
な
り
ま
し
た
と
い
う
内
容
の
映
画
で

す
。

　
映
画
が
完
成
し
た
と
き
に
招
待
状
が
来

て
、「
由
布
院
で
の
体
験
か
ら
、
世
界
中
の
人

に
自
分
の
映
画
を
見
せ
る
と
同
時
に
自
分
の

村
の
人
に
自
分
の
映
画
を
観
て
も
ら
う
と
い

う
こ
と
に
目
覚
め
た
。
そ
の
最
初
の
人
が
こ

の
人
だ
よ
と
紹
介
す
る
か
ら
来
て
く
れ
」
と
。

だ
け
ど
、
由
布
院
で
「
生
活
観
光
地
づ
く
り
」

を
し
て
い
た
の
で
行
か
な
か
っ
た
。
現
地
に

行
っ
た
と
し
て
も
単
な
る
ツ
ー
リ
ス
ト
、
観

光
視
察
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
で
し
ょ
う
。
た

だ
、
そ
の
後
し
ば
ら
く
し
て
、
シ
ュ
ミ
ッ
ト

監
督
は
癌
で
亡
く
な
り
ま
し
た
。
行
動
的
で

あ
れ
ば
よ
か
っ
た
と
今
は
思
い
ま
す
。

バ
ザ
ー
ル
の
思
想

―
あ
っ
ち
こ
っ
ち
で

作
っ
た
も
の
が

ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
に
混
在

―
生
活
観
光
地
、
保
養
温
泉
地
構
想
、
ク
ア

オ
ル
ト
構
想
な
ど
に
続
け
て
由
布
院
で
育
ま

れ
て
き
た
「
バ
ザ
ー
ル
の
思
想
」〈
表
1
〉〈
※

注
4
〉
に
焦
点
を
当
て
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
1
9
8
2
年
か
ら
始
ま
っ
た
「
食
べ
物

文
化
祭
」
で
は
、
自
ら
の
町
を
情
報
の
交
わ

る
ク
ロ
ス
ロ
ー
ド
の
町
、
バ
ザ
ー
ル
の
町
と

位
置
づ
け
、
世
界
各
国
の
料
理
を
テ
ー
マ
に

さ
れ
て
い
ま
し
た
ね
。
地
域
の
中
と
外
の
関

え
が
底
辺
に
あ
り
ま
す
。
そ
こ
が
一
村
一
品

の
分
か
り
に
く
い
点
で
あ
り
ま
し
た
し
、
分

か
り
に
く
い
か
ら
あ
あ
こ
れ
か
と
手
探
り
す

る
時
間
が
掛
か
り
ま
し
た
が
、
そ
れ
で
浸
透

し
た
と
い
う
側
面
も
あ
り
ま
す
け
ど
ね
。

　
だ
か
ら
、
そ
の
土
地
だ
け
の
一
泊
二
食
の

文
化
産
業
じ
ゃ
な
く
て
、
あ
っ
ち
こ
っ
ち
で

作
っ
た
も
の
が
集
ま
っ
て
こ
な
い
と
面
白
く

な
い
で
す
。
例
え
ば
、
ト
ル
コ
で
は
い
ろ
ん

な
料
理
が
出
て
き
ま
す
。
器
は
、
ペ
ル
シ
ャ

の
器
も
あ
り
ま
す
が
、
中
国
か
ら
の
器
も
た

く
さ
ん
入
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
ロ
シ
ア

か
ら
は
サ
モ
ワ
ー
ル
（
湯
沸
か
し
器
）
み
た

い
な
の
も
入
っ
て
き
て
い
ま
す
。
そ
う
い
っ

た
も
の
が
混
ぜ
こ
ぜ
に
そ
こ
に
あ
っ
て
、
し

か
も
そ
れ
が
破
綻
し
て
お
ら
ず
、
ダ
イ
ナ

ミ
ッ
ク
に
混
在
し
て
お
る
。
そ
れ
が
一
つ
の

バ
ザ
ー
ル
に
な
っ
て
い
ま
す
。

―
中
谷
さ
ん
の
「
市
場
が
あ
る
か
ら
、
文
・

物
が
移
出
入
し
、ム
ラ
が
世
界
に
つ
な
が
る
。

そ
れ
が
ム
ラ
の
消
費
文
化
を
豊
か
に
し
、
生

産
文
化
を
誘
発
す
る
。」〈
注
5
〉
と
い
う
言

葉
が
印
象
に
残
っ
て
い
ま
す
。

中
谷
　
ど
こ
の
地
域
に
行
っ
て
も
、
特
に
砂

漠
を
中
心
に
ユ
ー
ラ
シ
ア
大
陸
で
は
、
生
産

で
生
き
て
い
る
よ
り
も
、
あ
っ
ち
こ
っ
ち
か

ら
物
を
集
め
、
あ
る
い
は
出
荷
し
て「
バ
ザ
ー

ル
で
生
き
て
き
た
歴
史
」
が
長
い
で
す
よ
ね
。

広
大
な
モ
ン
ゴ
ル
か
ら
ア
ラ
ブ
を
越
え
て
、

果
て
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
至
る
、
そ
の
間
の
地

域
の
ほ
と
ん
ど
が
、「
バ
ザ
ー
ル
」
や
「
オ
ア

シ
ス
」
の
慰
労
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
生
き
て
い

る
わ
け
で
す
。
地
域
は
縮
こ
ま
っ
た
ら
い
け

な
い
と
い
う
思
い
が
あ
っ
た
の
で
す
。
由
布

院
は
、
い
っ
た
ん
は
縮
こ
ま
る
運
動
だ
っ
た

「
由
布
院
の
自
然
を
守
る
会
」。「
小
さ
な
別
府

や
熱
海
に
な
る
な
」
と
、
小
さ
い
「
家
庭
で
生

活
」
そ
の
も
の
を
魅
力
に
し
て
い
こ
う
と
し

ま
し
た
。

　
し
か
し
世
界
を
見
て
み
る
と
、「
そ
こ
で

何
が
で
き
た
か
」
の
話
題
よ
り
も
、「
そ
こ

に
何
が
運
ば
れ
て
き
た
か
」
と
い
う
話
題
の

方
が
よ
り
大
き
く
世
界
の
文
化
や
歴
史
を
変

え
て
き
て
い
ま
す
し
、
そ
の
上
で
保
た
れ
る

平
和
で
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
ね
。
地
域
主

義
の
戦
争
み
た
い
に
な
っ
て
も
駄
目
で
す
。

交
換
で

成
り
立
っ
て
き
た
歴
史

―
住
ん
で
い
る
人
も

滞
在
す
る
旅
人
も

勘
定
す
る

中
谷
　
イ
タ
リ
ア
に
サ
ン
・
ジ
ミ
ニ
ャ
ー
ノ

と
い
う
塔
の
町
が
あ
り
ま
す
。
周
り
か
ら
攻

め
ら
れ
た
と
き
に
戦
う
た
め
の
塔
で
す
。
た

い
ら
っ
し
ゃ
い
よ
」
と
言
え
る
よ
う
な
体
勢

と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
を
考
え
て
み
る
こ

と
が
重
要
で
す
。
こ
こ
ま
で
い
ら
し
て
頂
い

た
ら
、「
暮
ら
し
の
魅
力
」を
味
わ
え
ま
す
よ
。

由
布
院
は
、
空
間
が
ゆ
っ
た
り
し
て
い
ま
す

よ
。
都
会
と
は
異
な
る
「
の
ん
び
り
生
活
」

が
味
わ
え
ま
す
よ
。
都
会
の
あ
ち
こ
ち
で
は

皆
忙
し
そ
う
で
す
が
、
そ
れ
が
素
晴
ら
し
い

生
活
だ
と
は
思
え
ま
せ
ん
。
由
布
院
に
い
ら

し
て
「
あ
あ
生
き
て
い
る
、
こ
の
生
き
方
が

い
い
な
あ
」
と
思
っ
て
頂
け
れ
ば
「
生
活
観

光
」
は
成
り
立
つ
と
思
う
の
で
す
。

平
和
な
家
族
の
暮
ら
し

―
ス
イ
ス
の
中
を

守
っ
た
の
で
は

ス
イ
ス
の
中
で
生
き
る

自
分
の
家
族
を
守
れ
な
い

―
生
活
自
体
の
豊
か
さ
、
生
き
方
が
生
活
観

光
の
核
と
な
る
と
思
い
ま
す
が
、
地
域
の
中

と
外
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
ど
の
よ
う
に

考
え
て
お
ら
れ
ま
し
た
か
。
由
布
院
の
ま
ち

は
、
外
か
ら
の
憧
れ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
採
り

入
れ
て
発
展
し
て
き
た
と
実
際
に
感
じ
ま
す
。

　ま
ず
映
画
監
督
ダ
ニ
エ
ル
・
シ
ュ
ミ
ッ
ト

氏
〈
※
注
3
〉
と
の
出
会
い
と
そ
こ
か
ら
生

ま
れ
た
考
え
な
ど
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

中
谷
　
湯
布
院
映
画
祭
の
仲
間
で
、
一
緒
に

映
画
祭
を
創
っ
て
き
た
田
井
肇
氏
（
大
分
・
ミ

ニ
シ
ア
タ
ー
「
シ
ネ
マ
5
」
支
配
人
）が

1
9
8
8
年
に
ダ
ニ
エ
ル
・
シ
ュ
ミ
ッ
ト
監
督
を

由
布
院
に
招
き
ま
し
た
。
そ
の
時
の
様
子
は

冊
子
〈
図
1
〉
に
な
っ
て
い
ま
す
。
シ
ュ
ミ
ッ

ト
監
督
と
一
緒
に
風
呂
に
入
っ
た
り
、
み
ん

な
で
ゴ
ロ
ゴ
ロ
し
た
り
…
。
シ
ュ
ミ
ッ
ト
監

督
は
3
日
ほ
ど
泊
ま
ら
れ
ま
し
た
。「
サ
ロ
ン
・

雪
安
居
」で
シ
ュ
ミ
ッ
ト
監
督
の
作
品
を
最
新

の
レ
ー
ザ
ー
デ
ィ
ス
ク
で
観
て
も
ら
っ
た
の

で
す
が
、
大
変
驚
か
れ
た
。
日
本
国
の
九
州

島
の
由
布
院
で
自
分
の
作
品
が
最
新
の
レ
ー

ザ
ー
デ
ィ
ス
ク
で
観
ら
れ
る
日
本
と
い
う
の

は
何
と
不
思
議
な
国
だ
と
言
わ
れ
ま
し
た
。

　
ご
存
知
の
通
り
ス
イ
ス
は
周
り
が
列
強
で

攻
め
ら
れ
た
ら
ひ
と
た
ま
り
も
な
い
。
ど
う

す
る
？
あ
ん
な
に
素
晴
ら
し
い
と
こ
ろ
に

「
攻
め
込
ん
で
叩
き
潰
す
わ
け
に
は
い
か
ん

ぞ
」
と
、
周
り
の
列
強
が
思
っ
て
く
れ
る
為

に
自
分
は
映
画
を
創
る
と
仰
っ
た
。
映
画
を

列
強
に
持
ち
出
し
て
映
画
を
観
て
も
ら
う
こ

と
が
「
ス
イ
ス
を
守
る
」
こ
と
に
な
る
と
…
。

そ
れ
以
外
に
自
分
の
家
族
を
守
り
、
ス
イ
ス

が
生
き
延
び
て
い
く
方
法
は
な
い
と
。
だ
か

ら
自
分
が
創
っ
て
い
る
映
画
に
は
情
念
が
満

ち
て
い
る
と
言
っ
て
い
ま
し
た
ね
。

　
由
布
院
に
来
て
み
た
ら
、「
撮
影
所
が
な

い
」
と
い
う
こ
と
は
ス
イ
ス
も
同
じ
だ
。
同

じ
よ
う
に
撮
影
所
が
な
い
の
に
、
ス
イ
ス
は

外
国
で
映
画
を
創
っ
て
ま
で
も
「
ス
イ
ス
は

素
晴
ら
し
い
と
こ
ろ
だ
」
と
世
界
中
に
発
信

し
よ
う
と
し
て
お
る
の
だ
け
ど
も
、
由
布
院

は
世
界
中
で
作
ら
れ
た
映
画
を
町
中
で
上
映

し
て
、「
世
界
に
は
こ
ん
な
素
晴
ら
し
い
暮

ら
し
が
あ
り
ま
っ
せ
」
と
い
う
「
祭
り
」
を

や
っ
て
い
る
、
真
逆
だ
と
。「
そ
の
お
か
げ

で
今
夜
、
皆
様
と
一
緒
に
、
楽
し
く
自
分
の

映
画
を
上
映
し
て
も
ら
っ
て
い
る
…
。
こ
の

不
思
議
な
出
会
い
こ
そ
」
み
た
い
な
こ
と
で

当
日
は
盛
り
上
が
っ
た
わ
け
で
す
。
シ
ュ

ミ
ッ
ト
監
督
は
、「
世
界
の
方
々
よ
、
見
て

く
だ
さ
い
。
ス
イ
ス
は
こ
ん
な
素
晴
ら
し
い

国
だ
」
と
い
う
よ
う
な
大
そ
れ
た
も
の
で
は

な
く
て
、
ス
イ
ス
の
「
自
分
の
村
の
人
達
」

を
招
い
て
観
て
も
ら
う
た
め
に
、「
村
の
人

達
の
た
め
の
映
画
」
を
創
る
、
と
言
っ
て
、

し
た
。
小
屋
に
は
4
ル
ー
ム
く
ら
い
し
か
な

い
の
で
す
が
、
ゆ
っ
く
り
食
べ
て
い
っ
て
く
れ

と
い
う
雰
囲
気
の
と
こ
ろ
で
し
た
。
世
界
的

規
模
で
見
れ
ば
あ
っ
た
の
で
す
が
、
当
時
日

本
で
は
、「
生
活
に
切
り
込
ん
だ
イ
メ
ー
ジ
の

観
光
」は
、
あ
ま
り
聞
か
な
か
っ
た
で
す
。

そ
の
土
地
の
人
が

お
客
に
な
る

他
所
の
人
も

ご
ち
ゃ
混
ぜ
に
出
会
う

中
谷
　
ス
ペ
イ
ン
と
フ
ラ
ン
ス
に
跨
っ
て
い

る
バ
ス
ク
地
方
の
ま
ち
ビ
ル
バ
オ
市
は
、
人

口
1
万
人
あ
た
り
の
バ
ー
の
数
が
世
界
で
一

番
多
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
こ
の
観
光

は
、
別
荘
観
光
で
も
な
く
、
も
ち
ろ
ん
歓
楽

型
の
観
光
で
も
な
い
で
す
。
そ
れ
は
な
ん
だ

と
い
う
と
「
生
活
観
光
」
と
し
か
言
い
よ
う

が
な
い
の
で
す
。

　
当
時
の
日
本
で
は
、
お
客
は
、
毎
晩
毎
晩
、

他
所
か
ら
わ
ー
っ
と
来
て
、
そ
れ
を
迎
え
る

の
が
地
元
の
人
と
い
う
構
図
に
な
り
ま
す
。

そ
こ
で
は
、
お
迎
え
す
る
の
は
地
元
の
人
で
、

来
る
の
は
外
か
ら
の
客
、
と
い
う
よ
う
に
分
か

れ
て
い
き
ま
す
。
客
が
増
え
て
い
く
と
地
元

も
当
然
内
部
だ
け
で
は
人
手
が
足
り
な
い
の

で
、
他
所
か
ら
人
を
入
れ
ま
す
。
迎
え
る
軍

団
も
他
所
か
ら
、
客
と
し
て
入
っ
て
く
る
人

も
他
所
か
ら
、
こ
こ
は
場
所
を
提
供
し
て
い

る
だ
け
み
た
い
な
感
じ
に
な
っ
て
い
き
ま
す
。

　
し
か
し
、
ビ
ル
バ
オ
・
グ
ッ
ケ
ン
ハ
イ
ム

美
術
館
の
あ
る
バ
ス
ク
で
は
お
客
は
い
つ
も

い
る
の
で
す
。
私
が
何
日
か
滞
在
し
て
い
た

ら
同
じ
よ
う
な
お
客
が
多
く
い
ま
し
た
。
そ

れ
は
そ
の
ま
ち
の
人
達
で
し
た
。

　
そ
の
よ
う
な
具
合
で
い
ろ
い
ろ
な
と
こ
ろ

か
ら
い
ろ
い
ろ
な
人
が
来
ま
す
。
な
ぜ
そ
の

場
が
流
行
っ
て
い
る
か
と
い
う
と
、
土
地
の

人
が
お
客
に
な
る
か
ら
で
す
。
バ
ー
は
い
い

加
減
に
作
っ
て
、
大
工
仕
事
も
み
ん
な
が
担

い
ま
す
。
お
客
の
半
分
く
ら
い
は
漁
師
で
、

自
分
で
獲
っ
て
魚
を
た
だ
で
持
ち
込
む
。
そ

れ
を
商
品
に
し
て
、
わ
ー
っ
と
盛
り
上
が
る
。

自
分
が
魚
を
料
理
し
て
「
い
ら
っ
し
ゃ
い
」

と
呼
び
な
が
ら
、
自
分
も
お
客
と
な
っ
て
お

る
。
お
客
の
半
分
は
「
バ
ー
の
側
」
と
い
う
の

は
、
ど
こ
か
お
か
し
い
の
だ
け
れ
ど
、
そ
の

よ
う
な
状
況
に
あ
る
こ
と
が
「
生
活
観
光
地
」

の
特
性
で
あ
り
、
生
活
そ
の
も
の
を
観
光
に

し
て
し
ま
う
こ
と
で
も
あ
る
の
で
す
。

　
山
村
の
田
舎
で
は
、
海
に
行
っ
て
魚
を

漁
っ
て
き
て
「
み
ん
な
食
っ
て
く
れ
」
と
い

う
風
に
は
い
き
ま
せ
ん
が
、「
う
ち
の
卵
は

特
別
だ
か
ら
」「
こ
の
豚
の
肉
は
他
で
は
食

べ
ら
れ
な
い
」
と
い
う
よ
う
な
生
産
者
が
だ

ん
だ
ん
出
て
き
ま
し
た
。
生
活
の
中
に
あ
る

豊
か
さ
、
生
活
自
体
の
豊
か
さ
を
観
光
の
資

源
に
し
て
い
る
。
そ
れ
を
巡
っ
て
地
元
の
人

も
他
所
の
人
も
ご
ち
ゃ
混
ぜ
に
な
っ
て
出
会

う
と
い
う
こ
と
が
「
生
活
観
光
」
だ
と
、
由

布
院
で
実
践
し
て
い
く
中
で
少
し
ず
つ
確
認

さ
れ
て
き
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

こ
の
土
地
で

い
い
生
き
方
を

し
て
い
る
と

旅
人
に
も
思
う
て
も
ら
う

中
谷
　
ス
イ
ス
に
は
、
プ
ロ
の
観
光
ノ
ウ
ハ

ウ
を
学
ぶ
た
め
の
有
名
な
ホ
テ
ル
学
校
が
あ

り
ま
す
。
お
客
さ
ま
は
こ
ん
な
具
合
で
、
だ

か
ら
サ
ー
ビ
ス
す
る
側
は
こ
ん
な
風
に
と
…
。

　
そ
の
真
逆
を
行
く
の
が
「
生
活
観
光
」
で

す
。
ま
ず
は
暮
ら
し
の
魅
力
が
あ
り
、
そ
れ

を
旅
人
に
味
わ
っ
て
も
ら
う
た
め
に
コ
レ
コ

レ
の
仕
掛
け
や
サ
ー
ビ
ス
を
用
意
す
る
、
と

い
う
考
え
で
す
。
イ
タ
リ
ア
の
村
で
は
よ
く

見
ら
れ
ま
す
。

―
1
9
7
1
年
の
北
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
旅
行
の

報
告「
生
活
観
光
地
に
つ
い
て
」で
は
、
4
つ

の
地
域
が
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
う
ち

の
一
つ
、
ウ
ィ
ー
ン
の
北
西
に
あ
る
小
さ
な
村

は
庭
先
で
ワ
イ
ン
を
提
供
す
る
観
光
地
で
し

た
。
た
だ
そ
こ
で
ゆ
っ
く
り
味
わ
え
な
い
状

況
を
目
の
当
た
り
に
し
て
、「
押
し
寄
せ
て
く

る
国
際
観
光
の
波
を
巧
く
制
御
し
て
自
分
た

ち
の
生
活
の
リ
ズ
ム
に
合
わ
さ
せ
る
こ
と
が

重
要
」〈
※
注
2
〉と
も
書
か
れ
て
い
ま
す
ね
。

中
谷
　「
生
活
の
魅
力
を
味
わ
い
た
い
な
ら

生
活
観
光
地
へ
の
着
想

―
観
光
の
中
身
、

そ
れ
は
生
活
そ
の
も
の
が

素
晴
ら
し
い
こ
と

―
由
布
院
の
ま
ち
づ
く
り
を
端
的
に
表
す
言

葉
の
一
つ
「
生
活
観
光
地
」
の
初
出
は
、
私
が

な
っ
た
当
時
は
、
日
本
で
は
「
観
光
地
」
と

い
う
と
、
別
府
や
熱
海
の
よ
う
な
歓
楽
型
の

観
光
地
の
イ
メ
ー
ジ
が
中
心
で
し
た
。
そ
の

他
に
軽
井
沢
に
代
表
さ
れ
る
別
荘
地
と
し
て

の
観
光
地
も
あ
り
ま
し
た
。
た
だ
、「
生
活

そ
の
も
の
が
素
晴
ら
し
い
」
と
い
う
発
想
の

観
光
地
は
あ
ま
り
な
か
っ
た
で
す
。

　
し
か
し
、グ
リ
ム
童
話
を
は
じ
め
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
の
古
い
物
語
な
ど
で
は
、
村
に
行
く
と
旅

籠
で
泊
め
て
も
ら
い
農
村
観
光
も
で
き
る
。

そ
の
よ
う
な
旅
が
既
に
描
か
れ
て
い
ま
し
た
。

今
で
も
イ
タ
リ
ア
の
ト
ス
カ
ー
ナ
地
方
あ
た

り
で
は
、
一
週
間
単
位
で
外
か
ら
訪
れ
た
人

が
悠
々
と
滞
在
し
て
い
ま
す
が
、
最
初
現
地

を
訪
れ
た
時
は
、
こ
れ
は
な
ん
だ
と
感
じ
ま

し
た
。
ド
イ
ツ
の
農
村
で
も
同
じ
よ
う
に
一

週
間
ほ
ど
泊
め
て
も
ら
い
ま
し
た
。
そ
の
家

中
谷
健
太
郎
氏
と
初
め
て
お
話

し
た
の
は
2
0
1
0
年
。
ダ
ニ

エ
ル
・
シ
ュ
ミ
ッ
ト
監
督
の
話

か
ら
始
ま
る
中
谷
氏
の
話
は
私
の
観
光
の
概

念
を
根
底
か
ら
覆
す
も
の
で
し
た
。
そ
し
て
、

同
年
、
私
に
バ
ザ
ー
ル
の
思
想
に
つ
い
て
教

示
し
て
く
れ
た
の
が
故
清
水
聡
二
氏
で
し
た
。

そ
れ
か
ら
10
年
以
上
の
月
日
が
経
っ
て
し
ま

い
ま
し
た
が
、
本
記
事
が
由
布
院
と
い
う
地

で
育
ま
れ
て
き
た
思
想
の
一
端
を
理
解
し
、

「
自
分
の
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
」
を
表
現
す
る

こ
と
の
意
味
を
考
え
る
一
助
に
な
れ
ば
と
思

い
ま
す（
本
研
究
は
、責
任
あ
る
観
光
に
関
す

る
研
究
の
一
環
と
し
て
実
施
し
ま
し
た
）。

※
注
1
…

※
注
2
…

※
注
3
…

※
注
4
…

※
注
5
…

※
注
6
…

※
注
7
…

※
注
8
…

※
注
9
…

※
注
10
…

『
た
す
き
が
け
の
湯
布
院
』（
1
9
8
4
）（
1
7
7
〜
1
7
9
ペ
ー
ジ
）に
よ
る
と
、

「
生
活
観
光
地
」は
中
谷
氏
が
言
い
出
し
、そ
れ
を
受
け
て
由
布
院
観
光
衆
が
打
ち
出
し
た
路
線
で
あ
る
こ
と
。

そ
の
時
、突
然
言
い
出
し
た
こ
と
で
は
な
く
、そ
の
十
数
年
も
前
か
ら
そ
の
方
向
に
傾
斜
し
て
い
た
こ
と
が
記
述
さ
れ
て
い
る
。

志
手
康
二
、梅
木
薫
平
、中
谷
健
太
郎（
1
9
7
2
）：
北
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
旅
の
報
告
書
＝
１
、『
花
水
樹
』、31
ペ
ー
ジ

ダ
ニ
エ
ル
・
シ
ュ
ミ
ッ
ト（D

an
iel S

ch
m
id

）氏
は
、ス
イ
ス
生
ま
れ
の
映
画
監
督（
1
9
4
1
年
12
月
26
日
〜
2
0
0
6
年
8
月
5
日
）。

作
品
に
は「
デ
・
ジ
ャ
・
ヴ
ュ
」（
1
9
8
7
）、「
季
節
の
は
ざ
ま
で
」（
1
9
9
2
）、「
書
か
れ
た
顔
」（
1
9
9
5
）、「
ベ
レ
ジ
ー
ナ
」（
1
9
9
9
）な
ど
が
あ
る
。

「
バ
ザ
ー
ル
」は
、2
0
1
8
年
3
月
に
策
定
さ
れ
た『
新
・
由
布
院
温
泉
観
光
基
本
計
画
』（
由
布
院
温
泉
観
光
協
会
、由
布
院
温
泉
旅
館
組
合
）の

「
由
布
院
観
光
の
コ
ン
セ
プ
ト
」に
お
い
て
も
キ
ー
ワ
ー
ド
の
一
つ
と
し
て
挙
げ
ら
れ
、解
説
が
な
さ
れ
て
い
る
。

由
布
院
観
光
総
合
事
務
所（
1
9
9
7
）：『
ゆ
ふ
い
ん
観
光
新
聞
』11
号
、2
ペ
ー
ジ
。

「
勝
れ
た
観
光
地
」の「
勝
れ
た
」に
つ
い
て
は
、1
9
7
0
年
代
よ
り「
優
れ
た
」が
使
用
さ
れ
て
い
る
が
、こ
こ
で
は
文
献
資
料
の
漢
字
を
そ
の
ま
ま
掲
載
。

詳
細
に
つ
い
て
は
、「「
地
域
ブ
ラ
ン
ド
と
地
域
ブ
レ
ン
ド
」由
布
院
温
泉
亀
の
井
別
荘
主
人 
中
谷
健
太
郎 

講
演
録
」、

中
谷
宇
吉
郎 

雪
の
科
学
館 

通
信
特
別
号
、2
0
0
6
、1
〜
7
ペ
ー
ジ
を
参
照
。

保
田
與
重
郎
氏（
1
9
1
0
年
４
月
15
日
〜
1
9
8
1
年
10
月
4
日
）は
、日
本
の
文
芸
評
論
家
。

著
作
に『
日
本
の
橋
』（
1
9
3
6
）、『
近
代
の
終
焉
』（
1
9
4
1
）、『
現
代
畸
人
伝
』（
1
9
6
3
）な
ど
が
あ
る
。

中
谷
健
太
郎（
2
0
0
6
）：『
由
布
院
に
吹
く
風
』、岩
波
書
店
、33
ペ
ー
ジ

（
公
財
）日
本
交
通
公
社
は
、2
0
1
0
年
度
に「
由
布
院
ス
ピ
リ
ッ
ト
研
究
会
」を
2
回
開
催
。

そ
の
後
、2
0
1
2
年
度
に
由
布
院
に
て
温
泉
ま
ち
づ
く
り
研
究
会
を
開
催
。

そ
れ
ら
を
踏
ま
え
た
考
察
は『
2
0
1
2
年
度
温
泉
ま
ち
づ
く
り
研
究
会
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
記
録
』の
中
で「
第
3
回
研
究
会
を
終
え
て
考
え
た
こ
と
」

（
小
林
英
俊
、吉
澤
清
良
、久
保
田
美
穂
子
）と
し
て
整
理
し
て
い
る
。

自
ら
が
信
じ
る
モ
ノ（
思
想
、信
念
）に
従
っ
て
、自
ら
そ
の
芽
を
創
り
育
て
て
い
く
こ
と
の
大
事
さ
と
、信
じ
る
モ
ノ
を
形
に
し
て
世
の
中
に
そ
っ
と
問
う
て
み
る
こ
と
、

そ
こ
か
ら
共
感
・
共
鳴
す
る
人
が
集
ま
っ
て
い
つ
し
か
大
き
な
輪
に
な
っ
て
い
く
、と
信
じ
る
こ
と
の
大
事
さ
。

考
え（
コ
ン
セ
プ
ト
）や
心（
マ
イ
ン
ド
）を
世
に
問
う
、

コ
ン
セ
プ
ト
・
ア
ウ
ト
あ
る
い
は
マ
イ
ン
ド
・
ア
ウ
ト
の
発
想
が
大
事
だ
と
と
り
ま
と
め
ら
れ
て
い
る（
1
1
6
〜
1
2
6
ペ
ー
ジ
参
照
）。

取
材

後
記

調
べ
た
限
り
で
は
、
町
造
り
雑
誌
『
花
水
樹
』

「
北
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
旅
の
報
告
書
＝
1
」
で
し

た
。
海
外
で
の
初
め
て
の
旅
（
1
9
7
1
年
）

も
含
め
て
、
海
外
の
旅
先
か
ら
得
ら
れ
た
気

づ
き
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
し
た
か
〈
※

注
1
〉。

中
谷
　
私
が
ま
ち
づ
く
り
に
関
わ
る
よ
う
に

「
観
光
」
を
し
て
も
仕
方
が
な
い
ん
じ
ゃ
な

い
か
と
思
い
ま
す
。

由
布
院
人

―
地
域
は
色
ん
な

人
物
が
登
場
す
る
舞
台

―
ブ
レ
ン
ド
す
る
中
で
ヒ
ト
の
存
在
や
つ
な

が
り
は
非
常
に
重
要
だ
と
思
い
ま
す
が
、「
由

布
院
人
」
と
い
う
言
葉
や
考
え
は
ど
の
よ
う

に
生
ま
れ
ま
し
た
か
。

中
谷
　「
由
布
院
人
」
と
い
う
言
葉
は
、
今

は
あ
ま
り
言
わ
れ
ま
せ
ん
が
、「
市
町
村
合

併
反
対
運
動
」
の
と
き
に
生
ま
れ
た
言
葉
で

す
。「
み
ん
な
由
布
院
人
」
と
黄
色
の
ジ
ャ

ン
パ
ー
に
入
れ
ま
し
た
。
由
布
院
人
と
い
う

言
葉
が
持
っ
て
い
る
土
着
性
は
、
由
布
市
民

と
言
っ
た
ら
消
え
て
し
ま
う
で
し
ょ
う
？

　
地
域
の
上
に
暮
ら
し
を
立
て
よ
う
、
と
い
う

の
が
地
域
主
義
で
、
ま
ず
は
地
域
を
中
心
に
考

え
ま
す
。
た
だ
、
地
域
は
い
ろ
い
ろ
な
人
物
が

登
場
す
る
舞
台
で
も
あ
り
ま
す
。
登
場
し
て
き

た
人
は
、
舞
台
に
い
る
間
は
皆「
地
域
の
人
」な

の
で
す
。
そ
れ
だ
け
で
な
く
、
そ
の
人
が
帰
っ

て
も
関
係
が
持
続
し
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、
外

に
い
て
も「
由
布
院
人
」で
し
ょ
う
。

―
ム
ラ
の
外
の「
ブ
レ
ン
ド
・
ス
タ
ッ
フ
」が
力

を
貸
し
て
く
れ
て
、「
由
布
院
ブ
ラ
ン
ド
」 

を
盛

中
国
の
旅
客
が
増
え
る
中
で
、
そ
の
人
た
ち

か
ら
「
あ
ん
た
由
布
院
人
か
？
」
と
問
わ
れ

ま
し
た
。
そ
の
と
き
に
、
由
布
院
在
住
歴
の

長
短
に
関
わ
ら
ず
、「
そ
う
で
す
！
」
と
答

え
ら
れ
る
か
ど
う
か
で
、
相
手
の
評
価
が
決

ま
り
ま
す
。「
わ
し
は
先
祖
代
々
」
と
い
う

よ
う
な
言
い
訳
つ
き
の
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
は

通
用
し
ま
せ
ん
。
言
い
訳
な
し
の
「
地
域
バ

ザ
ー
ル
の
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
」
を
体
で
表
現

で
き
る
か
？
が
、
新
し
い
「
人
間
の
測
り
方
」

に
な
っ
て
く
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

＊
中
谷
健
太
郎
氏
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
実

施
及
び
記
録
の
作
成
に
あ
た
っ
て
は
、
由
布

院
の
百
年
・
編
集
サ
ロ
ン
事
務
局
の
平
野
美

和
子
氏
に
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
こ
こ
に

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

2
0
2
1
年
3
月
30
日

庄
屋
サ
ロ
ン
（「
亀
の
井
別
荘
」
敷
地
内
に
あ

る
古
民
家
）
に
て
（
2
0
2
4
年
、「
父
の
本

棚
」
に
改
名
）

聞
き
手
・
編
集
：
後
藤
健
太
郎
（
公
益
財
団

法
人
日
本
交
通
公
社
主
任
研
究
員
）

係
と
い
う
点
で
見
れ
ば
、「
牛
一
頭
牧
場
運

動
」、「
牛
喰
い
絶
叫
大
会
」〈
写
真
2
〉
な
ど

が
そ
の
前
か
ら
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
。

中
谷
　
一
泊
二
食
の
旅
人
た
ち
が
観
光
の
中

核
に
な
っ
て
い
ま
す
し
、
ど
こ
で
も
旅
館
組

合
、つ
ま
り
宿
屋
さ
ん
が
強
い
で
す
。し
か
し
、

そ
こ
を「
生
活
観
光
地
」と
い
う
目
で
見
る
と
、

旅
館
の
人
た
ち
も
旅
館
の
中
だ
け
で
生
活
し

て
い
る
わ
け
じ
ゃ
な
い
。
こ
の
地
域
周
辺
の

産
物
を
集
め
た
り
、
出
荷
し
た
り
消
費
し
た

り
し
て
生
活
が
成
り
立
っ
て
い
る
の
で
す
。

一
村
一
品
の
生
産
・
出
荷
だ
け
で
は
生
活
は

成
り
立
た
な
い
。
う
ち
か
ら
市
場
に
持
っ
て

い
っ
て
、
そ
れ
が
集
ま
る
と
「
一
村
が
百
品
」

に
な
っ
た
り
す
る
の
で
す
。
そ
の
よ
う
な「
取

り
組
み
」
を
大
分
県
（
平
松
知
事
）
が
音
頭
を

採
っ
て
く
れ
て
、「
地
域
の
バ
ザ
ー
ル
思
想
」

が
具
体
的
に
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。「
一
品
だ

け
食
べ
て
満
足
と
は
な
ら
な
い
」、
と
い
う
考

が
経
営
し
て
い
る
葡
萄
畑
で
は
「
勝
手
に
葡

萄
食
べ
て
い
い
よ
。
土
に
手
を
入
れ
て
み
て

く
だ
さ
い
。
手
が
こ
こ
ま
で
入
る
よ
う
な
畑

の
柔
ら
か
さ
で
す
よ
」
と
。
と
ん
で
も
な
く

高
い
ワ
イ
ン
を
と
は
い
き
ま
せ
ん
が
、
家
で

作
っ
た
ワ
イ
ン
を
樽
か
ら
瓶
に
注
い
で
飲
み

ま
す
。
そ
う
い
う
観
光
地
を
イ
タ
リ
ア
と
ド

イ
ツ
で
体
験
し
ま
し
た
。
ま
た
、
フ
ラ
ン
ス

で
も
葡
萄
畑
を
持
っ
た
人
と
結
婚
し
た
日
本

人
の
と
こ
ろ
で
滞
在
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

見
渡
す
限
り
に
広
が
る
葡
萄
畑
の
中
で
ワ
イ

ン
を
飲
ん
だ
り
す
る
の
は
素
晴
ら
し
い
生
活
、

過
ご
し
方
だ
な
と
思
い
ま
し
た
。

　
日
本
の
銀
座
と
青
山
に
も
店
を
出
し
た
フ

ラ
ン
ス
人
シ
ェ
フ
の
ア
ラ
ン
デ
ュ
カ
ス
氏
が
ス

ペ
イ
ン
の
田
舎
に
レ
ス
ト
ラ
ン
を
開
か
れ
ま

し
た
。
そ
こ
で
は
ア
ヒ
ル
が
歩
き
、
羊
も
い
ま

表

4
ハ
ン
ド
ル
を
明
確
に
す
る

出
典：
中
谷
健
太
郎（
2
0
0
4
）：「
基
調
講
演 

温
泉
地
域
づ
く
り
の
あ
り
方－
花
咲
く
よ
り
も
根
を
肥
や
せ－
」、『
温
泉
地
域
研
究
』第
3
号
、p
．33
よ
り（一部
、表
現
を
修
正
）

表

3
舞
台
と
し
て
の
地
域―

ま
ち
の
新
陳
代
謝
、ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
呼
吸
作
用

出
典：
中
谷
健
太
郎（
2
0
0
6
）：『
由
布
院
に
吹
く
風
』、岩
波
書
店
、p
p
．1
6
2
─1
6
4
よ
り（一部
、加
筆
）

ぶ   

え
ん

い
ま
や
町
づ
く
り
運
動
は
、「
資
本
よ
、町
の
中
に
は
入
っ
て
く
る
な
」、と
い
う
よ
う
な
消
極
的
な
方
向
に
向

か
っ
て
い
ま
す
。入
っ
て
く
る
な
と
い
う
向
こ
う
に
何
が
見
え
る
か
、ジ
リ
貧
し
か
見
え
な
い
。（
中
略
）「
由
布

院
に
だ
け
は
来
て
く
れ
る
な
」と
い
う
消
極
的
な
思
想
で
、こ
れ
か
ら
先
の
町
の
環
境
を
守
っ
て
い
け
る
の
か
、

ク
エ
ッ
シ
ョ
ン
・
マ
ー
ク
が
付
き
ま
す
。

　ブ
レ
ー
キ
を
か
け
れ
ば
、「
襲
来
資
本
」が
止
ま
る
か
？
、そ
う
で
は
な
い
ぞ
。ブ
レ
ー
キ
が
足
り
な
い
の
で

は
な
く
て
、ハ
ン
ド
ル
が
足
り
な
い
の
だ
。ハ
ン
ド
ル
で
は
っ
き
り
こ
っ
ち
へ
行
こ
う
、次
は
あ
っ
ち
だ
と
明
確

に
す
れ
ば
、ブ
レ
ー
キ
と
同
時
に
ア
ク
セ
ル
を
か
け
ら
れ
ま
す
。」

　私
た
ち
の
暮
ら
し
は
、町
内
の
力
と
、町
外
か
ら
の
力
を
入
れ
た
り
出
し
た
り
す
る
こ
と
で
成
り
立
っ
て

い
ま
す
。鎖
国
時
代
で
さ
え
国
外
の
い
ろ
ん
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
出
し
入
れ
さ
れ
て
い
ま
し
た
よ
。ま
し
て
こ
ん

な
小
さ
な
町
、あ
る
い
は
村
が
内
外
と
の
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
交
流
を
し
な
か
っ
た
ら
、そ
れ
こ
そ
新
陳
代
謝
で

き
な
く
な
っ
た
生
き
物
で
す
よ
。（
中
略
）外
か
ら
見
る
視
点
だ
け
を
正
当
化
し
て
、内
部
の
視
点
を
古
臭
い

と
拒
絶
す
る
文
化
人
も
い
る
し
、逆
に
外
の
人
た
ち
は
我
が
物
顔
で
入
っ
て
き
て
ゴ
ミ
を
落
と
し
て
、利
益

だ
け
持
っ
て
帰
っ
て
い
く
、と
主
張
す
る
人
も
い
る
。（
中
略
）も
う
少
し
町
が
長
い
歴
史
の
中
で
、ど
の
よ
う

な
も
の
を
取
り
込
み
、ど
の
よ
う
な
も
の
を
生
み
出
し
て
き
た
か
と
い
っ
た
、ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
呼
吸
作
用
と

し
て
僕
ら
の
闘
い
を
見
て
く
れ
れ
ば
、「
由
布
院
を
め
ぐ
る
情
報
」も
変
わ
っ
て
く
る
と
思
う
。（
中
略
）町
外

の
人
を
援
け
る
こ
と
で
町
内
の
人
も
援
か
る
。そ
う
い
っ
た
も
の
が
由
布
院
を
活
性
化
し
て
き
た
の
で
す
。

ゆ   

ふ

こ
う
ぞ

料
理
人
は
外
か
ら

わ
く
わ
く
す
る
も
の
を

持
っ
て
く
る

―
2
0
0
0
年
代
に
始
ま
っ
た
取
り
組
み
の

一
つ
に
「
由
布
院
盆
地
風
の
食
卓
祭
」
が
あ

り
ま
す
。
バ
ザ
ー
ル
と
ど
の
よ
う
な
関
係
に
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当
て
は
ま
る
重
要
な
視
点
だ
と
感
じ
た
。ま

た
、
N
Z
に
お
け
る
認
証
制
度
（
ク
ォ
ル
マ
ー

ク
）
な
ど
、
事
業
者
に
意
識
を
高
く
持
っ
て
も

ら
い
た
い
時
に
、
ど
う
事
業
者
を
引
き
上
げ
て

い
く
の
か
、
方
向
性
を
担
保
し
て
い
く
の
か
、
そ

の
点
に
つ
い
て
は
京
都
で
も
課
題
に
感
じ
て
い

る
と
こ
ろ
だ
。

●
現
在
は
マ
イ
ク
ロ
ツ
ー
リ
ズ
ム
も
注
目

さ
れ
て
い
る
が
、
円
安
や
物
価
の
上
昇
に

よ
っ
て
日
本
人
の
遠
出
が
難
し
く
な
っ
て
い

る
中
で
、
京
都
に
と
っ
て
は
地
域
住
民
に
地

域
を
見
直
し
て
い
た
だ
く
チ
ャ
ン
ス
と
も

捉
え
て
お
り
、
今
後
は
住
民
向
け
の
施
策

も
考
え
て
い
き
た
い
。

●
観
光
の
計
画
の
中
で
、
市
民
生
活
の
プ
ラ

イ
オ
リ
テ
ィ
が
紹
介
さ
れ
た
海
外
の
事
例
で

も
高
く
挙
げ
ら
れ
て
い
た
中
で
、
京
都
で
は

市
民
生
活
も
第
一
に
挙
げ
つ
つ
、
他
の
地
域

に
は
な
い
独
自
の
項
目
と
し
て「
担
い
手
の

活
躍
」を
掲
げ
て
い
る
。
働
く
人
々
が
や
り
が

い
を
持
っ
て
働
け
る
環
境
づ
く
り
が
、
今
後

の
観
光
の
維
持
に
と
っ
て
は
不
可
欠
で
あ
る
。

●
京
都
の
観
光
は
50
年
前
か
ら
オ
ー
バ
ー

ツ
ー
リ
ズ
ム
的
な
現
象
が
起
こ
っ
て
い
た
と

も
言
わ
れ
て
い
る
。
た
だ
、
そ
れ
は
急
激
に

人
数
が
増
え
た
こ
と
で
一
気
に
問
題
が
出
て

し
ま
っ
た
わ
け
で
、
急
激
な
変
化
に
つ
い
て

は
避
け
な
が
ら
、
緩
や
か
な
変
化
を
し
て
い

く
こ
と
が
観
光
地
あ
る
い
は
地
域
に
と
っ
て

は
大
事
だ
と
考
え
て
い
る
。

●
観
光
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
お
い
て
は
、
文

化
、
社
会
シ
ス
テ
ム
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の

3
要
素
を
整
理
し
、
そ
れ
ら
を
適
切
に
伝

え
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ

ン
ド
や
ス
イ
ス
で
は
、
地
域
の
文
化
や
社

会
活
動
を
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
に
活
か
す
取

り
組
み
が
成
功
し
て
い
る
。
今
後
は
こ
れ

ら
の
国
の
よ
う
に
自
ら
の
価
値
観
や
生
活

の
質
を
観
光
客
に
伝
え
て
い
く
こ
と
も
求

め
ら
れ
る
。

●
京
都
の
場
合
も
、
観
光
地
が
地
域
の
価
値

観
や
生
活
の
リ
ズ
ム
を
観
光
的
に
ア
ピ
ー
ル

す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
こ
れ
が
観
光
地

の
魅
力
や
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
形
成
す
る

一
因
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
地
域
と
観
光

客
の
関
係
に
お
い
て
、
な
ぜ
特
定
の
場
所
に

入
っ
て
は
い
け
な
い
の
か
、
触
っ
て
は
い
け

な
い
の
か
と
い
っ
た
理
由
を
伝
え
、
地
域
の

特
徴
や
制
約
を
理
解
し
て
も
ら
う
こ
と
が
重

要
で
あ
る
。

●
今
回
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
取
り
扱
っ
た
内
容

は
観
光
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
お
い
て
マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
か
ら
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
への
転
換
を
示
す
も

り
、
外
部
向
け
だ
け
で
は
な
く
、
事
業
者
や

住
民
向
け
の
イ
ン
ナ
ー
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
と

し
て
も
効
果
を
発
揮
し
て
い
る
よ
う
に
感

じ
ら
れ
た
。

●
ス
イ
ス
で
は
、
旅
行
者
に
対
す
る
目
的
地
と

し
て
の
差
別
化
を
目
的
と
し
て
、
観
光
事
業
者

の
環
境
対
策
を
認
証
す
る「S

w
isstainable

」

制
度
を
国
レ
ベ
ル
で
展
開
中
。

●
ま
た
、
観
光
地
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
関
す
る
研

究
レ
ビ
ュ
ー
や
現
地
で
の
意
見
交
換
か
ら
は
、

パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
に
よ
っ
て
観
光
が
停
止
し
た
こ
と

で
、
地
域
住
民
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
、
あ
る
い
は
働

く
立
場
の
従
業
員
と
の
関
係
性
を
改
め
て
見

直
す
動
き
が
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。

　そ
の
上
で
後
半
は
、
北
海
道
大
学
大
学
院

の
石
黒
准
教
授
も
加
わ
り
、
モ
デ
レ
ー
タ
ー

の
J
T
B
F
山
田
の
進
行
の
下
で
堀
江
氏
と

石
黒
准
教
授
か
ら
コ
メ
ン
ト
を
も
ら
う
形
で

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
進
め
ま
し
た
。

●
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
、
D
M
O
は
強
化
ま

た
は
脆
弱
化
す
る
傾
向
が
あ
り
、
脆
弱
な

D
M
O
は
会
費
収
入
の
減
少
や
予
算
削
減

に
直
面
し
、
強
化
さ
れ
た
D
M
O
は
業
界

に
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
し
、
ク
オ
リ
テ
ィ
の
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
や
認
証
制
度
の
導
入
な
ど
を

行
っ
て
い
る
。
そ
の
中
で
京
都
市
は
強
化

さ
れ
た
D
M
O
と
し
て
活
動
し
て
い
る
。

●
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
へ
の
対
応
に
つ
い

て
、
訪
問
者
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

方
法
が
変
わ
り
つ
つ
あ
る
。こ
れ
ま
で
の「
何

を
し
て
は
い
け
な
い
か
」
か
ら
「
こ
う
す
れ

ば
良
い
」
と
い
う
リ
ジ
ェ
ネ
ラ
テ
ィ
ブ
な
ア

プ
ロ
ー
チ
へ
の
転
換
が
今
後
重
要
で
あ
る
。

●
バ
ル
セ
ロ
ナ
で
は
、
2
0
0
7
年
に
は
観

光
客
に
否
定
的
な
住
民
が
4
割
で
、
歓
迎

的
な
住
民
が
5
割
だ
っ
た
が
、
2
0
1
6
年

に
は
こ
れ
が
逆
転
し
、
2
0
1
9
年
に
は
否

定
派
が
6
割
、
歓
迎
派
が
3
割
に
ま
で
差

が
広
が
っ
た
。
そ
れ
が
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ

ム
の
深
刻
化
を
物
語
っ
て
い
る
。
バ
ル
セ
ロ

ナ
を
中
心
に
、
ス
ペ
イ
ン
で
は
既
に
「
地
域

住
民
の
巻
き
込
み
」
が
観
光
政
策
の
最
重
要

課
題
に
な
っ
て
お
り
、
住
民
に
ホ
テ
ル
や
観

光
客
向
け
レ
ス
ト
ラ
ン
の
利
用
を
促
す
イ

ベ
ン
ト
な
ど
も
あ
る
。

●
バ
レ
ア
レ
ス
諸
島
で
は
、
観
光
税
を
宿
泊

税
と
し
て
取
り
入
れ
て
お
り
、
そ
の
中
で
特

に
力
を
入
れ
て
い
る
の
は
、
ホ
テ
ル
の
ベ
ッ

ド
を
自
動
昇
降
機
能
付
き
に
す
る
こ
と
。
こ

れ
は
従
業
員
の
労
働
環
境
改
善
を
目
指
す

も
の
で
、
現
地
の
従
業
員
の
働
き
方
改
革
で

あ
り
、
生
産
性
向
上
を
図
る
こ
と
を
目
的
に

し
て
い
る
。
こ
れ
も
観
光
政
策
の
対
象
を
地

元
住
民
に
シ
フ
ト
さ
せ
た
好
例
で
あ
る
。

●
コ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
で
は
、
“the en

d
 of 

tou
rim

s

”と
い
う
観
光
戦
略
の
中
で
「
ロ
ー

カ
ル
フ
ッ
ド
（localh

ood

）」
と
い
う
造
語

を
定
義
し
て
い
る
。
こ
れ
も
従
業
員
を
含

め
た
住
民
の
の
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
も
考

慮
し
た
観
光
戦
略
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
コ
ロ

ナ
前
か
ら
の
動
き
で
あ
り
、
現
在
も
続
い

て
い
る
。

●
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
地
域
住
民
の
力
が
重
要

視
さ
れ
、
政
策
形
成
の
プ
ロ
セ
ス
と
し
て
地

域
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と

の
協
力
が
再
び
注
目
さ
れ
て
い
る
。
地
域

住
民
の
参
加
が
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
に
お
い
て
無
視
で
き
な
く
な
り
、

ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
が
再
評
価

さ
れ
つ
つ
あ
る
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
。

●
海
外
事
例
か
ら
京
都
に
お
い
て
も
参
考
に

で
き
る
点
が
あ
る
と
感
じ
た
。特
に
マ
ラ
マ
・
ハ

ワ
イ
の
事
例
に
お
け
る
訪
問
者
と
の
前
向
き

な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
は
、京
都
に
も

の
で
あ
り
、こ
れ
ま
で
の
観
光
事
業
の
あ
り
方

が
変
わ
り
つ
つ
あ
る
。
ア
メ
リ
カ
の
リ
ゾ
ー
ト

事
業
者
ま
で
も
が
、「
も
う
観
光
だ
け
で
は
な

く
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
理
解
と
連
携
が
必

要
」と
の
共
通
見
解
を
示
し
て
お
り
、
観
光
業

だ
け
で
な
く
地
域
社
会
と
の
協
力
が
重
要
と

な
っ
て
く
る
。
住
民
と
観
光
客
と
い
う
対
立
構

造
を
超
え
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
中
心
に
捉

え
た
課
題
解
決
と
フ
レ
ー
ム
の
再
構
築
が
必

要
で
あ
る
。

　最
後
に
、
第
1
部
、
第
2
部
の
内
容
を
踏
ま

え
て
、J
T
B
F
常
務
理
事
の
寺
崎
が
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
全
体
の
総
括
を
行
い
ま
し
た
。
総
括
で

は
、
今
回
で
33
回
を
迎
え
た
旅
行
動
向
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
の
初
回
開
催
時
、1
9
9
1
年
の
社
会

情
勢
を
振
り
返
り
、
社
会
に
大
き
な
変
化
が

あ
る
時
代
に
お
い
て
観
光
も
ま
た
転
換
点
を
迎

え
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
を
述
べ
た
上
で
、
現
在

も
ま
た
平
成
か
ら
令
和
への
時
代
の
変
わ
り
目

に
あ
り
、コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
や
国
際
的
に
も
大
き

な
出
来
事
が
続
い
て
い
る
こ
と
で
、
社
会
変
革
へ

の
意
識
が
高
ま
っ
て
い
る
と
指
摘
し
ま
し
た
。

　ま
た
、
ニ
ュ
ー
ノ
ー
マ
ル
と
し
て
の
旅
行

に
お
い
て
は
地
域
社
会
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を

重
視
し
た
観
光
が
不
可
欠
で
あ
り
、
加
え

て
若
者
の
行
動
や
意
識
に
焦
点
を
当
て
、

彼
ら
が
社
会
の
主
役
に
な
る
こ
と
を
見
据

え
た
研
究
の
必
要
性
に
つ
い
て
強
調
し
て
、

総
括
を
締
め
ま
し
た
。

　今
後
も
J
T
B
F
で
は
旅
行
・
観
光
分

野
の
実
践
的
な
学
術
研
究
機
関
と
し
て
、

社
会
に
求
め
ら
れ
る
研
究
テ
ー
マ
に
積
極

的
に
取
り
組
み
、
旅
行
動
向
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

等
の
場
を
通
じ
て
、
皆
さ
ま
に
よ
り
有
益
な

情
報
を
提
供
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
文
：
J
T
B
F
・
中
島 

泰
）

て
、
近
年
の
京
都
観
光
の
動
向
に
つ
い
て
、

コ
ロ
ナ
前
後
に
お
け
る
観
光
客
の
変
化
や

観
光
協
会
と
し
て
の
対
応
状
況
等
も
含
め

て
、
7
点
に
ポ
イ
ン
ト
を
ま
と
め
て
話
題

提
供
い
た
だ
き
ま
し
た
。

①
業
界
団
体
の
結
束
と
D
M
O
の
存
在
感
強

化●
観
光
協
会
が
音
頭
を
取
る
形
で
様
々
な

業
界
団
体
に
声
か
け
を
行
い
、
新
た
な
京

都
観
光
の
た
め
の
共
同
宣
言
を
行
っ
た
／

コ
ロ
ナ
禍
を
き
っ
か
け
と
し
て
観
光
協
会

と
業
界
の
繋
が
り
を
再
確
認
で
き
た
こ
と

は
成
果
と
し
て
認
識
し
て
い
る

②
デ
ー
タ
を
活
用
し
た
将
来
需
要
予
測

●
市
内
の
主
要
ホ
テ
ル
か
ら
毎
月
客
室
稼
働

率
等
の
デ
ー
タ
を
収
集
し
て
き
た
／
デ
ー
タ

収
集
を
継
続
し
て
き
た
こ
と
で
現
在
は
将
来

需
要
の
予
測
が
立
つ
よ
う
に
な
っ
た
／
先
行

き
・
予
測
に
関
す
る
情
報
は
事
業
者
側
か
ら

の
ニ
ー
ズ
も
高
い

③
宿
泊
業
界
の
新
陳
代
謝
に
と
も
な
う
消

費
単
価
の
向
上

●
誘
致
の
成
果
も
あ
っ
て
高
級
ホ
テ
ル
が
多

く
進
出
し
て
き
て
い
る
／
高
級
ホ
テ
ル
は
欧

米
系
の
み
な
ら
ず
、
ア
ジ
ア
系
の
資
本
も
多

く
入
っ
て
き
た
／
直
近
で
は
客
室
数
は
変
わ

ら
ず
、
宿
泊
施
設
数
は
や
や
減
少
し
て
い
る

／
つ
ま
り
大
型
施
設
が
増
え
て
ゲ
ス
ト
ハ
ウ

ス
等
の
小
さ
な
施
設
が
撤
退
す
る
、
新
陳
代

謝
が
起
き
て
い
る

④
法
規
制
を
緩
和
し
た
交
通
実
証
事
業
に

よ
る
供
給
不
足
解
消

●
以
前
は
混
雑
、
違
法
民
泊
、
マ
ナ
ー
違
反

等
の
問
題
が
課
題
と
な
っ
て
い
た
／
な
か

で
も
課
題
の
大
き
か
っ
た
公
共
交
通
の
供

給
不
足
解
消
の
た
め
に
、
バ
ス
一
日
乗
車
券

を
廃
止
し
て
地
下
鉄
・
バ
ス
一
日
乗
車
券
に

一
本
化
し
た
／
実
証
実
験
と
し
て
荷
物
と

客
の
混
載
タ
ク
シ
ー
お
よ
び
乗
り
合
い
タ

ク
シ
ー
に
つ
い
て
も
試
行
し
て
供
給
不
足

解
消
に
取
り
組
ん
で
い
る

⑤
事
前
予
約
商
品
の
整
備
を
軸
に
し
た
地

域
単
位
の
リ
ピ
ー
タ
ー
開
発

●
交
通
を
便
利
に
す
る
の
に
加
え
て
、
各
訪

問
地
の
混
雑
へ
の
対
応
も
必
要
／
需
要
の
分

散
化
の
た
め
に
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
等
を
使
っ
た

混
雑
状
況
の
可
視
化
に
取
り
組
ん
で
い
る
／

ま
た
、
コ
ロ
ナ
を
き
っ
か
け
に
事
前
予
約
制

に
取
り
組
む
関
係
者
が
増
え
た
／
事
前
予

約
に
よ
る
デ
ー
タ
取
得
で
顧
客
管
理
・
リ

ピ
ー
タ
ー
開
発
に
も
繋
が
っ
て
い
る

⑥
一
方
的
な
マ
ナ
ー
開
発
か
ら
、
双
方
向
の

観
光
モ
ラ
ル
醸
成
へ

●
ガ
ー
ド
マ
ン
の
設
置
や
イ
ラ
ス
ト
で
の
説

明
な
ど
、
マ
ナ
ー
の
啓
発
も
継
続
的
に
行
っ

て
い
る
／
そ
の
中
で
市
と
観
光
協
会
で「
京

都
観
光
行
動
基
準（
京
都
観
光
モ
ラ
ル
）」を

定
め
た
／
観
光
客
だ
け
で
は
な
く
、事
業
者
、

市
民
に
も
守
っ
て
も
ら
う
約
束
事
に
な
っ
て

い
る
点
が
ポ
イ
ン
ト
／
業
界
側
の
取
組
意
識

を
高
め
る
こ
と
で
市
民
の
不
満
の
緩
和
や
観

光
客
へ
の
マ
ナ
ー
周
知
に
も
繋
が
る

⑦
休
眠
期
間
を
活
用
し
た
施
設
改
修
や
移

転
開
業

●
コ
ロ
ナ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
大
き
な
改
修

も
進
め
ら
れ
た
（
清
水
寺
、
金
閣
寺
等
）
／

ホ
テ
ル
で
も
大
規
模
改
修
を
経
て
大
き
く

単
価
を
挙
げ
て
い
る
例
が
あ
る
／
大
学
の

移
転
も
含
め
、
様
々
な
変
化
が
起
き
て
い

る
／
伝
統
的
な
イ
メ
ー
ジ
が
強
い
が
、
新

し
い
も
の
も
取
り
入
れ
な
が
ら
優
れ
た
文

化
も
生
み
出
し
て
い
る
の
が
京
都
で
あ
る

　次
に
、
登
壇
者
で
あ
る
J
T
B
F
の
五
木

田
、
中
島
、
菅
野
よ
り
今
夏
か
ら
今
秋
に
か

け
て
訪
れ
た
、
ハ
ワ
イ
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
、

ス
イ
ス
・
オ
ー
ス
ト
リ
ア
で
の
視
察
内
容
か

ら
、
コ
ロ
ナ
前
後
に
お
け
る
変
化
と
今
後
の

観
光
の
方
向
性
に
関
す
る
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い

て
報
告
し
ま
し
た
。

●
ハ
ワ
イ
で
は
、
コ
ロ
ナ
禍
か
ら
の
観
光
再

開
に
あ
た
り
、
こ
れ
ま
で
と
違
っ
た
形
で
の

再
開
を
目
指
し
「M

ālam
a H

aw
aii

」
を
ス

ロ
ー
ガ
ン
に
取
組
を
推
進
。
地
元
の
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
が
参
画
し
て
島
ご
と
に
観
光
地
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
プ
ラ
ン
を
作
成
し
、
大
切
な
資
源

を
5
世
代
先
に
残
し
て
い
く
こ
と
を
強
く

意
識
し
た〝
再
生
型
観
光
〞に
舵
を
切
っ
た
。

●
観
光
収
益
を
地
域
社
会
の
事
業
に
還
元
す

活 動 報 告

「       

旅
行
動
向

シン
ポ
ジ
ウム
」を

開
催

第

回
33

プログラム

菅
野
正
洋

寺
崎
竜
雄

テ
ー
マ
…
…

開
催
日
時
…

開
催
方
法
…

ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
とN

ew
 N
o
rm

al

を
考
え
る

2
0
2
3
年
11
月
2
日（
木
） 

14‥

00
〜
16
‥
40

リ
ア
ル
開
催（
日
本
交
通
公
社
ビ
ル・
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
ホ
ー
ル
）

「
第
33
回

旅
行
動
向

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」

開
催
概
要

な
ど
を
も
と
に
当
財
団
の
上
席
主
任
研
究

員
（
地
域
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
領
域
）
の
菅
野
正

洋
が
解
説
を
行
い
ま
し
た
。

　ま
た
、
第
2
部
の「N

ew
 N
orm

al

に
お

け
る
観
光
地
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
考
え
る
」で

は
、
当
財
団
理
事
の
山
田
雄
一
が
モ
デ
レ
ー

タ
ー
と
な
り
、
上
席
主
任
研
究
員
の
菅
野
、

五
木
田
玲
子（
市
場
調
査
領
域
）、中
島
泰（
環

境
計
画
領
域
）に
加
え
て
、
京
都
市
観
光
協

会
か
ら
D
M
O
企
画
・
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
専

門
官
の
堀
江
卓
矢
氏
と
、
北
海
道
大
学
大
学

院
よ
り
国
際
広
報
メ
デ
ィ
ア
・
観
光
学
院 

准
教
授
の
石
黒
侑
介
氏
を
招
い
て
、

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
い

ま
し
た
。
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
で
は
、
コ
ロ
ナ
禍
か
ら
の
再
起
動

に
あ
た
り
不
可
欠
な
観
点
で
あ
る

「
地
域
社
会
と
調
和
す
る
観
光
」に
焦

点
を
当
て
て
、
国
内
外
の
事
例
紹
介

な
ど
を
交
え
な
が
ら
、
観
光
地
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
の
今
後
の
あ
り
方
に
つ
い

て
、
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　以
下
、
各
セ
ッ
シ
ョ
ン
の
概
要
を

報
告
し
ま
す
。

 

　第
1
部
で
は
、
J
T
B
F
菅
野
よ

り
前
半
「
日
本
人
旅
行
者
の
動
向
・
意
識
」、

後
半
「
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
市
場
の
動
向
・
意
識
」

に
分
け
て
報
告
を
行
い
ま
し
た
。
前
半
の
日

本
人
旅
行
者
に
関
す
る
報
告
は
主
に
、

「
J
T
B
F
旅
行
実
態
調
査
」・「
J
T
B
F

旅
行
意
識
調
査
」の
結
果
、
後
半
の
外
国
人

の
訪
日
旅
行
（
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
）に
関
す
る
報

告
は
主
に
、「
D
B
J
・
J
T
B
F
ア
ジ
ア
・

欧
米
豪
訪
日
外
国
人
旅
行
者
の
意
向
調
査
」

の
結
果
を
用
い
て
解
説
を
行
い
ま
し
た
。

　そ
の
主
な
ポ
イ
ン
ト
は
以
下
の
と
お
り

で
す
。

●
旅
行
実
施
に
対
す
る
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響

は
ほ
ぼ
解
消
し
た
こ
と

●
そ
の
中
で
、
不
安
を
感
じ
な
い
割
合
が

大
幅
に
増
加
す
る
も
、
依
然
と
し
て
半
数

は
不
安
を
感
じ
て
い
る
こ
と

●
旅
行
意
向
は
高
止
ま
り
の
傾
向
が
あ
り
、

一
方
で
「
旅
行
へ
の
親
し
み
」
が
薄
れ
て
い

る
可
能
性
も
あ
る
こ
と

●
従
来
か
ら
の
最
大
の
旅
行
動
機
で
あ
る

「
日
常
生
活
か
ら
の
解
放
」
は
コ
ロ
ナ
禍
以

前
と
比
較
し
て
選
択
率
が
高
い
状
態
が
継

続
し
て
い
る
こ
と

●
70
代
で
「
旅
行
に
行
き
た
く
な
い
」
傾
向

が
強
ま
っ
て
い
る
一
方
で
、
10
〜
20
代
の
若

年
層
で
も
「
こ
れ
ま
で
以
上
に
行
き
た
い
」

の
割
合
が
低
下
し
た
こ
と

●
旅
行
の
実
施
に
対
す
る
コ
ロ
ナ
禍
の
影

響
は
依
然
と
し
て
残
っ
て
い
る
こ
と

●
旅
行
の
予
定
・
検
討
段
階
の
割
合
は
徐
々

に
高
ま
り
つ
つ
も
い
ま
だ
低
水
準
に
あ
る
こ
と

●
旅
行
に
行
き
た
く
な
い
／
実
施
を
迷
う

理
由
は
、
全
体
で
は
円
安
や
物
価
高
の
影

響
が
大
き
い
一
方
で
、
年
代
別
で
は
コ
ロ
ナ

の
影
響
が
残
る

●
向
こ
う
1
年
の
海
外
旅
行
の
予
定
・
検

討
状
況
は
高
水
準
に
あ
る
こ
と

●
海
外
旅
行
は
ア
ジ
ア
、
欧
米
豪
と
も
に

計
画
段
階
に
移
っ
た
こ
と

●
日
本
の
人
気
は
引
き
続
き
高
く
、
ト
ッ

プ
を
維
持
し
、
一
部
の
国
で
近
年
下
降
し
て

い
た
人
気
も
回
復
し
た
こ
と

●
日
本
国
内
に
お
け
る
地
方
観
光
地
へ
の
訪

問
意
向
は
引
き
続
き
高
水
準
に
あ
る
こ
と

●
訪
日
旅
行
時
の
支
出
の
考
え
方
と
収
入

は
連
動
し
て
い
な
い
こ
と

　デ
ー
タ
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
当
財
団
発
行

の『
旅
行
年
報
2
0
2
3
』も
参
照
く
だ
さ
い
。

〈
参
考
〉『
旅
行
年
報
2
0
2
3
』（
公
財
）
日

本
交
通
公
社
2
0
2
3
年

h
ttps://w

w
w
.jtb.or.jp

/book/

annual-report/annual-report-2023
/

 

　第
2
部
で
は
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

に
入
る
前
に
ゲ
ス
ト
ス
ピ
ー
カ
ー
の
京
都

市
観
光
協
会
の
堀
江
氏
よ
り
、「
コ
ロ
ナ
禍

が
も
た
ら
し
た
京
都
観
光
の
変
化
」
と
題
し

　2
0
2
3
年
11
月
2
日
（
木
）、
東
京
・

青
山
の
日
本
交
通
公
社
ビ
ル
に
お
い
て
、
第

33
回
旅
行
動
向
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し

ま
し
た
。
本
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
2
0
2
0

年
度
か
ら
昨
年
度
ま
で
の
3
か
年
、「
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
」
の
影
響
を
受

け
、
オ
ン
ラ
イ
ン
に
て
開
催
を
し
て
ま
い
り

ま
し
た
が
、
今
回
は
一
転
、
日
本
交
通
公
社

ビ
ル
で
の
リ
ア
ル
開
催
で
実
施
で
き
る
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。

　今
回
の
旅
行
動
向
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、

「
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
とN

ew
 N
orm

al

を
考
え

る
」を
テ
ー
マ
と
し
ま
し
た
。
第
1
部
の「
国

内
旅
行
・
海
外
旅
行
・
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
市

場
動
向
」
に
お
い
て
は
、
コ
ロ
ナ
禍
の
大
打

撃
か
ら
国
内
外
の
旅
行
市
場
が
一
定
の
回

復
を
見
せ
た
現
状
に
つ
い
て
、
当
財
団
が
継

続
的
に
実
施
し
て
い
る
独
自
調
査
の
結
果

る
こ
と
で
、
住
民
に
観
光
と
の
つ
な
が
り
を

感
じ
て
も
ら
う
た
め
の
取
組
も
進
め
て
い
る
。

●
コ
ロ
ナ
以
前
、
N
Z
の
訪
問
者
は
右
肩
上
が

り
に
増
加
。
そ
の
中
で「T

iaki P
rom

ise

」

の
取
組
が
2
0
1
8
年
よ
り
旅
行
者
の
マ

ナ
ー
違
反
等
へ
の
打
開
策
の
ひ
と
つ
と
し
て

開
始
さ
れ
た
。
内
容
は
、
旅
行
者
に
対
し
て
、

マ
オ
リ
の
レ
ン
ズ
を
通
し
て
世
界
を
見
て
、
態

度
や
行
動
に
反
映
さ
せ
る
こ
と
を
求
め
る
も

の
。

●
旅
行
者
に
対
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

の
取
り
方
の
中
で
、
う
ま
く
先
住
民
マ
オ

リ
文
化
に
お
け
る
価
値
観
を
利
用
し
て
お

1
．
第
1
部

2
．
第
2
部

報
告

「
国
内
旅
行
・
海
外
旅
行
・
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
市
場
動
向
」

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

「N
ew
 N
orm

al

に
お
け
る

観
光
地
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
考
え
る
」

堀
江
卓
矢

京
都
市
観
光
協
会
D
M
O
企
画
・

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
専
門
官

石
黒
侑
介

北
海
道
大
学
大
学
院

 

国
際
広
報
メ
デ
ィ
ア
・
観
光
学
院 

准
教
授

菅
野
正
洋

観
光
研
究
部（
地
域
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
領
域
）上
席
主
任
研
究
員五

木
田
玲
子

観
光
研
究
部（
市
場
調
査
領
域
）上
席
主
任
研
究
員

中
島 

泰

お
き
な
わ
サ
ス
テ
ナ
ラ
ボ
長

観
光
研
究
部（
環
境
計
画
領
域
）上
席
主
任
研
究
員

山
田
雄
一

理
事
／
観
光
研
究
部
長

旅
の
図
書
館
長 

主
席
研
究
員

第
1
部

第
2
部

総
括

ゲ
ス
ト
ス
ピ
ー
カ
ー

登
壇
者

モ
デ
レ
ー
タ
ー

訪
日
外
国
人
旅
行
者
の
動
向・意
識

の
ポ
イ
ン
ト

日
本
人
旅
行
者
の
動
向・意
識

の
ポ
イ
ン
ト

第1部（菅野上席主任研究員）

常
務
理
事

観
光
研
究
部（
地
域
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
領
域
）上
席
主
任
研
究
員
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当
て
は
ま
る
重
要
な
視
点
だ
と
感
じ
た
。ま

た
、
N
Z
に
お
け
る
認
証
制
度
（
ク
ォ
ル
マ
ー

ク
）
な
ど
、
事
業
者
に
意
識
を
高
く
持
っ
て
も

ら
い
た
い
時
に
、
ど
う
事
業
者
を
引
き
上
げ
て

い
く
の
か
、
方
向
性
を
担
保
し
て
い
く
の
か
、
そ

の
点
に
つ
い
て
は
京
都
で
も
課
題
に
感
じ
て
い

る
と
こ
ろ
だ
。

●
現
在
は
マ
イ
ク
ロ
ツ
ー
リ
ズ
ム
も
注
目

さ
れ
て
い
る
が
、
円
安
や
物
価
の
上
昇
に

よ
っ
て
日
本
人
の
遠
出
が
難
し
く
な
っ
て
い

る
中
で
、
京
都
に
と
っ
て
は
地
域
住
民
に
地

域
を
見
直
し
て
い
た
だ
く
チ
ャ
ン
ス
と
も

捉
え
て
お
り
、
今
後
は
住
民
向
け
の
施
策

も
考
え
て
い
き
た
い
。

●
観
光
の
計
画
の
中
で
、
市
民
生
活
の
プ
ラ

イ
オ
リ
テ
ィ
が
紹
介
さ
れ
た
海
外
の
事
例
で

も
高
く
挙
げ
ら
れ
て
い
た
中
で
、
京
都
で
は

市
民
生
活
も
第
一
に
挙
げ
つ
つ
、
他
の
地
域

に
は
な
い
独
自
の
項
目
と
し
て「
担
い
手
の

活
躍
」を
掲
げ
て
い
る
。
働
く
人
々
が
や
り
が

い
を
持
っ
て
働
け
る
環
境
づ
く
り
が
、
今
後

の
観
光
の
維
持
に
と
っ
て
は
不
可
欠
で
あ
る
。

●
京
都
の
観
光
は
50
年
前
か
ら
オ
ー
バ
ー

ツ
ー
リ
ズ
ム
的
な
現
象
が
起
こ
っ
て
い
た
と

も
言
わ
れ
て
い
る
。
た
だ
、
そ
れ
は
急
激
に

人
数
が
増
え
た
こ
と
で
一
気
に
問
題
が
出
て

し
ま
っ
た
わ
け
で
、
急
激
な
変
化
に
つ
い
て

は
避
け
な
が
ら
、
緩
や
か
な
変
化
を
し
て
い

く
こ
と
が
観
光
地
あ
る
い
は
地
域
に
と
っ
て

は
大
事
だ
と
考
え
て
い
る
。

●
観
光
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
お
い
て
は
、
文

化
、
社
会
シ
ス
テ
ム
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の

3
要
素
を
整
理
し
、
そ
れ
ら
を
適
切
に
伝

え
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ

ン
ド
や
ス
イ
ス
で
は
、
地
域
の
文
化
や
社

会
活
動
を
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
に
活
か
す
取

り
組
み
が
成
功
し
て
い
る
。
今
後
は
こ
れ

ら
の
国
の
よ
う
に
自
ら
の
価
値
観
や
生
活

の
質
を
観
光
客
に
伝
え
て
い
く
こ
と
も
求

め
ら
れ
る
。

●
京
都
の
場
合
も
、
観
光
地
が
地
域
の
価
値

観
や
生
活
の
リ
ズ
ム
を
観
光
的
に
ア
ピ
ー
ル

す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
こ
れ
が
観
光
地

の
魅
力
や
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
形
成
す
る

一
因
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
地
域
と
観
光

客
の
関
係
に
お
い
て
、
な
ぜ
特
定
の
場
所
に

入
っ
て
は
い
け
な
い
の
か
、
触
っ
て
は
い
け

な
い
の
か
と
い
っ
た
理
由
を
伝
え
、
地
域
の

特
徴
や
制
約
を
理
解
し
て
も
ら
う
こ
と
が
重

要
で
あ
る
。

●
今
回
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
取
り
扱
っ
た
内
容

は
観
光
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
お
い
て
マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
か
ら
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
への
転
換
を
示
す
も

り
、
外
部
向
け
だ
け
で
は
な
く
、
事
業
者
や

住
民
向
け
の
イ
ン
ナ
ー
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
と

し
て
も
効
果
を
発
揮
し
て
い
る
よ
う
に
感

じ
ら
れ
た
。

●
ス
イ
ス
で
は
、
旅
行
者
に
対
す
る
目
的
地
と

し
て
の
差
別
化
を
目
的
と
し
て
、
観
光
事
業
者

の
環
境
対
策
を
認
証
す
る「S

w
isstainable

」

制
度
を
国
レ
ベ
ル
で
展
開
中
。

●
ま
た
、
観
光
地
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
関
す
る
研

究
レ
ビ
ュ
ー
や
現
地
で
の
意
見
交
換
か
ら
は
、

パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
に
よ
っ
て
観
光
が
停
止
し
た
こ
と

で
、
地
域
住
民
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
、
あ
る
い
は
働

く
立
場
の
従
業
員
と
の
関
係
性
を
改
め
て
見

直
す
動
き
が
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。

　そ
の
上
で
後
半
は
、
北
海
道
大
学
大
学
院

の
石
黒
准
教
授
も
加
わ
り
、
モ
デ
レ
ー
タ
ー

の
J
T
B
F
山
田
の
進
行
の
下
で
堀
江
氏
と

石
黒
准
教
授
か
ら
コ
メ
ン
ト
を
も
ら
う
形
で

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
進
め
ま
し
た
。

●
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
、
D
M
O
は
強
化
ま

た
は
脆
弱
化
す
る
傾
向
が
あ
り
、
脆
弱
な

D
M
O
は
会
費
収
入
の
減
少
や
予
算
削
減

に
直
面
し
、
強
化
さ
れ
た
D
M
O
は
業
界

に
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
し
、
ク
オ
リ
テ
ィ
の
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
や
認
証
制
度
の
導
入
な
ど
を

行
っ
て
い
る
。
そ
の
中
で
京
都
市
は
強
化

さ
れ
た
D
M
O
と
し
て
活
動
し
て
い
る
。

●
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
へ
の
対
応
に
つ
い

て
、
訪
問
者
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

方
法
が
変
わ
り
つ
つ
あ
る
。こ
れ
ま
で
の「
何

を
し
て
は
い
け
な
い
か
」
か
ら
「
こ
う
す
れ

ば
良
い
」
と
い
う
リ
ジ
ェ
ネ
ラ
テ
ィ
ブ
な
ア

プ
ロ
ー
チ
へ
の
転
換
が
今
後
重
要
で
あ
る
。

●
バ
ル
セ
ロ
ナ
で
は
、
2
0
0
7
年
に
は
観

光
客
に
否
定
的
な
住
民
が
4
割
で
、
歓
迎

的
な
住
民
が
5
割
だ
っ
た
が
、
2
0
1
6
年

に
は
こ
れ
が
逆
転
し
、
2
0
1
9
年
に
は
否

定
派
が
6
割
、
歓
迎
派
が
3
割
に
ま
で
差

が
広
が
っ
た
。
そ
れ
が
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ

ム
の
深
刻
化
を
物
語
っ
て
い
る
。
バ
ル
セ
ロ

ナ
を
中
心
に
、
ス
ペ
イ
ン
で
は
既
に
「
地
域

住
民
の
巻
き
込
み
」
が
観
光
政
策
の
最
重
要

課
題
に
な
っ
て
お
り
、
住
民
に
ホ
テ
ル
や
観

光
客
向
け
レ
ス
ト
ラ
ン
の
利
用
を
促
す
イ

ベ
ン
ト
な
ど
も
あ
る
。

●
バ
レ
ア
レ
ス
諸
島
で
は
、
観
光
税
を
宿
泊

税
と
し
て
取
り
入
れ
て
お
り
、
そ
の
中
で
特

に
力
を
入
れ
て
い
る
の
は
、
ホ
テ
ル
の
ベ
ッ

ド
を
自
動
昇
降
機
能
付
き
に
す
る
こ
と
。
こ

れ
は
従
業
員
の
労
働
環
境
改
善
を
目
指
す

も
の
で
、
現
地
の
従
業
員
の
働
き
方
改
革
で

あ
り
、
生
産
性
向
上
を
図
る
こ
と
を
目
的
に

し
て
い
る
。
こ
れ
も
観
光
政
策
の
対
象
を
地

元
住
民
に
シ
フ
ト
さ
せ
た
好
例
で
あ
る
。

●
コ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
で
は
、
“the en

d
 of 

tou
rim

s

”と
い
う
観
光
戦
略
の
中
で
「
ロ
ー

カ
ル
フ
ッ
ド
（localh

ood

）」
と
い
う
造
語

を
定
義
し
て
い
る
。
こ
れ
も
従
業
員
を
含

め
た
住
民
の
の
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
も
考

慮
し
た
観
光
戦
略
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
コ
ロ

ナ
前
か
ら
の
動
き
で
あ
り
、
現
在
も
続
い

て
い
る
。

●
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
地
域
住
民
の
力
が
重
要

視
さ
れ
、
政
策
形
成
の
プ
ロ
セ
ス
と
し
て
地

域
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と

の
協
力
が
再
び
注
目
さ
れ
て
い
る
。
地
域

住
民
の
参
加
が
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
に
お
い
て
無
視
で
き
な
く
な
り
、

ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
が
再
評
価

さ
れ
つ
つ
あ
る
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
。

●
海
外
事
例
か
ら
京
都
に
お
い
て
も
参
考
に

で
き
る
点
が
あ
る
と
感
じ
た
。特
に
マ
ラ
マ
・
ハ

ワ
イ
の
事
例
に
お
け
る
訪
問
者
と
の
前
向
き

な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
は
、京
都
に
も

の
で
あ
り
、こ
れ
ま
で
の
観
光
事
業
の
あ
り
方

が
変
わ
り
つ
つ
あ
る
。
ア
メ
リ
カ
の
リ
ゾ
ー
ト

事
業
者
ま
で
も
が
、「
も
う
観
光
だ
け
で
は
な

く
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
理
解
と
連
携
が
必

要
」と
の
共
通
見
解
を
示
し
て
お
り
、
観
光
業

だ
け
で
な
く
地
域
社
会
と
の
協
力
が
重
要
と

な
っ
て
く
る
。
住
民
と
観
光
客
と
い
う
対
立
構

造
を
超
え
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
中
心
に
捉

え
た
課
題
解
決
と
フ
レ
ー
ム
の
再
構
築
が
必

要
で
あ
る
。

　最
後
に
、
第
1
部
、
第
2
部
の
内
容
を
踏
ま

え
て
、J
T
B
F
常
務
理
事
の
寺
崎
が
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
全
体
の
総
括
を
行
い
ま
し
た
。
総
括
で

は
、
今
回
で
33
回
を
迎
え
た
旅
行
動
向
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
の
初
回
開
催
時
、1
9
9
1
年
の
社
会

情
勢
を
振
り
返
り
、
社
会
に
大
き
な
変
化
が

あ
る
時
代
に
お
い
て
観
光
も
ま
た
転
換
点
を
迎

え
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
を
述
べ
た
上
で
、
現
在

も
ま
た
平
成
か
ら
令
和
への
時
代
の
変
わ
り
目

に
あ
り
、コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
や
国
際
的
に
も
大
き

な
出
来
事
が
続
い
て
い
る
こ
と
で
、
社
会
変
革
へ

の
意
識
が
高
ま
っ
て
い
る
と
指
摘
し
ま
し
た
。

　ま
た
、
ニ
ュ
ー
ノ
ー
マ
ル
と
し
て
の
旅
行

に
お
い
て
は
地
域
社
会
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を

重
視
し
た
観
光
が
不
可
欠
で
あ
り
、
加
え

て
若
者
の
行
動
や
意
識
に
焦
点
を
当
て
、

彼
ら
が
社
会
の
主
役
に
な
る
こ
と
を
見
据

え
た
研
究
の
必
要
性
に
つ
い
て
強
調
し
て
、

総
括
を
締
め
ま
し
た
。

　今
後
も
J
T
B
F
で
は
旅
行
・
観
光
分

野
の
実
践
的
な
学
術
研
究
機
関
と
し
て
、

社
会
に
求
め
ら
れ
る
研
究
テ
ー
マ
に
積
極

的
に
取
り
組
み
、
旅
行
動
向
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

等
の
場
を
通
じ
て
、
皆
さ
ま
に
よ
り
有
益
な

情
報
を
提
供
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
文
：
J
T
B
F
・
中
島 

泰
）

て
、
近
年
の
京
都
観
光
の
動
向
に
つ
い
て
、

コ
ロ
ナ
前
後
に
お
け
る
観
光
客
の
変
化
や

観
光
協
会
と
し
て
の
対
応
状
況
等
も
含
め

て
、
7
点
に
ポ
イ
ン
ト
を
ま
と
め
て
話
題

提
供
い
た
だ
き
ま
し
た
。

①
業
界
団
体
の
結
束
と
D
M
O
の
存
在
感
強

化●
観
光
協
会
が
音
頭
を
取
る
形
で
様
々
な

業
界
団
体
に
声
か
け
を
行
い
、
新
た
な
京

都
観
光
の
た
め
の
共
同
宣
言
を
行
っ
た
／

コ
ロ
ナ
禍
を
き
っ
か
け
と
し
て
観
光
協
会

と
業
界
の
繋
が
り
を
再
確
認
で
き
た
こ
と

は
成
果
と
し
て
認
識
し
て
い
る

②
デ
ー
タ
を
活
用
し
た
将
来
需
要
予
測

●
市
内
の
主
要
ホ
テ
ル
か
ら
毎
月
客
室
稼
働

率
等
の
デ
ー
タ
を
収
集
し
て
き
た
／
デ
ー
タ

収
集
を
継
続
し
て
き
た
こ
と
で
現
在
は
将
来

需
要
の
予
測
が
立
つ
よ
う
に
な
っ
た
／
先
行

き
・
予
測
に
関
す
る
情
報
は
事
業
者
側
か
ら

の
ニ
ー
ズ
も
高
い

③
宿
泊
業
界
の
新
陳
代
謝
に
と
も
な
う
消

費
単
価
の
向
上

●
誘
致
の
成
果
も
あ
っ
て
高
級
ホ
テ
ル
が
多

く
進
出
し
て
き
て
い
る
／
高
級
ホ
テ
ル
は
欧

米
系
の
み
な
ら
ず
、
ア
ジ
ア
系
の
資
本
も
多

く
入
っ
て
き
た
／
直
近
で
は
客
室
数
は
変
わ

ら
ず
、
宿
泊
施
設
数
は
や
や
減
少
し
て
い
る

／
つ
ま
り
大
型
施
設
が
増
え
て
ゲ
ス
ト
ハ
ウ

ス
等
の
小
さ
な
施
設
が
撤
退
す
る
、
新
陳
代

謝
が
起
き
て
い
る

④
法
規
制
を
緩
和
し
た
交
通
実
証
事
業
に

よ
る
供
給
不
足
解
消

●
以
前
は
混
雑
、
違
法
民
泊
、
マ
ナ
ー
違
反

等
の
問
題
が
課
題
と
な
っ
て
い
た
／
な
か

で
も
課
題
の
大
き
か
っ
た
公
共
交
通
の
供

給
不
足
解
消
の
た
め
に
、
バ
ス
一
日
乗
車
券

を
廃
止
し
て
地
下
鉄
・
バ
ス
一
日
乗
車
券
に

一
本
化
し
た
／
実
証
実
験
と
し
て
荷
物
と

客
の
混
載
タ
ク
シ
ー
お
よ
び
乗
り
合
い
タ

ク
シ
ー
に
つ
い
て
も
試
行
し
て
供
給
不
足

解
消
に
取
り
組
ん
で
い
る

⑤
事
前
予
約
商
品
の
整
備
を
軸
に
し
た
地

域
単
位
の
リ
ピ
ー
タ
ー
開
発

●
交
通
を
便
利
に
す
る
の
に
加
え
て
、
各
訪

問
地
の
混
雑
へ
の
対
応
も
必
要
／
需
要
の
分

散
化
の
た
め
に
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
等
を
使
っ
た

混
雑
状
況
の
可
視
化
に
取
り
組
ん
で
い
る
／

ま
た
、
コ
ロ
ナ
を
き
っ
か
け
に
事
前
予
約
制

に
取
り
組
む
関
係
者
が
増
え
た
／
事
前
予

約
に
よ
る
デ
ー
タ
取
得
で
顧
客
管
理
・
リ

ピ
ー
タ
ー
開
発
に
も
繋
が
っ
て
い
る

⑥
一
方
的
な
マ
ナ
ー
開
発
か
ら
、
双
方
向
の

観
光
モ
ラ
ル
醸
成
へ

●
ガ
ー
ド
マ
ン
の
設
置
や
イ
ラ
ス
ト
で
の
説

明
な
ど
、
マ
ナ
ー
の
啓
発
も
継
続
的
に
行
っ

て
い
る
／
そ
の
中
で
市
と
観
光
協
会
で「
京

都
観
光
行
動
基
準（
京
都
観
光
モ
ラ
ル
）」を

定
め
た
／
観
光
客
だ
け
で
は
な
く
、事
業
者
、

市
民
に
も
守
っ
て
も
ら
う
約
束
事
に
な
っ
て

い
る
点
が
ポ
イ
ン
ト
／
業
界
側
の
取
組
意
識

を
高
め
る
こ
と
で
市
民
の
不
満
の
緩
和
や
観

光
客
へ
の
マ
ナ
ー
周
知
に
も
繋
が
る

⑦
休
眠
期
間
を
活
用
し
た
施
設
改
修
や
移

転
開
業

●
コ
ロ
ナ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
大
き
な
改
修

も
進
め
ら
れ
た
（
清
水
寺
、
金
閣
寺
等
）
／

ホ
テ
ル
で
も
大
規
模
改
修
を
経
て
大
き
く

単
価
を
挙
げ
て
い
る
例
が
あ
る
／
大
学
の

移
転
も
含
め
、
様
々
な
変
化
が
起
き
て
い

る
／
伝
統
的
な
イ
メ
ー
ジ
が
強
い
が
、
新

し
い
も
の
も
取
り
入
れ
な
が
ら
優
れ
た
文

化
も
生
み
出
し
て
い
る
の
が
京
都
で
あ
る

　次
に
、
登
壇
者
で
あ
る
J
T
B
F
の
五
木

田
、
中
島
、
菅
野
よ
り
今
夏
か
ら
今
秋
に
か

け
て
訪
れ
た
、
ハ
ワ
イ
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
、

ス
イ
ス
・
オ
ー
ス
ト
リ
ア
で
の
視
察
内
容
か

ら
、
コ
ロ
ナ
前
後
に
お
け
る
変
化
と
今
後
の

観
光
の
方
向
性
に
関
す
る
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い

て
報
告
し
ま
し
た
。

●
ハ
ワ
イ
で
は
、
コ
ロ
ナ
禍
か
ら
の
観
光
再

開
に
あ
た
り
、
こ
れ
ま
で
と
違
っ
た
形
で
の

再
開
を
目
指
し
「M

ālam
a H

aw
aii

」
を
ス

ロ
ー
ガ
ン
に
取
組
を
推
進
。
地
元
の
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
が
参
画
し
て
島
ご
と
に
観
光
地
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
プ
ラ
ン
を
作
成
し
、
大
切
な
資
源

を
5
世
代
先
に
残
し
て
い
く
こ
と
を
強
く

意
識
し
た〝
再
生
型
観
光
〞に
舵
を
切
っ
た
。

●
観
光
収
益
を
地
域
社
会
の
事
業
に
還
元
す

活 動 報 告

「       

旅
行
動
向

シン
ポ
ジ
ウム
」を

開
催

第

回
33

プログラム

菅
野
正
洋

寺
崎
竜
雄

テ
ー
マ
…
…

開
催
日
時
…

開
催
方
法
…

ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
とN

ew
 N
o
rm

al

を
考
え
る

2
0
2
3
年
11
月
2
日（
木
） 

14‥

00
〜
16
‥
40

リ
ア
ル
開
催（
日
本
交
通
公
社
ビ
ル・
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
ホ
ー
ル
）

「
第
33
回

旅
行
動
向

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」

開
催
概
要

な
ど
を
も
と
に
当
財
団
の
上
席
主
任
研
究

員
（
地
域
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
領
域
）
の
菅
野
正

洋
が
解
説
を
行
い
ま
し
た
。

　ま
た
、
第
2
部
の「N

ew
 N
orm

al

に
お

け
る
観
光
地
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
考
え
る
」で

は
、
当
財
団
理
事
の
山
田
雄
一
が
モ
デ
レ
ー

タ
ー
と
な
り
、
上
席
主
任
研
究
員
の
菅
野
、

五
木
田
玲
子（
市
場
調
査
領
域
）、中
島
泰（
環

境
計
画
領
域
）に
加
え
て
、
京
都
市
観
光
協

会
か
ら
D
M
O
企
画
・
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
専

門
官
の
堀
江
卓
矢
氏
と
、
北
海
道
大
学
大
学

院
よ
り
国
際
広
報
メ
デ
ィ
ア
・
観
光
学
院 

准
教
授
の
石
黒
侑
介
氏
を
招
い
て
、

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
い

ま
し
た
。
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
で
は
、
コ
ロ
ナ
禍
か
ら
の
再
起
動

に
あ
た
り
不
可
欠
な
観
点
で
あ
る

「
地
域
社
会
と
調
和
す
る
観
光
」に
焦

点
を
当
て
て
、
国
内
外
の
事
例
紹
介

な
ど
を
交
え
な
が
ら
、
観
光
地
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
の
今
後
の
あ
り
方
に
つ
い

て
、
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　以
下
、
各
セ
ッ
シ
ョ
ン
の
概
要
を

報
告
し
ま
す
。

 

　第
1
部
で
は
、
J
T
B
F
菅
野
よ

り
前
半
「
日
本
人
旅
行
者
の
動
向
・
意
識
」、

後
半
「
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
市
場
の
動
向
・
意
識
」

に
分
け
て
報
告
を
行
い
ま
し
た
。
前
半
の
日

本
人
旅
行
者
に
関
す
る
報
告
は
主
に
、

「
J
T
B
F
旅
行
実
態
調
査
」・「
J
T
B
F

旅
行
意
識
調
査
」の
結
果
、
後
半
の
外
国
人

の
訪
日
旅
行
（
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
）に
関
す
る
報

告
は
主
に
、「
D
B
J
・
J
T
B
F
ア
ジ
ア
・

欧
米
豪
訪
日
外
国
人
旅
行
者
の
意
向
調
査
」

の
結
果
を
用
い
て
解
説
を
行
い
ま
し
た
。

　そ
の
主
な
ポ
イ
ン
ト
は
以
下
の
と
お
り

で
す
。

●
旅
行
実
施
に
対
す
る
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響

は
ほ
ぼ
解
消
し
た
こ
と

●
そ
の
中
で
、
不
安
を
感
じ
な
い
割
合
が

大
幅
に
増
加
す
る
も
、
依
然
と
し
て
半
数

は
不
安
を
感
じ
て
い
る
こ
と

●
旅
行
意
向
は
高
止
ま
り
の
傾
向
が
あ
り
、

一
方
で
「
旅
行
へ
の
親
し
み
」
が
薄
れ
て
い

る
可
能
性
も
あ
る
こ
と

●
従
来
か
ら
の
最
大
の
旅
行
動
機
で
あ
る

「
日
常
生
活
か
ら
の
解
放
」
は
コ
ロ
ナ
禍
以

前
と
比
較
し
て
選
択
率
が
高
い
状
態
が
継

続
し
て
い
る
こ
と

●
70
代
で
「
旅
行
に
行
き
た
く
な
い
」
傾
向

が
強
ま
っ
て
い
る
一
方
で
、
10
〜
20
代
の
若

年
層
で
も
「
こ
れ
ま
で
以
上
に
行
き
た
い
」

の
割
合
が
低
下
し
た
こ
と

●
旅
行
の
実
施
に
対
す
る
コ
ロ
ナ
禍
の
影

響
は
依
然
と
し
て
残
っ
て
い
る
こ
と

●
旅
行
の
予
定
・
検
討
段
階
の
割
合
は
徐
々

に
高
ま
り
つ
つ
も
い
ま
だ
低
水
準
に
あ
る
こ
と

●
旅
行
に
行
き
た
く
な
い
／
実
施
を
迷
う

理
由
は
、
全
体
で
は
円
安
や
物
価
高
の
影

響
が
大
き
い
一
方
で
、
年
代
別
で
は
コ
ロ
ナ

の
影
響
が
残
る

●
向
こ
う
1
年
の
海
外
旅
行
の
予
定
・
検

討
状
況
は
高
水
準
に
あ
る
こ
と

●
海
外
旅
行
は
ア
ジ
ア
、
欧
米
豪
と
も
に

計
画
段
階
に
移
っ
た
こ
と

●
日
本
の
人
気
は
引
き
続
き
高
く
、
ト
ッ

プ
を
維
持
し
、
一
部
の
国
で
近
年
下
降
し
て

い
た
人
気
も
回
復
し
た
こ
と

●
日
本
国
内
に
お
け
る
地
方
観
光
地
へ
の
訪

問
意
向
は
引
き
続
き
高
水
準
に
あ
る
こ
と

●
訪
日
旅
行
時
の
支
出
の
考
え
方
と
収
入

は
連
動
し
て
い
な
い
こ
と

　デ
ー
タ
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
当
財
団
発
行

の『
旅
行
年
報
2
0
2
3
』も
参
照
く
だ
さ
い
。

〈
参
考
〉『
旅
行
年
報
2
0
2
3
』（
公
財
）
日

本
交
通
公
社
2
0
2
3
年

h
ttps://w

w
w
.jtb.or.jp

/book/

annual-report/annual-report-2023
/

 

　第
2
部
で
は
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

に
入
る
前
に
ゲ
ス
ト
ス
ピ
ー
カ
ー
の
京
都

市
観
光
協
会
の
堀
江
氏
よ
り
、「
コ
ロ
ナ
禍

が
も
た
ら
し
た
京
都
観
光
の
変
化
」
と
題
し

　2
0
2
3
年
11
月
2
日
（
木
）、
東
京
・

青
山
の
日
本
交
通
公
社
ビ
ル
に
お
い
て
、
第

33
回
旅
行
動
向
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し

ま
し
た
。
本
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
2
0
2
0

年
度
か
ら
昨
年
度
ま
で
の
3
か
年
、「
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
」
の
影
響
を
受

け
、
オ
ン
ラ
イ
ン
に
て
開
催
を
し
て
ま
い
り

ま
し
た
が
、
今
回
は
一
転
、
日
本
交
通
公
社

ビ
ル
で
の
リ
ア
ル
開
催
で
実
施
で
き
る
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。

　今
回
の
旅
行
動
向
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、

「
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
とN

ew
 N
orm

al

を
考
え

る
」を
テ
ー
マ
と
し
ま
し
た
。
第
1
部
の「
国

内
旅
行
・
海
外
旅
行
・
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
市

場
動
向
」
に
お
い
て
は
、
コ
ロ
ナ
禍
の
大
打

撃
か
ら
国
内
外
の
旅
行
市
場
が
一
定
の
回

復
を
見
せ
た
現
状
に
つ
い
て
、
当
財
団
が
継

続
的
に
実
施
し
て
い
る
独
自
調
査
の
結
果

る
こ
と
で
、
住
民
に
観
光
と
の
つ
な
が
り
を

感
じ
て
も
ら
う
た
め
の
取
組
も
進
め
て
い
る
。

●
コ
ロ
ナ
以
前
、
N
Z
の
訪
問
者
は
右
肩
上
が

り
に
増
加
。
そ
の
中
で「T

iaki P
rom

ise

」

の
取
組
が
2
0
1
8
年
よ
り
旅
行
者
の
マ

ナ
ー
違
反
等
へ
の
打
開
策
の
ひ
と
つ
と
し
て

開
始
さ
れ
た
。
内
容
は
、
旅
行
者
に
対
し
て
、

マ
オ
リ
の
レ
ン
ズ
を
通
し
て
世
界
を
見
て
、
態

度
や
行
動
に
反
映
さ
せ
る
こ
と
を
求
め
る
も

の
。

●
旅
行
者
に
対
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

の
取
り
方
の
中
で
、
う
ま
く
先
住
民
マ
オ

リ
文
化
に
お
け
る
価
値
観
を
利
用
し
て
お

1
．
第
1
部

2
．
第
2
部
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当
て
は
ま
る
重
要
な
視
点
だ
と
感
じ
た
。ま

た
、
N
Z
に
お
け
る
認
証
制
度
（
ク
ォ
ル
マ
ー

ク
）
な
ど
、
事
業
者
に
意
識
を
高
く
持
っ
て
も

ら
い
た
い
時
に
、
ど
う
事
業
者
を
引
き
上
げ
て

い
く
の
か
、
方
向
性
を
担
保
し
て
い
く
の
か
、
そ

の
点
に
つ
い
て
は
京
都
で
も
課
題
に
感
じ
て
い

る
と
こ
ろ
だ
。

●
現
在
は
マ
イ
ク
ロ
ツ
ー
リ
ズ
ム
も
注
目

さ
れ
て
い
る
が
、
円
安
や
物
価
の
上
昇
に

よ
っ
て
日
本
人
の
遠
出
が
難
し
く
な
っ
て
い

る
中
で
、
京
都
に
と
っ
て
は
地
域
住
民
に
地

域
を
見
直
し
て
い
た
だ
く
チ
ャ
ン
ス
と
も

捉
え
て
お
り
、
今
後
は
住
民
向
け
の
施
策

も
考
え
て
い
き
た
い
。

●
観
光
の
計
画
の
中
で
、
市
民
生
活
の
プ
ラ

イ
オ
リ
テ
ィ
が
紹
介
さ
れ
た
海
外
の
事
例
で

も
高
く
挙
げ
ら
れ
て
い
た
中
で
、
京
都
で
は

市
民
生
活
も
第
一
に
挙
げ
つ
つ
、
他
の
地
域

に
は
な
い
独
自
の
項
目
と
し
て「
担
い
手
の

活
躍
」を
掲
げ
て
い
る
。
働
く
人
々
が
や
り
が

い
を
持
っ
て
働
け
る
環
境
づ
く
り
が
、
今
後

の
観
光
の
維
持
に
と
っ
て
は
不
可
欠
で
あ
る
。

●
京
都
の
観
光
は
50
年
前
か
ら
オ
ー
バ
ー

ツ
ー
リ
ズ
ム
的
な
現
象
が
起
こ
っ
て
い
た
と

も
言
わ
れ
て
い
る
。
た
だ
、
そ
れ
は
急
激
に

人
数
が
増
え
た
こ
と
で
一
気
に
問
題
が
出
て

し
ま
っ
た
わ
け
で
、
急
激
な
変
化
に
つ
い
て

は
避
け
な
が
ら
、
緩
や
か
な
変
化
を
し
て
い

く
こ
と
が
観
光
地
あ
る
い
は
地
域
に
と
っ
て

は
大
事
だ
と
考
え
て
い
る
。

●
観
光
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
お
い
て
は
、
文

化
、
社
会
シ
ス
テ
ム
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の

3
要
素
を
整
理
し
、
そ
れ
ら
を
適
切
に
伝

え
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ

ン
ド
や
ス
イ
ス
で
は
、
地
域
の
文
化
や
社

会
活
動
を
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
に
活
か
す
取

り
組
み
が
成
功
し
て
い
る
。
今
後
は
こ
れ

ら
の
国
の
よ
う
に
自
ら
の
価
値
観
や
生
活

の
質
を
観
光
客
に
伝
え
て
い
く
こ
と
も
求

め
ら
れ
る
。

●
京
都
の
場
合
も
、
観
光
地
が
地
域
の
価
値

観
や
生
活
の
リ
ズ
ム
を
観
光
的
に
ア
ピ
ー
ル

す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
こ
れ
が
観
光
地

の
魅
力
や
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
形
成
す
る

一
因
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
地
域
と
観
光

客
の
関
係
に
お
い
て
、
な
ぜ
特
定
の
場
所
に

入
っ
て
は
い
け
な
い
の
か
、
触
っ
て
は
い
け

な
い
の
か
と
い
っ
た
理
由
を
伝
え
、
地
域
の

特
徴
や
制
約
を
理
解
し
て
も
ら
う
こ
と
が
重

要
で
あ
る
。

●
今
回
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
取
り
扱
っ
た
内
容

は
観
光
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
お
い
て
マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
か
ら
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
への
転
換
を
示
す
も

り
、
外
部
向
け
だ
け
で
は
な
く
、
事
業
者
や

住
民
向
け
の
イ
ン
ナ
ー
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
と

し
て
も
効
果
を
発
揮
し
て
い
る
よ
う
に
感

じ
ら
れ
た
。

●
ス
イ
ス
で
は
、
旅
行
者
に
対
す
る
目
的
地
と

し
て
の
差
別
化
を
目
的
と
し
て
、
観
光
事
業
者

の
環
境
対
策
を
認
証
す
る「S

w
isstainable

」

制
度
を
国
レ
ベ
ル
で
展
開
中
。

●
ま
た
、
観
光
地
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
関
す
る
研

究
レ
ビ
ュ
ー
や
現
地
で
の
意
見
交
換
か
ら
は
、

パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
に
よ
っ
て
観
光
が
停
止
し
た
こ
と

で
、
地
域
住
民
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
、
あ
る
い
は
働

く
立
場
の
従
業
員
と
の
関
係
性
を
改
め
て
見

直
す
動
き
が
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。

　そ
の
上
で
後
半
は
、
北
海
道
大
学
大
学
院

の
石
黒
准
教
授
も
加
わ
り
、
モ
デ
レ
ー
タ
ー

の
J
T
B
F
山
田
の
進
行
の
下
で
堀
江
氏
と

石
黒
准
教
授
か
ら
コ
メ
ン
ト
を
も
ら
う
形
で

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
進
め
ま
し
た
。

●
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
、
D
M
O
は
強
化
ま

た
は
脆
弱
化
す
る
傾
向
が
あ
り
、
脆
弱
な

D
M
O
は
会
費
収
入
の
減
少
や
予
算
削
減

に
直
面
し
、
強
化
さ
れ
た
D
M
O
は
業
界

に
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
し
、
ク
オ
リ
テ
ィ
の
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
や
認
証
制
度
の
導
入
な
ど
を

行
っ
て
い
る
。
そ
の
中
で
京
都
市
は
強
化

さ
れ
た
D
M
O
と
し
て
活
動
し
て
い
る
。

●
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
へ
の
対
応
に
つ
い

て
、
訪
問
者
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

方
法
が
変
わ
り
つ
つ
あ
る
。こ
れ
ま
で
の「
何

を
し
て
は
い
け
な
い
か
」
か
ら
「
こ
う
す
れ

ば
良
い
」
と
い
う
リ
ジ
ェ
ネ
ラ
テ
ィ
ブ
な
ア

プ
ロ
ー
チ
へ
の
転
換
が
今
後
重
要
で
あ
る
。

●
バ
ル
セ
ロ
ナ
で
は
、
2
0
0
7
年
に
は
観

光
客
に
否
定
的
な
住
民
が
4
割
で
、
歓
迎

的
な
住
民
が
5
割
だ
っ
た
が
、
2
0
1
6
年

に
は
こ
れ
が
逆
転
し
、
2
0
1
9
年
に
は
否

定
派
が
6
割
、
歓
迎
派
が
3
割
に
ま
で
差

が
広
が
っ
た
。
そ
れ
が
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ

ム
の
深
刻
化
を
物
語
っ
て
い
る
。
バ
ル
セ
ロ

ナ
を
中
心
に
、
ス
ペ
イ
ン
で
は
既
に
「
地
域

住
民
の
巻
き
込
み
」
が
観
光
政
策
の
最
重
要

課
題
に
な
っ
て
お
り
、
住
民
に
ホ
テ
ル
や
観

光
客
向
け
レ
ス
ト
ラ
ン
の
利
用
を
促
す
イ

ベ
ン
ト
な
ど
も
あ
る
。

●
バ
レ
ア
レ
ス
諸
島
で
は
、
観
光
税
を
宿
泊

税
と
し
て
取
り
入
れ
て
お
り
、
そ
の
中
で
特

に
力
を
入
れ
て
い
る
の
は
、
ホ
テ
ル
の
ベ
ッ

ド
を
自
動
昇
降
機
能
付
き
に
す
る
こ
と
。
こ

れ
は
従
業
員
の
労
働
環
境
改
善
を
目
指
す

も
の
で
、
現
地
の
従
業
員
の
働
き
方
改
革
で

あ
り
、
生
産
性
向
上
を
図
る
こ
と
を
目
的
に

し
て
い
る
。
こ
れ
も
観
光
政
策
の
対
象
を
地

元
住
民
に
シ
フ
ト
さ
せ
た
好
例
で
あ
る
。

●
コ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
で
は
、
“the en

d
 of 

tou
rim

s

”と
い
う
観
光
戦
略
の
中
で
「
ロ
ー

カ
ル
フ
ッ
ド
（localh

ood

）」
と
い
う
造
語

を
定
義
し
て
い
る
。
こ
れ
も
従
業
員
を
含

め
た
住
民
の
の
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
も
考

慮
し
た
観
光
戦
略
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
コ
ロ

ナ
前
か
ら
の
動
き
で
あ
り
、
現
在
も
続
い

て
い
る
。

●
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
地
域
住
民
の
力
が
重
要

視
さ
れ
、
政
策
形
成
の
プ
ロ
セ
ス
と
し
て
地

域
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と

の
協
力
が
再
び
注
目
さ
れ
て
い
る
。
地
域

住
民
の
参
加
が
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
に
お
い
て
無
視
で
き
な
く
な
り
、

ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
が
再
評
価

さ
れ
つ
つ
あ
る
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
。

●
海
外
事
例
か
ら
京
都
に
お
い
て
も
参
考
に

で
き
る
点
が
あ
る
と
感
じ
た
。特
に
マ
ラ
マ
・
ハ

ワ
イ
の
事
例
に
お
け
る
訪
問
者
と
の
前
向
き

な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
は
、京
都
に
も

の
で
あ
り
、こ
れ
ま
で
の
観
光
事
業
の
あ
り
方

が
変
わ
り
つ
つ
あ
る
。
ア
メ
リ
カ
の
リ
ゾ
ー
ト

事
業
者
ま
で
も
が
、「
も
う
観
光
だ
け
で
は
な

く
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
理
解
と
連
携
が
必

要
」と
の
共
通
見
解
を
示
し
て
お
り
、
観
光
業

だ
け
で
な
く
地
域
社
会
と
の
協
力
が
重
要
と

な
っ
て
く
る
。
住
民
と
観
光
客
と
い
う
対
立
構

造
を
超
え
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
中
心
に
捉

え
た
課
題
解
決
と
フ
レ
ー
ム
の
再
構
築
が
必

要
で
あ
る
。

　最
後
に
、
第
1
部
、
第
2
部
の
内
容
を
踏
ま

え
て
、J
T
B
F
常
務
理
事
の
寺
崎
が
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
全
体
の
総
括
を
行
い
ま
し
た
。
総
括
で

は
、
今
回
で
33
回
を
迎
え
た
旅
行
動
向
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
の
初
回
開
催
時
、1
9
9
1
年
の
社
会

情
勢
を
振
り
返
り
、
社
会
に
大
き
な
変
化
が

あ
る
時
代
に
お
い
て
観
光
も
ま
た
転
換
点
を
迎

え
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
を
述
べ
た
上
で
、
現
在

も
ま
た
平
成
か
ら
令
和
への
時
代
の
変
わ
り
目

に
あ
り
、コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
や
国
際
的
に
も
大
き

な
出
来
事
が
続
い
て
い
る
こ
と
で
、
社
会
変
革
へ

の
意
識
が
高
ま
っ
て
い
る
と
指
摘
し
ま
し
た
。

　ま
た
、
ニ
ュ
ー
ノ
ー
マ
ル
と
し
て
の
旅
行

に
お
い
て
は
地
域
社
会
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を

重
視
し
た
観
光
が
不
可
欠
で
あ
り
、
加
え

て
若
者
の
行
動
や
意
識
に
焦
点
を
当
て
、

彼
ら
が
社
会
の
主
役
に
な
る
こ
と
を
見
据

え
た
研
究
の
必
要
性
に
つ
い
て
強
調
し
て
、

総
括
を
締
め
ま
し
た
。

　今
後
も
J
T
B
F
で
は
旅
行
・
観
光
分

野
の
実
践
的
な
学
術
研
究
機
関
と
し
て
、

社
会
に
求
め
ら
れ
る
研
究
テ
ー
マ
に
積
極

的
に
取
り
組
み
、
旅
行
動
向
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

等
の
場
を
通
じ
て
、
皆
さ
ま
に
よ
り
有
益
な

情
報
を
提
供
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
文
：
J
T
B
F
・
中
島 

泰
）

て
、
近
年
の
京
都
観
光
の
動
向
に
つ
い
て
、

コ
ロ
ナ
前
後
に
お
け
る
観
光
客
の
変
化
や

観
光
協
会
と
し
て
の
対
応
状
況
等
も
含
め

て
、
7
点
に
ポ
イ
ン
ト
を
ま
と
め
て
話
題

提
供
い
た
だ
き
ま
し
た
。

①
業
界
団
体
の
結
束
と
D
M
O
の
存
在
感
強

化●
観
光
協
会
が
音
頭
を
取
る
形
で
様
々
な

業
界
団
体
に
声
か
け
を
行
い
、
新
た
な
京

都
観
光
の
た
め
の
共
同
宣
言
を
行
っ
た
／

コ
ロ
ナ
禍
を
き
っ
か
け
と
し
て
観
光
協
会

と
業
界
の
繋
が
り
を
再
確
認
で
き
た
こ
と

は
成
果
と
し
て
認
識
し
て
い
る

②
デ
ー
タ
を
活
用
し
た
将
来
需
要
予
測

●
市
内
の
主
要
ホ
テ
ル
か
ら
毎
月
客
室
稼
働

率
等
の
デ
ー
タ
を
収
集
し
て
き
た
／
デ
ー
タ

収
集
を
継
続
し
て
き
た
こ
と
で
現
在
は
将
来

需
要
の
予
測
が
立
つ
よ
う
に
な
っ
た
／
先
行

き
・
予
測
に
関
す
る
情
報
は
事
業
者
側
か
ら

の
ニ
ー
ズ
も
高
い

③
宿
泊
業
界
の
新
陳
代
謝
に
と
も
な
う
消

費
単
価
の
向
上

●
誘
致
の
成
果
も
あ
っ
て
高
級
ホ
テ
ル
が
多

く
進
出
し
て
き
て
い
る
／
高
級
ホ
テ
ル
は
欧

米
系
の
み
な
ら
ず
、
ア
ジ
ア
系
の
資
本
も
多

く
入
っ
て
き
た
／
直
近
で
は
客
室
数
は
変
わ

ら
ず
、
宿
泊
施
設
数
は
や
や
減
少
し
て
い
る

／
つ
ま
り
大
型
施
設
が
増
え
て
ゲ
ス
ト
ハ
ウ

ス
等
の
小
さ
な
施
設
が
撤
退
す
る
、
新
陳
代

謝
が
起
き
て
い
る

④
法
規
制
を
緩
和
し
た
交
通
実
証
事
業
に

よ
る
供
給
不
足
解
消

●
以
前
は
混
雑
、
違
法
民
泊
、
マ
ナ
ー
違
反

等
の
問
題
が
課
題
と
な
っ
て
い
た
／
な
か

で
も
課
題
の
大
き
か
っ
た
公
共
交
通
の
供

給
不
足
解
消
の
た
め
に
、
バ
ス
一
日
乗
車
券

を
廃
止
し
て
地
下
鉄
・
バ
ス
一
日
乗
車
券
に

一
本
化
し
た
／
実
証
実
験
と
し
て
荷
物
と

客
の
混
載
タ
ク
シ
ー
お
よ
び
乗
り
合
い
タ

ク
シ
ー
に
つ
い
て
も
試
行
し
て
供
給
不
足

解
消
に
取
り
組
ん
で
い
る

⑤
事
前
予
約
商
品
の
整
備
を
軸
に
し
た
地

域
単
位
の
リ
ピ
ー
タ
ー
開
発

●
交
通
を
便
利
に
す
る
の
に
加
え
て
、
各
訪

問
地
の
混
雑
へ
の
対
応
も
必
要
／
需
要
の
分

散
化
の
た
め
に
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
等
を
使
っ
た

混
雑
状
況
の
可
視
化
に
取
り
組
ん
で
い
る
／

ま
た
、
コ
ロ
ナ
を
き
っ
か
け
に
事
前
予
約
制

に
取
り
組
む
関
係
者
が
増
え
た
／
事
前
予

約
に
よ
る
デ
ー
タ
取
得
で
顧
客
管
理
・
リ

ピ
ー
タ
ー
開
発
に
も
繋
が
っ
て
い
る

⑥
一
方
的
な
マ
ナ
ー
開
発
か
ら
、
双
方
向
の

観
光
モ
ラ
ル
醸
成
へ

●
ガ
ー
ド
マ
ン
の
設
置
や
イ
ラ
ス
ト
で
の
説

明
な
ど
、
マ
ナ
ー
の
啓
発
も
継
続
的
に
行
っ

て
い
る
／
そ
の
中
で
市
と
観
光
協
会
で「
京

都
観
光
行
動
基
準（
京
都
観
光
モ
ラ
ル
）」を

定
め
た
／
観
光
客
だ
け
で
は
な
く
、事
業
者
、

市
民
に
も
守
っ
て
も
ら
う
約
束
事
に
な
っ
て

い
る
点
が
ポ
イ
ン
ト
／
業
界
側
の
取
組
意
識

を
高
め
る
こ
と
で
市
民
の
不
満
の
緩
和
や
観

光
客
へ
の
マ
ナ
ー
周
知
に
も
繋
が
る

⑦
休
眠
期
間
を
活
用
し
た
施
設
改
修
や
移

転
開
業

●
コ
ロ
ナ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
大
き
な
改
修

も
進
め
ら
れ
た
（
清
水
寺
、
金
閣
寺
等
）
／

ホ
テ
ル
で
も
大
規
模
改
修
を
経
て
大
き
く

単
価
を
挙
げ
て
い
る
例
が
あ
る
／
大
学
の

移
転
も
含
め
、
様
々
な
変
化
が
起
き
て
い

る
／
伝
統
的
な
イ
メ
ー
ジ
が
強
い
が
、
新

し
い
も
の
も
取
り
入
れ
な
が
ら
優
れ
た
文

化
も
生
み
出
し
て
い
る
の
が
京
都
で
あ
る

　次
に
、
登
壇
者
で
あ
る
J
T
B
F
の
五
木

田
、
中
島
、
菅
野
よ
り
今
夏
か
ら
今
秋
に
か

け
て
訪
れ
た
、
ハ
ワ
イ
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
、

ス
イ
ス
・
オ
ー
ス
ト
リ
ア
で
の
視
察
内
容
か

ら
、
コ
ロ
ナ
前
後
に
お
け
る
変
化
と
今
後
の

観
光
の
方
向
性
に
関
す
る
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い

て
報
告
し
ま
し
た
。

●
ハ
ワ
イ
で
は
、
コ
ロ
ナ
禍
か
ら
の
観
光
再

開
に
あ
た
り
、
こ
れ
ま
で
と
違
っ
た
形
で
の

再
開
を
目
指
し
「M

ālam
a H

aw
aii

」
を
ス

ロ
ー
ガ
ン
に
取
組
を
推
進
。
地
元
の
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
が
参
画
し
て
島
ご
と
に
観
光
地
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
プ
ラ
ン
を
作
成
し
、
大
切
な
資
源

を
5
世
代
先
に
残
し
て
い
く
こ
と
を
強
く

意
識
し
た〝
再
生
型
観
光
〞に
舵
を
切
っ
た
。

●
観
光
収
益
を
地
域
社
会
の
事
業
に
還
元
す

な
ど
を
も
と
に
当
財
団
の
上
席
主
任
研
究

員
（
地
域
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
領
域
）
の
菅
野
正

洋
が
解
説
を
行
い
ま
し
た
。

　ま
た
、
第
2
部
の「N

ew
 N
orm

al

に
お

け
る
観
光
地
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
考
え
る
」で

は
、
当
財
団
理
事
の
山
田
雄
一
が
モ
デ
レ
ー

タ
ー
と
な
り
、
上
席
主
任
研
究
員
の
菅
野
、

五
木
田
玲
子（
市
場
調
査
領
域
）、中
島
泰（
環

境
計
画
領
域
）に
加
え
て
、
京
都
市
観
光
協

会
か
ら
D
M
O
企
画
・
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
専

門
官
の
堀
江
卓
矢
氏
と
、
北
海
道
大
学
大
学

院
よ
り
国
際
広
報
メ
デ
ィ
ア
・
観
光
学
院 

准
教
授
の
石
黒
侑
介
氏
を
招
い
て
、

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
い

ま
し
た
。
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
で
は
、
コ
ロ
ナ
禍
か
ら
の
再
起
動

に
あ
た
り
不
可
欠
な
観
点
で
あ
る

「
地
域
社
会
と
調
和
す
る
観
光
」に
焦

点
を
当
て
て
、
国
内
外
の
事
例
紹
介

な
ど
を
交
え
な
が
ら
、
観
光
地
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
の
今
後
の
あ
り
方
に
つ
い

て
、
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　以
下
、
各
セ
ッ
シ
ョ
ン
の
概
要
を

報
告
し
ま
す
。

 

　第
1
部
で
は
、
J
T
B
F
菅
野
よ

り
前
半
「
日
本
人
旅
行
者
の
動
向
・
意
識
」、

後
半
「
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
市
場
の
動
向
・
意
識
」

に
分
け
て
報
告
を
行
い
ま
し
た
。
前
半
の
日

本
人
旅
行
者
に
関
す
る
報
告
は
主
に
、

「
J
T
B
F
旅
行
実
態
調
査
」・「
J
T
B
F

旅
行
意
識
調
査
」の
結
果
、
後
半
の
外
国
人

の
訪
日
旅
行
（
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
）に
関
す
る
報

告
は
主
に
、「
D
B
J
・
J
T
B
F
ア
ジ
ア
・

欧
米
豪
訪
日
外
国
人
旅
行
者
の
意
向
調
査
」

の
結
果
を
用
い
て
解
説
を
行
い
ま
し
た
。

　そ
の
主
な
ポ
イ
ン
ト
は
以
下
の
と
お
り

で
す
。

●
旅
行
実
施
に
対
す
る
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響

は
ほ
ぼ
解
消
し
た
こ
と

●
そ
の
中
で
、
不
安
を
感
じ
な
い
割
合
が

大
幅
に
増
加
す
る
も
、
依
然
と
し
て
半
数

は
不
安
を
感
じ
て
い
る
こ
と

●
旅
行
意
向
は
高
止
ま
り
の
傾
向
が
あ
り
、

一
方
で
「
旅
行
へ
の
親
し
み
」
が
薄
れ
て
い

る
可
能
性
も
あ
る
こ
と

●
従
来
か
ら
の
最
大
の
旅
行
動
機
で
あ
る

「
日
常
生
活
か
ら
の
解
放
」
は
コ
ロ
ナ
禍
以

前
と
比
較
し
て
選
択
率
が
高
い
状
態
が
継

続
し
て
い
る
こ
と

●
70
代
で
「
旅
行
に
行
き
た
く
な
い
」
傾
向

が
強
ま
っ
て
い
る
一
方
で
、
10
〜
20
代
の
若

年
層
で
も
「
こ
れ
ま
で
以
上
に
行
き
た
い
」

の
割
合
が
低
下
し
た
こ
と

●
旅
行
の
実
施
に
対
す
る
コ
ロ
ナ
禍
の
影

響
は
依
然
と
し
て
残
っ
て
い
る
こ
と

●
旅
行
の
予
定
・
検
討
段
階
の
割
合
は
徐
々

に
高
ま
り
つ
つ
も
い
ま
だ
低
水
準
に
あ
る
こ
と

●
旅
行
に
行
き
た
く
な
い
／
実
施
を
迷
う

理
由
は
、
全
体
で
は
円
安
や
物
価
高
の
影

響
が
大
き
い
一
方
で
、
年
代
別
で
は
コ
ロ
ナ

の
影
響
が
残
る

●
向
こ
う
1
年
の
海
外
旅
行
の
予
定
・
検

討
状
況
は
高
水
準
に
あ
る
こ
と

●
海
外
旅
行
は
ア
ジ
ア
、
欧
米
豪
と
も
に

計
画
段
階
に
移
っ
た
こ
と

●
日
本
の
人
気
は
引
き
続
き
高
く
、
ト
ッ

プ
を
維
持
し
、
一
部
の
国
で
近
年
下
降
し
て

い
た
人
気
も
回
復
し
た
こ
と

●
日
本
国
内
に
お
け
る
地
方
観
光
地
へ
の
訪

問
意
向
は
引
き
続
き
高
水
準
に
あ
る
こ
と

●
訪
日
旅
行
時
の
支
出
の
考
え
方
と
収
入

は
連
動
し
て
い
な
い
こ
と

　デ
ー
タ
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
当
財
団
発
行

の『
旅
行
年
報
2
0
2
3
』も
参
照
く
だ
さ
い
。

〈
参
考
〉『
旅
行
年
報
2
0
2
3
』（
公
財
）
日

本
交
通
公
社
2
0
2
3
年

h
ttps://w

w
w
.jtb.or.jp

/book/

annual-report/annual-report-2023
/

 

　第
2
部
で
は
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

に
入
る
前
に
ゲ
ス
ト
ス
ピ
ー
カ
ー
の
京
都

市
観
光
協
会
の
堀
江
氏
よ
り
、「
コ
ロ
ナ
禍

が
も
た
ら
し
た
京
都
観
光
の
変
化
」
と
題
し

　2
0
2
3
年
11
月
2
日
（
木
）、
東
京
・

青
山
の
日
本
交
通
公
社
ビ
ル
に
お
い
て
、
第

33
回
旅
行
動
向
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し

ま
し
た
。
本
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
2
0
2
0

年
度
か
ら
昨
年
度
ま
で
の
3
か
年
、「
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
」
の
影
響
を
受

け
、
オ
ン
ラ
イ
ン
に
て
開
催
を
し
て
ま
い
り

ま
し
た
が
、
今
回
は
一
転
、
日
本
交
通
公
社

ビ
ル
で
の
リ
ア
ル
開
催
で
実
施
で
き
る
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。

　今
回
の
旅
行
動
向
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、

「
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
とN

ew
 N
orm

al

を
考
え

る
」を
テ
ー
マ
と
し
ま
し
た
。
第
1
部
の「
国

内
旅
行
・
海
外
旅
行
・
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
市

場
動
向
」
に
お
い
て
は
、
コ
ロ
ナ
禍
の
大
打

撃
か
ら
国
内
外
の
旅
行
市
場
が
一
定
の
回

復
を
見
せ
た
現
状
に
つ
い
て
、
当
財
団
が
継

続
的
に
実
施
し
て
い
る
独
自
調
査
の
結
果

る
こ
と
で
、
住
民
に
観
光
と
の
つ
な
が
り
を

感
じ
て
も
ら
う
た
め
の
取
組
も
進
め
て
い
る
。

●
コ
ロ
ナ
以
前
、
N
Z
の
訪
問
者
は
右
肩
上
が

り
に
増
加
。
そ
の
中
で「T

iaki P
rom

ise

」

の
取
組
が
2
0
1
8
年
よ
り
旅
行
者
の
マ

ナ
ー
違
反
等
へ
の
打
開
策
の
ひ
と
つ
と
し
て

開
始
さ
れ
た
。
内
容
は
、
旅
行
者
に
対
し
て
、

マ
オ
リ
の
レ
ン
ズ
を
通
し
て
世
界
を
見
て
、
態

度
や
行
動
に
反
映
さ
せ
る
こ
と
を
求
め
る
も

の
。

●
旅
行
者
に
対
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

の
取
り
方
の
中
で
、
う
ま
く
先
住
民
マ
オ

リ
文
化
に
お
け
る
価
値
観
を
利
用
し
て
お

第2部（五木田、中島、菅野 各上席主任研究員）

第2部（堀江氏、石黒氏）

ハ
ワ
イ
視
察
か
ら
の
報
告
の

ポ
イ
ン
ト

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
視
察
か
ら
の

報
告
の
ポ
イ
ン
ト

京
都
市
観
光
協
会
・
堀
江
氏
か
ら
の

話
題
提
供（
要
旨
・
抜
粋
）

ス
イ
ス・
オ
ー
ス
ト
リ
ア
視
察
か
ら
の

報
告
の
ポ
イ
ン
ト

北
海
道
大
学
・
石
黒
准
教
授
の

コ
メ
ン
ト（
抜
粋
・
ポ
イ
ン
ト
）

京
都
市
観
光
協
会
・
堀
江
氏
の

コ
メ
ン
ト（
抜
粋
・
ポ
イ
ン
ト
）
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当
て
は
ま
る
重
要
な
視
点
だ
と
感
じ
た
。ま

た
、
N
Z
に
お
け
る
認
証
制
度
（
ク
ォ
ル
マ
ー

ク
）
な
ど
、
事
業
者
に
意
識
を
高
く
持
っ
て
も

ら
い
た
い
時
に
、
ど
う
事
業
者
を
引
き
上
げ
て

い
く
の
か
、
方
向
性
を
担
保
し
て
い
く
の
か
、
そ

の
点
に
つ
い
て
は
京
都
で
も
課
題
に
感
じ
て
い

る
と
こ
ろ
だ
。

●
現
在
は
マ
イ
ク
ロ
ツ
ー
リ
ズ
ム
も
注
目

さ
れ
て
い
る
が
、
円
安
や
物
価
の
上
昇
に

よ
っ
て
日
本
人
の
遠
出
が
難
し
く
な
っ
て
い

る
中
で
、
京
都
に
と
っ
て
は
地
域
住
民
に
地

域
を
見
直
し
て
い
た
だ
く
チ
ャ
ン
ス
と
も

捉
え
て
お
り
、
今
後
は
住
民
向
け
の
施
策

も
考
え
て
い
き
た
い
。

●
観
光
の
計
画
の
中
で
、
市
民
生
活
の
プ
ラ

イ
オ
リ
テ
ィ
が
紹
介
さ
れ
た
海
外
の
事
例
で

も
高
く
挙
げ
ら
れ
て
い
た
中
で
、
京
都
で
は

市
民
生
活
も
第
一
に
挙
げ
つ
つ
、
他
の
地
域

に
は
な
い
独
自
の
項
目
と
し
て「
担
い
手
の

活
躍
」を
掲
げ
て
い
る
。
働
く
人
々
が
や
り
が

い
を
持
っ
て
働
け
る
環
境
づ
く
り
が
、
今
後

の
観
光
の
維
持
に
と
っ
て
は
不
可
欠
で
あ
る
。

●
京
都
の
観
光
は
50
年
前
か
ら
オ
ー
バ
ー

ツ
ー
リ
ズ
ム
的
な
現
象
が
起
こ
っ
て
い
た
と

も
言
わ
れ
て
い
る
。
た
だ
、
そ
れ
は
急
激
に

人
数
が
増
え
た
こ
と
で
一
気
に
問
題
が
出
て

し
ま
っ
た
わ
け
で
、
急
激
な
変
化
に
つ
い
て

は
避
け
な
が
ら
、
緩
や
か
な
変
化
を
し
て
い

く
こ
と
が
観
光
地
あ
る
い
は
地
域
に
と
っ
て

は
大
事
だ
と
考
え
て
い
る
。

●
観
光
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
お
い
て
は
、
文

化
、
社
会
シ
ス
テ
ム
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の

3
要
素
を
整
理
し
、
そ
れ
ら
を
適
切
に
伝

え
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ

ン
ド
や
ス
イ
ス
で
は
、
地
域
の
文
化
や
社

会
活
動
を
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
に
活
か
す
取

り
組
み
が
成
功
し
て
い
る
。
今
後
は
こ
れ

ら
の
国
の
よ
う
に
自
ら
の
価
値
観
や
生
活

の
質
を
観
光
客
に
伝
え
て
い
く
こ
と
も
求

め
ら
れ
る
。

●
京
都
の
場
合
も
、
観
光
地
が
地
域
の
価
値

観
や
生
活
の
リ
ズ
ム
を
観
光
的
に
ア
ピ
ー
ル

す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
こ
れ
が
観
光
地

の
魅
力
や
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
形
成
す
る

一
因
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
地
域
と
観
光

客
の
関
係
に
お
い
て
、
な
ぜ
特
定
の
場
所
に

入
っ
て
は
い
け
な
い
の
か
、
触
っ
て
は
い
け

な
い
の
か
と
い
っ
た
理
由
を
伝
え
、
地
域
の

特
徴
や
制
約
を
理
解
し
て
も
ら
う
こ
と
が
重

要
で
あ
る
。

●
今
回
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
取
り
扱
っ
た
内
容

は
観
光
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
お
い
て
マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
か
ら
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
への
転
換
を
示
す
も

り
、
外
部
向
け
だ
け
で
は
な
く
、
事
業
者
や

住
民
向
け
の
イ
ン
ナ
ー
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
と

し
て
も
効
果
を
発
揮
し
て
い
る
よ
う
に
感

じ
ら
れ
た
。

●
ス
イ
ス
で
は
、
旅
行
者
に
対
す
る
目
的
地
と

し
て
の
差
別
化
を
目
的
と
し
て
、
観
光
事
業
者

の
環
境
対
策
を
認
証
す
る「S

w
isstainable

」

制
度
を
国
レ
ベ
ル
で
展
開
中
。

●
ま
た
、
観
光
地
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
関
す
る
研

究
レ
ビ
ュ
ー
や
現
地
で
の
意
見
交
換
か
ら
は
、

パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
に
よ
っ
て
観
光
が
停
止
し
た
こ
と

で
、
地
域
住
民
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
、
あ
る
い
は
働

く
立
場
の
従
業
員
と
の
関
係
性
を
改
め
て
見

直
す
動
き
が
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。

　そ
の
上
で
後
半
は
、
北
海
道
大
学
大
学
院

の
石
黒
准
教
授
も
加
わ
り
、
モ
デ
レ
ー
タ
ー

の
J
T
B
F
山
田
の
進
行
の
下
で
堀
江
氏
と

石
黒
准
教
授
か
ら
コ
メ
ン
ト
を
も
ら
う
形
で

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
進
め
ま
し
た
。

●
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
、
D
M
O
は
強
化
ま

た
は
脆
弱
化
す
る
傾
向
が
あ
り
、
脆
弱
な

D
M
O
は
会
費
収
入
の
減
少
や
予
算
削
減

に
直
面
し
、
強
化
さ
れ
た
D
M
O
は
業
界

に
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
し
、
ク
オ
リ
テ
ィ
の
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
や
認
証
制
度
の
導
入
な
ど
を

行
っ
て
い
る
。
そ
の
中
で
京
都
市
は
強
化

さ
れ
た
D
M
O
と
し
て
活
動
し
て
い
る
。

●
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
へ
の
対
応
に
つ
い

て
、
訪
問
者
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

方
法
が
変
わ
り
つ
つ
あ
る
。こ
れ
ま
で
の「
何

を
し
て
は
い
け
な
い
か
」
か
ら
「
こ
う
す
れ

ば
良
い
」
と
い
う
リ
ジ
ェ
ネ
ラ
テ
ィ
ブ
な
ア

プ
ロ
ー
チ
へ
の
転
換
が
今
後
重
要
で
あ
る
。

●
バ
ル
セ
ロ
ナ
で
は
、
2
0
0
7
年
に
は
観

光
客
に
否
定
的
な
住
民
が
4
割
で
、
歓
迎

的
な
住
民
が
5
割
だ
っ
た
が
、
2
0
1
6
年

に
は
こ
れ
が
逆
転
し
、
2
0
1
9
年
に
は
否

定
派
が
6
割
、
歓
迎
派
が
3
割
に
ま
で
差

が
広
が
っ
た
。
そ
れ
が
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ

ム
の
深
刻
化
を
物
語
っ
て
い
る
。
バ
ル
セ
ロ

ナ
を
中
心
に
、
ス
ペ
イ
ン
で
は
既
に
「
地
域

住
民
の
巻
き
込
み
」
が
観
光
政
策
の
最
重
要

課
題
に
な
っ
て
お
り
、
住
民
に
ホ
テ
ル
や
観

光
客
向
け
レ
ス
ト
ラ
ン
の
利
用
を
促
す
イ

ベ
ン
ト
な
ど
も
あ
る
。

●
バ
レ
ア
レ
ス
諸
島
で
は
、
観
光
税
を
宿
泊

税
と
し
て
取
り
入
れ
て
お
り
、
そ
の
中
で
特

に
力
を
入
れ
て
い
る
の
は
、
ホ
テ
ル
の
ベ
ッ

ド
を
自
動
昇
降
機
能
付
き
に
す
る
こ
と
。
こ

れ
は
従
業
員
の
労
働
環
境
改
善
を
目
指
す

も
の
で
、
現
地
の
従
業
員
の
働
き
方
改
革
で

あ
り
、
生
産
性
向
上
を
図
る
こ
と
を
目
的
に

し
て
い
る
。
こ
れ
も
観
光
政
策
の
対
象
を
地

元
住
民
に
シ
フ
ト
さ
せ
た
好
例
で
あ
る
。

●
コ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
で
は
、
“the en

d
 of 

tou
rim

s

”と
い
う
観
光
戦
略
の
中
で
「
ロ
ー

カ
ル
フ
ッ
ド
（localh

ood

）」
と
い
う
造
語

を
定
義
し
て
い
る
。
こ
れ
も
従
業
員
を
含

め
た
住
民
の
の
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
も
考

慮
し
た
観
光
戦
略
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
コ
ロ

ナ
前
か
ら
の
動
き
で
あ
り
、
現
在
も
続
い

て
い
る
。

●
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
地
域
住
民
の
力
が
重
要

視
さ
れ
、
政
策
形
成
の
プ
ロ
セ
ス
と
し
て
地

域
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と

の
協
力
が
再
び
注
目
さ
れ
て
い
る
。
地
域

住
民
の
参
加
が
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
に
お
い
て
無
視
で
き
な
く
な
り
、

ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
が
再
評
価

さ
れ
つ
つ
あ
る
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
。

●
海
外
事
例
か
ら
京
都
に
お
い
て
も
参
考
に

で
き
る
点
が
あ
る
と
感
じ
た
。特
に
マ
ラ
マ
・
ハ

ワ
イ
の
事
例
に
お
け
る
訪
問
者
と
の
前
向
き

な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
は
、京
都
に
も

の
で
あ
り
、こ
れ
ま
で
の
観
光
事
業
の
あ
り
方

が
変
わ
り
つ
つ
あ
る
。
ア
メ
リ
カ
の
リ
ゾ
ー
ト

事
業
者
ま
で
も
が
、「
も
う
観
光
だ
け
で
は
な

く
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
理
解
と
連
携
が
必

要
」と
の
共
通
見
解
を
示
し
て
お
り
、
観
光
業

だ
け
で
な
く
地
域
社
会
と
の
協
力
が
重
要
と

な
っ
て
く
る
。
住
民
と
観
光
客
と
い
う
対
立
構

造
を
超
え
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
中
心
に
捉

え
た
課
題
解
決
と
フ
レ
ー
ム
の
再
構
築
が
必

要
で
あ
る
。

　最
後
に
、
第
1
部
、
第
2
部
の
内
容
を
踏
ま

え
て
、J
T
B
F
常
務
理
事
の
寺
崎
が
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
全
体
の
総
括
を
行
い
ま
し
た
。
総
括
で

は
、
今
回
で
33
回
を
迎
え
た
旅
行
動
向
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
の
初
回
開
催
時
、1
9
9
1
年
の
社
会

情
勢
を
振
り
返
り
、
社
会
に
大
き
な
変
化
が

あ
る
時
代
に
お
い
て
観
光
も
ま
た
転
換
点
を
迎

え
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
を
述
べ
た
上
で
、
現
在

も
ま
た
平
成
か
ら
令
和
への
時
代
の
変
わ
り
目

に
あ
り
、コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
や
国
際
的
に
も
大
き

な
出
来
事
が
続
い
て
い
る
こ
と
で
、
社
会
変
革
へ

の
意
識
が
高
ま
っ
て
い
る
と
指
摘
し
ま
し
た
。

　ま
た
、
ニ
ュ
ー
ノ
ー
マ
ル
と
し
て
の
旅
行

に
お
い
て
は
地
域
社
会
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を

重
視
し
た
観
光
が
不
可
欠
で
あ
り
、
加
え

て
若
者
の
行
動
や
意
識
に
焦
点
を
当
て
、

彼
ら
が
社
会
の
主
役
に
な
る
こ
と
を
見
据

え
た
研
究
の
必
要
性
に
つ
い
て
強
調
し
て
、

総
括
を
締
め
ま
し
た
。

　今
後
も
J
T
B
F
で
は
旅
行
・
観
光
分

野
の
実
践
的
な
学
術
研
究
機
関
と
し
て
、

社
会
に
求
め
ら
れ
る
研
究
テ
ー
マ
に
積
極

的
に
取
り
組
み
、
旅
行
動
向
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

等
の
場
を
通
じ
て
、
皆
さ
ま
に
よ
り
有
益
な

情
報
を
提
供
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
文
：
J
T
B
F
・
中
島 

泰
）

て
、
近
年
の
京
都
観
光
の
動
向
に
つ
い
て
、

コ
ロ
ナ
前
後
に
お
け
る
観
光
客
の
変
化
や

観
光
協
会
と
し
て
の
対
応
状
況
等
も
含
め

て
、
7
点
に
ポ
イ
ン
ト
を
ま
と
め
て
話
題

提
供
い
た
だ
き
ま
し
た
。

①
業
界
団
体
の
結
束
と
D
M
O
の
存
在
感
強

化●
観
光
協
会
が
音
頭
を
取
る
形
で
様
々
な

業
界
団
体
に
声
か
け
を
行
い
、
新
た
な
京

都
観
光
の
た
め
の
共
同
宣
言
を
行
っ
た
／

コ
ロ
ナ
禍
を
き
っ
か
け
と
し
て
観
光
協
会

と
業
界
の
繋
が
り
を
再
確
認
で
き
た
こ
と

は
成
果
と
し
て
認
識
し
て
い
る

②
デ
ー
タ
を
活
用
し
た
将
来
需
要
予
測

●
市
内
の
主
要
ホ
テ
ル
か
ら
毎
月
客
室
稼
働

率
等
の
デ
ー
タ
を
収
集
し
て
き
た
／
デ
ー
タ

収
集
を
継
続
し
て
き
た
こ
と
で
現
在
は
将
来

需
要
の
予
測
が
立
つ
よ
う
に
な
っ
た
／
先
行

き
・
予
測
に
関
す
る
情
報
は
事
業
者
側
か
ら

の
ニ
ー
ズ
も
高
い

③
宿
泊
業
界
の
新
陳
代
謝
に
と
も
な
う
消

費
単
価
の
向
上

●
誘
致
の
成
果
も
あ
っ
て
高
級
ホ
テ
ル
が
多

く
進
出
し
て
き
て
い
る
／
高
級
ホ
テ
ル
は
欧

米
系
の
み
な
ら
ず
、
ア
ジ
ア
系
の
資
本
も
多

く
入
っ
て
き
た
／
直
近
で
は
客
室
数
は
変
わ

ら
ず
、
宿
泊
施
設
数
は
や
や
減
少
し
て
い
る

／
つ
ま
り
大
型
施
設
が
増
え
て
ゲ
ス
ト
ハ
ウ

ス
等
の
小
さ
な
施
設
が
撤
退
す
る
、
新
陳
代

謝
が
起
き
て
い
る

④
法
規
制
を
緩
和
し
た
交
通
実
証
事
業
に

よ
る
供
給
不
足
解
消

●
以
前
は
混
雑
、
違
法
民
泊
、
マ
ナ
ー
違
反

等
の
問
題
が
課
題
と
な
っ
て
い
た
／
な
か

で
も
課
題
の
大
き
か
っ
た
公
共
交
通
の
供

給
不
足
解
消
の
た
め
に
、
バ
ス
一
日
乗
車
券

を
廃
止
し
て
地
下
鉄
・
バ
ス
一
日
乗
車
券
に

一
本
化
し
た
／
実
証
実
験
と
し
て
荷
物
と

客
の
混
載
タ
ク
シ
ー
お
よ
び
乗
り
合
い
タ

ク
シ
ー
に
つ
い
て
も
試
行
し
て
供
給
不
足

解
消
に
取
り
組
ん
で
い
る

⑤
事
前
予
約
商
品
の
整
備
を
軸
に
し
た
地

域
単
位
の
リ
ピ
ー
タ
ー
開
発

●
交
通
を
便
利
に
す
る
の
に
加
え
て
、
各
訪

問
地
の
混
雑
へ
の
対
応
も
必
要
／
需
要
の
分

散
化
の
た
め
に
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
等
を
使
っ
た

混
雑
状
況
の
可
視
化
に
取
り
組
ん
で
い
る
／

ま
た
、
コ
ロ
ナ
を
き
っ
か
け
に
事
前
予
約
制

に
取
り
組
む
関
係
者
が
増
え
た
／
事
前
予

約
に
よ
る
デ
ー
タ
取
得
で
顧
客
管
理
・
リ

ピ
ー
タ
ー
開
発
に
も
繋
が
っ
て
い
る

⑥
一
方
的
な
マ
ナ
ー
開
発
か
ら
、
双
方
向
の

観
光
モ
ラ
ル
醸
成
へ

●
ガ
ー
ド
マ
ン
の
設
置
や
イ
ラ
ス
ト
で
の
説

明
な
ど
、
マ
ナ
ー
の
啓
発
も
継
続
的
に
行
っ

て
い
る
／
そ
の
中
で
市
と
観
光
協
会
で「
京

都
観
光
行
動
基
準（
京
都
観
光
モ
ラ
ル
）」を

定
め
た
／
観
光
客
だ
け
で
は
な
く
、事
業
者
、

市
民
に
も
守
っ
て
も
ら
う
約
束
事
に
な
っ
て

い
る
点
が
ポ
イ
ン
ト
／
業
界
側
の
取
組
意
識

を
高
め
る
こ
と
で
市
民
の
不
満
の
緩
和
や
観

光
客
へ
の
マ
ナ
ー
周
知
に
も
繋
が
る

⑦
休
眠
期
間
を
活
用
し
た
施
設
改
修
や
移

転
開
業

●
コ
ロ
ナ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
大
き
な
改
修

も
進
め
ら
れ
た
（
清
水
寺
、
金
閣
寺
等
）
／

ホ
テ
ル
で
も
大
規
模
改
修
を
経
て
大
き
く

単
価
を
挙
げ
て
い
る
例
が
あ
る
／
大
学
の

移
転
も
含
め
、
様
々
な
変
化
が
起
き
て
い

る
／
伝
統
的
な
イ
メ
ー
ジ
が
強
い
が
、
新

し
い
も
の
も
取
り
入
れ
な
が
ら
優
れ
た
文

化
も
生
み
出
し
て
い
る
の
が
京
都
で
あ
る

　次
に
、
登
壇
者
で
あ
る
J
T
B
F
の
五
木

田
、
中
島
、
菅
野
よ
り
今
夏
か
ら
今
秋
に
か

け
て
訪
れ
た
、
ハ
ワ
イ
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
、

ス
イ
ス
・
オ
ー
ス
ト
リ
ア
で
の
視
察
内
容
か

ら
、
コ
ロ
ナ
前
後
に
お
け
る
変
化
と
今
後
の

観
光
の
方
向
性
に
関
す
る
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い

て
報
告
し
ま
し
た
。

●
ハ
ワ
イ
で
は
、
コ
ロ
ナ
禍
か
ら
の
観
光
再

開
に
あ
た
り
、
こ
れ
ま
で
と
違
っ
た
形
で
の

再
開
を
目
指
し
「M

ālam
a H

aw
aii

」
を
ス

ロ
ー
ガ
ン
に
取
組
を
推
進
。
地
元
の
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
が
参
画
し
て
島
ご
と
に
観
光
地
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
プ
ラ
ン
を
作
成
し
、
大
切
な
資
源

を
5
世
代
先
に
残
し
て
い
く
こ
と
を
強
く

意
識
し
た〝
再
生
型
観
光
〞に
舵
を
切
っ
た
。

●
観
光
収
益
を
地
域
社
会
の
事
業
に
還
元
す

な
ど
を
も
と
に
当
財
団
の
上
席
主
任
研
究

員
（
地
域
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
領
域
）
の
菅
野
正

洋
が
解
説
を
行
い
ま
し
た
。

　ま
た
、
第
2
部
の「N

ew
 N
orm

al

に
お

け
る
観
光
地
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
考
え
る
」で

は
、
当
財
団
理
事
の
山
田
雄
一
が
モ
デ
レ
ー

タ
ー
と
な
り
、
上
席
主
任
研
究
員
の
菅
野
、

五
木
田
玲
子（
市
場
調
査
領
域
）、中
島
泰（
環

境
計
画
領
域
）に
加
え
て
、
京
都
市
観
光
協

会
か
ら
D
M
O
企
画
・
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
専

門
官
の
堀
江
卓
矢
氏
と
、
北
海
道
大
学
大
学

院
よ
り
国
際
広
報
メ
デ
ィ
ア
・
観
光
学
院 

准
教
授
の
石
黒
侑
介
氏
を
招
い
て
、

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
い

ま
し
た
。
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
で
は
、
コ
ロ
ナ
禍
か
ら
の
再
起
動

に
あ
た
り
不
可
欠
な
観
点
で
あ
る

「
地
域
社
会
と
調
和
す
る
観
光
」に
焦

点
を
当
て
て
、
国
内
外
の
事
例
紹
介

な
ど
を
交
え
な
が
ら
、
観
光
地
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
の
今
後
の
あ
り
方
に
つ
い

て
、
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　以
下
、
各
セ
ッ
シ
ョ
ン
の
概
要
を

報
告
し
ま
す
。

 

　第
1
部
で
は
、
J
T
B
F
菅
野
よ

り
前
半
「
日
本
人
旅
行
者
の
動
向
・
意
識
」、

後
半
「
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
市
場
の
動
向
・
意
識
」

に
分
け
て
報
告
を
行
い
ま
し
た
。
前
半
の
日

本
人
旅
行
者
に
関
す
る
報
告
は
主
に
、

「
J
T
B
F
旅
行
実
態
調
査
」・「
J
T
B
F

旅
行
意
識
調
査
」の
結
果
、
後
半
の
外
国
人

の
訪
日
旅
行
（
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
）に
関
す
る
報

告
は
主
に
、「
D
B
J
・
J
T
B
F
ア
ジ
ア
・

欧
米
豪
訪
日
外
国
人
旅
行
者
の
意
向
調
査
」

の
結
果
を
用
い
て
解
説
を
行
い
ま
し
た
。

　そ
の
主
な
ポ
イ
ン
ト
は
以
下
の
と
お
り

で
す
。

●
旅
行
実
施
に
対
す
る
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響

は
ほ
ぼ
解
消
し
た
こ
と

●
そ
の
中
で
、
不
安
を
感
じ
な
い
割
合
が

大
幅
に
増
加
す
る
も
、
依
然
と
し
て
半
数

は
不
安
を
感
じ
て
い
る
こ
と

●
旅
行
意
向
は
高
止
ま
り
の
傾
向
が
あ
り
、

一
方
で
「
旅
行
へ
の
親
し
み
」
が
薄
れ
て
い

る
可
能
性
も
あ
る
こ
と

●
従
来
か
ら
の
最
大
の
旅
行
動
機
で
あ
る

「
日
常
生
活
か
ら
の
解
放
」
は
コ
ロ
ナ
禍
以

前
と
比
較
し
て
選
択
率
が
高
い
状
態
が
継

続
し
て
い
る
こ
と

●
70
代
で
「
旅
行
に
行
き
た
く
な
い
」
傾
向

が
強
ま
っ
て
い
る
一
方
で
、
10
〜
20
代
の
若

年
層
で
も
「
こ
れ
ま
で
以
上
に
行
き
た
い
」

の
割
合
が
低
下
し
た
こ
と

●
旅
行
の
実
施
に
対
す
る
コ
ロ
ナ
禍
の
影

響
は
依
然
と
し
て
残
っ
て
い
る
こ
と

●
旅
行
の
予
定
・
検
討
段
階
の
割
合
は
徐
々

に
高
ま
り
つ
つ
も
い
ま
だ
低
水
準
に
あ
る
こ
と

●
旅
行
に
行
き
た
く
な
い
／
実
施
を
迷
う

理
由
は
、
全
体
で
は
円
安
や
物
価
高
の
影

響
が
大
き
い
一
方
で
、
年
代
別
で
は
コ
ロ
ナ

の
影
響
が
残
る

●
向
こ
う
1
年
の
海
外
旅
行
の
予
定
・
検

討
状
況
は
高
水
準
に
あ
る
こ
と

●
海
外
旅
行
は
ア
ジ
ア
、
欧
米
豪
と
も
に

計
画
段
階
に
移
っ
た
こ
と

●
日
本
の
人
気
は
引
き
続
き
高
く
、
ト
ッ

プ
を
維
持
し
、
一
部
の
国
で
近
年
下
降
し
て

い
た
人
気
も
回
復
し
た
こ
と

●
日
本
国
内
に
お
け
る
地
方
観
光
地
へ
の
訪

問
意
向
は
引
き
続
き
高
水
準
に
あ
る
こ
と

●
訪
日
旅
行
時
の
支
出
の
考
え
方
と
収
入

は
連
動
し
て
い
な
い
こ
と

　デ
ー
タ
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
当
財
団
発
行

の『
旅
行
年
報
2
0
2
3
』も
参
照
く
だ
さ
い
。

〈
参
考
〉『
旅
行
年
報
2
0
2
3
』（
公
財
）
日

本
交
通
公
社
2
0
2
3
年

h
ttps://w

w
w
.jtb.or.jp

/book/

annual-report/annual-report-2023
/

 

　第
2
部
で
は
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

に
入
る
前
に
ゲ
ス
ト
ス
ピ
ー
カ
ー
の
京
都

市
観
光
協
会
の
堀
江
氏
よ
り
、「
コ
ロ
ナ
禍

が
も
た
ら
し
た
京
都
観
光
の
変
化
」
と
題
し

　2
0
2
3
年
11
月
2
日
（
木
）、
東
京
・

青
山
の
日
本
交
通
公
社
ビ
ル
に
お
い
て
、
第

33
回
旅
行
動
向
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し

ま
し
た
。
本
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
2
0
2
0

年
度
か
ら
昨
年
度
ま
で
の
3
か
年
、「
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
」
の
影
響
を
受

け
、
オ
ン
ラ
イ
ン
に
て
開
催
を
し
て
ま
い
り

ま
し
た
が
、
今
回
は
一
転
、
日
本
交
通
公
社

ビ
ル
で
の
リ
ア
ル
開
催
で
実
施
で
き
る
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。

　今
回
の
旅
行
動
向
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、

「
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
とN

ew
 N
orm

al

を
考
え

る
」を
テ
ー
マ
と
し
ま
し
た
。
第
1
部
の「
国

内
旅
行
・
海
外
旅
行
・
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
市

場
動
向
」
に
お
い
て
は
、
コ
ロ
ナ
禍
の
大
打

撃
か
ら
国
内
外
の
旅
行
市
場
が
一
定
の
回

復
を
見
せ
た
現
状
に
つ
い
て
、
当
財
団
が
継

続
的
に
実
施
し
て
い
る
独
自
調
査
の
結
果

る
こ
と
で
、
住
民
に
観
光
と
の
つ
な
が
り
を

感
じ
て
も
ら
う
た
め
の
取
組
も
進
め
て
い
る
。

●
コ
ロ
ナ
以
前
、
N
Z
の
訪
問
者
は
右
肩
上
が

り
に
増
加
。
そ
の
中
で「T

iaki P
rom

ise

」

の
取
組
が
2
0
1
8
年
よ
り
旅
行
者
の
マ

ナ
ー
違
反
等
へ
の
打
開
策
の
ひ
と
つ
と
し
て

開
始
さ
れ
た
。
内
容
は
、
旅
行
者
に
対
し
て
、

マ
オ
リ
の
レ
ン
ズ
を
通
し
て
世
界
を
見
て
、
態

度
や
行
動
に
反
映
さ
せ
る
こ
と
を
求
め
る
も

の
。

●
旅
行
者
に
対
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

の
取
り
方
の
中
で
、
う
ま
く
先
住
民
マ
オ

リ
文
化
に
お
け
る
価
値
観
を
利
用
し
て
お

第2部（五木田、中島、菅野 各上席主任研究員）

第2部（堀江氏、石黒氏）

ハ
ワ
イ
視
察
か
ら
の
報
告
の

ポ
イ
ン
ト

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
視
察
か
ら
の

報
告
の
ポ
イ
ン
ト

京
都
市
観
光
協
会
・
堀
江
氏
か
ら
の

話
題
提
供（
要
旨
・
抜
粋
）

ス
イ
ス・
オ
ー
ス
ト
リ
ア
視
察
か
ら
の

報
告
の
ポ
イ
ン
ト

北
海
道
大
学
・
石
黒
准
教
授
の

コ
メ
ン
ト（
抜
粋
・
ポ
イ
ン
ト
）

京
都
市
観
光
協
会
・
堀
江
氏
の

コ
メ
ン
ト（
抜
粋
・
ポ
イ
ン
ト
）
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当
て
は
ま
る
重
要
な
視
点
だ
と
感
じ
た
。ま

た
、
N
Z
に
お
け
る
認
証
制
度
（
ク
ォ
ル
マ
ー

ク
）
な
ど
、
事
業
者
に
意
識
を
高
く
持
っ
て
も

ら
い
た
い
時
に
、
ど
う
事
業
者
を
引
き
上
げ
て

い
く
の
か
、
方
向
性
を
担
保
し
て
い
く
の
か
、
そ

の
点
に
つ
い
て
は
京
都
で
も
課
題
に
感
じ
て
い

る
と
こ
ろ
だ
。

●
現
在
は
マ
イ
ク
ロ
ツ
ー
リ
ズ
ム
も
注
目

さ
れ
て
い
る
が
、
円
安
や
物
価
の
上
昇
に

よ
っ
て
日
本
人
の
遠
出
が
難
し
く
な
っ
て
い

る
中
で
、
京
都
に
と
っ
て
は
地
域
住
民
に
地

域
を
見
直
し
て
い
た
だ
く
チ
ャ
ン
ス
と
も

捉
え
て
お
り
、
今
後
は
住
民
向
け
の
施
策

も
考
え
て
い
き
た
い
。

●
観
光
の
計
画
の
中
で
、
市
民
生
活
の
プ
ラ

イ
オ
リ
テ
ィ
が
紹
介
さ
れ
た
海
外
の
事
例
で

も
高
く
挙
げ
ら
れ
て
い
た
中
で
、
京
都
で
は

市
民
生
活
も
第
一
に
挙
げ
つ
つ
、
他
の
地
域

に
は
な
い
独
自
の
項
目
と
し
て「
担
い
手
の

活
躍
」を
掲
げ
て
い
る
。
働
く
人
々
が
や
り
が

い
を
持
っ
て
働
け
る
環
境
づ
く
り
が
、
今
後

の
観
光
の
維
持
に
と
っ
て
は
不
可
欠
で
あ
る
。

●
京
都
の
観
光
は
50
年
前
か
ら
オ
ー
バ
ー

ツ
ー
リ
ズ
ム
的
な
現
象
が
起
こ
っ
て
い
た
と

も
言
わ
れ
て
い
る
。
た
だ
、
そ
れ
は
急
激
に

人
数
が
増
え
た
こ
と
で
一
気
に
問
題
が
出
て

し
ま
っ
た
わ
け
で
、
急
激
な
変
化
に
つ
い
て

は
避
け
な
が
ら
、
緩
や
か
な
変
化
を
し
て
い

く
こ
と
が
観
光
地
あ
る
い
は
地
域
に
と
っ
て

は
大
事
だ
と
考
え
て
い
る
。

●
観
光
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
お
い
て
は
、
文

化
、
社
会
シ
ス
テ
ム
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の

3
要
素
を
整
理
し
、
そ
れ
ら
を
適
切
に
伝

え
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ

ン
ド
や
ス
イ
ス
で
は
、
地
域
の
文
化
や
社

会
活
動
を
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
に
活
か
す
取

り
組
み
が
成
功
し
て
い
る
。
今
後
は
こ
れ

ら
の
国
の
よ
う
に
自
ら
の
価
値
観
や
生
活

の
質
を
観
光
客
に
伝
え
て
い
く
こ
と
も
求

め
ら
れ
る
。

●
京
都
の
場
合
も
、
観
光
地
が
地
域
の
価
値

観
や
生
活
の
リ
ズ
ム
を
観
光
的
に
ア
ピ
ー
ル

す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
こ
れ
が
観
光
地

の
魅
力
や
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
形
成
す
る

一
因
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
地
域
と
観
光

客
の
関
係
に
お
い
て
、
な
ぜ
特
定
の
場
所
に

入
っ
て
は
い
け
な
い
の
か
、
触
っ
て
は
い
け

な
い
の
か
と
い
っ
た
理
由
を
伝
え
、
地
域
の

特
徴
や
制
約
を
理
解
し
て
も
ら
う
こ
と
が
重

要
で
あ
る
。

●
今
回
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
取
り
扱
っ
た
内
容

は
観
光
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
お
い
て
マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
か
ら
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
への
転
換
を
示
す
も

り
、
外
部
向
け
だ
け
で
は
な
く
、
事
業
者
や

住
民
向
け
の
イ
ン
ナ
ー
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
と

し
て
も
効
果
を
発
揮
し
て
い
る
よ
う
に
感

じ
ら
れ
た
。

●
ス
イ
ス
で
は
、
旅
行
者
に
対
す
る
目
的
地
と

し
て
の
差
別
化
を
目
的
と
し
て
、
観
光
事
業
者

の
環
境
対
策
を
認
証
す
る「S

w
isstainable

」

制
度
を
国
レ
ベ
ル
で
展
開
中
。

●
ま
た
、
観
光
地
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
関
す
る
研

究
レ
ビ
ュ
ー
や
現
地
で
の
意
見
交
換
か
ら
は
、

パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
に
よ
っ
て
観
光
が
停
止
し
た
こ
と

で
、
地
域
住
民
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
、
あ
る
い
は
働

く
立
場
の
従
業
員
と
の
関
係
性
を
改
め
て
見

直
す
動
き
が
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。

　そ
の
上
で
後
半
は
、
北
海
道
大
学
大
学
院

の
石
黒
准
教
授
も
加
わ
り
、
モ
デ
レ
ー
タ
ー

の
J
T
B
F
山
田
の
進
行
の
下
で
堀
江
氏
と

石
黒
准
教
授
か
ら
コ
メ
ン
ト
を
も
ら
う
形
で

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
進
め
ま
し
た
。

●
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
、
D
M
O
は
強
化
ま

た
は
脆
弱
化
す
る
傾
向
が
あ
り
、
脆
弱
な

D
M
O
は
会
費
収
入
の
減
少
や
予
算
削
減

に
直
面
し
、
強
化
さ
れ
た
D
M
O
は
業
界

に
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
し
、
ク
オ
リ
テ
ィ
の
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
や
認
証
制
度
の
導
入
な
ど
を

行
っ
て
い
る
。
そ
の
中
で
京
都
市
は
強
化

さ
れ
た
D
M
O
と
し
て
活
動
し
て
い
る
。

●
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
へ
の
対
応
に
つ
い

て
、
訪
問
者
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

方
法
が
変
わ
り
つ
つ
あ
る
。こ
れ
ま
で
の「
何

を
し
て
は
い
け
な
い
か
」
か
ら
「
こ
う
す
れ

ば
良
い
」
と
い
う
リ
ジ
ェ
ネ
ラ
テ
ィ
ブ
な
ア

プ
ロ
ー
チ
へ
の
転
換
が
今
後
重
要
で
あ
る
。

●
バ
ル
セ
ロ
ナ
で
は
、
2
0
0
7
年
に
は
観

光
客
に
否
定
的
な
住
民
が
4
割
で
、
歓
迎

的
な
住
民
が
5
割
だ
っ
た
が
、
2
0
1
6
年

に
は
こ
れ
が
逆
転
し
、
2
0
1
9
年
に
は
否

定
派
が
6
割
、
歓
迎
派
が
3
割
に
ま
で
差

が
広
が
っ
た
。
そ
れ
が
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ

ム
の
深
刻
化
を
物
語
っ
て
い
る
。
バ
ル
セ
ロ

ナ
を
中
心
に
、
ス
ペ
イ
ン
で
は
既
に
「
地
域

住
民
の
巻
き
込
み
」
が
観
光
政
策
の
最
重
要

課
題
に
な
っ
て
お
り
、
住
民
に
ホ
テ
ル
や
観

光
客
向
け
レ
ス
ト
ラ
ン
の
利
用
を
促
す
イ

ベ
ン
ト
な
ど
も
あ
る
。

●
バ
レ
ア
レ
ス
諸
島
で
は
、
観
光
税
を
宿
泊

税
と
し
て
取
り
入
れ
て
お
り
、
そ
の
中
で
特

に
力
を
入
れ
て
い
る
の
は
、
ホ
テ
ル
の
ベ
ッ

ド
を
自
動
昇
降
機
能
付
き
に
す
る
こ
と
。
こ

れ
は
従
業
員
の
労
働
環
境
改
善
を
目
指
す

も
の
で
、
現
地
の
従
業
員
の
働
き
方
改
革
で

あ
り
、
生
産
性
向
上
を
図
る
こ
と
を
目
的
に

し
て
い
る
。
こ
れ
も
観
光
政
策
の
対
象
を
地

元
住
民
に
シ
フ
ト
さ
せ
た
好
例
で
あ
る
。

●
コ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
で
は
、
“the en

d
 of 

tou
rim

s

”と
い
う
観
光
戦
略
の
中
で
「
ロ
ー

カ
ル
フ
ッ
ド
（localh

ood

）」
と
い
う
造
語

を
定
義
し
て
い
る
。
こ
れ
も
従
業
員
を
含

め
た
住
民
の
の
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
も
考

慮
し
た
観
光
戦
略
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
コ
ロ

ナ
前
か
ら
の
動
き
で
あ
り
、
現
在
も
続
い

て
い
る
。

●
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
地
域
住
民
の
力
が
重
要

視
さ
れ
、
政
策
形
成
の
プ
ロ
セ
ス
と
し
て
地

域
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と

の
協
力
が
再
び
注
目
さ
れ
て
い
る
。
地
域

住
民
の
参
加
が
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
に
お
い
て
無
視
で
き
な
く
な
り
、

ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
が
再
評
価

さ
れ
つ
つ
あ
る
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
。

●
海
外
事
例
か
ら
京
都
に
お
い
て
も
参
考
に

で
き
る
点
が
あ
る
と
感
じ
た
。特
に
マ
ラ
マ
・
ハ

ワ
イ
の
事
例
に
お
け
る
訪
問
者
と
の
前
向
き

な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
は
、京
都
に
も

の
で
あ
り
、こ
れ
ま
で
の
観
光
事
業
の
あ
り
方

が
変
わ
り
つ
つ
あ
る
。
ア
メ
リ
カ
の
リ
ゾ
ー
ト

事
業
者
ま
で
も
が
、「
も
う
観
光
だ
け
で
は
な

く
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
理
解
と
連
携
が
必

要
」と
の
共
通
見
解
を
示
し
て
お
り
、
観
光
業

だ
け
で
な
く
地
域
社
会
と
の
協
力
が
重
要
と

な
っ
て
く
る
。
住
民
と
観
光
客
と
い
う
対
立
構

造
を
超
え
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
中
心
に
捉

え
た
課
題
解
決
と
フ
レ
ー
ム
の
再
構
築
が
必

要
で
あ
る
。

　最
後
に
、
第
1
部
、
第
2
部
の
内
容
を
踏
ま

え
て
、J
T
B
F
常
務
理
事
の
寺
崎
が
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
全
体
の
総
括
を
行
い
ま
し
た
。
総
括
で

は
、
今
回
で
33
回
を
迎
え
た
旅
行
動
向
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
の
初
回
開
催
時
、1
9
9
1
年
の
社
会

情
勢
を
振
り
返
り
、
社
会
に
大
き
な
変
化
が

あ
る
時
代
に
お
い
て
観
光
も
ま
た
転
換
点
を
迎

え
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
を
述
べ
た
上
で
、
現
在

も
ま
た
平
成
か
ら
令
和
への
時
代
の
変
わ
り
目

に
あ
り
、コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
や
国
際
的
に
も
大
き

な
出
来
事
が
続
い
て
い
る
こ
と
で
、
社
会
変
革
へ

の
意
識
が
高
ま
っ
て
い
る
と
指
摘
し
ま
し
た
。

　ま
た
、
ニ
ュ
ー
ノ
ー
マ
ル
と
し
て
の
旅
行

に
お
い
て
は
地
域
社
会
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を

重
視
し
た
観
光
が
不
可
欠
で
あ
り
、
加
え

て
若
者
の
行
動
や
意
識
に
焦
点
を
当
て
、

彼
ら
が
社
会
の
主
役
に
な
る
こ
と
を
見
据

え
た
研
究
の
必
要
性
に
つ
い
て
強
調
し
て
、

総
括
を
締
め
ま
し
た
。

　今
後
も
J
T
B
F
で
は
旅
行
・
観
光
分

野
の
実
践
的
な
学
術
研
究
機
関
と
し
て
、

社
会
に
求
め
ら
れ
る
研
究
テ
ー
マ
に
積
極

的
に
取
り
組
み
、
旅
行
動
向
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

等
の
場
を
通
じ
て
、
皆
さ
ま
に
よ
り
有
益
な

情
報
を
提
供
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
文
：
J
T
B
F
・
中
島 

泰
）

て
、
近
年
の
京
都
観
光
の
動
向
に
つ
い
て
、

コ
ロ
ナ
前
後
に
お
け
る
観
光
客
の
変
化
や

観
光
協
会
と
し
て
の
対
応
状
況
等
も
含
め

て
、
7
点
に
ポ
イ
ン
ト
を
ま
と
め
て
話
題

提
供
い
た
だ
き
ま
し
た
。

①
業
界
団
体
の
結
束
と
D
M
O
の
存
在
感
強

化●
観
光
協
会
が
音
頭
を
取
る
形
で
様
々
な

業
界
団
体
に
声
か
け
を
行
い
、
新
た
な
京

都
観
光
の
た
め
の
共
同
宣
言
を
行
っ
た
／

コ
ロ
ナ
禍
を
き
っ
か
け
と
し
て
観
光
協
会

と
業
界
の
繋
が
り
を
再
確
認
で
き
た
こ
と

は
成
果
と
し
て
認
識
し
て
い
る

②
デ
ー
タ
を
活
用
し
た
将
来
需
要
予
測

●
市
内
の
主
要
ホ
テ
ル
か
ら
毎
月
客
室
稼
働

率
等
の
デ
ー
タ
を
収
集
し
て
き
た
／
デ
ー
タ

収
集
を
継
続
し
て
き
た
こ
と
で
現
在
は
将
来

需
要
の
予
測
が
立
つ
よ
う
に
な
っ
た
／
先
行

き
・
予
測
に
関
す
る
情
報
は
事
業
者
側
か
ら

の
ニ
ー
ズ
も
高
い

③
宿
泊
業
界
の
新
陳
代
謝
に
と
も
な
う
消

費
単
価
の
向
上

●
誘
致
の
成
果
も
あ
っ
て
高
級
ホ
テ
ル
が
多

く
進
出
し
て
き
て
い
る
／
高
級
ホ
テ
ル
は
欧

米
系
の
み
な
ら
ず
、
ア
ジ
ア
系
の
資
本
も
多

く
入
っ
て
き
た
／
直
近
で
は
客
室
数
は
変
わ

ら
ず
、
宿
泊
施
設
数
は
や
や
減
少
し
て
い
る

／
つ
ま
り
大
型
施
設
が
増
え
て
ゲ
ス
ト
ハ
ウ

ス
等
の
小
さ
な
施
設
が
撤
退
す
る
、
新
陳
代

謝
が
起
き
て
い
る

④
法
規
制
を
緩
和
し
た
交
通
実
証
事
業
に

よ
る
供
給
不
足
解
消

●
以
前
は
混
雑
、
違
法
民
泊
、
マ
ナ
ー
違
反

等
の
問
題
が
課
題
と
な
っ
て
い
た
／
な
か

で
も
課
題
の
大
き
か
っ
た
公
共
交
通
の
供

給
不
足
解
消
の
た
め
に
、
バ
ス
一
日
乗
車
券

を
廃
止
し
て
地
下
鉄
・
バ
ス
一
日
乗
車
券
に

一
本
化
し
た
／
実
証
実
験
と
し
て
荷
物
と

客
の
混
載
タ
ク
シ
ー
お
よ
び
乗
り
合
い
タ

ク
シ
ー
に
つ
い
て
も
試
行
し
て
供
給
不
足

解
消
に
取
り
組
ん
で
い
る

⑤
事
前
予
約
商
品
の
整
備
を
軸
に
し
た
地

域
単
位
の
リ
ピ
ー
タ
ー
開
発

●
交
通
を
便
利
に
す
る
の
に
加
え
て
、
各
訪

問
地
の
混
雑
へ
の
対
応
も
必
要
／
需
要
の
分

散
化
の
た
め
に
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
等
を
使
っ
た

混
雑
状
況
の
可
視
化
に
取
り
組
ん
で
い
る
／

ま
た
、
コ
ロ
ナ
を
き
っ
か
け
に
事
前
予
約
制

に
取
り
組
む
関
係
者
が
増
え
た
／
事
前
予

約
に
よ
る
デ
ー
タ
取
得
で
顧
客
管
理
・
リ

ピ
ー
タ
ー
開
発
に
も
繋
が
っ
て
い
る

⑥
一
方
的
な
マ
ナ
ー
開
発
か
ら
、
双
方
向
の

観
光
モ
ラ
ル
醸
成
へ

●
ガ
ー
ド
マ
ン
の
設
置
や
イ
ラ
ス
ト
で
の
説

明
な
ど
、
マ
ナ
ー
の
啓
発
も
継
続
的
に
行
っ

て
い
る
／
そ
の
中
で
市
と
観
光
協
会
で「
京

都
観
光
行
動
基
準（
京
都
観
光
モ
ラ
ル
）」を

定
め
た
／
観
光
客
だ
け
で
は
な
く
、事
業
者
、

市
民
に
も
守
っ
て
も
ら
う
約
束
事
に
な
っ
て

い
る
点
が
ポ
イ
ン
ト
／
業
界
側
の
取
組
意
識

を
高
め
る
こ
と
で
市
民
の
不
満
の
緩
和
や
観

光
客
へ
の
マ
ナ
ー
周
知
に
も
繋
が
る

⑦
休
眠
期
間
を
活
用
し
た
施
設
改
修
や
移

転
開
業

●
コ
ロ
ナ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
大
き
な
改
修

も
進
め
ら
れ
た
（
清
水
寺
、
金
閣
寺
等
）
／

ホ
テ
ル
で
も
大
規
模
改
修
を
経
て
大
き
く

単
価
を
挙
げ
て
い
る
例
が
あ
る
／
大
学
の

移
転
も
含
め
、
様
々
な
変
化
が
起
き
て
い

る
／
伝
統
的
な
イ
メ
ー
ジ
が
強
い
が
、
新

し
い
も
の
も
取
り
入
れ
な
が
ら
優
れ
た
文

化
も
生
み
出
し
て
い
る
の
が
京
都
で
あ
る

　次
に
、
登
壇
者
で
あ
る
J
T
B
F
の
五
木

田
、
中
島
、
菅
野
よ
り
今
夏
か
ら
今
秋
に
か

け
て
訪
れ
た
、
ハ
ワ
イ
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
、

ス
イ
ス
・
オ
ー
ス
ト
リ
ア
で
の
視
察
内
容
か

ら
、
コ
ロ
ナ
前
後
に
お
け
る
変
化
と
今
後
の

観
光
の
方
向
性
に
関
す
る
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い

て
報
告
し
ま
し
た
。

●
ハ
ワ
イ
で
は
、
コ
ロ
ナ
禍
か
ら
の
観
光
再

開
に
あ
た
り
、
こ
れ
ま
で
と
違
っ
た
形
で
の

再
開
を
目
指
し
「M

ālam
a H

aw
aii

」
を
ス

ロ
ー
ガ
ン
に
取
組
を
推
進
。
地
元
の
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
が
参
画
し
て
島
ご
と
に
観
光
地
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
プ
ラ
ン
を
作
成
し
、
大
切
な
資
源

を
5
世
代
先
に
残
し
て
い
く
こ
と
を
強
く

意
識
し
た〝
再
生
型
観
光
〞に
舵
を
切
っ
た
。

●
観
光
収
益
を
地
域
社
会
の
事
業
に
還
元
す

な
ど
を
も
と
に
当
財
団
の
上
席
主
任
研
究

員
（
地
域
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
領
域
）
の
菅
野
正

洋
が
解
説
を
行
い
ま
し
た
。

　ま
た
、
第
2
部
の「N

ew
 N
orm

al

に
お

け
る
観
光
地
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
考
え
る
」で

は
、
当
財
団
理
事
の
山
田
雄
一
が
モ
デ
レ
ー

タ
ー
と
な
り
、
上
席
主
任
研
究
員
の
菅
野
、

五
木
田
玲
子（
市
場
調
査
領
域
）、中
島
泰（
環

境
計
画
領
域
）に
加
え
て
、
京
都
市
観
光
協

会
か
ら
D
M
O
企
画
・
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
専

門
官
の
堀
江
卓
矢
氏
と
、
北
海
道
大
学
大
学

院
よ
り
国
際
広
報
メ
デ
ィ
ア
・
観
光
学
院 

准
教
授
の
石
黒
侑
介
氏
を
招
い
て
、

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
い

ま
し
た
。
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
で
は
、
コ
ロ
ナ
禍
か
ら
の
再
起
動

に
あ
た
り
不
可
欠
な
観
点
で
あ
る

「
地
域
社
会
と
調
和
す
る
観
光
」に
焦

点
を
当
て
て
、
国
内
外
の
事
例
紹
介

な
ど
を
交
え
な
が
ら
、
観
光
地
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
の
今
後
の
あ
り
方
に
つ
い

て
、
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　以
下
、
各
セ
ッ
シ
ョ
ン
の
概
要
を

報
告
し
ま
す
。

 

　第
1
部
で
は
、
J
T
B
F
菅
野
よ

り
前
半
「
日
本
人
旅
行
者
の
動
向
・
意
識
」、

後
半
「
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
市
場
の
動
向
・
意
識
」

に
分
け
て
報
告
を
行
い
ま
し
た
。
前
半
の
日

本
人
旅
行
者
に
関
す
る
報
告
は
主
に
、

「
J
T
B
F
旅
行
実
態
調
査
」・「
J
T
B
F

旅
行
意
識
調
査
」の
結
果
、
後
半
の
外
国
人

の
訪
日
旅
行
（
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
）に
関
す
る
報

告
は
主
に
、「
D
B
J
・
J
T
B
F
ア
ジ
ア
・

欧
米
豪
訪
日
外
国
人
旅
行
者
の
意
向
調
査
」

の
結
果
を
用
い
て
解
説
を
行
い
ま
し
た
。

　そ
の
主
な
ポ
イ
ン
ト
は
以
下
の
と
お
り

で
す
。

●
旅
行
実
施
に
対
す
る
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響

は
ほ
ぼ
解
消
し
た
こ
と

●
そ
の
中
で
、
不
安
を
感
じ
な
い
割
合
が

大
幅
に
増
加
す
る
も
、
依
然
と
し
て
半
数

は
不
安
を
感
じ
て
い
る
こ
と

●
旅
行
意
向
は
高
止
ま
り
の
傾
向
が
あ
り
、

一
方
で
「
旅
行
へ
の
親
し
み
」
が
薄
れ
て
い

る
可
能
性
も
あ
る
こ
と

●
従
来
か
ら
の
最
大
の
旅
行
動
機
で
あ
る

「
日
常
生
活
か
ら
の
解
放
」
は
コ
ロ
ナ
禍
以

前
と
比
較
し
て
選
択
率
が
高
い
状
態
が
継

続
し
て
い
る
こ
と

●
70
代
で
「
旅
行
に
行
き
た
く
な
い
」
傾
向

が
強
ま
っ
て
い
る
一
方
で
、
10
〜
20
代
の
若

年
層
で
も
「
こ
れ
ま
で
以
上
に
行
き
た
い
」

の
割
合
が
低
下
し
た
こ
と

●
旅
行
の
実
施
に
対
す
る
コ
ロ
ナ
禍
の
影

響
は
依
然
と
し
て
残
っ
て
い
る
こ
と

●
旅
行
の
予
定
・
検
討
段
階
の
割
合
は
徐
々

に
高
ま
り
つ
つ
も
い
ま
だ
低
水
準
に
あ
る
こ
と

●
旅
行
に
行
き
た
く
な
い
／
実
施
を
迷
う

理
由
は
、
全
体
で
は
円
安
や
物
価
高
の
影

響
が
大
き
い
一
方
で
、
年
代
別
で
は
コ
ロ
ナ

の
影
響
が
残
る

●
向
こ
う
1
年
の
海
外
旅
行
の
予
定
・
検

討
状
況
は
高
水
準
に
あ
る
こ
と

●
海
外
旅
行
は
ア
ジ
ア
、
欧
米
豪
と
も
に

計
画
段
階
に
移
っ
た
こ
と

●
日
本
の
人
気
は
引
き
続
き
高
く
、
ト
ッ

プ
を
維
持
し
、
一
部
の
国
で
近
年
下
降
し
て

い
た
人
気
も
回
復
し
た
こ
と

●
日
本
国
内
に
お
け
る
地
方
観
光
地
へ
の
訪

問
意
向
は
引
き
続
き
高
水
準
に
あ
る
こ
と

●
訪
日
旅
行
時
の
支
出
の
考
え
方
と
収
入

は
連
動
し
て
い
な
い
こ
と

　デ
ー
タ
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
当
財
団
発
行

の『
旅
行
年
報
2
0
2
3
』も
参
照
く
だ
さ
い
。

〈
参
考
〉『
旅
行
年
報
2
0
2
3
』（
公
財
）
日

本
交
通
公
社
2
0
2
3
年

h
ttps://w

w
w
.jtb.or.jp

/book/

annual-report/annual-report-2023
/

 

　第
2
部
で
は
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

に
入
る
前
に
ゲ
ス
ト
ス
ピ
ー
カ
ー
の
京
都

市
観
光
協
会
の
堀
江
氏
よ
り
、「
コ
ロ
ナ
禍

が
も
た
ら
し
た
京
都
観
光
の
変
化
」
と
題
し

　2
0
2
3
年
11
月
2
日
（
木
）、
東
京
・

青
山
の
日
本
交
通
公
社
ビ
ル
に
お
い
て
、
第

33
回
旅
行
動
向
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し

ま
し
た
。
本
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
2
0
2
0

年
度
か
ら
昨
年
度
ま
で
の
3
か
年
、「
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
」
の
影
響
を
受

け
、
オ
ン
ラ
イ
ン
に
て
開
催
を
し
て
ま
い
り

ま
し
た
が
、
今
回
は
一
転
、
日
本
交
通
公
社

ビ
ル
で
の
リ
ア
ル
開
催
で
実
施
で
き
る
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。

　今
回
の
旅
行
動
向
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、

「
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
とN

ew
 N
orm

al

を
考
え

る
」を
テ
ー
マ
と
し
ま
し
た
。
第
1
部
の「
国

内
旅
行
・
海
外
旅
行
・
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
市

場
動
向
」
に
お
い
て
は
、
コ
ロ
ナ
禍
の
大
打

撃
か
ら
国
内
外
の
旅
行
市
場
が
一
定
の
回

復
を
見
せ
た
現
状
に
つ
い
て
、
当
財
団
が
継

続
的
に
実
施
し
て
い
る
独
自
調
査
の
結
果

る
こ
と
で
、
住
民
に
観
光
と
の
つ
な
が
り
を

感
じ
て
も
ら
う
た
め
の
取
組
も
進
め
て
い
る
。

●
コ
ロ
ナ
以
前
、
N
Z
の
訪
問
者
は
右
肩
上
が

り
に
増
加
。
そ
の
中
で「T

iaki P
rom

ise

」

の
取
組
が
2
0
1
8
年
よ
り
旅
行
者
の
マ

ナ
ー
違
反
等
へ
の
打
開
策
の
ひ
と
つ
と
し
て

開
始
さ
れ
た
。
内
容
は
、
旅
行
者
に
対
し
て
、

マ
オ
リ
の
レ
ン
ズ
を
通
し
て
世
界
を
見
て
、
態

度
や
行
動
に
反
映
さ
せ
る
こ
と
を
求
め
る
も

の
。

●
旅
行
者
に
対
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

の
取
り
方
の
中
で
、
う
ま
く
先
住
民
マ
オ

リ
文
化
に
お
け
る
価
値
観
を
利
用
し
て
お

第2部（山田理事・観光研究部長）

J
T
B
F
山
田
の

コ
メ
ン
ト
の
ポ
イ
ン
ト

3
．総
括
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ら
れ
ま
す
。
し
か
し
、
琉
球
弧S

U
M
M
IT
 

Z
ero“

0
”

で
は
、
自
然
と
ヒ
ト
、
島
同
士
、

家
族
、
そ
し
て
思
い
を
同
じ
く
す
る
人
と
連

帯
す
る
価
値
と
い
う
も
の
が
い
か
に
大
き
い

の
か
、
そ
こ
に
気
づ
き
始
め
た
人
た
ち
が
緩

や
か
に
つ
な
が
る
場
を
一
時
的
に
で
も
用
意

で
き
た
と
思
い
ま
す
。

　『
森
を
つ
な
ぐ
緑
の
回
廊
が
無
け
れ
ば
、

移
動
す
る
鳥
や
小

動
物
、
昆
虫
が
減

り
、
森
の
生
命
力

は
極
端
に
小
さ
く

な
る
。
島
同
士
に

も
同
じ
こ
と
が
言

え
る
だ
ろ
う
。
島

同
士
の
つ
な
が
り

を
取
り
戻
し
、
さ

ら
に
新
た
な
回
廊

で
つ
な
ぐ
こ
と

で
、
琉
球
弧
と
い

う
強
い
多
様
な
生

態
系
・
生
物
群
集

を
、
再
び
構
築
で

き
る
時
代
が
見
え

て
き
た
よ
う
に
思

う
。
そ
ん
な
心
強

い
仲
間
達
に
出
会

う
こ
と
が
で
き
た

琉
球
弧
サ
ミ
ッ
ト
で
し
た
。』

　
こ
ち
ら
は
、
あ
る
参
加
者
か
ら
も
ら
っ
た

琉
球
弧S

U
M
M
IT

参
加
後
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

で
す
。
今
ま
さ
に
な
く
な
っ
て
い
く
、
で
も

残
し
た
い
有
形
・
無
形
の
風
景
が
あ
り
ま
す
。

そ
れ
ら
を
ビ
ジ
ネ
ス
の
力
を
使
い
な
が
ら
、

自
分
た
ち
が
暮
ら
し
な
が
ら
、
そ
し
て
次
の

時
代
に
ア
ジ
ャ
ス
ト
さ
せ
な
が
ら
子
ど
も
た

ち
に
つ
な
げ
て
い
く
た
め
に
は
、
や
は
り
連

帯
・
仲
間
が
必
要
で
す
。そ
の
た
め
の
プ
ラ
ッ

ト
フ
ォ
ー
ム
と
し
て
、
サ
ス
テ
ナ
ラ
ボ
が
今

こ
こ
に
あ
る
意
義
を
問
い
な
が
ら
こ
れ
か
ら

も
活
動
を
続
け
、
そ
し
て
琉
球
弧

S
U
M
M
IT
 Z
ero

 N
E
X
T

の
開
催
を
目
指

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
文
：
J
T
B
F
・
中
島 

泰
）
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縄
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実
行
委
員
会

公
益
財
団
法
人
日
本
交
通
公
社

沖
縄
事
務
所
（
お
き
な
わ
サ
ス
テ
ナ
ラ
ボ
）

ウ
ェ
ル
ネ
ス
リ
ゾ
ー
ト
沖
縄
休
暇
セ
ン
タ
ー

ユ
イ
ン
チ
ホ
テ
ル
南
城

株
式
会
社
さ
ち
ば
る
の
庭

南
城
市
久
高
区

南
城
市
役
所

本
部
事
務
所
以
外
と
し
て
は
初
め
て
の
地
域

事
業
所
と
な
る
「
沖
縄
事
務
所
（
お
き
な
わ

サ
ス
テ
ナ
ラ
ボ
）」
を
設
置
し
ま
し
た
。
昨

年
度
の
設
置
以
降
、
サ
ス
テ
ナ
ラ
ボ
で
は
、

サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
キ
ー
ワ
ー
ド

に
、「
沖
縄
観
光
の
復
興
と
持
続
可
能
な
発

展
の
支
援
」、「
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム

の
推
進
現
場
で
の
研
究
・
調
査
の
実
践
」、

そ
し
て
「
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
実

践
す
る
人
と
知
見
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
づ

く
り
」
を
目
的
に
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

中
で
も
、
客
観
的
な
知
見
の
蓄
積
に
基
づ
い

た
理
論
を
基
に
し
た
多
く
の〝
実
践
〞の
場
を

つ
く
り
上
げ
て
い
く
こ
と
は
、
サ
ス
テ
ナ
ラ

ボ
の
大
き
な
目
標
の
一
つ
で
あ
り
、
実
践
的

活
動
の
種
を
探
す
べ
く
、
沖
縄
県
内
に
と
ど

ま
ら
な
い
、
奄
美
あ
る
い
は
さ
ら
に
北
部
の

琉
球
弧
を
含
め
た
様
々
な
島
を
訪
ね
て
、
実

践
者
た
ち
と
の
対
話
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。

そ
う
し
て
訪
ね
歩
い
た
島
々
の
中
で
、
琉
球

弧S
U
M
M
IT

開
催
の
大
き
な
き
っ
か
け
と

な
っ
た
島
の
一
つ
に
、鹿
児
島
県
の
甑
島（
こ

し
き
し
ま
）
が
あ
り
ま
す
。

　
甑
島
の
よ
う
な
離
島
に
は
一
般
的
に
、
買

い
物
の
不
便
さ
、
救
急
・
医
療
体
制
、
子
育

て
環
境
、
あ
る
い
は
商
圏
の
狭
さ
な
ど
、
生

活
す
る
上
で
の
様
々
な
不
便
さ
、
あ
る
い
は

ビ
ジ
ネ
ス
を
行
う
上
で
の
障
壁
が
存
在
し
ま

す
。
そ
れ
は
も
は
や
現
代
で
は
、
当
た
り
前

の
デ
ィ
ス
ア
ド
バ
ン
テ
ー
ジ
に
な
り
つ
つ
あ

り
、
若
者
た
ち
は
生
活
で
き
な
い
、
仕
事
も

な
い
島
か
ら
は
離
れ
、
国
や
地
方
自
治
体
か

ら
の
補
助
や
公
共
工
事
な
し
に
は
存
続
で
き

な
い
島
が
数
多
く
存
在
し
ま
す
。
し
か
し
、

甑
島
を
活
動
の
拠
点
と
す
る
山
下
商
店
で

は
、
島
の
デ
ィ
ス
ア
ド
バ
ン
テ
ー
ジ
は
前
提

と
し
つ
つ
、
豆
腐
製
造
・
販
売
や
古
民
家
を

活
用
し
た
ホ
ス
テ
ル
経
営
な
ど
ス
モ
ー
ル
ビ

ジ
ネ
ス
を
成
功
さ
せ
な
が
ら
事
業
を
拡
大

し
、
今
で
は
卸
（
地
域
商
社
）
事
業
や
コ
ン

サ
ル
テ
ィ
ン
グ
事
業
な
ど
も
行
い
な
が
ら
島

に
住
み
続
け
、「
世
界
で
一
番
暮
ら
し
た
い

集
落
（
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
）
を
自
ら
作
る
」
を
実

践
し
て
い
ま
す
。

　
今
回
、
琉
球
弧S

U
M
M
IT

で
は
、
山
下

商
店
を
運
営
す
る
、
東
シ
ナ
海
の
小
さ
な
島

ブ
ラ
ン
ド
株
式
会
社
の
代
表
取
締
役
・
山
下

賢
太
さ
ん
に
実
行
委
員
長
と
な
っ
て
も
ら
い

ま
し
た
。
そ
の
上
で
、
こ
の
地
域
（
シ
マ
）

間
交
流
イ
ベ
ン
ト
は
、
島
で
暮
ら
し
続
け
る

術
（
す
べ
）、
観
光
と
の
関
係
性
の
持
ち
方
に

つ
い
て
、（
我
々
の
よ
う
な
コ
ン
サ
ル
・
シ

ン
ク
タ
ン
ク
が
用
い
る
）
都
会
の
ロ
ジ
ッ
ク

を
押
し
つ
け
る
の
で
は
な
く
、
島
同
士
の
対

等
な
関
係
性
の
中
で
、
同
じ
風
土
・
文
化
圏

を
持
つ
琉
球
弧
の
中
で
各
島
の
ノ
ウ
ハ
ウ
、

あ
る
い
は
課
題
を
シ
ェ
ア
し
、
学
び
合
う
場

と
し
て
設
定
し
ま
し
た
。

　
参
加
者
へ
の
呼
び
か
け
は
、
テ
ー
マ
と
日

付
・
場
所
の
設
定
の
み
で
、
渡
航
費
用
等
は

全
て
自
前
で
と
お
伝
え
し
た
か
た
ち
で
す
が
、

結
果
的
に
は
15
の
島
々
か
ら
30
名
の
参
加
者

が
集
ま
り
ま
し
た
。
2
日
間
の
開
催
期
間
中

に
、
各
地
で
の
取
り
組
み
内
容
が
シ
ェ
ア
さ

れ
、
琉
球
弧
に
お
け
る
島
々
の
今
後
の
あ
り

方
へ
と
議
論
が
展
開
さ
れ
て
い
き
ま
し
た
。

　
黒
潮
に
沿
っ
て
九
州
南
部
か
ら
台
湾
へ
弓

な
り
に
連
な
る
島
嶼
群
「
琉
球
弧
」。
先
史

時
代
以
来
、
多
く
の
人
々
が
行
き
来
し
、
海

上
の
道
と
も
呼
ば
れ
て
き
た
琉
球
弧
の
島
々

に
は
、
文
化
や
風
習
な
ど
有
形
・
無
形
を
問

わ
ず
多
く
の
共
通
点
が
現
在
も
色
濃
く
残
さ

れ
て
い
ま
す
。一
方
、現
代
は
、性
別
や
世
代
、

職
業
、
社
会
的
な
立
場
、
あ
る
い
は
行
政
界

な
ど
、
様
々
な
境
界
が
い
つ
の
間
に
か
大
き

く
な
り
す
ぎ
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
分
断
さ
れ

た
時
代
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
よ
う
に
も
感
じ

　
2
0
2
3
年
9
月
初
旬
、
公
益
財
団
法
人

日
本
交
通
公
社
で
は
、
沖
縄
事
務
所
（
お
き

な
わ
サ
ス
テ
ナ
ラ
ボ
）が
事
務
局
と
な
っ
て
、

地
域
（
シ
マ
）
間
交
流
イ
ベ
ン
ト
「
琉
球
弧

S
U
M
M
IT

」
を
開
催
し
ま
し
た
。
鹿
児
島
・

沖
縄
の
島
々
か
ら
集
ま
っ
た
30
名
で
大
い
に

議
論
し
て
盛
り
上
が
っ
た
第
1
回
目
の

S
U
M
M
IT

。
そ
の
開
催
結
果
を
報
告
し
ま

す
。

　
2
0
2
2
年
、
公
益
財
団
法
人
日
本
交
通

公
社
で
は
、
現
在
、
東
京
・
青
山
に
構
え
る

南
城
市
長 
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ら
れ
ま
す
。
し
か
し
、
琉
球
弧S

U
M
M
IT
 

Z
ero“

0
”

で
は
、
自
然
と
ヒ
ト
、
島
同
士
、

家
族
、
そ
し
て
思
い
を
同
じ
く
す
る
人
と
連

帯
す
る
価
値
と
い
う
も
の
が
い
か
に
大
き
い

の
か
、
そ
こ
に
気
づ
き
始
め
た
人
た
ち
が
緩

や
か
に
つ
な
が
る
場
を
一
時
的
に
で
も
用
意

で
き
た
と
思
い
ま
す
。

　『
森
を
つ
な
ぐ
緑
の
回
廊
が
無
け
れ
ば
、

移
動
す
る
鳥
や
小

動
物
、
昆
虫
が
減

り
、
森
の
生
命
力

は
極
端
に
小
さ
く

な
る
。
島
同
士
に

も
同
じ
こ
と
が
言

え
る
だ
ろ
う
。
島

同
士
の
つ
な
が
り

を
取
り
戻
し
、
さ

ら
に
新
た
な
回
廊

で
つ
な
ぐ
こ
と

で
、
琉
球
弧
と
い

う
強
い
多
様
な
生

態
系
・
生
物
群
集

を
、
再
び
構
築
で

き
る
時
代
が
見
え

て
き
た
よ
う
に
思

う
。
そ
ん
な
心
強

い
仲
間
達
に
出
会

う
こ
と
が
で
き
た

琉
球
弧
サ
ミ
ッ
ト
で
し
た
。』

　
こ
ち
ら
は
、
あ
る
参
加
者
か
ら
も
ら
っ
た

琉
球
弧S
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参
加
後
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

で
す
。
今
ま
さ
に
な
く
な
っ
て
い
く
、
で
も

残
し
た
い
有
形
・
無
形
の
風
景
が
あ
り
ま
す
。

そ
れ
ら
を
ビ
ジ
ネ
ス
の
力
を
使
い
な
が
ら
、

自
分
た
ち
が
暮
ら
し
な
が
ら
、
そ
し
て
次
の

時
代
に
ア
ジ
ャ
ス
ト
さ
せ
な
が
ら
子
ど
も
た

ち
に
つ
な
げ
て
い
く
た
め
に
は
、
や
は
り
連

帯
・
仲
間
が
必
要
で
す
。そ
の
た
め
の
プ
ラ
ッ

ト
フ
ォ
ー
ム
と
し
て
、
サ
ス
テ
ナ
ラ
ボ
が
今

こ
こ
に
あ
る
意
義
を
問
い
な
が
ら
こ
れ
か
ら

も
活
動
を
続
け
、
そ
し
て
琉
球
弧

S
U
M
M
IT
 Z
ero

 N
E
X
T

の
開
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を
目
指

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
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）

本
部
事
務
所
以
外
と
し
て
は
初
め
て
の
地
域

事
業
所
と
な
る
「
沖
縄
事
務
所
（
お
き
な
わ

サ
ス
テ
ナ
ラ
ボ
）」
を
設
置
し
ま
し
た
。
昨

年
度
の
設
置
以
降
、
サ
ス
テ
ナ
ラ
ボ
で
は
、

サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
キ
ー
ワ
ー
ド

に
、「
沖
縄
観
光
の
復
興
と
持
続
可
能
な
発

展
の
支
援
」、「
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム

の
推
進
現
場
で
の
研
究
・
調
査
の
実
践
」、

そ
し
て
「
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
実

践
す
る
人
と
知
見
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
づ

く
り
」
を
目
的
に
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

中
で
も
、
客
観
的
な
知
見
の
蓄
積
に
基
づ
い

た
理
論
を
基
に
し
た
多
く
の〝
実
践
〞の
場
を

つ
く
り
上
げ
て
い
く
こ
と
は
、
サ
ス
テ
ナ
ラ

ボ
の
大
き
な
目
標
の
一
つ
で
あ
り
、
実
践
的

活
動
の
種
を
探
す
べ
く
、
沖
縄
県
内
に
と
ど

ま
ら
な
い
、
奄
美
あ
る
い
は
さ
ら
に
北
部
の

琉
球
弧
を
含
め
た
様
々
な
島
を
訪
ね
て
、
実

践
者
た
ち
と
の
対
話
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。

そ
う
し
て
訪
ね
歩
い
た
島
々
の
中
で
、
琉
球

弧S
U
M
M
IT

開
催
の
大
き
な
き
っ
か
け
と

な
っ
た
島
の
一
つ
に
、鹿
児
島
県
の
甑
島（
こ

し
き
し
ま
）
が
あ
り
ま
す
。

　
甑
島
の
よ
う
な
離
島
に
は
一
般
的
に
、
買

い
物
の
不
便
さ
、
救
急
・
医
療
体
制
、
子
育

て
環
境
、
あ
る
い
は
商
圏
の
狭
さ
な
ど
、
生

活
す
る
上
で
の
様
々
な
不
便
さ
、
あ
る
い
は

ビ
ジ
ネ
ス
を
行
う
上
で
の
障
壁
が
存
在
し
ま

す
。
そ
れ
は
も
は
や
現
代
で
は
、
当
た
り
前

の
デ
ィ
ス
ア
ド
バ
ン
テ
ー
ジ
に
な
り
つ
つ
あ

り
、
若
者
た
ち
は
生
活
で
き
な
い
、
仕
事
も

な
い
島
か
ら
は
離
れ
、
国
や
地
方
自
治
体
か

ら
の
補
助
や
公
共
工
事
な
し
に
は
存
続
で
き

な
い
島
が
数
多
く
存
在
し
ま
す
。
し
か
し
、

甑
島
を
活
動
の
拠
点
と
す
る
山
下
商
店
で

は
、
島
の
デ
ィ
ス
ア
ド
バ
ン
テ
ー
ジ
は
前
提

と
し
つ
つ
、
豆
腐
製
造
・
販
売
や
古
民
家
を

活
用
し
た
ホ
ス
テ
ル
経
営
な
ど
ス
モ
ー
ル
ビ

ジ
ネ
ス
を
成
功
さ
せ
な
が
ら
事
業
を
拡
大

し
、
今
で
は
卸
（
地
域
商
社
）
事
業
や
コ
ン

サ
ル
テ
ィ
ン
グ
事
業
な
ど
も
行
い
な
が
ら
島

に
住
み
続
け
、「
世
界
で
一
番
暮
ら
し
た
い

集
落
（
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
）
を
自
ら
作
る
」
を
実

践
し
て
い
ま
す
。

　
今
回
、
琉
球
弧S

U
M
M
IT

で
は
、
山
下

商
店
を
運
営
す
る
、
東
シ
ナ
海
の
小
さ
な
島

ブ
ラ
ン
ド
株
式
会
社
の
代
表
取
締
役
・
山
下

賢
太
さ
ん
に
実
行
委
員
長
と
な
っ
て
も
ら
い

ま
し
た
。
そ
の
上
で
、
こ
の
地
域
（
シ
マ
）

間
交
流
イ
ベ
ン
ト
は
、
島
で
暮
ら
し
続
け
る

術
（
す
べ
）、
観
光
と
の
関
係
性
の
持
ち
方
に

つ
い
て
、（
我
々
の
よ
う
な
コ
ン
サ
ル
・
シ

ン
ク
タ
ン
ク
が
用
い
る
）
都
会
の
ロ
ジ
ッ
ク

を
押
し
つ
け
る
の
で
は
な
く
、
島
同
士
の
対

等
な
関
係
性
の
中
で
、
同
じ
風
土
・
文
化
圏

を
持
つ
琉
球
弧
の
中
で
各
島
の
ノ
ウ
ハ
ウ
、

あ
る
い
は
課
題
を
シ
ェ
ア
し
、
学
び
合
う
場

と
し
て
設
定
し
ま
し
た
。

　
参
加
者
へ
の
呼
び
か
け
は
、
テ
ー
マ
と
日

付
・
場
所
の
設
定
の
み
で
、
渡
航
費
用
等
は

全
て
自
前
で
と
お
伝
え
し
た
か
た
ち
で
す
が
、

結
果
的
に
は
15
の
島
々
か
ら
30
名
の
参
加
者

が
集
ま
り
ま
し
た
。
2
日
間
の
開
催
期
間
中

に
、
各
地
で
の
取
り
組
み
内
容
が
シ
ェ
ア
さ

れ
、
琉
球
弧
に
お
け
る
島
々
の
今
後
の
あ
り

方
へ
と
議
論
が
展
開
さ
れ
て
い
き
ま
し
た
。

　
黒
潮
に
沿
っ
て
九
州
南
部
か
ら
台
湾
へ
弓

な
り
に
連
な
る
島
嶼
群
「
琉
球
弧
」。
先
史

時
代
以
来
、
多
く
の
人
々
が
行
き
来
し
、
海

上
の
道
と
も
呼
ば
れ
て
き
た
琉
球
弧
の
島
々
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は
、
文
化
や
風
習
な
ど
有
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無
形
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問
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ず
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く
の
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在
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さ
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て
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ま
す
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社
会
的
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、
あ
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い
は
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政
界
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ど
、
様
々
な
境
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が
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つ
の
間
に
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大
き

く
な
り
す
ぎ
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
分
断
さ
れ

た
時
代
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
よ
う
に
も
感
じ
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縄
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催
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。
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ら
れ
ま
す
。
し
か
し
、
琉
球
弧S

U
M
M
IT
 

Z
ero“

0
”

で
は
、
自
然
と
ヒ
ト
、
島
同
士
、

家
族
、
そ
し
て
思
い
を
同
じ
く
す
る
人
と
連

帯
す
る
価
値
と
い
う
も
の
が
い
か
に
大
き
い

の
か
、
そ
こ
に
気
づ
き
始
め
た
人
た
ち
が
緩

や
か
に
つ
な
が
る
場
を
一
時
的
に
で
も
用
意

で
き
た
と
思
い
ま
す
。

　『
森
を
つ
な
ぐ
緑
の
回
廊
が
無
け
れ
ば
、

移
動
す
る
鳥
や
小

動
物
、
昆
虫
が
減

り
、
森
の
生
命
力

は
極
端
に
小
さ
く

な
る
。
島
同
士
に

も
同
じ
こ
と
が
言

え
る
だ
ろ
う
。
島

同
士
の
つ
な
が
り

を
取
り
戻
し
、
さ

ら
に
新
た
な
回
廊

で
つ
な
ぐ
こ
と

で
、
琉
球
弧
と
い

う
強
い
多
様
な
生

態
系
・
生
物
群
集

を
、
再
び
構
築
で

き
る
時
代
が
見
え

て
き
た
よ
う
に
思

う
。
そ
ん
な
心
強

い
仲
間
達
に
出
会

う
こ
と
が
で
き
た

琉
球
弧
サ
ミ
ッ
ト
で
し
た
。』

　
こ
ち
ら
は
、
あ
る
参
加
者
か
ら
も
ら
っ
た

琉
球
弧S

U
M
M
IT

参
加
後
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

で
す
。
今
ま
さ
に
な
く
な
っ
て
い
く
、
で
も

残
し
た
い
有
形
・
無
形
の
風
景
が
あ
り
ま
す
。

そ
れ
ら
を
ビ
ジ
ネ
ス
の
力
を
使
い
な
が
ら
、

自
分
た
ち
が
暮
ら
し
な
が
ら
、
そ
し
て
次
の

時
代
に
ア
ジ
ャ
ス
ト
さ
せ
な
が
ら
子
ど
も
た

ち
に
つ
な
げ
て
い
く
た
め
に
は
、
や
は
り
連

帯
・
仲
間
が
必
要
で
す
。そ
の
た
め
の
プ
ラ
ッ

ト
フ
ォ
ー
ム
と
し
て
、
サ
ス
テ
ナ
ラ
ボ
が
今

こ
こ
に
あ
る
意
義
を
問
い
な
が
ら
こ
れ
か
ら

も
活
動
を
続
け
、
そ
し
て
琉
球
弧

S
U
M
M
IT
 Z
ero

 N
E
X
T

の
開
催
を
目
指

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
文
：
J
T
B
F
・
中
島 

泰
）

本
部
事
務
所
以
外
と
し
て
は
初
め
て
の
地
域

事
業
所
と
な
る
「
沖
縄
事
務
所
（
お
き
な
わ

サ
ス
テ
ナ
ラ
ボ
）」
を
設
置
し
ま
し
た
。
昨

年
度
の
設
置
以
降
、
サ
ス
テ
ナ
ラ
ボ
で
は
、

サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
キ
ー
ワ
ー
ド

に
、「
沖
縄
観
光
の
復
興
と
持
続
可
能
な
発

展
の
支
援
」、「
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム

の
推
進
現
場
で
の
研
究
・
調
査
の
実
践
」、

そ
し
て
「
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
実

践
す
る
人
と
知
見
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
づ

く
り
」
を
目
的
に
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

中
で
も
、
客
観
的
な
知
見
の
蓄
積
に
基
づ
い

た
理
論
を
基
に
し
た
多
く
の〝
実
践
〞の
場
を

つ
く
り
上
げ
て
い
く
こ
と
は
、
サ
ス
テ
ナ
ラ

ボ
の
大
き
な
目
標
の
一
つ
で
あ
り
、
実
践
的

活
動
の
種
を
探
す
べ
く
、
沖
縄
県
内
に
と
ど

ま
ら
な
い
、
奄
美
あ
る
い
は
さ
ら
に
北
部
の

琉
球
弧
を
含
め
た
様
々
な
島
を
訪
ね
て
、
実

践
者
た
ち
と
の
対
話
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。

そ
う
し
て
訪
ね
歩
い
た
島
々
の
中
で
、
琉
球

弧S
U
M
M
IT

開
催
の
大
き
な
き
っ
か
け
と

な
っ
た
島
の
一
つ
に
、鹿
児
島
県
の
甑
島（
こ

し
き
し
ま
）
が
あ
り
ま
す
。

　
甑
島
の
よ
う
な
離
島
に
は
一
般
的
に
、
買

い
物
の
不
便
さ
、
救
急
・
医
療
体
制
、
子
育

て
環
境
、
あ
る
い
は
商
圏
の
狭
さ
な
ど
、
生

活
す
る
上
で
の
様
々
な
不
便
さ
、
あ
る
い
は

ビ
ジ
ネ
ス
を
行
う
上
で
の
障
壁
が
存
在
し
ま

す
。
そ
れ
は
も
は
や
現
代
で
は
、
当
た
り
前

の
デ
ィ
ス
ア
ド
バ
ン
テ
ー
ジ
に
な
り
つ
つ
あ

り
、
若
者
た
ち
は
生
活
で
き
な
い
、
仕
事
も

な
い
島
か
ら
は
離
れ
、
国
や
地
方
自
治
体
か

ら
の
補
助
や
公
共
工
事
な
し
に
は
存
続
で
き

な
い
島
が
数
多
く
存
在
し
ま
す
。
し
か
し
、

甑
島
を
活
動
の
拠
点
と
す
る
山
下
商
店
で

は
、
島
の
デ
ィ
ス
ア
ド
バ
ン
テ
ー
ジ
は
前
提

と
し
つ
つ
、
豆
腐
製
造
・
販
売
や
古
民
家
を

活
用
し
た
ホ
ス
テ
ル
経
営
な
ど
ス
モ
ー
ル
ビ

ジ
ネ
ス
を
成
功
さ
せ
な
が
ら
事
業
を
拡
大

し
、
今
で
は
卸
（
地
域
商
社
）
事
業
や
コ
ン

サ
ル
テ
ィ
ン
グ
事
業
な
ど
も
行
い
な
が
ら
島

に
住
み
続
け
、「
世
界
で
一
番
暮
ら
し
た
い

集
落
（
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
）
を
自
ら
作
る
」
を
実

践
し
て
い
ま
す
。

　
今
回
、
琉
球
弧S

U
M
M
IT

で
は
、
山
下

商
店
を
運
営
す
る
、
東
シ
ナ
海
の
小
さ
な
島

ブ
ラ
ン
ド
株
式
会
社
の
代
表
取
締
役
・
山
下

賢
太
さ
ん
に
実
行
委
員
長
と
な
っ
て
も
ら
い

ま
し
た
。
そ
の
上
で
、
こ
の
地
域
（
シ
マ
）

間
交
流
イ
ベ
ン
ト
は
、
島
で
暮
ら
し
続
け
る

術
（
す
べ
）、
観
光
と
の
関
係
性
の
持
ち
方
に

つ
い
て
、（
我
々
の
よ
う
な
コ
ン
サ
ル
・
シ

ン
ク
タ
ン
ク
が
用
い
る
）
都
会
の
ロ
ジ
ッ
ク

を
押
し
つ
け
る
の
で
は
な
く
、
島
同
士
の
対

等
な
関
係
性
の
中
で
、
同
じ
風
土
・
文
化
圏

を
持
つ
琉
球
弧
の
中
で
各
島
の
ノ
ウ
ハ
ウ
、

あ
る
い
は
課
題
を
シ
ェ
ア
し
、
学
び
合
う
場

と
し
て
設
定
し
ま
し
た
。

　
参
加
者
へ
の
呼
び
か
け
は
、
テ
ー
マ
と
日

付
・
場
所
の
設
定
の
み
で
、
渡
航
費
用
等
は

全
て
自
前
で
と
お
伝
え
し
た
か
た
ち
で
す
が
、

結
果
的
に
は
15
の
島
々
か
ら
30
名
の
参
加
者

が
集
ま
り
ま
し
た
。
2
日
間
の
開
催
期
間
中

に
、
各
地
で
の
取
り
組
み
内
容
が
シ
ェ
ア
さ

れ
、
琉
球
弧
に
お
け
る
島
々
の
今
後
の
あ
り

方
へ
と
議
論
が
展
開
さ
れ
て
い
き
ま
し
た
。

　
黒
潮
に
沿
っ
て
九
州
南
部
か
ら
台
湾
へ
弓

な
り
に
連
な
る
島
嶼
群
「
琉
球
弧
」。
先
史

時
代
以
来
、
多
く
の
人
々
が
行
き
来
し
、
海

上
の
道
と
も
呼
ば
れ
て
き
た
琉
球
弧
の
島
々

に
は
、
文
化
や
風
習
な
ど
有
形
・
無
形
を
問

わ
ず
多
く
の
共
通
点
が
現
在
も
色
濃
く
残
さ

れ
て
い
ま
す
。一
方
、現
代
は
、性
別
や
世
代
、

職
業
、
社
会
的
な
立
場
、
あ
る
い
は
行
政
界

な
ど
、
様
々
な
境
界
が
い
つ
の
間
に
か
大
き

く
な
り
す
ぎ
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
分
断
さ
れ

た
時
代
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
よ
う
に
も
感
じ
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縄
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催
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。
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た
30
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で
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に

議
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て
盛
り
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が
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第
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の
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そ
の
開
催
結
果
を
報
告
し
ま

す
。
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観
光
立
国
推
進
基
本
計
画
の
主
な
政
策
に

お
い
て
も
「
人
材
」
と
い
う
言
葉
を
用
い
て

お
り
、
観
光
庁
で
は
、
特
に
人
材
を
喫
緊
の

課
題
と
し
て
い
る
。
そ
う
い
っ
た
課
題
感
か

ら
、
観
光
庁
に
「
観
光
人
材
政
策
」
と
い
う

名
前
の
専
門
セ
ク
シ
ョ
ン
を
設
立
。
今
春
、

観
光
人
材
育
成
の
た
め
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を

策
定
し
、
観
光
人
材
を
、
観
光
地
の
個
々
の

事
業
経
営
を
行
う
「
観
光
産
業
人
材
」
と
、

観
光
地
全
体
の
経
営
を
担
う
「
観
光
地
経
営

人
材
」
に
分
類
し
た
。

　「
観
光
産
業
人
材
」
に
つ
い
て
は
、
経
営

人
材
、中
核
人
材
、実
務
人
材
、観
光
教
育（
次

世
代
を
担
う
若
者
）
の
四
つ
の
構
造
に
分
け

育
成
を
実
施
。
例
え
ば
経
営
人
材
の
育
成
で

は
、
ホ
テ
ル
や
旅
行
会
社
、
観
光
地
域
づ
く

り
法
人
、
鉄
道
会
社
、
航
空
会
社
な
ど
の
各

関
連
企
業
の
社
員
を
対
象
に
国
立
大
学
と
連

携
し
て
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
作
成
・
実
施
し
て
い

る
。

　「
観
光
地
経
営
人
材
」
に
つ
い
て
は
、
観

光
地
域
づ
く
り
法
人
内
の
人
材
育
成
と
し

て
、
先
ほ
ど
紹
介
し
た
大
学
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
受
講
す
る
こ
と
に
加
え
、
大
き
く
2
つ
の

取
り
組
み
が
あ
る
。
1
つ
は
他
の
観
光
地
域

づ
く
り
法
人
と
の
交
流
や
先
進
的
な
地
域
を

視
察
す
る
こ
と
へ
の
支
援
、
も
う
1
つ
は
外

部
の
専
門
家
の
派
遣
と
し
て
、
今
後
、
伸
ば

し
た
い
分
野
、
足
り
な
い
分
野
等
に
対
し
専

門
家
を
派
遣
す
る
取
り
組
み
を
実
施
し
て
い

る
。

　
当
財
団
で
も
観
光
地
域
づ
く
り
法
人
へ
の

人
材
派
遣
を
実
施
、
ま
た
、
今
後
の
観
光
人

材
育
成
を
目
的
に
大
学
生
を
対
象
に
講
義
を

実
施
し
て
お
り
、
引
き
続
き
こ
の
よ
う
な
人

材
育
成
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

　
コ
ロ
ナ
の
影
響
か
ら
し
ば
ら
く
訪
韓
が
で

き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
4
年
ぶ
り
に
韓
国
・

ソ
ウ
ル
に
て
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
韓
国
で
は
「
初
雪
が
降
る
と
待
っ
て
い

た
人
が
来
る
」と
い
う
諺
が
あ
る
よ
う
で
す
。

ま
さ
に
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
当
日
、
ソ
ウ
ル
で

は
初
雪
が
観
測
さ
れ
K
C
T
I
の
皆
さ
ま
か

ら
「
待
っ
て
い
た
皆
さ
ま
が
来
ま
し
た
」
と

温
か
い
言
葉
を
頂
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

そ
の
言
葉
通
り
、
日
韓
双
方
の
研
究
者
、
関

係
者
が
そ
れ
ぞ
れ
の
研
究
成
果
・
課
題
を
発

表
し
、
質
疑
・
議
論
を
熱
心
に
交
わ
す
素
晴

ら
し
い
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
に
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
2
0
0
5
年
か
ら
始
ま
り
、
第
6

教
育
、③「
観
光
従
事
員
」
の
力
量
強
化
に
向

け
た
教
育
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
、④
観
光
分
野
へ

の
就
職
基
盤
を
造
成
す
る
た
め
の
雇
用
博
覧

会
、
雇
用
セ
ン
タ
ー
の
運
営
だ
。
文
化
体
育

観
光
部
が
人
材
育
成
政
策
を
ま
と
め
、
観
光

協
会
、
業
種
別
協
会
、
韓
国
観
光
公
社
が
こ

れ
ら
を
実
施
す
る
構
造
で
あ
る
。

　
観
光
人
材
育
成
政
策
の
方
向
性
と
課
題
を

4
点
紹
介
す
る
。①
観
光
人
材
の
需
給
バ
ラ

ン
ス
の
向
上
。
短
期
で
は
集
中
的
な
人
材

マ
ッ
チ
ン
グ
が
必
要
。
長
期
で
は
観
光
人
材

の
需
給
実
態
に
関
す
る
分
析
を
定
量
化
す
る

必
要
が
あ
る
。②
職
業
構
造
の
変
化
へ
の
対

応
。
未
来
型
人
材
を
育
成
す
る
に
は
標
準
的

な
教
育
課
程
の
開
発
、
現
場
で
必
要
と
さ
れ

る
人
材
を
育
成
す
る
基
盤
づ
く
り
が
必
要
、

③
観
光
人
材
の
競
争
力
を
強
化
。「
観
光
従

事
員
」
の
資
格
制
度
の
改
善
が
必
要
。
観
光

人
材
に
対
す
る
教
育
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
体
系
の

再
編
、
見
直
し
が
必
要
。④
観
光
人
材
育
成

政
策
推
進
者
の
協
力
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構

築
。
日
本
で
は
コ
ロ
ナ
禍
で
観
光
人
材
育
成

政
策
を
推
進
す
る
た
め
産
学
官
の
協
議
体
が

構
成
さ
れ
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
策
定
し
た
。
非

常
に
良
い
模
範
に
な
る
と
考
え
る
。

日
本
の
観
光
人
材
の
現
状

　
コ
ロ
ナ
前
、
2
0
1
9
年
ま
で
は
日
本
人

の
消
費
額
が
少
し
ず
つ
伸
び
、
訪
日
外
国
人

数
が
一
気
に
伸
び
た
時
期
。
こ
れ
ま
で
の
数

十
年
間
で
特
に
恵
ま
れ
た
時
期
で
あ
っ
た
。

一
方
で
、観
光
人
材
、観
光
産
業
の
部
門
で
は
、

大
き
く
成
長
し
て
い
な
か
っ
た
。
宿
泊
業
、

飲
食
サ
ー
ビ
ス
業
は
、
元
々
他
の
産
業
よ
り

給
料
が
低
い
上
、
こ
の
時
期
、
給
料
が
伸
び

る
ど
こ
ろ
か
、
や
や
減
少
し
て
い
る
。
訪
日

期
目
と
な
る
研
究
協
力
に
関
す
る
覚
書

（
M
O
U
）
を
締
結
（
更
新
）
し
ま
し
た
。
引

き
続
き
研
究
協
力
体
制
を
強
め
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

　
今
後
も
日
本
と
韓
国
の
観
光
に
係
る
類
似

点
、
差
異
を
お
互
い
に
理
解
し
、
信
頼
関
係

を
構
築
す
る
こ
と
で
、
両
国
の
観
光
文
化
の

発
展
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

（
文
：
J
T
B
F
・
後
藤
伸
一
）

分
が
こ
れ
ら
大
都
市
と
な
る
。
こ
の
大
都
市

集
中
の
解
消
が
我
々
の
役
割
で
あ
る
。

訪
日
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
戦
略
　 

　
観
光
立
国
推
進
基
本
計
画
を
踏
ま
え
、
持

続
可
能
な
観
光
・
消
費
額
拡
大
・
地
方
誘
客

促
進
の
実
現
に
向
け
て
、
き
め
細
か
に
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
を
展
開
す
る
た
め
の
戦
略
を
策

定
。
こ
の
戦
略
を
観
光
庁
、
J
N
T
O
、
地

方
運
輸
局
、
D
M
O
・
地
方
自
治
体
等
間
で

共
有
し
、
各
主
体
が
政
府
目
標
達
成
の
た
め

の
効
果
的
か
つ
効
率
的
な
施
策
展
開
を
目
指

し
て
い
る
。戦
略
は
、市
場
別
・
市
場
横
断（
高

付
加
価
値
・
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
ト
ラ
ベ
ル
・

万
博
）・
M
I
C
E
の
3
部
構
成
と
な
っ
て

い
る
。

訪
日
韓
国
市
場
の
概
況

　
消
費
額
（
7
万
6
1
3
8
円
／
1
人
当
た

り
＝
2
0
1
9
年
）
と
地
方
へ
の
宿
泊
数

（
5
2
6
万
泊
）
を
増
や
し
て
い
く
の
か
と
い

う
こ
と
が
、
当
事
務
所
の
役
割
。
日
韓
間
の

航
空
便
の
路
線
数
に
当
事
務
所
は
非
常
に
注

目
し
て
い
る
。
直
近
の
11
月
の
数
字
で
は
、

22
空
港
、
1
週
間
で
1
1
0
0
便
ほ
ど
ま
で

回
復
。
地
方
路
線
を
復
活
さ
せ
、
い
か
に
需

要
を
つ
く
る
か
と
い
う
点
を
踏
ま
え
、
情
報

発
信
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
具
体
的
に
は

In
stagram

で
心
を
つ
か
み
、
韓
国
最
大
の

ブ
ロ
グ
サ
ー
ビ
ス
N
A
V
E
R
で
育
て
て
い

く
取
り
組
み
を
進
め
て
い
る
。

　
韓
国
の
観
光
分
野
の
学
会
お
よ
び
業
界
の

専
門
家
が
重
要
と
認
識
し
て
い
る
環
境
変
化

は
、①
人
口
構
造
の
変
化
に
伴
う
学
齢
人
口

の
減
少
（
2
0
2
3
年
で
7
2
5
万
人
が

2
0
3
0
年
に
は
5
9
3
万
人
に
減
少
）、②

M
Z
世
代
（
韓
国
で
1
9
8
1
〜
2
0
1
0

年
生
ま
れ
の
世
代
）
の
職
業
観
の
変
化
（
仕

事
に
対
す
る
重
要
度
が
低
下
）、③
D
X
の
推

進
（
旅
行
事
務
員
の
54
・
4
％
、
宿
泊
施
設

従
業
員
の
51
・
9
％
に
代
替
可
能
性
が
あ

る
）、④
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
、
観
光
分
野
に
お

け
る
雇
用
の
減
少
（
コ
ロ
ナ
な
ど
危
機
的
状

況
で
は
、
観
光
産
業
の
雇
用
は
非
常
に
弱
い

構
造
）
の
4
点
で
あ
る
。

活 動 報 告

「
日
韓
国
際
観
光

カンファレンス
2 

0 

2 

3
」を

開
催

課
題
と
そ
の
解
決
に
向
け
た
方
策
に
つ
い
て

発
表
を
し
ま
し
た
。

　
本
稿
で
は
各
研
究
発
表
の
要
旨
を
ご
紹
介

し
ま
す
。

訪
韓
観
光
客
の
動
向

　
2
0
2
3
年
9
月
時
点
で
2
0
1
9
年
の

75
・
2
％
の
水
準
に
ま
で
回
復
。
2
0
2
3

年
は
政
府
目
標
の
訪
韓
客
数
1
0
0
0
万
人

は
達
成
す
る
見
込
み
で
あ
る
。ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、

ア
メ
リ
カ
、
オ
セ
ア
ニ
ア
な
ど
は
、

2
0
1
9
年
を
超
え
る
訪
韓
客
数
に
ま
で
回

復
。
一
方
で
、
中
国
は
3
割
と
回
復
が
遅
れ

て
い
る
状
況
。

　
訪
韓
の
目
的
は
、
ビ
ジ
ネ
ス
の
割
合
が
上

昇
し
、
観
光
の
割
合
は
や
や
下
落
。
訪
韓
理

由
に
つ
い
て
は
、
韓
流
コ
ン
テ
ン
ツ
な
ど
、

韓
国
文
化
に
対
す
る
関
心
が
高
い
傾
向
が
見

ら
れ
る
。
個
人
旅
行
の
割
合
が
高
く
な
り
、

1
人
当
た
り
の
消
費
額
も
3
割
増
加
。

韓
国
人
の
海
外
旅
行
の
動
向

　
ア
ウ
ト
バ
ウ
ン
ド
は
1
月
〜
9
月
ま
で
の

統
計
で
1
4
1
8
万
人
。
9
月
単
月
で
は

2
0
1
9
年
比
98
・
4
％
の
2
0
2
万
人
が

海
外
に
旅
行
。
そ
の
う
ち
、
海
外
旅
行
全
体

に
占
め
る
訪
日
旅
行
の
割
合
は
30
・
5
％
で

あ
り
、
2
0
1
9
年
19
・
4
％
か
ら
大
き
く

伸
び
た
。

韓
国
に
お
け
る
国
際
観
光
の
展
望

　
現
在
政
府
が
進
め
る
第
6
次
観
光
振
興
基

本
計
画
で
は
、
2
0
2
7
年
ま
で
に
3
0
0
0

万
人
の
訪
韓
客
数
を
目
標
に
掲
げ
て
い
る
。

2
0
2
7
年
の
予
想
値
と
し
て
、
訪
韓
客
数
は

2
5
2
0
万
人
。
韓
国
人
の
海
外
旅
行
者
数

は
3
2
8
0
万
人
に
な
る
見
通
し
。

　
現
在
の
ソ
ウ
ル
、
釜
山
、
済
州
に
集
中
し

て
い
る
観
光
客
を
地
方
へ
分
散
さ
せ
る
こ
と

が
、
大
き
な
課
題
。
特
に
、
尹
錫
悦
政
権
の

発
足
後
、
観
光
産
業
と
K
│
カ
ル
チ
ャ
ー
の

輸
出
を
結
び
付
け
て
い
る
こ
と
が
特
徴
と
し

て
挙
げ
ら
れ
る
。

　
ま
た
、
コ
ロ
ナ
禍
を
経
て
見
ら
れ
る
大
き

な
変
化
と
し
て
は
、
海
外
旅
行
の
費
用
が
大

幅
に
上
が
っ
て
い
る
こ
と
。
来
年
以
降
も
料

金
が
上
が
る
と
予
想
さ
れ
て
い
る
。
円
安
に

代
表
さ
れ
る
為
替
レ
ー
ト
の
変
動
は
、
国
際

観
光
・
交
流
に
影
響
を
与
え
る
も
の
と
し
て

考
慮
す
べ
き
要
因
だ
。

　
2
0
1
9
年
時
点
で
、
人
口
に
対
す
る
海

外
旅
行
者
の
比
率
は
、
日
本
は
16
％
に
満
た

な
い
状
況
。
韓
国
は
55
・
5
％
で
、
日
本
の

3
・
5
倍
と
高
い
割
合
だ
が
、
こ
れ
ま
で
の

成
長
の
勢
い
が
少
し
ず
つ
鈍
化
し
始
め
た
兆

し
が
あ
る
。
今
後
は
日
本
同
様
に
横
ば
い
に

な
っ
て
い
く
の
で
は
な
い
か
と
懸
念
し
て
い

る
。

訪
日
観
光
の
概
況

　
2
0
2
3
年
1
月
か
ら
10
月
ま
で
の
訪
日

客
数
の
累
計
は
、
1
9
8
9
万
人
。
年
末
ま

で
2
カ
月
を
残
し
た
時
点
で
、
2
0
1
5
年

の
年
間
の
数
字
を
超
え
て
い
る
と
い
う
状

況
。
韓
国
か
ら
の
訪
日
客
数
に
関
し
て
は
、

10
月
が
63
万
人
で
単
月
に
お
け
る
過
去
最
高

水
準
と
い
う
大
き
な
記
録
が
残
っ
た
。
1
月

か
ら
10
月
の
累
計
が
5
5
0
万
人
。

2
0
1
9
年
1
月
か
ら
10
月
が
5
1
3
万
人

を
越
え
た
。

訪
日
観
光
に
係
る
課
題

　
韓
国
か
ら
の
訪
日
客
数
に
つ
い
て
は
過
去

最
高
水
準
、
2
0
1
9
年
超
え
に
な
っ
て
い
る

が
、
地
方
分
散
の
面
で
は
、
い
ま
だ
、
課
題
が

あ
る
。外
国
人
延
べ
宿
泊
者
数
の
62
・
0
％
が
、

上
位
5
都
道
府
県
で
あ
る
東
京
都
、
大
阪
府
、

京
都
府
、北
海
道
、沖
縄
県
に
宿
泊
し
て
お
り
、

偏
っ
た
状
況
で
あ
る
。
韓
国
人
延
べ
宿
泊
者

数
に
絞
る
と
、
大
阪
府
と
福
岡
県
で
の
宿
泊

の
割
合
が
高
く
な
る
。
ま
た
消
費
額
の
大
部

　
2
0
2
3
年
11
月
29
日（
水
）、
日
韓
国
際
観

光
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
を
開
催
し
ま
し
た
。
こ
の
カ
ン

フ
ァ
レ
ン
ス
は
、
研
究
協
力
に
関
す
る
覚
書

（M
em

o
ran

d
u
m
 o
f U

n
d
erstan

d
in
g 

on
 R
esearch

 C
ooperation

、
M
O
U
）

を
結
ん
で
い
る
韓
国
文
化
観
光
研
究
院（
以
下
、

K
C
T
I
）と
毎
年
共
催
し
て
い
る
も
の
で
す
。

今
回
は
４
年
ぶ
り
の
韓
国
・
ソ
ウ
ル
で
の
開
催
と

な
り
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
両
機
関
の
代
表
挨
拶
後
、
研
究

協
力
に
関
す
る
覚
書
の
締
結
（
更
新
）
を
行
い
、

そ
の
後
、
第
1
部
と
し
て
「
観
光
動
向
」、
第

2
部
と
し
て
「
観
光
人
材
の
課
題
」
を
テ
ー
マ

　
次
に
こ
の
環
境
変
化
が
観
光
人
材
政
策
に

与
え
る
課
題
は
、①
観
光
労
働
市
場
の
量
的

規
模
の
縮
小
、②
観
光
人
材
育
成
に
向
け
た

統
合
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
の
不
足
、③
観
光
人

材
の
競
争
力
強
化
に
対
す
る
ニ
ー
ズ
の
増
加

と
い
う
3
点
で
あ
る
。

観
光
人
材
の
現
況

　
観
光
を
専
門
に
学
ぶ
観
光
人
材
予
備
軍
は

年
間
約
2
6
0
0
0
人
が
輩
出
（
卒
業
）
さ

れ
て
い
る
。
そ
の
う
ち
特
定
科
高
校
が

1
4
2
8
1
人
で
最
も
割
合
が
高
い
。
地
域

別
で
は
首
都
圏
の
割
合
が
高
い
。
コ
ロ
ナ
禍

に
よ
り
観
光
関
連
学
科
へ
の
進
学
が
避
け
ら

れ
入
学
生
数
が
約
2
割
減
少
。
観
光
人
材
予

備
軍
の
減
少
に
伴
う
人
材
不
足
は
地
方
が
深

刻
な
状
況
。
人
材
確
保
の
代
案
と
し
て
観
光

分
野
の
大
学
、
或
い
は
語
学
等
、
他
の
専
攻

分
野
と
連
携
す
る
方
策
が
始
ま
っ
て
い
る
。

　
文
化
体
育
観
光
部
（
日
本
の
文
化
庁
、
観

光
庁
、
ス
ポ
ー
ツ
庁
に
あ
た
る
）
が
進
め
る

人
材
政
策
の
ポ
イ
ン
ト
は
４
点
あ
る
。①「
観

光
従
事
員
」
と
い
う
観
光
人
材
に
対
す
る
資

格
制
度
、②
観
光
分
野
の
予
備
人
材
育
成
の

た
め
、
起
業
家
、
創
業
家
へ
の
支
援
、
就
業

リュ・グァンフン先任研究委員

清水雄一所長

に
、
両
機
関
の
研
究
員
3

名
に
加
え
、
日
本
政
府
観

光
局
（
以
下
、
J
N
T
O
）

か
ら
1
名
の
計
4
名
に
よ

る
研
究
発
表
等
と
質
疑
応

答
を
行
い
ま
し
た
。

　
第
1
部
の「
観
光
動
向
」

に
つ
い
て
は
、
K
C
T
I

の
リ
ュ
・
グ
ァ
ン
フ
ン
先
任

研
究
委
員
か
ら
「
韓
国
に

お
け
る
国
際
観
光
の
動

向
」
と
題
し
て
訪
韓
外
来

観
光
客
の
動
向
や
韓
国
に

お
け
る
国
際
観
光
の
展
望

に
つ
い
て
発
表
が
あ
り
ま

し
た
。
続
い
て
日
本
側
を

代
表
し
J
N
T
O
ソ
ウ
ル
事
務
所
の
清
水
雄

一
所
長
よ
り
「
日
本
に
お
け
る
国
際
観
光
の

動
向
」
と
題
し
て
日
本
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観

光
の
今
後
の
方
向
性
や
日
韓
交
流
の
本
格
回

復
に
向
け
て
の
具
体
策
に
つ
い
て
発
表
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　
第
2
部
の
「
観
光
人
材
の
課
題
」
に
つ
い

て
は
、
K
C
T
I
の
キ
ム
・
ヒ
ョ
ン
ジ
ュ
先

任
研
究
委
員
よ
り
「
観
光
人
材
に
関
す
る
主

な
問
題
と
政
策
の
動
向
」
と
題
し
て
韓
国
の

観
光
人
材
の
現
状
や
観
光
人
材
育
成
政
策
の

推
進
の
現
状
と
今
後
の
方
向
性
に
つ
い
て
発

表
が
あ
り
ま
し
た
。
続
い
て
当
財
団
の
江
﨑

貴
昭
副
主
任
研
究
員
よ
り
「
日
本
の
観
光
人

材
の
課
題
と
政
策
動
向
」
と
題
し
、
観
光
産

業
人
材
、
観
光
地
経
営
人
材
の
そ
れ
ぞ
れ
の

1
．概
要

2
．各
研
究
発
表
要
旨

観
光
動
向

第
1
部

韓
国
文
化
観
光
研
究
院

リ
ュ・
グ
ァ
ン
フ
ン 

先
任
研
究
委
員

韓
国
に
お
け
る

国
際
観
光
の
動
向

J
N
T
O
ソ
ウ
ル
事
務
所

清
水
雄
一
所
長

日
本
に
お
け
る

国
際
観
光
の
動
向

客
数
の
増
加
が
日
本
の
観
光
人
材
の
賃
金
上

昇
に
結
び
付
い
て
い
な
か
っ
た
。
パ
ー
ト
、

ア
ル
バ
イ
ト
と
い
う
非
正
規
雇
用
の
割
合
が

高
い
こ
と
も
大
き
な
要
因
だ
と
思
わ
れ
る
。

　
人
材
不
足
も
深
刻
で
あ
る
。
現
在
、
日
本

の
ど
の
観
光
地
で
も
人
手
不
足
が
課
題
で
あ

る
。
政
府
の
調
査
に
よ
る
と
宿
泊
業
全
体
の

8
割
近
く
が
人
手
不
足
と
感
じ
て
お
り
、
観

光
地
全
体
を
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
す
る
人
材
も
不

足
。
日
本
の
観
光
地
域
づ
く
り
法
人
向
け
に

行
っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
全
体
の
63
％
の
観

光
地
域
づ
く
り
法
人
が
、
人
材
確
保
や
育
成

に
課
題
を
感
じ
て
い
る
。
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観
光
立
国
推
進
基
本
計
画
の
主
な
政
策
に

お
い
て
も
「
人
材
」
と
い
う
言
葉
を
用
い
て

お
り
、
観
光
庁
で
は
、
特
に
人
材
を
喫
緊
の

課
題
と
し
て
い
る
。
そ
う
い
っ
た
課
題
感
か

ら
、
観
光
庁
に
「
観
光
人
材
政
策
」
と
い
う

名
前
の
専
門
セ
ク
シ
ョ
ン
を
設
立
。
今
春
、

観
光
人
材
育
成
の
た
め
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を

策
定
し
、
観
光
人
材
を
、
観
光
地
の
個
々
の

事
業
経
営
を
行
う
「
観
光
産
業
人
材
」
と
、

観
光
地
全
体
の
経
営
を
担
う
「
観
光
地
経
営

人
材
」
に
分
類
し
た
。

　「
観
光
産
業
人
材
」
に
つ
い
て
は
、
経
営

人
材
、中
核
人
材
、実
務
人
材
、観
光
教
育（
次

世
代
を
担
う
若
者
）
の
四
つ
の
構
造
に
分
け

育
成
を
実
施
。
例
え
ば
経
営
人
材
の
育
成
で

は
、
ホ
テ
ル
や
旅
行
会
社
、
観
光
地
域
づ
く

り
法
人
、
鉄
道
会
社
、
航
空
会
社
な
ど
の
各

関
連
企
業
の
社
員
を
対
象
に
国
立
大
学
と
連

携
し
て
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
作
成
・
実
施
し
て
い

る
。

　「
観
光
地
経
営
人
材
」
に
つ
い
て
は
、
観

光
地
域
づ
く
り
法
人
内
の
人
材
育
成
と
し

て
、
先
ほ
ど
紹
介
し
た
大
学
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
受
講
す
る
こ
と
に
加
え
、
大
き
く
2
つ
の

取
り
組
み
が
あ
る
。
1
つ
は
他
の
観
光
地
域

づ
く
り
法
人
と
の
交
流
や
先
進
的
な
地
域
を

視
察
す
る
こ
と
へ
の
支
援
、
も
う
1
つ
は
外

部
の
専
門
家
の
派
遣
と
し
て
、
今
後
、
伸
ば

し
た
い
分
野
、
足
り
な
い
分
野
等
に
対
し
専

門
家
を
派
遣
す
る
取
り
組
み
を
実
施
し
て
い

る
。

　
当
財
団
で
も
観
光
地
域
づ
く
り
法
人
へ
の

人
材
派
遣
を
実
施
、
ま
た
、
今
後
の
観
光
人

材
育
成
を
目
的
に
大
学
生
を
対
象
に
講
義
を

実
施
し
て
お
り
、
引
き
続
き
こ
の
よ
う
な
人

材
育
成
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

　
コ
ロ
ナ
の
影
響
か
ら
し
ば
ら
く
訪
韓
が
で

き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
4
年
ぶ
り
に
韓
国
・

ソ
ウ
ル
に
て
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
韓
国
で
は
「
初
雪
が
降
る
と
待
っ
て
い

た
人
が
来
る
」と
い
う
諺
が
あ
る
よ
う
で
す
。

ま
さ
に
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
当
日
、
ソ
ウ
ル
で

は
初
雪
が
観
測
さ
れ
K
C
T
I
の
皆
さ
ま
か

ら
「
待
っ
て
い
た
皆
さ
ま
が
来
ま
し
た
」
と

温
か
い
言
葉
を
頂
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

そ
の
言
葉
通
り
、
日
韓
双
方
の
研
究
者
、
関

係
者
が
そ
れ
ぞ
れ
の
研
究
成
果
・
課
題
を
発

表
し
、
質
疑
・
議
論
を
熱
心
に
交
わ
す
素
晴

ら
し
い
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
に
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
2
0
0
5
年
か
ら
始
ま
り
、
第
6

教
育
、③「
観
光
従
事
員
」
の
力
量
強
化
に
向

け
た
教
育
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
、④
観
光
分
野
へ

の
就
職
基
盤
を
造
成
す
る
た
め
の
雇
用
博
覧

会
、
雇
用
セ
ン
タ
ー
の
運
営
だ
。
文
化
体
育

観
光
部
が
人
材
育
成
政
策
を
ま
と
め
、
観
光

協
会
、
業
種
別
協
会
、
韓
国
観
光
公
社
が
こ

れ
ら
を
実
施
す
る
構
造
で
あ
る
。

　
観
光
人
材
育
成
政
策
の
方
向
性
と
課
題
を

4
点
紹
介
す
る
。①
観
光
人
材
の
需
給
バ
ラ

ン
ス
の
向
上
。
短
期
で
は
集
中
的
な
人
材

マ
ッ
チ
ン
グ
が
必
要
。
長
期
で
は
観
光
人
材

の
需
給
実
態
に
関
す
る
分
析
を
定
量
化
す
る

必
要
が
あ
る
。②
職
業
構
造
の
変
化
へ
の
対

応
。
未
来
型
人
材
を
育
成
す
る
に
は
標
準
的

な
教
育
課
程
の
開
発
、
現
場
で
必
要
と
さ
れ

る
人
材
を
育
成
す
る
基
盤
づ
く
り
が
必
要
、

③
観
光
人
材
の
競
争
力
を
強
化
。「
観
光
従

事
員
」
の
資
格
制
度
の
改
善
が
必
要
。
観
光

人
材
に
対
す
る
教
育
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
体
系
の

再
編
、
見
直
し
が
必
要
。④
観
光
人
材
育
成

政
策
推
進
者
の
協
力
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構

築
。
日
本
で
は
コ
ロ
ナ
禍
で
観
光
人
材
育
成

政
策
を
推
進
す
る
た
め
産
学
官
の
協
議
体
が

構
成
さ
れ
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
策
定
し
た
。
非

常
に
良
い
模
範
に
な
る
と
考
え
る
。

日
本
の
観
光
人
材
の
現
状

　
コ
ロ
ナ
前
、
2
0
1
9
年
ま
で
は
日
本
人

の
消
費
額
が
少
し
ず
つ
伸
び
、
訪
日
外
国
人

数
が
一
気
に
伸
び
た
時
期
。
こ
れ
ま
で
の
数

十
年
間
で
特
に
恵
ま
れ
た
時
期
で
あ
っ
た
。

一
方
で
、観
光
人
材
、観
光
産
業
の
部
門
で
は
、

大
き
く
成
長
し
て
い
な
か
っ
た
。
宿
泊
業
、

飲
食
サ
ー
ビ
ス
業
は
、
元
々
他
の
産
業
よ
り

給
料
が
低
い
上
、
こ
の
時
期
、
給
料
が
伸
び

る
ど
こ
ろ
か
、
や
や
減
少
し
て
い
る
。
訪
日

期
目
と
な
る
研
究
協
力
に
関
す
る
覚
書

（
M
O
U
）
を
締
結
（
更
新
）
し
ま
し
た
。
引

き
続
き
研
究
協
力
体
制
を
強
め
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

　
今
後
も
日
本
と
韓
国
の
観
光
に
係
る
類
似

点
、
差
異
を
お
互
い
に
理
解
し
、
信
頼
関
係

を
構
築
す
る
こ
と
で
、
両
国
の
観
光
文
化
の

発
展
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

（
文
：
J
T
B
F
・
後
藤
伸
一
）

分
が
こ
れ
ら
大
都
市
と
な
る
。
こ
の
大
都
市

集
中
の
解
消
が
我
々
の
役
割
で
あ
る
。

訪
日
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
戦
略
　 

　
観
光
立
国
推
進
基
本
計
画
を
踏
ま
え
、
持

続
可
能
な
観
光
・
消
費
額
拡
大
・
地
方
誘
客

促
進
の
実
現
に
向
け
て
、
き
め
細
か
に
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
を
展
開
す
る
た
め
の
戦
略
を
策

定
。
こ
の
戦
略
を
観
光
庁
、
J
N
T
O
、
地

方
運
輸
局
、
D
M
O
・
地
方
自
治
体
等
間
で

共
有
し
、
各
主
体
が
政
府
目
標
達
成
の
た
め

の
効
果
的
か
つ
効
率
的
な
施
策
展
開
を
目
指

し
て
い
る
。戦
略
は
、市
場
別
・
市
場
横
断（
高

付
加
価
値
・
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
ト
ラ
ベ
ル
・

万
博
）・
M
I
C
E
の
3
部
構
成
と
な
っ
て

い
る
。

訪
日
韓
国
市
場
の
概
況

　
消
費
額
（
7
万
6
1
3
8
円
／
1
人
当
た

り
＝
2
0
1
9
年
）
と
地
方
へ
の
宿
泊
数

（
5
2
6
万
泊
）
を
増
や
し
て
い
く
の
か
と
い

う
こ
と
が
、
当
事
務
所
の
役
割
。
日
韓
間
の

航
空
便
の
路
線
数
に
当
事
務
所
は
非
常
に
注

目
し
て
い
る
。
直
近
の
11
月
の
数
字
で
は
、

22
空
港
、
1
週
間
で
1
1
0
0
便
ほ
ど
ま
で

回
復
。
地
方
路
線
を
復
活
さ
せ
、
い
か
に
需

要
を
つ
く
る
か
と
い
う
点
を
踏
ま
え
、
情
報

発
信
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
具
体
的
に
は

In
stagram

で
心
を
つ
か
み
、
韓
国
最
大
の

ブ
ロ
グ
サ
ー
ビ
ス
N
A
V
E
R
で
育
て
て
い

く
取
り
組
み
を
進
め
て
い
る
。

　
韓
国
の
観
光
分
野
の
学
会
お
よ
び
業
界
の

専
門
家
が
重
要
と
認
識
し
て
い
る
環
境
変
化

は
、①
人
口
構
造
の
変
化
に
伴
う
学
齢
人
口

の
減
少
（
2
0
2
3
年
で
7
2
5
万
人
が

2
0
3
0
年
に
は
5
9
3
万
人
に
減
少
）、②

M
Z
世
代
（
韓
国
で
1
9
8
1
〜
2
0
1
0

年
生
ま
れ
の
世
代
）
の
職
業
観
の
変
化
（
仕

事
に
対
す
る
重
要
度
が
低
下
）、③
D
X
の
推

進
（
旅
行
事
務
員
の
54
・
4
％
、
宿
泊
施
設

従
業
員
の
51
・
9
％
に
代
替
可
能
性
が
あ

る
）、④
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
、
観
光
分
野
に
お

け
る
雇
用
の
減
少
（
コ
ロ
ナ
な
ど
危
機
的
状

況
で
は
、
観
光
産
業
の
雇
用
は
非
常
に
弱
い

構
造
）
の
4
点
で
あ
る
。

活 動 報 告

「
日
韓
国
際
観
光

カンファレンス
2 

0 

2 

3
」を

開
催

課
題
と
そ
の
解
決
に
向
け
た
方
策
に
つ
い
て

発
表
を
し
ま
し
た
。

　
本
稿
で
は
各
研
究
発
表
の
要
旨
を
ご
紹
介

し
ま
す
。

訪
韓
観
光
客
の
動
向

　
2
0
2
3
年
9
月
時
点
で
2
0
1
9
年
の

75
・
2
％
の
水
準
に
ま
で
回
復
。
2
0
2
3

年
は
政
府
目
標
の
訪
韓
客
数
1
0
0
0
万
人

は
達
成
す
る
見
込
み
で
あ
る
。ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、

ア
メ
リ
カ
、
オ
セ
ア
ニ
ア
な
ど
は
、

2
0
1
9
年
を
超
え
る
訪
韓
客
数
に
ま
で
回

復
。
一
方
で
、
中
国
は
3
割
と
回
復
が
遅
れ

て
い
る
状
況
。

　
訪
韓
の
目
的
は
、
ビ
ジ
ネ
ス
の
割
合
が
上

昇
し
、
観
光
の
割
合
は
や
や
下
落
。
訪
韓
理

由
に
つ
い
て
は
、
韓
流
コ
ン
テ
ン
ツ
な
ど
、

韓
国
文
化
に
対
す
る
関
心
が
高
い
傾
向
が
見

ら
れ
る
。
個
人
旅
行
の
割
合
が
高
く
な
り
、

1
人
当
た
り
の
消
費
額
も
3
割
増
加
。

韓
国
人
の
海
外
旅
行
の
動
向

　
ア
ウ
ト
バ
ウ
ン
ド
は
1
月
〜
9
月
ま
で
の

統
計
で
1
4
1
8
万
人
。
9
月
単
月
で
は

2
0
1
9
年
比
98
・
4
％
の
2
0
2
万
人
が

海
外
に
旅
行
。
そ
の
う
ち
、
海
外
旅
行
全
体

に
占
め
る
訪
日
旅
行
の
割
合
は
30
・
5
％
で

あ
り
、
2
0
1
9
年
19
・
4
％
か
ら
大
き
く

伸
び
た
。

韓
国
に
お
け
る
国
際
観
光
の
展
望

　
現
在
政
府
が
進
め
る
第
6
次
観
光
振
興
基

本
計
画
で
は
、
2
0
2
7
年
ま
で
に
3
0
0
0

万
人
の
訪
韓
客
数
を
目
標
に
掲
げ
て
い
る
。

2
0
2
7
年
の
予
想
値
と
し
て
、
訪
韓
客
数
は

2
5
2
0
万
人
。
韓
国
人
の
海
外
旅
行
者
数

は
3
2
8
0
万
人
に
な
る
見
通
し
。

　
現
在
の
ソ
ウ
ル
、
釜
山
、
済
州
に
集
中
し

て
い
る
観
光
客
を
地
方
へ
分
散
さ
せ
る
こ
と

が
、
大
き
な
課
題
。
特
に
、
尹
錫
悦
政
権
の

発
足
後
、
観
光
産
業
と
K
│
カ
ル
チ
ャ
ー
の

輸
出
を
結
び
付
け
て
い
る
こ
と
が
特
徴
と
し

て
挙
げ
ら
れ
る
。

　
ま
た
、
コ
ロ
ナ
禍
を
経
て
見
ら
れ
る
大
き

な
変
化
と
し
て
は
、
海
外
旅
行
の
費
用
が
大

幅
に
上
が
っ
て
い
る
こ
と
。
来
年
以
降
も
料

金
が
上
が
る
と
予
想
さ
れ
て
い
る
。
円
安
に

代
表
さ
れ
る
為
替
レ
ー
ト
の
変
動
は
、
国
際

観
光
・
交
流
に
影
響
を
与
え
る
も
の
と
し
て

考
慮
す
べ
き
要
因
だ
。

　
2
0
1
9
年
時
点
で
、
人
口
に
対
す
る
海

外
旅
行
者
の
比
率
は
、
日
本
は
16
％
に
満
た

な
い
状
況
。
韓
国
は
55
・
5
％
で
、
日
本
の

3
・
5
倍
と
高
い
割
合
だ
が
、
こ
れ
ま
で
の

成
長
の
勢
い
が
少
し
ず
つ
鈍
化
し
始
め
た
兆

し
が
あ
る
。
今
後
は
日
本
同
様
に
横
ば
い
に

な
っ
て
い
く
の
で
は
な
い
か
と
懸
念
し
て
い

る
。

訪
日
観
光
の
概
況

　
2
0
2
3
年
1
月
か
ら
10
月
ま
で
の
訪
日

客
数
の
累
計
は
、
1
9
8
9
万
人
。
年
末
ま

で
2
カ
月
を
残
し
た
時
点
で
、
2
0
1
5
年

の
年
間
の
数
字
を
超
え
て
い
る
と
い
う
状

況
。
韓
国
か
ら
の
訪
日
客
数
に
関
し
て
は
、

10
月
が
63
万
人
で
単
月
に
お
け
る
過
去
最
高

水
準
と
い
う
大
き
な
記
録
が
残
っ
た
。
1
月

か
ら
10
月
の
累
計
が
5
5
0
万
人
。

2
0
1
9
年
1
月
か
ら
10
月
が
5
1
3
万
人

を
越
え
た
。

訪
日
観
光
に
係
る
課
題

　
韓
国
か
ら
の
訪
日
客
数
に
つ
い
て
は
過
去

最
高
水
準
、
2
0
1
9
年
超
え
に
な
っ
て
い
る

が
、
地
方
分
散
の
面
で
は
、
い
ま
だ
、
課
題
が

あ
る
。外
国
人
延
べ
宿
泊
者
数
の
62
・
0
％
が
、

上
位
5
都
道
府
県
で
あ
る
東
京
都
、
大
阪
府
、

京
都
府
、北
海
道
、沖
縄
県
に
宿
泊
し
て
お
り
、

偏
っ
た
状
況
で
あ
る
。
韓
国
人
延
べ
宿
泊
者

数
に
絞
る
と
、
大
阪
府
と
福
岡
県
で
の
宿
泊

の
割
合
が
高
く
な
る
。
ま
た
消
費
額
の
大
部

　
2
0
2
3
年
11
月
29
日（
水
）、
日
韓
国
際
観

光
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
を
開
催
し
ま
し
た
。
こ
の
カ
ン

フ
ァ
レ
ン
ス
は
、
研
究
協
力
に
関
す
る
覚
書

（M
em

o
ran

d
u
m
 o
f U

n
d
erstan

d
in
g 

on
 R
esearch

 C
ooperation

、
M
O
U
）

を
結
ん
で
い
る
韓
国
文
化
観
光
研
究
院（
以
下
、

K
C
T
I
）と
毎
年
共
催
し
て
い
る
も
の
で
す
。

今
回
は
４
年
ぶ
り
の
韓
国
・
ソ
ウ
ル
で
の
開
催
と

な
り
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
両
機
関
の
代
表
挨
拶
後
、
研
究

協
力
に
関
す
る
覚
書
の
締
結
（
更
新
）
を
行
い
、

そ
の
後
、
第
1
部
と
し
て
「
観
光
動
向
」、
第

2
部
と
し
て
「
観
光
人
材
の
課
題
」
を
テ
ー
マ

　
次
に
こ
の
環
境
変
化
が
観
光
人
材
政
策
に

与
え
る
課
題
は
、①
観
光
労
働
市
場
の
量
的

規
模
の
縮
小
、②
観
光
人
材
育
成
に
向
け
た

統
合
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
の
不
足
、③
観
光
人

材
の
競
争
力
強
化
に
対
す
る
ニ
ー
ズ
の
増
加

と
い
う
3
点
で
あ
る
。

観
光
人
材
の
現
況

　
観
光
を
専
門
に
学
ぶ
観
光
人
材
予
備
軍
は

年
間
約
2
6
0
0
0
人
が
輩
出
（
卒
業
）
さ

れ
て
い
る
。
そ
の
う
ち
特
定
科
高
校
が

1
4
2
8
1
人
で
最
も
割
合
が
高
い
。
地
域

別
で
は
首
都
圏
の
割
合
が
高
い
。
コ
ロ
ナ
禍

に
よ
り
観
光
関
連
学
科
へ
の
進
学
が
避
け
ら

れ
入
学
生
数
が
約
2
割
減
少
。
観
光
人
材
予

備
軍
の
減
少
に
伴
う
人
材
不
足
は
地
方
が
深

刻
な
状
況
。
人
材
確
保
の
代
案
と
し
て
観
光

分
野
の
大
学
、
或
い
は
語
学
等
、
他
の
専
攻

分
野
と
連
携
す
る
方
策
が
始
ま
っ
て
い
る
。

　
文
化
体
育
観
光
部
（
日
本
の
文
化
庁
、
観

光
庁
、
ス
ポ
ー
ツ
庁
に
あ
た
る
）
が
進
め
る

人
材
政
策
の
ポ
イ
ン
ト
は
４
点
あ
る
。①「
観

光
従
事
員
」
と
い
う
観
光
人
材
に
対
す
る
資

格
制
度
、②
観
光
分
野
の
予
備
人
材
育
成
の

た
め
、
起
業
家
、
創
業
家
へ
の
支
援
、
就
業

リュ・グァンフン先任研究委員

清水雄一所長

に
、
両
機
関
の
研
究
員
3

名
に
加
え
、
日
本
政
府
観

光
局
（
以
下
、
J
N
T
O
）

か
ら
1
名
の
計
4
名
に
よ

る
研
究
発
表
等
と
質
疑
応

答
を
行
い
ま
し
た
。

　
第
1
部
の「
観
光
動
向
」

に
つ
い
て
は
、
K
C
T
I

の
リ
ュ
・
グ
ァ
ン
フ
ン
先
任

研
究
委
員
か
ら
「
韓
国
に

お
け
る
国
際
観
光
の
動

向
」
と
題
し
て
訪
韓
外
来

観
光
客
の
動
向
や
韓
国
に

お
け
る
国
際
観
光
の
展
望

に
つ
い
て
発
表
が
あ
り
ま

し
た
。
続
い
て
日
本
側
を

代
表
し
J
N
T
O
ソ
ウ
ル
事
務
所
の
清
水
雄

一
所
長
よ
り
「
日
本
に
お
け
る
国
際
観
光
の

動
向
」
と
題
し
て
日
本
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観

光
の
今
後
の
方
向
性
や
日
韓
交
流
の
本
格
回

復
に
向
け
て
の
具
体
策
に
つ
い
て
発
表
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　
第
2
部
の
「
観
光
人
材
の
課
題
」
に
つ
い

て
は
、
K
C
T
I
の
キ
ム
・
ヒ
ョ
ン
ジ
ュ
先

任
研
究
委
員
よ
り
「
観
光
人
材
に
関
す
る
主

な
問
題
と
政
策
の
動
向
」
と
題
し
て
韓
国
の

観
光
人
材
の
現
状
や
観
光
人
材
育
成
政
策
の

推
進
の
現
状
と
今
後
の
方
向
性
に
つ
い
て
発

表
が
あ
り
ま
し
た
。
続
い
て
当
財
団
の
江
﨑

貴
昭
副
主
任
研
究
員
よ
り
「
日
本
の
観
光
人

材
の
課
題
と
政
策
動
向
」
と
題
し
、
観
光
産

業
人
材
、
観
光
地
経
営
人
材
の
そ
れ
ぞ
れ
の

1
．概
要

2
．各
研
究
発
表
要
旨

観
光
動
向

第
1
部

韓
国
文
化
観
光
研
究
院

リ
ュ・
グ
ァ
ン
フ
ン 

先
任
研
究
委
員

韓
国
に
お
け
る

国
際
観
光
の
動
向

J
N
T
O
ソ
ウ
ル
事
務
所

清
水
雄
一
所
長

日
本
に
お
け
る

国
際
観
光
の
動
向

客
数
の
増
加
が
日
本
の
観
光
人
材
の
賃
金
上

昇
に
結
び
付
い
て
い
な
か
っ
た
。
パ
ー
ト
、

ア
ル
バ
イ
ト
と
い
う
非
正
規
雇
用
の
割
合
が

高
い
こ
と
も
大
き
な
要
因
だ
と
思
わ
れ
る
。

　
人
材
不
足
も
深
刻
で
あ
る
。
現
在
、
日
本

の
ど
の
観
光
地
で
も
人
手
不
足
が
課
題
で
あ

る
。
政
府
の
調
査
に
よ
る
と
宿
泊
業
全
体
の

8
割
近
く
が
人
手
不
足
と
感
じ
て
お
り
、
観

光
地
全
体
を
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
す
る
人
材
も
不

足
。
日
本
の
観
光
地
域
づ
く
り
法
人
向
け
に

行
っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
全
体
の
63
％
の
観

光
地
域
づ
く
り
法
人
が
、
人
材
確
保
や
育
成

に
課
題
を
感
じ
て
い
る
。

        

第260号 March 202469



　
観
光
立
国
推
進
基
本
計
画
の
主
な
政
策
に

お
い
て
も
「
人
材
」
と
い
う
言
葉
を
用
い
て

お
り
、
観
光
庁
で
は
、
特
に
人
材
を
喫
緊
の

課
題
と
し
て
い
る
。
そ
う
い
っ
た
課
題
感
か

ら
、
観
光
庁
に
「
観
光
人
材
政
策
」
と
い
う

名
前
の
専
門
セ
ク
シ
ョ
ン
を
設
立
。
今
春
、

観
光
人
材
育
成
の
た
め
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を

策
定
し
、
観
光
人
材
を
、
観
光
地
の
個
々
の

事
業
経
営
を
行
う
「
観
光
産
業
人
材
」
と
、

観
光
地
全
体
の
経
営
を
担
う
「
観
光
地
経
営

人
材
」
に
分
類
し
た
。

　「
観
光
産
業
人
材
」
に
つ
い
て
は
、
経
営

人
材
、中
核
人
材
、実
務
人
材
、観
光
教
育（
次

世
代
を
担
う
若
者
）
の
四
つ
の
構
造
に
分
け

育
成
を
実
施
。
例
え
ば
経
営
人
材
の
育
成
で

は
、
ホ
テ
ル
や
旅
行
会
社
、
観
光
地
域
づ
く

り
法
人
、
鉄
道
会
社
、
航
空
会
社
な
ど
の
各

関
連
企
業
の
社
員
を
対
象
に
国
立
大
学
と
連

携
し
て
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
作
成
・
実
施
し
て
い

る
。

　「
観
光
地
経
営
人
材
」
に
つ
い
て
は
、
観

光
地
域
づ
く
り
法
人
内
の
人
材
育
成
と
し

て
、
先
ほ
ど
紹
介
し
た
大
学
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
受
講
す
る
こ
と
に
加
え
、
大
き
く
2
つ
の

取
り
組
み
が
あ
る
。
1
つ
は
他
の
観
光
地
域

づ
く
り
法
人
と
の
交
流
や
先
進
的
な
地
域
を

視
察
す
る
こ
と
へ
の
支
援
、
も
う
1
つ
は
外

部
の
専
門
家
の
派
遣
と
し
て
、
今
後
、
伸
ば

し
た
い
分
野
、
足
り
な
い
分
野
等
に
対
し
専

門
家
を
派
遣
す
る
取
り
組
み
を
実
施
し
て
い

る
。

　
当
財
団
で
も
観
光
地
域
づ
く
り
法
人
へ
の

人
材
派
遣
を
実
施
、
ま
た
、
今
後
の
観
光
人

材
育
成
を
目
的
に
大
学
生
を
対
象
に
講
義
を

実
施
し
て
お
り
、
引
き
続
き
こ
の
よ
う
な
人

材
育
成
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

　
コ
ロ
ナ
の
影
響
か
ら
し
ば
ら
く
訪
韓
が
で

き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
4
年
ぶ
り
に
韓
国
・

ソ
ウ
ル
に
て
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
韓
国
で
は
「
初
雪
が
降
る
と
待
っ
て
い

た
人
が
来
る
」と
い
う
諺
が
あ
る
よ
う
で
す
。

ま
さ
に
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
当
日
、
ソ
ウ
ル
で

は
初
雪
が
観
測
さ
れ
K
C
T
I
の
皆
さ
ま
か

ら
「
待
っ
て
い
た
皆
さ
ま
が
来
ま
し
た
」
と

温
か
い
言
葉
を
頂
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

そ
の
言
葉
通
り
、
日
韓
双
方
の
研
究
者
、
関

係
者
が
そ
れ
ぞ
れ
の
研
究
成
果
・
課
題
を
発

表
し
、
質
疑
・
議
論
を
熱
心
に
交
わ
す
素
晴

ら
し
い
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
に
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
2
0
0
5
年
か
ら
始
ま
り
、
第
6

教
育
、③「
観
光
従
事
員
」
の
力
量
強
化
に
向

け
た
教
育
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
、④
観
光
分
野
へ

の
就
職
基
盤
を
造
成
す
る
た
め
の
雇
用
博
覧

会
、
雇
用
セ
ン
タ
ー
の
運
営
だ
。
文
化
体
育

観
光
部
が
人
材
育
成
政
策
を
ま
と
め
、
観
光

協
会
、
業
種
別
協
会
、
韓
国
観
光
公
社
が
こ

れ
ら
を
実
施
す
る
構
造
で
あ
る
。

　
観
光
人
材
育
成
政
策
の
方
向
性
と
課
題
を

4
点
紹
介
す
る
。①
観
光
人
材
の
需
給
バ
ラ

ン
ス
の
向
上
。
短
期
で
は
集
中
的
な
人
材

マ
ッ
チ
ン
グ
が
必
要
。
長
期
で
は
観
光
人
材

の
需
給
実
態
に
関
す
る
分
析
を
定
量
化
す
る

必
要
が
あ
る
。②
職
業
構
造
の
変
化
へ
の
対

応
。
未
来
型
人
材
を
育
成
す
る
に
は
標
準
的

な
教
育
課
程
の
開
発
、
現
場
で
必
要
と
さ
れ

る
人
材
を
育
成
す
る
基
盤
づ
く
り
が
必
要
、

③
観
光
人
材
の
競
争
力
を
強
化
。「
観
光
従

事
員
」
の
資
格
制
度
の
改
善
が
必
要
。
観
光

人
材
に
対
す
る
教
育
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
体
系
の

再
編
、
見
直
し
が
必
要
。④
観
光
人
材
育
成

政
策
推
進
者
の
協
力
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構

築
。
日
本
で
は
コ
ロ
ナ
禍
で
観
光
人
材
育
成

政
策
を
推
進
す
る
た
め
産
学
官
の
協
議
体
が

構
成
さ
れ
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
策
定
し
た
。
非

常
に
良
い
模
範
に
な
る
と
考
え
る
。

日
本
の
観
光
人
材
の
現
状

　
コ
ロ
ナ
前
、
2
0
1
9
年
ま
で
は
日
本
人

の
消
費
額
が
少
し
ず
つ
伸
び
、
訪
日
外
国
人

数
が
一
気
に
伸
び
た
時
期
。
こ
れ
ま
で
の
数

十
年
間
で
特
に
恵
ま
れ
た
時
期
で
あ
っ
た
。

一
方
で
、観
光
人
材
、観
光
産
業
の
部
門
で
は
、

大
き
く
成
長
し
て
い
な
か
っ
た
。
宿
泊
業
、

飲
食
サ
ー
ビ
ス
業
は
、
元
々
他
の
産
業
よ
り

給
料
が
低
い
上
、
こ
の
時
期
、
給
料
が
伸
び

る
ど
こ
ろ
か
、
や
や
減
少
し
て
い
る
。
訪
日

期
目
と
な
る
研
究
協
力
に
関
す
る
覚
書

（
M
O
U
）
を
締
結
（
更
新
）
し
ま
し
た
。
引

き
続
き
研
究
協
力
体
制
を
強
め
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

　
今
後
も
日
本
と
韓
国
の
観
光
に
係
る
類
似

点
、
差
異
を
お
互
い
に
理
解
し
、
信
頼
関
係

を
構
築
す
る
こ
と
で
、
両
国
の
観
光
文
化
の

発
展
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

（
文
：
J
T
B
F
・
後
藤
伸
一
）

分
が
こ
れ
ら
大
都
市
と
な
る
。
こ
の
大
都
市

集
中
の
解
消
が
我
々
の
役
割
で
あ
る
。

訪
日
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
戦
略
　 

　
観
光
立
国
推
進
基
本
計
画
を
踏
ま
え
、
持

続
可
能
な
観
光
・
消
費
額
拡
大
・
地
方
誘
客

促
進
の
実
現
に
向
け
て
、
き
め
細
か
に
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
を
展
開
す
る
た
め
の
戦
略
を
策

定
。
こ
の
戦
略
を
観
光
庁
、
J
N
T
O
、
地

方
運
輸
局
、
D
M
O
・
地
方
自
治
体
等
間
で

共
有
し
、
各
主
体
が
政
府
目
標
達
成
の
た
め

の
効
果
的
か
つ
効
率
的
な
施
策
展
開
を
目
指

し
て
い
る
。戦
略
は
、市
場
別
・
市
場
横
断（
高

付
加
価
値
・
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
ト
ラ
ベ
ル
・

万
博
）・
M
I
C
E
の
3
部
構
成
と
な
っ
て

い
る
。

訪
日
韓
国
市
場
の
概
況

　
消
費
額
（
7
万
6
1
3
8
円
／
1
人
当
た

り
＝
2
0
1
9
年
）
と
地
方
へ
の
宿
泊
数

（
5
2
6
万
泊
）
を
増
や
し
て
い
く
の
か
と
い

う
こ
と
が
、
当
事
務
所
の
役
割
。
日
韓
間
の

航
空
便
の
路
線
数
に
当
事
務
所
は
非
常
に
注

目
し
て
い
る
。
直
近
の
11
月
の
数
字
で
は
、

22
空
港
、
1
週
間
で
1
1
0
0
便
ほ
ど
ま
で

回
復
。
地
方
路
線
を
復
活
さ
せ
、
い
か
に
需

要
を
つ
く
る
か
と
い
う
点
を
踏
ま
え
、
情
報

発
信
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
具
体
的
に
は

In
stagram

で
心
を
つ
か
み
、
韓
国
最
大
の

ブ
ロ
グ
サ
ー
ビ
ス
N
A
V
E
R
で
育
て
て
い

く
取
り
組
み
を
進
め
て
い
る
。

　
韓
国
の
観
光
分
野
の
学
会
お
よ
び
業
界
の

専
門
家
が
重
要
と
認
識
し
て
い
る
環
境
変
化

は
、①
人
口
構
造
の
変
化
に
伴
う
学
齢
人
口

の
減
少
（
2
0
2
3
年
で
7
2
5
万
人
が

2
0
3
0
年
に
は
5
9
3
万
人
に
減
少
）、②

M
Z
世
代
（
韓
国
で
1
9
8
1
〜
2
0
1
0

年
生
ま
れ
の
世
代
）
の
職
業
観
の
変
化
（
仕

事
に
対
す
る
重
要
度
が
低
下
）、③
D
X
の
推

進
（
旅
行
事
務
員
の
54
・
4
％
、
宿
泊
施
設

従
業
員
の
51
・
9
％
に
代
替
可
能
性
が
あ

る
）、④
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
、
観
光
分
野
に
お

け
る
雇
用
の
減
少
（
コ
ロ
ナ
な
ど
危
機
的
状

況
で
は
、
観
光
産
業
の
雇
用
は
非
常
に
弱
い

構
造
）
の
4
点
で
あ
る
。

課
題
と
そ
の
解
決
に
向
け
た
方
策
に
つ
い
て

発
表
を
し
ま
し
た
。

　
本
稿
で
は
各
研
究
発
表
の
要
旨
を
ご
紹
介

し
ま
す
。

訪
韓
観
光
客
の
動
向

　
2
0
2
3
年
9
月
時
点
で
2
0
1
9
年
の

75
・
2
％
の
水
準
に
ま
で
回
復
。
2
0
2
3

年
は
政
府
目
標
の
訪
韓
客
数
1
0
0
0
万
人

は
達
成
す
る
見
込
み
で
あ
る
。ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、

ア
メ
リ
カ
、
オ
セ
ア
ニ
ア
な
ど
は
、

2
0
1
9
年
を
超
え
る
訪
韓
客
数
に
ま
で
回

復
。
一
方
で
、
中
国
は
3
割
と
回
復
が
遅
れ

て
い
る
状
況
。

　
訪
韓
の
目
的
は
、
ビ
ジ
ネ
ス
の
割
合
が
上

昇
し
、
観
光
の
割
合
は
や
や
下
落
。
訪
韓
理

由
に
つ
い
て
は
、
韓
流
コ
ン
テ
ン
ツ
な
ど
、

韓
国
文
化
に
対
す
る
関
心
が
高
い
傾
向
が
見

ら
れ
る
。
個
人
旅
行
の
割
合
が
高
く
な
り
、

1
人
当
た
り
の
消
費
額
も
3
割
増
加
。

韓
国
人
の
海
外
旅
行
の
動
向

　
ア
ウ
ト
バ
ウ
ン
ド
は
1
月
〜
9
月
ま
で
の

統
計
で
1
4
1
8
万
人
。
9
月
単
月
で
は

2
0
1
9
年
比
98
・
4
％
の
2
0
2
万
人
が

海
外
に
旅
行
。
そ
の
う
ち
、
海
外
旅
行
全
体

に
占
め
る
訪
日
旅
行
の
割
合
は
30
・
5
％
で

あ
り
、
2
0
1
9
年
19
・
4
％
か
ら
大
き
く

伸
び
た
。

韓
国
に
お
け
る
国
際
観
光
の
展
望

　
現
在
政
府
が
進
め
る
第
6
次
観
光
振
興
基

本
計
画
で
は
、
2
0
2
7
年
ま
で
に
3
0
0
0

万
人
の
訪
韓
客
数
を
目
標
に
掲
げ
て
い
る
。

2
0
2
7
年
の
予
想
値
と
し
て
、
訪
韓
客
数
は

2
5
2
0
万
人
。
韓
国
人
の
海
外
旅
行
者
数

は
3
2
8
0
万
人
に
な
る
見
通
し
。

　
現
在
の
ソ
ウ
ル
、
釜
山
、
済
州
に
集
中
し

て
い
る
観
光
客
を
地
方
へ
分
散
さ
せ
る
こ
と

が
、
大
き
な
課
題
。
特
に
、
尹
錫
悦
政
権
の

発
足
後
、
観
光
産
業
と
K
│
カ
ル
チ
ャ
ー
の

輸
出
を
結
び
付
け
て
い
る
こ
と
が
特
徴
と
し

て
挙
げ
ら
れ
る
。

　
ま
た
、
コ
ロ
ナ
禍
を
経
て
見
ら
れ
る
大
き

な
変
化
と
し
て
は
、
海
外
旅
行
の
費
用
が
大

幅
に
上
が
っ
て
い
る
こ
と
。
来
年
以
降
も
料

金
が
上
が
る
と
予
想
さ
れ
て
い
る
。
円
安
に

代
表
さ
れ
る
為
替
レ
ー
ト
の
変
動
は
、
国
際

観
光
・
交
流
に
影
響
を
与
え
る
も
の
と
し
て

考
慮
す
べ
き
要
因
だ
。

　
2
0
1
9
年
時
点
で
、
人
口
に
対
す
る
海

外
旅
行
者
の
比
率
は
、
日
本
は
16
％
に
満
た

な
い
状
況
。
韓
国
は
55
・
5
％
で
、
日
本
の

3
・
5
倍
と
高
い
割
合
だ
が
、
こ
れ
ま
で
の

成
長
の
勢
い
が
少
し
ず
つ
鈍
化
し
始
め
た
兆

し
が
あ
る
。
今
後
は
日
本
同
様
に
横
ば
い
に

な
っ
て
い
く
の
で
は
な
い
か
と
懸
念
し
て
い

る
。

訪
日
観
光
の
概
況

　
2
0
2
3
年
1
月
か
ら
10
月
ま
で
の
訪
日

客
数
の
累
計
は
、
1
9
8
9
万
人
。
年
末
ま

で
2
カ
月
を
残
し
た
時
点
で
、
2
0
1
5
年

の
年
間
の
数
字
を
超
え
て
い
る
と
い
う
状

況
。
韓
国
か
ら
の
訪
日
客
数
に
関
し
て
は
、

10
月
が
63
万
人
で
単
月
に
お
け
る
過
去
最
高

水
準
と
い
う
大
き
な
記
録
が
残
っ
た
。
1
月

か
ら
10
月
の
累
計
が
5
5
0
万
人
。

2
0
1
9
年
1
月
か
ら
10
月
が
5
1
3
万
人

を
越
え
た
。

訪
日
観
光
に
係
る
課
題

　
韓
国
か
ら
の
訪
日
客
数
に
つ
い
て
は
過
去

最
高
水
準
、
2
0
1
9
年
超
え
に
な
っ
て
い
る

が
、
地
方
分
散
の
面
で
は
、
い
ま
だ
、
課
題
が

あ
る
。外
国
人
延
べ
宿
泊
者
数
の
62
・
0
％
が
、

上
位
5
都
道
府
県
で
あ
る
東
京
都
、
大
阪
府
、

京
都
府
、北
海
道
、沖
縄
県
に
宿
泊
し
て
お
り
、

偏
っ
た
状
況
で
あ
る
。
韓
国
人
延
べ
宿
泊
者

数
に
絞
る
と
、
大
阪
府
と
福
岡
県
で
の
宿
泊

の
割
合
が
高
く
な
る
。
ま
た
消
費
額
の
大
部

　
2
0
2
3
年
11
月
29
日（
水
）、
日
韓
国
際
観

光
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
を
開
催
し
ま
し
た
。
こ
の
カ
ン

フ
ァ
レ
ン
ス
は
、
研
究
協
力
に
関
す
る
覚
書

（M
em

o
ran

d
u
m
 o
f U

n
d
erstan

d
in
g 

on
 R
esearch

 C
ooperation

、
M
O
U
）

を
結
ん
で
い
る
韓
国
文
化
観
光
研
究
院（
以
下
、

K
C
T
I
）と
毎
年
共
催
し
て
い
る
も
の
で
す
。

今
回
は
４
年
ぶ
り
の
韓
国
・
ソ
ウ
ル
で
の
開
催
と

な
り
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
両
機
関
の
代
表
挨
拶
後
、
研
究

協
力
に
関
す
る
覚
書
の
締
結
（
更
新
）
を
行
い
、

そ
の
後
、
第
1
部
と
し
て
「
観
光
動
向
」、
第

2
部
と
し
て
「
観
光
人
材
の
課
題
」
を
テ
ー
マ

　
次
に
こ
の
環
境
変
化
が
観
光
人
材
政
策
に

与
え
る
課
題
は
、①
観
光
労
働
市
場
の
量
的

規
模
の
縮
小
、②
観
光
人
材
育
成
に
向
け
た

統
合
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
の
不
足
、③
観
光
人

材
の
競
争
力
強
化
に
対
す
る
ニ
ー
ズ
の
増
加

と
い
う
3
点
で
あ
る
。

観
光
人
材
の
現
況

　
観
光
を
専
門
に
学
ぶ
観
光
人
材
予
備
軍
は

年
間
約
2
6
0
0
0
人
が
輩
出
（
卒
業
）
さ

れ
て
い
る
。
そ
の
う
ち
特
定
科
高
校
が

1
4
2
8
1
人
で
最
も
割
合
が
高
い
。
地
域

別
で
は
首
都
圏
の
割
合
が
高
い
。
コ
ロ
ナ
禍

に
よ
り
観
光
関
連
学
科
へ
の
進
学
が
避
け
ら

れ
入
学
生
数
が
約
2
割
減
少
。
観
光
人
材
予

備
軍
の
減
少
に
伴
う
人
材
不
足
は
地
方
が
深

刻
な
状
況
。
人
材
確
保
の
代
案
と
し
て
観
光

分
野
の
大
学
、
或
い
は
語
学
等
、
他
の
専
攻

分
野
と
連
携
す
る
方
策
が
始
ま
っ
て
い
る
。

　
文
化
体
育
観
光
部
（
日
本
の
文
化
庁
、
観

光
庁
、
ス
ポ
ー
ツ
庁
に
あ
た
る
）
が
進
め
る

人
材
政
策
の
ポ
イ
ン
ト
は
４
点
あ
る
。①「
観

光
従
事
員
」
と
い
う
観
光
人
材
に
対
す
る
資

格
制
度
、②
観
光
分
野
の
予
備
人
材
育
成
の

た
め
、
起
業
家
、
創
業
家
へ
の
支
援
、
就
業

キム・ヒョンジュ先任研究委員

江﨑貴昭副主任研究員

に
、
両
機
関
の
研
究
員
3

名
に
加
え
、
日
本
政
府
観

光
局
（
以
下
、
J
N
T
O
）

か
ら
1
名
の
計
4
名
に
よ

る
研
究
発
表
等
と
質
疑
応

答
を
行
い
ま
し
た
。

　
第
1
部
の「
観
光
動
向
」

に
つ
い
て
は
、
K
C
T
I

の
リ
ュ
・
グ
ァ
ン
フ
ン
先
任

研
究
委
員
か
ら
「
韓
国
に

お
け
る
国
際
観
光
の
動

向
」
と
題
し
て
訪
韓
外
来

観
光
客
の
動
向
や
韓
国
に

お
け
る
国
際
観
光
の
展
望

に
つ
い
て
発
表
が
あ
り
ま

し
た
。
続
い
て
日
本
側
を

代
表
し
J
N
T
O
ソ
ウ
ル
事
務
所
の
清
水
雄

一
所
長
よ
り
「
日
本
に
お
け
る
国
際
観
光
の

動
向
」
と
題
し
て
日
本
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観

光
の
今
後
の
方
向
性
や
日
韓
交
流
の
本
格
回

復
に
向
け
て
の
具
体
策
に
つ
い
て
発
表
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　
第
2
部
の
「
観
光
人
材
の
課
題
」
に
つ
い

て
は
、
K
C
T
I
の
キ
ム
・
ヒ
ョ
ン
ジ
ュ
先

任
研
究
委
員
よ
り
「
観
光
人
材
に
関
す
る
主

な
問
題
と
政
策
の
動
向
」
と
題
し
て
韓
国
の

観
光
人
材
の
現
状
や
観
光
人
材
育
成
政
策
の

推
進
の
現
状
と
今
後
の
方
向
性
に
つ
い
て
発

表
が
あ
り
ま
し
た
。
続
い
て
当
財
団
の
江
﨑

貴
昭
副
主
任
研
究
員
よ
り
「
日
本
の
観
光
人

材
の
課
題
と
政
策
動
向
」
と
題
し
、
観
光
産

業
人
材
、
観
光
地
経
営
人
材
の
そ
れ
ぞ
れ
の

観
光
人
材
の
課
題

第
2
部

韓
国
文
化
観
光
研
究
院

キ
ム・ヒ
ョ
ン
ジ
ュ 

先
任
研
究
委
員

観
光
人
材
に
関
す
る

主
な
問
題
と
政
策
の
動
向

公
益
財
団
法
人
日
本
交
通
公
社

江
﨑
貴
昭
　副
主
任
研
究
員

日
本
の
観
光
人
材
の

課
題
と
政
策
動
向

観
光
人
材
育
成
政
策
の
推
進
の

現
状
と
今
後
の
方
向
性

観
光
労
働
市
場
の
環
境
変
化
と

主
な
問
題

客
数
の
増
加
が
日
本
の
観
光
人
材
の
賃
金
上

昇
に
結
び
付
い
て
い
な
か
っ
た
。
パ
ー
ト
、

ア
ル
バ
イ
ト
と
い
う
非
正
規
雇
用
の
割
合
が

高
い
こ
と
も
大
き
な
要
因
だ
と
思
わ
れ
る
。

　
人
材
不
足
も
深
刻
で
あ
る
。
現
在
、
日
本

の
ど
の
観
光
地
で
も
人
手
不
足
が
課
題
で
あ

る
。
政
府
の
調
査
に
よ
る
と
宿
泊
業
全
体
の

8
割
近
く
が
人
手
不
足
と
感
じ
て
お
り
、
観

光
地
全
体
を
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
す
る
人
材
も
不

足
。
日
本
の
観
光
地
域
づ
く
り
法
人
向
け
に

行
っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
全
体
の
63
％
の
観

光
地
域
づ
く
り
法
人
が
、
人
材
確
保
や
育
成

に
課
題
を
感
じ
て
い
る
。
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観
光
立
国
推
進
基
本
計
画
の
主
な
政
策
に

お
い
て
も
「
人
材
」
と
い
う
言
葉
を
用
い
て

お
り
、
観
光
庁
で
は
、
特
に
人
材
を
喫
緊
の

課
題
と
し
て
い
る
。
そ
う
い
っ
た
課
題
感
か

ら
、
観
光
庁
に
「
観
光
人
材
政
策
」
と
い
う

名
前
の
専
門
セ
ク
シ
ョ
ン
を
設
立
。
今
春
、

観
光
人
材
育
成
の
た
め
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を

策
定
し
、
観
光
人
材
を
、
観
光
地
の
個
々
の

事
業
経
営
を
行
う
「
観
光
産
業
人
材
」
と
、

観
光
地
全
体
の
経
営
を
担
う
「
観
光
地
経
営

人
材
」
に
分
類
し
た
。

　「
観
光
産
業
人
材
」
に
つ
い
て
は
、
経
営

人
材
、中
核
人
材
、実
務
人
材
、観
光
教
育（
次

世
代
を
担
う
若
者
）
の
四
つ
の
構
造
に
分
け

育
成
を
実
施
。
例
え
ば
経
営
人
材
の
育
成
で

は
、
ホ
テ
ル
や
旅
行
会
社
、
観
光
地
域
づ
く

り
法
人
、
鉄
道
会
社
、
航
空
会
社
な
ど
の
各

関
連
企
業
の
社
員
を
対
象
に
国
立
大
学
と
連

携
し
て
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
作
成
・
実
施
し
て
い

る
。

　「
観
光
地
経
営
人
材
」
に
つ
い
て
は
、
観

光
地
域
づ
く
り
法
人
内
の
人
材
育
成
と
し

て
、
先
ほ
ど
紹
介
し
た
大
学
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
受
講
す
る
こ
と
に
加
え
、
大
き
く
2
つ
の

取
り
組
み
が
あ
る
。
1
つ
は
他
の
観
光
地
域

づ
く
り
法
人
と
の
交
流
や
先
進
的
な
地
域
を

視
察
す
る
こ
と
へ
の
支
援
、
も
う
1
つ
は
外

部
の
専
門
家
の
派
遣
と
し
て
、
今
後
、
伸
ば

し
た
い
分
野
、
足
り
な
い
分
野
等
に
対
し
専

門
家
を
派
遣
す
る
取
り
組
み
を
実
施
し
て
い

る
。

　
当
財
団
で
も
観
光
地
域
づ
く
り
法
人
へ
の

人
材
派
遣
を
実
施
、
ま
た
、
今
後
の
観
光
人

材
育
成
を
目
的
に
大
学
生
を
対
象
に
講
義
を

実
施
し
て
お
り
、
引
き
続
き
こ
の
よ
う
な
人

材
育
成
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

　
コ
ロ
ナ
の
影
響
か
ら
し
ば
ら
く
訪
韓
が
で

き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
4
年
ぶ
り
に
韓
国
・

ソ
ウ
ル
に
て
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
韓
国
で
は
「
初
雪
が
降
る
と
待
っ
て
い

た
人
が
来
る
」と
い
う
諺
が
あ
る
よ
う
で
す
。

ま
さ
に
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
当
日
、
ソ
ウ
ル
で

は
初
雪
が
観
測
さ
れ
K
C
T
I
の
皆
さ
ま
か

ら
「
待
っ
て
い
た
皆
さ
ま
が
来
ま
し
た
」
と

温
か
い
言
葉
を
頂
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

そ
の
言
葉
通
り
、
日
韓
双
方
の
研
究
者
、
関

係
者
が
そ
れ
ぞ
れ
の
研
究
成
果
・
課
題
を
発

表
し
、
質
疑
・
議
論
を
熱
心
に
交
わ
す
素
晴

ら
し
い
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
に
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
2
0
0
5
年
か
ら
始
ま
り
、
第
6

教
育
、③「
観
光
従
事
員
」
の
力
量
強
化
に
向

け
た
教
育
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
、④
観
光
分
野
へ

の
就
職
基
盤
を
造
成
す
る
た
め
の
雇
用
博
覧

会
、
雇
用
セ
ン
タ
ー
の
運
営
だ
。
文
化
体
育

観
光
部
が
人
材
育
成
政
策
を
ま
と
め
、
観
光

協
会
、
業
種
別
協
会
、
韓
国
観
光
公
社
が
こ

れ
ら
を
実
施
す
る
構
造
で
あ
る
。

　
観
光
人
材
育
成
政
策
の
方
向
性
と
課
題
を

4
点
紹
介
す
る
。①
観
光
人
材
の
需
給
バ
ラ

ン
ス
の
向
上
。
短
期
で
は
集
中
的
な
人
材

マ
ッ
チ
ン
グ
が
必
要
。
長
期
で
は
観
光
人
材

の
需
給
実
態
に
関
す
る
分
析
を
定
量
化
す
る

必
要
が
あ
る
。②
職
業
構
造
の
変
化
へ
の
対

応
。
未
来
型
人
材
を
育
成
す
る
に
は
標
準
的

な
教
育
課
程
の
開
発
、
現
場
で
必
要
と
さ
れ

る
人
材
を
育
成
す
る
基
盤
づ
く
り
が
必
要
、

③
観
光
人
材
の
競
争
力
を
強
化
。「
観
光
従

事
員
」
の
資
格
制
度
の
改
善
が
必
要
。
観
光

人
材
に
対
す
る
教
育
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
体
系
の

再
編
、
見
直
し
が
必
要
。④
観
光
人
材
育
成

政
策
推
進
者
の
協
力
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構

築
。
日
本
で
は
コ
ロ
ナ
禍
で
観
光
人
材
育
成

政
策
を
推
進
す
る
た
め
産
学
官
の
協
議
体
が

構
成
さ
れ
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
策
定
し
た
。
非

常
に
良
い
模
範
に
な
る
と
考
え
る
。

日
本
の
観
光
人
材
の
現
状

　
コ
ロ
ナ
前
、
2
0
1
9
年
ま
で
は
日
本
人

の
消
費
額
が
少
し
ず
つ
伸
び
、
訪
日
外
国
人

数
が
一
気
に
伸
び
た
時
期
。
こ
れ
ま
で
の
数

十
年
間
で
特
に
恵
ま
れ
た
時
期
で
あ
っ
た
。

一
方
で
、観
光
人
材
、観
光
産
業
の
部
門
で
は
、

大
き
く
成
長
し
て
い
な
か
っ
た
。
宿
泊
業
、

飲
食
サ
ー
ビ
ス
業
は
、
元
々
他
の
産
業
よ
り

給
料
が
低
い
上
、
こ
の
時
期
、
給
料
が
伸
び

る
ど
こ
ろ
か
、
や
や
減
少
し
て
い
る
。
訪
日

期
目
と
な
る
研
究
協
力
に
関
す
る
覚
書

（
M
O
U
）
を
締
結
（
更
新
）
し
ま
し
た
。
引

き
続
き
研
究
協
力
体
制
を
強
め
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

　
今
後
も
日
本
と
韓
国
の
観
光
に
係
る
類
似

点
、
差
異
を
お
互
い
に
理
解
し
、
信
頼
関
係

を
構
築
す
る
こ
と
で
、
両
国
の
観
光
文
化
の

発
展
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

（
文
：
J
T
B
F
・
後
藤
伸
一
）

分
が
こ
れ
ら
大
都
市
と
な
る
。
こ
の
大
都
市

集
中
の
解
消
が
我
々
の
役
割
で
あ
る
。

訪
日
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
戦
略
　 

　
観
光
立
国
推
進
基
本
計
画
を
踏
ま
え
、
持

続
可
能
な
観
光
・
消
費
額
拡
大
・
地
方
誘
客

促
進
の
実
現
に
向
け
て
、
き
め
細
か
に
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
を
展
開
す
る
た
め
の
戦
略
を
策

定
。
こ
の
戦
略
を
観
光
庁
、
J
N
T
O
、
地

方
運
輸
局
、
D
M
O
・
地
方
自
治
体
等
間
で

共
有
し
、
各
主
体
が
政
府
目
標
達
成
の
た
め

の
効
果
的
か
つ
効
率
的
な
施
策
展
開
を
目
指

し
て
い
る
。戦
略
は
、市
場
別
・
市
場
横
断（
高

付
加
価
値
・
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
ト
ラ
ベ
ル
・

万
博
）・
M
I
C
E
の
3
部
構
成
と
な
っ
て

い
る
。

訪
日
韓
国
市
場
の
概
況

　
消
費
額
（
7
万
6
1
3
8
円
／
1
人
当
た

り
＝
2
0
1
9
年
）
と
地
方
へ
の
宿
泊
数

（
5
2
6
万
泊
）
を
増
や
し
て
い
く
の
か
と
い

う
こ
と
が
、
当
事
務
所
の
役
割
。
日
韓
間
の

航
空
便
の
路
線
数
に
当
事
務
所
は
非
常
に
注

目
し
て
い
る
。
直
近
の
11
月
の
数
字
で
は
、

22
空
港
、
1
週
間
で
1
1
0
0
便
ほ
ど
ま
で

回
復
。
地
方
路
線
を
復
活
さ
せ
、
い
か
に
需

要
を
つ
く
る
か
と
い
う
点
を
踏
ま
え
、
情
報

発
信
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
具
体
的
に
は

In
stagram

で
心
を
つ
か
み
、
韓
国
最
大
の

ブ
ロ
グ
サ
ー
ビ
ス
N
A
V
E
R
で
育
て
て
い

く
取
り
組
み
を
進
め
て
い
る
。

　
韓
国
の
観
光
分
野
の
学
会
お
よ
び
業
界
の

専
門
家
が
重
要
と
認
識
し
て
い
る
環
境
変
化

は
、①
人
口
構
造
の
変
化
に
伴
う
学
齢
人
口

の
減
少
（
2
0
2
3
年
で
7
2
5
万
人
が

2
0
3
0
年
に
は
5
9
3
万
人
に
減
少
）、②

M
Z
世
代
（
韓
国
で
1
9
8
1
〜
2
0
1
0

年
生
ま
れ
の
世
代
）
の
職
業
観
の
変
化
（
仕

事
に
対
す
る
重
要
度
が
低
下
）、③
D
X
の
推

進
（
旅
行
事
務
員
の
54
・
4
％
、
宿
泊
施
設

従
業
員
の
51
・
9
％
に
代
替
可
能
性
が
あ

る
）、④
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
、
観
光
分
野
に
お

け
る
雇
用
の
減
少
（
コ
ロ
ナ
な
ど
危
機
的
状

況
で
は
、
観
光
産
業
の
雇
用
は
非
常
に
弱
い

構
造
）
の
4
点
で
あ
る
。

課
題
と
そ
の
解
決
に
向
け
た
方
策
に
つ
い
て

発
表
を
し
ま
し
た
。

　
本
稿
で
は
各
研
究
発
表
の
要
旨
を
ご
紹
介

し
ま
す
。

訪
韓
観
光
客
の
動
向

　
2
0
2
3
年
9
月
時
点
で
2
0
1
9
年
の

75
・
2
％
の
水
準
に
ま
で
回
復
。
2
0
2
3

年
は
政
府
目
標
の
訪
韓
客
数
1
0
0
0
万
人

は
達
成
す
る
見
込
み
で
あ
る
。ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、

ア
メ
リ
カ
、
オ
セ
ア
ニ
ア
な
ど
は
、

2
0
1
9
年
を
超
え
る
訪
韓
客
数
に
ま
で
回

復
。
一
方
で
、
中
国
は
3
割
と
回
復
が
遅
れ

て
い
る
状
況
。

　
訪
韓
の
目
的
は
、
ビ
ジ
ネ
ス
の
割
合
が
上

昇
し
、
観
光
の
割
合
は
や
や
下
落
。
訪
韓
理

由
に
つ
い
て
は
、
韓
流
コ
ン
テ
ン
ツ
な
ど
、

韓
国
文
化
に
対
す
る
関
心
が
高
い
傾
向
が
見

ら
れ
る
。
個
人
旅
行
の
割
合
が
高
く
な
り
、

1
人
当
た
り
の
消
費
額
も
3
割
増
加
。

韓
国
人
の
海
外
旅
行
の
動
向

　
ア
ウ
ト
バ
ウ
ン
ド
は
1
月
〜
9
月
ま
で
の

統
計
で
1
4
1
8
万
人
。
9
月
単
月
で
は

2
0
1
9
年
比
98
・
4
％
の
2
0
2
万
人
が

海
外
に
旅
行
。
そ
の
う
ち
、
海
外
旅
行
全
体

に
占
め
る
訪
日
旅
行
の
割
合
は
30
・
5
％
で

あ
り
、
2
0
1
9
年
19
・
4
％
か
ら
大
き
く

伸
び
た
。

韓
国
に
お
け
る
国
際
観
光
の
展
望

　
現
在
政
府
が
進
め
る
第
6
次
観
光
振
興
基

本
計
画
で
は
、
2
0
2
7
年
ま
で
に
3
0
0
0

万
人
の
訪
韓
客
数
を
目
標
に
掲
げ
て
い
る
。

2
0
2
7
年
の
予
想
値
と
し
て
、
訪
韓
客
数
は

2
5
2
0
万
人
。
韓
国
人
の
海
外
旅
行
者
数

は
3
2
8
0
万
人
に
な
る
見
通
し
。

　
現
在
の
ソ
ウ
ル
、
釜
山
、
済
州
に
集
中
し

て
い
る
観
光
客
を
地
方
へ
分
散
さ
せ
る
こ
と

が
、
大
き
な
課
題
。
特
に
、
尹
錫
悦
政
権
の

発
足
後
、
観
光
産
業
と
K
│
カ
ル
チ
ャ
ー
の

輸
出
を
結
び
付
け
て
い
る
こ
と
が
特
徴
と
し

て
挙
げ
ら
れ
る
。

　
ま
た
、
コ
ロ
ナ
禍
を
経
て
見
ら
れ
る
大
き

な
変
化
と
し
て
は
、
海
外
旅
行
の
費
用
が
大

幅
に
上
が
っ
て
い
る
こ
と
。
来
年
以
降
も
料

金
が
上
が
る
と
予
想
さ
れ
て
い
る
。
円
安
に

代
表
さ
れ
る
為
替
レ
ー
ト
の
変
動
は
、
国
際

観
光
・
交
流
に
影
響
を
与
え
る
も
の
と
し
て

考
慮
す
べ
き
要
因
だ
。

　
2
0
1
9
年
時
点
で
、
人
口
に
対
す
る
海

外
旅
行
者
の
比
率
は
、
日
本
は
16
％
に
満
た

な
い
状
況
。
韓
国
は
55
・
5
％
で
、
日
本
の

3
・
5
倍
と
高
い
割
合
だ
が
、
こ
れ
ま
で
の

成
長
の
勢
い
が
少
し
ず
つ
鈍
化
し
始
め
た
兆

し
が
あ
る
。
今
後
は
日
本
同
様
に
横
ば
い
に

な
っ
て
い
く
の
で
は
な
い
か
と
懸
念
し
て
い

る
。

訪
日
観
光
の
概
況

　
2
0
2
3
年
1
月
か
ら
10
月
ま
で
の
訪
日

客
数
の
累
計
は
、
1
9
8
9
万
人
。
年
末
ま

で
2
カ
月
を
残
し
た
時
点
で
、
2
0
1
5
年

の
年
間
の
数
字
を
超
え
て
い
る
と
い
う
状

況
。
韓
国
か
ら
の
訪
日
客
数
に
関
し
て
は
、

10
月
が
63
万
人
で
単
月
に
お
け
る
過
去
最
高

水
準
と
い
う
大
き
な
記
録
が
残
っ
た
。
1
月

か
ら
10
月
の
累
計
が
5
5
0
万
人
。

2
0
1
9
年
1
月
か
ら
10
月
が
5
1
3
万
人

を
越
え
た
。

訪
日
観
光
に
係
る
課
題

　
韓
国
か
ら
の
訪
日
客
数
に
つ
い
て
は
過
去

最
高
水
準
、
2
0
1
9
年
超
え
に
な
っ
て
い
る

が
、
地
方
分
散
の
面
で
は
、
い
ま
だ
、
課
題
が

あ
る
。外
国
人
延
べ
宿
泊
者
数
の
62
・
0
％
が
、

上
位
5
都
道
府
県
で
あ
る
東
京
都
、
大
阪
府
、

京
都
府
、北
海
道
、沖
縄
県
に
宿
泊
し
て
お
り
、

偏
っ
た
状
況
で
あ
る
。
韓
国
人
延
べ
宿
泊
者

数
に
絞
る
と
、
大
阪
府
と
福
岡
県
で
の
宿
泊

の
割
合
が
高
く
な
る
。
ま
た
消
費
額
の
大
部

　
2
0
2
3
年
11
月
29
日（
水
）、
日
韓
国
際
観

光
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
を
開
催
し
ま
し
た
。
こ
の
カ
ン

フ
ァ
レ
ン
ス
は
、
研
究
協
力
に
関
す
る
覚
書

（M
em

o
ran

d
u
m
 o
f U

n
d
erstan

d
in
g 

on
 R
esearch

 C
ooperation

、
M
O
U
）

を
結
ん
で
い
る
韓
国
文
化
観
光
研
究
院（
以
下
、

K
C
T
I
）と
毎
年
共
催
し
て
い
る
も
の
で
す
。

今
回
は
４
年
ぶ
り
の
韓
国
・
ソ
ウ
ル
で
の
開
催
と

な
り
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
両
機
関
の
代
表
挨
拶
後
、
研
究

協
力
に
関
す
る
覚
書
の
締
結
（
更
新
）
を
行
い
、

そ
の
後
、
第
1
部
と
し
て
「
観
光
動
向
」、
第

2
部
と
し
て
「
観
光
人
材
の
課
題
」
を
テ
ー
マ

　
次
に
こ
の
環
境
変
化
が
観
光
人
材
政
策
に

与
え
る
課
題
は
、①
観
光
労
働
市
場
の
量
的

規
模
の
縮
小
、②
観
光
人
材
育
成
に
向
け
た

統
合
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
の
不
足
、③
観
光
人

材
の
競
争
力
強
化
に
対
す
る
ニ
ー
ズ
の
増
加

と
い
う
3
点
で
あ
る
。

観
光
人
材
の
現
況

　
観
光
を
専
門
に
学
ぶ
観
光
人
材
予
備
軍
は

年
間
約
2
6
0
0
0
人
が
輩
出
（
卒
業
）
さ

れ
て
い
る
。
そ
の
う
ち
特
定
科
高
校
が

1
4
2
8
1
人
で
最
も
割
合
が
高
い
。
地
域

別
で
は
首
都
圏
の
割
合
が
高
い
。
コ
ロ
ナ
禍

に
よ
り
観
光
関
連
学
科
へ
の
進
学
が
避
け
ら

れ
入
学
生
数
が
約
2
割
減
少
。
観
光
人
材
予

備
軍
の
減
少
に
伴
う
人
材
不
足
は
地
方
が
深

刻
な
状
況
。
人
材
確
保
の
代
案
と
し
て
観
光

分
野
の
大
学
、
或
い
は
語
学
等
、
他
の
専
攻

分
野
と
連
携
す
る
方
策
が
始
ま
っ
て
い
る
。

　
文
化
体
育
観
光
部
（
日
本
の
文
化
庁
、
観

光
庁
、
ス
ポ
ー
ツ
庁
に
あ
た
る
）
が
進
め
る

人
材
政
策
の
ポ
イ
ン
ト
は
４
点
あ
る
。①「
観

光
従
事
員
」
と
い
う
観
光
人
材
に
対
す
る
資

格
制
度
、②
観
光
分
野
の
予
備
人
材
育
成
の

た
め
、
起
業
家
、
創
業
家
へ
の
支
援
、
就
業

キム・ヒョンジュ先任研究委員

江﨑貴昭副主任研究員

に
、
両
機
関
の
研
究
員
3

名
に
加
え
、
日
本
政
府
観

光
局
（
以
下
、
J
N
T
O
）

か
ら
1
名
の
計
4
名
に
よ

る
研
究
発
表
等
と
質
疑
応

答
を
行
い
ま
し
た
。

　
第
1
部
の「
観
光
動
向
」

に
つ
い
て
は
、
K
C
T
I

の
リ
ュ
・
グ
ァ
ン
フ
ン
先
任

研
究
委
員
か
ら
「
韓
国
に

お
け
る
国
際
観
光
の
動

向
」
と
題
し
て
訪
韓
外
来

観
光
客
の
動
向
や
韓
国
に

お
け
る
国
際
観
光
の
展
望

に
つ
い
て
発
表
が
あ
り
ま

し
た
。
続
い
て
日
本
側
を

代
表
し
J
N
T
O
ソ
ウ
ル
事
務
所
の
清
水
雄

一
所
長
よ
り
「
日
本
に
お
け
る
国
際
観
光
の

動
向
」
と
題
し
て
日
本
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観

光
の
今
後
の
方
向
性
や
日
韓
交
流
の
本
格
回

復
に
向
け
て
の
具
体
策
に
つ
い
て
発
表
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　
第
2
部
の
「
観
光
人
材
の
課
題
」
に
つ
い

て
は
、
K
C
T
I
の
キ
ム
・
ヒ
ョ
ン
ジ
ュ
先

任
研
究
委
員
よ
り
「
観
光
人
材
に
関
す
る
主

な
問
題
と
政
策
の
動
向
」
と
題
し
て
韓
国
の

観
光
人
材
の
現
状
や
観
光
人
材
育
成
政
策
の

推
進
の
現
状
と
今
後
の
方
向
性
に
つ
い
て
発

表
が
あ
り
ま
し
た
。
続
い
て
当
財
団
の
江
﨑

貴
昭
副
主
任
研
究
員
よ
り
「
日
本
の
観
光
人

材
の
課
題
と
政
策
動
向
」
と
題
し
、
観
光
産

業
人
材
、
観
光
地
経
営
人
材
の
そ
れ
ぞ
れ
の

観
光
人
材
の
課
題

第
2
部

韓
国
文
化
観
光
研
究
院

キ
ム・ヒ
ョ
ン
ジ
ュ 

先
任
研
究
委
員

観
光
人
材
に
関
す
る

主
な
問
題
と
政
策
の
動
向

公
益
財
団
法
人
日
本
交
通
公
社

江
﨑
貴
昭
　副
主
任
研
究
員

日
本
の
観
光
人
材
の

課
題
と
政
策
動
向

観
光
人
材
育
成
政
策
の
推
進
の

現
状
と
今
後
の
方
向
性

観
光
労
働
市
場
の
環
境
変
化
と

主
な
問
題

客
数
の
増
加
が
日
本
の
観
光
人
材
の
賃
金
上

昇
に
結
び
付
い
て
い
な
か
っ
た
。
パ
ー
ト
、

ア
ル
バ
イ
ト
と
い
う
非
正
規
雇
用
の
割
合
が

高
い
こ
と
も
大
き
な
要
因
だ
と
思
わ
れ
る
。

　
人
材
不
足
も
深
刻
で
あ
る
。
現
在
、
日
本

の
ど
の
観
光
地
で
も
人
手
不
足
が
課
題
で
あ

る
。
政
府
の
調
査
に
よ
る
と
宿
泊
業
全
体
の

8
割
近
く
が
人
手
不
足
と
感
じ
て
お
り
、
観

光
地
全
体
を
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
す
る
人
材
も
不

足
。
日
本
の
観
光
地
域
づ
く
り
法
人
向
け
に

行
っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
全
体
の
63
％
の
観

光
地
域
づ
く
り
法
人
が
、
人
材
確
保
や
育
成

に
課
題
を
感
じ
て
い
る
。
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観
光
立
国
推
進
基
本
計
画
の
主
な
政
策
に

お
い
て
も
「
人
材
」
と
い
う
言
葉
を
用
い
て

お
り
、
観
光
庁
で
は
、
特
に
人
材
を
喫
緊
の

課
題
と
し
て
い
る
。
そ
う
い
っ
た
課
題
感
か

ら
、
観
光
庁
に
「
観
光
人
材
政
策
」
と
い
う

名
前
の
専
門
セ
ク
シ
ョ
ン
を
設
立
。
今
春
、

観
光
人
材
育
成
の
た
め
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を

策
定
し
、
観
光
人
材
を
、
観
光
地
の
個
々
の

事
業
経
営
を
行
う
「
観
光
産
業
人
材
」
と
、

観
光
地
全
体
の
経
営
を
担
う
「
観
光
地
経
営

人
材
」
に
分
類
し
た
。

　「
観
光
産
業
人
材
」
に
つ
い
て
は
、
経
営

人
材
、中
核
人
材
、実
務
人
材
、観
光
教
育（
次

世
代
を
担
う
若
者
）
の
四
つ
の
構
造
に
分
け

育
成
を
実
施
。
例
え
ば
経
営
人
材
の
育
成
で

は
、
ホ
テ
ル
や
旅
行
会
社
、
観
光
地
域
づ
く

り
法
人
、
鉄
道
会
社
、
航
空
会
社
な
ど
の
各

関
連
企
業
の
社
員
を
対
象
に
国
立
大
学
と
連

携
し
て
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
作
成
・
実
施
し
て
い

る
。

　「
観
光
地
経
営
人
材
」
に
つ
い
て
は
、
観

光
地
域
づ
く
り
法
人
内
の
人
材
育
成
と
し

て
、
先
ほ
ど
紹
介
し
た
大
学
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
受
講
す
る
こ
と
に
加
え
、
大
き
く
2
つ
の

取
り
組
み
が
あ
る
。
1
つ
は
他
の
観
光
地
域

づ
く
り
法
人
と
の
交
流
や
先
進
的
な
地
域
を

視
察
す
る
こ
と
へ
の
支
援
、
も
う
1
つ
は
外

部
の
専
門
家
の
派
遣
と
し
て
、
今
後
、
伸
ば

し
た
い
分
野
、
足
り
な
い
分
野
等
に
対
し
専

門
家
を
派
遣
す
る
取
り
組
み
を
実
施
し
て
い

る
。

　
当
財
団
で
も
観
光
地
域
づ
く
り
法
人
へ
の

人
材
派
遣
を
実
施
、
ま
た
、
今
後
の
観
光
人

材
育
成
を
目
的
に
大
学
生
を
対
象
に
講
義
を

実
施
し
て
お
り
、
引
き
続
き
こ
の
よ
う
な
人

材
育
成
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

　
コ
ロ
ナ
の
影
響
か
ら
し
ば
ら
く
訪
韓
が
で

き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
4
年
ぶ
り
に
韓
国
・

ソ
ウ
ル
に
て
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
韓
国
で
は
「
初
雪
が
降
る
と
待
っ
て
い

た
人
が
来
る
」と
い
う
諺
が
あ
る
よ
う
で
す
。

ま
さ
に
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
当
日
、
ソ
ウ
ル
で

は
初
雪
が
観
測
さ
れ
K
C
T
I
の
皆
さ
ま
か

ら
「
待
っ
て
い
た
皆
さ
ま
が
来
ま
し
た
」
と

温
か
い
言
葉
を
頂
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

そ
の
言
葉
通
り
、
日
韓
双
方
の
研
究
者
、
関

係
者
が
そ
れ
ぞ
れ
の
研
究
成
果
・
課
題
を
発

表
し
、
質
疑
・
議
論
を
熱
心
に
交
わ
す
素
晴

ら
し
い
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
に
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
2
0
0
5
年
か
ら
始
ま
り
、
第
6

教
育
、③「
観
光
従
事
員
」
の
力
量
強
化
に
向

け
た
教
育
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
、④
観
光
分
野
へ

の
就
職
基
盤
を
造
成
す
る
た
め
の
雇
用
博
覧

会
、
雇
用
セ
ン
タ
ー
の
運
営
だ
。
文
化
体
育

観
光
部
が
人
材
育
成
政
策
を
ま
と
め
、
観
光

協
会
、
業
種
別
協
会
、
韓
国
観
光
公
社
が
こ

れ
ら
を
実
施
す
る
構
造
で
あ
る
。

　
観
光
人
材
育
成
政
策
の
方
向
性
と
課
題
を

4
点
紹
介
す
る
。①
観
光
人
材
の
需
給
バ
ラ

ン
ス
の
向
上
。
短
期
で
は
集
中
的
な
人
材

マ
ッ
チ
ン
グ
が
必
要
。
長
期
で
は
観
光
人
材

の
需
給
実
態
に
関
す
る
分
析
を
定
量
化
す
る

必
要
が
あ
る
。②
職
業
構
造
の
変
化
へ
の
対

応
。
未
来
型
人
材
を
育
成
す
る
に
は
標
準
的

な
教
育
課
程
の
開
発
、
現
場
で
必
要
と
さ
れ

る
人
材
を
育
成
す
る
基
盤
づ
く
り
が
必
要
、

③
観
光
人
材
の
競
争
力
を
強
化
。「
観
光
従

事
員
」
の
資
格
制
度
の
改
善
が
必
要
。
観
光

人
材
に
対
す
る
教
育
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
体
系
の

再
編
、
見
直
し
が
必
要
。④
観
光
人
材
育
成

政
策
推
進
者
の
協
力
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構

築
。
日
本
で
は
コ
ロ
ナ
禍
で
観
光
人
材
育
成

政
策
を
推
進
す
る
た
め
産
学
官
の
協
議
体
が

構
成
さ
れ
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
策
定
し
た
。
非

常
に
良
い
模
範
に
な
る
と
考
え
る
。

日
本
の
観
光
人
材
の
現
状

　
コ
ロ
ナ
前
、
2
0
1
9
年
ま
で
は
日
本
人

の
消
費
額
が
少
し
ず
つ
伸
び
、
訪
日
外
国
人

数
が
一
気
に
伸
び
た
時
期
。
こ
れ
ま
で
の
数

十
年
間
で
特
に
恵
ま
れ
た
時
期
で
あ
っ
た
。

一
方
で
、観
光
人
材
、観
光
産
業
の
部
門
で
は
、

大
き
く
成
長
し
て
い
な
か
っ
た
。
宿
泊
業
、

飲
食
サ
ー
ビ
ス
業
は
、
元
々
他
の
産
業
よ
り

給
料
が
低
い
上
、
こ
の
時
期
、
給
料
が
伸
び

る
ど
こ
ろ
か
、
や
や
減
少
し
て
い
る
。
訪
日

期
目
と
な
る
研
究
協
力
に
関
す
る
覚
書

（
M
O
U
）
を
締
結
（
更
新
）
し
ま
し
た
。
引

き
続
き
研
究
協
力
体
制
を
強
め
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

　
今
後
も
日
本
と
韓
国
の
観
光
に
係
る
類
似

点
、
差
異
を
お
互
い
に
理
解
し
、
信
頼
関
係

を
構
築
す
る
こ
と
で
、
両
国
の
観
光
文
化
の

発
展
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

（
文
：
J
T
B
F
・
後
藤
伸
一
）

分
が
こ
れ
ら
大
都
市
と
な
る
。
こ
の
大
都
市

集
中
の
解
消
が
我
々
の
役
割
で
あ
る
。

訪
日
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
戦
略
　 

　
観
光
立
国
推
進
基
本
計
画
を
踏
ま
え
、
持

続
可
能
な
観
光
・
消
費
額
拡
大
・
地
方
誘
客

促
進
の
実
現
に
向
け
て
、
き
め
細
か
に
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
を
展
開
す
る
た
め
の
戦
略
を
策

定
。
こ
の
戦
略
を
観
光
庁
、
J
N
T
O
、
地

方
運
輸
局
、
D
M
O
・
地
方
自
治
体
等
間
で

共
有
し
、
各
主
体
が
政
府
目
標
達
成
の
た
め

の
効
果
的
か
つ
効
率
的
な
施
策
展
開
を
目
指

し
て
い
る
。戦
略
は
、市
場
別
・
市
場
横
断（
高

付
加
価
値
・
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
ト
ラ
ベ
ル
・

万
博
）・
M
I
C
E
の
3
部
構
成
と
な
っ
て

い
る
。

訪
日
韓
国
市
場
の
概
況

　
消
費
額
（
7
万
6
1
3
8
円
／
1
人
当
た

り
＝
2
0
1
9
年
）
と
地
方
へ
の
宿
泊
数

（
5
2
6
万
泊
）
を
増
や
し
て
い
く
の
か
と
い

う
こ
と
が
、
当
事
務
所
の
役
割
。
日
韓
間
の

航
空
便
の
路
線
数
に
当
事
務
所
は
非
常
に
注

目
し
て
い
る
。
直
近
の
11
月
の
数
字
で
は
、

22
空
港
、
1
週
間
で
1
1
0
0
便
ほ
ど
ま
で

回
復
。
地
方
路
線
を
復
活
さ
せ
、
い
か
に
需

要
を
つ
く
る
か
と
い
う
点
を
踏
ま
え
、
情
報

発
信
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
具
体
的
に
は

In
stagram

で
心
を
つ
か
み
、
韓
国
最
大
の

ブ
ロ
グ
サ
ー
ビ
ス
N
A
V
E
R
で
育
て
て
い

く
取
り
組
み
を
進
め
て
い
る
。

　
韓
国
の
観
光
分
野
の
学
会
お
よ
び
業
界
の

専
門
家
が
重
要
と
認
識
し
て
い
る
環
境
変
化

は
、①
人
口
構
造
の
変
化
に
伴
う
学
齢
人
口

の
減
少
（
2
0
2
3
年
で
7
2
5
万
人
が

2
0
3
0
年
に
は
5
9
3
万
人
に
減
少
）、②

M
Z
世
代
（
韓
国
で
1
9
8
1
〜
2
0
1
0

年
生
ま
れ
の
世
代
）
の
職
業
観
の
変
化
（
仕

事
に
対
す
る
重
要
度
が
低
下
）、③
D
X
の
推

進
（
旅
行
事
務
員
の
54
・
4
％
、
宿
泊
施
設

従
業
員
の
51
・
9
％
に
代
替
可
能
性
が
あ

る
）、④
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
、
観
光
分
野
に
お

け
る
雇
用
の
減
少
（
コ
ロ
ナ
な
ど
危
機
的
状

況
で
は
、
観
光
産
業
の
雇
用
は
非
常
に
弱
い

構
造
）
の
4
点
で
あ
る
。

課
題
と
そ
の
解
決
に
向
け
た
方
策
に
つ
い
て

発
表
を
し
ま
し
た
。

　
本
稿
で
は
各
研
究
発
表
の
要
旨
を
ご
紹
介

し
ま
す
。

訪
韓
観
光
客
の
動
向

　
2
0
2
3
年
9
月
時
点
で
2
0
1
9
年
の

75
・
2
％
の
水
準
に
ま
で
回
復
。
2
0
2
3

年
は
政
府
目
標
の
訪
韓
客
数
1
0
0
0
万
人

は
達
成
す
る
見
込
み
で
あ
る
。ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、

ア
メ
リ
カ
、
オ
セ
ア
ニ
ア
な
ど
は
、

2
0
1
9
年
を
超
え
る
訪
韓
客
数
に
ま
で
回

復
。
一
方
で
、
中
国
は
3
割
と
回
復
が
遅
れ

て
い
る
状
況
。

　
訪
韓
の
目
的
は
、
ビ
ジ
ネ
ス
の
割
合
が
上

昇
し
、
観
光
の
割
合
は
や
や
下
落
。
訪
韓
理

由
に
つ
い
て
は
、
韓
流
コ
ン
テ
ン
ツ
な
ど
、

韓
国
文
化
に
対
す
る
関
心
が
高
い
傾
向
が
見

ら
れ
る
。
個
人
旅
行
の
割
合
が
高
く
な
り
、

1
人
当
た
り
の
消
費
額
も
3
割
増
加
。

韓
国
人
の
海
外
旅
行
の
動
向

　
ア
ウ
ト
バ
ウ
ン
ド
は
1
月
〜
9
月
ま
で
の

統
計
で
1
4
1
8
万
人
。
9
月
単
月
で
は

2
0
1
9
年
比
98
・
4
％
の
2
0
2
万
人
が

海
外
に
旅
行
。
そ
の
う
ち
、
海
外
旅
行
全
体

に
占
め
る
訪
日
旅
行
の
割
合
は
30
・
5
％
で

あ
り
、
2
0
1
9
年
19
・
4
％
か
ら
大
き
く

伸
び
た
。

韓
国
に
お
け
る
国
際
観
光
の
展
望

　
現
在
政
府
が
進
め
る
第
6
次
観
光
振
興
基

本
計
画
で
は
、
2
0
2
7
年
ま
で
に
3
0
0
0

万
人
の
訪
韓
客
数
を
目
標
に
掲
げ
て
い
る
。

2
0
2
7
年
の
予
想
値
と
し
て
、
訪
韓
客
数
は

2
5
2
0
万
人
。
韓
国
人
の
海
外
旅
行
者
数

は
3
2
8
0
万
人
に
な
る
見
通
し
。

　
現
在
の
ソ
ウ
ル
、
釜
山
、
済
州
に
集
中
し

て
い
る
観
光
客
を
地
方
へ
分
散
さ
せ
る
こ
と

が
、
大
き
な
課
題
。
特
に
、
尹
錫
悦
政
権
の

発
足
後
、
観
光
産
業
と
K
│
カ
ル
チ
ャ
ー
の

輸
出
を
結
び
付
け
て
い
る
こ
と
が
特
徴
と
し

て
挙
げ
ら
れ
る
。

　
ま
た
、
コ
ロ
ナ
禍
を
経
て
見
ら
れ
る
大
き

な
変
化
と
し
て
は
、
海
外
旅
行
の
費
用
が
大

幅
に
上
が
っ
て
い
る
こ
と
。
来
年
以
降
も
料

金
が
上
が
る
と
予
想
さ
れ
て
い
る
。
円
安
に

代
表
さ
れ
る
為
替
レ
ー
ト
の
変
動
は
、
国
際

観
光
・
交
流
に
影
響
を
与
え
る
も
の
と
し
て

考
慮
す
べ
き
要
因
だ
。

　
2
0
1
9
年
時
点
で
、
人
口
に
対
す
る
海

外
旅
行
者
の
比
率
は
、
日
本
は
16
％
に
満
た

な
い
状
況
。
韓
国
は
55
・
5
％
で
、
日
本
の

3
・
5
倍
と
高
い
割
合
だ
が
、
こ
れ
ま
で
の

成
長
の
勢
い
が
少
し
ず
つ
鈍
化
し
始
め
た
兆

し
が
あ
る
。
今
後
は
日
本
同
様
に
横
ば
い
に

な
っ
て
い
く
の
で
は
な
い
か
と
懸
念
し
て
い

る
。

訪
日
観
光
の
概
況

　
2
0
2
3
年
1
月
か
ら
10
月
ま
で
の
訪
日

客
数
の
累
計
は
、
1
9
8
9
万
人
。
年
末
ま

で
2
カ
月
を
残
し
た
時
点
で
、
2
0
1
5
年

の
年
間
の
数
字
を
超
え
て
い
る
と
い
う
状

況
。
韓
国
か
ら
の
訪
日
客
数
に
関
し
て
は
、

10
月
が
63
万
人
で
単
月
に
お
け
る
過
去
最
高

水
準
と
い
う
大
き
な
記
録
が
残
っ
た
。
1
月

か
ら
10
月
の
累
計
が
5
5
0
万
人
。

2
0
1
9
年
1
月
か
ら
10
月
が
5
1
3
万
人

を
越
え
た
。

訪
日
観
光
に
係
る
課
題

　
韓
国
か
ら
の
訪
日
客
数
に
つ
い
て
は
過
去

最
高
水
準
、
2
0
1
9
年
超
え
に
な
っ
て
い
る

が
、
地
方
分
散
の
面
で
は
、
い
ま
だ
、
課
題
が

あ
る
。外
国
人
延
べ
宿
泊
者
数
の
62
・
0
％
が
、

上
位
5
都
道
府
県
で
あ
る
東
京
都
、
大
阪
府
、

京
都
府
、北
海
道
、沖
縄
県
に
宿
泊
し
て
お
り
、

偏
っ
た
状
況
で
あ
る
。
韓
国
人
延
べ
宿
泊
者

数
に
絞
る
と
、
大
阪
府
と
福
岡
県
で
の
宿
泊

の
割
合
が
高
く
な
る
。
ま
た
消
費
額
の
大
部

　
2
0
2
3
年
11
月
29
日（
水
）、
日
韓
国
際
観

光
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
を
開
催
し
ま
し
た
。
こ
の
カ
ン

フ
ァ
レ
ン
ス
は
、
研
究
協
力
に
関
す
る
覚
書

（M
em

o
ran

d
u
m
 o
f U

n
d
erstan

d
in
g 

on
 R
esearch

 C
ooperation

、
M
O
U
）

を
結
ん
で
い
る
韓
国
文
化
観
光
研
究
院（
以
下
、

K
C
T
I
）と
毎
年
共
催
し
て
い
る
も
の
で
す
。

今
回
は
４
年
ぶ
り
の
韓
国
・
ソ
ウ
ル
で
の
開
催
と

な
り
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
両
機
関
の
代
表
挨
拶
後
、
研
究

協
力
に
関
す
る
覚
書
の
締
結
（
更
新
）
を
行
い
、

そ
の
後
、
第
1
部
と
し
て
「
観
光
動
向
」、
第

2
部
と
し
て
「
観
光
人
材
の
課
題
」
を
テ
ー
マ

　
次
に
こ
の
環
境
変
化
が
観
光
人
材
政
策
に

与
え
る
課
題
は
、①
観
光
労
働
市
場
の
量
的

規
模
の
縮
小
、②
観
光
人
材
育
成
に
向
け
た

統
合
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
の
不
足
、③
観
光
人

材
の
競
争
力
強
化
に
対
す
る
ニ
ー
ズ
の
増
加

と
い
う
3
点
で
あ
る
。

観
光
人
材
の
現
況

　
観
光
を
専
門
に
学
ぶ
観
光
人
材
予
備
軍
は

年
間
約
2
6
0
0
0
人
が
輩
出
（
卒
業
）
さ

れ
て
い
る
。
そ
の
う
ち
特
定
科
高
校
が

1
4
2
8
1
人
で
最
も
割
合
が
高
い
。
地
域

別
で
は
首
都
圏
の
割
合
が
高
い
。
コ
ロ
ナ
禍

に
よ
り
観
光
関
連
学
科
へ
の
進
学
が
避
け
ら

れ
入
学
生
数
が
約
2
割
減
少
。
観
光
人
材
予

備
軍
の
減
少
に
伴
う
人
材
不
足
は
地
方
が
深

刻
な
状
況
。
人
材
確
保
の
代
案
と
し
て
観
光

分
野
の
大
学
、
或
い
は
語
学
等
、
他
の
専
攻

分
野
と
連
携
す
る
方
策
が
始
ま
っ
て
い
る
。

　
文
化
体
育
観
光
部
（
日
本
の
文
化
庁
、
観

光
庁
、
ス
ポ
ー
ツ
庁
に
あ
た
る
）
が
進
め
る

人
材
政
策
の
ポ
イ
ン
ト
は
４
点
あ
る
。①「
観

光
従
事
員
」
と
い
う
観
光
人
材
に
対
す
る
資

格
制
度
、②
観
光
分
野
の
予
備
人
材
育
成
の

た
め
、
起
業
家
、
創
業
家
へ
の
支
援
、
就
業

3
．お
わ
り
に

に
、
両
機
関
の
研
究
員
3

名
に
加
え
、
日
本
政
府
観

光
局
（
以
下
、
J
N
T
O
）

か
ら
1
名
の
計
4
名
に
よ

る
研
究
発
表
等
と
質
疑
応

答
を
行
い
ま
し
た
。

　
第
1
部
の「
観
光
動
向
」

に
つ
い
て
は
、
K
C
T
I

の
リ
ュ
・
グ
ァ
ン
フ
ン
先
任

研
究
委
員
か
ら
「
韓
国
に

お
け
る
国
際
観
光
の
動

向
」
と
題
し
て
訪
韓
外
来

観
光
客
の
動
向
や
韓
国
に

お
け
る
国
際
観
光
の
展
望

に
つ
い
て
発
表
が
あ
り
ま

し
た
。
続
い
て
日
本
側
を

代
表
し
J
N
T
O
ソ
ウ
ル
事
務
所
の
清
水
雄

一
所
長
よ
り
「
日
本
に
お
け
る
国
際
観
光
の

動
向
」
と
題
し
て
日
本
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観

光
の
今
後
の
方
向
性
や
日
韓
交
流
の
本
格
回

復
に
向
け
て
の
具
体
策
に
つ
い
て
発
表
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　
第
2
部
の
「
観
光
人
材
の
課
題
」
に
つ
い

て
は
、
K
C
T
I
の
キ
ム
・
ヒ
ョ
ン
ジ
ュ
先

任
研
究
委
員
よ
り
「
観
光
人
材
に
関
す
る
主

な
問
題
と
政
策
の
動
向
」
と
題
し
て
韓
国
の

観
光
人
材
の
現
状
や
観
光
人
材
育
成
政
策
の

推
進
の
現
状
と
今
後
の
方
向
性
に
つ
い
て
発

表
が
あ
り
ま
し
た
。
続
い
て
当
財
団
の
江
﨑

貴
昭
副
主
任
研
究
員
よ
り
「
日
本
の
観
光
人

材
の
課
題
と
政
策
動
向
」
と
題
し
、
観
光
産

業
人
材
、
観
光
地
経
営
人
材
の
そ
れ
ぞ
れ
の

日
本
政
府
の

観
光
人
材
に
係
る
政
策

客
数
の
増
加
が
日
本
の
観
光
人
材
の
賃
金
上

昇
に
結
び
付
い
て
い
な
か
っ
た
。
パ
ー
ト
、

ア
ル
バ
イ
ト
と
い
う
非
正
規
雇
用
の
割
合
が

高
い
こ
と
も
大
き
な
要
因
だ
と
思
わ
れ
る
。

　
人
材
不
足
も
深
刻
で
あ
る
。
現
在
、
日
本

の
ど
の
観
光
地
で
も
人
手
不
足
が
課
題
で
あ

る
。
政
府
の
調
査
に
よ
る
と
宿
泊
業
全
体
の

8
割
近
く
が
人
手
不
足
と
感
じ
て
お
り
、
観

光
地
全
体
を
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
す
る
人
材
も
不

足
。
日
本
の
観
光
地
域
づ
く
り
法
人
向
け
に

行
っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
全
体
の
63
％
の
観

光
地
域
づ
く
り
法
人
が
、
人
材
確
保
や
育
成

に
課
題
を
感
じ
て
い
る
。

こ
と
わ
ざ
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ゼ
ミ
を
通
し
て
見
る
大
学
の
今

長
野
大
学
環
境
ツ
ー
リ
ズ
ム
学
部

熊
谷
ゼミ

観
光
を
学
ぶ
と
い
う
こ
と

20
回

第

熊
谷
圭
介（
く
ま
が
い・け
い
す
け
）

公
立
大
学
法
人
長
野
大
学
副
学

長
兼
環
境
ツ
ー
リ
ズ
ム
学
部
教

授
。 

長
野
県
松
本
市
出
身
。 

東

京
工
業
大
学
大
学
院
修
了
後
、株

式
会
社
ラ
ッ
ク
計
画
研
究
所
入
社
、全
国
各
地
の
観

光
ま
ち
づ
く
り
や
景
観
ま
ち
づ
く
り
の
支
援
業
務
、

国
の
関
連
調
査
に
携
わ
る
。 

2
0
1
3
年
に
長
野

大
学
着
任
。 

現
在
、日
本
観
光
研
究
学
会
副
会
長
。

技
術
士（
建
設
部
門
）

学
生
が

自
ら
の
成
長
を
楽
し
む

最
も
重
要
な
場

か
ら
導
入
さ
れ
た
街
並
み
環
境
整
備
事
業
等

が
発
端
と
な
っ
て
徐
々
に
観
光
対
象
化
し
、

2
0
1
8
年
に
は
市
内
の
定
番
観
光
対
象
と

組
み
合
わ
せ
た
旅
行
商
品
化
に
よ
り
、
一
気

に
観
光
地
化
が
進
展
。
ま
と
ま
っ
た
駐
車
場

が
な
い
柳
町
に
多
い
日
に
は
10
台
以
上
の
大

型
バ
ス
が
来
訪
す
る
状
況
に
な
り
、
観
光
交

通
や
観
光
公
害
の
問
題
が
急
浮
上
し
て
い
た
。

　
熊
谷
ゼ
ミ
で
も
、
2
0
1
9
年
度
頃
よ
り

柳
町
観
光
振
興
会
や
上
田
市
都
市
計
画
課
等

と
連
携
し
た
地
域
協
働
学
修
に
取
り
組
ん
で

い
る
。
ゼ
ミ
生
は
、
柳
町
の
一
角
で
定
期
的

に
ご
提
供
い
た
だ
い
て
い
る
サ
テ
ラ
イ
ト
ゼ

ミ
室
を
拠
点
に
し
て
、
急
激
に
問
題
化
し
た

観
光
交
通
量
や
そ
の
受
け
皿
と
な
る
近
隣
駐

車
場
の
実
態
、
観
光
客
の
満
足
度
・
地
域
住

民
の
意
識
等
に
関
す
る
調
査
を
実
施
。
同
時

に
、
地
域
住
民
か
ら
の
指
導
に
基
づ
き
ゼ
ミ

生
が
観
光
客
の
ガ
イ
ド
を
担
う
「
学
生
ガ
イ

ド
」（
写
真
2
）
や
、
日
時
を
限
定
し
道
路
使

用
許
可
を
受
け
て
実
施
す
る
社
会
実
験
「
路

上
オ
ー
プ
ン
カ
フ
ェ
」
の
支
援
と
そ
の
効
果

検
証
等
を
通
し
、
観
光
調
査
の
方
法
論
や
観

光
ま
ち
づ
く
り
の
実
践
の
プ
ロ
セ
ス
、
イ
ン

フ
ラ
の
多
目
的
利
用
等
の
政
策
動
向
を
現
場

で
学
ん
で
い
る
。

　
学
生
の
学
修
成
果
は
、
信
州
上
田
景
観
・

花
と
緑
の
ま
ち
づ
く
り
フ
ォ
ー
ラ
ム

（
2
0
1
9
年
度
）に
お
い
て
学
生
発
表
さ
せ

て
い
た
だ
い
た
り
、
2
0
2
2
年
度
に
は
市
長

提
言
の
場
も
設
け
ら
れ
た
。
今
年（
2
0
2
3

年
）度
は
、
柳
町
を
含
め
た
城
下
町
一
帯
が
観

光
庁
の「
歴
史
的
資
源
を
活
用
し
た
観
光
ま

ち
づ
く
り
推
進
事
業
」に
採
択
さ
れ
た
た
め
、

歴
史
資
源
の
掘
り
起
こ
し
、
活
用
可
能
な
空

き
家
調
査
、
観
光
客
の
ニ
ー
ズ
調
査
等
に
ゼ

ミ
生
が
関
わ
り
、Ｊ
Ｔ
Ｂ
総
合
研
究
所
等
の
専

門
家
の
指
導
を
受
け
る
な
ど
、
よ
り
有
効
な

学
び
を
展
開
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
古
刹
が
集
積
し
信
州
の
鎌
倉
と
も
呼
ば
れ

る
塩
田
平
に
位
置
す
る
古
湯
・
別
所
温
泉
に

お
い
て
象
徴
的
な
湯
宿
の
一
つ
で
あ
っ
た

「
柏
屋
別
荘
」
は
、
2
0
1
7
年
に
百
年
以

上
続
い
た
営
業
の
幕
を
閉
じ
、
廃
業
旅
館
と

し
て
放
置
さ
れ
て
い
た
。
新
オ
ー
ナ
ー
で
あ

る
東
京
の
信
田
商
事
株
式
会
社
・
信
田
直
昭

氏
の
意
向
を
受
け
、
熊
谷
ゼ
ミ
生
が
参
加
し

活
用
の
ア
イ
デ
ア
検
討
や
地
域
を
巻
き
込
む

た
め
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
等
活
用
の
機
運
づ
く

り
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
ま
た
、
本
施
設
を

ゼ
ミ
学
修
の
場
と
す
る
こ
と
を
通
し
て
、
コ

ワ
ー
キ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス
や
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
の
ユ

ニ
ー
ク
ベ
ニ
ュ
ー
、サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
、

図
1
に
示
す
よ
う
に
、①
全
体
ゼ
ミ
、②
チ
ー

ム
学
修
ゼ
ミ
、③
個
人
研
究
の
3
つ
か
ら
構

成
し
、
正
課
の
授
業
に
お
い
て
は
①
②
を
中

心
に
組
み
合
わ
せ
て
い
る
。①
全
体
ゼ
ミ
は
、

熊
谷
ゼ
ミ
の
大
テ
ー
マ
の
下
、
年
度
毎
に
設

定
し
て
い
る
具
体
的
な
テ
ー
マ
（
最
近
2
年

は
「
エ
リ
ア
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
」）
に
沿
っ
て
、

教
員
ま
た
は
外
部
講
師
に
よ
る
情
報
提
供
を

行
い
、
そ
れ
に
基
づ
く
意
見
交
換
や
、
長
野

県
お
よ
び
近
県
を
対
象
地
と
し
た
先
進
地

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
（
写
真
1
）
を
実
施
す

る
ほ
か
、②
チ
ー
ム
学
修
の
成
果
共
有
等
を

行
っ
て
い
る
。

　
専
門
ゼ
ミ
の
中
心
的
な
学
修
の
場
が
②

チ
ー
ム
学
修
で
あ
る
。
図
2
に
示
す
よ
う
な

地
域
協
働
学
修
の
一
部
ま
た
は
全
体
を
通
年

で
展
開
す
る
中
で
、
地
域
課
題
を
客
観
的
・

論
理
に
捉
え
、
そ
の
解
決
に
向
け
た
ク
リ
エ

イ
テ
ィ
ブ
な
企
画
・
計
画
を
立
て
る
知
識
や

手
法
を
実
体
験
的
に
学
ぶ
と
と
も
に
、
観
光

ま
ち
づ
く
り
に
必
要
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
能
力
や
表
現
力
等
を
養
っ
て
い
る
。ま
た
、

実
際
に
観
光
の
実
態
や
ニ
ー
ズ
を
把
握
す
る

た
め
の
調
査
結
果
提
供
や
、
社
会
実
験
、
イ

ベ
ン
ト
開
催
、
旅
行
商
品
や
カ
フ
ェ
メ

ニ
ュ
ー
等
の
商
品
開
発
・
提
供
、
古
民
家
等

の
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
協
働
、
情
報
発
信
等
の

実
施
・
協
力
を
通
し
て
、
地
域
の
観
光
ま
ち

づ
く
り
に
少
な
か
ら
ず
貢
献
す
る
こ
と
で
、

学
生
は
ま
ち
づ
く
り
の
意
義
を
実
感
す
る
と

と
も
に
、
地
域
と
の
ギ
ブ
・
ア
ン
ド
・
テ
イ

ク
の
関
係
を
築
い
た
り
、
そ
の
企
画
や
行
動

を
認
め
て
も
ら
い
成
長
を
感
じ
る
機
会
と
す

る
こ
と
を
目
指
す
。

　
こ
の
チ
ー
ム
学
修
は
、
本
学
が
立
地
す
る

上
田
市
、
上
田
地
域
定
住
自
立
圏
お
よ
び
そ

の
周
辺
地
域
に
お
い
て
、
毎
年
度
5
〜
6

チ
ー
ム
編
成
し
て
い
る
。
ゼ
ミ
生
は
、
ゼ
ミ

の
2
〜
3
回
に
1
回
ほ
ど
の
頻
度
で
地
域
協

働
学
修
の
現
場
に
赴
い
て
関
係
者
の
話
を
聞

き
、
地
域
組
織
と
連
携
し
て
多
様
な
調
査
や

事
業
を
行
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
ゼ
ミ
の

内
容
か
ら
、
正
課
外
の
休
日
の
活
動
時
間
も

少
な
く
な
い
。
教
員
と
し
て
は
、
ゼ
ミ
の
教

育
効
果
を
高
め
る
た
め
、
地
域
協
働
学
修
の

連
携
先
で
あ
る
観
光
事
業
や
観
光
ま
ち
づ
く

り
の
リ
ー
ダ
ー
と
の
信
頼
関
係
の
構
築
、
教

育
方
針
や
チ
ー
ム
学
修
ゼ
ミ
の
狙
い
、
内
容

の
す
り
合
わ
せ
に
苦
心
し
て
い
る
。

　
な
お
、
こ
う
し
た
連
携
先
の
リ
ー
ダ
ー
の

皆
さ
ん
は
、
当
該
地
域
と
観
光
事
業
に
自
負

と
自
信
を
持
ち
、
強
い
信
念
を
持
っ
て
ま
ち

づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
る
方
々
で
あ
る
と

と
も
に
、人
生
経
験
豊
か
な
方
々
で
も
あ
る
。

地
域
協
働
学
修
を
通
し
て
こ
の
よ
う
な
方
々

と
日
常
的
に
交
流
し
、
観
光
ま
ち
づ
く
り
現

場
で
の
今
日
的
・
未
来
的
な
課
題
や
社
会
潮

流
を
知
る
こ
と
で
、
卒
業
後
の
キ
ャ
リ
ア
形

成
に
も
つ
な
げ
ら
れ
る
。
実
際
に
、
熊
谷
ゼ

ミ
で
の
地
域
協
働
学
修
を
通
し
て
対
象
地
域

に
惚
れ
込
み
、
在
学
中
（
4
年
生
）
に
地
域

お
こ
し
協
力
隊
員
に
就
任
し
た
学
生
も
複
数

輩
出
し
て
い
る
。
ま
た
先
に
示
し
た
近
年
の

　
長
野
大
学
環
境
ツ
ー
リ
ズ
ム
学
部
は
、
社

会
学
を
ベ
ー
ス
に
環
境
（
資
源
）、
観
光
、

地
域
社
会
（
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
）・
地
域
ビ
ジ
ネ

ス
が
融
合
し
た
教
育
研
究
を
目
指
し
て
お

り
、
教
室
で
の
座
学
だ
け
で
な
く
、
地
域
の

多
様
な
現
場
で
体
験
的
に
学
ぶ
フ
ィ
ー
ル
ド

ワ
ー
ク
型
の
学
修
に
特
徴
を
置
い
て
い
る
。

そ
の
学
び
は
、
過
疎
化
・
高
齢
化
が
進
む
地

域
の
課
題
を
題
材
に
、
本
学
が
立
地
す
る
信

州
の
学
海
と
も
称
さ
れ
た
地
域
の
在
野
知
と

大
学
の
専
門
知
の
連
携
研
究
や
地
域
協
働
型

教
育
に
よ
っ
て
実
現
を
図
る
も
の
で
、
そ
の

中
心
的
な
科
目
が
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
で
あ
る
。

　
ゼ
ミ
は
全
学
年
で
展
開
さ
れ
て
お
り
、
1

年
生
は
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
ス
キ
ル
の
向
上
と
学

部
の
専
門
的
学
び
の
準
備
、
2
〜
3
年
生
は

前
述
し
た
環
境
、観
光
、地
域
社
会
等
を
各
々

専
門
と
す
る
教
員
の
「
専
門
ゼ
ミ
」
に
属
し

て
地
域
現
場
で
の
体
験
型
学
び
を
行
い
、
4

年
生
で
は
そ
の
延
長
上
に
卒
業
研
究
を
ま
と

め
る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
と
し
て
い
る
。
ゼ
ミ
は
、

本
学
の
建
学
の
理
念
で
あ
る
「
清
爽
な
自
然

環
境
を
活
か
し
た
理
想
的
教
育
研
究
の
場
の

建
設
」「
少
人
数
教
育
に
よ
り
人
間
的
接
触
を

深
め
、
全
人
的
人
間
形
成
」「
地
域
社
会
と
の

密
接
な
結
び
つ
き
に
よ
り
、
学
問
理
論
の
生

活
化
」
を
実
現
す
る
も
の
と
も
換
言
で
き
、

学
生
が
地
域
の
中
で
成
長
し
、
地
域
社
会
か

ら
成
長
を
認
め
ら
れ
る
と
と
も
に
、
自
ら
の

成
長
を
楽
し
む
最
も
重
要
な
場
で
も
あ
る
。

❶ 

専
門
ゼ
ミ
の
運
営
概
要

　
専
門
ゼ
ミ
に
お
け
る
熊
谷
ゼ
ミ
の
テ
ー
マ

は
、
教
員
の
専
門
、
研
究
テ
ー
マ
等
に
基
づ

き
「
観
光
・
交
通
・
景
観
ま
ち
づ
く
り
と
そ

の
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
」
と
設
定
し
て
い
る
。
教

員
は
、
長
ら
く
観
光
・
景
観
政
策
研
究
や
、

自
治
体
等
の
計
画
・
設
計
の
業
務
に
携
わ
っ

て
き
た
実
務
家
教
員
で
あ
り
、
こ
の
実
績
と

人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
等
を
活
か
す
ゼ
ミ
で
あ

る
。
専
門
ゼ
ミ
は
通
年
履
修
科
目
で
あ
り
、

私
の
ゼ
ミ
は
週
1
回
、
2
限
連
続
を
基
本
に

開
講
し
て
い
る
。

　
過
疎
化
・
高
齢
化
が
進
展
す
る
長
野
県
に

お
い
て
は
、
交
流
人
口
、
関
係
人
口
を
増
や

し
地
域
創
生
を
図
っ
て
い
く
こ
と
が
重
要
課

題
と
な
っ
て
お
り
、
本
県
の
卓
越
し
た
観
光

資
源
を
生
か
し
て
、
観
光
関
連
産
業
の
さ
ら

な
る
育
成
と
、
そ
の
ベ
ー
ス
と
な
る
観
光
ま

ち
づ
く
り
が
不
可
欠
で
あ
る
。
一
方
で
、
ス

キ
ー
場
を
中
心
と
し
た
従
来
型
の
観
光
事
業

や
観
光
ま
ち
づ
く
り
現
場
で
は
、
観
光
客

ニ
ー
ズ
へ
の
対
応
の
遅
れ
、
事
業
継
承
者
不

足
等
の
多
く
の
課
題
を
抱
え
て
い
る
。

　
こ
う
し
た
観
光
地
域
に
立
地
す
る
大
学
・

観
光
系
学
部
の
一
つ
と
し
て
、
観
光
事
業
や

観
光
ま
ち
づ
く
り
の
現
場
に
近
い
ロ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
生
か
し
て
、
実
際
の
地
域
組
織
と

連
携
し
た
学
修
（
教
育
）
と
研
究
、
地
域
貢
献

を
渾
然
一
体
と
な
っ
て
進
め
る
こ
と
を
私
の

モ
ッ
ト
ー
と
し
て
お
り
、
専
門
ゼ
ミ
は
そ
の

中
心
的
な
取
組
の
場
と
し
て
注
力
し
て
い
る
。

　
専
門
ゼ
ミ
（
4
年
生
は
卒
業
研
究
ゼ
ミ
と

称
す
る
が
こ
れ
を
合
わ
せ
て
）
に
限
っ
て

み
て
も
、
熊
谷
ゼ
ミ
生
は
60
人
程
度
と
大

所
帯
と
な
っ
て
い
る
。
一
方
で
専
門
ゼ
ミ
の

延
長
上
で
卒
業
研
究
に
取
り
組
む
こ
と
が
望

ま
れ
る
。こ
う
し
た
こ
と
か
ら
専
門
ゼ
ミ
は
、

サ
ウ
ナ
施
設
等
と
し
て
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
し

利
活
用
す
る
プ
ロ
セ
ス
を
実
践
的
に
学
ば
せ

て
い
た
だ
い
て
い
る
。

　
本
ゼ
ミ
が
対
象
と
す
る
エ
リ
ア
に
お
い

て
、
空
き
家
や
空
き
店
舗
、
低
未
利
用
の
公

共
施
設
、廃
業
宿
泊
施
設
は
増
加
し
て
お
り
、

地
域
社
会
に
暗
い
影
を
落
と
し
て
い
る
。
こ

れ
ら
を
歴
史
的
な
資
源
と
捉
え
て
リ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
し
、
有
効
活
用
す
る
方
策
が
求
め
ら

れ
て
き
た
。
そ
の
プ
ロ
セ
ス
に
お
い
て
ど
の

よ
う
な
課
題
が
あ
り
、
そ
れ
を
解
決
す
る
た

め
に
は
ど
の
よ
う
な
知
恵
や
技
術
、
ス
テ
ー

ク
ホ
ル
ダ
ー
と
の
連
携
が
必
要
か
、
効
率
的

か
つ
事
業
収
益
も
加
味
し
た
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
手
法
と
は
い
か
な
る
も
の
か
等
に
つ
い

て
、
柏
屋
別
荘
の
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
事
業
で

は
体
験
的
に
学
ぶ
こ
と
が
で
き
て
い
る
。

　
新
生
柏
屋
別
荘
は
、
昨
年
（
2
0
2
2
年
）

度
、
都
市
環
境
デ
ザ
イ
ン
会
議
研
究
報
告
会

や
外
務
省
の
ラ
オ
ス
国
立
大
学
生
招
聘
事
業

と
い
っ
た
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
事
業
の
誘
致
に
成
功

し
、
こ
れ
ら
の
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
運
営
を
ゼ

ミ
生
が
支
援
ま
た
は
企
画
運
営
す
る
と
と
も

に
、
ゼ
ミ
の
関
連
学
修
成
果
を
発
表
し
た
り

外
国
人
と
交
流
す
る
機
会
が
生
ま
れ
、
学
び

の
幅
を
広
げ
る
機
会
と
な
っ
た
。
ま
た
観
光

庁
の
補
助
事
業
と
し
て
実
施
し
た
「
柏
屋
別

荘
活
用
ア
イ
デ
ア
コ
ン
ペ
」（
写
真
3
）
へ
の

参
加
を
通
し

て
、
全
国
の
都

市
計
画
専
門
家

の
英
知
を
学
ぶ

機
会
に
も
恵
ま

れ
た
。
な
お
柏

屋
別
荘
に
お
い

て
も
、
コ
ワ
ー

キ
ン
グ
ス
ペ
ー

ス
の
一
部
を
ゼ

ミ
学
修
用
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
ル
ー
ム
と
し
て

提
供
い
た
だ
い
て
い
る
。

　
本
学
は
、
地
域
の
産
業
界
や
公
共
公
益
団

体
等
の
多
様
な
主
体
と
の
連
携
に
よ
る
研
究

教
育
活
動
と
社
会
貢
献
を
目
指
し
て
産
学
官

連
携
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
立
科

町
商
工
会
と
の
連
携
協
定
は
足
か
け
15
年
の

歴
史
を
紡
い
で
き
た
。
そ
の
一
環
と
し
て
、
立

科
町
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
ユ
ー
ユ
ー
た
て
し

な
、
農
事
組
合
法
人
蓼
科
農
ん
喜
村
と
協
働

し
た
ゼ
ミ
学
修
を
継
続
的
に
実
施
し
て
い
る
。

　
特
に
近
年
は
、
農
ん
喜
村
が
指
定
管
理
者

と
し
て
運
営
し
て
い
る
道
の
駅
・
女
神
の
里

た
て
し
な
の
活
性
化
や
魅
力
向
上
を
題
材
に

し
、
道
の
駅
開
き
の
イ
ベ
ン
ト
に
お
け
る
学

ゼ
ミ
の
テ
ー
マ
で
あ
る
「
エ
リ
ア
リ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
」
の
学
修
で
は
、
古
民
家
や
町
屋
等

の
活
用
の
可
能
性
を
学
ぶ
中
で
、
分
散
型
宿

泊
施
設
お
よ
び
ま
ち
づ
く
り
の
全
国
的
な
オ

ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
企
業
に
職
を
求
め
、
活
躍
す

る
よ
う
な
学
生
も
出
て
き
て
い
る
。

　
こ
こ
ま
で
堅
い
前
置
き
の
よ
う
な
内
容
に

終
始
し
て
し
ま
っ
た
。
以
下
は
具
体
的
な
地

域
協
働
型
の
チ
ー
ム
学
修
ゼ
ミ
の
内
容
や
成

果
を
紹
介
し
て
い
き
た
い
。

　
真
田
氏
の
築
い
た
上
田
城
下
、
北
国
街
道

沿
道
の
古
い
商
人
町
が
柳
町
で
あ
り
、
長
い

歴
史
を
持
つ
酒

蔵
、
み
そ
蔵
、

ワ
イ
ナ
リ
ー
直

営
店
、
天
然
酵

母
を
使
っ
た
有

名
パ
ン
等
発
酵

食
品
の
店
舗
や

工
房
が
建
ち
並

ん
で
い
る
。

2
0
0
4
年
度

生
企
画
プ
ロ
グ

ラ
ム
の
開
催
を

は
じ
め
、
隣
接

す
る
町
有
施

設
・
耕
福
館
、

ク
ラ
イ
ン
ガ
ル

テ
ン
を
取
り
込

ん
だ
道
の
駅

バ
ー
ジ
ョ
ン

ア
ッ
プ
計
画
の

策
定（
写
真
4
）、
そ
の
実
現
可
能
性
を
検
証

す
る
た
め
の
オ
ー
プ
ン
カ
フ
ェ
等
の
社
会
実
験

に
取
り
組
み
、
そ
の
成
果
を
指
定
管
理
者
に
提

言
・
報
告
し
て
い
る
。
な
お
、
こ
の
取
組
は
、

2
0
1
9
年
度
に
国
土
交
通
省
関
東
地
方
整

備
局
が
実
施
し
た「
道
の
駅
」学
生
コ
ン
テ
ス

ト
に
お
い
て
優
秀
な
活
動
と
し
て
表
彰
さ
れ
て

い
る（
こ
の
内
容
は
本
誌
2
5
0
号
に
寄
稿
）。

　
そ
の
後
も
毎
年
秋
に
開
催
さ
れ
る
道
の
駅

主
催
の
収
穫
祭
に
お
い
て
、
特
産
の
リ
ン
ゴ

を
食
材
と
し
た
ミ
ニ
パ
フ
ェ
や
ス
ム
ー

ジ
ー
、
ベ
ー
グ
ル
等
の
カ
フ
ェ
メ
ニ
ュ
ー
を

ゼ
ミ
生
が
発
案
し
、
事
業
者
と
連
携
し
て
開

発
・
提
供
、
準
備
し
た
商
品
を
全
て
売
り
切

る
効
果
を
上
げ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
商
品
開

発
に
お
い
て
何
回
も
試
作
と
試
食
を
繰
り
返

し
、
試
行
錯
誤
し
な
が
ら
商
品
開
発
を
行
う

学
修
プ
ロ
セ
ス
や
、
学
生
が
デ
ザ
イ
ン
を
学

び
な
が
ら
作
成
し
た
ポ
ッ
プ
や
フ
ラ
イ
ヤ
ー

等
の
情
報
発
信
が
結
実
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
本
学
部
の
三
田
育
雄
客
員
教
授
が
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト
時
代
に
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
し
た
道
の

駅
・
川
場
田
園
プ
ラ
ザ
が
、
川
場
村
の
過
疎

地
域
指
定
脱
却
の
大
き
な
成
功
要
因
と
な
っ

た
よ
う
に
、
道
の
駅
は
や
り
よ
う
に
よ
っ
て

絶
大
な
地
域
振
興
効
果
を
も
た
ら
す
。
学
生

は
、
道
の
駅
・
女
神
の
里
た
て
し
な
の
現
場

学
修
と
、
毎
年
の
よ
う
に
実
施
す
る
川
場
田

園
プ
ラ
ザ
等
先
進
道
の
駅
の
フ
ィ
ー
ル
ド

ワ
ー
ク
を
通
し
、
6
次
産
業
化
拠
点
と
観
光

ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ
と
し
て
の
道
の
駅
の
可
能
性

や
、
そ
の
地
域
振
興
の
仕
組
み
に
つ
い
て
格

好
の
学
び
を
得
て
い
る
。

　
熊
谷
ゼ
ミ
で
は
、
須
坂
市
峰
の
原
高
原
に

お
け
る
ペ
ン
シ
ョ
ン
村
の
事
業
継
承
や
リ

ゾ
ー
ト
再
生
も
10
年
に
わ
た
り
題
材
と
し
て

お
り
、
地
元
観
光
協
会
、
須
坂
市
、
長
野
県

観
光
機
構
、A

irb
n
b

等
と
の
地
域
協
働
学

修
に
取
り
組
ん
で
き
た
。

　
ま
た
景
観
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
は
、
文
化

財
保
護
法
の
重
要
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地

区
制
度
の
契
機
の
一
つ
と
な
っ
た
妻
籠
宿
に
出

向
き
、
妻
籠
を
愛
す
る
会
幹
部
と
の
意
見
交
換

を
行
っ
た
り
、
重
伝
建
選
定
を
目
指
す
小
諸
市

で
の
地
域
協
働
学
修
も
継
続
実
施
し
て
い
る
。

　
昨
年
度
産
学
官
協
定
を
締
結
し
た
三
菱
地

所
株
式
会
社
の
協
力
に
よ
る
「
大
丸
有
」
開

発
や
横
浜
Ｍ
Ｍ
21
に
お
け
る
都
市
景
観
形

成
、
教
員
が
実
務
と
し
て
携
わ
っ
た
新
幹
線

飯
山
駅
観
光
交
流
セ
ン
タ
ー
等
を
教
材
（
写

真
5
）と
し
た
、都
市
景
観
が
テ
ー
マ
の
チ
ー

ム
学
修
も
あ
る
。

　
以
上
、
観
光
ま
ち
づ
く
り
現
場
に
は
、
地

元
事
業
者
や
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
と
と
も
に

第
一
線
で
活
躍
す
る
専
門
家
、
研
究
者
も

集
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
皆
さ
ん
の
理
解
あ

る
指
導
は
、
熊
谷
ゼ
ミ
の
学
修
に
と
っ
て
欠

か
せ
な
い
存
在
で
あ
り
、
こ
の
場
を
借
り
て

感
謝
を
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
る
。

2
．専
門
ゼ
ミ
の

テ
ー
マ
と
運
営
方
針

1
．環
境
ツ
ー
リ
ズ
ム

学
部
と
ゼ
ミ
の

位
置
づ
け
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• ゼミの共通テーマに関するレクチャー、文献
輪読等による学修、意見交換

• チーム学修の成果共有･意見交換

• 個人研究の報告･意見交換

• ゼミ全体フィールドワーク（県内・近県)

• 上田地域等における地域協働学習

• 観光まちづくりや観光事業を担う地域組織と
連携し、地域課題を探求・分析し、その解決
のための調査・計画・事業を協働

• チーム別の先進地フィールドワーク

• 観光・景観・交通まちづくりに関連する個人
の問題意識や関心を高めつつ、研究のフ
レームづくり

• ２年生は専門書を読み､基礎知識を付ける

• ３年生は研究フレームを固め、卒研の準備

ステークホルダーヒアリング
現況調査・アンケート調査等

社会実験（例：柳町道路使用許可によるオープンカフェ）
イベント実施 （例：小諸城下町フェスタ）
フィジカルな整備事業 （例：空き家のリノベーション）
商品開発・提供 （例：道の駅カフェメニュー､旅行商品）

観光客アンケート調査
ステークホルダーヒアリング等

地域からの
協働要請

ゼミ生による
課題発見･希望学

習
全
体
�
通
�
�
�
観
光
�
�
�
�
�
組
織
�
観
光
事
業
者

現
場
�
考
�
�
�
� 

� 

大
学
�
考
�
�
�
�
�
往
還

2～3回に１
回の頻度で
現場で学修
する。

図 1 熊谷ゼミの構成と、学修の概要 図 2 “地域協働”と“現場でよく考える”をモットーとした「チーム学修ゼミ」

か
ら
導
入
さ
れ
た
街
並
み
環
境
整
備
事
業
等

が
発
端
と
な
っ
て
徐
々
に
観
光
対
象
化
し
、

2
0
1
8
年
に
は
市
内
の
定
番
観
光
対
象
と

組
み
合
わ
せ
た
旅
行
商
品
化
に
よ
り
、
一
気

に
観
光
地
化
が
進
展
。
ま
と
ま
っ
た
駐
車
場

が
な
い
柳
町
に
多
い
日
に
は
10
台
以
上
の
大

型
バ
ス
が
来
訪
す
る
状
況
に
な
り
、
観
光
交

通
や
観
光
公
害
の
問
題
が
急
浮
上
し
て
い
た
。

　
熊
谷
ゼ
ミ
で
も
、
2
0
1
9
年
度
頃
よ
り

柳
町
観
光
振
興
会
や
上
田
市
都
市
計
画
課
等

と
連
携
し
た
地
域
協
働
学
修
に
取
り
組
ん
で

い
る
。
ゼ
ミ
生
は
、
柳
町
の
一
角
で
定
期
的

に
ご
提
供
い
た
だ
い
て
い
る
サ
テ
ラ
イ
ト
ゼ

ミ
室
を
拠
点
に
し
て
、
急
激
に
問
題
化
し
た

観
光
交
通
量
や
そ
の
受
け
皿
と
な
る
近
隣
駐

車
場
の
実
態
、
観
光
客
の
満
足
度
・
地
域
住

民
の
意
識
等
に
関
す
る
調
査
を
実
施
。
同
時

に
、
地
域
住
民
か
ら
の
指
導
に
基
づ
き
ゼ
ミ

生
が
観
光
客
の
ガ
イ
ド
を
担
う
「
学
生
ガ
イ

ド
」（
写
真
2
）
や
、
日
時
を
限
定
し
道
路
使

用
許
可
を
受
け
て
実
施
す
る
社
会
実
験
「
路

上
オ
ー
プ
ン
カ
フ
ェ
」
の
支
援
と
そ
の
効
果

検
証
等
を
通
し
、
観
光
調
査
の
方
法
論
や
観

光
ま
ち
づ
く
り
の
実
践
の
プ
ロ
セ
ス
、
イ
ン

フ
ラ
の
多
目
的
利
用
等
の
政
策
動
向
を
現
場

で
学
ん
で
い
る
。

　
学
生
の
学
修
成
果
は
、
信
州
上
田
景
観
・

花
と
緑
の
ま
ち
づ
く
り
フ
ォ
ー
ラ
ム

（
2
0
1
9
年
度
）に
お
い
て
学
生
発
表
さ
せ

て
い
た
だ
い
た
り
、
2
0
2
2
年
度
に
は
市
長

提
言
の
場
も
設
け
ら
れ
た
。
今
年（
2
0
2
3

年
）度
は
、
柳
町
を
含
め
た
城
下
町
一
帯
が
観

光
庁
の「
歴
史
的
資
源
を
活
用
し
た
観
光
ま

ち
づ
く
り
推
進
事
業
」に
採
択
さ
れ
た
た
め
、

歴
史
資
源
の
掘
り
起
こ
し
、
活
用
可
能
な
空

き
家
調
査
、
観
光
客
の
ニ
ー
ズ
調
査
等
に
ゼ

ミ
生
が
関
わ
り
、Ｊ
Ｔ
Ｂ
総
合
研
究
所
等
の
専

門
家
の
指
導
を
受
け
る
な
ど
、
よ
り
有
効
な

学
び
を
展
開
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
古
刹
が
集
積
し
信
州
の
鎌
倉
と
も
呼
ば
れ

る
塩
田
平
に
位
置
す
る
古
湯
・
別
所
温
泉
に

お
い
て
象
徴
的
な
湯
宿
の
一
つ
で
あ
っ
た

「
柏
屋
別
荘
」
は
、
2
0
1
7
年
に
百
年
以

上
続
い
た
営
業
の
幕
を
閉
じ
、
廃
業
旅
館
と

し
て
放
置
さ
れ
て
い
た
。
新
オ
ー
ナ
ー
で
あ

る
東
京
の
信
田
商
事
株
式
会
社
・
信
田
直
昭

氏
の
意
向
を
受
け
、
熊
谷
ゼ
ミ
生
が
参
加
し

活
用
の
ア
イ
デ
ア
検
討
や
地
域
を
巻
き
込
む

た
め
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
等
活
用
の
機
運
づ
く

り
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
ま
た
、
本
施
設
を

ゼ
ミ
学
修
の
場
と
す
る
こ
と
を
通
し
て
、
コ

ワ
ー
キ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス
や
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
の
ユ

ニ
ー
ク
ベ
ニ
ュ
ー
、サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
、

図
1
に
示
す
よ
う
に
、①
全
体
ゼ
ミ
、②
チ
ー

ム
学
修
ゼ
ミ
、③
個
人
研
究
の
3
つ
か
ら
構

成
し
、
正
課
の
授
業
に
お
い
て
は
①
②
を
中

心
に
組
み
合
わ
せ
て
い
る
。①
全
体
ゼ
ミ
は
、

熊
谷
ゼ
ミ
の
大
テ
ー
マ
の
下
、
年
度
毎
に
設

定
し
て
い
る
具
体
的
な
テ
ー
マ
（
最
近
2
年

は
「
エ
リ
ア
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
」）
に
沿
っ
て
、

教
員
ま
た
は
外
部
講
師
に
よ
る
情
報
提
供
を

行
い
、
そ
れ
に
基
づ
く
意
見
交
換
や
、
長
野

県
お
よ
び
近
県
を
対
象
地
と
し
た
先
進
地

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
（
写
真
1
）
を
実
施
す

る
ほ
か
、②
チ
ー
ム
学
修
の
成
果
共
有
等
を

行
っ
て
い
る
。

　
専
門
ゼ
ミ
の
中
心
的
な
学
修
の
場
が
②

チ
ー
ム
学
修
で
あ
る
。
図
2
に
示
す
よ
う
な

地
域
協
働
学
修
の
一
部
ま
た
は
全
体
を
通
年

で
展
開
す
る
中
で
、
地
域
課
題
を
客
観
的
・

論
理
に
捉
え
、
そ
の
解
決
に
向
け
た
ク
リ
エ

イ
テ
ィ
ブ
な
企
画
・
計
画
を
立
て
る
知
識
や

手
法
を
実
体
験
的
に
学
ぶ
と
と
も
に
、
観
光

ま
ち
づ
く
り
に
必
要
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
能
力
や
表
現
力
等
を
養
っ
て
い
る
。ま
た
、

実
際
に
観
光
の
実
態
や
ニ
ー
ズ
を
把
握
す
る

た
め
の
調
査
結
果
提
供
や
、
社
会
実
験
、
イ

ベ
ン
ト
開
催
、
旅
行
商
品
や
カ
フ
ェ
メ

ニ
ュ
ー
等
の
商
品
開
発
・
提
供
、
古
民
家
等

の
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
協
働
、
情
報
発
信
等
の

実
施
・
協
力
を
通
し
て
、
地
域
の
観
光
ま
ち

づ
く
り
に
少
な
か
ら
ず
貢
献
す
る
こ
と
で
、

学
生
は
ま
ち
づ
く
り
の
意
義
を
実
感
す
る
と

と
も
に
、
地
域
と
の
ギ
ブ
・
ア
ン
ド
・
テ
イ

ク
の
関
係
を
築
い
た
り
、
そ
の
企
画
や
行
動

を
認
め
て
も
ら
い
成
長
を
感
じ
る
機
会
と
す

る
こ
と
を
目
指
す
。

　
こ
の
チ
ー
ム
学
修
は
、
本
学
が
立
地
す
る

上
田
市
、
上
田
地
域
定
住
自
立
圏
お
よ
び
そ

の
周
辺
地
域
に
お
い
て
、
毎
年
度
5
〜
6

チ
ー
ム
編
成
し
て
い
る
。
ゼ
ミ
生
は
、
ゼ
ミ

の
2
〜
3
回
に
1
回
ほ
ど
の
頻
度
で
地
域
協

働
学
修
の
現
場
に
赴
い
て
関
係
者
の
話
を
聞

き
、
地
域
組
織
と
連
携
し
て
多
様
な
調
査
や

事
業
を
行
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
ゼ
ミ
の

内
容
か
ら
、
正
課
外
の
休
日
の
活
動
時
間
も

少
な
く
な
い
。
教
員
と
し
て
は
、
ゼ
ミ
の
教

育
効
果
を
高
め
る
た
め
、
地
域
協
働
学
修
の

連
携
先
で
あ
る
観
光
事
業
や
観
光
ま
ち
づ
く

り
の
リ
ー
ダ
ー
と
の
信
頼
関
係
の
構
築
、
教

育
方
針
や
チ
ー
ム
学
修
ゼ
ミ
の
狙
い
、
内
容

の
す
り
合
わ
せ
に
苦
心
し
て
い
る
。

　
な
お
、
こ
う
し
た
連
携
先
の
リ
ー
ダ
ー
の

皆
さ
ん
は
、
当
該
地
域
と
観
光
事
業
に
自
負

と
自
信
を
持
ち
、
強
い
信
念
を
持
っ
て
ま
ち

づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
る
方
々
で
あ
る
と

と
も
に
、人
生
経
験
豊
か
な
方
々
で
も
あ
る
。

地
域
協
働
学
修
を
通
し
て
こ
の
よ
う
な
方
々

と
日
常
的
に
交
流
し
、
観
光
ま
ち
づ
く
り
現

場
で
の
今
日
的
・
未
来
的
な
課
題
や
社
会
潮

流
を
知
る
こ
と
で
、
卒
業
後
の
キ
ャ
リ
ア
形

成
に
も
つ
な
げ
ら
れ
る
。
実
際
に
、
熊
谷
ゼ

ミ
で
の
地
域
協
働
学
修
を
通
し
て
対
象
地
域

に
惚
れ
込
み
、
在
学
中
（
4
年
生
）
に
地
域

お
こ
し
協
力
隊
員
に
就
任
し
た
学
生
も
複
数

輩
出
し
て
い
る
。
ま
た
先
に
示
し
た
近
年
の

　
長
野
大
学
環
境
ツ
ー
リ
ズ
ム
学
部
は
、
社

会
学
を
ベ
ー
ス
に
環
境
（
資
源
）、
観
光
、

地
域
社
会
（
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
）・
地
域
ビ
ジ
ネ

ス
が
融
合
し
た
教
育
研
究
を
目
指
し
て
お

り
、
教
室
で
の
座
学
だ
け
で
な
く
、
地
域
の

多
様
な
現
場
で
体
験
的
に
学
ぶ
フ
ィ
ー
ル
ド

ワ
ー
ク
型
の
学
修
に
特
徴
を
置
い
て
い
る
。

そ
の
学
び
は
、
過
疎
化
・
高
齢
化
が
進
む
地

域
の
課
題
を
題
材
に
、
本
学
が
立
地
す
る
信

州
の
学
海
と
も
称
さ
れ
た
地
域
の
在
野
知
と

大
学
の
専
門
知
の
連
携
研
究
や
地
域
協
働
型

教
育
に
よ
っ
て
実
現
を
図
る
も
の
で
、
そ
の

中
心
的
な
科
目
が
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
で
あ
る
。

　
ゼ
ミ
は
全
学
年
で
展
開
さ
れ
て
お
り
、
1

年
生
は
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
ス
キ
ル
の
向
上
と
学

部
の
専
門
的
学
び
の
準
備
、
2
〜
3
年
生
は

前
述
し
た
環
境
、観
光
、地
域
社
会
等
を
各
々

専
門
と
す
る
教
員
の
「
専
門
ゼ
ミ
」
に
属
し

て
地
域
現
場
で
の
体
験
型
学
び
を
行
い
、
4

年
生
で
は
そ
の
延
長
上
に
卒
業
研
究
を
ま
と

め
る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
と
し
て
い
る
。
ゼ
ミ
は
、

本
学
の
建
学
の
理
念
で
あ
る
「
清
爽
な
自
然

環
境
を
活
か
し
た
理
想
的
教
育
研
究
の
場
の

建
設
」「
少
人
数
教
育
に
よ
り
人
間
的
接
触
を

深
め
、
全
人
的
人
間
形
成
」「
地
域
社
会
と
の

密
接
な
結
び
つ
き
に
よ
り
、
学
問
理
論
の
生

活
化
」
を
実
現
す
る
も
の
と
も
換
言
で
き
、

学
生
が
地
域
の
中
で
成
長
し
、
地
域
社
会
か

ら
成
長
を
認
め
ら
れ
る
と
と
も
に
、
自
ら
の

成
長
を
楽
し
む
最
も
重
要
な
場
で
も
あ
る
。

❶ 

専
門
ゼ
ミ
の
運
営
概
要

　
専
門
ゼ
ミ
に
お
け
る
熊
谷
ゼ
ミ
の
テ
ー
マ

は
、
教
員
の
専
門
、
研
究
テ
ー
マ
等
に
基
づ

き
「
観
光
・
交
通
・
景
観
ま
ち
づ
く
り
と
そ

の
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
」
と
設
定
し
て
い
る
。
教

員
は
、
長
ら
く
観
光
・
景
観
政
策
研
究
や
、

自
治
体
等
の
計
画
・
設
計
の
業
務
に
携
わ
っ

て
き
た
実
務
家
教
員
で
あ
り
、
こ
の
実
績
と

人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
等
を
活
か
す
ゼ
ミ
で
あ

る
。
専
門
ゼ
ミ
は
通
年
履
修
科
目
で
あ
り
、

私
の
ゼ
ミ
は
週
1
回
、
2
限
連
続
を
基
本
に

開
講
し
て
い
る
。

　
過
疎
化
・
高
齢
化
が
進
展
す
る
長
野
県
に

お
い
て
は
、
交
流
人
口
、
関
係
人
口
を
増
や

し
地
域
創
生
を
図
っ
て
い
く
こ
と
が
重
要
課

題
と
な
っ
て
お
り
、
本
県
の
卓
越
し
た
観
光

資
源
を
生
か
し
て
、
観
光
関
連
産
業
の
さ
ら

な
る
育
成
と
、
そ
の
ベ
ー
ス
と
な
る
観
光
ま

ち
づ
く
り
が
不
可
欠
で
あ
る
。
一
方
で
、
ス

キ
ー
場
を
中
心
と
し
た
従
来
型
の
観
光
事
業

や
観
光
ま
ち
づ
く
り
現
場
で
は
、
観
光
客

ニ
ー
ズ
へ
の
対
応
の
遅
れ
、
事
業
継
承
者
不

足
等
の
多
く
の
課
題
を
抱
え
て
い
る
。

　
こ
う
し
た
観
光
地
域
に
立
地
す
る
大
学
・

観
光
系
学
部
の
一
つ
と
し
て
、
観
光
事
業
や

観
光
ま
ち
づ
く
り
の
現
場
に
近
い
ロ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
生
か
し
て
、
実
際
の
地
域
組
織
と

連
携
し
た
学
修
（
教
育
）
と
研
究
、
地
域
貢
献

を
渾
然
一
体
と
な
っ
て
進
め
る
こ
と
を
私
の

モ
ッ
ト
ー
と
し
て
お
り
、
専
門
ゼ
ミ
は
そ
の

中
心
的
な
取
組
の
場
と
し
て
注
力
し
て
い
る
。

　
専
門
ゼ
ミ
（
4
年
生
は
卒
業
研
究
ゼ
ミ
と

称
す
る
が
こ
れ
を
合
わ
せ
て
）
に
限
っ
て

み
て
も
、
熊
谷
ゼ
ミ
生
は
60
人
程
度
と
大

所
帯
と
な
っ
て
い
る
。
一
方
で
専
門
ゼ
ミ
の

延
長
上
で
卒
業
研
究
に
取
り
組
む
こ
と
が
望

ま
れ
る
。こ
う
し
た
こ
と
か
ら
専
門
ゼ
ミ
は
、

サ
ウ
ナ
施
設
等
と
し
て
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
し

利
活
用
す
る
プ
ロ
セ
ス
を
実
践
的
に
学
ば
せ

て
い
た
だ
い
て
い
る
。

　
本
ゼ
ミ
が
対
象
と
す
る
エ
リ
ア
に
お
い

て
、
空
き
家
や
空
き
店
舗
、
低
未
利
用
の
公

共
施
設
、廃
業
宿
泊
施
設
は
増
加
し
て
お
り
、

地
域
社
会
に
暗
い
影
を
落
と
し
て
い
る
。
こ

れ
ら
を
歴
史
的
な
資
源
と
捉
え
て
リ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
し
、
有
効
活
用
す
る
方
策
が
求
め
ら

れ
て
き
た
。
そ
の
プ
ロ
セ
ス
に
お
い
て
ど
の

よ
う
な
課
題
が
あ
り
、
そ
れ
を
解
決
す
る
た

め
に
は
ど
の
よ
う
な
知
恵
や
技
術
、
ス
テ
ー

ク
ホ
ル
ダ
ー
と
の
連
携
が
必
要
か
、
効
率
的

か
つ
事
業
収
益
も
加
味
し
た
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
手
法
と
は
い
か
な
る
も
の
か
等
に
つ
い

て
、
柏
屋
別
荘
の
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
事
業
で

は
体
験
的
に
学
ぶ
こ
と
が
で
き
て
い
る
。

　
新
生
柏
屋
別
荘
は
、
昨
年
（
2
0
2
2
年
）

度
、
都
市
環
境
デ
ザ
イ
ン
会
議
研
究
報
告
会

や
外
務
省
の
ラ
オ
ス
国
立
大
学
生
招
聘
事
業

と
い
っ
た
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
事
業
の
誘
致
に
成
功

し
、
こ
れ
ら
の
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
運
営
を
ゼ

ミ
生
が
支
援
ま
た
は
企
画
運
営
す
る
と
と
も

に
、
ゼ
ミ
の
関
連
学
修
成
果
を
発
表
し
た
り

外
国
人
と
交
流
す
る
機
会
が
生
ま
れ
、
学
び

の
幅
を
広
げ
る
機
会
と
な
っ
た
。
ま
た
観
光

庁
の
補
助
事
業
と
し
て
実
施
し
た
「
柏
屋
別

荘
活
用
ア
イ
デ
ア
コ
ン
ペ
」（
写
真
3
）
へ
の

参
加
を
通
し

て
、
全
国
の
都

市
計
画
専
門
家

の
英
知
を
学
ぶ

機
会
に
も
恵
ま

れ
た
。
な
お
柏

屋
別
荘
に
お
い

て
も
、
コ
ワ
ー

キ
ン
グ
ス
ペ
ー

ス
の
一
部
を
ゼ

ミ
学
修
用
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
ル
ー
ム
と
し
て

提
供
い
た
だ
い
て
い
る
。

　
本
学
は
、
地
域
の
産
業
界
や
公
共
公
益
団

体
等
の
多
様
な
主
体
と
の
連
携
に
よ
る
研
究

教
育
活
動
と
社
会
貢
献
を
目
指
し
て
産
学
官

連
携
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
立
科

町
商
工
会
と
の
連
携
協
定
は
足
か
け
15
年
の

歴
史
を
紡
い
で
き
た
。
そ
の
一
環
と
し
て
、
立

科
町
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
ユ
ー
ユ
ー
た
て
し

な
、
農
事
組
合
法
人
蓼
科
農
ん
喜
村
と
協
働

し
た
ゼ
ミ
学
修
を
継
続
的
に
実
施
し
て
い
る
。

　
特
に
近
年
は
、
農
ん
喜
村
が
指
定
管
理
者

と
し
て
運
営
し
て
い
る
道
の
駅
・
女
神
の
里

た
て
し
な
の
活
性
化
や
魅
力
向
上
を
題
材
に

し
、
道
の
駅
開
き
の
イ
ベ
ン
ト
に
お
け
る
学

ゼ
ミ
の
テ
ー
マ
で
あ
る
「
エ
リ
ア
リ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
」
の
学
修
で
は
、
古
民
家
や
町
屋
等

の
活
用
の
可
能
性
を
学
ぶ
中
で
、
分
散
型
宿

泊
施
設
お
よ
び
ま
ち
づ
く
り
の
全
国
的
な
オ

ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
企
業
に
職
を
求
め
、
活
躍
す

る
よ
う
な
学
生
も
出
て
き
て
い
る
。

　
こ
こ
ま
で
堅
い
前
置
き
の
よ
う
な
内
容
に

終
始
し
て
し
ま
っ
た
。
以
下
は
具
体
的
な
地

域
協
働
型
の
チ
ー
ム
学
修
ゼ
ミ
の
内
容
や
成

果
を
紹
介
し
て
い
き
た
い
。

　
真
田
氏
の
築
い
た
上
田
城
下
、
北
国
街
道

沿
道
の
古
い
商
人
町
が
柳
町
で
あ
り
、
長
い

歴
史
を
持
つ
酒

蔵
、
み
そ
蔵
、

ワ
イ
ナ
リ
ー
直

営
店
、
天
然
酵

母
を
使
っ
た
有

名
パ
ン
等
発
酵

食
品
の
店
舗
や

工
房
が
建
ち
並

ん
で
い
る
。

2
0
0
4
年
度

生
企
画
プ
ロ
グ

ラ
ム
の
開
催
を

は
じ
め
、
隣
接

す
る
町
有
施

設
・
耕
福
館
、

ク
ラ
イ
ン
ガ
ル

テ
ン
を
取
り
込

ん
だ
道
の
駅

バ
ー
ジ
ョ
ン

ア
ッ
プ
計
画
の

策
定（
写
真
4
）、
そ
の
実
現
可
能
性
を
検
証

す
る
た
め
の
オ
ー
プ
ン
カ
フ
ェ
等
の
社
会
実
験

に
取
り
組
み
、
そ
の
成
果
を
指
定
管
理
者
に
提

言
・
報
告
し
て
い
る
。
な
お
、
こ
の
取
組
は
、

2
0
1
9
年
度
に
国
土
交
通
省
関
東
地
方
整

備
局
が
実
施
し
た「
道
の
駅
」学
生
コ
ン
テ
ス

ト
に
お
い
て
優
秀
な
活
動
と
し
て
表
彰
さ
れ
て

い
る（
こ
の
内
容
は
本
誌
2
5
0
号
に
寄
稿
）。

　
そ
の
後
も
毎
年
秋
に
開
催
さ
れ
る
道
の
駅

主
催
の
収
穫
祭
に
お
い
て
、
特
産
の
リ
ン
ゴ

を
食
材
と
し
た
ミ
ニ
パ
フ
ェ
や
ス
ム
ー

ジ
ー
、
ベ
ー
グ
ル
等
の
カ
フ
ェ
メ
ニ
ュ
ー
を

ゼ
ミ
生
が
発
案
し
、
事
業
者
と
連
携
し
て
開

発
・
提
供
、
準
備
し
た
商
品
を
全
て
売
り
切

る
効
果
を
上
げ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
商
品
開

発
に
お
い
て
何
回
も
試
作
と
試
食
を
繰
り
返

し
、
試
行
錯
誤
し
な
が
ら
商
品
開
発
を
行
う

学
修
プ
ロ
セ
ス
や
、
学
生
が
デ
ザ
イ
ン
を
学

び
な
が
ら
作
成
し
た
ポ
ッ
プ
や
フ
ラ
イ
ヤ
ー

等
の
情
報
発
信
が
結
実
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
本
学
部
の
三
田
育
雄
客
員
教
授
が
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト
時
代
に
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
し
た
道
の

駅
・
川
場
田
園
プ
ラ
ザ
が
、
川
場
村
の
過
疎

地
域
指
定
脱
却
の
大
き
な
成
功
要
因
と
な
っ

た
よ
う
に
、
道
の
駅
は
や
り
よ
う
に
よ
っ
て

絶
大
な
地
域
振
興
効
果
を
も
た
ら
す
。
学
生

は
、
道
の
駅
・
女
神
の
里
た
て
し
な
の
現
場

学
修
と
、
毎
年
の
よ
う
に
実
施
す
る
川
場
田

園
プ
ラ
ザ
等
先
進
道
の
駅
の
フ
ィ
ー
ル
ド

ワ
ー
ク
を
通
し
、
6
次
産
業
化
拠
点
と
観
光

ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ
と
し
て
の
道
の
駅
の
可
能
性

や
、
そ
の
地
域
振
興
の
仕
組
み
に
つ
い
て
格

好
の
学
び
を
得
て
い
る
。

　
熊
谷
ゼ
ミ
で
は
、
須
坂
市
峰
の
原
高
原
に

お
け
る
ペ
ン
シ
ョ
ン
村
の
事
業
継
承
や
リ

ゾ
ー
ト
再
生
も
10
年
に
わ
た
り
題
材
と
し
て

お
り
、
地
元
観
光
協
会
、
須
坂
市
、
長
野
県

観
光
機
構
、A

irb
n
b

等
と
の
地
域
協
働
学

修
に
取
り
組
ん
で
き
た
。

　
ま
た
景
観
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
は
、
文
化

財
保
護
法
の
重
要
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地

区
制
度
の
契
機
の
一
つ
と
な
っ
た
妻
籠
宿
に
出

向
き
、
妻
籠
を
愛
す
る
会
幹
部
と
の
意
見
交
換

を
行
っ
た
り
、
重
伝
建
選
定
を
目
指
す
小
諸
市

で
の
地
域
協
働
学
修
も
継
続
実
施
し
て
い
る
。

　
昨
年
度
産
学
官
協
定
を
締
結
し
た
三
菱
地

所
株
式
会
社
の
協
力
に
よ
る
「
大
丸
有
」
開

発
や
横
浜
Ｍ
Ｍ
21
に
お
け
る
都
市
景
観
形

成
、
教
員
が
実
務
と
し
て
携
わ
っ
た
新
幹
線

飯
山
駅
観
光
交
流
セ
ン
タ
ー
等
を
教
材
（
写

真
5
）と
し
た
、都
市
景
観
が
テ
ー
マ
の
チ
ー

ム
学
修
も
あ
る
。

　
以
上
、
観
光
ま
ち
づ
く
り
現
場
に
は
、
地

元
事
業
者
や
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
と
と
も
に

第
一
線
で
活
躍
す
る
専
門
家
、
研
究
者
も

集
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
皆
さ
ん
の
理
解
あ

る
指
導
は
、
熊
谷
ゼ
ミ
の
学
修
に
と
っ
て
欠

か
せ
な
い
存
在
で
あ
り
、
こ
の
場
を
借
り
て

感
謝
を
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
る
。

3
．地
域
協
働
型
チ
ー
ム

学
修
ゼ
ミ
の
内
容

写真1）エリアリノベーションの先進地・白馬岩岳のゼミフィールドワーク

写真2）上田市柳町における
ゼミ生による観光ガイド

❷ 

観
光
ま
ち
づ
く
り
現
場
で
の

　

 

チ
ー
ム
学
修

❶ 

上
田
市
柳
町
の

　

 

観
光
ま
ち
づ
く
り
学
修

❷ 

上
田
市
別
所
温
泉
柏
屋
別
荘

　

 

リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
学
修
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• ゼミの共通テーマに関するレクチャー、文献
輪読等による学修、意見交換

• チーム学修の成果共有･意見交換

• 個人研究の報告･意見交換

• ゼミ全体フィールドワーク（県内・近県)

• 上田地域等における地域協働学習

• 観光まちづくりや観光事業を担う地域組織と
連携し、地域課題を探求・分析し、その解決
のための調査・計画・事業を協働

• チーム別の先進地フィールドワーク

• 観光・景観・交通まちづくりに関連する個人
の問題意識や関心を高めつつ、研究のフ
レームづくり

• ２年生は専門書を読み､基礎知識を付ける

• ３年生は研究フレームを固め、卒研の準備

ステークホルダーヒアリング
現況調査・アンケート調査等

社会実験（例：柳町道路使用許可によるオープンカフェ）
イベント実施 （例：小諸城下町フェスタ）
フィジカルな整備事業 （例：空き家のリノベーション）
商品開発・提供 （例：道の駅カフェメニュー､旅行商品）

観光客アンケート調査
ステークホルダーヒアリング等

地域からの
協働要請

ゼミ生による
課題発見･希望学

習
全
体
�
通
�
�
�
観
光
�
�
�
�
�
組
織
�
観
光
事
業
者

現
場
�
考
�
�
�
� 

� 

大
学
�
考
�
�
�
�
�
往
還

2～3回に１
回の頻度で
現場で学修
する。

図 1 熊谷ゼミの構成と、学修の概要 図 2 “地域協働”と“現場でよく考える”をモットーとした「チーム学修ゼミ」

か
ら
導
入
さ
れ
た
街
並
み
環
境
整
備
事
業
等

が
発
端
と
な
っ
て
徐
々
に
観
光
対
象
化
し
、

2
0
1
8
年
に
は
市
内
の
定
番
観
光
対
象
と

組
み
合
わ
せ
た
旅
行
商
品
化
に
よ
り
、
一
気

に
観
光
地
化
が
進
展
。
ま
と
ま
っ
た
駐
車
場

が
な
い
柳
町
に
多
い
日
に
は
10
台
以
上
の
大

型
バ
ス
が
来
訪
す
る
状
況
に
な
り
、
観
光
交

通
や
観
光
公
害
の
問
題
が
急
浮
上
し
て
い
た
。

　
熊
谷
ゼ
ミ
で
も
、
2
0
1
9
年
度
頃
よ
り

柳
町
観
光
振
興
会
や
上
田
市
都
市
計
画
課
等

と
連
携
し
た
地
域
協
働
学
修
に
取
り
組
ん
で

い
る
。
ゼ
ミ
生
は
、
柳
町
の
一
角
で
定
期
的

に
ご
提
供
い
た
だ
い
て
い
る
サ
テ
ラ
イ
ト
ゼ

ミ
室
を
拠
点
に
し
て
、
急
激
に
問
題
化
し
た

観
光
交
通
量
や
そ
の
受
け
皿
と
な
る
近
隣
駐

車
場
の
実
態
、
観
光
客
の
満
足
度
・
地
域
住

民
の
意
識
等
に
関
す
る
調
査
を
実
施
。
同
時

に
、
地
域
住
民
か
ら
の
指
導
に
基
づ
き
ゼ
ミ

生
が
観
光
客
の
ガ
イ
ド
を
担
う
「
学
生
ガ
イ

ド
」（
写
真
2
）
や
、
日
時
を
限
定
し
道
路
使

用
許
可
を
受
け
て
実
施
す
る
社
会
実
験
「
路

上
オ
ー
プ
ン
カ
フ
ェ
」
の
支
援
と
そ
の
効
果

検
証
等
を
通
し
、
観
光
調
査
の
方
法
論
や
観

光
ま
ち
づ
く
り
の
実
践
の
プ
ロ
セ
ス
、
イ
ン

フ
ラ
の
多
目
的
利
用
等
の
政
策
動
向
を
現
場

で
学
ん
で
い
る
。

　
学
生
の
学
修
成
果
は
、
信
州
上
田
景
観
・

花
と
緑
の
ま
ち
づ
く
り
フ
ォ
ー
ラ
ム

（
2
0
1
9
年
度
）に
お
い
て
学
生
発
表
さ
せ

て
い
た
だ
い
た
り
、
2
0
2
2
年
度
に
は
市
長

提
言
の
場
も
設
け
ら
れ
た
。
今
年（
2
0
2
3

年
）度
は
、
柳
町
を
含
め
た
城
下
町
一
帯
が
観

光
庁
の「
歴
史
的
資
源
を
活
用
し
た
観
光
ま

ち
づ
く
り
推
進
事
業
」に
採
択
さ
れ
た
た
め
、

歴
史
資
源
の
掘
り
起
こ
し
、
活
用
可
能
な
空

き
家
調
査
、
観
光
客
の
ニ
ー
ズ
調
査
等
に
ゼ

ミ
生
が
関
わ
り
、Ｊ
Ｔ
Ｂ
総
合
研
究
所
等
の
専

門
家
の
指
導
を
受
け
る
な
ど
、
よ
り
有
効
な

学
び
を
展
開
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
古
刹
が
集
積
し
信
州
の
鎌
倉
と
も
呼
ば
れ

る
塩
田
平
に
位
置
す
る
古
湯
・
別
所
温
泉
に

お
い
て
象
徴
的
な
湯
宿
の
一
つ
で
あ
っ
た

「
柏
屋
別
荘
」
は
、
2
0
1
7
年
に
百
年
以

上
続
い
た
営
業
の
幕
を
閉
じ
、
廃
業
旅
館
と

し
て
放
置
さ
れ
て
い
た
。
新
オ
ー
ナ
ー
で
あ

る
東
京
の
信
田
商
事
株
式
会
社
・
信
田
直
昭

氏
の
意
向
を
受
け
、
熊
谷
ゼ
ミ
生
が
参
加
し

活
用
の
ア
イ
デ
ア
検
討
や
地
域
を
巻
き
込
む

た
め
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
等
活
用
の
機
運
づ
く

り
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
ま
た
、
本
施
設
を

ゼ
ミ
学
修
の
場
と
す
る
こ
と
を
通
し
て
、
コ

ワ
ー
キ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス
や
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
の
ユ

ニ
ー
ク
ベ
ニ
ュ
ー
、サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
、

図
1
に
示
す
よ
う
に
、①
全
体
ゼ
ミ
、②
チ
ー

ム
学
修
ゼ
ミ
、③
個
人
研
究
の
3
つ
か
ら
構

成
し
、
正
課
の
授
業
に
お
い
て
は
①
②
を
中

心
に
組
み
合
わ
せ
て
い
る
。①
全
体
ゼ
ミ
は
、

熊
谷
ゼ
ミ
の
大
テ
ー
マ
の
下
、
年
度
毎
に
設

定
し
て
い
る
具
体
的
な
テ
ー
マ
（
最
近
2
年

は
「
エ
リ
ア
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
」）
に
沿
っ
て
、

教
員
ま
た
は
外
部
講
師
に
よ
る
情
報
提
供
を

行
い
、
そ
れ
に
基
づ
く
意
見
交
換
や
、
長
野

県
お
よ
び
近
県
を
対
象
地
と
し
た
先
進
地

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
（
写
真
1
）
を
実
施
す

る
ほ
か
、②
チ
ー
ム
学
修
の
成
果
共
有
等
を

行
っ
て
い
る
。

　
専
門
ゼ
ミ
の
中
心
的
な
学
修
の
場
が
②

チ
ー
ム
学
修
で
あ
る
。
図
2
に
示
す
よ
う
な

地
域
協
働
学
修
の
一
部
ま
た
は
全
体
を
通
年

で
展
開
す
る
中
で
、
地
域
課
題
を
客
観
的
・

論
理
に
捉
え
、
そ
の
解
決
に
向
け
た
ク
リ
エ

イ
テ
ィ
ブ
な
企
画
・
計
画
を
立
て
る
知
識
や

手
法
を
実
体
験
的
に
学
ぶ
と
と
も
に
、
観
光

ま
ち
づ
く
り
に
必
要
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
能
力
や
表
現
力
等
を
養
っ
て
い
る
。ま
た
、

実
際
に
観
光
の
実
態
や
ニ
ー
ズ
を
把
握
す
る

た
め
の
調
査
結
果
提
供
や
、
社
会
実
験
、
イ

ベ
ン
ト
開
催
、
旅
行
商
品
や
カ
フ
ェ
メ

ニ
ュ
ー
等
の
商
品
開
発
・
提
供
、
古
民
家
等

の
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
協
働
、
情
報
発
信
等
の

実
施
・
協
力
を
通
し
て
、
地
域
の
観
光
ま
ち

づ
く
り
に
少
な
か
ら
ず
貢
献
す
る
こ
と
で
、

学
生
は
ま
ち
づ
く
り
の
意
義
を
実
感
す
る
と

と
も
に
、
地
域
と
の
ギ
ブ
・
ア
ン
ド
・
テ
イ

ク
の
関
係
を
築
い
た
り
、
そ
の
企
画
や
行
動

を
認
め
て
も
ら
い
成
長
を
感
じ
る
機
会
と
す

る
こ
と
を
目
指
す
。

　
こ
の
チ
ー
ム
学
修
は
、
本
学
が
立
地
す
る

上
田
市
、
上
田
地
域
定
住
自
立
圏
お
よ
び
そ

の
周
辺
地
域
に
お
い
て
、
毎
年
度
5
〜
6

チ
ー
ム
編
成
し
て
い
る
。
ゼ
ミ
生
は
、
ゼ
ミ

の
2
〜
3
回
に
1
回
ほ
ど
の
頻
度
で
地
域
協

働
学
修
の
現
場
に
赴
い
て
関
係
者
の
話
を
聞

き
、
地
域
組
織
と
連
携
し
て
多
様
な
調
査
や

事
業
を
行
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
ゼ
ミ
の

内
容
か
ら
、
正
課
外
の
休
日
の
活
動
時
間
も

少
な
く
な
い
。
教
員
と
し
て
は
、
ゼ
ミ
の
教

育
効
果
を
高
め
る
た
め
、
地
域
協
働
学
修
の

連
携
先
で
あ
る
観
光
事
業
や
観
光
ま
ち
づ
く

り
の
リ
ー
ダ
ー
と
の
信
頼
関
係
の
構
築
、
教

育
方
針
や
チ
ー
ム
学
修
ゼ
ミ
の
狙
い
、
内
容

の
す
り
合
わ
せ
に
苦
心
し
て
い
る
。

　
な
お
、
こ
う
し
た
連
携
先
の
リ
ー
ダ
ー
の

皆
さ
ん
は
、
当
該
地
域
と
観
光
事
業
に
自
負

と
自
信
を
持
ち
、
強
い
信
念
を
持
っ
て
ま
ち

づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
る
方
々
で
あ
る
と

と
も
に
、人
生
経
験
豊
か
な
方
々
で
も
あ
る
。

地
域
協
働
学
修
を
通
し
て
こ
の
よ
う
な
方
々

と
日
常
的
に
交
流
し
、
観
光
ま
ち
づ
く
り
現

場
で
の
今
日
的
・
未
来
的
な
課
題
や
社
会
潮

流
を
知
る
こ
と
で
、
卒
業
後
の
キ
ャ
リ
ア
形

成
に
も
つ
な
げ
ら
れ
る
。
実
際
に
、
熊
谷
ゼ

ミ
で
の
地
域
協
働
学
修
を
通
し
て
対
象
地
域

に
惚
れ
込
み
、
在
学
中
（
4
年
生
）
に
地
域

お
こ
し
協
力
隊
員
に
就
任
し
た
学
生
も
複
数

輩
出
し
て
い
る
。
ま
た
先
に
示
し
た
近
年
の

　
長
野
大
学
環
境
ツ
ー
リ
ズ
ム
学
部
は
、
社

会
学
を
ベ
ー
ス
に
環
境
（
資
源
）、
観
光
、

地
域
社
会
（
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
）・
地
域
ビ
ジ
ネ

ス
が
融
合
し
た
教
育
研
究
を
目
指
し
て
お

り
、
教
室
で
の
座
学
だ
け
で
な
く
、
地
域
の

多
様
な
現
場
で
体
験
的
に
学
ぶ
フ
ィ
ー
ル
ド

ワ
ー
ク
型
の
学
修
に
特
徴
を
置
い
て
い
る
。

そ
の
学
び
は
、
過
疎
化
・
高
齢
化
が
進
む
地

域
の
課
題
を
題
材
に
、
本
学
が
立
地
す
る
信

州
の
学
海
と
も
称
さ
れ
た
地
域
の
在
野
知
と

大
学
の
専
門
知
の
連
携
研
究
や
地
域
協
働
型

教
育
に
よ
っ
て
実
現
を
図
る
も
の
で
、
そ
の

中
心
的
な
科
目
が
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
で
あ
る
。

　
ゼ
ミ
は
全
学
年
で
展
開
さ
れ
て
お
り
、
1

年
生
は
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
ス
キ
ル
の
向
上
と
学

部
の
専
門
的
学
び
の
準
備
、
2
〜
3
年
生
は

前
述
し
た
環
境
、観
光
、地
域
社
会
等
を
各
々

専
門
と
す
る
教
員
の
「
専
門
ゼ
ミ
」
に
属
し

て
地
域
現
場
で
の
体
験
型
学
び
を
行
い
、
4

年
生
で
は
そ
の
延
長
上
に
卒
業
研
究
を
ま
と

め
る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
と
し
て
い
る
。
ゼ
ミ
は
、

本
学
の
建
学
の
理
念
で
あ
る
「
清
爽
な
自
然

環
境
を
活
か
し
た
理
想
的
教
育
研
究
の
場
の

建
設
」「
少
人
数
教
育
に
よ
り
人
間
的
接
触
を

深
め
、
全
人
的
人
間
形
成
」「
地
域
社
会
と
の

密
接
な
結
び
つ
き
に
よ
り
、
学
問
理
論
の
生

活
化
」
を
実
現
す
る
も
の
と
も
換
言
で
き
、

学
生
が
地
域
の
中
で
成
長
し
、
地
域
社
会
か

ら
成
長
を
認
め
ら
れ
る
と
と
も
に
、
自
ら
の

成
長
を
楽
し
む
最
も
重
要
な
場
で
も
あ
る
。

❶ 

専
門
ゼ
ミ
の
運
営
概
要

　
専
門
ゼ
ミ
に
お
け
る
熊
谷
ゼ
ミ
の
テ
ー
マ

は
、
教
員
の
専
門
、
研
究
テ
ー
マ
等
に
基
づ

き
「
観
光
・
交
通
・
景
観
ま
ち
づ
く
り
と
そ

の
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
」
と
設
定
し
て
い
る
。
教

員
は
、
長
ら
く
観
光
・
景
観
政
策
研
究
や
、

自
治
体
等
の
計
画
・
設
計
の
業
務
に
携
わ
っ

て
き
た
実
務
家
教
員
で
あ
り
、
こ
の
実
績
と

人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
等
を
活
か
す
ゼ
ミ
で
あ

る
。
専
門
ゼ
ミ
は
通
年
履
修
科
目
で
あ
り
、

私
の
ゼ
ミ
は
週
1
回
、
2
限
連
続
を
基
本
に

開
講
し
て
い
る
。

　
過
疎
化
・
高
齢
化
が
進
展
す
る
長
野
県
に

お
い
て
は
、
交
流
人
口
、
関
係
人
口
を
増
や

し
地
域
創
生
を
図
っ
て
い
く
こ
と
が
重
要
課

題
と
な
っ
て
お
り
、
本
県
の
卓
越
し
た
観
光

資
源
を
生
か
し
て
、
観
光
関
連
産
業
の
さ
ら

な
る
育
成
と
、
そ
の
ベ
ー
ス
と
な
る
観
光
ま

ち
づ
く
り
が
不
可
欠
で
あ
る
。
一
方
で
、
ス

キ
ー
場
を
中
心
と
し
た
従
来
型
の
観
光
事
業

や
観
光
ま
ち
づ
く
り
現
場
で
は
、
観
光
客

ニ
ー
ズ
へ
の
対
応
の
遅
れ
、
事
業
継
承
者
不

足
等
の
多
く
の
課
題
を
抱
え
て
い
る
。

　
こ
う
し
た
観
光
地
域
に
立
地
す
る
大
学
・

観
光
系
学
部
の
一
つ
と
し
て
、
観
光
事
業
や

観
光
ま
ち
づ
く
り
の
現
場
に
近
い
ロ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
生
か
し
て
、
実
際
の
地
域
組
織
と

連
携
し
た
学
修
（
教
育
）
と
研
究
、
地
域
貢
献

を
渾
然
一
体
と
な
っ
て
進
め
る
こ
と
を
私
の

モ
ッ
ト
ー
と
し
て
お
り
、
専
門
ゼ
ミ
は
そ
の

中
心
的
な
取
組
の
場
と
し
て
注
力
し
て
い
る
。

　
専
門
ゼ
ミ
（
4
年
生
は
卒
業
研
究
ゼ
ミ
と

称
す
る
が
こ
れ
を
合
わ
せ
て
）
に
限
っ
て

み
て
も
、
熊
谷
ゼ
ミ
生
は
60
人
程
度
と
大

所
帯
と
な
っ
て
い
る
。
一
方
で
専
門
ゼ
ミ
の

延
長
上
で
卒
業
研
究
に
取
り
組
む
こ
と
が
望

ま
れ
る
。こ
う
し
た
こ
と
か
ら
専
門
ゼ
ミ
は
、

サ
ウ
ナ
施
設
等
と
し
て
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
し

利
活
用
す
る
プ
ロ
セ
ス
を
実
践
的
に
学
ば
せ

て
い
た
だ
い
て
い
る
。

　
本
ゼ
ミ
が
対
象
と
す
る
エ
リ
ア
に
お
い

て
、
空
き
家
や
空
き
店
舗
、
低
未
利
用
の
公

共
施
設
、廃
業
宿
泊
施
設
は
増
加
し
て
お
り
、

地
域
社
会
に
暗
い
影
を
落
と
し
て
い
る
。
こ

れ
ら
を
歴
史
的
な
資
源
と
捉
え
て
リ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
し
、
有
効
活
用
す
る
方
策
が
求
め
ら

れ
て
き
た
。
そ
の
プ
ロ
セ
ス
に
お
い
て
ど
の

よ
う
な
課
題
が
あ
り
、
そ
れ
を
解
決
す
る
た

め
に
は
ど
の
よ
う
な
知
恵
や
技
術
、
ス
テ
ー

ク
ホ
ル
ダ
ー
と
の
連
携
が
必
要
か
、
効
率
的

か
つ
事
業
収
益
も
加
味
し
た
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
手
法
と
は
い
か
な
る
も
の
か
等
に
つ
い

て
、
柏
屋
別
荘
の
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
事
業
で

は
体
験
的
に
学
ぶ
こ
と
が
で
き
て
い
る
。

　
新
生
柏
屋
別
荘
は
、
昨
年
（
2
0
2
2
年
）

度
、
都
市
環
境
デ
ザ
イ
ン
会
議
研
究
報
告
会

や
外
務
省
の
ラ
オ
ス
国
立
大
学
生
招
聘
事
業

と
い
っ
た
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
事
業
の
誘
致
に
成
功

し
、
こ
れ
ら
の
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
運
営
を
ゼ

ミ
生
が
支
援
ま
た
は
企
画
運
営
す
る
と
と
も

に
、
ゼ
ミ
の
関
連
学
修
成
果
を
発
表
し
た
り

外
国
人
と
交
流
す
る
機
会
が
生
ま
れ
、
学
び

の
幅
を
広
げ
る
機
会
と
な
っ
た
。
ま
た
観
光

庁
の
補
助
事
業
と
し
て
実
施
し
た
「
柏
屋
別

荘
活
用
ア
イ
デ
ア
コ
ン
ペ
」（
写
真
3
）
へ
の

参
加
を
通
し

て
、
全
国
の
都

市
計
画
専
門
家

の
英
知
を
学
ぶ

機
会
に
も
恵
ま

れ
た
。
な
お
柏

屋
別
荘
に
お
い

て
も
、
コ
ワ
ー

キ
ン
グ
ス
ペ
ー

ス
の
一
部
を
ゼ

ミ
学
修
用
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
ル
ー
ム
と
し
て

提
供
い
た
だ
い
て
い
る
。

　
本
学
は
、
地
域
の
産
業
界
や
公
共
公
益
団

体
等
の
多
様
な
主
体
と
の
連
携
に
よ
る
研
究

教
育
活
動
と
社
会
貢
献
を
目
指
し
て
産
学
官

連
携
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
立
科

町
商
工
会
と
の
連
携
協
定
は
足
か
け
15
年
の

歴
史
を
紡
い
で
き
た
。
そ
の
一
環
と
し
て
、
立

科
町
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
ユ
ー
ユ
ー
た
て
し

な
、
農
事
組
合
法
人
蓼
科
農
ん
喜
村
と
協
働

し
た
ゼ
ミ
学
修
を
継
続
的
に
実
施
し
て
い
る
。

　
特
に
近
年
は
、
農
ん
喜
村
が
指
定
管
理
者

と
し
て
運
営
し
て
い
る
道
の
駅
・
女
神
の
里

た
て
し
な
の
活
性
化
や
魅
力
向
上
を
題
材
に

し
、
道
の
駅
開
き
の
イ
ベ
ン
ト
に
お
け
る
学

ゼ
ミ
の
テ
ー
マ
で
あ
る
「
エ
リ
ア
リ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
」
の
学
修
で
は
、
古
民
家
や
町
屋
等

の
活
用
の
可
能
性
を
学
ぶ
中
で
、
分
散
型
宿

泊
施
設
お
よ
び
ま
ち
づ
く
り
の
全
国
的
な
オ

ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
企
業
に
職
を
求
め
、
活
躍
す

る
よ
う
な
学
生
も
出
て
き
て
い
る
。

　
こ
こ
ま
で
堅
い
前
置
き
の
よ
う
な
内
容
に

終
始
し
て
し
ま
っ
た
。
以
下
は
具
体
的
な
地

域
協
働
型
の
チ
ー
ム
学
修
ゼ
ミ
の
内
容
や
成

果
を
紹
介
し
て
い
き
た
い
。

　
真
田
氏
の
築
い
た
上
田
城
下
、
北
国
街
道

沿
道
の
古
い
商
人
町
が
柳
町
で
あ
り
、
長
い

歴
史
を
持
つ
酒

蔵
、
み
そ
蔵
、

ワ
イ
ナ
リ
ー
直

営
店
、
天
然
酵

母
を
使
っ
た
有

名
パ
ン
等
発
酵

食
品
の
店
舗
や

工
房
が
建
ち
並

ん
で
い
る
。

2
0
0
4
年
度

生
企
画
プ
ロ
グ

ラ
ム
の
開
催
を

は
じ
め
、
隣
接

す
る
町
有
施

設
・
耕
福
館
、

ク
ラ
イ
ン
ガ
ル

テ
ン
を
取
り
込

ん
だ
道
の
駅

バ
ー
ジ
ョ
ン

ア
ッ
プ
計
画
の

策
定（
写
真
4
）、
そ
の
実
現
可
能
性
を
検
証

す
る
た
め
の
オ
ー
プ
ン
カ
フ
ェ
等
の
社
会
実
験

に
取
り
組
み
、
そ
の
成
果
を
指
定
管
理
者
に
提

言
・
報
告
し
て
い
る
。
な
お
、
こ
の
取
組
は
、

2
0
1
9
年
度
に
国
土
交
通
省
関
東
地
方
整

備
局
が
実
施
し
た「
道
の
駅
」学
生
コ
ン
テ
ス

ト
に
お
い
て
優
秀
な
活
動
と
し
て
表
彰
さ
れ
て

い
る（
こ
の
内
容
は
本
誌
2
5
0
号
に
寄
稿
）。

　
そ
の
後
も
毎
年
秋
に
開
催
さ
れ
る
道
の
駅

主
催
の
収
穫
祭
に
お
い
て
、
特
産
の
リ
ン
ゴ

を
食
材
と
し
た
ミ
ニ
パ
フ
ェ
や
ス
ム
ー

ジ
ー
、
ベ
ー
グ
ル
等
の
カ
フ
ェ
メ
ニ
ュ
ー
を

ゼ
ミ
生
が
発
案
し
、
事
業
者
と
連
携
し
て
開

発
・
提
供
、
準
備
し
た
商
品
を
全
て
売
り
切

る
効
果
を
上
げ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
商
品
開

発
に
お
い
て
何
回
も
試
作
と
試
食
を
繰
り
返

し
、
試
行
錯
誤
し
な
が
ら
商
品
開
発
を
行
う

学
修
プ
ロ
セ
ス
や
、
学
生
が
デ
ザ
イ
ン
を
学

び
な
が
ら
作
成
し
た
ポ
ッ
プ
や
フ
ラ
イ
ヤ
ー

等
の
情
報
発
信
が
結
実
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
本
学
部
の
三
田
育
雄
客
員
教
授
が
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト
時
代
に
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
し
た
道
の

駅
・
川
場
田
園
プ
ラ
ザ
が
、
川
場
村
の
過
疎

地
域
指
定
脱
却
の
大
き
な
成
功
要
因
と
な
っ

た
よ
う
に
、
道
の
駅
は
や
り
よ
う
に
よ
っ
て

絶
大
な
地
域
振
興
効
果
を
も
た
ら
す
。
学
生

は
、
道
の
駅
・
女
神
の
里
た
て
し
な
の
現
場

学
修
と
、
毎
年
の
よ
う
に
実
施
す
る
川
場
田

園
プ
ラ
ザ
等
先
進
道
の
駅
の
フ
ィ
ー
ル
ド

ワ
ー
ク
を
通
し
、
6
次
産
業
化
拠
点
と
観
光

ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ
と
し
て
の
道
の
駅
の
可
能
性

や
、
そ
の
地
域
振
興
の
仕
組
み
に
つ
い
て
格

好
の
学
び
を
得
て
い
る
。

　
熊
谷
ゼ
ミ
で
は
、
須
坂
市
峰
の
原
高
原
に

お
け
る
ペ
ン
シ
ョ
ン
村
の
事
業
継
承
や
リ

ゾ
ー
ト
再
生
も
10
年
に
わ
た
り
題
材
と
し
て

お
り
、
地
元
観
光
協
会
、
須
坂
市
、
長
野
県

観
光
機
構
、A

irb
n
b

等
と
の
地
域
協
働
学

修
に
取
り
組
ん
で
き
た
。

　
ま
た
景
観
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
は
、
文
化

財
保
護
法
の
重
要
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地

区
制
度
の
契
機
の
一
つ
と
な
っ
た
妻
籠
宿
に
出

向
き
、
妻
籠
を
愛
す
る
会
幹
部
と
の
意
見
交
換

を
行
っ
た
り
、
重
伝
建
選
定
を
目
指
す
小
諸
市

で
の
地
域
協
働
学
修
も
継
続
実
施
し
て
い
る
。

　
昨
年
度
産
学
官
協
定
を
締
結
し
た
三
菱
地

所
株
式
会
社
の
協
力
に
よ
る
「
大
丸
有
」
開

発
や
横
浜
Ｍ
Ｍ
21
に
お
け
る
都
市
景
観
形

成
、
教
員
が
実
務
と
し
て
携
わ
っ
た
新
幹
線

飯
山
駅
観
光
交
流
セ
ン
タ
ー
等
を
教
材
（
写

真
5
）と
し
た
、都
市
景
観
が
テ
ー
マ
の
チ
ー

ム
学
修
も
あ
る
。

　
以
上
、
観
光
ま
ち
づ
く
り
現
場
に
は
、
地

元
事
業
者
や
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
と
と
も
に

第
一
線
で
活
躍
す
る
専
門
家
、
研
究
者
も

集
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
皆
さ
ん
の
理
解
あ

る
指
導
は
、
熊
谷
ゼ
ミ
の
学
修
に
と
っ
て
欠

か
せ
な
い
存
在
で
あ
り
、
こ
の
場
を
借
り
て

感
謝
を
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
る
。

3
．地
域
協
働
型
チ
ー
ム

学
修
ゼ
ミ
の
内
容

写真1）エリアリノベーションの先進地・白馬岩岳のゼミフィールドワーク

写真2）上田市柳町における
ゼミ生による観光ガイド

❷ 

観
光
ま
ち
づ
く
り
現
場
で
の
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ム
学
修
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上
田
市
柳
町
の
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学
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別
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温
泉
柏
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シ
ョ
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か
ら
導
入
さ
れ
た
街
並
み
環
境
整
備
事
業
等

が
発
端
と
な
っ
て
徐
々
に
観
光
対
象
化
し
、

2
0
1
8
年
に
は
市
内
の
定
番
観
光
対
象
と

組
み
合
わ
せ
た
旅
行
商
品
化
に
よ
り
、
一
気

に
観
光
地
化
が
進
展
。
ま
と
ま
っ
た
駐
車
場

が
な
い
柳
町
に
多
い
日
に
は
10
台
以
上
の
大

型
バ
ス
が
来
訪
す
る
状
況
に
な
り
、
観
光
交

通
や
観
光
公
害
の
問
題
が
急
浮
上
し
て
い
た
。

　
熊
谷
ゼ
ミ
で
も
、
2
0
1
9
年
度
頃
よ
り

柳
町
観
光
振
興
会
や
上
田
市
都
市
計
画
課
等

と
連
携
し
た
地
域
協
働
学
修
に
取
り
組
ん
で

い
る
。
ゼ
ミ
生
は
、
柳
町
の
一
角
で
定
期
的

に
ご
提
供
い
た
だ
い
て
い
る
サ
テ
ラ
イ
ト
ゼ

ミ
室
を
拠
点
に
し
て
、
急
激
に
問
題
化
し
た

観
光
交
通
量
や
そ
の
受
け
皿
と
な
る
近
隣
駐

車
場
の
実
態
、
観
光
客
の
満
足
度
・
地
域
住

民
の
意
識
等
に
関
す
る
調
査
を
実
施
。
同
時

に
、
地
域
住
民
か
ら
の
指
導
に
基
づ
き
ゼ
ミ

生
が
観
光
客
の
ガ
イ
ド
を
担
う
「
学
生
ガ
イ

ド
」（
写
真
2
）
や
、
日
時
を
限
定
し
道
路
使

用
許
可
を
受
け
て
実
施
す
る
社
会
実
験
「
路

上
オ
ー
プ
ン
カ
フ
ェ
」
の
支
援
と
そ
の
効
果

検
証
等
を
通
し
、
観
光
調
査
の
方
法
論
や
観

光
ま
ち
づ
く
り
の
実
践
の
プ
ロ
セ
ス
、
イ
ン

フ
ラ
の
多
目
的
利
用
等
の
政
策
動
向
を
現
場

で
学
ん
で
い
る
。

　
学
生
の
学
修
成
果
は
、
信
州
上
田
景
観
・

花
と
緑
の
ま
ち
づ
く
り
フ
ォ
ー
ラ
ム

（
2
0
1
9
年
度
）に
お
い
て
学
生
発
表
さ
せ

て
い
た
だ
い
た
り
、
2
0
2
2
年
度
に
は
市
長

提
言
の
場
も
設
け
ら
れ
た
。
今
年（
2
0
2
3

年
）度
は
、
柳
町
を
含
め
た
城
下
町
一
帯
が
観

光
庁
の「
歴
史
的
資
源
を
活
用
し
た
観
光
ま

ち
づ
く
り
推
進
事
業
」に
採
択
さ
れ
た
た
め
、

歴
史
資
源
の
掘
り
起
こ
し
、
活
用
可
能
な
空

き
家
調
査
、
観
光
客
の
ニ
ー
ズ
調
査
等
に
ゼ

ミ
生
が
関
わ
り
、Ｊ
Ｔ
Ｂ
総
合
研
究
所
等
の
専

門
家
の
指
導
を
受
け
る
な
ど
、
よ
り
有
効
な

学
び
を
展
開
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
古
刹
が
集
積
し
信
州
の
鎌
倉
と
も
呼
ば
れ

る
塩
田
平
に
位
置
す
る
古
湯
・
別
所
温
泉
に

お
い
て
象
徴
的
な
湯
宿
の
一
つ
で
あ
っ
た

「
柏
屋
別
荘
」
は
、
2
0
1
7
年
に
百
年
以

上
続
い
た
営
業
の
幕
を
閉
じ
、
廃
業
旅
館
と

し
て
放
置
さ
れ
て
い
た
。
新
オ
ー
ナ
ー
で
あ

る
東
京
の
信
田
商
事
株
式
会
社
・
信
田
直
昭

氏
の
意
向
を
受
け
、
熊
谷
ゼ
ミ
生
が
参
加
し

活
用
の
ア
イ
デ
ア
検
討
や
地
域
を
巻
き
込
む

た
め
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
等
活
用
の
機
運
づ
く

り
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
ま
た
、
本
施
設
を

ゼ
ミ
学
修
の
場
と
す
る
こ
と
を
通
し
て
、
コ

ワ
ー
キ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス
や
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
の
ユ

ニ
ー
ク
ベ
ニ
ュ
ー
、サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
、

図
1
に
示
す
よ
う
に
、①
全
体
ゼ
ミ
、②
チ
ー

ム
学
修
ゼ
ミ
、③
個
人
研
究
の
3
つ
か
ら
構

成
し
、
正
課
の
授
業
に
お
い
て
は
①
②
を
中

心
に
組
み
合
わ
せ
て
い
る
。①
全
体
ゼ
ミ
は
、

熊
谷
ゼ
ミ
の
大
テ
ー
マ
の
下
、
年
度
毎
に
設

定
し
て
い
る
具
体
的
な
テ
ー
マ
（
最
近
2
年

は
「
エ
リ
ア
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
」）
に
沿
っ
て
、

教
員
ま
た
は
外
部
講
師
に
よ
る
情
報
提
供
を

行
い
、
そ
れ
に
基
づ
く
意
見
交
換
や
、
長
野

県
お
よ
び
近
県
を
対
象
地
と
し
た
先
進
地

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
（
写
真
1
）
を
実
施
す

る
ほ
か
、②
チ
ー
ム
学
修
の
成
果
共
有
等
を

行
っ
て
い
る
。

　
専
門
ゼ
ミ
の
中
心
的
な
学
修
の
場
が
②

チ
ー
ム
学
修
で
あ
る
。
図
2
に
示
す
よ
う
な

地
域
協
働
学
修
の
一
部
ま
た
は
全
体
を
通
年

で
展
開
す
る
中
で
、
地
域
課
題
を
客
観
的
・

論
理
に
捉
え
、
そ
の
解
決
に
向
け
た
ク
リ
エ

イ
テ
ィ
ブ
な
企
画
・
計
画
を
立
て
る
知
識
や

手
法
を
実
体
験
的
に
学
ぶ
と
と
も
に
、
観
光

ま
ち
づ
く
り
に
必
要
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
能
力
や
表
現
力
等
を
養
っ
て
い
る
。ま
た
、

実
際
に
観
光
の
実
態
や
ニ
ー
ズ
を
把
握
す
る

た
め
の
調
査
結
果
提
供
や
、
社
会
実
験
、
イ

ベ
ン
ト
開
催
、
旅
行
商
品
や
カ
フ
ェ
メ

ニ
ュ
ー
等
の
商
品
開
発
・
提
供
、
古
民
家
等

の
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
協
働
、
情
報
発
信
等
の

実
施
・
協
力
を
通
し
て
、
地
域
の
観
光
ま
ち

づ
く
り
に
少
な
か
ら
ず
貢
献
す
る
こ
と
で
、

学
生
は
ま
ち
づ
く
り
の
意
義
を
実
感
す
る
と

と
も
に
、
地
域
と
の
ギ
ブ
・
ア
ン
ド
・
テ
イ

ク
の
関
係
を
築
い
た
り
、
そ
の
企
画
や
行
動

を
認
め
て
も
ら
い
成
長
を
感
じ
る
機
会
と
す

る
こ
と
を
目
指
す
。

　
こ
の
チ
ー
ム
学
修
は
、
本
学
が
立
地
す
る

上
田
市
、
上
田
地
域
定
住
自
立
圏
お
よ
び
そ

の
周
辺
地
域
に
お
い
て
、
毎
年
度
5
〜
6

チ
ー
ム
編
成
し
て
い
る
。
ゼ
ミ
生
は
、
ゼ
ミ

の
2
〜
3
回
に
1
回
ほ
ど
の
頻
度
で
地
域
協

働
学
修
の
現
場
に
赴
い
て
関
係
者
の
話
を
聞

き
、
地
域
組
織
と
連
携
し
て
多
様
な
調
査
や

事
業
を
行
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
ゼ
ミ
の

内
容
か
ら
、
正
課
外
の
休
日
の
活
動
時
間
も

少
な
く
な
い
。
教
員
と
し
て
は
、
ゼ
ミ
の
教

育
効
果
を
高
め
る
た
め
、
地
域
協
働
学
修
の

連
携
先
で
あ
る
観
光
事
業
や
観
光
ま
ち
づ
く

り
の
リ
ー
ダ
ー
と
の
信
頼
関
係
の
構
築
、
教

育
方
針
や
チ
ー
ム
学
修
ゼ
ミ
の
狙
い
、
内
容

の
す
り
合
わ
せ
に
苦
心
し
て
い
る
。

　
な
お
、
こ
う
し
た
連
携
先
の
リ
ー
ダ
ー
の

皆
さ
ん
は
、
当
該
地
域
と
観
光
事
業
に
自
負

と
自
信
を
持
ち
、
強
い
信
念
を
持
っ
て
ま
ち

づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
る
方
々
で
あ
る
と

と
も
に
、人
生
経
験
豊
か
な
方
々
で
も
あ
る
。

地
域
協
働
学
修
を
通
し
て
こ
の
よ
う
な
方
々

と
日
常
的
に
交
流
し
、
観
光
ま
ち
づ
く
り
現

場
で
の
今
日
的
・
未
来
的
な
課
題
や
社
会
潮

流
を
知
る
こ
と
で
、
卒
業
後
の
キ
ャ
リ
ア
形

成
に
も
つ
な
げ
ら
れ
る
。
実
際
に
、
熊
谷
ゼ

ミ
で
の
地
域
協
働
学
修
を
通
し
て
対
象
地
域

に
惚
れ
込
み
、
在
学
中
（
4
年
生
）
に
地
域

お
こ
し
協
力
隊
員
に
就
任
し
た
学
生
も
複
数

輩
出
し
て
い
る
。
ま
た
先
に
示
し
た
近
年
の

　
長
野
大
学
環
境
ツ
ー
リ
ズ
ム
学
部
は
、
社

会
学
を
ベ
ー
ス
に
環
境
（
資
源
）、
観
光
、

地
域
社
会
（
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
）・
地
域
ビ
ジ
ネ

ス
が
融
合
し
た
教
育
研
究
を
目
指
し
て
お

り
、
教
室
で
の
座
学
だ
け
で
な
く
、
地
域
の

多
様
な
現
場
で
体
験
的
に
学
ぶ
フ
ィ
ー
ル
ド

ワ
ー
ク
型
の
学
修
に
特
徴
を
置
い
て
い
る
。

そ
の
学
び
は
、
過
疎
化
・
高
齢
化
が
進
む
地

域
の
課
題
を
題
材
に
、
本
学
が
立
地
す
る
信

州
の
学
海
と
も
称
さ
れ
た
地
域
の
在
野
知
と

大
学
の
専
門
知
の
連
携
研
究
や
地
域
協
働
型

教
育
に
よ
っ
て
実
現
を
図
る
も
の
で
、
そ
の

中
心
的
な
科
目
が
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
で
あ
る
。

　
ゼ
ミ
は
全
学
年
で
展
開
さ
れ
て
お
り
、
1

年
生
は
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
ス
キ
ル
の
向
上
と
学

部
の
専
門
的
学
び
の
準
備
、
2
〜
3
年
生
は

前
述
し
た
環
境
、観
光
、地
域
社
会
等
を
各
々

専
門
と
す
る
教
員
の
「
専
門
ゼ
ミ
」
に
属
し

て
地
域
現
場
で
の
体
験
型
学
び
を
行
い
、
4

年
生
で
は
そ
の
延
長
上
に
卒
業
研
究
を
ま
と

め
る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
と
し
て
い
る
。
ゼ
ミ
は
、

本
学
の
建
学
の
理
念
で
あ
る
「
清
爽
な
自
然

環
境
を
活
か
し
た
理
想
的
教
育
研
究
の
場
の

建
設
」「
少
人
数
教
育
に
よ
り
人
間
的
接
触
を

深
め
、
全
人
的
人
間
形
成
」「
地
域
社
会
と
の

密
接
な
結
び
つ
き
に
よ
り
、
学
問
理
論
の
生

活
化
」
を
実
現
す
る
も
の
と
も
換
言
で
き
、

学
生
が
地
域
の
中
で
成
長
し
、
地
域
社
会
か

ら
成
長
を
認
め
ら
れ
る
と
と
も
に
、
自
ら
の

成
長
を
楽
し
む
最
も
重
要
な
場
で
も
あ
る
。

❶ 

専
門
ゼ
ミ
の
運
営
概
要

　
専
門
ゼ
ミ
に
お
け
る
熊
谷
ゼ
ミ
の
テ
ー
マ

は
、
教
員
の
専
門
、
研
究
テ
ー
マ
等
に
基
づ

き
「
観
光
・
交
通
・
景
観
ま
ち
づ
く
り
と
そ

の
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
」
と
設
定
し
て
い
る
。
教

員
は
、
長
ら
く
観
光
・
景
観
政
策
研
究
や
、

自
治
体
等
の
計
画
・
設
計
の
業
務
に
携
わ
っ

て
き
た
実
務
家
教
員
で
あ
り
、
こ
の
実
績
と

人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
等
を
活
か
す
ゼ
ミ
で
あ

る
。
専
門
ゼ
ミ
は
通
年
履
修
科
目
で
あ
り
、

私
の
ゼ
ミ
は
週
1
回
、
2
限
連
続
を
基
本
に

開
講
し
て
い
る
。

　
過
疎
化
・
高
齢
化
が
進
展
す
る
長
野
県
に

お
い
て
は
、
交
流
人
口
、
関
係
人
口
を
増
や

し
地
域
創
生
を
図
っ
て
い
く
こ
と
が
重
要
課

題
と
な
っ
て
お
り
、
本
県
の
卓
越
し
た
観
光

資
源
を
生
か
し
て
、
観
光
関
連
産
業
の
さ
ら

な
る
育
成
と
、
そ
の
ベ
ー
ス
と
な
る
観
光
ま

ち
づ
く
り
が
不
可
欠
で
あ
る
。
一
方
で
、
ス

キ
ー
場
を
中
心
と
し
た
従
来
型
の
観
光
事
業

や
観
光
ま
ち
づ
く
り
現
場
で
は
、
観
光
客

ニ
ー
ズ
へ
の
対
応
の
遅
れ
、
事
業
継
承
者
不

足
等
の
多
く
の
課
題
を
抱
え
て
い
る
。

　
こ
う
し
た
観
光
地
域
に
立
地
す
る
大
学
・

観
光
系
学
部
の
一
つ
と
し
て
、
観
光
事
業
や

観
光
ま
ち
づ
く
り
の
現
場
に
近
い
ロ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
生
か
し
て
、
実
際
の
地
域
組
織
と

連
携
し
た
学
修
（
教
育
）
と
研
究
、
地
域
貢
献

を
渾
然
一
体
と
な
っ
て
進
め
る
こ
と
を
私
の

モ
ッ
ト
ー
と
し
て
お
り
、
専
門
ゼ
ミ
は
そ
の

中
心
的
な
取
組
の
場
と
し
て
注
力
し
て
い
る
。

　
専
門
ゼ
ミ
（
4
年
生
は
卒
業
研
究
ゼ
ミ
と

称
す
る
が
こ
れ
を
合
わ
せ
て
）
に
限
っ
て

み
て
も
、
熊
谷
ゼ
ミ
生
は
60
人
程
度
と
大

所
帯
と
な
っ
て
い
る
。
一
方
で
専
門
ゼ
ミ
の

延
長
上
で
卒
業
研
究
に
取
り
組
む
こ
と
が
望

ま
れ
る
。こ
う
し
た
こ
と
か
ら
専
門
ゼ
ミ
は
、

サ
ウ
ナ
施
設
等
と
し
て
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
し

利
活
用
す
る
プ
ロ
セ
ス
を
実
践
的
に
学
ば
せ

て
い
た
だ
い
て
い
る
。

　
本
ゼ
ミ
が
対
象
と
す
る
エ
リ
ア
に
お
い

て
、
空
き
家
や
空
き
店
舗
、
低
未
利
用
の
公

共
施
設
、廃
業
宿
泊
施
設
は
増
加
し
て
お
り
、

地
域
社
会
に
暗
い
影
を
落
と
し
て
い
る
。
こ

れ
ら
を
歴
史
的
な
資
源
と
捉
え
て
リ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
し
、
有
効
活
用
す
る
方
策
が
求
め
ら

れ
て
き
た
。
そ
の
プ
ロ
セ
ス
に
お
い
て
ど
の

よ
う
な
課
題
が
あ
り
、
そ
れ
を
解
決
す
る
た

め
に
は
ど
の
よ
う
な
知
恵
や
技
術
、
ス
テ
ー

ク
ホ
ル
ダ
ー
と
の
連
携
が
必
要
か
、
効
率
的

か
つ
事
業
収
益
も
加
味
し
た
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
手
法
と
は
い
か
な
る
も
の
か
等
に
つ
い

て
、
柏
屋
別
荘
の
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
事
業
で

は
体
験
的
に
学
ぶ
こ
と
が
で
き
て
い
る
。

　
新
生
柏
屋
別
荘
は
、
昨
年
（
2
0
2
2
年
）

度
、
都
市
環
境
デ
ザ
イ
ン
会
議
研
究
報
告
会

や
外
務
省
の
ラ
オ
ス
国
立
大
学
生
招
聘
事
業

と
い
っ
た
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
事
業
の
誘
致
に
成
功

し
、
こ
れ
ら
の
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
運
営
を
ゼ

ミ
生
が
支
援
ま
た
は
企
画
運
営
す
る
と
と
も

に
、
ゼ
ミ
の
関
連
学
修
成
果
を
発
表
し
た
り

外
国
人
と
交
流
す
る
機
会
が
生
ま
れ
、
学
び

の
幅
を
広
げ
る
機
会
と
な
っ
た
。
ま
た
観
光

庁
の
補
助
事
業
と
し
て
実
施
し
た
「
柏
屋
別

荘
活
用
ア
イ
デ
ア
コ
ン
ペ
」（
写
真
3
）
へ
の

参
加
を
通
し

て
、
全
国
の
都

市
計
画
専
門
家

の
英
知
を
学
ぶ

機
会
に
も
恵
ま

れ
た
。
な
お
柏

屋
別
荘
に
お
い

て
も
、
コ
ワ
ー

キ
ン
グ
ス
ペ
ー

ス
の
一
部
を
ゼ

ミ
学
修
用
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
ル
ー
ム
と
し
て

提
供
い
た
だ
い
て
い
る
。

　
本
学
は
、
地
域
の
産
業
界
や
公
共
公
益
団

体
等
の
多
様
な
主
体
と
の
連
携
に
よ
る
研
究

教
育
活
動
と
社
会
貢
献
を
目
指
し
て
産
学
官

連
携
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
立
科

町
商
工
会
と
の
連
携
協
定
は
足
か
け
15
年
の

歴
史
を
紡
い
で
き
た
。
そ
の
一
環
と
し
て
、
立

科
町
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
ユ
ー
ユ
ー
た
て
し

な
、
農
事
組
合
法
人
蓼
科
農
ん
喜
村
と
協
働

し
た
ゼ
ミ
学
修
を
継
続
的
に
実
施
し
て
い
る
。

　
特
に
近
年
は
、
農
ん
喜
村
が
指
定
管
理
者

と
し
て
運
営
し
て
い
る
道
の
駅
・
女
神
の
里

た
て
し
な
の
活
性
化
や
魅
力
向
上
を
題
材
に

し
、
道
の
駅
開
き
の
イ
ベ
ン
ト
に
お
け
る
学

ゼ
ミ
の
テ
ー
マ
で
あ
る
「
エ
リ
ア
リ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
」
の
学
修
で
は
、
古
民
家
や
町
屋
等

の
活
用
の
可
能
性
を
学
ぶ
中
で
、
分
散
型
宿

泊
施
設
お
よ
び
ま
ち
づ
く
り
の
全
国
的
な
オ

ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
企
業
に
職
を
求
め
、
活
躍
す

る
よ
う
な
学
生
も
出
て
き
て
い
る
。

　
こ
こ
ま
で
堅
い
前
置
き
の
よ
う
な
内
容
に

終
始
し
て
し
ま
っ
た
。
以
下
は
具
体
的
な
地

域
協
働
型
の
チ
ー
ム
学
修
ゼ
ミ
の
内
容
や
成

果
を
紹
介
し
て
い
き
た
い
。

　
真
田
氏
の
築
い
た
上
田
城
下
、
北
国
街
道

沿
道
の
古
い
商
人
町
が
柳
町
で
あ
り
、
長
い

歴
史
を
持
つ
酒

蔵
、
み
そ
蔵
、

ワ
イ
ナ
リ
ー
直

営
店
、
天
然
酵

母
を
使
っ
た
有

名
パ
ン
等
発
酵

食
品
の
店
舗
や

工
房
が
建
ち
並

ん
で
い
る
。

2
0
0
4
年
度

生
企
画
プ
ロ
グ

ラ
ム
の
開
催
を

は
じ
め
、
隣
接

す
る
町
有
施

設
・
耕
福
館
、

ク
ラ
イ
ン
ガ
ル

テ
ン
を
取
り
込

ん
だ
道
の
駅

バ
ー
ジ
ョ
ン

ア
ッ
プ
計
画
の

策
定（
写
真
4
）、
そ
の
実
現
可
能
性
を
検
証

す
る
た
め
の
オ
ー
プ
ン
カ
フ
ェ
等
の
社
会
実
験

に
取
り
組
み
、
そ
の
成
果
を
指
定
管
理
者
に
提

言
・
報
告
し
て
い
る
。
な
お
、
こ
の
取
組
は
、

2
0
1
9
年
度
に
国
土
交
通
省
関
東
地
方
整

備
局
が
実
施
し
た「
道
の
駅
」学
生
コ
ン
テ
ス

ト
に
お
い
て
優
秀
な
活
動
と
し
て
表
彰
さ
れ
て

い
る（
こ
の
内
容
は
本
誌
2
5
0
号
に
寄
稿
）。

　
そ
の
後
も
毎
年
秋
に
開
催
さ
れ
る
道
の
駅

主
催
の
収
穫
祭
に
お
い
て
、
特
産
の
リ
ン
ゴ

を
食
材
と
し
た
ミ
ニ
パ
フ
ェ
や
ス
ム
ー

ジ
ー
、
ベ
ー
グ
ル
等
の
カ
フ
ェ
メ
ニ
ュ
ー
を

ゼ
ミ
生
が
発
案
し
、
事
業
者
と
連
携
し
て
開

発
・
提
供
、
準
備
し
た
商
品
を
全
て
売
り
切

る
効
果
を
上
げ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
商
品
開

発
に
お
い
て
何
回
も
試
作
と
試
食
を
繰
り
返

し
、
試
行
錯
誤
し
な
が
ら
商
品
開
発
を
行
う

学
修
プ
ロ
セ
ス
や
、
学
生
が
デ
ザ
イ
ン
を
学

び
な
が
ら
作
成
し
た
ポ
ッ
プ
や
フ
ラ
イ
ヤ
ー

等
の
情
報
発
信
が
結
実
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
本
学
部
の
三
田
育
雄
客
員
教
授
が
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト
時
代
に
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
し
た
道
の

駅
・
川
場
田
園
プ
ラ
ザ
が
、
川
場
村
の
過
疎

地
域
指
定
脱
却
の
大
き
な
成
功
要
因
と
な
っ

た
よ
う
に
、
道
の
駅
は
や
り
よ
う
に
よ
っ
て

絶
大
な
地
域
振
興
効
果
を
も
た
ら
す
。
学
生

は
、
道
の
駅
・
女
神
の
里
た
て
し
な
の
現
場

学
修
と
、
毎
年
の
よ
う
に
実
施
す
る
川
場
田

園
プ
ラ
ザ
等
先
進
道
の
駅
の
フ
ィ
ー
ル
ド

ワ
ー
ク
を
通
し
、
6
次
産
業
化
拠
点
と
観
光

ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ
と
し
て
の
道
の
駅
の
可
能
性

や
、
そ
の
地
域
振
興
の
仕
組
み
に
つ
い
て
格

好
の
学
び
を
得
て
い
る
。

　
熊
谷
ゼ
ミ
で
は
、
須
坂
市
峰
の
原
高
原
に

お
け
る
ペ
ン
シ
ョ
ン
村
の
事
業
継
承
や
リ

ゾ
ー
ト
再
生
も
10
年
に
わ
た
り
題
材
と
し
て

お
り
、
地
元
観
光
協
会
、
須
坂
市
、
長
野
県

観
光
機
構
、A

irb
n
b

等
と
の
地
域
協
働
学

修
に
取
り
組
ん
で
き
た
。

　
ま
た
景
観
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
は
、
文
化

財
保
護
法
の
重
要
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地

区
制
度
の
契
機
の
一
つ
と
な
っ
た
妻
籠
宿
に
出

向
き
、
妻
籠
を
愛
す
る
会
幹
部
と
の
意
見
交
換

を
行
っ
た
り
、
重
伝
建
選
定
を
目
指
す
小
諸
市

で
の
地
域
協
働
学
修
も
継
続
実
施
し
て
い
る
。

　
昨
年
度
産
学
官
協
定
を
締
結
し
た
三
菱
地

所
株
式
会
社
の
協
力
に
よ
る
「
大
丸
有
」
開

発
や
横
浜
Ｍ
Ｍ
21
に
お
け
る
都
市
景
観
形

成
、
教
員
が
実
務
と
し
て
携
わ
っ
た
新
幹
線

飯
山
駅
観
光
交
流
セ
ン
タ
ー
等
を
教
材
（
写

真
5
）と
し
た
、都
市
景
観
が
テ
ー
マ
の
チ
ー

ム
学
修
も
あ
る
。

　
以
上
、
観
光
ま
ち
づ
く
り
現
場
に
は
、
地

元
事
業
者
や
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
と
と
も
に

第
一
線
で
活
躍
す
る
専
門
家
、
研
究
者
も

集
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
皆
さ
ん
の
理
解
あ

る
指
導
は
、
熊
谷
ゼ
ミ
の
学
修
に
と
っ
て
欠

か
せ
な
い
存
在
で
あ
り
、
こ
の
場
を
借
り
て

感
謝
を
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
る
。

写真3）柏屋別荘アイデアコンペでは
ゼミ提案の4つが受賞

写真4）ゼミで制作した道の駅・
女神の里たてしなバージョンアップ計画模型

写真5）教員の実務経験の現場である飯山駅
観光交流センターでのゼミフィールドワーク

❸ 

立
科
町
道
の
駅
を
通
し
た

 

　6
次
産
業
化
や
地
域
再
生
学
修

❹ 

そ
の
他
の
観
光
ま
ち
づ
く
り

　

 

現
場
に
お
け
る
地
域
協
働
学
修

の

 

ん

 

き
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公益財団法人日本交通公社
および

「旅の図書館」
への

アクセス

〒107-0062
東京都港区南青山二丁目7番29号 日本交通公社ビル
東京メトロ銀座線、半蔵門線、都営大江戸線
「青山一丁目」5番出口から徒歩3分
●青山通りからお越しの方…楽天クリムゾンハウス青山のビルをくぐり、
　レストラン『NARISAWA』の前の公開空地を通り抜けると
　正面左側が日本交通公社ビルです。
●外苑東通りからお越しの方…コンビニエンスストア『ポプラ』の角を西に曲がり、
　2つめの交差点を越え、約10m先左側が日本交通公社ビルです。
●駐車場はございません。

NARISAWA

楽天クリムゾン
ハウス青山

ポプラ

赤坂御用地

外
苑
東通り

外
苑
東
通
り



〒107-0062 東京都港区南青山二丁目7番29号 日本交通公社ビル
TEL：03-5770-8350
https://www.jtb.or.jp
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Tourism Culture

March
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 海外の観光地に赴き、
 交流し、

考えることの意義
村上和夫（立教大学）

ハワイにおける
観光パラダイムシフト
五木田玲子/岩野温子
相澤美穂子/工藤亜稀
後藤健太郎
（JTBF）

スイス・
オーストリア
における
観光地マネジメント
那須 將 /小川直樹
江﨑貴昭 /菅野正洋
（JTBF）

巻頭言特集 1

特集 2

ニュージー
ランド
における
サステナブル
ツーリズム
中島 泰/後藤伸一
目代 凪/門脇茉海
（JTBF）

特集 3

連載
“観光を学ぶ”ということ第20回

長野大学環境ツーリズム学部

熊谷ゼミ
熊谷圭介
（長野大学）

観光研究最前線
地域の

ブレンド力を磨く
中谷健太郎
（亀の井別荘）

～ハ ワイ、 スイス ・ オ ーストリア、
ニュージー ランドの
視 察 を 通して～

特
集

観光
ダイナミズム

2023

の
観光

ダイナミズム
2023

の

視座

観光振興の
ダイナミズムへ
山田雄一（JTBF）

【
特
集
】世
界
の
観
光
ダイ
ナ
ミ
ズム
２
０
２
３

M
arch 2024
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